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こんにちは、『ラジオ下神白』へようこそ

文化活動家／『ラジオ下神白』ディレクター

運営チーム 思い出をインタビュー

CDを制作 リクエストを募集！
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大阪出身・東京在住のアサダワタル、八戸発いわき
着の漁業娘「りんごちゃん」こと榊 裕美、いわき市生
まれいわき市育ち「しおちゃん」こと鈴木詩織を中心
に、地元や東京からさまざまなメンバーが集っていま
す。事務局は、一般社団法人Tecoが行っています。

いただいたエピソードは、思い出の曲とともに一枚の
CDにして、一軒ずつご自宅にお配りしています。CD
を入れる封筒づくりや封入は、住民のみなさんと手
作業で行っています。2020年3月現在までに、第
1～6集をリリース。第7集も制作中です。

住民のみなさんのお家を訪ねて、まちや人生の思い
出について聞かせていただいています。当時の馴染
み深い音楽をかけながら、子供の頃の記憶やご夫婦
の馴れ初め話が弾んだり、ときおり震災や戦争の経
験についての話が出ることも。

これまで集まったリクエストカードは、計50枚。なか
には一枚に何曲も書き込んでくださった方もいて、リ
クエストは63曲を超えました。集会所の入り口にあ
る「黄色いポスト」が目印。実は、元大工の住民さん
による手づくりです。

活動内容

さかき

2017年から、福島県いわき市にある「福島県復興公営住宅・下神白団地」で、

ラジオをはじめました。この番組を録音したCDでは、住民のみなさんのまちの

思い出とともに、その当時の馴染み深い音楽をラジオ風にお届けしています。

これまでの活動をまとめた一冊、どうぞお楽しみください！

しもかじろ

オープニング
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オープニング　こんにちは、 『ラジオ下神白』へようこそ

下神白団地とは

もくじ

2017年

第1集 「常磐ハワイアンセンターの思い出など」

第2集 「あの頃の仕事　家族の風景」

下神白団地の2017年／4町（富岡・大熊・浪江・双葉）の2017年

2018年

第3集 「2017年リクエスト総集編」

第4集 「海の上で捕まえたあの風景」

「REC　PLAY　ある復興団地の「声(風景)」をなぞる
ラジオ下神白 あのときあのまちの音楽からいまここへの報奏会」

下神白団地の2018年／4町（富岡・大熊・浪江・双葉）の2018年

2019年

第5集 「変化と連なり さよならのかわりに」

第6集 「歌とともにある人生」

下神白団地の2019年／4町（富岡・大熊・浪江・双葉）の2019年

『ラジオ下神白』の歩み　2017-2019

エンディング　声をなぞるから声を奏でるへ

「ただそれだけ」のことから広がる関係性　榊 裕美

「震災」と距離を置くこと　鈴木詩織

 髙原タケ子さんという存在、私たちのこれから　アサダワタル

下神白団地とは

ラジオ下神白

も く じ

「福島県復興公営住宅・下神白団地」は、東京電力福島第一原子力発

電所事故の避難者が入居しています。道路を挟んで隣にある「いわ

き市災害公営住宅・永崎団地」は、津波による被災者が入居。震災前

の居住地によって、被災状況や賠償金の違いなど、さまざまです。

下神白団地の入居がはじまったのは、2015年2月。『ラジオ下神白』

がスタートした2016年12月時点では、居住者の大半が65歳以上で

した。

合計 200 世帯
入居率100%

1

2

3

4

12

22

24

26

40

54

56

72

86

88

92

91

94

96

2

1号棟　富岡町　35世帯

6号棟　双葉町　25世帯

→←

2015年の居住世帯
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2号棟　富岡町　45世帯

3号棟　大熊町　35世帯 4号棟　浪江町　35世帯

5号棟　浪江町　25世帯



など

いわき民報 昭和41年1月22日　第6237号より

常磐ハワイアンセンターの思い出
収録日 2017年 2月27日　　会場 下神白団地集会所
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な
ど

か
を
る　

だ
か
ら
、
子
供
は
ふ
た
り
と
も
小
学
校
は
三
つ
。

茂
子　

苦
労
し
た
の
に
い
い
子
よ
ね
。
よ
く
育
っ
た
ね
。

一
同　
（
笑
）
。　

茂
子　

と
、
私
は
思
う
け
ど
、
素
直
で
ね
。

か
を
る　

素
直
で
も
な
い
ん
だ
け
ど
。
ぐ
れ
ず
に
い
て
く

　
　

れ
た
か
ら
、
ま
あ
い
い
か
な
み
た
い
な
。

ア
サ
ダ　

当
時
流
行
っ
て
た
曲
っ
て
、
覚
え
て
ま
す
か
？

か
を
る　

都 

は
る
み
か
な
。
『
北
の
宿
』
か
ら
だ
っ
た
よ

　
　

う
な
気
も
す
る
。
あ
と
は
何
だ
っ
け
？

弘
明　

銀
行
に
入
っ
た
頃
の
こ
と
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に

　
　

な
っ
て
く
る
ん
だ
よ
な
。

会
田　

ほ
か
の
思
い
出
と
？

弘
明　

は
い
、
歌
で
も
。

茂
子　

グ
ル
ー
プ
・
サ
ウ
ン
ズ
時
代
か
な
？

弘
明　

グ
ル
ー
プ
・
サ
ウ
ン
ズ
は
、
ち
ょ
っ
と
あ
と
。

　
　

一
番
あ
れ
な
の
は
、
グ
ル
ー
プ
・
サ
ウ
ン
ズ
で
も

　
　

だ
い
た
い
終
わ
り
の
頃
だ
か
ら…

…

。

か
を
る　

ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
。

ア
サ
ダ　

ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
と
か
ね
。

弘
明　

ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ズ
が
小
学
校
か
中
学
校
の
頃
だ

　
　

か
ら…

…

。

会
田　

そ
の
あ
と
沢
田
研
二
。

ア
サ
ダ　

沢
田
研
二
。
う
ん
、
そ
う
そ
う
そ
う
。

弘
明　

う
ん
、
沢
田
研
二
が
出
て
き
た
と
き
で
、
さ
っ

　
　

き
言
っ
た
よ
う
に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
な
ん
て
い
う

　
　

の
は
、
そ
の
頃
だ
ん
だ
ん
日
本
に
き
て
た
頃
で
。

　
　

俺
が
高
校
の
頃
に
、
あ
れ
か
、
『
京
都
の
恋
』
が

　
　

流
れ
て
た
ね
。

ア
サ
ダ　
『
京
都
の
恋
』
っ
て
、
誰
の
曲
で
す
か
、
そ
れ

　
　

は
。

弘
明　

誰
だ
？　

あ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
が
作
曲
し
た
曲
。

か
を
る　

な
ん
と
か
ゆ
う
子
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ア
サ
ダ
　
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

　
　

は
。
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
へ
よ
う
こ
そ
。

　
　
　

こ
の
C
D
で
は
、
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な

　
　

さ
ん
の
ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
そ
の
当
時
の

　
　

馴
染
み
深
い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
て
い

　
　

き
ま
す
。

　
　
　

第
１
集
は
、
浪
江
町
ご
出
身
の
佐
山
弘
明
さ

　
　

ん
・
か
を
る
さ
ん
ご
夫
妻
。
同
じ
く
浪
江
町
ご
出

　
　

身
の
渡
部
茂
子
さ
ん
の
お
三
方
が
ゲ
ス
ト
で
す
。

　
　

そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

佐
山
ご
夫
妻
の
場
合

ア
サ
ダ　

ず
っ
と
浪
江
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？

　
　

20
代
の
頃
に
別
の
ま
ち
に
行
っ
た
こ
と
っ
て
あ
り

　
　

ま
し
た
？

弘
明　

私
は
高
校
卒
業
後
か
ら
出
稼
ぎ
し
て
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

出
稼
ぎ
。

弘
明　

転
勤
族
だ
っ
た
ん
で
。

ア
サ
ダ　

ど
ち
ら
に
行
か
れ
て
た
ん
で
す
か
、
佐
山
さ
ん
。

か
を
る　

銀
行
だ
よ
。

弘
明　

う
ん
、
銀
行
に
入
っ
た
ん
で
。

か
を
る　

７
か
所
ね
。

弘
明　

あ
、
７
か
所
か
。
大
津
、
植
田
、
小
川
、
土
浦

　
　

駅
前
、
佐
貫
、
小
名
浜
、
原
町
、
平…

…

８
か
所

　
　

か
。

茂
子　

そ
ん
な
に
。
単
身
赴
任
さ
せ
な
か
っ
た
の
？

か
を
る　

し
な
か
っ
た
。

弘
明　

ふ
た
り
で
一
緒
に
。

弘
明　

渚
、
じ
ゃ
な
い
？

か
を
る　

渚 

ゆ
う
子
？

弘
明　

渚 

ゆ
う
子
だ
！

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

佐
山
ご
夫
妻
が
出
会
っ
た
当
時
の
流
行
歌
で
、
昭

　
　

和
45
年
の
ナ
ン
バ
ー
、
渚 

ゆ
う
子
で
『
京
都
の

　
　

恋
』
で
す
。
ど
う
ぞ
！

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

佐
山
弘
明
さ
ん
と
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

弘
明　

高
校
の
頃
か
な
、
一
番
先
に
レ
コ
ー
ド
を
買
っ

　
　

た
の
は…

…

。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
れ
は
聞
き
た
い
、
そ
れ
聞
き
た
い
。

弘
明　

平
山
三
紀
の
『
夏
の
日
の
思
い
出
（
真
夏
の
出

　
　

来
事
）
』
だ
っ
け
？

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
あ
り
ま
す
ね
。

弘
明　

あ
れ
は
ね
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
に
来
た
と

　
　

き
に
買
っ
た
ん
だ
よ
。

か
を
る　

へ
え
。

ア
サ
ダ　

え
、
ど
ち
ら
で
？

茂
子　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
。

ア
サ
ダ　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
。
あ
、
常
磐
ハ
ワ
イ
ア

　
　

ン
セ
ン
タ
ー
。

弘
明　

昔
の
。

会
田　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
頃
で
す
ね
。

弘
明　

平
山
三
紀
が
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
に
来
た
の

　
　

よ
。
そ
れ
は
た
ぶ
ん
、
中
学
校
３
年
か
高
校
１
年

　
　

だ
と
思
う
ん
だ
よ
。

ア
サ
ダ　
『
真
夏
の
出
来
事
』
で
す
よ
ね
。　
　
　

1. オープニング

2. エピソード１／佐山ご夫妻の場合

3. 楽曲１／渚 ゆう子 『京都の恋』

4. CM１／ロート目薬

5. エピソード２／佐山弘明さんと常磐ハワイアンセンター

6. 楽曲２／平山三紀 『真夏の出来事』

7. CM２／大黒屋

8. エピソード３／渡部茂子さんと常磐ハワイアンセンター

9. 楽曲３／大津美子 『ここに幸あり』

10. CM３／ペプシコーラ

11. お知らせコーナー／カフェ下神白 渡辺貫一マスターへインタビュー

12. エピソード４／渡部茂子さんと東京オリンピック～浪江町の喫茶店

13. 楽曲４／山本リンダ 『こまっちゃうナ』

14. 振り返り／～これからのこと

15.エンディング

16. 番外編１／佐山弘明さんの人生談

17. 番外編２／佐山かをるさんの人生談

18. 番外編３／渡部茂子さんの人生談

1
　
第
１
集
に
登
場
す
る
の
は
、
こ
ち
ら
の
６

名
で
す
。
眠
れ
な
い
夜
に
、
ど
う
ぞ
ゆ
っ
く

り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
思
い
出

ラ
ジ
オ
下
神
白 

第
１
集

収録内容

語
り
手

聞
き
手

佐山弘明さん佐山かをるさん渡部茂子さん

アサダワタル会田勝康
（NPO法人 Wunder ground）
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常磐ハワイアンセンターの思い出など

わたなべ

た
い
ら

わ
た
な
べ

江尻浩二郎



弘
明　

請
戸
に
森 

進
一
が
来
た
の
は
、
マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー

　
　

ズ
と
来
た
の
。

ア
サ
ダ　

マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー
ズ
か
あ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

渡
部
茂
子
さ
ん
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
浪
江
町
の
喫
茶
店

会
田　

ご
自
身
が
お
若
い
頃
っ
て
、
ど
ん
な
曲
を
聴
い

　
　

て
ま
し
た
か
？

茂
子　

う
ち
ら
の
と
き
は
ラ
ジ
オ
の
時
代
だ
っ
た
か
ら
、

　
　

ラ
ジ
オ
か
ら
聴
い
た
ほ
う
が
覚
え
て
ん
だ
ね
。

ア
サ
ダ　

へ
え
。

茂
子　

だ
か
ら
、
美
空
ひ
ば
り
に
し
て
も
、
東
海
林
太

　
　

郎
に
し
て
も
、
な
ん
か
そ
の
頃
の
曲
は
覚
え
て
る
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
。

茂
子　

で
も
、
題
名
は
わ
か
ん
な
い
。

ア
サ
ダ　

ラ
ジ
オ
か
ら
聴
く
の
と
ね
、
や
っ
ぱ
り
テ
レ

　
　

ビ
っ
て
い
う
か
ね
、
映
像
あ
り
で
聴
く
の
と
全
然

　
　

残
り
方
が
違
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
、
な
ん
か

　
　

こ
う
ね
。

弘
明　

や
っ
ぱ
り
10
年
違
う
と
あ
れ
な
の
か
。
俺
は
テ

　
　

レ
ビ
の
時
代
に
な
っ
て
く
る
。

ア
サ
ダ　

そ
こ
も
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
ね
。

茂
子　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
境
に
。

か
を
る　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
そ
こ
だ
。

茂
子　

テ
レ
ビ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
境
に
し
て
か
、
そ

　
　

の
前
。

弘
明　

そ
う
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
ね
、
う
ん
う
ん
う
ん
。

ア
サ
ダ　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
1
9
6
4
年
で
し
た
っ
け
。

茂
子　

あ
の
、
若
貴…

…

。
若
貴
の
相
撲
を
ラ
ジ
オ
屋

か
を
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だ
か
ら
、
子
供
は
ふ
た
り
と
も
小
学
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は
三
つ
。

茂
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苦
労
し
た
の
に
い
い
子
よ
ね
。
よ
く
育
っ
た
ね
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一
同　
（
笑
）
。　

茂
子　

と
、
私
は
思
う
け
ど
、
素
直
で
ね
。

か
を
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素
直
で
も
な
い
ん
だ
け
ど
。
ぐ
れ
ず
に
い
て
く

　
　

れ
た
か
ら
、
ま
あ
い
い
か
な
み
た
い
な
。

ア
サ
ダ　

当
時
流
行
っ
て
た
曲
っ
て
、
覚
え
て
ま
す
か
？

か
を
る　

都 

は
る
み
か
な
。
『
北
の
宿
』
か
ら
だ
っ
た
よ

　
　

う
な
気
も
す
る
。
あ
と
は
何
だ
っ
け
？

弘
明　

銀
行
に
入
っ
た
頃
の
こ
と
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に

　
　

な
っ
て
く
る
ん
だ
よ
な
。

会
田　

ほ
か
の
思
い
出
と
？

弘
明　

は
い
、
歌
で
も
。

茂
子　

グ
ル
ー
プ
・
サ
ウ
ン
ズ
時
代
か
な
？

弘
明　

グ
ル
ー
プ
・
サ
ウ
ン
ズ
は
、
ち
ょ
っ
と
あ
と
。

　
　

一
番
あ
れ
な
の
は
、
グ
ル
ー
プ
・
サ
ウ
ン
ズ
で
も

　
　

だ
い
た
い
終
わ
り
の
頃
だ
か
ら…

…

。

か
を
る　

ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
。

ア
サ
ダ　

ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
と
か
ね
。

弘
明　

ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ズ
が
小
学
校
か
中
学
校
の
頃
だ

　
　

か
ら…

…

。

会
田　

そ
の
あ
と
沢
田
研
二
。

ア
サ
ダ　

沢
田
研
二
。
う
ん
、
そ
う
そ
う
そ
う
。

弘
明　

う
ん
、
沢
田
研
二
が
出
て
き
た
と
き
で
、
さ
っ

　
　

き
言
っ
た
よ
う
に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
な
ん
て
い
う

　
　

の
は
、
そ
の
頃
だ
ん
だ
ん
日
本
に
き
て
た
頃
で
。

　
　

俺
が
高
校
の
頃
に
、
あ
れ
か
、
『
京
都
の
恋
』
が

　
　

流
れ
て
た
ね
。

ア
サ
ダ　
『
京
都
の
恋
』
っ
て
、
誰
の
曲
で
す
か
、
そ
れ

　
　

は
。

弘
明　

誰
だ
？　

あ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
が
作
曲
し
た
曲
。

か
を
る　

な
ん
と
か
ゆ
う
子
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ア
サ
ダ
　
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

　
　

は
。
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
へ
よ
う
こ
そ
。

　
　
　

こ
の
C
D
で
は
、
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な

　
　

さ
ん
の
ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
そ
の
当
時
の

　
　

馴
染
み
深
い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
て
い

　
　

き
ま
す
。

　
　
　

第
１
集
は
、
浪
江
町
ご
出
身
の
佐
山
弘
明
さ

　
　

ん
・
か
を
る
さ
ん
ご
夫
妻
。
同
じ
く
浪
江
町
ご
出

　
　

身
の
渡
部
茂
子
さ
ん
の
お
三
方
が
ゲ
ス
ト
で
す
。

　
　

そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

佐
山
ご
夫
妻
の
場
合

ア
サ
ダ　

ず
っ
と
浪
江
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？

　
　

20
代
の
頃
に
別
の
ま
ち
に
行
っ
た
こ
と
っ
て
あ
り

　
　

ま
し
た
？

弘
明　

私
は
高
校
卒
業
後
か
ら
出
稼
ぎ
し
て
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

出
稼
ぎ
。

弘
明　

転
勤
族
だ
っ
た
ん
で
。

ア
サ
ダ　

ど
ち
ら
に
行
か
れ
て
た
ん
で
す
か
、
佐
山
さ
ん
。

か
を
る　

銀
行
だ
よ
。

弘
明　

う
ん
、
銀
行
に
入
っ
た
ん
で
。

か
を
る　

７
か
所
ね
。

弘
明　

あ
、
７
か
所
か
。
大
津
、
植
田
、
小
川
、
土
浦

　
　

駅
前
、
佐
貫
、
小
名
浜
、
原
町
、
平…

…

８
か
所

　
　

か
。

茂
子　

そ
ん
な
に
。
単
身
赴
任
さ
せ
な
か
っ
た
の
？

か
を
る　

し
な
か
っ
た
。

弘
明　

ふ
た
り
で
一
緒
に
。

弘
明　

渚
、
じ
ゃ
な
い
？

か
を
る　

渚 

ゆ
う
子
？

弘
明　

渚 

ゆ
う
子
だ
！

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

佐
山
ご
夫
妻
が
出
会
っ
た
当
時
の
流
行
歌
で
、
昭

　
　

和
45
年
の
ナ
ン
バ
ー
、
渚 

ゆ
う
子
で
『
京
都
の

　
　

恋
』
で
す
。
ど
う
ぞ
！

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

佐
山
弘
明
さ
ん
と
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

弘
明　

高
校
の
頃
か
な
、
一
番
先
に
レ
コ
ー
ド
を
買
っ

　
　

た
の
は…

…

。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
れ
は
聞
き
た
い
、
そ
れ
聞
き
た
い
。

弘
明　

平
山
三
紀
の
『
夏
の
日
の
思
い
出
（
真
夏
の
出

　
　

来
事
）
』
だ
っ
け
？

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
あ
り
ま
す
ね
。

弘
明　

あ
れ
は
ね
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
に
来
た
と

　
　

き
に
買
っ
た
ん
だ
よ
。

か
を
る　

へ
え
。

ア
サ
ダ　

え
、
ど
ち
ら
で
？

茂
子　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
。

ア
サ
ダ　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
。
あ
、
常
磐
ハ
ワ
イ
ア

　
　

ン
セ
ン
タ
ー
。

弘
明　

昔
の
。

会
田　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
頃
で
す
ね
。

弘
明　

平
山
三
紀
が
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
に
来
た
の

　
　

よ
。
そ
れ
は
た
ぶ
ん
、
中
学
校
３
年
か
高
校
１
年

　
　

だ
と
思
う
ん
だ
よ
。

ア
サ
ダ　
『
真
夏
の
出
来
事
』
で
す
よ
ね
。　
　
　

茂
子　

う
ん
、
決
ま
っ
て
る
。

ア
サ
ダ　

で
、
も
う
子
供
た
ち
、
そ
れ
が
楽
し
み
で
し
ょ

　
　

う
が
な
い
み
た
い
な
。

茂
子　

だ
い
ぶ
、
10
違
い
ま
す
か
ら
ね
、
こ
の
方
た
ち

　
　

と
は
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
。

茂
子　

海
に
連
れ
て
行
く
の
に
は
、
や
っ
ぱ
り
子
供
ひ

　
　

と
り
に
対
し
て
、
大
人
ひ
と
り
っ
て
い
う
ふ
う
な
。

　
　

だ
か
ら
、
よ
く
請
戸
の
海
岸
に
は
行
っ
た
ん
だ
け

　
　

ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
ど
も
の
日
は
ち
ょ
っ
と
請
戸
が

　
　

寒
い
っ
て
こ
と
も
あ
る
ん
だ
け
ど
、
海
と
か
山
と

　
　

か
っ
て
い
う
の
よ
り
も
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

に
連
れ
て
行
く
ほ
う
が
、
一
番
、
守
り
や
す
い
。

　
　

喜
ぶ
し
、
雨
が
降
っ
て
も
い
い
し
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
大
き
い
で
す
ね
、
確
か
に
ね
。

茂
子　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
も
う
決
め
ち
ゃ
っ
て
。

弘
明　

請
戸
に
は
ね
、
浪
江
に
来
た
と
き
だ
っ
た
っ
け

　
　

か
な
、
森 

進
一
が
来
た
と
き
に
請
戸
に
来
て
ん

　
　

だ
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

森 

進
一
か
。

弘
明　

森 

進
一
が
ね
、『
お
ふ
く
ろ
さ
ん
』
歌
っ
た
っ

　
　

た
け
か
な
。

か
を
る　

あ
、
そ
う
か
。

会
田　

絶
頂
期
で
す
ね
。

弘
明　

絶
頂
期
。

ア
サ
ダ　

で
す
ね
。

弘
明　

だ
か
ら
、
浪
江
の
商
工
会
で
あ
れ
や
っ
て
、
体

　
　

育
館
に
。

茂
子　

体
育
館
で
や
っ
た
や
つ
。

弘
明　

や
っ
た
や
つ
、
そ
う
そ
う
。

茂
子　

ピ
ン
ク
・
レ
デ
ィ
ー
も
来
た
し
な
、
あ
の
頃

　
　

は
。
五
木
ひ
ろ
し
も
来
た
し
な
。

　
　

さ
ん
に
行
っ
て
う
ち
ら
見
た
ん
だ
か
ら
。
横
か
ら

　
　

見
る
と
画
面
が
見
え
な
い
っ
て
ね
、
あ
れ
、
映
像

　
　

が
見
え
な
い
テ
レ
ビ
で
、
知
っ
て
ま
す
よ
ね
。
そ

　
　

の
頃
だ
か
ら
。
だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
小
さ
い
と
き

　
　

は
ね
、
ラ
ジ
オ
か
ら
。

弘
明　

だ
っ
て
、
テ
レ
ビ
が
一
番
入
っ
て
き
た
の
は
オ

　
　

リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
も
ん
な
。

茂
子　

浪
江
の
ほ
う
に
王
子
産
業
っ
て
あ
っ
た
よ
ね
。

　
　

あ
そ
こ
に
勤
め
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の
前
に
東

　
　

京
に
行
っ
た
り
し
て
ね
。
浪
江
に
帰
っ
て
、
清
橋

　
　

に
帰
っ
て
、
王
子
さ
ん
へ
勤
め
て
い
て
。
そ
の
と

　
　

き
、ち
ょ
っ
と
、知
り
合
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

知
り
合
っ
ち
ゃ
っ
た
。

茂
子　

印
刷
屋
な
ん
て
い
う
、
商
売
な
ん
て
考
え
ら
れ

　
　

な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
か
。

茂
子　

そ
ん
で
も
な
ん
か
な
、
い
つ
の
間
に
か
。

会
田　

恋
愛
結
婚
。

茂
子　

ね
。
恋
愛
で
も
な
い
な
、
な
ん
だ
ろ
ね
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

会
田　

で
も
、
な
ん
か
そ
れ
こ
そ
、
そ
の
東
京
オ
リ
ン

　
　

ピ
ッ
ク
ぐ
ら
い
の
時
期
に
そ
う
い
う
出
会
い
と
か

　
　

の
な
か
で
、
印
象
に
残
る
曲
と
か
っ
て
何
か
あ
っ

　
　

た
り
し
た
ん
で
す
か
ね
。

茂
子　

曲
は
ね
、
山
本
リ
ン
ダ
さ
ん
の
。

ア
サ
ダ　

あ
の
時
代
、
そ
っ
か
、
山
本
リ
ン
ダ
ね
。

茂
子　
『
ど
う
に
も
と
ま
ら
な
い
』
じ
ゃ
な
い
、
何

　
　

だ
っ
た
？

か
を
る　
『
こ
ま
っ
ち
ゃ
う
ナ
』。

茂
子　
『
こ
ま
っ
ち
ゃ
う
ナ
』
だ
な
。

ア
サ
ダ　
『
こ
ま
っ
ち
ゃ
う
ナ
』
の
ほ
う
か
。
あ
れ
ね
。

9

か
を
る　

そ
う
だ
ね
。

弘
明　

そ
れ
を
何
人
か
で
観
に
行
っ
て
。

茂
子　

ね
え
、
す
ご
く
い
い
ね
。

か
を
る　

い
い
、
い
い
。

弘
明　

で
も
、
レ
コ
ー
ド
は
買
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、

　
　

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
ね
え
ん
だ
よ
（
笑
）。

一
同　
（
笑
）。

茂
子　

な
ん
か
わ
か
る
よ
ぉ
。

ア
サ
ダ　

気
持
ち
だ
け
先
走
っ
て
。

弘
明　

で
、（
プ
レ
ー
ヤ
ー
）
持
っ
て
る
と
こ
に
行
っ
た

　
　

の
よ
。
で
、
な
ん
で
か
売
っ
て
た
ん
だ
よ
な
。
で
、

　
　

何
に
も
知
ら
ず
に
買
っ
た
ん
だ
よ
な
。

会
田　

商
売
が
う
ま
い
な
。

ア
サ
ダ　

う
ま
い
で
す
ね
。

か
を
る　

い
ま
だ
っ
て
ね
、
ラ
イ
ブ
と
か
そ
う
い
う
の
を

　
　

や
れ
ば
ね
、
売
っ
て
ま
す
も
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

売
っ
て
ま
す
ね
、
確
か
に
。

か
を
る　

で
、
握
手
。
買
っ
た
ら
握
手
し
て
く
れ
る
と
か

　
　

ね
。

弘
明　

そ
う
そ
う
そ
う
そ
う
。

か
を
る　

サ
イ
ン
し
て
く
れ
る
と
か
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
う
考
え
た
ら
、
A
K
B
的
な
も
の
の
原
形
が

　
　

あ
ん
ま
り
変
わ
っ
て
な
い
っ
て
い
う
、
実
は
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
、
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
佐

　
　

山
弘
明
さ
ん
が
初
め
て
買
っ
た
レ
コ
ー
ド
の
曲
。

　
　

し
か
も
、
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
で
購
入
さ

　
　

れ
た
レ
コ
ー
ド
だ
そ
う
で
す
。
昭
和
46
年
の
ナ
ン

　
　

バ
ー
。
平
山
三
紀
で
『
真
夏
の
出
来
事
』。
そ
れ

　
　

で
は
、
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

渡
部
茂
子
さ
ん
と
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

ア
サ
ダ　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
で
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
茂

　
　

子
さ
ん
も
観
に
行
っ
た
覚
え
は
あ
り
ま
す
？　

茂
子　

コ
ン
サ
ー
ト
は
あ
れ
だ
け
ど
、『
こ
こ
に
幸
あ

　
　

り
』
の
あ
の
人
の
だ
け
は
見
た
な
。

ア
サ
ダ　

誰
だ
？　

 『
こ
こ
に
幸
あ
り
』。

茂
子　

え
え
っ
と
（
笑
）。

ア
サ
ダ　
『
こ
こ
に
幸
あ
り
』
か
。
聞
い
た
こ
と
あ
る
ぞ
。

茂
子　

名
前
は
、
青
山
、
じ
ゃ
な
い…

…

。

か
を
る　

青
山
？

茂
子　

え
え
っ
と
。

か
を
る　

青
山
和
子
？

茂
子　

じ
ゃ
な
い
、
違
う
な
。

か
を
る　

違
う
？

茂
子　

違
う
。
も
う
年
も
忘
れ
な
い
。

か
を
る　

大
津
美
子
？

茂
子　

あ
、
大
津
美
子
！

弘
明　

歌
手
で
歌
聴
こ
う
っ
て
い
っ
た
ら
ば
、
ハ
ワ
イ

　
　

ア
ン
セ
ン
タ
ー
し
か
な
か
っ
た
も
ん
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
な
ん
だ
。

弘
明　

あ
と
は
年
に
１
回
、
招
待
券
が
。

茂
子　

あ
と
は
さ
、
公
民
館
と
か
あ
あ
い
う
ふ
う
な
場

　
　

所
に
来
て
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

茂
子　

中
学
校
と
か
、
そ
れ
し
か
な
か
っ
た
な
。

弘
明　

だ
か
ら
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
行
く
と
全
然

　
　

違
う
っ
て
い
う
か
よ
。

茂
子　

う
ん
、
そ
う
ね
。

弘
明　

聴
く
雰
囲
気
も
よ
。

茂
子　

サ
ー
カ
ス
が
来
た
り
と
か
、
い
ろ
ん
な
ね
。

弘
明　

い
ろ
ん
な
こ
と
や
る
の
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

弘
明　

で
、
日
曜
日
に
特
別
に
こ
う
、
売
れ
る
人
が
来

　
　

る
ぞ
っ
て
い
う
。
あ
と
、
安
い
人
が
。
だ
か
ら
、

　
　

早
く
行
か
ね
え
と
、
観
る
い
う
て
も
入
れ
ね
え
と

　
　

か
。
そ
ん
な
の
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
な
。

ア
サ
ダ　

当
時
は
こ
う
い
う
コ
ン
サ
ー
ト
っ
て
満
席
だ
っ

　
　

た
ん
で
す
か
？　

結
構
も
う
人
い
っ
ぱ
い
？

弘
明　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た

　
　

よ
う
な
気
す
る
な
。

か
を
る　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
は
た
ぶ
ん…

…

。

茂
子　

い
っ
ぱ
い
だ
ね
。
ホ
テ
ル
や
な
ん
か
も…

…

。

弘
明　

ホ
テ
ル
も
あ
っ
た
し
。

ア
サ
ダ　

あ
、
泊
ま
れ
る
し
。

茂
子　

だ
か
ら
、
そ
こ
か
ら
行
く
人
も
い
た
ね
。
結
婚

　
　

式
場
も
あ
っ
た
よ
。

弘
明　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
に
連
れ
て
っ
て
も
ら

　
　

う
っ
て
い
う
の
は
、
年
に
何
回
か
の
話
で
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
ま
あ
ひ
と
つ
の
夢
な
ん
で
す
ね
、
当
時

　
　

の
子
供
た
ち
の
。

茂
子　

何
回
も
な
い
ね
、
そ
れ
は
難
し
い
ね
。

会
田　

茂
子
さ
ん
と
か
が
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
に
、

　
　

若
か
っ
た
頃
に
遊
び
に
行
く
機
会
っ
て
、
ど
ん
な

　
　

タ
イ
ミ
ン
グ
が
？

茂
子　

や
っ
ぱ
り
何
か
家
族
で
の
旅
行
み
た
い
な
と
き

　
　

に
ね
。
近
く
に
泊
ま
っ
て
、
そ
れ
で
途
中
で
ハ
ワ

　
　

イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
に
寄
る
。
あ
と
は
こ
ど
も
の
日

　
　

な
ん
て
い
う
と
、
結
構
ね
。
う
ち
ら
P
T
A
の
役

　
　

員
な
ん
か
や
っ
て
た
か
ら
、
必
ず
。

か
を
る　

子
供
会
の
行
事
な
ん
か
で
ど
こ
か
へ
連
れ
て
行

　
　

く
っ
て
い
う
の
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
が
い

　
　

い
。
ご
飯
連
れ
て
っ
た
り
ね
。
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に
、
こ
れ
は
食
べ
る
こ
と
が
大
事
か
な
あ
な
ん
て

　
　

思
っ
た
り
。
で
も
、や
っ
ぱ
り
こ
う
、耳
か
ら
入

　
　

る
も
の
、そ
れ
で
、
心
が
ち
ょ
っ
と
癒
や
さ
れ
て
、

　
　
「
あ
あ
、
嬉
し
い
」
っ
て
こ
う
、
笑
顔
が
出
る
の

　
　

に
は
声
も
発
生
す
る
よ
ね
。
あ
と
、
歌
が
聴
こ
え

　
　

る
っ
て
こ
と
は
、
歌
う
っ
て
い
う
、
そ
の
運
動
力

　
　

も
失
っ
た
わ
け
だ
ね
。
そ
の
な
か
で
、「
あ
、
歌
っ

　
　

て
み
よ
う
か
な
」
っ
て
、
台
所
に
い
て
口
に
出
る
、

　
　

そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
音
楽
か
な
、
と
い
ま
思
っ
て
お

　
　

り
ま
す
よ
。

　
　
　

し
か
も
、
何
で
も
か
ん
で
も
「
あ
れ
も
聴
い

　
　

た
？
」「
聴
い
た
、
聴
い
た
」
な
ん
て
ね
、
み
ん
な

　
　

思
い
出
が
あ
る
よ
う
な
曲
ば
っ
か
り
。
70
も
生
き

　
　

て
る
と
ね
、
あ
る
よ
ね
、
重
な
っ
て
。
ど
ん
な
ふ

　
　

う
な
曲
が
自
分
で
残
っ
て
る
ん
だ
べ
。

弘
明　

パ
ッ
と
言
わ
れ
る
と
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
け

　
　

ど
、
耳
に
入
っ
て
く
る
と
す
ぐ
出
て
く
る
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
ね
、
こ
う
や
っ
て
ち
ょ
っ
と
聴
い
た

　
　

り
す
る
と
ね
。

弘
明　

音
楽
っ
て
い
う
の
は
そ
う
い
う
あ
れ
が
多
い
か

　
　

も
し
ん
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

多
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

茂
子　

誰
の
せ
い
だ
っ
て
い
う
と
、そ
の「
せ
い
だ
」っ

　
　

て
い
う
こ
と
を
言
う
こ
と
自
体
が
、
私
胸
が
痛
く

　
　

な
る
の
。
だ
か
ら
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
も
う
い
い

　
　

と
こ
ろ
だ
け
し
ま
い
込
ん
で
、
そ
し
て
自
分
で
こ

　
　

こ
ろ
を
今
度
健
康
に
し
な
き
ゃ
な
ん
ね
え
な
っ
て

　
　

い
う
よ
う
に
、
私
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
。

ア
サ
ダ　

こ
こ
ろ
を
健
康
に
し
て
い
く
か
。

茂
子　

そ
う
し
て
い
け
ば
、
笑
っ
て
、
ど
の
人
も
み
ん

　
　

な
、
み
ん
な
、
み
ん
な
大
好
き
に
な
れ
ば
、
一
人

　
　

ひ
と
り
が
自
分
で
自
分
の
考
え
で
、
し
っ
か
り
と

　
　

進
ん
で
い
く
。
そ
の
手
立
て
を
し
て
い
っ
た
ほ
う

　
　

が
い
い
か
な
っ
て
考
え
た
ん
だ
。

　
　
　

で
、
こ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
来
た
の
も
ね
、

　
　

こ
う
し
て
み
ん
な
と
出
会
え
た
し
、
み
ん
な
と
こ

　
　

う
し
て
お
話
し
す
る
の
も
、
こ
れ
自
分
の
た
め
だ

　
　

な
と
思
っ
た
り
し
て
、
と
て
も
い
い
経
験
し
た
か

　
　

な
。

　
　
　

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
こ
う
や
っ
て
佐

　
　

山
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
を
こ
う
聞
く
と
ね
、
数
字
で

　
　

あ
ん
な
ふ
う
に
並
べ
ら
れ
た
っ
て
、
そ
う
い
う
も

　
　

ん
じ
ゃ
な
い
ね
。
気
持
ち
っ
て
も
の
は
、
言
葉
に

　
　

出
せ
な
い
。

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
自
分
自
身
で
、
何
て
言
う
の
、
癒
や

　
　

し
て
い
っ
た
り
と
か
、
保
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け

　
　

な
い
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
に
は
十
分
時
間
が
か
か

　
　

る
っ
て
こ
と
だ
と
思
っ
た
と
き
に
、「
あ
、
も
う
、

　
　

あ
ん
ま
り
急
が
な
い
」
っ
て
。
肩
の
力
抜
い
て
、

　
　

そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
ね
。

　
　

そ
う
す
る
と
、
み
ん
な
と
も
同
じ
レ
ベ
ル
で
話
が

　
　

で
き
る
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』。
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

　
　

う
か
？

　
　
　

第
１
集
は
浪
江
町
ご
出
身
の
佐
山
弘
明
さ
ん
・

　
　

か
を
る
さ
ん
ご
夫
妻
、
渡
部
茂
子
さ
ん
の
お
三
方

　
　

に
ご
出
演
い
た
だ
き
、
昭
和
30
年
か
ら
50
年
代
を

　
　

中
心
に
４
曲
の
歌
謡
曲
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
　
　

下
神
白
団
地
に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
は
、
こ

　
　

こ
ろ
に
残
っ
た
歌
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
し
た

　
　

で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

ま
た
、
C
D
と
同
封
さ
れ
て
い
た
リ
ク
エ
ス
ト

　
　

カ
ー
ド
に
、
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲
を
書
い
て
、

　
　

集
会
所
の
専
用
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

　
　

リ
ク
エ
ス
ト
に
も
お
応
え
し
ま
す
。
こ
こ
ろ
よ
り

　
　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ま
た
次
回

　
　

を
お
楽
し
み
に
。

　
　
　

お
届
け
し
ま
し
た
の
は
、『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
主

　
　

宰
の
音
楽
家
・
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
し
た
。
あ
り

　
　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

茂
子　

あ
の
曲
が
、
何
て
言
う
の
、
喫
茶
店
。
あ
そ
こ

　
　

に
ラ
ッ
キ
ー
パ
チ
ン
コ
屋
の
前
に
浪
江
座
だ
っ

　
　

た
っ
け
な
。

弘
明　

う
ん
、
あ
っ
た
あ
っ
た
。

茂
子　

な
、
あ
そ
こ
な
。

弘
明　

あ
そ
こ
。

茂
子　

あ
そ
こ
が
喫
茶
店
に
な
っ
て
た
ん
だ
。
そ
こ
で

　
　

そ
の
山
本
リ
ン
ダ
さ
ん
の
曲
を
聴
い
た
か
な
。

ア
サ
ダ　

あ
、
こ
れ
、
66
年
？

茂
子　

ラ
ッ
キ
ー
パ
チ
ン
コ
屋
が
あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と

　
　

そ
れ
の
前
に
、
浪
江
座
。

弘
明　

浪
江
座
っ
て
あ
っ
た
な
。

茂
子　

浪
江
座
っ
て
い
う
映
画
館
だ
っ
た
。

弘
明　

昔
、
浪
江
に
映
画
館
は
ふ
た
つ
あ
っ
た
？

茂
子　

う
ん
、
そ
う
そ
う
そ
う
。

弘
明　

こ
こ
に
喫
茶
店
あ
っ
た
ん
だ
ろ
？

茂
子　

こ
こ
に
あ
っ
た
か
。
な
ん
か
あ
ん
ま
り
記
憶
な

　
　

い…
…

。

弘
明　

消
防
署
っ
て
こ
っ
ち
だ
よ
。

茂
子　

消
防
署
っ
て
こ
っ
ち
に
あ
っ
た
ん
だ
よ
な
。

弘
明　

あ
そ
こ
に
喫
茶
店
ひ
と
つ
あ
っ
た
。

茂
子　

い
ろ
い
ろ
喫
茶
店
が
あ
っ
て
、
お
茶
飲
ん
で
て
。

弘
明　

あ
と
、
古
い
の
は
こ
っ
ち
に
あ
っ
た
。
つ
く
し

　
　

な
ん
か
も
。

茂
子　

つ
く
し
に
は
行
っ
た
。
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
、

　
　

あ
っ
た
ね
。

ア
サ
ダ　

ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
す
よ
ね
。

弘
明　

あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
な
。

茂
子　

た
ぶ
ん
、
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。

ア
サ
ダ　

あ
り
ま
し
た
か
。

弘
明　

レ
コ
ー
ド
盤
の
だ
よ
。

会
田　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

茂
子　

や
っ
ぱ
り
こ
れ
も
佐
山
さ
ん
の
時
代
か
な
。

弘
明　

俺
の
時
代
か
も
し
れ
な
い
。

会
田　

そ
の
浪
江
座
の
前
の
喫
茶
店
み
た
い
な
感
じ
で
、

　
　

佐
山
さ
ん
に
も
行
き
つ
け
の
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス

　
　

の
あ
っ
た
喫
茶
店
と
か
っ
て
ど
こ
か
あ
り
ま
し
た

　
　

か
？

弘
明　

そ
れ
は
俺
が
高
校
の
頃
だ
も
ん
。

会
田　

高
校
の
頃
？

弘
明　

う
ん
。

会
田　

じ
ゃ
あ
、
双
高
（
双
葉
高
校
）
の
頃
？

弘
明　

双
葉
に
い
た
と
き
。
昔
よ
く
そ
こ
で
サ
ボ
っ
て

　
　

た
の
を
覚
え
て
る
。

ア
サ
ダ　

い
い
思
い
出
で
す
ね
。

茂
子　

授
業
は
じ
ま
っ
た
ら
、
下
の
喫
茶
店
な
。
あ
そ

　
　

こ
は
う
ち
を
貸
し
て
た
ん
で
す
け
ど
、
ト
レ
ド
っ

　
　

て
喫
茶
店
ね
。
ス
ペ
イ
ン
だ
か
ど
っ
か
の
ト
レ

　
　

ド
っ
て
い
う
、地
名
あ
り
ま
す
で
し
ょ
、そ
れ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

地
名
な
ん
だ
。

茂
子　

地
名
か
ら
取
っ
て
き
て
。
そ
こ
に
は
よ
く
集

　
　

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
全
然
お
酒
入
れ
な
い
。

　
　

五
番
館
は
知
っ
て
る
か
？

弘
明　

五
番
館
は
知
っ
て
る
。

茂
子　

五
番
館
っ
て
い
う
喫
茶
店
も
あ
っ
た
ん
だ
よ
。

弘
明　

俺
の
高
校
の
頃
ね
、
喫
茶
店
じ
ゃ
ね
え
と
入
れ

　
　

な
か
っ
た
の
よ
。

茂
子　

そ
う
だ
よ
ね
。

会
田　

え
え
ー
。

弘
明　

喫
茶
店
っ
て
い
う
の
は
酒
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
。

茂
子　

お
酒
を
置
か
な
い
で
、
ず
っ
と
も
う
、
ジ
ャ
ズ

　
　

喫
茶
ね
。

ア
サ
ダ　

音
楽
流
れ
て
て
ね
。

茂
子　

音
楽
、
う
ん
。
ト
レ
ド
っ
て
い
う
喫
茶
店
、
う

　
　

ち
の
隣
に
も
あ
っ
た
け
ど
、こ
こ
だ
け
だ
な
。残
っ

　
　

た
の
は
、
浪
江
で
。

ア
サ
ダ　

で
は
、
最
後
の
曲
に
な
り
ま
す
。
昭
和
39
年
の

　
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
代
。
ラ
ジ
オ
か
ら
テ
レ

　
　

ビ
に
切
り
替
わ
り
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
あ
た
り
に
茂

　
　

子
さ
ん
も
ご
主
人
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
と
の
こ

　
　

と
で
す
。
茂
子
さ
ん
の
こ
こ
ろ
に
残
っ
て
い
る
の

　
　

は
、
山
本
リ
ン
ダ
の
存
在
。

　
　
　

昭
和
41
年
の
ナ
ン
バ
ー
か
ら
お
届
け
し
ま
す
。

　
　

山
本
リ
ン
ダ
で
『
こ
ま
っ
ち
ゃ
う
ナ
』。
そ
れ
で

　
　

は
、
ど
う
ぞ
。

振
り
返
り

　
　

〜
こ
れ
か
ら
の
こ
と

ア
サ
ダ　

さ
て
、
番
組
の
最
後
で
は
、
収
録
を
終
え
た
渡

　
　

部
茂
子
さ
ん
、
佐
山
ご
夫
妻
の
お
三
方
の
感
想
、

　
　

そ
し
て
、
下
神
白
団
地
で
生
活
さ
れ
て
き
た
現
在

　
　

の
心
境
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
、
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

茂
子　

食
べ
物
も
そ
う
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
音
楽
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
こ
の
震
災
の
あ
と
、
す
ご
く
癒
や
さ

　
　

れ
た
か
ら
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
今
度
口
を
開
く
よ

　
　

う
に
な
っ
た
ね
。
や
っ
ぱ
り
、
み
ん
な
口
を
閉
ざ

　
　

し
た
わ
け
だ
し
、
人
と
も
会
い
た
く
な
い
っ
て
い

　
　

う
、
た
ぶ
ん
、
ほ
と
ん
ど
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
が

　
　

そ
う
い
う
ふ
う
な
状
況
に
な
っ
た
と
思
う
ん
だ
。

　
　

で
、
知
ら
な
い
土
地
、
あ
ち
こ
ち
に
い
る
あ
い
だ

う
け 

ど

常磐ハワイアンセンターの思い出など



弘
明　

請
戸
に
森 

進
一
が
来
た
の
は
、
マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー

　
　

ズ
と
来
た
の
。

ア
サ
ダ　

マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー
ズ
か
あ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

渡
部
茂
子
さ
ん
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
浪
江
町
の
喫
茶
店

会
田　

ご
自
身
が
お
若
い
頃
っ
て
、
ど
ん
な
曲
を
聴
い

　
　

て
ま
し
た
か
？

茂
子　

う
ち
ら
の
と
き
は
ラ
ジ
オ
の
時
代
だ
っ
た
か
ら
、

　
　

ラ
ジ
オ
か
ら
聴
い
た
ほ
う
が
覚
え
て
ん
だ
ね
。

ア
サ
ダ　

へ
え
。

茂
子　

だ
か
ら
、
美
空
ひ
ば
り
に
し
て
も
、
東
海
林
太

　
　

郎
に
し
て
も
、
な
ん
か
そ
の
頃
の
曲
は
覚
え
て
る
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
。

茂
子　

で
も
、
題
名
は
わ
か
ん
な
い
。

ア
サ
ダ　

ラ
ジ
オ
か
ら
聴
く
の
と
ね
、
や
っ
ぱ
り
テ
レ

　
　

ビ
っ
て
い
う
か
ね
、
映
像
あ
り
で
聴
く
の
と
全
然

　
　

残
り
方
が
違
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
、
な
ん
か

　
　

こ
う
ね
。

弘
明　

や
っ
ぱ
り
10
年
違
う
と
あ
れ
な
の
か
。
俺
は
テ

　
　

レ
ビ
の
時
代
に
な
っ
て
く
る
。

ア
サ
ダ　

そ
こ
も
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
ね
。

茂
子　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
境
に
。

か
を
る　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
そ
こ
だ
。

茂
子　

テ
レ
ビ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
境
に
し
て
か
、
そ

　
　

の
前
。

弘
明　

そ
う
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
ね
、
う
ん
う
ん
う
ん
。

ア
サ
ダ　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
1
9
6
4
年
で
し
た
っ
け
。

茂
子　

あ
の
、
若
貴…

…

。
若
貴
の
相
撲
を
ラ
ジ
オ
屋

か
を
る　

だ
か
ら
、
子
供
は
ふ
た
り
と
も
小
学
校
は
三
つ
。

茂
子　

苦
労
し
た
の
に
い
い
子
よ
ね
。
よ
く
育
っ
た
ね
。

一
同　
（
笑
）
。　

茂
子　

と
、
私
は
思
う
け
ど
、
素
直
で
ね
。

か
を
る　

素
直
で
も
な
い
ん
だ
け
ど
。
ぐ
れ
ず
に
い
て
く

　
　

れ
た
か
ら
、
ま
あ
い
い
か
な
み
た
い
な
。

ア
サ
ダ　

当
時
流
行
っ
て
た
曲
っ
て
、
覚
え
て
ま
す
か
？

か
を
る　

都 

は
る
み
か
な
。
『
北
の
宿
』
か
ら
だ
っ
た
よ

　
　

う
な
気
も
す
る
。
あ
と
は
何
だ
っ
け
？

弘
明　

銀
行
に
入
っ
た
頃
の
こ
と
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に

　
　

な
っ
て
く
る
ん
だ
よ
な
。

会
田　

ほ
か
の
思
い
出
と
？

弘
明　

は
い
、
歌
で
も
。

茂
子　

グ
ル
ー
プ
・
サ
ウ
ン
ズ
時
代
か
な
？

弘
明　

グ
ル
ー
プ
・
サ
ウ
ン
ズ
は
、
ち
ょ
っ
と
あ
と
。

　
　

一
番
あ
れ
な
の
は
、
グ
ル
ー
プ
・
サ
ウ
ン
ズ
で
も

　
　

だ
い
た
い
終
わ
り
の
頃
だ
か
ら…

…

。

か
を
る　

ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
。

ア
サ
ダ　

ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
と
か
ね
。

弘
明　

ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ズ
が
小
学
校
か
中
学
校
の
頃
だ

　
　

か
ら…

…

。

会
田　

そ
の
あ
と
沢
田
研
二
。

ア
サ
ダ　

沢
田
研
二
。
う
ん
、
そ
う
そ
う
そ
う
。

弘
明　

う
ん
、
沢
田
研
二
が
出
て
き
た
と
き
で
、
さ
っ

　
　

き
言
っ
た
よ
う
に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
な
ん
て
い
う

　
　

の
は
、
そ
の
頃
だ
ん
だ
ん
日
本
に
き
て
た
頃
で
。

　
　

俺
が
高
校
の
頃
に
、
あ
れ
か
、
『
京
都
の
恋
』
が

　
　

流
れ
て
た
ね
。

ア
サ
ダ　
『
京
都
の
恋
』
っ
て
、
誰
の
曲
で
す
か
、
そ
れ

　
　

は
。

弘
明　

誰
だ
？　

あ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
が
作
曲
し
た
曲
。

か
を
る　

な
ん
と
か
ゆ
う
子
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ア
サ
ダ
　
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

　
　

は
。
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
へ
よ
う
こ
そ
。

　
　
　

こ
の
C
D
で
は
、
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な

　
　

さ
ん
の
ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
そ
の
当
時
の

　
　

馴
染
み
深
い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
て
い

　
　

き
ま
す
。

　
　
　

第
１
集
は
、
浪
江
町
ご
出
身
の
佐
山
弘
明
さ

　
　

ん
・
か
を
る
さ
ん
ご
夫
妻
。
同
じ
く
浪
江
町
ご
出

　
　

身
の
渡
部
茂
子
さ
ん
の
お
三
方
が
ゲ
ス
ト
で
す
。

　
　

そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

佐
山
ご
夫
妻
の
場
合

ア
サ
ダ　

ず
っ
と
浪
江
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？

　
　

20
代
の
頃
に
別
の
ま
ち
に
行
っ
た
こ
と
っ
て
あ
り

　
　

ま
し
た
？

弘
明　

私
は
高
校
卒
業
後
か
ら
出
稼
ぎ
し
て
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

出
稼
ぎ
。

弘
明　

転
勤
族
だ
っ
た
ん
で
。

ア
サ
ダ　

ど
ち
ら
に
行
か
れ
て
た
ん
で
す
か
、
佐
山
さ
ん
。

か
を
る　

銀
行
だ
よ
。

弘
明　

う
ん
、
銀
行
に
入
っ
た
ん
で
。

か
を
る　

７
か
所
ね
。

弘
明　

あ
、
７
か
所
か
。
大
津
、
植
田
、
小
川
、
土
浦

　
　

駅
前
、
佐
貫
、
小
名
浜
、
原
町
、
平…

…

８
か
所

　
　

か
。

茂
子　

そ
ん
な
に
。
単
身
赴
任
さ
せ
な
か
っ
た
の
？

か
を
る　

し
な
か
っ
た
。

弘
明　

ふ
た
り
で
一
緒
に
。

弘
明　

渚
、
じ
ゃ
な
い
？

か
を
る　

渚 

ゆ
う
子
？

弘
明　

渚 

ゆ
う
子
だ
！

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

佐
山
ご
夫
妻
が
出
会
っ
た
当
時
の
流
行
歌
で
、
昭

　
　

和
45
年
の
ナ
ン
バ
ー
、
渚 

ゆ
う
子
で
『
京
都
の

　
　

恋
』
で
す
。
ど
う
ぞ
！

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

佐
山
弘
明
さ
ん
と
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

弘
明　

高
校
の
頃
か
な
、
一
番
先
に
レ
コ
ー
ド
を
買
っ

　
　

た
の
は…

…

。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
れ
は
聞
き
た
い
、
そ
れ
聞
き
た
い
。

弘
明　

平
山
三
紀
の
『
夏
の
日
の
思
い
出
（
真
夏
の
出

　
　

来
事
）
』
だ
っ
け
？

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
あ
り
ま
す
ね
。

弘
明　

あ
れ
は
ね
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
に
来
た
と

　
　

き
に
買
っ
た
ん
だ
よ
。

か
を
る　

へ
え
。

ア
サ
ダ　

え
、
ど
ち
ら
で
？

茂
子　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
。

ア
サ
ダ　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
。
あ
、
常
磐
ハ
ワ
イ
ア

　
　

ン
セ
ン
タ
ー
。

弘
明　

昔
の
。

会
田　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
頃
で
す
ね
。

弘
明　

平
山
三
紀
が
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
に
来
た
の

　
　

よ
。
そ
れ
は
た
ぶ
ん
、
中
学
校
３
年
か
高
校
１
年

　
　

だ
と
思
う
ん
だ
よ
。

ア
サ
ダ　
『
真
夏
の
出
来
事
』
で
す
よ
ね
。　
　
　

茂
子　

う
ん
、
決
ま
っ
て
る
。

ア
サ
ダ　

で
、
も
う
子
供
た
ち
、
そ
れ
が
楽
し
み
で
し
ょ

　
　

う
が
な
い
み
た
い
な
。

茂
子　

だ
い
ぶ
、
10
違
い
ま
す
か
ら
ね
、
こ
の
方
た
ち

　
　

と
は
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
。

茂
子　

海
に
連
れ
て
行
く
の
に
は
、
や
っ
ぱ
り
子
供
ひ

　
　

と
り
に
対
し
て
、
大
人
ひ
と
り
っ
て
い
う
ふ
う
な
。

　
　

だ
か
ら
、
よ
く
請
戸
の
海
岸
に
は
行
っ
た
ん
だ
け

　
　

ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
ど
も
の
日
は
ち
ょ
っ
と
請
戸
が

　
　

寒
い
っ
て
こ
と
も
あ
る
ん
だ
け
ど
、
海
と
か
山
と

　
　

か
っ
て
い
う
の
よ
り
も
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

に
連
れ
て
行
く
ほ
う
が
、
一
番
、
守
り
や
す
い
。

　
　

喜
ぶ
し
、
雨
が
降
っ
て
も
い
い
し
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
大
き
い
で
す
ね
、
確
か
に
ね
。

茂
子　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
も
う
決
め
ち
ゃ
っ
て
。

弘
明　

請
戸
に
は
ね
、
浪
江
に
来
た
と
き
だ
っ
た
っ
け

　
　

か
な
、
森 

進
一
が
来
た
と
き
に
請
戸
に
来
て
ん

　
　

だ
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

森 

進
一
か
。

弘
明　

森 

進
一
が
ね
、『
お
ふ
く
ろ
さ
ん
』
歌
っ
た
っ

　
　

た
け
か
な
。

か
を
る　

あ
、
そ
う
か
。

会
田　

絶
頂
期
で
す
ね
。

弘
明　

絶
頂
期
。

ア
サ
ダ　

で
す
ね
。

弘
明　

だ
か
ら
、
浪
江
の
商
工
会
で
あ
れ
や
っ
て
、
体

　
　

育
館
に
。

茂
子　

体
育
館
で
や
っ
た
や
つ
。

弘
明　

や
っ
た
や
つ
、
そ
う
そ
う
。

茂
子　

ピ
ン
ク
・
レ
デ
ィ
ー
も
来
た
し
な
、
あ
の
頃

　
　

は
。
五
木
ひ
ろ
し
も
来
た
し
な
。

　
　

さ
ん
に
行
っ
て
う
ち
ら
見
た
ん
だ
か
ら
。
横
か
ら

　
　

見
る
と
画
面
が
見
え
な
い
っ
て
ね
、
あ
れ
、
映
像

　
　

が
見
え
な
い
テ
レ
ビ
で
、
知
っ
て
ま
す
よ
ね
。
そ

　
　

の
頃
だ
か
ら
。
だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
小
さ
い
と
き

　
　

は
ね
、
ラ
ジ
オ
か
ら
。

弘
明　

だ
っ
て
、
テ
レ
ビ
が
一
番
入
っ
て
き
た
の
は
オ

　
　

リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
も
ん
な
。

茂
子　

浪
江
の
ほ
う
に
王
子
産
業
っ
て
あ
っ
た
よ
ね
。

　
　

あ
そ
こ
に
勤
め
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の
前
に
東

　
　

京
に
行
っ
た
り
し
て
ね
。
浪
江
に
帰
っ
て
、
清
橋

　
　

に
帰
っ
て
、
王
子
さ
ん
へ
勤
め
て
い
て
。
そ
の
と

　
　

き
、ち
ょ
っ
と
、知
り
合
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

知
り
合
っ
ち
ゃ
っ
た
。

茂
子　

印
刷
屋
な
ん
て
い
う
、
商
売
な
ん
て
考
え
ら
れ

　
　

な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
か
。

茂
子　

そ
ん
で
も
な
ん
か
な
、
い
つ
の
間
に
か
。

会
田　

恋
愛
結
婚
。

茂
子　

ね
。
恋
愛
で
も
な
い
な
、
な
ん
だ
ろ
ね
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

会
田　

で
も
、
な
ん
か
そ
れ
こ
そ
、
そ
の
東
京
オ
リ
ン

　
　

ピ
ッ
ク
ぐ
ら
い
の
時
期
に
そ
う
い
う
出
会
い
と
か

　
　

の
な
か
で
、
印
象
に
残
る
曲
と
か
っ
て
何
か
あ
っ

　
　

た
り
し
た
ん
で
す
か
ね
。

茂
子　

曲
は
ね
、
山
本
リ
ン
ダ
さ
ん
の
。

ア
サ
ダ　

あ
の
時
代
、
そ
っ
か
、
山
本
リ
ン
ダ
ね
。

茂
子　
『
ど
う
に
も
と
ま
ら
な
い
』
じ
ゃ
な
い
、
何

　
　

だ
っ
た
？

か
を
る　
『
こ
ま
っ
ち
ゃ
う
ナ
』。

茂
子　
『
こ
ま
っ
ち
ゃ
う
ナ
』
だ
な
。

ア
サ
ダ　
『
こ
ま
っ
ち
ゃ
う
ナ
』
の
ほ
う
か
。
あ
れ
ね
。

か
を
る　

そ
う
だ
ね
。

弘
明　

そ
れ
を
何
人
か
で
観
に
行
っ
て
。

茂
子　

ね
え
、
す
ご
く
い
い
ね
。

か
を
る　

い
い
、
い
い
。

弘
明　

で
も
、
レ
コ
ー
ド
は
買
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、

　
　

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
ね
え
ん
だ
よ
（
笑
）。

一
同　
（
笑
）。

茂
子　

な
ん
か
わ
か
る
よ
ぉ
。

ア
サ
ダ　

気
持
ち
だ
け
先
走
っ
て
。

弘
明　

で
、（
プ
レ
ー
ヤ
ー
）
持
っ
て
る
と
こ
に
行
っ
た

　
　

の
よ
。
で
、
な
ん
で
か
売
っ
て
た
ん
だ
よ
な
。
で
、

　
　

何
に
も
知
ら
ず
に
買
っ
た
ん
だ
よ
な
。

会
田　

商
売
が
う
ま
い
な
。

ア
サ
ダ　

う
ま
い
で
す
ね
。

か
を
る　

い
ま
だ
っ
て
ね
、
ラ
イ
ブ
と
か
そ
う
い
う
の
を

　
　

や
れ
ば
ね
、
売
っ
て
ま
す
も
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

売
っ
て
ま
す
ね
、
確
か
に
。

か
を
る　

で
、
握
手
。
買
っ
た
ら
握
手
し
て
く
れ
る
と
か

　
　

ね
。

弘
明　

そ
う
そ
う
そ
う
そ
う
。

か
を
る　

サ
イ
ン
し
て
く
れ
る
と
か
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
う
考
え
た
ら
、
A
K
B
的
な
も
の
の
原
形
が

　
　

あ
ん
ま
り
変
わ
っ
て
な
い
っ
て
い
う
、
実
は
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
、
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
佐

　
　

山
弘
明
さ
ん
が
初
め
て
買
っ
た
レ
コ
ー
ド
の
曲
。

　
　

し
か
も
、
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
で
購
入
さ

　
　

れ
た
レ
コ
ー
ド
だ
そ
う
で
す
。
昭
和
46
年
の
ナ
ン

　
　

バ
ー
。
平
山
三
紀
で
『
真
夏
の
出
来
事
』。
そ
れ

　
　

で
は
、
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

渡
部
茂
子
さ
ん
と
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

ア
サ
ダ　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
で
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
茂

　
　

子
さ
ん
も
観
に
行
っ
た
覚
え
は
あ
り
ま
す
？　

茂
子　

コ
ン
サ
ー
ト
は
あ
れ
だ
け
ど
、『
こ
こ
に
幸
あ

　
　

り
』
の
あ
の
人
の
だ
け
は
見
た
な
。

ア
サ
ダ　

誰
だ
？　

 『
こ
こ
に
幸
あ
り
』。

茂
子　

え
え
っ
と
（
笑
）。

ア
サ
ダ　
『
こ
こ
に
幸
あ
り
』
か
。
聞
い
た
こ
と
あ
る
ぞ
。

茂
子　

名
前
は
、
青
山
、
じ
ゃ
な
い…

…

。

か
を
る　

青
山
？

茂
子　

え
え
っ
と
。

か
を
る　

青
山
和
子
？

茂
子　

じ
ゃ
な
い
、
違
う
な
。

か
を
る　

違
う
？

茂
子　

違
う
。
も
う
年
も
忘
れ
な
い
。

か
を
る　

大
津
美
子
？

茂
子　

あ
、
大
津
美
子
！

弘
明　

歌
手
で
歌
聴
こ
う
っ
て
い
っ
た
ら
ば
、
ハ
ワ
イ

　
　

ア
ン
セ
ン
タ
ー
し
か
な
か
っ
た
も
ん
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
な
ん
だ
。

弘
明　

あ
と
は
年
に
１
回
、
招
待
券
が
。

茂
子　

あ
と
は
さ
、
公
民
館
と
か
あ
あ
い
う
ふ
う
な
場

　
　

所
に
来
て
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

茂
子　

中
学
校
と
か
、
そ
れ
し
か
な
か
っ
た
な
。

弘
明　

だ
か
ら
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
行
く
と
全
然

　
　

違
う
っ
て
い
う
か
よ
。

茂
子　

う
ん
、
そ
う
ね
。

弘
明　

聴
く
雰
囲
気
も
よ
。

茂
子　

サ
ー
カ
ス
が
来
た
り
と
か
、
い
ろ
ん
な
ね
。

弘
明　

い
ろ
ん
な
こ
と
や
る
の
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

弘
明　

で
、
日
曜
日
に
特
別
に
こ
う
、
売
れ
る
人
が
来

　
　

る
ぞ
っ
て
い
う
。
あ
と
、
安
い
人
が
。
だ
か
ら
、

　
　

早
く
行
か
ね
え
と
、
観
る
い
う
て
も
入
れ
ね
え
と

　
　

か
。
そ
ん
な
の
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
な
。

ア
サ
ダ　

当
時
は
こ
う
い
う
コ
ン
サ
ー
ト
っ
て
満
席
だ
っ

　
　

た
ん
で
す
か
？　

結
構
も
う
人
い
っ
ぱ
い
？

弘
明　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た

　
　

よ
う
な
気
す
る
な
。

か
を
る　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
は
た
ぶ
ん…

…

。

茂
子　

い
っ
ぱ
い
だ
ね
。
ホ
テ
ル
や
な
ん
か
も…

…

。

弘
明　

ホ
テ
ル
も
あ
っ
た
し
。

ア
サ
ダ　

あ
、
泊
ま
れ
る
し
。

茂
子　

だ
か
ら
、
そ
こ
か
ら
行
く
人
も
い
た
ね
。
結
婚

　
　

式
場
も
あ
っ
た
よ
。

弘
明　

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
に
連
れ
て
っ
て
も
ら

　
　

う
っ
て
い
う
の
は
、
年
に
何
回
か
の
話
で
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
ま
あ
ひ
と
つ
の
夢
な
ん
で
す
ね
、
当
時

　
　

の
子
供
た
ち
の
。

茂
子　

何
回
も
な
い
ね
、
そ
れ
は
難
し
い
ね
。

会
田　

茂
子
さ
ん
と
か
が
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
に
、

　
　

若
か
っ
た
頃
に
遊
び
に
行
く
機
会
っ
て
、
ど
ん
な

　
　

タ
イ
ミ
ン
グ
が
？

茂
子　

や
っ
ぱ
り
何
か
家
族
で
の
旅
行
み
た
い
な
と
き

　
　

に
ね
。
近
く
に
泊
ま
っ
て
、
そ
れ
で
途
中
で
ハ
ワ

　
　

イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
に
寄
る
。
あ
と
は
こ
ど
も
の
日

　
　

な
ん
て
い
う
と
、
結
構
ね
。
う
ち
ら
P
T
A
の
役

　
　

員
な
ん
か
や
っ
て
た
か
ら
、
必
ず
。

か
を
る　

子
供
会
の
行
事
な
ん
か
で
ど
こ
か
へ
連
れ
て
行

　
　

く
っ
て
い
う
の
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
が
い

　
　

い
。
ご
飯
連
れ
て
っ
た
り
ね
。

　
　

に
、
こ
れ
は
食
べ
る
こ
と
が
大
事
か
な
あ
な
ん
て

　
　

思
っ
た
り
。
で
も
、や
っ
ぱ
り
こ
う
、耳
か
ら
入

　
　

る
も
の
、そ
れ
で
、
心
が
ち
ょ
っ
と
癒
や
さ
れ
て
、

　
　
「
あ
あ
、
嬉
し
い
」
っ
て
こ
う
、
笑
顔
が
出
る
の

　
　

に
は
声
も
発
生
す
る
よ
ね
。
あ
と
、
歌
が
聴
こ
え

　
　

る
っ
て
こ
と
は
、
歌
う
っ
て
い
う
、
そ
の
運
動
力

　
　

も
失
っ
た
わ
け
だ
ね
。
そ
の
な
か
で
、「
あ
、
歌
っ

　
　

て
み
よ
う
か
な
」
っ
て
、
台
所
に
い
て
口
に
出
る
、

　
　

そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
音
楽
か
な
、
と
い
ま
思
っ
て
お

　
　

り
ま
す
よ
。

　
　
　

し
か
も
、
何
で
も
か
ん
で
も
「
あ
れ
も
聴
い

　
　

た
？
」「
聴
い
た
、
聴
い
た
」
な
ん
て
ね
、
み
ん
な

　
　

思
い
出
が
あ
る
よ
う
な
曲
ば
っ
か
り
。
70
も
生
き

　
　

て
る
と
ね
、
あ
る
よ
ね
、
重
な
っ
て
。
ど
ん
な
ふ

　
　

う
な
曲
が
自
分
で
残
っ
て
る
ん
だ
べ
。

弘
明　

パ
ッ
と
言
わ
れ
る
と
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
け

　
　

ど
、
耳
に
入
っ
て
く
る
と
す
ぐ
出
て
く
る
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
ね
、
こ
う
や
っ
て
ち
ょ
っ
と
聴
い
た

　
　

り
す
る
と
ね
。

弘
明　

音
楽
っ
て
い
う
の
は
そ
う
い
う
あ
れ
が
多
い
か

　
　

も
し
ん
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

多
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

茂
子　

誰
の
せ
い
だ
っ
て
い
う
と
、そ
の「
せ
い
だ
」っ

　
　

て
い
う
こ
と
を
言
う
こ
と
自
体
が
、
私
胸
が
痛
く

　
　

な
る
の
。
だ
か
ら
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
も
う
い
い

　
　

と
こ
ろ
だ
け
し
ま
い
込
ん
で
、
そ
し
て
自
分
で
こ

　
　

こ
ろ
を
今
度
健
康
に
し
な
き
ゃ
な
ん
ね
え
な
っ
て

　
　

い
う
よ
う
に
、
私
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
。

ア
サ
ダ　

こ
こ
ろ
を
健
康
に
し
て
い
く
か
。

茂
子　

そ
う
し
て
い
け
ば
、
笑
っ
て
、
ど
の
人
も
み
ん

　
　

な
、
み
ん
な
、
み
ん
な
大
好
き
に
な
れ
ば
、
一
人

　
　

ひ
と
り
が
自
分
で
自
分
の
考
え
で
、
し
っ
か
り
と

　
　

進
ん
で
い
く
。
そ
の
手
立
て
を
し
て
い
っ
た
ほ
う

　
　

が
い
い
か
な
っ
て
考
え
た
ん
だ
。

　
　
　

で
、
こ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
来
た
の
も
ね
、

　
　

こ
う
し
て
み
ん
な
と
出
会
え
た
し
、
み
ん
な
と
こ

　
　

う
し
て
お
話
し
す
る
の
も
、
こ
れ
自
分
の
た
め
だ

　
　

な
と
思
っ
た
り
し
て
、
と
て
も
い
い
経
験
し
た
か

　
　

な
。

　
　
　

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
こ
う
や
っ
て
佐

　
　

山
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
を
こ
う
聞
く
と
ね
、
数
字
で

　
　

あ
ん
な
ふ
う
に
並
べ
ら
れ
た
っ
て
、
そ
う
い
う
も

　
　

ん
じ
ゃ
な
い
ね
。
気
持
ち
っ
て
も
の
は
、
言
葉
に

　
　

出
せ
な
い
。

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
自
分
自
身
で
、
何
て
言
う
の
、
癒
や

　
　

し
て
い
っ
た
り
と
か
、
保
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け

　
　

な
い
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
に
は
十
分
時
間
が
か
か

　
　

る
っ
て
こ
と
だ
と
思
っ
た
と
き
に
、「
あ
、
も
う
、

　
　

あ
ん
ま
り
急
が
な
い
」
っ
て
。
肩
の
力
抜
い
て
、

　
　

そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
ね
。

　
　

そ
う
す
る
と
、
み
ん
な
と
も
同
じ
レ
ベ
ル
で
話
が

　
　

で
き
る
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』。
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

　
　

う
か
？

　
　
　

第
１
集
は
浪
江
町
ご
出
身
の
佐
山
弘
明
さ
ん
・

　
　

か
を
る
さ
ん
ご
夫
妻
、
渡
部
茂
子
さ
ん
の
お
三
方

　
　

に
ご
出
演
い
た
だ
き
、
昭
和
30
年
か
ら
50
年
代
を

　
　

中
心
に
４
曲
の
歌
謡
曲
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
　
　

下
神
白
団
地
に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
は
、
こ

　
　

こ
ろ
に
残
っ
た
歌
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
し
た

　
　

で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

ま
た
、
C
D
と
同
封
さ
れ
て
い
た
リ
ク
エ
ス
ト

　
　

カ
ー
ド
に
、
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲
を
書
い
て
、

　
　

集
会
所
の
専
用
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

　
　

リ
ク
エ
ス
ト
に
も
お
応
え
し
ま
す
。
こ
こ
ろ
よ
り

　
　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ま
た
次
回

　
　

を
お
楽
し
み
に
。

　
　
　

お
届
け
し
ま
し
た
の
は
、『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
主

　
　

宰
の
音
楽
家
・
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
し
た
。
あ
り

　
　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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茂
子　

あ
の
曲
が
、
何
て
言
う
の
、
喫
茶
店
。
あ
そ
こ

　
　

に
ラ
ッ
キ
ー
パ
チ
ン
コ
屋
の
前
に
浪
江
座
だ
っ

　
　

た
っ
け
な
。

弘
明　

う
ん
、
あ
っ
た
あ
っ
た
。

茂
子　

な
、
あ
そ
こ
な
。

弘
明　

あ
そ
こ
。

茂
子　

あ
そ
こ
が
喫
茶
店
に
な
っ
て
た
ん
だ
。
そ
こ
で

　
　

そ
の
山
本
リ
ン
ダ
さ
ん
の
曲
を
聴
い
た
か
な
。

ア
サ
ダ　

あ
、
こ
れ
、
66
年
？

茂
子　

ラ
ッ
キ
ー
パ
チ
ン
コ
屋
が
あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と

　
　

そ
れ
の
前
に
、
浪
江
座
。

弘
明　

浪
江
座
っ
て
あ
っ
た
な
。

茂
子　

浪
江
座
っ
て
い
う
映
画
館
だ
っ
た
。

弘
明　

昔
、
浪
江
に
映
画
館
は
ふ
た
つ
あ
っ
た
？

茂
子　

う
ん
、
そ
う
そ
う
そ
う
。

弘
明　

こ
こ
に
喫
茶
店
あ
っ
た
ん
だ
ろ
？

茂
子　

こ
こ
に
あ
っ
た
か
。
な
ん
か
あ
ん
ま
り
記
憶
な

　
　

い…
…

。

弘
明　

消
防
署
っ
て
こ
っ
ち
だ
よ
。

茂
子　

消
防
署
っ
て
こ
っ
ち
に
あ
っ
た
ん
だ
よ
な
。

弘
明　

あ
そ
こ
に
喫
茶
店
ひ
と
つ
あ
っ
た
。

茂
子　

い
ろ
い
ろ
喫
茶
店
が
あ
っ
て
、
お
茶
飲
ん
で
て
。

弘
明　

あ
と
、
古
い
の
は
こ
っ
ち
に
あ
っ
た
。
つ
く
し

　
　

な
ん
か
も
。

茂
子　

つ
く
し
に
は
行
っ
た
。
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
、

　
　

あ
っ
た
ね
。

ア
サ
ダ　

ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
す
よ
ね
。

弘
明　

あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
な
。

茂
子　

た
ぶ
ん
、
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。

ア
サ
ダ　

あ
り
ま
し
た
か
。

弘
明　

レ
コ
ー
ド
盤
の
だ
よ
。

会
田　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

茂
子　

や
っ
ぱ
り
こ
れ
も
佐
山
さ
ん
の
時
代
か
な
。

弘
明　

俺
の
時
代
か
も
し
れ
な
い
。

会
田　

そ
の
浪
江
座
の
前
の
喫
茶
店
み
た
い
な
感
じ
で
、

　
　

佐
山
さ
ん
に
も
行
き
つ
け
の
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス

　
　

の
あ
っ
た
喫
茶
店
と
か
っ
て
ど
こ
か
あ
り
ま
し
た

　
　

か
？

弘
明　

そ
れ
は
俺
が
高
校
の
頃
だ
も
ん
。

会
田　

高
校
の
頃
？

弘
明　

う
ん
。

会
田　

じ
ゃ
あ
、
双
高
（
双
葉
高
校
）
の
頃
？

弘
明　

双
葉
に
い
た
と
き
。
昔
よ
く
そ
こ
で
サ
ボ
っ
て

　
　

た
の
を
覚
え
て
る
。

ア
サ
ダ　

い
い
思
い
出
で
す
ね
。

茂
子　

授
業
は
じ
ま
っ
た
ら
、
下
の
喫
茶
店
な
。
あ
そ

　
　

こ
は
う
ち
を
貸
し
て
た
ん
で
す
け
ど
、
ト
レ
ド
っ

　
　

て
喫
茶
店
ね
。
ス
ペ
イ
ン
だ
か
ど
っ
か
の
ト
レ

　
　

ド
っ
て
い
う
、地
名
あ
り
ま
す
で
し
ょ
、そ
れ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

地
名
な
ん
だ
。

茂
子　

地
名
か
ら
取
っ
て
き
て
。
そ
こ
に
は
よ
く
集

　
　

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
全
然
お
酒
入
れ
な
い
。

　
　

五
番
館
は
知
っ
て
る
か
？

弘
明　

五
番
館
は
知
っ
て
る
。

茂
子　

五
番
館
っ
て
い
う
喫
茶
店
も
あ
っ
た
ん
だ
よ
。

弘
明　

俺
の
高
校
の
頃
ね
、
喫
茶
店
じ
ゃ
ね
え
と
入
れ

　
　

な
か
っ
た
の
よ
。

茂
子　

そ
う
だ
よ
ね
。

会
田　

え
え
ー
。

弘
明　

喫
茶
店
っ
て
い
う
の
は
酒
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
。

茂
子　

お
酒
を
置
か
な
い
で
、
ず
っ
と
も
う
、
ジ
ャ
ズ

　
　

喫
茶
ね
。

ア
サ
ダ　

音
楽
流
れ
て
て
ね
。

茂
子　

音
楽
、
う
ん
。
ト
レ
ド
っ
て
い
う
喫
茶
店
、
う

　
　

ち
の
隣
に
も
あ
っ
た
け
ど
、こ
こ
だ
け
だ
な
。残
っ

　
　

た
の
は
、
浪
江
で
。

ア
サ
ダ　

で
は
、
最
後
の
曲
に
な
り
ま
す
。
昭
和
39
年
の

　
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
代
。
ラ
ジ
オ
か
ら
テ
レ

　
　

ビ
に
切
り
替
わ
り
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
あ
た
り
に
茂

　
　

子
さ
ん
も
ご
主
人
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
と
の
こ

　
　

と
で
す
。
茂
子
さ
ん
の
こ
こ
ろ
に
残
っ
て
い
る
の

　
　

は
、
山
本
リ
ン
ダ
の
存
在
。

　
　
　

昭
和
41
年
の
ナ
ン
バ
ー
か
ら
お
届
け
し
ま
す
。

　
　

山
本
リ
ン
ダ
で
『
こ
ま
っ
ち
ゃ
う
ナ
』。
そ
れ
で

　
　

は
、
ど
う
ぞ
。

振
り
返
り

　
　

〜
こ
れ
か
ら
の
こ
と

ア
サ
ダ　

さ
て
、
番
組
の
最
後
で
は
、
収
録
を
終
え
た
渡

　
　

部
茂
子
さ
ん
、
佐
山
ご
夫
妻
の
お
三
方
の
感
想
、

　
　

そ
し
て
、
下
神
白
団
地
で
生
活
さ
れ
て
き
た
現
在

　
　

の
心
境
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
、
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

茂
子　

食
べ
物
も
そ
う
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
音
楽
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
こ
の
震
災
の
あ
と
、
す
ご
く
癒
や
さ

　
　

れ
た
か
ら
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
今
度
口
を
開
く
よ

　
　

う
に
な
っ
た
ね
。
や
っ
ぱ
り
、
み
ん
な
口
を
閉
ざ

　
　

し
た
わ
け
だ
し
、
人
と
も
会
い
た
く
な
い
っ
て
い

　
　

う
、
た
ぶ
ん
、
ほ
と
ん
ど
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
が

　
　

そ
う
い
う
ふ
う
な
状
況
に
な
っ
た
と
思
う
ん
だ
。

　
　

で
、
知
ら
な
い
土
地
、
あ
ち
こ
ち
に
い
る
あ
い
だ

常磐ハワイアンセンターの思い出など



2

あの頃の仕事 家族の風景
横山けい子さん 官林建児さん
小野田 好・恵子さん 収録日 2017 年 2月28日　  会場 下神白団地個人宅

収録日 2017 年 7月3日　　会場 下神白団地個人宅



ア
サ
ダ
　『
コ
ー
ヒ
ー
・
ル
ン
バ
』
と
か
。

恵
子
　
私
も
ま
だ
二
十
歳
頃
な
ら
、
恋
人
も
い
な
い
か

　
　

ら
ね
。
お
っ
か
さ
ん
を
思
い
出
す
わ
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
っ
か
そ
っ
か
。

恵
子
　
ね
え
、
お
っ
か
さ
ん
、
自
分
の
こ
と
思
っ
て
く

　
　

れ
て
っ
か
な
な
ん
て
思
う
で
し
ょ
う
？

ア
サ
ダ
　
二
十
歳
の
頃
は
も
う
、
家
は
出
ら
れ
て
た
ん
で

　
　

す
か
？

恵
子
　
い
や
、私
、二
十
歳
過
ぎ
て
か
ら
働
き
は
じ
ま
っ

　
　

た
の
。
二
十
歳
前
は
家
に
い
た
。
農
家
し
て
た
か

　
　

ら
手
伝
っ
て
た
の
。
私
、
体
弱
か
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
あ
、
そ
う
な
ん
だ
。

恵
子
　
だ
か
ら
、
死
に
た
い
一
心
な
ん
だ
よ
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
本
当
に
体
が
弱
か
っ
た
ん

　
　

で
す
ね
。

恵
子
　
き
ょ
う
だ
い
７
人
い
て
、
私
入
れ
て
８
人
だ
か

　
　

ら
。

江
尻
　
も
と
も
と
北
海
道
な
ん
で
す
か
？

恵
子
　
う
ん
、
そ
う
そ
う
。

江
尻
　
あ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
。

恵
子
　
こ
っ
ち
に
お
嫁
に
来
た
の
、
福
島
に
。

江
尻
　
北
海
道
の
ど
の
辺
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

恵
子
　
上
白
滝
だ
か
ら
、
大
雪
山
の
そ
ば
。

江
尻
　
あ
あ
、
じ
ゃ
あ
、
旭
川
と
か
あ
っ
ち
の…

…

。

恵
子
　
旭
川
の
ほ
う
だ
ね
。
旭
川
と
遠
軽
の
真
ん
な
か

　
　

だ
。
あ
そ
こ
に
白
滝
っ
て
い
う
の
が
、
５
つ
あ
る

　
　

の
。
奥
白
滝
に
ね
、
上
白
滝
に
、
白
滝
に
、
下
白

　
　

滝
に
、
旧
白
滝
っ
て
。
５
つ
あ
る
の
よ
、
滝
（
が

　
　

地
名
に
）
つ
く
と
こ
ろ
。

好
　
　
だ
か
ら
、
山
こ
う
な
っ
つ
う
と
、
こ
う
や
っ
て

　
　

ど
ー
っ
と
、
こ
ん
な
も
ん
だ
も
ん
な
。

恵
子
　
い
ま
、
も
う
駅
は
な
く
な
っ
た
け
ど
ね
。
ひ
と

　
　

つ
、
ふ
た
つ
は
、
あ
る
け
ど
ね
。

ア
サ
ダ
　
北
海
道
に
は
、
20
代
の
前
半
ま
で
お
ら
れ
た
ん

　
　

で
す
か
？

恵
子
　
24
歳
ま
で
い
て
嫁
さ
ん
に
来
た
。
も
う
少
し
で

　
　

行
き
遅
れ
に
な
る
と
こ
ろ
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
な
ん
で
す
か
ね
。
24
歳
く
ら
い
で
し
ょ

　
　

う
？

恵
子
　
う
ん
。
25
歳
に
な
っ
た
ら
、
も
う…

…

。

ア
サ
ダ
　
い
ま
だ
っ
た
ら
全
然
そ
ん
な
こ
と
な
い
け
ど
、

　
　

ち
ょ
っ
と
時
代
が
前
だ
っ
た
ら
。

恵
子
　
25
歳
に
な
っ
た
ら
も
う
行
き
遅
れ
ね
。
田
舎
だ

　
　

か
ら
。
24
歳
だ
か
ら
滑
り
込
み
ね
（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
滑
り
込
み
セ
ー
フ
（
笑
）。
そ
う
で
す
か
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、

　
　

小
野
田
恵
子
さ
ん
の
二
十
歳
当
時
の
流
行
歌
で
、

　
　

昭
和
35
年
の
ナ
ン
バ
ー
、
西
田
佐
知
子
で
『
ア
カ

　
　

シ
ア
の
雨
が
や
む
と
き
』
で
す
。
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

小
野
田
ご
夫
妻
の
お
仕
事
と
出
会
い

江
尻
　
旦
那
さ
ん
は
も
と
も
と…

…

。

好
　
　
俺
は
も
と
も
と
大
熊
。

江
尻
　
ど
う
い
う
あ
れ
で
、
お
知
り
合
い
に
な
っ
た
ん

　
　

で
す
か
？

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
、
そ
こ
で
す
よ
。

好
　
　
若
い
と
き
に
、20
人
、30
人
く
ら
い
み
ん
な
引
っ

　
　

張
っ
て
北
海
道
行
っ
た
の
。

恵
子
　
北
海
道
の
道
を
つ
く
る
ん
だ
よ
ね
、
要
す
る
に

　
　

ね
。
山
の
な
か
さ
ね
。

15 14

2
　
第
２
集
に
登
場
す
る
の
は
、こ
ち
ら
の
６
名

で
す
。み
な
さ
ん
の「
あ
の
頃
」を
思
い
出
し
な

が
ら
、ど
う
ぞ
ゆ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ
の
頃
の
仕
事 

家
族
の
風
景

ラ
ジ
オ
下
神
白 

第
２
集

収録内容

語
り
手

横山けい子さん 小野田 好さん

小野田恵子さん

官林建児さん

聞
き
手

ア
サ
ダ
　
そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、

　
　

小
野
田
ご
夫
妻
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
、
ご
自
宅

　
　

に
あ
っ
た
レ
コ
ー
ド
か
ら
の
ナ
ン
バ
ー
で
す
。
昭

　
　

和
41
年
発
売
、
城 

卓
矢
で
『
骨
ま
で
愛
し
て
』。

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

横
山
け
い
子
さ
ん
の
お
仕
事

ア
サ
ダ
　
小
野
田 

好
さ
ん
・
恵
子
さ
ん
ご
夫
妻
の
お
話

　
　

と
当
時
の
流
行
歌
は
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う

　
　

か
？

　
　
　

さ
て
、
続
き
ま
し
て
は
富
岡
町
の
横
山
け
い
子

　
　

さ
ん
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
横

　
　

山
け
い
子
さ
ん
の
若
か
り
し
頃
の
お
仕
事
の
エ
ピ

　
　

ソ
ー
ド
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

ア
サ
ダ
　
東
京
に
お
ら
れ
た
の
っ
て
、
何
歳
か
ら
何
歳
ぐ

　
　

ら
い
ま
で
で
す
か
？

横
山
　
私
は
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
だ
か
ら
、
42
歳
ま

　
　

で
い
ま
し
た
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。そ
の
と
き
に
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん
？

　
　

喫
茶
店
？

横
山
　
う
ん
、
も
う
転
々
と
し
て
。

ア
サ
ダ
　
転
々
と
し
て
。
当
時
、
そ
の
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん

　
　

で
流
れ
て
る
音
楽
っ
て
？

横
山
　
そ
れ
が
覚
え
て
な
い
（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
で
も
、
横
山
さ
ん
は
『
青
い
山
脈
』
は
、
す
ご

　
　

い
印
象
に
残
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

横
山
　
そ
れ
が
残
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

ア
サ
ダ
　
何
で
な
ん
で
し
ょ
う
ね
、
そ
の
『
青
い
山
脈
』

　
　

が
ば
ー
ん
と
残
っ
て
る
感
じ
っ
て
ね
。

横
山
　
な
ぜ
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
わ
か
ん
な
い
ん
で
す

　
　

け
ど
。
な
ぜ
か
こ
れ
だ
け
は
、
も
う
離
れ
な
い
ん

　
　

で
す
ね
、
頭
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
そ
の
当
時
っ
て
ね
、
喫
茶
店
っ
て
ひ
と
り
で

　
　

行
っ
て
は
っ
た
ん
で
す
か
？

横
山
　
い
や
、
お
友
だ
ち
と
。

ア
サ
ダ
　
当
時
、
お
友
だ
ち
っ
て
お
仕
事
仲
間
と
か
？

横
山
　
仕
事
仲
間
み
た
い
な
と
き
も
あ
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
ど
ん
な
お
仕
事
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

横
山
　
仕
事
で
す
か
。
私
ね
、
高
校
入
っ
て
か
ら
、
戦

　
　

争
中
と
終
戦
直
後
だ
っ
た
ん
で
、
そ
の
当
時
敵
国

　
　

の
言
葉
な
ん
て
習
う
こ
と
な
い
っ
て
、
そ
し
て
上

　
　

の
人
も
教
え
る
必
要
な
い
っ
て
い
う
こ
と
で
、
学

　
　

校
で
、
英
語
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ
　
は
い
は
い
。

横
山
　
そ
れ
で
私
は
英
語
、
し
ゃ
べ
り
た
く
て
。

ア
サ
ダ
　
へ
え
！

横
山
　
な
ん
か
ね
、
外
国
の
あ
れ
に
憧
れ
ち
ゃ
っ
て
ね
。

　
　

そ
し
て
、
学
校
に
行
っ
て
も
習
わ
な
か
っ
た
か
ら

　
　

ね
、
６
年
生
に
な
っ
て
も
。

ア
サ
ダ
　
う
ん
、
習
わ
し
て
く
れ
ま
せ
ん
も
ん
ね
、
そ
の

　
　

当
時
は
ね
。

横
山
　
え
え
、
そ
の
と
き
に
ね
、
ご
法
度
で
悔
し
か
っ

　
　

た
ん
で
す
ね
。
私
、
そ
の
外
国
っ
て
い
う
の
が
も

　
　

う
な
ん
だ
か
ね…

…

。

ア
サ
ダ
　
憧
れ
だ
っ
た
ん
だ
。

横
山
　
憧
れ
だ
っ
た
の
。
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
る
ん

　
　

だ
ろ
う
っ
て
い
う
ね
。

ア
サ
ダ
　
は
い
は
い
は
い
は
い
。

横
山
　
そ
し
て
、
上
京
し
て
か
ら
駐
留
軍
が
家
族
を
連

　
　

れ
て
き
た
っ
て
聞
い
て
、
え
ー
！　

行
っ
て
み
た

　
　

い
な
と
思
っ
て
。
し
ゃ
べ
れ
な
い
ん
で
す
よ
、
私
。

　
　

だ
け
ど
、
行
っ
て
。
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
、
仕

　
　

事
し
た
い
な
っ
て
思
っ
た
ら
、
売
店
が
あ
る
わ
け

　
　

で
す
。
そ
こ
に
入
り
た
〜
い
っ
て
言
っ
た
の
。
そ

　
　

し
て
、
お
掃
除
で
も
な
ん
で
も
い
い
ん
で
す
。
と

　
　

に
か
く
ね
、
外
国
人
と
会
っ
て
、
し
ゃ
べ
っ
て
る

　
　

の
を
聞
き
た
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
い
い
か
ら
、

　
　

だ
か
ら
お
掃
除
で
も
な
ん
で
も
し
ま
す
よ
っ
て

　
　

言
っ
て
、
入
れ
て
も
ら
っ
て
。

ア
サ
ダ
　
も
の
す
ご
い
積
極
的
で
す
ね
。

横
山
　
ね
え
、
す
ご
い
で
し
ょ
う
？　

私
、
子
供
の
頃

　
　

引
っ
込
み
思
案
で
、
友
だ
ち
も
な
ん
か
怖
く
て
付

　
　

き
合
わ
な
か
っ
た
。
で
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ

　
　

ち
ゃ
う
。
会
話
も
ね
、
英
語
の
基
礎
が
で
き
な
く

　
　

と
も
、「
ハ
ロ
ー
」
と
か
「
ハ
イ
」
と
か
「
ハ
ウ
・

　
　

ア
ー
・
ユ
ー
？
」
と
か
話
し
て
。
そ
う
い
う
こ

　
　

と
を
し
て
た
ん
だ
け
ど
、
結
局
は
基
礎
が
で
き
て

　
　

な
か
っ
た
し
、
し
ゃ
べ
れ
な
か
っ
た
で
す
ね
。
わ

　
　

か
ん
な
か
っ
た
ん
で
す
、
や
っ
ぱ
り
。
そ
れ
で
な

　
　

ん
と
か
ね
、
な
ん
と
か
だ
け
ど
、
な
ん
か
楽
し
み

　
　

が
生
ま
れ
て
き
て
、
生
活
に
。

ア
サ
ダ
　
は
い
は
い
。

横
山
　
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
、
だ
か
ら
、
私
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
は
す
ご
い
な
。

横
山
　
中
途
半
端
な
ん
だ
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
。

　
　
　
『
青
い
山
脈
』
っ
て
い
う
の
は
東
京
に
い
て
、

　
　

若
い
と
き
の
思
い
出
の̶

̶

思
い
出
っ
て
い
う
思

　
　

い
出
は
何
に
も
な
い
ん
で
す
け
ど̶

̶

コ
ー
ヒ
ー

　
　
（
喫
茶
店
）
を
ま
わ
っ
て
歩
い
て
て
、
そ
し
て
あ

　
　

あ
い
う
音
楽
を
聴
い
て
、
う
わ
ー
っ
て
思
っ
た
の

　
　

が
も
う
離
れ
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
何
て
い
う
か
、
胸
が
躍
る
感
じ
っ
て
い
う
か
、

　
　

そ
の
東
京
に
い
た
と
き
の
楽
し
い
思
い
出
と
つ
な

　
　

が
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

江
尻
　
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

恵
子
　
舗
装
の
道
を
つ
く
る
の
。
お
父
さ
ん
は
ね
、
車

　
　

に
乗
っ
て
た
の
。
え
っ
さ
こ
ら
え
っ
さ
こ
ら
一
生

　
　

懸
命
に
や
ら
な
い
で
、
車
専
門
に
ブ
ー
ブ
ー
走
っ

　
　

た
り
と
か
。

江
尻
　
ダ
ン
プ
っ
て
こ
と
で
す
か
？

好
　
　
あ
の
と
き
、
ダ
ン
プ
ね
か
っ
た
。

江
尻
　
あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。

好
　
　
ダ
ン
プ
は
ダ
ン
プ
だ
け
ん
ど
も
、
小
さ
い
ん
だ
。

　
　

４
ト
ン
車
か
な
。

ア
サ
ダ
　
そ
っ
か
、
北
海
道
で
出
会
っ
て
。

江
尻
　 

現
場
で
出
会
っ
た
？　

ど
っ
か
、
食
堂
か
な

　
　

ん
か
で
？

恵
子
　
あ
れ
だ
よ
な
、あ
と
、手
紙
３
年
間
く
ら
い
や
っ

　
　

て
た
か
な
。

好
　
　
う
ん
、
行
っ
た
り
来
た
り
。
車
で
歩
っ
て
る
う

　
　

ち
に
な
、
途
中
か
ら
乗
せ
て
あ
げ
る
か
ら
、
み
ん

　
　

な
。

恵
子
　
田
舎
だ
か
ら
。
こ
の
人
ら
が
映
画
観
に
行
っ
た

　
　

り
す
る
の
に
、
隣
の
ま
ち
さ
行
く
で
し
ょ
う
。
そ

　
　

の
と
き
に
だ
ん
だ
ん
知
り
合
っ
た
り
ね
、
す
る
か

　
　

ら
。

ア
サ
ダ
　
だ
ん
だ
ん
知
り
合
う
っ
て
感
じ
が
（
笑
）。

恵
子
　
友
だ
ち
か
ら
だ
よ
。

ア
サ
ダ
　
な
る
ん
だ
よ
ね
。

好
　
　
車
さ
、
後
ろ
の
荷
台
さ
、
ぎ
っ
ち
り
乗
る
ん
だ

　
　

か
ら
、
20
人
く
ら
い
。

恵
子
　
若
い
子
た
ち
を
ど
ー
っ
と
乗
せ
て
く
る
。

好
　
　
ま
ち
さ
行
っ
て
、
み
ん
な
し
て
。

恵
子
　
映
画
観
に
行
く
ん
だ
ね
。

好
　
　
ん
だ
、
映
画
観
た
り
。

恵
子
　
で
、
私
ら
な
ん
て
ね
、
も
う
こ
の
人
ら
が
映
画

　
　

を
観
に
、
女
の
人
や
ら
乗
せ
て
行
く
で
し
ょ
う
。

ア
サ
ダ
　
女
の
人
や
ら
（
笑
）。

恵
子
　
そ
し
た
ら
、
私
ら
は
畑
を
や
っ
て
る
で
し
ょ
う
、

　
　

農
家
や
っ
て
る
か
ら
。
そ
れ
を
眺
め
な
が
ら
ね
、

　
　

も
う
、あ
の
人
ら
遊
び
に
行
っ
た
の
に
、私
ら
ば
っ

　
　

か
り
、
な
ん
で
こ
の
月
明
か
り
で
こ
ん
な
仕
事
し

　
　

な
い
と
な
ん
な
い
な
ん
て
ね
、
情
け
な
か
っ
た
っ

　
　

け
よ
。
よ
く
情
け
な
い
思
い
し
た
ん
だ
、
こ
の
人

　
　

ら
い
る
頃
。

ア
サ
ダ
　
そ
の
と
き
っ
て
ど
ん
な
映
画
が
や
っ
て
た
ん
で

　
　

す
か
？

好
　
　
何
や
っ
て
ん
べ
や
？

恵
子
　
あ
の
頃
夢
中
で
、
私
連
れ
て
っ
て
も
ら
う
の
で

　
　

い
っ
ぱ
い
で
。

ア
サ
ダ
　
じ
ゃ
あ
、
内
容
覚
え
て
な
い
ん
だ
ね
（
笑
）。

恵
子
　
映
画
な
ん
て
内
容
覚
え
て
な
い
ね
。

江
尻
　
昭
和
で
言
っ
た
ら
何
年
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
か
ね
。

ア
サ
ダ
　
何
年
く
ら
い
な
ん
か
な
？

好
　
　
俺
、
25
、
６
の
と
き
だ
け
ん
な
。

恵
子
　
私
、
ま
だ
二
十
歳
に
な
っ
た
ば
っ
か
り
。

江
尻
　
っ
て
い
う
こ
と
は
？

好
　
　
79
歳
だ
か
ら
。

恵
子
　
結
婚
し
て
50
年
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
小
林 

旭
と
か
が
出
て
き
た…

…

。

恵
子
　
裕
次
郎
さ
ん
だ
の
ね
、
出
て
た
わ
ね
、
い
っ
ぱ

　
　

い
。

好
　
　
石
原
裕
次
郎
な
。

恵
子
　
な
ん
せ
ね
、
女
の
子
や
ら
引
っ
張
っ
て
く
の
楽

　
　

し
み
で
、
あ
れ
だ
か
ら
、
映
画
な
ん
て
そ
っ
ち
の

　
　

け
な
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
映
画
は
口
実
で
す
よ
ね
（
笑
）。

恵
子
　
う
ん
、
そ
う
だ
よ
ね
。

ア
サ
ダ
　
何
だ
っ
て
い
い
ん
だ
よ
（
笑
）。

恵
子
　
何
で
も
い
い
ん
だ
よ
。
映
画
な
ん
て
そ
っ
ち
の

　
　

け
で
い
い
ん
だ
か
ら
（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
で
、
そ
れ
で
結
婚
し
て
、
こ
っ
ち
に
来
た
の
が

　
　

24
歳
の
と
き
。

恵
子
　
そ
う
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ
　
じ
ゃ
あ
、
出
会
っ
て
か
ら
数
年
間
や
り
取
り
さ

　
　

れ
て
た
ん
で
す
ね
。

江
尻
　
戦
時
中
の
大
熊
あ
た
り
っ
て
の
は
、
ど
ん
な
雰

　
　

囲
気
だ
っ
た
ん
で
す
か
ね
？

恵
子
　
大
熊
か
い
？

江
尻
　
飛
行
場
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

好
　
　
あ
っ
た
。
い
ま
の
東
電
の
と
こ
か
な
。

ア
サ
ダ
　
大
熊
に
飛
行
場
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

好
　
　
う
ん
、
飛
行
場
だ
。

江
尻
　
東
電
は
飛
行
場
跡
。

恵
子
　
大
熊
に
飛
行
場
あ
っ
た
ん
だ
ね
。
戦
争
中
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
レ
コ
ー
ド
は
何
を
聴
い
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
？

好
　
　
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
み
ん
な
置
い
て

　
　

き
た
。

恵
子
　『
骨
ま
で
愛
し
て
』と
か
、あ
あ
い
う
の
が
入
っ

　
　

て
た
ね
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、『
骨
ま
で
愛
し
て
』
か
。

恵
子
　
う
ん
。
一
番
最
初
に
買
っ
た
レ
コ
ー
ド
は
何
な

　
　

ん
て
言
っ
た
ら
い
い
か
わ
か
ん
な
い
な
。『
骨
ま
で

　
　

愛
し
て
』
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
い
っ
ぱ
い
持
っ

　
　

て
た
か
ら
。

好
　
　（
家
に
）
行
け
ば
ま
だ
あ
ん
だ
け
ど
も
な
。
あ

　
　

る
ん
だ
、
古
い
の
。

　
　

ん
か
よ
く
聴
き
に
行
き
ま
し
た
。

ア
サ
ダ
　
お
お
、
行
っ
て
た
ん
で
す
か
！　

コ
ン
サ
ー
ト

　
　

に
。

横
山
　
小
澤
さ
ん
、
う
ん
。
あ
れ
に
は
行
き
ま
し
た
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。

横
山
　
私
、
レ
コ
ー
ド
の
一
番
大
事
に
し
て
た
や
つ
を

　
　

人
に
貸
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
貸
し
た
人
が
思
い

　
　

出
せ
な
く
て
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
よ
く
あ
る
話
や
、
そ
れ
（
笑
）。

横
山
　
戻
っ
て
こ
な
い
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ
　
う
ん
う
ん
、
あ
る
あ
る
。

横
山
　
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
レ
コ
ー
ド
で

　
　

ね
。
い
ま
転
々
と
し
て
歩
い
て
る
か
ら
も
う
と
っ

　
　

く
に
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
の
１
枚
だ
け
は

　
　

ね
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
『
第
九
』
か
な…

…

？

ア
サ
ダ
　『
第
九
』
で
す
か
。

横
山
　
あ
れ
を
１
枚
だ
け
残
し
て
お
い
た
ん
で
す
け
ど
、

　
　

そ
れ
を
誰
か
に
貸
し
て
、
そ
し
て
戻
っ
て
こ
な
い

　
　

ん
で
す
。
そ
れ
っ
き
り
、
あ
と
も
う
。

ア
サ
ダ
　
や
っ
ぱ
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
な
か
で
は

　
　
『
第
九
』
が
好
き
で
す
か
？

横
山
　
そ
う
で
す
ね
。

ア
サ
ダ
　
横
山
け
い
子
さ
ん
は
実
は
大
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
好

　
　

き
。
東
京
に
い
た
と
き
に
聴
き
に
行
っ
た
小
澤
征

　
　

爾
指
揮
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
『
交
響
曲
第
９
番
４

　
　

楽
章 

歓
喜
の
歌
』
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま

　
　

す
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

官
林
建
児
さ
ん
の
少
年
時
代
と
家
族

ア
サ
ダ
　
さ
て
、
続
き
ま
し
て
第
２
集
最
後
の
ゲ
ス
ト
・

　
　

双
葉
町
ご
出
身
の
官
林
建
児
さ
ん
で
す
。
ま
ず
は
、

　
　

官
林
さ
ん
の
青
春
時
代
と
家
族
の
思
い
出
に
つ
い

　
　

て
伺
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

官
林
　
小
学
校
３
年
な
っ
て
か
ら
、
初
め
て
う
ち
に
テ

　
　

レ
ビ
入
っ
た
か
ら
。そ
ん
と
き
に
、俺
、う
ち
引
っ

　
　

越
し
た
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
そ
ん
と
き
に
、
お
う
ち
を
引
っ
越
し
た
っ
て
い

　
　

う
の
は
、
ず
っ
と
双
葉
に
は
い
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
同
じ
ま
ち
に
い
た
ん
だ
け
ど
、
前
の
う
ち
に
道

　
　

路
引
く
こ
と
に
な
っ
て
引
っ
越
し
た
の
。
そ
れ
が
、

　
　

い
ま
、
震
災
の
あ
と
で
沈
め
た
う
ち
だ
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ
　
じ
ゃ
あ
、
小
学
校
と
か
も
転
校
し
て
。

官
林
　
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
そ
こ
か
ら
は
ず
っ
と
同
じ
家
に
お
ら
れ
た
ん
で

　
　

す
か
？　

小
学
校
３
年
生
の
と
き
に
引
っ
越
し
て

　
　

か
ら
は
。

官
林
　
う
ん
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
小
学
校
と
か
中
学
校
の
と
き
と
か
っ
て
、
官
林

　
　

さ
ん
は
ど
う
い
う
子
供
だ
っ
た
ん
で
す
か
？　

官
林
　
い
ま
と
違
っ
て
、
お
と
な
し
か
っ
た
。

一
同
　（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
い
ま
と
違
っ
て
っ
て
。

官
林
　
や
っ
ぱ
り
、
俺
、
お
や
じ
が
教
師
だ
っ
た
か
ら
、

　
　

ボ
ン
ボ
ン
育
ち
で
育
っ
た
の
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
お
父
さ
ん
、
そ
っ
か
、
先
生
だ
っ
た
ん

　
　

で
す
ね
。

官
林
　
俺
お
や
じ
が
教
員
だ
っ
た
か
ら
。
お
や
じ
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
昔
、
教
員
な
る
前
油
締
（
油
を
し
ぼ

　
　

る
職
人
）
だ
っ
た
ん
だ
よ
な
。
そ
れ
で
、
そ
の
前

　
　

に
満
州
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
の
。
だ
か
ら
、
い

　
　

ろ
い
ろ
苦
労
し
た
の
。
お
ふ
く
ろ
は
お
ふ
く
ろ
で

　
　

東
京
育
ち
で
、
女
学
校
出
だ
か
ら
全
然
性
格
違
う

　
　

ん
だ
な
。

　
　
　

で
、ま
だ
そ
の
頃
み
ん
な
ま
だ
学
校
入
ん
な
か
っ

　
　

た
け
れ
ど
も
、
制
服
着
て
る
の
俺
だ
け
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
制
服
？

官
林
　
う
ん
、
こ
さ
え
ら
れ
た
か
ら
。
俺
、
嫌
だ
っ
た

　
　

ん
だ
。

ア
サ
ダ
　
え
、
制
服
っ
て
い
う
の
は
、
官
林
さ
ん
だ
け
が

　
　

学
校
に
着
て
行
っ
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
ん
だ
な
。

ア
サ
ダ
　
だ
か
ら
、
い
い
と
こ
ろ
の
坊
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
ん

　
　

で
す
ね
。
じ
ゃ
あ
、
学
校
の
な
か
で
も
ち
ょ
っ
と

　
　

官
林
さ
ん
は
特
殊
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
子
供

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

官
林
　
ま
あ
、
中
学
校
に
な
っ
て
も
い
じ
め
と
か
あ
っ

　
　

た
。

ア
サ
ダ
　
い
じ
め
か
。

官
林
　
だ
っ
て
、
雪
投
げ
で
も
、
俺
、
石
ぶ
つ
け
ら
れ

　
　

て
。
小
学
校
の
頃
は
、
そ
う
い
う
や
つ
が
い
た
ん

　
　

だ
よ
な
。
仲
い
い
友
だ
ち
と
い
っ
と
、
ぶ
ん
な
ぐ

　
　

ら
れ
た
り
し
て
。
だ
か
ら
昔
も
あ
っ
た
ん
だ
よ
。

　
　

俺
の
時
代
も
、
そ
う
い
う
こ
と
が
。

ア
サ
ダ
　
や
っ
ぱ
で
も
、
い
ま
の
い
じ
め
と
か
と
、
ま
た

　
　

全
然
違
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。

官
林
　
全
然
違
う
。
中
学
校
の
と
き
は
、
終
わ
る
と
き
、

　
　

反
省
会
や
っ
た
か
ら
。
い
ま
そ
ん
な
こ
と
し
な
い

　
　

べ
？　

最
近
の
学
校
は
。

　
　
　

中
学
校
な
っ
て
か
ら
厳
し
い
先
生
い
た
ん
だ
よ
。

横
山
　
え
え
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、『
青
い
山

　
　

脈
』
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、

　
　

横
山
け
い
子
さ
ん
が
東
京
に
住
ん
で
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
際
、
行
き
つ
け
の
喫
茶
店
で
大
好
き
に
な
っ
た

　
　

曲
、
藤
山
一
郎
の
昭
和
24
年
の
ヒ
ッ
ト
ナ
ン
バ
ー
、

　
　
『
青
い
山
脈
』。
今
回
は
け
い
子
さ
ん
の
ご
要
望
も

　
　

あ
っ
て
、
特
別
に
男
声
合
唱
団
コ
ー
ル
・
フ
ァ

　
　

ー
マ
ー
で
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　
　

ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

横
山
け
い
子
さ
ん
の
出
会
い
と
家
族

ア
サ
ダ
　
東
京
か
ら
福
島
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
か
、

　
　

そ
の
あ
と
は
。

横
山
　
あ
の
ね
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
私
東
京
に
行
っ

　
　

て
、
そ
し
て
40
歳
ぐ
ら
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で

　
　

す
ね
。
そ
し
て
「
お
前
、
ひ
と
り
で
い
つ
ま
で
も

　
　

何
し
て
ん
だ
」
っ
て
い
う
こ
と
で
。

ア
サ
ダ
　
な
る
ほ
ど
（
笑
）。

横
山
　
親
か
ら
呼
び
寄
せ
ら
れ
て
、
そ
し
て
「
こ
う
い

　
　

う
人
が
い
る
ん
だ
け
ど
」。
嫌
だ
っ
て
言
っ
た
ん

　
　

で
す
よ
、
私
。
ひ
と
り
の
ほ
う
が
自
由
で
い
い
し
。

　
　

だ
け
ど
ね
、
渋
々
も
う
、
あ
れ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。

　
　

そ
し
て
、
浪
江
の
人
な
ん
で
す
け
ど
、
浪
江
で
一

　
　

緒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ
　「
な
っ
て
し
ま
っ
た
」（
笑
）。
旦
那
さ
ん
と
。

横
山
　
そ
れ
が
そ
の
人
も
ね
、
中
央
大
学
の
法
学
部
卒

　
　

業
。
い
や
、
捨
て
た
も
ん
で
も
な
い
な
と
思
っ
た

　
　

け
ど
。

ア
サ
ダ
　
立
派
で
す
よ
ね
。

横
山
　
で
も
何
に
も
し
て
な
い
、
た
だ
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て

　
　

る
人
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
話
し
て
み
る
と
、

　
　

や
っ
ぱ
り
ね
、
話
は
わ
か
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、

　
　

い
や
、
一
緒
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
か
な
、

　
　

大
丈
夫
か
な
と
思
っ
て
。
農
家
の
息
子
な
ん
で
す

　
　

け
ど
ね
。
浪
江
の
棚
塩
っ
て
と
こ
ろ
で
、
い
ま
、

　
　

流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
け
ど
ね
。
も
う
亡
く

　
　

な
っ
て
、
位
牌
も
何
に
も
も
う
な
い
ん
で
す
が
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
そ
っ
か
、
浪
江
の
方
だ
っ
た
ん
だ
ね
、

　
　

ご
主
人
ね
。

横
山
　
大
学
を
卒
業
し
て
る
か
ら
、
自
分
は
学
問
の
ほ

　
　

う
で
身
を
立
て
た
い
っ
て
思
っ
た
ら
し
い
ん
で
す

　
　

け
ど
、
遊
び
漬
け
で
そ
ん
な…

…

。

ア
サ
ダ
　
目
指
す
は
学
者
？

横
山
　
何
て
い
う
ん
で
す
か
ね
、
何
に
も
し
な
か
っ
た

　
　

ん
で
す
ね
。
で
も
、
本
や
な
ん
か
は
い
っ
ぱ
い

　
　

も
っ
て
ま
し
た
ね
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
け
ど
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。
大
量
に
本
は
買
っ
て
。

横
山
　
私
ら
の
わ
か
ん
な
い
よ
う
な
本
が
い
っ
ぱ
い
あ

　
　

る
ん
で
す
よ
ね
。で
、主
人
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

　
　

て
か
ら
、
ひ
と
り
じ
ゃ
寂
し
い
だ
ろ
う
か
ら
っ
て
、

　
　

き
ょ
う
だ
い
た
ち
に
こ
っ
ち
に
来
な
さ
い
っ
て
言

　
　

わ
れ
て
、
そ
し
て
少
し
ず
つ
本
を
運
ん
だ
わ
け
で

　
　

す
け
ど
。

ア
サ
ダ
　
ご
主
人
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
か
ら
、
ご
き
ょ

　
　

う
だ
い
の
縁
か
何
か
で
、
富
岡
の
ほ
う
に
行
か
れ

　
　

た
ん
で
す
か
？

横
山
　
あ
の
ね
、
私
、
も
と
も
と
仙
台
生
ま
れ
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
か
、
仙
台
な
ん
で
す
ね
。

横
山
　
仙
台
生
ま
れ
で
、
父
親
が
国
鉄
の
仕
事
し
て
た

　
　

も
ん
で
す
か
ら
、
転
々
と
し
て
歩
い
て
。
私
、
も

　
　

う
、
幼
い
と
き
か
ら
の
お
友
だ
ち
っ
て
い
な
い
ん

　
　

で
す
よ
、
誰
も
。

ア
サ
ダ
　
ご
き
ょ
う
だ
い
も
東
北
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

　
　

お
ら
れ
る
ん
で
す
か
？

横
山
　
兄
が
亡
く
な
っ
て
、
弟
が
亡
く
な
っ
て
、
そ
の

　
　

下
の
弟
が
、
い
ま
泉
に
い
る
ん
で
す
。

ア
サ
ダ
　
あ
、
泉
に
い
る
ん
だ
。
近
い
で
す
ね
。

横
山
　
で
も
、
そ
の
弟
も
や
っ
ぱ
り
80
過
ぎ
る
と
、
こ

　
　

れ
（
運
転
）
も
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
ね
。

ア
サ
ダ
　
ま
あ
ね
、
車
の
運
転
も
難
し
く
な
る
か
ら
ね
。

横
山
　
え
え
。
だ
か
ら
ね
、
危
な
い
か
ら
自
分
で
は
し

　
　

な
い
し
、
し
よ
う
と
思
わ
な
い
ら
し
く
て
。
全
然

　
　

来
て
な
い
し
、
こ
っ
ち
か
ら
連
絡
も
し
な
い
ん
で

　
　

す
け
ど
ね
。

ア
サ
ダ
　
う
ん
う
ん
、
近
く
に
は
い
る
け
ど
ね
。

横
山
　
黙
っ
て
る
と
き
は
、
み
ん
な
お
互
い
に
大
丈
夫

　
　

な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
う
ん
う
ん
。

横
山
　
や
っ
ぱ
り
ね
、
と
き
を
過
ご
す
っ
て
い
う
の
は
、

　
　

し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
っ
て
い
う
よ
り
も
、
上
を
向
い

　
　

て
い
か
な
い
と
駄
目
な
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ
　『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』
か
。

横
山
　
そ
う
、
本
当
に
ね
。
そ
う
い
う
気
持
ち
で
い
る

　
　

か
ら
、
案
外
ど
う
に
で
も
な
れ
っ
て
い
う
よ
う
な

　
　

感
じ
も
あ
る
（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
横
山
さ
ん
は
、
普
段
音
楽
と
か
っ
て
結
構
聴
く

　
　

ん
で
す
か
？

横
山
　
聴
い
て
ま
す
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
聴
い
て
ま
す
。

ア
サ
ダ
　
昔
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
好
き
な
ん
で
す
か
？

横
山
　
そ
う
で
す
。
東
京
に
い
た
と
き
は
ベ
ー
ト
ー

　
　

ヴ
ェ
ン
、
小
澤
征
爾
さ
ん
が
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
な

官
林
　
わ
が
人
生
に
涙
あ
り
だ
。
こ
う
し
て
し
ゃ
べ
っ

　
　

て
い
て
も
、
危
な
く
死
に
っ
ぱ
ぐ
れ
る
と
こ
だ
っ

　
　

た
。
俺
、
言
っ
た
よ
な
、
言
わ
な
か
っ
た
っ
け
？

ア
サ
ダ
　
そ
れ
は
初
め
て
か
も
し
れ
な
い
。

官
林
　
仕
事
の
車
流
さ
れ
た
の
。

ア
サ
ダ
　
車
が
？

官
林
　
う
ん
、
車
ご
と
流
さ
れ
た
の
。
津
波
で
危
う
く
。

ア
サ
ダ
　
津
波
で
流
さ
れ
た
ん
で
す
か
。

官
林
　
う
ん
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
そ
っ
か
そ
っ
か
。

官
林
　
ま
あ
第
一
波
だ
。
第
一
波
が
来
て
、
引
い
て
、

　
　

車
が
あ
っ
た
か
ら
、
み
ん
な
走
っ
て
た
か
ら
。
そ

　
　

し
て
、
車
か
ら
逃
げ
た
の
。

ア
サ
ダ
　
車
に
乗
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
、
そ
の

　
　

と
き
。

官
林
　
う
ん
、
乗
っ
て
た
わ
。

ア
サ
ダ
　
だ
か
ら
、
車
を
乗
り
捨
て
て
。

官
林
　
そ
の
前
に
逃
げ
た
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ

　
　

り
自
分
で
逃
げ
れ
ば
良
か
っ
た
ん
だ
け
ど
な
。

　
　

や
っ
ぱ
り
、
あ
ん
と
き
。
ほ
ん
で
、
こ
う
、
俺
、

　
　

自
分
で
逃
げ
て
た
ら
ま
た
変
わ
っ
た
だ
ろ
う
け
ど
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。
そ
の
と
き
の
と
っ
さ
の
判
断
っ

　
　

て
い
う
か
、
ま
あ
、
も
う
す
べ
て
そ
の
場
に
置
い

　
　

て
。

官
林
　
う
ん
、
い
ま
ど
こ
い
っ
た
か
わ
か
ん
ね
え
も
ん
。

　
　

た
だ
、
免
許
証
だ
け
は
と
り
あ
え
ず
持
っ
て
き
た
。

　
　

い
や
あ
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
べ
や
。

ア
サ
ダ
　
そ
の
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
な
か
で
も
、
こ
の
水
戸

　
　

黄
門
の
曲
は
、
ま
あ
い
う
な
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
応

　
　

援
ソ
ン
グ
っ
て
い
う
か
。

官
林
　
応
援
だ
、
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
自
分
自
身
に
対
す
る
。

ア
サ
ダ
　
で
は
、
最
後
の
曲
に
な
り
ま
す
。
震
災
の
記
憶

　
　

も
含
め
て
、
決
し
て
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な

　
　

か
っ
た
官
林
建
児
さ
ん
の
人
生
を
支
え
続
け
て
き

　
　

た
、
み
な
さ
ん
お
馴
染
み
の
あ
の
曲
で
す
。
水
戸

　
　

黄
門
の
テ
ー
マ
曲
『
あ
ゝ
人
生
に
涙
あ
り
』。
そ

　
　

れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ
　『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
第
２
集
、
い
か
が
だ
っ
た

　
　

で
し
ょ
う
か
？　

　
　
　

今
回
も
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
C
D
と
と
も
に

　
　

お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
。
集
会
場
の
入
り
口
に
あ

　
　

る
黄
色
い
ポ
ス
ト
に
、
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲

　
　

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
投
函

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
ど
ん
ど
ん
深

　
　

ま
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
お

　
　

身
体
、
大
切
に
さ
れ
て
く
だ
さ
い
ね
。
お
届
け
し

　
　

ま
し
た
の
は
、『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
主
宰
の
音
楽
家

　
　

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

　
　

し
た
。

　

　
　

数
学
の
先
生
な
。
数
学
の
先
生
だ
け
ど
、
そ
の
先

　
　

生
来
っ
と
、み
ん
な「
来
た
き
た
」っ
て
こ
う
黙
っ

　
　

た
か
ら
。
そ
う
い
う
厳
し
い
先
生
が
い
た
の
よ
。

　
　

い
ま
、
い
な
い
と
思
う
ん
だ
な
、
そ
う
い
う
先
生

　
　

は
。

ア
サ
ダ
　
ま
あ
昔
は
ね
。
い
ま
だ
っ
た
ら
体
罰
と
か
も
あ

　
　

り
得
ま
せ
ん
も
ん
ね
。

官
林
　
う
ん
。
宿
題
し
な
い
と
「
走
っ
て
こ
い
！
」。

　
　

あ
と
こ
れ
だ
か
ら
、
し
っ
ぺ
。
あ
と
は
顔
を
バ
ン
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
い
ま
と
全
然
時
代
が
違
い
ま

　
　

す
よ
ね
。
音
楽
を
聴
き
出
し
た
の
は
、
い
つ
ぐ
ら

　
　

い
で
す
か
？

官
林
　
レ
コ
ー
ド
か
ら
音
楽
が
出
て
き
た
の
は
、
や
っ

　
　

ぱ
り
高
校
だ
な
。
い
ま
『
ひ
よ
っ
こ
』
で
や
っ
て

　
　

る
。
あ
れ
見
る
と
思
い
出
す
ん
だ
。

ア
サ
ダ
　 

N
H
K
の
朝
の
連
ド
ラ
で
や
っ
て
る
。

官
林
　
う
ん
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
た
頃
が
俺
、
高
校
生

　
　

だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
そ
っ
か
そ
っ
か
、
あ
れ
で
思
い
出
す
ん

　
　

で
す
ね
、
あ
の
時
代
背
景
で
。

官
林
　
や
っ
ぱ
り
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
、
グ
ル
ー

　
　

プ
・
サ
ウ
ン
ズ
だ
っ
た
な
。

ア
サ
ダ
　
で
は
官
林
さ
ん
よ
り
少
年
時
代
の
印
象
に
残
っ

　
　

て
る
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
い
た
だ
き
ま
し
た
。
曲
は

　
　

昭
和
44
年
の
ナ
ン
バ
ー
で
、
は
し
だ
の
り
ひ
こ
と

　
　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ツ
の
『
風
』
で
す
。
ど
う
ぞ
聴
い
て

　
　

く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

官
林
建
児
さ
ん
の
お
仕
事
と
あ
の
日

ア
サ
ダ
　
高
校
卒
業
し
て
か
ら
、
官
林
さ
ん
は
お
仕
事
は

　
　

じ
め
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
専
門
学
校
に
行
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
ど
う
い
う
専
門
学
校
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
あ
の
、
こ
れ
。

ア
サ
ダ
　
え
、
こ
れ
っ
て
何
で
す
か
？　

こ
の
ジ
ェ
ス

　
　

チ
ャ
ー
。

官
林
　
測
量
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
測
量
。
土
木
の
ほ
う
ね
。

官
林
　
学
校
も
土
木
出
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
な
る
ほ
ど
。

官
林
　
学
校
が
農
業
高
校
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
ね
、
双
葉
の
農
業
高
校
。

官
林
　
田
中
角
栄
が
い
た
中
央
工
学
校
、
あ
そ
こ
に

　
　

行
っ
た
わ
け
ね
。
と
こ
ろ
が
、
単
位
取
れ
な
く
て

　
　

２
年
い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。
そ
の
後
、
建
築
や
土
木
の
お
仕

　
　

事
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
最
初
働
い
た
と
こ
ろ
が
ち
ょ
っ
と
あ
ん
ま
り
、

　
　

そ
の
頃
免
許
な
か
っ
た
か
ら
俺
。
だ
か
ら
、
社
長

　
　

が
、
ど
う
せ
こ
の
会
社
合
併
さ
れ
る
か
ら
っ
て

　
　

言
っ
た
か
ら
、
辞
め
て
。
そ
し
て
原
町
の
国
土
調

　
　

査
測
量
協
会
に
い
た
ん
だ
よ
。

ア
サ
ダ
　
そ
こ
か
ら
の
仕
事
は
わ
り
と
長
い
こ
と
？

官
林
　
う
ん
、
30
年
い
た
。

ア
サ
ダ
　
勤
め
ら
れ
て
。

官
林
　
う
ん
。
そ
し
て
54
で
リ
ス
ト
ラ
く
っ
て
。

ア
サ
ダ
　
そ
っ
か
そ
っ
か
。

官
林
　
そ
し
て
そ
の
あ
と
、
警
備
員
を
５
年
近
く
し
た

　
　

わ
け
。
も
う
少
し
で
５
年
っ
て
と
き
に
、
こ
の
震

　
　

災
が
あ
っ
た
か
ら
。

　
　
　

測
量
の
ほ
う
が
好
き
だ
っ
た
な
。
仕
事
以
外
に

　
　

春
は
山
菜
、
秋
は
キ
ノ
コ
と
か
採
る
の
が
好
き

　
　

だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
行
か
れ
ま
す
も
ん
ね
。

官
林
　
い
ま
は
も
う
駄
目
だ
よ
。

一
同
　（
笑
）。

官
林
　
い
ま
は
歩
か
ね
え
か
ら
な
あ
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
か
ら
も
う
ず
っ
と
双
葉
に
お
ら
れ
て
？

官
林
　
一
度
結
婚
し
て
、
結
局
、
離
婚
し
た
け
ど
。

ア
サ
ダ
　
こ
の
間
話
し
た
と
き
に
、
水
戸
黄
門
の
テ
ー
マ

　
　

曲
が
好
き
っ
て
仰
っ
て
ま
し
た
よ
ね
。

官
林
　
う
ん
、
あ
れ
は
好
き
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
ね
。
あ
の
曲
に
込
め
ら
れ
た
「
人
生
楽
あ
り
ゃ

　
　

苦
も
あ
る
さ
」
っ
て
い
う
、
あ
あ
い
う
感
じ
っ
て
、

　
　

い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
官
林
さ
ん
に
響
い
て
き
た
の
か

　
　

な
と
思
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
。

官
林
　
ま
だ
お
や
じ
が
生
き
て
る
頃
だ
か
ら
、
何
の
と

　
　

き
だ
？　

30
代
だ
な
。『
あ
あ
人
生
に
涙
あ
り
』
が

　
　

い
い
曲
だ
よ
っ
て
言
わ
れ
た
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
こ

　
　

れ
が
、
ま
あ
人
生
の
歌
だ
か
ら
。
あ
の
２
番
の
曲

　
　

が
好
き
だ
っ
た
、
俺
は
。

ア
サ
ダ
　
２
番
？

官
林
　
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
２
番
の
歌
詞
っ
て
ど
ん
な
歌
詞
で
し
た
っ
け
。

官
林
　
や
っ
ぱ
り
、「
勇
気
が
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い

　
　
（
人
生
勇
気
が
必
要
だ
）」、
こ
こ
が
良
か
っ
た
。

ア
サ
ダ
　「
勇
気
が
な
い
と
」
っ
て
い
う
く
だ
り
が
あ
る

　
　

ん
で
す
ね
。

官
林
　
全
部
好
き
だ
け
ど
よ
。

ア
サ
ダ
　
特
に
２
番
の
歌
詞
は
。
そ
っ
か
そ
っ
か
。

5. 楽曲２／城 卓矢 『骨まで愛して』

8. エピソード４／横山けい子さんの出会いと家族

1. オープニング

3. 楽曲１／西田佐知子 『アカシアの雨がやむとき』

4. エピソード２／小野田ご夫妻のお仕事と出会い

6. エピソード３／横山けい子さんのお仕事

7. 楽曲３／コール・ファーマー 『青い山脈』

2. エピソード１／小野田恵子さんの二十歳 

9. 楽曲４／ベートーヴェン 『交響曲第９番４楽章 歓喜の歌』

15. エンディング

13. エピソード6／官林建児さんのお仕事とあの日

11. エピソード５／官林建児さんの少年時代と家族

12. 楽曲5／はしだのりひことシューベルツ 『風』

14. 楽曲 6／水戸黄門 『あゝ 人生に涙あり』

10. お知らせコーナー／みんぷくのみなさんにインタビュー

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ア
サ
ダ
　
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

　
　

は
。『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
司
会
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で

　
　

す
。
こ
の
C
D
で
は
、
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み

　
　

な
さ
ん
の
ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
そ
の
当
時

　
　

の
馴
染
み
深
い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
て

　
　

い
き
ま
す
。

　
　
　

秋
に
な
り
ず
い
ぶ
ん
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た

　
　

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

少
し
ず
つ
こ
の
ラ
ジ
オ
C
D
も
定
着
し
て
き
ま

　
　

し
て
、
集
会
場
の
黄
色
い
ポ
ス
ト
を
通
じ
て
さ
ま

　
　

ざ
ま
な
住
民
の
方
々
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ

　
　

き
ま
し
た
。
先
日
は
、
み
な
さ
ん
に
「
ラ
ジ
オ
下

　
　

神
白
通
信
」
を
お
配
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　

け
ど
も
、
読
ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

さ
て
、
今
回
は
大
熊
町
ご
出
身
の
小
野
田 

好
さ

　
　

ん
・
恵
子
さ
ん
ご
夫
妻
、
そ
し
て
富
岡
町
ご
出
身

　
　

の
横
山
け
い
子
さ
ん
、
そ
し
て
双
葉
町
ご
出
身
の

　
　

官
林
建
児
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
で
す
。

　
　
　

ま
ず
は
小
野
田
ご
夫
妻
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
は

　
　

ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。　
　
　

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

小
野
田
恵
子
さ
ん
の
二
十
歳

恵
子
　
二
十
歳
頃
の
歌
ね
。
あ
の
ね
、
西
田
佐
知
子
だ

　
　

よ
。

ア
サ
ダ
　『
ア
カ
シ
ア
の
雨
が
や
む
と
き
』
で
す
よ
ね
。

恵
子
　
う
ん
、
そ
う
そ
う
。
あ
れ
、
二
十
歳
頃
、
私
聴

　
　

い
て
た
か
ら
。

か
み
し
ら
た
き

た
い
せ
つ
ざ
ん

え
ん
が
る

よ
し
み

アサダワタル江尻浩二郎

よしみ

あの頃の仕事 家族の風景



ア
サ
ダ
　『
コ
ー
ヒ
ー
・
ル
ン
バ
』
と
か
。

恵
子
　
私
も
ま
だ
二
十
歳
頃
な
ら
、
恋
人
も
い
な
い
か

　
　

ら
ね
。
お
っ
か
さ
ん
を
思
い
出
す
わ
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
っ
か
そ
っ
か
。

恵
子
　
ね
え
、
お
っ
か
さ
ん
、
自
分
の
こ
と
思
っ
て
く

　
　

れ
て
っ
か
な
な
ん
て
思
う
で
し
ょ
う
？

ア
サ
ダ
　
二
十
歳
の
頃
は
も
う
、
家
は
出
ら
れ
て
た
ん
で

　
　

す
か
？

恵
子
　
い
や
、私
、二
十
歳
過
ぎ
て
か
ら
働
き
は
じ
ま
っ

　
　

た
の
。
二
十
歳
前
は
家
に
い
た
。
農
家
し
て
た
か

　
　

ら
手
伝
っ
て
た
の
。
私
、
体
弱
か
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
あ
、
そ
う
な
ん
だ
。

恵
子
　
だ
か
ら
、
死
に
た
い
一
心
な
ん
だ
よ
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
本
当
に
体
が
弱
か
っ
た
ん

　
　

で
す
ね
。

恵
子
　
き
ょ
う
だ
い
７
人
い
て
、
私
入
れ
て
８
人
だ
か

　
　

ら
。

江
尻
　
も
と
も
と
北
海
道
な
ん
で
す
か
？

恵
子
　
う
ん
、
そ
う
そ
う
。

江
尻
　
あ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
。

恵
子
　
こ
っ
ち
に
お
嫁
に
来
た
の
、
福
島
に
。

江
尻
　
北
海
道
の
ど
の
辺
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

恵
子
　
上
白
滝
だ
か
ら
、
大
雪
山
の
そ
ば
。

江
尻
　
あ
あ
、
じ
ゃ
あ
、
旭
川
と
か
あ
っ
ち
の…

…

。

恵
子
　
旭
川
の
ほ
う
だ
ね
。
旭
川
と
遠
軽
の
真
ん
な
か

　
　

だ
。
あ
そ
こ
に
白
滝
っ
て
い
う
の
が
、
５
つ
あ
る

　
　

の
。
奥
白
滝
に
ね
、
上
白
滝
に
、
白
滝
に
、
下
白

　
　

滝
に
、
旧
白
滝
っ
て
。
５
つ
あ
る
の
よ
、
滝
（
が

　
　

地
名
に
）
つ
く
と
こ
ろ
。

好
　
　
だ
か
ら
、
山
こ
う
な
っ
つ
う
と
、
こ
う
や
っ
て

　
　

ど
ー
っ
と
、
こ
ん
な
も
ん
だ
も
ん
な
。

恵
子
　
い
ま
、
も
う
駅
は
な
く
な
っ
た
け
ど
ね
。
ひ
と

　
　

つ
、
ふ
た
つ
は
、
あ
る
け
ど
ね
。

ア
サ
ダ
　
北
海
道
に
は
、
20
代
の
前
半
ま
で
お
ら
れ
た
ん

　
　

で
す
か
？

恵
子
　
24
歳
ま
で
い
て
嫁
さ
ん
に
来
た
。
も
う
少
し
で

　
　

行
き
遅
れ
に
な
る
と
こ
ろ
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
な
ん
で
す
か
ね
。
24
歳
く
ら
い
で
し
ょ

　
　

う
？

恵
子
　
う
ん
。
25
歳
に
な
っ
た
ら
、
も
う…

…

。

ア
サ
ダ
　
い
ま
だ
っ
た
ら
全
然
そ
ん
な
こ
と
な
い
け
ど
、

　
　

ち
ょ
っ
と
時
代
が
前
だ
っ
た
ら
。

恵
子
　
25
歳
に
な
っ
た
ら
も
う
行
き
遅
れ
ね
。
田
舎
だ

　
　

か
ら
。
24
歳
だ
か
ら
滑
り
込
み
ね
（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
滑
り
込
み
セ
ー
フ
（
笑
）。
そ
う
で
す
か
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、

　
　

小
野
田
恵
子
さ
ん
の
二
十
歳
当
時
の
流
行
歌
で
、

　
　

昭
和
35
年
の
ナ
ン
バ
ー
、
西
田
佐
知
子
で
『
ア
カ

　
　

シ
ア
の
雨
が
や
む
と
き
』
で
す
。
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

小
野
田
ご
夫
妻
の
お
仕
事
と
出
会
い

江
尻
　
旦
那
さ
ん
は
も
と
も
と…

…

。

好
　
　
俺
は
も
と
も
と
大
熊
。

江
尻
　
ど
う
い
う
あ
れ
で
、
お
知
り
合
い
に
な
っ
た
ん

　
　

で
す
か
？

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
、
そ
こ
で
す
よ
。

好
　
　
若
い
と
き
に
、20
人
、30
人
く
ら
い
み
ん
な
引
っ

　
　

張
っ
て
北
海
道
行
っ
た
の
。

恵
子
　
北
海
道
の
道
を
つ
く
る
ん
だ
よ
ね
、
要
す
る
に

　
　

ね
。
山
の
な
か
さ
ね
。

あの頃の仕事 家族の風景

ア
サ
ダ
　
そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、

　
　

小
野
田
ご
夫
妻
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
、
ご
自
宅

　
　

に
あ
っ
た
レ
コ
ー
ド
か
ら
の
ナ
ン
バ
ー
で
す
。
昭

　
　

和
41
年
発
売
、
城 

卓
矢
で
『
骨
ま
で
愛
し
て
』。

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

横
山
け
い
子
さ
ん
の
お
仕
事

ア
サ
ダ
　
小
野
田 

好
さ
ん
・
恵
子
さ
ん
ご
夫
妻
の
お
話

　
　

と
当
時
の
流
行
歌
は
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う

　
　

か
？

　
　
　

さ
て
、
続
き
ま
し
て
は
富
岡
町
の
横
山
け
い
子

　
　

さ
ん
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
横

　
　

山
け
い
子
さ
ん
の
若
か
り
し
頃
の
お
仕
事
の
エ
ピ

　
　

ソ
ー
ド
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

ア
サ
ダ
　
東
京
に
お
ら
れ
た
の
っ
て
、
何
歳
か
ら
何
歳
ぐ

　
　

ら
い
ま
で
で
す
か
？

横
山
　
私
は
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
だ
か
ら
、
42
歳
ま

　
　

で
い
ま
し
た
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。そ
の
と
き
に
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん
？

　
　

喫
茶
店
？

横
山
　
う
ん
、
も
う
転
々
と
し
て
。

ア
サ
ダ
　
転
々
と
し
て
。
当
時
、
そ
の
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん

　
　

で
流
れ
て
る
音
楽
っ
て
？

横
山
　
そ
れ
が
覚
え
て
な
い
（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
で
も
、
横
山
さ
ん
は
『
青
い
山
脈
』
は
、
す
ご

　
　

い
印
象
に
残
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

横
山
　
そ
れ
が
残
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

ア
サ
ダ
　
何
で
な
ん
で
し
ょ
う
ね
、
そ
の
『
青
い
山
脈
』

　
　

が
ば
ー
ん
と
残
っ
て
る
感
じ
っ
て
ね
。

横
山
　
な
ぜ
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
わ
か
ん
な
い
ん
で
す

　
　

け
ど
。
な
ぜ
か
こ
れ
だ
け
は
、
も
う
離
れ
な
い
ん

　
　

で
す
ね
、
頭
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
そ
の
当
時
っ
て
ね
、
喫
茶
店
っ
て
ひ
と
り
で

　
　

行
っ
て
は
っ
た
ん
で
す
か
？

横
山
　
い
や
、
お
友
だ
ち
と
。

ア
サ
ダ
　
当
時
、
お
友
だ
ち
っ
て
お
仕
事
仲
間
と
か
？

横
山
　
仕
事
仲
間
み
た
い
な
と
き
も
あ
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
ど
ん
な
お
仕
事
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

横
山
　
仕
事
で
す
か
。
私
ね
、
高
校
入
っ
て
か
ら
、
戦

　
　

争
中
と
終
戦
直
後
だ
っ
た
ん
で
、
そ
の
当
時
敵
国

　
　

の
言
葉
な
ん
て
習
う
こ
と
な
い
っ
て
、
そ
し
て
上

　
　

の
人
も
教
え
る
必
要
な
い
っ
て
い
う
こ
と
で
、
学

　
　

校
で
、
英
語
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ
　
は
い
は
い
。

横
山
　
そ
れ
で
私
は
英
語
、
し
ゃ
べ
り
た
く
て
。

ア
サ
ダ
　
へ
え
！

横
山
　
な
ん
か
ね
、
外
国
の
あ
れ
に
憧
れ
ち
ゃ
っ
て
ね
。

　
　

そ
し
て
、
学
校
に
行
っ
て
も
習
わ
な
か
っ
た
か
ら

　
　

ね
、
６
年
生
に
な
っ
て
も
。

ア
サ
ダ
　
う
ん
、
習
わ
し
て
く
れ
ま
せ
ん
も
ん
ね
、
そ
の

　
　

当
時
は
ね
。

横
山
　
え
え
、
そ
の
と
き
に
ね
、
ご
法
度
で
悔
し
か
っ

　
　

た
ん
で
す
ね
。
私
、
そ
の
外
国
っ
て
い
う
の
が
も

　
　

う
な
ん
だ
か
ね…

…

。

ア
サ
ダ
　
憧
れ
だ
っ
た
ん
だ
。

横
山
　
憧
れ
だ
っ
た
の
。
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
る
ん

　
　

だ
ろ
う
っ
て
い
う
ね
。

ア
サ
ダ
　
は
い
は
い
は
い
は
い
。

横
山
　
そ
し
て
、
上
京
し
て
か
ら
駐
留
軍
が
家
族
を
連

　
　

れ
て
き
た
っ
て
聞
い
て
、
え
ー
！　

行
っ
て
み
た

　
　

い
な
と
思
っ
て
。
し
ゃ
べ
れ
な
い
ん
で
す
よ
、
私
。

　
　

だ
け
ど
、
行
っ
て
。
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
、
仕

　
　

事
し
た
い
な
っ
て
思
っ
た
ら
、
売
店
が
あ
る
わ
け

　
　

で
す
。
そ
こ
に
入
り
た
〜
い
っ
て
言
っ
た
の
。
そ

　
　

し
て
、
お
掃
除
で
も
な
ん
で
も
い
い
ん
で
す
。
と

　
　

に
か
く
ね
、
外
国
人
と
会
っ
て
、
し
ゃ
べ
っ
て
る

　
　

の
を
聞
き
た
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
い
い
か
ら
、

　
　

だ
か
ら
お
掃
除
で
も
な
ん
で
も
し
ま
す
よ
っ
て

　
　

言
っ
て
、
入
れ
て
も
ら
っ
て
。

ア
サ
ダ
　
も
の
す
ご
い
積
極
的
で
す
ね
。

横
山
　
ね
え
、
す
ご
い
で
し
ょ
う
？　

私
、
子
供
の
頃

　
　

引
っ
込
み
思
案
で
、
友
だ
ち
も
な
ん
か
怖
く
て
付

　
　

き
合
わ
な
か
っ
た
。
で
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ

　
　

ち
ゃ
う
。
会
話
も
ね
、
英
語
の
基
礎
が
で
き
な
く

　
　

と
も
、「
ハ
ロ
ー
」
と
か
「
ハ
イ
」
と
か
「
ハ
ウ
・

　
　

ア
ー
・
ユ
ー
？
」
と
か
話
し
て
。
そ
う
い
う
こ

　
　

と
を
し
て
た
ん
だ
け
ど
、
結
局
は
基
礎
が
で
き
て

　
　

な
か
っ
た
し
、
し
ゃ
べ
れ
な
か
っ
た
で
す
ね
。
わ

　
　

か
ん
な
か
っ
た
ん
で
す
、
や
っ
ぱ
り
。
そ
れ
で
な

　
　

ん
と
か
ね
、
な
ん
と
か
だ
け
ど
、
な
ん
か
楽
し
み

　
　

が
生
ま
れ
て
き
て
、
生
活
に
。

ア
サ
ダ
　
は
い
は
い
。

横
山
　
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
、
だ
か
ら
、
私
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
は
す
ご
い
な
。

横
山
　
中
途
半
端
な
ん
だ
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
。

　
　
　
『
青
い
山
脈
』
っ
て
い
う
の
は
東
京
に
い
て
、

　
　

若
い
と
き
の
思
い
出
の̶

̶

思
い
出
っ
て
い
う
思

　
　

い
出
は
何
に
も
な
い
ん
で
す
け
ど̶

̶

コ
ー
ヒ
ー

　
　
（
喫
茶
店
）
を
ま
わ
っ
て
歩
い
て
て
、
そ
し
て
あ

　
　

あ
い
う
音
楽
を
聴
い
て
、
う
わ
ー
っ
て
思
っ
た
の

　
　

が
も
う
離
れ
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
何
て
い
う
か
、
胸
が
躍
る
感
じ
っ
て
い
う
か
、

　
　

そ
の
東
京
に
い
た
と
き
の
楽
し
い
思
い
出
と
つ
な

　
　

が
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
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江
尻
　
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

恵
子
　
舗
装
の
道
を
つ
く
る
の
。
お
父
さ
ん
は
ね
、
車

　
　

に
乗
っ
て
た
の
。
え
っ
さ
こ
ら
え
っ
さ
こ
ら
一
生

　
　

懸
命
に
や
ら
な
い
で
、
車
専
門
に
ブ
ー
ブ
ー
走
っ

　
　

た
り
と
か
。

江
尻
　
ダ
ン
プ
っ
て
こ
と
で
す
か
？

好
　
　
あ
の
と
き
、
ダ
ン
プ
ね
か
っ
た
。

江
尻
　
あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。

好
　
　
ダ
ン
プ
は
ダ
ン
プ
だ
け
ん
ど
も
、
小
さ
い
ん
だ
。

　
　

４
ト
ン
車
か
な
。

ア
サ
ダ
　
そ
っ
か
、
北
海
道
で
出
会
っ
て
。

江
尻
　 

現
場
で
出
会
っ
た
？　

ど
っ
か
、
食
堂
か
な

　
　

ん
か
で
？

恵
子
　
あ
れ
だ
よ
な
、あ
と
、手
紙
３
年
間
く
ら
い
や
っ

　
　

て
た
か
な
。

好
　
　
う
ん
、
行
っ
た
り
来
た
り
。
車
で
歩
っ
て
る
う

　
　

ち
に
な
、
途
中
か
ら
乗
せ
て
あ
げ
る
か
ら
、
み
ん

　
　

な
。

恵
子
　
田
舎
だ
か
ら
。
こ
の
人
ら
が
映
画
観
に
行
っ
た

　
　

り
す
る
の
に
、
隣
の
ま
ち
さ
行
く
で
し
ょ
う
。
そ

　
　

の
と
き
に
だ
ん
だ
ん
知
り
合
っ
た
り
ね
、
す
る
か

　
　

ら
。

ア
サ
ダ
　
だ
ん
だ
ん
知
り
合
う
っ
て
感
じ
が
（
笑
）。

恵
子
　
友
だ
ち
か
ら
だ
よ
。

ア
サ
ダ
　
な
る
ん
だ
よ
ね
。

好
　
　
車
さ
、
後
ろ
の
荷
台
さ
、
ぎ
っ
ち
り
乗
る
ん
だ

　
　

か
ら
、
20
人
く
ら
い
。

恵
子
　
若
い
子
た
ち
を
ど
ー
っ
と
乗
せ
て
く
る
。

好
　
　
ま
ち
さ
行
っ
て
、
み
ん
な
し
て
。

恵
子
　
映
画
観
に
行
く
ん
だ
ね
。

好
　
　
ん
だ
、
映
画
観
た
り
。

恵
子
　
で
、
私
ら
な
ん
て
ね
、
も
う
こ
の
人
ら
が
映
画

　
　

を
観
に
、
女
の
人
や
ら
乗
せ
て
行
く
で
し
ょ
う
。

ア
サ
ダ
　
女
の
人
や
ら
（
笑
）。

恵
子
　
そ
し
た
ら
、
私
ら
は
畑
を
や
っ
て
る
で
し
ょ
う
、

　
　

農
家
や
っ
て
る
か
ら
。
そ
れ
を
眺
め
な
が
ら
ね
、

　
　

も
う
、あ
の
人
ら
遊
び
に
行
っ
た
の
に
、私
ら
ば
っ

　
　

か
り
、
な
ん
で
こ
の
月
明
か
り
で
こ
ん
な
仕
事
し

　
　

な
い
と
な
ん
な
い
な
ん
て
ね
、
情
け
な
か
っ
た
っ

　
　

け
よ
。
よ
く
情
け
な
い
思
い
し
た
ん
だ
、
こ
の
人

　
　

ら
い
る
頃
。

ア
サ
ダ
　
そ
の
と
き
っ
て
ど
ん
な
映
画
が
や
っ
て
た
ん
で

　
　

す
か
？

好
　
　
何
や
っ
て
ん
べ
や
？

恵
子
　
あ
の
頃
夢
中
で
、
私
連
れ
て
っ
て
も
ら
う
の
で

　
　

い
っ
ぱ
い
で
。

ア
サ
ダ
　
じ
ゃ
あ
、
内
容
覚
え
て
な
い
ん
だ
ね
（
笑
）。

恵
子
　
映
画
な
ん
て
内
容
覚
え
て
な
い
ね
。

江
尻
　
昭
和
で
言
っ
た
ら
何
年
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
か
ね
。

ア
サ
ダ
　
何
年
く
ら
い
な
ん
か
な
？

好
　
　
俺
、
25
、
６
の
と
き
だ
け
ん
な
。

恵
子
　
私
、
ま
だ
二
十
歳
に
な
っ
た
ば
っ
か
り
。

江
尻
　
っ
て
い
う
こ
と
は
？

好
　
　
79
歳
だ
か
ら
。

恵
子
　
結
婚
し
て
50
年
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
小
林 

旭
と
か
が
出
て
き
た…

…

。

恵
子
　
裕
次
郎
さ
ん
だ
の
ね
、
出
て
た
わ
ね
、
い
っ
ぱ

　
　

い
。

好
　
　
石
原
裕
次
郎
な
。

恵
子
　
な
ん
せ
ね
、
女
の
子
や
ら
引
っ
張
っ
て
く
の
楽

　
　

し
み
で
、
あ
れ
だ
か
ら
、
映
画
な
ん
て
そ
っ
ち
の

　
　

け
な
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
映
画
は
口
実
で
す
よ
ね
（
笑
）。

恵
子
　
う
ん
、
そ
う
だ
よ
ね
。

ア
サ
ダ
　
何
だ
っ
て
い
い
ん
だ
よ
（
笑
）。

恵
子
　
何
で
も
い
い
ん
だ
よ
。
映
画
な
ん
て
そ
っ
ち
の

　
　

け
で
い
い
ん
だ
か
ら
（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
で
、
そ
れ
で
結
婚
し
て
、
こ
っ
ち
に
来
た
の
が

　
　

24
歳
の
と
き
。

恵
子
　
そ
う
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ
　
じ
ゃ
あ
、
出
会
っ
て
か
ら
数
年
間
や
り
取
り
さ

　
　

れ
て
た
ん
で
す
ね
。

江
尻
　
戦
時
中
の
大
熊
あ
た
り
っ
て
の
は
、
ど
ん
な
雰

　
　

囲
気
だ
っ
た
ん
で
す
か
ね
？

恵
子
　
大
熊
か
い
？

江
尻
　
飛
行
場
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

好
　
　
あ
っ
た
。
い
ま
の
東
電
の
と
こ
か
な
。

ア
サ
ダ
　
大
熊
に
飛
行
場
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

好
　
　
う
ん
、
飛
行
場
だ
。

江
尻
　
東
電
は
飛
行
場
跡
。

恵
子
　
大
熊
に
飛
行
場
あ
っ
た
ん
だ
ね
。
戦
争
中
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
レ
コ
ー
ド
は
何
を
聴
い
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
？

好
　
　
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
み
ん
な
置
い
て

　
　

き
た
。

恵
子
　『
骨
ま
で
愛
し
て
』と
か
、あ
あ
い
う
の
が
入
っ

　
　

て
た
ね
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、『
骨
ま
で
愛
し
て
』
か
。

恵
子
　
う
ん
。
一
番
最
初
に
買
っ
た
レ
コ
ー
ド
は
何
な

　
　

ん
て
言
っ
た
ら
い
い
か
わ
か
ん
な
い
な
。『
骨
ま
で

　
　

愛
し
て
』
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
い
っ
ぱ
い
持
っ

　
　

て
た
か
ら
。

好
　
　（
家
に
）
行
け
ば
ま
だ
あ
ん
だ
け
ど
も
な
。
あ

　
　

る
ん
だ
、
古
い
の
。

　
　

ん
か
よ
く
聴
き
に
行
き
ま
し
た
。

ア
サ
ダ
　
お
お
、
行
っ
て
た
ん
で
す
か
！　

コ
ン
サ
ー
ト

　
　

に
。

横
山
　
小
澤
さ
ん
、
う
ん
。
あ
れ
に
は
行
き
ま
し
た
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。

横
山
　
私
、
レ
コ
ー
ド
の
一
番
大
事
に
し
て
た
や
つ
を

　
　

人
に
貸
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
貸
し
た
人
が
思
い

　
　

出
せ
な
く
て
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
よ
く
あ
る
話
や
、
そ
れ
（
笑
）。

横
山
　
戻
っ
て
こ
な
い
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ
　
う
ん
う
ん
、
あ
る
あ
る
。

横
山
　
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
レ
コ
ー
ド
で

　
　

ね
。
い
ま
転
々
と
し
て
歩
い
て
る
か
ら
も
う
と
っ

　
　

く
に
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
の
１
枚
だ
け
は

　
　

ね
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
『
第
九
』
か
な…

…

？

ア
サ
ダ
　『
第
九
』
で
す
か
。

横
山
　
あ
れ
を
１
枚
だ
け
残
し
て
お
い
た
ん
で
す
け
ど
、

　
　

そ
れ
を
誰
か
に
貸
し
て
、
そ
し
て
戻
っ
て
こ
な
い

　
　

ん
で
す
。
そ
れ
っ
き
り
、
あ
と
も
う
。

ア
サ
ダ
　
や
っ
ぱ
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
な
か
で
は

　
　
『
第
九
』
が
好
き
で
す
か
？

横
山
　
そ
う
で
す
ね
。

ア
サ
ダ
　
横
山
け
い
子
さ
ん
は
実
は
大
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
好

　
　

き
。
東
京
に
い
た
と
き
に
聴
き
に
行
っ
た
小
澤
征

　
　

爾
指
揮
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
『
交
響
曲
第
９
番
４

　
　

楽
章 

歓
喜
の
歌
』
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま

　
　

す
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

官
林
建
児
さ
ん
の
少
年
時
代
と
家
族

ア
サ
ダ
　
さ
て
、
続
き
ま
し
て
第
２
集
最
後
の
ゲ
ス
ト
・

　
　

双
葉
町
ご
出
身
の
官
林
建
児
さ
ん
で
す
。
ま
ず
は
、

　
　

官
林
さ
ん
の
青
春
時
代
と
家
族
の
思
い
出
に
つ
い

　
　

て
伺
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

官
林
　
小
学
校
３
年
な
っ
て
か
ら
、
初
め
て
う
ち
に
テ

　
　

レ
ビ
入
っ
た
か
ら
。そ
ん
と
き
に
、俺
、う
ち
引
っ

　
　

越
し
た
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
そ
ん
と
き
に
、
お
う
ち
を
引
っ
越
し
た
っ
て
い

　
　

う
の
は
、
ず
っ
と
双
葉
に
は
い
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
同
じ
ま
ち
に
い
た
ん
だ
け
ど
、
前
の
う
ち
に
道

　
　

路
引
く
こ
と
に
な
っ
て
引
っ
越
し
た
の
。
そ
れ
が
、

　
　

い
ま
、
震
災
の
あ
と
で
沈
め
た
う
ち
だ
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ
　
じ
ゃ
あ
、
小
学
校
と
か
も
転
校
し
て
。

官
林
　
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
そ
こ
か
ら
は
ず
っ
と
同
じ
家
に
お
ら
れ
た
ん
で

　
　

す
か
？　

小
学
校
３
年
生
の
と
き
に
引
っ
越
し
て

　
　

か
ら
は
。

官
林
　
う
ん
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
小
学
校
と
か
中
学
校
の
と
き
と
か
っ
て
、
官
林

　
　

さ
ん
は
ど
う
い
う
子
供
だ
っ
た
ん
で
す
か
？　

官
林
　
い
ま
と
違
っ
て
、
お
と
な
し
か
っ
た
。

一
同
　（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
い
ま
と
違
っ
て
っ
て
。

官
林
　
や
っ
ぱ
り
、
俺
、
お
や
じ
が
教
師
だ
っ
た
か
ら
、

　
　

ボ
ン
ボ
ン
育
ち
で
育
っ
た
の
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
お
父
さ
ん
、
そ
っ
か
、
先
生
だ
っ
た
ん

　
　

で
す
ね
。

官
林
　
俺
お
や
じ
が
教
員
だ
っ
た
か
ら
。
お
や
じ
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
昔
、
教
員
な
る
前
油
締
（
油
を
し
ぼ

　
　

る
職
人
）
だ
っ
た
ん
だ
よ
な
。
そ
れ
で
、
そ
の
前

　
　

に
満
州
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
の
。
だ
か
ら
、
い

　
　

ろ
い
ろ
苦
労
し
た
の
。
お
ふ
く
ろ
は
お
ふ
く
ろ
で

　
　

東
京
育
ち
で
、
女
学
校
出
だ
か
ら
全
然
性
格
違
う

　
　

ん
だ
な
。

　
　
　

で
、ま
だ
そ
の
頃
み
ん
な
ま
だ
学
校
入
ん
な
か
っ

　
　

た
け
れ
ど
も
、
制
服
着
て
る
の
俺
だ
け
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
制
服
？

官
林
　
う
ん
、
こ
さ
え
ら
れ
た
か
ら
。
俺
、
嫌
だ
っ
た

　
　

ん
だ
。

ア
サ
ダ
　
え
、
制
服
っ
て
い
う
の
は
、
官
林
さ
ん
だ
け
が

　
　

学
校
に
着
て
行
っ
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
ん
だ
な
。

ア
サ
ダ
　
だ
か
ら
、
い
い
と
こ
ろ
の
坊
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
ん

　
　

で
す
ね
。
じ
ゃ
あ
、
学
校
の
な
か
で
も
ち
ょ
っ
と

　
　

官
林
さ
ん
は
特
殊
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
子
供

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

官
林
　
ま
あ
、
中
学
校
に
な
っ
て
も
い
じ
め
と
か
あ
っ

　
　

た
。

ア
サ
ダ
　
い
じ
め
か
。

官
林
　
だ
っ
て
、
雪
投
げ
で
も
、
俺
、
石
ぶ
つ
け
ら
れ

　
　

て
。
小
学
校
の
頃
は
、
そ
う
い
う
や
つ
が
い
た
ん

　
　

だ
よ
な
。
仲
い
い
友
だ
ち
と
い
っ
と
、
ぶ
ん
な
ぐ

　
　

ら
れ
た
り
し
て
。
だ
か
ら
昔
も
あ
っ
た
ん
だ
よ
。

　
　

俺
の
時
代
も
、
そ
う
い
う
こ
と
が
。

ア
サ
ダ
　
や
っ
ぱ
で
も
、
い
ま
の
い
じ
め
と
か
と
、
ま
た

　
　

全
然
違
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。

官
林
　
全
然
違
う
。
中
学
校
の
と
き
は
、
終
わ
る
と
き
、

　
　

反
省
会
や
っ
た
か
ら
。
い
ま
そ
ん
な
こ
と
し
な
い

　
　

べ
？　

最
近
の
学
校
は
。

　
　
　

中
学
校
な
っ
て
か
ら
厳
し
い
先
生
い
た
ん
だ
よ
。

横
山
　
え
え
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、『
青
い
山

　
　

脈
』
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、

　
　

横
山
け
い
子
さ
ん
が
東
京
に
住
ん
で
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
際
、
行
き
つ
け
の
喫
茶
店
で
大
好
き
に
な
っ
た

　
　

曲
、
藤
山
一
郎
の
昭
和
24
年
の
ヒ
ッ
ト
ナ
ン
バ
ー
、

　
　
『
青
い
山
脈
』。
今
回
は
け
い
子
さ
ん
の
ご
要
望
も

　
　

あ
っ
て
、
特
別
に
男
声
合
唱
団
コ
ー
ル
・
フ
ァ

　
　

ー
マ
ー
で
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　
　

ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

横
山
け
い
子
さ
ん
の
出
会
い
と
家
族

ア
サ
ダ
　
東
京
か
ら
福
島
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
か
、

　
　

そ
の
あ
と
は
。

横
山
　
あ
の
ね
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
私
東
京
に
行
っ

　
　

て
、
そ
し
て
40
歳
ぐ
ら
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で

　
　

す
ね
。
そ
し
て
「
お
前
、
ひ
と
り
で
い
つ
ま
で
も

　
　

何
し
て
ん
だ
」
っ
て
い
う
こ
と
で
。

ア
サ
ダ
　
な
る
ほ
ど
（
笑
）。

横
山
　
親
か
ら
呼
び
寄
せ
ら
れ
て
、
そ
し
て
「
こ
う
い

　
　

う
人
が
い
る
ん
だ
け
ど
」。
嫌
だ
っ
て
言
っ
た
ん

　
　

で
す
よ
、
私
。
ひ
と
り
の
ほ
う
が
自
由
で
い
い
し
。

　
　

だ
け
ど
ね
、
渋
々
も
う
、
あ
れ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。

　
　

そ
し
て
、
浪
江
の
人
な
ん
で
す
け
ど
、
浪
江
で
一

　
　

緒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ
　「
な
っ
て
し
ま
っ
た
」（
笑
）。
旦
那
さ
ん
と
。

横
山
　
そ
れ
が
そ
の
人
も
ね
、
中
央
大
学
の
法
学
部
卒

　
　

業
。
い
や
、
捨
て
た
も
ん
で
も
な
い
な
と
思
っ
た

　
　

け
ど
。

ア
サ
ダ
　
立
派
で
す
よ
ね
。

横
山
　
で
も
何
に
も
し
て
な
い
、
た
だ
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て

　
　

る
人
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
話
し
て
み
る
と
、

　
　

や
っ
ぱ
り
ね
、
話
は
わ
か
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、

　
　

い
や
、
一
緒
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
か
な
、

　
　

大
丈
夫
か
な
と
思
っ
て
。
農
家
の
息
子
な
ん
で
す

　
　

け
ど
ね
。
浪
江
の
棚
塩
っ
て
と
こ
ろ
で
、
い
ま
、

　
　

流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
け
ど
ね
。
も
う
亡
く

　
　

な
っ
て
、
位
牌
も
何
に
も
も
う
な
い
ん
で
す
が
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
そ
っ
か
、
浪
江
の
方
だ
っ
た
ん
だ
ね
、

　
　

ご
主
人
ね
。

横
山
　
大
学
を
卒
業
し
て
る
か
ら
、
自
分
は
学
問
の
ほ

　
　

う
で
身
を
立
て
た
い
っ
て
思
っ
た
ら
し
い
ん
で
す

　
　

け
ど
、
遊
び
漬
け
で
そ
ん
な…

…

。

ア
サ
ダ
　
目
指
す
は
学
者
？

横
山
　
何
て
い
う
ん
で
す
か
ね
、
何
に
も
し
な
か
っ
た

　
　

ん
で
す
ね
。
で
も
、
本
や
な
ん
か
は
い
っ
ぱ
い

　
　

も
っ
て
ま
し
た
ね
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
け
ど
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。
大
量
に
本
は
買
っ
て
。

横
山
　
私
ら
の
わ
か
ん
な
い
よ
う
な
本
が
い
っ
ぱ
い
あ

　
　

る
ん
で
す
よ
ね
。で
、主
人
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

　
　

て
か
ら
、
ひ
と
り
じ
ゃ
寂
し
い
だ
ろ
う
か
ら
っ
て
、

　
　

き
ょ
う
だ
い
た
ち
に
こ
っ
ち
に
来
な
さ
い
っ
て
言

　
　

わ
れ
て
、
そ
し
て
少
し
ず
つ
本
を
運
ん
だ
わ
け
で

　
　

す
け
ど
。

ア
サ
ダ
　
ご
主
人
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
か
ら
、
ご
き
ょ

　
　

う
だ
い
の
縁
か
何
か
で
、
富
岡
の
ほ
う
に
行
か
れ

　
　

た
ん
で
す
か
？

横
山
　
あ
の
ね
、
私
、
も
と
も
と
仙
台
生
ま
れ
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
か
、
仙
台
な
ん
で
す
ね
。

横
山
　
仙
台
生
ま
れ
で
、
父
親
が
国
鉄
の
仕
事
し
て
た

　
　

も
ん
で
す
か
ら
、
転
々
と
し
て
歩
い
て
。
私
、
も

　
　

う
、
幼
い
と
き
か
ら
の
お
友
だ
ち
っ
て
い
な
い
ん

　
　

で
す
よ
、
誰
も
。

ア
サ
ダ
　
ご
き
ょ
う
だ
い
も
東
北
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

　
　

お
ら
れ
る
ん
で
す
か
？

横
山
　
兄
が
亡
く
な
っ
て
、
弟
が
亡
く
な
っ
て
、
そ
の

　
　

下
の
弟
が
、
い
ま
泉
に
い
る
ん
で
す
。

ア
サ
ダ
　
あ
、
泉
に
い
る
ん
だ
。
近
い
で
す
ね
。

横
山
　
で
も
、
そ
の
弟
も
や
っ
ぱ
り
80
過
ぎ
る
と
、
こ

　
　

れ
（
運
転
）
も
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
ね
。

ア
サ
ダ
　
ま
あ
ね
、
車
の
運
転
も
難
し
く
な
る
か
ら
ね
。

横
山
　
え
え
。
だ
か
ら
ね
、
危
な
い
か
ら
自
分
で
は
し

　
　

な
い
し
、
し
よ
う
と
思
わ
な
い
ら
し
く
て
。
全
然

　
　

来
て
な
い
し
、
こ
っ
ち
か
ら
連
絡
も
し
な
い
ん
で

　
　

す
け
ど
ね
。

ア
サ
ダ
　
う
ん
う
ん
、
近
く
に
は
い
る
け
ど
ね
。

横
山
　
黙
っ
て
る
と
き
は
、
み
ん
な
お
互
い
に
大
丈
夫

　
　

な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
う
ん
う
ん
。

横
山
　
や
っ
ぱ
り
ね
、
と
き
を
過
ご
す
っ
て
い
う
の
は
、

　
　

し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
っ
て
い
う
よ
り
も
、
上
を
向
い

　
　

て
い
か
な
い
と
駄
目
な
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ
　『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』
か
。

横
山
　
そ
う
、
本
当
に
ね
。
そ
う
い
う
気
持
ち
で
い
る

　
　

か
ら
、
案
外
ど
う
に
で
も
な
れ
っ
て
い
う
よ
う
な

　
　

感
じ
も
あ
る
（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
横
山
さ
ん
は
、
普
段
音
楽
と
か
っ
て
結
構
聴
く

　
　

ん
で
す
か
？

横
山
　
聴
い
て
ま
す
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
聴
い
て
ま
す
。

ア
サ
ダ
　
昔
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
好
き
な
ん
で
す
か
？

横
山
　
そ
う
で
す
。
東
京
に
い
た
と
き
は
ベ
ー
ト
ー

　
　

ヴ
ェ
ン
、
小
澤
征
爾
さ
ん
が
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
な

官
林
　
わ
が
人
生
に
涙
あ
り
だ
。
こ
う
し
て
し
ゃ
べ
っ

　
　

て
い
て
も
、
危
な
く
死
に
っ
ぱ
ぐ
れ
る
と
こ
だ
っ

　
　

た
。
俺
、
言
っ
た
よ
な
、
言
わ
な
か
っ
た
っ
け
？

ア
サ
ダ
　
そ
れ
は
初
め
て
か
も
し
れ
な
い
。

官
林
　
仕
事
の
車
流
さ
れ
た
の
。

ア
サ
ダ
　
車
が
？

官
林
　
う
ん
、
車
ご
と
流
さ
れ
た
の
。
津
波
で
危
う
く
。

ア
サ
ダ
　
津
波
で
流
さ
れ
た
ん
で
す
か
。

官
林
　
う
ん
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
そ
っ
か
そ
っ
か
。

官
林
　
ま
あ
第
一
波
だ
。
第
一
波
が
来
て
、
引
い
て
、

　
　

車
が
あ
っ
た
か
ら
、
み
ん
な
走
っ
て
た
か
ら
。
そ

　
　

し
て
、
車
か
ら
逃
げ
た
の
。

ア
サ
ダ
　
車
に
乗
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
、
そ
の

　
　

と
き
。

官
林
　
う
ん
、
乗
っ
て
た
わ
。

ア
サ
ダ
　
だ
か
ら
、
車
を
乗
り
捨
て
て
。

官
林
　
そ
の
前
に
逃
げ
た
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ

　
　

り
自
分
で
逃
げ
れ
ば
良
か
っ
た
ん
だ
け
ど
な
。

　
　

や
っ
ぱ
り
、
あ
ん
と
き
。
ほ
ん
で
、
こ
う
、
俺
、

　
　

自
分
で
逃
げ
て
た
ら
ま
た
変
わ
っ
た
だ
ろ
う
け
ど
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。
そ
の
と
き
の
と
っ
さ
の
判
断
っ

　
　

て
い
う
か
、
ま
あ
、
も
う
す
べ
て
そ
の
場
に
置
い

　
　

て
。

官
林
　
う
ん
、
い
ま
ど
こ
い
っ
た
か
わ
か
ん
ね
え
も
ん
。

　
　

た
だ
、
免
許
証
だ
け
は
と
り
あ
え
ず
持
っ
て
き
た
。

　
　

い
や
あ
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
べ
や
。

ア
サ
ダ
　
そ
の
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
な
か
で
も
、
こ
の
水
戸

　
　

黄
門
の
曲
は
、
ま
あ
い
う
な
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
応

　
　

援
ソ
ン
グ
っ
て
い
う
か
。

官
林
　
応
援
だ
、
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
自
分
自
身
に
対
す
る
。

ア
サ
ダ
　
で
は
、
最
後
の
曲
に
な
り
ま
す
。
震
災
の
記
憶

　
　

も
含
め
て
、
決
し
て
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な

　
　

か
っ
た
官
林
建
児
さ
ん
の
人
生
を
支
え
続
け
て
き

　
　

た
、
み
な
さ
ん
お
馴
染
み
の
あ
の
曲
で
す
。
水
戸

　
　

黄
門
の
テ
ー
マ
曲
『
あ
ゝ
人
生
に
涙
あ
り
』。
そ

　
　

れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ
　『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
第
２
集
、
い
か
が
だ
っ
た

　
　

で
し
ょ
う
か
？　

　
　
　

今
回
も
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
C
D
と
と
も
に

　
　

お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
。
集
会
場
の
入
り
口
に
あ

　
　

る
黄
色
い
ポ
ス
ト
に
、
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲

　
　

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
投
函

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
ど
ん
ど
ん
深

　
　

ま
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
お

　
　

身
体
、
大
切
に
さ
れ
て
く
だ
さ
い
ね
。
お
届
け
し

　
　

ま
し
た
の
は
、『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
主
宰
の
音
楽
家

　
　

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

　
　

し
た
。

　

　
　

数
学
の
先
生
な
。
数
学
の
先
生
だ
け
ど
、
そ
の
先

　
　

生
来
っ
と
、み
ん
な「
来
た
き
た
」っ
て
こ
う
黙
っ

　
　

た
か
ら
。
そ
う
い
う
厳
し
い
先
生
が
い
た
の
よ
。

　
　

い
ま
、
い
な
い
と
思
う
ん
だ
な
、
そ
う
い
う
先
生

　
　

は
。

ア
サ
ダ
　
ま
あ
昔
は
ね
。
い
ま
だ
っ
た
ら
体
罰
と
か
も
あ

　
　

り
得
ま
せ
ん
も
ん
ね
。

官
林
　
う
ん
。
宿
題
し
な
い
と
「
走
っ
て
こ
い
！
」。

　
　

あ
と
こ
れ
だ
か
ら
、
し
っ
ぺ
。
あ
と
は
顔
を
バ
ン
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
い
ま
と
全
然
時
代
が
違
い
ま

　
　

す
よ
ね
。
音
楽
を
聴
き
出
し
た
の
は
、
い
つ
ぐ
ら

　
　

い
で
す
か
？

官
林
　
レ
コ
ー
ド
か
ら
音
楽
が
出
て
き
た
の
は
、
や
っ

　
　

ぱ
り
高
校
だ
な
。
い
ま
『
ひ
よ
っ
こ
』
で
や
っ
て

　
　

る
。
あ
れ
見
る
と
思
い
出
す
ん
だ
。

ア
サ
ダ
　 

N
H
K
の
朝
の
連
ド
ラ
で
や
っ
て
る
。

官
林
　
う
ん
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
た
頃
が
俺
、
高
校
生

　
　

だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
そ
っ
か
そ
っ
か
、
あ
れ
で
思
い
出
す
ん

　
　

で
す
ね
、
あ
の
時
代
背
景
で
。

官
林
　
や
っ
ぱ
り
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
、
グ
ル
ー

　
　

プ
・
サ
ウ
ン
ズ
だ
っ
た
な
。

ア
サ
ダ
　
で
は
官
林
さ
ん
よ
り
少
年
時
代
の
印
象
に
残
っ

　
　

て
る
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
い
た
だ
き
ま
し
た
。
曲
は

　
　

昭
和
44
年
の
ナ
ン
バ
ー
で
、
は
し
だ
の
り
ひ
こ
と

　
　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ツ
の
『
風
』
で
す
。
ど
う
ぞ
聴
い
て

　
　

く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

官
林
建
児
さ
ん
の
お
仕
事
と
あ
の
日

ア
サ
ダ
　
高
校
卒
業
し
て
か
ら
、
官
林
さ
ん
は
お
仕
事
は

　
　

じ
め
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
専
門
学
校
に
行
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
ど
う
い
う
専
門
学
校
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
あ
の
、
こ
れ
。

ア
サ
ダ
　
え
、
こ
れ
っ
て
何
で
す
か
？　

こ
の
ジ
ェ
ス

　
　

チ
ャ
ー
。

官
林
　
測
量
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
測
量
。
土
木
の
ほ
う
ね
。

官
林
　
学
校
も
土
木
出
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
な
る
ほ
ど
。

官
林
　
学
校
が
農
業
高
校
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
ね
、
双
葉
の
農
業
高
校
。

官
林
　
田
中
角
栄
が
い
た
中
央
工
学
校
、
あ
そ
こ
に

　
　

行
っ
た
わ
け
ね
。
と
こ
ろ
が
、
単
位
取
れ
な
く
て

　
　

２
年
い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。
そ
の
後
、
建
築
や
土
木
の
お
仕

　
　

事
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
最
初
働
い
た
と
こ
ろ
が
ち
ょ
っ
と
あ
ん
ま
り
、

　
　

そ
の
頃
免
許
な
か
っ
た
か
ら
俺
。
だ
か
ら
、
社
長

　
　

が
、
ど
う
せ
こ
の
会
社
合
併
さ
れ
る
か
ら
っ
て

　
　

言
っ
た
か
ら
、
辞
め
て
。
そ
し
て
原
町
の
国
土
調

　
　

査
測
量
協
会
に
い
た
ん
だ
よ
。

ア
サ
ダ
　
そ
こ
か
ら
の
仕
事
は
わ
り
と
長
い
こ
と
？

官
林
　
う
ん
、
30
年
い
た
。

ア
サ
ダ
　
勤
め
ら
れ
て
。

官
林
　
う
ん
。
そ
し
て
54
で
リ
ス
ト
ラ
く
っ
て
。

ア
サ
ダ
　
そ
っ
か
そ
っ
か
。

官
林
　
そ
し
て
そ
の
あ
と
、
警
備
員
を
５
年
近
く
し
た

　
　

わ
け
。
も
う
少
し
で
５
年
っ
て
と
き
に
、
こ
の
震

　
　

災
が
あ
っ
た
か
ら
。

　
　
　

測
量
の
ほ
う
が
好
き
だ
っ
た
な
。
仕
事
以
外
に

　
　

春
は
山
菜
、
秋
は
キ
ノ
コ
と
か
採
る
の
が
好
き

　
　

だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
行
か
れ
ま
す
も
ん
ね
。

官
林
　
い
ま
は
も
う
駄
目
だ
よ
。

一
同
　（
笑
）。

官
林
　
い
ま
は
歩
か
ね
え
か
ら
な
あ
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
か
ら
も
う
ず
っ
と
双
葉
に
お
ら
れ
て
？

官
林
　
一
度
結
婚
し
て
、
結
局
、
離
婚
し
た
け
ど
。

ア
サ
ダ
　
こ
の
間
話
し
た
と
き
に
、
水
戸
黄
門
の
テ
ー
マ

　
　

曲
が
好
き
っ
て
仰
っ
て
ま
し
た
よ
ね
。

官
林
　
う
ん
、
あ
れ
は
好
き
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
ね
。
あ
の
曲
に
込
め
ら
れ
た
「
人
生
楽
あ
り
ゃ

　
　

苦
も
あ
る
さ
」
っ
て
い
う
、
あ
あ
い
う
感
じ
っ
て
、

　
　

い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
官
林
さ
ん
に
響
い
て
き
た
の
か

　
　

な
と
思
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
。

官
林
　
ま
だ
お
や
じ
が
生
き
て
る
頃
だ
か
ら
、
何
の
と

　
　

き
だ
？　

30
代
だ
な
。『
あ
あ
人
生
に
涙
あ
り
』
が

　
　

い
い
曲
だ
よ
っ
て
言
わ
れ
た
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
こ

　
　

れ
が
、
ま
あ
人
生
の
歌
だ
か
ら
。
あ
の
２
番
の
曲

　
　

が
好
き
だ
っ
た
、
俺
は
。

ア
サ
ダ
　
２
番
？

官
林
　
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
２
番
の
歌
詞
っ
て
ど
ん
な
歌
詞
で
し
た
っ
け
。

官
林
　
や
っ
ぱ
り
、「
勇
気
が
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い

　
　
（
人
生
勇
気
が
必
要
だ
）」、
こ
こ
が
良
か
っ
た
。

ア
サ
ダ
　「
勇
気
が
な
い
と
」
っ
て
い
う
く
だ
り
が
あ
る

　
　

ん
で
す
ね
。

官
林
　
全
部
好
き
だ
け
ど
よ
。

ア
サ
ダ
　
特
に
２
番
の
歌
詞
は
。
そ
っ
か
そ
っ
か
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ア
サ
ダ
　
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

　
　

は
。『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
司
会
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で

　
　

す
。
こ
の
C
D
で
は
、
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み

　
　

な
さ
ん
の
ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
そ
の
当
時

　
　

の
馴
染
み
深
い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
て

　
　

い
き
ま
す
。

　
　
　

秋
に
な
り
ず
い
ぶ
ん
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た

　
　

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

少
し
ず
つ
こ
の
ラ
ジ
オ
C
D
も
定
着
し
て
き
ま

　
　

し
て
、
集
会
場
の
黄
色
い
ポ
ス
ト
を
通
じ
て
さ
ま

　
　

ざ
ま
な
住
民
の
方
々
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ

　
　

き
ま
し
た
。
先
日
は
、
み
な
さ
ん
に
「
ラ
ジ
オ
下

　
　

神
白
通
信
」
を
お
配
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　

け
ど
も
、
読
ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

さ
て
、
今
回
は
大
熊
町
ご
出
身
の
小
野
田 

好
さ

　
　

ん
・
恵
子
さ
ん
ご
夫
妻
、
そ
し
て
富
岡
町
ご
出
身

　
　

の
横
山
け
い
子
さ
ん
、
そ
し
て
双
葉
町
ご
出
身
の

　
　

官
林
建
児
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
で
す
。

　
　
　

ま
ず
は
小
野
田
ご
夫
妻
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
は

　
　

ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。　
　
　

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

小
野
田
恵
子
さ
ん
の
二
十
歳

恵
子
　
二
十
歳
頃
の
歌
ね
。
あ
の
ね
、
西
田
佐
知
子
だ

　
　

よ
。

ア
サ
ダ
　『
ア
カ
シ
ア
の
雨
が
や
む
と
き
』
で
す
よ
ね
。

恵
子
　
う
ん
、
そ
う
そ
う
。
あ
れ
、
二
十
歳
頃
、
私
聴

　
　

い
て
た
か
ら
。



ア
サ
ダ
　『
コ
ー
ヒ
ー
・
ル
ン
バ
』
と
か
。

恵
子
　
私
も
ま
だ
二
十
歳
頃
な
ら
、
恋
人
も
い
な
い
か

　
　

ら
ね
。
お
っ
か
さ
ん
を
思
い
出
す
わ
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
っ
か
そ
っ
か
。

恵
子
　
ね
え
、
お
っ
か
さ
ん
、
自
分
の
こ
と
思
っ
て
く

　
　

れ
て
っ
か
な
な
ん
て
思
う
で
し
ょ
う
？

ア
サ
ダ
　
二
十
歳
の
頃
は
も
う
、
家
は
出
ら
れ
て
た
ん
で

　
　

す
か
？

恵
子
　
い
や
、私
、二
十
歳
過
ぎ
て
か
ら
働
き
は
じ
ま
っ

　
　

た
の
。
二
十
歳
前
は
家
に
い
た
。
農
家
し
て
た
か

　
　

ら
手
伝
っ
て
た
の
。
私
、
体
弱
か
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
あ
、
そ
う
な
ん
だ
。

恵
子
　
だ
か
ら
、
死
に
た
い
一
心
な
ん
だ
よ
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
本
当
に
体
が
弱
か
っ
た
ん

　
　

で
す
ね
。

恵
子
　
き
ょ
う
だ
い
７
人
い
て
、
私
入
れ
て
８
人
だ
か

　
　

ら
。

江
尻
　
も
と
も
と
北
海
道
な
ん
で
す
か
？

恵
子
　
う
ん
、
そ
う
そ
う
。

江
尻
　
あ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
。

恵
子
　
こ
っ
ち
に
お
嫁
に
来
た
の
、
福
島
に
。

江
尻
　
北
海
道
の
ど
の
辺
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

恵
子
　
上
白
滝
だ
か
ら
、
大
雪
山
の
そ
ば
。

江
尻
　
あ
あ
、
じ
ゃ
あ
、
旭
川
と
か
あ
っ
ち
の…

…

。

恵
子
　
旭
川
の
ほ
う
だ
ね
。
旭
川
と
遠
軽
の
真
ん
な
か

　
　

だ
。
あ
そ
こ
に
白
滝
っ
て
い
う
の
が
、
５
つ
あ
る

　
　

の
。
奥
白
滝
に
ね
、
上
白
滝
に
、
白
滝
に
、
下
白

　
　

滝
に
、
旧
白
滝
っ
て
。
５
つ
あ
る
の
よ
、
滝
（
が

　
　

地
名
に
）
つ
く
と
こ
ろ
。

好
　
　
だ
か
ら
、
山
こ
う
な
っ
つ
う
と
、
こ
う
や
っ
て

　
　

ど
ー
っ
と
、
こ
ん
な
も
ん
だ
も
ん
な
。

恵
子
　
い
ま
、
も
う
駅
は
な
く
な
っ
た
け
ど
ね
。
ひ
と

　
　

つ
、
ふ
た
つ
は
、
あ
る
け
ど
ね
。

ア
サ
ダ
　
北
海
道
に
は
、
20
代
の
前
半
ま
で
お
ら
れ
た
ん

　
　

で
す
か
？

恵
子
　
24
歳
ま
で
い
て
嫁
さ
ん
に
来
た
。
も
う
少
し
で

　
　

行
き
遅
れ
に
な
る
と
こ
ろ
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
な
ん
で
す
か
ね
。
24
歳
く
ら
い
で
し
ょ

　
　

う
？

恵
子
　
う
ん
。
25
歳
に
な
っ
た
ら
、
も
う…

…

。

ア
サ
ダ
　
い
ま
だ
っ
た
ら
全
然
そ
ん
な
こ
と
な
い
け
ど
、

　
　

ち
ょ
っ
と
時
代
が
前
だ
っ
た
ら
。

恵
子
　
25
歳
に
な
っ
た
ら
も
う
行
き
遅
れ
ね
。
田
舎
だ

　
　

か
ら
。
24
歳
だ
か
ら
滑
り
込
み
ね
（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
滑
り
込
み
セ
ー
フ
（
笑
）。
そ
う
で
す
か
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、

　
　

小
野
田
恵
子
さ
ん
の
二
十
歳
当
時
の
流
行
歌
で
、

　
　

昭
和
35
年
の
ナ
ン
バ
ー
、
西
田
佐
知
子
で
『
ア
カ

　
　

シ
ア
の
雨
が
や
む
と
き
』
で
す
。
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

小
野
田
ご
夫
妻
の
お
仕
事
と
出
会
い

江
尻
　
旦
那
さ
ん
は
も
と
も
と…

…

。

好
　
　
俺
は
も
と
も
と
大
熊
。

江
尻
　
ど
う
い
う
あ
れ
で
、
お
知
り
合
い
に
な
っ
た
ん

　
　

で
す
か
？

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
、
そ
こ
で
す
よ
。

好
　
　
若
い
と
き
に
、20
人
、30
人
く
ら
い
み
ん
な
引
っ

　
　

張
っ
て
北
海
道
行
っ
た
の
。

恵
子
　
北
海
道
の
道
を
つ
く
る
ん
だ
よ
ね
、
要
す
る
に

　
　

ね
。
山
の
な
か
さ
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、

　
　

小
野
田
ご
夫
妻
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
、
ご
自
宅

　
　

に
あ
っ
た
レ
コ
ー
ド
か
ら
の
ナ
ン
バ
ー
で
す
。
昭

　
　

和
41
年
発
売
、
城 

卓
矢
で
『
骨
ま
で
愛
し
て
』。

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

横
山
け
い
子
さ
ん
の
お
仕
事

ア
サ
ダ
　
小
野
田 

好
さ
ん
・
恵
子
さ
ん
ご
夫
妻
の
お
話

　
　

と
当
時
の
流
行
歌
は
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う

　
　

か
？

　
　
　

さ
て
、
続
き
ま
し
て
は
富
岡
町
の
横
山
け
い
子

　
　

さ
ん
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
横

　
　

山
け
い
子
さ
ん
の
若
か
り
し
頃
の
お
仕
事
の
エ
ピ

　
　

ソ
ー
ド
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

ア
サ
ダ
　
東
京
に
お
ら
れ
た
の
っ
て
、
何
歳
か
ら
何
歳
ぐ

　
　

ら
い
ま
で
で
す
か
？

横
山
　
私
は
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
だ
か
ら
、
42
歳
ま

　
　

で
い
ま
し
た
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。そ
の
と
き
に
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん
？

　
　

喫
茶
店
？

横
山
　
う
ん
、
も
う
転
々
と
し
て
。

ア
サ
ダ
　
転
々
と
し
て
。
当
時
、
そ
の
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん

　
　

で
流
れ
て
る
音
楽
っ
て
？

横
山
　
そ
れ
が
覚
え
て
な
い
（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
で
も
、
横
山
さ
ん
は
『
青
い
山
脈
』
は
、
す
ご

　
　

い
印
象
に
残
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

横
山
　
そ
れ
が
残
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

ア
サ
ダ
　
何
で
な
ん
で
し
ょ
う
ね
、
そ
の
『
青
い
山
脈
』

　
　

が
ば
ー
ん
と
残
っ
て
る
感
じ
っ
て
ね
。

横
山
　
な
ぜ
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
わ
か
ん
な
い
ん
で
す

　
　

け
ど
。
な
ぜ
か
こ
れ
だ
け
は
、
も
う
離
れ
な
い
ん

　
　

で
す
ね
、
頭
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
そ
の
当
時
っ
て
ね
、
喫
茶
店
っ
て
ひ
と
り
で

　
　

行
っ
て
は
っ
た
ん
で
す
か
？

横
山
　
い
や
、
お
友
だ
ち
と
。

ア
サ
ダ
　
当
時
、
お
友
だ
ち
っ
て
お
仕
事
仲
間
と
か
？

横
山
　
仕
事
仲
間
み
た
い
な
と
き
も
あ
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
ど
ん
な
お
仕
事
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

横
山
　
仕
事
で
す
か
。
私
ね
、
高
校
入
っ
て
か
ら
、
戦

　
　

争
中
と
終
戦
直
後
だ
っ
た
ん
で
、
そ
の
当
時
敵
国

　
　

の
言
葉
な
ん
て
習
う
こ
と
な
い
っ
て
、
そ
し
て
上

　
　

の
人
も
教
え
る
必
要
な
い
っ
て
い
う
こ
と
で
、
学

　
　

校
で
、
英
語
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ
　
は
い
は
い
。

横
山
　
そ
れ
で
私
は
英
語
、
し
ゃ
べ
り
た
く
て
。

ア
サ
ダ
　
へ
え
！

横
山
　
な
ん
か
ね
、
外
国
の
あ
れ
に
憧
れ
ち
ゃ
っ
て
ね
。

　
　

そ
し
て
、
学
校
に
行
っ
て
も
習
わ
な
か
っ
た
か
ら

　
　

ね
、
６
年
生
に
な
っ
て
も
。

ア
サ
ダ
　
う
ん
、
習
わ
し
て
く
れ
ま
せ
ん
も
ん
ね
、
そ
の

　
　

当
時
は
ね
。

横
山
　
え
え
、
そ
の
と
き
に
ね
、
ご
法
度
で
悔
し
か
っ

　
　

た
ん
で
す
ね
。
私
、
そ
の
外
国
っ
て
い
う
の
が
も

　
　

う
な
ん
だ
か
ね…

…

。

ア
サ
ダ
　
憧
れ
だ
っ
た
ん
だ
。

横
山
　
憧
れ
だ
っ
た
の
。
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
る
ん

　
　

だ
ろ
う
っ
て
い
う
ね
。

ア
サ
ダ
　
は
い
は
い
は
い
は
い
。

横
山
　
そ
し
て
、
上
京
し
て
か
ら
駐
留
軍
が
家
族
を
連

　
　

れ
て
き
た
っ
て
聞
い
て
、
え
ー
！　

行
っ
て
み
た

　
　

い
な
と
思
っ
て
。
し
ゃ
べ
れ
な
い
ん
で
す
よ
、
私
。

　
　

だ
け
ど
、
行
っ
て
。
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
、
仕

　
　

事
し
た
い
な
っ
て
思
っ
た
ら
、
売
店
が
あ
る
わ
け

　
　

で
す
。
そ
こ
に
入
り
た
〜
い
っ
て
言
っ
た
の
。
そ

　
　

し
て
、
お
掃
除
で
も
な
ん
で
も
い
い
ん
で
す
。
と

　
　

に
か
く
ね
、
外
国
人
と
会
っ
て
、
し
ゃ
べ
っ
て
る

　
　

の
を
聞
き
た
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
い
い
か
ら
、

　
　

だ
か
ら
お
掃
除
で
も
な
ん
で
も
し
ま
す
よ
っ
て

　
　

言
っ
て
、
入
れ
て
も
ら
っ
て
。

ア
サ
ダ
　
も
の
す
ご
い
積
極
的
で
す
ね
。

横
山
　
ね
え
、
す
ご
い
で
し
ょ
う
？　

私
、
子
供
の
頃

　
　

引
っ
込
み
思
案
で
、
友
だ
ち
も
な
ん
か
怖
く
て
付

　
　

き
合
わ
な
か
っ
た
。
で
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ

　
　

ち
ゃ
う
。
会
話
も
ね
、
英
語
の
基
礎
が
で
き
な
く

　
　

と
も
、「
ハ
ロ
ー
」
と
か
「
ハ
イ
」
と
か
「
ハ
ウ
・

　
　

ア
ー
・
ユ
ー
？
」
と
か
話
し
て
。
そ
う
い
う
こ

　
　

と
を
し
て
た
ん
だ
け
ど
、
結
局
は
基
礎
が
で
き
て

　
　

な
か
っ
た
し
、
し
ゃ
べ
れ
な
か
っ
た
で
す
ね
。
わ

　
　

か
ん
な
か
っ
た
ん
で
す
、
や
っ
ぱ
り
。
そ
れ
で
な

　
　

ん
と
か
ね
、
な
ん
と
か
だ
け
ど
、
な
ん
か
楽
し
み

　
　

が
生
ま
れ
て
き
て
、
生
活
に
。

ア
サ
ダ
　
は
い
は
い
。

横
山
　
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
、
だ
か
ら
、
私
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
は
す
ご
い
な
。

横
山
　
中
途
半
端
な
ん
だ
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
。

　
　
　
『
青
い
山
脈
』
っ
て
い
う
の
は
東
京
に
い
て
、

　
　

若
い
と
き
の
思
い
出
の̶

̶

思
い
出
っ
て
い
う
思

　
　

い
出
は
何
に
も
な
い
ん
で
す
け
ど̶

̶

コ
ー
ヒ
ー

　
　
（
喫
茶
店
）
を
ま
わ
っ
て
歩
い
て
て
、
そ
し
て
あ

　
　

あ
い
う
音
楽
を
聴
い
て
、
う
わ
ー
っ
て
思
っ
た
の

　
　

が
も
う
離
れ
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
何
て
い
う
か
、
胸
が
躍
る
感
じ
っ
て
い
う
か
、

　
　

そ
の
東
京
に
い
た
と
き
の
楽
し
い
思
い
出
と
つ
な

　
　

が
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

江
尻
　
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

恵
子
　
舗
装
の
道
を
つ
く
る
の
。
お
父
さ
ん
は
ね
、
車

　
　

に
乗
っ
て
た
の
。
え
っ
さ
こ
ら
え
っ
さ
こ
ら
一
生

　
　

懸
命
に
や
ら
な
い
で
、
車
専
門
に
ブ
ー
ブ
ー
走
っ

　
　

た
り
と
か
。

江
尻
　
ダ
ン
プ
っ
て
こ
と
で
す
か
？

好
　
　
あ
の
と
き
、
ダ
ン
プ
ね
か
っ
た
。

江
尻
　
あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。

好
　
　
ダ
ン
プ
は
ダ
ン
プ
だ
け
ん
ど
も
、
小
さ
い
ん
だ
。

　
　

４
ト
ン
車
か
な
。

ア
サ
ダ
　
そ
っ
か
、
北
海
道
で
出
会
っ
て
。

江
尻
　 

現
場
で
出
会
っ
た
？　

ど
っ
か
、
食
堂
か
な

　
　

ん
か
で
？

恵
子
　
あ
れ
だ
よ
な
、あ
と
、手
紙
３
年
間
く
ら
い
や
っ

　
　

て
た
か
な
。

好
　
　
う
ん
、
行
っ
た
り
来
た
り
。
車
で
歩
っ
て
る
う

　
　

ち
に
な
、
途
中
か
ら
乗
せ
て
あ
げ
る
か
ら
、
み
ん

　
　

な
。

恵
子
　
田
舎
だ
か
ら
。
こ
の
人
ら
が
映
画
観
に
行
っ
た

　
　

り
す
る
の
に
、
隣
の
ま
ち
さ
行
く
で
し
ょ
う
。
そ

　
　

の
と
き
に
だ
ん
だ
ん
知
り
合
っ
た
り
ね
、
す
る
か

　
　

ら
。

ア
サ
ダ
　
だ
ん
だ
ん
知
り
合
う
っ
て
感
じ
が
（
笑
）。

恵
子
　
友
だ
ち
か
ら
だ
よ
。

ア
サ
ダ
　
な
る
ん
だ
よ
ね
。

好
　
　
車
さ
、
後
ろ
の
荷
台
さ
、
ぎ
っ
ち
り
乗
る
ん
だ

　
　

か
ら
、
20
人
く
ら
い
。

恵
子
　
若
い
子
た
ち
を
ど
ー
っ
と
乗
せ
て
く
る
。

好
　
　
ま
ち
さ
行
っ
て
、
み
ん
な
し
て
。

恵
子
　
映
画
観
に
行
く
ん
だ
ね
。

好
　
　
ん
だ
、
映
画
観
た
り
。

恵
子
　
で
、
私
ら
な
ん
て
ね
、
も
う
こ
の
人
ら
が
映
画

　
　

を
観
に
、
女
の
人
や
ら
乗
せ
て
行
く
で
し
ょ
う
。

ア
サ
ダ
　
女
の
人
や
ら
（
笑
）。

恵
子
　
そ
し
た
ら
、
私
ら
は
畑
を
や
っ
て
る
で
し
ょ
う
、

　
　

農
家
や
っ
て
る
か
ら
。
そ
れ
を
眺
め
な
が
ら
ね
、

　
　

も
う
、あ
の
人
ら
遊
び
に
行
っ
た
の
に
、私
ら
ば
っ

　
　

か
り
、
な
ん
で
こ
の
月
明
か
り
で
こ
ん
な
仕
事
し

　
　

な
い
と
な
ん
な
い
な
ん
て
ね
、
情
け
な
か
っ
た
っ

　
　

け
よ
。
よ
く
情
け
な
い
思
い
し
た
ん
だ
、
こ
の
人

　
　

ら
い
る
頃
。

ア
サ
ダ
　
そ
の
と
き
っ
て
ど
ん
な
映
画
が
や
っ
て
た
ん
で

　
　

す
か
？

好
　
　
何
や
っ
て
ん
べ
や
？

恵
子
　
あ
の
頃
夢
中
で
、
私
連
れ
て
っ
て
も
ら
う
の
で

　
　

い
っ
ぱ
い
で
。

ア
サ
ダ
　
じ
ゃ
あ
、
内
容
覚
え
て
な
い
ん
だ
ね
（
笑
）。

恵
子
　
映
画
な
ん
て
内
容
覚
え
て
な
い
ね
。

江
尻
　
昭
和
で
言
っ
た
ら
何
年
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
か
ね
。

ア
サ
ダ
　
何
年
く
ら
い
な
ん
か
な
？

好
　
　
俺
、
25
、
６
の
と
き
だ
け
ん
な
。

恵
子
　
私
、
ま
だ
二
十
歳
に
な
っ
た
ば
っ
か
り
。

江
尻
　
っ
て
い
う
こ
と
は
？

好
　
　
79
歳
だ
か
ら
。

恵
子
　
結
婚
し
て
50
年
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
小
林 

旭
と
か
が
出
て
き
た…

…

。

恵
子
　
裕
次
郎
さ
ん
だ
の
ね
、
出
て
た
わ
ね
、
い
っ
ぱ

　
　

い
。

好
　
　
石
原
裕
次
郎
な
。

恵
子
　
な
ん
せ
ね
、
女
の
子
や
ら
引
っ
張
っ
て
く
の
楽

　
　

し
み
で
、
あ
れ
だ
か
ら
、
映
画
な
ん
て
そ
っ
ち
の

　
　

け
な
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
映
画
は
口
実
で
す
よ
ね
（
笑
）。

恵
子
　
う
ん
、
そ
う
だ
よ
ね
。

ア
サ
ダ
　
何
だ
っ
て
い
い
ん
だ
よ
（
笑
）。

恵
子
　
何
で
も
い
い
ん
だ
よ
。
映
画
な
ん
て
そ
っ
ち
の

　
　

け
で
い
い
ん
だ
か
ら
（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
で
、
そ
れ
で
結
婚
し
て
、
こ
っ
ち
に
来
た
の
が

　
　

24
歳
の
と
き
。

恵
子
　
そ
う
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ
　
じ
ゃ
あ
、
出
会
っ
て
か
ら
数
年
間
や
り
取
り
さ

　
　

れ
て
た
ん
で
す
ね
。

江
尻
　
戦
時
中
の
大
熊
あ
た
り
っ
て
の
は
、
ど
ん
な
雰

　
　

囲
気
だ
っ
た
ん
で
す
か
ね
？

恵
子
　
大
熊
か
い
？

江
尻
　
飛
行
場
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

好
　
　
あ
っ
た
。
い
ま
の
東
電
の
と
こ
か
な
。

ア
サ
ダ
　
大
熊
に
飛
行
場
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

好
　
　
う
ん
、
飛
行
場
だ
。

江
尻
　
東
電
は
飛
行
場
跡
。

恵
子
　
大
熊
に
飛
行
場
あ
っ
た
ん
だ
ね
。
戦
争
中
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
レ
コ
ー
ド
は
何
を
聴
い
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
？

好
　
　
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
み
ん
な
置
い
て

　
　

き
た
。

恵
子
　『
骨
ま
で
愛
し
て
』と
か
、あ
あ
い
う
の
が
入
っ

　
　

て
た
ね
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、『
骨
ま
で
愛
し
て
』
か
。

恵
子
　
う
ん
。
一
番
最
初
に
買
っ
た
レ
コ
ー
ド
は
何
な

　
　

ん
て
言
っ
た
ら
い
い
か
わ
か
ん
な
い
な
。『
骨
ま
で

　
　

愛
し
て
』
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
い
っ
ぱ
い
持
っ

　
　

て
た
か
ら
。

好
　
　（
家
に
）
行
け
ば
ま
だ
あ
ん
だ
け
ど
も
な
。
あ

　
　

る
ん
だ
、
古
い
の
。

あの頃の仕事 家族の風景

　
　

ん
か
よ
く
聴
き
に
行
き
ま
し
た
。

ア
サ
ダ
　
お
お
、
行
っ
て
た
ん
で
す
か
！　

コ
ン
サ
ー
ト

　
　

に
。

横
山
　
小
澤
さ
ん
、
う
ん
。
あ
れ
に
は
行
き
ま
し
た
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。

横
山
　
私
、
レ
コ
ー
ド
の
一
番
大
事
に
し
て
た
や
つ
を

　
　

人
に
貸
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
貸
し
た
人
が
思
い

　
　

出
せ
な
く
て
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
よ
く
あ
る
話
や
、
そ
れ
（
笑
）。

横
山
　
戻
っ
て
こ
な
い
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ
　
う
ん
う
ん
、
あ
る
あ
る
。

横
山
　
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
レ
コ
ー
ド
で

　
　

ね
。
い
ま
転
々
と
し
て
歩
い
て
る
か
ら
も
う
と
っ

　
　

く
に
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
の
１
枚
だ
け
は

　
　

ね
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
『
第
九
』
か
な…

…

？

ア
サ
ダ
　『
第
九
』
で
す
か
。

横
山
　
あ
れ
を
１
枚
だ
け
残
し
て
お
い
た
ん
で
す
け
ど
、

　
　

そ
れ
を
誰
か
に
貸
し
て
、
そ
し
て
戻
っ
て
こ
な
い

　
　

ん
で
す
。
そ
れ
っ
き
り
、
あ
と
も
う
。

ア
サ
ダ
　
や
っ
ぱ
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
な
か
で
は

　
　
『
第
九
』
が
好
き
で
す
か
？

横
山
　
そ
う
で
す
ね
。

ア
サ
ダ
　
横
山
け
い
子
さ
ん
は
実
は
大
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
好

　
　

き
。
東
京
に
い
た
と
き
に
聴
き
に
行
っ
た
小
澤
征

　
　

爾
指
揮
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
『
交
響
曲
第
９
番
４

　
　

楽
章 

歓
喜
の
歌
』
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま

　
　

す
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

官
林
建
児
さ
ん
の
少
年
時
代
と
家
族

ア
サ
ダ
　
さ
て
、
続
き
ま
し
て
第
２
集
最
後
の
ゲ
ス
ト
・

　
　

双
葉
町
ご
出
身
の
官
林
建
児
さ
ん
で
す
。
ま
ず
は
、

　
　

官
林
さ
ん
の
青
春
時
代
と
家
族
の
思
い
出
に
つ
い

　
　

て
伺
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

官
林
　
小
学
校
３
年
な
っ
て
か
ら
、
初
め
て
う
ち
に
テ

　
　

レ
ビ
入
っ
た
か
ら
。そ
ん
と
き
に
、俺
、う
ち
引
っ

　
　

越
し
た
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
そ
ん
と
き
に
、
お
う
ち
を
引
っ
越
し
た
っ
て
い

　
　

う
の
は
、
ず
っ
と
双
葉
に
は
い
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
同
じ
ま
ち
に
い
た
ん
だ
け
ど
、
前
の
う
ち
に
道

　
　

路
引
く
こ
と
に
な
っ
て
引
っ
越
し
た
の
。
そ
れ
が
、

　
　

い
ま
、
震
災
の
あ
と
で
沈
め
た
う
ち
だ
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ
　
じ
ゃ
あ
、
小
学
校
と
か
も
転
校
し
て
。

官
林
　
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
そ
こ
か
ら
は
ず
っ
と
同
じ
家
に
お
ら
れ
た
ん
で

　
　

す
か
？　

小
学
校
３
年
生
の
と
き
に
引
っ
越
し
て

　
　

か
ら
は
。

官
林
　
う
ん
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
小
学
校
と
か
中
学
校
の
と
き
と
か
っ
て
、
官
林

　
　

さ
ん
は
ど
う
い
う
子
供
だ
っ
た
ん
で
す
か
？　

官
林
　
い
ま
と
違
っ
て
、
お
と
な
し
か
っ
た
。

一
同
　（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
い
ま
と
違
っ
て
っ
て
。

官
林
　
や
っ
ぱ
り
、
俺
、
お
や
じ
が
教
師
だ
っ
た
か
ら
、

　
　

ボ
ン
ボ
ン
育
ち
で
育
っ
た
の
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
お
父
さ
ん
、
そ
っ
か
、
先
生
だ
っ
た
ん

　
　

で
す
ね
。

官
林
　
俺
お
や
じ
が
教
員
だ
っ
た
か
ら
。
お
や
じ
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
昔
、
教
員
な
る
前
油
締
（
油
を
し
ぼ

　
　

る
職
人
）
だ
っ
た
ん
だ
よ
な
。
そ
れ
で
、
そ
の
前

　
　

に
満
州
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
の
。
だ
か
ら
、
い

　
　

ろ
い
ろ
苦
労
し
た
の
。
お
ふ
く
ろ
は
お
ふ
く
ろ
で

　
　

東
京
育
ち
で
、
女
学
校
出
だ
か
ら
全
然
性
格
違
う

　
　

ん
だ
な
。

　
　
　

で
、ま
だ
そ
の
頃
み
ん
な
ま
だ
学
校
入
ん
な
か
っ

　
　

た
け
れ
ど
も
、
制
服
着
て
る
の
俺
だ
け
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
制
服
？

官
林
　
う
ん
、
こ
さ
え
ら
れ
た
か
ら
。
俺
、
嫌
だ
っ
た

　
　

ん
だ
。

ア
サ
ダ
　
え
、
制
服
っ
て
い
う
の
は
、
官
林
さ
ん
だ
け
が

　
　

学
校
に
着
て
行
っ
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
ん
だ
な
。

ア
サ
ダ
　
だ
か
ら
、
い
い
と
こ
ろ
の
坊
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
ん

　
　

で
す
ね
。
じ
ゃ
あ
、
学
校
の
な
か
で
も
ち
ょ
っ
と

　
　

官
林
さ
ん
は
特
殊
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
子
供

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

官
林
　
ま
あ
、
中
学
校
に
な
っ
て
も
い
じ
め
と
か
あ
っ

　
　

た
。

ア
サ
ダ
　
い
じ
め
か
。

官
林
　
だ
っ
て
、
雪
投
げ
で
も
、
俺
、
石
ぶ
つ
け
ら
れ

　
　

て
。
小
学
校
の
頃
は
、
そ
う
い
う
や
つ
が
い
た
ん

　
　

だ
よ
な
。
仲
い
い
友
だ
ち
と
い
っ
と
、
ぶ
ん
な
ぐ

　
　

ら
れ
た
り
し
て
。
だ
か
ら
昔
も
あ
っ
た
ん
だ
よ
。

　
　

俺
の
時
代
も
、
そ
う
い
う
こ
と
が
。

ア
サ
ダ
　
や
っ
ぱ
で
も
、
い
ま
の
い
じ
め
と
か
と
、
ま
た

　
　

全
然
違
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。

官
林
　
全
然
違
う
。
中
学
校
の
と
き
は
、
終
わ
る
と
き
、

　
　

反
省
会
や
っ
た
か
ら
。
い
ま
そ
ん
な
こ
と
し
な
い

　
　

べ
？　

最
近
の
学
校
は
。

　
　
　

中
学
校
な
っ
て
か
ら
厳
し
い
先
生
い
た
ん
だ
よ
。
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横
山
　
え
え
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、『
青
い
山

　
　

脈
』
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、

　
　

横
山
け
い
子
さ
ん
が
東
京
に
住
ん
で
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
際
、
行
き
つ
け
の
喫
茶
店
で
大
好
き
に
な
っ
た

　
　

曲
、
藤
山
一
郎
の
昭
和
24
年
の
ヒ
ッ
ト
ナ
ン
バ
ー
、

　
　
『
青
い
山
脈
』。
今
回
は
け
い
子
さ
ん
の
ご
要
望
も

　
　

あ
っ
て
、
特
別
に
男
声
合
唱
団
コ
ー
ル
・
フ
ァ

　
　

ー
マ
ー
で
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　
　

ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

横
山
け
い
子
さ
ん
の
出
会
い
と
家
族

ア
サ
ダ
　
東
京
か
ら
福
島
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
か
、

　
　

そ
の
あ
と
は
。

横
山
　
あ
の
ね
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
私
東
京
に
行
っ

　
　

て
、
そ
し
て
40
歳
ぐ
ら
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で

　
　

す
ね
。
そ
し
て
「
お
前
、
ひ
と
り
で
い
つ
ま
で
も

　
　

何
し
て
ん
だ
」
っ
て
い
う
こ
と
で
。

ア
サ
ダ
　
な
る
ほ
ど
（
笑
）。

横
山
　
親
か
ら
呼
び
寄
せ
ら
れ
て
、
そ
し
て
「
こ
う
い

　
　

う
人
が
い
る
ん
だ
け
ど
」。
嫌
だ
っ
て
言
っ
た
ん

　
　

で
す
よ
、
私
。
ひ
と
り
の
ほ
う
が
自
由
で
い
い
し
。

　
　

だ
け
ど
ね
、
渋
々
も
う
、
あ
れ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。

　
　

そ
し
て
、
浪
江
の
人
な
ん
で
す
け
ど
、
浪
江
で
一

　
　

緒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ
　「
な
っ
て
し
ま
っ
た
」（
笑
）。
旦
那
さ
ん
と
。

横
山
　
そ
れ
が
そ
の
人
も
ね
、
中
央
大
学
の
法
学
部
卒

　
　

業
。
い
や
、
捨
て
た
も
ん
で
も
な
い
な
と
思
っ
た

　
　

け
ど
。

ア
サ
ダ
　
立
派
で
す
よ
ね
。

横
山
　
で
も
何
に
も
し
て
な
い
、
た
だ
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て

　
　

る
人
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
話
し
て
み
る
と
、

　
　

や
っ
ぱ
り
ね
、
話
は
わ
か
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、

　
　

い
や
、
一
緒
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
か
な
、

　
　

大
丈
夫
か
な
と
思
っ
て
。
農
家
の
息
子
な
ん
で
す

　
　

け
ど
ね
。
浪
江
の
棚
塩
っ
て
と
こ
ろ
で
、
い
ま
、

　
　

流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
け
ど
ね
。
も
う
亡
く

　
　

な
っ
て
、
位
牌
も
何
に
も
も
う
な
い
ん
で
す
が
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
そ
っ
か
、
浪
江
の
方
だ
っ
た
ん
だ
ね
、

　
　

ご
主
人
ね
。

横
山
　
大
学
を
卒
業
し
て
る
か
ら
、
自
分
は
学
問
の
ほ

　
　

う
で
身
を
立
て
た
い
っ
て
思
っ
た
ら
し
い
ん
で
す

　
　

け
ど
、
遊
び
漬
け
で
そ
ん
な…

…

。

ア
サ
ダ
　
目
指
す
は
学
者
？

横
山
　
何
て
い
う
ん
で
す
か
ね
、
何
に
も
し
な
か
っ
た

　
　

ん
で
す
ね
。
で
も
、
本
や
な
ん
か
は
い
っ
ぱ
い

　
　

も
っ
て
ま
し
た
ね
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
け
ど
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。
大
量
に
本
は
買
っ
て
。

横
山
　
私
ら
の
わ
か
ん
な
い
よ
う
な
本
が
い
っ
ぱ
い
あ

　
　

る
ん
で
す
よ
ね
。で
、主
人
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

　
　

て
か
ら
、
ひ
と
り
じ
ゃ
寂
し
い
だ
ろ
う
か
ら
っ
て
、

　
　

き
ょ
う
だ
い
た
ち
に
こ
っ
ち
に
来
な
さ
い
っ
て
言

　
　

わ
れ
て
、
そ
し
て
少
し
ず
つ
本
を
運
ん
だ
わ
け
で

　
　

す
け
ど
。

ア
サ
ダ
　
ご
主
人
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
か
ら
、
ご
き
ょ

　
　

う
だ
い
の
縁
か
何
か
で
、
富
岡
の
ほ
う
に
行
か
れ

　
　

た
ん
で
す
か
？

横
山
　
あ
の
ね
、
私
、
も
と
も
と
仙
台
生
ま
れ
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
か
、
仙
台
な
ん
で
す
ね
。

横
山
　
仙
台
生
ま
れ
で
、
父
親
が
国
鉄
の
仕
事
し
て
た

　
　

も
ん
で
す
か
ら
、
転
々
と
し
て
歩
い
て
。
私
、
も

　
　

う
、
幼
い
と
き
か
ら
の
お
友
だ
ち
っ
て
い
な
い
ん

　
　

で
す
よ
、
誰
も
。

ア
サ
ダ
　
ご
き
ょ
う
だ
い
も
東
北
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

　
　

お
ら
れ
る
ん
で
す
か
？

横
山
　
兄
が
亡
く
な
っ
て
、
弟
が
亡
く
な
っ
て
、
そ
の

　
　

下
の
弟
が
、
い
ま
泉
に
い
る
ん
で
す
。

ア
サ
ダ
　
あ
、
泉
に
い
る
ん
だ
。
近
い
で
す
ね
。

横
山
　
で
も
、
そ
の
弟
も
や
っ
ぱ
り
80
過
ぎ
る
と
、
こ

　
　

れ
（
運
転
）
も
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
ね
。

ア
サ
ダ
　
ま
あ
ね
、
車
の
運
転
も
難
し
く
な
る
か
ら
ね
。

横
山
　
え
え
。
だ
か
ら
ね
、
危
な
い
か
ら
自
分
で
は
し

　
　

な
い
し
、
し
よ
う
と
思
わ
な
い
ら
し
く
て
。
全
然

　
　

来
て
な
い
し
、
こ
っ
ち
か
ら
連
絡
も
し
な
い
ん
で

　
　

す
け
ど
ね
。

ア
サ
ダ
　
う
ん
う
ん
、
近
く
に
は
い
る
け
ど
ね
。

横
山
　
黙
っ
て
る
と
き
は
、
み
ん
な
お
互
い
に
大
丈
夫

　
　

な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
う
ん
う
ん
。

横
山
　
や
っ
ぱ
り
ね
、
と
き
を
過
ご
す
っ
て
い
う
の
は
、

　
　

し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
っ
て
い
う
よ
り
も
、
上
を
向
い

　
　

て
い
か
な
い
と
駄
目
な
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ
　『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』
か
。

横
山
　
そ
う
、
本
当
に
ね
。
そ
う
い
う
気
持
ち
で
い
る

　
　

か
ら
、
案
外
ど
う
に
で
も
な
れ
っ
て
い
う
よ
う
な

　
　

感
じ
も
あ
る
（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
横
山
さ
ん
は
、
普
段
音
楽
と
か
っ
て
結
構
聴
く

　
　

ん
で
す
か
？

横
山
　
聴
い
て
ま
す
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
聴
い
て
ま
す
。

ア
サ
ダ
　
昔
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
好
き
な
ん
で
す
か
？

横
山
　
そ
う
で
す
。
東
京
に
い
た
と
き
は
ベ
ー
ト
ー

　
　

ヴ
ェ
ン
、
小
澤
征
爾
さ
ん
が
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
な

官
林
　
わ
が
人
生
に
涙
あ
り
だ
。
こ
う
し
て
し
ゃ
べ
っ

　
　

て
い
て
も
、
危
な
く
死
に
っ
ぱ
ぐ
れ
る
と
こ
だ
っ

　
　

た
。
俺
、
言
っ
た
よ
な
、
言
わ
な
か
っ
た
っ
け
？

ア
サ
ダ
　
そ
れ
は
初
め
て
か
も
し
れ
な
い
。

官
林
　
仕
事
の
車
流
さ
れ
た
の
。

ア
サ
ダ
　
車
が
？

官
林
　
う
ん
、
車
ご
と
流
さ
れ
た
の
。
津
波
で
危
う
く
。

ア
サ
ダ
　
津
波
で
流
さ
れ
た
ん
で
す
か
。

官
林
　
う
ん
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
そ
っ
か
そ
っ
か
。

官
林
　
ま
あ
第
一
波
だ
。
第
一
波
が
来
て
、
引
い
て
、

　
　

車
が
あ
っ
た
か
ら
、
み
ん
な
走
っ
て
た
か
ら
。
そ

　
　

し
て
、
車
か
ら
逃
げ
た
の
。

ア
サ
ダ
　
車
に
乗
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
、
そ
の

　
　

と
き
。

官
林
　
う
ん
、
乗
っ
て
た
わ
。

ア
サ
ダ
　
だ
か
ら
、
車
を
乗
り
捨
て
て
。

官
林
　
そ
の
前
に
逃
げ
た
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ

　
　

り
自
分
で
逃
げ
れ
ば
良
か
っ
た
ん
だ
け
ど
な
。

　
　

や
っ
ぱ
り
、
あ
ん
と
き
。
ほ
ん
で
、
こ
う
、
俺
、

　
　

自
分
で
逃
げ
て
た
ら
ま
た
変
わ
っ
た
だ
ろ
う
け
ど
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。
そ
の
と
き
の
と
っ
さ
の
判
断
っ

　
　

て
い
う
か
、
ま
あ
、
も
う
す
べ
て
そ
の
場
に
置
い

　
　

て
。

官
林
　
う
ん
、
い
ま
ど
こ
い
っ
た
か
わ
か
ん
ね
え
も
ん
。

　
　

た
だ
、
免
許
証
だ
け
は
と
り
あ
え
ず
持
っ
て
き
た
。

　
　

い
や
あ
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
べ
や
。

ア
サ
ダ
　
そ
の
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
な
か
で
も
、
こ
の
水
戸

　
　

黄
門
の
曲
は
、
ま
あ
い
う
な
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
応

　
　

援
ソ
ン
グ
っ
て
い
う
か
。

官
林
　
応
援
だ
、
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
自
分
自
身
に
対
す
る
。

ア
サ
ダ
　
で
は
、
最
後
の
曲
に
な
り
ま
す
。
震
災
の
記
憶

　
　

も
含
め
て
、
決
し
て
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な

　
　

か
っ
た
官
林
建
児
さ
ん
の
人
生
を
支
え
続
け
て
き

　
　

た
、
み
な
さ
ん
お
馴
染
み
の
あ
の
曲
で
す
。
水
戸

　
　

黄
門
の
テ
ー
マ
曲
『
あ
ゝ
人
生
に
涙
あ
り
』。
そ

　
　

れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ
　『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
第
２
集
、
い
か
が
だ
っ
た

　
　

で
し
ょ
う
か
？　

　
　
　

今
回
も
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
C
D
と
と
も
に

　
　

お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
。
集
会
場
の
入
り
口
に
あ

　
　

る
黄
色
い
ポ
ス
ト
に
、
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲

　
　

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
投
函

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
ど
ん
ど
ん
深

　
　

ま
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
お

　
　

身
体
、
大
切
に
さ
れ
て
く
だ
さ
い
ね
。
お
届
け
し

　
　

ま
し
た
の
は
、『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
主
宰
の
音
楽
家

　
　

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

　
　

し
た
。

　

　
　

数
学
の
先
生
な
。
数
学
の
先
生
だ
け
ど
、
そ
の
先

　
　

生
来
っ
と
、み
ん
な「
来
た
き
た
」っ
て
こ
う
黙
っ

　
　

た
か
ら
。
そ
う
い
う
厳
し
い
先
生
が
い
た
の
よ
。

　
　

い
ま
、
い
な
い
と
思
う
ん
だ
な
、
そ
う
い
う
先
生

　
　

は
。

ア
サ
ダ
　
ま
あ
昔
は
ね
。
い
ま
だ
っ
た
ら
体
罰
と
か
も
あ

　
　

り
得
ま
せ
ん
も
ん
ね
。

官
林
　
う
ん
。
宿
題
し
な
い
と
「
走
っ
て
こ
い
！
」。

　
　

あ
と
こ
れ
だ
か
ら
、
し
っ
ぺ
。
あ
と
は
顔
を
バ
ン
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
い
ま
と
全
然
時
代
が
違
い
ま

　
　

す
よ
ね
。
音
楽
を
聴
き
出
し
た
の
は
、
い
つ
ぐ
ら

　
　

い
で
す
か
？

官
林
　
レ
コ
ー
ド
か
ら
音
楽
が
出
て
き
た
の
は
、
や
っ

　
　

ぱ
り
高
校
だ
な
。
い
ま
『
ひ
よ
っ
こ
』
で
や
っ
て

　
　

る
。
あ
れ
見
る
と
思
い
出
す
ん
だ
。

ア
サ
ダ
　 

N
H
K
の
朝
の
連
ド
ラ
で
や
っ
て
る
。

官
林
　
う
ん
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
た
頃
が
俺
、
高
校
生

　
　

だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
そ
っ
か
そ
っ
か
、
あ
れ
で
思
い
出
す
ん

　
　

で
す
ね
、
あ
の
時
代
背
景
で
。

官
林
　
や
っ
ぱ
り
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
、
グ
ル
ー

　
　

プ
・
サ
ウ
ン
ズ
だ
っ
た
な
。

ア
サ
ダ
　
で
は
官
林
さ
ん
よ
り
少
年
時
代
の
印
象
に
残
っ

　
　

て
る
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
い
た
だ
き
ま
し
た
。
曲
は

　
　

昭
和
44
年
の
ナ
ン
バ
ー
で
、
は
し
だ
の
り
ひ
こ
と

　
　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ツ
の
『
風
』
で
す
。
ど
う
ぞ
聴
い
て

　
　

く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

官
林
建
児
さ
ん
の
お
仕
事
と
あ
の
日

ア
サ
ダ
　
高
校
卒
業
し
て
か
ら
、
官
林
さ
ん
は
お
仕
事
は

　
　

じ
め
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
専
門
学
校
に
行
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
ど
う
い
う
専
門
学
校
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
あ
の
、
こ
れ
。

ア
サ
ダ
　
え
、
こ
れ
っ
て
何
で
す
か
？　

こ
の
ジ
ェ
ス

　
　

チ
ャ
ー
。

官
林
　
測
量
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
測
量
。
土
木
の
ほ
う
ね
。

官
林
　
学
校
も
土
木
出
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
な
る
ほ
ど
。

官
林
　
学
校
が
農
業
高
校
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
ね
、
双
葉
の
農
業
高
校
。

官
林
　
田
中
角
栄
が
い
た
中
央
工
学
校
、
あ
そ
こ
に

　
　

行
っ
た
わ
け
ね
。
と
こ
ろ
が
、
単
位
取
れ
な
く
て

　
　

２
年
い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。
そ
の
後
、
建
築
や
土
木
の
お
仕

　
　

事
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
最
初
働
い
た
と
こ
ろ
が
ち
ょ
っ
と
あ
ん
ま
り
、

　
　

そ
の
頃
免
許
な
か
っ
た
か
ら
俺
。
だ
か
ら
、
社
長

　
　

が
、
ど
う
せ
こ
の
会
社
合
併
さ
れ
る
か
ら
っ
て

　
　

言
っ
た
か
ら
、
辞
め
て
。
そ
し
て
原
町
の
国
土
調

　
　

査
測
量
協
会
に
い
た
ん
だ
よ
。

ア
サ
ダ
　
そ
こ
か
ら
の
仕
事
は
わ
り
と
長
い
こ
と
？

官
林
　
う
ん
、
30
年
い
た
。

ア
サ
ダ
　
勤
め
ら
れ
て
。

官
林
　
う
ん
。
そ
し
て
54
で
リ
ス
ト
ラ
く
っ
て
。

ア
サ
ダ
　
そ
っ
か
そ
っ
か
。

官
林
　
そ
し
て
そ
の
あ
と
、
警
備
員
を
５
年
近
く
し
た

　
　

わ
け
。
も
う
少
し
で
５
年
っ
て
と
き
に
、
こ
の
震

　
　

災
が
あ
っ
た
か
ら
。

　
　
　

測
量
の
ほ
う
が
好
き
だ
っ
た
な
。
仕
事
以
外
に

　
　

春
は
山
菜
、
秋
は
キ
ノ
コ
と
か
採
る
の
が
好
き

　
　

だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
行
か
れ
ま
す
も
ん
ね
。

官
林
　
い
ま
は
も
う
駄
目
だ
よ
。

一
同
　（
笑
）。

官
林
　
い
ま
は
歩
か
ね
え
か
ら
な
あ
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
か
ら
も
う
ず
っ
と
双
葉
に
お
ら
れ
て
？

官
林
　
一
度
結
婚
し
て
、
結
局
、
離
婚
し
た
け
ど
。

ア
サ
ダ
　
こ
の
間
話
し
た
と
き
に
、
水
戸
黄
門
の
テ
ー
マ

　
　

曲
が
好
き
っ
て
仰
っ
て
ま
し
た
よ
ね
。

官
林
　
う
ん
、
あ
れ
は
好
き
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
ね
。
あ
の
曲
に
込
め
ら
れ
た
「
人
生
楽
あ
り
ゃ

　
　

苦
も
あ
る
さ
」
っ
て
い
う
、
あ
あ
い
う
感
じ
っ
て
、

　
　

い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
官
林
さ
ん
に
響
い
て
き
た
の
か

　
　

な
と
思
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
。

官
林
　
ま
だ
お
や
じ
が
生
き
て
る
頃
だ
か
ら
、
何
の
と

　
　

き
だ
？　

30
代
だ
な
。『
あ
あ
人
生
に
涙
あ
り
』
が

　
　

い
い
曲
だ
よ
っ
て
言
わ
れ
た
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
こ

　
　

れ
が
、
ま
あ
人
生
の
歌
だ
か
ら
。
あ
の
２
番
の
曲

　
　

が
好
き
だ
っ
た
、
俺
は
。

ア
サ
ダ
　
２
番
？

官
林
　
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
２
番
の
歌
詞
っ
て
ど
ん
な
歌
詞
で
し
た
っ
け
。

官
林
　
や
っ
ぱ
り
、「
勇
気
が
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い

　
　
（
人
生
勇
気
が
必
要
だ
）」、
こ
こ
が
良
か
っ
た
。

ア
サ
ダ
　「
勇
気
が
な
い
と
」
っ
て
い
う
く
だ
り
が
あ
る

　
　

ん
で
す
ね
。

官
林
　
全
部
好
き
だ
け
ど
よ
。

ア
サ
ダ
　
特
に
２
番
の
歌
詞
は
。
そ
っ
か
そ
っ
か
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ア
サ
ダ
　
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

　
　

は
。『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
司
会
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で

　
　

す
。
こ
の
C
D
で
は
、
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み

　
　

な
さ
ん
の
ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
そ
の
当
時

　
　

の
馴
染
み
深
い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
て

　
　

い
き
ま
す
。

　
　
　

秋
に
な
り
ず
い
ぶ
ん
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た

　
　

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

少
し
ず
つ
こ
の
ラ
ジ
オ
C
D
も
定
着
し
て
き
ま

　
　

し
て
、
集
会
場
の
黄
色
い
ポ
ス
ト
を
通
じ
て
さ
ま

　
　

ざ
ま
な
住
民
の
方
々
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ

　
　

き
ま
し
た
。
先
日
は
、
み
な
さ
ん
に
「
ラ
ジ
オ
下

　
　

神
白
通
信
」
を
お
配
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　

け
ど
も
、
読
ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

さ
て
、
今
回
は
大
熊
町
ご
出
身
の
小
野
田 

好
さ

　
　

ん
・
恵
子
さ
ん
ご
夫
妻
、
そ
し
て
富
岡
町
ご
出
身

　
　

の
横
山
け
い
子
さ
ん
、
そ
し
て
双
葉
町
ご
出
身
の

　
　

官
林
建
児
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
で
す
。

　
　
　

ま
ず
は
小
野
田
ご
夫
妻
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
は

　
　

ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。　
　
　

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

小
野
田
恵
子
さ
ん
の
二
十
歳

恵
子
　
二
十
歳
頃
の
歌
ね
。
あ
の
ね
、
西
田
佐
知
子
だ

　
　

よ
。

ア
サ
ダ
　『
ア
カ
シ
ア
の
雨
が
や
む
と
き
』
で
す
よ
ね
。

恵
子
　
う
ん
、
そ
う
そ
う
。
あ
れ
、
二
十
歳
頃
、
私
聴

　
　

い
て
た
か
ら
。

せ
い 

じ

あ
ぶ
ら
じ
め

た
な
し
お



ア
サ
ダ
　『
コ
ー
ヒ
ー
・
ル
ン
バ
』
と
か
。

恵
子
　
私
も
ま
だ
二
十
歳
頃
な
ら
、
恋
人
も
い
な
い
か

　
　

ら
ね
。
お
っ
か
さ
ん
を
思
い
出
す
わ
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
っ
か
そ
っ
か
。

恵
子
　
ね
え
、
お
っ
か
さ
ん
、
自
分
の
こ
と
思
っ
て
く

　
　

れ
て
っ
か
な
な
ん
て
思
う
で
し
ょ
う
？

ア
サ
ダ
　
二
十
歳
の
頃
は
も
う
、
家
は
出
ら
れ
て
た
ん
で

　
　

す
か
？

恵
子
　
い
や
、私
、二
十
歳
過
ぎ
て
か
ら
働
き
は
じ
ま
っ

　
　

た
の
。
二
十
歳
前
は
家
に
い
た
。
農
家
し
て
た
か

　
　

ら
手
伝
っ
て
た
の
。
私
、
体
弱
か
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
あ
、
そ
う
な
ん
だ
。

恵
子
　
だ
か
ら
、
死
に
た
い
一
心
な
ん
だ
よ
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
本
当
に
体
が
弱
か
っ
た
ん

　
　

で
す
ね
。

恵
子
　
き
ょ
う
だ
い
７
人
い
て
、
私
入
れ
て
８
人
だ
か

　
　

ら
。

江
尻
　
も
と
も
と
北
海
道
な
ん
で
す
か
？

恵
子
　
う
ん
、
そ
う
そ
う
。

江
尻
　
あ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
。

恵
子
　
こ
っ
ち
に
お
嫁
に
来
た
の
、
福
島
に
。

江
尻
　
北
海
道
の
ど
の
辺
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

恵
子
　
上
白
滝
だ
か
ら
、
大
雪
山
の
そ
ば
。

江
尻
　
あ
あ
、
じ
ゃ
あ
、
旭
川
と
か
あ
っ
ち
の…

…

。

恵
子
　
旭
川
の
ほ
う
だ
ね
。
旭
川
と
遠
軽
の
真
ん
な
か

　
　

だ
。
あ
そ
こ
に
白
滝
っ
て
い
う
の
が
、
５
つ
あ
る

　
　

の
。
奥
白
滝
に
ね
、
上
白
滝
に
、
白
滝
に
、
下
白

　
　

滝
に
、
旧
白
滝
っ
て
。
５
つ
あ
る
の
よ
、
滝
（
が

　
　

地
名
に
）
つ
く
と
こ
ろ
。

好
　
　
だ
か
ら
、
山
こ
う
な
っ
つ
う
と
、
こ
う
や
っ
て

　
　

ど
ー
っ
と
、
こ
ん
な
も
ん
だ
も
ん
な
。

恵
子
　
い
ま
、
も
う
駅
は
な
く
な
っ
た
け
ど
ね
。
ひ
と

　
　

つ
、
ふ
た
つ
は
、
あ
る
け
ど
ね
。

ア
サ
ダ
　
北
海
道
に
は
、
20
代
の
前
半
ま
で
お
ら
れ
た
ん

　
　

で
す
か
？

恵
子
　
24
歳
ま
で
い
て
嫁
さ
ん
に
来
た
。
も
う
少
し
で

　
　

行
き
遅
れ
に
な
る
と
こ
ろ
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
な
ん
で
す
か
ね
。
24
歳
く
ら
い
で
し
ょ

　
　

う
？

恵
子
　
う
ん
。
25
歳
に
な
っ
た
ら
、
も
う…

…

。

ア
サ
ダ
　
い
ま
だ
っ
た
ら
全
然
そ
ん
な
こ
と
な
い
け
ど
、

　
　

ち
ょ
っ
と
時
代
が
前
だ
っ
た
ら
。

恵
子
　
25
歳
に
な
っ
た
ら
も
う
行
き
遅
れ
ね
。
田
舎
だ

　
　

か
ら
。
24
歳
だ
か
ら
滑
り
込
み
ね
（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
滑
り
込
み
セ
ー
フ
（
笑
）。
そ
う
で
す
か
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、

　
　

小
野
田
恵
子
さ
ん
の
二
十
歳
当
時
の
流
行
歌
で
、

　
　

昭
和
35
年
の
ナ
ン
バ
ー
、
西
田
佐
知
子
で
『
ア
カ

　
　

シ
ア
の
雨
が
や
む
と
き
』
で
す
。
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

小
野
田
ご
夫
妻
の
お
仕
事
と
出
会
い

江
尻
　
旦
那
さ
ん
は
も
と
も
と…

…

。

好
　
　
俺
は
も
と
も
と
大
熊
。

江
尻
　
ど
う
い
う
あ
れ
で
、
お
知
り
合
い
に
な
っ
た
ん

　
　

で
す
か
？

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
、
そ
こ
で
す
よ
。

好
　
　
若
い
と
き
に
、20
人
、30
人
く
ら
い
み
ん
な
引
っ

　
　

張
っ
て
北
海
道
行
っ
た
の
。

恵
子
　
北
海
道
の
道
を
つ
く
る
ん
だ
よ
ね
、
要
す
る
に

　
　

ね
。
山
の
な
か
さ
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、

　
　

小
野
田
ご
夫
妻
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
、
ご
自
宅

　
　

に
あ
っ
た
レ
コ
ー
ド
か
ら
の
ナ
ン
バ
ー
で
す
。
昭

　
　

和
41
年
発
売
、
城 

卓
矢
で
『
骨
ま
で
愛
し
て
』。

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

横
山
け
い
子
さ
ん
の
お
仕
事

ア
サ
ダ
　
小
野
田 

好
さ
ん
・
恵
子
さ
ん
ご
夫
妻
の
お
話

　
　

と
当
時
の
流
行
歌
は
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う

　
　

か
？

　
　
　

さ
て
、
続
き
ま
し
て
は
富
岡
町
の
横
山
け
い
子

　
　

さ
ん
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
横

　
　

山
け
い
子
さ
ん
の
若
か
り
し
頃
の
お
仕
事
の
エ
ピ

　
　

ソ
ー
ド
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

ア
サ
ダ
　
東
京
に
お
ら
れ
た
の
っ
て
、
何
歳
か
ら
何
歳
ぐ

　
　

ら
い
ま
で
で
す
か
？

横
山
　
私
は
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
だ
か
ら
、
42
歳
ま

　
　

で
い
ま
し
た
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。そ
の
と
き
に
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん
？

　
　

喫
茶
店
？

横
山
　
う
ん
、
も
う
転
々
と
し
て
。

ア
サ
ダ
　
転
々
と
し
て
。
当
時
、
そ
の
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん

　
　

で
流
れ
て
る
音
楽
っ
て
？

横
山
　
そ
れ
が
覚
え
て
な
い
（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
で
も
、
横
山
さ
ん
は
『
青
い
山
脈
』
は
、
す
ご

　
　

い
印
象
に
残
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

横
山
　
そ
れ
が
残
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

ア
サ
ダ
　
何
で
な
ん
で
し
ょ
う
ね
、
そ
の
『
青
い
山
脈
』

　
　

が
ば
ー
ん
と
残
っ
て
る
感
じ
っ
て
ね
。

横
山
　
な
ぜ
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
わ
か
ん
な
い
ん
で
す

　
　

け
ど
。
な
ぜ
か
こ
れ
だ
け
は
、
も
う
離
れ
な
い
ん

　
　

で
す
ね
、
頭
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
そ
の
当
時
っ
て
ね
、
喫
茶
店
っ
て
ひ
と
り
で

　
　

行
っ
て
は
っ
た
ん
で
す
か
？

横
山
　
い
や
、
お
友
だ
ち
と
。

ア
サ
ダ
　
当
時
、
お
友
だ
ち
っ
て
お
仕
事
仲
間
と
か
？

横
山
　
仕
事
仲
間
み
た
い
な
と
き
も
あ
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
ど
ん
な
お
仕
事
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

横
山
　
仕
事
で
す
か
。
私
ね
、
高
校
入
っ
て
か
ら
、
戦

　
　

争
中
と
終
戦
直
後
だ
っ
た
ん
で
、
そ
の
当
時
敵
国

　
　

の
言
葉
な
ん
て
習
う
こ
と
な
い
っ
て
、
そ
し
て
上

　
　

の
人
も
教
え
る
必
要
な
い
っ
て
い
う
こ
と
で
、
学

　
　

校
で
、
英
語
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ
　
は
い
は
い
。

横
山
　
そ
れ
で
私
は
英
語
、
し
ゃ
べ
り
た
く
て
。

ア
サ
ダ
　
へ
え
！

横
山
　
な
ん
か
ね
、
外
国
の
あ
れ
に
憧
れ
ち
ゃ
っ
て
ね
。

　
　

そ
し
て
、
学
校
に
行
っ
て
も
習
わ
な
か
っ
た
か
ら

　
　

ね
、
６
年
生
に
な
っ
て
も
。

ア
サ
ダ
　
う
ん
、
習
わ
し
て
く
れ
ま
せ
ん
も
ん
ね
、
そ
の

　
　

当
時
は
ね
。

横
山
　
え
え
、
そ
の
と
き
に
ね
、
ご
法
度
で
悔
し
か
っ

　
　

た
ん
で
す
ね
。
私
、
そ
の
外
国
っ
て
い
う
の
が
も

　
　

う
な
ん
だ
か
ね…

…

。

ア
サ
ダ
　
憧
れ
だ
っ
た
ん
だ
。

横
山
　
憧
れ
だ
っ
た
の
。
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
る
ん

　
　

だ
ろ
う
っ
て
い
う
ね
。

ア
サ
ダ
　
は
い
は
い
は
い
は
い
。

横
山
　
そ
し
て
、
上
京
し
て
か
ら
駐
留
軍
が
家
族
を
連

　
　

れ
て
き
た
っ
て
聞
い
て
、
え
ー
！　

行
っ
て
み
た

　
　

い
な
と
思
っ
て
。
し
ゃ
べ
れ
な
い
ん
で
す
よ
、
私
。

　
　

だ
け
ど
、
行
っ
て
。
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
、
仕

　
　

事
し
た
い
な
っ
て
思
っ
た
ら
、
売
店
が
あ
る
わ
け

　
　

で
す
。
そ
こ
に
入
り
た
〜
い
っ
て
言
っ
た
の
。
そ

　
　

し
て
、
お
掃
除
で
も
な
ん
で
も
い
い
ん
で
す
。
と

　
　

に
か
く
ね
、
外
国
人
と
会
っ
て
、
し
ゃ
べ
っ
て
る

　
　

の
を
聞
き
た
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
で
い
い
か
ら
、

　
　

だ
か
ら
お
掃
除
で
も
な
ん
で
も
し
ま
す
よ
っ
て

　
　

言
っ
て
、
入
れ
て
も
ら
っ
て
。

ア
サ
ダ
　
も
の
す
ご
い
積
極
的
で
す
ね
。

横
山
　
ね
え
、
す
ご
い
で
し
ょ
う
？　

私
、
子
供
の
頃

　
　

引
っ
込
み
思
案
で
、
友
だ
ち
も
な
ん
か
怖
く
て
付

　
　

き
合
わ
な
か
っ
た
。
で
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ

　
　

ち
ゃ
う
。
会
話
も
ね
、
英
語
の
基
礎
が
で
き
な
く

　
　

と
も
、「
ハ
ロ
ー
」
と
か
「
ハ
イ
」
と
か
「
ハ
ウ
・

　
　

ア
ー
・
ユ
ー
？
」
と
か
話
し
て
。
そ
う
い
う
こ

　
　

と
を
し
て
た
ん
だ
け
ど
、
結
局
は
基
礎
が
で
き
て

　
　

な
か
っ
た
し
、
し
ゃ
べ
れ
な
か
っ
た
で
す
ね
。
わ

　
　

か
ん
な
か
っ
た
ん
で
す
、
や
っ
ぱ
り
。
そ
れ
で
な

　
　

ん
と
か
ね
、
な
ん
と
か
だ
け
ど
、
な
ん
か
楽
し
み

　
　

が
生
ま
れ
て
き
て
、
生
活
に
。

ア
サ
ダ
　
は
い
は
い
。

横
山
　
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
、
だ
か
ら
、
私
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
は
す
ご
い
な
。

横
山
　
中
途
半
端
な
ん
だ
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
。

　
　
　
『
青
い
山
脈
』
っ
て
い
う
の
は
東
京
に
い
て
、

　
　

若
い
と
き
の
思
い
出
の̶

̶

思
い
出
っ
て
い
う
思

　
　

い
出
は
何
に
も
な
い
ん
で
す
け
ど̶

̶

コ
ー
ヒ
ー

　
　
（
喫
茶
店
）
を
ま
わ
っ
て
歩
い
て
て
、
そ
し
て
あ

　
　

あ
い
う
音
楽
を
聴
い
て
、
う
わ
ー
っ
て
思
っ
た
の

　
　

が
も
う
離
れ
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
何
て
い
う
か
、
胸
が
躍
る
感
じ
っ
て
い
う
か
、

　
　

そ
の
東
京
に
い
た
と
き
の
楽
し
い
思
い
出
と
つ
な

　
　

が
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

江
尻
　
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

恵
子
　
舗
装
の
道
を
つ
く
る
の
。
お
父
さ
ん
は
ね
、
車

　
　

に
乗
っ
て
た
の
。
え
っ
さ
こ
ら
え
っ
さ
こ
ら
一
生

　
　

懸
命
に
や
ら
な
い
で
、
車
専
門
に
ブ
ー
ブ
ー
走
っ

　
　

た
り
と
か
。

江
尻
　
ダ
ン
プ
っ
て
こ
と
で
す
か
？

好
　
　
あ
の
と
き
、
ダ
ン
プ
ね
か
っ
た
。

江
尻
　
あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。

好
　
　
ダ
ン
プ
は
ダ
ン
プ
だ
け
ん
ど
も
、
小
さ
い
ん
だ
。

　
　

４
ト
ン
車
か
な
。

ア
サ
ダ
　
そ
っ
か
、
北
海
道
で
出
会
っ
て
。

江
尻
　 

現
場
で
出
会
っ
た
？　

ど
っ
か
、
食
堂
か
な

　
　

ん
か
で
？

恵
子
　
あ
れ
だ
よ
な
、あ
と
、手
紙
３
年
間
く
ら
い
や
っ

　
　

て
た
か
な
。

好
　
　
う
ん
、
行
っ
た
り
来
た
り
。
車
で
歩
っ
て
る
う

　
　

ち
に
な
、
途
中
か
ら
乗
せ
て
あ
げ
る
か
ら
、
み
ん

　
　

な
。

恵
子
　
田
舎
だ
か
ら
。
こ
の
人
ら
が
映
画
観
に
行
っ
た

　
　

り
す
る
の
に
、
隣
の
ま
ち
さ
行
く
で
し
ょ
う
。
そ

　
　

の
と
き
に
だ
ん
だ
ん
知
り
合
っ
た
り
ね
、
す
る
か

　
　

ら
。

ア
サ
ダ
　
だ
ん
だ
ん
知
り
合
う
っ
て
感
じ
が
（
笑
）。

恵
子
　
友
だ
ち
か
ら
だ
よ
。

ア
サ
ダ
　
な
る
ん
だ
よ
ね
。

好
　
　
車
さ
、
後
ろ
の
荷
台
さ
、
ぎ
っ
ち
り
乗
る
ん
だ

　
　

か
ら
、
20
人
く
ら
い
。

恵
子
　
若
い
子
た
ち
を
ど
ー
っ
と
乗
せ
て
く
る
。

好
　
　
ま
ち
さ
行
っ
て
、
み
ん
な
し
て
。

恵
子
　
映
画
観
に
行
く
ん
だ
ね
。

好
　
　
ん
だ
、
映
画
観
た
り
。

恵
子
　
で
、
私
ら
な
ん
て
ね
、
も
う
こ
の
人
ら
が
映
画

　
　

を
観
に
、
女
の
人
や
ら
乗
せ
て
行
く
で
し
ょ
う
。

ア
サ
ダ
　
女
の
人
や
ら
（
笑
）。

恵
子
　
そ
し
た
ら
、
私
ら
は
畑
を
や
っ
て
る
で
し
ょ
う
、

　
　

農
家
や
っ
て
る
か
ら
。
そ
れ
を
眺
め
な
が
ら
ね
、

　
　

も
う
、あ
の
人
ら
遊
び
に
行
っ
た
の
に
、私
ら
ば
っ

　
　

か
り
、
な
ん
で
こ
の
月
明
か
り
で
こ
ん
な
仕
事
し

　
　

な
い
と
な
ん
な
い
な
ん
て
ね
、
情
け
な
か
っ
た
っ

　
　

け
よ
。
よ
く
情
け
な
い
思
い
し
た
ん
だ
、
こ
の
人

　
　

ら
い
る
頃
。

ア
サ
ダ
　
そ
の
と
き
っ
て
ど
ん
な
映
画
が
や
っ
て
た
ん
で

　
　

す
か
？

好
　
　
何
や
っ
て
ん
べ
や
？

恵
子
　
あ
の
頃
夢
中
で
、
私
連
れ
て
っ
て
も
ら
う
の
で

　
　

い
っ
ぱ
い
で
。

ア
サ
ダ
　
じ
ゃ
あ
、
内
容
覚
え
て
な
い
ん
だ
ね
（
笑
）。

恵
子
　
映
画
な
ん
て
内
容
覚
え
て
な
い
ね
。

江
尻
　
昭
和
で
言
っ
た
ら
何
年
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
か
ね
。

ア
サ
ダ
　
何
年
く
ら
い
な
ん
か
な
？

好
　
　
俺
、
25
、
６
の
と
き
だ
け
ん
な
。

恵
子
　
私
、
ま
だ
二
十
歳
に
な
っ
た
ば
っ
か
り
。

江
尻
　
っ
て
い
う
こ
と
は
？

好
　
　
79
歳
だ
か
ら
。

恵
子
　
結
婚
し
て
50
年
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
小
林 

旭
と
か
が
出
て
き
た…

…

。

恵
子
　
裕
次
郎
さ
ん
だ
の
ね
、
出
て
た
わ
ね
、
い
っ
ぱ

　
　

い
。

好
　
　
石
原
裕
次
郎
な
。

恵
子
　
な
ん
せ
ね
、
女
の
子
や
ら
引
っ
張
っ
て
く
の
楽

　
　

し
み
で
、
あ
れ
だ
か
ら
、
映
画
な
ん
て
そ
っ
ち
の

　
　

け
な
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
映
画
は
口
実
で
す
よ
ね
（
笑
）。

恵
子
　
う
ん
、
そ
う
だ
よ
ね
。

ア
サ
ダ
　
何
だ
っ
て
い
い
ん
だ
よ
（
笑
）。

恵
子
　
何
で
も
い
い
ん
だ
よ
。
映
画
な
ん
て
そ
っ
ち
の

　
　

け
で
い
い
ん
だ
か
ら
（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
で
、
そ
れ
で
結
婚
し
て
、
こ
っ
ち
に
来
た
の
が

　
　

24
歳
の
と
き
。

恵
子
　
そ
う
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ
　
じ
ゃ
あ
、
出
会
っ
て
か
ら
数
年
間
や
り
取
り
さ

　
　

れ
て
た
ん
で
す
ね
。

江
尻
　
戦
時
中
の
大
熊
あ
た
り
っ
て
の
は
、
ど
ん
な
雰

　
　

囲
気
だ
っ
た
ん
で
す
か
ね
？

恵
子
　
大
熊
か
い
？

江
尻
　
飛
行
場
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

好
　
　
あ
っ
た
。
い
ま
の
東
電
の
と
こ
か
な
。

ア
サ
ダ
　
大
熊
に
飛
行
場
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

好
　
　
う
ん
、
飛
行
場
だ
。

江
尻
　
東
電
は
飛
行
場
跡
。

恵
子
　
大
熊
に
飛
行
場
あ
っ
た
ん
だ
ね
。
戦
争
中
ね
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
レ
コ
ー
ド
は
何
を
聴
い
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
？

好
　
　
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
み
ん
な
置
い
て

　
　

き
た
。

恵
子
　『
骨
ま
で
愛
し
て
』と
か
、あ
あ
い
う
の
が
入
っ

　
　

て
た
ね
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、『
骨
ま
で
愛
し
て
』
か
。

恵
子
　
う
ん
。
一
番
最
初
に
買
っ
た
レ
コ
ー
ド
は
何
な

　
　

ん
て
言
っ
た
ら
い
い
か
わ
か
ん
な
い
な
。『
骨
ま
で

　
　

愛
し
て
』
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
い
っ
ぱ
い
持
っ

　
　

て
た
か
ら
。

好
　
　（
家
に
）
行
け
ば
ま
だ
あ
ん
だ
け
ど
も
な
。
あ

　
　

る
ん
だ
、
古
い
の
。

　
　

ん
か
よ
く
聴
き
に
行
き
ま
し
た
。

ア
サ
ダ
　
お
お
、
行
っ
て
た
ん
で
す
か
！　

コ
ン
サ
ー
ト

　
　

に
。

横
山
　
小
澤
さ
ん
、
う
ん
。
あ
れ
に
は
行
き
ま
し
た
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。

横
山
　
私
、
レ
コ
ー
ド
の
一
番
大
事
に
し
て
た
や
つ
を

　
　

人
に
貸
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
貸
し
た
人
が
思
い

　
　

出
せ
な
く
て
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
よ
く
あ
る
話
や
、
そ
れ
（
笑
）。

横
山
　
戻
っ
て
こ
な
い
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ
　
う
ん
う
ん
、
あ
る
あ
る
。

横
山
　
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
レ
コ
ー
ド
で

　
　

ね
。
い
ま
転
々
と
し
て
歩
い
て
る
か
ら
も
う
と
っ

　
　

く
に
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
の
１
枚
だ
け
は

　
　

ね
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
『
第
九
』
か
な…

…

？

ア
サ
ダ
　『
第
九
』
で
す
か
。

横
山
　
あ
れ
を
１
枚
だ
け
残
し
て
お
い
た
ん
で
す
け
ど
、

　
　

そ
れ
を
誰
か
に
貸
し
て
、
そ
し
て
戻
っ
て
こ
な
い

　
　

ん
で
す
。
そ
れ
っ
き
り
、
あ
と
も
う
。

ア
サ
ダ
　
や
っ
ぱ
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
な
か
で
は

　
　
『
第
九
』
が
好
き
で
す
か
？

横
山
　
そ
う
で
す
ね
。

ア
サ
ダ
　
横
山
け
い
子
さ
ん
は
実
は
大
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
好

　
　

き
。
東
京
に
い
た
と
き
に
聴
き
に
行
っ
た
小
澤
征

　
　

爾
指
揮
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
『
交
響
曲
第
９
番
４

　
　

楽
章 

歓
喜
の
歌
』
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま

　
　

す
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

官
林
建
児
さ
ん
の
少
年
時
代
と
家
族

ア
サ
ダ
　
さ
て
、
続
き
ま
し
て
第
２
集
最
後
の
ゲ
ス
ト
・

　
　

双
葉
町
ご
出
身
の
官
林
建
児
さ
ん
で
す
。
ま
ず
は
、

　
　

官
林
さ
ん
の
青
春
時
代
と
家
族
の
思
い
出
に
つ
い

　
　

て
伺
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

官
林
　
小
学
校
３
年
な
っ
て
か
ら
、
初
め
て
う
ち
に
テ

　
　

レ
ビ
入
っ
た
か
ら
。そ
ん
と
き
に
、俺
、う
ち
引
っ

　
　

越
し
た
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
そ
ん
と
き
に
、
お
う
ち
を
引
っ
越
し
た
っ
て
い

　
　

う
の
は
、
ず
っ
と
双
葉
に
は
い
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
同
じ
ま
ち
に
い
た
ん
だ
け
ど
、
前
の
う
ち
に
道

　
　

路
引
く
こ
と
に
な
っ
て
引
っ
越
し
た
の
。
そ
れ
が
、

　
　

い
ま
、
震
災
の
あ
と
で
沈
め
た
う
ち
だ
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ
　
じ
ゃ
あ
、
小
学
校
と
か
も
転
校
し
て
。

官
林
　
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
そ
こ
か
ら
は
ず
っ
と
同
じ
家
に
お
ら
れ
た
ん
で

　
　

す
か
？　

小
学
校
３
年
生
の
と
き
に
引
っ
越
し
て

　
　

か
ら
は
。

官
林
　
う
ん
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
小
学
校
と
か
中
学
校
の
と
き
と
か
っ
て
、
官
林

　
　

さ
ん
は
ど
う
い
う
子
供
だ
っ
た
ん
で
す
か
？　

官
林
　
い
ま
と
違
っ
て
、
お
と
な
し
か
っ
た
。

一
同
　（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
い
ま
と
違
っ
て
っ
て
。

官
林
　
や
っ
ぱ
り
、
俺
、
お
や
じ
が
教
師
だ
っ
た
か
ら
、

　
　

ボ
ン
ボ
ン
育
ち
で
育
っ
た
の
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
お
父
さ
ん
、
そ
っ
か
、
先
生
だ
っ
た
ん

　
　

で
す
ね
。

官
林
　
俺
お
や
じ
が
教
員
だ
っ
た
か
ら
。
お
や
じ
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
昔
、
教
員
な
る
前
油
締
（
油
を
し
ぼ

　
　

る
職
人
）
だ
っ
た
ん
だ
よ
な
。
そ
れ
で
、
そ
の
前

　
　

に
満
州
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
の
。
だ
か
ら
、
い

　
　

ろ
い
ろ
苦
労
し
た
の
。
お
ふ
く
ろ
は
お
ふ
く
ろ
で

　
　

東
京
育
ち
で
、
女
学
校
出
だ
か
ら
全
然
性
格
違
う

　
　

ん
だ
な
。

　
　
　

で
、ま
だ
そ
の
頃
み
ん
な
ま
だ
学
校
入
ん
な
か
っ

　
　

た
け
れ
ど
も
、
制
服
着
て
る
の
俺
だ
け
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
制
服
？

官
林
　
う
ん
、
こ
さ
え
ら
れ
た
か
ら
。
俺
、
嫌
だ
っ
た

　
　

ん
だ
。

ア
サ
ダ
　
え
、
制
服
っ
て
い
う
の
は
、
官
林
さ
ん
だ
け
が

　
　

学
校
に
着
て
行
っ
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
ん
だ
な
。

ア
サ
ダ
　
だ
か
ら
、
い
い
と
こ
ろ
の
坊
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
ん

　
　

で
す
ね
。
じ
ゃ
あ
、
学
校
の
な
か
で
も
ち
ょ
っ
と

　
　

官
林
さ
ん
は
特
殊
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
子
供

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

官
林
　
ま
あ
、
中
学
校
に
な
っ
て
も
い
じ
め
と
か
あ
っ

　
　

た
。

ア
サ
ダ
　
い
じ
め
か
。

官
林
　
だ
っ
て
、
雪
投
げ
で
も
、
俺
、
石
ぶ
つ
け
ら
れ

　
　

て
。
小
学
校
の
頃
は
、
そ
う
い
う
や
つ
が
い
た
ん

　
　

だ
よ
な
。
仲
い
い
友
だ
ち
と
い
っ
と
、
ぶ
ん
な
ぐ

　
　

ら
れ
た
り
し
て
。
だ
か
ら
昔
も
あ
っ
た
ん
だ
よ
。

　
　

俺
の
時
代
も
、
そ
う
い
う
こ
と
が
。

ア
サ
ダ
　
や
っ
ぱ
で
も
、
い
ま
の
い
じ
め
と
か
と
、
ま
た

　
　

全
然
違
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。

官
林
　
全
然
違
う
。
中
学
校
の
と
き
は
、
終
わ
る
と
き
、

　
　

反
省
会
や
っ
た
か
ら
。
い
ま
そ
ん
な
こ
と
し
な
い

　
　

べ
？　

最
近
の
学
校
は
。

　
　
　

中
学
校
な
っ
て
か
ら
厳
し
い
先
生
い
た
ん
だ
よ
。

横
山
　
え
え
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、『
青
い
山

　
　

脈
』
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、

　
　

横
山
け
い
子
さ
ん
が
東
京
に
住
ん
で
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
際
、
行
き
つ
け
の
喫
茶
店
で
大
好
き
に
な
っ
た

　
　

曲
、
藤
山
一
郎
の
昭
和
24
年
の
ヒ
ッ
ト
ナ
ン
バ
ー
、

　
　
『
青
い
山
脈
』。
今
回
は
け
い
子
さ
ん
の
ご
要
望
も

　
　

あ
っ
て
、
特
別
に
男
声
合
唱
団
コ
ー
ル
・
フ
ァ

　
　

ー
マ
ー
で
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　
　

ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

横
山
け
い
子
さ
ん
の
出
会
い
と
家
族

ア
サ
ダ
　
東
京
か
ら
福
島
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
か
、

　
　

そ
の
あ
と
は
。

横
山
　
あ
の
ね
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
私
東
京
に
行
っ

　
　

て
、
そ
し
て
40
歳
ぐ
ら
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で

　
　

す
ね
。
そ
し
て
「
お
前
、
ひ
と
り
で
い
つ
ま
で
も

　
　

何
し
て
ん
だ
」
っ
て
い
う
こ
と
で
。

ア
サ
ダ
　
な
る
ほ
ど
（
笑
）。

横
山
　
親
か
ら
呼
び
寄
せ
ら
れ
て
、
そ
し
て
「
こ
う
い

　
　

う
人
が
い
る
ん
だ
け
ど
」。
嫌
だ
っ
て
言
っ
た
ん

　
　

で
す
よ
、
私
。
ひ
と
り
の
ほ
う
が
自
由
で
い
い
し
。

　
　

だ
け
ど
ね
、
渋
々
も
う
、
あ
れ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。

　
　

そ
し
て
、
浪
江
の
人
な
ん
で
す
け
ど
、
浪
江
で
一

　
　

緒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ
　「
な
っ
て
し
ま
っ
た
」（
笑
）。
旦
那
さ
ん
と
。

横
山
　
そ
れ
が
そ
の
人
も
ね
、
中
央
大
学
の
法
学
部
卒

　
　

業
。
い
や
、
捨
て
た
も
ん
で
も
な
い
な
と
思
っ
た

　
　

け
ど
。

ア
サ
ダ
　
立
派
で
す
よ
ね
。

横
山
　
で
も
何
に
も
し
て
な
い
、
た
だ
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て

　
　

る
人
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
話
し
て
み
る
と
、

　
　

や
っ
ぱ
り
ね
、
話
は
わ
か
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、

　
　

い
や
、
一
緒
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
か
な
、

　
　

大
丈
夫
か
な
と
思
っ
て
。
農
家
の
息
子
な
ん
で
す

　
　

け
ど
ね
。
浪
江
の
棚
塩
っ
て
と
こ
ろ
で
、
い
ま
、

　
　

流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
け
ど
ね
。
も
う
亡
く

　
　

な
っ
て
、
位
牌
も
何
に
も
も
う
な
い
ん
で
す
が
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
そ
っ
か
、
浪
江
の
方
だ
っ
た
ん
だ
ね
、

　
　

ご
主
人
ね
。

横
山
　
大
学
を
卒
業
し
て
る
か
ら
、
自
分
は
学
問
の
ほ

　
　

う
で
身
を
立
て
た
い
っ
て
思
っ
た
ら
し
い
ん
で
す

　
　

け
ど
、
遊
び
漬
け
で
そ
ん
な…

…

。

ア
サ
ダ
　
目
指
す
は
学
者
？

横
山
　
何
て
い
う
ん
で
す
か
ね
、
何
に
も
し
な
か
っ
た

　
　

ん
で
す
ね
。
で
も
、
本
や
な
ん
か
は
い
っ
ぱ
い

　
　

も
っ
て
ま
し
た
ね
、
そ
こ
に
あ
り
ま
す
け
ど
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。
大
量
に
本
は
買
っ
て
。

横
山
　
私
ら
の
わ
か
ん
な
い
よ
う
な
本
が
い
っ
ぱ
い
あ

　
　

る
ん
で
す
よ
ね
。で
、主
人
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

　
　

て
か
ら
、
ひ
と
り
じ
ゃ
寂
し
い
だ
ろ
う
か
ら
っ
て
、

　
　

き
ょ
う
だ
い
た
ち
に
こ
っ
ち
に
来
な
さ
い
っ
て
言

　
　

わ
れ
て
、
そ
し
て
少
し
ず
つ
本
を
運
ん
だ
わ
け
で

　
　

す
け
ど
。

ア
サ
ダ
　
ご
主
人
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
か
ら
、
ご
き
ょ

　
　

う
だ
い
の
縁
か
何
か
で
、
富
岡
の
ほ
う
に
行
か
れ

　
　

た
ん
で
す
か
？

横
山
　
あ
の
ね
、
私
、
も
と
も
と
仙
台
生
ま
れ
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
か
、
仙
台
な
ん
で
す
ね
。

横
山
　
仙
台
生
ま
れ
で
、
父
親
が
国
鉄
の
仕
事
し
て
た

　
　

も
ん
で
す
か
ら
、
転
々
と
し
て
歩
い
て
。
私
、
も

　
　

う
、
幼
い
と
き
か
ら
の
お
友
だ
ち
っ
て
い
な
い
ん

　
　

で
す
よ
、
誰
も
。

ア
サ
ダ
　
ご
き
ょ
う
だ
い
も
東
北
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に

　
　

お
ら
れ
る
ん
で
す
か
？

横
山
　
兄
が
亡
く
な
っ
て
、
弟
が
亡
く
な
っ
て
、
そ
の

　
　

下
の
弟
が
、
い
ま
泉
に
い
る
ん
で
す
。

ア
サ
ダ
　
あ
、
泉
に
い
る
ん
だ
。
近
い
で
す
ね
。

横
山
　
で
も
、
そ
の
弟
も
や
っ
ぱ
り
80
過
ぎ
る
と
、
こ

　
　

れ
（
運
転
）
も
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
ね
。

ア
サ
ダ
　
ま
あ
ね
、
車
の
運
転
も
難
し
く
な
る
か
ら
ね
。

横
山
　
え
え
。
だ
か
ら
ね
、
危
な
い
か
ら
自
分
で
は
し

　
　

な
い
し
、
し
よ
う
と
思
わ
な
い
ら
し
く
て
。
全
然

　
　

来
て
な
い
し
、
こ
っ
ち
か
ら
連
絡
も
し
な
い
ん
で

　
　

す
け
ど
ね
。

ア
サ
ダ
　
う
ん
う
ん
、
近
く
に
は
い
る
け
ど
ね
。

横
山
　
黙
っ
て
る
と
き
は
、
み
ん
な
お
互
い
に
大
丈
夫

　
　

な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
う
ん
う
ん
。

横
山
　
や
っ
ぱ
り
ね
、
と
き
を
過
ご
す
っ
て
い
う
の
は
、

　
　

し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
っ
て
い
う
よ
り
も
、
上
を
向
い

　
　

て
い
か
な
い
と
駄
目
な
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ
　『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』
か
。

横
山
　
そ
う
、
本
当
に
ね
。
そ
う
い
う
気
持
ち
で
い
る

　
　

か
ら
、
案
外
ど
う
に
で
も
な
れ
っ
て
い
う
よ
う
な

　
　

感
じ
も
あ
る
（
笑
）。

ア
サ
ダ
　
横
山
さ
ん
は
、
普
段
音
楽
と
か
っ
て
結
構
聴
く

　
　

ん
で
す
か
？

横
山
　
聴
い
て
ま
す
。
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
聴
い
て
ま
す
。

ア
サ
ダ
　
昔
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
好
き
な
ん
で
す
か
？

横
山
　
そ
う
で
す
。
東
京
に
い
た
と
き
は
ベ
ー
ト
ー

　
　

ヴ
ェ
ン
、
小
澤
征
爾
さ
ん
が
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
な

官
林
　
わ
が
人
生
に
涙
あ
り
だ
。
こ
う
し
て
し
ゃ
べ
っ

　
　

て
い
て
も
、
危
な
く
死
に
っ
ぱ
ぐ
れ
る
と
こ
だ
っ

　
　

た
。
俺
、
言
っ
た
よ
な
、
言
わ
な
か
っ
た
っ
け
？

ア
サ
ダ
　
そ
れ
は
初
め
て
か
も
し
れ
な
い
。

官
林
　
仕
事
の
車
流
さ
れ
た
の
。

ア
サ
ダ
　
車
が
？

官
林
　
う
ん
、
車
ご
と
流
さ
れ
た
の
。
津
波
で
危
う
く
。

ア
サ
ダ
　
津
波
で
流
さ
れ
た
ん
で
す
か
。

官
林
　
う
ん
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
そ
っ
か
そ
っ
か
。

官
林
　
ま
あ
第
一
波
だ
。
第
一
波
が
来
て
、
引
い
て
、

　
　

車
が
あ
っ
た
か
ら
、
み
ん
な
走
っ
て
た
か
ら
。
そ

　
　

し
て
、
車
か
ら
逃
げ
た
の
。

ア
サ
ダ
　
車
に
乗
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
、
そ
の

　
　

と
き
。

官
林
　
う
ん
、
乗
っ
て
た
わ
。

ア
サ
ダ
　
だ
か
ら
、
車
を
乗
り
捨
て
て
。

官
林
　
そ
の
前
に
逃
げ
た
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ

　
　

り
自
分
で
逃
げ
れ
ば
良
か
っ
た
ん
だ
け
ど
な
。

　
　

や
っ
ぱ
り
、
あ
ん
と
き
。
ほ
ん
で
、
こ
う
、
俺
、

　
　

自
分
で
逃
げ
て
た
ら
ま
た
変
わ
っ
た
だ
ろ
う
け
ど
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。
そ
の
と
き
の
と
っ
さ
の
判
断
っ

　
　

て
い
う
か
、
ま
あ
、
も
う
す
べ
て
そ
の
場
に
置
い

　
　

て
。

官
林
　
う
ん
、
い
ま
ど
こ
い
っ
た
か
わ
か
ん
ね
え
も
ん
。

　
　

た
だ
、
免
許
証
だ
け
は
と
り
あ
え
ず
持
っ
て
き
た
。

　
　

い
や
あ
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
べ
や
。

ア
サ
ダ
　
そ
の
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
な
か
で
も
、
こ
の
水
戸

　
　

黄
門
の
曲
は
、
ま
あ
い
う
な
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
応

　
　

援
ソ
ン
グ
っ
て
い
う
か
。

官
林
　
応
援
だ
、
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
自
分
自
身
に
対
す
る
。

ア
サ
ダ
　
で
は
、
最
後
の
曲
に
な
り
ま
す
。
震
災
の
記
憶

　
　

も
含
め
て
、
決
し
て
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な

　
　

か
っ
た
官
林
建
児
さ
ん
の
人
生
を
支
え
続
け
て
き

　
　

た
、
み
な
さ
ん
お
馴
染
み
の
あ
の
曲
で
す
。
水
戸

　
　

黄
門
の
テ
ー
マ
曲
『
あ
ゝ
人
生
に
涙
あ
り
』。
そ

　
　

れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ
　『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
第
２
集
、
い
か
が
だ
っ
た

　
　

で
し
ょ
う
か
？　

　
　
　

今
回
も
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
C
D
と
と
も
に

　
　

お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
。
集
会
場
の
入
り
口
に
あ

　
　

る
黄
色
い
ポ
ス
ト
に
、
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲

　
　

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
投
函

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
ど
ん
ど
ん
深

　
　

ま
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
お

　
　

身
体
、
大
切
に
さ
れ
て
く
だ
さ
い
ね
。
お
届
け
し

　
　

ま
し
た
の
は
、『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
主
宰
の
音
楽
家

　
　

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

　
　

し
た
。

　

21 20

　
　

数
学
の
先
生
な
。
数
学
の
先
生
だ
け
ど
、
そ
の
先

　
　

生
来
っ
と
、み
ん
な「
来
た
き
た
」っ
て
こ
う
黙
っ

　
　

た
か
ら
。
そ
う
い
う
厳
し
い
先
生
が
い
た
の
よ
。

　
　

い
ま
、
い
な
い
と
思
う
ん
だ
な
、
そ
う
い
う
先
生

　
　

は
。

ア
サ
ダ
　
ま
あ
昔
は
ね
。
い
ま
だ
っ
た
ら
体
罰
と
か
も
あ

　
　

り
得
ま
せ
ん
も
ん
ね
。

官
林
　
う
ん
。
宿
題
し
な
い
と
「
走
っ
て
こ
い
！
」。

　
　

あ
と
こ
れ
だ
か
ら
、
し
っ
ぺ
。
あ
と
は
顔
を
バ
ン
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
い
ま
と
全
然
時
代
が
違
い
ま

　
　

す
よ
ね
。
音
楽
を
聴
き
出
し
た
の
は
、
い
つ
ぐ
ら

　
　

い
で
す
か
？

官
林
　
レ
コ
ー
ド
か
ら
音
楽
が
出
て
き
た
の
は
、
や
っ

　
　

ぱ
り
高
校
だ
な
。
い
ま
『
ひ
よ
っ
こ
』
で
や
っ
て

　
　

る
。
あ
れ
見
る
と
思
い
出
す
ん
だ
。

ア
サ
ダ
　 

N
H
K
の
朝
の
連
ド
ラ
で
や
っ
て
る
。

官
林
　
う
ん
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
が
来
た
頃
が
俺
、
高
校
生

　
　

だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
そ
っ
か
そ
っ
か
、
あ
れ
で
思
い
出
す
ん

　
　

で
す
ね
、
あ
の
時
代
背
景
で
。

官
林
　
や
っ
ぱ
り
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
、
グ
ル
ー

　
　

プ
・
サ
ウ
ン
ズ
だ
っ
た
な
。

ア
サ
ダ
　
で
は
官
林
さ
ん
よ
り
少
年
時
代
の
印
象
に
残
っ

　
　

て
る
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
い
た
だ
き
ま
し
た
。
曲
は

　
　

昭
和
44
年
の
ナ
ン
バ
ー
で
、
は
し
だ
の
り
ひ
こ
と

　
　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ツ
の
『
風
』
で
す
。
ど
う
ぞ
聴
い
て

　
　

く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

官
林
建
児
さ
ん
の
お
仕
事
と
あ
の
日

ア
サ
ダ
　
高
校
卒
業
し
て
か
ら
、
官
林
さ
ん
は
お
仕
事
は

　
　

じ
め
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
専
門
学
校
に
行
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
ど
う
い
う
専
門
学
校
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
あ
の
、
こ
れ
。

ア
サ
ダ
　
え
、
こ
れ
っ
て
何
で
す
か
？　

こ
の
ジ
ェ
ス

　
　

チ
ャ
ー
。

官
林
　
測
量
。

ア
サ
ダ
　
あ
あ
、
測
量
。
土
木
の
ほ
う
ね
。

官
林
　
学
校
も
土
木
出
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
な
る
ほ
ど
。

官
林
　
学
校
が
農
業
高
校
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
ね
、
双
葉
の
農
業
高
校
。

官
林
　
田
中
角
栄
が
い
た
中
央
工
学
校
、
あ
そ
こ
に

　
　

行
っ
た
わ
け
ね
。
と
こ
ろ
が
、
単
位
取
れ
な
く
て

　
　

２
年
い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
そ
う
で
す
か
。
そ
の
後
、
建
築
や
土
木
の
お
仕

　
　

事
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？

官
林
　
最
初
働
い
た
と
こ
ろ
が
ち
ょ
っ
と
あ
ん
ま
り
、

　
　

そ
の
頃
免
許
な
か
っ
た
か
ら
俺
。
だ
か
ら
、
社
長

　
　

が
、
ど
う
せ
こ
の
会
社
合
併
さ
れ
る
か
ら
っ
て

　
　

言
っ
た
か
ら
、
辞
め
て
。
そ
し
て
原
町
の
国
土
調

　
　

査
測
量
協
会
に
い
た
ん
だ
よ
。

ア
サ
ダ
　
そ
こ
か
ら
の
仕
事
は
わ
り
と
長
い
こ
と
？

官
林
　
う
ん
、
30
年
い
た
。

ア
サ
ダ
　
勤
め
ら
れ
て
。

官
林
　
う
ん
。
そ
し
て
54
で
リ
ス
ト
ラ
く
っ
て
。

ア
サ
ダ
　
そ
っ
か
そ
っ
か
。

官
林
　
そ
し
て
そ
の
あ
と
、
警
備
員
を
５
年
近
く
し
た

　
　

わ
け
。
も
う
少
し
で
５
年
っ
て
と
き
に
、
こ
の
震

　
　

災
が
あ
っ
た
か
ら
。

　
　
　

測
量
の
ほ
う
が
好
き
だ
っ
た
な
。
仕
事
以
外
に

　
　

春
は
山
菜
、
秋
は
キ
ノ
コ
と
か
採
る
の
が
好
き

　
　

だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ
　
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
行
か
れ
ま
す
も
ん
ね
。

官
林
　
い
ま
は
も
う
駄
目
だ
よ
。

一
同
　（
笑
）。

官
林
　
い
ま
は
歩
か
ね
え
か
ら
な
あ
。

ア
サ
ダ
　
そ
れ
か
ら
も
う
ず
っ
と
双
葉
に
お
ら
れ
て
？

官
林
　
一
度
結
婚
し
て
、
結
局
、
離
婚
し
た
け
ど
。

ア
サ
ダ
　
こ
の
間
話
し
た
と
き
に
、
水
戸
黄
門
の
テ
ー
マ

　
　

曲
が
好
き
っ
て
仰
っ
て
ま
し
た
よ
ね
。

官
林
　
う
ん
、
あ
れ
は
好
き
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ
　
ね
。
あ
の
曲
に
込
め
ら
れ
た
「
人
生
楽
あ
り
ゃ

　
　

苦
も
あ
る
さ
」
っ
て
い
う
、
あ
あ
い
う
感
じ
っ
て
、

　
　

い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
官
林
さ
ん
に
響
い
て
き
た
の
か

　
　

な
と
思
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
。

官
林
　
ま
だ
お
や
じ
が
生
き
て
る
頃
だ
か
ら
、
何
の
と

　
　

き
だ
？　

30
代
だ
な
。『
あ
あ
人
生
に
涙
あ
り
』
が

　
　

い
い
曲
だ
よ
っ
て
言
わ
れ
た
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
こ

　
　

れ
が
、
ま
あ
人
生
の
歌
だ
か
ら
。
あ
の
２
番
の
曲

　
　

が
好
き
だ
っ
た
、
俺
は
。

ア
サ
ダ
　
２
番
？

官
林
　
う
ん
。

ア
サ
ダ
　
２
番
の
歌
詞
っ
て
ど
ん
な
歌
詞
で
し
た
っ
け
。

官
林
　
や
っ
ぱ
り
、「
勇
気
が
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い

　
　
（
人
生
勇
気
が
必
要
だ
）」、
こ
こ
が
良
か
っ
た
。

ア
サ
ダ
　「
勇
気
が
な
い
と
」
っ
て
い
う
く
だ
り
が
あ
る

　
　

ん
で
す
ね
。

官
林
　
全
部
好
き
だ
け
ど
よ
。

ア
サ
ダ
　
特
に
２
番
の
歌
詞
は
。
そ
っ
か
そ
っ
か
。

あの頃の仕事 家族の風景

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ア
サ
ダ
　
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

　
　

は
。『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
司
会
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で

　
　

す
。
こ
の
C
D
で
は
、
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み

　
　

な
さ
ん
の
ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
そ
の
当
時

　
　

の
馴
染
み
深
い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
て

　
　

い
き
ま
す
。

　
　
　

秋
に
な
り
ず
い
ぶ
ん
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た

　
　

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

少
し
ず
つ
こ
の
ラ
ジ
オ
C
D
も
定
着
し
て
き
ま

　
　

し
て
、
集
会
場
の
黄
色
い
ポ
ス
ト
を
通
じ
て
さ
ま

　
　

ざ
ま
な
住
民
の
方
々
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ

　
　

き
ま
し
た
。
先
日
は
、
み
な
さ
ん
に
「
ラ
ジ
オ
下

　
　

神
白
通
信
」
を
お
配
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　

け
ど
も
、
読
ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

さ
て
、
今
回
は
大
熊
町
ご
出
身
の
小
野
田 

好
さ

　
　

ん
・
恵
子
さ
ん
ご
夫
妻
、
そ
し
て
富
岡
町
ご
出
身

　
　

の
横
山
け
い
子
さ
ん
、
そ
し
て
双
葉
町
ご
出
身
の

　
　

官
林
建
児
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
で
す
。

　
　
　

ま
ず
は
小
野
田
ご
夫
妻
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
は

　
　

ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。　
　
　

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

小
野
田
恵
子
さ
ん
の
二
十
歳

恵
子
　
二
十
歳
頃
の
歌
ね
。
あ
の
ね
、
西
田
佐
知
子
だ

　
　

よ
。

ア
サ
ダ
　『
ア
カ
シ
ア
の
雨
が
や
む
と
き
』
で
す
よ
ね
。

恵
子
　
う
ん
、
そ
う
そ
う
。
あ
れ
、
二
十
歳
頃
、
私
聴

　
　

い
て
た
か
ら
。



下神白団地の2017年
2015年に入居がはじまってから2年が経過し、2月からラジオ下神白の収録も

スタートしたなか、入居世帯もゆるやかに変化をしています。

※震災時の住民登録人口は、『ふくしま復興ステーション』「平成23年3月11日現在の住民登録人口」を参照。居住者数は、浪江
　町は住民登録の有無を問わない数、富岡町は住民票ありの数。各自治体のウェブサイト等を参照（浪江町・双葉町は2017年
　12月31日現在、大熊町・富岡町は2017年12月1日現在）。
※2017年の出来事については、すべて『ふたばぐるぐるMAP』vol.3、vol.4
　（ふたばの明日を考える会、福島大学うつくしまふくしま未来支援センター相双地域支援サテライト）を参照。
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浪江町、富岡町は帰宅困難区域を除いて避難指示が解除。双葉町、大熊町も
特定復興再生拠点区域復興再生計画が認定されました。

浪江町、富岡町は帰宅困難区域を除いて避難指示が解除。双葉町、大熊町も
特定復興再生拠点区域復興再生計画が認定されました。

4町（ ）の2017年富岡・大熊
浪江・双葉 

居住者
避難者　20,663人21,434人

仮設診療所「浪江診療所」が開所
帰宅困難区域を除き避難指示解除
JR常磐線の浪江―小高駅間8.9キロメートルが運転再開
浪江町幾世橋地区に町内初の町営災害公営住宅「幾世橋住宅団地」
が整備、22戸の入居開始

浪江町幾世橋地区に整備した「幾世橋集合住宅」80戸の入居開始
認定こども園「浪江にじいろこども園」落成式

伝統行事「十日市」が震災後初めて町内で開催（～ 26日）
浪江町特定復興再生拠点区域復興再生計画が認定される

3月27日
3月31日
4月1日
6月30日

9月29日

11月25日
12月22日

県は双葉町中野地区に整備する、東日本大震災と東京電力福島第一原子力
発電所事故のアーカイブ拠点施設の基本方針を決定

双葉警察署の拠点機能を、楢葉町の臨時庁舎から富岡町の本庁舎へ戻す
双葉町特定復興再生拠点区域復興再生計画が認定される

3月27日

3月30日
9月15日

町内初の災害公営住宅が完成し、3か所（154戸）整備
帰宅困難区域を除き避難指示解除。6年ぶりに路線バスが再開、2路線が運行
廃炉国際共同研究センターが富岡町内に開所
JR常磐線の竜田―富岡駅間6.9キロメートルが運転再開
秋の風物詩「えびす講市」が7年ぶりに町内で開催（～ 12日）

3月31日
4月1日
4月23日
10月21日
11月11日

大川原地内に震災後町内で初となる飲食店「大熊食堂」開店
（東京電力大熊単身寮に併設）

大熊町特定復興再生拠点区域復興再生計画が認定される

4月17日

11月10日

居住者
避難者　6,925人7,140人

11,505人

15,960人

居住者　
避難者　10,530人

―

―

居住者　
避難者　12,907人

双葉町

大熊町

富岡町

浪江町 482人

376人

合計187世帯

※「県営住宅下神白団地入居者世帯数・世帯率推移」（下神白団地自治会、2017年4月）

居住世帯

入居率
前年比　-11世帯

93.5%

前年比　-1世帯
24世帯

6号棟

29世帯
前年比　-6世帯

1号棟

96 %

82.9 %

震災時の住民登録人口

震災時の住民登録人口

震災時の住民登録人口

震災時の住民登録人口

23

前年比　-1世帯
44世帯

2号棟
97.8 %

32世帯
前年比　-2世帯

4号棟
91.4 %

25世帯
前年比　+1世帯

5号棟
100 %

前年比　-2世帯
33世帯

3号棟
94.3 %



2. 紺野金子さんのリクエストその1／金田たつえ 『お母さん』

5. 渡辺長一さんのリクエスト／宮城民謡 『お立ち酒』

6. 髙原タケ子さんのリクエストその1／淡谷のり子 『別れのブルース』

7. 髙原タケ子さんのリクエストその2／霧島 昇 『旅の夜風』

8. 髙原タケ子さんのリクエストその3／塩 まさる 『母子船頭唄』

9. 髙原タケ子さんのリクエストその4／三浦洸一 『踊子』

10. 横山けい子さんのリクエスト／コール・ファーマー 『青い山脈』

4.ラジオネームたまにゃんのリクエスト／ガロ 『学生街の喫茶店』

1. オープニング

11. 復興団地対抗カラオケ大会出演者／門馬文雄さんインタビュー

12. エンディング

3. ラジオネームはるおちゃんのリクエスト／井沢八郎 『男傘』

2. 官林建児さんのリクエスト／杉良太郎 『すきま風』

5.ラジオネーム三太のリクエスト／美空ひばり 『みだれ髪』

6. 紺野金子さんのリクエストその2／五木ひろし 『長良川艶歌』

7.ラジオネームたまにゃんのリクエストその2／因幡 晃 『わかって下さい』

8. 五十嵐節子さんのリクエスト／福島民謡 『相馬流れ山』

9. 紺野金子さんのリクエストその3／福島民謡 『新相馬節』

10. 北崎ツネ子さんのリクエスト／岡本敦郎 『白い花の咲く頃』

4. 渡部茂子さんのリクエスト／渡辺はま子 『支那の夜』

1. オープニング

11. いわきの洋子ちゃんのリクエスト／新沼謙治 『ふるさとは今もかわらず』

12. エンディング

3. 宮嶋好子さんのリクエスト／春日八郎 『別れの一本杉』

disc 1 disc 2

リリース日 2018年3月29日

3

集会場の入り口に設けた『ラジオ下神白』
のポスト。第３集は、寄せられたハガキとリ
クエストを一挙に紹介する、初の総集編と
なりました。直筆で書かれたリクエスト曲を
聴くと、まるでその人の思い出に触れるよ
うな感覚に。ラジオネームを拝見するのも
密かな楽しみです。

2017年 リクエスト総集編



海の上で捕まえた あの風景
藁谷鐵雄さん　　 収録日 2018 年 4月25日　　会場 永崎団地集会場
渡部 清さん　　　収録日 2018 年 6月21日　　会場 下神白団地個人宅
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漁
師
を
辞
め
る
転
機
、
震
災
の
あ
の
日
の
エ
ピ

　
　

ソ
ー
ド
も
含
め
、
当
時
の
馴
染
み
深
い
音
楽
と
と

　
　

も
に
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

ど
う
ぞ
、
こ
の
下
神
白
か
ら
、
音
楽
と
と
も
に

　
　

海
の
記
憶
へ
と
漕
ぎ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は

　
　

永
崎
団
地
の
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
か
ら
お
届
け
し
た
い

　
　

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
海
と
初
恋
　

藁
谷　
（
写
真
を
見
な
が
ら
）
こ
れ
は
漁
場
に
向
か
う

　
　

途
中
。
こ
れ
は
マ
グ
ロ
獲
る
漁
具
で
す
。
漁
具
を

　
　

整
備
し
て
る
と
こ
ろ
で
す
。

り
ん
ご　

は
え
縄
？

藁
谷　

う
ん
、
は
え
縄
で
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
め
っ
ち
ゃ
い
い
で
す
。
後
ろ
に
広
が
る

　
　

こ
の…

…

。

藁
谷　

雲
ね
。

ア
サ
ダ　

雲
。
海
と
雲
と
す
ご
い
。

藁
谷　

こ
れ
は
お
そ
ら
く
ね
、
赤
道
あ
た
り
じ
ゃ
ね
え

　
　

か
な
っ
て
思
う
ん
で
す
け
ど
、
私
ら
は
北
か
ら
南

　
　

に
下
が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
と
き
に
、
赤
道

　
　

を
通
過
す
る
と
、
「
赤
道
祭
」
っ
つ
う
の
を
や
る

　
　

ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

何
人
ぐ
ら
い
乗
り
組
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
？

藁
谷　

乗
組
員
は
23
名
だ
っ
た
と
思
う
か
な
、
こ
の
当

　
　

時
。
そ
れ
で
、
学
生
が
20
名
く
ら
い
乗
っ
た
と
思

　
　

う
。
だ
か
ら
、
こ
の
頃
の
福
島
丸
は
エ
ア
コ
ン
は

　
　

な
か
っ
た
け
ど
、
い
ま
は
全
部
エ
ア
コ
ン
で
。
そ

　
　

れ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
と
き
に
は
海
星
高
校
（
福
島

　
　

県
立
い
わ
き
海
星
高
等
学
校
）
は
男
子
校
だ
っ
た

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

　
　

は
。
『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の

　
　

音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。
よ
う
こ
そ
、
司
会
の

　
　

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ
の
C
D
で
は
、
下
神
白

　
　

団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ま
ち
の
思
い
出
と
と

　
　

も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深
い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に

　
　

お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

み
な
さ
ん
、
と
に
か
く
暑
い
日
々
が
続
い
て
ま

　
　

す
ね
。
小
名
浜
エ
リ
ア
は
、
全
国
的
に
も
か
な
り

　
　

涼
し
い
で
す
し
、
以
前
よ
り
は
涼
し
く
な
っ
て
き

　
　

た
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
、
油
断
は
禁
物
で

　
　

す
。
水
分
補
給
や
ク
ー
ラ
ー
の
利
用
な
ど
、
熱
中

　
　

症
対
策
に
は
し
っ
か
り
取
り
組
ま
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

前
回
は
で
す
ね
、
そ
ん
な
暑
さ
と
は
対
照
的
に
、

　
　

３
月
の
寒
い
と
き
に
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
総
集
編
を
つ
く
り
ま
し
て
、
み
な
さ
ん
か
ら

　
　

た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
リ
ク
エ
ス
ト
を
ぎ
ゅ
っ
と

　
　

２
枚
組
の
C
D
に
し
て
ご
自
宅
に
配
り
に
行
き
ま

　
　

し
た
。
そ
の
節
は
、
た
く
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
、

　
　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

あ
れ
か
ら
５
か
月
経
ち
ま
し
て
、
今
回
で
第
４

　
　

集
と
な
る
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
。
特
集
は
海
の
男

　
　

た
ち
に
注
目
し
ま
し
た
。
下
神
白
団
地
４
号
棟
・

　
　

浪
江
町
ご
出
身
の
渡
部 

清
さ
ん
。
そ
し
て
今
回
初

　
　

と
な
る
、
お
隣
の
永
崎
団
地
か
ら
、
地
元
小
名
浜

　
　

の
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
に
登
場
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

お
ふ
た
り
の
共
通
点
は
元
漁
師
で
あ
る
こ
と
で

　
　

す
ね
。
マ
グ
ロ
を
追
い
か
け
て
、
大
き
な
海
へ
と

　
　

漕
ぎ
出
し
て
き
た
壮
大
な
生
活
と
と
も
に
、
ほ
ん

　
　

の
り
甘
酸
っ
ぱ
い
恋
愛
話
、
そ
し
て
沖
か
ら
戻
り

船の上で捕まえたあの風景

　
　

ん
で
す
け
ど
、
い
ま
は
女
子
も
入
っ
て
ま
す
の
で
、

　
　

風
呂
な
ん
か
も
女
子
用
の
が
あ
っ
て
。
私
ら
の
と

　
　

き
に
は
、
風
呂
は
潮
水
で
す
。

ア
サ
ダ　

な
ん
か
べ
た
っ
と
し
そ
う
な
印
象
は
あ
り
ま
す

　
　

け
ど
、
や
っ
ぱ
そ
う
で
し
ょ
？

藁
谷　

う
ん
、
着
て
る
も
の
も
、
要
す
る
に
真
水
使
え

　
　

な
い
か
ら
、
飲
む
だ
け
だ
か
ら
。
だ
か
ら
ね
、
風

　
　

呂
に
入
っ
た
あ
と
は
べ
た
べ
た
し
て
ま
す
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

着
る
も
の
も
し
っ
と
り
し
て
ま
す
。
だ
か
ら
、

　
　

ス
コ
ー
ル
が
来
る
と
、
外
に
出
て
裸
に
な
っ
て
。

ア
サ
ダ　

ス
コ
ー
ル
が
シ
ャ
ワ
ー
な
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

う
ん
、
シ
ャ
ワ
ー
代
わ
り
に
す
る
ん
で
す
。
だ

　
　

か
ら
、
若
い
頃
「
船
の
生
活
っ
て
ど
う
い
う
生
活

　
　

な
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞
か
れ
た
こ
と
あ
る
ん
で

　
　

す
、
女
性
の
方
に
。
て
い
の
い
い
刑
務
所
と
同
じ

　
　

だ
よ
。
陸
上
の
刑
務
所
っ
つ
う
の
は
自
由
が
な
い

　
　

で
し
ょ
。
海
の
場
合
は
、
自
由
が
あ
る
か
ら
。
当

　
　

直
以
外
は
遊
ん
で
る
っ
て
い
う
か
、
休
ん
で
ら

　
　

れ
っ
か
ら
。
で
、
あ
と
は
刑
務
所
の
塀
の
代
わ
り

　
　

に
、
海
が
塀
に
な
っ
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

海
が
あ
る
と
。

藁
谷　

ま
た
そ
れ
が
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
夕
涼
み
す
る

　
　

と
き
に
。

伊
藤
　
き
れ
い
だ
よ
ね
。

藁
谷　
（
写
真
を
見
な
が
ら
）
一
番
前
が
、
こ
れ
い
ま

　
　

潮
を
か
ぶ
っ
て
る
と
こ
ろ
か
な
、
う
ね
り
が
あ
っ

　
　

て
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
ピ
ッ
ト
に
座
っ
て
、
そ
れ

　
　

こ
そ
水
割
り
持
っ
て
、
風
呂
上
が
り
。
そ
れ
で
、

　
　

そ
の
と
き
に
聴
い
た
曲
が『
君
と
い
つ
ま
で
も
』っ

　
　

て
い
う
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
そ
こ
な
ん
で
す
ね
。
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4
　
第
４
集
に
登
場
す
る
の
は
、
こ
ち
ら
の
６

名
で
す
。
海
を
め
ぐ
る
旅
、
ど
う
ぞ
ゆ
っ
く

り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

海
の
上
で
捕
ま
え
た
あ
の
風
景

ラ
ジ
オ
下
神
白 

第
４
集

収録内容

語
り
手

聞
き
手

　
　

ち
の
部
屋
で
。

ア
サ
ダ　

聴
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

ス
テ
レ
オ
で
、
『
君
と
い
つ
ま
で
も
』
を
暗
い

　
　

部
屋
で
聴
い
て
ま
し
た
よ
。

ア
サ
ダ　

で
は
、
早
速
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
４
集
、
最
初
の
ナ
ン
バ
ー

　
　

で
す
。
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
初
恋
の
思
い
出
の
曲
。

　
　

加
山
雄
三
『
君
と
い
つ
ま
で
も
』
。
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
世
界
と
の
出
会
い

ア
サ
ダ　

加
山
雄
三
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
聴
く
ん
で
す

　
　

か
？　

カ
セ
ッ
ト
と
か
持
ち
込
む
感
じ
で
す
か
、

　
　

当
時
。
レ
コ
ー
ド
？

藁
谷　

あ
の
ね
、
レ
コ
ー
ド
で
、
何
つ
う
の
か
、
ド
ー

　
　

ナ
ツ
盤
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
ド
ー
ナ
ツ
盤
。
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
船

　
　

に
あ
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
ち
ゃ
ん
と
デ
ッ
キ
に
つ
い
て
て
。

ア
サ
ダ　

デ
ッ
キ
に
つ
い
て
る
？

藁
谷　

違
う
、
ブ
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
る
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
ブ
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
て
。

藁
谷　

レ
コ
ー
ド
担
当
は
学
生
。
だ
か
ら
、
操
業
中
で

　
　

も
、
い
つ
も
レ
コ
ー
ド
。

伊
藤　

音
楽
は
流
れ
て
ん
の
？

藁
谷　

B
G
M
み
た
く
し
て
た
。

ア
サ
ダ　

D
J
を
学
生
が
担
当
し
て
？

藁
谷　

う
ん
、
そ
う
で
す
。
上
に
行
く
か
ら
。
学
生
は

　
　

上
の
片
づ
け
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
そ
こ
の
ブ
リ
ッ
ジ
の
部
分
に
プ
レ
ー

　
　

ヤ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
か
け
て
。

藁
谷　

そ
の
な
か
で
ね
、
操
舵
室
の
な
か
に
ラ
ジ
オ
と

　
　

か
、
ド
ー
ナ
ツ
盤
の
そ
の
、
何
つ
う
ん
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

再
生
し
た
ら
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
よ
う

　
　

に
な
っ
て
？

藁
谷　

表
に
付
い
て
ま
す
。

ア
サ
ダ　

表
に
。

藁
谷　

上
に
ス
ピ
ー
カ
ー
が
つ
い
て
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

目
の
前
に
広
が
る
海
見
な
が
ら
、
そ
の
B
G
M

　
　

が
流
れ
て
く
る
っ
て
い
う
。

藁
谷　

な
が
ら
仕
事
し
て
る
わ
け
で
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
。
音
楽
は
常
に
流
れ
て
る
ん
で
す
か
？

藁
谷　

そ
う
で
す
ね
、
操
業
中
は
ね
。
「
う
る
せ
え
か

　
　

ら
や
め
ろ
」
な
ん
て
い
う
人
も
い
る
け
ど
（
笑
）
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
そ
う
で
す
よ
ね
。
な

　
　

ん
か
も
う
、
音
楽
い
ら
な
い
か
ら
っ
て
い
う
人
も

　
　

い
る
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
。

藁
谷　

そ
う
。
た
だ
、
私
ら
は
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
、

　
　

何
つ
う
ん
か
な
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
や
つ
が

　
　

好
き
で
ね
、
あ
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
と
か
ね
。
や
っ
ぱ

　
　

り
南
さ
行
く
か
ら
。
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
と
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
ハ
ワ
イ
ア
ン
、
そ
う
で
す
ね
、
南
に

　
　

あ
た
た
か
い
と
こ
ろ
に
こ
う
、
向
か
っ
て
い
っ
て
。

藁
谷　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
北
島
の
オ
ー
ク
ラ
ン　

　
　

ド
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
一
番
北
端
で
す
ね
。

　
　

昔
は
こ
こ
が
首
都
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、

　
　

今
度
は
、
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
。
い
ま
は
南
島
の
ウ
エ

　
　

リ
ン
ト
ン
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
首
都
に
な
っ

　
　

て
ま
す
け
ど
、
こ
っ
ち
夏
で
す
か
ら
、
あ
っ
ち
冬

　
　

な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
冬
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
持
っ

　
　

て
く
ん
で
す
よ
、
み
ん
な
。
ハ
ワ
イ
さ
行
く
と
き

　
　

に
は
、
ホ
ノ
ル
ル
に
入
り
ま
す
か
ら
。
そ
の
と
き

　
　

に
は
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
に
、
一
応
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
っ
て
い
く
ん
で

　
　

す
ね
。
船
の
上
で
病
気
に
な
っ
た
り
と
か
い
う
こ

　
　

と
も
？

藁
谷　

あ
り
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

お
医
者
さ
ん
乗
っ
て
は
り
ま
す
？

藁
谷　

あ
の
ね
、
い
ま
、
医
者
は
い
ら
な
い
で
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
。

藁
谷　

私
の
と
き
は
ね
、
足
怪
我
し
て
ね
、
ト
ラ
ッ
ク

　
　

島
っ
て
、
昔
日
本
の
海
軍
い
た
と
こ
ろ
、
あ
そ
こ
、

　
　

ア
メ
リ
カ
の
軍
事
基
地
な
ん
で
す
ね
。
だ
け
ど
、

　
　

ア
メ
リ
カ
っ
つ
う
の
は
、
軍
事
基
地
に
は
な
か
な

　
　

か
入
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と

　
　

は
入
れ
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
入
っ
た
ら
、
そ
う

　
　

い
う
ふ
う
に
カ
メ
ラ
は
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　

み
ん
な
「
し
ま
っ
て
く
れ
、
し
ま
っ
て
く
れ
」
。

ア
サ
ダ　

も
う
全
部
没
収
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

そ
し
て
、
あ
と
、
岸
壁
さ
は
着
け
な
い
ん
で
す

　
　

け
ど
、
あ
あ
い
う
、
小
さ
な
船
で
。

伊
藤　

は
し
け
で
？

藁
谷　

う
ん
、
は
し
け
で
。

伊
藤　

迎
え
に
来
て
？

藁
谷　

迎
え
に
来
て
。
そ
ん
で
、
病
院
。
怪
我
し
て
、

　
　

ど
こ
だ
っ
た
っ
け
な
、
ヌ
メ
ア
か
。
ヌ
メ
ア
っ
て

　
　

フ
ラ
ン
ス
領
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
で
も
や
っ
ぱ

　
　

り
操
業
中
に
、
こ
の
マ
グ
ロ
釣
る
針
、
こ
っ
か
ら

　
　

こ
う
入
れ
ち
ゃ
っ
て
、
出
血
多
量
で
ね
。
そ
れ
で
、

　
　

ヌ
メ
ア
に
入
っ
て
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
、
で
も
そ
う
で
す
ね
。

藁
谷　

そ
う
い
う
こ
と
あ
り
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

船
の
上
で
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
も
う
。

藁
谷　

そ
の
頃
好
き
な
人
い
た
ん
で
す
わ
。
そ
の
と
き

　
　

に
ね
、
ま
あ
こ
れ
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
。
あ
と
で
後

　
　

悔
し
た
ん
で
す
け
ど
、
１
航
海
休
ん
で
ね
、
口
説

　
　

け
ば
い
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
ス
ト
ー
カ
ー
じ
ゃ

　
　

な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
彼
女
は
自

　
　

分
の
気
持
ち
、
変
わ
ん
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
れ
が
１
航
海
、
90
日
考
え
る
余
地
を
与
え
ち
ゃ

　
　

っ
た
ん
で
す
よ
、
彼
女
に
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

藁
谷　

そ
ん
で
う
ち
に
帰
っ
て
き
て
電
話
し
た
ら
ば
、

　
　

い
ま
で
も
覚
え
て
ま
す
、
そ
の
言
葉
。
「
も
う
会

　
　

わ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
」
っ
て
言
わ
れ
ま

　
　

し
た
。
平
の
喫
茶
店
で
ね
、
ま
わ
り
に
人
い
た
ん

　
　

だ
け
ど
気
に
も
し
な
い
で
、
ま
あ
こ
こ
ろ
に
あ
っ

　
　

た
ん
だ
ろ
う
な
、
そ
う
い
う
こ
と
を
一
生
懸
命
に

　
　

な
っ
て
話
し
ま
し
た
け
ど
ね
。

　
　
　

そ
れ
で
、
う
ち
は
そ
の
あ
と
だ
っ
た
か
な
、
家

　
　

内
と
の
あ
れ
は
。
家
内
と
そ
う
い
う
状
態
で
、
ま

　
　

さ
か
そ
っ
ち
の
女
の
子
と
あ
れ
し
て
る
な
ん
て
い

　
　

う
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
ね
、
そ
っ
ち
の
女
の
子

　
　

が
先
だ
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
も
う
50
年
。
金
婚
式
も
迎
え
ら
れ
て
、

　
　

素
晴
ら
し
い
で
す
。

藁
谷　

そ
う
い
う
こ
と
あ
っ
た
ん
で
す
か
な
ん
て
、
ま

　
　

あ
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
は
ね
、
そ
の
頃
。
男
だ
も
の
。

一
同　
（
笑
）
。

ア
サ
ダ　

ま
あ
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
あ

　
　

る
と
思
い
ま
す
け
ど
。

藁
谷　

家
内
だ
っ
て
、
女
に
も
も
て
な
か
っ
た
ん
だ
っ

　
　

ぺ
か
な
っ
て
あ
れ
し
た
ら
ば
、
魅
力
な
い
ん
じ
ゃ

　
　

な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ん
に
し
て
み
た
ら
、
う
ん
。

藁
谷　

で
、
う
ち
の
家
内
と
は
見
合
い
で
す
。

ア
サ
ダ　

お
見
合
い
で
。

藁
谷　

う
ん
。
家
内
の
働
い
て
た
工
場
に
、
う
ち
の
親

　
　

戚
の
お
ば
さ
ん
が
い
た
の
。
で
、
そ
の
人
が
別
の

　
　

人
に
、
お
嫁
さ
ん
紹
介
し
た
の
ね
。
そ
し
た
ら
、

　
　

う
ち
の
お
ふ
く
ろ
が
、
う
ち
の
息
子
に
も
お
嫁
さ

　
　

ん
紹
介
し
て
く
れ
ね
か
っ
て
い
う
こ
と
で
、
い
ま

　
　

の
家
内
の
と
こ
さ
、
話
い
っ
た
ん
で
す
。
で
ね
、

　
　

初
め
て
会
っ
た
の
は
、
年
は
忘
れ
た
け
ど
、
１
月

　
　

19
日
に
会
っ
た
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

日
付
ま
で
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
、

　
　

は
っ
き
り
と
。

藁
谷　

と
に
か
く
小
名
浜
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
や
っ
て

　
　

い
う
こ
と
で
話
進
め
て
た
み
た
い
だ
か
ら
。
そ
し

　
　

て
見
合
い
を
し
て
、
そ
ん
で
23
日
三
崎
に
戻
っ
た

　
　

と
き
に
、
泉
駅
ま
で
送
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
結
婚

　
　

す
る
前
の
、
た
だ
１
回
の
デ
ー
ト
な
ん
で
す
よ
。

　
　
　

そ
ん
で
、
私
、
沖
さ
行
っ
ち
ゃ
っ
た
で
し
ょ
。

　
　

で
、う
ち
の
お
や
じ
が
、結
局
惚
れ
た
っ
て
い
う
か
。

ア
サ
ダ　

あ
、
お
父
さ
ま
が
気
に
入
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

気
に
入
ら
れ
た
。
う
ち
の
家
内
も
ね
、
お
父
さ

　
　

ん
っ
て
い
う
の
は
戦
争
で
戦
死
し
た
人
で
、
母
子

　
　

家
庭
で
育
っ
た
子
だ
か
ら
、
お
ふ
く
ろ
さ
ん
と
ふ

　
　

た
り
で
来
た
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
だ
か
ら
、
結
婚

　
　

す
る
前
に
逃
げ
ら
ん
ね
え
よ
う
に
、
樽
入
れ
し
ち

　
　

ま
お
う
っ
つ
っ
て
、
俺
い
な
い
う
ち
に
樽
入
れ
し

　
　

ち
ゃ
っ
た
の
。
樽
入
れ
っ
て
い
う
の
わ
か
る
？　

　
　

婚
約
で
す
よ
。

　
　
　

そ
の
と
き
ね̶

̶

お
も
し
ろ
い
ん
だ
よ
ね
、
い

　
　

ま
考
え
て
み
る
と
本
当
に
。俺
、何
だ
っ
た
ん
だ
っ

　
　

ぺ
な
と
思
う
ん
だ
け
ど̶

̶

そ
う
い
う
こ
と
で
私

　
　

が
、
落
ち
込
ん
で
た
わ
け
だ
。
そ
し
た
ら
、
私
の

　
　

友
だ
ち
が
ど
う
し
た
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
で
、
こ

　
　

う
言
わ
れ
た
ん
だ
っ
て
。
「
じ
ゃ
あ
、
俺
、
仲
も

　
　

つ
か
ら
」
っ
て
い
う
わ
け
で
、
平
さ
行
っ
て
ね
、

　
　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
し
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き

　
　

に
彼
女
呼
ん
で
く
れ
た
ん
で
す
よ
、
連
絡
取
れ
て
。

　
　
　

そ
ん
で
、
食
事
３
人
で
し
て
終
わ
っ
て
、
そ
ん

　
　

で
彼
女
の
う
ち
ま
で
タ
ク
シ
ー
で
送
っ
て
っ
た
ん

　
　

で
す
わ
、
私
。そ
れ
が
最
後
。「
幸
せ
に
な
れ
な
」っ

　
　

て
言
っ
て
。
馬
鹿
み
て
え
だ
っ
ぺ
ね
。

伊
藤　

幕
引
き
だ
。

ア
サ
ダ　

な
ん
て
、
じ
ー
ん
と
く
る
、
こ
れ
は
。

伊
藤　

ダ
ン
デ
ィ
ー
だ
ね
。

藁
谷　

だ
か
ら
、
そ
れ
が
ま
た
お
も
し
ろ
い
の
。
そ
の

　
　

あ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

伊
藤　

え
、
何
、
何
？

ア
サ
ダ　

聞
き
た
い
で
す
ね
、
そ
こ
は
。

藁
谷　

そ
の
人
は
、
最
終
的
に
は
役
所
に
勤
め
て
た
人

　
　

と
一
緒
に
な
っ
た
の
ね
。
そ
れ
で
、
で
き
た
女
の

　
　

子
が
ね
、
成
人
っ
つ
う
か
お
っ
き
く
な
っ
て
、
彼

　
　

女
に
そ
っ
く
り
な
娘
で
。
そ
れ
が
、
う
ち
の
家
内

　
　

が
勤
め
て
た
と
こ
ろ
で
、
事
務
や
っ
て
た
の

　
　
（
笑
）
。
家
内
と
結
婚
し
て
、
あ
る
日
突
然
、
そ

　
　

れ
こ
そ
、
そ
の
人
と
瓜
ふ
た
つ
の
人
が
目
の
前
に

　
　

現
れ
た
。

　
　
　

写
真
も
あ
っ
た
よ
。
あ
の
三
崎
の
公
園
で
な
ん

　
　

か
写
真
一
緒
に
撮
っ
た
よ
う
な
の
が
。
い
ま
の
三

　
　

崎
の
公
園
じ
ゃ
な
く
ね
、
前
の
。
そ
れ
を
み
ん
な
、

　
　

水
に
流
し
た
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も
、
津
波
で
み
ん

　
　

な
な
く
な
っ
た
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
。

藁
谷　

も
う
会
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
っ
て
、

　
　

俺
は
帰
っ
て
き
て
言
わ
れ
た
と
き
も
、
自
分
の
う

　
　

ん
だ
け
ど
、
結
局
、
何
つ
う
の
か
な
、
お
金
の
回

　
　

転
悪
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
。そ
ん
で
、市
場
さ
行
っ

　
　

て
も
魚
買
え
ね
え
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
わ
け
。

　
　
　

そ
れ
を
息
子
ふ
た
り
が
見
て
た
わ
け
だ
ね
。
そ

　
　

ん
で
自
分
ら
は
今
度
何
を
す
る
か
っ
つ
う
こ
と
で
、

　
　

最
初
は
エ
ビ
フ
ラ
イ
、
冷
凍
食
品
と
い
え
ば
エ
ビ

　
　

フ
ラ
イ
っ
つ
う
の
、
あ
る
で
し
ょ
。
あ
れ
の
走
り

　
　

の
頃
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
か
タ
イ
と
か
。
日

　
　

本
の
エ
ビ
使
っ
て
た
ら
あ
ん
な
の
で
き
な
い
か
ら
、

　
　

高
く
て
。
外
国
の
エ
ビ
で
も
ね
、
お
い
し
い
の
ね
。

　
　

私
も
一
回
手
伝
っ
た
こ
と
あ
ん
だ
け
ど
、
メ
キ
シ

　
　

コ
の
エ
ビ
が
一
番
う
ま
い
ん
で
す
。

　
　
　

そ
ん
で
結
局
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
き
ょ

　
　

う
だ
い
で
そ
う
い
う
冷
凍
食
品
扱
う
工
場
を
つ

　
　

く
っ
て
、
エ
ビ
の
フ
ラ
イ
の
仕
事
を
初
め
や
っ
た

　
　

ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き
に
私
の
家
内
の
妹
の
亭
主

　
　

が
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
面
で
は
、
人
よ
り
も
仕

　
　

事
が
で
き
る
人
間
で
、
す
ご
く
２
番
目
の
人

　
　
（
弟
）
が
気
に
入
っ
て
て
ね
。
そ
ん
で
あ
る
と
き

　
　

に
、「
藁
谷
く
ん
、
あ
ん
た
い
つ
ま
で
も
船
に
乗
っ

　
　

て
る
わ
け
で
ね
え
だ
ろ
」
と
。
そ
う
い
う
相
談
か

　
　

け
ら
れ
た
わ
け
だ
。

　
　
　

そ
ん
で
弟
の
ほ
う
は
、
妹
の
亭
主
の
ほ
う
に

　
　

̶
̶

家
内
の
ね̶

̶

「
い
や
、
俺
の
右
腕
に
し
て

　
　

ん
だ
」
と
。
だ
け
ど
も
、
右
腕
に
し
た
い
の
に
は
、

　
　

彼
が
い
ま
や
っ
て
い
る
エ
ビ
の
皮
む
き
、
結
局
、

　
　

彼
の
こ
と
使
え
た
け
れ
ど
も
、
後
継
者
が
い
な
け

　
　

れ
ば
あ
れ
す
る
わ
け
。
そ
ん
で
そ
う
言
わ
れ
て
、

　
　

そ
ん
と
き
ち
ょ
う
ど
冷
凍
の
ほ
う
や
っ
て
て
、
腰

　
　

も
痛
め
て
た
か
ら
、
じ
ゃ
あ
と
思
っ
て
。
そ
れ
が

　
　

き
っ
か
け
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。
そ
の
藁
谷
さ
ん
が
ち
ょ

　
　

う
ど
漁
師
か
ら
そ
の
加
工
の
仕
事
を
さ
れ
る
時

　
　

期
っ
て
、
さ
っ
き
エ
ビ
フ
ラ
イ
の
話
を
仰
っ
て
ま

　
　

し
た
け
ど
、
こ
れ
も
加
工
食
品
に
で
き
ん
じ
ゃ
な

　
　

い
か
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

　
　

た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

う
ん
、
あ
っ
た
ね
。
あ
の
時
期
は
ね
、
ハ
ワ
イ

　
　

ア
ン
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
前
。
常
磐
炭
鉱
が
閉
鎖

　
　

し
た
と
き
、
あ
の
頃
か
ら
だ
か
ら
。
そ
ん
で
、
閉

　
　

鎖
し
て
、
地
元
の
あ
の
炭
鉱
長
屋
に
い
た
人
ら
が
、

　
　

パ
ン
粉
つ
け
て
こ
う
や
っ
て
握
る
。

ア
サ
ダ　

結
局
仕
事
ね
。
そ
っ
ち
か
ら
変
わ
る
ん
で
す
よ

　
　

ね
、
炭
鉱
の
仕
事
か
ら
。

藁
谷　

そ
う
い
う
の
を
こ
っ
ち
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

　
　

行
っ
て
、
乗
せ
て
き
て
、
そ
ん
で
つ
く
っ
た
わ
け
。

　
　

そ
う
い
う
の
を
つ
く
ら
せ
ん
だ
、
女
工
さ
や
ら
せ

　
　

た
。
で
、
終
わ
っ
て
夕
方
に
な
る
と
、
ま
た
マ
イ

　
　

ク
ロ
バ
ス
さ
乗
せ
て
、
常
磐
ま
で
送
っ
て
く
っ
て

　
　

い
う
、
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
み
ん
な
そ
こ
で
働
き
出
し
た
ん
だ
、

　
　

女
工
さ
ん
た
ち
は
。

藁
谷　

う
ん
。
そ
ん
で
、
あ
の
炭
鉱
の
廃
油
っ
つ
う
の

　
　

か
な
、
そ
れ
が
炭
鉱
閉
鎖
し
て
も
出
て
た
か
ら
、

　
　

結
局
お
湯
を
使
っ
て
や
っ
た
の
が
、
い
ま
の
ハ
ワ

　
　

イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
な
ん
で
す
。
最
初
は
馬
鹿
扱
い

　
　

で
す
、
あ
ん
な
こ
と
や
っ
て
っ
て
。
そ
れ
が
成
功

　
　

し
た
ら
、
「
さ
ま
さ
ま
」
だ
わ
な
。

ア
サ
ダ　

が
ら
っ
と
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
神
さ
ま
扱
い
だ
も
ん
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
そ
れ
ね
、
わ
か
ん
な
い
で
す
も
ん
ね
、

　
　

最
初
は
無
理…

…

。

藁
谷　

う
ん
、
だ
か
ら
、
映
画
の
『
フ
ラ
ガ
ー
ル
』
観

　
　

る
と
わ
か
る
け
れ
ど
も
さ
、
最
初
は
本
当
に
炭
鉱

　
　

の
娘
だ
か
ら
踊
っ
て
て
、
い
ま
み
て
え
な
、
か
わ

　
　

い
こ
ち
ゃ
ん
で
ね
か
っ
た
か
ら
さ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
こ
そ
下
神
白
団
地
の
佐
山
さ
ん
と
か
、
い

　
　

ろ
ん
な
方
か
ら
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
話

　
　

が
出
て
い
て
、
お
子
さ
ん
を
一
緒
に
連
れ
て
っ
て
、

　
　

つ
い
で
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
観
た
と
か
、
結
構
そ
ん

　
　

な
話
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
よ
く
い
ろ
ん
な
歌
手

　
　

と
か
も
来
ら
れ
て
た
ん
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

あ
あ
、
来
て
ま
し
た
ね
、
日
曜
日
の
た
ん
び
に

　
　

来
て
ま
し
た
ね
。

ア
サ
ダ　

毎
週
来
て
た
の
か
、
す
ご
い
な
。

藁
谷　

ま
た
こ
れ
も
古
い
話
に
な
っ
け
ど
、
一
番
先
に

　
　

来
た
歌
手
っ
つ
う
の
は
、
日
野
て
る
子
な
ん
で
す

　
　

よ
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
で
歌
っ
た
人
で
。

ア
サ
ダ　

一
番
最
初
に
来
ら
れ
た
の
が
？

藁
谷　

そ
う
で
す
、
１
月
15
日
。
そ
れ
覚
え
て
る
の
は
、

　
　

私
の
誕
生
日
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

藁
谷
さ
ん
、
は
っ
き
り
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま

　
　

す
ね
。
そ
れ
、
観
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

藁
谷　

観
ま
し
た
。
私
も
ハ
ワ
イ
ア
ン
好
き
だ
っ
た
か

　
　

ら
。
だ
か
ら
ど
っ
ち
か
と
言
う
と
、
ス
チ
ー
ル
ギ

　
　

タ
ー
の
音
楽
が
好
き
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

３
曲
目
の
ナ
ン
バ
ー
で
す
。
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン

　
　

セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

　
　

り
、
藁
谷
さ
ん
も
目
の
当
た
り
に
し
た
、
日
野
て

　
　

る
子
さ
ん
の
楽
曲
で
す
。
『
南
国
の
夜
』
、
聴
い

　
　

て
く
だ
さ
い
。

藁
谷　

あ
と
、
だ
い
た
い
盲
腸
が
多
い
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
盲
腸
か
。

藁
谷　

う
ん
。
私
も
一
回
、
ま
あ
自
分
が
不
注
意
だ
っ

　
　

た
ん
で
す
け
ど
、
頭
か
ら
落
っ
こ
っ
て
、
デ
ッ
キ

　
　

に
ね
。
そ
れ
で
、
肩
打
っ
て
、
こ
っ
ち
の
肩
だ
っ

　
　

た
か
な
。
そ
ん
で
胸
な
ん
か
本
当
に
女
の
人
の
胸

　
　

よ
り
お
っ
き
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
ん
で
、
学
校

　
　

と
小
名
浜
の
無
線
局
と
連
絡
取
っ
て
、
そ
れ
で
あ

　
　

と
学
校
の
ほ
う
で
医
者
と
連
絡
取
っ
て
て
、
ど
う

　
　

し
ろ
、
こ
う
し
ろ
っ
て
い
う
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
の
処
置
の
仕
方
を
、
そ
の
と
き
連
絡

　
　

し
合
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
そ
う
そ
う
。
衛
生
管
理
者
っ
て
い
う
の

　
　

が
ひ
と
り
乗
っ
て
て
、
医
者
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

藁
谷　

船
の
場
合
は
、
1
0
0
人
以
上
の
乗
組
員
で
な

　
　

い
と
、
医
者
い
ら
な
い
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

藁
谷　

で
、
飛
び
降
り
て
、
こ
こ
へ
こ
う
、
湿
布
し
て

　
　

ね
、
そ
ん
で
、
あ
ん
ま
り
最
悪
の
場
合
は
、
ラ
バ

　
　

ウ
ル
に
入
る
よ
う
に
っ
て
い
う
指
示
が
、
だ
か
ら
、

　
　

そ
の
ま
わ
り
で
操
業
し
て
た
わ
け
で
す
よ
。
だ
け

　
　

ど
、
そ
の
、
す
ん
な
り
こ
う
、
落
ち
着
い
た
か
ら
。

伊
藤　

そ
の
無
線
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
モ
ー
ル
ス
信
号
な

　
　

ん
で
す
か
？

藁
谷　

モ
ー
ル
ス
で
す
よ
。
い
ま
は
わ
か
ん
な
い
で
す

　
　

よ
、
い
ま
は
衛
星
使
っ
て
ま
す
か
ら
、
電
話
な
ん

　
　

か
も
適
用
に
な
る
か
も
わ
か
ん
な
い
で
す
け
ど
、

　
　

私
ら
の
と
き
に
は
一
番
の
、
自
分
ら
の
楽
し
み
っ

　
　

つ
う
と
、
い
ま
で
言
う
と
、
F
A
X
ね
。

伊
藤　

そ
ん
な
の
あ
っ
た
ん
で
す
ね
、
電
送
み
た
い
な
。

藁
谷　

う
ん
、
あ
り
ま
し
た
。
１
日
１
回
新
聞
が
流
れ

　
　

て
く
る
ん
で
す
よ
。だ
か
ら
、ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
勝
っ

　
　

た
と
か
さ
、
阪
神
負
け
た
と
か
っ
て
い
う
。

　
　
　

そ
ん
と
き
に
見
て
、
い
ま
で
も
残
っ
て
る
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
太
平
洋
側
で
操
業
し

　
　

て
た
と
き
で
す
け
ど
、
チ
リ
地
震
が
あ
っ
て
、
津

　
　

波
が
あ
っ
た
で
し
ょ
、
こ
っ
ち
で
。

　
　
　

そ
の
と
き
の
被
害
な
ん
か
も
全
部
F
A
X
で
、

　
　

１
日
１
回
だ
け
。
そ
ん
で
あ
と
は
ね
、
短
波
放
送

　
　

が
入
る
の
か
な
。
で
、
あ
と
、
ハ
ワ
イ
の
近
く
に

　
　

行
く
と
、
や
っ
ぱ
り
日
本
語
放
送
入
り
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
入
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

そ
う
そ
う
、
そ
の
く
ら
い
だ
っ
た
か
な
、
楽
し

　
　

み
っ
て
い
う
と
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
短
波
放
送
か
。

藁
谷　

日
本
短
波
放
送
っ
て
い
う
の
か
な
。

ア
サ
ダ　

ラ
ジ
オ
短
波
っ
て
ね
、
あ
り
ま
し
た
ね
。

藁
谷　

そ
ん
で
、
ア
ン
テ
ナ
は
ね
、
表
の
一
番
前
に
あ

　
　

る
マ
ス
ト
の
上
か
ら
さ
、
み
ん
な
で
と
っ
て
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
、
船
の
上
っ
て
い
う
の
は
、
レ

　
　

コ
ー
ド
を
聴
く
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
け

　
　

ど
、
国
に
近
づ
く
と
ね
、
そ
こ
の
現
地
の
ラ
ジ
オ

　
　

が
入
っ
て
き
て
。

藁
谷　

現
地
の
ラ
ジ
オ
が
入
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
あ
と

　
　

は
12
月
30
日
で
、
も
う
う
ち
な
ん
か
も
お
正
月
と

　
　

か
お
盆
な
ん
か
ね
え
か
ら
。
そ
う
す
る
と
ね
、
N

　
　

H
K
の
紅
白
歌
合
戦
が
、
海
外
向
け
の
、
ブ
ラ
ジ

　
　

ル
あ
た
り
さ
流
す
や
つ
が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
わ
。

　
　

そ
れ
に
み
ん
な
か
じ
り
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
な
ん
か

　
　

な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

大
晦
日
で
す
ね
、
紅
白
っ
て
。
そ
の
当
時
の
こ

　
　

と
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
？　

歌
と
か
、
ど
う

　
　

い
う
歌
手
が
出
て
た
か
と
か
っ
て
。

藁
谷　

歌
手
っ
て
か
、
ま
あ
そ
の
当
時
は
三
波
春
夫
と

　
　

か
さ
、
春
日
八
郎
と
か
ね
、
あ
あ
い
う
人
ら
だ
ね
。

　
　

あ
あ
い
う
人
が
多
か
っ
た
ね
。
ま
あ
多
か
っ
た
と

　
　

い
う
か
、
あ
あ
い
う
連
中
だ
ね
。
美
空
ひ
ば
り
は

　
　

ず
っ
と
あ
れ
し
て
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
ず
っ
と
出
て
は
り
ま
し
た
。

藁
谷　

あ
と
は
、
ま
あ
亡
く
な
っ
た
島
倉
千
代
子
な
ん

　
　

か
ね
。
若
い
頃
ね
、
み
ん
な
ね
。

ア
サ
ダ　

チ
リ
沖
地
震
が
起
き
た
1
9
6
0
年
、
昭
和
35

　
　

年
。
当
時
は
藁
谷
さ
ん
は
18
歳
、
そ
ん
な
時
代
、

　
　

海
の
上
の
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
き
た
紅
白
歌
合
戦

　
　

で
は
ど
ん
な
曲
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

そ
の
な
か
で
も
印
象
深
い
曲
を
藁
谷
さ
ん
に
選
ん

　
　

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
聴
い
て
く
だ
さ

　
　

い
。
森
山
加
代
子
で
『
月
影
の
キ
ュ
ー
バ
』
で
す
、

　
　

ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
転
機
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

ア
サ
ダ　

28
歳
ま
で
で
し
た
っ
け
、
海
に
出
ら
れ
て
た
の

　
　

は
。

藁
谷　

そ
う
で
す
。

ア
サ
ダ　

漁
師
を
辞
め
る
こ
と
を
決
め
た
き
っ
か
け
っ
て

　
　

あ
っ
た
ん
で
す
か
？

藁
谷　

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
と
同
じ
地
域
に
い
た
人

　
　

で
、
い
ま
常
磐
で
永
谷
園
の
仕
事
を
し
て
る
人
が

　
　

い
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
人
と
い
う
の
は
、
昔
だ
か

　
　

ら
お
や
じ
さ
ん
な
ん
か
は
加
工
屋
さ
ん
や
っ
て
て
、

　
　

そ
れ
こ
そ
、
頬
刺
し
と
か
み
り
ん
干
し
や
っ
て
た

ア
サ
ダ　

み
ん
な
お
金
落
と
す
か
ら
ね
。

清
　　

若
い
ぶ
ん
、
お
金
使
い
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
。

ア
サ
ダ　

三
崎
か
ら
船
乗
っ
て
た
っ
て
こ
と
は
、
お
家
は

　
　
　

当
時
三
崎
に
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

い
や
、下
宿
。み
ん
な
日
本
か
ら
集
ま
っ
て
く
っ

　
　

ぺ
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か
ら
。
う
ち
、
あ
る
わ
け
ね

　
　

え
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
下
宿
し
て
、
船
に

　
　

乗
っ
て
る
の
。
ア
パ
ー
ト
借
り
る
っ
て
い
う
人
も

　
　

い
ね
え
よ
。
ア
パ
ー
ト
借
り
る
ま
で
い
か
ね
え
。

　
　

俺
ら
、
何
十
日
も
い
る
わ
け
じ
ゃ
ね
え
ん
だ
か
ら
。

　
　

せ
い
ぜ
い
だ
っ
て
、
１
か
月
か
な
ん
ぼ
だ
。
だ
か

　
　

ら
、
下
宿
の
ほ
う
が
い
い
の
。
知
り
合
い
が
い
っ

　
　

ぺ
。
船
で
話
し
て
も
ら
っ
て
、
下
宿
、
あ
あ
、
い

　
　

い
よ
っ
て
言
わ
れ
れ
ば
そ
こ
行
っ
て
。

ア
サ
ダ　

仮
住
ま
い
な
ん
だ
な
、
ず
っ
と
。

清
　　

う
ん
。
下
宿
だ
か
ら
、
朝
パ
ン
し
か
食
事
が
出

　
　

ね
え
わ
け
。
昼
は
出
な
い
か
ら
。
だ
け
ど
も
、
夜

　
　

に
な
っ
と
食
事
行
っ
た
り
、
こ
れ
行
っ
た
り
、
す

　
　

し
屋
行
っ
た
り
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
行
く
わ
。
行
く
わ
行
く
わ
、
そ
ら
。

り
ん
ご　

仲
間
の
漁
師
と
行
く
の
け
、
そ
う
い
う
の
は
。

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

仲
間
の
漁
師
と
行
く
の
？　

飲
み
に
。
誰
と
一

　
　

緒
に
行
く
の
？　

女
の
子
？

清
　　

い
や
、
向
こ
う
行
っ
た
ら
女
の
子
い
っ
ぺ
よ
。

一
同　
（
笑
）
。

り
ん
ご　

女
の
子
い
る
と
こ
さ
、
行
く
の
ね
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
漁
師
友
だ
ち
と
一
緒
に
、
じ
ゃ
あ
、
今

　
　

日
も
行
く
か
っ
て
感
じ
で
？

清
　　

う
ん
、
そ
う
、
う
ん
。

り
ん
ご　

ス
ナ
ッ
ク
？　

バ
ー
？

清
　　

う
ん
、
ス
ナ
ッ
ク
、
バ
ー…

…

そ
う
だ
な
、
あ

　
　

の
頃
ね
、
ま
だ
ス
ナ
ッ
ク
っ
て
い
う
の
は
な
か
っ

　
　

た
ん
だ
。そ
れ
で
、俺
が
い
る
途
中
で
ス
ナ
ッ
ク
っ

　
　

て
い
う
の
、
で
き
た
の
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
が
行
っ
て
た
ス
ナ
ッ
ク
・
バ
ー
っ
て
、

　
　

音
楽
と
か
か
か
っ
て
た
の
？

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

曲
と
か
か
か
っ
て
た
？

清
　　

若
い
と
き
か
ら
外
国
ば
っ
か
り
行
っ
て
た
か
ら
、

　
　

外
国
の
音
楽
が
好
き
だ
っ
た
の
。
日
本
の
音
楽
聴

　
　

か
ね
え
も
ん
。
だ
か
ら
、
テ
レ
ビ
で
な
ん
か
た
ま

　
　

に
や
っ
ぺ
。聴
い
た
こ
と
ね
え
よ
。性
に
合
わ
ね
え
。

ア
サ
ダ　

そ
う
よ
ね
、
な
ん
か
清
さ
ん
か
ら
歌
謡
曲
の
話

　
　

が
上
が
っ
た
こ
と
な
い
も
ん
な
。

清
　　

う
ん
、
日
本
の
音
楽
は
性
に
合
わ
ね
え
。

ア
サ
ダ　

外
国
の
音
楽
っ
て
な
る
と
、
ど
こ
の
国
の
音
楽

　
　

が
清
さ
ん
、
性
に
合
う
？

清
　　

ブ
ラ
ジ
ル
の
音
楽
す
ご
い
ぞ
。
サ
ン
バ
、
ボ
サ

　
　

ノ
バ
、
踊
り
も
い
い
よ
、
す
ご
い
か
ら
。
キ
ャ
バ

　
　

レ
ー
行
く
べ
。
そ
う
す
っ
と
、
専
門
家
じ
ゃ
ね
え

　
　

ん
だ
。
お
客
さ
ん
が
行
っ
て
、
こ
う
ス
テ
ー
ジ
が

　
　

あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
踊
っ
た
り
、
素
晴
ら
し
い
。

　
　
　

カ
ー
ニ
バ
ル
も
ブ
ラ
ジ
ル
へ
２
年
い
た
か
ら
、

　
　

２
回
見
て
る
。
素
晴
ら
し
い
ぞ
、
カ
ー
ニ
バ
ル
。

　
　

す
ご
い
女
の
人
た
ち
が
、
こ
う
、
短
い
ス
カ
ー
ト

　
　

だ
け
れ
ど
も
何
百
人
っ
て
踊
っ
て
く
る
の
。
何
百

　
　

人
ま
で
い
ね
え
か
。
そ
う
す
っ
と
、
そ
れ
に
あ
と

　
　

く
っ
つ
い
て
踊
っ
て
く
ん
の
。

　
　
　

そ
れ
で
ブ
ラ
ジ
ル
は
ね
、
飲
ん
で
も
食
っ
て
も

　
　

安
い
。
そ
れ
で
、
う
ま
い
も
の
食
え
っ
か
ら
。

江
尻　

ブ
ラ
ジ
ル
は
な
ん
て
い
う
ま
ち
に
い
た
ん
で
す

　
　

か
？

清
　　

レ
シ
フ
ェ
。

ア
サ
ダ　

レ
シ
フ
ェ
？

清
　　

う
ん
。
レ
シ
フ
ェ
っ
て
、
こ
っ
ち
は
ア
ル
ゼ
ン

　
　

チ
ン
、
こ
っ
ち
は
太
平
洋
側
、
こ
れ
、
パ
ナ
マ
運

　
　

河
な
。
こ
れ
を
北
へ
行
く
と
、
中
南
米
っ
て
い
っ

　
　

て
、
ず
っ
と
行
く
と
メ
キ
シ
コ
あ
っ
て
、
そ
の
下

　
　

へ
行
く
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
。
だ
か
ら
、
こ
こ
だ
。

　
　

レ
シ
フ
ェ
っ
て
こ
こ
に
あ
る
ん
だ
。
大
き
な
ま
ち

　
　

な
ん
だ
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
に
い
た
と
き
は
ど
こ
さ
住
ん
で
た

　
　

の
？

清
　　

ど
こ
っ
て
、
船
に
寝
て
ん
だ
っ
ぺ
。

ア
サ
ダ　

ず
っ
と
船
な
ん
だ
。

清
　　

だ
っ
て
、
漁
師
だ
も
の
、
船
だ
わ
よ
。

り
ん
ご　

２
段
ベ
ッ
ド
か
な
ん
か
？

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

で
、
仲
間
と
一
緒
の
部
屋
に
住
ん
で
た
の
？

清
　　

仲
良
く
な
っ
た
女
も
い
る
わ
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
人
っ
て
こ
と
？

ア
サ
ダ　

ブ
ラ
ジ
ル
人
？　

そ
れ
。

清
　　

そ
れ
は
ア
パ
ー
ト
で
寝
て
る
、
寝
た
り
す
る
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
女
の
子
け
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
て
た
ん
だ
ね
。

り
ん
ご　

言
葉
は
ど
う
や
っ
て
？

清
　　

言
葉
は
な
ん
と
か
な
っ
た
、
覚
え
て
る
。
覚
え

　
　

て
く
る
わ
、
だ
ん
だ
ん
と
な
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
し
ゃ
べ
る
っ
て

　
　

こ
と
？　

清
さ
ん
。

清
　　

う
ん
、
何
回
も
行
っ
て
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
行
っ
て
た
か
ら
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
愛
し
て
る
っ
て
な
ん
て
言
う
の
？

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

渡
部 

清
さ
ん
の
海
と
ア
モ
ー
レ
・
ミ
オ

ア
サ
ダ　

さ
て
、
改
め
て
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
、
司
会
の

　
　

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
下
神
白
団
地

　
　

４
号
棟
に
住
む
浪
江
町
ご
出
身
の
渡
部 

清
さ
ん
の

　
　

お
話
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
ず
は
清
さ
ん
が
な
ぜ

　
　

漁
師
に
な
っ
た
の
か
、
１
年
の
う
ち
の
大
半
を
海

　
　

外
で
暮
ら
す
生
活
で
聴
こ
え
て
き
た
音
楽
と
は
。

　
　

こ
の
あ
た
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

　
　

で
は
ど
う
ぞ
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
は
い
く
つ
の
と
き
に
漁
師
に
な
っ
た
ん

　
　

で
す
か
？

清
　　

俺
、
中
学
校
卒
業
の
と
き
で
、
す
ぐ
。

ア
サ
ダ　

中
学
卒
業
し
て
す
ぐ
？

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
中
学
校
卒
業
し
て
、
す
ぐ
は
こ

　
　

こ
で
、
小
名
浜
で
２
年
漁
師
や
っ
て
た
の
。
そ
う

　
　

す
る
と
、
昔
だ
か
ら
木
造
船
で
ち
っ
ち
ゃ
い
船
だ

　
　

べ
。
で
、
サ
ン
マ
で
、
北
海
道
ま
で
行
く
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

北
海
道
ま
で
。

清
　　

そ
れ
で
八
戸
寄
っ
て
、
サ
ン
マ
は
ず
っ
と
移
動

　
　

し
て
っ
か
ら
、
北
海
道
函
館
沖
あ
た
り
か
ら
サ
ン

　
　

マ
獲
り
は
じ
ま
っ
て
、
青
森
へ
来
て
、
岩
手
へ
来

　
　

て
、
宮
城
へ
行
っ
て
、
静
岡
あ
た
り
ま
で
行
く
の
。

　
　

そ
し
た
ら
、
今
度
、
北
上
す
る
の
。
北
海
道
の
ほ

　
　

う
へ
行
っ
ち
ゃ
う
の
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
、
な
ん
で
漁
師
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

な
ん
で
っ
て
、
俺
み
て
え
な
頭
の
よ
く
ね
え
の
、

　
　

や
る
こ
と
ね
え
べ
。

ア
サ
ダ　
（
笑
）
。

清
　　

学
校
も
出
て
ね
え
も
ん
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
の
中
学
校
の
お
友
だ
ち
で
、
結
構
、
漁

　
　

師
に
な
っ
た
人
は
多
か
っ
た
ん
で
す
か
。
俺
も
漁

　
　

師
に
な
る
っ
て
い
う
感
じ
だ
っ
た
？

清
　　

い
や
、
多
く
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

あ
、
本
当
。

清
　　

何
人
も
い
な
い
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。

清
　　

う
ん
。
俺
ら
の
と
こ
ろ
に
は
、
漁
港
は
あ
る
け

　
　

れ
ど
も
。
浪
江
だ
か
ら
、
請
戸
（
漁
港
）
っ
て
。

ア
サ
ダ　

請
戸
。

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
、
漁
師
に
な
っ
た
っ
て
い
う
の

　
　

は
い
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

珍
し
か
っ
た
ん
だ
、
じ
ゃ
あ
、
清
さ
ん
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
乗
っ
て
た
サ
ン
マ
の
船
も
お
っ
き
か
っ

　
　

た
の
？

清
　　

サ
ン
マ
船
は
ち
っ
ち
ぇ
え
、
30
ト
ン
か
ら
40
ト

　
　

ン
、
木
造
船
。

ア
サ
ダ　

う
ん
う
ん
う
ん
、
木
造
船
。

清
　　

い
ま
、
木
造
船
な
ん
か
ね
え
や
。
ほ
と
ん
ど
鉄

　
　

船
だ
な
。

ア
サ
ダ　

鉄
に
な
っ
て
る
の
か
な
、
う
ん
。
北
海
道
ま
で
、

　
　

北
上
し
て
行
っ
て
。

清
　　

う
ん
、
木
造
船
30
ト
ン
で
北
海
道
ま
で
行
く
。

　
　

そ
れ
で
、
こ
こ
で
２
年
や
っ
て
て
、
情
報
入
っ
て

　
　

く
っ
ぺ
、
そ
し
た
ら
、
神
奈
川
県
の
三
浦
三
崎
で
、

　
　

日
本
全
国
の
大
き
い
船
、
集
ま
っ
て
く
る
の
。

　
　

3
0
0
ト
ン
、
4
0
0
ト
ン
っ
て
。

ア
サ
ダ　

全
然
、
も
う
単
位
が
違
う
ん
だ
ね
。

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
、
そ
れ
に
乗
っ
て
、
外
国
へ
。

　
　

パ
ナ
マ
っ
て
知
っ
て
る
？

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

清
　　

パ
ナ
マ
運
河
を
越
え
て
、
大
西
洋
へ
行
っ
て
、

　
　

そ
し
て
、
向
こ
う
つ
た
っ
て
、
魚
釣
っ
て
売
っ
て

　
　

た
の
。
２
年
ぐ
ら
い
の
契
約
で
。

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
の
は
契
約
す
る
ん
で
す
ね
、
２
年

　
　

行
っ
て
こ
い
み
た
い
な
感
じ
で
。

清
　　

う
ん
、契
約
し
て
。で
、魚
獲
っ
て
外
国
へ
売
っ

　
　

て
ん
の
。

り
ん
ご　

な
ん
で
そ
っ
ち
行
っ
た
の
？　

小
名
浜
か
ら
。

清
　　

情
報
入
っ
て
き
た
っ
ぺ
。

り
ん
ご　

儲
か
ん
の
け
、
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
。

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら…

…

。

ア
サ
ダ　

情
報
が
、
そ
う
か
。

清
　　

じ
ゃ
あ
、
こ
こ
で
漁
師
や
っ
て
る
よ
り
も
、
神

　
　

奈
川
県
の
三
浦
三
崎
へ
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
、

　
　

俺
は
思
っ
て
行
っ
た
の
。
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
ひ
と
つ

　
　

持
っ
て
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
一
旗
揚
げ
に
行
っ
た
ん
だ
な
。

清
　　

そ
れ
で
、
20
年
漁
師
や
っ
て
た
わ
。
若
い
と
き

　
　

だ
か
ら
、
日
本
に
い
な
い
の
、
外
国
ば
っ
か
り
だ

　
　

か
ら
。

り
ん
ご　

二
十
歳
で
、
じ
ゃ
あ
三
崎
行
っ
た
ん
だ
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

三
崎
行
っ
て
か
ら
は
、
も
う
ず
っ
と
三
崎
か
ら

　
　

世
界
に
。
長
か
っ
た
ん
で
す
ね
、
そ
っ
か
ら
先
は
。

清
　　

う
ん
、
三
崎
は
い
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
う
。

清
　　

う
ん
。
東
京
か
ら
近
い
べ
、
横
浜
か
ら
近
い
べ
、

　
　

三
浦
三
崎
は
観
光
地
だ
か
ら
。
漁
港
が
こ
う
あ
っ

　
　

た
ら
、
漁
港
の
向
こ
う
側
、
城
ヶ
島
っ
て
、
有
名

　
　

な
島
だ
っ
ぺ
、
城
ヶ
島
。
だ
か
ら
、
年
中
観
光
客

　
　

が
い
っ
ぱ
い
来
て
ん
の
。
そ
ん
だ
か
ら
、
お
金
も

　
　

使
う
わ
い
。

　
　

を
振
っ
て
）
く
れ
て
た
。
い
い
女
で
な
。

ア
サ
ダ　

そ
の
風
景
は
清
さ
ん
の
な
か
に
焼
き
付
い
て
る

　
　

ん
で
す
ね
、
こ
う
や
っ
て
手
を
振
っ
て
る
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
れ
っ
き
り
な
の
け
？

清
　　

う
ん
、
死
ん
だ
っ
ぺ
や
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
わ
か
ん
な
い
な
、
ど
う
だ
ろ
う
な
。

清
　　

ま
あ
そ
の
女
っ
て
、
俺
の
ひ
と
つ
か
ふ
た
つ
ぐ

　
　

れ
え
で
。

ア
サ
ダ　

年
同
じ
ぐ
ら
い
ね
。

清
　　

う
ん
。
も
う
、
俺
、
81
。
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
っ
て

　
　
　

あ
ん
ま
り
長
生
き
し
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

寿
命
は
ね
、
日
本
の
ほ
う
が
長
い
も
ん
ね
。

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら
、
死
ん
だ
っ
ぺ
や
。

ア
サ
ダ　

は
い
、
本
日
ラ
ス
ト
の
曲
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の

　
　

港
か
ら
遠
ざ
か
る
渡
部 

清
さ
ん
の
視
線
の
先
の
惜

　
　

別
、
そ
し
て
ま
た
、
新
た
な
土
地
で
の
一
期
一
会

　
　

に
気
持
ち
を
寄
せ
な
が
ら
聴
い
て
い
た
だ
け
た
ら

　
　

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

曲
は
メ
イ
ザ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
『O

B
ar-

　
　

quinho

』
、
邦
題
は
『
小
舟
』
と
い
う
タ
イ
ト

　
　

ル
で
す
。そ
れ
で
は
、ど
う
ぞ
聴
い
て
く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

渡
部 

清
さ
ん
の
浪
江
へ
の
帰
還
〜
い
ま
こ
こ
へ

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
が
、
20
年
ぐ
ら
い
ず
っ
と
漁
師
続
け
て
、

　
　

腰
痛
め
て
辞
め
た
と
き
っ
て
い
う
の
は
、
お
い
く

　
　

つ
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

42
。
だ
か
ら
も
う
、
ま
あ
辞
め
て
も
い
い
年
だ

　
　

け
ど
な
。
そ
う
す
っ
と
、
そ
の
と
き
、
千
葉
に
俺

　
　

の
姉
が
い
た
か
ら
。
三
崎
だ
と
知
り
合
い
い
ね
え

　
　

べ
。
そ
し
た
ら
、
姉
の
い
る
と
こ
ろ
行
っ
た
ほ
う

　
　

が
い
い
な
と
思
っ
て
。

ア
サ
ダ　

何
市
？

清
　　

千
葉
の
あ
そ
こ
、
作
草
部
っ
て
い
う
と
こ
ろ
。

　
　

そ
れ
で
、
入
院
し
た
の
は
、
千
葉
市
立
病
院
。
ほ

　
　

ん
で
、
あ
あ
、
こ
れ
じ
ゃ
駄
目
だ
な
あ
と
思
っ
て
、

　
　

漁
師
で
き
ん
べ
や
。
だ
か
ら
、
今
度
、
静
養
し
て
、

　
　

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
や
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
、

　
　

座
っ
て
れ
ば
い
い
ん
だ
か
ら
。
重
労
働
じ
ゃ
ね
え

　
　

か
ら
。

り
ん
ご　

も
し
腰
痛
め
な
か
っ
た
ら
、
ず
っ
と
漁
師
や
っ

　
　

て
た
の
？

清
　　

い
や
、
漁
師
は
55
で
定
年
だ
か
ら
。
普
通
は
60

　
　

か
、
定
年
は
。

ア
サ
ダ　

普
通
に
い
ま
は
ね
、
60
と
か
65
と
か
ね
。

清
　　

漁
師
は
55
で
定
年
に
な
る
の
。
そ
う
す
っ
と
、

　
　

ほ
ら
、年
金
も
も
ら
え
る
し
や
。そ
し
て
漁
師
や
っ

　
　

て
た
と
き
な
ん
か
、
も
う
、
痛
む
と
き
あ
る
の
。

　
　

そ
う
す
っ
と
、
腰
痛
か
っ
て
も
、
休
む
わ
け
に
い

　
　

か
ん
べ
よ
。
漁
師
は
人
数
決
ま
っ
て
行
っ
て
ん
だ

　
　

か
ら
。
そ
う
す
っ
と
、
休
む
場
合
は
、
人
に
迷
惑

　
　

か
け
る
。
だ
か
ら
休
む
わ
け
に
い
か
な
い
。
い
や

　
　

あ
、
つ
ら
い
ぞ
。
う
ん
。

ア
サ
ダ　

痛
く
て
も
休
め
な
い
ん
だ
も
ん
な
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

ト
ラ
ッ
ク
は
何
歳
ま
で
乗
っ
て
た
の
？　

40
か

　
　

ら
？

清
　　

62
ま
で
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
じ
ゃ
あ
、
20
年
。
漁
師
20
年
や
っ
て
、

　
　

ト
ラ
ッ
ク
20
年
や
っ
た
っ
て
感
じ
。
そ
っ
か
、
漁

　
　

師
も
っ
と
や
っ
て
る
か
。

清
　　

だ
か
ら
、
漁
師
辞
め
た
の
は
42
、
そ
れ
で
ト
ラ

　
　

ッ
ク
の
運
転
辞
め
た
の
が
62
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
、

　
　

東
京
と
か
千
葉
で
や
っ
て
た
か
ら
、
そ
れ
で
辞
め

　
　

て
浪
江
に
帰
っ
て
き
た
の
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
、
漁
師
に
な
っ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転

　
　

手
や
っ
て
、
60
超
え
て
浪
江
に
戻
っ
て
き
て
、
震

　
　

災
あ
っ
た
か
ら
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
越
し
て
こ
こ
に

　
　

来
た
け
ど
、
一
番
よ
か
っ
た
な
、
あ
の
時
代
は
っ

　
　

て
い
う
の
は
い
つ
ぐ
ら
い
？

清
　　

一
番
よ
か
っ
た
の
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
や
っ

　
　

て
て
62
で
辞
め
た
っ
ぺ
、
で
浪
江
に
帰
っ
て
き
た
。

　
　

そ
う
す
っ
と
、
俺
、
海
か
ら
離
れ
て
っ
け
ど
、
海

　
　

は
浪
江
、
請
戸
っ
て
あ
っ
ぺ
、
請
戸
漁
港
。
だ
け

　
　

ど
、
漁
師
も
や
ん
ね
え
や
、
使
っ
て
く
れ
る
と
こ

　
　

ろ
ね
え
か
ら
。
だ
か
ら
、
山
登
り
と
か
、
魚
釣
り

　
　

ば
っ
か
り
。
そ
れ
、
一
番
よ
か
っ
た
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
。
浪
江
に
戻
っ
て
き
た
と
き
の

　
　

時
代
っ
て
い
う
の
が
。

清
　　

そ
れ
を
、
う
ち
、
（
震
災
で
）
こ
ん
な
ん
な
っ

　
　

た
べ
。
あ
の
頃
は
よ
か
っ
た
。
別
に
体
悪
い
わ
け

　
　

じ
ゃ
ね
え
、
元
気
だ
か
ら
。
毎
日
暇
だ
と
登
山
、

　
　

ア
ユ
釣
り
と
か
、こ
ん
な（
で
っ
か
い
）や
つ
い
っ

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

 

そ
ん
な
に
あ
る
ん
で
す
か
。

清
　　

９
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
竿
、
そ
こ
へ
こ
う
、
５
キ

　
　

ロ
か
か
っ
た
ら
、
竿
ね
、
こ
ん
な
に
な
っ
て
く
る
。

　
　

そ
れ
が
、
い
ま
の
竿
い
い
か
ら
、
折
れ
ね
え
か
ら
、

　
　

こ
ん
な
に
曲
が
っ
て
て
折
れ
ね
え
ん
だ
ぞ
。

　
　
　

だ
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
、
の
ん
び
り
し

　
　

て
る
う
ち
、こ
ん
な
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
っ
ぺ
。あ
っ

　
　

ち
に
避
難
し
ろ
、
こ
っ
ち
に
避
難
し
ろ
っ
て
。
５

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

愛
し
て
る
っ
て
。

ア
サ
ダ　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
。

清
　　
「
ミ
・
ア
モ
ー
ル
」
っ
て
。
昔
、
「
ア
モ
ー
レ
、

　
　

ア
モ
ー
レ
、
ア
モ
〜
レ
・
ミ
オ
」っ
て
歌
が
流
行
っ

　
　

た
ろ
。
あ
れ
、
い
い
歌
だ
っ
た
よ
、
あ
れ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

渡
部 

清
さ
ん
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
出
会
っ
た
こ
こ
ろ
の

　
　

１
曲
。
ア
リ
ダ
・
ケ
ッ
リ
で
『S

in
n
ò
 
m
e

　
　

m
oro

』
。
こ
れ
、
イ
タ
リ
ア
語
ら
し
い
で
す
け

　
　

れ
ど
も
、
日
本
語
で
は
ず
ば
り
、
『
死
ぬ
ほ
ど
愛

　
　

し
て
』
だ
そ
う
で
す
。
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

渡
部 

清
さ
ん
の
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
別
れ

り
ん
ご　

清
さ
ん
は
レ
コ
ー
ド
と
か
買
わ
な
か
っ
た
の
？

清
　　

買
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
持
っ
て
た
ん
だ
？　

い
っ
ぱ
い
。

清
　　

外
国
か
ら
持
っ
て
き
て
、
60
枚
ぐ
ら
い
持
っ
て

　
　

た
。

ア
サ
ダ　

本
当
に
？

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら
、
外
国
か
ら
買
っ
て
き
た
か
ら
、

　
　

日
本
人
じ
ゃ
わ
か
ら
ね
え
わ
な
。
外
国
語
で
書
い

　
　

て
あ
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
、
日
本
に
持
っ
て
帰
っ
て
き
て
も
。

　
　

現
地
じ
ゃ
な
い
と
買
え
な
い
や
つ
を
買
っ
て
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
。

清
　　

キ
ュ
ー
バ
も
行
っ
た
か
ら
。
キ
ュ
ー
バ
も
い
い

　
　

と
こ
ろ
だ
わ
。
あ
れ
、
音
楽
の
本
場
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
。

清
　　

キ
ュ
ー
バ
な
、
カ
リ
ブ
海
。
そ
れ
も
全
部
な
く

　
　

な
っ
ち
ゃ
っ
た
け
ど
。

り
ん
ご　

そ
れ
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
？

清
　　

ど
こ
行
っ
た
か
わ
か
ん
ね
え
や
。
下
宿
も
変

　
　

わ
っ
た
り
す
っ
ぺ
。
だ
か
ら
、
そ
の
う
ち
に
全
部

　
　

な
く
な
っ
ち
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
ど
ん
ど
ん
引
っ
越
し
す
る
た

　
　

ん
び
に
な
く
な
っ
て
い
く
ん
だ
な
。

清
　　

何
枚
か
浪
江
に
持
っ
て
き
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。

清
　　

そ
し
て
、
浪
江
に
こ
ん
な
立
派
な
ス
テ
レ
オ
っ

　
　

て
あ
っ
た
っ
ぺ
、
こ
ん
な
で
け
え
の
。
あ
れ
持
っ

　
　

て
た
か
ら
く
れ
て
や
っ
た
、
娘
た
ち
に
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
う
な
の
。
や
っ
ぱ
り
日
本
の
漁
師
は
、

　
　

ブ
ラ
ジ
ル
と
か
キ
ュ
ー
バ
と
か
で
は
も
て
る
ん
で

　
　

す
か
、
女
の
子
に
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
が
す
げ
え
気
に
な
る
（
笑
）
。

清
　　

向
こ
う
の
女
は
、
日
本
の
女
と
性
質
が
違
う
か

　
　

ら
。
う
ん
と
気
持
ち
い
く
て
、
優
し
く
て
、
人
目

　
　

あ
ん
ま
り
気
に
し
な
い
か
ら
。

　
　
　

そ
れ
で
、
俺
が
岸
壁
に
船
い
っ
ぺ
、
こ
っ
ち
に
。

　
　

そ
う
す
る
と
、
馴
染
み
に
な
っ
た
バ
ー
で
働
い
て

　
　

た
女
の
子
が
迎
え
に
く
ん
の
。
夕
方
に
な
っ
た
ら

　
　

来
い
よ
っ
て
。
そ
う
す
る
と
、
椅
子
な
ん
か
ね
え

　
　

の
よ
。
い
い
着
る
も
の
着
た
っ
て
、
地
べ
た
に
べ

　
　

た
っ
と
座
っ
て
ん
だ
ぞ
。
そ
う
い
う
ふ
う
な
性
質

　
　

だ
か
ら
。

り
ん
ご　

日
本
の
女
と
は
違
う
ん
だ
ね
。

清
　　

ま
あ
、
気
持
ち
が
い
い
っ
て
い
う
か
、
優
し
い
。

ア
サ
ダ　

優
し
い
、
カ
ラ
ッ
と
し
て
ん
の
か
な
、
向
こ
う

　
　

の
人
の
ほ
う
が
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

日
本
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
い
い
女
は
い
な

　
　

か
っ
た
の
？

一
同　
（
笑
）
。

清
　　

で
も
、
ま
あ
い
ね
え
わ
け
じ
ゃ
ね
え
け
ど
、
ま

　
　

だ
お
金
も
貯
め
て
ね
え
し
、
う
ち
あ
る
わ
け
じ
ゃ

　
　

ね
え
し
。
だ
か
ら
、
い
い
や
い
い
や
と
思
っ
て
。

ア
サ
ダ　

漁
師
の
人
が
そ
う
や
っ
て
下
宿
で
、
で
も
ね
、

　
　

恋
人
が
で
き
て
結
婚
す
る
っ
て
な
っ
た
ら
、
下
宿

　
　

か
ら
出
て
、
ど
っ
か
家
借
り
る
ん
で
す
よ
ね
、
そ

　
　

う
や
っ
て
。

清
　　

う
ん
、
そ
う
い
う
よ
う
な
人
い
っ
ぱ
い
い
る
よ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
い
っ
ぱ
い
い
た
の
か
、
や
っ
ぱ
り
。

清
　　

で
も
、
俺
は
さ…

…

。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
。
清
さ
ん
、
も
て
た
よ
う
な
の
に
ね
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
の
ま
ち
離
れ
る
と
き
に
、
女
の
人
は
行
か
な

　
　

い
で
っ
て
言
わ
な
か
っ
た
の
？

清
　　

ま
ち
離
れ
る
と
き
？　

浪
江
？

ア
サ
ダ　

う
ん
、
浪
江
に
戻
る
と
き
。

り
ん
ご　

浪
江
に
戻
る
と
き
と
か
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
帰
る

　
　

と
き
と
か
、
女
の
人
が
さ
み
し
く
な
る
っ
け
ん
。

清
　　

う
ん
、
そ
れ
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
い
い
女
い
て
ね
、

　
　

そ
し
て
、
船
着
い
て
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
度
、
港

　
　

へ
行
く
べ
。
そ
う
す
っ
と
跳
ね
て
よ
、
港
の
先
ま

　
　

で
行
っ
て
た
、
迎
え
に
。

ア
サ
ダ　

め
っ
ち
ゃ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
だ
、
そ
れ
（
笑
）
。

清
　　

そ
れ
で
手
振
っ
て
ん
の
。
も
う
船
出
る
よ
っ

　
　

つ
っ
た
ら
、
さ
ー
っ
と
岸
壁
の
端
ま
で
行
っ
て
、

　
　

船
こ
う
行
く
か
ら
、
そ
し
て
、
こ
う
や
っ
て
（
手

　
　

か
所
も
６
か
所
も
歩
っ
た
ぞ
。
こ
れ
、
役
場
の
命

　
　

令
だ
か
ら
。

　
　
　

そ
ん
で
、
そ
の
う
ち
、
何
年
避
難
し
て
る
？　

　
　

３
年
か
。
４
年
目
で
こ
れ
（
下
神
白
団
地
）
、
で

　
　

き
た
ん
だ
よ
な
。
い
や
、
俺
も
前
は
集
会
場
へ
必

　
　

ず
何
か
あ
っ
た
ら
行
っ
て
た
ん
だ
。
そ
れ
で
、
具

　
　

合
悪
く
な
っ
て
、
行
か
な
く
な
っ
た
の
。

　
　
　

そ
し
て
、
具
合
悪
く
な
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
い
い

　
　

な
と
思
っ
た
ら
、
今
度
、
ま
た
悪
く
な
っ
て
、
入

　
　

院
し
た
っ
ぺ
。
そ
し
て
、
退
院
し
た
ら
、
ま
た
入

　
　

院
だ
。
１
か
月
で
４
日
入
院
し
て
た
の
。
小
便
出

　
　

な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
そ
れ
全
部
、
新
井
さ
ん
に

　
　

世
話
に
な
っ
て
。
そ
し
た
ら
、
あ
の
人
も
い
い
人

　
　

で
、
う
ん
と
俺
を
面
倒
み
て
く
れ
る
の
。

江
尻　

あ
れ
、
清
さ
ん
の
う
ち
あ
っ
た
の
は
浪
江
の
ど

　
　

こ
な
ん
で
し
た
っ
け
、
山
の
ほ
う
？　

う
ち
あ
っ

　
　

た
の
は
、
浪
江
の
ど
こ
な
ん
で
す
か
？

清
　　

室
原
。
室
原
っ
て
、
室
町
時
代
の「
室
」、室
原
。

　
　
　
（
家
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
）
あ
、ち
ょ
っ
と
行
っ

　
　

て
き
て
。

ア
サ
ダ　

は
い
。
こ
ん
に
ち
は
。

客
人　

こ
ん
に
ち
は
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
の
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
）
？

客
人　

終
わ
っ
て
な
い
で
す
か
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
も
う
終
わ
り
ま
す
、
僕
ら
の
話
は
。

客
人　

は
い
、
じ
ゃ
あ
、
す
み
ま
せ
ん
、
失
礼
し
ま
す
。

清
　　

ま
あ…

…

。

客
人　

う
ん
う
ん
、
変
わ
り
な
い
？

清
　　

う
ん
、
な
い
よ
。

客
人　

う
ん
、
調
子
も
大
丈
夫
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

よ
し
、
そ
ろ
そ
ろ
行
こ
か
。

客
人　

ち
ょ
っ
と
お
薬
だ
け
塗
っ
て
ね
。

り
ん
ご　

コ
ー
ヒ
ー
持
っ
て
い
き
ま
す
か
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
飲
む
？

清
　　

コ
ー
ヒ
ー
、
い
い
。

り
ん
ご　

コ
ー
ヒ
ー
飲
ま
な
い
？

清
　　

う
ん
、
う
ん
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
コ
ー
ヒ
ー
は…

…

。

清
　　

あ
、
じ
ゃ
あ
、
残
っ
た
ら
、
俺
、
あ
と
で
飲
む

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

本
当
？　

じ
ゃ
あ
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
こ
れ
、
こ
こ
さ
置
い
と
く
ね
。
こ
れ
、

　
　

コ
ー
ヒ
ー
。

ア
サ
ダ　

今
日
、カ
フ
ェ
で
、こ
れ
つ
く
っ
て
く
れ
た
や
つ
。

り
ん
ご　

カ
フ
ェ
の
コ
ー
ヒ
ー
出
す
け
の
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　

『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。
第
４
集
、
い
か
が
だ
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

最
後
は
渡
部 

清
さ
ん
に
、
震
災
前
の
浪
江
で
の

　
　

穏
や
か
な
生
活
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

　
　

た
。

　
　
　

人
生
の
先
輩
の
み
な
さ
ん
を
前
に
し
て
、
僕
の

　
　

よ
う
な
若
造
が
言
う
の
も
は
ば
か
れ
る
ん
で
す
け

　
　

れ
ど
も
、
番
組
を
つ
く
っ
て
い
て
、
つ
く
づ
く
考

　
　

え
さ
せ
ら
れ
る
の
が
、「
人
に
歴
史
あ
り
」と
い
う

　
　

こ
の
言
葉
で
す
。
震
災
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

　
　

こ
の
下
神
白
団
地
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
い

　
　

ま
、
み
な
さ
ん
は
暮
ら
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、
幸
か
不
幸
か
と
い
う
こ
と
は
い
っ
た
ん

　
　

置
い
て
お
い
て
、た
だ
事
実
と
し
て
、震
災
が
あ
っ

　
　

た
こ
と
で
、
い
ま
、
僕
は
み
な
さ
ん
と
こ
の
縁
を

　
　

結
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　

で
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
き
っ
か
け
で
あ
っ
て
、

　
　

そ
れ
以
前
の
膨
大
す
ぎ
る
み
な
さ
ん
の
記
憶
を
で

　
　

す
ね
、
こ
う
い
っ
た
音
楽
と
と
も
に
振
り
返
る
時

　
　

間
は
、
本
当
、
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
、
で
も
確

　
　

か
に
そ
こ
に
そ
の
方
々
が
生
き
て
い
た
重
み
、
そ

　
　

う
い
っ
た
も
の
を
多
少
な
り
と
も
受
け
取
ら
せ
て

　
　

も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
、
何
と
も
言
え
な
い
貴
重

　
　

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

そ
し
て
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
、
こ
の

　
　

ラ
ジ
オ
C
D
を
通
じ
て
、
出
身
町
も
世
代
も
超
え

　
　

て
わ
か
ち
合
っ
て
、
何
か
し
ら
出
会
い
に
つ
な
が

　
　

る
こ
と
を
勝
手
に
願
い
な
が
ら
、
僕
た
ち
は
こ
ん

　
　

な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

今
回
も
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
C
D
と
と
も
に

　
　

お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
。
集
会
場
の
入
り
口
に
あ

　
　

る
黄
色
い
ポ
ス
ト
に
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲
や

　
　

そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
簡
単
で
結
構
で
す
か
ら
、

　
　

書
い
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

そ
れ
で
は
、
次
回
お
楽
し
み
に
。

　
　
　

こ
の
夏
が
終
わ
れ
ば
ま
た
涼
し
い
秋
が
来
ま
す
。

　
　

季
節
の
変
わ
り
目
は
、
特
に
お
身
体
を
大
切
に
さ

　
　

れ
て
く
だ
さ
い
。
お
届
け
し
ま
し
た
の
は
、
『
ラ

　
　

ジ
オ
下
神
白
』
主
宰
の
音
楽
家
・
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
、

　
　

そ
し
て
、
り
ん
ご
ち
ゃ
ん
こ
と
榊 

裕
美
、
生
粋
の

　
　

小
名
浜
人
・
江
尻
浩
二
郎
の
３
名
で
し
た
。
あ
り

　
　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

／藁谷鐵雄さんの転機とハワイアンセンター

ゲスト：福島丸乗組員 桒原茂樹さん・若林伸昌さん

／藁谷鐵雄さんの世界との出会い

16.エンディング

渡部 清さん 藁谷鐵雄さん

1.オープニング

2.エピソード１／藁谷鐵雄さんの海と初恋

3.楽曲１／加山雄三 『君といつまでも』

4.エピソード２

5.楽曲２／森山加代子 『月影のキューバ』

6.エピソード３

7.楽曲３／日野てる子 『南国の夜』

8.りんごのお知らせコーナー／

  9.楽曲４／レミオロメン 『粉雪（Shortver.）』～

10.福島丸で獲れたマグロはどこへ行く？

11.エピソード４／渡部 清さんの海とアモーレ・ミオ

12.楽曲６／アリダ・ケッリ 『Sinnò me moro（死ぬほど愛して）』

13.エピソード５／渡部 清さんのブラジルとの別れ

14.楽曲７／メイザ 『O Barquinho（小舟）』

15.エピソード７／渡部 清さんの浪江への帰還～いまここへ

楽曲５／竹中はじめ 『おいらの船は 300トン』

（解説：生粋の小名浜衆 江尻浩二郎）

伊藤 馨

アサダワタル

りんご（榊 裕美）
さかき

わらがいわたなべ てつお

江尻浩二郎

わ
た
な
べ

て
つ 

お

わ
ら
が
い

（NPO法人 Wunder ground）



　
　

漁
師
を
辞
め
る
転
機
、
震
災
の
あ
の
日
の
エ
ピ

　
　

ソ
ー
ド
も
含
め
、
当
時
の
馴
染
み
深
い
音
楽
と
と

　
　

も
に
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

ど
う
ぞ
、
こ
の
下
神
白
か
ら
、
音
楽
と
と
も
に

　
　

海
の
記
憶
へ
と
漕
ぎ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は

　
　

永
崎
団
地
の
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
か
ら
お
届
け
し
た
い

　
　

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
海
と
初
恋
　

藁
谷　
（
写
真
を
見
な
が
ら
）
こ
れ
は
漁
場
に
向
か
う

　
　

途
中
。
こ
れ
は
マ
グ
ロ
獲
る
漁
具
で
す
。
漁
具
を

　
　

整
備
し
て
る
と
こ
ろ
で
す
。

り
ん
ご　

は
え
縄
？

藁
谷　

う
ん
、
は
え
縄
で
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
め
っ
ち
ゃ
い
い
で
す
。
後
ろ
に
広
が
る

　
　

こ
の…

…

。

藁
谷　

雲
ね
。

ア
サ
ダ　

雲
。
海
と
雲
と
す
ご
い
。

藁
谷　

こ
れ
は
お
そ
ら
く
ね
、
赤
道
あ
た
り
じ
ゃ
ね
え

　
　

か
な
っ
て
思
う
ん
で
す
け
ど
、
私
ら
は
北
か
ら
南

　
　

に
下
が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
と
き
に
、
赤
道

　
　

を
通
過
す
る
と
、
「
赤
道
祭
」
っ
つ
う
の
を
や
る

　
　

ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

何
人
ぐ
ら
い
乗
り
組
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
？

藁
谷　

乗
組
員
は
23
名
だ
っ
た
と
思
う
か
な
、
こ
の
当

　
　

時
。
そ
れ
で
、
学
生
が
20
名
く
ら
い
乗
っ
た
と
思

　
　

う
。
だ
か
ら
、
こ
の
頃
の
福
島
丸
は
エ
ア
コ
ン
は

　
　

な
か
っ
た
け
ど
、
い
ま
は
全
部
エ
ア
コ
ン
で
。
そ

　
　

れ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
と
き
に
は
海
星
高
校
（
福
島

　
　

県
立
い
わ
き
海
星
高
等
学
校
）
は
男
子
校
だ
っ
た

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

　
　

は
。
『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の

　
　

音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。
よ
う
こ
そ
、
司
会
の

　
　

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ
の
C
D
で
は
、
下
神
白

　
　

団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ま
ち
の
思
い
出
と
と

　
　

も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深
い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に

　
　

お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

み
な
さ
ん
、
と
に
か
く
暑
い
日
々
が
続
い
て
ま

　
　

す
ね
。
小
名
浜
エ
リ
ア
は
、
全
国
的
に
も
か
な
り

　
　

涼
し
い
で
す
し
、
以
前
よ
り
は
涼
し
く
な
っ
て
き

　
　

た
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
、
油
断
は
禁
物
で

　
　

す
。
水
分
補
給
や
ク
ー
ラ
ー
の
利
用
な
ど
、
熱
中

　
　

症
対
策
に
は
し
っ
か
り
取
り
組
ま
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

前
回
は
で
す
ね
、
そ
ん
な
暑
さ
と
は
対
照
的
に
、

　
　

３
月
の
寒
い
と
き
に
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
総
集
編
を
つ
く
り
ま
し
て
、
み
な
さ
ん
か
ら

　
　

た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
リ
ク
エ
ス
ト
を
ぎ
ゅ
っ
と

　
　

２
枚
組
の
C
D
に
し
て
ご
自
宅
に
配
り
に
行
き
ま

　
　

し
た
。
そ
の
節
は
、
た
く
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
、

　
　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

あ
れ
か
ら
５
か
月
経
ち
ま
し
て
、
今
回
で
第
４

　
　

集
と
な
る
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
。
特
集
は
海
の
男

　
　

た
ち
に
注
目
し
ま
し
た
。
下
神
白
団
地
４
号
棟
・

　
　

浪
江
町
ご
出
身
の
渡
部 

清
さ
ん
。
そ
し
て
今
回
初

　
　

と
な
る
、
お
隣
の
永
崎
団
地
か
ら
、
地
元
小
名
浜

　
　

の
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
に
登
場
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

お
ふ
た
り
の
共
通
点
は
元
漁
師
で
あ
る
こ
と
で

　
　

す
ね
。
マ
グ
ロ
を
追
い
か
け
て
、
大
き
な
海
へ
と

　
　

漕
ぎ
出
し
て
き
た
壮
大
な
生
活
と
と
も
に
、
ほ
ん

　
　

の
り
甘
酸
っ
ぱ
い
恋
愛
話
、
そ
し
て
沖
か
ら
戻
り

　
　

ん
で
す
け
ど
、
い
ま
は
女
子
も
入
っ
て
ま
す
の
で
、

　
　

風
呂
な
ん
か
も
女
子
用
の
が
あ
っ
て
。
私
ら
の
と

　
　

き
に
は
、
風
呂
は
潮
水
で
す
。

ア
サ
ダ　

な
ん
か
べ
た
っ
と
し
そ
う
な
印
象
は
あ
り
ま
す

　
　

け
ど
、
や
っ
ぱ
そ
う
で
し
ょ
？

藁
谷　

う
ん
、
着
て
る
も
の
も
、
要
す
る
に
真
水
使
え

　
　

な
い
か
ら
、
飲
む
だ
け
だ
か
ら
。
だ
か
ら
ね
、
風

　
　

呂
に
入
っ
た
あ
と
は
べ
た
べ
た
し
て
ま
す
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

着
る
も
の
も
し
っ
と
り
し
て
ま
す
。
だ
か
ら
、

　
　

ス
コ
ー
ル
が
来
る
と
、
外
に
出
て
裸
に
な
っ
て
。

ア
サ
ダ　

ス
コ
ー
ル
が
シ
ャ
ワ
ー
な
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

う
ん
、
シ
ャ
ワ
ー
代
わ
り
に
す
る
ん
で
す
。
だ

　
　

か
ら
、
若
い
頃
「
船
の
生
活
っ
て
ど
う
い
う
生
活

　
　

な
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞
か
れ
た
こ
と
あ
る
ん
で

　
　

す
、
女
性
の
方
に
。
て
い
の
い
い
刑
務
所
と
同
じ

　
　

だ
よ
。
陸
上
の
刑
務
所
っ
つ
う
の
は
自
由
が
な
い

　
　

で
し
ょ
。
海
の
場
合
は
、
自
由
が
あ
る
か
ら
。
当

　
　

直
以
外
は
遊
ん
で
る
っ
て
い
う
か
、
休
ん
で
ら

　
　

れ
っ
か
ら
。
で
、
あ
と
は
刑
務
所
の
塀
の
代
わ
り

　
　

に
、
海
が
塀
に
な
っ
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

海
が
あ
る
と
。

藁
谷　

ま
た
そ
れ
が
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
夕
涼
み
す
る

　
　

と
き
に
。

伊
藤
　
き
れ
い
だ
よ
ね
。

藁
谷　
（
写
真
を
見
な
が
ら
）
一
番
前
が
、
こ
れ
い
ま

　
　

潮
を
か
ぶ
っ
て
る
と
こ
ろ
か
な
、
う
ね
り
が
あ
っ

　
　

て
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
ピ
ッ
ト
に
座
っ
て
、
そ
れ

　
　

こ
そ
水
割
り
持
っ
て
、
風
呂
上
が
り
。
そ
れ
で
、

　
　

そ
の
と
き
に
聴
い
た
曲
が『
君
と
い
つ
ま
で
も
』っ

　
　

て
い
う
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
そ
こ
な
ん
で
す
ね
。

船の上で捕まえたあの風景

　
　

ち
の
部
屋
で
。

ア
サ
ダ　

聴
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

ス
テ
レ
オ
で
、
『
君
と
い
つ
ま
で
も
』
を
暗
い

　
　

部
屋
で
聴
い
て
ま
し
た
よ
。

ア
サ
ダ　

で
は
、
早
速
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
４
集
、
最
初
の
ナ
ン
バ
ー

　
　

で
す
。
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
初
恋
の
思
い
出
の
曲
。

　
　

加
山
雄
三
『
君
と
い
つ
ま
で
も
』
。
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
世
界
と
の
出
会
い

ア
サ
ダ　

加
山
雄
三
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
聴
く
ん
で
す

　
　

か
？　

カ
セ
ッ
ト
と
か
持
ち
込
む
感
じ
で
す
か
、

　
　

当
時
。
レ
コ
ー
ド
？

藁
谷　

あ
の
ね
、
レ
コ
ー
ド
で
、
何
つ
う
の
か
、
ド
ー

　
　

ナ
ツ
盤
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
ド
ー
ナ
ツ
盤
。
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
船

　
　

に
あ
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
ち
ゃ
ん
と
デ
ッ
キ
に
つ
い
て
て
。

ア
サ
ダ　

デ
ッ
キ
に
つ
い
て
る
？

藁
谷　

違
う
、
ブ
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
る
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
ブ
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
て
。

藁
谷　

レ
コ
ー
ド
担
当
は
学
生
。
だ
か
ら
、
操
業
中
で

　
　

も
、
い
つ
も
レ
コ
ー
ド
。

伊
藤　

音
楽
は
流
れ
て
ん
の
？

藁
谷　

B
G
M
み
た
く
し
て
た
。

ア
サ
ダ　

D
J
を
学
生
が
担
当
し
て
？

藁
谷　

う
ん
、
そ
う
で
す
。
上
に
行
く
か
ら
。
学
生
は

　
　

上
の
片
づ
け
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
そ
こ
の
ブ
リ
ッ
ジ
の
部
分
に
プ
レ
ー

　
　

ヤ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
か
け
て
。

藁
谷　

そ
の
な
か
で
ね
、
操
舵
室
の
な
か
に
ラ
ジ
オ
と

　
　

か
、
ド
ー
ナ
ツ
盤
の
そ
の
、
何
つ
う
ん
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

再
生
し
た
ら
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
よ
う

　
　

に
な
っ
て
？

藁
谷　

表
に
付
い
て
ま
す
。

ア
サ
ダ　

表
に
。

藁
谷　

上
に
ス
ピ
ー
カ
ー
が
つ
い
て
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

目
の
前
に
広
が
る
海
見
な
が
ら
、
そ
の
B
G
M

　
　

が
流
れ
て
く
る
っ
て
い
う
。

藁
谷　

な
が
ら
仕
事
し
て
る
わ
け
で
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
。
音
楽
は
常
に
流
れ
て
る
ん
で
す
か
？

藁
谷　

そ
う
で
す
ね
、
操
業
中
は
ね
。
「
う
る
せ
え
か

　
　

ら
や
め
ろ
」
な
ん
て
い
う
人
も
い
る
け
ど
（
笑
）
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
そ
う
で
す
よ
ね
。
な

　
　

ん
か
も
う
、
音
楽
い
ら
な
い
か
ら
っ
て
い
う
人
も

　
　

い
る
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
。

藁
谷　

そ
う
。
た
だ
、
私
ら
は
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
、

　
　

何
つ
う
ん
か
な
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
や
つ
が

　
　

好
き
で
ね
、
あ
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
と
か
ね
。
や
っ
ぱ

　
　

り
南
さ
行
く
か
ら
。
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
と
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
ハ
ワ
イ
ア
ン
、
そ
う
で
す
ね
、
南
に

　
　

あ
た
た
か
い
と
こ
ろ
に
こ
う
、
向
か
っ
て
い
っ
て
。

藁
谷　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
北
島
の
オ
ー
ク
ラ
ン　

　
　

ド
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
一
番
北
端
で
す
ね
。

　
　

昔
は
こ
こ
が
首
都
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、

　
　

今
度
は
、
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
。
い
ま
は
南
島
の
ウ
エ

　
　

リ
ン
ト
ン
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
首
都
に
な
っ

　
　

て
ま
す
け
ど
、
こ
っ
ち
夏
で
す
か
ら
、
あ
っ
ち
冬

　
　

な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
冬
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
持
っ

　
　

て
く
ん
で
す
よ
、
み
ん
な
。
ハ
ワ
イ
さ
行
く
と
き

　
　

に
は
、
ホ
ノ
ル
ル
に
入
り
ま
す
か
ら
。
そ
の
と
き

　
　

に
は
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
に
、
一
応
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
っ
て
い
く
ん
で

　
　

す
ね
。
船
の
上
で
病
気
に
な
っ
た
り
と
か
い
う
こ

　
　

と
も
？

藁
谷　

あ
り
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

お
医
者
さ
ん
乗
っ
て
は
り
ま
す
？

藁
谷　

あ
の
ね
、
い
ま
、
医
者
は
い
ら
な
い
で
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
。

藁
谷　

私
の
と
き
は
ね
、
足
怪
我
し
て
ね
、
ト
ラ
ッ
ク

　
　

島
っ
て
、
昔
日
本
の
海
軍
い
た
と
こ
ろ
、
あ
そ
こ
、

　
　

ア
メ
リ
カ
の
軍
事
基
地
な
ん
で
す
ね
。
だ
け
ど
、

　
　

ア
メ
リ
カ
っ
つ
う
の
は
、
軍
事
基
地
に
は
な
か
な

　
　

か
入
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と

　
　

は
入
れ
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
入
っ
た
ら
、
そ
う

　
　

い
う
ふ
う
に
カ
メ
ラ
は
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　

み
ん
な
「
し
ま
っ
て
く
れ
、
し
ま
っ
て
く
れ
」
。

ア
サ
ダ　

も
う
全
部
没
収
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

そ
し
て
、
あ
と
、
岸
壁
さ
は
着
け
な
い
ん
で
す

　
　

け
ど
、
あ
あ
い
う
、
小
さ
な
船
で
。

伊
藤　

は
し
け
で
？

藁
谷　

う
ん
、
は
し
け
で
。

伊
藤　

迎
え
に
来
て
？

藁
谷　

迎
え
に
来
て
。
そ
ん
で
、
病
院
。
怪
我
し
て
、

　
　

ど
こ
だ
っ
た
っ
け
な
、
ヌ
メ
ア
か
。
ヌ
メ
ア
っ
て

　
　

フ
ラ
ン
ス
領
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
で
も
や
っ
ぱ

　
　

り
操
業
中
に
、
こ
の
マ
グ
ロ
釣
る
針
、
こ
っ
か
ら

　
　

こ
う
入
れ
ち
ゃ
っ
て
、
出
血
多
量
で
ね
。
そ
れ
で
、

　
　

ヌ
メ
ア
に
入
っ
て
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
、
で
も
そ
う
で
す
ね
。

藁
谷　

そ
う
い
う
こ
と
あ
り
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

船
の
上
で
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
も
う
。

藁
谷　

そ
の
頃
好
き
な
人
い
た
ん
で
す
わ
。
そ
の
と
き

　
　

に
ね
、
ま
あ
こ
れ
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
。
あ
と
で
後

　
　

悔
し
た
ん
で
す
け
ど
、
１
航
海
休
ん
で
ね
、
口
説

　
　

け
ば
い
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
ス
ト
ー
カ
ー
じ
ゃ

　
　

な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
彼
女
は
自

　
　

分
の
気
持
ち
、
変
わ
ん
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
れ
が
１
航
海
、
90
日
考
え
る
余
地
を
与
え
ち
ゃ

　
　

っ
た
ん
で
す
よ
、
彼
女
に
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

藁
谷　

そ
ん
で
う
ち
に
帰
っ
て
き
て
電
話
し
た
ら
ば
、

　
　

い
ま
で
も
覚
え
て
ま
す
、
そ
の
言
葉
。
「
も
う
会

　
　

わ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
」
っ
て
言
わ
れ
ま

　
　

し
た
。
平
の
喫
茶
店
で
ね
、
ま
わ
り
に
人
い
た
ん

　
　

だ
け
ど
気
に
も
し
な
い
で
、
ま
あ
こ
こ
ろ
に
あ
っ

　
　

た
ん
だ
ろ
う
な
、
そ
う
い
う
こ
と
を
一
生
懸
命
に

　
　

な
っ
て
話
し
ま
し
た
け
ど
ね
。

　
　
　

そ
れ
で
、
う
ち
は
そ
の
あ
と
だ
っ
た
か
な
、
家

　
　

内
と
の
あ
れ
は
。
家
内
と
そ
う
い
う
状
態
で
、
ま

　
　

さ
か
そ
っ
ち
の
女
の
子
と
あ
れ
し
て
る
な
ん
て
い

　
　

う
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
ね
、
そ
っ
ち
の
女
の
子

　
　

が
先
だ
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
も
う
50
年
。
金
婚
式
も
迎
え
ら
れ
て
、

　
　

素
晴
ら
し
い
で
す
。

藁
谷　

そ
う
い
う
こ
と
あ
っ
た
ん
で
す
か
な
ん
て
、
ま

　
　

あ
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
は
ね
、
そ
の
頃
。
男
だ
も
の
。

一
同　
（
笑
）
。

ア
サ
ダ　

ま
あ
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
あ

　
　

る
と
思
い
ま
す
け
ど
。

藁
谷　

家
内
だ
っ
て
、
女
に
も
も
て
な
か
っ
た
ん
だ
っ

　
　

ぺ
か
な
っ
て
あ
れ
し
た
ら
ば
、
魅
力
な
い
ん
じ
ゃ

　
　

な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ん
に
し
て
み
た
ら
、
う
ん
。

藁
谷　

で
、
う
ち
の
家
内
と
は
見
合
い
で
す
。

ア
サ
ダ　

お
見
合
い
で
。

藁
谷　

う
ん
。
家
内
の
働
い
て
た
工
場
に
、
う
ち
の
親

　
　

戚
の
お
ば
さ
ん
が
い
た
の
。
で
、
そ
の
人
が
別
の

　
　

人
に
、
お
嫁
さ
ん
紹
介
し
た
の
ね
。
そ
し
た
ら
、

　
　

う
ち
の
お
ふ
く
ろ
が
、
う
ち
の
息
子
に
も
お
嫁
さ

　
　

ん
紹
介
し
て
く
れ
ね
か
っ
て
い
う
こ
と
で
、
い
ま

　
　

の
家
内
の
と
こ
さ
、
話
い
っ
た
ん
で
す
。
で
ね
、

　
　

初
め
て
会
っ
た
の
は
、
年
は
忘
れ
た
け
ど
、
１
月

　
　

19
日
に
会
っ
た
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

日
付
ま
で
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
、

　
　

は
っ
き
り
と
。

藁
谷　

と
に
か
く
小
名
浜
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
や
っ
て

　
　

い
う
こ
と
で
話
進
め
て
た
み
た
い
だ
か
ら
。
そ
し

　
　

て
見
合
い
を
し
て
、
そ
ん
で
23
日
三
崎
に
戻
っ
た

　
　

と
き
に
、
泉
駅
ま
で
送
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
結
婚

　
　

す
る
前
の
、
た
だ
１
回
の
デ
ー
ト
な
ん
で
す
よ
。

　
　
　

そ
ん
で
、
私
、
沖
さ
行
っ
ち
ゃ
っ
た
で
し
ょ
。

　
　

で
、う
ち
の
お
や
じ
が
、結
局
惚
れ
た
っ
て
い
う
か
。

ア
サ
ダ　

あ
、
お
父
さ
ま
が
気
に
入
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

気
に
入
ら
れ
た
。
う
ち
の
家
内
も
ね
、
お
父
さ

　
　

ん
っ
て
い
う
の
は
戦
争
で
戦
死
し
た
人
で
、
母
子

　
　

家
庭
で
育
っ
た
子
だ
か
ら
、
お
ふ
く
ろ
さ
ん
と
ふ

　
　

た
り
で
来
た
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
だ
か
ら
、
結
婚

　
　

す
る
前
に
逃
げ
ら
ん
ね
え
よ
う
に
、
樽
入
れ
し
ち

　
　

ま
お
う
っ
つ
っ
て
、
俺
い
な
い
う
ち
に
樽
入
れ
し

　
　

ち
ゃ
っ
た
の
。
樽
入
れ
っ
て
い
う
の
わ
か
る
？　

　
　

婚
約
で
す
よ
。

　
　
　

そ
の
と
き
ね̶

̶

お
も
し
ろ
い
ん
だ
よ
ね
、
い

　
　

ま
考
え
て
み
る
と
本
当
に
。俺
、何
だ
っ
た
ん
だ
っ

　
　

ぺ
な
と
思
う
ん
だ
け
ど̶

̶

そ
う
い
う
こ
と
で
私

　
　

が
、
落
ち
込
ん
で
た
わ
け
だ
。
そ
し
た
ら
、
私
の

　
　

友
だ
ち
が
ど
う
し
た
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
で
、
こ

　
　

う
言
わ
れ
た
ん
だ
っ
て
。
「
じ
ゃ
あ
、
俺
、
仲
も

　
　

つ
か
ら
」
っ
て
い
う
わ
け
で
、
平
さ
行
っ
て
ね
、

　
　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
し
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き

　
　

に
彼
女
呼
ん
で
く
れ
た
ん
で
す
よ
、
連
絡
取
れ
て
。

　
　
　

そ
ん
で
、
食
事
３
人
で
し
て
終
わ
っ
て
、
そ
ん

　
　

で
彼
女
の
う
ち
ま
で
タ
ク
シ
ー
で
送
っ
て
っ
た
ん

　
　

で
す
わ
、
私
。そ
れ
が
最
後
。「
幸
せ
に
な
れ
な
」っ

　
　

て
言
っ
て
。
馬
鹿
み
て
え
だ
っ
ぺ
ね
。

伊
藤　

幕
引
き
だ
。

ア
サ
ダ　

な
ん
て
、
じ
ー
ん
と
く
る
、
こ
れ
は
。

伊
藤　

ダ
ン
デ
ィ
ー
だ
ね
。

藁
谷　

だ
か
ら
、
そ
れ
が
ま
た
お
も
し
ろ
い
の
。
そ
の

　
　

あ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

伊
藤　

え
、
何
、
何
？

ア
サ
ダ　

聞
き
た
い
で
す
ね
、
そ
こ
は
。

藁
谷　

そ
の
人
は
、
最
終
的
に
は
役
所
に
勤
め
て
た
人

　
　

と
一
緒
に
な
っ
た
の
ね
。
そ
れ
で
、
で
き
た
女
の

　
　

子
が
ね
、
成
人
っ
つ
う
か
お
っ
き
く
な
っ
て
、
彼

　
　

女
に
そ
っ
く
り
な
娘
で
。
そ
れ
が
、
う
ち
の
家
内

　
　

が
勤
め
て
た
と
こ
ろ
で
、
事
務
や
っ
て
た
の

　
　
（
笑
）
。
家
内
と
結
婚
し
て
、
あ
る
日
突
然
、
そ

　
　

れ
こ
そ
、
そ
の
人
と
瓜
ふ
た
つ
の
人
が
目
の
前
に

　
　

現
れ
た
。

　
　
　

写
真
も
あ
っ
た
よ
。
あ
の
三
崎
の
公
園
で
な
ん

　
　

か
写
真
一
緒
に
撮
っ
た
よ
う
な
の
が
。
い
ま
の
三

　
　

崎
の
公
園
じ
ゃ
な
く
ね
、
前
の
。
そ
れ
を
み
ん
な
、

　
　

水
に
流
し
た
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も
、
津
波
で
み
ん

　
　

な
な
く
な
っ
た
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
。

藁
谷　

も
う
会
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
っ
て
、

　
　

俺
は
帰
っ
て
き
て
言
わ
れ
た
と
き
も
、
自
分
の
う

　
　

ん
だ
け
ど
、
結
局
、
何
つ
う
の
か
な
、
お
金
の
回

　
　

転
悪
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
。そ
ん
で
、市
場
さ
行
っ

　
　

て
も
魚
買
え
ね
え
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
わ
け
。

　
　
　

そ
れ
を
息
子
ふ
た
り
が
見
て
た
わ
け
だ
ね
。
そ

　
　

ん
で
自
分
ら
は
今
度
何
を
す
る
か
っ
つ
う
こ
と
で
、

　
　

最
初
は
エ
ビ
フ
ラ
イ
、
冷
凍
食
品
と
い
え
ば
エ
ビ

　
　

フ
ラ
イ
っ
つ
う
の
、
あ
る
で
し
ょ
。
あ
れ
の
走
り

　
　

の
頃
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
か
タ
イ
と
か
。
日

　
　

本
の
エ
ビ
使
っ
て
た
ら
あ
ん
な
の
で
き
な
い
か
ら
、

　
　

高
く
て
。
外
国
の
エ
ビ
で
も
ね
、
お
い
し
い
の
ね
。

　
　

私
も
一
回
手
伝
っ
た
こ
と
あ
ん
だ
け
ど
、
メ
キ
シ

　
　

コ
の
エ
ビ
が
一
番
う
ま
い
ん
で
す
。

　
　
　

そ
ん
で
結
局
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
き
ょ

　
　

う
だ
い
で
そ
う
い
う
冷
凍
食
品
扱
う
工
場
を
つ

　
　

く
っ
て
、
エ
ビ
の
フ
ラ
イ
の
仕
事
を
初
め
や
っ
た

　
　

ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き
に
私
の
家
内
の
妹
の
亭
主

　
　

が
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
面
で
は
、
人
よ
り
も
仕

　
　

事
が
で
き
る
人
間
で
、
す
ご
く
２
番
目
の
人

　
　
（
弟
）
が
気
に
入
っ
て
て
ね
。
そ
ん
で
あ
る
と
き

　
　

に
、「
藁
谷
く
ん
、
あ
ん
た
い
つ
ま
で
も
船
に
乗
っ

　
　

て
る
わ
け
で
ね
え
だ
ろ
」
と
。
そ
う
い
う
相
談
か

　
　

け
ら
れ
た
わ
け
だ
。

　
　
　

そ
ん
で
弟
の
ほ
う
は
、
妹
の
亭
主
の
ほ
う
に

　
　

̶
̶

家
内
の
ね̶

̶

「
い
や
、
俺
の
右
腕
に
し
て

　
　

ん
だ
」
と
。
だ
け
ど
も
、
右
腕
に
し
た
い
の
に
は
、

　
　

彼
が
い
ま
や
っ
て
い
る
エ
ビ
の
皮
む
き
、
結
局
、

　
　

彼
の
こ
と
使
え
た
け
れ
ど
も
、
後
継
者
が
い
な
け

　
　

れ
ば
あ
れ
す
る
わ
け
。
そ
ん
で
そ
う
言
わ
れ
て
、

　
　

そ
ん
と
き
ち
ょ
う
ど
冷
凍
の
ほ
う
や
っ
て
て
、
腰

　
　

も
痛
め
て
た
か
ら
、
じ
ゃ
あ
と
思
っ
て
。
そ
れ
が

　
　

き
っ
か
け
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。
そ
の
藁
谷
さ
ん
が
ち
ょ

　
　

う
ど
漁
師
か
ら
そ
の
加
工
の
仕
事
を
さ
れ
る
時

　
　

期
っ
て
、
さ
っ
き
エ
ビ
フ
ラ
イ
の
話
を
仰
っ
て
ま

　
　

し
た
け
ど
、
こ
れ
も
加
工
食
品
に
で
き
ん
じ
ゃ
な

　
　

い
か
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

　
　

た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

う
ん
、
あ
っ
た
ね
。
あ
の
時
期
は
ね
、
ハ
ワ
イ

　
　

ア
ン
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
前
。
常
磐
炭
鉱
が
閉
鎖

　
　

し
た
と
き
、
あ
の
頃
か
ら
だ
か
ら
。
そ
ん
で
、
閉

　
　

鎖
し
て
、
地
元
の
あ
の
炭
鉱
長
屋
に
い
た
人
ら
が
、

　
　

パ
ン
粉
つ
け
て
こ
う
や
っ
て
握
る
。

ア
サ
ダ　

結
局
仕
事
ね
。
そ
っ
ち
か
ら
変
わ
る
ん
で
す
よ

　
　

ね
、
炭
鉱
の
仕
事
か
ら
。

藁
谷　

そ
う
い
う
の
を
こ
っ
ち
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

　
　

行
っ
て
、
乗
せ
て
き
て
、
そ
ん
で
つ
く
っ
た
わ
け
。

　
　

そ
う
い
う
の
を
つ
く
ら
せ
ん
だ
、
女
工
さ
や
ら
せ

　
　

た
。
で
、
終
わ
っ
て
夕
方
に
な
る
と
、
ま
た
マ
イ

　
　

ク
ロ
バ
ス
さ
乗
せ
て
、
常
磐
ま
で
送
っ
て
く
っ
て

　
　

い
う
、
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
み
ん
な
そ
こ
で
働
き
出
し
た
ん
だ
、

　
　

女
工
さ
ん
た
ち
は
。

藁
谷　

う
ん
。
そ
ん
で
、
あ
の
炭
鉱
の
廃
油
っ
つ
う
の

　
　

か
な
、
そ
れ
が
炭
鉱
閉
鎖
し
て
も
出
て
た
か
ら
、

　
　

結
局
お
湯
を
使
っ
て
や
っ
た
の
が
、
い
ま
の
ハ
ワ

　
　

イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
な
ん
で
す
。
最
初
は
馬
鹿
扱
い

　
　

で
す
、
あ
ん
な
こ
と
や
っ
て
っ
て
。
そ
れ
が
成
功

　
　

し
た
ら
、
「
さ
ま
さ
ま
」
だ
わ
な
。

ア
サ
ダ　

が
ら
っ
と
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
神
さ
ま
扱
い
だ
も
ん
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
そ
れ
ね
、
わ
か
ん
な
い
で
す
も
ん
ね
、

　
　

最
初
は
無
理…

…

。

藁
谷　

う
ん
、
だ
か
ら
、
映
画
の
『
フ
ラ
ガ
ー
ル
』
観

　
　

る
と
わ
か
る
け
れ
ど
も
さ
、
最
初
は
本
当
に
炭
鉱

　
　

の
娘
だ
か
ら
踊
っ
て
て
、
い
ま
み
て
え
な
、
か
わ

　
　

い
こ
ち
ゃ
ん
で
ね
か
っ
た
か
ら
さ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
こ
そ
下
神
白
団
地
の
佐
山
さ
ん
と
か
、
い

　
　

ろ
ん
な
方
か
ら
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
話

　
　

が
出
て
い
て
、
お
子
さ
ん
を
一
緒
に
連
れ
て
っ
て
、

　
　

つ
い
で
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
観
た
と
か
、
結
構
そ
ん

　
　

な
話
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
よ
く
い
ろ
ん
な
歌
手

　
　

と
か
も
来
ら
れ
て
た
ん
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

あ
あ
、
来
て
ま
し
た
ね
、
日
曜
日
の
た
ん
び
に

　
　

来
て
ま
し
た
ね
。

ア
サ
ダ　

毎
週
来
て
た
の
か
、
す
ご
い
な
。

藁
谷　

ま
た
こ
れ
も
古
い
話
に
な
っ
け
ど
、
一
番
先
に

　
　

来
た
歌
手
っ
つ
う
の
は
、
日
野
て
る
子
な
ん
で
す

　
　

よ
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
で
歌
っ
た
人
で
。

ア
サ
ダ　

一
番
最
初
に
来
ら
れ
た
の
が
？

藁
谷　

そ
う
で
す
、
１
月
15
日
。
そ
れ
覚
え
て
る
の
は
、

　
　

私
の
誕
生
日
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

藁
谷
さ
ん
、
は
っ
き
り
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま

　
　

す
ね
。
そ
れ
、
観
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

藁
谷　

観
ま
し
た
。
私
も
ハ
ワ
イ
ア
ン
好
き
だ
っ
た
か

　
　

ら
。
だ
か
ら
ど
っ
ち
か
と
言
う
と
、
ス
チ
ー
ル
ギ

　
　

タ
ー
の
音
楽
が
好
き
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

３
曲
目
の
ナ
ン
バ
ー
で
す
。
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン

　
　

セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

　
　

り
、
藁
谷
さ
ん
も
目
の
当
た
り
に
し
た
、
日
野
て

　
　

る
子
さ
ん
の
楽
曲
で
す
。
『
南
国
の
夜
』
、
聴
い

　
　

て
く
だ
さ
い
。

藁
谷　

あ
と
、
だ
い
た
い
盲
腸
が
多
い
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
盲
腸
か
。

藁
谷　

う
ん
。
私
も
一
回
、
ま
あ
自
分
が
不
注
意
だ
っ

　
　

た
ん
で
す
け
ど
、
頭
か
ら
落
っ
こ
っ
て
、
デ
ッ
キ

　
　

に
ね
。
そ
れ
で
、
肩
打
っ
て
、
こ
っ
ち
の
肩
だ
っ

　
　

た
か
な
。
そ
ん
で
胸
な
ん
か
本
当
に
女
の
人
の
胸

　
　

よ
り
お
っ
き
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
ん
で
、
学
校

　
　

と
小
名
浜
の
無
線
局
と
連
絡
取
っ
て
、
そ
れ
で
あ

　
　

と
学
校
の
ほ
う
で
医
者
と
連
絡
取
っ
て
て
、
ど
う

　
　

し
ろ
、
こ
う
し
ろ
っ
て
い
う
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
の
処
置
の
仕
方
を
、
そ
の
と
き
連
絡

　
　

し
合
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
そ
う
そ
う
。
衛
生
管
理
者
っ
て
い
う
の

　
　

が
ひ
と
り
乗
っ
て
て
、
医
者
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

藁
谷　

船
の
場
合
は
、
1
0
0
人
以
上
の
乗
組
員
で
な

　
　

い
と
、
医
者
い
ら
な
い
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

藁
谷　

で
、
飛
び
降
り
て
、
こ
こ
へ
こ
う
、
湿
布
し
て

　
　

ね
、
そ
ん
で
、
あ
ん
ま
り
最
悪
の
場
合
は
、
ラ
バ

　
　

ウ
ル
に
入
る
よ
う
に
っ
て
い
う
指
示
が
、
だ
か
ら
、

　
　

そ
の
ま
わ
り
で
操
業
し
て
た
わ
け
で
す
よ
。
だ
け

　
　

ど
、
そ
の
、
す
ん
な
り
こ
う
、
落
ち
着
い
た
か
ら
。

伊
藤　

そ
の
無
線
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
モ
ー
ル
ス
信
号
な

　
　

ん
で
す
か
？

藁
谷　

モ
ー
ル
ス
で
す
よ
。
い
ま
は
わ
か
ん
な
い
で
す

　
　

よ
、
い
ま
は
衛
星
使
っ
て
ま
す
か
ら
、
電
話
な
ん

　
　

か
も
適
用
に
な
る
か
も
わ
か
ん
な
い
で
す
け
ど
、

　
　

私
ら
の
と
き
に
は
一
番
の
、
自
分
ら
の
楽
し
み
っ

　
　

つ
う
と
、
い
ま
で
言
う
と
、
F
A
X
ね
。

伊
藤　

そ
ん
な
の
あ
っ
た
ん
で
す
ね
、
電
送
み
た
い
な
。

藁
谷　

う
ん
、
あ
り
ま
し
た
。
１
日
１
回
新
聞
が
流
れ

　
　

て
く
る
ん
で
す
よ
。だ
か
ら
、ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
勝
っ

　
　

た
と
か
さ
、
阪
神
負
け
た
と
か
っ
て
い
う
。

　
　
　

そ
ん
と
き
に
見
て
、
い
ま
で
も
残
っ
て
る
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
太
平
洋
側
で
操
業
し

　
　

て
た
と
き
で
す
け
ど
、
チ
リ
地
震
が
あ
っ
て
、
津

　
　

波
が
あ
っ
た
で
し
ょ
、
こ
っ
ち
で
。

　
　
　

そ
の
と
き
の
被
害
な
ん
か
も
全
部
F
A
X
で
、

　
　

１
日
１
回
だ
け
。
そ
ん
で
あ
と
は
ね
、
短
波
放
送

　
　

が
入
る
の
か
な
。
で
、
あ
と
、
ハ
ワ
イ
の
近
く
に

　
　

行
く
と
、
や
っ
ぱ
り
日
本
語
放
送
入
り
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
入
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

そ
う
そ
う
、
そ
の
く
ら
い
だ
っ
た
か
な
、
楽
し

　
　

み
っ
て
い
う
と
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
短
波
放
送
か
。

藁
谷　

日
本
短
波
放
送
っ
て
い
う
の
か
な
。

ア
サ
ダ　

ラ
ジ
オ
短
波
っ
て
ね
、
あ
り
ま
し
た
ね
。

藁
谷　

そ
ん
で
、
ア
ン
テ
ナ
は
ね
、
表
の
一
番
前
に
あ

　
　

る
マ
ス
ト
の
上
か
ら
さ
、
み
ん
な
で
と
っ
て
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
、
船
の
上
っ
て
い
う
の
は
、
レ

　
　

コ
ー
ド
を
聴
く
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
け

　
　

ど
、
国
に
近
づ
く
と
ね
、
そ
こ
の
現
地
の
ラ
ジ
オ

　
　

が
入
っ
て
き
て
。

藁
谷　

現
地
の
ラ
ジ
オ
が
入
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
あ
と

　
　

は
12
月
30
日
で
、
も
う
う
ち
な
ん
か
も
お
正
月
と

　
　

か
お
盆
な
ん
か
ね
え
か
ら
。
そ
う
す
る
と
ね
、
N

　
　

H
K
の
紅
白
歌
合
戦
が
、
海
外
向
け
の
、
ブ
ラ
ジ

　
　

ル
あ
た
り
さ
流
す
や
つ
が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
わ
。

　
　

そ
れ
に
み
ん
な
か
じ
り
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
な
ん
か

　
　

な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

大
晦
日
で
す
ね
、
紅
白
っ
て
。
そ
の
当
時
の
こ

　
　

と
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
？　

歌
と
か
、
ど
う

　
　

い
う
歌
手
が
出
て
た
か
と
か
っ
て
。

藁
谷　

歌
手
っ
て
か
、
ま
あ
そ
の
当
時
は
三
波
春
夫
と

　
　

か
さ
、
春
日
八
郎
と
か
ね
、
あ
あ
い
う
人
ら
だ
ね
。

　
　

あ
あ
い
う
人
が
多
か
っ
た
ね
。
ま
あ
多
か
っ
た
と

　
　

い
う
か
、
あ
あ
い
う
連
中
だ
ね
。
美
空
ひ
ば
り
は

　
　

ず
っ
と
あ
れ
し
て
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
ず
っ
と
出
て
は
り
ま
し
た
。

藁
谷　

あ
と
は
、
ま
あ
亡
く
な
っ
た
島
倉
千
代
子
な
ん

　
　

か
ね
。
若
い
頃
ね
、
み
ん
な
ね
。

ア
サ
ダ　

チ
リ
沖
地
震
が
起
き
た
1
9
6
0
年
、
昭
和
35

　
　

年
。
当
時
は
藁
谷
さ
ん
は
18
歳
、
そ
ん
な
時
代
、

　
　

海
の
上
の
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
き
た
紅
白
歌
合
戦

　
　

で
は
ど
ん
な
曲
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

そ
の
な
か
で
も
印
象
深
い
曲
を
藁
谷
さ
ん
に
選
ん

　
　

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
聴
い
て
く
だ
さ

　
　

い
。
森
山
加
代
子
で
『
月
影
の
キ
ュ
ー
バ
』
で
す
、

　
　

ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
転
機
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

ア
サ
ダ　

28
歳
ま
で
で
し
た
っ
け
、
海
に
出
ら
れ
て
た
の

　
　

は
。

藁
谷　

そ
う
で
す
。

ア
サ
ダ　

漁
師
を
辞
め
る
こ
と
を
決
め
た
き
っ
か
け
っ
て

　
　

あ
っ
た
ん
で
す
か
？

藁
谷　

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
と
同
じ
地
域
に
い
た
人

　
　

で
、
い
ま
常
磐
で
永
谷
園
の
仕
事
を
し
て
る
人
が

　
　

い
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
人
と
い
う
の
は
、
昔
だ
か

　
　

ら
お
や
じ
さ
ん
な
ん
か
は
加
工
屋
さ
ん
や
っ
て
て
、

　
　

そ
れ
こ
そ
、
頬
刺
し
と
か
み
り
ん
干
し
や
っ
て
た

ア
サ
ダ　

み
ん
な
お
金
落
と
す
か
ら
ね
。

清
　　

若
い
ぶ
ん
、
お
金
使
い
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
。

ア
サ
ダ　

三
崎
か
ら
船
乗
っ
て
た
っ
て
こ
と
は
、
お
家
は

　
　
　

当
時
三
崎
に
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

い
や
、下
宿
。み
ん
な
日
本
か
ら
集
ま
っ
て
く
っ

　
　

ぺ
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か
ら
。
う
ち
、
あ
る
わ
け
ね

　
　

え
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
下
宿
し
て
、
船
に

　
　

乗
っ
て
る
の
。
ア
パ
ー
ト
借
り
る
っ
て
い
う
人
も

　
　

い
ね
え
よ
。
ア
パ
ー
ト
借
り
る
ま
で
い
か
ね
え
。

　
　

俺
ら
、
何
十
日
も
い
る
わ
け
じ
ゃ
ね
え
ん
だ
か
ら
。

　
　

せ
い
ぜ
い
だ
っ
て
、
１
か
月
か
な
ん
ぼ
だ
。
だ
か

　
　

ら
、
下
宿
の
ほ
う
が
い
い
の
。
知
り
合
い
が
い
っ

　
　

ぺ
。
船
で
話
し
て
も
ら
っ
て
、
下
宿
、
あ
あ
、
い

　
　

い
よ
っ
て
言
わ
れ
れ
ば
そ
こ
行
っ
て
。

ア
サ
ダ　

仮
住
ま
い
な
ん
だ
な
、
ず
っ
と
。

清
　　

う
ん
。
下
宿
だ
か
ら
、
朝
パ
ン
し
か
食
事
が
出

　
　

ね
え
わ
け
。
昼
は
出
な
い
か
ら
。
だ
け
ど
も
、
夜

　
　

に
な
っ
と
食
事
行
っ
た
り
、
こ
れ
行
っ
た
り
、
す

　
　

し
屋
行
っ
た
り
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
行
く
わ
。
行
く
わ
行
く
わ
、
そ
ら
。

り
ん
ご　

仲
間
の
漁
師
と
行
く
の
け
、
そ
う
い
う
の
は
。

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

仲
間
の
漁
師
と
行
く
の
？　

飲
み
に
。
誰
と
一

　
　

緒
に
行
く
の
？　

女
の
子
？

清
　　

い
や
、
向
こ
う
行
っ
た
ら
女
の
子
い
っ
ぺ
よ
。

一
同　
（
笑
）
。

り
ん
ご　

女
の
子
い
る
と
こ
さ
、
行
く
の
ね
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
漁
師
友
だ
ち
と
一
緒
に
、
じ
ゃ
あ
、
今

　
　

日
も
行
く
か
っ
て
感
じ
で
？

清
　　

う
ん
、
そ
う
、
う
ん
。

り
ん
ご　

ス
ナ
ッ
ク
？　

バ
ー
？

清
　　

う
ん
、
ス
ナ
ッ
ク
、
バ
ー…

…

そ
う
だ
な
、
あ

　
　

の
頃
ね
、
ま
だ
ス
ナ
ッ
ク
っ
て
い
う
の
は
な
か
っ

　
　

た
ん
だ
。そ
れ
で
、俺
が
い
る
途
中
で
ス
ナ
ッ
ク
っ

　
　

て
い
う
の
、
で
き
た
の
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
が
行
っ
て
た
ス
ナ
ッ
ク
・
バ
ー
っ
て
、

　
　

音
楽
と
か
か
か
っ
て
た
の
？

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

曲
と
か
か
か
っ
て
た
？

清
　　

若
い
と
き
か
ら
外
国
ば
っ
か
り
行
っ
て
た
か
ら
、

　
　

外
国
の
音
楽
が
好
き
だ
っ
た
の
。
日
本
の
音
楽
聴

　
　

か
ね
え
も
ん
。
だ
か
ら
、
テ
レ
ビ
で
な
ん
か
た
ま

　
　

に
や
っ
ぺ
。聴
い
た
こ
と
ね
え
よ
。性
に
合
わ
ね
え
。

ア
サ
ダ　

そ
う
よ
ね
、
な
ん
か
清
さ
ん
か
ら
歌
謡
曲
の
話

　
　

が
上
が
っ
た
こ
と
な
い
も
ん
な
。

清
　　

う
ん
、
日
本
の
音
楽
は
性
に
合
わ
ね
え
。

ア
サ
ダ　

外
国
の
音
楽
っ
て
な
る
と
、
ど
こ
の
国
の
音
楽

　
　

が
清
さ
ん
、
性
に
合
う
？

清
　　

ブ
ラ
ジ
ル
の
音
楽
す
ご
い
ぞ
。
サ
ン
バ
、
ボ
サ

　
　

ノ
バ
、
踊
り
も
い
い
よ
、
す
ご
い
か
ら
。
キ
ャ
バ

　
　

レ
ー
行
く
べ
。
そ
う
す
っ
と
、
専
門
家
じ
ゃ
ね
え

　
　

ん
だ
。
お
客
さ
ん
が
行
っ
て
、
こ
う
ス
テ
ー
ジ
が

　
　

あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
踊
っ
た
り
、
素
晴
ら
し
い
。

　
　
　

カ
ー
ニ
バ
ル
も
ブ
ラ
ジ
ル
へ
２
年
い
た
か
ら
、

　
　

２
回
見
て
る
。
素
晴
ら
し
い
ぞ
、
カ
ー
ニ
バ
ル
。

　
　

す
ご
い
女
の
人
た
ち
が
、
こ
う
、
短
い
ス
カ
ー
ト

　
　

だ
け
れ
ど
も
何
百
人
っ
て
踊
っ
て
く
る
の
。
何
百

　
　

人
ま
で
い
ね
え
か
。
そ
う
す
っ
と
、
そ
れ
に
あ
と

　
　

く
っ
つ
い
て
踊
っ
て
く
ん
の
。

　
　
　

そ
れ
で
ブ
ラ
ジ
ル
は
ね
、
飲
ん
で
も
食
っ
て
も

　
　

安
い
。
そ
れ
で
、
う
ま
い
も
の
食
え
っ
か
ら
。

江
尻　

ブ
ラ
ジ
ル
は
な
ん
て
い
う
ま
ち
に
い
た
ん
で
す

　
　

か
？

清
　　

レ
シ
フ
ェ
。

ア
サ
ダ　

レ
シ
フ
ェ
？

清
　　

う
ん
。
レ
シ
フ
ェ
っ
て
、
こ
っ
ち
は
ア
ル
ゼ
ン

　
　

チ
ン
、
こ
っ
ち
は
太
平
洋
側
、
こ
れ
、
パ
ナ
マ
運

　
　

河
な
。
こ
れ
を
北
へ
行
く
と
、
中
南
米
っ
て
い
っ

　
　

て
、
ず
っ
と
行
く
と
メ
キ
シ
コ
あ
っ
て
、
そ
の
下

　
　

へ
行
く
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
。
だ
か
ら
、
こ
こ
だ
。

　
　

レ
シ
フ
ェ
っ
て
こ
こ
に
あ
る
ん
だ
。
大
き
な
ま
ち

　
　

な
ん
だ
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
に
い
た
と
き
は
ど
こ
さ
住
ん
で
た

　
　

の
？

清
　　

ど
こ
っ
て
、
船
に
寝
て
ん
だ
っ
ぺ
。

ア
サ
ダ　

ず
っ
と
船
な
ん
だ
。

清
　　

だ
っ
て
、
漁
師
だ
も
の
、
船
だ
わ
よ
。

り
ん
ご　

２
段
ベ
ッ
ド
か
な
ん
か
？

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

で
、
仲
間
と
一
緒
の
部
屋
に
住
ん
で
た
の
？

清
　　

仲
良
く
な
っ
た
女
も
い
る
わ
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
人
っ
て
こ
と
？

ア
サ
ダ　

ブ
ラ
ジ
ル
人
？　

そ
れ
。

清
　　

そ
れ
は
ア
パ
ー
ト
で
寝
て
る
、
寝
た
り
す
る
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
女
の
子
け
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
て
た
ん
だ
ね
。

り
ん
ご　

言
葉
は
ど
う
や
っ
て
？

清
　　

言
葉
は
な
ん
と
か
な
っ
た
、
覚
え
て
る
。
覚
え

　
　

て
く
る
わ
、
だ
ん
だ
ん
と
な
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
し
ゃ
べ
る
っ
て

　
　

こ
と
？　

清
さ
ん
。

清
　　

う
ん
、
何
回
も
行
っ
て
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
行
っ
て
た
か
ら
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
愛
し
て
る
っ
て
な
ん
て
言
う
の
？

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

渡
部 

清
さ
ん
の
海
と
ア
モ
ー
レ
・
ミ
オ

ア
サ
ダ　

さ
て
、
改
め
て
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
、
司
会
の

　
　

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
下
神
白
団
地

　
　

４
号
棟
に
住
む
浪
江
町
ご
出
身
の
渡
部 

清
さ
ん
の

　
　

お
話
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
ず
は
清
さ
ん
が
な
ぜ

　
　

漁
師
に
な
っ
た
の
か
、
１
年
の
う
ち
の
大
半
を
海

　
　

外
で
暮
ら
す
生
活
で
聴
こ
え
て
き
た
音
楽
と
は
。

　
　

こ
の
あ
た
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

　
　

で
は
ど
う
ぞ
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
は
い
く
つ
の
と
き
に
漁
師
に
な
っ
た
ん

　
　

で
す
か
？

清
　　

俺
、
中
学
校
卒
業
の
と
き
で
、
す
ぐ
。

ア
サ
ダ　

中
学
卒
業
し
て
す
ぐ
？

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
中
学
校
卒
業
し
て
、
す
ぐ
は
こ

　
　

こ
で
、
小
名
浜
で
２
年
漁
師
や
っ
て
た
の
。
そ
う

　
　

す
る
と
、
昔
だ
か
ら
木
造
船
で
ち
っ
ち
ゃ
い
船
だ

　
　

べ
。
で
、
サ
ン
マ
で
、
北
海
道
ま
で
行
く
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

北
海
道
ま
で
。

清
　　

そ
れ
で
八
戸
寄
っ
て
、
サ
ン
マ
は
ず
っ
と
移
動

　
　

し
て
っ
か
ら
、
北
海
道
函
館
沖
あ
た
り
か
ら
サ
ン

　
　

マ
獲
り
は
じ
ま
っ
て
、
青
森
へ
来
て
、
岩
手
へ
来

　
　

て
、
宮
城
へ
行
っ
て
、
静
岡
あ
た
り
ま
で
行
く
の
。

　
　

そ
し
た
ら
、
今
度
、
北
上
す
る
の
。
北
海
道
の
ほ

　
　

う
へ
行
っ
ち
ゃ
う
の
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
、
な
ん
で
漁
師
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

な
ん
で
っ
て
、
俺
み
て
え
な
頭
の
よ
く
ね
え
の
、

　
　

や
る
こ
と
ね
え
べ
。

ア
サ
ダ　
（
笑
）
。

清
　　

学
校
も
出
て
ね
え
も
ん
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
の
中
学
校
の
お
友
だ
ち
で
、
結
構
、
漁

　
　

師
に
な
っ
た
人
は
多
か
っ
た
ん
で
す
か
。
俺
も
漁

　
　

師
に
な
る
っ
て
い
う
感
じ
だ
っ
た
？

清
　　

い
や
、
多
く
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

あ
、
本
当
。

清
　　

何
人
も
い
な
い
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。

清
　　

う
ん
。
俺
ら
の
と
こ
ろ
に
は
、
漁
港
は
あ
る
け

　
　

れ
ど
も
。
浪
江
だ
か
ら
、
請
戸
（
漁
港
）
っ
て
。

ア
サ
ダ　

請
戸
。

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
、
漁
師
に
な
っ
た
っ
て
い
う
の

　
　

は
い
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

珍
し
か
っ
た
ん
だ
、
じ
ゃ
あ
、
清
さ
ん
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
乗
っ
て
た
サ
ン
マ
の
船
も
お
っ
き
か
っ

　
　

た
の
？

清
　　

サ
ン
マ
船
は
ち
っ
ち
ぇ
え
、
30
ト
ン
か
ら
40
ト

　
　

ン
、
木
造
船
。

ア
サ
ダ　

う
ん
う
ん
う
ん
、
木
造
船
。

清
　　

い
ま
、
木
造
船
な
ん
か
ね
え
や
。
ほ
と
ん
ど
鉄

　
　

船
だ
な
。

ア
サ
ダ　

鉄
に
な
っ
て
る
の
か
な
、
う
ん
。
北
海
道
ま
で
、

　
　

北
上
し
て
行
っ
て
。

清
　　

う
ん
、
木
造
船
30
ト
ン
で
北
海
道
ま
で
行
く
。

　
　

そ
れ
で
、
こ
こ
で
２
年
や
っ
て
て
、
情
報
入
っ
て

　
　

く
っ
ぺ
、
そ
し
た
ら
、
神
奈
川
県
の
三
浦
三
崎
で
、

　
　

日
本
全
国
の
大
き
い
船
、
集
ま
っ
て
く
る
の
。

　
　

3
0
0
ト
ン
、
4
0
0
ト
ン
っ
て
。

ア
サ
ダ　

全
然
、
も
う
単
位
が
違
う
ん
だ
ね
。

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
、
そ
れ
に
乗
っ
て
、
外
国
へ
。

　
　

パ
ナ
マ
っ
て
知
っ
て
る
？

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

清
　　

パ
ナ
マ
運
河
を
越
え
て
、
大
西
洋
へ
行
っ
て
、

　
　

そ
し
て
、
向
こ
う
つ
た
っ
て
、
魚
釣
っ
て
売
っ
て

　
　

た
の
。
２
年
ぐ
ら
い
の
契
約
で
。

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
の
は
契
約
す
る
ん
で
す
ね
、
２
年

　
　

行
っ
て
こ
い
み
た
い
な
感
じ
で
。

清
　　

う
ん
、契
約
し
て
。で
、魚
獲
っ
て
外
国
へ
売
っ

　
　

て
ん
の
。

り
ん
ご　

な
ん
で
そ
っ
ち
行
っ
た
の
？　

小
名
浜
か
ら
。

清
　　

情
報
入
っ
て
き
た
っ
ぺ
。

り
ん
ご　

儲
か
ん
の
け
、
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
。

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら…

…

。

ア
サ
ダ　

情
報
が
、
そ
う
か
。

清
　　

じ
ゃ
あ
、
こ
こ
で
漁
師
や
っ
て
る
よ
り
も
、
神

　
　

奈
川
県
の
三
浦
三
崎
へ
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
、

　
　

俺
は
思
っ
て
行
っ
た
の
。
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
ひ
と
つ

　
　

持
っ
て
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
一
旗
揚
げ
に
行
っ
た
ん
だ
な
。

清
　　

そ
れ
で
、
20
年
漁
師
や
っ
て
た
わ
。
若
い
と
き

　
　

だ
か
ら
、
日
本
に
い
な
い
の
、
外
国
ば
っ
か
り
だ

　
　

か
ら
。

り
ん
ご　

二
十
歳
で
、
じ
ゃ
あ
三
崎
行
っ
た
ん
だ
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

三
崎
行
っ
て
か
ら
は
、
も
う
ず
っ
と
三
崎
か
ら

　
　

世
界
に
。
長
か
っ
た
ん
で
す
ね
、
そ
っ
か
ら
先
は
。

清
　　

う
ん
、
三
崎
は
い
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
う
。

清
　　

う
ん
。
東
京
か
ら
近
い
べ
、
横
浜
か
ら
近
い
べ
、

　
　

三
浦
三
崎
は
観
光
地
だ
か
ら
。
漁
港
が
こ
う
あ
っ

　
　

た
ら
、
漁
港
の
向
こ
う
側
、
城
ヶ
島
っ
て
、
有
名

　
　

な
島
だ
っ
ぺ
、
城
ヶ
島
。
だ
か
ら
、
年
中
観
光
客

　
　

が
い
っ
ぱ
い
来
て
ん
の
。
そ
ん
だ
か
ら
、
お
金
も

　
　

使
う
わ
い
。

　
　

を
振
っ
て
）
く
れ
て
た
。
い
い
女
で
な
。

ア
サ
ダ　

そ
の
風
景
は
清
さ
ん
の
な
か
に
焼
き
付
い
て
る

　
　

ん
で
す
ね
、
こ
う
や
っ
て
手
を
振
っ
て
る
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
れ
っ
き
り
な
の
け
？

清
　　

う
ん
、
死
ん
だ
っ
ぺ
や
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
わ
か
ん
な
い
な
、
ど
う
だ
ろ
う
な
。

清
　　

ま
あ
そ
の
女
っ
て
、
俺
の
ひ
と
つ
か
ふ
た
つ
ぐ

　
　

れ
え
で
。

ア
サ
ダ　

年
同
じ
ぐ
ら
い
ね
。

清
　　

う
ん
。
も
う
、
俺
、
81
。
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
っ
て

　
　
　

あ
ん
ま
り
長
生
き
し
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

寿
命
は
ね
、
日
本
の
ほ
う
が
長
い
も
ん
ね
。

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら
、
死
ん
だ
っ
ぺ
や
。

ア
サ
ダ　

は
い
、
本
日
ラ
ス
ト
の
曲
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の

　
　

港
か
ら
遠
ざ
か
る
渡
部 

清
さ
ん
の
視
線
の
先
の
惜

　
　

別
、
そ
し
て
ま
た
、
新
た
な
土
地
で
の
一
期
一
会

　
　

に
気
持
ち
を
寄
せ
な
が
ら
聴
い
て
い
た
だ
け
た
ら

　
　

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

曲
は
メ
イ
ザ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
『O

B
ar-

　
　

quinho

』
、
邦
題
は
『
小
舟
』
と
い
う
タ
イ
ト

　
　

ル
で
す
。そ
れ
で
は
、ど
う
ぞ
聴
い
て
く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

渡
部 

清
さ
ん
の
浪
江
へ
の
帰
還
〜
い
ま
こ
こ
へ

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
が
、
20
年
ぐ
ら
い
ず
っ
と
漁
師
続
け
て
、

　
　

腰
痛
め
て
辞
め
た
と
き
っ
て
い
う
の
は
、
お
い
く

　
　

つ
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

42
。
だ
か
ら
も
う
、
ま
あ
辞
め
て
も
い
い
年
だ

　
　

け
ど
な
。
そ
う
す
っ
と
、
そ
の
と
き
、
千
葉
に
俺

　
　

の
姉
が
い
た
か
ら
。
三
崎
だ
と
知
り
合
い
い
ね
え

　
　

べ
。
そ
し
た
ら
、
姉
の
い
る
と
こ
ろ
行
っ
た
ほ
う

　
　

が
い
い
な
と
思
っ
て
。

ア
サ
ダ　

何
市
？

清
　　

千
葉
の
あ
そ
こ
、
作
草
部
っ
て
い
う
と
こ
ろ
。

　
　

そ
れ
で
、
入
院
し
た
の
は
、
千
葉
市
立
病
院
。
ほ

　
　

ん
で
、
あ
あ
、
こ
れ
じ
ゃ
駄
目
だ
な
あ
と
思
っ
て
、

　
　

漁
師
で
き
ん
べ
や
。
だ
か
ら
、
今
度
、
静
養
し
て
、

　
　

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
や
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
、

　
　

座
っ
て
れ
ば
い
い
ん
だ
か
ら
。
重
労
働
じ
ゃ
ね
え

　
　

か
ら
。

り
ん
ご　

も
し
腰
痛
め
な
か
っ
た
ら
、
ず
っ
と
漁
師
や
っ

　
　

て
た
の
？

清
　　

い
や
、
漁
師
は
55
で
定
年
だ
か
ら
。
普
通
は
60

　
　

か
、
定
年
は
。

ア
サ
ダ　

普
通
に
い
ま
は
ね
、
60
と
か
65
と
か
ね
。

清
　　

漁
師
は
55
で
定
年
に
な
る
の
。
そ
う
す
っ
と
、

　
　

ほ
ら
、年
金
も
も
ら
え
る
し
や
。そ
し
て
漁
師
や
っ

　
　

て
た
と
き
な
ん
か
、
も
う
、
痛
む
と
き
あ
る
の
。

　
　

そ
う
す
っ
と
、
腰
痛
か
っ
て
も
、
休
む
わ
け
に
い

　
　

か
ん
べ
よ
。
漁
師
は
人
数
決
ま
っ
て
行
っ
て
ん
だ

　
　

か
ら
。
そ
う
す
っ
と
、
休
む
場
合
は
、
人
に
迷
惑

　
　

か
け
る
。
だ
か
ら
休
む
わ
け
に
い
か
な
い
。
い
や

　
　

あ
、
つ
ら
い
ぞ
。
う
ん
。

ア
サ
ダ　

痛
く
て
も
休
め
な
い
ん
だ
も
ん
な
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

ト
ラ
ッ
ク
は
何
歳
ま
で
乗
っ
て
た
の
？　

40
か

　
　

ら
？

清
　　

62
ま
で
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
じ
ゃ
あ
、
20
年
。
漁
師
20
年
や
っ
て
、

　
　

ト
ラ
ッ
ク
20
年
や
っ
た
っ
て
感
じ
。
そ
っ
か
、
漁

　
　

師
も
っ
と
や
っ
て
る
か
。

清
　　

だ
か
ら
、
漁
師
辞
め
た
の
は
42
、
そ
れ
で
ト
ラ

　
　

ッ
ク
の
運
転
辞
め
た
の
が
62
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
、

　
　

東
京
と
か
千
葉
で
や
っ
て
た
か
ら
、
そ
れ
で
辞
め

　
　

て
浪
江
に
帰
っ
て
き
た
の
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
、
漁
師
に
な
っ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転

　
　

手
や
っ
て
、
60
超
え
て
浪
江
に
戻
っ
て
き
て
、
震

　
　

災
あ
っ
た
か
ら
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
越
し
て
こ
こ
に

　
　

来
た
け
ど
、
一
番
よ
か
っ
た
な
、
あ
の
時
代
は
っ

　
　

て
い
う
の
は
い
つ
ぐ
ら
い
？

清
　　

一
番
よ
か
っ
た
の
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
や
っ

　
　

て
て
62
で
辞
め
た
っ
ぺ
、
で
浪
江
に
帰
っ
て
き
た
。

　
　

そ
う
す
っ
と
、
俺
、
海
か
ら
離
れ
て
っ
け
ど
、
海

　
　

は
浪
江
、
請
戸
っ
て
あ
っ
ぺ
、
請
戸
漁
港
。
だ
け

　
　

ど
、
漁
師
も
や
ん
ね
え
や
、
使
っ
て
く
れ
る
と
こ

　
　

ろ
ね
え
か
ら
。
だ
か
ら
、
山
登
り
と
か
、
魚
釣
り

　
　

ば
っ
か
り
。
そ
れ
、
一
番
よ
か
っ
た
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
。
浪
江
に
戻
っ
て
き
た
と
き
の

　
　

時
代
っ
て
い
う
の
が
。

清
　　

そ
れ
を
、
う
ち
、
（
震
災
で
）
こ
ん
な
ん
な
っ

　
　

た
べ
。
あ
の
頃
は
よ
か
っ
た
。
別
に
体
悪
い
わ
け

　
　

じ
ゃ
ね
え
、
元
気
だ
か
ら
。
毎
日
暇
だ
と
登
山
、

　
　

ア
ユ
釣
り
と
か
、こ
ん
な（
で
っ
か
い
）や
つ
い
っ

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

 

そ
ん
な
に
あ
る
ん
で
す
か
。

清
　　

９
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
竿
、
そ
こ
へ
こ
う
、
５
キ

　
　

ロ
か
か
っ
た
ら
、
竿
ね
、
こ
ん
な
に
な
っ
て
く
る
。

　
　

そ
れ
が
、
い
ま
の
竿
い
い
か
ら
、
折
れ
ね
え
か
ら
、

　
　

こ
ん
な
に
曲
が
っ
て
て
折
れ
ね
え
ん
だ
ぞ
。

　
　
　

だ
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
、
の
ん
び
り
し

　
　

て
る
う
ち
、こ
ん
な
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
っ
ぺ
。あ
っ

　
　

ち
に
避
難
し
ろ
、
こ
っ
ち
に
避
難
し
ろ
っ
て
。
５

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

愛
し
て
る
っ
て
。

ア
サ
ダ　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
。

清
　　
「
ミ
・
ア
モ
ー
ル
」
っ
て
。
昔
、
「
ア
モ
ー
レ
、

　
　

ア
モ
ー
レ
、
ア
モ
〜
レ
・
ミ
オ
」っ
て
歌
が
流
行
っ

　
　

た
ろ
。
あ
れ
、
い
い
歌
だ
っ
た
よ
、
あ
れ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

渡
部 

清
さ
ん
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
出
会
っ
た
こ
こ
ろ
の

　
　

１
曲
。
ア
リ
ダ
・
ケ
ッ
リ
で
『S

in
n
ò
 
m
e

　
　

m
oro

』
。
こ
れ
、
イ
タ
リ
ア
語
ら
し
い
で
す
け

　
　

れ
ど
も
、
日
本
語
で
は
ず
ば
り
、
『
死
ぬ
ほ
ど
愛

　
　

し
て
』
だ
そ
う
で
す
。
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

渡
部 

清
さ
ん
の
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
別
れ

り
ん
ご　

清
さ
ん
は
レ
コ
ー
ド
と
か
買
わ
な
か
っ
た
の
？

清
　　

買
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
持
っ
て
た
ん
だ
？　

い
っ
ぱ
い
。

清
　　

外
国
か
ら
持
っ
て
き
て
、
60
枚
ぐ
ら
い
持
っ
て

　
　

た
。

ア
サ
ダ　

本
当
に
？

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら
、
外
国
か
ら
買
っ
て
き
た
か
ら
、

　
　

日
本
人
じ
ゃ
わ
か
ら
ね
え
わ
な
。
外
国
語
で
書
い

　
　

て
あ
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
、
日
本
に
持
っ
て
帰
っ
て
き
て
も
。

　
　

現
地
じ
ゃ
な
い
と
買
え
な
い
や
つ
を
買
っ
て
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
。

清
　　

キ
ュ
ー
バ
も
行
っ
た
か
ら
。
キ
ュ
ー
バ
も
い
い

　
　

と
こ
ろ
だ
わ
。
あ
れ
、
音
楽
の
本
場
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
。

清
　　

キ
ュ
ー
バ
な
、
カ
リ
ブ
海
。
そ
れ
も
全
部
な
く

　
　

な
っ
ち
ゃ
っ
た
け
ど
。

り
ん
ご　

そ
れ
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
？

清
　　

ど
こ
行
っ
た
か
わ
か
ん
ね
え
や
。
下
宿
も
変

　
　

わ
っ
た
り
す
っ
ぺ
。
だ
か
ら
、
そ
の
う
ち
に
全
部

　
　

な
く
な
っ
ち
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
ど
ん
ど
ん
引
っ
越
し
す
る
た

　
　

ん
び
に
な
く
な
っ
て
い
く
ん
だ
な
。

清
　　

何
枚
か
浪
江
に
持
っ
て
き
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。

清
　　

そ
し
て
、
浪
江
に
こ
ん
な
立
派
な
ス
テ
レ
オ
っ

　
　

て
あ
っ
た
っ
ぺ
、
こ
ん
な
で
け
え
の
。
あ
れ
持
っ

　
　

て
た
か
ら
く
れ
て
や
っ
た
、
娘
た
ち
に
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
う
な
の
。
や
っ
ぱ
り
日
本
の
漁
師
は
、

　
　

ブ
ラ
ジ
ル
と
か
キ
ュ
ー
バ
と
か
で
は
も
て
る
ん
で

　
　

す
か
、
女
の
子
に
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
が
す
げ
え
気
に
な
る
（
笑
）
。

清
　　

向
こ
う
の
女
は
、
日
本
の
女
と
性
質
が
違
う
か

　
　

ら
。
う
ん
と
気
持
ち
い
く
て
、
優
し
く
て
、
人
目

　
　

あ
ん
ま
り
気
に
し
な
い
か
ら
。

　
　
　

そ
れ
で
、
俺
が
岸
壁
に
船
い
っ
ぺ
、
こ
っ
ち
に
。

　
　

そ
う
す
る
と
、
馴
染
み
に
な
っ
た
バ
ー
で
働
い
て

　
　

た
女
の
子
が
迎
え
に
く
ん
の
。
夕
方
に
な
っ
た
ら

　
　

来
い
よ
っ
て
。
そ
う
す
る
と
、
椅
子
な
ん
か
ね
え

　
　

の
よ
。
い
い
着
る
も
の
着
た
っ
て
、
地
べ
た
に
べ

　
　

た
っ
と
座
っ
て
ん
だ
ぞ
。
そ
う
い
う
ふ
う
な
性
質

　
　

だ
か
ら
。

り
ん
ご　

日
本
の
女
と
は
違
う
ん
だ
ね
。

清
　　

ま
あ
、
気
持
ち
が
い
い
っ
て
い
う
か
、
優
し
い
。

ア
サ
ダ　

優
し
い
、
カ
ラ
ッ
と
し
て
ん
の
か
な
、
向
こ
う

　
　

の
人
の
ほ
う
が
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

日
本
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
い
い
女
は
い
な

　
　

か
っ
た
の
？

一
同　
（
笑
）
。

清
　　

で
も
、
ま
あ
い
ね
え
わ
け
じ
ゃ
ね
え
け
ど
、
ま

　
　

だ
お
金
も
貯
め
て
ね
え
し
、
う
ち
あ
る
わ
け
じ
ゃ

　
　

ね
え
し
。
だ
か
ら
、
い
い
や
い
い
や
と
思
っ
て
。

ア
サ
ダ　

漁
師
の
人
が
そ
う
や
っ
て
下
宿
で
、
で
も
ね
、

　
　

恋
人
が
で
き
て
結
婚
す
る
っ
て
な
っ
た
ら
、
下
宿

　
　

か
ら
出
て
、
ど
っ
か
家
借
り
る
ん
で
す
よ
ね
、
そ

　
　

う
や
っ
て
。

清
　　

う
ん
、
そ
う
い
う
よ
う
な
人
い
っ
ぱ
い
い
る
よ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
い
っ
ぱ
い
い
た
の
か
、
や
っ
ぱ
り
。

清
　　

で
も
、
俺
は
さ…

…

。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
。
清
さ
ん
、
も
て
た
よ
う
な
の
に
ね
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
の
ま
ち
離
れ
る
と
き
に
、
女
の
人
は
行
か
な

　
　

い
で
っ
て
言
わ
な
か
っ
た
の
？

清
　　

ま
ち
離
れ
る
と
き
？　

浪
江
？

ア
サ
ダ　

う
ん
、
浪
江
に
戻
る
と
き
。

り
ん
ご　

浪
江
に
戻
る
と
き
と
か
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
帰
る

　
　

と
き
と
か
、
女
の
人
が
さ
み
し
く
な
る
っ
け
ん
。

清
　　

う
ん
、
そ
れ
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
い
い
女
い
て
ね
、

　
　

そ
し
て
、
船
着
い
て
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
度
、
港

　
　

へ
行
く
べ
。
そ
う
す
っ
と
跳
ね
て
よ
、
港
の
先
ま

　
　

で
行
っ
て
た
、
迎
え
に
。

ア
サ
ダ　

め
っ
ち
ゃ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
だ
、
そ
れ
（
笑
）
。

清
　　

そ
れ
で
手
振
っ
て
ん
の
。
も
う
船
出
る
よ
っ

　
　

つ
っ
た
ら
、
さ
ー
っ
と
岸
壁
の
端
ま
で
行
っ
て
、

　
　

船
こ
う
行
く
か
ら
、
そ
し
て
、
こ
う
や
っ
て
（
手

　
　

か
所
も
６
か
所
も
歩
っ
た
ぞ
。
こ
れ
、
役
場
の
命

　
　

令
だ
か
ら
。

　
　
　

そ
ん
で
、
そ
の
う
ち
、
何
年
避
難
し
て
る
？　

　
　

３
年
か
。
４
年
目
で
こ
れ
（
下
神
白
団
地
）
、
で

　
　

き
た
ん
だ
よ
な
。
い
や
、
俺
も
前
は
集
会
場
へ
必

　
　

ず
何
か
あ
っ
た
ら
行
っ
て
た
ん
だ
。
そ
れ
で
、
具

　
　

合
悪
く
な
っ
て
、
行
か
な
く
な
っ
た
の
。

　
　
　

そ
し
て
、
具
合
悪
く
な
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
い
い

　
　

な
と
思
っ
た
ら
、
今
度
、
ま
た
悪
く
な
っ
て
、
入

　
　

院
し
た
っ
ぺ
。
そ
し
て
、
退
院
し
た
ら
、
ま
た
入

　
　

院
だ
。
１
か
月
で
４
日
入
院
し
て
た
の
。
小
便
出

　
　

な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
そ
れ
全
部
、
新
井
さ
ん
に

　
　

世
話
に
な
っ
て
。
そ
し
た
ら
、
あ
の
人
も
い
い
人

　
　

で
、
う
ん
と
俺
を
面
倒
み
て
く
れ
る
の
。

江
尻　

あ
れ
、
清
さ
ん
の
う
ち
あ
っ
た
の
は
浪
江
の
ど

　
　

こ
な
ん
で
し
た
っ
け
、
山
の
ほ
う
？　

う
ち
あ
っ

　
　

た
の
は
、
浪
江
の
ど
こ
な
ん
で
す
か
？

清
　　

室
原
。
室
原
っ
て
、
室
町
時
代
の「
室
」、室
原
。

　
　
　
（
家
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
）
あ
、ち
ょ
っ
と
行
っ

　
　

て
き
て
。

ア
サ
ダ　

は
い
。
こ
ん
に
ち
は
。

客
人　

こ
ん
に
ち
は
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
の
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
）
？

客
人　

終
わ
っ
て
な
い
で
す
か
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
も
う
終
わ
り
ま
す
、
僕
ら
の
話
は
。

客
人　

は
い
、
じ
ゃ
あ
、
す
み
ま
せ
ん
、
失
礼
し
ま
す
。

清
　　

ま
あ…

…

。

客
人　

う
ん
う
ん
、
変
わ
り
な
い
？

清
　　

う
ん
、
な
い
よ
。

客
人　

う
ん
、
調
子
も
大
丈
夫
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

よ
し
、
そ
ろ
そ
ろ
行
こ
か
。

客
人　

ち
ょ
っ
と
お
薬
だ
け
塗
っ
て
ね
。

り
ん
ご　

コ
ー
ヒ
ー
持
っ
て
い
き
ま
す
か
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
飲
む
？

清
　　

コ
ー
ヒ
ー
、
い
い
。

り
ん
ご　

コ
ー
ヒ
ー
飲
ま
な
い
？

清
　　

う
ん
、
う
ん
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
コ
ー
ヒ
ー
は…

…

。

清
　　

あ
、
じ
ゃ
あ
、
残
っ
た
ら
、
俺
、
あ
と
で
飲
む

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

本
当
？　

じ
ゃ
あ
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
こ
れ
、
こ
こ
さ
置
い
と
く
ね
。
こ
れ
、

　
　

コ
ー
ヒ
ー
。

ア
サ
ダ　

今
日
、カ
フ
ェ
で
、こ
れ
つ
く
っ
て
く
れ
た
や
つ
。

り
ん
ご　

カ
フ
ェ
の
コ
ー
ヒ
ー
出
す
け
の
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　

『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。
第
４
集
、
い
か
が
だ
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

最
後
は
渡
部 

清
さ
ん
に
、
震
災
前
の
浪
江
で
の

　
　

穏
や
か
な
生
活
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

　
　

た
。

　
　
　

人
生
の
先
輩
の
み
な
さ
ん
を
前
に
し
て
、
僕
の

　
　

よ
う
な
若
造
が
言
う
の
も
は
ば
か
れ
る
ん
で
す
け

　
　

れ
ど
も
、
番
組
を
つ
く
っ
て
い
て
、
つ
く
づ
く
考

　
　

え
さ
せ
ら
れ
る
の
が
、「
人
に
歴
史
あ
り
」と
い
う

　
　

こ
の
言
葉
で
す
。
震
災
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

　
　

こ
の
下
神
白
団
地
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
い

　
　

ま
、
み
な
さ
ん
は
暮
ら
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、
幸
か
不
幸
か
と
い
う
こ
と
は
い
っ
た
ん

　
　

置
い
て
お
い
て
、た
だ
事
実
と
し
て
、震
災
が
あ
っ

　
　

た
こ
と
で
、
い
ま
、
僕
は
み
な
さ
ん
と
こ
の
縁
を

　
　

結
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　

で
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
き
っ
か
け
で
あ
っ
て
、

　
　

そ
れ
以
前
の
膨
大
す
ぎ
る
み
な
さ
ん
の
記
憶
を
で

　
　

す
ね
、
こ
う
い
っ
た
音
楽
と
と
も
に
振
り
返
る
時

　
　

間
は
、
本
当
、
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
、
で
も
確

　
　

か
に
そ
こ
に
そ
の
方
々
が
生
き
て
い
た
重
み
、
そ

　
　

う
い
っ
た
も
の
を
多
少
な
り
と
も
受
け
取
ら
せ
て

　
　

も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
、
何
と
も
言
え
な
い
貴
重

　
　

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

そ
し
て
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
、
こ
の

　
　

ラ
ジ
オ
C
D
を
通
じ
て
、
出
身
町
も
世
代
も
超
え

　
　

て
わ
か
ち
合
っ
て
、
何
か
し
ら
出
会
い
に
つ
な
が

　
　

る
こ
と
を
勝
手
に
願
い
な
が
ら
、
僕
た
ち
は
こ
ん

　
　

な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

今
回
も
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
C
D
と
と
も
に

　
　

お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
。
集
会
場
の
入
り
口
に
あ

　
　

る
黄
色
い
ポ
ス
ト
に
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲
や

　
　

そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
簡
単
で
結
構
で
す
か
ら
、

　
　

書
い
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

そ
れ
で
は
、
次
回
お
楽
し
み
に
。

　
　
　

こ
の
夏
が
終
わ
れ
ば
ま
た
涼
し
い
秋
が
来
ま
す
。

　
　

季
節
の
変
わ
り
目
は
、
特
に
お
身
体
を
大
切
に
さ

　
　

れ
て
く
だ
さ
い
。
お
届
け
し
ま
し
た
の
は
、
『
ラ

　
　

ジ
オ
下
神
白
』
主
宰
の
音
楽
家
・
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
、

　
　

そ
し
て
、
り
ん
ご
ち
ゃ
ん
こ
と
榊 

裕
美
、
生
粋
の

　
　

小
名
浜
人
・
江
尻
浩
二
郎
の
３
名
で
し
た
。
あ
り

　
　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
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漁
師
を
辞
め
る
転
機
、
震
災
の
あ
の
日
の
エ
ピ

　
　

ソ
ー
ド
も
含
め
、
当
時
の
馴
染
み
深
い
音
楽
と
と

　
　

も
に
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

ど
う
ぞ
、
こ
の
下
神
白
か
ら
、
音
楽
と
と
も
に

　
　

海
の
記
憶
へ
と
漕
ぎ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は

　
　

永
崎
団
地
の
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
か
ら
お
届
け
し
た
い

　
　

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
海
と
初
恋
　

藁
谷　
（
写
真
を
見
な
が
ら
）
こ
れ
は
漁
場
に
向
か
う

　
　

途
中
。
こ
れ
は
マ
グ
ロ
獲
る
漁
具
で
す
。
漁
具
を

　
　

整
備
し
て
る
と
こ
ろ
で
す
。

り
ん
ご　

は
え
縄
？

藁
谷　

う
ん
、
は
え
縄
で
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
め
っ
ち
ゃ
い
い
で
す
。
後
ろ
に
広
が
る

　
　

こ
の…

…

。

藁
谷　

雲
ね
。

ア
サ
ダ　

雲
。
海
と
雲
と
す
ご
い
。

藁
谷　

こ
れ
は
お
そ
ら
く
ね
、
赤
道
あ
た
り
じ
ゃ
ね
え

　
　

か
な
っ
て
思
う
ん
で
す
け
ど
、
私
ら
は
北
か
ら
南

　
　

に
下
が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
と
き
に
、
赤
道

　
　

を
通
過
す
る
と
、
「
赤
道
祭
」
っ
つ
う
の
を
や
る

　
　

ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

何
人
ぐ
ら
い
乗
り
組
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
？

藁
谷　

乗
組
員
は
23
名
だ
っ
た
と
思
う
か
な
、
こ
の
当

　
　

時
。
そ
れ
で
、
学
生
が
20
名
く
ら
い
乗
っ
た
と
思

　
　

う
。
だ
か
ら
、
こ
の
頃
の
福
島
丸
は
エ
ア
コ
ン
は

　
　

な
か
っ
た
け
ど
、
い
ま
は
全
部
エ
ア
コ
ン
で
。
そ

　
　

れ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
と
き
に
は
海
星
高
校
（
福
島

　
　

県
立
い
わ
き
海
星
高
等
学
校
）
は
男
子
校
だ
っ
た

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

　
　

は
。
『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の

　
　

音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。
よ
う
こ
そ
、
司
会
の

　
　

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ
の
C
D
で
は
、
下
神
白

　
　

団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ま
ち
の
思
い
出
と
と

　
　

も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深
い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に

　
　

お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

み
な
さ
ん
、
と
に
か
く
暑
い
日
々
が
続
い
て
ま

　
　

す
ね
。
小
名
浜
エ
リ
ア
は
、
全
国
的
に
も
か
な
り

　
　

涼
し
い
で
す
し
、
以
前
よ
り
は
涼
し
く
な
っ
て
き

　
　

た
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
、
油
断
は
禁
物
で

　
　

す
。
水
分
補
給
や
ク
ー
ラ
ー
の
利
用
な
ど
、
熱
中

　
　

症
対
策
に
は
し
っ
か
り
取
り
組
ま
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

前
回
は
で
す
ね
、
そ
ん
な
暑
さ
と
は
対
照
的
に
、

　
　

３
月
の
寒
い
と
き
に
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
総
集
編
を
つ
く
り
ま
し
て
、
み
な
さ
ん
か
ら

　
　

た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
リ
ク
エ
ス
ト
を
ぎ
ゅ
っ
と

　
　

２
枚
組
の
C
D
に
し
て
ご
自
宅
に
配
り
に
行
き
ま

　
　

し
た
。
そ
の
節
は
、
た
く
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
、

　
　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

あ
れ
か
ら
５
か
月
経
ち
ま
し
て
、
今
回
で
第
４

　
　

集
と
な
る
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
。
特
集
は
海
の
男

　
　

た
ち
に
注
目
し
ま
し
た
。
下
神
白
団
地
４
号
棟
・

　
　

浪
江
町
ご
出
身
の
渡
部 

清
さ
ん
。
そ
し
て
今
回
初

　
　

と
な
る
、
お
隣
の
永
崎
団
地
か
ら
、
地
元
小
名
浜

　
　

の
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
に
登
場
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

お
ふ
た
り
の
共
通
点
は
元
漁
師
で
あ
る
こ
と
で

　
　

す
ね
。
マ
グ
ロ
を
追
い
か
け
て
、
大
き
な
海
へ
と

　
　

漕
ぎ
出
し
て
き
た
壮
大
な
生
活
と
と
も
に
、
ほ
ん

　
　

の
り
甘
酸
っ
ぱ
い
恋
愛
話
、
そ
し
て
沖
か
ら
戻
り

　
　

ん
で
す
け
ど
、
い
ま
は
女
子
も
入
っ
て
ま
す
の
で
、

　
　

風
呂
な
ん
か
も
女
子
用
の
が
あ
っ
て
。
私
ら
の
と

　
　

き
に
は
、
風
呂
は
潮
水
で
す
。

ア
サ
ダ　

な
ん
か
べ
た
っ
と
し
そ
う
な
印
象
は
あ
り
ま
す

　
　

け
ど
、
や
っ
ぱ
そ
う
で
し
ょ
？

藁
谷　

う
ん
、
着
て
る
も
の
も
、
要
す
る
に
真
水
使
え

　
　

な
い
か
ら
、
飲
む
だ
け
だ
か
ら
。
だ
か
ら
ね
、
風

　
　

呂
に
入
っ
た
あ
と
は
べ
た
べ
た
し
て
ま
す
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

着
る
も
の
も
し
っ
と
り
し
て
ま
す
。
だ
か
ら
、

　
　

ス
コ
ー
ル
が
来
る
と
、
外
に
出
て
裸
に
な
っ
て
。

ア
サ
ダ　

ス
コ
ー
ル
が
シ
ャ
ワ
ー
な
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

う
ん
、
シ
ャ
ワ
ー
代
わ
り
に
す
る
ん
で
す
。
だ

　
　

か
ら
、
若
い
頃
「
船
の
生
活
っ
て
ど
う
い
う
生
活

　
　

な
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞
か
れ
た
こ
と
あ
る
ん
で

　
　

す
、
女
性
の
方
に
。
て
い
の
い
い
刑
務
所
と
同
じ

　
　

だ
よ
。
陸
上
の
刑
務
所
っ
つ
う
の
は
自
由
が
な
い

　
　

で
し
ょ
。
海
の
場
合
は
、
自
由
が
あ
る
か
ら
。
当

　
　

直
以
外
は
遊
ん
で
る
っ
て
い
う
か
、
休
ん
で
ら

　
　

れ
っ
か
ら
。
で
、
あ
と
は
刑
務
所
の
塀
の
代
わ
り

　
　

に
、
海
が
塀
に
な
っ
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

海
が
あ
る
と
。

藁
谷　

ま
た
そ
れ
が
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
夕
涼
み
す
る

　
　

と
き
に
。

伊
藤
　
き
れ
い
だ
よ
ね
。

藁
谷　
（
写
真
を
見
な
が
ら
）
一
番
前
が
、
こ
れ
い
ま

　
　

潮
を
か
ぶ
っ
て
る
と
こ
ろ
か
な
、
う
ね
り
が
あ
っ

　
　

て
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
ピ
ッ
ト
に
座
っ
て
、
そ
れ

　
　

こ
そ
水
割
り
持
っ
て
、
風
呂
上
が
り
。
そ
れ
で
、

　
　

そ
の
と
き
に
聴
い
た
曲
が『
君
と
い
つ
ま
で
も
』っ

　
　

て
い
う
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
そ
こ
な
ん
で
す
ね
。

　
　

ち
の
部
屋
で
。

ア
サ
ダ　

聴
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

ス
テ
レ
オ
で
、
『
君
と
い
つ
ま
で
も
』
を
暗
い

　
　

部
屋
で
聴
い
て
ま
し
た
よ
。

ア
サ
ダ　

で
は
、
早
速
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
４
集
、
最
初
の
ナ
ン
バ
ー

　
　

で
す
。
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
初
恋
の
思
い
出
の
曲
。

　
　

加
山
雄
三
『
君
と
い
つ
ま
で
も
』
。
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
世
界
と
の
出
会
い

ア
サ
ダ　

加
山
雄
三
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
聴
く
ん
で
す

　
　

か
？　

カ
セ
ッ
ト
と
か
持
ち
込
む
感
じ
で
す
か
、

　
　

当
時
。
レ
コ
ー
ド
？

藁
谷　

あ
の
ね
、
レ
コ
ー
ド
で
、
何
つ
う
の
か
、
ド
ー

　
　

ナ
ツ
盤
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
ド
ー
ナ
ツ
盤
。
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
船

　
　

に
あ
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
ち
ゃ
ん
と
デ
ッ
キ
に
つ
い
て
て
。

ア
サ
ダ　

デ
ッ
キ
に
つ
い
て
る
？

藁
谷　

違
う
、
ブ
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
る
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
ブ
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
て
。

藁
谷　

レ
コ
ー
ド
担
当
は
学
生
。
だ
か
ら
、
操
業
中
で

　
　

も
、
い
つ
も
レ
コ
ー
ド
。

伊
藤　

音
楽
は
流
れ
て
ん
の
？

藁
谷　

B
G
M
み
た
く
し
て
た
。

ア
サ
ダ　

D
J
を
学
生
が
担
当
し
て
？

藁
谷　

う
ん
、
そ
う
で
す
。
上
に
行
く
か
ら
。
学
生
は

　
　

上
の
片
づ
け
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
そ
こ
の
ブ
リ
ッ
ジ
の
部
分
に
プ
レ
ー

　
　

ヤ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
か
け
て
。

藁
谷　

そ
の
な
か
で
ね
、
操
舵
室
の
な
か
に
ラ
ジ
オ
と

　
　

か
、
ド
ー
ナ
ツ
盤
の
そ
の
、
何
つ
う
ん
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

再
生
し
た
ら
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
よ
う

　
　

に
な
っ
て
？

藁
谷　

表
に
付
い
て
ま
す
。

ア
サ
ダ　

表
に
。

藁
谷　

上
に
ス
ピ
ー
カ
ー
が
つ
い
て
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

目
の
前
に
広
が
る
海
見
な
が
ら
、
そ
の
B
G
M

　
　

が
流
れ
て
く
る
っ
て
い
う
。

藁
谷　

な
が
ら
仕
事
し
て
る
わ
け
で
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
。
音
楽
は
常
に
流
れ
て
る
ん
で
す
か
？

藁
谷　

そ
う
で
す
ね
、
操
業
中
は
ね
。
「
う
る
せ
え
か

　
　

ら
や
め
ろ
」
な
ん
て
い
う
人
も
い
る
け
ど
（
笑
）
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
そ
う
で
す
よ
ね
。
な

　
　

ん
か
も
う
、
音
楽
い
ら
な
い
か
ら
っ
て
い
う
人
も

　
　

い
る
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
。

藁
谷　

そ
う
。
た
だ
、
私
ら
は
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
、

　
　

何
つ
う
ん
か
な
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
や
つ
が

　
　

好
き
で
ね
、
あ
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
と
か
ね
。
や
っ
ぱ

　
　

り
南
さ
行
く
か
ら
。
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
と
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
ハ
ワ
イ
ア
ン
、
そ
う
で
す
ね
、
南
に

　
　

あ
た
た
か
い
と
こ
ろ
に
こ
う
、
向
か
っ
て
い
っ
て
。

藁
谷　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
北
島
の
オ
ー
ク
ラ
ン　

　
　

ド
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
一
番
北
端
で
す
ね
。

　
　

昔
は
こ
こ
が
首
都
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、

　
　

今
度
は
、
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
。
い
ま
は
南
島
の
ウ
エ

　
　

リ
ン
ト
ン
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
首
都
に
な
っ

　
　

て
ま
す
け
ど
、
こ
っ
ち
夏
で
す
か
ら
、
あ
っ
ち
冬

　
　

な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
冬
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
持
っ

　
　

て
く
ん
で
す
よ
、
み
ん
な
。
ハ
ワ
イ
さ
行
く
と
き

　
　

に
は
、
ホ
ノ
ル
ル
に
入
り
ま
す
か
ら
。
そ
の
と
き

　
　

に
は
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
に
、
一
応
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
っ
て
い
く
ん
で

　
　

す
ね
。
船
の
上
で
病
気
に
な
っ
た
り
と
か
い
う
こ

　
　

と
も
？

藁
谷　

あ
り
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

お
医
者
さ
ん
乗
っ
て
は
り
ま
す
？

藁
谷　

あ
の
ね
、
い
ま
、
医
者
は
い
ら
な
い
で
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
。

藁
谷　

私
の
と
き
は
ね
、
足
怪
我
し
て
ね
、
ト
ラ
ッ
ク

　
　

島
っ
て
、
昔
日
本
の
海
軍
い
た
と
こ
ろ
、
あ
そ
こ
、

　
　

ア
メ
リ
カ
の
軍
事
基
地
な
ん
で
す
ね
。
だ
け
ど
、

　
　

ア
メ
リ
カ
っ
つ
う
の
は
、
軍
事
基
地
に
は
な
か
な

　
　

か
入
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と

　
　

は
入
れ
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
入
っ
た
ら
、
そ
う

　
　

い
う
ふ
う
に
カ
メ
ラ
は
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　

み
ん
な
「
し
ま
っ
て
く
れ
、
し
ま
っ
て
く
れ
」
。

ア
サ
ダ　

も
う
全
部
没
収
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

そ
し
て
、
あ
と
、
岸
壁
さ
は
着
け
な
い
ん
で
す

　
　

け
ど
、
あ
あ
い
う
、
小
さ
な
船
で
。

伊
藤　

は
し
け
で
？

藁
谷　

う
ん
、
は
し
け
で
。

伊
藤　

迎
え
に
来
て
？

藁
谷　

迎
え
に
来
て
。
そ
ん
で
、
病
院
。
怪
我
し
て
、

　
　

ど
こ
だ
っ
た
っ
け
な
、
ヌ
メ
ア
か
。
ヌ
メ
ア
っ
て

　
　

フ
ラ
ン
ス
領
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
で
も
や
っ
ぱ

　
　

り
操
業
中
に
、
こ
の
マ
グ
ロ
釣
る
針
、
こ
っ
か
ら

　
　

こ
う
入
れ
ち
ゃ
っ
て
、
出
血
多
量
で
ね
。
そ
れ
で
、

　
　

ヌ
メ
ア
に
入
っ
て
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
、
で
も
そ
う
で
す
ね
。

藁
谷　

そ
う
い
う
こ
と
あ
り
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

船
の
上
で
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
も
う
。

藁
谷　

そ
の
頃
好
き
な
人
い
た
ん
で
す
わ
。
そ
の
と
き

　
　

に
ね
、
ま
あ
こ
れ
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
。
あ
と
で
後

　
　

悔
し
た
ん
で
す
け
ど
、
１
航
海
休
ん
で
ね
、
口
説

　
　

け
ば
い
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
ス
ト
ー
カ
ー
じ
ゃ

　
　

な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
彼
女
は
自

　
　

分
の
気
持
ち
、
変
わ
ん
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
れ
が
１
航
海
、
90
日
考
え
る
余
地
を
与
え
ち
ゃ

　
　

っ
た
ん
で
す
よ
、
彼
女
に
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

藁
谷　

そ
ん
で
う
ち
に
帰
っ
て
き
て
電
話
し
た
ら
ば
、

　
　

い
ま
で
も
覚
え
て
ま
す
、
そ
の
言
葉
。
「
も
う
会

　
　

わ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
」
っ
て
言
わ
れ
ま

　
　

し
た
。
平
の
喫
茶
店
で
ね
、
ま
わ
り
に
人
い
た
ん

　
　

だ
け
ど
気
に
も
し
な
い
で
、
ま
あ
こ
こ
ろ
に
あ
っ

　
　

た
ん
だ
ろ
う
な
、
そ
う
い
う
こ
と
を
一
生
懸
命
に

　
　

な
っ
て
話
し
ま
し
た
け
ど
ね
。

　
　
　

そ
れ
で
、
う
ち
は
そ
の
あ
と
だ
っ
た
か
な
、
家

　
　

内
と
の
あ
れ
は
。
家
内
と
そ
う
い
う
状
態
で
、
ま

　
　

さ
か
そ
っ
ち
の
女
の
子
と
あ
れ
し
て
る
な
ん
て
い

　
　

う
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
ね
、
そ
っ
ち
の
女
の
子

　
　

が
先
だ
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
も
う
50
年
。
金
婚
式
も
迎
え
ら
れ
て
、

　
　

素
晴
ら
し
い
で
す
。

藁
谷　

そ
う
い
う
こ
と
あ
っ
た
ん
で
す
か
な
ん
て
、
ま

　
　

あ
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
は
ね
、
そ
の
頃
。
男
だ
も
の
。

一
同　
（
笑
）
。

ア
サ
ダ　

ま
あ
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
あ

　
　

る
と
思
い
ま
す
け
ど
。

藁
谷　

家
内
だ
っ
て
、
女
に
も
も
て
な
か
っ
た
ん
だ
っ

　
　

ぺ
か
な
っ
て
あ
れ
し
た
ら
ば
、
魅
力
な
い
ん
じ
ゃ

　
　

な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ん
に
し
て
み
た
ら
、
う
ん
。

藁
谷　

で
、
う
ち
の
家
内
と
は
見
合
い
で
す
。

ア
サ
ダ　

お
見
合
い
で
。

藁
谷　

う
ん
。
家
内
の
働
い
て
た
工
場
に
、
う
ち
の
親

　
　

戚
の
お
ば
さ
ん
が
い
た
の
。
で
、
そ
の
人
が
別
の

　
　

人
に
、
お
嫁
さ
ん
紹
介
し
た
の
ね
。
そ
し
た
ら
、

　
　

う
ち
の
お
ふ
く
ろ
が
、
う
ち
の
息
子
に
も
お
嫁
さ

　
　

ん
紹
介
し
て
く
れ
ね
か
っ
て
い
う
こ
と
で
、
い
ま

　
　

の
家
内
の
と
こ
さ
、
話
い
っ
た
ん
で
す
。
で
ね
、

　
　

初
め
て
会
っ
た
の
は
、
年
は
忘
れ
た
け
ど
、
１
月

　
　

19
日
に
会
っ
た
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

日
付
ま
で
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
、

　
　

は
っ
き
り
と
。

藁
谷　

と
に
か
く
小
名
浜
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
や
っ
て

　
　

い
う
こ
と
で
話
進
め
て
た
み
た
い
だ
か
ら
。
そ
し

　
　

て
見
合
い
を
し
て
、
そ
ん
で
23
日
三
崎
に
戻
っ
た

　
　

と
き
に
、
泉
駅
ま
で
送
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
結
婚

　
　

す
る
前
の
、
た
だ
１
回
の
デ
ー
ト
な
ん
で
す
よ
。

　
　
　

そ
ん
で
、
私
、
沖
さ
行
っ
ち
ゃ
っ
た
で
し
ょ
。

　
　

で
、う
ち
の
お
や
じ
が
、結
局
惚
れ
た
っ
て
い
う
か
。

ア
サ
ダ　

あ
、
お
父
さ
ま
が
気
に
入
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

気
に
入
ら
れ
た
。
う
ち
の
家
内
も
ね
、
お
父
さ

　
　

ん
っ
て
い
う
の
は
戦
争
で
戦
死
し
た
人
で
、
母
子

　
　

家
庭
で
育
っ
た
子
だ
か
ら
、
お
ふ
く
ろ
さ
ん
と
ふ

　
　

た
り
で
来
た
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
だ
か
ら
、
結
婚

　
　

す
る
前
に
逃
げ
ら
ん
ね
え
よ
う
に
、
樽
入
れ
し
ち

　
　

ま
お
う
っ
つ
っ
て
、
俺
い
な
い
う
ち
に
樽
入
れ
し

　
　

ち
ゃ
っ
た
の
。
樽
入
れ
っ
て
い
う
の
わ
か
る
？　

　
　

婚
約
で
す
よ
。

　
　
　

そ
の
と
き
ね̶

̶

お
も
し
ろ
い
ん
だ
よ
ね
、
い

　
　

ま
考
え
て
み
る
と
本
当
に
。俺
、何
だ
っ
た
ん
だ
っ

　
　

ぺ
な
と
思
う
ん
だ
け
ど̶

̶

そ
う
い
う
こ
と
で
私

　
　

が
、
落
ち
込
ん
で
た
わ
け
だ
。
そ
し
た
ら
、
私
の

　
　

友
だ
ち
が
ど
う
し
た
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
で
、
こ

　
　

う
言
わ
れ
た
ん
だ
っ
て
。
「
じ
ゃ
あ
、
俺
、
仲
も

　
　

つ
か
ら
」
っ
て
い
う
わ
け
で
、
平
さ
行
っ
て
ね
、

　
　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
し
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き

　
　

に
彼
女
呼
ん
で
く
れ
た
ん
で
す
よ
、
連
絡
取
れ
て
。

　
　
　

そ
ん
で
、
食
事
３
人
で
し
て
終
わ
っ
て
、
そ
ん

　
　

で
彼
女
の
う
ち
ま
で
タ
ク
シ
ー
で
送
っ
て
っ
た
ん

　
　

で
す
わ
、
私
。そ
れ
が
最
後
。「
幸
せ
に
な
れ
な
」っ

　
　

て
言
っ
て
。
馬
鹿
み
て
え
だ
っ
ぺ
ね
。

伊
藤　

幕
引
き
だ
。

ア
サ
ダ　

な
ん
て
、
じ
ー
ん
と
く
る
、
こ
れ
は
。

伊
藤　

ダ
ン
デ
ィ
ー
だ
ね
。

藁
谷　

だ
か
ら
、
そ
れ
が
ま
た
お
も
し
ろ
い
の
。
そ
の

　
　

あ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

伊
藤　

え
、
何
、
何
？

ア
サ
ダ　

聞
き
た
い
で
す
ね
、
そ
こ
は
。

藁
谷　

そ
の
人
は
、
最
終
的
に
は
役
所
に
勤
め
て
た
人

　
　

と
一
緒
に
な
っ
た
の
ね
。
そ
れ
で
、
で
き
た
女
の

　
　

子
が
ね
、
成
人
っ
つ
う
か
お
っ
き
く
な
っ
て
、
彼

　
　

女
に
そ
っ
く
り
な
娘
で
。
そ
れ
が
、
う
ち
の
家
内

　
　

が
勤
め
て
た
と
こ
ろ
で
、
事
務
や
っ
て
た
の

　
　
（
笑
）
。
家
内
と
結
婚
し
て
、
あ
る
日
突
然
、
そ

　
　

れ
こ
そ
、
そ
の
人
と
瓜
ふ
た
つ
の
人
が
目
の
前
に

　
　

現
れ
た
。

　
　
　

写
真
も
あ
っ
た
よ
。
あ
の
三
崎
の
公
園
で
な
ん

　
　

か
写
真
一
緒
に
撮
っ
た
よ
う
な
の
が
。
い
ま
の
三

　
　

崎
の
公
園
じ
ゃ
な
く
ね
、
前
の
。
そ
れ
を
み
ん
な
、

　
　

水
に
流
し
た
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も
、
津
波
で
み
ん

　
　

な
な
く
な
っ
た
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
。

藁
谷　

も
う
会
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
っ
て
、

　
　

俺
は
帰
っ
て
き
て
言
わ
れ
た
と
き
も
、
自
分
の
う

　
　

ん
だ
け
ど
、
結
局
、
何
つ
う
の
か
な
、
お
金
の
回

　
　

転
悪
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
。そ
ん
で
、市
場
さ
行
っ

　
　

て
も
魚
買
え
ね
え
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
わ
け
。

　
　
　

そ
れ
を
息
子
ふ
た
り
が
見
て
た
わ
け
だ
ね
。
そ

　
　

ん
で
自
分
ら
は
今
度
何
を
す
る
か
っ
つ
う
こ
と
で
、

　
　

最
初
は
エ
ビ
フ
ラ
イ
、
冷
凍
食
品
と
い
え
ば
エ
ビ

　
　

フ
ラ
イ
っ
つ
う
の
、
あ
る
で
し
ょ
。
あ
れ
の
走
り

　
　

の
頃
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
か
タ
イ
と
か
。
日

　
　

本
の
エ
ビ
使
っ
て
た
ら
あ
ん
な
の
で
き
な
い
か
ら
、

　
　

高
く
て
。
外
国
の
エ
ビ
で
も
ね
、
お
い
し
い
の
ね
。

　
　

私
も
一
回
手
伝
っ
た
こ
と
あ
ん
だ
け
ど
、
メ
キ
シ

　
　

コ
の
エ
ビ
が
一
番
う
ま
い
ん
で
す
。

　
　
　

そ
ん
で
結
局
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
き
ょ

　
　

う
だ
い
で
そ
う
い
う
冷
凍
食
品
扱
う
工
場
を
つ

　
　

く
っ
て
、
エ
ビ
の
フ
ラ
イ
の
仕
事
を
初
め
や
っ
た

　
　

ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き
に
私
の
家
内
の
妹
の
亭
主

　
　

が
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
面
で
は
、
人
よ
り
も
仕

　
　

事
が
で
き
る
人
間
で
、
す
ご
く
２
番
目
の
人

　
　
（
弟
）
が
気
に
入
っ
て
て
ね
。
そ
ん
で
あ
る
と
き

　
　

に
、「
藁
谷
く
ん
、
あ
ん
た
い
つ
ま
で
も
船
に
乗
っ

　
　

て
る
わ
け
で
ね
え
だ
ろ
」
と
。
そ
う
い
う
相
談
か

　
　

け
ら
れ
た
わ
け
だ
。

　
　
　

そ
ん
で
弟
の
ほ
う
は
、
妹
の
亭
主
の
ほ
う
に

　
　

̶
̶

家
内
の
ね̶

̶

「
い
や
、
俺
の
右
腕
に
し
て

　
　

ん
だ
」
と
。
だ
け
ど
も
、
右
腕
に
し
た
い
の
に
は
、

　
　

彼
が
い
ま
や
っ
て
い
る
エ
ビ
の
皮
む
き
、
結
局
、

　
　

彼
の
こ
と
使
え
た
け
れ
ど
も
、
後
継
者
が
い
な
け

　
　

れ
ば
あ
れ
す
る
わ
け
。
そ
ん
で
そ
う
言
わ
れ
て
、

　
　

そ
ん
と
き
ち
ょ
う
ど
冷
凍
の
ほ
う
や
っ
て
て
、
腰

　
　

も
痛
め
て
た
か
ら
、
じ
ゃ
あ
と
思
っ
て
。
そ
れ
が

　
　

き
っ
か
け
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。
そ
の
藁
谷
さ
ん
が
ち
ょ

　
　

う
ど
漁
師
か
ら
そ
の
加
工
の
仕
事
を
さ
れ
る
時

　
　

期
っ
て
、
さ
っ
き
エ
ビ
フ
ラ
イ
の
話
を
仰
っ
て
ま

　
　

し
た
け
ど
、
こ
れ
も
加
工
食
品
に
で
き
ん
じ
ゃ
な

　
　

い
か
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

　
　

た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

う
ん
、
あ
っ
た
ね
。
あ
の
時
期
は
ね
、
ハ
ワ
イ

　
　

ア
ン
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
前
。
常
磐
炭
鉱
が
閉
鎖

　
　

し
た
と
き
、
あ
の
頃
か
ら
だ
か
ら
。
そ
ん
で
、
閉

　
　

鎖
し
て
、
地
元
の
あ
の
炭
鉱
長
屋
に
い
た
人
ら
が
、

　
　

パ
ン
粉
つ
け
て
こ
う
や
っ
て
握
る
。

ア
サ
ダ　

結
局
仕
事
ね
。
そ
っ
ち
か
ら
変
わ
る
ん
で
す
よ

　
　

ね
、
炭
鉱
の
仕
事
か
ら
。

藁
谷　

そ
う
い
う
の
を
こ
っ
ち
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

　
　

行
っ
て
、
乗
せ
て
き
て
、
そ
ん
で
つ
く
っ
た
わ
け
。

　
　

そ
う
い
う
の
を
つ
く
ら
せ
ん
だ
、
女
工
さ
や
ら
せ

　
　

た
。
で
、
終
わ
っ
て
夕
方
に
な
る
と
、
ま
た
マ
イ

　
　

ク
ロ
バ
ス
さ
乗
せ
て
、
常
磐
ま
で
送
っ
て
く
っ
て

　
　

い
う
、
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
み
ん
な
そ
こ
で
働
き
出
し
た
ん
だ
、

　
　

女
工
さ
ん
た
ち
は
。

藁
谷　

う
ん
。
そ
ん
で
、
あ
の
炭
鉱
の
廃
油
っ
つ
う
の

　
　

か
な
、
そ
れ
が
炭
鉱
閉
鎖
し
て
も
出
て
た
か
ら
、

　
　

結
局
お
湯
を
使
っ
て
や
っ
た
の
が
、
い
ま
の
ハ
ワ

　
　

イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
な
ん
で
す
。
最
初
は
馬
鹿
扱
い

　
　

で
す
、
あ
ん
な
こ
と
や
っ
て
っ
て
。
そ
れ
が
成
功

　
　

し
た
ら
、
「
さ
ま
さ
ま
」
だ
わ
な
。

ア
サ
ダ　

が
ら
っ
と
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
神
さ
ま
扱
い
だ
も
ん
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
そ
れ
ね
、
わ
か
ん
な
い
で
す
も
ん
ね
、

　
　

最
初
は
無
理…

…

。

藁
谷　

う
ん
、
だ
か
ら
、
映
画
の
『
フ
ラ
ガ
ー
ル
』
観

　
　

る
と
わ
か
る
け
れ
ど
も
さ
、
最
初
は
本
当
に
炭
鉱

　
　

の
娘
だ
か
ら
踊
っ
て
て
、
い
ま
み
て
え
な
、
か
わ

　
　

い
こ
ち
ゃ
ん
で
ね
か
っ
た
か
ら
さ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
こ
そ
下
神
白
団
地
の
佐
山
さ
ん
と
か
、
い

　
　

ろ
ん
な
方
か
ら
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
話

　
　

が
出
て
い
て
、
お
子
さ
ん
を
一
緒
に
連
れ
て
っ
て
、

　
　

つ
い
で
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
観
た
と
か
、
結
構
そ
ん

　
　

な
話
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
よ
く
い
ろ
ん
な
歌
手

　
　

と
か
も
来
ら
れ
て
た
ん
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

あ
あ
、
来
て
ま
し
た
ね
、
日
曜
日
の
た
ん
び
に

　
　

来
て
ま
し
た
ね
。

ア
サ
ダ　

毎
週
来
て
た
の
か
、
す
ご
い
な
。

藁
谷　

ま
た
こ
れ
も
古
い
話
に
な
っ
け
ど
、
一
番
先
に

　
　

来
た
歌
手
っ
つ
う
の
は
、
日
野
て
る
子
な
ん
で
す

　
　

よ
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
で
歌
っ
た
人
で
。

ア
サ
ダ　

一
番
最
初
に
来
ら
れ
た
の
が
？

藁
谷　

そ
う
で
す
、
１
月
15
日
。
そ
れ
覚
え
て
る
の
は
、

　
　

私
の
誕
生
日
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

藁
谷
さ
ん
、
は
っ
き
り
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま

　
　

す
ね
。
そ
れ
、
観
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

藁
谷　

観
ま
し
た
。
私
も
ハ
ワ
イ
ア
ン
好
き
だ
っ
た
か

　
　

ら
。
だ
か
ら
ど
っ
ち
か
と
言
う
と
、
ス
チ
ー
ル
ギ

　
　

タ
ー
の
音
楽
が
好
き
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

３
曲
目
の
ナ
ン
バ
ー
で
す
。
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン

　
　

セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

　
　

り
、
藁
谷
さ
ん
も
目
の
当
た
り
に
し
た
、
日
野
て

　
　

る
子
さ
ん
の
楽
曲
で
す
。
『
南
国
の
夜
』
、
聴
い

　
　

て
く
だ
さ
い
。
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藁
谷　

あ
と
、
だ
い
た
い
盲
腸
が
多
い
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
盲
腸
か
。

藁
谷　

う
ん
。
私
も
一
回
、
ま
あ
自
分
が
不
注
意
だ
っ

　
　

た
ん
で
す
け
ど
、
頭
か
ら
落
っ
こ
っ
て
、
デ
ッ
キ

　
　

に
ね
。
そ
れ
で
、
肩
打
っ
て
、
こ
っ
ち
の
肩
だ
っ

　
　

た
か
な
。
そ
ん
で
胸
な
ん
か
本
当
に
女
の
人
の
胸

　
　

よ
り
お
っ
き
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
ん
で
、
学
校

　
　

と
小
名
浜
の
無
線
局
と
連
絡
取
っ
て
、
そ
れ
で
あ

　
　

と
学
校
の
ほ
う
で
医
者
と
連
絡
取
っ
て
て
、
ど
う

　
　

し
ろ
、
こ
う
し
ろ
っ
て
い
う
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
の
処
置
の
仕
方
を
、
そ
の
と
き
連
絡

　
　

し
合
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
そ
う
そ
う
。
衛
生
管
理
者
っ
て
い
う
の

　
　

が
ひ
と
り
乗
っ
て
て
、
医
者
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

藁
谷　

船
の
場
合
は
、
1
0
0
人
以
上
の
乗
組
員
で
な

　
　

い
と
、
医
者
い
ら
な
い
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

藁
谷　

で
、
飛
び
降
り
て
、
こ
こ
へ
こ
う
、
湿
布
し
て

　
　

ね
、
そ
ん
で
、
あ
ん
ま
り
最
悪
の
場
合
は
、
ラ
バ

　
　

ウ
ル
に
入
る
よ
う
に
っ
て
い
う
指
示
が
、
だ
か
ら
、

　
　

そ
の
ま
わ
り
で
操
業
し
て
た
わ
け
で
す
よ
。
だ
け

　
　

ど
、
そ
の
、
す
ん
な
り
こ
う
、
落
ち
着
い
た
か
ら
。

伊
藤　

そ
の
無
線
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
モ
ー
ル
ス
信
号
な

　
　

ん
で
す
か
？

藁
谷　

モ
ー
ル
ス
で
す
よ
。
い
ま
は
わ
か
ん
な
い
で
す

　
　

よ
、
い
ま
は
衛
星
使
っ
て
ま
す
か
ら
、
電
話
な
ん

　
　

か
も
適
用
に
な
る
か
も
わ
か
ん
な
い
で
す
け
ど
、

　
　

私
ら
の
と
き
に
は
一
番
の
、
自
分
ら
の
楽
し
み
っ

　
　

つ
う
と
、
い
ま
で
言
う
と
、
F
A
X
ね
。

伊
藤　

そ
ん
な
の
あ
っ
た
ん
で
す
ね
、
電
送
み
た
い
な
。

藁
谷　

う
ん
、
あ
り
ま
し
た
。
１
日
１
回
新
聞
が
流
れ

　
　

て
く
る
ん
で
す
よ
。だ
か
ら
、ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
勝
っ

　
　

た
と
か
さ
、
阪
神
負
け
た
と
か
っ
て
い
う
。

　
　
　

そ
ん
と
き
に
見
て
、
い
ま
で
も
残
っ
て
る
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
太
平
洋
側
で
操
業
し

　
　

て
た
と
き
で
す
け
ど
、
チ
リ
地
震
が
あ
っ
て
、
津

　
　

波
が
あ
っ
た
で
し
ょ
、
こ
っ
ち
で
。

　
　
　

そ
の
と
き
の
被
害
な
ん
か
も
全
部
F
A
X
で
、

　
　

１
日
１
回
だ
け
。
そ
ん
で
あ
と
は
ね
、
短
波
放
送

　
　

が
入
る
の
か
な
。
で
、
あ
と
、
ハ
ワ
イ
の
近
く
に

　
　

行
く
と
、
や
っ
ぱ
り
日
本
語
放
送
入
り
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
入
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

そ
う
そ
う
、
そ
の
く
ら
い
だ
っ
た
か
な
、
楽
し

　
　

み
っ
て
い
う
と
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
短
波
放
送
か
。

藁
谷　

日
本
短
波
放
送
っ
て
い
う
の
か
な
。

ア
サ
ダ　

ラ
ジ
オ
短
波
っ
て
ね
、
あ
り
ま
し
た
ね
。

藁
谷　

そ
ん
で
、
ア
ン
テ
ナ
は
ね
、
表
の
一
番
前
に
あ

　
　

る
マ
ス
ト
の
上
か
ら
さ
、
み
ん
な
で
と
っ
て
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
、
船
の
上
っ
て
い
う
の
は
、
レ

　
　

コ
ー
ド
を
聴
く
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
け

　
　

ど
、
国
に
近
づ
く
と
ね
、
そ
こ
の
現
地
の
ラ
ジ
オ

　
　

が
入
っ
て
き
て
。

藁
谷　

現
地
の
ラ
ジ
オ
が
入
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
あ
と

　
　

は
12
月
30
日
で
、
も
う
う
ち
な
ん
か
も
お
正
月
と

　
　

か
お
盆
な
ん
か
ね
え
か
ら
。
そ
う
す
る
と
ね
、
N

　
　

H
K
の
紅
白
歌
合
戦
が
、
海
外
向
け
の
、
ブ
ラ
ジ

　
　

ル
あ
た
り
さ
流
す
や
つ
が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
わ
。

　
　

そ
れ
に
み
ん
な
か
じ
り
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
な
ん
か

　
　

な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

大
晦
日
で
す
ね
、
紅
白
っ
て
。
そ
の
当
時
の
こ

　
　

と
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
？　

歌
と
か
、
ど
う

　
　

い
う
歌
手
が
出
て
た
か
と
か
っ
て
。

藁
谷　

歌
手
っ
て
か
、
ま
あ
そ
の
当
時
は
三
波
春
夫
と

　
　

か
さ
、
春
日
八
郎
と
か
ね
、
あ
あ
い
う
人
ら
だ
ね
。

　
　

あ
あ
い
う
人
が
多
か
っ
た
ね
。
ま
あ
多
か
っ
た
と

　
　

い
う
か
、
あ
あ
い
う
連
中
だ
ね
。
美
空
ひ
ば
り
は

　
　

ず
っ
と
あ
れ
し
て
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
ず
っ
と
出
て
は
り
ま
し
た
。

藁
谷　

あ
と
は
、
ま
あ
亡
く
な
っ
た
島
倉
千
代
子
な
ん

　
　

か
ね
。
若
い
頃
ね
、
み
ん
な
ね
。

ア
サ
ダ　

チ
リ
沖
地
震
が
起
き
た
1
9
6
0
年
、
昭
和
35

　
　

年
。
当
時
は
藁
谷
さ
ん
は
18
歳
、
そ
ん
な
時
代
、

　
　

海
の
上
の
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
き
た
紅
白
歌
合
戦

　
　

で
は
ど
ん
な
曲
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

そ
の
な
か
で
も
印
象
深
い
曲
を
藁
谷
さ
ん
に
選
ん

　
　

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
聴
い
て
く
だ
さ

　
　

い
。
森
山
加
代
子
で
『
月
影
の
キ
ュ
ー
バ
』
で
す
、

　
　

ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
転
機
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

ア
サ
ダ　

28
歳
ま
で
で
し
た
っ
け
、
海
に
出
ら
れ
て
た
の

　
　

は
。

藁
谷　

そ
う
で
す
。

ア
サ
ダ　

漁
師
を
辞
め
る
こ
と
を
決
め
た
き
っ
か
け
っ
て

　
　

あ
っ
た
ん
で
す
か
？

藁
谷　

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
と
同
じ
地
域
に
い
た
人

　
　

で
、
い
ま
常
磐
で
永
谷
園
の
仕
事
を
し
て
る
人
が

　
　

い
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
人
と
い
う
の
は
、
昔
だ
か

　
　

ら
お
や
じ
さ
ん
な
ん
か
は
加
工
屋
さ
ん
や
っ
て
て
、

　
　

そ
れ
こ
そ
、
頬
刺
し
と
か
み
り
ん
干
し
や
っ
て
た

ア
サ
ダ　

み
ん
な
お
金
落
と
す
か
ら
ね
。

清
　　

若
い
ぶ
ん
、
お
金
使
い
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
。

ア
サ
ダ　

三
崎
か
ら
船
乗
っ
て
た
っ
て
こ
と
は
、
お
家
は

　
　
　

当
時
三
崎
に
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

い
や
、下
宿
。み
ん
な
日
本
か
ら
集
ま
っ
て
く
っ

　
　

ぺ
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か
ら
。
う
ち
、
あ
る
わ
け
ね

　
　

え
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
下
宿
し
て
、
船
に

　
　

乗
っ
て
る
の
。
ア
パ
ー
ト
借
り
る
っ
て
い
う
人
も

　
　

い
ね
え
よ
。
ア
パ
ー
ト
借
り
る
ま
で
い
か
ね
え
。

　
　

俺
ら
、
何
十
日
も
い
る
わ
け
じ
ゃ
ね
え
ん
だ
か
ら
。

　
　

せ
い
ぜ
い
だ
っ
て
、
１
か
月
か
な
ん
ぼ
だ
。
だ
か

　
　

ら
、
下
宿
の
ほ
う
が
い
い
の
。
知
り
合
い
が
い
っ

　
　

ぺ
。
船
で
話
し
て
も
ら
っ
て
、
下
宿
、
あ
あ
、
い

　
　

い
よ
っ
て
言
わ
れ
れ
ば
そ
こ
行
っ
て
。

ア
サ
ダ　

仮
住
ま
い
な
ん
だ
な
、
ず
っ
と
。

清
　　

う
ん
。
下
宿
だ
か
ら
、
朝
パ
ン
し
か
食
事
が
出

　
　

ね
え
わ
け
。
昼
は
出
な
い
か
ら
。
だ
け
ど
も
、
夜

　
　

に
な
っ
と
食
事
行
っ
た
り
、
こ
れ
行
っ
た
り
、
す

　
　

し
屋
行
っ
た
り
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
行
く
わ
。
行
く
わ
行
く
わ
、
そ
ら
。

り
ん
ご　

仲
間
の
漁
師
と
行
く
の
け
、
そ
う
い
う
の
は
。

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

仲
間
の
漁
師
と
行
く
の
？　

飲
み
に
。
誰
と
一

　
　

緒
に
行
く
の
？　

女
の
子
？

清
　　

い
や
、
向
こ
う
行
っ
た
ら
女
の
子
い
っ
ぺ
よ
。

一
同　
（
笑
）
。

り
ん
ご　

女
の
子
い
る
と
こ
さ
、
行
く
の
ね
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
漁
師
友
だ
ち
と
一
緒
に
、
じ
ゃ
あ
、
今

　
　

日
も
行
く
か
っ
て
感
じ
で
？

清
　　

う
ん
、
そ
う
、
う
ん
。

り
ん
ご　

ス
ナ
ッ
ク
？　

バ
ー
？

清
　　

う
ん
、
ス
ナ
ッ
ク
、
バ
ー…

…

そ
う
だ
な
、
あ

　
　

の
頃
ね
、
ま
だ
ス
ナ
ッ
ク
っ
て
い
う
の
は
な
か
っ

　
　

た
ん
だ
。そ
れ
で
、俺
が
い
る
途
中
で
ス
ナ
ッ
ク
っ

　
　

て
い
う
の
、
で
き
た
の
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
が
行
っ
て
た
ス
ナ
ッ
ク
・
バ
ー
っ
て
、

　
　

音
楽
と
か
か
か
っ
て
た
の
？

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

曲
と
か
か
か
っ
て
た
？

清
　　

若
い
と
き
か
ら
外
国
ば
っ
か
り
行
っ
て
た
か
ら
、

　
　

外
国
の
音
楽
が
好
き
だ
っ
た
の
。
日
本
の
音
楽
聴

　
　

か
ね
え
も
ん
。
だ
か
ら
、
テ
レ
ビ
で
な
ん
か
た
ま

　
　

に
や
っ
ぺ
。聴
い
た
こ
と
ね
え
よ
。性
に
合
わ
ね
え
。

ア
サ
ダ　

そ
う
よ
ね
、
な
ん
か
清
さ
ん
か
ら
歌
謡
曲
の
話

　
　

が
上
が
っ
た
こ
と
な
い
も
ん
な
。

清
　　

う
ん
、
日
本
の
音
楽
は
性
に
合
わ
ね
え
。

ア
サ
ダ　

外
国
の
音
楽
っ
て
な
る
と
、
ど
こ
の
国
の
音
楽

　
　

が
清
さ
ん
、
性
に
合
う
？

清
　　

ブ
ラ
ジ
ル
の
音
楽
す
ご
い
ぞ
。
サ
ン
バ
、
ボ
サ

　
　

ノ
バ
、
踊
り
も
い
い
よ
、
す
ご
い
か
ら
。
キ
ャ
バ

　
　

レ
ー
行
く
べ
。
そ
う
す
っ
と
、
専
門
家
じ
ゃ
ね
え

　
　

ん
だ
。
お
客
さ
ん
が
行
っ
て
、
こ
う
ス
テ
ー
ジ
が

　
　

あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
踊
っ
た
り
、
素
晴
ら
し
い
。

　
　
　

カ
ー
ニ
バ
ル
も
ブ
ラ
ジ
ル
へ
２
年
い
た
か
ら
、

　
　

２
回
見
て
る
。
素
晴
ら
し
い
ぞ
、
カ
ー
ニ
バ
ル
。

　
　

す
ご
い
女
の
人
た
ち
が
、
こ
う
、
短
い
ス
カ
ー
ト

　
　

だ
け
れ
ど
も
何
百
人
っ
て
踊
っ
て
く
る
の
。
何
百

　
　

人
ま
で
い
ね
え
か
。
そ
う
す
っ
と
、
そ
れ
に
あ
と

　
　

く
っ
つ
い
て
踊
っ
て
く
ん
の
。

　
　
　

そ
れ
で
ブ
ラ
ジ
ル
は
ね
、
飲
ん
で
も
食
っ
て
も

　
　

安
い
。
そ
れ
で
、
う
ま
い
も
の
食
え
っ
か
ら
。

江
尻　

ブ
ラ
ジ
ル
は
な
ん
て
い
う
ま
ち
に
い
た
ん
で
す

　
　

か
？

清
　　

レ
シ
フ
ェ
。

ア
サ
ダ　

レ
シ
フ
ェ
？

清
　　

う
ん
。
レ
シ
フ
ェ
っ
て
、
こ
っ
ち
は
ア
ル
ゼ
ン

　
　

チ
ン
、
こ
っ
ち
は
太
平
洋
側
、
こ
れ
、
パ
ナ
マ
運

　
　

河
な
。
こ
れ
を
北
へ
行
く
と
、
中
南
米
っ
て
い
っ

　
　

て
、
ず
っ
と
行
く
と
メ
キ
シ
コ
あ
っ
て
、
そ
の
下

　
　

へ
行
く
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
。
だ
か
ら
、
こ
こ
だ
。

　
　

レ
シ
フ
ェ
っ
て
こ
こ
に
あ
る
ん
だ
。
大
き
な
ま
ち

　
　

な
ん
だ
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
に
い
た
と
き
は
ど
こ
さ
住
ん
で
た

　
　

の
？

清
　　

ど
こ
っ
て
、
船
に
寝
て
ん
だ
っ
ぺ
。

ア
サ
ダ　

ず
っ
と
船
な
ん
だ
。

清
　　

だ
っ
て
、
漁
師
だ
も
の
、
船
だ
わ
よ
。

り
ん
ご　

２
段
ベ
ッ
ド
か
な
ん
か
？

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

で
、
仲
間
と
一
緒
の
部
屋
に
住
ん
で
た
の
？

清
　　

仲
良
く
な
っ
た
女
も
い
る
わ
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
人
っ
て
こ
と
？

ア
サ
ダ　

ブ
ラ
ジ
ル
人
？　

そ
れ
。

清
　　

そ
れ
は
ア
パ
ー
ト
で
寝
て
る
、
寝
た
り
す
る
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
女
の
子
け
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
て
た
ん
だ
ね
。

り
ん
ご　

言
葉
は
ど
う
や
っ
て
？

清
　　

言
葉
は
な
ん
と
か
な
っ
た
、
覚
え
て
る
。
覚
え

　
　

て
く
る
わ
、
だ
ん
だ
ん
と
な
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
し
ゃ
べ
る
っ
て

　
　

こ
と
？　

清
さ
ん
。

清
　　

う
ん
、
何
回
も
行
っ
て
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
行
っ
て
た
か
ら
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
愛
し
て
る
っ
て
な
ん
て
言
う
の
？

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

渡
部 

清
さ
ん
の
海
と
ア
モ
ー
レ
・
ミ
オ

ア
サ
ダ　

さ
て
、
改
め
て
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
、
司
会
の

　
　

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
下
神
白
団
地

　
　

４
号
棟
に
住
む
浪
江
町
ご
出
身
の
渡
部 

清
さ
ん
の

　
　

お
話
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
ず
は
清
さ
ん
が
な
ぜ

　
　

漁
師
に
な
っ
た
の
か
、
１
年
の
う
ち
の
大
半
を
海

　
　

外
で
暮
ら
す
生
活
で
聴
こ
え
て
き
た
音
楽
と
は
。

　
　

こ
の
あ
た
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

　
　

で
は
ど
う
ぞ
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
は
い
く
つ
の
と
き
に
漁
師
に
な
っ
た
ん

　
　

で
す
か
？

清
　　

俺
、
中
学
校
卒
業
の
と
き
で
、
す
ぐ
。

ア
サ
ダ　

中
学
卒
業
し
て
す
ぐ
？

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
中
学
校
卒
業
し
て
、
す
ぐ
は
こ

　
　

こ
で
、
小
名
浜
で
２
年
漁
師
や
っ
て
た
の
。
そ
う

　
　

す
る
と
、
昔
だ
か
ら
木
造
船
で
ち
っ
ち
ゃ
い
船
だ

　
　

べ
。
で
、
サ
ン
マ
で
、
北
海
道
ま
で
行
く
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

北
海
道
ま
で
。

清
　　

そ
れ
で
八
戸
寄
っ
て
、
サ
ン
マ
は
ず
っ
と
移
動

　
　

し
て
っ
か
ら
、
北
海
道
函
館
沖
あ
た
り
か
ら
サ
ン

　
　

マ
獲
り
は
じ
ま
っ
て
、
青
森
へ
来
て
、
岩
手
へ
来

　
　

て
、
宮
城
へ
行
っ
て
、
静
岡
あ
た
り
ま
で
行
く
の
。

　
　

そ
し
た
ら
、
今
度
、
北
上
す
る
の
。
北
海
道
の
ほ

　
　

う
へ
行
っ
ち
ゃ
う
の
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
、
な
ん
で
漁
師
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

な
ん
で
っ
て
、
俺
み
て
え
な
頭
の
よ
く
ね
え
の
、

　
　

や
る
こ
と
ね
え
べ
。

ア
サ
ダ　
（
笑
）
。

清
　　

学
校
も
出
て
ね
え
も
ん
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
の
中
学
校
の
お
友
だ
ち
で
、
結
構
、
漁

　
　

師
に
な
っ
た
人
は
多
か
っ
た
ん
で
す
か
。
俺
も
漁

　
　

師
に
な
る
っ
て
い
う
感
じ
だ
っ
た
？

清
　　

い
や
、
多
く
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

あ
、
本
当
。

清
　　

何
人
も
い
な
い
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。

清
　　

う
ん
。
俺
ら
の
と
こ
ろ
に
は
、
漁
港
は
あ
る
け

　
　

れ
ど
も
。
浪
江
だ
か
ら
、
請
戸
（
漁
港
）
っ
て
。

ア
サ
ダ　

請
戸
。

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
、
漁
師
に
な
っ
た
っ
て
い
う
の

　
　

は
い
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

珍
し
か
っ
た
ん
だ
、
じ
ゃ
あ
、
清
さ
ん
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
乗
っ
て
た
サ
ン
マ
の
船
も
お
っ
き
か
っ

　
　

た
の
？

清
　　

サ
ン
マ
船
は
ち
っ
ち
ぇ
え
、
30
ト
ン
か
ら
40
ト

　
　

ン
、
木
造
船
。

ア
サ
ダ　

う
ん
う
ん
う
ん
、
木
造
船
。

清
　　

い
ま
、
木
造
船
な
ん
か
ね
え
や
。
ほ
と
ん
ど
鉄

　
　

船
だ
な
。

ア
サ
ダ　

鉄
に
な
っ
て
る
の
か
な
、
う
ん
。
北
海
道
ま
で
、

　
　

北
上
し
て
行
っ
て
。

清
　　

う
ん
、
木
造
船
30
ト
ン
で
北
海
道
ま
で
行
く
。

　
　

そ
れ
で
、
こ
こ
で
２
年
や
っ
て
て
、
情
報
入
っ
て

　
　

く
っ
ぺ
、
そ
し
た
ら
、
神
奈
川
県
の
三
浦
三
崎
で
、

　
　

日
本
全
国
の
大
き
い
船
、
集
ま
っ
て
く
る
の
。

　
　

3
0
0
ト
ン
、
4
0
0
ト
ン
っ
て
。

ア
サ
ダ　

全
然
、
も
う
単
位
が
違
う
ん
だ
ね
。

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
、
そ
れ
に
乗
っ
て
、
外
国
へ
。

　
　

パ
ナ
マ
っ
て
知
っ
て
る
？

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

清
　　

パ
ナ
マ
運
河
を
越
え
て
、
大
西
洋
へ
行
っ
て
、

　
　

そ
し
て
、
向
こ
う
つ
た
っ
て
、
魚
釣
っ
て
売
っ
て

　
　

た
の
。
２
年
ぐ
ら
い
の
契
約
で
。

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
の
は
契
約
す
る
ん
で
す
ね
、
２
年

　
　

行
っ
て
こ
い
み
た
い
な
感
じ
で
。

清
　　

う
ん
、契
約
し
て
。で
、魚
獲
っ
て
外
国
へ
売
っ

　
　

て
ん
の
。

り
ん
ご　

な
ん
で
そ
っ
ち
行
っ
た
の
？　

小
名
浜
か
ら
。

清
　　

情
報
入
っ
て
き
た
っ
ぺ
。

り
ん
ご　

儲
か
ん
の
け
、
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
。

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら…

…

。

ア
サ
ダ　

情
報
が
、
そ
う
か
。

清
　　

じ
ゃ
あ
、
こ
こ
で
漁
師
や
っ
て
る
よ
り
も
、
神

　
　

奈
川
県
の
三
浦
三
崎
へ
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
、

　
　

俺
は
思
っ
て
行
っ
た
の
。
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
ひ
と
つ

　
　

持
っ
て
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
一
旗
揚
げ
に
行
っ
た
ん
だ
な
。

清
　　

そ
れ
で
、
20
年
漁
師
や
っ
て
た
わ
。
若
い
と
き

　
　

だ
か
ら
、
日
本
に
い
な
い
の
、
外
国
ば
っ
か
り
だ

　
　

か
ら
。

り
ん
ご　

二
十
歳
で
、
じ
ゃ
あ
三
崎
行
っ
た
ん
だ
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

三
崎
行
っ
て
か
ら
は
、
も
う
ず
っ
と
三
崎
か
ら

　
　

世
界
に
。
長
か
っ
た
ん
で
す
ね
、
そ
っ
か
ら
先
は
。

清
　　

う
ん
、
三
崎
は
い
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
う
。

清
　　

う
ん
。
東
京
か
ら
近
い
べ
、
横
浜
か
ら
近
い
べ
、

　
　

三
浦
三
崎
は
観
光
地
だ
か
ら
。
漁
港
が
こ
う
あ
っ

　
　

た
ら
、
漁
港
の
向
こ
う
側
、
城
ヶ
島
っ
て
、
有
名

　
　

な
島
だ
っ
ぺ
、
城
ヶ
島
。
だ
か
ら
、
年
中
観
光
客

　
　

が
い
っ
ぱ
い
来
て
ん
の
。
そ
ん
だ
か
ら
、
お
金
も

　
　

使
う
わ
い
。

　
　

を
振
っ
て
）
く
れ
て
た
。
い
い
女
で
な
。

ア
サ
ダ　

そ
の
風
景
は
清
さ
ん
の
な
か
に
焼
き
付
い
て
る

　
　

ん
で
す
ね
、
こ
う
や
っ
て
手
を
振
っ
て
る
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
れ
っ
き
り
な
の
け
？

清
　　

う
ん
、
死
ん
だ
っ
ぺ
や
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
わ
か
ん
な
い
な
、
ど
う
だ
ろ
う
な
。

清
　　

ま
あ
そ
の
女
っ
て
、
俺
の
ひ
と
つ
か
ふ
た
つ
ぐ

　
　

れ
え
で
。

ア
サ
ダ　

年
同
じ
ぐ
ら
い
ね
。

清
　　

う
ん
。
も
う
、
俺
、
81
。
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
っ
て

　
　
　

あ
ん
ま
り
長
生
き
し
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

寿
命
は
ね
、
日
本
の
ほ
う
が
長
い
も
ん
ね
。

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら
、
死
ん
だ
っ
ぺ
や
。

ア
サ
ダ　

は
い
、
本
日
ラ
ス
ト
の
曲
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の

　
　

港
か
ら
遠
ざ
か
る
渡
部 

清
さ
ん
の
視
線
の
先
の
惜

　
　

別
、
そ
し
て
ま
た
、
新
た
な
土
地
で
の
一
期
一
会

　
　

に
気
持
ち
を
寄
せ
な
が
ら
聴
い
て
い
た
だ
け
た
ら

　
　

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

曲
は
メ
イ
ザ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
『O

B
ar-

　
　

quinho

』
、
邦
題
は
『
小
舟
』
と
い
う
タ
イ
ト

　
　

ル
で
す
。そ
れ
で
は
、ど
う
ぞ
聴
い
て
く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

渡
部 

清
さ
ん
の
浪
江
へ
の
帰
還
〜
い
ま
こ
こ
へ

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
が
、
20
年
ぐ
ら
い
ず
っ
と
漁
師
続
け
て
、

　
　

腰
痛
め
て
辞
め
た
と
き
っ
て
い
う
の
は
、
お
い
く

　
　

つ
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

42
。
だ
か
ら
も
う
、
ま
あ
辞
め
て
も
い
い
年
だ

　
　

け
ど
な
。
そ
う
す
っ
と
、
そ
の
と
き
、
千
葉
に
俺

　
　

の
姉
が
い
た
か
ら
。
三
崎
だ
と
知
り
合
い
い
ね
え

　
　

べ
。
そ
し
た
ら
、
姉
の
い
る
と
こ
ろ
行
っ
た
ほ
う

　
　

が
い
い
な
と
思
っ
て
。

ア
サ
ダ　

何
市
？

清
　　

千
葉
の
あ
そ
こ
、
作
草
部
っ
て
い
う
と
こ
ろ
。

　
　

そ
れ
で
、
入
院
し
た
の
は
、
千
葉
市
立
病
院
。
ほ

　
　

ん
で
、
あ
あ
、
こ
れ
じ
ゃ
駄
目
だ
な
あ
と
思
っ
て
、

　
　

漁
師
で
き
ん
べ
や
。
だ
か
ら
、
今
度
、
静
養
し
て
、

　
　

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
や
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
、

　
　

座
っ
て
れ
ば
い
い
ん
だ
か
ら
。
重
労
働
じ
ゃ
ね
え

　
　

か
ら
。

り
ん
ご　

も
し
腰
痛
め
な
か
っ
た
ら
、
ず
っ
と
漁
師
や
っ

　
　

て
た
の
？

清
　　

い
や
、
漁
師
は
55
で
定
年
だ
か
ら
。
普
通
は
60

　
　

か
、
定
年
は
。

ア
サ
ダ　

普
通
に
い
ま
は
ね
、
60
と
か
65
と
か
ね
。

清
　　

漁
師
は
55
で
定
年
に
な
る
の
。
そ
う
す
っ
と
、

　
　

ほ
ら
、年
金
も
も
ら
え
る
し
や
。そ
し
て
漁
師
や
っ

　
　

て
た
と
き
な
ん
か
、
も
う
、
痛
む
と
き
あ
る
の
。

　
　

そ
う
す
っ
と
、
腰
痛
か
っ
て
も
、
休
む
わ
け
に
い

　
　

か
ん
べ
よ
。
漁
師
は
人
数
決
ま
っ
て
行
っ
て
ん
だ

　
　

か
ら
。
そ
う
す
っ
と
、
休
む
場
合
は
、
人
に
迷
惑

　
　

か
け
る
。
だ
か
ら
休
む
わ
け
に
い
か
な
い
。
い
や

　
　

あ
、
つ
ら
い
ぞ
。
う
ん
。

ア
サ
ダ　

痛
く
て
も
休
め
な
い
ん
だ
も
ん
な
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

ト
ラ
ッ
ク
は
何
歳
ま
で
乗
っ
て
た
の
？　

40
か

　
　

ら
？

清
　　

62
ま
で
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
じ
ゃ
あ
、
20
年
。
漁
師
20
年
や
っ
て
、

　
　

ト
ラ
ッ
ク
20
年
や
っ
た
っ
て
感
じ
。
そ
っ
か
、
漁

　
　

師
も
っ
と
や
っ
て
る
か
。

清
　　

だ
か
ら
、
漁
師
辞
め
た
の
は
42
、
そ
れ
で
ト
ラ

　
　

ッ
ク
の
運
転
辞
め
た
の
が
62
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
、

　
　

東
京
と
か
千
葉
で
や
っ
て
た
か
ら
、
そ
れ
で
辞
め

　
　

て
浪
江
に
帰
っ
て
き
た
の
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
、
漁
師
に
な
っ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転

　
　

手
や
っ
て
、
60
超
え
て
浪
江
に
戻
っ
て
き
て
、
震

　
　

災
あ
っ
た
か
ら
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
越
し
て
こ
こ
に

　
　

来
た
け
ど
、
一
番
よ
か
っ
た
な
、
あ
の
時
代
は
っ

　
　

て
い
う
の
は
い
つ
ぐ
ら
い
？

清
　　

一
番
よ
か
っ
た
の
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
や
っ

　
　

て
て
62
で
辞
め
た
っ
ぺ
、
で
浪
江
に
帰
っ
て
き
た
。

　
　

そ
う
す
っ
と
、
俺
、
海
か
ら
離
れ
て
っ
け
ど
、
海

　
　

は
浪
江
、
請
戸
っ
て
あ
っ
ぺ
、
請
戸
漁
港
。
だ
け

　
　

ど
、
漁
師
も
や
ん
ね
え
や
、
使
っ
て
く
れ
る
と
こ

　
　

ろ
ね
え
か
ら
。
だ
か
ら
、
山
登
り
と
か
、
魚
釣
り

　
　

ば
っ
か
り
。
そ
れ
、
一
番
よ
か
っ
た
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
。
浪
江
に
戻
っ
て
き
た
と
き
の

　
　

時
代
っ
て
い
う
の
が
。

清
　　

そ
れ
を
、
う
ち
、
（
震
災
で
）
こ
ん
な
ん
な
っ

　
　

た
べ
。
あ
の
頃
は
よ
か
っ
た
。
別
に
体
悪
い
わ
け

　
　

じ
ゃ
ね
え
、
元
気
だ
か
ら
。
毎
日
暇
だ
と
登
山
、

　
　

ア
ユ
釣
り
と
か
、こ
ん
な（
で
っ
か
い
）や
つ
い
っ

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

 

そ
ん
な
に
あ
る
ん
で
す
か
。

清
　　

９
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
竿
、
そ
こ
へ
こ
う
、
５
キ

　
　

ロ
か
か
っ
た
ら
、
竿
ね
、
こ
ん
な
に
な
っ
て
く
る
。

　
　

そ
れ
が
、
い
ま
の
竿
い
い
か
ら
、
折
れ
ね
え
か
ら
、

　
　

こ
ん
な
に
曲
が
っ
て
て
折
れ
ね
え
ん
だ
ぞ
。

　
　
　

だ
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
、
の
ん
び
り
し

　
　

て
る
う
ち
、こ
ん
な
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
っ
ぺ
。あ
っ

　
　

ち
に
避
難
し
ろ
、
こ
っ
ち
に
避
難
し
ろ
っ
て
。
５

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

愛
し
て
る
っ
て
。

ア
サ
ダ　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
。

清
　　
「
ミ
・
ア
モ
ー
ル
」
っ
て
。
昔
、
「
ア
モ
ー
レ
、

　
　

ア
モ
ー
レ
、
ア
モ
〜
レ
・
ミ
オ
」っ
て
歌
が
流
行
っ

　
　

た
ろ
。
あ
れ
、
い
い
歌
だ
っ
た
よ
、
あ
れ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

渡
部 

清
さ
ん
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
出
会
っ
た
こ
こ
ろ
の

　
　

１
曲
。
ア
リ
ダ
・
ケ
ッ
リ
で
『S

in
n
ò
 
m
e

　
　

m
oro

』
。
こ
れ
、
イ
タ
リ
ア
語
ら
し
い
で
す
け

　
　

れ
ど
も
、
日
本
語
で
は
ず
ば
り
、
『
死
ぬ
ほ
ど
愛

　
　

し
て
』
だ
そ
う
で
す
。
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

渡
部 

清
さ
ん
の
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
別
れ

り
ん
ご　

清
さ
ん
は
レ
コ
ー
ド
と
か
買
わ
な
か
っ
た
の
？

清
　　

買
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
持
っ
て
た
ん
だ
？　

い
っ
ぱ
い
。

清
　　

外
国
か
ら
持
っ
て
き
て
、
60
枚
ぐ
ら
い
持
っ
て

　
　

た
。

ア
サ
ダ　

本
当
に
？

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら
、
外
国
か
ら
買
っ
て
き
た
か
ら
、

　
　

日
本
人
じ
ゃ
わ
か
ら
ね
え
わ
な
。
外
国
語
で
書
い

　
　

て
あ
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
、
日
本
に
持
っ
て
帰
っ
て
き
て
も
。

　
　

現
地
じ
ゃ
な
い
と
買
え
な
い
や
つ
を
買
っ
て
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
。

清
　　

キ
ュ
ー
バ
も
行
っ
た
か
ら
。
キ
ュ
ー
バ
も
い
い

　
　

と
こ
ろ
だ
わ
。
あ
れ
、
音
楽
の
本
場
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
。

清
　　

キ
ュ
ー
バ
な
、
カ
リ
ブ
海
。
そ
れ
も
全
部
な
く

　
　

な
っ
ち
ゃ
っ
た
け
ど
。

り
ん
ご　

そ
れ
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
？

清
　　

ど
こ
行
っ
た
か
わ
か
ん
ね
え
や
。
下
宿
も
変

　
　

わ
っ
た
り
す
っ
ぺ
。
だ
か
ら
、
そ
の
う
ち
に
全
部

　
　

な
く
な
っ
ち
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
ど
ん
ど
ん
引
っ
越
し
す
る
た

　
　

ん
び
に
な
く
な
っ
て
い
く
ん
だ
な
。

清
　　

何
枚
か
浪
江
に
持
っ
て
き
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。

清
　　

そ
し
て
、
浪
江
に
こ
ん
な
立
派
な
ス
テ
レ
オ
っ

　
　

て
あ
っ
た
っ
ぺ
、
こ
ん
な
で
け
え
の
。
あ
れ
持
っ

　
　

て
た
か
ら
く
れ
て
や
っ
た
、
娘
た
ち
に
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
う
な
の
。
や
っ
ぱ
り
日
本
の
漁
師
は
、

　
　

ブ
ラ
ジ
ル
と
か
キ
ュ
ー
バ
と
か
で
は
も
て
る
ん
で

　
　

す
か
、
女
の
子
に
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
が
す
げ
え
気
に
な
る
（
笑
）
。

清
　　

向
こ
う
の
女
は
、
日
本
の
女
と
性
質
が
違
う
か

　
　

ら
。
う
ん
と
気
持
ち
い
く
て
、
優
し
く
て
、
人
目

　
　

あ
ん
ま
り
気
に
し
な
い
か
ら
。

　
　
　

そ
れ
で
、
俺
が
岸
壁
に
船
い
っ
ぺ
、
こ
っ
ち
に
。

　
　

そ
う
す
る
と
、
馴
染
み
に
な
っ
た
バ
ー
で
働
い
て

　
　

た
女
の
子
が
迎
え
に
く
ん
の
。
夕
方
に
な
っ
た
ら

　
　

来
い
よ
っ
て
。
そ
う
す
る
と
、
椅
子
な
ん
か
ね
え

　
　

の
よ
。
い
い
着
る
も
の
着
た
っ
て
、
地
べ
た
に
べ

　
　

た
っ
と
座
っ
て
ん
だ
ぞ
。
そ
う
い
う
ふ
う
な
性
質

　
　

だ
か
ら
。

り
ん
ご　

日
本
の
女
と
は
違
う
ん
だ
ね
。

清
　　

ま
あ
、
気
持
ち
が
い
い
っ
て
い
う
か
、
優
し
い
。

ア
サ
ダ　

優
し
い
、
カ
ラ
ッ
と
し
て
ん
の
か
な
、
向
こ
う

　
　

の
人
の
ほ
う
が
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

日
本
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
い
い
女
は
い
な

　
　

か
っ
た
の
？

一
同　
（
笑
）
。

清
　　

で
も
、
ま
あ
い
ね
え
わ
け
じ
ゃ
ね
え
け
ど
、
ま

　
　

だ
お
金
も
貯
め
て
ね
え
し
、
う
ち
あ
る
わ
け
じ
ゃ

　
　

ね
え
し
。
だ
か
ら
、
い
い
や
い
い
や
と
思
っ
て
。

ア
サ
ダ　

漁
師
の
人
が
そ
う
や
っ
て
下
宿
で
、
で
も
ね
、

　
　

恋
人
が
で
き
て
結
婚
す
る
っ
て
な
っ
た
ら
、
下
宿

　
　

か
ら
出
て
、
ど
っ
か
家
借
り
る
ん
で
す
よ
ね
、
そ

　
　

う
や
っ
て
。

清
　　

う
ん
、
そ
う
い
う
よ
う
な
人
い
っ
ぱ
い
い
る
よ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
い
っ
ぱ
い
い
た
の
か
、
や
っ
ぱ
り
。

清
　　

で
も
、
俺
は
さ…

…

。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
。
清
さ
ん
、
も
て
た
よ
う
な
の
に
ね
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
の
ま
ち
離
れ
る
と
き
に
、
女
の
人
は
行
か
な

　
　

い
で
っ
て
言
わ
な
か
っ
た
の
？

清
　　

ま
ち
離
れ
る
と
き
？　

浪
江
？

ア
サ
ダ　

う
ん
、
浪
江
に
戻
る
と
き
。

り
ん
ご　

浪
江
に
戻
る
と
き
と
か
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
帰
る

　
　

と
き
と
か
、
女
の
人
が
さ
み
し
く
な
る
っ
け
ん
。

清
　　

う
ん
、
そ
れ
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
い
い
女
い
て
ね
、

　
　

そ
し
て
、
船
着
い
て
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
度
、
港

　
　

へ
行
く
べ
。
そ
う
す
っ
と
跳
ね
て
よ
、
港
の
先
ま

　
　

で
行
っ
て
た
、
迎
え
に
。

ア
サ
ダ　

め
っ
ち
ゃ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
だ
、
そ
れ
（
笑
）
。

清
　　

そ
れ
で
手
振
っ
て
ん
の
。
も
う
船
出
る
よ
っ

　
　

つ
っ
た
ら
、
さ
ー
っ
と
岸
壁
の
端
ま
で
行
っ
て
、

　
　

船
こ
う
行
く
か
ら
、
そ
し
て
、
こ
う
や
っ
て
（
手

　
　

か
所
も
６
か
所
も
歩
っ
た
ぞ
。
こ
れ
、
役
場
の
命

　
　

令
だ
か
ら
。

　
　
　

そ
ん
で
、
そ
の
う
ち
、
何
年
避
難
し
て
る
？　

　
　

３
年
か
。
４
年
目
で
こ
れ
（
下
神
白
団
地
）
、
で

　
　

き
た
ん
だ
よ
な
。
い
や
、
俺
も
前
は
集
会
場
へ
必

　
　

ず
何
か
あ
っ
た
ら
行
っ
て
た
ん
だ
。
そ
れ
で
、
具

　
　

合
悪
く
な
っ
て
、
行
か
な
く
な
っ
た
の
。

　
　
　

そ
し
て
、
具
合
悪
く
な
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
い
い

　
　

な
と
思
っ
た
ら
、
今
度
、
ま
た
悪
く
な
っ
て
、
入

　
　

院
し
た
っ
ぺ
。
そ
し
て
、
退
院
し
た
ら
、
ま
た
入

　
　

院
だ
。
１
か
月
で
４
日
入
院
し
て
た
の
。
小
便
出

　
　

な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
そ
れ
全
部
、
新
井
さ
ん
に

　
　

世
話
に
な
っ
て
。
そ
し
た
ら
、
あ
の
人
も
い
い
人

　
　

で
、
う
ん
と
俺
を
面
倒
み
て
く
れ
る
の
。

江
尻　

あ
れ
、
清
さ
ん
の
う
ち
あ
っ
た
の
は
浪
江
の
ど

　
　

こ
な
ん
で
し
た
っ
け
、
山
の
ほ
う
？　

う
ち
あ
っ

　
　

た
の
は
、
浪
江
の
ど
こ
な
ん
で
す
か
？

清
　　

室
原
。
室
原
っ
て
、
室
町
時
代
の「
室
」、室
原
。

　
　
　
（
家
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
）
あ
、ち
ょ
っ
と
行
っ

　
　

て
き
て
。

ア
サ
ダ　

は
い
。
こ
ん
に
ち
は
。

客
人　

こ
ん
に
ち
は
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
の
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
）
？

客
人　

終
わ
っ
て
な
い
で
す
か
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
も
う
終
わ
り
ま
す
、
僕
ら
の
話
は
。

客
人　

は
い
、
じ
ゃ
あ
、
す
み
ま
せ
ん
、
失
礼
し
ま
す
。

清
　　

ま
あ…

…

。

客
人　

う
ん
う
ん
、
変
わ
り
な
い
？

清
　　

う
ん
、
な
い
よ
。

客
人　

う
ん
、
調
子
も
大
丈
夫
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

よ
し
、
そ
ろ
そ
ろ
行
こ
か
。

客
人　

ち
ょ
っ
と
お
薬
だ
け
塗
っ
て
ね
。

り
ん
ご　

コ
ー
ヒ
ー
持
っ
て
い
き
ま
す
か
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
飲
む
？

清
　　

コ
ー
ヒ
ー
、
い
い
。

り
ん
ご　

コ
ー
ヒ
ー
飲
ま
な
い
？

清
　　

う
ん
、
う
ん
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
コ
ー
ヒ
ー
は…

…

。

清
　　

あ
、
じ
ゃ
あ
、
残
っ
た
ら
、
俺
、
あ
と
で
飲
む

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

本
当
？　

じ
ゃ
あ
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
こ
れ
、
こ
こ
さ
置
い
と
く
ね
。
こ
れ
、

　
　

コ
ー
ヒ
ー
。

ア
サ
ダ　

今
日
、カ
フ
ェ
で
、こ
れ
つ
く
っ
て
く
れ
た
や
つ
。

り
ん
ご　

カ
フ
ェ
の
コ
ー
ヒ
ー
出
す
け
の
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　

『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。
第
４
集
、
い
か
が
だ
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

最
後
は
渡
部 

清
さ
ん
に
、
震
災
前
の
浪
江
で
の

　
　

穏
や
か
な
生
活
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

　
　

た
。

　
　
　

人
生
の
先
輩
の
み
な
さ
ん
を
前
に
し
て
、
僕
の

　
　

よ
う
な
若
造
が
言
う
の
も
は
ば
か
れ
る
ん
で
す
け

　
　

れ
ど
も
、
番
組
を
つ
く
っ
て
い
て
、
つ
く
づ
く
考

　
　

え
さ
せ
ら
れ
る
の
が
、「
人
に
歴
史
あ
り
」と
い
う

　
　

こ
の
言
葉
で
す
。
震
災
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

　
　

こ
の
下
神
白
団
地
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
い

　
　

ま
、
み
な
さ
ん
は
暮
ら
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、
幸
か
不
幸
か
と
い
う
こ
と
は
い
っ
た
ん

　
　

置
い
て
お
い
て
、た
だ
事
実
と
し
て
、震
災
が
あ
っ

　
　

た
こ
と
で
、
い
ま
、
僕
は
み
な
さ
ん
と
こ
の
縁
を

　
　

結
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　

で
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
き
っ
か
け
で
あ
っ
て
、

　
　

そ
れ
以
前
の
膨
大
す
ぎ
る
み
な
さ
ん
の
記
憶
を
で

　
　

す
ね
、
こ
う
い
っ
た
音
楽
と
と
も
に
振
り
返
る
時

　
　

間
は
、
本
当
、
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
、
で
も
確

　
　

か
に
そ
こ
に
そ
の
方
々
が
生
き
て
い
た
重
み
、
そ

　
　

う
い
っ
た
も
の
を
多
少
な
り
と
も
受
け
取
ら
せ
て

　
　

も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
、
何
と
も
言
え
な
い
貴
重

　
　

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

そ
し
て
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
、
こ
の

　
　

ラ
ジ
オ
C
D
を
通
じ
て
、
出
身
町
も
世
代
も
超
え

　
　

て
わ
か
ち
合
っ
て
、
何
か
し
ら
出
会
い
に
つ
な
が

　
　

る
こ
と
を
勝
手
に
願
い
な
が
ら
、
僕
た
ち
は
こ
ん

　
　

な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

今
回
も
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
C
D
と
と
も
に

　
　

お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
。
集
会
場
の
入
り
口
に
あ

　
　

る
黄
色
い
ポ
ス
ト
に
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲
や

　
　

そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
簡
単
で
結
構
で
す
か
ら
、

　
　

書
い
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

そ
れ
で
は
、
次
回
お
楽
し
み
に
。

　
　
　

こ
の
夏
が
終
わ
れ
ば
ま
た
涼
し
い
秋
が
来
ま
す
。

　
　

季
節
の
変
わ
り
目
は
、
特
に
お
身
体
を
大
切
に
さ

　
　

れ
て
く
だ
さ
い
。
お
届
け
し
ま
し
た
の
は
、
『
ラ

　
　

ジ
オ
下
神
白
』
主
宰
の
音
楽
家
・
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
、

　
　

そ
し
て
、
り
ん
ご
ち
ゃ
ん
こ
と
榊 

裕
美
、
生
粋
の

　
　

小
名
浜
人
・
江
尻
浩
二
郎
の
３
名
で
し
た
。
あ
り

　
　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ほ
う 

ど

船の上で捕まえたあの風景



　
　

漁
師
を
辞
め
る
転
機
、
震
災
の
あ
の
日
の
エ
ピ

　
　

ソ
ー
ド
も
含
め
、
当
時
の
馴
染
み
深
い
音
楽
と
と

　
　

も
に
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

ど
う
ぞ
、
こ
の
下
神
白
か
ら
、
音
楽
と
と
も
に

　
　

海
の
記
憶
へ
と
漕
ぎ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は

　
　

永
崎
団
地
の
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
か
ら
お
届
け
し
た
い

　
　

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
海
と
初
恋
　

藁
谷　
（
写
真
を
見
な
が
ら
）
こ
れ
は
漁
場
に
向
か
う

　
　

途
中
。
こ
れ
は
マ
グ
ロ
獲
る
漁
具
で
す
。
漁
具
を

　
　

整
備
し
て
る
と
こ
ろ
で
す
。

り
ん
ご　

は
え
縄
？

藁
谷　

う
ん
、
は
え
縄
で
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
め
っ
ち
ゃ
い
い
で
す
。
後
ろ
に
広
が
る

　
　

こ
の…

…

。

藁
谷　

雲
ね
。

ア
サ
ダ　

雲
。
海
と
雲
と
す
ご
い
。

藁
谷　

こ
れ
は
お
そ
ら
く
ね
、
赤
道
あ
た
り
じ
ゃ
ね
え

　
　

か
な
っ
て
思
う
ん
で
す
け
ど
、
私
ら
は
北
か
ら
南

　
　

に
下
が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
と
き
に
、
赤
道

　
　

を
通
過
す
る
と
、
「
赤
道
祭
」
っ
つ
う
の
を
や
る

　
　

ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

何
人
ぐ
ら
い
乗
り
組
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
？

藁
谷　

乗
組
員
は
23
名
だ
っ
た
と
思
う
か
な
、
こ
の
当

　
　

時
。
そ
れ
で
、
学
生
が
20
名
く
ら
い
乗
っ
た
と
思

　
　

う
。
だ
か
ら
、
こ
の
頃
の
福
島
丸
は
エ
ア
コ
ン
は

　
　

な
か
っ
た
け
ど
、
い
ま
は
全
部
エ
ア
コ
ン
で
。
そ

　
　

れ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
と
き
に
は
海
星
高
校
（
福
島

　
　

県
立
い
わ
き
海
星
高
等
学
校
）
は
男
子
校
だ
っ
た

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

　
　

は
。
『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の

　
　

音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。
よ
う
こ
そ
、
司
会
の

　
　

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ
の
C
D
で
は
、
下
神
白

　
　

団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ま
ち
の
思
い
出
と
と

　
　

も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深
い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に

　
　

お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

み
な
さ
ん
、
と
に
か
く
暑
い
日
々
が
続
い
て
ま

　
　

す
ね
。
小
名
浜
エ
リ
ア
は
、
全
国
的
に
も
か
な
り

　
　

涼
し
い
で
す
し
、
以
前
よ
り
は
涼
し
く
な
っ
て
き

　
　

た
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
、
油
断
は
禁
物
で

　
　

す
。
水
分
補
給
や
ク
ー
ラ
ー
の
利
用
な
ど
、
熱
中

　
　

症
対
策
に
は
し
っ
か
り
取
り
組
ま
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

前
回
は
で
す
ね
、
そ
ん
な
暑
さ
と
は
対
照
的
に
、

　
　

３
月
の
寒
い
と
き
に
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
総
集
編
を
つ
く
り
ま
し
て
、
み
な
さ
ん
か
ら

　
　

た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
リ
ク
エ
ス
ト
を
ぎ
ゅ
っ
と

　
　

２
枚
組
の
C
D
に
し
て
ご
自
宅
に
配
り
に
行
き
ま

　
　

し
た
。
そ
の
節
は
、
た
く
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
、

　
　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

あ
れ
か
ら
５
か
月
経
ち
ま
し
て
、
今
回
で
第
４

　
　

集
と
な
る
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
。
特
集
は
海
の
男

　
　

た
ち
に
注
目
し
ま
し
た
。
下
神
白
団
地
４
号
棟
・

　
　

浪
江
町
ご
出
身
の
渡
部 

清
さ
ん
。
そ
し
て
今
回
初

　
　

と
な
る
、
お
隣
の
永
崎
団
地
か
ら
、
地
元
小
名
浜

　
　

の
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
に
登
場
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

お
ふ
た
り
の
共
通
点
は
元
漁
師
で
あ
る
こ
と
で

　
　

す
ね
。
マ
グ
ロ
を
追
い
か
け
て
、
大
き
な
海
へ
と

　
　

漕
ぎ
出
し
て
き
た
壮
大
な
生
活
と
と
も
に
、
ほ
ん

　
　

の
り
甘
酸
っ
ぱ
い
恋
愛
話
、
そ
し
て
沖
か
ら
戻
り

　
　

ん
で
す
け
ど
、
い
ま
は
女
子
も
入
っ
て
ま
す
の
で
、

　
　

風
呂
な
ん
か
も
女
子
用
の
が
あ
っ
て
。
私
ら
の
と

　
　

き
に
は
、
風
呂
は
潮
水
で
す
。

ア
サ
ダ　

な
ん
か
べ
た
っ
と
し
そ
う
な
印
象
は
あ
り
ま
す

　
　

け
ど
、
や
っ
ぱ
そ
う
で
し
ょ
？

藁
谷　

う
ん
、
着
て
る
も
の
も
、
要
す
る
に
真
水
使
え

　
　

な
い
か
ら
、
飲
む
だ
け
だ
か
ら
。
だ
か
ら
ね
、
風

　
　

呂
に
入
っ
た
あ
と
は
べ
た
べ
た
し
て
ま
す
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

着
る
も
の
も
し
っ
と
り
し
て
ま
す
。
だ
か
ら
、

　
　

ス
コ
ー
ル
が
来
る
と
、
外
に
出
て
裸
に
な
っ
て
。

ア
サ
ダ　

ス
コ
ー
ル
が
シ
ャ
ワ
ー
な
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

う
ん
、
シ
ャ
ワ
ー
代
わ
り
に
す
る
ん
で
す
。
だ

　
　

か
ら
、
若
い
頃
「
船
の
生
活
っ
て
ど
う
い
う
生
活

　
　

な
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞
か
れ
た
こ
と
あ
る
ん
で

　
　

す
、
女
性
の
方
に
。
て
い
の
い
い
刑
務
所
と
同
じ

　
　

だ
よ
。
陸
上
の
刑
務
所
っ
つ
う
の
は
自
由
が
な
い

　
　

で
し
ょ
。
海
の
場
合
は
、
自
由
が
あ
る
か
ら
。
当

　
　

直
以
外
は
遊
ん
で
る
っ
て
い
う
か
、
休
ん
で
ら

　
　

れ
っ
か
ら
。
で
、
あ
と
は
刑
務
所
の
塀
の
代
わ
り

　
　

に
、
海
が
塀
に
な
っ
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

海
が
あ
る
と
。

藁
谷　

ま
た
そ
れ
が
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
夕
涼
み
す
る

　
　

と
き
に
。

伊
藤
　
き
れ
い
だ
よ
ね
。

藁
谷　
（
写
真
を
見
な
が
ら
）
一
番
前
が
、
こ
れ
い
ま

　
　

潮
を
か
ぶ
っ
て
る
と
こ
ろ
か
な
、
う
ね
り
が
あ
っ

　
　

て
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
ピ
ッ
ト
に
座
っ
て
、
そ
れ

　
　

こ
そ
水
割
り
持
っ
て
、
風
呂
上
が
り
。
そ
れ
で
、

　
　

そ
の
と
き
に
聴
い
た
曲
が『
君
と
い
つ
ま
で
も
』っ

　
　

て
い
う
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
そ
こ
な
ん
で
す
ね
。

　
　

ち
の
部
屋
で
。

ア
サ
ダ　

聴
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

ス
テ
レ
オ
で
、
『
君
と
い
つ
ま
で
も
』
を
暗
い

　
　

部
屋
で
聴
い
て
ま
し
た
よ
。

ア
サ
ダ　

で
は
、
早
速
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
４
集
、
最
初
の
ナ
ン
バ
ー

　
　

で
す
。
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
初
恋
の
思
い
出
の
曲
。

　
　

加
山
雄
三
『
君
と
い
つ
ま
で
も
』
。
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
世
界
と
の
出
会
い

ア
サ
ダ　

加
山
雄
三
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
聴
く
ん
で
す

　
　

か
？　

カ
セ
ッ
ト
と
か
持
ち
込
む
感
じ
で
す
か
、

　
　

当
時
。
レ
コ
ー
ド
？

藁
谷　

あ
の
ね
、
レ
コ
ー
ド
で
、
何
つ
う
の
か
、
ド
ー

　
　

ナ
ツ
盤
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
ド
ー
ナ
ツ
盤
。
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
船

　
　

に
あ
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
ち
ゃ
ん
と
デ
ッ
キ
に
つ
い
て
て
。

ア
サ
ダ　

デ
ッ
キ
に
つ
い
て
る
？

藁
谷　

違
う
、
ブ
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
る
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
ブ
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
て
。

藁
谷　

レ
コ
ー
ド
担
当
は
学
生
。
だ
か
ら
、
操
業
中
で

　
　

も
、
い
つ
も
レ
コ
ー
ド
。

伊
藤　

音
楽
は
流
れ
て
ん
の
？

藁
谷　

B
G
M
み
た
く
し
て
た
。

ア
サ
ダ　

D
J
を
学
生
が
担
当
し
て
？

藁
谷　

う
ん
、
そ
う
で
す
。
上
に
行
く
か
ら
。
学
生
は

　
　

上
の
片
づ
け
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
そ
こ
の
ブ
リ
ッ
ジ
の
部
分
に
プ
レ
ー

　
　

ヤ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
か
け
て
。

藁
谷　

そ
の
な
か
で
ね
、
操
舵
室
の
な
か
に
ラ
ジ
オ
と

　
　

か
、
ド
ー
ナ
ツ
盤
の
そ
の
、
何
つ
う
ん
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

再
生
し
た
ら
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
よ
う

　
　

に
な
っ
て
？

藁
谷　

表
に
付
い
て
ま
す
。

ア
サ
ダ　

表
に
。

藁
谷　

上
に
ス
ピ
ー
カ
ー
が
つ
い
て
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

目
の
前
に
広
が
る
海
見
な
が
ら
、
そ
の
B
G
M

　
　

が
流
れ
て
く
る
っ
て
い
う
。

藁
谷　

な
が
ら
仕
事
し
て
る
わ
け
で
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
。
音
楽
は
常
に
流
れ
て
る
ん
で
す
か
？

藁
谷　

そ
う
で
す
ね
、
操
業
中
は
ね
。
「
う
る
せ
え
か

　
　

ら
や
め
ろ
」
な
ん
て
い
う
人
も
い
る
け
ど
（
笑
）
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
そ
う
で
す
よ
ね
。
な

　
　

ん
か
も
う
、
音
楽
い
ら
な
い
か
ら
っ
て
い
う
人
も

　
　

い
る
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
。

藁
谷　

そ
う
。
た
だ
、
私
ら
は
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
、

　
　

何
つ
う
ん
か
な
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
や
つ
が

　
　

好
き
で
ね
、
あ
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
と
か
ね
。
や
っ
ぱ

　
　

り
南
さ
行
く
か
ら
。
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
と
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
ハ
ワ
イ
ア
ン
、
そ
う
で
す
ね
、
南
に

　
　

あ
た
た
か
い
と
こ
ろ
に
こ
う
、
向
か
っ
て
い
っ
て
。

藁
谷　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
北
島
の
オ
ー
ク
ラ
ン　

　
　

ド
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
一
番
北
端
で
す
ね
。

　
　

昔
は
こ
こ
が
首
都
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、

　
　

今
度
は
、
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
。
い
ま
は
南
島
の
ウ
エ

　
　

リ
ン
ト
ン
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
首
都
に
な
っ

　
　

て
ま
す
け
ど
、
こ
っ
ち
夏
で
す
か
ら
、
あ
っ
ち
冬

　
　

な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
冬
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
持
っ

　
　

て
く
ん
で
す
よ
、
み
ん
な
。
ハ
ワ
イ
さ
行
く
と
き

　
　

に
は
、
ホ
ノ
ル
ル
に
入
り
ま
す
か
ら
。
そ
の
と
き

　
　

に
は
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
に
、
一
応
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
っ
て
い
く
ん
で

　
　

す
ね
。
船
の
上
で
病
気
に
な
っ
た
り
と
か
い
う
こ

　
　

と
も
？

藁
谷　

あ
り
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

お
医
者
さ
ん
乗
っ
て
は
り
ま
す
？

藁
谷　

あ
の
ね
、
い
ま
、
医
者
は
い
ら
な
い
で
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
。

藁
谷　

私
の
と
き
は
ね
、
足
怪
我
し
て
ね
、
ト
ラ
ッ
ク

　
　

島
っ
て
、
昔
日
本
の
海
軍
い
た
と
こ
ろ
、
あ
そ
こ
、

　
　

ア
メ
リ
カ
の
軍
事
基
地
な
ん
で
す
ね
。
だ
け
ど
、

　
　

ア
メ
リ
カ
っ
つ
う
の
は
、
軍
事
基
地
に
は
な
か
な

　
　

か
入
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と

　
　

は
入
れ
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
入
っ
た
ら
、
そ
う

　
　

い
う
ふ
う
に
カ
メ
ラ
は
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　

み
ん
な
「
し
ま
っ
て
く
れ
、
し
ま
っ
て
く
れ
」
。

ア
サ
ダ　

も
う
全
部
没
収
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

そ
し
て
、
あ
と
、
岸
壁
さ
は
着
け
な
い
ん
で
す

　
　

け
ど
、
あ
あ
い
う
、
小
さ
な
船
で
。

伊
藤　

は
し
け
で
？

藁
谷　

う
ん
、
は
し
け
で
。

伊
藤　

迎
え
に
来
て
？

藁
谷　

迎
え
に
来
て
。
そ
ん
で
、
病
院
。
怪
我
し
て
、

　
　

ど
こ
だ
っ
た
っ
け
な
、
ヌ
メ
ア
か
。
ヌ
メ
ア
っ
て

　
　

フ
ラ
ン
ス
領
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
で
も
や
っ
ぱ

　
　

り
操
業
中
に
、
こ
の
マ
グ
ロ
釣
る
針
、
こ
っ
か
ら

　
　

こ
う
入
れ
ち
ゃ
っ
て
、
出
血
多
量
で
ね
。
そ
れ
で
、

　
　

ヌ
メ
ア
に
入
っ
て
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
、
で
も
そ
う
で
す
ね
。

藁
谷　

そ
う
い
う
こ
と
あ
り
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

船
の
上
で
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
も
う
。

藁
谷　

そ
の
頃
好
き
な
人
い
た
ん
で
す
わ
。
そ
の
と
き

　
　

に
ね
、
ま
あ
こ
れ
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
。
あ
と
で
後

　
　

悔
し
た
ん
で
す
け
ど
、
１
航
海
休
ん
で
ね
、
口
説

　
　

け
ば
い
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
ス
ト
ー
カ
ー
じ
ゃ

　
　

な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
彼
女
は
自

　
　

分
の
気
持
ち
、
変
わ
ん
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
れ
が
１
航
海
、
90
日
考
え
る
余
地
を
与
え
ち
ゃ

　
　

っ
た
ん
で
す
よ
、
彼
女
に
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

藁
谷　

そ
ん
で
う
ち
に
帰
っ
て
き
て
電
話
し
た
ら
ば
、

　
　

い
ま
で
も
覚
え
て
ま
す
、
そ
の
言
葉
。
「
も
う
会

　
　

わ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
」
っ
て
言
わ
れ
ま

　
　

し
た
。
平
の
喫
茶
店
で
ね
、
ま
わ
り
に
人
い
た
ん

　
　

だ
け
ど
気
に
も
し
な
い
で
、
ま
あ
こ
こ
ろ
に
あ
っ

　
　

た
ん
だ
ろ
う
な
、
そ
う
い
う
こ
と
を
一
生
懸
命
に

　
　

な
っ
て
話
し
ま
し
た
け
ど
ね
。

　
　
　

そ
れ
で
、
う
ち
は
そ
の
あ
と
だ
っ
た
か
な
、
家

　
　

内
と
の
あ
れ
は
。
家
内
と
そ
う
い
う
状
態
で
、
ま

　
　

さ
か
そ
っ
ち
の
女
の
子
と
あ
れ
し
て
る
な
ん
て
い

　
　

う
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
ね
、
そ
っ
ち
の
女
の
子

　
　

が
先
だ
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
も
う
50
年
。
金
婚
式
も
迎
え
ら
れ
て
、

　
　

素
晴
ら
し
い
で
す
。

藁
谷　

そ
う
い
う
こ
と
あ
っ
た
ん
で
す
か
な
ん
て
、
ま

　
　

あ
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
は
ね
、
そ
の
頃
。
男
だ
も
の
。

一
同　
（
笑
）
。

ア
サ
ダ　

ま
あ
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
あ

　
　

る
と
思
い
ま
す
け
ど
。

藁
谷　

家
内
だ
っ
て
、
女
に
も
も
て
な
か
っ
た
ん
だ
っ

　
　

ぺ
か
な
っ
て
あ
れ
し
た
ら
ば
、
魅
力
な
い
ん
じ
ゃ

　
　

な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ん
に
し
て
み
た
ら
、
う
ん
。

藁
谷　

で
、
う
ち
の
家
内
と
は
見
合
い
で
す
。

ア
サ
ダ　

お
見
合
い
で
。

藁
谷　

う
ん
。
家
内
の
働
い
て
た
工
場
に
、
う
ち
の
親

　
　

戚
の
お
ば
さ
ん
が
い
た
の
。
で
、
そ
の
人
が
別
の

　
　

人
に
、
お
嫁
さ
ん
紹
介
し
た
の
ね
。
そ
し
た
ら
、

　
　

う
ち
の
お
ふ
く
ろ
が
、
う
ち
の
息
子
に
も
お
嫁
さ

　
　

ん
紹
介
し
て
く
れ
ね
か
っ
て
い
う
こ
と
で
、
い
ま

　
　

の
家
内
の
と
こ
さ
、
話
い
っ
た
ん
で
す
。
で
ね
、

　
　

初
め
て
会
っ
た
の
は
、
年
は
忘
れ
た
け
ど
、
１
月

　
　

19
日
に
会
っ
た
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

日
付
ま
で
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
、

　
　

は
っ
き
り
と
。

藁
谷　

と
に
か
く
小
名
浜
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
や
っ
て

　
　

い
う
こ
と
で
話
進
め
て
た
み
た
い
だ
か
ら
。
そ
し

　
　

て
見
合
い
を
し
て
、
そ
ん
で
23
日
三
崎
に
戻
っ
た

　
　

と
き
に
、
泉
駅
ま
で
送
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
結
婚

　
　

す
る
前
の
、
た
だ
１
回
の
デ
ー
ト
な
ん
で
す
よ
。

　
　
　

そ
ん
で
、
私
、
沖
さ
行
っ
ち
ゃ
っ
た
で
し
ょ
。

　
　

で
、う
ち
の
お
や
じ
が
、結
局
惚
れ
た
っ
て
い
う
か
。

ア
サ
ダ　

あ
、
お
父
さ
ま
が
気
に
入
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

気
に
入
ら
れ
た
。
う
ち
の
家
内
も
ね
、
お
父
さ

　
　

ん
っ
て
い
う
の
は
戦
争
で
戦
死
し
た
人
で
、
母
子

　
　

家
庭
で
育
っ
た
子
だ
か
ら
、
お
ふ
く
ろ
さ
ん
と
ふ

　
　

た
り
で
来
た
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
だ
か
ら
、
結
婚

　
　

す
る
前
に
逃
げ
ら
ん
ね
え
よ
う
に
、
樽
入
れ
し
ち

　
　

ま
お
う
っ
つ
っ
て
、
俺
い
な
い
う
ち
に
樽
入
れ
し

　
　

ち
ゃ
っ
た
の
。
樽
入
れ
っ
て
い
う
の
わ
か
る
？　

　
　

婚
約
で
す
よ
。

　
　
　

そ
の
と
き
ね̶

̶

お
も
し
ろ
い
ん
だ
よ
ね
、
い

　
　

ま
考
え
て
み
る
と
本
当
に
。俺
、何
だ
っ
た
ん
だ
っ

　
　

ぺ
な
と
思
う
ん
だ
け
ど̶

̶

そ
う
い
う
こ
と
で
私

　
　

が
、
落
ち
込
ん
で
た
わ
け
だ
。
そ
し
た
ら
、
私
の

　
　

友
だ
ち
が
ど
う
し
た
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
で
、
こ

　
　

う
言
わ
れ
た
ん
だ
っ
て
。
「
じ
ゃ
あ
、
俺
、
仲
も

　
　

つ
か
ら
」
っ
て
い
う
わ
け
で
、
平
さ
行
っ
て
ね
、

　
　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
し
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き

　
　

に
彼
女
呼
ん
で
く
れ
た
ん
で
す
よ
、
連
絡
取
れ
て
。

　
　
　

そ
ん
で
、
食
事
３
人
で
し
て
終
わ
っ
て
、
そ
ん

　
　

で
彼
女
の
う
ち
ま
で
タ
ク
シ
ー
で
送
っ
て
っ
た
ん

　
　

で
す
わ
、
私
。そ
れ
が
最
後
。「
幸
せ
に
な
れ
な
」っ

　
　

て
言
っ
て
。
馬
鹿
み
て
え
だ
っ
ぺ
ね
。

伊
藤　

幕
引
き
だ
。

ア
サ
ダ　

な
ん
て
、
じ
ー
ん
と
く
る
、
こ
れ
は
。

伊
藤　

ダ
ン
デ
ィ
ー
だ
ね
。

藁
谷　

だ
か
ら
、
そ
れ
が
ま
た
お
も
し
ろ
い
の
。
そ
の

　
　

あ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

伊
藤　

え
、
何
、
何
？

ア
サ
ダ　

聞
き
た
い
で
す
ね
、
そ
こ
は
。

藁
谷　

そ
の
人
は
、
最
終
的
に
は
役
所
に
勤
め
て
た
人

　
　

と
一
緒
に
な
っ
た
の
ね
。
そ
れ
で
、
で
き
た
女
の

　
　

子
が
ね
、
成
人
っ
つ
う
か
お
っ
き
く
な
っ
て
、
彼

　
　

女
に
そ
っ
く
り
な
娘
で
。
そ
れ
が
、
う
ち
の
家
内

　
　

が
勤
め
て
た
と
こ
ろ
で
、
事
務
や
っ
て
た
の

　
　
（
笑
）
。
家
内
と
結
婚
し
て
、
あ
る
日
突
然
、
そ

　
　

れ
こ
そ
、
そ
の
人
と
瓜
ふ
た
つ
の
人
が
目
の
前
に

　
　

現
れ
た
。

　
　
　

写
真
も
あ
っ
た
よ
。
あ
の
三
崎
の
公
園
で
な
ん

　
　

か
写
真
一
緒
に
撮
っ
た
よ
う
な
の
が
。
い
ま
の
三

　
　

崎
の
公
園
じ
ゃ
な
く
ね
、
前
の
。
そ
れ
を
み
ん
な
、

　
　

水
に
流
し
た
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も
、
津
波
で
み
ん

　
　

な
な
く
な
っ
た
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
。

藁
谷　

も
う
会
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
っ
て
、

　
　

俺
は
帰
っ
て
き
て
言
わ
れ
た
と
き
も
、
自
分
の
う

　
　

ん
だ
け
ど
、
結
局
、
何
つ
う
の
か
な
、
お
金
の
回

　
　

転
悪
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
。そ
ん
で
、市
場
さ
行
っ

　
　

て
も
魚
買
え
ね
え
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
わ
け
。

　
　
　

そ
れ
を
息
子
ふ
た
り
が
見
て
た
わ
け
だ
ね
。
そ

　
　

ん
で
自
分
ら
は
今
度
何
を
す
る
か
っ
つ
う
こ
と
で
、

　
　

最
初
は
エ
ビ
フ
ラ
イ
、
冷
凍
食
品
と
い
え
ば
エ
ビ

　
　

フ
ラ
イ
っ
つ
う
の
、
あ
る
で
し
ょ
。
あ
れ
の
走
り

　
　

の
頃
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
か
タ
イ
と
か
。
日

　
　

本
の
エ
ビ
使
っ
て
た
ら
あ
ん
な
の
で
き
な
い
か
ら
、

　
　

高
く
て
。
外
国
の
エ
ビ
で
も
ね
、
お
い
し
い
の
ね
。

　
　

私
も
一
回
手
伝
っ
た
こ
と
あ
ん
だ
け
ど
、
メ
キ
シ

　
　

コ
の
エ
ビ
が
一
番
う
ま
い
ん
で
す
。

　
　
　

そ
ん
で
結
局
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
き
ょ

　
　

う
だ
い
で
そ
う
い
う
冷
凍
食
品
扱
う
工
場
を
つ

　
　

く
っ
て
、
エ
ビ
の
フ
ラ
イ
の
仕
事
を
初
め
や
っ
た

　
　

ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き
に
私
の
家
内
の
妹
の
亭
主

　
　

が
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
面
で
は
、
人
よ
り
も
仕

　
　

事
が
で
き
る
人
間
で
、
す
ご
く
２
番
目
の
人

　
　
（
弟
）
が
気
に
入
っ
て
て
ね
。
そ
ん
で
あ
る
と
き

　
　

に
、「
藁
谷
く
ん
、
あ
ん
た
い
つ
ま
で
も
船
に
乗
っ

　
　

て
る
わ
け
で
ね
え
だ
ろ
」
と
。
そ
う
い
う
相
談
か

　
　

け
ら
れ
た
わ
け
だ
。

　
　
　

そ
ん
で
弟
の
ほ
う
は
、
妹
の
亭
主
の
ほ
う
に

　
　

̶
̶

家
内
の
ね̶

̶

「
い
や
、
俺
の
右
腕
に
し
て

　
　

ん
だ
」
と
。
だ
け
ど
も
、
右
腕
に
し
た
い
の
に
は
、

　
　

彼
が
い
ま
や
っ
て
い
る
エ
ビ
の
皮
む
き
、
結
局
、

　
　

彼
の
こ
と
使
え
た
け
れ
ど
も
、
後
継
者
が
い
な
け

　
　

れ
ば
あ
れ
す
る
わ
け
。
そ
ん
で
そ
う
言
わ
れ
て
、

　
　

そ
ん
と
き
ち
ょ
う
ど
冷
凍
の
ほ
う
や
っ
て
て
、
腰

　
　

も
痛
め
て
た
か
ら
、
じ
ゃ
あ
と
思
っ
て
。
そ
れ
が

　
　

き
っ
か
け
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。
そ
の
藁
谷
さ
ん
が
ち
ょ

　
　

う
ど
漁
師
か
ら
そ
の
加
工
の
仕
事
を
さ
れ
る
時

　
　

期
っ
て
、
さ
っ
き
エ
ビ
フ
ラ
イ
の
話
を
仰
っ
て
ま

　
　

し
た
け
ど
、
こ
れ
も
加
工
食
品
に
で
き
ん
じ
ゃ
な

　
　

い
か
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

　
　

た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

う
ん
、
あ
っ
た
ね
。
あ
の
時
期
は
ね
、
ハ
ワ
イ

　
　

ア
ン
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
前
。
常
磐
炭
鉱
が
閉
鎖

　
　

し
た
と
き
、
あ
の
頃
か
ら
だ
か
ら
。
そ
ん
で
、
閉

　
　

鎖
し
て
、
地
元
の
あ
の
炭
鉱
長
屋
に
い
た
人
ら
が
、

　
　

パ
ン
粉
つ
け
て
こ
う
や
っ
て
握
る
。

ア
サ
ダ　

結
局
仕
事
ね
。
そ
っ
ち
か
ら
変
わ
る
ん
で
す
よ

　
　

ね
、
炭
鉱
の
仕
事
か
ら
。

藁
谷　

そ
う
い
う
の
を
こ
っ
ち
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

　
　

行
っ
て
、
乗
せ
て
き
て
、
そ
ん
で
つ
く
っ
た
わ
け
。

　
　

そ
う
い
う
の
を
つ
く
ら
せ
ん
だ
、
女
工
さ
や
ら
せ

　
　

た
。
で
、
終
わ
っ
て
夕
方
に
な
る
と
、
ま
た
マ
イ

　
　

ク
ロ
バ
ス
さ
乗
せ
て
、
常
磐
ま
で
送
っ
て
く
っ
て

　
　

い
う
、
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
み
ん
な
そ
こ
で
働
き
出
し
た
ん
だ
、

　
　

女
工
さ
ん
た
ち
は
。

藁
谷　

う
ん
。
そ
ん
で
、
あ
の
炭
鉱
の
廃
油
っ
つ
う
の

　
　

か
な
、
そ
れ
が
炭
鉱
閉
鎖
し
て
も
出
て
た
か
ら
、

　
　

結
局
お
湯
を
使
っ
て
や
っ
た
の
が
、
い
ま
の
ハ
ワ

　
　

イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
な
ん
で
す
。
最
初
は
馬
鹿
扱
い

　
　

で
す
、
あ
ん
な
こ
と
や
っ
て
っ
て
。
そ
れ
が
成
功

　
　

し
た
ら
、
「
さ
ま
さ
ま
」
だ
わ
な
。

ア
サ
ダ　

が
ら
っ
と
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
神
さ
ま
扱
い
だ
も
ん
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
そ
れ
ね
、
わ
か
ん
な
い
で
す
も
ん
ね
、

　
　

最
初
は
無
理…

…

。

藁
谷　

う
ん
、
だ
か
ら
、
映
画
の
『
フ
ラ
ガ
ー
ル
』
観

　
　

る
と
わ
か
る
け
れ
ど
も
さ
、
最
初
は
本
当
に
炭
鉱

　
　

の
娘
だ
か
ら
踊
っ
て
て
、
い
ま
み
て
え
な
、
か
わ

　
　

い
こ
ち
ゃ
ん
で
ね
か
っ
た
か
ら
さ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
こ
そ
下
神
白
団
地
の
佐
山
さ
ん
と
か
、
い

　
　

ろ
ん
な
方
か
ら
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
話

　
　

が
出
て
い
て
、
お
子
さ
ん
を
一
緒
に
連
れ
て
っ
て
、

　
　

つ
い
で
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
観
た
と
か
、
結
構
そ
ん

　
　

な
話
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
よ
く
い
ろ
ん
な
歌
手

　
　

と
か
も
来
ら
れ
て
た
ん
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

あ
あ
、
来
て
ま
し
た
ね
、
日
曜
日
の
た
ん
び
に

　
　

来
て
ま
し
た
ね
。

ア
サ
ダ　

毎
週
来
て
た
の
か
、
す
ご
い
な
。

藁
谷　

ま
た
こ
れ
も
古
い
話
に
な
っ
け
ど
、
一
番
先
に

　
　

来
た
歌
手
っ
つ
う
の
は
、
日
野
て
る
子
な
ん
で
す

　
　

よ
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
で
歌
っ
た
人
で
。

ア
サ
ダ　

一
番
最
初
に
来
ら
れ
た
の
が
？

藁
谷　

そ
う
で
す
、
１
月
15
日
。
そ
れ
覚
え
て
る
の
は
、

　
　

私
の
誕
生
日
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

藁
谷
さ
ん
、
は
っ
き
り
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま

　
　

す
ね
。
そ
れ
、
観
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

藁
谷　

観
ま
し
た
。
私
も
ハ
ワ
イ
ア
ン
好
き
だ
っ
た
か

　
　

ら
。
だ
か
ら
ど
っ
ち
か
と
言
う
と
、
ス
チ
ー
ル
ギ

　
　

タ
ー
の
音
楽
が
好
き
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

３
曲
目
の
ナ
ン
バ
ー
で
す
。
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン

　
　

セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

　
　

り
、
藁
谷
さ
ん
も
目
の
当
た
り
に
し
た
、
日
野
て

　
　

る
子
さ
ん
の
楽
曲
で
す
。
『
南
国
の
夜
』
、
聴
い

　
　

て
く
だ
さ
い
。

藁
谷　

あ
と
、
だ
い
た
い
盲
腸
が
多
い
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
盲
腸
か
。

藁
谷　

う
ん
。
私
も
一
回
、
ま
あ
自
分
が
不
注
意
だ
っ

　
　

た
ん
で
す
け
ど
、
頭
か
ら
落
っ
こ
っ
て
、
デ
ッ
キ

　
　

に
ね
。
そ
れ
で
、
肩
打
っ
て
、
こ
っ
ち
の
肩
だ
っ

　
　

た
か
な
。
そ
ん
で
胸
な
ん
か
本
当
に
女
の
人
の
胸

　
　

よ
り
お
っ
き
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
ん
で
、
学
校

　
　

と
小
名
浜
の
無
線
局
と
連
絡
取
っ
て
、
そ
れ
で
あ

　
　

と
学
校
の
ほ
う
で
医
者
と
連
絡
取
っ
て
て
、
ど
う

　
　

し
ろ
、
こ
う
し
ろ
っ
て
い
う
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
の
処
置
の
仕
方
を
、
そ
の
と
き
連
絡

　
　

し
合
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
そ
う
そ
う
。
衛
生
管
理
者
っ
て
い
う
の

　
　

が
ひ
と
り
乗
っ
て
て
、
医
者
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

藁
谷　

船
の
場
合
は
、
1
0
0
人
以
上
の
乗
組
員
で
な

　
　

い
と
、
医
者
い
ら
な
い
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

藁
谷　

で
、
飛
び
降
り
て
、
こ
こ
へ
こ
う
、
湿
布
し
て

　
　

ね
、
そ
ん
で
、
あ
ん
ま
り
最
悪
の
場
合
は
、
ラ
バ

　
　

ウ
ル
に
入
る
よ
う
に
っ
て
い
う
指
示
が
、
だ
か
ら
、

　
　

そ
の
ま
わ
り
で
操
業
し
て
た
わ
け
で
す
よ
。
だ
け

　
　

ど
、
そ
の
、
す
ん
な
り
こ
う
、
落
ち
着
い
た
か
ら
。

伊
藤　

そ
の
無
線
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
モ
ー
ル
ス
信
号
な

　
　

ん
で
す
か
？

藁
谷　

モ
ー
ル
ス
で
す
よ
。
い
ま
は
わ
か
ん
な
い
で
す

　
　

よ
、
い
ま
は
衛
星
使
っ
て
ま
す
か
ら
、
電
話
な
ん

　
　

か
も
適
用
に
な
る
か
も
わ
か
ん
な
い
で
す
け
ど
、

　
　

私
ら
の
と
き
に
は
一
番
の
、
自
分
ら
の
楽
し
み
っ

　
　

つ
う
と
、
い
ま
で
言
う
と
、
F
A
X
ね
。

伊
藤　

そ
ん
な
の
あ
っ
た
ん
で
す
ね
、
電
送
み
た
い
な
。

藁
谷　

う
ん
、
あ
り
ま
し
た
。
１
日
１
回
新
聞
が
流
れ

　
　

て
く
る
ん
で
す
よ
。だ
か
ら
、ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
勝
っ

　
　

た
と
か
さ
、
阪
神
負
け
た
と
か
っ
て
い
う
。

　
　
　

そ
ん
と
き
に
見
て
、
い
ま
で
も
残
っ
て
る
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
太
平
洋
側
で
操
業
し

　
　

て
た
と
き
で
す
け
ど
、
チ
リ
地
震
が
あ
っ
て
、
津

　
　

波
が
あ
っ
た
で
し
ょ
、
こ
っ
ち
で
。

　
　
　

そ
の
と
き
の
被
害
な
ん
か
も
全
部
F
A
X
で
、

　
　

１
日
１
回
だ
け
。
そ
ん
で
あ
と
は
ね
、
短
波
放
送

　
　

が
入
る
の
か
な
。
で
、
あ
と
、
ハ
ワ
イ
の
近
く
に

　
　

行
く
と
、
や
っ
ぱ
り
日
本
語
放
送
入
り
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
入
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

そ
う
そ
う
、
そ
の
く
ら
い
だ
っ
た
か
な
、
楽
し

　
　

み
っ
て
い
う
と
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
短
波
放
送
か
。

藁
谷　

日
本
短
波
放
送
っ
て
い
う
の
か
な
。

ア
サ
ダ　

ラ
ジ
オ
短
波
っ
て
ね
、
あ
り
ま
し
た
ね
。

藁
谷　

そ
ん
で
、
ア
ン
テ
ナ
は
ね
、
表
の
一
番
前
に
あ

　
　

る
マ
ス
ト
の
上
か
ら
さ
、
み
ん
な
で
と
っ
て
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
、
船
の
上
っ
て
い
う
の
は
、
レ

　
　

コ
ー
ド
を
聴
く
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
け

　
　

ど
、
国
に
近
づ
く
と
ね
、
そ
こ
の
現
地
の
ラ
ジ
オ

　
　

が
入
っ
て
き
て
。

藁
谷　

現
地
の
ラ
ジ
オ
が
入
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
あ
と

　
　

は
12
月
30
日
で
、
も
う
う
ち
な
ん
か
も
お
正
月
と

　
　

か
お
盆
な
ん
か
ね
え
か
ら
。
そ
う
す
る
と
ね
、
N

　
　

H
K
の
紅
白
歌
合
戦
が
、
海
外
向
け
の
、
ブ
ラ
ジ

　
　

ル
あ
た
り
さ
流
す
や
つ
が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
わ
。

　
　

そ
れ
に
み
ん
な
か
じ
り
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
な
ん
か

　
　

な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

大
晦
日
で
す
ね
、
紅
白
っ
て
。
そ
の
当
時
の
こ

　
　

と
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
？　

歌
と
か
、
ど
う

　
　

い
う
歌
手
が
出
て
た
か
と
か
っ
て
。

藁
谷　

歌
手
っ
て
か
、
ま
あ
そ
の
当
時
は
三
波
春
夫
と

　
　

か
さ
、
春
日
八
郎
と
か
ね
、
あ
あ
い
う
人
ら
だ
ね
。

　
　

あ
あ
い
う
人
が
多
か
っ
た
ね
。
ま
あ
多
か
っ
た
と

　
　

い
う
か
、
あ
あ
い
う
連
中
だ
ね
。
美
空
ひ
ば
り
は

　
　

ず
っ
と
あ
れ
し
て
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
ず
っ
と
出
て
は
り
ま
し
た
。

藁
谷　

あ
と
は
、
ま
あ
亡
く
な
っ
た
島
倉
千
代
子
な
ん

　
　

か
ね
。
若
い
頃
ね
、
み
ん
な
ね
。

ア
サ
ダ　

チ
リ
沖
地
震
が
起
き
た
1
9
6
0
年
、
昭
和
35

　
　

年
。
当
時
は
藁
谷
さ
ん
は
18
歳
、
そ
ん
な
時
代
、

　
　

海
の
上
の
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
き
た
紅
白
歌
合
戦

　
　

で
は
ど
ん
な
曲
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

そ
の
な
か
で
も
印
象
深
い
曲
を
藁
谷
さ
ん
に
選
ん

　
　

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
聴
い
て
く
だ
さ

　
　

い
。
森
山
加
代
子
で
『
月
影
の
キ
ュ
ー
バ
』
で
す
、

　
　

ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
転
機
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

ア
サ
ダ　

28
歳
ま
で
で
し
た
っ
け
、
海
に
出
ら
れ
て
た
の

　
　

は
。

藁
谷　

そ
う
で
す
。

ア
サ
ダ　

漁
師
を
辞
め
る
こ
と
を
決
め
た
き
っ
か
け
っ
て

　
　

あ
っ
た
ん
で
す
か
？

藁
谷　

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
と
同
じ
地
域
に
い
た
人

　
　

で
、
い
ま
常
磐
で
永
谷
園
の
仕
事
を
し
て
る
人
が

　
　

い
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
人
と
い
う
の
は
、
昔
だ
か

　
　

ら
お
や
じ
さ
ん
な
ん
か
は
加
工
屋
さ
ん
や
っ
て
て
、

　
　

そ
れ
こ
そ
、
頬
刺
し
と
か
み
り
ん
干
し
や
っ
て
た

船の上で捕まえたあの風景

ア
サ
ダ　

み
ん
な
お
金
落
と
す
か
ら
ね
。

清
　　

若
い
ぶ
ん
、
お
金
使
い
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
。

ア
サ
ダ　

三
崎
か
ら
船
乗
っ
て
た
っ
て
こ
と
は
、
お
家
は

　
　
　

当
時
三
崎
に
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

い
や
、下
宿
。み
ん
な
日
本
か
ら
集
ま
っ
て
く
っ

　
　

ぺ
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か
ら
。
う
ち
、
あ
る
わ
け
ね

　
　

え
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
下
宿
し
て
、
船
に

　
　

乗
っ
て
る
の
。
ア
パ
ー
ト
借
り
る
っ
て
い
う
人
も

　
　

い
ね
え
よ
。
ア
パ
ー
ト
借
り
る
ま
で
い
か
ね
え
。

　
　

俺
ら
、
何
十
日
も
い
る
わ
け
じ
ゃ
ね
え
ん
だ
か
ら
。

　
　

せ
い
ぜ
い
だ
っ
て
、
１
か
月
か
な
ん
ぼ
だ
。
だ
か

　
　

ら
、
下
宿
の
ほ
う
が
い
い
の
。
知
り
合
い
が
い
っ

　
　

ぺ
。
船
で
話
し
て
も
ら
っ
て
、
下
宿
、
あ
あ
、
い

　
　

い
よ
っ
て
言
わ
れ
れ
ば
そ
こ
行
っ
て
。

ア
サ
ダ　

仮
住
ま
い
な
ん
だ
な
、
ず
っ
と
。

清
　　

う
ん
。
下
宿
だ
か
ら
、
朝
パ
ン
し
か
食
事
が
出

　
　

ね
え
わ
け
。
昼
は
出
な
い
か
ら
。
だ
け
ど
も
、
夜

　
　

に
な
っ
と
食
事
行
っ
た
り
、
こ
れ
行
っ
た
り
、
す

　
　

し
屋
行
っ
た
り
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
行
く
わ
。
行
く
わ
行
く
わ
、
そ
ら
。

り
ん
ご　

仲
間
の
漁
師
と
行
く
の
け
、
そ
う
い
う
の
は
。

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

仲
間
の
漁
師
と
行
く
の
？　

飲
み
に
。
誰
と
一

　
　

緒
に
行
く
の
？　

女
の
子
？

清
　　

い
や
、
向
こ
う
行
っ
た
ら
女
の
子
い
っ
ぺ
よ
。

一
同　
（
笑
）
。

り
ん
ご　

女
の
子
い
る
と
こ
さ
、
行
く
の
ね
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
漁
師
友
だ
ち
と
一
緒
に
、
じ
ゃ
あ
、
今

　
　

日
も
行
く
か
っ
て
感
じ
で
？

清
　　

う
ん
、
そ
う
、
う
ん
。

り
ん
ご　

ス
ナ
ッ
ク
？　

バ
ー
？

清
　　

う
ん
、
ス
ナ
ッ
ク
、
バ
ー…

…

そ
う
だ
な
、
あ

　
　

の
頃
ね
、
ま
だ
ス
ナ
ッ
ク
っ
て
い
う
の
は
な
か
っ

　
　

た
ん
だ
。そ
れ
で
、俺
が
い
る
途
中
で
ス
ナ
ッ
ク
っ

　
　

て
い
う
の
、
で
き
た
の
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
が
行
っ
て
た
ス
ナ
ッ
ク
・
バ
ー
っ
て
、

　
　

音
楽
と
か
か
か
っ
て
た
の
？

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

曲
と
か
か
か
っ
て
た
？

清
　　

若
い
と
き
か
ら
外
国
ば
っ
か
り
行
っ
て
た
か
ら
、

　
　

外
国
の
音
楽
が
好
き
だ
っ
た
の
。
日
本
の
音
楽
聴

　
　

か
ね
え
も
ん
。
だ
か
ら
、
テ
レ
ビ
で
な
ん
か
た
ま

　
　

に
や
っ
ぺ
。聴
い
た
こ
と
ね
え
よ
。性
に
合
わ
ね
え
。

ア
サ
ダ　

そ
う
よ
ね
、
な
ん
か
清
さ
ん
か
ら
歌
謡
曲
の
話

　
　

が
上
が
っ
た
こ
と
な
い
も
ん
な
。

清
　　

う
ん
、
日
本
の
音
楽
は
性
に
合
わ
ね
え
。

ア
サ
ダ　

外
国
の
音
楽
っ
て
な
る
と
、
ど
こ
の
国
の
音
楽

　
　

が
清
さ
ん
、
性
に
合
う
？

清
　　

ブ
ラ
ジ
ル
の
音
楽
す
ご
い
ぞ
。
サ
ン
バ
、
ボ
サ

　
　

ノ
バ
、
踊
り
も
い
い
よ
、
す
ご
い
か
ら
。
キ
ャ
バ

　
　

レ
ー
行
く
べ
。
そ
う
す
っ
と
、
専
門
家
じ
ゃ
ね
え

　
　

ん
だ
。
お
客
さ
ん
が
行
っ
て
、
こ
う
ス
テ
ー
ジ
が

　
　

あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
踊
っ
た
り
、
素
晴
ら
し
い
。

　
　
　

カ
ー
ニ
バ
ル
も
ブ
ラ
ジ
ル
へ
２
年
い
た
か
ら
、

　
　

２
回
見
て
る
。
素
晴
ら
し
い
ぞ
、
カ
ー
ニ
バ
ル
。

　
　

す
ご
い
女
の
人
た
ち
が
、
こ
う
、
短
い
ス
カ
ー
ト

　
　

だ
け
れ
ど
も
何
百
人
っ
て
踊
っ
て
く
る
の
。
何
百

　
　

人
ま
で
い
ね
え
か
。
そ
う
す
っ
と
、
そ
れ
に
あ
と

　
　

く
っ
つ
い
て
踊
っ
て
く
ん
の
。

　
　
　

そ
れ
で
ブ
ラ
ジ
ル
は
ね
、
飲
ん
で
も
食
っ
て
も

　
　

安
い
。
そ
れ
で
、
う
ま
い
も
の
食
え
っ
か
ら
。

江
尻　

ブ
ラ
ジ
ル
は
な
ん
て
い
う
ま
ち
に
い
た
ん
で
す

　
　

か
？

清
　　

レ
シ
フ
ェ
。

ア
サ
ダ　

レ
シ
フ
ェ
？

清
　　

う
ん
。
レ
シ
フ
ェ
っ
て
、
こ
っ
ち
は
ア
ル
ゼ
ン

　
　

チ
ン
、
こ
っ
ち
は
太
平
洋
側
、
こ
れ
、
パ
ナ
マ
運

　
　

河
な
。
こ
れ
を
北
へ
行
く
と
、
中
南
米
っ
て
い
っ

　
　

て
、
ず
っ
と
行
く
と
メ
キ
シ
コ
あ
っ
て
、
そ
の
下

　
　

へ
行
く
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
。
だ
か
ら
、
こ
こ
だ
。

　
　

レ
シ
フ
ェ
っ
て
こ
こ
に
あ
る
ん
だ
。
大
き
な
ま
ち

　
　

な
ん
だ
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
に
い
た
と
き
は
ど
こ
さ
住
ん
で
た

　
　

の
？

清
　　

ど
こ
っ
て
、
船
に
寝
て
ん
だ
っ
ぺ
。

ア
サ
ダ　

ず
っ
と
船
な
ん
だ
。

清
　　

だ
っ
て
、
漁
師
だ
も
の
、
船
だ
わ
よ
。

り
ん
ご　

２
段
ベ
ッ
ド
か
な
ん
か
？

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

で
、
仲
間
と
一
緒
の
部
屋
に
住
ん
で
た
の
？

清
　　

仲
良
く
な
っ
た
女
も
い
る
わ
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
人
っ
て
こ
と
？

ア
サ
ダ　

ブ
ラ
ジ
ル
人
？　

そ
れ
。

清
　　

そ
れ
は
ア
パ
ー
ト
で
寝
て
る
、
寝
た
り
す
る
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
女
の
子
け
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
て
た
ん
だ
ね
。

り
ん
ご　

言
葉
は
ど
う
や
っ
て
？

清
　　

言
葉
は
な
ん
と
か
な
っ
た
、
覚
え
て
る
。
覚
え

　
　

て
く
る
わ
、
だ
ん
だ
ん
と
な
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
し
ゃ
べ
る
っ
て

　
　

こ
と
？　

清
さ
ん
。

清
　　

う
ん
、
何
回
も
行
っ
て
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
行
っ
て
た
か
ら
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
愛
し
て
る
っ
て
な
ん
て
言
う
の
？
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エ
ピ
ソ
ー
ド
４

渡
部 

清
さ
ん
の
海
と
ア
モ
ー
レ
・
ミ
オ

ア
サ
ダ　

さ
て
、
改
め
て
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
、
司
会
の

　
　

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
下
神
白
団
地

　
　

４
号
棟
に
住
む
浪
江
町
ご
出
身
の
渡
部 

清
さ
ん
の

　
　

お
話
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
ず
は
清
さ
ん
が
な
ぜ

　
　

漁
師
に
な
っ
た
の
か
、
１
年
の
う
ち
の
大
半
を
海

　
　

外
で
暮
ら
す
生
活
で
聴
こ
え
て
き
た
音
楽
と
は
。

　
　

こ
の
あ
た
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

　
　

で
は
ど
う
ぞ
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
は
い
く
つ
の
と
き
に
漁
師
に
な
っ
た
ん

　
　

で
す
か
？

清
　　

俺
、
中
学
校
卒
業
の
と
き
で
、
す
ぐ
。

ア
サ
ダ　

中
学
卒
業
し
て
す
ぐ
？

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
中
学
校
卒
業
し
て
、
す
ぐ
は
こ

　
　

こ
で
、
小
名
浜
で
２
年
漁
師
や
っ
て
た
の
。
そ
う

　
　

す
る
と
、
昔
だ
か
ら
木
造
船
で
ち
っ
ち
ゃ
い
船
だ

　
　

べ
。
で
、
サ
ン
マ
で
、
北
海
道
ま
で
行
く
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

北
海
道
ま
で
。

清
　　

そ
れ
で
八
戸
寄
っ
て
、
サ
ン
マ
は
ず
っ
と
移
動

　
　

し
て
っ
か
ら
、
北
海
道
函
館
沖
あ
た
り
か
ら
サ
ン

　
　

マ
獲
り
は
じ
ま
っ
て
、
青
森
へ
来
て
、
岩
手
へ
来

　
　

て
、
宮
城
へ
行
っ
て
、
静
岡
あ
た
り
ま
で
行
く
の
。

　
　

そ
し
た
ら
、
今
度
、
北
上
す
る
の
。
北
海
道
の
ほ

　
　

う
へ
行
っ
ち
ゃ
う
の
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
、
な
ん
で
漁
師
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

な
ん
で
っ
て
、
俺
み
て
え
な
頭
の
よ
く
ね
え
の
、

　
　

や
る
こ
と
ね
え
べ
。

ア
サ
ダ　
（
笑
）
。

清
　　

学
校
も
出
て
ね
え
も
ん
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
の
中
学
校
の
お
友
だ
ち
で
、
結
構
、
漁

　
　

師
に
な
っ
た
人
は
多
か
っ
た
ん
で
す
か
。
俺
も
漁

　
　

師
に
な
る
っ
て
い
う
感
じ
だ
っ
た
？

清
　　

い
や
、
多
く
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

あ
、
本
当
。

清
　　

何
人
も
い
な
い
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。

清
　　

う
ん
。
俺
ら
の
と
こ
ろ
に
は
、
漁
港
は
あ
る
け

　
　

れ
ど
も
。
浪
江
だ
か
ら
、
請
戸
（
漁
港
）
っ
て
。

ア
サ
ダ　

請
戸
。

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
、
漁
師
に
な
っ
た
っ
て
い
う
の

　
　

は
い
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

珍
し
か
っ
た
ん
だ
、
じ
ゃ
あ
、
清
さ
ん
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
乗
っ
て
た
サ
ン
マ
の
船
も
お
っ
き
か
っ

　
　

た
の
？

清
　　

サ
ン
マ
船
は
ち
っ
ち
ぇ
え
、
30
ト
ン
か
ら
40
ト

　
　

ン
、
木
造
船
。

ア
サ
ダ　

う
ん
う
ん
う
ん
、
木
造
船
。

清
　　

い
ま
、
木
造
船
な
ん
か
ね
え
や
。
ほ
と
ん
ど
鉄

　
　

船
だ
な
。

ア
サ
ダ　

鉄
に
な
っ
て
る
の
か
な
、
う
ん
。
北
海
道
ま
で
、

　
　

北
上
し
て
行
っ
て
。

清
　　

う
ん
、
木
造
船
30
ト
ン
で
北
海
道
ま
で
行
く
。

　
　

そ
れ
で
、
こ
こ
で
２
年
や
っ
て
て
、
情
報
入
っ
て

　
　

く
っ
ぺ
、
そ
し
た
ら
、
神
奈
川
県
の
三
浦
三
崎
で
、

　
　

日
本
全
国
の
大
き
い
船
、
集
ま
っ
て
く
る
の
。

　
　

3
0
0
ト
ン
、
4
0
0
ト
ン
っ
て
。

ア
サ
ダ　

全
然
、
も
う
単
位
が
違
う
ん
だ
ね
。

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
、
そ
れ
に
乗
っ
て
、
外
国
へ
。

　
　

パ
ナ
マ
っ
て
知
っ
て
る
？

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

清
　　

パ
ナ
マ
運
河
を
越
え
て
、
大
西
洋
へ
行
っ
て
、

　
　

そ
し
て
、
向
こ
う
つ
た
っ
て
、
魚
釣
っ
て
売
っ
て

　
　

た
の
。
２
年
ぐ
ら
い
の
契
約
で
。

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
の
は
契
約
す
る
ん
で
す
ね
、
２
年

　
　

行
っ
て
こ
い
み
た
い
な
感
じ
で
。

清
　　

う
ん
、契
約
し
て
。で
、魚
獲
っ
て
外
国
へ
売
っ

　
　

て
ん
の
。

り
ん
ご　

な
ん
で
そ
っ
ち
行
っ
た
の
？　

小
名
浜
か
ら
。

清
　　

情
報
入
っ
て
き
た
っ
ぺ
。

り
ん
ご　

儲
か
ん
の
け
、
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
。

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら…

…

。

ア
サ
ダ　

情
報
が
、
そ
う
か
。

清
　　

じ
ゃ
あ
、
こ
こ
で
漁
師
や
っ
て
る
よ
り
も
、
神

　
　

奈
川
県
の
三
浦
三
崎
へ
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
、

　
　

俺
は
思
っ
て
行
っ
た
の
。
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
ひ
と
つ

　
　

持
っ
て
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
一
旗
揚
げ
に
行
っ
た
ん
だ
な
。

清
　　

そ
れ
で
、
20
年
漁
師
や
っ
て
た
わ
。
若
い
と
き

　
　

だ
か
ら
、
日
本
に
い
な
い
の
、
外
国
ば
っ
か
り
だ

　
　

か
ら
。

り
ん
ご　

二
十
歳
で
、
じ
ゃ
あ
三
崎
行
っ
た
ん
だ
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

三
崎
行
っ
て
か
ら
は
、
も
う
ず
っ
と
三
崎
か
ら

　
　

世
界
に
。
長
か
っ
た
ん
で
す
ね
、
そ
っ
か
ら
先
は
。

清
　　

う
ん
、
三
崎
は
い
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
う
。

清
　　

う
ん
。
東
京
か
ら
近
い
べ
、
横
浜
か
ら
近
い
べ
、

　
　

三
浦
三
崎
は
観
光
地
だ
か
ら
。
漁
港
が
こ
う
あ
っ

　
　

た
ら
、
漁
港
の
向
こ
う
側
、
城
ヶ
島
っ
て
、
有
名

　
　

な
島
だ
っ
ぺ
、
城
ヶ
島
。
だ
か
ら
、
年
中
観
光
客

　
　

が
い
っ
ぱ
い
来
て
ん
の
。
そ
ん
だ
か
ら
、
お
金
も

　
　

使
う
わ
い
。

　
　

を
振
っ
て
）
く
れ
て
た
。
い
い
女
で
な
。

ア
サ
ダ　

そ
の
風
景
は
清
さ
ん
の
な
か
に
焼
き
付
い
て
る

　
　

ん
で
す
ね
、
こ
う
や
っ
て
手
を
振
っ
て
る
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
れ
っ
き
り
な
の
け
？

清
　　

う
ん
、
死
ん
だ
っ
ぺ
や
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
わ
か
ん
な
い
な
、
ど
う
だ
ろ
う
な
。

清
　　

ま
あ
そ
の
女
っ
て
、
俺
の
ひ
と
つ
か
ふ
た
つ
ぐ

　
　

れ
え
で
。

ア
サ
ダ　

年
同
じ
ぐ
ら
い
ね
。

清
　　

う
ん
。
も
う
、
俺
、
81
。
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
っ
て

　
　
　

あ
ん
ま
り
長
生
き
し
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

寿
命
は
ね
、
日
本
の
ほ
う
が
長
い
も
ん
ね
。

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら
、
死
ん
だ
っ
ぺ
や
。

ア
サ
ダ　

は
い
、
本
日
ラ
ス
ト
の
曲
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の

　
　

港
か
ら
遠
ざ
か
る
渡
部 

清
さ
ん
の
視
線
の
先
の
惜

　
　

別
、
そ
し
て
ま
た
、
新
た
な
土
地
で
の
一
期
一
会

　
　

に
気
持
ち
を
寄
せ
な
が
ら
聴
い
て
い
た
だ
け
た
ら

　
　

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

曲
は
メ
イ
ザ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
『O

B
ar-

　
　

quinho

』
、
邦
題
は
『
小
舟
』
と
い
う
タ
イ
ト

　
　

ル
で
す
。そ
れ
で
は
、ど
う
ぞ
聴
い
て
く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

渡
部 

清
さ
ん
の
浪
江
へ
の
帰
還
〜
い
ま
こ
こ
へ

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
が
、
20
年
ぐ
ら
い
ず
っ
と
漁
師
続
け
て
、

　
　

腰
痛
め
て
辞
め
た
と
き
っ
て
い
う
の
は
、
お
い
く

　
　

つ
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

42
。
だ
か
ら
も
う
、
ま
あ
辞
め
て
も
い
い
年
だ

　
　

け
ど
な
。
そ
う
す
っ
と
、
そ
の
と
き
、
千
葉
に
俺

　
　

の
姉
が
い
た
か
ら
。
三
崎
だ
と
知
り
合
い
い
ね
え

　
　

べ
。
そ
し
た
ら
、
姉
の
い
る
と
こ
ろ
行
っ
た
ほ
う

　
　

が
い
い
な
と
思
っ
て
。

ア
サ
ダ　

何
市
？

清
　　

千
葉
の
あ
そ
こ
、
作
草
部
っ
て
い
う
と
こ
ろ
。

　
　

そ
れ
で
、
入
院
し
た
の
は
、
千
葉
市
立
病
院
。
ほ

　
　

ん
で
、
あ
あ
、
こ
れ
じ
ゃ
駄
目
だ
な
あ
と
思
っ
て
、

　
　

漁
師
で
き
ん
べ
や
。
だ
か
ら
、
今
度
、
静
養
し
て
、

　
　

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
や
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
、

　
　

座
っ
て
れ
ば
い
い
ん
だ
か
ら
。
重
労
働
じ
ゃ
ね
え

　
　

か
ら
。

り
ん
ご　

も
し
腰
痛
め
な
か
っ
た
ら
、
ず
っ
と
漁
師
や
っ

　
　

て
た
の
？

清
　　

い
や
、
漁
師
は
55
で
定
年
だ
か
ら
。
普
通
は
60

　
　

か
、
定
年
は
。

ア
サ
ダ　

普
通
に
い
ま
は
ね
、
60
と
か
65
と
か
ね
。

清
　　

漁
師
は
55
で
定
年
に
な
る
の
。
そ
う
す
っ
と
、

　
　

ほ
ら
、年
金
も
も
ら
え
る
し
や
。そ
し
て
漁
師
や
っ

　
　

て
た
と
き
な
ん
か
、
も
う
、
痛
む
と
き
あ
る
の
。

　
　

そ
う
す
っ
と
、
腰
痛
か
っ
て
も
、
休
む
わ
け
に
い

　
　

か
ん
べ
よ
。
漁
師
は
人
数
決
ま
っ
て
行
っ
て
ん
だ

　
　

か
ら
。
そ
う
す
っ
と
、
休
む
場
合
は
、
人
に
迷
惑

　
　

か
け
る
。
だ
か
ら
休
む
わ
け
に
い
か
な
い
。
い
や

　
　

あ
、
つ
ら
い
ぞ
。
う
ん
。

ア
サ
ダ　

痛
く
て
も
休
め
な
い
ん
だ
も
ん
な
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

ト
ラ
ッ
ク
は
何
歳
ま
で
乗
っ
て
た
の
？　

40
か

　
　

ら
？

清
　　

62
ま
で
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
じ
ゃ
あ
、
20
年
。
漁
師
20
年
や
っ
て
、

　
　

ト
ラ
ッ
ク
20
年
や
っ
た
っ
て
感
じ
。
そ
っ
か
、
漁

　
　

師
も
っ
と
や
っ
て
る
か
。

清
　　

だ
か
ら
、
漁
師
辞
め
た
の
は
42
、
そ
れ
で
ト
ラ

　
　

ッ
ク
の
運
転
辞
め
た
の
が
62
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
、

　
　

東
京
と
か
千
葉
で
や
っ
て
た
か
ら
、
そ
れ
で
辞
め

　
　

て
浪
江
に
帰
っ
て
き
た
の
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
、
漁
師
に
な
っ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転

　
　

手
や
っ
て
、
60
超
え
て
浪
江
に
戻
っ
て
き
て
、
震

　
　

災
あ
っ
た
か
ら
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
越
し
て
こ
こ
に

　
　

来
た
け
ど
、
一
番
よ
か
っ
た
な
、
あ
の
時
代
は
っ

　
　

て
い
う
の
は
い
つ
ぐ
ら
い
？

清
　　

一
番
よ
か
っ
た
の
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
や
っ

　
　

て
て
62
で
辞
め
た
っ
ぺ
、
で
浪
江
に
帰
っ
て
き
た
。

　
　

そ
う
す
っ
と
、
俺
、
海
か
ら
離
れ
て
っ
け
ど
、
海

　
　

は
浪
江
、
請
戸
っ
て
あ
っ
ぺ
、
請
戸
漁
港
。
だ
け

　
　

ど
、
漁
師
も
や
ん
ね
え
や
、
使
っ
て
く
れ
る
と
こ

　
　

ろ
ね
え
か
ら
。
だ
か
ら
、
山
登
り
と
か
、
魚
釣
り

　
　

ば
っ
か
り
。
そ
れ
、
一
番
よ
か
っ
た
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
。
浪
江
に
戻
っ
て
き
た
と
き
の

　
　

時
代
っ
て
い
う
の
が
。

清
　　

そ
れ
を
、
う
ち
、
（
震
災
で
）
こ
ん
な
ん
な
っ

　
　

た
べ
。
あ
の
頃
は
よ
か
っ
た
。
別
に
体
悪
い
わ
け

　
　

じ
ゃ
ね
え
、
元
気
だ
か
ら
。
毎
日
暇
だ
と
登
山
、

　
　

ア
ユ
釣
り
と
か
、こ
ん
な（
で
っ
か
い
）や
つ
い
っ

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

 

そ
ん
な
に
あ
る
ん
で
す
か
。

清
　　

９
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
竿
、
そ
こ
へ
こ
う
、
５
キ

　
　

ロ
か
か
っ
た
ら
、
竿
ね
、
こ
ん
な
に
な
っ
て
く
る
。

　
　

そ
れ
が
、
い
ま
の
竿
い
い
か
ら
、
折
れ
ね
え
か
ら
、

　
　

こ
ん
な
に
曲
が
っ
て
て
折
れ
ね
え
ん
だ
ぞ
。

　
　
　

だ
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
、
の
ん
び
り
し

　
　

て
る
う
ち
、こ
ん
な
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
っ
ぺ
。あ
っ

　
　

ち
に
避
難
し
ろ
、
こ
っ
ち
に
避
難
し
ろ
っ
て
。
５

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

愛
し
て
る
っ
て
。

ア
サ
ダ　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
。

清
　　
「
ミ
・
ア
モ
ー
ル
」
っ
て
。
昔
、
「
ア
モ
ー
レ
、

　
　

ア
モ
ー
レ
、
ア
モ
〜
レ
・
ミ
オ
」っ
て
歌
が
流
行
っ

　
　

た
ろ
。
あ
れ
、
い
い
歌
だ
っ
た
よ
、
あ
れ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

渡
部 

清
さ
ん
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
出
会
っ
た
こ
こ
ろ
の

　
　

１
曲
。
ア
リ
ダ
・
ケ
ッ
リ
で
『S

in
n
ò
 
m
e

　
　

m
oro

』
。
こ
れ
、
イ
タ
リ
ア
語
ら
し
い
で
す
け

　
　

れ
ど
も
、
日
本
語
で
は
ず
ば
り
、
『
死
ぬ
ほ
ど
愛

　
　

し
て
』
だ
そ
う
で
す
。
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

渡
部 

清
さ
ん
の
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
別
れ

り
ん
ご　

清
さ
ん
は
レ
コ
ー
ド
と
か
買
わ
な
か
っ
た
の
？

清
　　

買
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
持
っ
て
た
ん
だ
？　

い
っ
ぱ
い
。

清
　　

外
国
か
ら
持
っ
て
き
て
、
60
枚
ぐ
ら
い
持
っ
て

　
　

た
。

ア
サ
ダ　

本
当
に
？

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら
、
外
国
か
ら
買
っ
て
き
た
か
ら
、

　
　

日
本
人
じ
ゃ
わ
か
ら
ね
え
わ
な
。
外
国
語
で
書
い

　
　

て
あ
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
、
日
本
に
持
っ
て
帰
っ
て
き
て
も
。

　
　

現
地
じ
ゃ
な
い
と
買
え
な
い
や
つ
を
買
っ
て
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
。

清
　　

キ
ュ
ー
バ
も
行
っ
た
か
ら
。
キ
ュ
ー
バ
も
い
い

　
　

と
こ
ろ
だ
わ
。
あ
れ
、
音
楽
の
本
場
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
。

清
　　

キ
ュ
ー
バ
な
、
カ
リ
ブ
海
。
そ
れ
も
全
部
な
く

　
　

な
っ
ち
ゃ
っ
た
け
ど
。

り
ん
ご　

そ
れ
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
？

清
　　

ど
こ
行
っ
た
か
わ
か
ん
ね
え
や
。
下
宿
も
変

　
　

わ
っ
た
り
す
っ
ぺ
。
だ
か
ら
、
そ
の
う
ち
に
全
部

　
　

な
く
な
っ
ち
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
ど
ん
ど
ん
引
っ
越
し
す
る
た

　
　

ん
び
に
な
く
な
っ
て
い
く
ん
だ
な
。

清
　　

何
枚
か
浪
江
に
持
っ
て
き
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。

清
　　

そ
し
て
、
浪
江
に
こ
ん
な
立
派
な
ス
テ
レ
オ
っ

　
　

て
あ
っ
た
っ
ぺ
、
こ
ん
な
で
け
え
の
。
あ
れ
持
っ

　
　

て
た
か
ら
く
れ
て
や
っ
た
、
娘
た
ち
に
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
う
な
の
。
や
っ
ぱ
り
日
本
の
漁
師
は
、

　
　

ブ
ラ
ジ
ル
と
か
キ
ュ
ー
バ
と
か
で
は
も
て
る
ん
で

　
　

す
か
、
女
の
子
に
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
が
す
げ
え
気
に
な
る
（
笑
）
。

清
　　

向
こ
う
の
女
は
、
日
本
の
女
と
性
質
が
違
う
か

　
　

ら
。
う
ん
と
気
持
ち
い
く
て
、
優
し
く
て
、
人
目

　
　

あ
ん
ま
り
気
に
し
な
い
か
ら
。

　
　
　

そ
れ
で
、
俺
が
岸
壁
に
船
い
っ
ぺ
、
こ
っ
ち
に
。

　
　

そ
う
す
る
と
、
馴
染
み
に
な
っ
た
バ
ー
で
働
い
て

　
　

た
女
の
子
が
迎
え
に
く
ん
の
。
夕
方
に
な
っ
た
ら

　
　

来
い
よ
っ
て
。
そ
う
す
る
と
、
椅
子
な
ん
か
ね
え

　
　

の
よ
。
い
い
着
る
も
の
着
た
っ
て
、
地
べ
た
に
べ

　
　

た
っ
と
座
っ
て
ん
だ
ぞ
。
そ
う
い
う
ふ
う
な
性
質

　
　

だ
か
ら
。

り
ん
ご　

日
本
の
女
と
は
違
う
ん
だ
ね
。

清
　　

ま
あ
、
気
持
ち
が
い
い
っ
て
い
う
か
、
優
し
い
。

ア
サ
ダ　

優
し
い
、
カ
ラ
ッ
と
し
て
ん
の
か
な
、
向
こ
う

　
　

の
人
の
ほ
う
が
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

日
本
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
い
い
女
は
い
な

　
　

か
っ
た
の
？

一
同　
（
笑
）
。

清
　　

で
も
、
ま
あ
い
ね
え
わ
け
じ
ゃ
ね
え
け
ど
、
ま

　
　

だ
お
金
も
貯
め
て
ね
え
し
、
う
ち
あ
る
わ
け
じ
ゃ

　
　

ね
え
し
。
だ
か
ら
、
い
い
や
い
い
や
と
思
っ
て
。

ア
サ
ダ　

漁
師
の
人
が
そ
う
や
っ
て
下
宿
で
、
で
も
ね
、

　
　

恋
人
が
で
き
て
結
婚
す
る
っ
て
な
っ
た
ら
、
下
宿

　
　

か
ら
出
て
、
ど
っ
か
家
借
り
る
ん
で
す
よ
ね
、
そ

　
　

う
や
っ
て
。

清
　　

う
ん
、
そ
う
い
う
よ
う
な
人
い
っ
ぱ
い
い
る
よ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
い
っ
ぱ
い
い
た
の
か
、
や
っ
ぱ
り
。

清
　　

で
も
、
俺
は
さ…

…

。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
。
清
さ
ん
、
も
て
た
よ
う
な
の
に
ね
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
の
ま
ち
離
れ
る
と
き
に
、
女
の
人
は
行
か
な

　
　

い
で
っ
て
言
わ
な
か
っ
た
の
？

清
　　

ま
ち
離
れ
る
と
き
？　

浪
江
？

ア
サ
ダ　

う
ん
、
浪
江
に
戻
る
と
き
。

り
ん
ご　

浪
江
に
戻
る
と
き
と
か
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
帰
る

　
　

と
き
と
か
、
女
の
人
が
さ
み
し
く
な
る
っ
け
ん
。

清
　　

う
ん
、
そ
れ
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
い
い
女
い
て
ね
、

　
　

そ
し
て
、
船
着
い
て
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
度
、
港

　
　

へ
行
く
べ
。
そ
う
す
っ
と
跳
ね
て
よ
、
港
の
先
ま

　
　

で
行
っ
て
た
、
迎
え
に
。

ア
サ
ダ　

め
っ
ち
ゃ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
だ
、
そ
れ
（
笑
）
。

清
　　

そ
れ
で
手
振
っ
て
ん
の
。
も
う
船
出
る
よ
っ

　
　

つ
っ
た
ら
、
さ
ー
っ
と
岸
壁
の
端
ま
で
行
っ
て
、

　
　

船
こ
う
行
く
か
ら
、
そ
し
て
、
こ
う
や
っ
て
（
手

　
　

か
所
も
６
か
所
も
歩
っ
た
ぞ
。
こ
れ
、
役
場
の
命

　
　

令
だ
か
ら
。

　
　
　

そ
ん
で
、
そ
の
う
ち
、
何
年
避
難
し
て
る
？　

　
　

３
年
か
。
４
年
目
で
こ
れ
（
下
神
白
団
地
）
、
で

　
　

き
た
ん
だ
よ
な
。
い
や
、
俺
も
前
は
集
会
場
へ
必

　
　

ず
何
か
あ
っ
た
ら
行
っ
て
た
ん
だ
。
そ
れ
で
、
具

　
　

合
悪
く
な
っ
て
、
行
か
な
く
な
っ
た
の
。

　
　
　

そ
し
て
、
具
合
悪
く
な
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
い
い

　
　

な
と
思
っ
た
ら
、
今
度
、
ま
た
悪
く
な
っ
て
、
入

　
　

院
し
た
っ
ぺ
。
そ
し
て
、
退
院
し
た
ら
、
ま
た
入

　
　

院
だ
。
１
か
月
で
４
日
入
院
し
て
た
の
。
小
便
出

　
　

な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
そ
れ
全
部
、
新
井
さ
ん
に

　
　

世
話
に
な
っ
て
。
そ
し
た
ら
、
あ
の
人
も
い
い
人

　
　

で
、
う
ん
と
俺
を
面
倒
み
て
く
れ
る
の
。

江
尻　

あ
れ
、
清
さ
ん
の
う
ち
あ
っ
た
の
は
浪
江
の
ど

　
　

こ
な
ん
で
し
た
っ
け
、
山
の
ほ
う
？　

う
ち
あ
っ

　
　

た
の
は
、
浪
江
の
ど
こ
な
ん
で
す
か
？

清
　　

室
原
。
室
原
っ
て
、
室
町
時
代
の「
室
」、室
原
。

　
　
　
（
家
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
）
あ
、ち
ょ
っ
と
行
っ

　
　

て
き
て
。

ア
サ
ダ　

は
い
。
こ
ん
に
ち
は
。

客
人　

こ
ん
に
ち
は
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
の
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
）
？

客
人　

終
わ
っ
て
な
い
で
す
か
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
も
う
終
わ
り
ま
す
、
僕
ら
の
話
は
。

客
人　

は
い
、
じ
ゃ
あ
、
す
み
ま
せ
ん
、
失
礼
し
ま
す
。

清
　　

ま
あ…

…

。

客
人　

う
ん
う
ん
、
変
わ
り
な
い
？

清
　　

う
ん
、
な
い
よ
。

客
人　

う
ん
、
調
子
も
大
丈
夫
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

よ
し
、
そ
ろ
そ
ろ
行
こ
か
。

客
人　

ち
ょ
っ
と
お
薬
だ
け
塗
っ
て
ね
。

り
ん
ご　

コ
ー
ヒ
ー
持
っ
て
い
き
ま
す
か
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
飲
む
？

清
　　

コ
ー
ヒ
ー
、
い
い
。

り
ん
ご　

コ
ー
ヒ
ー
飲
ま
な
い
？

清
　　

う
ん
、
う
ん
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
コ
ー
ヒ
ー
は…

…

。

清
　　

あ
、
じ
ゃ
あ
、
残
っ
た
ら
、
俺
、
あ
と
で
飲
む

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

本
当
？　

じ
ゃ
あ
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
こ
れ
、
こ
こ
さ
置
い
と
く
ね
。
こ
れ
、

　
　

コ
ー
ヒ
ー
。

ア
サ
ダ　

今
日
、カ
フ
ェ
で
、こ
れ
つ
く
っ
て
く
れ
た
や
つ
。

り
ん
ご　

カ
フ
ェ
の
コ
ー
ヒ
ー
出
す
け
の
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　

『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。
第
４
集
、
い
か
が
だ
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

最
後
は
渡
部 

清
さ
ん
に
、
震
災
前
の
浪
江
で
の

　
　

穏
や
か
な
生
活
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

　
　

た
。

　
　
　

人
生
の
先
輩
の
み
な
さ
ん
を
前
に
し
て
、
僕
の

　
　

よ
う
な
若
造
が
言
う
の
も
は
ば
か
れ
る
ん
で
す
け

　
　

れ
ど
も
、
番
組
を
つ
く
っ
て
い
て
、
つ
く
づ
く
考

　
　

え
さ
せ
ら
れ
る
の
が
、「
人
に
歴
史
あ
り
」と
い
う

　
　

こ
の
言
葉
で
す
。
震
災
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

　
　

こ
の
下
神
白
団
地
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
い

　
　

ま
、
み
な
さ
ん
は
暮
ら
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、
幸
か
不
幸
か
と
い
う
こ
と
は
い
っ
た
ん

　
　

置
い
て
お
い
て
、た
だ
事
実
と
し
て
、震
災
が
あ
っ

　
　

た
こ
と
で
、
い
ま
、
僕
は
み
な
さ
ん
と
こ
の
縁
を

　
　

結
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　

で
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
き
っ
か
け
で
あ
っ
て
、

　
　

そ
れ
以
前
の
膨
大
す
ぎ
る
み
な
さ
ん
の
記
憶
を
で

　
　

す
ね
、
こ
う
い
っ
た
音
楽
と
と
も
に
振
り
返
る
時

　
　

間
は
、
本
当
、
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
、
で
も
確

　
　

か
に
そ
こ
に
そ
の
方
々
が
生
き
て
い
た
重
み
、
そ

　
　

う
い
っ
た
も
の
を
多
少
な
り
と
も
受
け
取
ら
せ
て

　
　

も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
、
何
と
も
言
え
な
い
貴
重

　
　

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

そ
し
て
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
、
こ
の

　
　

ラ
ジ
オ
C
D
を
通
じ
て
、
出
身
町
も
世
代
も
超
え

　
　

て
わ
か
ち
合
っ
て
、
何
か
し
ら
出
会
い
に
つ
な
が

　
　

る
こ
と
を
勝
手
に
願
い
な
が
ら
、
僕
た
ち
は
こ
ん

　
　

な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

今
回
も
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
C
D
と
と
も
に

　
　

お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
。
集
会
場
の
入
り
口
に
あ

　
　

る
黄
色
い
ポ
ス
ト
に
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲
や

　
　

そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
簡
単
で
結
構
で
す
か
ら
、

　
　

書
い
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

そ
れ
で
は
、
次
回
お
楽
し
み
に
。

　
　
　

こ
の
夏
が
終
わ
れ
ば
ま
た
涼
し
い
秋
が
来
ま
す
。

　
　

季
節
の
変
わ
り
目
は
、
特
に
お
身
体
を
大
切
に
さ

　
　

れ
て
く
だ
さ
い
。
お
届
け
し
ま
し
た
の
は
、
『
ラ

　
　

ジ
オ
下
神
白
』
主
宰
の
音
楽
家
・
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
、

　
　

そ
し
て
、
り
ん
ご
ち
ゃ
ん
こ
と
榊 

裕
美
、
生
粋
の

　
　

小
名
浜
人
・
江
尻
浩
二
郎
の
３
名
で
し
た
。
あ
り

　
　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



　
　

漁
師
を
辞
め
る
転
機
、
震
災
の
あ
の
日
の
エ
ピ

　
　

ソ
ー
ド
も
含
め
、
当
時
の
馴
染
み
深
い
音
楽
と
と

　
　

も
に
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

ど
う
ぞ
、
こ
の
下
神
白
か
ら
、
音
楽
と
と
も
に

　
　

海
の
記
憶
へ
と
漕
ぎ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は

　
　

永
崎
団
地
の
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
か
ら
お
届
け
し
た
い

　
　

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
海
と
初
恋
　

藁
谷　
（
写
真
を
見
な
が
ら
）
こ
れ
は
漁
場
に
向
か
う

　
　

途
中
。
こ
れ
は
マ
グ
ロ
獲
る
漁
具
で
す
。
漁
具
を

　
　

整
備
し
て
る
と
こ
ろ
で
す
。

り
ん
ご　

は
え
縄
？

藁
谷　

う
ん
、
は
え
縄
で
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
め
っ
ち
ゃ
い
い
で
す
。
後
ろ
に
広
が
る

　
　

こ
の…

…

。

藁
谷　

雲
ね
。

ア
サ
ダ　

雲
。
海
と
雲
と
す
ご
い
。

藁
谷　

こ
れ
は
お
そ
ら
く
ね
、
赤
道
あ
た
り
じ
ゃ
ね
え

　
　

か
な
っ
て
思
う
ん
で
す
け
ど
、
私
ら
は
北
か
ら
南

　
　

に
下
が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
と
き
に
、
赤
道

　
　

を
通
過
す
る
と
、
「
赤
道
祭
」
っ
つ
う
の
を
や
る

　
　

ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

何
人
ぐ
ら
い
乗
り
組
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
？

藁
谷　

乗
組
員
は
23
名
だ
っ
た
と
思
う
か
な
、
こ
の
当

　
　

時
。
そ
れ
で
、
学
生
が
20
名
く
ら
い
乗
っ
た
と
思

　
　

う
。
だ
か
ら
、
こ
の
頃
の
福
島
丸
は
エ
ア
コ
ン
は

　
　

な
か
っ
た
け
ど
、
い
ま
は
全
部
エ
ア
コ
ン
で
。
そ

　
　

れ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
と
き
に
は
海
星
高
校
（
福
島

　
　

県
立
い
わ
き
海
星
高
等
学
校
）
は
男
子
校
だ
っ
た

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

　
　

は
。
『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の

　
　

音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。
よ
う
こ
そ
、
司
会
の

　
　

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ
の
C
D
で
は
、
下
神
白

　
　

団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ま
ち
の
思
い
出
と
と

　
　

も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深
い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に

　
　

お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

み
な
さ
ん
、
と
に
か
く
暑
い
日
々
が
続
い
て
ま

　
　

す
ね
。
小
名
浜
エ
リ
ア
は
、
全
国
的
に
も
か
な
り

　
　

涼
し
い
で
す
し
、
以
前
よ
り
は
涼
し
く
な
っ
て
き

　
　

た
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
、
油
断
は
禁
物
で

　
　

す
。
水
分
補
給
や
ク
ー
ラ
ー
の
利
用
な
ど
、
熱
中

　
　

症
対
策
に
は
し
っ
か
り
取
り
組
ま
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

前
回
は
で
す
ね
、
そ
ん
な
暑
さ
と
は
対
照
的
に
、

　
　

３
月
の
寒
い
と
き
に
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
総
集
編
を
つ
く
り
ま
し
て
、
み
な
さ
ん
か
ら

　
　

た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
リ
ク
エ
ス
ト
を
ぎ
ゅ
っ
と

　
　

２
枚
組
の
C
D
に
し
て
ご
自
宅
に
配
り
に
行
き
ま

　
　

し
た
。
そ
の
節
は
、
た
く
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
、

　
　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

あ
れ
か
ら
５
か
月
経
ち
ま
し
て
、
今
回
で
第
４

　
　

集
と
な
る
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
。
特
集
は
海
の
男

　
　

た
ち
に
注
目
し
ま
し
た
。
下
神
白
団
地
４
号
棟
・

　
　

浪
江
町
ご
出
身
の
渡
部 

清
さ
ん
。
そ
し
て
今
回
初

　
　

と
な
る
、
お
隣
の
永
崎
団
地
か
ら
、
地
元
小
名
浜

　
　

の
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
に
登
場
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

お
ふ
た
り
の
共
通
点
は
元
漁
師
で
あ
る
こ
と
で

　
　

す
ね
。
マ
グ
ロ
を
追
い
か
け
て
、
大
き
な
海
へ
と

　
　

漕
ぎ
出
し
て
き
た
壮
大
な
生
活
と
と
も
に
、
ほ
ん

　
　

の
り
甘
酸
っ
ぱ
い
恋
愛
話
、
そ
し
て
沖
か
ら
戻
り

　
　

ん
で
す
け
ど
、
い
ま
は
女
子
も
入
っ
て
ま
す
の
で
、

　
　

風
呂
な
ん
か
も
女
子
用
の
が
あ
っ
て
。
私
ら
の
と

　
　

き
に
は
、
風
呂
は
潮
水
で
す
。

ア
サ
ダ　

な
ん
か
べ
た
っ
と
し
そ
う
な
印
象
は
あ
り
ま
す

　
　

け
ど
、
や
っ
ぱ
そ
う
で
し
ょ
？

藁
谷　

う
ん
、
着
て
る
も
の
も
、
要
す
る
に
真
水
使
え

　
　

な
い
か
ら
、
飲
む
だ
け
だ
か
ら
。
だ
か
ら
ね
、
風

　
　

呂
に
入
っ
た
あ
と
は
べ
た
べ
た
し
て
ま
す
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

着
る
も
の
も
し
っ
と
り
し
て
ま
す
。
だ
か
ら
、

　
　

ス
コ
ー
ル
が
来
る
と
、
外
に
出
て
裸
に
な
っ
て
。

ア
サ
ダ　

ス
コ
ー
ル
が
シ
ャ
ワ
ー
な
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

う
ん
、
シ
ャ
ワ
ー
代
わ
り
に
す
る
ん
で
す
。
だ

　
　

か
ら
、
若
い
頃
「
船
の
生
活
っ
て
ど
う
い
う
生
活

　
　

な
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞
か
れ
た
こ
と
あ
る
ん
で

　
　

す
、
女
性
の
方
に
。
て
い
の
い
い
刑
務
所
と
同
じ

　
　

だ
よ
。
陸
上
の
刑
務
所
っ
つ
う
の
は
自
由
が
な
い

　
　

で
し
ょ
。
海
の
場
合
は
、
自
由
が
あ
る
か
ら
。
当

　
　

直
以
外
は
遊
ん
で
る
っ
て
い
う
か
、
休
ん
で
ら

　
　

れ
っ
か
ら
。
で
、
あ
と
は
刑
務
所
の
塀
の
代
わ
り

　
　

に
、
海
が
塀
に
な
っ
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

海
が
あ
る
と
。

藁
谷　

ま
た
そ
れ
が
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
夕
涼
み
す
る

　
　

と
き
に
。

伊
藤
　
き
れ
い
だ
よ
ね
。

藁
谷　
（
写
真
を
見
な
が
ら
）
一
番
前
が
、
こ
れ
い
ま

　
　

潮
を
か
ぶ
っ
て
る
と
こ
ろ
か
な
、
う
ね
り
が
あ
っ

　
　

て
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
ピ
ッ
ト
に
座
っ
て
、
そ
れ

　
　

こ
そ
水
割
り
持
っ
て
、
風
呂
上
が
り
。
そ
れ
で
、

　
　

そ
の
と
き
に
聴
い
た
曲
が『
君
と
い
つ
ま
で
も
』っ

　
　

て
い
う
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
そ
こ
な
ん
で
す
ね
。

　
　

ち
の
部
屋
で
。

ア
サ
ダ　

聴
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

ス
テ
レ
オ
で
、
『
君
と
い
つ
ま
で
も
』
を
暗
い

　
　

部
屋
で
聴
い
て
ま
し
た
よ
。

ア
サ
ダ　

で
は
、
早
速
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
４
集
、
最
初
の
ナ
ン
バ
ー

　
　

で
す
。
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
初
恋
の
思
い
出
の
曲
。

　
　

加
山
雄
三
『
君
と
い
つ
ま
で
も
』
。
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
世
界
と
の
出
会
い

ア
サ
ダ　

加
山
雄
三
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
聴
く
ん
で
す

　
　

か
？　

カ
セ
ッ
ト
と
か
持
ち
込
む
感
じ
で
す
か
、

　
　

当
時
。
レ
コ
ー
ド
？

藁
谷　

あ
の
ね
、
レ
コ
ー
ド
で
、
何
つ
う
の
か
、
ド
ー

　
　

ナ
ツ
盤
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
ド
ー
ナ
ツ
盤
。
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
船

　
　

に
あ
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
ち
ゃ
ん
と
デ
ッ
キ
に
つ
い
て
て
。

ア
サ
ダ　

デ
ッ
キ
に
つ
い
て
る
？

藁
谷　

違
う
、
ブ
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
る
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
ブ
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
て
。

藁
谷　

レ
コ
ー
ド
担
当
は
学
生
。
だ
か
ら
、
操
業
中
で

　
　

も
、
い
つ
も
レ
コ
ー
ド
。

伊
藤　

音
楽
は
流
れ
て
ん
の
？

藁
谷　

B
G
M
み
た
く
し
て
た
。

ア
サ
ダ　

D
J
を
学
生
が
担
当
し
て
？

藁
谷　

う
ん
、
そ
う
で
す
。
上
に
行
く
か
ら
。
学
生
は

　
　

上
の
片
づ
け
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
そ
こ
の
ブ
リ
ッ
ジ
の
部
分
に
プ
レ
ー

　
　

ヤ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
か
け
て
。

藁
谷　

そ
の
な
か
で
ね
、
操
舵
室
の
な
か
に
ラ
ジ
オ
と

　
　

か
、
ド
ー
ナ
ツ
盤
の
そ
の
、
何
つ
う
ん
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

再
生
し
た
ら
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
よ
う

　
　

に
な
っ
て
？

藁
谷　

表
に
付
い
て
ま
す
。

ア
サ
ダ　

表
に
。

藁
谷　

上
に
ス
ピ
ー
カ
ー
が
つ
い
て
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

目
の
前
に
広
が
る
海
見
な
が
ら
、
そ
の
B
G
M

　
　

が
流
れ
て
く
る
っ
て
い
う
。

藁
谷　

な
が
ら
仕
事
し
て
る
わ
け
で
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
。
音
楽
は
常
に
流
れ
て
る
ん
で
す
か
？

藁
谷　

そ
う
で
す
ね
、
操
業
中
は
ね
。
「
う
る
せ
え
か

　
　

ら
や
め
ろ
」
な
ん
て
い
う
人
も
い
る
け
ど
（
笑
）
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
そ
う
で
す
よ
ね
。
な

　
　

ん
か
も
う
、
音
楽
い
ら
な
い
か
ら
っ
て
い
う
人
も

　
　

い
る
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
。

藁
谷　

そ
う
。
た
だ
、
私
ら
は
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
、

　
　

何
つ
う
ん
か
な
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
や
つ
が

　
　

好
き
で
ね
、
あ
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
と
か
ね
。
や
っ
ぱ

　
　

り
南
さ
行
く
か
ら
。
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
と
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
ハ
ワ
イ
ア
ン
、
そ
う
で
す
ね
、
南
に

　
　

あ
た
た
か
い
と
こ
ろ
に
こ
う
、
向
か
っ
て
い
っ
て
。

藁
谷　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
北
島
の
オ
ー
ク
ラ
ン　

　
　

ド
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
一
番
北
端
で
す
ね
。

　
　

昔
は
こ
こ
が
首
都
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、

　
　

今
度
は
、
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
。
い
ま
は
南
島
の
ウ
エ

　
　

リ
ン
ト
ン
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
首
都
に
な
っ

　
　

て
ま
す
け
ど
、
こ
っ
ち
夏
で
す
か
ら
、
あ
っ
ち
冬

　
　

な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
冬
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
持
っ

　
　

て
く
ん
で
す
よ
、
み
ん
な
。
ハ
ワ
イ
さ
行
く
と
き

　
　

に
は
、
ホ
ノ
ル
ル
に
入
り
ま
す
か
ら
。
そ
の
と
き

　
　

に
は
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
に
、
一
応
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
っ
て
い
く
ん
で

　
　

す
ね
。
船
の
上
で
病
気
に
な
っ
た
り
と
か
い
う
こ

　
　

と
も
？

藁
谷　

あ
り
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

お
医
者
さ
ん
乗
っ
て
は
り
ま
す
？

藁
谷　

あ
の
ね
、
い
ま
、
医
者
は
い
ら
な
い
で
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
。

藁
谷　

私
の
と
き
は
ね
、
足
怪
我
し
て
ね
、
ト
ラ
ッ
ク

　
　

島
っ
て
、
昔
日
本
の
海
軍
い
た
と
こ
ろ
、
あ
そ
こ
、

　
　

ア
メ
リ
カ
の
軍
事
基
地
な
ん
で
す
ね
。
だ
け
ど
、

　
　

ア
メ
リ
カ
っ
つ
う
の
は
、
軍
事
基
地
に
は
な
か
な

　
　

か
入
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と

　
　

は
入
れ
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
入
っ
た
ら
、
そ
う

　
　

い
う
ふ
う
に
カ
メ
ラ
は
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　

み
ん
な
「
し
ま
っ
て
く
れ
、
し
ま
っ
て
く
れ
」
。

ア
サ
ダ　

も
う
全
部
没
収
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

そ
し
て
、
あ
と
、
岸
壁
さ
は
着
け
な
い
ん
で
す

　
　

け
ど
、
あ
あ
い
う
、
小
さ
な
船
で
。

伊
藤　

は
し
け
で
？

藁
谷　

う
ん
、
は
し
け
で
。

伊
藤　

迎
え
に
来
て
？

藁
谷　

迎
え
に
来
て
。
そ
ん
で
、
病
院
。
怪
我
し
て
、

　
　

ど
こ
だ
っ
た
っ
け
な
、
ヌ
メ
ア
か
。
ヌ
メ
ア
っ
て

　
　

フ
ラ
ン
ス
領
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
で
も
や
っ
ぱ

　
　

り
操
業
中
に
、
こ
の
マ
グ
ロ
釣
る
針
、
こ
っ
か
ら

　
　

こ
う
入
れ
ち
ゃ
っ
て
、
出
血
多
量
で
ね
。
そ
れ
で
、

　
　

ヌ
メ
ア
に
入
っ
て
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
、
で
も
そ
う
で
す
ね
。

藁
谷　

そ
う
い
う
こ
と
あ
り
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

船
の
上
で
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
も
う
。

藁
谷　

そ
の
頃
好
き
な
人
い
た
ん
で
す
わ
。
そ
の
と
き

　
　

に
ね
、
ま
あ
こ
れ
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
。
あ
と
で
後

　
　

悔
し
た
ん
で
す
け
ど
、
１
航
海
休
ん
で
ね
、
口
説

　
　

け
ば
い
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
ス
ト
ー
カ
ー
じ
ゃ

　
　

な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
彼
女
は
自

　
　

分
の
気
持
ち
、
変
わ
ん
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
れ
が
１
航
海
、
90
日
考
え
る
余
地
を
与
え
ち
ゃ

　
　

っ
た
ん
で
す
よ
、
彼
女
に
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

藁
谷　

そ
ん
で
う
ち
に
帰
っ
て
き
て
電
話
し
た
ら
ば
、

　
　

い
ま
で
も
覚
え
て
ま
す
、
そ
の
言
葉
。
「
も
う
会

　
　

わ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
」
っ
て
言
わ
れ
ま

　
　

し
た
。
平
の
喫
茶
店
で
ね
、
ま
わ
り
に
人
い
た
ん

　
　

だ
け
ど
気
に
も
し
な
い
で
、
ま
あ
こ
こ
ろ
に
あ
っ

　
　

た
ん
だ
ろ
う
な
、
そ
う
い
う
こ
と
を
一
生
懸
命
に

　
　

な
っ
て
話
し
ま
し
た
け
ど
ね
。

　
　
　

そ
れ
で
、
う
ち
は
そ
の
あ
と
だ
っ
た
か
な
、
家

　
　

内
と
の
あ
れ
は
。
家
内
と
そ
う
い
う
状
態
で
、
ま

　
　

さ
か
そ
っ
ち
の
女
の
子
と
あ
れ
し
て
る
な
ん
て
い

　
　

う
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
ね
、
そ
っ
ち
の
女
の
子

　
　

が
先
だ
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
も
う
50
年
。
金
婚
式
も
迎
え
ら
れ
て
、

　
　

素
晴
ら
し
い
で
す
。

藁
谷　

そ
う
い
う
こ
と
あ
っ
た
ん
で
す
か
な
ん
て
、
ま

　
　

あ
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
は
ね
、
そ
の
頃
。
男
だ
も
の
。

一
同　
（
笑
）
。

ア
サ
ダ　

ま
あ
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
あ

　
　

る
と
思
い
ま
す
け
ど
。

藁
谷　

家
内
だ
っ
て
、
女
に
も
も
て
な
か
っ
た
ん
だ
っ

　
　

ぺ
か
な
っ
て
あ
れ
し
た
ら
ば
、
魅
力
な
い
ん
じ
ゃ

　
　

な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ん
に
し
て
み
た
ら
、
う
ん
。

藁
谷　

で
、
う
ち
の
家
内
と
は
見
合
い
で
す
。

ア
サ
ダ　

お
見
合
い
で
。

藁
谷　

う
ん
。
家
内
の
働
い
て
た
工
場
に
、
う
ち
の
親

　
　

戚
の
お
ば
さ
ん
が
い
た
の
。
で
、
そ
の
人
が
別
の

　
　

人
に
、
お
嫁
さ
ん
紹
介
し
た
の
ね
。
そ
し
た
ら
、

　
　

う
ち
の
お
ふ
く
ろ
が
、
う
ち
の
息
子
に
も
お
嫁
さ

　
　

ん
紹
介
し
て
く
れ
ね
か
っ
て
い
う
こ
と
で
、
い
ま

　
　

の
家
内
の
と
こ
さ
、
話
い
っ
た
ん
で
す
。
で
ね
、

　
　

初
め
て
会
っ
た
の
は
、
年
は
忘
れ
た
け
ど
、
１
月

　
　

19
日
に
会
っ
た
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

日
付
ま
で
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
、

　
　

は
っ
き
り
と
。

藁
谷　

と
に
か
く
小
名
浜
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
や
っ
て

　
　

い
う
こ
と
で
話
進
め
て
た
み
た
い
だ
か
ら
。
そ
し

　
　

て
見
合
い
を
し
て
、
そ
ん
で
23
日
三
崎
に
戻
っ
た

　
　

と
き
に
、
泉
駅
ま
で
送
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
結
婚

　
　

す
る
前
の
、
た
だ
１
回
の
デ
ー
ト
な
ん
で
す
よ
。

　
　
　

そ
ん
で
、
私
、
沖
さ
行
っ
ち
ゃ
っ
た
で
し
ょ
。

　
　

で
、う
ち
の
お
や
じ
が
、結
局
惚
れ
た
っ
て
い
う
か
。

ア
サ
ダ　

あ
、
お
父
さ
ま
が
気
に
入
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

気
に
入
ら
れ
た
。
う
ち
の
家
内
も
ね
、
お
父
さ

　
　

ん
っ
て
い
う
の
は
戦
争
で
戦
死
し
た
人
で
、
母
子

　
　

家
庭
で
育
っ
た
子
だ
か
ら
、
お
ふ
く
ろ
さ
ん
と
ふ

　
　

た
り
で
来
た
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
だ
か
ら
、
結
婚

　
　

す
る
前
に
逃
げ
ら
ん
ね
え
よ
う
に
、
樽
入
れ
し
ち

　
　

ま
お
う
っ
つ
っ
て
、
俺
い
な
い
う
ち
に
樽
入
れ
し

　
　

ち
ゃ
っ
た
の
。
樽
入
れ
っ
て
い
う
の
わ
か
る
？　

　
　

婚
約
で
す
よ
。

　
　
　

そ
の
と
き
ね̶

̶

お
も
し
ろ
い
ん
だ
よ
ね
、
い

　
　

ま
考
え
て
み
る
と
本
当
に
。俺
、何
だ
っ
た
ん
だ
っ

　
　

ぺ
な
と
思
う
ん
だ
け
ど̶

̶

そ
う
い
う
こ
と
で
私

　
　

が
、
落
ち
込
ん
で
た
わ
け
だ
。
そ
し
た
ら
、
私
の

　
　

友
だ
ち
が
ど
う
し
た
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
で
、
こ

　
　

う
言
わ
れ
た
ん
だ
っ
て
。
「
じ
ゃ
あ
、
俺
、
仲
も

　
　

つ
か
ら
」
っ
て
い
う
わ
け
で
、
平
さ
行
っ
て
ね
、

　
　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
し
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き

　
　

に
彼
女
呼
ん
で
く
れ
た
ん
で
す
よ
、
連
絡
取
れ
て
。

　
　
　

そ
ん
で
、
食
事
３
人
で
し
て
終
わ
っ
て
、
そ
ん

　
　

で
彼
女
の
う
ち
ま
で
タ
ク
シ
ー
で
送
っ
て
っ
た
ん

　
　

で
す
わ
、
私
。そ
れ
が
最
後
。「
幸
せ
に
な
れ
な
」っ

　
　

て
言
っ
て
。
馬
鹿
み
て
え
だ
っ
ぺ
ね
。

伊
藤　

幕
引
き
だ
。

ア
サ
ダ　

な
ん
て
、
じ
ー
ん
と
く
る
、
こ
れ
は
。

伊
藤　

ダ
ン
デ
ィ
ー
だ
ね
。

藁
谷　

だ
か
ら
、
そ
れ
が
ま
た
お
も
し
ろ
い
の
。
そ
の

　
　

あ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

伊
藤　

え
、
何
、
何
？

ア
サ
ダ　

聞
き
た
い
で
す
ね
、
そ
こ
は
。

藁
谷　

そ
の
人
は
、
最
終
的
に
は
役
所
に
勤
め
て
た
人

　
　

と
一
緒
に
な
っ
た
の
ね
。
そ
れ
で
、
で
き
た
女
の

　
　

子
が
ね
、
成
人
っ
つ
う
か
お
っ
き
く
な
っ
て
、
彼

　
　

女
に
そ
っ
く
り
な
娘
で
。
そ
れ
が
、
う
ち
の
家
内

　
　

が
勤
め
て
た
と
こ
ろ
で
、
事
務
や
っ
て
た
の

　
　
（
笑
）
。
家
内
と
結
婚
し
て
、
あ
る
日
突
然
、
そ

　
　

れ
こ
そ
、
そ
の
人
と
瓜
ふ
た
つ
の
人
が
目
の
前
に

　
　

現
れ
た
。

　
　
　

写
真
も
あ
っ
た
よ
。
あ
の
三
崎
の
公
園
で
な
ん

　
　

か
写
真
一
緒
に
撮
っ
た
よ
う
な
の
が
。
い
ま
の
三

　
　

崎
の
公
園
じ
ゃ
な
く
ね
、
前
の
。
そ
れ
を
み
ん
な
、

　
　

水
に
流
し
た
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も
、
津
波
で
み
ん

　
　

な
な
く
な
っ
た
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
。

藁
谷　

も
う
会
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
っ
て
、

　
　

俺
は
帰
っ
て
き
て
言
わ
れ
た
と
き
も
、
自
分
の
う

　
　

ん
だ
け
ど
、
結
局
、
何
つ
う
の
か
な
、
お
金
の
回

　
　

転
悪
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
。そ
ん
で
、市
場
さ
行
っ

　
　

て
も
魚
買
え
ね
え
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
わ
け
。

　
　
　

そ
れ
を
息
子
ふ
た
り
が
見
て
た
わ
け
だ
ね
。
そ

　
　

ん
で
自
分
ら
は
今
度
何
を
す
る
か
っ
つ
う
こ
と
で
、

　
　

最
初
は
エ
ビ
フ
ラ
イ
、
冷
凍
食
品
と
い
え
ば
エ
ビ

　
　

フ
ラ
イ
っ
つ
う
の
、
あ
る
で
し
ょ
。
あ
れ
の
走
り

　
　

の
頃
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
か
タ
イ
と
か
。
日

　
　

本
の
エ
ビ
使
っ
て
た
ら
あ
ん
な
の
で
き
な
い
か
ら
、

　
　

高
く
て
。
外
国
の
エ
ビ
で
も
ね
、
お
い
し
い
の
ね
。

　
　

私
も
一
回
手
伝
っ
た
こ
と
あ
ん
だ
け
ど
、
メ
キ
シ

　
　

コ
の
エ
ビ
が
一
番
う
ま
い
ん
で
す
。

　
　
　

そ
ん
で
結
局
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
き
ょ

　
　

う
だ
い
で
そ
う
い
う
冷
凍
食
品
扱
う
工
場
を
つ

　
　

く
っ
て
、
エ
ビ
の
フ
ラ
イ
の
仕
事
を
初
め
や
っ
た

　
　

ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き
に
私
の
家
内
の
妹
の
亭
主

　
　

が
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
面
で
は
、
人
よ
り
も
仕

　
　

事
が
で
き
る
人
間
で
、
す
ご
く
２
番
目
の
人

　
　
（
弟
）
が
気
に
入
っ
て
て
ね
。
そ
ん
で
あ
る
と
き

　
　

に
、「
藁
谷
く
ん
、
あ
ん
た
い
つ
ま
で
も
船
に
乗
っ

　
　

て
る
わ
け
で
ね
え
だ
ろ
」
と
。
そ
う
い
う
相
談
か

　
　

け
ら
れ
た
わ
け
だ
。

　
　
　

そ
ん
で
弟
の
ほ
う
は
、
妹
の
亭
主
の
ほ
う
に

　
　

̶
̶

家
内
の
ね̶

̶

「
い
や
、
俺
の
右
腕
に
し
て

　
　

ん
だ
」
と
。
だ
け
ど
も
、
右
腕
に
し
た
い
の
に
は
、

　
　

彼
が
い
ま
や
っ
て
い
る
エ
ビ
の
皮
む
き
、
結
局
、

　
　

彼
の
こ
と
使
え
た
け
れ
ど
も
、
後
継
者
が
い
な
け

　
　

れ
ば
あ
れ
す
る
わ
け
。
そ
ん
で
そ
う
言
わ
れ
て
、

　
　

そ
ん
と
き
ち
ょ
う
ど
冷
凍
の
ほ
う
や
っ
て
て
、
腰

　
　

も
痛
め
て
た
か
ら
、
じ
ゃ
あ
と
思
っ
て
。
そ
れ
が

　
　

き
っ
か
け
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。
そ
の
藁
谷
さ
ん
が
ち
ょ

　
　

う
ど
漁
師
か
ら
そ
の
加
工
の
仕
事
を
さ
れ
る
時

　
　

期
っ
て
、
さ
っ
き
エ
ビ
フ
ラ
イ
の
話
を
仰
っ
て
ま

　
　

し
た
け
ど
、
こ
れ
も
加
工
食
品
に
で
き
ん
じ
ゃ
な

　
　

い
か
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

　
　

た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

う
ん
、
あ
っ
た
ね
。
あ
の
時
期
は
ね
、
ハ
ワ
イ

　
　

ア
ン
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
前
。
常
磐
炭
鉱
が
閉
鎖

　
　

し
た
と
き
、
あ
の
頃
か
ら
だ
か
ら
。
そ
ん
で
、
閉

　
　

鎖
し
て
、
地
元
の
あ
の
炭
鉱
長
屋
に
い
た
人
ら
が
、

　
　

パ
ン
粉
つ
け
て
こ
う
や
っ
て
握
る
。

ア
サ
ダ　

結
局
仕
事
ね
。
そ
っ
ち
か
ら
変
わ
る
ん
で
す
よ

　
　

ね
、
炭
鉱
の
仕
事
か
ら
。

藁
谷　

そ
う
い
う
の
を
こ
っ
ち
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

　
　

行
っ
て
、
乗
せ
て
き
て
、
そ
ん
で
つ
く
っ
た
わ
け
。

　
　

そ
う
い
う
の
を
つ
く
ら
せ
ん
だ
、
女
工
さ
や
ら
せ

　
　

た
。
で
、
終
わ
っ
て
夕
方
に
な
る
と
、
ま
た
マ
イ

　
　

ク
ロ
バ
ス
さ
乗
せ
て
、
常
磐
ま
で
送
っ
て
く
っ
て

　
　

い
う
、
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
み
ん
な
そ
こ
で
働
き
出
し
た
ん
だ
、

　
　

女
工
さ
ん
た
ち
は
。

藁
谷　

う
ん
。
そ
ん
で
、
あ
の
炭
鉱
の
廃
油
っ
つ
う
の

　
　

か
な
、
そ
れ
が
炭
鉱
閉
鎖
し
て
も
出
て
た
か
ら
、

　
　

結
局
お
湯
を
使
っ
て
や
っ
た
の
が
、
い
ま
の
ハ
ワ

　
　

イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
な
ん
で
す
。
最
初
は
馬
鹿
扱
い

　
　

で
す
、
あ
ん
な
こ
と
や
っ
て
っ
て
。
そ
れ
が
成
功

　
　

し
た
ら
、
「
さ
ま
さ
ま
」
だ
わ
な
。

ア
サ
ダ　

が
ら
っ
と
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
神
さ
ま
扱
い
だ
も
ん
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
そ
れ
ね
、
わ
か
ん
な
い
で
す
も
ん
ね
、

　
　

最
初
は
無
理…

…

。

藁
谷　

う
ん
、
だ
か
ら
、
映
画
の
『
フ
ラ
ガ
ー
ル
』
観

　
　

る
と
わ
か
る
け
れ
ど
も
さ
、
最
初
は
本
当
に
炭
鉱

　
　

の
娘
だ
か
ら
踊
っ
て
て
、
い
ま
み
て
え
な
、
か
わ

　
　

い
こ
ち
ゃ
ん
で
ね
か
っ
た
か
ら
さ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
こ
そ
下
神
白
団
地
の
佐
山
さ
ん
と
か
、
い

　
　

ろ
ん
な
方
か
ら
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
話

　
　

が
出
て
い
て
、
お
子
さ
ん
を
一
緒
に
連
れ
て
っ
て
、

　
　

つ
い
で
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
観
た
と
か
、
結
構
そ
ん

　
　

な
話
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
よ
く
い
ろ
ん
な
歌
手

　
　

と
か
も
来
ら
れ
て
た
ん
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

あ
あ
、
来
て
ま
し
た
ね
、
日
曜
日
の
た
ん
び
に

　
　

来
て
ま
し
た
ね
。

ア
サ
ダ　

毎
週
来
て
た
の
か
、
す
ご
い
な
。

藁
谷　

ま
た
こ
れ
も
古
い
話
に
な
っ
け
ど
、
一
番
先
に

　
　

来
た
歌
手
っ
つ
う
の
は
、
日
野
て
る
子
な
ん
で
す

　
　

よ
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
で
歌
っ
た
人
で
。

ア
サ
ダ　

一
番
最
初
に
来
ら
れ
た
の
が
？

藁
谷　

そ
う
で
す
、
１
月
15
日
。
そ
れ
覚
え
て
る
の
は
、

　
　

私
の
誕
生
日
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

藁
谷
さ
ん
、
は
っ
き
り
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま

　
　

す
ね
。
そ
れ
、
観
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

藁
谷　

観
ま
し
た
。
私
も
ハ
ワ
イ
ア
ン
好
き
だ
っ
た
か

　
　

ら
。
だ
か
ら
ど
っ
ち
か
と
言
う
と
、
ス
チ
ー
ル
ギ

　
　

タ
ー
の
音
楽
が
好
き
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

３
曲
目
の
ナ
ン
バ
ー
で
す
。
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン

　
　

セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

　
　

り
、
藁
谷
さ
ん
も
目
の
当
た
り
に
し
た
、
日
野
て

　
　

る
子
さ
ん
の
楽
曲
で
す
。
『
南
国
の
夜
』
、
聴
い

　
　

て
く
だ
さ
い
。

藁
谷　

あ
と
、
だ
い
た
い
盲
腸
が
多
い
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
盲
腸
か
。

藁
谷　

う
ん
。
私
も
一
回
、
ま
あ
自
分
が
不
注
意
だ
っ

　
　

た
ん
で
す
け
ど
、
頭
か
ら
落
っ
こ
っ
て
、
デ
ッ
キ

　
　

に
ね
。
そ
れ
で
、
肩
打
っ
て
、
こ
っ
ち
の
肩
だ
っ

　
　

た
か
な
。
そ
ん
で
胸
な
ん
か
本
当
に
女
の
人
の
胸

　
　

よ
り
お
っ
き
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
ん
で
、
学
校

　
　

と
小
名
浜
の
無
線
局
と
連
絡
取
っ
て
、
そ
れ
で
あ

　
　

と
学
校
の
ほ
う
で
医
者
と
連
絡
取
っ
て
て
、
ど
う

　
　

し
ろ
、
こ
う
し
ろ
っ
て
い
う
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
の
処
置
の
仕
方
を
、
そ
の
と
き
連
絡

　
　

し
合
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
そ
う
そ
う
。
衛
生
管
理
者
っ
て
い
う
の

　
　

が
ひ
と
り
乗
っ
て
て
、
医
者
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

藁
谷　

船
の
場
合
は
、
1
0
0
人
以
上
の
乗
組
員
で
な

　
　

い
と
、
医
者
い
ら
な
い
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

藁
谷　

で
、
飛
び
降
り
て
、
こ
こ
へ
こ
う
、
湿
布
し
て

　
　

ね
、
そ
ん
で
、
あ
ん
ま
り
最
悪
の
場
合
は
、
ラ
バ

　
　

ウ
ル
に
入
る
よ
う
に
っ
て
い
う
指
示
が
、
だ
か
ら
、

　
　

そ
の
ま
わ
り
で
操
業
し
て
た
わ
け
で
す
よ
。
だ
け

　
　

ど
、
そ
の
、
す
ん
な
り
こ
う
、
落
ち
着
い
た
か
ら
。

伊
藤　

そ
の
無
線
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
モ
ー
ル
ス
信
号
な

　
　

ん
で
す
か
？

藁
谷　

モ
ー
ル
ス
で
す
よ
。
い
ま
は
わ
か
ん
な
い
で
す

　
　

よ
、
い
ま
は
衛
星
使
っ
て
ま
す
か
ら
、
電
話
な
ん

　
　

か
も
適
用
に
な
る
か
も
わ
か
ん
な
い
で
す
け
ど
、

　
　

私
ら
の
と
き
に
は
一
番
の
、
自
分
ら
の
楽
し
み
っ

　
　

つ
う
と
、
い
ま
で
言
う
と
、
F
A
X
ね
。

伊
藤　

そ
ん
な
の
あ
っ
た
ん
で
す
ね
、
電
送
み
た
い
な
。

藁
谷　

う
ん
、
あ
り
ま
し
た
。
１
日
１
回
新
聞
が
流
れ

　
　

て
く
る
ん
で
す
よ
。だ
か
ら
、ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
勝
っ

　
　

た
と
か
さ
、
阪
神
負
け
た
と
か
っ
て
い
う
。

　
　
　

そ
ん
と
き
に
見
て
、
い
ま
で
も
残
っ
て
る
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
太
平
洋
側
で
操
業
し

　
　

て
た
と
き
で
す
け
ど
、
チ
リ
地
震
が
あ
っ
て
、
津

　
　

波
が
あ
っ
た
で
し
ょ
、
こ
っ
ち
で
。

　
　
　

そ
の
と
き
の
被
害
な
ん
か
も
全
部
F
A
X
で
、

　
　

１
日
１
回
だ
け
。
そ
ん
で
あ
と
は
ね
、
短
波
放
送

　
　

が
入
る
の
か
な
。
で
、
あ
と
、
ハ
ワ
イ
の
近
く
に

　
　

行
く
と
、
や
っ
ぱ
り
日
本
語
放
送
入
り
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
入
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

そ
う
そ
う
、
そ
の
く
ら
い
だ
っ
た
か
な
、
楽
し

　
　

み
っ
て
い
う
と
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
短
波
放
送
か
。

藁
谷　

日
本
短
波
放
送
っ
て
い
う
の
か
な
。

ア
サ
ダ　

ラ
ジ
オ
短
波
っ
て
ね
、
あ
り
ま
し
た
ね
。

藁
谷　

そ
ん
で
、
ア
ン
テ
ナ
は
ね
、
表
の
一
番
前
に
あ

　
　

る
マ
ス
ト
の
上
か
ら
さ
、
み
ん
な
で
と
っ
て
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
、
船
の
上
っ
て
い
う
の
は
、
レ

　
　

コ
ー
ド
を
聴
く
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
け

　
　

ど
、
国
に
近
づ
く
と
ね
、
そ
こ
の
現
地
の
ラ
ジ
オ

　
　

が
入
っ
て
き
て
。

藁
谷　

現
地
の
ラ
ジ
オ
が
入
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
あ
と

　
　

は
12
月
30
日
で
、
も
う
う
ち
な
ん
か
も
お
正
月
と

　
　

か
お
盆
な
ん
か
ね
え
か
ら
。
そ
う
す
る
と
ね
、
N

　
　

H
K
の
紅
白
歌
合
戦
が
、
海
外
向
け
の
、
ブ
ラ
ジ

　
　

ル
あ
た
り
さ
流
す
や
つ
が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
わ
。

　
　

そ
れ
に
み
ん
な
か
じ
り
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
な
ん
か

　
　

な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

大
晦
日
で
す
ね
、
紅
白
っ
て
。
そ
の
当
時
の
こ

　
　

と
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
？　

歌
と
か
、
ど
う

　
　

い
う
歌
手
が
出
て
た
か
と
か
っ
て
。

藁
谷　

歌
手
っ
て
か
、
ま
あ
そ
の
当
時
は
三
波
春
夫
と

　
　

か
さ
、
春
日
八
郎
と
か
ね
、
あ
あ
い
う
人
ら
だ
ね
。

　
　

あ
あ
い
う
人
が
多
か
っ
た
ね
。
ま
あ
多
か
っ
た
と

　
　

い
う
か
、
あ
あ
い
う
連
中
だ
ね
。
美
空
ひ
ば
り
は

　
　

ず
っ
と
あ
れ
し
て
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
ず
っ
と
出
て
は
り
ま
し
た
。

藁
谷　

あ
と
は
、
ま
あ
亡
く
な
っ
た
島
倉
千
代
子
な
ん

　
　

か
ね
。
若
い
頃
ね
、
み
ん
な
ね
。

ア
サ
ダ　

チ
リ
沖
地
震
が
起
き
た
1
9
6
0
年
、
昭
和
35

　
　

年
。
当
時
は
藁
谷
さ
ん
は
18
歳
、
そ
ん
な
時
代
、

　
　

海
の
上
の
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
き
た
紅
白
歌
合
戦

　
　

で
は
ど
ん
な
曲
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

そ
の
な
か
で
も
印
象
深
い
曲
を
藁
谷
さ
ん
に
選
ん

　
　

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
聴
い
て
く
だ
さ

　
　

い
。
森
山
加
代
子
で
『
月
影
の
キ
ュ
ー
バ
』
で
す
、

　
　

ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
転
機
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

ア
サ
ダ　

28
歳
ま
で
で
し
た
っ
け
、
海
に
出
ら
れ
て
た
の

　
　

は
。

藁
谷　

そ
う
で
す
。

ア
サ
ダ　

漁
師
を
辞
め
る
こ
と
を
決
め
た
き
っ
か
け
っ
て

　
　

あ
っ
た
ん
で
す
か
？

藁
谷　

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
と
同
じ
地
域
に
い
た
人

　
　

で
、
い
ま
常
磐
で
永
谷
園
の
仕
事
を
し
て
る
人
が

　
　

い
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
人
と
い
う
の
は
、
昔
だ
か

　
　

ら
お
や
じ
さ
ん
な
ん
か
は
加
工
屋
さ
ん
や
っ
て
て
、

　
　

そ
れ
こ
そ
、
頬
刺
し
と
か
み
り
ん
干
し
や
っ
て
た

ア
サ
ダ　

み
ん
な
お
金
落
と
す
か
ら
ね
。

清
　　

若
い
ぶ
ん
、
お
金
使
い
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
。

ア
サ
ダ　

三
崎
か
ら
船
乗
っ
て
た
っ
て
こ
と
は
、
お
家
は

　
　
　

当
時
三
崎
に
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

い
や
、下
宿
。み
ん
な
日
本
か
ら
集
ま
っ
て
く
っ

　
　

ぺ
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か
ら
。
う
ち
、
あ
る
わ
け
ね

　
　

え
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
下
宿
し
て
、
船
に

　
　

乗
っ
て
る
の
。
ア
パ
ー
ト
借
り
る
っ
て
い
う
人
も

　
　

い
ね
え
よ
。
ア
パ
ー
ト
借
り
る
ま
で
い
か
ね
え
。

　
　

俺
ら
、
何
十
日
も
い
る
わ
け
じ
ゃ
ね
え
ん
だ
か
ら
。

　
　

せ
い
ぜ
い
だ
っ
て
、
１
か
月
か
な
ん
ぼ
だ
。
だ
か

　
　

ら
、
下
宿
の
ほ
う
が
い
い
の
。
知
り
合
い
が
い
っ

　
　

ぺ
。
船
で
話
し
て
も
ら
っ
て
、
下
宿
、
あ
あ
、
い

　
　

い
よ
っ
て
言
わ
れ
れ
ば
そ
こ
行
っ
て
。

ア
サ
ダ　

仮
住
ま
い
な
ん
だ
な
、
ず
っ
と
。

清
　　

う
ん
。
下
宿
だ
か
ら
、
朝
パ
ン
し
か
食
事
が
出

　
　

ね
え
わ
け
。
昼
は
出
な
い
か
ら
。
だ
け
ど
も
、
夜

　
　

に
な
っ
と
食
事
行
っ
た
り
、
こ
れ
行
っ
た
り
、
す

　
　

し
屋
行
っ
た
り
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
行
く
わ
。
行
く
わ
行
く
わ
、
そ
ら
。

り
ん
ご　

仲
間
の
漁
師
と
行
く
の
け
、
そ
う
い
う
の
は
。

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

仲
間
の
漁
師
と
行
く
の
？　

飲
み
に
。
誰
と
一

　
　

緒
に
行
く
の
？　

女
の
子
？

清
　　

い
や
、
向
こ
う
行
っ
た
ら
女
の
子
い
っ
ぺ
よ
。

一
同　
（
笑
）
。

り
ん
ご　

女
の
子
い
る
と
こ
さ
、
行
く
の
ね
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
漁
師
友
だ
ち
と
一
緒
に
、
じ
ゃ
あ
、
今

　
　

日
も
行
く
か
っ
て
感
じ
で
？

清
　　

う
ん
、
そ
う
、
う
ん
。

り
ん
ご　

ス
ナ
ッ
ク
？　

バ
ー
？

清
　　

う
ん
、
ス
ナ
ッ
ク
、
バ
ー…

…

そ
う
だ
な
、
あ

　
　

の
頃
ね
、
ま
だ
ス
ナ
ッ
ク
っ
て
い
う
の
は
な
か
っ

　
　

た
ん
だ
。そ
れ
で
、俺
が
い
る
途
中
で
ス
ナ
ッ
ク
っ

　
　

て
い
う
の
、
で
き
た
の
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
が
行
っ
て
た
ス
ナ
ッ
ク
・
バ
ー
っ
て
、

　
　

音
楽
と
か
か
か
っ
て
た
の
？

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

曲
と
か
か
か
っ
て
た
？

清
　　

若
い
と
き
か
ら
外
国
ば
っ
か
り
行
っ
て
た
か
ら
、

　
　

外
国
の
音
楽
が
好
き
だ
っ
た
の
。
日
本
の
音
楽
聴

　
　

か
ね
え
も
ん
。
だ
か
ら
、
テ
レ
ビ
で
な
ん
か
た
ま

　
　

に
や
っ
ぺ
。聴
い
た
こ
と
ね
え
よ
。性
に
合
わ
ね
え
。

ア
サ
ダ　

そ
う
よ
ね
、
な
ん
か
清
さ
ん
か
ら
歌
謡
曲
の
話

　
　

が
上
が
っ
た
こ
と
な
い
も
ん
な
。

清
　　

う
ん
、
日
本
の
音
楽
は
性
に
合
わ
ね
え
。

ア
サ
ダ　

外
国
の
音
楽
っ
て
な
る
と
、
ど
こ
の
国
の
音
楽

　
　

が
清
さ
ん
、
性
に
合
う
？

清
　　

ブ
ラ
ジ
ル
の
音
楽
す
ご
い
ぞ
。
サ
ン
バ
、
ボ
サ

　
　

ノ
バ
、
踊
り
も
い
い
よ
、
す
ご
い
か
ら
。
キ
ャ
バ

　
　

レ
ー
行
く
べ
。
そ
う
す
っ
と
、
専
門
家
じ
ゃ
ね
え

　
　

ん
だ
。
お
客
さ
ん
が
行
っ
て
、
こ
う
ス
テ
ー
ジ
が

　
　

あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
踊
っ
た
り
、
素
晴
ら
し
い
。

　
　
　

カ
ー
ニ
バ
ル
も
ブ
ラ
ジ
ル
へ
２
年
い
た
か
ら
、

　
　

２
回
見
て
る
。
素
晴
ら
し
い
ぞ
、
カ
ー
ニ
バ
ル
。

　
　

す
ご
い
女
の
人
た
ち
が
、
こ
う
、
短
い
ス
カ
ー
ト

　
　

だ
け
れ
ど
も
何
百
人
っ
て
踊
っ
て
く
る
の
。
何
百

　
　

人
ま
で
い
ね
え
か
。
そ
う
す
っ
と
、
そ
れ
に
あ
と

　
　

く
っ
つ
い
て
踊
っ
て
く
ん
の
。

　
　
　

そ
れ
で
ブ
ラ
ジ
ル
は
ね
、
飲
ん
で
も
食
っ
て
も

　
　

安
い
。
そ
れ
で
、
う
ま
い
も
の
食
え
っ
か
ら
。

江
尻　

ブ
ラ
ジ
ル
は
な
ん
て
い
う
ま
ち
に
い
た
ん
で
す

　
　

か
？

清
　　

レ
シ
フ
ェ
。

ア
サ
ダ　

レ
シ
フ
ェ
？

清
　　

う
ん
。
レ
シ
フ
ェ
っ
て
、
こ
っ
ち
は
ア
ル
ゼ
ン

　
　

チ
ン
、
こ
っ
ち
は
太
平
洋
側
、
こ
れ
、
パ
ナ
マ
運

　
　

河
な
。
こ
れ
を
北
へ
行
く
と
、
中
南
米
っ
て
い
っ

　
　

て
、
ず
っ
と
行
く
と
メ
キ
シ
コ
あ
っ
て
、
そ
の
下

　
　

へ
行
く
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
。
だ
か
ら
、
こ
こ
だ
。

　
　

レ
シ
フ
ェ
っ
て
こ
こ
に
あ
る
ん
だ
。
大
き
な
ま
ち

　
　

な
ん
だ
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
に
い
た
と
き
は
ど
こ
さ
住
ん
で
た

　
　

の
？

清
　　

ど
こ
っ
て
、
船
に
寝
て
ん
だ
っ
ぺ
。

ア
サ
ダ　

ず
っ
と
船
な
ん
だ
。

清
　　

だ
っ
て
、
漁
師
だ
も
の
、
船
だ
わ
よ
。

り
ん
ご　

２
段
ベ
ッ
ド
か
な
ん
か
？

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

で
、
仲
間
と
一
緒
の
部
屋
に
住
ん
で
た
の
？

清
　　

仲
良
く
な
っ
た
女
も
い
る
わ
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
人
っ
て
こ
と
？

ア
サ
ダ　

ブ
ラ
ジ
ル
人
？　

そ
れ
。

清
　　

そ
れ
は
ア
パ
ー
ト
で
寝
て
る
、
寝
た
り
す
る
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
女
の
子
け
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
て
た
ん
だ
ね
。

り
ん
ご　

言
葉
は
ど
う
や
っ
て
？

清
　　

言
葉
は
な
ん
と
か
な
っ
た
、
覚
え
て
る
。
覚
え

　
　

て
く
る
わ
、
だ
ん
だ
ん
と
な
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
し
ゃ
べ
る
っ
て

　
　

こ
と
？　

清
さ
ん
。

清
　　

う
ん
、
何
回
も
行
っ
て
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
行
っ
て
た
か
ら
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
愛
し
て
る
っ
て
な
ん
て
言
う
の
？

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

渡
部 

清
さ
ん
の
海
と
ア
モ
ー
レ
・
ミ
オ

ア
サ
ダ　

さ
て
、
改
め
て
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
、
司
会
の

　
　

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
下
神
白
団
地

　
　

４
号
棟
に
住
む
浪
江
町
ご
出
身
の
渡
部 

清
さ
ん
の

　
　

お
話
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
ず
は
清
さ
ん
が
な
ぜ

　
　

漁
師
に
な
っ
た
の
か
、
１
年
の
う
ち
の
大
半
を
海

　
　

外
で
暮
ら
す
生
活
で
聴
こ
え
て
き
た
音
楽
と
は
。

　
　

こ
の
あ
た
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

　
　

で
は
ど
う
ぞ
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
は
い
く
つ
の
と
き
に
漁
師
に
な
っ
た
ん

　
　

で
す
か
？

清
　　

俺
、
中
学
校
卒
業
の
と
き
で
、
す
ぐ
。

ア
サ
ダ　

中
学
卒
業
し
て
す
ぐ
？

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
中
学
校
卒
業
し
て
、
す
ぐ
は
こ

　
　

こ
で
、
小
名
浜
で
２
年
漁
師
や
っ
て
た
の
。
そ
う

　
　

す
る
と
、
昔
だ
か
ら
木
造
船
で
ち
っ
ち
ゃ
い
船
だ

　
　

べ
。
で
、
サ
ン
マ
で
、
北
海
道
ま
で
行
く
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

北
海
道
ま
で
。

清
　　

そ
れ
で
八
戸
寄
っ
て
、
サ
ン
マ
は
ず
っ
と
移
動

　
　

し
て
っ
か
ら
、
北
海
道
函
館
沖
あ
た
り
か
ら
サ
ン

　
　

マ
獲
り
は
じ
ま
っ
て
、
青
森
へ
来
て
、
岩
手
へ
来

　
　

て
、
宮
城
へ
行
っ
て
、
静
岡
あ
た
り
ま
で
行
く
の
。

　
　

そ
し
た
ら
、
今
度
、
北
上
す
る
の
。
北
海
道
の
ほ

　
　

う
へ
行
っ
ち
ゃ
う
の
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
、
な
ん
で
漁
師
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

な
ん
で
っ
て
、
俺
み
て
え
な
頭
の
よ
く
ね
え
の
、

　
　

や
る
こ
と
ね
え
べ
。

ア
サ
ダ　
（
笑
）
。

清
　　

学
校
も
出
て
ね
え
も
ん
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
の
中
学
校
の
お
友
だ
ち
で
、
結
構
、
漁

　
　

師
に
な
っ
た
人
は
多
か
っ
た
ん
で
す
か
。
俺
も
漁

　
　

師
に
な
る
っ
て
い
う
感
じ
だ
っ
た
？

清
　　

い
や
、
多
く
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

あ
、
本
当
。

清
　　

何
人
も
い
な
い
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。

清
　　

う
ん
。
俺
ら
の
と
こ
ろ
に
は
、
漁
港
は
あ
る
け

　
　

れ
ど
も
。
浪
江
だ
か
ら
、
請
戸
（
漁
港
）
っ
て
。

ア
サ
ダ　

請
戸
。

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
、
漁
師
に
な
っ
た
っ
て
い
う
の

　
　

は
い
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

珍
し
か
っ
た
ん
だ
、
じ
ゃ
あ
、
清
さ
ん
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
乗
っ
て
た
サ
ン
マ
の
船
も
お
っ
き
か
っ

　
　

た
の
？

清
　　

サ
ン
マ
船
は
ち
っ
ち
ぇ
え
、
30
ト
ン
か
ら
40
ト

　
　

ン
、
木
造
船
。

ア
サ
ダ　

う
ん
う
ん
う
ん
、
木
造
船
。

清
　　

い
ま
、
木
造
船
な
ん
か
ね
え
や
。
ほ
と
ん
ど
鉄

　
　

船
だ
な
。

ア
サ
ダ　

鉄
に
な
っ
て
る
の
か
な
、
う
ん
。
北
海
道
ま
で
、

　
　

北
上
し
て
行
っ
て
。

清
　　

う
ん
、
木
造
船
30
ト
ン
で
北
海
道
ま
で
行
く
。

　
　

そ
れ
で
、
こ
こ
で
２
年
や
っ
て
て
、
情
報
入
っ
て

　
　

く
っ
ぺ
、
そ
し
た
ら
、
神
奈
川
県
の
三
浦
三
崎
で
、

　
　

日
本
全
国
の
大
き
い
船
、
集
ま
っ
て
く
る
の
。

　
　

3
0
0
ト
ン
、
4
0
0
ト
ン
っ
て
。

ア
サ
ダ　

全
然
、
も
う
単
位
が
違
う
ん
だ
ね
。

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
、
そ
れ
に
乗
っ
て
、
外
国
へ
。

　
　

パ
ナ
マ
っ
て
知
っ
て
る
？

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

清
　　

パ
ナ
マ
運
河
を
越
え
て
、
大
西
洋
へ
行
っ
て
、

　
　

そ
し
て
、
向
こ
う
つ
た
っ
て
、
魚
釣
っ
て
売
っ
て

　
　

た
の
。
２
年
ぐ
ら
い
の
契
約
で
。

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
の
は
契
約
す
る
ん
で
す
ね
、
２
年

　
　

行
っ
て
こ
い
み
た
い
な
感
じ
で
。

清
　　

う
ん
、契
約
し
て
。で
、魚
獲
っ
て
外
国
へ
売
っ

　
　

て
ん
の
。

り
ん
ご　

な
ん
で
そ
っ
ち
行
っ
た
の
？　

小
名
浜
か
ら
。

清
　　

情
報
入
っ
て
き
た
っ
ぺ
。

り
ん
ご　

儲
か
ん
の
け
、
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
。

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら…

…

。

ア
サ
ダ　

情
報
が
、
そ
う
か
。

清
　　

じ
ゃ
あ
、
こ
こ
で
漁
師
や
っ
て
る
よ
り
も
、
神

　
　

奈
川
県
の
三
浦
三
崎
へ
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
、

　
　

俺
は
思
っ
て
行
っ
た
の
。
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
ひ
と
つ

　
　

持
っ
て
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
一
旗
揚
げ
に
行
っ
た
ん
だ
な
。

清
　　

そ
れ
で
、
20
年
漁
師
や
っ
て
た
わ
。
若
い
と
き

　
　

だ
か
ら
、
日
本
に
い
な
い
の
、
外
国
ば
っ
か
り
だ

　
　

か
ら
。

り
ん
ご　

二
十
歳
で
、
じ
ゃ
あ
三
崎
行
っ
た
ん
だ
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

三
崎
行
っ
て
か
ら
は
、
も
う
ず
っ
と
三
崎
か
ら

　
　

世
界
に
。
長
か
っ
た
ん
で
す
ね
、
そ
っ
か
ら
先
は
。

清
　　

う
ん
、
三
崎
は
い
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
う
。

清
　　

う
ん
。
東
京
か
ら
近
い
べ
、
横
浜
か
ら
近
い
べ
、

　
　

三
浦
三
崎
は
観
光
地
だ
か
ら
。
漁
港
が
こ
う
あ
っ

　
　

た
ら
、
漁
港
の
向
こ
う
側
、
城
ヶ
島
っ
て
、
有
名

　
　

な
島
だ
っ
ぺ
、
城
ヶ
島
。
だ
か
ら
、
年
中
観
光
客

　
　

が
い
っ
ぱ
い
来
て
ん
の
。
そ
ん
だ
か
ら
、
お
金
も

　
　

使
う
わ
い
。

　
　

を
振
っ
て
）
く
れ
て
た
。
い
い
女
で
な
。

ア
サ
ダ　

そ
の
風
景
は
清
さ
ん
の
な
か
に
焼
き
付
い
て
る

　
　

ん
で
す
ね
、
こ
う
や
っ
て
手
を
振
っ
て
る
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
れ
っ
き
り
な
の
け
？

清
　　

う
ん
、
死
ん
だ
っ
ぺ
や
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
わ
か
ん
な
い
な
、
ど
う
だ
ろ
う
な
。

清
　　

ま
あ
そ
の
女
っ
て
、
俺
の
ひ
と
つ
か
ふ
た
つ
ぐ

　
　

れ
え
で
。

ア
サ
ダ　

年
同
じ
ぐ
ら
い
ね
。

清
　　

う
ん
。
も
う
、
俺
、
81
。
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
っ
て

　
　
　

あ
ん
ま
り
長
生
き
し
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

寿
命
は
ね
、
日
本
の
ほ
う
が
長
い
も
ん
ね
。

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら
、
死
ん
だ
っ
ぺ
や
。

ア
サ
ダ　

は
い
、
本
日
ラ
ス
ト
の
曲
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の

　
　

港
か
ら
遠
ざ
か
る
渡
部 

清
さ
ん
の
視
線
の
先
の
惜

　
　

別
、
そ
し
て
ま
た
、
新
た
な
土
地
で
の
一
期
一
会

　
　

に
気
持
ち
を
寄
せ
な
が
ら
聴
い
て
い
た
だ
け
た
ら

　
　

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

曲
は
メ
イ
ザ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
『O

B
ar-

　
　

quinho

』
、
邦
題
は
『
小
舟
』
と
い
う
タ
イ
ト

　
　

ル
で
す
。そ
れ
で
は
、ど
う
ぞ
聴
い
て
く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

渡
部 

清
さ
ん
の
浪
江
へ
の
帰
還
〜
い
ま
こ
こ
へ

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
が
、
20
年
ぐ
ら
い
ず
っ
と
漁
師
続
け
て
、

　
　

腰
痛
め
て
辞
め
た
と
き
っ
て
い
う
の
は
、
お
い
く

　
　

つ
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

42
。
だ
か
ら
も
う
、
ま
あ
辞
め
て
も
い
い
年
だ

　
　

け
ど
な
。
そ
う
す
っ
と
、
そ
の
と
き
、
千
葉
に
俺

　
　

の
姉
が
い
た
か
ら
。
三
崎
だ
と
知
り
合
い
い
ね
え

　
　

べ
。
そ
し
た
ら
、
姉
の
い
る
と
こ
ろ
行
っ
た
ほ
う

　
　

が
い
い
な
と
思
っ
て
。

ア
サ
ダ　

何
市
？

清
　　

千
葉
の
あ
そ
こ
、
作
草
部
っ
て
い
う
と
こ
ろ
。

　
　

そ
れ
で
、
入
院
し
た
の
は
、
千
葉
市
立
病
院
。
ほ

　
　

ん
で
、
あ
あ
、
こ
れ
じ
ゃ
駄
目
だ
な
あ
と
思
っ
て
、

　
　

漁
師
で
き
ん
べ
や
。
だ
か
ら
、
今
度
、
静
養
し
て
、

　
　

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
や
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
、

　
　

座
っ
て
れ
ば
い
い
ん
だ
か
ら
。
重
労
働
じ
ゃ
ね
え

　
　

か
ら
。

り
ん
ご　

も
し
腰
痛
め
な
か
っ
た
ら
、
ず
っ
と
漁
師
や
っ

　
　

て
た
の
？

清
　　

い
や
、
漁
師
は
55
で
定
年
だ
か
ら
。
普
通
は
60

　
　

か
、
定
年
は
。

ア
サ
ダ　

普
通
に
い
ま
は
ね
、
60
と
か
65
と
か
ね
。

清
　　

漁
師
は
55
で
定
年
に
な
る
の
。
そ
う
す
っ
と
、

　
　

ほ
ら
、年
金
も
も
ら
え
る
し
や
。そ
し
て
漁
師
や
っ

　
　

て
た
と
き
な
ん
か
、
も
う
、
痛
む
と
き
あ
る
の
。

　
　

そ
う
す
っ
と
、
腰
痛
か
っ
て
も
、
休
む
わ
け
に
い

　
　

か
ん
べ
よ
。
漁
師
は
人
数
決
ま
っ
て
行
っ
て
ん
だ

　
　

か
ら
。
そ
う
す
っ
と
、
休
む
場
合
は
、
人
に
迷
惑

　
　

か
け
る
。
だ
か
ら
休
む
わ
け
に
い
か
な
い
。
い
や

　
　

あ
、
つ
ら
い
ぞ
。
う
ん
。

ア
サ
ダ　

痛
く
て
も
休
め
な
い
ん
だ
も
ん
な
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

ト
ラ
ッ
ク
は
何
歳
ま
で
乗
っ
て
た
の
？　

40
か

　
　

ら
？

清
　　

62
ま
で
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
じ
ゃ
あ
、
20
年
。
漁
師
20
年
や
っ
て
、

　
　

ト
ラ
ッ
ク
20
年
や
っ
た
っ
て
感
じ
。
そ
っ
か
、
漁

　
　

師
も
っ
と
や
っ
て
る
か
。

清
　　

だ
か
ら
、
漁
師
辞
め
た
の
は
42
、
そ
れ
で
ト
ラ

　
　

ッ
ク
の
運
転
辞
め
た
の
が
62
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
、

　
　

東
京
と
か
千
葉
で
や
っ
て
た
か
ら
、
そ
れ
で
辞
め

　
　

て
浪
江
に
帰
っ
て
き
た
の
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
、
漁
師
に
な
っ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転

　
　

手
や
っ
て
、
60
超
え
て
浪
江
に
戻
っ
て
き
て
、
震

　
　

災
あ
っ
た
か
ら
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
越
し
て
こ
こ
に

　
　

来
た
け
ど
、
一
番
よ
か
っ
た
な
、
あ
の
時
代
は
っ

　
　

て
い
う
の
は
い
つ
ぐ
ら
い
？

清
　　

一
番
よ
か
っ
た
の
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
や
っ

　
　

て
て
62
で
辞
め
た
っ
ぺ
、
で
浪
江
に
帰
っ
て
き
た
。

　
　

そ
う
す
っ
と
、
俺
、
海
か
ら
離
れ
て
っ
け
ど
、
海

　
　

は
浪
江
、
請
戸
っ
て
あ
っ
ぺ
、
請
戸
漁
港
。
だ
け

　
　

ど
、
漁
師
も
や
ん
ね
え
や
、
使
っ
て
く
れ
る
と
こ

　
　

ろ
ね
え
か
ら
。
だ
か
ら
、
山
登
り
と
か
、
魚
釣
り

　
　

ば
っ
か
り
。
そ
れ
、
一
番
よ
か
っ
た
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
。
浪
江
に
戻
っ
て
き
た
と
き
の

　
　

時
代
っ
て
い
う
の
が
。

清
　　

そ
れ
を
、
う
ち
、
（
震
災
で
）
こ
ん
な
ん
な
っ

　
　

た
べ
。
あ
の
頃
は
よ
か
っ
た
。
別
に
体
悪
い
わ
け

　
　

じ
ゃ
ね
え
、
元
気
だ
か
ら
。
毎
日
暇
だ
と
登
山
、

　
　

ア
ユ
釣
り
と
か
、こ
ん
な（
で
っ
か
い
）や
つ
い
っ

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

 

そ
ん
な
に
あ
る
ん
で
す
か
。

清
　　

９
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
竿
、
そ
こ
へ
こ
う
、
５
キ

　
　

ロ
か
か
っ
た
ら
、
竿
ね
、
こ
ん
な
に
な
っ
て
く
る
。

　
　

そ
れ
が
、
い
ま
の
竿
い
い
か
ら
、
折
れ
ね
え
か
ら
、

　
　

こ
ん
な
に
曲
が
っ
て
て
折
れ
ね
え
ん
だ
ぞ
。

　
　
　

だ
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
、
の
ん
び
り
し

　
　

て
る
う
ち
、こ
ん
な
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
っ
ぺ
。あ
っ

　
　

ち
に
避
難
し
ろ
、
こ
っ
ち
に
避
難
し
ろ
っ
て
。
５
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清
　　

ん
？

り
ん
ご　

愛
し
て
る
っ
て
。

ア
サ
ダ　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
。

清
　　
「
ミ
・
ア
モ
ー
ル
」
っ
て
。
昔
、
「
ア
モ
ー
レ
、

　
　

ア
モ
ー
レ
、
ア
モ
〜
レ
・
ミ
オ
」っ
て
歌
が
流
行
っ

　
　

た
ろ
。
あ
れ
、
い
い
歌
だ
っ
た
よ
、
あ
れ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

渡
部 

清
さ
ん
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
出
会
っ
た
こ
こ
ろ
の

　
　

１
曲
。
ア
リ
ダ
・
ケ
ッ
リ
で
『S

in
n
ò
 
m
e

　
　

m
oro

』
。
こ
れ
、
イ
タ
リ
ア
語
ら
し
い
で
す
け

　
　

れ
ど
も
、
日
本
語
で
は
ず
ば
り
、
『
死
ぬ
ほ
ど
愛

　
　

し
て
』
だ
そ
う
で
す
。
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

渡
部 

清
さ
ん
の
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
別
れ

り
ん
ご　

清
さ
ん
は
レ
コ
ー
ド
と
か
買
わ
な
か
っ
た
の
？

清
　　

買
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
持
っ
て
た
ん
だ
？　

い
っ
ぱ
い
。

清
　　

外
国
か
ら
持
っ
て
き
て
、
60
枚
ぐ
ら
い
持
っ
て

　
　

た
。

ア
サ
ダ　

本
当
に
？

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら
、
外
国
か
ら
買
っ
て
き
た
か
ら
、

　
　

日
本
人
じ
ゃ
わ
か
ら
ね
え
わ
な
。
外
国
語
で
書
い

　
　

て
あ
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
、
日
本
に
持
っ
て
帰
っ
て
き
て
も
。

　
　

現
地
じ
ゃ
な
い
と
買
え
な
い
や
つ
を
買
っ
て
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
。

清
　　

キ
ュ
ー
バ
も
行
っ
た
か
ら
。
キ
ュ
ー
バ
も
い
い

　
　

と
こ
ろ
だ
わ
。
あ
れ
、
音
楽
の
本
場
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
。

清
　　

キ
ュ
ー
バ
な
、
カ
リ
ブ
海
。
そ
れ
も
全
部
な
く

　
　

な
っ
ち
ゃ
っ
た
け
ど
。

り
ん
ご　

そ
れ
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
？

清
　　

ど
こ
行
っ
た
か
わ
か
ん
ね
え
や
。
下
宿
も
変

　
　

わ
っ
た
り
す
っ
ぺ
。
だ
か
ら
、
そ
の
う
ち
に
全
部

　
　

な
く
な
っ
ち
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
ど
ん
ど
ん
引
っ
越
し
す
る
た

　
　

ん
び
に
な
く
な
っ
て
い
く
ん
だ
な
。

清
　　

何
枚
か
浪
江
に
持
っ
て
き
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。

清
　　

そ
し
て
、
浪
江
に
こ
ん
な
立
派
な
ス
テ
レ
オ
っ

　
　

て
あ
っ
た
っ
ぺ
、
こ
ん
な
で
け
え
の
。
あ
れ
持
っ

　
　

て
た
か
ら
く
れ
て
や
っ
た
、
娘
た
ち
に
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
う
な
の
。
や
っ
ぱ
り
日
本
の
漁
師
は
、

　
　

ブ
ラ
ジ
ル
と
か
キ
ュ
ー
バ
と
か
で
は
も
て
る
ん
で

　
　

す
か
、
女
の
子
に
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
が
す
げ
え
気
に
な
る
（
笑
）
。

清
　　

向
こ
う
の
女
は
、
日
本
の
女
と
性
質
が
違
う
か

　
　

ら
。
う
ん
と
気
持
ち
い
く
て
、
優
し
く
て
、
人
目

　
　

あ
ん
ま
り
気
に
し
な
い
か
ら
。

　
　
　

そ
れ
で
、
俺
が
岸
壁
に
船
い
っ
ぺ
、
こ
っ
ち
に
。

　
　

そ
う
す
る
と
、
馴
染
み
に
な
っ
た
バ
ー
で
働
い
て

　
　

た
女
の
子
が
迎
え
に
く
ん
の
。
夕
方
に
な
っ
た
ら

　
　

来
い
よ
っ
て
。
そ
う
す
る
と
、
椅
子
な
ん
か
ね
え

　
　

の
よ
。
い
い
着
る
も
の
着
た
っ
て
、
地
べ
た
に
べ

　
　

た
っ
と
座
っ
て
ん
だ
ぞ
。
そ
う
い
う
ふ
う
な
性
質

　
　

だ
か
ら
。

り
ん
ご　

日
本
の
女
と
は
違
う
ん
だ
ね
。

清
　　

ま
あ
、
気
持
ち
が
い
い
っ
て
い
う
か
、
優
し
い
。

ア
サ
ダ　

優
し
い
、
カ
ラ
ッ
と
し
て
ん
の
か
な
、
向
こ
う

　
　

の
人
の
ほ
う
が
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

日
本
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
い
い
女
は
い
な

　
　

か
っ
た
の
？

一
同　
（
笑
）
。

清
　　

で
も
、
ま
あ
い
ね
え
わ
け
じ
ゃ
ね
え
け
ど
、
ま

　
　

だ
お
金
も
貯
め
て
ね
え
し
、
う
ち
あ
る
わ
け
じ
ゃ

　
　

ね
え
し
。
だ
か
ら
、
い
い
や
い
い
や
と
思
っ
て
。

ア
サ
ダ　

漁
師
の
人
が
そ
う
や
っ
て
下
宿
で
、
で
も
ね
、

　
　

恋
人
が
で
き
て
結
婚
す
る
っ
て
な
っ
た
ら
、
下
宿

　
　

か
ら
出
て
、
ど
っ
か
家
借
り
る
ん
で
す
よ
ね
、
そ

　
　

う
や
っ
て
。

清
　　

う
ん
、
そ
う
い
う
よ
う
な
人
い
っ
ぱ
い
い
る
よ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
い
っ
ぱ
い
い
た
の
か
、
や
っ
ぱ
り
。

清
　　

で
も
、
俺
は
さ…

…

。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
。
清
さ
ん
、
も
て
た
よ
う
な
の
に
ね
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
の
ま
ち
離
れ
る
と
き
に
、
女
の
人
は
行
か
な

　
　

い
で
っ
て
言
わ
な
か
っ
た
の
？

清
　　

ま
ち
離
れ
る
と
き
？　

浪
江
？

ア
サ
ダ　

う
ん
、
浪
江
に
戻
る
と
き
。

り
ん
ご　

浪
江
に
戻
る
と
き
と
か
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
帰
る

　
　

と
き
と
か
、
女
の
人
が
さ
み
し
く
な
る
っ
け
ん
。

清
　　

う
ん
、
そ
れ
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
い
い
女
い
て
ね
、

　
　

そ
し
て
、
船
着
い
て
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
度
、
港

　
　

へ
行
く
べ
。
そ
う
す
っ
と
跳
ね
て
よ
、
港
の
先
ま

　
　

で
行
っ
て
た
、
迎
え
に
。

ア
サ
ダ　

め
っ
ち
ゃ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
だ
、
そ
れ
（
笑
）
。

清
　　

そ
れ
で
手
振
っ
て
ん
の
。
も
う
船
出
る
よ
っ

　
　

つ
っ
た
ら
、
さ
ー
っ
と
岸
壁
の
端
ま
で
行
っ
て
、

　
　

船
こ
う
行
く
か
ら
、
そ
し
て
、
こ
う
や
っ
て
（
手

　
　

か
所
も
６
か
所
も
歩
っ
た
ぞ
。
こ
れ
、
役
場
の
命

　
　

令
だ
か
ら
。

　
　
　

そ
ん
で
、
そ
の
う
ち
、
何
年
避
難
し
て
る
？　

　
　

３
年
か
。
４
年
目
で
こ
れ
（
下
神
白
団
地
）
、
で

　
　

き
た
ん
だ
よ
な
。
い
や
、
俺
も
前
は
集
会
場
へ
必

　
　

ず
何
か
あ
っ
た
ら
行
っ
て
た
ん
だ
。
そ
れ
で
、
具

　
　

合
悪
く
な
っ
て
、
行
か
な
く
な
っ
た
の
。

　
　
　

そ
し
て
、
具
合
悪
く
な
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
い
い

　
　

な
と
思
っ
た
ら
、
今
度
、
ま
た
悪
く
な
っ
て
、
入

　
　

院
し
た
っ
ぺ
。
そ
し
て
、
退
院
し
た
ら
、
ま
た
入

　
　

院
だ
。
１
か
月
で
４
日
入
院
し
て
た
の
。
小
便
出

　
　

な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
そ
れ
全
部
、
新
井
さ
ん
に

　
　

世
話
に
な
っ
て
。
そ
し
た
ら
、
あ
の
人
も
い
い
人

　
　

で
、
う
ん
と
俺
を
面
倒
み
て
く
れ
る
の
。

江
尻　

あ
れ
、
清
さ
ん
の
う
ち
あ
っ
た
の
は
浪
江
の
ど

　
　

こ
な
ん
で
し
た
っ
け
、
山
の
ほ
う
？　

う
ち
あ
っ

　
　

た
の
は
、
浪
江
の
ど
こ
な
ん
で
す
か
？

清
　　

室
原
。
室
原
っ
て
、
室
町
時
代
の「
室
」、室
原
。

　
　
　
（
家
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
）
あ
、ち
ょ
っ
と
行
っ

　
　

て
き
て
。

ア
サ
ダ　

は
い
。
こ
ん
に
ち
は
。

客
人　

こ
ん
に
ち
は
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
の
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
）
？

客
人　

終
わ
っ
て
な
い
で
す
か
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
も
う
終
わ
り
ま
す
、
僕
ら
の
話
は
。

客
人　

は
い
、
じ
ゃ
あ
、
す
み
ま
せ
ん
、
失
礼
し
ま
す
。

清
　　

ま
あ…

…

。

客
人　

う
ん
う
ん
、
変
わ
り
な
い
？

清
　　

う
ん
、
な
い
よ
。

客
人　

う
ん
、
調
子
も
大
丈
夫
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

よ
し
、
そ
ろ
そ
ろ
行
こ
か
。

客
人　

ち
ょ
っ
と
お
薬
だ
け
塗
っ
て
ね
。

り
ん
ご　

コ
ー
ヒ
ー
持
っ
て
い
き
ま
す
か
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
飲
む
？

清
　　

コ
ー
ヒ
ー
、
い
い
。

り
ん
ご　

コ
ー
ヒ
ー
飲
ま
な
い
？

清
　　

う
ん
、
う
ん
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
コ
ー
ヒ
ー
は…

…

。

清
　　

あ
、
じ
ゃ
あ
、
残
っ
た
ら
、
俺
、
あ
と
で
飲
む

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

本
当
？　

じ
ゃ
あ
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
こ
れ
、
こ
こ
さ
置
い
と
く
ね
。
こ
れ
、

　
　

コ
ー
ヒ
ー
。

ア
サ
ダ　

今
日
、カ
フ
ェ
で
、こ
れ
つ
く
っ
て
く
れ
た
や
つ
。

り
ん
ご　

カ
フ
ェ
の
コ
ー
ヒ
ー
出
す
け
の
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　

『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。
第
４
集
、
い
か
が
だ
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

最
後
は
渡
部 

清
さ
ん
に
、
震
災
前
の
浪
江
で
の

　
　

穏
や
か
な
生
活
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

　
　

た
。

　
　
　

人
生
の
先
輩
の
み
な
さ
ん
を
前
に
し
て
、
僕
の

　
　

よ
う
な
若
造
が
言
う
の
も
は
ば
か
れ
る
ん
で
す
け

　
　

れ
ど
も
、
番
組
を
つ
く
っ
て
い
て
、
つ
く
づ
く
考

　
　

え
さ
せ
ら
れ
る
の
が
、「
人
に
歴
史
あ
り
」と
い
う

　
　

こ
の
言
葉
で
す
。
震
災
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

　
　

こ
の
下
神
白
団
地
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
い

　
　

ま
、
み
な
さ
ん
は
暮
ら
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、
幸
か
不
幸
か
と
い
う
こ
と
は
い
っ
た
ん

　
　

置
い
て
お
い
て
、た
だ
事
実
と
し
て
、震
災
が
あ
っ

　
　

た
こ
と
で
、
い
ま
、
僕
は
み
な
さ
ん
と
こ
の
縁
を

　
　

結
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　

で
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
き
っ
か
け
で
あ
っ
て
、

　
　

そ
れ
以
前
の
膨
大
す
ぎ
る
み
な
さ
ん
の
記
憶
を
で

　
　

す
ね
、
こ
う
い
っ
た
音
楽
と
と
も
に
振
り
返
る
時

　
　

間
は
、
本
当
、
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
、
で
も
確

　
　

か
に
そ
こ
に
そ
の
方
々
が
生
き
て
い
た
重
み
、
そ

　
　

う
い
っ
た
も
の
を
多
少
な
り
と
も
受
け
取
ら
せ
て

　
　

も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
、
何
と
も
言
え
な
い
貴
重

　
　

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

そ
し
て
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
、
こ
の

　
　

ラ
ジ
オ
C
D
を
通
じ
て
、
出
身
町
も
世
代
も
超
え

　
　

て
わ
か
ち
合
っ
て
、
何
か
し
ら
出
会
い
に
つ
な
が

　
　

る
こ
と
を
勝
手
に
願
い
な
が
ら
、
僕
た
ち
は
こ
ん

　
　

な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

今
回
も
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
C
D
と
と
も
に

　
　

お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
。
集
会
場
の
入
り
口
に
あ

　
　

る
黄
色
い
ポ
ス
ト
に
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲
や

　
　

そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
簡
単
で
結
構
で
す
か
ら
、

　
　

書
い
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

そ
れ
で
は
、
次
回
お
楽
し
み
に
。

　
　
　

こ
の
夏
が
終
わ
れ
ば
ま
た
涼
し
い
秋
が
来
ま
す
。

　
　

季
節
の
変
わ
り
目
は
、
特
に
お
身
体
を
大
切
に
さ

　
　

れ
て
く
だ
さ
い
。
お
届
け
し
ま
し
た
の
は
、
『
ラ

　
　

ジ
オ
下
神
白
』
主
宰
の
音
楽
家
・
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
、

　
　

そ
し
て
、
り
ん
ご
ち
ゃ
ん
こ
と
榊 

裕
美
、
生
粋
の

　
　

小
名
浜
人
・
江
尻
浩
二
郎
の
３
名
で
し
た
。
あ
り

　
　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ  

く
さ  

べ

船の上で捕まえたあの風景



　
　

漁
師
を
辞
め
る
転
機
、
震
災
の
あ
の
日
の
エ
ピ

　
　

ソ
ー
ド
も
含
め
、
当
時
の
馴
染
み
深
い
音
楽
と
と

　
　

も
に
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

ど
う
ぞ
、
こ
の
下
神
白
か
ら
、
音
楽
と
と
も
に

　
　

海
の
記
憶
へ
と
漕
ぎ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は

　
　

永
崎
団
地
の
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
か
ら
お
届
け
し
た
い

　
　

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
海
と
初
恋
　

藁
谷　
（
写
真
を
見
な
が
ら
）
こ
れ
は
漁
場
に
向
か
う

　
　

途
中
。
こ
れ
は
マ
グ
ロ
獲
る
漁
具
で
す
。
漁
具
を

　
　

整
備
し
て
る
と
こ
ろ
で
す
。

り
ん
ご　

は
え
縄
？

藁
谷　

う
ん
、
は
え
縄
で
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
め
っ
ち
ゃ
い
い
で
す
。
後
ろ
に
広
が
る

　
　

こ
の…

…

。

藁
谷　

雲
ね
。

ア
サ
ダ　

雲
。
海
と
雲
と
す
ご
い
。

藁
谷　

こ
れ
は
お
そ
ら
く
ね
、
赤
道
あ
た
り
じ
ゃ
ね
え

　
　

か
な
っ
て
思
う
ん
で
す
け
ど
、
私
ら
は
北
か
ら
南

　
　

に
下
が
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
と
き
に
、
赤
道

　
　

を
通
過
す
る
と
、
「
赤
道
祭
」
っ
つ
う
の
を
や
る

　
　

ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

何
人
ぐ
ら
い
乗
り
組
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
？

藁
谷　

乗
組
員
は
23
名
だ
っ
た
と
思
う
か
な
、
こ
の
当

　
　

時
。
そ
れ
で
、
学
生
が
20
名
く
ら
い
乗
っ
た
と
思

　
　

う
。
だ
か
ら
、
こ
の
頃
の
福
島
丸
は
エ
ア
コ
ン
は

　
　

な
か
っ
た
け
ど
、
い
ま
は
全
部
エ
ア
コ
ン
で
。
そ

　
　

れ
で
、
わ
れ
わ
れ
の
と
き
に
は
海
星
高
校
（
福
島

　
　

県
立
い
わ
き
海
星
高
等
学
校
）
は
男
子
校
だ
っ
た

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

　
　

は
。
『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の

　
　

音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。
よ
う
こ
そ
、
司
会
の

　
　

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ
の
C
D
で
は
、
下
神
白

　
　

団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ま
ち
の
思
い
出
と
と

　
　

も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深
い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に

　
　

お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

み
な
さ
ん
、
と
に
か
く
暑
い
日
々
が
続
い
て
ま

　
　

す
ね
。
小
名
浜
エ
リ
ア
は
、
全
国
的
に
も
か
な
り

　
　

涼
し
い
で
す
し
、
以
前
よ
り
は
涼
し
く
な
っ
て
き

　
　

た
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
、
油
断
は
禁
物
で

　
　

す
。
水
分
補
給
や
ク
ー
ラ
ー
の
利
用
な
ど
、
熱
中

　
　

症
対
策
に
は
し
っ
か
り
取
り
組
ま
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

前
回
は
で
す
ね
、
そ
ん
な
暑
さ
と
は
対
照
的
に
、

　
　

３
月
の
寒
い
と
き
に
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
総
集
編
を
つ
く
り
ま
し
て
、
み
な
さ
ん
か
ら

　
　

た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
リ
ク
エ
ス
ト
を
ぎ
ゅ
っ
と

　
　

２
枚
組
の
C
D
に
し
て
ご
自
宅
に
配
り
に
行
き
ま

　
　

し
た
。
そ
の
節
は
、
た
く
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
、

　
　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

あ
れ
か
ら
５
か
月
経
ち
ま
し
て
、
今
回
で
第
４

　
　

集
と
な
る
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
。
特
集
は
海
の
男

　
　

た
ち
に
注
目
し
ま
し
た
。
下
神
白
団
地
４
号
棟
・

　
　

浪
江
町
ご
出
身
の
渡
部 

清
さ
ん
。
そ
し
て
今
回
初

　
　

と
な
る
、
お
隣
の
永
崎
団
地
か
ら
、
地
元
小
名
浜

　
　

の
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
に
登
場
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

お
ふ
た
り
の
共
通
点
は
元
漁
師
で
あ
る
こ
と
で

　
　

す
ね
。
マ
グ
ロ
を
追
い
か
け
て
、
大
き
な
海
へ
と

　
　

漕
ぎ
出
し
て
き
た
壮
大
な
生
活
と
と
も
に
、
ほ
ん

　
　

の
り
甘
酸
っ
ぱ
い
恋
愛
話
、
そ
し
て
沖
か
ら
戻
り

　
　

ん
で
す
け
ど
、
い
ま
は
女
子
も
入
っ
て
ま
す
の
で
、

　
　

風
呂
な
ん
か
も
女
子
用
の
が
あ
っ
て
。
私
ら
の
と

　
　

き
に
は
、
風
呂
は
潮
水
で
す
。

ア
サ
ダ　

な
ん
か
べ
た
っ
と
し
そ
う
な
印
象
は
あ
り
ま
す

　
　

け
ど
、
や
っ
ぱ
そ
う
で
し
ょ
？

藁
谷　

う
ん
、
着
て
る
も
の
も
、
要
す
る
に
真
水
使
え

　
　

な
い
か
ら
、
飲
む
だ
け
だ
か
ら
。
だ
か
ら
ね
、
風

　
　

呂
に
入
っ
た
あ
と
は
べ
た
べ
た
し
て
ま
す
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

着
る
も
の
も
し
っ
と
り
し
て
ま
す
。
だ
か
ら
、

　
　

ス
コ
ー
ル
が
来
る
と
、
外
に
出
て
裸
に
な
っ
て
。

ア
サ
ダ　

ス
コ
ー
ル
が
シ
ャ
ワ
ー
な
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

う
ん
、
シ
ャ
ワ
ー
代
わ
り
に
す
る
ん
で
す
。
だ

　
　

か
ら
、
若
い
頃
「
船
の
生
活
っ
て
ど
う
い
う
生
活

　
　

な
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞
か
れ
た
こ
と
あ
る
ん
で

　
　

す
、
女
性
の
方
に
。
て
い
の
い
い
刑
務
所
と
同
じ

　
　

だ
よ
。
陸
上
の
刑
務
所
っ
つ
う
の
は
自
由
が
な
い

　
　

で
し
ょ
。
海
の
場
合
は
、
自
由
が
あ
る
か
ら
。
当

　
　

直
以
外
は
遊
ん
で
る
っ
て
い
う
か
、
休
ん
で
ら

　
　

れ
っ
か
ら
。
で
、
あ
と
は
刑
務
所
の
塀
の
代
わ
り

　
　

に
、
海
が
塀
に
な
っ
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

海
が
あ
る
と
。

藁
谷　

ま
た
そ
れ
が
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
夕
涼
み
す
る

　
　

と
き
に
。

伊
藤
　
き
れ
い
だ
よ
ね
。

藁
谷　
（
写
真
を
見
な
が
ら
）
一
番
前
が
、
こ
れ
い
ま

　
　

潮
を
か
ぶ
っ
て
る
と
こ
ろ
か
な
、
う
ね
り
が
あ
っ

　
　

て
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
ピ
ッ
ト
に
座
っ
て
、
そ
れ

　
　

こ
そ
水
割
り
持
っ
て
、
風
呂
上
が
り
。
そ
れ
で
、

　
　

そ
の
と
き
に
聴
い
た
曲
が『
君
と
い
つ
ま
で
も
』っ

　
　

て
い
う
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
そ
こ
な
ん
で
す
ね
。

　
　

ち
の
部
屋
で
。

ア
サ
ダ　

聴
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

ス
テ
レ
オ
で
、
『
君
と
い
つ
ま
で
も
』
を
暗
い

　
　

部
屋
で
聴
い
て
ま
し
た
よ
。

ア
サ
ダ　

で
は
、
早
速
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
４
集
、
最
初
の
ナ
ン
バ
ー

　
　

で
す
。
藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
初
恋
の
思
い
出
の
曲
。

　
　

加
山
雄
三
『
君
と
い
つ
ま
で
も
』
。
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
世
界
と
の
出
会
い

ア
サ
ダ　

加
山
雄
三
は
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
聴
く
ん
で
す

　
　

か
？　

カ
セ
ッ
ト
と
か
持
ち
込
む
感
じ
で
す
か
、

　
　

当
時
。
レ
コ
ー
ド
？

藁
谷　

あ
の
ね
、
レ
コ
ー
ド
で
、
何
つ
う
の
か
、
ド
ー

　
　

ナ
ツ
盤
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
ド
ー
ナ
ツ
盤
。
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
船

　
　

に
あ
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
ち
ゃ
ん
と
デ
ッ
キ
に
つ
い
て
て
。

ア
サ
ダ　

デ
ッ
キ
に
つ
い
て
る
？

藁
谷　

違
う
、
ブ
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
る
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
ブ
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
て
。

藁
谷　

レ
コ
ー
ド
担
当
は
学
生
。
だ
か
ら
、
操
業
中
で

　
　

も
、
い
つ
も
レ
コ
ー
ド
。

伊
藤　

音
楽
は
流
れ
て
ん
の
？

藁
谷　

B
G
M
み
た
く
し
て
た
。

ア
サ
ダ　

D
J
を
学
生
が
担
当
し
て
？

藁
谷　

う
ん
、
そ
う
で
す
。
上
に
行
く
か
ら
。
学
生
は

　
　

上
の
片
づ
け
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
そ
こ
の
ブ
リ
ッ
ジ
の
部
分
に
プ
レ
ー

　
　

ヤ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
か
け
て
。

藁
谷　

そ
の
な
か
で
ね
、
操
舵
室
の
な
か
に
ラ
ジ
オ
と

　
　

か
、
ド
ー
ナ
ツ
盤
の
そ
の
、
何
つ
う
ん
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

再
生
し
た
ら
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
よ
う

　
　

に
な
っ
て
？

藁
谷　

表
に
付
い
て
ま
す
。

ア
サ
ダ　

表
に
。

藁
谷　

上
に
ス
ピ
ー
カ
ー
が
つ
い
て
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

目
の
前
に
広
が
る
海
見
な
が
ら
、
そ
の
B
G
M

　
　

が
流
れ
て
く
る
っ
て
い
う
。

藁
谷　

な
が
ら
仕
事
し
て
る
わ
け
で
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
。
音
楽
は
常
に
流
れ
て
る
ん
で
す
か
？

藁
谷　

そ
う
で
す
ね
、
操
業
中
は
ね
。
「
う
る
せ
え
か

　
　

ら
や
め
ろ
」
な
ん
て
い
う
人
も
い
る
け
ど
（
笑
）
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
そ
う
で
す
よ
ね
。
な

　
　

ん
か
も
う
、
音
楽
い
ら
な
い
か
ら
っ
て
い
う
人
も

　
　

い
る
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
。

藁
谷　

そ
う
。
た
だ
、
私
ら
は
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
、

　
　

何
つ
う
ん
か
な
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
や
つ
が

　
　

好
き
で
ね
、
あ
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
と
か
ね
。
や
っ
ぱ

　
　

り
南
さ
行
く
か
ら
。
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
と
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
ハ
ワ
イ
ア
ン
、
そ
う
で
す
ね
、
南
に

　
　

あ
た
た
か
い
と
こ
ろ
に
こ
う
、
向
か
っ
て
い
っ
て
。

藁
谷　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
北
島
の
オ
ー
ク
ラ
ン　

　
　

ド
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
一
番
北
端
で
す
ね
。

　
　

昔
は
こ
こ
が
首
都
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、

　
　

今
度
は
、
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
。
い
ま
は
南
島
の
ウ
エ

　
　

リ
ン
ト
ン
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
首
都
に
な
っ

　
　

て
ま
す
け
ど
、
こ
っ
ち
夏
で
す
か
ら
、
あ
っ
ち
冬

　
　

な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
冬
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
持
っ

　
　

て
く
ん
で
す
よ
、
み
ん
な
。
ハ
ワ
イ
さ
行
く
と
き

　
　

に
は
、
ホ
ノ
ル
ル
に
入
り
ま
す
か
ら
。
そ
の
と
き

　
　

に
は
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
に
、
一
応
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
っ
て
い
く
ん
で

　
　

す
ね
。
船
の
上
で
病
気
に
な
っ
た
り
と
か
い
う
こ

　
　

と
も
？

藁
谷　

あ
り
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

お
医
者
さ
ん
乗
っ
て
は
り
ま
す
？

藁
谷　

あ
の
ね
、
い
ま
、
医
者
は
い
ら
な
い
で
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
。

藁
谷　

私
の
と
き
は
ね
、
足
怪
我
し
て
ね
、
ト
ラ
ッ
ク

　
　

島
っ
て
、
昔
日
本
の
海
軍
い
た
と
こ
ろ
、
あ
そ
こ
、

　
　

ア
メ
リ
カ
の
軍
事
基
地
な
ん
で
す
ね
。
だ
け
ど
、

　
　

ア
メ
リ
カ
っ
つ
う
の
は
、
軍
事
基
地
に
は
な
か
な

　
　

か
入
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と

　
　

は
入
れ
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
入
っ
た
ら
、
そ
う

　
　

い
う
ふ
う
に
カ
メ
ラ
は
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　

み
ん
な
「
し
ま
っ
て
く
れ
、
し
ま
っ
て
く
れ
」
。

ア
サ
ダ　

も
う
全
部
没
収
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

そ
し
て
、
あ
と
、
岸
壁
さ
は
着
け
な
い
ん
で
す

　
　

け
ど
、
あ
あ
い
う
、
小
さ
な
船
で
。

伊
藤　

は
し
け
で
？

藁
谷　

う
ん
、
は
し
け
で
。

伊
藤　

迎
え
に
来
て
？

藁
谷　

迎
え
に
来
て
。
そ
ん
で
、
病
院
。
怪
我
し
て
、

　
　

ど
こ
だ
っ
た
っ
け
な
、
ヌ
メ
ア
か
。
ヌ
メ
ア
っ
て

　
　

フ
ラ
ン
ス
領
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
で
も
や
っ
ぱ

　
　

り
操
業
中
に
、
こ
の
マ
グ
ロ
釣
る
針
、
こ
っ
か
ら

　
　

こ
う
入
れ
ち
ゃ
っ
て
、
出
血
多
量
で
ね
。
そ
れ
で
、

　
　

ヌ
メ
ア
に
入
っ
て
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
、
で
も
そ
う
で
す
ね
。

藁
谷　

そ
う
い
う
こ
と
あ
り
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

船
の
上
で
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
も
う
。

藁
谷　

そ
の
頃
好
き
な
人
い
た
ん
で
す
わ
。
そ
の
と
き

　
　

に
ね
、
ま
あ
こ
れ
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
。
あ
と
で
後

　
　

悔
し
た
ん
で
す
け
ど
、
１
航
海
休
ん
で
ね
、
口
説

　
　

け
ば
い
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
ス
ト
ー
カ
ー
じ
ゃ

　
　

な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
彼
女
は
自

　
　

分
の
気
持
ち
、
変
わ
ん
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
れ
が
１
航
海
、
90
日
考
え
る
余
地
を
与
え
ち
ゃ

　
　

っ
た
ん
で
す
よ
、
彼
女
に
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

藁
谷　

そ
ん
で
う
ち
に
帰
っ
て
き
て
電
話
し
た
ら
ば
、

　
　

い
ま
で
も
覚
え
て
ま
す
、
そ
の
言
葉
。
「
も
う
会

　
　

わ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
」
っ
て
言
わ
れ
ま

　
　

し
た
。
平
の
喫
茶
店
で
ね
、
ま
わ
り
に
人
い
た
ん

　
　

だ
け
ど
気
に
も
し
な
い
で
、
ま
あ
こ
こ
ろ
に
あ
っ

　
　

た
ん
だ
ろ
う
な
、
そ
う
い
う
こ
と
を
一
生
懸
命
に

　
　

な
っ
て
話
し
ま
し
た
け
ど
ね
。

　
　
　

そ
れ
で
、
う
ち
は
そ
の
あ
と
だ
っ
た
か
な
、
家

　
　

内
と
の
あ
れ
は
。
家
内
と
そ
う
い
う
状
態
で
、
ま

　
　

さ
か
そ
っ
ち
の
女
の
子
と
あ
れ
し
て
る
な
ん
て
い

　
　

う
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
ね
、
そ
っ
ち
の
女
の
子

　
　

が
先
だ
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
も
う
50
年
。
金
婚
式
も
迎
え
ら
れ
て
、

　
　

素
晴
ら
し
い
で
す
。

藁
谷　

そ
う
い
う
こ
と
あ
っ
た
ん
で
す
か
な
ん
て
、
ま

　
　

あ
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
は
ね
、
そ
の
頃
。
男
だ
も
の
。

一
同　
（
笑
）
。

ア
サ
ダ　

ま
あ
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
や
ふ
た
つ
あ

　
　

る
と
思
い
ま
す
け
ど
。

藁
谷　

家
内
だ
っ
て
、
女
に
も
も
て
な
か
っ
た
ん
だ
っ

　
　

ぺ
か
な
っ
て
あ
れ
し
た
ら
ば
、
魅
力
な
い
ん
じ
ゃ

　
　

な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ん
に
し
て
み
た
ら
、
う
ん
。

藁
谷　

で
、
う
ち
の
家
内
と
は
見
合
い
で
す
。

ア
サ
ダ　

お
見
合
い
で
。

藁
谷　

う
ん
。
家
内
の
働
い
て
た
工
場
に
、
う
ち
の
親

　
　

戚
の
お
ば
さ
ん
が
い
た
の
。
で
、
そ
の
人
が
別
の

　
　

人
に
、
お
嫁
さ
ん
紹
介
し
た
の
ね
。
そ
し
た
ら
、

　
　

う
ち
の
お
ふ
く
ろ
が
、
う
ち
の
息
子
に
も
お
嫁
さ

　
　

ん
紹
介
し
て
く
れ
ね
か
っ
て
い
う
こ
と
で
、
い
ま

　
　

の
家
内
の
と
こ
さ
、
話
い
っ
た
ん
で
す
。
で
ね
、

　
　

初
め
て
会
っ
た
の
は
、
年
は
忘
れ
た
け
ど
、
１
月

　
　

19
日
に
会
っ
た
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

日
付
ま
で
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
、

　
　

は
っ
き
り
と
。

藁
谷　

と
に
か
く
小
名
浜
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
や
っ
て

　
　

い
う
こ
と
で
話
進
め
て
た
み
た
い
だ
か
ら
。
そ
し

　
　

て
見
合
い
を
し
て
、
そ
ん
で
23
日
三
崎
に
戻
っ
た

　
　

と
き
に
、
泉
駅
ま
で
送
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
結
婚

　
　

す
る
前
の
、
た
だ
１
回
の
デ
ー
ト
な
ん
で
す
よ
。

　
　
　

そ
ん
で
、
私
、
沖
さ
行
っ
ち
ゃ
っ
た
で
し
ょ
。

　
　

で
、う
ち
の
お
や
じ
が
、結
局
惚
れ
た
っ
て
い
う
か
。

ア
サ
ダ　

あ
、
お
父
さ
ま
が
気
に
入
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

気
に
入
ら
れ
た
。
う
ち
の
家
内
も
ね
、
お
父
さ

　
　

ん
っ
て
い
う
の
は
戦
争
で
戦
死
し
た
人
で
、
母
子

　
　

家
庭
で
育
っ
た
子
だ
か
ら
、
お
ふ
く
ろ
さ
ん
と
ふ

　
　

た
り
で
来
た
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
だ
か
ら
、
結
婚

　
　

す
る
前
に
逃
げ
ら
ん
ね
え
よ
う
に
、
樽
入
れ
し
ち

　
　

ま
お
う
っ
つ
っ
て
、
俺
い
な
い
う
ち
に
樽
入
れ
し

　
　

ち
ゃ
っ
た
の
。
樽
入
れ
っ
て
い
う
の
わ
か
る
？　

　
　

婚
約
で
す
よ
。

　
　
　

そ
の
と
き
ね̶

̶

お
も
し
ろ
い
ん
だ
よ
ね
、
い

　
　

ま
考
え
て
み
る
と
本
当
に
。俺
、何
だ
っ
た
ん
だ
っ

　
　

ぺ
な
と
思
う
ん
だ
け
ど̶

̶

そ
う
い
う
こ
と
で
私

　
　

が
、
落
ち
込
ん
で
た
わ
け
だ
。
そ
し
た
ら
、
私
の

　
　

友
だ
ち
が
ど
う
し
た
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
で
、
こ

　
　

う
言
わ
れ
た
ん
だ
っ
て
。
「
じ
ゃ
あ
、
俺
、
仲
も

　
　

つ
か
ら
」
っ
て
い
う
わ
け
で
、
平
さ
行
っ
て
ね
、

　
　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
し
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き

　
　

に
彼
女
呼
ん
で
く
れ
た
ん
で
す
よ
、
連
絡
取
れ
て
。

　
　
　

そ
ん
で
、
食
事
３
人
で
し
て
終
わ
っ
て
、
そ
ん

　
　

で
彼
女
の
う
ち
ま
で
タ
ク
シ
ー
で
送
っ
て
っ
た
ん

　
　

で
す
わ
、
私
。そ
れ
が
最
後
。「
幸
せ
に
な
れ
な
」っ

　
　

て
言
っ
て
。
馬
鹿
み
て
え
だ
っ
ぺ
ね
。

伊
藤　

幕
引
き
だ
。

ア
サ
ダ　

な
ん
て
、
じ
ー
ん
と
く
る
、
こ
れ
は
。

伊
藤　

ダ
ン
デ
ィ
ー
だ
ね
。

藁
谷　

だ
か
ら
、
そ
れ
が
ま
た
お
も
し
ろ
い
の
。
そ
の

　
　

あ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

伊
藤　

え
、
何
、
何
？

ア
サ
ダ　

聞
き
た
い
で
す
ね
、
そ
こ
は
。

藁
谷　

そ
の
人
は
、
最
終
的
に
は
役
所
に
勤
め
て
た
人

　
　

と
一
緒
に
な
っ
た
の
ね
。
そ
れ
で
、
で
き
た
女
の

　
　

子
が
ね
、
成
人
っ
つ
う
か
お
っ
き
く
な
っ
て
、
彼

　
　

女
に
そ
っ
く
り
な
娘
で
。
そ
れ
が
、
う
ち
の
家
内

　
　

が
勤
め
て
た
と
こ
ろ
で
、
事
務
や
っ
て
た
の

　
　
（
笑
）
。
家
内
と
結
婚
し
て
、
あ
る
日
突
然
、
そ

　
　

れ
こ
そ
、
そ
の
人
と
瓜
ふ
た
つ
の
人
が
目
の
前
に

　
　

現
れ
た
。

　
　
　

写
真
も
あ
っ
た
よ
。
あ
の
三
崎
の
公
園
で
な
ん

　
　

か
写
真
一
緒
に
撮
っ
た
よ
う
な
の
が
。
い
ま
の
三

　
　

崎
の
公
園
じ
ゃ
な
く
ね
、
前
の
。
そ
れ
を
み
ん
な
、

　
　

水
に
流
し
た
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も
、
津
波
で
み
ん

　
　

な
な
く
な
っ
た
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
。

藁
谷　

も
う
会
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て
っ
て
、

　
　

俺
は
帰
っ
て
き
て
言
わ
れ
た
と
き
も
、
自
分
の
う

　
　

ん
だ
け
ど
、
結
局
、
何
つ
う
の
か
な
、
お
金
の
回

　
　

転
悪
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
。そ
ん
で
、市
場
さ
行
っ

　
　

て
も
魚
買
え
ね
え
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
わ
け
。

　
　
　

そ
れ
を
息
子
ふ
た
り
が
見
て
た
わ
け
だ
ね
。
そ

　
　

ん
で
自
分
ら
は
今
度
何
を
す
る
か
っ
つ
う
こ
と
で
、

　
　

最
初
は
エ
ビ
フ
ラ
イ
、
冷
凍
食
品
と
い
え
ば
エ
ビ

　
　

フ
ラ
イ
っ
つ
う
の
、
あ
る
で
し
ょ
。
あ
れ
の
走
り

　
　

の
頃
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
か
タ
イ
と
か
。
日

　
　

本
の
エ
ビ
使
っ
て
た
ら
あ
ん
な
の
で
き
な
い
か
ら
、

　
　

高
く
て
。
外
国
の
エ
ビ
で
も
ね
、
お
い
し
い
の
ね
。

　
　

私
も
一
回
手
伝
っ
た
こ
と
あ
ん
だ
け
ど
、
メ
キ
シ

　
　

コ
の
エ
ビ
が
一
番
う
ま
い
ん
で
す
。

　
　
　

そ
ん
で
結
局
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
き
ょ

　
　

う
だ
い
で
そ
う
い
う
冷
凍
食
品
扱
う
工
場
を
つ

　
　

く
っ
て
、
エ
ビ
の
フ
ラ
イ
の
仕
事
を
初
め
や
っ
た

　
　

ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き
に
私
の
家
内
の
妹
の
亭
主

　
　

が
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
面
で
は
、
人
よ
り
も
仕

　
　

事
が
で
き
る
人
間
で
、
す
ご
く
２
番
目
の
人

　
　
（
弟
）
が
気
に
入
っ
て
て
ね
。
そ
ん
で
あ
る
と
き

　
　

に
、「
藁
谷
く
ん
、
あ
ん
た
い
つ
ま
で
も
船
に
乗
っ

　
　

て
る
わ
け
で
ね
え
だ
ろ
」
と
。
そ
う
い
う
相
談
か

　
　

け
ら
れ
た
わ
け
だ
。

　
　
　

そ
ん
で
弟
の
ほ
う
は
、
妹
の
亭
主
の
ほ
う
に

　
　

̶
̶

家
内
の
ね̶

̶

「
い
や
、
俺
の
右
腕
に
し
て

　
　

ん
だ
」
と
。
だ
け
ど
も
、
右
腕
に
し
た
い
の
に
は
、

　
　

彼
が
い
ま
や
っ
て
い
る
エ
ビ
の
皮
む
き
、
結
局
、

　
　

彼
の
こ
と
使
え
た
け
れ
ど
も
、
後
継
者
が
い
な
け

　
　

れ
ば
あ
れ
す
る
わ
け
。
そ
ん
で
そ
う
言
わ
れ
て
、

　
　

そ
ん
と
き
ち
ょ
う
ど
冷
凍
の
ほ
う
や
っ
て
て
、
腰

　
　

も
痛
め
て
た
か
ら
、
じ
ゃ
あ
と
思
っ
て
。
そ
れ
が

　
　

き
っ
か
け
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。
そ
の
藁
谷
さ
ん
が
ち
ょ

　
　

う
ど
漁
師
か
ら
そ
の
加
工
の
仕
事
を
さ
れ
る
時

　
　

期
っ
て
、
さ
っ
き
エ
ビ
フ
ラ
イ
の
話
を
仰
っ
て
ま

　
　

し
た
け
ど
、
こ
れ
も
加
工
食
品
に
で
き
ん
じ
ゃ
な

　
　

い
か
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

　
　

た
ん
で
す
ね
。

藁
谷　

う
ん
、
あ
っ
た
ね
。
あ
の
時
期
は
ね
、
ハ
ワ
イ

　
　

ア
ン
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
前
。
常
磐
炭
鉱
が
閉
鎖

　
　

し
た
と
き
、
あ
の
頃
か
ら
だ
か
ら
。
そ
ん
で
、
閉

　
　

鎖
し
て
、
地
元
の
あ
の
炭
鉱
長
屋
に
い
た
人
ら
が
、

　
　

パ
ン
粉
つ
け
て
こ
う
や
っ
て
握
る
。

ア
サ
ダ　

結
局
仕
事
ね
。
そ
っ
ち
か
ら
変
わ
る
ん
で
す
よ

　
　

ね
、
炭
鉱
の
仕
事
か
ら
。

藁
谷　

そ
う
い
う
の
を
こ
っ
ち
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

　
　

行
っ
て
、
乗
せ
て
き
て
、
そ
ん
で
つ
く
っ
た
わ
け
。

　
　

そ
う
い
う
の
を
つ
く
ら
せ
ん
だ
、
女
工
さ
や
ら
せ

　
　

た
。
で
、
終
わ
っ
て
夕
方
に
な
る
と
、
ま
た
マ
イ

　
　

ク
ロ
バ
ス
さ
乗
せ
て
、
常
磐
ま
で
送
っ
て
く
っ
て

　
　

い
う
、
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
み
ん
な
そ
こ
で
働
き
出
し
た
ん
だ
、

　
　

女
工
さ
ん
た
ち
は
。

藁
谷　

う
ん
。
そ
ん
で
、
あ
の
炭
鉱
の
廃
油
っ
つ
う
の

　
　

か
な
、
そ
れ
が
炭
鉱
閉
鎖
し
て
も
出
て
た
か
ら
、

　
　

結
局
お
湯
を
使
っ
て
や
っ
た
の
が
、
い
ま
の
ハ
ワ

　
　

イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
な
ん
で
す
。
最
初
は
馬
鹿
扱
い

　
　

で
す
、
あ
ん
な
こ
と
や
っ
て
っ
て
。
そ
れ
が
成
功

　
　

し
た
ら
、
「
さ
ま
さ
ま
」
だ
わ
な
。

ア
サ
ダ　

が
ら
っ
と
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
神
さ
ま
扱
い
だ
も
ん
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
そ
れ
ね
、
わ
か
ん
な
い
で
す
も
ん
ね
、

　
　

最
初
は
無
理…

…

。

藁
谷　

う
ん
、
だ
か
ら
、
映
画
の
『
フ
ラ
ガ
ー
ル
』
観

　
　

る
と
わ
か
る
け
れ
ど
も
さ
、
最
初
は
本
当
に
炭
鉱

　
　

の
娘
だ
か
ら
踊
っ
て
て
、
い
ま
み
て
え
な
、
か
わ

　
　

い
こ
ち
ゃ
ん
で
ね
か
っ
た
か
ら
さ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
こ
そ
下
神
白
団
地
の
佐
山
さ
ん
と
か
、
い

　
　

ろ
ん
な
方
か
ら
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
話

　
　

が
出
て
い
て
、
お
子
さ
ん
を
一
緒
に
連
れ
て
っ
て
、

　
　

つ
い
で
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
観
た
と
か
、
結
構
そ
ん

　
　

な
話
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
よ
く
い
ろ
ん
な
歌
手

　
　

と
か
も
来
ら
れ
て
た
ん
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

あ
あ
、
来
て
ま
し
た
ね
、
日
曜
日
の
た
ん
び
に

　
　

来
て
ま
し
た
ね
。

ア
サ
ダ　

毎
週
来
て
た
の
か
、
す
ご
い
な
。

藁
谷　

ま
た
こ
れ
も
古
い
話
に
な
っ
け
ど
、
一
番
先
に

　
　

来
た
歌
手
っ
つ
う
の
は
、
日
野
て
る
子
な
ん
で
す

　
　

よ
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
で
歌
っ
た
人
で
。

ア
サ
ダ　

一
番
最
初
に
来
ら
れ
た
の
が
？

藁
谷　

そ
う
で
す
、
１
月
15
日
。
そ
れ
覚
え
て
る
の
は
、

　
　

私
の
誕
生
日
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

藁
谷
さ
ん
、
は
っ
き
り
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま

　
　

す
ね
。
そ
れ
、
観
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

藁
谷　

観
ま
し
た
。
私
も
ハ
ワ
イ
ア
ン
好
き
だ
っ
た
か

　
　

ら
。
だ
か
ら
ど
っ
ち
か
と
言
う
と
、
ス
チ
ー
ル
ギ

　
　

タ
ー
の
音
楽
が
好
き
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

３
曲
目
の
ナ
ン
バ
ー
で
す
。
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン

　
　

セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

　
　

り
、
藁
谷
さ
ん
も
目
の
当
た
り
に
し
た
、
日
野
て

　
　

る
子
さ
ん
の
楽
曲
で
す
。
『
南
国
の
夜
』
、
聴
い

　
　

て
く
だ
さ
い
。

藁
谷　

あ
と
、
だ
い
た
い
盲
腸
が
多
い
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
盲
腸
か
。

藁
谷　

う
ん
。
私
も
一
回
、
ま
あ
自
分
が
不
注
意
だ
っ

　
　

た
ん
で
す
け
ど
、
頭
か
ら
落
っ
こ
っ
て
、
デ
ッ
キ

　
　

に
ね
。
そ
れ
で
、
肩
打
っ
て
、
こ
っ
ち
の
肩
だ
っ

　
　

た
か
な
。
そ
ん
で
胸
な
ん
か
本
当
に
女
の
人
の
胸

　
　

よ
り
お
っ
き
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
ん
で
、
学
校

　
　

と
小
名
浜
の
無
線
局
と
連
絡
取
っ
て
、
そ
れ
で
あ

　
　

と
学
校
の
ほ
う
で
医
者
と
連
絡
取
っ
て
て
、
ど
う

　
　

し
ろ
、
こ
う
し
ろ
っ
て
い
う
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
の
処
置
の
仕
方
を
、
そ
の
と
き
連
絡

　
　

し
合
っ
て
。

藁
谷　

う
ん
、
そ
う
そ
う
。
衛
生
管
理
者
っ
て
い
う
の

　
　

が
ひ
と
り
乗
っ
て
て
、
医
者
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

藁
谷　

船
の
場
合
は
、
1
0
0
人
以
上
の
乗
組
員
で
な

　
　

い
と
、
医
者
い
ら
な
い
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

藁
谷　

で
、
飛
び
降
り
て
、
こ
こ
へ
こ
う
、
湿
布
し
て

　
　

ね
、
そ
ん
で
、
あ
ん
ま
り
最
悪
の
場
合
は
、
ラ
バ

　
　

ウ
ル
に
入
る
よ
う
に
っ
て
い
う
指
示
が
、
だ
か
ら
、

　
　

そ
の
ま
わ
り
で
操
業
し
て
た
わ
け
で
す
よ
。
だ
け

　
　

ど
、
そ
の
、
す
ん
な
り
こ
う
、
落
ち
着
い
た
か
ら
。

伊
藤　

そ
の
無
線
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
モ
ー
ル
ス
信
号
な

　
　

ん
で
す
か
？

藁
谷　

モ
ー
ル
ス
で
す
よ
。
い
ま
は
わ
か
ん
な
い
で
す

　
　

よ
、
い
ま
は
衛
星
使
っ
て
ま
す
か
ら
、
電
話
な
ん

　
　

か
も
適
用
に
な
る
か
も
わ
か
ん
な
い
で
す
け
ど
、

　
　

私
ら
の
と
き
に
は
一
番
の
、
自
分
ら
の
楽
し
み
っ

　
　

つ
う
と
、
い
ま
で
言
う
と
、
F
A
X
ね
。

伊
藤　

そ
ん
な
の
あ
っ
た
ん
で
す
ね
、
電
送
み
た
い
な
。

藁
谷　

う
ん
、
あ
り
ま
し
た
。
１
日
１
回
新
聞
が
流
れ

　
　

て
く
る
ん
で
す
よ
。だ
か
ら
、ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
勝
っ

　
　

た
と
か
さ
、
阪
神
負
け
た
と
か
っ
て
い
う
。

　
　
　

そ
ん
と
き
に
見
て
、
い
ま
で
も
残
っ
て
る
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
太
平
洋
側
で
操
業
し

　
　

て
た
と
き
で
す
け
ど
、
チ
リ
地
震
が
あ
っ
て
、
津

　
　

波
が
あ
っ
た
で
し
ょ
、
こ
っ
ち
で
。

　
　
　

そ
の
と
き
の
被
害
な
ん
か
も
全
部
F
A
X
で
、

　
　

１
日
１
回
だ
け
。
そ
ん
で
あ
と
は
ね
、
短
波
放
送

　
　

が
入
る
の
か
な
。
で
、
あ
と
、
ハ
ワ
イ
の
近
く
に

　
　

行
く
と
、
や
っ
ぱ
り
日
本
語
放
送
入
り
ま
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
入
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。

藁
谷　

そ
う
そ
う
、
そ
の
く
ら
い
だ
っ
た
か
な
、
楽
し

　
　

み
っ
て
い
う
と
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
短
波
放
送
か
。

藁
谷　

日
本
短
波
放
送
っ
て
い
う
の
か
な
。

ア
サ
ダ　

ラ
ジ
オ
短
波
っ
て
ね
、
あ
り
ま
し
た
ね
。

藁
谷　

そ
ん
で
、
ア
ン
テ
ナ
は
ね
、
表
の
一
番
前
に
あ

　
　

る
マ
ス
ト
の
上
か
ら
さ
、
み
ん
な
で
と
っ
て
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
、
船
の
上
っ
て
い
う
の
は
、
レ

　
　

コ
ー
ド
を
聴
く
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
け

　
　

ど
、
国
に
近
づ
く
と
ね
、
そ
こ
の
現
地
の
ラ
ジ
オ

　
　

が
入
っ
て
き
て
。

藁
谷　

現
地
の
ラ
ジ
オ
が
入
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
あ
と

　
　

は
12
月
30
日
で
、
も
う
う
ち
な
ん
か
も
お
正
月
と

　
　

か
お
盆
な
ん
か
ね
え
か
ら
。
そ
う
す
る
と
ね
、
N

　
　

H
K
の
紅
白
歌
合
戦
が
、
海
外
向
け
の
、
ブ
ラ
ジ

　
　

ル
あ
た
り
さ
流
す
や
つ
が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
わ
。

　
　

そ
れ
に
み
ん
な
か
じ
り
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
な
ん
か

　
　

な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

大
晦
日
で
す
ね
、
紅
白
っ
て
。
そ
の
当
時
の
こ

　
　

と
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
？　

歌
と
か
、
ど
う

　
　

い
う
歌
手
が
出
て
た
か
と
か
っ
て
。

藁
谷　

歌
手
っ
て
か
、
ま
あ
そ
の
当
時
は
三
波
春
夫
と

　
　

か
さ
、
春
日
八
郎
と
か
ね
、
あ
あ
い
う
人
ら
だ
ね
。

　
　

あ
あ
い
う
人
が
多
か
っ
た
ね
。
ま
あ
多
か
っ
た
と

　
　

い
う
か
、
あ
あ
い
う
連
中
だ
ね
。
美
空
ひ
ば
り
は

　
　

ず
っ
と
あ
れ
し
て
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
ず
っ
と
出
て
は
り
ま
し
た
。

藁
谷　

あ
と
は
、
ま
あ
亡
く
な
っ
た
島
倉
千
代
子
な
ん

　
　

か
ね
。
若
い
頃
ね
、
み
ん
な
ね
。

ア
サ
ダ　

チ
リ
沖
地
震
が
起
き
た
1
9
6
0
年
、
昭
和
35

　
　

年
。
当
時
は
藁
谷
さ
ん
は
18
歳
、
そ
ん
な
時
代
、

　
　

海
の
上
の
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
き
た
紅
白
歌
合
戦

　
　

で
は
ど
ん
な
曲
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

そ
の
な
か
で
も
印
象
深
い
曲
を
藁
谷
さ
ん
に
選
ん

　
　

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
聴
い
て
く
だ
さ

　
　

い
。
森
山
加
代
子
で
『
月
影
の
キ
ュ
ー
バ
』
で
す
、

　
　

ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

藁
谷
鐵
雄
さ
ん
の
転
機
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

ア
サ
ダ　

28
歳
ま
で
で
し
た
っ
け
、
海
に
出
ら
れ
て
た
の

　
　

は
。

藁
谷　

そ
う
で
す
。

ア
サ
ダ　

漁
師
を
辞
め
る
こ
と
を
決
め
た
き
っ
か
け
っ
て

　
　

あ
っ
た
ん
で
す
か
？

藁
谷　

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
と
同
じ
地
域
に
い
た
人

　
　

で
、
い
ま
常
磐
で
永
谷
園
の
仕
事
を
し
て
る
人
が

　
　

い
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
人
と
い
う
の
は
、
昔
だ
か

　
　

ら
お
や
じ
さ
ん
な
ん
か
は
加
工
屋
さ
ん
や
っ
て
て
、

　
　

そ
れ
こ
そ
、
頬
刺
し
と
か
み
り
ん
干
し
や
っ
て
た

ア
サ
ダ　

み
ん
な
お
金
落
と
す
か
ら
ね
。

清
　　

若
い
ぶ
ん
、
お
金
使
い
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
。

ア
サ
ダ　

三
崎
か
ら
船
乗
っ
て
た
っ
て
こ
と
は
、
お
家
は

　
　
　

当
時
三
崎
に
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

い
や
、下
宿
。み
ん
な
日
本
か
ら
集
ま
っ
て
く
っ

　
　

ぺ
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
か
ら
。
う
ち
、
あ
る
わ
け
ね

　
　

え
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
下
宿
し
て
、
船
に

　
　

乗
っ
て
る
の
。
ア
パ
ー
ト
借
り
る
っ
て
い
う
人
も

　
　

い
ね
え
よ
。
ア
パ
ー
ト
借
り
る
ま
で
い
か
ね
え
。

　
　

俺
ら
、
何
十
日
も
い
る
わ
け
じ
ゃ
ね
え
ん
だ
か
ら
。

　
　

せ
い
ぜ
い
だ
っ
て
、
１
か
月
か
な
ん
ぼ
だ
。
だ
か

　
　

ら
、
下
宿
の
ほ
う
が
い
い
の
。
知
り
合
い
が
い
っ

　
　

ぺ
。
船
で
話
し
て
も
ら
っ
て
、
下
宿
、
あ
あ
、
い

　
　

い
よ
っ
て
言
わ
れ
れ
ば
そ
こ
行
っ
て
。

ア
サ
ダ　

仮
住
ま
い
な
ん
だ
な
、
ず
っ
と
。

清
　　

う
ん
。
下
宿
だ
か
ら
、
朝
パ
ン
し
か
食
事
が
出

　
　

ね
え
わ
け
。
昼
は
出
な
い
か
ら
。
だ
け
ど
も
、
夜

　
　

に
な
っ
と
食
事
行
っ
た
り
、
こ
れ
行
っ
た
り
、
す

　
　

し
屋
行
っ
た
り
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
行
く
わ
。
行
く
わ
行
く
わ
、
そ
ら
。

り
ん
ご　

仲
間
の
漁
師
と
行
く
の
け
、
そ
う
い
う
の
は
。

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

仲
間
の
漁
師
と
行
く
の
？　

飲
み
に
。
誰
と
一

　
　

緒
に
行
く
の
？　

女
の
子
？

清
　　

い
や
、
向
こ
う
行
っ
た
ら
女
の
子
い
っ
ぺ
よ
。

一
同　
（
笑
）
。

り
ん
ご　

女
の
子
い
る
と
こ
さ
、
行
く
の
ね
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
漁
師
友
だ
ち
と
一
緒
に
、
じ
ゃ
あ
、
今

　
　

日
も
行
く
か
っ
て
感
じ
で
？

清
　　

う
ん
、
そ
う
、
う
ん
。

り
ん
ご　

ス
ナ
ッ
ク
？　

バ
ー
？

清
　　

う
ん
、
ス
ナ
ッ
ク
、
バ
ー…

…

そ
う
だ
な
、
あ

　
　

の
頃
ね
、
ま
だ
ス
ナ
ッ
ク
っ
て
い
う
の
は
な
か
っ

　
　

た
ん
だ
。そ
れ
で
、俺
が
い
る
途
中
で
ス
ナ
ッ
ク
っ

　
　

て
い
う
の
、
で
き
た
の
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
が
行
っ
て
た
ス
ナ
ッ
ク
・
バ
ー
っ
て
、

　
　

音
楽
と
か
か
か
っ
て
た
の
？

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

曲
と
か
か
か
っ
て
た
？

清
　　

若
い
と
き
か
ら
外
国
ば
っ
か
り
行
っ
て
た
か
ら
、

　
　

外
国
の
音
楽
が
好
き
だ
っ
た
の
。
日
本
の
音
楽
聴

　
　

か
ね
え
も
ん
。
だ
か
ら
、
テ
レ
ビ
で
な
ん
か
た
ま

　
　

に
や
っ
ぺ
。聴
い
た
こ
と
ね
え
よ
。性
に
合
わ
ね
え
。

ア
サ
ダ　

そ
う
よ
ね
、
な
ん
か
清
さ
ん
か
ら
歌
謡
曲
の
話

　
　

が
上
が
っ
た
こ
と
な
い
も
ん
な
。

清
　　

う
ん
、
日
本
の
音
楽
は
性
に
合
わ
ね
え
。

ア
サ
ダ　

外
国
の
音
楽
っ
て
な
る
と
、
ど
こ
の
国
の
音
楽

　
　

が
清
さ
ん
、
性
に
合
う
？

清
　　

ブ
ラ
ジ
ル
の
音
楽
す
ご
い
ぞ
。
サ
ン
バ
、
ボ
サ

　
　

ノ
バ
、
踊
り
も
い
い
よ
、
す
ご
い
か
ら
。
キ
ャ
バ

　
　

レ
ー
行
く
べ
。
そ
う
す
っ
と
、
専
門
家
じ
ゃ
ね
え

　
　

ん
だ
。
お
客
さ
ん
が
行
っ
て
、
こ
う
ス
テ
ー
ジ
が

　
　

あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
踊
っ
た
り
、
素
晴
ら
し
い
。

　
　
　

カ
ー
ニ
バ
ル
も
ブ
ラ
ジ
ル
へ
２
年
い
た
か
ら
、

　
　

２
回
見
て
る
。
素
晴
ら
し
い
ぞ
、
カ
ー
ニ
バ
ル
。

　
　

す
ご
い
女
の
人
た
ち
が
、
こ
う
、
短
い
ス
カ
ー
ト

　
　

だ
け
れ
ど
も
何
百
人
っ
て
踊
っ
て
く
る
の
。
何
百

　
　

人
ま
で
い
ね
え
か
。
そ
う
す
っ
と
、
そ
れ
に
あ
と

　
　

く
っ
つ
い
て
踊
っ
て
く
ん
の
。

　
　
　

そ
れ
で
ブ
ラ
ジ
ル
は
ね
、
飲
ん
で
も
食
っ
て
も

　
　

安
い
。
そ
れ
で
、
う
ま
い
も
の
食
え
っ
か
ら
。

江
尻　

ブ
ラ
ジ
ル
は
な
ん
て
い
う
ま
ち
に
い
た
ん
で
す

　
　

か
？

清
　　

レ
シ
フ
ェ
。

ア
サ
ダ　

レ
シ
フ
ェ
？

清
　　

う
ん
。
レ
シ
フ
ェ
っ
て
、
こ
っ
ち
は
ア
ル
ゼ
ン

　
　

チ
ン
、
こ
っ
ち
は
太
平
洋
側
、
こ
れ
、
パ
ナ
マ
運

　
　

河
な
。
こ
れ
を
北
へ
行
く
と
、
中
南
米
っ
て
い
っ

　
　

て
、
ず
っ
と
行
く
と
メ
キ
シ
コ
あ
っ
て
、
そ
の
下

　
　

へ
行
く
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
。
だ
か
ら
、
こ
こ
だ
。

　
　

レ
シ
フ
ェ
っ
て
こ
こ
に
あ
る
ん
だ
。
大
き
な
ま
ち

　
　

な
ん
だ
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
に
い
た
と
き
は
ど
こ
さ
住
ん
で
た

　
　

の
？

清
　　

ど
こ
っ
て
、
船
に
寝
て
ん
だ
っ
ぺ
。

ア
サ
ダ　

ず
っ
と
船
な
ん
だ
。

清
　　

だ
っ
て
、
漁
師
だ
も
の
、
船
だ
わ
よ
。

り
ん
ご　

２
段
ベ
ッ
ド
か
な
ん
か
？

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

で
、
仲
間
と
一
緒
の
部
屋
に
住
ん
で
た
の
？

清
　　

仲
良
く
な
っ
た
女
も
い
る
わ
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
人
っ
て
こ
と
？

ア
サ
ダ　

ブ
ラ
ジ
ル
人
？　

そ
れ
。

清
　　

そ
れ
は
ア
パ
ー
ト
で
寝
て
る
、
寝
た
り
す
る
。

り
ん
ご　

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
女
の
子
け
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
て
た
ん
だ
ね
。

り
ん
ご　

言
葉
は
ど
う
や
っ
て
？

清
　　

言
葉
は
な
ん
と
か
な
っ
た
、
覚
え
て
る
。
覚
え

　
　

て
く
る
わ
、
だ
ん
だ
ん
と
な
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
し
ゃ
べ
る
っ
て

　
　

こ
と
？　

清
さ
ん
。

清
　　

う
ん
、
何
回
も
行
っ
て
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
行
っ
て
た
か
ら
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
愛
し
て
る
っ
て
な
ん
て
言
う
の
？

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

渡
部 

清
さ
ん
の
海
と
ア
モ
ー
レ
・
ミ
オ

ア
サ
ダ　

さ
て
、
改
め
て
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
、
司
会
の

　
　

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
下
神
白
団
地

　
　

４
号
棟
に
住
む
浪
江
町
ご
出
身
の
渡
部 

清
さ
ん
の

　
　

お
話
を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
ず
は
清
さ
ん
が
な
ぜ

　
　

漁
師
に
な
っ
た
の
か
、
１
年
の
う
ち
の
大
半
を
海

　
　

外
で
暮
ら
す
生
活
で
聴
こ
え
て
き
た
音
楽
と
は
。

　
　

こ
の
あ
た
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

　
　

で
は
ど
う
ぞ
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
は
い
く
つ
の
と
き
に
漁
師
に
な
っ
た
ん

　
　

で
す
か
？

清
　　

俺
、
中
学
校
卒
業
の
と
き
で
、
す
ぐ
。

ア
サ
ダ　

中
学
卒
業
し
て
す
ぐ
？

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
中
学
校
卒
業
し
て
、
す
ぐ
は
こ

　
　

こ
で
、
小
名
浜
で
２
年
漁
師
や
っ
て
た
の
。
そ
う

　
　

す
る
と
、
昔
だ
か
ら
木
造
船
で
ち
っ
ち
ゃ
い
船
だ

　
　

べ
。
で
、
サ
ン
マ
で
、
北
海
道
ま
で
行
く
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

北
海
道
ま
で
。

清
　　

そ
れ
で
八
戸
寄
っ
て
、
サ
ン
マ
は
ず
っ
と
移
動

　
　

し
て
っ
か
ら
、
北
海
道
函
館
沖
あ
た
り
か
ら
サ
ン

　
　

マ
獲
り
は
じ
ま
っ
て
、
青
森
へ
来
て
、
岩
手
へ
来

　
　

て
、
宮
城
へ
行
っ
て
、
静
岡
あ
た
り
ま
で
行
く
の
。

　
　

そ
し
た
ら
、
今
度
、
北
上
す
る
の
。
北
海
道
の
ほ

　
　

う
へ
行
っ
ち
ゃ
う
の
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
、
な
ん
で
漁
師
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

な
ん
で
っ
て
、
俺
み
て
え
な
頭
の
よ
く
ね
え
の
、

　
　

や
る
こ
と
ね
え
べ
。

ア
サ
ダ　
（
笑
）
。

清
　　

学
校
も
出
て
ね
え
も
ん
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
の
中
学
校
の
お
友
だ
ち
で
、
結
構
、
漁

　
　

師
に
な
っ
た
人
は
多
か
っ
た
ん
で
す
か
。
俺
も
漁

　
　

師
に
な
る
っ
て
い
う
感
じ
だ
っ
た
？

清
　　

い
や
、
多
く
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

あ
、
本
当
。

清
　　

何
人
も
い
な
い
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。

清
　　

う
ん
。
俺
ら
の
と
こ
ろ
に
は
、
漁
港
は
あ
る
け

　
　

れ
ど
も
。
浪
江
だ
か
ら
、
請
戸
（
漁
港
）
っ
て
。

ア
サ
ダ　

請
戸
。

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
、
漁
師
に
な
っ
た
っ
て
い
う
の

　
　

は
い
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

珍
し
か
っ
た
ん
だ
、
じ
ゃ
あ
、
清
さ
ん
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
乗
っ
て
た
サ
ン
マ
の
船
も
お
っ
き
か
っ

　
　

た
の
？

清
　　

サ
ン
マ
船
は
ち
っ
ち
ぇ
え
、
30
ト
ン
か
ら
40
ト

　
　

ン
、
木
造
船
。

ア
サ
ダ　

う
ん
う
ん
う
ん
、
木
造
船
。

清
　　

い
ま
、
木
造
船
な
ん
か
ね
え
や
。
ほ
と
ん
ど
鉄

　
　

船
だ
な
。

ア
サ
ダ　

鉄
に
な
っ
て
る
の
か
な
、
う
ん
。
北
海
道
ま
で
、

　
　

北
上
し
て
行
っ
て
。

清
　　

う
ん
、
木
造
船
30
ト
ン
で
北
海
道
ま
で
行
く
。

　
　

そ
れ
で
、
こ
こ
で
２
年
や
っ
て
て
、
情
報
入
っ
て

　
　

く
っ
ぺ
、
そ
し
た
ら
、
神
奈
川
県
の
三
浦
三
崎
で
、

　
　

日
本
全
国
の
大
き
い
船
、
集
ま
っ
て
く
る
の
。

　
　

3
0
0
ト
ン
、
4
0
0
ト
ン
っ
て
。

ア
サ
ダ　

全
然
、
も
う
単
位
が
違
う
ん
だ
ね
。

清
　　

う
ん
。
そ
れ
で
、
そ
れ
に
乗
っ
て
、
外
国
へ
。

　
　

パ
ナ
マ
っ
て
知
っ
て
る
？

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

清
　　

パ
ナ
マ
運
河
を
越
え
て
、
大
西
洋
へ
行
っ
て
、

　
　

そ
し
て
、
向
こ
う
つ
た
っ
て
、
魚
釣
っ
て
売
っ
て

　
　

た
の
。
２
年
ぐ
ら
い
の
契
約
で
。

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
の
は
契
約
す
る
ん
で
す
ね
、
２
年

　
　

行
っ
て
こ
い
み
た
い
な
感
じ
で
。

清
　　

う
ん
、契
約
し
て
。で
、魚
獲
っ
て
外
国
へ
売
っ

　
　

て
ん
の
。

り
ん
ご　

な
ん
で
そ
っ
ち
行
っ
た
の
？　

小
名
浜
か
ら
。

清
　　

情
報
入
っ
て
き
た
っ
ぺ
。

り
ん
ご　

儲
か
ん
の
け
、
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
。

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら…

…

。

ア
サ
ダ　

情
報
が
、
そ
う
か
。

清
　　

じ
ゃ
あ
、
こ
こ
で
漁
師
や
っ
て
る
よ
り
も
、
神

　
　

奈
川
県
の
三
浦
三
崎
へ
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
、

　
　

俺
は
思
っ
て
行
っ
た
の
。
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
ひ
と
つ

　
　

持
っ
て
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
一
旗
揚
げ
に
行
っ
た
ん
だ
な
。

清
　　

そ
れ
で
、
20
年
漁
師
や
っ
て
た
わ
。
若
い
と
き

　
　

だ
か
ら
、
日
本
に
い
な
い
の
、
外
国
ば
っ
か
り
だ

　
　

か
ら
。

り
ん
ご　

二
十
歳
で
、
じ
ゃ
あ
三
崎
行
っ
た
ん
だ
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

三
崎
行
っ
て
か
ら
は
、
も
う
ず
っ
と
三
崎
か
ら

　
　

世
界
に
。
長
か
っ
た
ん
で
す
ね
、
そ
っ
か
ら
先
は
。

清
　　

う
ん
、
三
崎
は
い
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
う
。

清
　　

う
ん
。
東
京
か
ら
近
い
べ
、
横
浜
か
ら
近
い
べ
、

　
　

三
浦
三
崎
は
観
光
地
だ
か
ら
。
漁
港
が
こ
う
あ
っ

　
　

た
ら
、
漁
港
の
向
こ
う
側
、
城
ヶ
島
っ
て
、
有
名

　
　

な
島
だ
っ
ぺ
、
城
ヶ
島
。
だ
か
ら
、
年
中
観
光
客

　
　

が
い
っ
ぱ
い
来
て
ん
の
。
そ
ん
だ
か
ら
、
お
金
も

　
　

使
う
わ
い
。

　
　

を
振
っ
て
）
く
れ
て
た
。
い
い
女
で
な
。

ア
サ
ダ　

そ
の
風
景
は
清
さ
ん
の
な
か
に
焼
き
付
い
て
る

　
　

ん
で
す
ね
、
こ
う
や
っ
て
手
を
振
っ
て
る
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
れ
っ
き
り
な
の
け
？

清
　　

う
ん
、
死
ん
だ
っ
ぺ
や
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
わ
か
ん
な
い
な
、
ど
う
だ
ろ
う
な
。

清
　　

ま
あ
そ
の
女
っ
て
、
俺
の
ひ
と
つ
か
ふ
た
つ
ぐ

　
　

れ
え
で
。

ア
サ
ダ　

年
同
じ
ぐ
ら
い
ね
。

清
　　

う
ん
。
も
う
、
俺
、
81
。
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
っ
て

　
　
　

あ
ん
ま
り
長
生
き
し
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

寿
命
は
ね
、
日
本
の
ほ
う
が
長
い
も
ん
ね
。

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら
、
死
ん
だ
っ
ぺ
や
。

ア
サ
ダ　

は
い
、
本
日
ラ
ス
ト
の
曲
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の

　
　

港
か
ら
遠
ざ
か
る
渡
部 

清
さ
ん
の
視
線
の
先
の
惜

　
　

別
、
そ
し
て
ま
た
、
新
た
な
土
地
で
の
一
期
一
会

　
　

に
気
持
ち
を
寄
せ
な
が
ら
聴
い
て
い
た
だ
け
た
ら

　
　

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

曲
は
メ
イ
ザ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
『O

B
ar-

　
　

quinho

』
、
邦
題
は
『
小
舟
』
と
い
う
タ
イ
ト

　
　

ル
で
す
。そ
れ
で
は
、ど
う
ぞ
聴
い
て
く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

渡
部 

清
さ
ん
の
浪
江
へ
の
帰
還
〜
い
ま
こ
こ
へ

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
が
、
20
年
ぐ
ら
い
ず
っ
と
漁
師
続
け
て
、

　
　

腰
痛
め
て
辞
め
た
と
き
っ
て
い
う
の
は
、
お
い
く

　
　

つ
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

清
　　

42
。
だ
か
ら
も
う
、
ま
あ
辞
め
て
も
い
い
年
だ

　
　

け
ど
な
。
そ
う
す
っ
と
、
そ
の
と
き
、
千
葉
に
俺

　
　

の
姉
が
い
た
か
ら
。
三
崎
だ
と
知
り
合
い
い
ね
え

　
　

べ
。
そ
し
た
ら
、
姉
の
い
る
と
こ
ろ
行
っ
た
ほ
う

　
　

が
い
い
な
と
思
っ
て
。

ア
サ
ダ　

何
市
？

清
　　

千
葉
の
あ
そ
こ
、
作
草
部
っ
て
い
う
と
こ
ろ
。

　
　

そ
れ
で
、
入
院
し
た
の
は
、
千
葉
市
立
病
院
。
ほ

　
　

ん
で
、
あ
あ
、
こ
れ
じ
ゃ
駄
目
だ
な
あ
と
思
っ
て
、

　
　

漁
師
で
き
ん
べ
や
。
だ
か
ら
、
今
度
、
静
養
し
て
、

　
　

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
や
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
、

　
　

座
っ
て
れ
ば
い
い
ん
だ
か
ら
。
重
労
働
じ
ゃ
ね
え

　
　

か
ら
。

り
ん
ご　

も
し
腰
痛
め
な
か
っ
た
ら
、
ず
っ
と
漁
師
や
っ

　
　

て
た
の
？

清
　　

い
や
、
漁
師
は
55
で
定
年
だ
か
ら
。
普
通
は
60

　
　

か
、
定
年
は
。

ア
サ
ダ　

普
通
に
い
ま
は
ね
、
60
と
か
65
と
か
ね
。

清
　　

漁
師
は
55
で
定
年
に
な
る
の
。
そ
う
す
っ
と
、

　
　

ほ
ら
、年
金
も
も
ら
え
る
し
や
。そ
し
て
漁
師
や
っ

　
　

て
た
と
き
な
ん
か
、
も
う
、
痛
む
と
き
あ
る
の
。

　
　

そ
う
す
っ
と
、
腰
痛
か
っ
て
も
、
休
む
わ
け
に
い

　
　

か
ん
べ
よ
。
漁
師
は
人
数
決
ま
っ
て
行
っ
て
ん
だ

　
　

か
ら
。
そ
う
す
っ
と
、
休
む
場
合
は
、
人
に
迷
惑

　
　

か
け
る
。
だ
か
ら
休
む
わ
け
に
い
か
な
い
。
い
や

　
　

あ
、
つ
ら
い
ぞ
。
う
ん
。

ア
サ
ダ　

痛
く
て
も
休
め
な
い
ん
だ
も
ん
な
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

ト
ラ
ッ
ク
は
何
歳
ま
で
乗
っ
て
た
の
？　

40
か

　
　

ら
？

清
　　

62
ま
で
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
じ
ゃ
あ
、
20
年
。
漁
師
20
年
や
っ
て
、

　
　

ト
ラ
ッ
ク
20
年
や
っ
た
っ
て
感
じ
。
そ
っ
か
、
漁

　
　

師
も
っ
と
や
っ
て
る
か
。

清
　　

だ
か
ら
、
漁
師
辞
め
た
の
は
42
、
そ
れ
で
ト
ラ

　
　

ッ
ク
の
運
転
辞
め
た
の
が
62
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
、

　
　

東
京
と
か
千
葉
で
や
っ
て
た
か
ら
、
そ
れ
で
辞
め

　
　

て
浪
江
に
帰
っ
て
き
た
の
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
、
漁
師
に
な
っ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転

　
　

手
や
っ
て
、
60
超
え
て
浪
江
に
戻
っ
て
き
て
、
震

　
　

災
あ
っ
た
か
ら
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
越
し
て
こ
こ
に

　
　

来
た
け
ど
、
一
番
よ
か
っ
た
な
、
あ
の
時
代
は
っ

　
　

て
い
う
の
は
い
つ
ぐ
ら
い
？

清
　　

一
番
よ
か
っ
た
の
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
や
っ

　
　

て
て
62
で
辞
め
た
っ
ぺ
、
で
浪
江
に
帰
っ
て
き
た
。

　
　

そ
う
す
っ
と
、
俺
、
海
か
ら
離
れ
て
っ
け
ど
、
海

　
　

は
浪
江
、
請
戸
っ
て
あ
っ
ぺ
、
請
戸
漁
港
。
だ
け

　
　

ど
、
漁
師
も
や
ん
ね
え
や
、
使
っ
て
く
れ
る
と
こ

　
　

ろ
ね
え
か
ら
。
だ
か
ら
、
山
登
り
と
か
、
魚
釣
り

　
　

ば
っ
か
り
。
そ
れ
、
一
番
よ
か
っ
た
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
。
浪
江
に
戻
っ
て
き
た
と
き
の

　
　

時
代
っ
て
い
う
の
が
。

清
　　

そ
れ
を
、
う
ち
、
（
震
災
で
）
こ
ん
な
ん
な
っ

　
　

た
べ
。
あ
の
頃
は
よ
か
っ
た
。
別
に
体
悪
い
わ
け

　
　

じ
ゃ
ね
え
、
元
気
だ
か
ら
。
毎
日
暇
だ
と
登
山
、

　
　

ア
ユ
釣
り
と
か
、こ
ん
な（
で
っ
か
い
）や
つ
い
っ

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

 

そ
ん
な
に
あ
る
ん
で
す
か
。

清
　　

９
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
竿
、
そ
こ
へ
こ
う
、
５
キ

　
　

ロ
か
か
っ
た
ら
、
竿
ね
、
こ
ん
な
に
な
っ
て
く
る
。

　
　

そ
れ
が
、
い
ま
の
竿
い
い
か
ら
、
折
れ
ね
え
か
ら
、

　
　

こ
ん
な
に
曲
が
っ
て
て
折
れ
ね
え
ん
だ
ぞ
。

　
　
　

だ
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
、
の
ん
び
り
し

　
　

て
る
う
ち
、こ
ん
な
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
っ
ぺ
。あ
っ

　
　

ち
に
避
難
し
ろ
、
こ
っ
ち
に
避
難
し
ろ
っ
て
。
５

清
　　

ん
？

り
ん
ご　

愛
し
て
る
っ
て
。

ア
サ
ダ　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
。

清
　　
「
ミ
・
ア
モ
ー
ル
」
っ
て
。
昔
、
「
ア
モ
ー
レ
、

　
　

ア
モ
ー
レ
、
ア
モ
〜
レ
・
ミ
オ
」っ
て
歌
が
流
行
っ

　
　

た
ろ
。
あ
れ
、
い
い
歌
だ
っ
た
よ
、
あ
れ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
改
め
て
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

渡
部 

清
さ
ん
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
出
会
っ
た
こ
こ
ろ
の

　
　

１
曲
。
ア
リ
ダ
・
ケ
ッ
リ
で
『S

in
n
ò
 
m
e

　
　

m
oro

』
。
こ
れ
、
イ
タ
リ
ア
語
ら
し
い
で
す
け

　
　

れ
ど
も
、
日
本
語
で
は
ず
ば
り
、
『
死
ぬ
ほ
ど
愛

　
　

し
て
』
だ
そ
う
で
す
。
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

渡
部 

清
さ
ん
の
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
別
れ

り
ん
ご　

清
さ
ん
は
レ
コ
ー
ド
と
か
買
わ
な
か
っ
た
の
？

清
　　

買
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
持
っ
て
た
ん
だ
？　

い
っ
ぱ
い
。

清
　　

外
国
か
ら
持
っ
て
き
て
、
60
枚
ぐ
ら
い
持
っ
て

　
　

た
。

ア
サ
ダ　

本
当
に
？

清
　　

う
ん
。
だ
か
ら
、
外
国
か
ら
買
っ
て
き
た
か
ら
、

　
　

日
本
人
じ
ゃ
わ
か
ら
ね
え
わ
な
。
外
国
語
で
書
い

　
　

て
あ
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
、
日
本
に
持
っ
て
帰
っ
て
き
て
も
。

　
　

現
地
じ
ゃ
な
い
と
買
え
な
い
や
つ
を
買
っ
て
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
。

清
　　

キ
ュ
ー
バ
も
行
っ
た
か
ら
。
キ
ュ
ー
バ
も
い
い

　
　

と
こ
ろ
だ
わ
。
あ
れ
、
音
楽
の
本
場
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
。

清
　　

キ
ュ
ー
バ
な
、
カ
リ
ブ
海
。
そ
れ
も
全
部
な
く

　
　

な
っ
ち
ゃ
っ
た
け
ど
。

り
ん
ご　

そ
れ
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
？

清
　　

ど
こ
行
っ
た
か
わ
か
ん
ね
え
や
。
下
宿
も
変

　
　

わ
っ
た
り
す
っ
ぺ
。
だ
か
ら
、
そ
の
う
ち
に
全
部

　
　

な
く
な
っ
ち
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
ど
ん
ど
ん
引
っ
越
し
す
る
た

　
　

ん
び
に
な
く
な
っ
て
い
く
ん
だ
な
。

清
　　

何
枚
か
浪
江
に
持
っ
て
き
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。

清
　　

そ
し
て
、
浪
江
に
こ
ん
な
立
派
な
ス
テ
レ
オ
っ

　
　

て
あ
っ
た
っ
ぺ
、
こ
ん
な
で
け
え
の
。
あ
れ
持
っ

　
　

て
た
か
ら
く
れ
て
や
っ
た
、
娘
た
ち
に
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
そ
う
な
の
。
や
っ
ぱ
り
日
本
の
漁
師
は
、

　
　

ブ
ラ
ジ
ル
と
か
キ
ュ
ー
バ
と
か
で
は
も
て
る
ん
で

　
　

す
か
、
女
の
子
に
。

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
が
す
げ
え
気
に
な
る
（
笑
）
。

清
　　

向
こ
う
の
女
は
、
日
本
の
女
と
性
質
が
違
う
か

　
　

ら
。
う
ん
と
気
持
ち
い
く
て
、
優
し
く
て
、
人
目

　
　

あ
ん
ま
り
気
に
し
な
い
か
ら
。

　
　
　

そ
れ
で
、
俺
が
岸
壁
に
船
い
っ
ぺ
、
こ
っ
ち
に
。

　
　

そ
う
す
る
と
、
馴
染
み
に
な
っ
た
バ
ー
で
働
い
て

　
　

た
女
の
子
が
迎
え
に
く
ん
の
。
夕
方
に
な
っ
た
ら

　
　

来
い
よ
っ
て
。
そ
う
す
る
と
、
椅
子
な
ん
か
ね
え

　
　

の
よ
。
い
い
着
る
も
の
着
た
っ
て
、
地
べ
た
に
べ

　
　

た
っ
と
座
っ
て
ん
だ
ぞ
。
そ
う
い
う
ふ
う
な
性
質

　
　

だ
か
ら
。

り
ん
ご　

日
本
の
女
と
は
違
う
ん
だ
ね
。

清
　　

ま
あ
、
気
持
ち
が
い
い
っ
て
い
う
か
、
優
し
い
。

ア
サ
ダ　

優
し
い
、
カ
ラ
ッ
と
し
て
ん
の
か
な
、
向
こ
う

　
　

の
人
の
ほ
う
が
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

日
本
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
い
い
女
は
い
な

　
　

か
っ
た
の
？

一
同　
（
笑
）
。

清
　　

で
も
、
ま
あ
い
ね
え
わ
け
じ
ゃ
ね
え
け
ど
、
ま

　
　

だ
お
金
も
貯
め
て
ね
え
し
、
う
ち
あ
る
わ
け
じ
ゃ

　
　

ね
え
し
。
だ
か
ら
、
い
い
や
い
い
や
と
思
っ
て
。

ア
サ
ダ　

漁
師
の
人
が
そ
う
や
っ
て
下
宿
で
、
で
も
ね
、

　
　

恋
人
が
で
き
て
結
婚
す
る
っ
て
な
っ
た
ら
、
下
宿

　
　

か
ら
出
て
、
ど
っ
か
家
借
り
る
ん
で
す
よ
ね
、
そ

　
　

う
や
っ
て
。

清
　　

う
ん
、
そ
う
い
う
よ
う
な
人
い
っ
ぱ
い
い
る
よ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
い
っ
ぱ
い
い
た
の
か
、
や
っ
ぱ
り
。

清
　　

で
も
、
俺
は
さ…

…

。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
。
清
さ
ん
、
も
て
た
よ
う
な
の
に
ね
。

清
　　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
の
ま
ち
離
れ
る
と
き
に
、
女
の
人
は
行
か
な

　
　

い
で
っ
て
言
わ
な
か
っ
た
の
？

清
　　

ま
ち
離
れ
る
と
き
？　

浪
江
？

ア
サ
ダ　

う
ん
、
浪
江
に
戻
る
と
き
。

り
ん
ご　

浪
江
に
戻
る
と
き
と
か
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
帰
る

　
　

と
き
と
か
、
女
の
人
が
さ
み
し
く
な
る
っ
け
ん
。

清
　　

う
ん
、
そ
れ
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
い
い
女
い
て
ね
、

　
　

そ
し
て
、
船
着
い
て
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
度
、
港

　
　

へ
行
く
べ
。
そ
う
す
っ
と
跳
ね
て
よ
、
港
の
先
ま

　
　

で
行
っ
て
た
、
迎
え
に
。

ア
サ
ダ　

め
っ
ち
ゃ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
だ
、
そ
れ
（
笑
）
。

清
　　

そ
れ
で
手
振
っ
て
ん
の
。
も
う
船
出
る
よ
っ

　
　

つ
っ
た
ら
、
さ
ー
っ
と
岸
壁
の
端
ま
で
行
っ
て
、

　
　

船
こ
う
行
く
か
ら
、
そ
し
て
、
こ
う
や
っ
て
（
手

　
　

か
所
も
６
か
所
も
歩
っ
た
ぞ
。
こ
れ
、
役
場
の
命

　
　

令
だ
か
ら
。

　
　
　

そ
ん
で
、
そ
の
う
ち
、
何
年
避
難
し
て
る
？　

　
　

３
年
か
。
４
年
目
で
こ
れ
（
下
神
白
団
地
）
、
で

　
　

き
た
ん
だ
よ
な
。
い
や
、
俺
も
前
は
集
会
場
へ
必

　
　

ず
何
か
あ
っ
た
ら
行
っ
て
た
ん
だ
。
そ
れ
で
、
具

　
　

合
悪
く
な
っ
て
、
行
か
な
く
な
っ
た
の
。

　
　
　

そ
し
て
、
具
合
悪
く
な
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
い
い

　
　

な
と
思
っ
た
ら
、
今
度
、
ま
た
悪
く
な
っ
て
、
入

　
　

院
し
た
っ
ぺ
。
そ
し
て
、
退
院
し
た
ら
、
ま
た
入

　
　

院
だ
。
１
か
月
で
４
日
入
院
し
て
た
の
。
小
便
出

　
　

な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
そ
れ
全
部
、
新
井
さ
ん
に

　
　

世
話
に
な
っ
て
。
そ
し
た
ら
、
あ
の
人
も
い
い
人

　
　

で
、
う
ん
と
俺
を
面
倒
み
て
く
れ
る
の
。

江
尻　

あ
れ
、
清
さ
ん
の
う
ち
あ
っ
た
の
は
浪
江
の
ど

　
　

こ
な
ん
で
し
た
っ
け
、
山
の
ほ
う
？　

う
ち
あ
っ

　
　

た
の
は
、
浪
江
の
ど
こ
な
ん
で
す
か
？

清
　　

室
原
。
室
原
っ
て
、
室
町
時
代
の「
室
」、室
原
。

　
　
　
（
家
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
）
あ
、ち
ょ
っ
と
行
っ

　
　

て
き
て
。

ア
サ
ダ　

は
い
。
こ
ん
に
ち
は
。

客
人　

こ
ん
に
ち
は
。

ア
サ
ダ　

清
さ
ん
の
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
）
？

客
人　

終
わ
っ
て
な
い
で
す
か
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
も
う
終
わ
り
ま
す
、
僕
ら
の
話
は
。

客
人　

は
い
、
じ
ゃ
あ
、
す
み
ま
せ
ん
、
失
礼
し
ま
す
。

清
　　

ま
あ…

…

。

客
人　

う
ん
う
ん
、
変
わ
り
な
い
？

清
　　

う
ん
、
な
い
よ
。

客
人　

う
ん
、
調
子
も
大
丈
夫
？

清
　　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

よ
し
、
そ
ろ
そ
ろ
行
こ
か
。

客
人　

ち
ょ
っ
と
お
薬
だ
け
塗
っ
て
ね
。

り
ん
ご　

コ
ー
ヒ
ー
持
っ
て
い
き
ま
す
か
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。

り
ん
ご　

清
さ
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
飲
む
？

清
　　

コ
ー
ヒ
ー
、
い
い
。

り
ん
ご　

コ
ー
ヒ
ー
飲
ま
な
い
？

清
　　

う
ん
、
う
ん
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
コ
ー
ヒ
ー
は…

…

。

清
　　

あ
、
じ
ゃ
あ
、
残
っ
た
ら
、
俺
、
あ
と
で
飲
む

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

本
当
？　

じ
ゃ
あ
。

り
ん
ご　

じ
ゃ
あ
、
こ
れ
、
こ
こ
さ
置
い
と
く
ね
。
こ
れ
、

　
　

コ
ー
ヒ
ー
。

ア
サ
ダ　

今
日
、カ
フ
ェ
で
、こ
れ
つ
く
っ
て
く
れ
た
や
つ
。

り
ん
ご　

カ
フ
ェ
の
コ
ー
ヒ
ー
出
す
け
の
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　

『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。
第
４
集
、
い
か
が
だ
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

最
後
は
渡
部 
清
さ
ん
に
、
震
災
前
の
浪
江
で
の

　
　

穏
や
か
な
生
活
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

　
　

た
。

　
　
　

人
生
の
先
輩
の
み
な
さ
ん
を
前
に
し
て
、
僕
の

　
　

よ
う
な
若
造
が
言
う
の
も
は
ば
か
れ
る
ん
で
す
け

　
　

れ
ど
も
、
番
組
を
つ
く
っ
て
い
て
、
つ
く
づ
く
考

　
　

え
さ
せ
ら
れ
る
の
が
、「
人
に
歴
史
あ
り
」と
い
う

　
　

こ
の
言
葉
で
す
。
震
災
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

　
　

こ
の
下
神
白
団
地
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
い

　
　

ま
、
み
な
さ
ん
は
暮
ら
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、
幸
か
不
幸
か
と
い
う
こ
と
は
い
っ
た
ん

　
　

置
い
て
お
い
て
、た
だ
事
実
と
し
て
、震
災
が
あ
っ

　
　

た
こ
と
で
、
い
ま
、
僕
は
み
な
さ
ん
と
こ
の
縁
を

　
　

結
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　

で
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
き
っ
か
け
で
あ
っ
て
、

　
　

そ
れ
以
前
の
膨
大
す
ぎ
る
み
な
さ
ん
の
記
憶
を
で

　
　

す
ね
、
こ
う
い
っ
た
音
楽
と
と
も
に
振
り
返
る
時

　
　

間
は
、
本
当
、
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
、
で
も
確

　
　

か
に
そ
こ
に
そ
の
方
々
が
生
き
て
い
た
重
み
、
そ

　
　

う
い
っ
た
も
の
を
多
少
な
り
と
も
受
け
取
ら
せ
て

　
　

も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
、
何
と
も
言
え
な
い
貴
重

　
　

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

そ
し
て
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
、
こ
の

　
　

ラ
ジ
オ
C
D
を
通
じ
て
、
出
身
町
も
世
代
も
超
え

　
　

て
わ
か
ち
合
っ
て
、
何
か
し
ら
出
会
い
に
つ
な
が

　
　

る
こ
と
を
勝
手
に
願
い
な
が
ら
、
僕
た
ち
は
こ
ん

　
　

な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

今
回
も
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
C
D
と
と
も
に

　
　

お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
。
集
会
場
の
入
り
口
に
あ

　
　

る
黄
色
い
ポ
ス
ト
に
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲
や

　
　

そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
簡
単
で
結
構
で
す
か
ら
、

　
　

書
い
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

そ
れ
で
は
、
次
回
お
楽
し
み
に
。

　
　
　

こ
の
夏
が
終
わ
れ
ば
ま
た
涼
し
い
秋
が
来
ま
す
。

　
　

季
節
の
変
わ
り
目
は
、
特
に
お
身
体
を
大
切
に
さ

　
　

れ
て
く
だ
さ
い
。
お
届
け
し
ま
し
た
の
は
、
『
ラ

　
　

ジ
オ
下
神
白
』
主
宰
の
音
楽
家
・
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
、

　
　

そ
し
て
、
り
ん
ご
ち
ゃ
ん
こ
と
榊 

裕
美
、
生
粋
の

　
　

小
名
浜
人
・
江
尻
浩
二
郎
の
３
名
で
し
た
。
あ
り

　
　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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船の上で捕まえたあの風景



ある復興団地の「声（風景）」をなぞる

ラジオ下神白
あのときあのまちの音楽からいまここへの

報奏会

■なぞる１：PLAY
　「ラジオ下神白」の演奏を聴く

■なぞる２：REC
　語る、その声を録られる

□レポート
   「ラジオ下神白」について

■なぞる３-１：REC
　誰かの語り、その声を録ってみる
　　　　　角尾宣信（映画研究者）

■なぞる３-２：REC
　誰かの語り、その声を録ってみる

　　　　　　武田 力（パフォーマンスアーティスト／民俗芸能アーカイバー）

■なぞる４：PLAY
　「CD ラジオ下神白」を聴く、そして、歌う

□ふりかえり
   「声」は受け取れるか、何を感じたか

14:00~14:30

14:30~15:30

16:15~17:50

18:20~19:00

17:50~18:20

15:45~16:15

住民さんの日常や記憶から浮かび上がる「声

（風景）」を、いかに遠く離れた土地で「体感」

するか。人の記憶を受け取ること、起きてし

まった出来事への向き合い方を考えること、

そこに音楽がそっと置かれる意味について、

できるだけじっくり味わいながら語り合い、

奏で合う「報奏会」を東京でひらきました。

2018.12.8 [sat]

at ROOM302

ある復興団地の「声（風景）」をなぞる

「なぞる 1：PLAY」では、ラ
ジオに収録された住民さんの
語りや、音楽をレコードから
流すなど、公開放送のような
しつらえで行いました。

最後は、参加者とメンバーが入り交じって
円になり、「ふりかえり」を行いました。



綿々と続くサラリーマン映画には、
どうしても戦争や軍隊の記憶が入ってくるんです。

な
ぞ
る
３-

１  

R
E
C

誰
か
の
語
り
、
そ
の
声
を
録
っ
て
み
る

報奏会　角尾宣信 ×アサダワタル、江尻浩二郎、榊 裕美
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角
尾
宣
信×

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
、
江
尻
浩
二
郎
、
榊 

裕
美

ア
サ
ダ　

さ
て
、「
な
ぞ
る
３ ‒ 

１
」
で
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
角
尾
宣
信
さ

ん
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
角
尾
さ
ん
は
、
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
の
博
士
課
程
に
在
籍
さ
れ
て
い
て
、
映
画
研
究
が
ご
専
門
で
す
。
さ

ら
に
、
介
護
施
設
で
高
齢
者
の
方
々
と
懐
か
し
い
映
画
や
歌
謡
曲
を
鑑
賞
し

て
、語
り
合
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
シ
ル
バ
ー
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
！
』
を
や
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
角
尾
さ
ん
の
活
動
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
に
つ
い
て
新
た
な
視
点
を
い
た
だ
け
た
ら
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

角
尾
　
は
い
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ア
サ
ダ
　
ま
ず
最
初
に
、
普
段
ど
ん
な
活
動
を
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
か
お
聞

き
し
て
い
い
で
す
か
？

角
尾　

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
通
り
、
普
段
は
映
画
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
専

門
は
敗
戦
後
か
ら
60
年
代
ま
で
の
日
本
映
画
で
、
特
に
コ
メ
デ
ィ
や
風
刺
を

中
心
に
扱
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
植
木 

等
主
演
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
喜

劇
映
画
シ
リ
ー
ズ
（
１
９
６
２―

１
９
７
１
年
）
と
か
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
好
き
で
す
ね
。

角
尾　

実
は
、
植
木
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
映
画
の
前
に
は
、
森
繁
久
彌
主
演
の

「
社
長
シ
リ
ー
ズ
」（
１
９
５
６―

１
９
７
０
年
）が
あ
っ
て
、そ
の
前
に
は「
三

等
重
役
シ
リ
ー
ズ
」（
１
９
５
２―

１
９
５
３
年
）
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う

し
て
敗
戦
後
、
特
に
１
９
５
２
年
に
ア
メ
リ
カ
の
占
領
か
ら
独
立
し
て
高
度

経
済
成
長
へ
と
向
か
う
な
か
で
、
綿
々
と
続
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
映
画
に
は
、

ど
う
し
て
も
戦
争
や
軍
隊
の
記
憶
が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
。

　

僕
は
、
近
代
の
戦
争
で
兵
士
に
な
る
っ
て
い
う
の
は
、
国
家
に
命
が
け
で

就
職
す
る
よ
う
な
も
の
だ
と
思
っ
て
ま
す
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
兵

士
だ
っ
た
人
た
ち
が
企
業
戦
士
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
大
き
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
が
あ
っ
た
。そ
の
と
き
に
、戦
時
中
の
記
憶
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
っ

た
の
か
を
、
コ
メ
デ
ィ
や
風
刺
映
画
か
ら
読
み
取
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い

ま
す
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。
そ
う
し
た
研
究
活
動
を
し
な
が
ら
、「
誰
か
と
一
緒

に
見
る
」
と
い
う
こ
と
も
同
時
に
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。
要
は
、

映
画
の
時
代
背
景
が
わ
か
る
方
々
と
一
緒
に
鑑
賞
会
を
し
て
ら
っ
し
ゃ
る
わ

け
で
す
が
、
そ
う
し
た
活
動
は
い
つ
か
ら
は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す

か
？

角
尾　

ち
ょ
う
ど
１
年
半
前
の
２
０
１
７
年
６
月
か
ら
で
す
。

ア
サ
ダ　

結
構
最
近
な
ん
で
す
ね
。

角
尾　

最
近
で
す
ね
。
僕
が
コ
メ
デ
ィ
や
風
刺
映
画
を
研
究
し
よ
う
と
思
っ

た
の
が
３
年
前
で
、
し
ば
ら
く
ひ
と
り
で
研
究
し
て
い
た
の
で
す
が
、
僕
の

回
り
の
人
は
、高
峰
秀
子
も
高
峰
三
枝
子
も
知
ら
な
い
。話
も
通
じ
に
く
い
し
、

さ
び
し
い
な
と
。
そ
れ
な
ら
介
護
施
設
に
行
け
ば
い
く
ら
で
も
専
門
家
が
い

る
じ
ゃ
な
い
か
！　

っ
て
思
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
狙
い
を
定
め
た
ん
で
す
ね
。

角
尾　

そ
う
そ
う
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
狙
い
を
定
め
て
。

そ
れ
に
、僕
、あ
ん
ま
り
若
者
と
し
ゃ
べ
る
の
は
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
で
す（
笑
）。

ア
サ
ダ　

ど
う
い
う
こ
と
や
ね
ん
、そ
れ
。若
者
っ
て
い
く
つ
ぐ
ら
い
の
人
？

角
尾　

10
代
か
ら
20
代
前
後
の
青
い
ヤ
ツ
？　

ま
あ
、冗
談
で
す
け
ど
（
笑
）。

　

と
に
か
く
、
あ
ま
り
夢
と
か
信
じ
て
い
な
い
方
な
の
で
、
何
か
に
向
か
っ

て
が
ん
ば
る
「
青
年
よ
、
大
志
を
抱
け
」
っ
て
い
う
の
は
、
ど
う
も
ね
（
笑
）。

世
の
な
か
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
意
味
あ
る
か
し
ら
っ
て
思
っ
ち
ゃ

う
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
境
地
は
、

心
穏
や
か
で
素
晴
ら
し
い
で
す
。

ア
サ
ダ　

も
う
酸
い
も
甘
い
も
全
部
や
っ
て
き
た
が
ゆ
え
の
。

角
尾　

そ
う
。
だ
か
ら
、
介
護
施
設
に
行
く
と
、
常
に
心
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
れ
る
感
じ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

角
尾　

も
ち
ろ
ん
目
の
前
に
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
や
っ
て
ま
す
が
、
半
分
は
僕
の
心
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

僕
の
場
合
は
、
結
構
世
代
が
上
の
方
と
話
す
の
っ
て
、
こ
っ
ち
に

知
識
が
な
い
か
ら
わ
り
と
勇
気
が
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
も
ち
ろ
ん
付
き
合
い

が
長
く
な
っ
て
い
く
と
、
ま
た
違
う
関
係
性
に
な
っ
て
い
き
ま
す
が
。

角
尾　

僕
は
小
さ
い
頃
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
か
と
話
す
の
が
好
き
だ
っ
た

ん
で
。

　

音
楽
で
言
え
ば
、
人
形
劇
の
『
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
』
の
リ
メ
イ

ク
版
放
送
が
小
さ
い
頃
に
あ
っ
て
大
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
僕
の
元
気
ソ
ン
グ

は
『
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
』
な
ん
で
す
。「
進
め
ー
」
っ
て
歌
詞
に

あ
る
け
ど
、
ど
こ
に
進
む
か
は
不
明
で
し
ょ
、
ひ
ょ
う
た
ん
島
は
。
不
明
の

方
向
に
と
り
あ
え
ず
進
ん
で
い
く
っ
て
い
う
の
が
ね
、
感
涙
し
ち
ゃ
う
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
そ
れ
で
こ
の
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
角
尾
さ
ん
は
声
が
高
い
で
す
よ
ね
。
し
か
も
、
話
し
て

る
と
だ
ん
だ
ん
高
く
な
っ
て
い
く
。
ほ
ん
ま
ラ
ジ
オ
向
き
だ
と
思
い
ま
す
。

角
尾　

お
恥
ず
か
し
い
！　

高
い
ほ
う
が
通
る
？

ア
サ
ダ　

声
が
裏
返
っ
て
い
く
感
じ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
聞
い
て
い
て
高
揚
感

が
あ
る
で
し
ょ
う
？　

だ
か
ら
、
フ
ァ
ル
セ
ッ
ト
が
デ
フ
ォ
ル
ト
に
な
っ
て

い
る
よ
う
な
角
尾
さ
ん
の
声
は
、
と
っ
て
も
素
敵
だ
な
っ
て
。

　

介
護
施
設
で
の
鑑
賞
会
は
、
具
体
的
に
ど
ち
ら
で
や
っ
て
る
ん
で
す
か
？

角
尾　

都
内
で
は
板
橋
と
昭
島
、
た
ま
に
池
袋
で
す
ね
。
あ
と
は
埼
玉
の
久

喜
と
川
越
。
５
か
所
ぐ
ら
い
で
、
月
１
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

ア
サ
ダ　

５
か
所
で
月
１
と
い
う
こ
と
は
、
月
５
回
は
ど
こ
か
に
行
っ
て
鑑

賞
会
を
し
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

角
尾　

そ
う
で
す
。
さ
ら
に
１
か
所
の
施
設
で
も
、
別
日
に
複
数
の
お
部
屋

に
行
く
場
合
も
あ
っ
て
。

ア
サ
ダ　

忙
し
い
な
、
そ
れ
。
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
介
護
施
設
上
映
お
じ
さ
ん
に

な
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

角
尾　

僕
は
、
国
会
図
書
館
な
ど
に
行
っ
て
調
べ
物
す
る
か
、
介
護
施
設
に

行
く
か
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

思
っ
た
よ
り
も
通
っ
て
ま
す
ね
、
す
ご
い
な
そ
れ
は
。

　

復
興
公
営
住
宅
は
、
高
齢
者
の
方
の
た
め
の
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

や
っ
ぱ
り
下
神
白
団
地
は
、
か
な
り
ご
高
齢
の
方
多
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
こ

で
僕
た
ち
は
、
音
楽
を
き
っ
か
け
に
い
ろ
い
ろ
な
記
憶
を
伺
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
鑑
賞
会
は
ど
う
や
っ
て
る
ん
で
す
か
？

角
尾　

僕
は
、
毎
回
、
参
加
さ
れ
た
方
に
リ
ク
エ
ス
ト
を
聞
い
て
、
次
の
月

は
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ま
す
。
名
前
も
記
録
し
て
お
い
て
、

「
誰
々
さ
ん
が
何
々
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
」
と
上
映
前
に
話
し
ま
す
。

　

映
画
は
、
丸
々
１
本
は
流
さ
な
い
で
す
ね
。
１
時
間
半
以
上
を
座
っ
て
観

る
と
い
う
の
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
、
身
体
的
に
き
つ

い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
編
集
し
て
尺
を
縮
め
ま
す
。『
ロ
ー
マ
の
休
日
』（
１

９
５
３
年
、
日
本
公
開
は
１
９
５
４
年
）
を
10
分
と
か
、
美
空
ひ
ば
り
の
映

画
を
７
分
と
か
。
そ
う
い
う
ス
ト
ッ
ク
が
、
手
持
ち
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の

な
か
に
あ
っ
て
。

　

こ
れ
は
２
０
１
８
年
８
月
23
日
に
出
た
リ
ク
エ
ス
ト
の
メ
モ
で
す
が
、
映

画
だ
と
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
と
『
愛
染
か
つ
ら
』（
野
村
浩
将
監
督
、松
竹
大
船
、

１
９
３
８
年
）、
歌
謡
曲
で
は
『
有
楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ
う
』（
歌:

フ
ラ
ン

ク
永
井
、
１
９
５
７
年
）
が
あ
っ
て
、
あ
と
ス
タ
ー
で
は
美
空
ひ
ば
り
や
石

原
裕
次
郎
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
『
愛
染
か
つ
ら
』
と
『
有
楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ
う
』
は

出
て
く
る
ん
で
す
ね
。

角
尾　

人
気
で
す
ね
〜
。
で
き
る
だ
け
開
放
的
な
場
を
つ
く
り
た
い
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
た
い
し
、
一
人
ひ
と
り
の
お
話
も
聞
き
た
い

か
ら
、
映
像
は
短
く
編
集
し
ま
す
。
歌
謡
曲
は
、
本
人
が
出
て
く
る
映
像
を

な
る
べ
く
探
し
て
流
す
よ
う
に
し
て
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
ち
の
ほ
う
が
盛
り
上
が
る
か
ら
。

角
尾　

全
然
違
い
ま
す
ね
。

　

基
本
の
イ
ベ
ン
ト
時
間
は
、
施
設
側
の
制
約
も
あ
り
、
約
45
分
で
す
。
鑑

賞
中
は
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ま
ず
は
ち
ょ
っ
と
し
た
体
操

を
し
て
、
そ
こ
か
ら
鑑
賞
会
に
入
り
ま
す
。
体
の
部
位
に
番
号
を
つ
け
て
、

１
番
、
２
番
、
３
番
、
４
番
と
手
を
動
か
し
て
い
く
、
み
た
い
な
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
角
尾
さ
ん
が
司
会
す
る
の
？

角
尾　

僕
が
や
り
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、場
を
回
す
ん
で
す
ね
。
体
操
を
し
て
、映
像
を
流
し
て
、

ち
ょ
っ
と
し
ゃ
べ
っ
て
み
た
い
な
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
み
た
い
な
こ
と
を

や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
。

角
尾　

そ
う
で
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
な
。

角
尾　

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
順
番
を
ど
う
す
る
か
が
、
ま
た
難
し
い
。

ア
サ
ダ　

楽
し
さ
も
あ
る
け
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
っ
て
や
っ
ぱ
り

ち
ょ
っ
と
大
変
で
す
よ
ね
。

角
尾　

先
ほ
ど
の
リ
ク
エ
ス
ト
な
ら
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
ぐ
っ
と
テ
ン
ポ
良

く
い
っ
た
方
が
い
い
か
ら
、
美
空
ひ
ば
り
の
『
お
祭
り
マ
ン
ボ
』（
歌
謡
曲
、

１
９
５
２
年
発
売
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
マ
ン
ボ
か
ら
海
外
の
楽
曲
の
リ

ズ
ム
と
い
う
こ
と
で
石
原
裕
次
郎
の『
嵐
を
呼
ぶ
男
』（
井
上
梅
次
監
督
、日
活
、

１
９
５
７
年
）
の
ド
ラ
ム
合
戦
の
抜
粋
を
入
れ
、
そ
の
後
に
美
空
ひ
ば
り
映

画
に
つ
な
い
で
、『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
で
洋
画
の
ロ
マ
ン
ス
を
入
れ
て
、
昭

和
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
『
有
楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ
う
』
へ
と
か
。

　

そ
の
場
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
で

き
る
限
り
楽
曲
や
映
像
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
て
。
と
き
お
り
、
意
地
悪
じ
い
さ

ん
み
た
い
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、「
つ
ま
ら
ん
」
な
ん
て
言
わ
れ
た
り

す
る
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　
「
こ
ん
な
の
見
せ
や
が
っ
て
」「
わ
し
は
こ
れ
が
見
た
い
ん
だ
」
み

た
い
な
。

角
尾　

そ
う
そ
う
。
そ
し
た
ら
、
そ
の
場
で
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
な
か
か
ら

探
し
て
流
し
た
り
と
か
。
そ
う
い
う
計
算
を
し
つ
つ
、
映
像
や
曲
が
流
れ
て

い
る
間
は
客
席
を
回
っ
て
、
話
し
た
そ
う
に
し
て
る
方
や
つ
ま
ら
な
そ
う
な

方
に
話
し
か
け
て
様
子
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
曲
が
終
わ
る
と
「
じ
ー
ん
と
く

る
曲
で
し
た
ね
」
な
ど
と
コ
メ
ン
ト
し
な
が
ら
司
会
に
戻
っ
て
、
次
に
い
く

み
た
い
な
。

ア
サ
ダ　

う
わ
あ
、
大
変
だ
な
。

角
尾　

ち
な
み
に
、『
お
祭
り
マ
ン
ボ
』
は
１
９
５
２
年
の
８
月
15
日
に
発

売
さ
れ
て
、
当
時
の
売
り
上
げ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
３
位
。
実
は
、
東
京
大
空
襲

を
風
刺
し
た
歌
詞
に
な
っ
て
る
ん
で
す
。

り
ん
ご　

み
な
さ
ん
は
、
ど
う
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
語
ら
れ
る
ん
で
す
か
？

角
尾　

み
な
さ
ん
の
思
い
出
に
残
っ
て
る
曲
っ
て
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
青

春
の
頃
の
記
憶
な
ん
で
す
よ
。
青
春
の
頃
、
い
わ
ゆ
る
思
春
期
は
人
間
の
人

格
形
成
期
で
、
一
番
記
憶
が
強
く
残
る
と
い
う
認
知
症
の
研
究
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
話
が
多
い
。
恋
人
と
映
画
に
行
っ
た

と
か
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
踊
っ
た
と
か
。
あ
と
、
当
時
女
性
が
映
画
に
行
く

こ
と
は
、
遊
ん
で
る
と
思
わ
れ
る
印
象
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
お
小
遣
い
を
貯

め
て
、
変
装
し
て
見
に
行
っ
て
た
と
か
。

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
ち
ょ
っ
と
ナ
ン
パ
な
感
じ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
あ
っ
た
ん

で
す
ね
。

　

音
楽
の
話
の
前
に
、
映
画
の
話
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
映
画
と
音
楽
っ
て

連
動
し
て
る
で
し
ょ
う
？　

ま
ず
映
画
の
主
題
歌
だ
っ
た
か
ら
と
曲
名
が
出

て
き
て
、
た
と
え
ば
「
浪
江
座
っ
て
い
う
映
画
館
が
あ
っ
て
ね
」
っ
て
い
う

話
に
な
っ
て
、
途
中
か
ら
テ
レ
ビ
が
や
っ
て
き
て
み
た
い
な
話
は
よ
く
出
て

き
ま
す
ね
。
そ
の
な
か
で
「
当
時
浪
江
に
い
た
と
き
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
ね
」
っ
て
い
う
よ
う
に
、
ま
ち
の
話
に
な
っ
て
い
く
。

　

角
尾
さ
ん
の
ひ
ら
か
れ
る
場
で
は
、
み
な
さ
ん
は
角
尾
さ
ん
に
対
し
て
語

る
の
か
、
何
人
か
が
語
り
合
う
の
か
、
ど
ん
な
感
じ
な
ん
で
す
か
？

角
尾　

参
加
者
は
50
名
く
ら
い
な
の
で
、
各
グ
ル
ー
プ
で
語
り
合
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
輪
に
僕
が
入
っ
て
い
く
よ
う
な
。

　

そ
う
い
う
な
か
で
、
敗
戦
直
後
の
『
異
国
の
丘
』（
歌
謡
曲
、
作
者
不
明
、

１
９
４
８
年
発
売
）
や
『
上
海
帰
り
の
リ
ル
』（
歌
謡
曲
、
歌:

津
村 

謙
、

１
９
５
１
年
発
売
）
な
ど
を
流
す
と
、
戦
争
の
ト
ラ
ウ
マ
に
触
れ
て
し
ま
う

と
き
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
良
い
と
き
も
あ
る
ん
で
す
が
、
こ
ん
な
苦

し
い
思
い
出
を
蘇
ら
せ
る
曲
は
聞
き
た
く
な
い
と
怒
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
。
一
生
懸
命
準
備
し
て
、
上
映
し
て
、
初
め
て
会
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

「
お
前
の
顔
は
見
た
く
も
な
い
」
っ
て
言
わ
れ
る
と
、
生
き
て
て
す
み
ま
せ

ん…
…

っ
て
な
り
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
へ
こ
み
ま
す
ね
。

角
尾　

次
第
に
気
づ
い
た
の
は
、
戦
時
中
の
ト
ラ
ウ
マ
的
記
憶
を
抱
え
続
け

て
い
る
人
は
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
ア
サ
ダ
さ
ん
も

震
災
関
係
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す
る
な
か
で
、
音
楽
を
通
じ
て
ト
ラ
ウ
マ
に

触
れ
る
、
そ
こ
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
書

か
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

怒
っ
て
く
れ
た
り
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
わ
か
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
こ
に
は
何
か
が
あ
る
と
。
東
京
大
空
襲
で
の
遺
体
探
し
や
、
疎
開
先
で
の

蚕
の
お
世
話
、
ま
た
敗
戦
直
後
は
１
週
間
カ
ボ
チ
ャ
１
個
で
過
ご
し
た
と
か
、

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
記
憶
ば
か
り
で
な
く
、
そ
う
し
た
つ
ら
い
記
憶
も
後
の
世

代
に
伝
え
て
い
く
べ
き
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

り
ん
ご　

こ
れ
ま
で
ご
自
身
の
な
か
で
「
そ
う
い
え
ば
あ
ん
な
こ
と
も
あ
っ

た
」「
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
」
っ
て
、
わ
あ
っ
て
思
い
出
す
こ
と
は
あ
り

ま
す
が
、
あ
る
曲
を
聴
い
て
強
い
反
応
を
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

曲
を
聴
い
て
い
る
う
ち
に
た
ま
た
ま
思
い
出
し
て
い
っ
た
な
か
で
、

戦
争
の
話
に
な
る
感
じ
な
の
で
、
い
き
な
り
戦
争
の
話
に
は
い
か
な
い
。

角
尾　

た
ぶ
ん
そ
れ
は
、
僕
が
大
人
数
の
場
で
や
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う

ん
で
す
。
大
勢
だ
と
、『
上
海
帰
り
の
リ
ル
』
が
聴
き
た
い
人
も
い
れ
ば
、

戦
時
中
や
敗
戦
直
後
の
記
憶
を
思
い
出
す
の
で
絶
対
嫌
だ
と
い
う
人
も
い
る
。

す
る
と
、
嫌
だ
と
思
っ
て
い
る
人
に
も
強
制
的
に
聴
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
れ
で
、
ト
ラ
ウ
マ
に
触
れ
た
り
、
気
分
を
害
さ
れ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
が
起
こ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

角
尾　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
繊
細
な
問
題
で
、
一
種
の
暴
力
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
な
の
で
、
最
近
は
い
く
つ
か
の
楽
曲
に
関
し
て
は
、
よ
く
よ
く
関

係
づ
く
り
が
で
き
て
か
ら
流
す
な
ど
、
慎
重
に
や
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ

れ
に
は
良
い
面
と
悪
い
面
が
あ
る
よ
う
に
も
思
っ
て
い
て
、
怒
り
を
受
け
る

と
自
分
も
か
な
り
へ
こ
む
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
学
べ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で

す
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
、
で
も
そ
れ
は
絶
対
言
え
な
い
で
す
よ
ね
。

角
尾　

そ
う
で
す
ね
。
だ
け
ど
怒
ら
れ
る
と
き
は
、
た
い
が
い
「
こ
の
歴
史

も
知
ら
な
い
若
造
が
！
」
と
な
る
の
で
、
怒
り
の
あ
と
は
何
か
が
発
散
さ
れ

る
の
か
、
意
外
と
仲
良
く
な
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
書
籍
を
課
題
に
出
さ
れ

た
り
も
し
て
。
そ
う
や
っ
て
、
暴
力
の
責
任
は
勉
強
し
て
取
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。
そ
う
や
っ
て
、
個
人
同
士
の
関
係
に
な
っ
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
は
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
ね
。

　

僕
ら
は
大
勢
に
対
し
て
一
気
に
話
を
聞
く
こ
と
は
な
く
て
、
最
初
の
頃
は

必
ず
３
人
で
話
を
聞
い
て
い
た
ん
で
す
。
ま
だ
や
り
方
も
わ
か
っ
て
い
な

か
っ
た
し
、
個
別
だ
と
ス
ト
レ
ス
を
か
け
て
し
ま
う
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
。

リ
ク
エ
ス
ト
を
も
ら
っ
て
、
ご
自
宅
に
お
邪
魔
し
て
、
そ
の
な
か
で
少
し
ず

つ
対
話
し
て
い
く
こ
と
で
、
成
り
立
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

大
人
数
で
鑑
賞
会
を
し
て
、
仲
良
く
な
っ
た
方
が
で
き
た
と
き
に
、
個
別

に
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
る
ん
で
す
か
？　

介
護
施
設
の
な
か

で
は
、
な
か
な
か
や
り
に
く
い
と
は
思
う
ん
で
す
け
ど
。

角
尾　

な
る
べ
く
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
時
間
は
大
事
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
て
、
45
分
の
鑑
賞
会
を
し
た
後
の
お
話
タ
イ
ム
は
、
２
〜
３
時
間

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
で
す
ね
、
そ
ん
な
に
。

角
尾　

鑑
賞
会
に
参
加
さ
れ
た
方
が
50
名
と
し
て
、
残
ら
れ
る
の
は
30
名
く

ら
い
。
ほ
か
の
方
は
、
お
風
呂
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
行
か
れ
た
り
、
ご
自
分
の

お
部
屋
に
戻
ら
れ
た
り
。
な
の
で
、
２
時
間
／
１
２
０
分
の
な
か
で
ひ
と
り

４
分
の
時
間
が
あ
る
。
そ
れ
を
頭
に
入
れ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル

を
回
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
お
話
の
好
き
な
方
は
、
30
分
〜
１
時
間
お
話
を

さ
れ
る
こ
と
も
。
僕
は
お
話
を
止
め
な
い
タ
チ
で
（
笑
）。
だ
か
ら
、
個
人

的
な
関
係
が
で
き
て
い
る
人
も
、
そ
う
で
な
い
方
も
い
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
話
を
聞
い
て
、
ど
な
た
か
角
尾
さ
ん
に
聞
い
て
み
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

参
加
者　
　

編
集
に
関
し
て
質
問
な
の
で
す
が
、
こ
の
人
に
は
こ
の
曲
を
入

れ
た
ほ
う
が
い
い
な
と
か
、
そ
の
人
に
対
す
る
想
像
を
働
か
せ
る
こ
と
は
大

変
だ
け
ど
、
同
時
に
す
ご
く
大
切
な
こ
と
だ
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

あ
た
り
に
つ
い
て
何
か
考
え
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

角
尾　

施
設
に
行
か
な
い
日
は
、
正
直
面
倒
く
さ
く
思
う
こ
と
も
多
く
、
ぼ

や
ぼ
や
し
て
い
ま
す
（
笑
）。
だ
か
ら
、
行
く
日
が
決
ま
っ
て
る
の
は
良
い

こ
と
で
す
ね
。
あ
の
方
が
鑑
賞
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
る
、
施
設
も
鑑
賞
会
の

つ
も
り
で
動
い
て
い
る
、
ド
タ
キ
ャ
ン
で
き
な
い
！　

と
思
う
と
、
切
迫
感

で
や
り
ま
す
。
で
、
実
際
準
備
し
た
り
上
映
し
た
り
し
て
る
と
楽
し
く
な
っ

て
き
て
。
こ
れ
は
本
当
に
不
思
議
で
、
研
究
も
そ
う
な
ん
で
す
。

　

最
初
は
面
倒
で
し
ょ
う
が
な
い
ん
だ
け
ど
、〆
切
が
近
づ
い
て
集
中
し
出

す
と
、
や
っ
ぱ
り
楽
し
い
な
、
生
き
て
て
よ
か
っ
た
み
た
い
な
感
じ
に
な
る
。

そ
ん
な
期
日
や
〆
切
の
繰
り
返
し
が
僕
の
人
生
だ
な
と
思
い
ま
す
（
笑
）。

　

先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
８
月
の
リ
ク
エ
ス
ト
の
場
合
で
す
と
、
ま
ず
、
い
た

だ
い
た
リ
ク
エ
ス
ト
の
う
ち
、
絶
対
入
れ
る
も
の
と
検
討
中
の
も
の
に
印
を

つ
け
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
と
き
は
、『
ひ
ば
り
・
チ
エ
ミ
の
お
し
ど
り
千
両
傘
』

（
沢
島 

忠
監
督
、東
映
、１
９
６
３
年
）
を
入
れ
る
代
わ
り
に
、『
愛
染
か
つ
ら
』

は
な
し
に
し
た
。
前
者
は
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
の
パ
ロ
デ
ィ
な
ん
で
、
セ
ッ

ト
で
流
し
た
ら
楽
し
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、『
愛
染
か
つ

ら
』
を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
た
方
が
覚
え
て
ら
し
て
！

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
ね
。

角
尾　
「
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
は
ず
だ
、私
は
今
日
非
常
に
が
っ
か
り
し
た
」
と
。

ま
た
ま
た
、
生
き
て
て
す
み
ま
せ
ん…

…

っ
て
感
じ
で
。

ア
サ
ダ　

期
待
し
て
く
れ
て
る
か
ら
ね
。
ち
ゃ
ん
と
す
べ
て
に
応
え
ら
れ
る

わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
難
し
い
で
す
よ
ね
。

角
尾　

謝
罪
し
て
、
次
回
は
絶
対
入
れ
ま
す
！　

と
固
く
約
束
を
交
わ
し
ま

し
た
（
笑
）。
ア
サ
ダ
さ
ん
た
ち
も
、「
次
は
い
つ
出
る
の
？
」
な
ど
と
催
促

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

ア
サ
ダ　

リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
い
て
、
す
ぐ
に
C
D
を
お
渡
し
で
き
な

か
っ
た
り
す
る
と
、「
あ
れ
ど
う
な
っ
た
？
」
っ
て
聞
か
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
ね
。

角
尾　
「
思
い
出
」
の
も
つ
重
み
が
、
僕
ら
の
年
齢
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
て

い
て
、
そ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
の
変
化
が
最
大
の
原
因
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

最
近
は
、
昔
の
歌
謡
曲
は
視
聴
率
が
と
れ
ず
、
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、昔
は
ラ
ジ
オ
が
中
心
だ
っ
た
け
れ
ど
、レ
コ
ー

ド
か
ら
テ
レ
ビ
や
C
D
に
な
り
、
い
ま
はiTunes

やYouTube

が
主
流
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
ど
ん
ど
ん
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く

な
る
。

　

僕
ら
も
、
い
ま
見
て
い
る
好
き
な
映
画
や
ア
ニ
メ
が
、
突
然
見
ら
れ
な
い

状
況
に
な
り
、
そ
れ
を
数
年
ぶ
り
に
鑑
賞
し
た
と
し
た
ら
、
強
い
想
い
が
こ

み
上
が
る
と
思
う
ん
で
す
。
ご
高
齢
の
方
は
、
こ
の
見
ら
れ
な
い
ス
パ
ン
が

数
十
年
単
位
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、「
技
術
の
進
歩
」
と
か
、

特
定
の
何
か
に
向
け
て
か
ん
ば
る
っ
て
い
う
の
は
「
ま
ゆ
つ
ば
」
だ
と
思
い

ま
す
ね
。
そ
れ
に
つ
い
て
い
け
る
人
に
と
っ
て
し
か
、「
進
歩
」
で
は
な
い

で
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
髙
原
タ
ケ
子
さ
ん
が
初
め
て
曲
を

聴
い
た
と
き
に
す
ご
く
強
い
反
応
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
ラ
ジ
カ
セ
を
持
っ

て
い
な
い
し
、
車
も
も
う
乗
っ
て
い
な
い
か
ら
、
音
楽
に
ア
ク
セ
ス
す
る
方

法
が
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
。そ
う
し
て
、自
分
が
音
楽
を
聴
き
た
か
っ

た
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
い
く
な
か
で
、
た
ま
た
ま
聴
い
て
も
ら
え
た
。

　

新
聞
の
広
告
に
「
思
い
出
の
な
ん
ち
ゃ
ら
ア
ル
バ
ム
」
み
た
い
な
や
つ
が

よ
く
出
て
く
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
タ
ケ
子
さ
ん
は
、
そ
の
曲
名
リ
ス
ト
の

好
き
な
曲
に
丸
を
つ
け
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
あ
る
と
き
、
丸
を
つ
け
な
が
ら
、

ふ
い
に
２
曲
続
け
て
わ
っ
と
歌
っ
て
く
だ
さ
っ
て
。

　

い
ま
思
え
ば
、
ま
た
音
楽
に
出
会
っ
た
こ
と
で
、
ぎ
ゅ
っ
と
記
憶
が
凝
縮

さ
れ
て
戻
っ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。
音
楽
を
耳
に
し
て

い
な
い
時
間
が
あ
ま
り
に
も
長
か
っ
た
こ
と
で
。

角
尾　

そ
れ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
い
つ
も
介
護
施
設
で
は
、
特
に
有
名

な
歌
手
や
ス
タ
ー
の
方
の
若
い
頃
の
姿
が
映
り
、
声
が
聞
こ
え
て
き
た
と
き
、

一
気
に
熱
量
が
上
が
り
ま
す
。
そ
う
い
う
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
記
憶
み

た
い
な
も
の
を
、
も
う
一
度
何
と
か
し
た
い
っ
て
い
う
想
い
が
あ
る
ん
で
す

よ
ね
。

江
尻
　
さ
っ
き
の
話
に
戻
り
ま
す
が
、
極
論
を
言
う
と
、
震
災
後
、「
海
の

歌
を
聴
き
た
く
な
い
」
と
か
っ
て
や
っ
ぱ
り
あ
り
ま
す
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
あ
り
ま
す
ね
。

江
尻　

そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
地
雷
を
踏
ん
じ
ゃ
っ
た
り
す
る
ん
で
す
よ
ね
。

角
尾　

た
だ
僕
は
、
地
雷
は
踏
ん
で
し
ま
う
も
の
と
思
っ
て
い
る
節
が
あ
る

ん
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
の

で
。
満
足
さ
せ
す
ぎ
ち
ゃ
っ
て
も
い
か
ん
っ
て
い
う
気
も
あ
っ
て
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
こ
れ
を
流
せ
ば
絶
対
み
な
さ
ん
大
満
足
！　

っ

て
い
う
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
僕
の
な
か
に
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
は
や
ら
な
い

よ
う
に
し
て
ま
す
。
そ
れ
を
や
っ
て
し
ま
う
と
、
も
う
満
足
し
す
ぎ
て
、
そ

の
あ
と
話
す
気
力
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
。

ア
サ
ダ　

腹
八
分
に
し
と
く
っ
て
い
う
こ
と
で
す
か
？

角
尾　

そ
う
。
ス
ト
レ
ス
を
ど
こ
か
に
ち
ょ
っ
と
か
け
る
と
い
う
か
、
次
も

ま
た
観
た
い
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
な
と
。

ア
サ
ダ　
「
も
う
満
足
し
た
か
ら
い
い
わ
」
っ
て
な
っ
た
ら
、
終
わ
っ
ち
ゃ

い
ま
す
も
ん
ね
。

　

あ
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
ね
。

角
尾　

ち
ょ
っ
と
宣
伝
を
し
て
も
い
い
で
す
か
？　

実
は
こ
の
『
シ
ル
バ
ー

シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
！
』
は
僕
ひ
と
り
で
や
っ
て
い
て
、
そ
ろ
そ
ろ
仲
間
を

増
や
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
介
護
と
歴
史
教
育
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
誰
か
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
な
と
。
ご
関
心
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
一
緒
に
介
護
施
設
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

と
い
う
お
誘

い
で
す
！

ア
サ
ダ　

そ
れ
す
ご
く
い
い
で
す
ね
。

　
「
思
い
出
」
の
も
つ
重
み
の
話
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
い
つ
で
も
好

き
な
と
き
に
音
楽
や
映
画
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
環
境
下
で
は
、
そ
う
い
っ

た
表
現
に
触
れ
る
こ
と
で
引
き
出
さ
れ
る
記
憶
の
存
在
そ
の
も
の
に
気
づ
か

ず
に
い
る
と
い
う
わ
け
で
。

　

た
だ
、
一
度
想
起
さ
れ
る
こ
と
で
、「
自
分
は
確
か
に
こ
う
し
て
生
き
て

き
た
」
と
承
認
す
る
こ
と
が
希
求
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
機
会

を
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
立
ち
上
げ
る
か
、
ヒ
ン
ト

を
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

角
尾
さ
ん
、
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

ふ
う  

し

か
ん
る
い
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ア
サ
ダ　

さ
て
、「
な
ぞ
る
３ ‒ 

１
」
で
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
角
尾
宣
信
さ

ん
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
角
尾
さ
ん
は
、
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
の
博
士
課
程
に
在
籍
さ
れ
て
い
て
、
映
画
研
究
が
ご
専
門
で
す
。
さ

ら
に
、
介
護
施
設
で
高
齢
者
の
方
々
と
懐
か
し
い
映
画
や
歌
謡
曲
を
鑑
賞
し

て
、語
り
合
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
シ
ル
バ
ー
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
！
』
を
や
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
角
尾
さ
ん
の
活
動
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
に
つ
い
て
新
た
な
視
点
を
い
た
だ
け
た
ら
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

角
尾
　
は
い
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ア
サ
ダ
　
ま
ず
最
初
に
、
普
段
ど
ん
な
活
動
を
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
か
お
聞

き
し
て
い
い
で
す
か
？

角
尾　

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
通
り
、
普
段
は
映
画
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
専

門
は
敗
戦
後
か
ら
60
年
代
ま
で
の
日
本
映
画
で
、
特
に
コ
メ
デ
ィ
や
風
刺
を

中
心
に
扱
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
植
木 

等
主
演
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
喜

劇
映
画
シ
リ
ー
ズ
（
１
９
６
２―

１
９
７
１
年
）
と
か
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
好
き
で
す
ね
。

角
尾　

実
は
、
植
木
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
映
画
の
前
に
は
、
森
繁
久
彌
主
演
の

「
社
長
シ
リ
ー
ズ
」（
１
９
５
６―

１
９
７
０
年
）が
あ
っ
て
、そ
の
前
に
は「
三

等
重
役
シ
リ
ー
ズ
」（
１
９
５
２―

１
９
５
３
年
）
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う

し
て
敗
戦
後
、
特
に
１
９
５
２
年
に
ア
メ
リ
カ
の
占
領
か
ら
独
立
し
て
高
度

経
済
成
長
へ
と
向
か
う
な
か
で
、
綿
々
と
続
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
映
画
に
は
、

ど
う
し
て
も
戦
争
や
軍
隊
の
記
憶
が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
。

　

僕
は
、
近
代
の
戦
争
で
兵
士
に
な
る
っ
て
い
う
の
は
、
国
家
に
命
が
け
で

就
職
す
る
よ
う
な
も
の
だ
と
思
っ
て
ま
す
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
兵

士
だ
っ
た
人
た
ち
が
企
業
戦
士
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
大
き
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
が
あ
っ
た
。そ
の
と
き
に
、戦
時
中
の
記
憶
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
っ

た
の
か
を
、
コ
メ
デ
ィ
や
風
刺
映
画
か
ら
読
み
取
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い

ま
す
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。
そ
う
し
た
研
究
活
動
を
し
な
が
ら
、「
誰
か
と
一
緒

に
見
る
」
と
い
う
こ
と
も
同
時
に
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。
要
は
、

映
画
の
時
代
背
景
が
わ
か
る
方
々
と
一
緒
に
鑑
賞
会
を
し
て
ら
っ
し
ゃ
る
わ

け
で
す
が
、
そ
う
し
た
活
動
は
い
つ
か
ら
は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す

か
？

角
尾　

ち
ょ
う
ど
１
年
半
前
の
２
０
１
７
年
６
月
か
ら
で
す
。

ア
サ
ダ　

結
構
最
近
な
ん
で
す
ね
。

角
尾　

最
近
で
す
ね
。
僕
が
コ
メ
デ
ィ
や
風
刺
映
画
を
研
究
し
よ
う
と
思
っ

た
の
が
３
年
前
で
、
し
ば
ら
く
ひ
と
り
で
研
究
し
て
い
た
の
で
す
が
、
僕
の

回
り
の
人
は
、高
峰
秀
子
も
高
峰
三
枝
子
も
知
ら
な
い
。話
も
通
じ
に
く
い
し
、

さ
び
し
い
な
と
。
そ
れ
な
ら
介
護
施
設
に
行
け
ば
い
く
ら
で
も
専
門
家
が
い

る
じ
ゃ
な
い
か
！　

っ
て
思
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
狙
い
を
定
め
た
ん
で
す
ね
。

角
尾　

そ
う
そ
う
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
狙
い
を
定
め
て
。

そ
れ
に
、僕
、あ
ん
ま
り
若
者
と
し
ゃ
べ
る
の
は
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
で
す（
笑
）。

ア
サ
ダ　

ど
う
い
う
こ
と
や
ね
ん
、そ
れ
。若
者
っ
て
い
く
つ
ぐ
ら
い
の
人
？

角
尾　

10
代
か
ら
20
代
前
後
の
青
い
ヤ
ツ
？　

ま
あ
、冗
談
で
す
け
ど
（
笑
）。

　

と
に
か
く
、
あ
ま
り
夢
と
か
信
じ
て
い
な
い
方
な
の
で
、
何
か
に
向
か
っ

て
が
ん
ば
る
「
青
年
よ
、
大
志
を
抱
け
」
っ
て
い
う
の
は
、
ど
う
も
ね
（
笑
）。

世
の
な
か
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
意
味
あ
る
か
し
ら
っ
て
思
っ
ち
ゃ

う
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
境
地
は
、

心
穏
や
か
で
素
晴
ら
し
い
で
す
。

ア
サ
ダ　

も
う
酸
い
も
甘
い
も
全
部
や
っ
て
き
た
が
ゆ
え
の
。

角
尾　

そ
う
。
だ
か
ら
、
介
護
施
設
に
行
く
と
、
常
に
心
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
れ
る
感
じ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

角
尾　

も
ち
ろ
ん
目
の
前
に
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
や
っ
て
ま
す
が
、
半
分
は
僕
の
心
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

僕
の
場
合
は
、
結
構
世
代
が
上
の
方
と
話
す
の
っ
て
、
こ
っ
ち
に

知
識
が
な
い
か
ら
わ
り
と
勇
気
が
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
も
ち
ろ
ん
付
き
合
い

が
長
く
な
っ
て
い
く
と
、
ま
た
違
う
関
係
性
に
な
っ
て
い
き
ま
す
が
。

角
尾　

僕
は
小
さ
い
頃
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
か
と
話
す
の
が
好
き
だ
っ
た

ん
で
。

　

音
楽
で
言
え
ば
、
人
形
劇
の
『
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
』
の
リ
メ
イ

ク
版
放
送
が
小
さ
い
頃
に
あ
っ
て
大
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
僕
の
元
気
ソ
ン
グ

は
『
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
』
な
ん
で
す
。「
進
め
ー
」
っ
て
歌
詞
に

あ
る
け
ど
、
ど
こ
に
進
む
か
は
不
明
で
し
ょ
、
ひ
ょ
う
た
ん
島
は
。
不
明
の

方
向
に
と
り
あ
え
ず
進
ん
で
い
く
っ
て
い
う
の
が
ね
、
感
涙
し
ち
ゃ
う
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
そ
れ
で
こ
の
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
角
尾
さ
ん
は
声
が
高
い
で
す
よ
ね
。
し
か
も
、
話
し
て

る
と
だ
ん
だ
ん
高
く
な
っ
て
い
く
。
ほ
ん
ま
ラ
ジ
オ
向
き
だ
と
思
い
ま
す
。

角
尾　

お
恥
ず
か
し
い
！　

高
い
ほ
う
が
通
る
？

ア
サ
ダ　

声
が
裏
返
っ
て
い
く
感
じ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
聞
い
て
い
て
高
揚
感

が
あ
る
で
し
ょ
う
？　

だ
か
ら
、
フ
ァ
ル
セ
ッ
ト
が
デ
フ
ォ
ル
ト
に
な
っ
て

い
る
よ
う
な
角
尾
さ
ん
の
声
は
、
と
っ
て
も
素
敵
だ
な
っ
て
。

　

介
護
施
設
で
の
鑑
賞
会
は
、
具
体
的
に
ど
ち
ら
で
や
っ
て
る
ん
で
す
か
？

角
尾　

都
内
で
は
板
橋
と
昭
島
、
た
ま
に
池
袋
で
す
ね
。
あ
と
は
埼
玉
の
久

喜
と
川
越
。
５
か
所
ぐ
ら
い
で
、
月
１
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

ア
サ
ダ　

５
か
所
で
月
１
と
い
う
こ
と
は
、
月
５
回
は
ど
こ
か
に
行
っ
て
鑑

賞
会
を
し
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

角
尾　

そ
う
で
す
。
さ
ら
に
１
か
所
の
施
設
で
も
、
別
日
に
複
数
の
お
部
屋

に
行
く
場
合
も
あ
っ
て
。

ア
サ
ダ　

忙
し
い
な
、
そ
れ
。
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
介
護
施
設
上
映
お
じ
さ
ん
に

な
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

角
尾　

僕
は
、
国
会
図
書
館
な
ど
に
行
っ
て
調
べ
物
す
る
か
、
介
護
施
設
に

行
く
か
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

思
っ
た
よ
り
も
通
っ
て
ま
す
ね
、
す
ご
い
な
そ
れ
は
。

　

復
興
公
営
住
宅
は
、
高
齢
者
の
方
の
た
め
の
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

や
っ
ぱ
り
下
神
白
団
地
は
、
か
な
り
ご
高
齢
の
方
多
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
こ

で
僕
た
ち
は
、
音
楽
を
き
っ
か
け
に
い
ろ
い
ろ
な
記
憶
を
伺
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
鑑
賞
会
は
ど
う
や
っ
て
る
ん
で
す
か
？

角
尾　

僕
は
、
毎
回
、
参
加
さ
れ
た
方
に
リ
ク
エ
ス
ト
を
聞
い
て
、
次
の
月

は
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ま
す
。
名
前
も
記
録
し
て
お
い
て
、

「
誰
々
さ
ん
が
何
々
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
」
と
上
映
前
に
話
し
ま
す
。

　

映
画
は
、
丸
々
１
本
は
流
さ
な
い
で
す
ね
。
１
時
間
半
以
上
を
座
っ
て
観

る
と
い
う
の
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
、
身
体
的
に
き
つ

い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
編
集
し
て
尺
を
縮
め
ま
す
。『
ロ
ー
マ
の
休
日
』（
１

９
５
３
年
、
日
本
公
開
は
１
９
５
４
年
）
を
10
分
と
か
、
美
空
ひ
ば
り
の
映

画
を
７
分
と
か
。
そ
う
い
う
ス
ト
ッ
ク
が
、
手
持
ち
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の

な
か
に
あ
っ
て
。

　

こ
れ
は
２
０
１
８
年
８
月
23
日
に
出
た
リ
ク
エ
ス
ト
の
メ
モ
で
す
が
、
映

画
だ
と
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
と
『
愛
染
か
つ
ら
』（
野
村
浩
将
監
督
、松
竹
大
船
、

１
９
３
８
年
）、
歌
謡
曲
で
は
『
有
楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ
う
』（
歌:

フ
ラ
ン

ク
永
井
、
１
９
５
７
年
）
が
あ
っ
て
、
あ
と
ス
タ
ー
で
は
美
空
ひ
ば
り
や
石

原
裕
次
郎
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
『
愛
染
か
つ
ら
』
と
『
有
楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ
う
』
は

出
て
く
る
ん
で
す
ね
。

角
尾　

人
気
で
す
ね
〜
。
で
き
る
だ
け
開
放
的
な
場
を
つ
く
り
た
い
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
た
い
し
、
一
人
ひ
と
り
の
お
話
も
聞
き
た
い

か
ら
、
映
像
は
短
く
編
集
し
ま
す
。
歌
謡
曲
は
、
本
人
が
出
て
く
る
映
像
を

な
る
べ
く
探
し
て
流
す
よ
う
に
し
て
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
ち
の
ほ
う
が
盛
り
上
が
る
か
ら
。

角
尾　

全
然
違
い
ま
す
ね
。

　

基
本
の
イ
ベ
ン
ト
時
間
は
、
施
設
側
の
制
約
も
あ
り
、
約
45
分
で
す
。
鑑

賞
中
は
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ま
ず
は
ち
ょ
っ
と
し
た
体
操

を
し
て
、
そ
こ
か
ら
鑑
賞
会
に
入
り
ま
す
。
体
の
部
位
に
番
号
を
つ
け
て
、

１
番
、
２
番
、
３
番
、
４
番
と
手
を
動
か
し
て
い
く
、
み
た
い
な
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
角
尾
さ
ん
が
司
会
す
る
の
？

角
尾　

僕
が
や
り
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、場
を
回
す
ん
で
す
ね
。
体
操
を
し
て
、映
像
を
流
し
て
、

ち
ょ
っ
と
し
ゃ
べ
っ
て
み
た
い
な
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
み
た
い
な
こ
と
を

や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
。

角
尾　

そ
う
で
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
な
。

角
尾　

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
順
番
を
ど
う
す
る
か
が
、
ま
た
難
し
い
。

ア
サ
ダ　

楽
し
さ
も
あ
る
け
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
っ
て
や
っ
ぱ
り

ち
ょ
っ
と
大
変
で
す
よ
ね
。

角
尾　

先
ほ
ど
の
リ
ク
エ
ス
ト
な
ら
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
ぐ
っ
と
テ
ン
ポ
良

く
い
っ
た
方
が
い
い
か
ら
、
美
空
ひ
ば
り
の
『
お
祭
り
マ
ン
ボ
』（
歌
謡
曲
、

１
９
５
２
年
発
売
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
マ
ン
ボ
か
ら
海
外
の
楽
曲
の
リ

ズ
ム
と
い
う
こ
と
で
石
原
裕
次
郎
の『
嵐
を
呼
ぶ
男
』（
井
上
梅
次
監
督
、日
活
、

１
９
５
７
年
）
の
ド
ラ
ム
合
戦
の
抜
粋
を
入
れ
、
そ
の
後
に
美
空
ひ
ば
り
映

画
に
つ
な
い
で
、『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
で
洋
画
の
ロ
マ
ン
ス
を
入
れ
て
、
昭

和
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
『
有
楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ
う
』
へ
と
か
。

　

そ
の
場
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
で

き
る
限
り
楽
曲
や
映
像
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
て
。
と
き
お
り
、
意
地
悪
じ
い
さ

ん
み
た
い
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、「
つ
ま
ら
ん
」
な
ん
て
言
わ
れ
た
り

す
る
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　
「
こ
ん
な
の
見
せ
や
が
っ
て
」「
わ
し
は
こ
れ
が
見
た
い
ん
だ
」
み

た
い
な
。

角
尾　

そ
う
そ
う
。
そ
し
た
ら
、
そ
の
場
で
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
な
か
か
ら

探
し
て
流
し
た
り
と
か
。
そ
う
い
う
計
算
を
し
つ
つ
、
映
像
や
曲
が
流
れ
て

い
る
間
は
客
席
を
回
っ
て
、
話
し
た
そ
う
に
し
て
る
方
や
つ
ま
ら
な
そ
う
な

方
に
話
し
か
け
て
様
子
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
曲
が
終
わ
る
と
「
じ
ー
ん
と
く

る
曲
で
し
た
ね
」
な
ど
と
コ
メ
ン
ト
し
な
が
ら
司
会
に
戻
っ
て
、
次
に
い
く

み
た
い
な
。

ア
サ
ダ　

う
わ
あ
、
大
変
だ
な
。

角
尾　

ち
な
み
に
、『
お
祭
り
マ
ン
ボ
』
は
１
９
５
２
年
の
８
月
15
日
に
発

売
さ
れ
て
、
当
時
の
売
り
上
げ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
３
位
。
実
は
、
東
京
大
空
襲

を
風
刺
し
た
歌
詞
に
な
っ
て
る
ん
で
す
。

り
ん
ご　

み
な
さ
ん
は
、
ど
う
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
語
ら
れ
る
ん
で
す
か
？

角
尾　

み
な
さ
ん
の
思
い
出
に
残
っ
て
る
曲
っ
て
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
青

春
の
頃
の
記
憶
な
ん
で
す
よ
。
青
春
の
頃
、
い
わ
ゆ
る
思
春
期
は
人
間
の
人

格
形
成
期
で
、
一
番
記
憶
が
強
く
残
る
と
い
う
認
知
症
の
研
究
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
話
が
多
い
。
恋
人
と
映
画
に
行
っ
た

と
か
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
踊
っ
た
と
か
。
あ
と
、
当
時
女
性
が
映
画
に
行
く

こ
と
は
、
遊
ん
で
る
と
思
わ
れ
る
印
象
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
お
小
遣
い
を
貯

め
て
、
変
装
し
て
見
に
行
っ
て
た
と
か
。

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
ち
ょ
っ
と
ナ
ン
パ
な
感
じ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
あ
っ
た
ん

で
す
ね
。

　

音
楽
の
話
の
前
に
、
映
画
の
話
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
映
画
と
音
楽
っ
て

連
動
し
て
る
で
し
ょ
う
？　

ま
ず
映
画
の
主
題
歌
だ
っ
た
か
ら
と
曲
名
が
出

て
き
て
、
た
と
え
ば
「
浪
江
座
っ
て
い
う
映
画
館
が
あ
っ
て
ね
」
っ
て
い
う

話
に
な
っ
て
、
途
中
か
ら
テ
レ
ビ
が
や
っ
て
き
て
み
た
い
な
話
は
よ
く
出
て

き
ま
す
ね
。
そ
の
な
か
で
「
当
時
浪
江
に
い
た
と
き
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
ね
」
っ
て
い
う
よ
う
に
、
ま
ち
の
話
に
な
っ
て
い
く
。

　

角
尾
さ
ん
の
ひ
ら
か
れ
る
場
で
は
、
み
な
さ
ん
は
角
尾
さ
ん
に
対
し
て
語

る
の
か
、
何
人
か
が
語
り
合
う
の
か
、
ど
ん
な
感
じ
な
ん
で
す
か
？

角
尾　

参
加
者
は
50
名
く
ら
い
な
の
で
、
各
グ
ル
ー
プ
で
語
り
合
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
輪
に
僕
が
入
っ
て
い
く
よ
う
な
。

　

そ
う
い
う
な
か
で
、
敗
戦
直
後
の
『
異
国
の
丘
』（
歌
謡
曲
、
作
者
不
明
、

１
９
４
８
年
発
売
）
や
『
上
海
帰
り
の
リ
ル
』（
歌
謡
曲
、
歌:

津
村 

謙
、

１
９
５
１
年
発
売
）
な
ど
を
流
す
と
、
戦
争
の
ト
ラ
ウ
マ
に
触
れ
て
し
ま
う

と
き
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
良
い
と
き
も
あ
る
ん
で
す
が
、
こ
ん
な
苦

し
い
思
い
出
を
蘇
ら
せ
る
曲
は
聞
き
た
く
な
い
と
怒
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
。
一
生
懸
命
準
備
し
て
、
上
映
し
て
、
初
め
て
会
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

「
お
前
の
顔
は
見
た
く
も
な
い
」
っ
て
言
わ
れ
る
と
、
生
き
て
て
す
み
ま
せ

ん…
…

っ
て
な
り
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
へ
こ
み
ま
す
ね
。

角
尾　

次
第
に
気
づ
い
た
の
は
、
戦
時
中
の
ト
ラ
ウ
マ
的
記
憶
を
抱
え
続
け

て
い
る
人
は
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
ア
サ
ダ
さ
ん
も

震
災
関
係
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す
る
な
か
で
、
音
楽
を
通
じ
て
ト
ラ
ウ
マ
に

触
れ
る
、
そ
こ
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
書

か
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

怒
っ
て
く
れ
た
り
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
わ
か
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
こ
に
は
何
か
が
あ
る
と
。
東
京
大
空
襲
で
の
遺
体
探
し
や
、
疎
開
先
で
の

蚕
の
お
世
話
、
ま
た
敗
戦
直
後
は
１
週
間
カ
ボ
チ
ャ
１
個
で
過
ご
し
た
と
か
、

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
記
憶
ば
か
り
で
な
く
、
そ
う
し
た
つ
ら
い
記
憶
も
後
の
世

代
に
伝
え
て
い
く
べ
き
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

り
ん
ご　

こ
れ
ま
で
ご
自
身
の
な
か
で
「
そ
う
い
え
ば
あ
ん
な
こ
と
も
あ
っ

た
」「
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
」
っ
て
、
わ
あ
っ
て
思
い
出
す
こ
と
は
あ
り

ま
す
が
、
あ
る
曲
を
聴
い
て
強
い
反
応
を
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

曲
を
聴
い
て
い
る
う
ち
に
た
ま
た
ま
思
い
出
し
て
い
っ
た
な
か
で
、

戦
争
の
話
に
な
る
感
じ
な
の
で
、
い
き
な
り
戦
争
の
話
に
は
い
か
な
い
。

角
尾　

た
ぶ
ん
そ
れ
は
、
僕
が
大
人
数
の
場
で
や
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う

ん
で
す
。
大
勢
だ
と
、『
上
海
帰
り
の
リ
ル
』
が
聴
き
た
い
人
も
い
れ
ば
、

戦
時
中
や
敗
戦
直
後
の
記
憶
を
思
い
出
す
の
で
絶
対
嫌
だ
と
い
う
人
も
い
る
。

す
る
と
、
嫌
だ
と
思
っ
て
い
る
人
に
も
強
制
的
に
聴
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
れ
で
、
ト
ラ
ウ
マ
に
触
れ
た
り
、
気
分
を
害
さ
れ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
が
起
こ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

角
尾　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
繊
細
な
問
題
で
、
一
種
の
暴
力
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
な
の
で
、
最
近
は
い
く
つ
か
の
楽
曲
に
関
し
て
は
、
よ
く
よ
く
関

係
づ
く
り
が
で
き
て
か
ら
流
す
な
ど
、
慎
重
に
や
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ

れ
に
は
良
い
面
と
悪
い
面
が
あ
る
よ
う
に
も
思
っ
て
い
て
、
怒
り
を
受
け
る

と
自
分
も
か
な
り
へ
こ
む
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
学
べ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で

す
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
、
で
も
そ
れ
は
絶
対
言
え
な
い
で
す
よ
ね
。

角
尾　

そ
う
で
す
ね
。
だ
け
ど
怒
ら
れ
る
と
き
は
、
た
い
が
い
「
こ
の
歴
史

も
知
ら
な
い
若
造
が
！
」
と
な
る
の
で
、
怒
り
の
あ
と
は
何
か
が
発
散
さ
れ

る
の
か
、
意
外
と
仲
良
く
な
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
書
籍
を
課
題
に
出
さ
れ

た
り
も
し
て
。
そ
う
や
っ
て
、
暴
力
の
責
任
は
勉
強
し
て
取
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。
そ
う
や
っ
て
、
個
人
同
士
の
関
係
に
な
っ
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
は
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
ね
。

　

僕
ら
は
大
勢
に
対
し
て
一
気
に
話
を
聞
く
こ
と
は
な
く
て
、
最
初
の
頃
は

必
ず
３
人
で
話
を
聞
い
て
い
た
ん
で
す
。
ま
だ
や
り
方
も
わ
か
っ
て
い
な

か
っ
た
し
、
個
別
だ
と
ス
ト
レ
ス
を
か
け
て
し
ま
う
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
。

リ
ク
エ
ス
ト
を
も
ら
っ
て
、
ご
自
宅
に
お
邪
魔
し
て
、
そ
の
な
か
で
少
し
ず

つ
対
話
し
て
い
く
こ
と
で
、
成
り
立
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

大
人
数
で
鑑
賞
会
を
し
て
、
仲
良
く
な
っ
た
方
が
で
き
た
と
き
に
、
個
別

に
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
る
ん
で
す
か
？　

介
護
施
設
の
な
か

で
は
、
な
か
な
か
や
り
に
く
い
と
は
思
う
ん
で
す
け
ど
。

角
尾　

な
る
べ
く
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
時
間
は
大
事
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
て
、
45
分
の
鑑
賞
会
を
し
た
後
の
お
話
タ
イ
ム
は
、
２
〜
３
時
間

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
で
す
ね
、
そ
ん
な
に
。

角
尾　

鑑
賞
会
に
参
加
さ
れ
た
方
が
50
名
と
し
て
、
残
ら
れ
る
の
は
30
名
く

ら
い
。
ほ
か
の
方
は
、
お
風
呂
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
行
か
れ
た
り
、
ご
自
分
の

お
部
屋
に
戻
ら
れ
た
り
。
な
の
で
、
２
時
間
／
１
２
０
分
の
な
か
で
ひ
と
り

４
分
の
時
間
が
あ
る
。
そ
れ
を
頭
に
入
れ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル

を
回
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
お
話
の
好
き
な
方
は
、
30
分
〜
１
時
間
お
話
を

さ
れ
る
こ
と
も
。
僕
は
お
話
を
止
め
な
い
タ
チ
で
（
笑
）。
だ
か
ら
、
個
人

的
な
関
係
が
で
き
て
い
る
人
も
、
そ
う
で
な
い
方
も
い
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
話
を
聞
い
て
、
ど
な
た
か
角
尾
さ
ん
に
聞
い
て
み
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

参
加
者　
　

編
集
に
関
し
て
質
問
な
の
で
す
が
、
こ
の
人
に
は
こ
の
曲
を
入

れ
た
ほ
う
が
い
い
な
と
か
、
そ
の
人
に
対
す
る
想
像
を
働
か
せ
る
こ
と
は
大

変
だ
け
ど
、
同
時
に
す
ご
く
大
切
な
こ
と
だ
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

あ
た
り
に
つ
い
て
何
か
考
え
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

角
尾　

施
設
に
行
か
な
い
日
は
、
正
直
面
倒
く
さ
く
思
う
こ
と
も
多
く
、
ぼ

や
ぼ
や
し
て
い
ま
す
（
笑
）。
だ
か
ら
、
行
く
日
が
決
ま
っ
て
る
の
は
良
い

こ
と
で
す
ね
。
あ
の
方
が
鑑
賞
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
る
、
施
設
も
鑑
賞
会
の

つ
も
り
で
動
い
て
い
る
、
ド
タ
キ
ャ
ン
で
き
な
い
！　

と
思
う
と
、
切
迫
感

で
や
り
ま
す
。
で
、
実
際
準
備
し
た
り
上
映
し
た
り
し
て
る
と
楽
し
く
な
っ

て
き
て
。
こ
れ
は
本
当
に
不
思
議
で
、
研
究
も
そ
う
な
ん
で
す
。

　

最
初
は
面
倒
で
し
ょ
う
が
な
い
ん
だ
け
ど
、〆
切
が
近
づ
い
て
集
中
し
出

す
と
、
や
っ
ぱ
り
楽
し
い
な
、
生
き
て
て
よ
か
っ
た
み
た
い
な
感
じ
に
な
る
。

そ
ん
な
期
日
や
〆
切
の
繰
り
返
し
が
僕
の
人
生
だ
な
と
思
い
ま
す
（
笑
）。

　

先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
８
月
の
リ
ク
エ
ス
ト
の
場
合
で
す
と
、
ま
ず
、
い
た

だ
い
た
リ
ク
エ
ス
ト
の
う
ち
、
絶
対
入
れ
る
も
の
と
検
討
中
の
も
の
に
印
を

つ
け
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
と
き
は
、『
ひ
ば
り
・
チ
エ
ミ
の
お
し
ど
り
千
両
傘
』

（
沢
島 

忠
監
督
、東
映
、１
９
６
３
年
）
を
入
れ
る
代
わ
り
に
、『
愛
染
か
つ
ら
』

は
な
し
に
し
た
。
前
者
は
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
の
パ
ロ
デ
ィ
な
ん
で
、
セ
ッ

ト
で
流
し
た
ら
楽
し
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、『
愛
染
か
つ

ら
』
を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
た
方
が
覚
え
て
ら
し
て
！

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
ね
。

角
尾　
「
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
は
ず
だ
、私
は
今
日
非
常
に
が
っ
か
り
し
た
」
と
。

ま
た
ま
た
、
生
き
て
て
す
み
ま
せ
ん…

…

っ
て
感
じ
で
。

ア
サ
ダ　

期
待
し
て
く
れ
て
る
か
ら
ね
。
ち
ゃ
ん
と
す
べ
て
に
応
え
ら
れ
る

わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
難
し
い
で
す
よ
ね
。

角
尾　

謝
罪
し
て
、
次
回
は
絶
対
入
れ
ま
す
！　

と
固
く
約
束
を
交
わ
し
ま

し
た
（
笑
）。
ア
サ
ダ
さ
ん
た
ち
も
、「
次
は
い
つ
出
る
の
？
」
な
ど
と
催
促

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

ア
サ
ダ　

リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
い
て
、
す
ぐ
に
C
D
を
お
渡
し
で
き
な

か
っ
た
り
す
る
と
、「
あ
れ
ど
う
な
っ
た
？
」
っ
て
聞
か
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
ね
。

角
尾　
「
思
い
出
」
の
も
つ
重
み
が
、
僕
ら
の
年
齢
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
て

い
て
、
そ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
の
変
化
が
最
大
の
原
因
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

最
近
は
、
昔
の
歌
謡
曲
は
視
聴
率
が
と
れ
ず
、
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、昔
は
ラ
ジ
オ
が
中
心
だ
っ
た
け
れ
ど
、レ
コ
ー

ド
か
ら
テ
レ
ビ
や
C
D
に
な
り
、
い
ま
はiTunes

やYouTube

が
主
流
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
ど
ん
ど
ん
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く

な
る
。

　

僕
ら
も
、
い
ま
見
て
い
る
好
き
な
映
画
や
ア
ニ
メ
が
、
突
然
見
ら
れ
な
い

状
況
に
な
り
、
そ
れ
を
数
年
ぶ
り
に
鑑
賞
し
た
と
し
た
ら
、
強
い
想
い
が
こ

み
上
が
る
と
思
う
ん
で
す
。
ご
高
齢
の
方
は
、
こ
の
見
ら
れ
な
い
ス
パ
ン
が

数
十
年
単
位
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、「
技
術
の
進
歩
」
と
か
、

特
定
の
何
か
に
向
け
て
か
ん
ば
る
っ
て
い
う
の
は
「
ま
ゆ
つ
ば
」
だ
と
思
い

ま
す
ね
。
そ
れ
に
つ
い
て
い
け
る
人
に
と
っ
て
し
か
、「
進
歩
」
で
は
な
い

で
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
髙
原
タ
ケ
子
さ
ん
が
初
め
て
曲
を

聴
い
た
と
き
に
す
ご
く
強
い
反
応
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
ラ
ジ
カ
セ
を
持
っ

て
い
な
い
し
、
車
も
も
う
乗
っ
て
い
な
い
か
ら
、
音
楽
に
ア
ク
セ
ス
す
る
方

法
が
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
。そ
う
し
て
、自
分
が
音
楽
を
聴
き
た
か
っ

た
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
い
く
な
か
で
、
た
ま
た
ま
聴
い
て
も
ら
え
た
。

　

新
聞
の
広
告
に
「
思
い
出
の
な
ん
ち
ゃ
ら
ア
ル
バ
ム
」
み
た
い
な
や
つ
が

よ
く
出
て
く
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
タ
ケ
子
さ
ん
は
、
そ
の
曲
名
リ
ス
ト
の

好
き
な
曲
に
丸
を
つ
け
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
あ
る
と
き
、
丸
を
つ
け
な
が
ら
、

ふ
い
に
２
曲
続
け
て
わ
っ
と
歌
っ
て
く
だ
さ
っ
て
。

　

い
ま
思
え
ば
、
ま
た
音
楽
に
出
会
っ
た
こ
と
で
、
ぎ
ゅ
っ
と
記
憶
が
凝
縮

さ
れ
て
戻
っ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。
音
楽
を
耳
に
し
て

い
な
い
時
間
が
あ
ま
り
に
も
長
か
っ
た
こ
と
で
。

角
尾　

そ
れ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
い
つ
も
介
護
施
設
で
は
、
特
に
有
名

な
歌
手
や
ス
タ
ー
の
方
の
若
い
頃
の
姿
が
映
り
、
声
が
聞
こ
え
て
き
た
と
き
、

一
気
に
熱
量
が
上
が
り
ま
す
。
そ
う
い
う
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
記
憶
み

た
い
な
も
の
を
、
も
う
一
度
何
と
か
し
た
い
っ
て
い
う
想
い
が
あ
る
ん
で
す

よ
ね
。

江
尻
　
さ
っ
き
の
話
に
戻
り
ま
す
が
、
極
論
を
言
う
と
、
震
災
後
、「
海
の

歌
を
聴
き
た
く
な
い
」
と
か
っ
て
や
っ
ぱ
り
あ
り
ま
す
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
あ
り
ま
す
ね
。

江
尻　

そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
地
雷
を
踏
ん
じ
ゃ
っ
た
り
す
る
ん
で
す
よ
ね
。

角
尾　

た
だ
僕
は
、
地
雷
は
踏
ん
で
し
ま
う
も
の
と
思
っ
て
い
る
節
が
あ
る

ん
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
の

で
。
満
足
さ
せ
す
ぎ
ち
ゃ
っ
て
も
い
か
ん
っ
て
い
う
気
も
あ
っ
て
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
こ
れ
を
流
せ
ば
絶
対
み
な
さ
ん
大
満
足
！　

っ

て
い
う
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
僕
の
な
か
に
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
は
や
ら
な
い

よ
う
に
し
て
ま
す
。
そ
れ
を
や
っ
て
し
ま
う
と
、
も
う
満
足
し
す
ぎ
て
、
そ

の
あ
と
話
す
気
力
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
。

ア
サ
ダ　

腹
八
分
に
し
と
く
っ
て
い
う
こ
と
で
す
か
？

角
尾　

そ
う
。
ス
ト
レ
ス
を
ど
こ
か
に
ち
ょ
っ
と
か
け
る
と
い
う
か
、
次
も

ま
た
観
た
い
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
な
と
。

ア
サ
ダ　
「
も
う
満
足
し
た
か
ら
い
い
わ
」
っ
て
な
っ
た
ら
、
終
わ
っ
ち
ゃ

い
ま
す
も
ん
ね
。

　

あ
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
ね
。

角
尾　

ち
ょ
っ
と
宣
伝
を
し
て
も
い
い
で
す
か
？　

実
は
こ
の
『
シ
ル
バ
ー

シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
！
』
は
僕
ひ
と
り
で
や
っ
て
い
て
、
そ
ろ
そ
ろ
仲
間
を

増
や
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
介
護
と
歴
史
教
育
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
誰
か
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
な
と
。
ご
関
心
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
一
緒
に
介
護
施
設
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

と
い
う
お
誘

い
で
す
！

ア
サ
ダ　

そ
れ
す
ご
く
い
い
で
す
ね
。

　
「
思
い
出
」
の
も
つ
重
み
の
話
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
い
つ
で
も
好

き
な
と
き
に
音
楽
や
映
画
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
環
境
下
で
は
、
そ
う
い
っ

た
表
現
に
触
れ
る
こ
と
で
引
き
出
さ
れ
る
記
憶
の
存
在
そ
の
も
の
に
気
づ
か

ず
に
い
る
と
い
う
わ
け
で
。

　

た
だ
、
一
度
想
起
さ
れ
る
こ
と
で
、「
自
分
は
確
か
に
こ
う
し
て
生
き
て

き
た
」
と
承
認
す
る
こ
と
が
希
求
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
機
会

を
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
立
ち
上
げ
る
か
、
ヒ
ン
ト

を
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

角
尾
さ
ん
、
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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ア
サ
ダ　

さ
て
、「
な
ぞ
る
３ ‒ 

１
」
で
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
角
尾
宣
信
さ

ん
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
角
尾
さ
ん
は
、
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
の
博
士
課
程
に
在
籍
さ
れ
て
い
て
、
映
画
研
究
が
ご
専
門
で
す
。
さ

ら
に
、
介
護
施
設
で
高
齢
者
の
方
々
と
懐
か
し
い
映
画
や
歌
謡
曲
を
鑑
賞
し

て
、語
り
合
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
シ
ル
バ
ー
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
！
』
を
や
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
角
尾
さ
ん
の
活
動
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
に
つ
い
て
新
た
な
視
点
を
い
た
だ
け
た
ら
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

角
尾
　
は
い
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ア
サ
ダ
　
ま
ず
最
初
に
、
普
段
ど
ん
な
活
動
を
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
か
お
聞

き
し
て
い
い
で
す
か
？

角
尾　

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
通
り
、
普
段
は
映
画
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
専

門
は
敗
戦
後
か
ら
60
年
代
ま
で
の
日
本
映
画
で
、
特
に
コ
メ
デ
ィ
や
風
刺
を

中
心
に
扱
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
植
木 

等
主
演
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
喜

劇
映
画
シ
リ
ー
ズ
（
１
９
６
２―

１
９
７
１
年
）
と
か
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
好
き
で
す
ね
。

角
尾　

実
は
、
植
木
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
映
画
の
前
に
は
、
森
繁
久
彌
主
演
の

「
社
長
シ
リ
ー
ズ
」（
１
９
５
６―

１
９
７
０
年
）が
あ
っ
て
、そ
の
前
に
は「
三

等
重
役
シ
リ
ー
ズ
」（
１
９
５
２―

１
９
５
３
年
）
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う

し
て
敗
戦
後
、
特
に
１
９
５
２
年
に
ア
メ
リ
カ
の
占
領
か
ら
独
立
し
て
高
度

経
済
成
長
へ
と
向
か
う
な
か
で
、
綿
々
と
続
く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
映
画
に
は
、

ど
う
し
て
も
戦
争
や
軍
隊
の
記
憶
が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
。

　

僕
は
、
近
代
の
戦
争
で
兵
士
に
な
る
っ
て
い
う
の
は
、
国
家
に
命
が
け
で

就
職
す
る
よ
う
な
も
の
だ
と
思
っ
て
ま
す
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
兵

士
だ
っ
た
人
た
ち
が
企
業
戦
士
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
大
き
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
が
あ
っ
た
。そ
の
と
き
に
、戦
時
中
の
記
憶
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
っ

た
の
か
を
、
コ
メ
デ
ィ
や
風
刺
映
画
か
ら
読
み
取
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い

ま
す
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。
そ
う
し
た
研
究
活
動
を
し
な
が
ら
、「
誰
か
と
一
緒

に
見
る
」
と
い
う
こ
と
も
同
時
に
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。
要
は
、

映
画
の
時
代
背
景
が
わ
か
る
方
々
と
一
緒
に
鑑
賞
会
を
し
て
ら
っ
し
ゃ
る
わ

け
で
す
が
、
そ
う
し
た
活
動
は
い
つ
か
ら
は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す

か
？

角
尾　

ち
ょ
う
ど
１
年
半
前
の
２
０
１
７
年
６
月
か
ら
で
す
。

ア
サ
ダ　

結
構
最
近
な
ん
で
す
ね
。

角
尾　

最
近
で
す
ね
。
僕
が
コ
メ
デ
ィ
や
風
刺
映
画
を
研
究
し
よ
う
と
思
っ

た
の
が
３
年
前
で
、
し
ば
ら
く
ひ
と
り
で
研
究
し
て
い
た
の
で
す
が
、
僕
の

回
り
の
人
は
、高
峰
秀
子
も
高
峰
三
枝
子
も
知
ら
な
い
。話
も
通
じ
に
く
い
し
、

さ
び
し
い
な
と
。
そ
れ
な
ら
介
護
施
設
に
行
け
ば
い
く
ら
で
も
専
門
家
が
い

る
じ
ゃ
な
い
か
！　

っ
て
思
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
狙
い
を
定
め
た
ん
で
す
ね
。

角
尾　

そ
う
そ
う
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
狙
い
を
定
め
て
。

そ
れ
に
、僕
、あ
ん
ま
り
若
者
と
し
ゃ
べ
る
の
は
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
で
す（
笑
）。

ア
サ
ダ　

ど
う
い
う
こ
と
や
ね
ん
、そ
れ
。若
者
っ
て
い
く
つ
ぐ
ら
い
の
人
？

角
尾　

10
代
か
ら
20
代
前
後
の
青
い
ヤ
ツ
？　

ま
あ
、冗
談
で
す
け
ど
（
笑
）。

　

と
に
か
く
、
あ
ま
り
夢
と
か
信
じ
て
い
な
い
方
な
の
で
、
何
か
に
向
か
っ

て
が
ん
ば
る
「
青
年
よ
、
大
志
を
抱
け
」
っ
て
い
う
の
は
、
ど
う
も
ね
（
笑
）。

世
の
な
か
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
意
味
あ
る
か
し
ら
っ
て
思
っ
ち
ゃ

う
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
境
地
は
、

心
穏
や
か
で
素
晴
ら
し
い
で
す
。

ア
サ
ダ　

も
う
酸
い
も
甘
い
も
全
部
や
っ
て
き
た
が
ゆ
え
の
。

角
尾　

そ
う
。
だ
か
ら
、
介
護
施
設
に
行
く
と
、
常
に
心
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
れ
る
感
じ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

角
尾　

も
ち
ろ
ん
目
の
前
に
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
や
っ
て
ま
す
が
、
半
分
は
僕
の
心
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

僕
の
場
合
は
、
結
構
世
代
が
上
の
方
と
話
す
の
っ
て
、
こ
っ
ち
に

知
識
が
な
い
か
ら
わ
り
と
勇
気
が
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
も
ち
ろ
ん
付
き
合
い

が
長
く
な
っ
て
い
く
と
、
ま
た
違
う
関
係
性
に
な
っ
て
い
き
ま
す
が
。

角
尾　

僕
は
小
さ
い
頃
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
か
と
話
す
の
が
好
き
だ
っ
た

ん
で
。

　

音
楽
で
言
え
ば
、
人
形
劇
の
『
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
』
の
リ
メ
イ

ク
版
放
送
が
小
さ
い
頃
に
あ
っ
て
大
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
僕
の
元
気
ソ
ン
グ

は
『
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
』
な
ん
で
す
。「
進
め
ー
」
っ
て
歌
詞
に

あ
る
け
ど
、
ど
こ
に
進
む
か
は
不
明
で
し
ょ
、
ひ
ょ
う
た
ん
島
は
。
不
明
の

方
向
に
と
り
あ
え
ず
進
ん
で
い
く
っ
て
い
う
の
が
ね
、
感
涙
し
ち
ゃ
う
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
そ
れ
で
こ
の
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
角
尾
さ
ん
は
声
が
高
い
で
す
よ
ね
。
し
か
も
、
話
し
て

る
と
だ
ん
だ
ん
高
く
な
っ
て
い
く
。
ほ
ん
ま
ラ
ジ
オ
向
き
だ
と
思
い
ま
す
。

角
尾　

お
恥
ず
か
し
い
！　

高
い
ほ
う
が
通
る
？

ア
サ
ダ　

声
が
裏
返
っ
て
い
く
感
じ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
聞
い
て
い
て
高
揚
感

が
あ
る
で
し
ょ
う
？　

だ
か
ら
、
フ
ァ
ル
セ
ッ
ト
が
デ
フ
ォ
ル
ト
に
な
っ
て

い
る
よ
う
な
角
尾
さ
ん
の
声
は
、
と
っ
て
も
素
敵
だ
な
っ
て
。

　

介
護
施
設
で
の
鑑
賞
会
は
、
具
体
的
に
ど
ち
ら
で
や
っ
て
る
ん
で
す
か
？

角
尾　

都
内
で
は
板
橋
と
昭
島
、
た
ま
に
池
袋
で
す
ね
。
あ
と
は
埼
玉
の
久

喜
と
川
越
。
５
か
所
ぐ
ら
い
で
、
月
１
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

ア
サ
ダ　

５
か
所
で
月
１
と
い
う
こ
と
は
、
月
５
回
は
ど
こ
か
に
行
っ
て
鑑

賞
会
を
し
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

角
尾　

そ
う
で
す
。
さ
ら
に
１
か
所
の
施
設
で
も
、
別
日
に
複
数
の
お
部
屋

に
行
く
場
合
も
あ
っ
て
。

ア
サ
ダ　

忙
し
い
な
、
そ
れ
。
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
介
護
施
設
上
映
お
じ
さ
ん
に

な
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

角
尾　

僕
は
、
国
会
図
書
館
な
ど
に
行
っ
て
調
べ
物
す
る
か
、
介
護
施
設
に

行
く
か
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

思
っ
た
よ
り
も
通
っ
て
ま
す
ね
、
す
ご
い
な
そ
れ
は
。

　

復
興
公
営
住
宅
は
、
高
齢
者
の
方
の
た
め
の
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

や
っ
ぱ
り
下
神
白
団
地
は
、
か
な
り
ご
高
齢
の
方
多
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
こ

で
僕
た
ち
は
、
音
楽
を
き
っ
か
け
に
い
ろ
い
ろ
な
記
憶
を
伺
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
鑑
賞
会
は
ど
う
や
っ
て
る
ん
で
す
か
？

角
尾　

僕
は
、
毎
回
、
参
加
さ
れ
た
方
に
リ
ク
エ
ス
ト
を
聞
い
て
、
次
の
月

は
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ま
す
。
名
前
も
記
録
し
て
お
い
て
、

「
誰
々
さ
ん
が
何
々
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
」
と
上
映
前
に
話
し
ま
す
。

　

映
画
は
、
丸
々
１
本
は
流
さ
な
い
で
す
ね
。
１
時
間
半
以
上
を
座
っ
て
観

る
と
い
う
の
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
、
身
体
的
に
き
つ

い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
編
集
し
て
尺
を
縮
め
ま
す
。『
ロ
ー
マ
の
休
日
』（
１

９
５
３
年
、
日
本
公
開
は
１
９
５
４
年
）
を
10
分
と
か
、
美
空
ひ
ば
り
の
映

画
を
７
分
と
か
。
そ
う
い
う
ス
ト
ッ
ク
が
、
手
持
ち
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の

な
か
に
あ
っ
て
。

　

こ
れ
は
２
０
１
８
年
８
月
23
日
に
出
た
リ
ク
エ
ス
ト
の
メ
モ
で
す
が
、
映

画
だ
と
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
と
『
愛
染
か
つ
ら
』（
野
村
浩
将
監
督
、松
竹
大
船
、

１
９
３
８
年
）、
歌
謡
曲
で
は
『
有
楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ
う
』（
歌:

フ
ラ
ン

ク
永
井
、
１
９
５
７
年
）
が
あ
っ
て
、
あ
と
ス
タ
ー
で
は
美
空
ひ
ば
り
や
石

原
裕
次
郎
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
『
愛
染
か
つ
ら
』
と
『
有
楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ
う
』
は

出
て
く
る
ん
で
す
ね
。

角
尾　

人
気
で
す
ね
〜
。
で
き
る
だ
け
開
放
的
な
場
を
つ
く
り
た
い
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
た
い
し
、
一
人
ひ
と
り
の
お
話
も
聞
き
た
い

か
ら
、
映
像
は
短
く
編
集
し
ま
す
。
歌
謡
曲
は
、
本
人
が
出
て
く
る
映
像
を

な
る
べ
く
探
し
て
流
す
よ
う
に
し
て
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
ち
の
ほ
う
が
盛
り
上
が
る
か
ら
。

角
尾　

全
然
違
い
ま
す
ね
。

　

基
本
の
イ
ベ
ン
ト
時
間
は
、
施
設
側
の
制
約
も
あ
り
、
約
45
分
で
す
。
鑑

賞
中
は
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ま
ず
は
ち
ょ
っ
と
し
た
体
操

を
し
て
、
そ
こ
か
ら
鑑
賞
会
に
入
り
ま
す
。
体
の
部
位
に
番
号
を
つ
け
て
、

１
番
、
２
番
、
３
番
、
４
番
と
手
を
動
か
し
て
い
く
、
み
た
い
な
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
角
尾
さ
ん
が
司
会
す
る
の
？

角
尾　

僕
が
や
り
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、場
を
回
す
ん
で
す
ね
。
体
操
を
し
て
、映
像
を
流
し
て
、

ち
ょ
っ
と
し
ゃ
べ
っ
て
み
た
い
な
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
み
た
い
な
こ
と
を

や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
。

角
尾　

そ
う
で
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
な
。

角
尾　

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
順
番
を
ど
う
す
る
か
が
、
ま
た
難
し
い
。

ア
サ
ダ　

楽
し
さ
も
あ
る
け
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
っ
て
や
っ
ぱ
り

ち
ょ
っ
と
大
変
で
す
よ
ね
。

角
尾　

先
ほ
ど
の
リ
ク
エ
ス
ト
な
ら
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
ぐ
っ
と
テ
ン
ポ
良

く
い
っ
た
方
が
い
い
か
ら
、
美
空
ひ
ば
り
の
『
お
祭
り
マ
ン
ボ
』（
歌
謡
曲
、

１
９
５
２
年
発
売
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
マ
ン
ボ
か
ら
海
外
の
楽
曲
の
リ

ズ
ム
と
い
う
こ
と
で
石
原
裕
次
郎
の『
嵐
を
呼
ぶ
男
』（
井
上
梅
次
監
督
、日
活
、

１
９
５
７
年
）
の
ド
ラ
ム
合
戦
の
抜
粋
を
入
れ
、
そ
の
後
に
美
空
ひ
ば
り
映

画
に
つ
な
い
で
、『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
で
洋
画
の
ロ
マ
ン
ス
を
入
れ
て
、
昭

和
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
『
有
楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ
う
』
へ
と
か
。

　

そ
の
場
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
で

き
る
限
り
楽
曲
や
映
像
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
て
。
と
き
お
り
、
意
地
悪
じ
い
さ

ん
み
た
い
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、「
つ
ま
ら
ん
」
な
ん
て
言
わ
れ
た
り

す
る
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　
「
こ
ん
な
の
見
せ
や
が
っ
て
」「
わ
し
は
こ
れ
が
見
た
い
ん
だ
」
み

た
い
な
。

角
尾　

そ
う
そ
う
。
そ
し
た
ら
、
そ
の
場
で
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
な
か
か
ら

探
し
て
流
し
た
り
と
か
。
そ
う
い
う
計
算
を
し
つ
つ
、
映
像
や
曲
が
流
れ
て

い
る
間
は
客
席
を
回
っ
て
、
話
し
た
そ
う
に
し
て
る
方
や
つ
ま
ら
な
そ
う
な

方
に
話
し
か
け
て
様
子
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
曲
が
終
わ
る
と
「
じ
ー
ん
と
く

る
曲
で
し
た
ね
」
な
ど
と
コ
メ
ン
ト
し
な
が
ら
司
会
に
戻
っ
て
、
次
に
い
く

み
た
い
な
。

ア
サ
ダ　

う
わ
あ
、
大
変
だ
な
。

角
尾　

ち
な
み
に
、『
お
祭
り
マ
ン
ボ
』
は
１
９
５
２
年
の
８
月
15
日
に
発

売
さ
れ
て
、
当
時
の
売
り
上
げ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
３
位
。
実
は
、
東
京
大
空
襲

を
風
刺
し
た
歌
詞
に
な
っ
て
る
ん
で
す
。

り
ん
ご　

み
な
さ
ん
は
、
ど
う
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
語
ら
れ
る
ん
で
す
か
？

角
尾　

み
な
さ
ん
の
思
い
出
に
残
っ
て
る
曲
っ
て
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
青

春
の
頃
の
記
憶
な
ん
で
す
よ
。
青
春
の
頃
、
い
わ
ゆ
る
思
春
期
は
人
間
の
人

格
形
成
期
で
、
一
番
記
憶
が
強
く
残
る
と
い
う
認
知
症
の
研
究
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
話
が
多
い
。
恋
人
と
映
画
に
行
っ
た

と
か
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
踊
っ
た
と
か
。
あ
と
、
当
時
女
性
が
映
画
に
行
く

こ
と
は
、
遊
ん
で
る
と
思
わ
れ
る
印
象
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
お
小
遣
い
を
貯

め
て
、
変
装
し
て
見
に
行
っ
て
た
と
か
。

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
ち
ょ
っ
と
ナ
ン
パ
な
感
じ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
あ
っ
た
ん

で
す
ね
。

　

音
楽
の
話
の
前
に
、
映
画
の
話
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
映
画
と
音
楽
っ
て

連
動
し
て
る
で
し
ょ
う
？　

ま
ず
映
画
の
主
題
歌
だ
っ
た
か
ら
と
曲
名
が
出

て
き
て
、
た
と
え
ば
「
浪
江
座
っ
て
い
う
映
画
館
が
あ
っ
て
ね
」
っ
て
い
う

話
に
な
っ
て
、
途
中
か
ら
テ
レ
ビ
が
や
っ
て
き
て
み
た
い
な
話
は
よ
く
出
て

き
ま
す
ね
。
そ
の
な
か
で
「
当
時
浪
江
に
い
た
と
き
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
ね
」
っ
て
い
う
よ
う
に
、
ま
ち
の
話
に
な
っ
て
い
く
。

　

角
尾
さ
ん
の
ひ
ら
か
れ
る
場
で
は
、
み
な
さ
ん
は
角
尾
さ
ん
に
対
し
て
語

る
の
か
、
何
人
か
が
語
り
合
う
の
か
、
ど
ん
な
感
じ
な
ん
で
す
か
？

角
尾　

参
加
者
は
50
名
く
ら
い
な
の
で
、
各
グ
ル
ー
プ
で
語
り
合
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
輪
に
僕
が
入
っ
て
い
く
よ
う
な
。

　

そ
う
い
う
な
か
で
、
敗
戦
直
後
の
『
異
国
の
丘
』（
歌
謡
曲
、
作
者
不
明
、

１
９
４
８
年
発
売
）
や
『
上
海
帰
り
の
リ
ル
』（
歌
謡
曲
、
歌:

津
村 

謙
、

１
９
５
１
年
発
売
）
な
ど
を
流
す
と
、
戦
争
の
ト
ラ
ウ
マ
に
触
れ
て
し
ま
う

と
き
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
良
い
と
き
も
あ
る
ん
で
す
が
、
こ
ん
な
苦

し
い
思
い
出
を
蘇
ら
せ
る
曲
は
聞
き
た
く
な
い
と
怒
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
。
一
生
懸
命
準
備
し
て
、
上
映
し
て
、
初
め
て
会
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

「
お
前
の
顔
は
見
た
く
も
な
い
」
っ
て
言
わ
れ
る
と
、
生
き
て
て
す
み
ま
せ

ん…
…

っ
て
な
り
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
へ
こ
み
ま
す
ね
。

角
尾　

次
第
に
気
づ
い
た
の
は
、
戦
時
中
の
ト
ラ
ウ
マ
的
記
憶
を
抱
え
続
け

て
い
る
人
は
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
ア
サ
ダ
さ
ん
も

震
災
関
係
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す
る
な
か
で
、
音
楽
を
通
じ
て
ト
ラ
ウ
マ
に

触
れ
る
、
そ
こ
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
書

か
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

怒
っ
て
く
れ
た
り
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
わ
か
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
こ
に
は
何
か
が
あ
る
と
。
東
京
大
空
襲
で
の
遺
体
探
し
や
、
疎
開
先
で
の

蚕
の
お
世
話
、
ま
た
敗
戦
直
後
は
１
週
間
カ
ボ
チ
ャ
１
個
で
過
ご
し
た
と
か
、

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
記
憶
ば
か
り
で
な
く
、
そ
う
し
た
つ
ら
い
記
憶
も
後
の
世

代
に
伝
え
て
い
く
べ
き
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

り
ん
ご　

こ
れ
ま
で
ご
自
身
の
な
か
で
「
そ
う
い
え
ば
あ
ん
な
こ
と
も
あ
っ

た
」「
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
」
っ
て
、
わ
あ
っ
て
思
い
出
す
こ
と
は
あ
り

ま
す
が
、
あ
る
曲
を
聴
い
て
強
い
反
応
を
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

曲
を
聴
い
て
い
る
う
ち
に
た
ま
た
ま
思
い
出
し
て
い
っ
た
な
か
で
、

戦
争
の
話
に
な
る
感
じ
な
の
で
、
い
き
な
り
戦
争
の
話
に
は
い
か
な
い
。

角
尾　

た
ぶ
ん
そ
れ
は
、
僕
が
大
人
数
の
場
で
や
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う

ん
で
す
。
大
勢
だ
と
、『
上
海
帰
り
の
リ
ル
』
が
聴
き
た
い
人
も
い
れ
ば
、

戦
時
中
や
敗
戦
直
後
の
記
憶
を
思
い
出
す
の
で
絶
対
嫌
だ
と
い
う
人
も
い
る
。

す
る
と
、
嫌
だ
と
思
っ
て
い
る
人
に
も
強
制
的
に
聴
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
れ
で
、
ト
ラ
ウ
マ
に
触
れ
た
り
、
気
分
を
害
さ
れ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
が
起
こ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

角
尾　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
繊
細
な
問
題
で
、
一
種
の
暴
力
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
な
の
で
、
最
近
は
い
く
つ
か
の
楽
曲
に
関
し
て
は
、
よ
く
よ
く
関

係
づ
く
り
が
で
き
て
か
ら
流
す
な
ど
、
慎
重
に
や
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ

れ
に
は
良
い
面
と
悪
い
面
が
あ
る
よ
う
に
も
思
っ
て
い
て
、
怒
り
を
受
け
る

と
自
分
も
か
な
り
へ
こ
む
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
学
べ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で

す
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
、
で
も
そ
れ
は
絶
対
言
え
な
い
で
す
よ
ね
。

角
尾　

そ
う
で
す
ね
。
だ
け
ど
怒
ら
れ
る
と
き
は
、
た
い
が
い
「
こ
の
歴
史

も
知
ら
な
い
若
造
が
！
」
と
な
る
の
で
、
怒
り
の
あ
と
は
何
か
が
発
散
さ
れ

る
の
か
、
意
外
と
仲
良
く
な
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
書
籍
を
課
題
に
出
さ
れ

た
り
も
し
て
。
そ
う
や
っ
て
、
暴
力
の
責
任
は
勉
強
し
て
取
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。
そ
う
や
っ
て
、
個
人
同
士
の
関
係
に
な
っ
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
は
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
ね
。

　

僕
ら
は
大
勢
に
対
し
て
一
気
に
話
を
聞
く
こ
と
は
な
く
て
、
最
初
の
頃
は

必
ず
３
人
で
話
を
聞
い
て
い
た
ん
で
す
。
ま
だ
や
り
方
も
わ
か
っ
て
い
な

か
っ
た
し
、
個
別
だ
と
ス
ト
レ
ス
を
か
け
て
し
ま
う
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
。

リ
ク
エ
ス
ト
を
も
ら
っ
て
、
ご
自
宅
に
お
邪
魔
し
て
、
そ
の
な
か
で
少
し
ず

つ
対
話
し
て
い
く
こ
と
で
、
成
り
立
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

大
人
数
で
鑑
賞
会
を
し
て
、
仲
良
く
な
っ
た
方
が
で
き
た
と
き
に
、
個
別

に
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
る
ん
で
す
か
？　

介
護
施
設
の
な
か

で
は
、
な
か
な
か
や
り
に
く
い
と
は
思
う
ん
で
す
け
ど
。

角
尾　

な
る
べ
く
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
時
間
は
大
事
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
て
、
45
分
の
鑑
賞
会
を
し
た
後
の
お
話
タ
イ
ム
は
、
２
〜
３
時
間

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
で
す
ね
、
そ
ん
な
に
。

角
尾　

鑑
賞
会
に
参
加
さ
れ
た
方
が
50
名
と
し
て
、
残
ら
れ
る
の
は
30
名
く

ら
い
。
ほ
か
の
方
は
、
お
風
呂
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
行
か
れ
た
り
、
ご
自
分
の

お
部
屋
に
戻
ら
れ
た
り
。
な
の
で
、
２
時
間
／
１
２
０
分
の
な
か
で
ひ
と
り

４
分
の
時
間
が
あ
る
。
そ
れ
を
頭
に
入
れ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル

を
回
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
お
話
の
好
き
な
方
は
、
30
分
〜
１
時
間
お
話
を

さ
れ
る
こ
と
も
。
僕
は
お
話
を
止
め
な
い
タ
チ
で
（
笑
）。
だ
か
ら
、
個
人

的
な
関
係
が
で
き
て
い
る
人
も
、
そ
う
で
な
い
方
も
い
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
話
を
聞
い
て
、
ど
な
た
か
角
尾
さ
ん
に
聞
い
て
み
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

参
加
者　
　

編
集
に
関
し
て
質
問
な
の
で
す
が
、
こ
の
人
に
は
こ
の
曲
を
入

れ
た
ほ
う
が
い
い
な
と
か
、
そ
の
人
に
対
す
る
想
像
を
働
か
せ
る
こ
と
は
大

変
だ
け
ど
、
同
時
に
す
ご
く
大
切
な
こ
と
だ
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

あ
た
り
に
つ
い
て
何
か
考
え
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

角
尾　

施
設
に
行
か
な
い
日
は
、
正
直
面
倒
く
さ
く
思
う
こ
と
も
多
く
、
ぼ

や
ぼ
や
し
て
い
ま
す
（
笑
）。
だ
か
ら
、
行
く
日
が
決
ま
っ
て
る
の
は
良
い

こ
と
で
す
ね
。
あ
の
方
が
鑑
賞
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
る
、
施
設
も
鑑
賞
会
の

つ
も
り
で
動
い
て
い
る
、
ド
タ
キ
ャ
ン
で
き
な
い
！　

と
思
う
と
、
切
迫
感

で
や
り
ま
す
。
で
、
実
際
準
備
し
た
り
上
映
し
た
り
し
て
る
と
楽
し
く
な
っ

て
き
て
。
こ
れ
は
本
当
に
不
思
議
で
、
研
究
も
そ
う
な
ん
で
す
。

　

最
初
は
面
倒
で
し
ょ
う
が
な
い
ん
だ
け
ど
、〆
切
が
近
づ
い
て
集
中
し
出

す
と
、
や
っ
ぱ
り
楽
し
い
な
、
生
き
て
て
よ
か
っ
た
み
た
い
な
感
じ
に
な
る
。

そ
ん
な
期
日
や
〆
切
の
繰
り
返
し
が
僕
の
人
生
だ
な
と
思
い
ま
す
（
笑
）。

　

先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
８
月
の
リ
ク
エ
ス
ト
の
場
合
で
す
と
、
ま
ず
、
い
た

だ
い
た
リ
ク
エ
ス
ト
の
う
ち
、
絶
対
入
れ
る
も
の
と
検
討
中
の
も
の
に
印
を

つ
け
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
と
き
は
、『
ひ
ば
り
・
チ
エ
ミ
の
お
し
ど
り
千
両
傘
』

（
沢
島 

忠
監
督
、東
映
、１
９
６
３
年
）
を
入
れ
る
代
わ
り
に
、『
愛
染
か
つ
ら
』

は
な
し
に
し
た
。
前
者
は
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
の
パ
ロ
デ
ィ
な
ん
で
、
セ
ッ

ト
で
流
し
た
ら
楽
し
い
か
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、『
愛
染
か
つ

ら
』
を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
た
方
が
覚
え
て
ら
し
て
！

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
ね
。

角
尾　
「
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
は
ず
だ
、私
は
今
日
非
常
に
が
っ
か
り
し
た
」
と
。

ま
た
ま
た
、
生
き
て
て
す
み
ま
せ
ん…

…

っ
て
感
じ
で
。

ア
サ
ダ　

期
待
し
て
く
れ
て
る
か
ら
ね
。
ち
ゃ
ん
と
す
べ
て
に
応
え
ら
れ
る

わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
難
し
い
で
す
よ
ね
。

角
尾　

謝
罪
し
て
、
次
回
は
絶
対
入
れ
ま
す
！　

と
固
く
約
束
を
交
わ
し
ま

し
た
（
笑
）。
ア
サ
ダ
さ
ん
た
ち
も
、「
次
は
い
つ
出
る
の
？
」
な
ど
と
催
促

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

ア
サ
ダ　

リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
い
て
、
す
ぐ
に
C
D
を
お
渡
し
で
き
な

か
っ
た
り
す
る
と
、「
あ
れ
ど
う
な
っ
た
？
」
っ
て
聞
か
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
ね
。

角
尾　
「
思
い
出
」
の
も
つ
重
み
が
、
僕
ら
の
年
齢
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
て

い
て
、
そ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
の
変
化
が
最
大
の
原
因
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

最
近
は
、
昔
の
歌
謡
曲
は
視
聴
率
が
と
れ
ず
、
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、昔
は
ラ
ジ
オ
が
中
心
だ
っ
た
け
れ
ど
、レ
コ
ー

ド
か
ら
テ
レ
ビ
や
C
D
に
な
り
、
い
ま
はiTunes

やYouTube

が
主
流
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
ど
ん
ど
ん
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く

な
る
。

　

僕
ら
も
、
い
ま
見
て
い
る
好
き
な
映
画
や
ア
ニ
メ
が
、
突
然
見
ら
れ
な
い

状
況
に
な
り
、
そ
れ
を
数
年
ぶ
り
に
鑑
賞
し
た
と
し
た
ら
、
強
い
想
い
が
こ

み
上
が
る
と
思
う
ん
で
す
。
ご
高
齢
の
方
は
、
こ
の
見
ら
れ
な
い
ス
パ
ン
が

数
十
年
単
位
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、「
技
術
の
進
歩
」
と
か
、

特
定
の
何
か
に
向
け
て
か
ん
ば
る
っ
て
い
う
の
は
「
ま
ゆ
つ
ば
」
だ
と
思
い

ま
す
ね
。
そ
れ
に
つ
い
て
い
け
る
人
に
と
っ
て
し
か
、「
進
歩
」
で
は
な
い

で
す
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
髙
原
タ
ケ
子
さ
ん
が
初
め
て
曲
を

聴
い
た
と
き
に
す
ご
く
強
い
反
応
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
ラ
ジ
カ
セ
を
持
っ

て
い
な
い
し
、
車
も
も
う
乗
っ
て
い
な
い
か
ら
、
音
楽
に
ア
ク
セ
ス
す
る
方

法
が
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
。そ
う
し
て
、自
分
が
音
楽
を
聴
き
た
か
っ

た
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
い
く
な
か
で
、
た
ま
た
ま
聴
い
て
も
ら
え
た
。

　

新
聞
の
広
告
に
「
思
い
出
の
な
ん
ち
ゃ
ら
ア
ル
バ
ム
」
み
た
い
な
や
つ
が

よ
く
出
て
く
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
タ
ケ
子
さ
ん
は
、
そ
の
曲
名
リ
ス
ト
の

好
き
な
曲
に
丸
を
つ
け
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
あ
る
と
き
、
丸
を
つ
け
な
が
ら
、

ふ
い
に
２
曲
続
け
て
わ
っ
と
歌
っ
て
く
だ
さ
っ
て
。

　

い
ま
思
え
ば
、
ま
た
音
楽
に
出
会
っ
た
こ
と
で
、
ぎ
ゅ
っ
と
記
憶
が
凝
縮

さ
れ
て
戻
っ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。
音
楽
を
耳
に
し
て

い
な
い
時
間
が
あ
ま
り
に
も
長
か
っ
た
こ
と
で
。

角
尾　

そ
れ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
い
つ
も
介
護
施
設
で
は
、
特
に
有
名

な
歌
手
や
ス
タ
ー
の
方
の
若
い
頃
の
姿
が
映
り
、
声
が
聞
こ
え
て
き
た
と
き
、

一
気
に
熱
量
が
上
が
り
ま
す
。
そ
う
い
う
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
記
憶
み

た
い
な
も
の
を
、
も
う
一
度
何
と
か
し
た
い
っ
て
い
う
想
い
が
あ
る
ん
で
す

よ
ね
。

江
尻
　
さ
っ
き
の
話
に
戻
り
ま
す
が
、
極
論
を
言
う
と
、
震
災
後
、「
海
の

歌
を
聴
き
た
く
な
い
」
と
か
っ
て
や
っ
ぱ
り
あ
り
ま
す
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
あ
り
ま
す
ね
。

江
尻　

そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
地
雷
を
踏
ん
じ
ゃ
っ
た
り
す
る
ん
で
す
よ
ね
。

角
尾　

た
だ
僕
は
、
地
雷
は
踏
ん
で
し
ま
う
も
の
と
思
っ
て
い
る
節
が
あ
る

ん
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
の

で
。
満
足
さ
せ
す
ぎ
ち
ゃ
っ
て
も
い
か
ん
っ
て
い
う
気
も
あ
っ
て
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
こ
れ
を
流
せ
ば
絶
対
み
な
さ
ん
大
満
足
！　

っ

て
い
う
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
僕
の
な
か
に
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
は
や
ら
な
い

よ
う
に
し
て
ま
す
。
そ
れ
を
や
っ
て
し
ま
う
と
、
も
う
満
足
し
す
ぎ
て
、
そ

の
あ
と
話
す
気
力
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
。

ア
サ
ダ　

腹
八
分
に
し
と
く
っ
て
い
う
こ
と
で
す
か
？

角
尾　

そ
う
。
ス
ト
レ
ス
を
ど
こ
か
に
ち
ょ
っ
と
か
け
る
と
い
う
か
、
次
も

ま
た
観
た
い
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
な
と
。

ア
サ
ダ　
「
も
う
満
足
し
た
か
ら
い
い
わ
」
っ
て
な
っ
た
ら
、
終
わ
っ
ち
ゃ

い
ま
す
も
ん
ね
。

　

あ
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
ね
。

角
尾　

ち
ょ
っ
と
宣
伝
を
し
て
も
い
い
で
す
か
？　

実
は
こ
の
『
シ
ル
バ
ー

シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
！
』
は
僕
ひ
と
り
で
や
っ
て
い
て
、
そ
ろ
そ
ろ
仲
間
を

増
や
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
介
護
と
歴
史
教
育
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
誰
か
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
な
と
。
ご
関
心
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
一
緒
に
介
護
施
設
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

と
い
う
お
誘

い
で
す
！

ア
サ
ダ　

そ
れ
す
ご
く
い
い
で
す
ね
。

　
「
思
い
出
」
の
も
つ
重
み
の
話
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
い
つ
で
も
好

き
な
と
き
に
音
楽
や
映
画
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
環
境
下
で
は
、
そ
う
い
っ

た
表
現
に
触
れ
る
こ
と
で
引
き
出
さ
れ
る
記
憶
の
存
在
そ
の
も
の
に
気
づ
か

ず
に
い
る
と
い
う
わ
け
で
。

　

た
だ
、
一
度
想
起
さ
れ
る
こ
と
で
、「
自
分
は
確
か
に
こ
う
し
て
生
き
て

き
た
」
と
承
認
す
る
こ
と
が
希
求
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
機
会

を
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
立
ち
上
げ
る
か
、
ヒ
ン
ト

を
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

角
尾
さ
ん
、
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！



土地の記憶や歴史をかたちにするために、
踊りや歌が生まれたりしますよね。

な
ぞ
る
３-

２  

R
E
C

誰
か
の
語
り
、
そ
の
声
を
録
っ
て
み
る
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武
田 

力×

ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
、
江
尻
浩
二
郎
、
榊 

裕
美

報奏会　武田 力 ×アサダワタル、江尻浩二郎、榊 裕美

ふ
る 

や

く
つ 
き

ア
サ
ダ　

さ
て
、「
な
ぞ
る
３ ‒ 

２
」
で
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
武
田 

力
さ
ん

に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

武
田　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ア
サ
ダ　

力
さ
ん
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
、
民
俗
芸

能
ア
ー
カ
イ
バ
ー
で
す
よ
ね
。

武
田　
「
民
俗
芸
能
ア
ー
カ
イ
バ
ー
」っ
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
で
す
よ
ね（
笑
）。

ア
サ
ダ　

今
回
、
僕
が
力
さ
ん
を
お
招
き
し
た
の
は
、
音
楽
を
通
じ
て
思
い

出
を
語
る
こ
と
っ
て
、
ま
ち
の
記
録
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。

　

働
い
た
り
、
結
婚
し
た
り
、
子
育
て
を
す
る
な
か
で
土
地
と
か
か
わ
っ
て
、

愛
着
や
歴
史
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
を
記
録
し
て
、
そ
れ
を
ま

た
別
の
誰
か
が
聞
い
た
ら
、
ひ
と
つ
の
伝
承
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
。

そ
れ
を
意
識
し
出
し
た
ら
、
何
か
そ
れ
っ
て
ち
ょ
っ
と
「
芸
能
」
っ
ぽ
い

な
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
土
地
の
記
憶
や
歴
史
を
か
た
ち
に
す
る
た
め
に
、

踊
り
や
歌
が
生
ま
れ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。

　

な
の
で
、
こ
う
し
た
活
動
が
、
力
さ
ん
か
ら
見
た
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
見

え
る
の
か
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
、
お
呼
び
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
力
さ
ん
が
普
段
何
を
や
っ
て
い
る
か
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
い
い
で

す
か
？

武
田　

は
い
。「
報
奏
会
」
の
最
初
の
ほ
う
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
は
、

僕
が
大
学
時
代
に
池
袋
に
い
て
、
そ
の
頃
付
き
合
っ
て
い
た
彼
女
と
同
棲
し

て
い
た
っ
て
い
う
話
は
し
ま
し
た
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

さ
っ
き
ラ
ジ
オ
ネ
ー
ム
で
出
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ね
。

武
田　

完
全
に
油
断
し
て
い
ま
し
た
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

僕
が
当
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
け
ど
ね
（
笑
）。

武
田　

そ
の
頃
、
僕
は
あ
る
大
学
の
教
育
学
科
に
通
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。

卒
業
し
た
あ
と
は
小
学
校
の
先
生
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
て
、
社
会
人
１
年

目
は
、
幼
稚
園
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

話
す
と
長
く
な
っ
ち
ゃ
う
の
で
端
折
り
ま
す
が
、
ひ
ょ
ん
な
縁
で
演
劇
の

ほ
う
に
行
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、
俳
優
と
し
て
海
外
の
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
で
公
演
を
し
て
い
る
う
ち
に
東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が

ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
今
度
は
自
分
で
作
品
を
つ
く
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

で
も
、
作
品
を
つ
く
る
っ
て
言
っ
て
も
、
何
に
根
拠
を
持
っ
て
つ
く
っ
た

ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
僕
が
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
の
が
、
ア
ジ
ア

の
民
俗
芸
能
だ
っ
た
ん
で
す
。
古
来
か
ら
ず
っ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
民
俗

芸
能
の
構
造
か
ら
、
ど
う
や
っ
て
演
劇
的
な
こ
と
が
発
生
す
る
の
か
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
作
品
を
つ
く
り
は
じ
め
て
、
そ
う
こ
う
し
て
る
う
ち
に
滋
賀
県

高
島
市
の
朽
木
古
屋
集
落
に
伝
わ
る
「
朽
木
古
屋
六
斎
念
仏
踊
り
」
と
出
会

い
ま
し
た
。

　

本
当
の
こ
と
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、
こ
こ
の
六
斎
念
仏
は
、

一
説
に
よ
る
と
室
町
時
代
、
約
６
０
０
年
前
か
ら
続
い
て
い
て
、
た
だ
、
い

ま
は
限
界
集
落
で
も
う
片
手
で
数
え
ら
れ
る
く
ら
い
の
世
帯
し
か
住
ん
で
な

い
。
そ
の
継
承
に
か
か
わ
る
た
め
に
、
朽
木
古
屋
に
入
り
は
じ
め
た
の
が
２

０
１
５
年
。
そ
し
て
、
途
絶
え
て
い
た
「
朽
木
古
屋
六
斎
念
仏
踊
り
」
が
２

０
１
６
年
に
復
活
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
の
集
落
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
５
人
ご
健
在
で
、
一
番
上
が
95
歳
を
超

え
て
い
て
、
一
番
下
で
も
来
年
で
80
歳
。
80
歳
に
な
っ
て
も
若
手
っ
て
い
う

状
況
の
な
か
で
、
い
ま
ち
ょ
っ
と
ず
つ
継
承
者
の
裾
野
を
広
げ
る
よ
う
な
こ

と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

　

最
初
に
お
話
し
た
よ
う
に
、
力
さ
ん
か
ら
見
て
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
が
ど

う
い
う
ふ
う
に
見
え
る
か
を
聞
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
い
き
な

り
そ
こ
か
ら
入
る
と
話
が
で
か
い
の
で
、
C
D
を
聴
い
て
い
た
だ
い
て
印
象

に
残
っ
て
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

武
田　

そ
う
で
す
ね
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
だ
け
ど
、
何
か
な
。
最
初
の
ほ
う

は
C
M
が
入
っ
て
ま
し
た
よ
ね
。
僕
は
、
初
め
て
聴
く
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
ね
。
第
１
集
「
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
思
い
出

な
ど
」
で
は
、
ロ
ー
ト
目
薬
や
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
の
全
国
区
の
C
M
を
入
れ
ま

し
た
。
あ
と
は
地
元
い
わ
き
の
大
黒
屋
の
C
M
。
い
ま
は
も
う
な
い
ん
で
す

よ
ね
、
大
黒
屋
は
。

江
尻　

な
い
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

い
つ
ま
で
あ
っ
た
ん
で
す
か
？　

デ
パ
ー
ト
？

江
尻　

平
成
ま
で
は
あ
り
ま
し
た
ね
。

武
田　

そ
う
い
う
C
M
や
音
楽
っ
て
、
知
ら
な
く
て
も
ど
こ
と
な
く
懐
か
し

さ
を
感
じ
ま
す
よ
ね
。
話
し
手
の
思
い
出
が
語
ら
れ
て
、
音
楽
と
重
な
り

合
っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
個
人
的
な
物
語
と
そ
の
時
代
に
み
な
さ
ん
が
聴
い

て
い
た
音
楽
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
く
と
い
う
の
は
、
僕
は
そ
の
時
代

に
生
き
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ど
こ
と
な
く
こ
こ
ろ
惹
か
れ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
と
い
う
か
。
何
か
い
い
な
っ
て
思
っ
て
し
ま
う
の
は
不
思
議
だ
な
っ

て
い
う
の
が
、
ま
ず
率
直
な
感
想
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

武
田　

今
日
『
想
起
の
音
楽
』
持
っ
て
き
た
ん
で
す
け
ど
。

ア
サ
ダ　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
僕
が
最
近
出
し
た
本
で
す
。

武
田　

こ
の
本
、
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

ア
サ
ダ　

も
の
す
ご
く
付
箋
つ
け
て
く
れ
て
ま
す
ね
。

武
田　

そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
も
う
書
い
て
よ
か
っ
た
！　

こ
う
い
う
の
を
見
る
と
本
当

に
。

武
田　

ア
サ
ダ
さ
ん
は
音
楽
で
す
が
、
僕
は
一
応
専
門
が
演
劇
な
ん
で
す
よ

ね
。
こ
の
本
は
、
劇
場
論
や
観
客
論
と
し
て
も
読
め
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

あ
と
僕
が
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
、
朽
木
古
屋
と
い
う
集
落
に
入
っ
て
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
話
を
し
て
、
彼
ら
か
ら
踊
り
の
「
振
り
」
を
引
き
出
そ
う
と
す

る
と
忘
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
掘
り
起

こ
す
か
と
い
う
こ
と
に
も
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
な
と
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。
今
日
は
、
違
う
土
地
に
住
ん
で
る
人
の
記
憶
を
な
ぞ

る
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
こ
の
場
を
設
け
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
で
す

け
ど
も
、
そ
う
い
う
話
は
メ
ン
バ
ー
内
で
も
結
構
し
て
き
ま
し
た
ね
。

　

た
と
え
ば
、
住
民
さ
ん
が
音
楽
を
通
じ
て
当
時
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
を

話
し
て
く
れ
る
ん
で
す
が
、
C
D
で
繰
り
返
し
聴
い
て
る
と
、
な
ん
だ
か
よ

く
わ
か
ら
な
い
影
響
を
受
け
て
く
る
ん
で
す
。
こ
っ
ち
が
知
ら
な
い
曲
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
何
か
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
り
す
る
作
用
が
あ
る
気
が
し

て
い
て
。

　

こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
違
う
経
験
を
し
て
き
て
い
て
、
そ
の
曲
も
一
回
し
か

聴
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
り
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
り
す
る
ん
だ
け
れ

ど
、
な
ぜ
か
自
分
に
そ
の
話
を
重
ね
合
わ
せ
た
と
き
に
湧
き
起
こ
っ
て
く
る

も
の
が
あ
る
っ
て
い
う
の
は
、
お
も
し
ろ
い
な
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

り
ん
ご
さ
ん
も
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
、前
に
『
S
M
A
P×

S
M

A
P
（
ス
マ
ス
マ
）』
の
話
を
し
て
た
よ
ね
。

　

ち
ょ
っ
と
そ
の
C
M
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
か
（
C
M
が
流
れ
る
）。

C
M　

お
届
け
し
ま
し
た
の
は
、１
９
６
２
年
の
懐
か
し
の
テ
レ
ビ
C
M
、

ロ
ー
ト
製
薬
の
ロ
ー
ト
目
薬
で
し
た
。

り
ん
ご　

こ
の
C
M
は
、こ
の
C
D
で
初
め
て
聴
き
ま
し
た
。私
の
世
代
だ
と
、

ロ
ー
ト
っ
て
言
っ
た
ら
、「
ロ
ー
ト
、
ロ
ー
ト
、
ロ
ー
ト
、
ロ
ー
ト
製
〜
薬
」

な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
22
時
か
ら
は
じ
ま
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組

『
ス
マ
ス
マ
』
の
前
に
流
れ
て
い
て
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
み
ん
な
め
っ
ち
ゃ
う
な
ず
い
て
る
。

り
ん
ご　

そ
れ
で
「
ビ
ス
ト
ロ
S
M
A
P
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
は
じ
ま
る
ん
で

す
よ
ね
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
高
校
３
年
生
で
受
験
期
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

母
親
が
『
ス
マ
ス
マ
』
が
大
好
き
で
こ
れ
だ
け
は
欠
か
さ
ず
に
一
緒
に
見
て

い
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
受
験
勉
強
を
が
ん
ば
っ
て
、
22
時
前
に
こ

の
C
M
を
見
て
か
ら
『
ス
マ
ス
マ
』
を
見
て
た
な
っ
て
、
こ
の
C
D
を
聴
い

て
い
た
ら
急
に
思
い
出
し
て
。

　

私
ち
ょ
う
ど
去
年
の
今
頃
が
す
ご
く
し
ん
ど
い
時
期
で
、
い
ろ
い
ろ
と
仕

事
の
こ
と
な
ん
か
で
わ
た
わ
た
し
な
が
ら
「
あ
あ
、
ま
じ
も
う
や
っ
て
ら
ん

ね
え
な
」
っ
て
思
っ
て
た
と
き
に
車
で
こ
の
C
D
を
聴
い
て
、
受
験
期
の
こ

と
を
思
い
出
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
あ
の
と
き
も
す
ご
く
し
ん
ど
か
っ
た
け
ど
、

自
分
が
ん
ば
っ
て
た
じ
ゃ
ん
！　

っ
て
。
な
ん
か
が
ん
ば
っ
て
た
自
分
が
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
た
ら
、
何
か
ま
た
が
ん
ば
れ
る
気
が
し
て
き
て
。
自
信

が
湧
い
て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

　

人
の
記
憶
と
自
分
の
記
憶
を
勝
手
に
重
ね
て
、
い
ろ
い
ろ
思
う
こ
と
が

あ
っ
た
ん
で
す
。

武
田　

確
か
に
、
企
業
の
名
前
み
た
い
な
と
こ
ろ
か
ら
リ
ン
ク
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
よ
ね
。
実
際
こ
の
C
M
は
聴
い
た
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
、「
ロ
ー

ト
製
薬
」
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
つ
な
が
る
。

ア
サ
ダ　

た
ぶ
ん
い
つ
だ
っ
て
共
通
項
は
何
か
し
ら
あ
っ
て
、
リ
バ
イ
バ
ル

を
聴
い
て
別
の
歌
詞
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
知
っ
て
る
と
か
、
自
分
の
世
代
だ
っ

た
ら
っ
て
想
像
し
た
り
、
な
ぞ
り
方
は
ひ
と
つ
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。

　

僕
の
場
合
は
、
編
集
す
る
と
き
に
何
度
も
聴
き
な
が
ら
い
じ
っ
て
る
か
ら
、

逆
に
ま
っ
た
く
自
分
の
経
験
が
な
い
ほ
う
が
入
り
込
め
る
と
い
う
か
。
特
に

そ
れ
を
感
じ
た
の
は
、
第
４
集
の
ふ
た
り
の
漁
師
の
話
で
す
ね
。

武
田　

あ
れ
ね
。

ア
サ
ダ　

当
然
、
僕
は
航
海
に
出
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
妄
想
し
な
が
ら
つ

く
り
ま
し
た
。
赤
道
を
越
え
る
と
き
赤
道
祭
を
す
る
っ
て
い
う
の
は
、
ど
ん

な
ん
な
の
？　

と
か
っ
て
思
い
な
が
ら
。
加
山
雄
三
を
デ
ッ
キ
で
聴
い
て
た

と
か
、
学
生
が
レ
コ
ー
ド
班
で
レ
コ
ー
ド
か
け
る
ん
だ
と
か
。
海
の
上
で
も

レ
コ
ー
ド
が
鳴
っ
て
る
ん
だ
な
あ
っ
て
。

　

そ
う
い
う
の
を
想
像
し
な
が
ら
聴
い
て
い
る
と
、
編
集
し
終
わ
っ
て
さ
あ

寝
よ
う
っ
て
な
っ
た
と
き
に
、
眠
れ
な
い
ん
で
す
よ
。

武
田　

頭
の
な
か
に
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
。

ア
サ
ダ　

何
で
で
す
か
ね
。
話
を
し
て
く
れ
て
い
る
人
の
な
か
に
入
り
込
ん

で
翻
訳
し
て
る
感
じ
っ
て
い
う
か
。
何
回
も
繰
り
返
し
聴
く
こ
と
で
、
何
か

が
起
き
る
ん
で
す
よ
ね
。

武
田　

初
め
て
聴
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
の

は
、「
身
体
」
を
介
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
た
と
え
ば
、

あ
る
時
代
特
有
の
し
ゃ
べ
り
方
と
か
歌
い
方
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
に
、
も
し
か
し
た
ら
無
意
識
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
祖
母
の
声

の
出
し
方
を
思
い
出
し
た
り
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
六
斎
念
仏
な
ど
、
芸
能
と
い
う
の
は
基
本
的
に
は
身

ぶ
り
の
繰
り
返
し
な
ん
で
す
よ
ね
。
農
作
業
な
り
林
業
な
り
、
そ
の
土
地
で

大
切
に
さ
れ
て
き
た
も
の
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
て
い
て
、

そ
の
行
為
を
繰
り
返
し
な
が
ら
必
要
な
身
体
性
を
養
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う

機
能
が
、
ひ
と
つ
芸
能
に
は
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
。

　

い
わ
ゆ
る
振
り
を
覚
え
る
っ
て
い
う
こ
と
は
、
一
応
僕
は
プ
ロ
な
の
で
そ

ん
な
に
難
し
く
な
い
ん
で
す
よ
。
い
ま
は
映
像
も
あ
り
ま
す
し
ね
。
で
も
繰

り
返
し
て
い
く
う
ち
に
、「
あ
っ
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
身
体
を
使
う
の
か
」
っ

て
い
う
、
振
り
を
そ
の
ま
ま
や
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
、「
深
み
」
み
た

い
な
と
こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
い
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
い
う
深
み
が
あ

る
っ
て
い
う
こ
と
が
芸
能
の
豊
か
さ
だ
と
思
う
し
、
古
く
か
ら
連
綿
と
続
け

ら
れ
て
き
た
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
は
、
ラ
ジ
オ
と
同

じ
よ
う
に
、
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
し
て
い
く
感
じ
が
す
る
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

身
体
で
ね
。

武
田　
「
聴
く
」
っ
て
い
う
の
も
身
体
で
す
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
。

　

い
ま
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
江
尻
さ
ん
と
だ
い
ぶ
共
通
項
が
あ
る
と
思
っ

た
ん
で
す
が
。

江
尻　

１
時
間
ぐ
ら
い
し
ゃ
べ
り
た
い
で
す
ね
（
笑
）。

武
田
　
お
願
い
し
ま
す
。

江
尻　

俺
も
演
劇
を
や
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
後
に
、

海
外
か
ら
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
。
で
、
念
仏
踊
り
に
ジ
ャ
ン
ル
分
け
さ
れ
る
、

い
わ
き
の
「
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
」
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
の

な
か
で
一
目
見
て
惚
れ
込
ん
だ
「
横
川
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
保
存
会
」
と

い
う
と
こ
ろ
に
入
っ
て
４
年
目
な
ん
で
す
。
太
鼓
を
触
ら
し
て
も
ら
っ
て
か

ら
は
、
３
年
目
。

　

じ
ゃ
ん
が
ら
っ
て
、
普
通
は
青
年
団
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
や
る
か
ら
20
代

が
主
力
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
地
域
は
山
の
中
腹
で
若
い
人
が
い
な
く
て
、

60
代
で
若
手
な
ん
で
す
、
や
っ
ぱ
り
。
だ
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
絶
え
て
し

ま
う
っ
て
い
う
こ
と
で
、
僕
の
よ
う
な
よ
そ
者
も
入
ら
せ
て
も
ら
っ
て
。

　

そ
の
人
ら
は
古
い
の
が
大
好
き
で
、
40
年
前
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
一

切
変
え
ず
に
や
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
京
都
や
奈
良
だ
っ
た
ら
何
百
年
も
続
い

て
い
る
こ
と
っ
て
珍
し
く
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
い
わ
き
っ
て
自
分
ら
の

時
代
で
よ
そ
よ
り
か
っ
こ
い
い
も
の
を
目
指
し
て
、
ど
ん
ど
ん
リ
ュ
ー
ア
ル

し
ち
ゃ
う
か
ら
珍
し
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
る
。

　

で
も
、
こ
の
地
域
は
40
年
前
か
ら
ず
っ
と
同
じ
。
そ
う
す
る
と
い
わ
き
で

も
ず
っ
と
遠
く
の
ほ
う
に
暮
ら
す
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
か
が
、「
あ
っ
、
私
の

子
供
の
頃
、
じ
ゃ
ん
が
ら
っ
て
こ
う
だ
っ
た
わ
」
み
た
い
な
話
を
し
出
す
ん

で
す
ね
。
太
鼓
を
つ
け
る
位
置
は
、
普
通
お
腹
の
あ
た
り
な
ん
で
す
け
ど
、

横
川
は
山
間
地
な
ん
で
、
脛
な
ん
で
す
。
低
い
こ
と
が
か
っ
こ
い
い
か
ら
っ

て
、
そ
う
な
っ
て
て
。

武
田　

そ
れ
は
一
緒
だ
わ
。

江
尻　

前
に
ド
ン
と
飛
ん
だ
り
、
下
が
っ
た
り
。
か
と
思
う
と
じ
ゃ
ん
が

ら
っ
て
、
基
本
的
に
田
ん
ぼ
や
っ
て
る
と
、
こ
う
優
雅
に
動
く
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
全
国
的
に
は
。
で
も
横
川
は
急
に
片
足
立
ち
で
伸
び
上
が
っ
た
り
と

か
は
す
る
ん
で
す
が
、
基
本
的
に
は
低
い
の
が
か
っ
こ
よ
く
て
、
こ
の
ま
ん

ま
ず
っ
と
低
い
姿
勢
で
こ
う
や
る
ん
で
す
ね
。

武
田　

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
似
て
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
、
立
ち
上
が
っ
た
。

武
田　

僕
が
や
っ
て
い
る
六
斎
念
仏
は
、
太
鼓
が
あ
っ
て
撥
が
あ
っ
て
、
鉦

と
念
仏
、あ
と
笛
が
あ
る
ん
で
す
。基
本
的
に
は
こ
う
い
う
動
き
な
ん
で
す
ね
。

　

こ
れ
を
叩
き
な
が
ら
回
っ
て
い
く
と
、
太
鼓
も
結
構
重
た
く
っ
て
、
身
体

だ
け
で
振
ろ
う
と
す
る
と
速
攻
で
手
首
と
か
腰
と
か
肩
を
壊
し
ち
ゃ
う
ん
で

す
け
ど
。

　

僕
の
場
合
は
、
い
か
に
こ
の
あ
た
り
で
振
れ
る
か
。
背
骨
の
も
う
ち
ょ
っ

と
下
の
と
こ
ろ
で
、
全
身
で
体
重
を
移
動
さ
せ
な
が
ら
送
っ
て
い
け
る
か
っ

て
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
。
お
そ
ら
く
は
全
身
を
使
い
な
が
ら
や
っ
て
い

く
農
作
業
を
現
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
。

ア
サ
ダ　

圧
巻
で
し
た
。

武
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

江
尻　

も
の
す
ご
い
重
い
荷
物
を
背
負
う
と
き
に
、
顔
が
地
面
に
つ
き
そ
う

な
ほ
ど
重
か
っ
た
と
か
っ
て
言
う
ん
で
す
け
ど
、
斜
面
だ
か
ら
顔
が
地
面
に

め
い
っ
ぱ
い
近
づ
く
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
低
さ
に
は
、
そ
う
い
う
土
地
の
つ

く
り
と
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。

　

あ
と
普
通
は
拍
が
決
ま
っ
て
い
て
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
で
打
て
る
よ
う
な
拍

な
ん
で
す
け
ど
、
横
川
は
延
び
る
ん
で
す
よ
。「
デ
ン
デ
コ
デ
ン
コ
ン
デ
ー

ン
デ
ン
コ
ン
デ
ン
デ
コ
デ
ン
コ
ン
デ
ー
ン
」
と
か
言
っ
て
。

武
田　

あ
あ
、
な
る
ほ
ど
ね
。

江
尻　

そ
こ
は
息
を
合
わ
せ
な
い
と
で
き
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
芸
能

だ
な
と
思
う
。
っ
て
、
こ
う
い
う
話
は
延
々
と
終
わ
ら
な
い
の
で
こ
の
辺
で

止
め
ま
す
（
笑
）。

武
田　

お
も
し
ろ
い
話
は
、
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）。

　

念
仏
と
か
鉦
を
唱
え
な
い
と
き
に
、
じ
ゃ
あ
言
葉
で
ど
う
い
う
リ
ズ
ム
を

取
る
か
っ
て
い
う
の
も
ま
た
特
殊
性
が
あ
っ
て
、
口
承
で
す
よ
ね
。「
テ
ン

テ
コ
ー
テ
ン
テ
コ
ー
」
と
か
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
振
り
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん

で
す
よ
。

江
尻　

口
で
言
っ
た
通
り
に
、
聞
こ
え
る
よ
う
に
や
れ
と
か
言
わ
れ
ま
す
ね
。

武
田　

そ
れ
を
言
え
な
い
と
叩
け
な
い
っ
て
い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

江
尻　

そ
う
ね
。
音
符
じ
ゃ
は
ま
ら
な
い
リ
ズ
ム
と
か
が
絶
対
に
あ
っ
て
。

武
田　

そ
れ
は
絶
対
に
あ
り
ま
す
ね
。

江
尻　

た
と
え
ば
「
テ
レ
ス
ク
ス
ッ
テ
ン
ス
ッ
テ
ン
テ
ン
」
だ
っ
た
ら
そ
う

叩
け
み
た
い
な
。「
そ
こ
、
ス
ク
っ
て
聴
こ
え
て
ね
え
だ
ろ
、
お
め
え
！
」
っ

て
言
わ
れ
て
、「
え
、
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
い
で
す
か
？　

う
わ
っ
、〝
ス

ク
〞
っ
て
聴
こ
え
る
わ
」
み
た
い
な
。
な
ん
か
そ
う
い
う
こ
と
を
延
々
と
や

る
ん
で
す
よ
ね
。

武
田　

わ
か
り
ま
す
。

江
尻　

さ
っ
き
の
振
り
の
話
で
言
う
と
撥
の
振
り
方
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
、

俺
も
一
応
演
劇
と
か
や
っ
て
た
し
、
も
し
か
し
た
ら
俺
の
ほ
う
が
理
想
に
近

い
ん
じ
ゃ
な
い
の
み
た
い
な
感
じ
で
、
こ
う
打
ち
な
が
ら
や
っ
て
た
ら
、「
お

前
は
全
然
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
」
っ
て
言
わ
れ
て
す
ご
く
悩
ん
だ
こ
と
が
あ

る
ん
で
す
。
で
、
結
局
俺
の
結
論
は
、
撥
の
先
に
ぽ
ん
ぽ
ん
が
付
い
て
ん
で

す
け
ど
、
こ
れ
は
「
人
魂
」
だ
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
つ
ま
り
、
人
魂
が

飛
ぶ
よ
う
な
動
き
な
ん
で
す
。

　

俺
は
全
部
が
翼
み
た
い
に
、
こ
う
き
れ
い
に
振
っ
て
れ
ば
い
い
と
思
っ
て

や
っ
て
た
ら
、
ど
う
や
ら
自
分
は
い
な
い
ん
で
す
ね
、
黒
子
な
ん
で
す
。
こ

れ
が
ふ
わ
ふ
わ
飛
ん
で
て
、
実
際
回
っ
て
い
く
と
き
に
成
仏
す
る
ら
し
い
ん

で
す
よ
。「
成
仏
だ
か
ら
そ
こ
は
気
持
ち
込
め
ろ
」
み
た
い
な
こ
と
を
言
わ

れ
た
り
し
て
。

　

そ
う
や
っ
て
、
自
分
で
や
っ
て
み
て
怒
ら
れ
て
、
や
っ
と
わ
か
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
っ
て
、
身
体
性
や
精
神
性
を
共
有
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
ん
で

す
よ
ね
。
こ
れ
は
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
な
と
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
身
体
で
繰
り
返
し
て
い
く
と
き
っ
て
、
ニ
ュ
ア
ン
ス

や
意
味
を
越
え
て
い
き
ま
す
よ
ね
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
関
す
る

理
論
や
解
釈
は
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
を
言
わ
ず
と
も
、
身

ぶ
り
に
現
れ
ち
ゃ
っ
て
い
る
。

　

個
人
的
な
経
験
や
記
憶
を
通
じ
て
歴
史
や
民
俗
を
残
そ
う
と
す
る
と
き
に
、

音
楽
や
踊
り
な
ど
、
身
体
や
感
性
に
訴
え
る
何
か
を
あ
い
だ
に
噛
ま
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
物
語
の
受
け
止
め
方
が
変
わ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
っ
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。だ
か
ら
、『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』

が
ま
ち
の
方
と
の
交
流
や
支
援
、
ケ
ア
の
文
脈
だ
け
で
は
な
く
、
別
の
土
地

で
語
ら
れ
る
こ
と
の
意
味
っ
て
い
う
の
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
。

　

し
か
も
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
や
っ
ぱ
り
い
ま
だ
か
ら
こ
そ
な
ん
で
す
よ

ね
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
た
の
は
２
０
１
５
年
12
月
か
ら
で
す
が
、
た

ぶ
ん
す
ぐ
に
は
こ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
く
て
、
み
な
さ
ん
の
生
活
が
落
ち

着
い
て
き
て
、
ぽ
つ
ぽ
つ
語
り
出
し
た
個
人
的
な
こ
と
を
か
た
ち
に
す
る
に

は
、震
災
７
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
。
そ
う
考
え
る
と
、出
自
は
違
う
に
せ
よ
、

や
は
り
「
身
体
」
っ
て
い
う
と
こ
ろ
と
か
か
わ
っ
て
く
る
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

武
田　

個
人
的
な
物
語
を
ラ
ジ
オ
C
D
に
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
が
聴
く
段
階

で
、
あ
る
種
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
と
い
う
か
、
公
共
性
は
持
ち
ま
す
よ
ね
。
つ
ま

り
個
人
か
ら
そ
の
ま
ま
個
人
で
は
な
く
、
編
集
を
し
て
、
あ
る
程
度
多
数
の

人
に
聴
い
て
も
ら
う
。
た
だ
、
ラ
ジ
オ
っ
て
い
う
媒
体
の
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
は
、
そ
れ
を
個
人
で
聴
け
る
っ
て
い
う
と
こ
ろ
だ
と
思
う
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

は
い
。
た
っ
た
ひ
と
り
で
聴
け
る
、
受
け
取
れ
る
。

武
田　

伝
統
芸
能
の
話
を
も
う
ち
ょ
っ
と
さ
せ
て
も
ら
う
と
、
い
ま
お
話
が

あ
っ
た
よ
う
に
、
解
釈
の
仕
方
っ
て
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
僕
が
か

か
わ
っ
て
い
る
芸
能
は
、
い
ま
ま
で
と
同
じ
や
り
方
で
は
継
承
が
で
き
な
く

な
っ
た
っ
て
い
う
事
実
も
あ
る
。
じ
ゃ
あ
、
何
を
変
え
て
、
何
を
変
え
な
い

ま
ま
や
れ
る
の
か
。
も
ち
ろ
ん
身
体
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。
し
か
も
僕

は
、
そ
の
土
地
で
生
ま
れ
て
育
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
で
も
そ
ん
な
僕

で
も
共
有
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
も
「
個
人
」
と
し
て
受

け
取
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

個
人
か
ら
個
人
へ
ど
う
渡
せ
る
の
か
っ
て
い
う
可
能
性
は
、
と
て
も
大
事

だ
な
と
思
い
ま
す
ね
。
あ
ま
り
規
定
し
す
ぎ
ち
ゃ
う
と
、
受
け
取
れ
る
人
が

少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
。

　

特
に
ラ
ジ
オ
は
、
イ
メ
ー
ジ
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
で
す
よ
ね
。
い
つ
で

も
聴
け
て
、
ど
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
や
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
っ
て
い
う
の

も
自
分
で
選
べ
る
。そ
の
場
に
い
な
い
し
ね
、相
手
が
。だ
か
ら
こ
の
C
D
の

話
し
手
も
、
も
し
か
し
た
ら
実
在
し
な
い
人
な
の
か
も
し
れ
な
い
っ
て
い
う

こ
と
も
あ
り
得
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
、
演
劇
的
だ
と
思
う
。
そ
の
な

か
で
ど
う
や
っ
て
聞
き
手
の―

―

こ
っ
ち
も
知
ら
な
い
わ
け
で
す
け
ど―

―

イ
メ
ー
ジ
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

僕
が
や
っ
て
い
る
伝
統
芸
能
も
１
０
０
年
後
ま
で
続
い
て
い
る
と
し
て
、

僕
は
１
０
０
年
後
の
そ
の
人
た
ち
を
知
ら
な
い
し
、
し
か
も
そ
の
土
地
で

や
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
人
た
ち
に
向
け
て
や
っ
て
い

る
し
、
い
ま
ま
で
も
ず
っ
と
そ
う
だ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

力
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
や
っ
ぱ
り
ラ
ジ
オ
は
、
こ
こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
、
時
間
や
距
離
を
超
え
て
感
覚
的
に
共

有
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

団
地
の
集
会
場
で
直
接
会
え
な
く
て
も
、
声
や
音
楽
を
通
じ
て
「
あ
の
人

ど
う
し
て
る
か
な
？
」
と
話
し
合
う
。
ロ
ー
ト
製
薬
の
C
M
か
ら
昔
の
こ
と

を
思
い
出
し
て
、
な
ん
か
ち
ょ
っ
と
元
気
に
な
っ
た
り
す
る
と
か
っ
て
い
う

の
は
、
僕
は
す
ご
く
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
。

　

聞
か
せ
て
い
た
だ
く
話
も
、
初
恋
の
思
い
出
や
若
い
と
き
の
仕
事
の
話
が

ほ
と
ん
ど
で
、
震
災
の
話
は
た
ま
に
し
か
出
て
こ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ

で
も
、
ふ
い
に
震
災
の
出
来
事
と
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、

何
か
話
し
手
と
出
会
っ
た
感
じ
が
す
る
。
実
際
に
会
い
に
行
っ
た
ら
、「
あ
、

あ
の
声
の
人
だ
！
」
み
た
く
な
る
。
そ
う
や
っ
て
、
離
れ
た
土
地
で
も
誰
か

と
出
会
っ
た
り
、
か
か
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

そ
れ
っ
て
、
わ
り
と
い
い
こ
と
だ
な
と
勝
手
に
思
っ
て
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
い
て
、
自
分
の
な
か
で
整
理
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

し
た
ね
。

　

力
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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か
ね

ば
ち

ア
サ
ダ　

さ
て
、「
な
ぞ
る
３ ‒ 

２
」
で
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
武
田 

力
さ
ん

に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

武
田　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ア
サ
ダ　

力
さ
ん
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
、
民
俗
芸

能
ア
ー
カ
イ
バ
ー
で
す
よ
ね
。

武
田　
「
民
俗
芸
能
ア
ー
カ
イ
バ
ー
」っ
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
で
す
よ
ね（
笑
）。

ア
サ
ダ　

今
回
、
僕
が
力
さ
ん
を
お
招
き
し
た
の
は
、
音
楽
を
通
じ
て
思
い

出
を
語
る
こ
と
っ
て
、
ま
ち
の
記
録
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。

　

働
い
た
り
、
結
婚
し
た
り
、
子
育
て
を
す
る
な
か
で
土
地
と
か
か
わ
っ
て
、

愛
着
や
歴
史
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
を
記
録
し
て
、
そ
れ
を
ま

た
別
の
誰
か
が
聞
い
た
ら
、
ひ
と
つ
の
伝
承
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
。

そ
れ
を
意
識
し
出
し
た
ら
、
何
か
そ
れ
っ
て
ち
ょ
っ
と
「
芸
能
」
っ
ぽ
い

な
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
土
地
の
記
憶
や
歴
史
を
か
た
ち
に
す
る
た
め
に
、

踊
り
や
歌
が
生
ま
れ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。

　

な
の
で
、
こ
う
し
た
活
動
が
、
力
さ
ん
か
ら
見
た
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
見

え
る
の
か
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
、
お
呼
び
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
力
さ
ん
が
普
段
何
を
や
っ
て
い
る
か
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
い
い
で

す
か
？

武
田　

は
い
。「
報
奏
会
」
の
最
初
の
ほ
う
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
は
、

僕
が
大
学
時
代
に
池
袋
に
い
て
、
そ
の
頃
付
き
合
っ
て
い
た
彼
女
と
同
棲
し

て
い
た
っ
て
い
う
話
は
し
ま
し
た
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

さ
っ
き
ラ
ジ
オ
ネ
ー
ム
で
出
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ね
。

武
田　

完
全
に
油
断
し
て
い
ま
し
た
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

僕
が
当
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
け
ど
ね
（
笑
）。

武
田　

そ
の
頃
、
僕
は
あ
る
大
学
の
教
育
学
科
に
通
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。

卒
業
し
た
あ
と
は
小
学
校
の
先
生
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
て
、
社
会
人
１
年

目
は
、
幼
稚
園
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

話
す
と
長
く
な
っ
ち
ゃ
う
の
で
端
折
り
ま
す
が
、
ひ
ょ
ん
な
縁
で
演
劇
の

ほ
う
に
行
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、
俳
優
と
し
て
海
外
の
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
で
公
演
を
し
て
い
る
う
ち
に
東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が

ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
今
度
は
自
分
で
作
品
を
つ
く
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

で
も
、
作
品
を
つ
く
る
っ
て
言
っ
て
も
、
何
に
根
拠
を
持
っ
て
つ
く
っ
た

ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
僕
が
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
の
が
、
ア
ジ
ア

の
民
俗
芸
能
だ
っ
た
ん
で
す
。
古
来
か
ら
ず
っ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
民
俗

芸
能
の
構
造
か
ら
、
ど
う
や
っ
て
演
劇
的
な
こ
と
が
発
生
す
る
の
か
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
作
品
を
つ
く
り
は
じ
め
て
、
そ
う
こ
う
し
て
る
う
ち
に
滋
賀
県

高
島
市
の
朽
木
古
屋
集
落
に
伝
わ
る
「
朽
木
古
屋
六
斎
念
仏
踊
り
」
と
出
会

い
ま
し
た
。

　

本
当
の
こ
と
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、
こ
こ
の
六
斎
念
仏
は
、

一
説
に
よ
る
と
室
町
時
代
、
約
６
０
０
年
前
か
ら
続
い
て
い
て
、
た
だ
、
い

ま
は
限
界
集
落
で
も
う
片
手
で
数
え
ら
れ
る
く
ら
い
の
世
帯
し
か
住
ん
で
な

い
。
そ
の
継
承
に
か
か
わ
る
た
め
に
、
朽
木
古
屋
に
入
り
は
じ
め
た
の
が
２

０
１
５
年
。
そ
し
て
、
途
絶
え
て
い
た
「
朽
木
古
屋
六
斎
念
仏
踊
り
」
が
２

０
１
６
年
に
復
活
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
の
集
落
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
５
人
ご
健
在
で
、
一
番
上
が
95
歳
を
超

え
て
い
て
、
一
番
下
で
も
来
年
で
80
歳
。
80
歳
に
な
っ
て
も
若
手
っ
て
い
う

状
況
の
な
か
で
、
い
ま
ち
ょ
っ
と
ず
つ
継
承
者
の
裾
野
を
広
げ
る
よ
う
な
こ

と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

　

最
初
に
お
話
し
た
よ
う
に
、
力
さ
ん
か
ら
見
て
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
が
ど

う
い
う
ふ
う
に
見
え
る
か
を
聞
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
い
き
な

り
そ
こ
か
ら
入
る
と
話
が
で
か
い
の
で
、
C
D
を
聴
い
て
い
た
だ
い
て
印
象

に
残
っ
て
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

武
田　

そ
う
で
す
ね
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
だ
け
ど
、
何
か
な
。
最
初
の
ほ
う

は
C
M
が
入
っ
て
ま
し
た
よ
ね
。
僕
は
、
初
め
て
聴
く
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
ね
。
第
１
集
「
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
思
い
出

な
ど
」
で
は
、
ロ
ー
ト
目
薬
や
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
の
全
国
区
の
C
M
を
入
れ
ま

し
た
。
あ
と
は
地
元
い
わ
き
の
大
黒
屋
の
C
M
。
い
ま
は
も
う
な
い
ん
で
す

よ
ね
、
大
黒
屋
は
。

江
尻　

な
い
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

い
つ
ま
で
あ
っ
た
ん
で
す
か
？　

デ
パ
ー
ト
？

江
尻　

平
成
ま
で
は
あ
り
ま
し
た
ね
。

武
田　

そ
う
い
う
C
M
や
音
楽
っ
て
、
知
ら
な
く
て
も
ど
こ
と
な
く
懐
か
し

さ
を
感
じ
ま
す
よ
ね
。
話
し
手
の
思
い
出
が
語
ら
れ
て
、
音
楽
と
重
な
り

合
っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
個
人
的
な
物
語
と
そ
の
時
代
に
み
な
さ
ん
が
聴
い

て
い
た
音
楽
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
く
と
い
う
の
は
、
僕
は
そ
の
時
代

に
生
き
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ど
こ
と
な
く
こ
こ
ろ
惹
か
れ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
と
い
う
か
。
何
か
い
い
な
っ
て
思
っ
て
し
ま
う
の
は
不
思
議
だ
な
っ

て
い
う
の
が
、
ま
ず
率
直
な
感
想
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

武
田　

今
日
『
想
起
の
音
楽
』
持
っ
て
き
た
ん
で
す
け
ど
。

ア
サ
ダ　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
僕
が
最
近
出
し
た
本
で
す
。

武
田　

こ
の
本
、
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

ア
サ
ダ　

も
の
す
ご
く
付
箋
つ
け
て
く
れ
て
ま
す
ね
。

武
田　

そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
も
う
書
い
て
よ
か
っ
た
！　

こ
う
い
う
の
を
見
る
と
本
当

に
。

武
田　

ア
サ
ダ
さ
ん
は
音
楽
で
す
が
、
僕
は
一
応
専
門
が
演
劇
な
ん
で
す
よ

ね
。
こ
の
本
は
、
劇
場
論
や
観
客
論
と
し
て
も
読
め
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

あ
と
僕
が
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
、
朽
木
古
屋
と
い
う
集
落
に
入
っ
て
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
話
を
し
て
、
彼
ら
か
ら
踊
り
の
「
振
り
」
を
引
き
出
そ
う
と
す

る
と
忘
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
掘
り
起

こ
す
か
と
い
う
こ
と
に
も
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
な
と
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。
今
日
は
、
違
う
土
地
に
住
ん
で
る
人
の
記
憶
を
な
ぞ

る
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
こ
の
場
を
設
け
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
で
す

け
ど
も
、
そ
う
い
う
話
は
メ
ン
バ
ー
内
で
も
結
構
し
て
き
ま
し
た
ね
。

　

た
と
え
ば
、
住
民
さ
ん
が
音
楽
を
通
じ
て
当
時
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
を

話
し
て
く
れ
る
ん
で
す
が
、
C
D
で
繰
り
返
し
聴
い
て
る
と
、
な
ん
だ
か
よ

く
わ
か
ら
な
い
影
響
を
受
け
て
く
る
ん
で
す
。
こ
っ
ち
が
知
ら
な
い
曲
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
何
か
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
り
す
る
作
用
が
あ
る
気
が
し

て
い
て
。

　

こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
違
う
経
験
を
し
て
き
て
い
て
、
そ
の
曲
も
一
回
し
か

聴
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
り
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
り
す
る
ん
だ
け
れ

ど
、
な
ぜ
か
自
分
に
そ
の
話
を
重
ね
合
わ
せ
た
と
き
に
湧
き
起
こ
っ
て
く
る

も
の
が
あ
る
っ
て
い
う
の
は
、
お
も
し
ろ
い
な
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

り
ん
ご
さ
ん
も
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
、前
に
『
S
M
A
P×

S
M

A
P
（
ス
マ
ス
マ
）』
の
話
を
し
て
た
よ
ね
。

　

ち
ょ
っ
と
そ
の
C
M
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
か
（
C
M
が
流
れ
る
）。

C
M　

お
届
け
し
ま
し
た
の
は
、１
９
６
２
年
の
懐
か
し
の
テ
レ
ビ
C
M
、

ロ
ー
ト
製
薬
の
ロ
ー
ト
目
薬
で
し
た
。

り
ん
ご　

こ
の
C
M
は
、こ
の
C
D
で
初
め
て
聴
き
ま
し
た
。私
の
世
代
だ
と
、

ロ
ー
ト
っ
て
言
っ
た
ら
、「
ロ
ー
ト
、
ロ
ー
ト
、
ロ
ー
ト
、
ロ
ー
ト
製
〜
薬
」

な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
22
時
か
ら
は
じ
ま
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組

『
ス
マ
ス
マ
』
の
前
に
流
れ
て
い
て
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
み
ん
な
め
っ
ち
ゃ
う
な
ず
い
て
る
。

り
ん
ご　

そ
れ
で
「
ビ
ス
ト
ロ
S
M
A
P
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
は
じ
ま
る
ん
で

す
よ
ね
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
高
校
３
年
生
で
受
験
期
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

母
親
が
『
ス
マ
ス
マ
』
が
大
好
き
で
こ
れ
だ
け
は
欠
か
さ
ず
に
一
緒
に
見
て

い
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
受
験
勉
強
を
が
ん
ば
っ
て
、
22
時
前
に
こ

の
C
M
を
見
て
か
ら
『
ス
マ
ス
マ
』
を
見
て
た
な
っ
て
、
こ
の
C
D
を
聴
い

て
い
た
ら
急
に
思
い
出
し
て
。

　

私
ち
ょ
う
ど
去
年
の
今
頃
が
す
ご
く
し
ん
ど
い
時
期
で
、
い
ろ
い
ろ
と
仕

事
の
こ
と
な
ん
か
で
わ
た
わ
た
し
な
が
ら
「
あ
あ
、
ま
じ
も
う
や
っ
て
ら
ん

ね
え
な
」
っ
て
思
っ
て
た
と
き
に
車
で
こ
の
C
D
を
聴
い
て
、
受
験
期
の
こ

と
を
思
い
出
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
あ
の
と
き
も
す
ご
く
し
ん
ど
か
っ
た
け
ど
、

自
分
が
ん
ば
っ
て
た
じ
ゃ
ん
！　

っ
て
。
な
ん
か
が
ん
ば
っ
て
た
自
分
が
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
た
ら
、
何
か
ま
た
が
ん
ば
れ
る
気
が
し
て
き
て
。
自
信

が
湧
い
て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

　

人
の
記
憶
と
自
分
の
記
憶
を
勝
手
に
重
ね
て
、
い
ろ
い
ろ
思
う
こ
と
が

あ
っ
た
ん
で
す
。

武
田　

確
か
に
、
企
業
の
名
前
み
た
い
な
と
こ
ろ
か
ら
リ
ン
ク
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
よ
ね
。
実
際
こ
の
C
M
は
聴
い
た
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
、「
ロ
ー

ト
製
薬
」
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
つ
な
が
る
。

ア
サ
ダ　

た
ぶ
ん
い
つ
だ
っ
て
共
通
項
は
何
か
し
ら
あ
っ
て
、
リ
バ
イ
バ
ル

を
聴
い
て
別
の
歌
詞
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
知
っ
て
る
と
か
、
自
分
の
世
代
だ
っ

た
ら
っ
て
想
像
し
た
り
、
な
ぞ
り
方
は
ひ
と
つ
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。

　

僕
の
場
合
は
、
編
集
す
る
と
き
に
何
度
も
聴
き
な
が
ら
い
じ
っ
て
る
か
ら
、

逆
に
ま
っ
た
く
自
分
の
経
験
が
な
い
ほ
う
が
入
り
込
め
る
と
い
う
か
。
特
に

そ
れ
を
感
じ
た
の
は
、
第
４
集
の
ふ
た
り
の
漁
師
の
話
で
す
ね
。

武
田　

あ
れ
ね
。

ア
サ
ダ　

当
然
、
僕
は
航
海
に
出
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
妄
想
し
な
が
ら
つ

く
り
ま
し
た
。
赤
道
を
越
え
る
と
き
赤
道
祭
を
す
る
っ
て
い
う
の
は
、
ど
ん

な
ん
な
の
？　

と
か
っ
て
思
い
な
が
ら
。
加
山
雄
三
を
デ
ッ
キ
で
聴
い
て
た

と
か
、
学
生
が
レ
コ
ー
ド
班
で
レ
コ
ー
ド
か
け
る
ん
だ
と
か
。
海
の
上
で
も

レ
コ
ー
ド
が
鳴
っ
て
る
ん
だ
な
あ
っ
て
。

　

そ
う
い
う
の
を
想
像
し
な
が
ら
聴
い
て
い
る
と
、
編
集
し
終
わ
っ
て
さ
あ

寝
よ
う
っ
て
な
っ
た
と
き
に
、
眠
れ
な
い
ん
で
す
よ
。

武
田　

頭
の
な
か
に
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
。

ア
サ
ダ　

何
で
で
す
か
ね
。
話
を
し
て
く
れ
て
い
る
人
の
な
か
に
入
り
込
ん

で
翻
訳
し
て
る
感
じ
っ
て
い
う
か
。
何
回
も
繰
り
返
し
聴
く
こ
と
で
、
何
か

が
起
き
る
ん
で
す
よ
ね
。

武
田　

初
め
て
聴
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
の

は
、「
身
体
」
を
介
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
た
と
え
ば
、

あ
る
時
代
特
有
の
し
ゃ
べ
り
方
と
か
歌
い
方
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
に
、
も
し
か
し
た
ら
無
意
識
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
祖
母
の
声

の
出
し
方
を
思
い
出
し
た
り
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
六
斎
念
仏
な
ど
、
芸
能
と
い
う
の
は
基
本
的
に
は
身

ぶ
り
の
繰
り
返
し
な
ん
で
す
よ
ね
。
農
作
業
な
り
林
業
な
り
、
そ
の
土
地
で

大
切
に
さ
れ
て
き
た
も
の
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
て
い
て
、

そ
の
行
為
を
繰
り
返
し
な
が
ら
必
要
な
身
体
性
を
養
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う

機
能
が
、
ひ
と
つ
芸
能
に
は
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
。

　

い
わ
ゆ
る
振
り
を
覚
え
る
っ
て
い
う
こ
と
は
、
一
応
僕
は
プ
ロ
な
の
で
そ

ん
な
に
難
し
く
な
い
ん
で
す
よ
。
い
ま
は
映
像
も
あ
り
ま
す
し
ね
。
で
も
繰

り
返
し
て
い
く
う
ち
に
、「
あ
っ
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
身
体
を
使
う
の
か
」
っ

て
い
う
、
振
り
を
そ
の
ま
ま
や
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
、「
深
み
」
み
た

い
な
と
こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
い
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
い
う
深
み
が
あ

る
っ
て
い
う
こ
と
が
芸
能
の
豊
か
さ
だ
と
思
う
し
、
古
く
か
ら
連
綿
と
続
け

ら
れ
て
き
た
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
は
、
ラ
ジ
オ
と
同

じ
よ
う
に
、
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
し
て
い
く
感
じ
が
す
る
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

身
体
で
ね
。

武
田　
「
聴
く
」
っ
て
い
う
の
も
身
体
で
す
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
。

　

い
ま
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
江
尻
さ
ん
と
だ
い
ぶ
共
通
項
が
あ
る
と
思
っ

た
ん
で
す
が
。

江
尻　

１
時
間
ぐ
ら
い
し
ゃ
べ
り
た
い
で
す
ね
（
笑
）。

武
田
　
お
願
い
し
ま
す
。

江
尻　

俺
も
演
劇
を
や
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
後
に
、

海
外
か
ら
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
。
で
、
念
仏
踊
り
に
ジ
ャ
ン
ル
分
け
さ
れ
る
、

い
わ
き
の
「
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
」
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
の

な
か
で
一
目
見
て
惚
れ
込
ん
だ
「
横
川
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
保
存
会
」
と

い
う
と
こ
ろ
に
入
っ
て
４
年
目
な
ん
で
す
。
太
鼓
を
触
ら
し
て
も
ら
っ
て
か

ら
は
、
３
年
目
。

　

じ
ゃ
ん
が
ら
っ
て
、
普
通
は
青
年
団
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
や
る
か
ら
20
代

が
主
力
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
地
域
は
山
の
中
腹
で
若
い
人
が
い
な
く
て
、

60
代
で
若
手
な
ん
で
す
、
や
っ
ぱ
り
。
だ
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
絶
え
て
し

ま
う
っ
て
い
う
こ
と
で
、
僕
の
よ
う
な
よ
そ
者
も
入
ら
せ
て
も
ら
っ
て
。

　

そ
の
人
ら
は
古
い
の
が
大
好
き
で
、
40
年
前
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
一

切
変
え
ず
に
や
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
京
都
や
奈
良
だ
っ
た
ら
何
百
年
も
続
い

て
い
る
こ
と
っ
て
珍
し
く
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
い
わ
き
っ
て
自
分
ら
の

時
代
で
よ
そ
よ
り
か
っ
こ
い
い
も
の
を
目
指
し
て
、
ど
ん
ど
ん
リ
ュ
ー
ア
ル

し
ち
ゃ
う
か
ら
珍
し
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
る
。

　

で
も
、
こ
の
地
域
は
40
年
前
か
ら
ず
っ
と
同
じ
。
そ
う
す
る
と
い
わ
き
で

も
ず
っ
と
遠
く
の
ほ
う
に
暮
ら
す
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
か
が
、「
あ
っ
、
私
の

子
供
の
頃
、
じ
ゃ
ん
が
ら
っ
て
こ
う
だ
っ
た
わ
」
み
た
い
な
話
を
し
出
す
ん

で
す
ね
。
太
鼓
を
つ
け
る
位
置
は
、
普
通
お
腹
の
あ
た
り
な
ん
で
す
け
ど
、

横
川
は
山
間
地
な
ん
で
、
脛
な
ん
で
す
。
低
い
こ
と
が
か
っ
こ
い
い
か
ら
っ

て
、
そ
う
な
っ
て
て
。

武
田　

そ
れ
は
一
緒
だ
わ
。

江
尻　

前
に
ド
ン
と
飛
ん
だ
り
、
下
が
っ
た
り
。
か
と
思
う
と
じ
ゃ
ん
が

ら
っ
て
、
基
本
的
に
田
ん
ぼ
や
っ
て
る
と
、
こ
う
優
雅
に
動
く
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
全
国
的
に
は
。
で
も
横
川
は
急
に
片
足
立
ち
で
伸
び
上
が
っ
た
り
と

か
は
す
る
ん
で
す
が
、
基
本
的
に
は
低
い
の
が
か
っ
こ
よ
く
て
、
こ
の
ま
ん

ま
ず
っ
と
低
い
姿
勢
で
こ
う
や
る
ん
で
す
ね
。

武
田　

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
似
て
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
、
立
ち
上
が
っ
た
。

武
田　

僕
が
や
っ
て
い
る
六
斎
念
仏
は
、
太
鼓
が
あ
っ
て
撥
が
あ
っ
て
、
鉦

と
念
仏
、あ
と
笛
が
あ
る
ん
で
す
。基
本
的
に
は
こ
う
い
う
動
き
な
ん
で
す
ね
。

　

こ
れ
を
叩
き
な
が
ら
回
っ
て
い
く
と
、
太
鼓
も
結
構
重
た
く
っ
て
、
身
体

だ
け
で
振
ろ
う
と
す
る
と
速
攻
で
手
首
と
か
腰
と
か
肩
を
壊
し
ち
ゃ
う
ん
で

す
け
ど
。

　

僕
の
場
合
は
、
い
か
に
こ
の
あ
た
り
で
振
れ
る
か
。
背
骨
の
も
う
ち
ょ
っ

と
下
の
と
こ
ろ
で
、
全
身
で
体
重
を
移
動
さ
せ
な
が
ら
送
っ
て
い
け
る
か
っ

て
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
。
お
そ
ら
く
は
全
身
を
使
い
な
が
ら
や
っ
て
い

く
農
作
業
を
現
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
。

ア
サ
ダ　

圧
巻
で
し
た
。

武
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

江
尻　

も
の
す
ご
い
重
い
荷
物
を
背
負
う
と
き
に
、
顔
が
地
面
に
つ
き
そ
う

な
ほ
ど
重
か
っ
た
と
か
っ
て
言
う
ん
で
す
け
ど
、
斜
面
だ
か
ら
顔
が
地
面
に

め
い
っ
ぱ
い
近
づ
く
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
低
さ
に
は
、
そ
う
い
う
土
地
の
つ

く
り
と
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。

　

あ
と
普
通
は
拍
が
決
ま
っ
て
い
て
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
で
打
て
る
よ
う
な
拍

な
ん
で
す
け
ど
、
横
川
は
延
び
る
ん
で
す
よ
。「
デ
ン
デ
コ
デ
ン
コ
ン
デ
ー

ン
デ
ン
コ
ン
デ
ン
デ
コ
デ
ン
コ
ン
デ
ー
ン
」
と
か
言
っ
て
。

武
田　

あ
あ
、
な
る
ほ
ど
ね
。

江
尻　

そ
こ
は
息
を
合
わ
せ
な
い
と
で
き
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
芸
能

だ
な
と
思
う
。
っ
て
、
こ
う
い
う
話
は
延
々
と
終
わ
ら
な
い
の
で
こ
の
辺
で

止
め
ま
す
（
笑
）。

武
田　

お
も
し
ろ
い
話
は
、
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）。

　

念
仏
と
か
鉦
を
唱
え
な
い
と
き
に
、
じ
ゃ
あ
言
葉
で
ど
う
い
う
リ
ズ
ム
を

取
る
か
っ
て
い
う
の
も
ま
た
特
殊
性
が
あ
っ
て
、
口
承
で
す
よ
ね
。「
テ
ン

テ
コ
ー
テ
ン
テ
コ
ー
」
と
か
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
振
り
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん

で
す
よ
。

江
尻　

口
で
言
っ
た
通
り
に
、
聞
こ
え
る
よ
う
に
や
れ
と
か
言
わ
れ
ま
す
ね
。

武
田　

そ
れ
を
言
え
な
い
と
叩
け
な
い
っ
て
い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

江
尻　

そ
う
ね
。
音
符
じ
ゃ
は
ま
ら
な
い
リ
ズ
ム
と
か
が
絶
対
に
あ
っ
て
。

武
田　

そ
れ
は
絶
対
に
あ
り
ま
す
ね
。

江
尻　

た
と
え
ば
「
テ
レ
ス
ク
ス
ッ
テ
ン
ス
ッ
テ
ン
テ
ン
」
だ
っ
た
ら
そ
う

叩
け
み
た
い
な
。「
そ
こ
、
ス
ク
っ
て
聴
こ
え
て
ね
え
だ
ろ
、
お
め
え
！
」
っ

て
言
わ
れ
て
、「
え
、
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
い
で
す
か
？　

う
わ
っ
、〝
ス

ク
〞
っ
て
聴
こ
え
る
わ
」
み
た
い
な
。
な
ん
か
そ
う
い
う
こ
と
を
延
々
と
や

る
ん
で
す
よ
ね
。

武
田　

わ
か
り
ま
す
。

江
尻　

さ
っ
き
の
振
り
の
話
で
言
う
と
撥
の
振
り
方
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
、

俺
も
一
応
演
劇
と
か
や
っ
て
た
し
、
も
し
か
し
た
ら
俺
の
ほ
う
が
理
想
に
近

い
ん
じ
ゃ
な
い
の
み
た
い
な
感
じ
で
、
こ
う
打
ち
な
が
ら
や
っ
て
た
ら
、「
お

前
は
全
然
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
」
っ
て
言
わ
れ
て
す
ご
く
悩
ん
だ
こ
と
が
あ

る
ん
で
す
。
で
、
結
局
俺
の
結
論
は
、
撥
の
先
に
ぽ
ん
ぽ
ん
が
付
い
て
ん
で

す
け
ど
、
こ
れ
は
「
人
魂
」
だ
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
つ
ま
り
、
人
魂
が

飛
ぶ
よ
う
な
動
き
な
ん
で
す
。

　

俺
は
全
部
が
翼
み
た
い
に
、
こ
う
き
れ
い
に
振
っ
て
れ
ば
い
い
と
思
っ
て

や
っ
て
た
ら
、
ど
う
や
ら
自
分
は
い
な
い
ん
で
す
ね
、
黒
子
な
ん
で
す
。
こ

れ
が
ふ
わ
ふ
わ
飛
ん
で
て
、
実
際
回
っ
て
い
く
と
き
に
成
仏
す
る
ら
し
い
ん

で
す
よ
。「
成
仏
だ
か
ら
そ
こ
は
気
持
ち
込
め
ろ
」
み
た
い
な
こ
と
を
言
わ

れ
た
り
し
て
。

　

そ
う
や
っ
て
、
自
分
で
や
っ
て
み
て
怒
ら
れ
て
、
や
っ
と
わ
か
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
っ
て
、
身
体
性
や
精
神
性
を
共
有
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
ん
で

す
よ
ね
。
こ
れ
は
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
な
と
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
身
体
で
繰
り
返
し
て
い
く
と
き
っ
て
、
ニ
ュ
ア
ン
ス

や
意
味
を
越
え
て
い
き
ま
す
よ
ね
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
関
す
る

理
論
や
解
釈
は
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
を
言
わ
ず
と
も
、
身

ぶ
り
に
現
れ
ち
ゃ
っ
て
い
る
。

　

個
人
的
な
経
験
や
記
憶
を
通
じ
て
歴
史
や
民
俗
を
残
そ
う
と
す
る
と
き
に
、

音
楽
や
踊
り
な
ど
、
身
体
や
感
性
に
訴
え
る
何
か
を
あ
い
だ
に
噛
ま
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
物
語
の
受
け
止
め
方
が
変
わ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
っ
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。だ
か
ら
、『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』

が
ま
ち
の
方
と
の
交
流
や
支
援
、
ケ
ア
の
文
脈
だ
け
で
は
な
く
、
別
の
土
地

で
語
ら
れ
る
こ
と
の
意
味
っ
て
い
う
の
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
。

　

し
か
も
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
や
っ
ぱ
り
い
ま
だ
か
ら
こ
そ
な
ん
で
す
よ

ね
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
た
の
は
２
０
１
５
年
12
月
か
ら
で
す
が
、
た

ぶ
ん
す
ぐ
に
は
こ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
く
て
、
み
な
さ
ん
の
生
活
が
落
ち

着
い
て
き
て
、
ぽ
つ
ぽ
つ
語
り
出
し
た
個
人
的
な
こ
と
を
か
た
ち
に
す
る
に

は
、震
災
７
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
。
そ
う
考
え
る
と
、出
自
は
違
う
に
せ
よ
、

や
は
り
「
身
体
」
っ
て
い
う
と
こ
ろ
と
か
か
わ
っ
て
く
る
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

武
田　

個
人
的
な
物
語
を
ラ
ジ
オ
C
D
に
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
が
聴
く
段
階

で
、
あ
る
種
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
と
い
う
か
、
公
共
性
は
持
ち
ま
す
よ
ね
。
つ
ま

り
個
人
か
ら
そ
の
ま
ま
個
人
で
は
な
く
、
編
集
を
し
て
、
あ
る
程
度
多
数
の

人
に
聴
い
て
も
ら
う
。
た
だ
、
ラ
ジ
オ
っ
て
い
う
媒
体
の
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
は
、
そ
れ
を
個
人
で
聴
け
る
っ
て
い
う
と
こ
ろ
だ
と
思
う
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

は
い
。
た
っ
た
ひ
と
り
で
聴
け
る
、
受
け
取
れ
る
。

武
田　

伝
統
芸
能
の
話
を
も
う
ち
ょ
っ
と
さ
せ
て
も
ら
う
と
、
い
ま
お
話
が

あ
っ
た
よ
う
に
、
解
釈
の
仕
方
っ
て
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
僕
が
か

か
わ
っ
て
い
る
芸
能
は
、
い
ま
ま
で
と
同
じ
や
り
方
で
は
継
承
が
で
き
な
く

な
っ
た
っ
て
い
う
事
実
も
あ
る
。
じ
ゃ
あ
、
何
を
変
え
て
、
何
を
変
え
な
い

ま
ま
や
れ
る
の
か
。
も
ち
ろ
ん
身
体
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。
し
か
も
僕

は
、
そ
の
土
地
で
生
ま
れ
て
育
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
で
も
そ
ん
な
僕

で
も
共
有
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
も
「
個
人
」
と
し
て
受

け
取
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

個
人
か
ら
個
人
へ
ど
う
渡
せ
る
の
か
っ
て
い
う
可
能
性
は
、
と
て
も
大
事

だ
な
と
思
い
ま
す
ね
。
あ
ま
り
規
定
し
す
ぎ
ち
ゃ
う
と
、
受
け
取
れ
る
人
が

少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
。

　

特
に
ラ
ジ
オ
は
、
イ
メ
ー
ジ
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
で
す
よ
ね
。
い
つ
で

も
聴
け
て
、
ど
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
や
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
っ
て
い
う
の

も
自
分
で
選
べ
る
。そ
の
場
に
い
な
い
し
ね
、相
手
が
。だ
か
ら
こ
の
C
D
の

話
し
手
も
、
も
し
か
し
た
ら
実
在
し
な
い
人
な
の
か
も
し
れ
な
い
っ
て
い
う

こ
と
も
あ
り
得
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
、
演
劇
的
だ
と
思
う
。
そ
の
な

か
で
ど
う
や
っ
て
聞
き
手
の―

―

こ
っ
ち
も
知
ら
な
い
わ
け
で
す
け
ど―

―

イ
メ
ー
ジ
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

僕
が
や
っ
て
い
る
伝
統
芸
能
も
１
０
０
年
後
ま
で
続
い
て
い
る
と
し
て
、

僕
は
１
０
０
年
後
の
そ
の
人
た
ち
を
知
ら
な
い
し
、
し
か
も
そ
の
土
地
で

や
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
人
た
ち
に
向
け
て
や
っ
て
い

る
し
、
い
ま
ま
で
も
ず
っ
と
そ
う
だ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

力
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
や
っ
ぱ
り
ラ
ジ
オ
は
、
こ
こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
、
時
間
や
距
離
を
超
え
て
感
覚
的
に
共

有
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

団
地
の
集
会
場
で
直
接
会
え
な
く
て
も
、
声
や
音
楽
を
通
じ
て
「
あ
の
人

ど
う
し
て
る
か
な
？
」
と
話
し
合
う
。
ロ
ー
ト
製
薬
の
C
M
か
ら
昔
の
こ
と

を
思
い
出
し
て
、
な
ん
か
ち
ょ
っ
と
元
気
に
な
っ
た
り
す
る
と
か
っ
て
い
う

の
は
、
僕
は
す
ご
く
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
。

　

聞
か
せ
て
い
た
だ
く
話
も
、
初
恋
の
思
い
出
や
若
い
と
き
の
仕
事
の
話
が

ほ
と
ん
ど
で
、
震
災
の
話
は
た
ま
に
し
か
出
て
こ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ

で
も
、
ふ
い
に
震
災
の
出
来
事
と
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、

何
か
話
し
手
と
出
会
っ
た
感
じ
が
す
る
。
実
際
に
会
い
に
行
っ
た
ら
、「
あ
、

あ
の
声
の
人
だ
！
」
み
た
く
な
る
。
そ
う
や
っ
て
、
離
れ
た
土
地
で
も
誰
か

と
出
会
っ
た
り
、
か
か
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

そ
れ
っ
て
、
わ
り
と
い
い
こ
と
だ
な
と
勝
手
に
思
っ
て
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
い
て
、
自
分
の
な
か
で
整
理
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

し
た
ね
。

　

力
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

す
ね
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ア
サ
ダ　

さ
て
、「
な
ぞ
る
３ ‒ 

２
」
で
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
武
田 

力
さ
ん

に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

武
田　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ア
サ
ダ　

力
さ
ん
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
、
民
俗
芸

能
ア
ー
カ
イ
バ
ー
で
す
よ
ね
。

武
田　
「
民
俗
芸
能
ア
ー
カ
イ
バ
ー
」っ
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
で
す
よ
ね（
笑
）。

ア
サ
ダ　

今
回
、
僕
が
力
さ
ん
を
お
招
き
し
た
の
は
、
音
楽
を
通
じ
て
思
い

出
を
語
る
こ
と
っ
て
、
ま
ち
の
記
録
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
。

　

働
い
た
り
、
結
婚
し
た
り
、
子
育
て
を
す
る
な
か
で
土
地
と
か
か
わ
っ
て
、

愛
着
や
歴
史
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
を
記
録
し
て
、
そ
れ
を
ま

た
別
の
誰
か
が
聞
い
た
ら
、
ひ
と
つ
の
伝
承
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
。

そ
れ
を
意
識
し
出
し
た
ら
、
何
か
そ
れ
っ
て
ち
ょ
っ
と
「
芸
能
」
っ
ぽ
い

な
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
土
地
の
記
憶
や
歴
史
を
か
た
ち
に
す
る
た
め
に
、

踊
り
や
歌
が
生
ま
れ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。

　

な
の
で
、
こ
う
し
た
活
動
が
、
力
さ
ん
か
ら
見
た
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
見

え
る
の
か
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
、
お
呼
び
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
力
さ
ん
が
普
段
何
を
や
っ
て
い
る
か
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
い
い
で

す
か
？

武
田　

は
い
。「
報
奏
会
」
の
最
初
の
ほ
う
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
は
、

僕
が
大
学
時
代
に
池
袋
に
い
て
、
そ
の
頃
付
き
合
っ
て
い
た
彼
女
と
同
棲
し

て
い
た
っ
て
い
う
話
は
し
ま
し
た
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

さ
っ
き
ラ
ジ
オ
ネ
ー
ム
で
出
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ね
。

武
田　

完
全
に
油
断
し
て
い
ま
し
た
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

僕
が
当
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
け
ど
ね
（
笑
）。

武
田　

そ
の
頃
、
僕
は
あ
る
大
学
の
教
育
学
科
に
通
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。

卒
業
し
た
あ
と
は
小
学
校
の
先
生
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
て
、
社
会
人
１
年

目
は
、
幼
稚
園
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

話
す
と
長
く
な
っ
ち
ゃ
う
の
で
端
折
り
ま
す
が
、
ひ
ょ
ん
な
縁
で
演
劇
の

ほ
う
に
行
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、
俳
優
と
し
て
海
外
の
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
で
公
演
を
し
て
い
る
う
ち
に
東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が

ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
今
度
は
自
分
で
作
品
を
つ
く
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

で
も
、
作
品
を
つ
く
る
っ
て
言
っ
て
も
、
何
に
根
拠
を
持
っ
て
つ
く
っ
た

ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
僕
が
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
の
が
、
ア
ジ
ア

の
民
俗
芸
能
だ
っ
た
ん
で
す
。
古
来
か
ら
ず
っ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
民
俗

芸
能
の
構
造
か
ら
、
ど
う
や
っ
て
演
劇
的
な
こ
と
が
発
生
す
る
の
か
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
作
品
を
つ
く
り
は
じ
め
て
、
そ
う
こ
う
し
て
る
う
ち
に
滋
賀
県

高
島
市
の
朽
木
古
屋
集
落
に
伝
わ
る
「
朽
木
古
屋
六
斎
念
仏
踊
り
」
と
出
会

い
ま
し
た
。

　

本
当
の
こ
と
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、
こ
こ
の
六
斎
念
仏
は
、

一
説
に
よ
る
と
室
町
時
代
、
約
６
０
０
年
前
か
ら
続
い
て
い
て
、
た
だ
、
い

ま
は
限
界
集
落
で
も
う
片
手
で
数
え
ら
れ
る
く
ら
い
の
世
帯
し
か
住
ん
で
な

い
。
そ
の
継
承
に
か
か
わ
る
た
め
に
、
朽
木
古
屋
に
入
り
は
じ
め
た
の
が
２

０
１
５
年
。
そ
し
て
、
途
絶
え
て
い
た
「
朽
木
古
屋
六
斎
念
仏
踊
り
」
が
２

０
１
６
年
に
復
活
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
の
集
落
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
５
人
ご
健
在
で
、
一
番
上
が
95
歳
を
超

え
て
い
て
、
一
番
下
で
も
来
年
で
80
歳
。
80
歳
に
な
っ
て
も
若
手
っ
て
い
う

状
況
の
な
か
で
、
い
ま
ち
ょ
っ
と
ず
つ
継
承
者
の
裾
野
を
広
げ
る
よ
う
な
こ

と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

　

最
初
に
お
話
し
た
よ
う
に
、
力
さ
ん
か
ら
見
て
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
が
ど

う
い
う
ふ
う
に
見
え
る
か
を
聞
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
い
き
な

り
そ
こ
か
ら
入
る
と
話
が
で
か
い
の
で
、
C
D
を
聴
い
て
い
た
だ
い
て
印
象

に
残
っ
て
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

武
田　

そ
う
で
す
ね
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
だ
け
ど
、
何
か
な
。
最
初
の
ほ
う

は
C
M
が
入
っ
て
ま
し
た
よ
ね
。
僕
は
、
初
め
て
聴
く
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
ね
。
第
１
集
「
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
思
い
出

な
ど
」
で
は
、
ロ
ー
ト
目
薬
や
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
の
全
国
区
の
C
M
を
入
れ
ま

し
た
。
あ
と
は
地
元
い
わ
き
の
大
黒
屋
の
C
M
。
い
ま
は
も
う
な
い
ん
で
す

よ
ね
、
大
黒
屋
は
。

江
尻　

な
い
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

い
つ
ま
で
あ
っ
た
ん
で
す
か
？　

デ
パ
ー
ト
？

江
尻　

平
成
ま
で
は
あ
り
ま
し
た
ね
。

武
田　

そ
う
い
う
C
M
や
音
楽
っ
て
、
知
ら
な
く
て
も
ど
こ
と
な
く
懐
か
し

さ
を
感
じ
ま
す
よ
ね
。
話
し
手
の
思
い
出
が
語
ら
れ
て
、
音
楽
と
重
な
り

合
っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
個
人
的
な
物
語
と
そ
の
時
代
に
み
な
さ
ん
が
聴
い

て
い
た
音
楽
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
く
と
い
う
の
は
、
僕
は
そ
の
時
代

に
生
き
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ど
こ
と
な
く
こ
こ
ろ
惹
か
れ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
と
い
う
か
。
何
か
い
い
な
っ
て
思
っ
て
し
ま
う
の
は
不
思
議
だ
な
っ

て
い
う
の
が
、
ま
ず
率
直
な
感
想
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

武
田　

今
日
『
想
起
の
音
楽
』
持
っ
て
き
た
ん
で
す
け
ど
。

ア
サ
ダ　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
僕
が
最
近
出
し
た
本
で
す
。

武
田　

こ
の
本
、
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

ア
サ
ダ　

も
の
す
ご
く
付
箋
つ
け
て
く
れ
て
ま
す
ね
。

武
田　

そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
も
う
書
い
て
よ
か
っ
た
！　

こ
う
い
う
の
を
見
る
と
本
当

に
。

武
田　

ア
サ
ダ
さ
ん
は
音
楽
で
す
が
、
僕
は
一
応
専
門
が
演
劇
な
ん
で
す
よ

ね
。
こ
の
本
は
、
劇
場
論
や
観
客
論
と
し
て
も
読
め
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

あ
と
僕
が
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
、
朽
木
古
屋
と
い
う
集
落
に
入
っ
て
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
話
を
し
て
、
彼
ら
か
ら
踊
り
の
「
振
り
」
を
引
き
出
そ
う
と
す

る
と
忘
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
掘
り
起

こ
す
か
と
い
う
こ
と
に
も
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
な
と
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。
今
日
は
、
違
う
土
地
に
住
ん
で
る
人
の
記
憶
を
な
ぞ

る
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
こ
の
場
を
設
け
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
で
す

け
ど
も
、
そ
う
い
う
話
は
メ
ン
バ
ー
内
で
も
結
構
し
て
き
ま
し
た
ね
。

　

た
と
え
ば
、
住
民
さ
ん
が
音
楽
を
通
じ
て
当
時
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
を

話
し
て
く
れ
る
ん
で
す
が
、
C
D
で
繰
り
返
し
聴
い
て
る
と
、
な
ん
だ
か
よ

く
わ
か
ら
な
い
影
響
を
受
け
て
く
る
ん
で
す
。
こ
っ
ち
が
知
ら
な
い
曲
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
何
か
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
り
す
る
作
用
が
あ
る
気
が
し

て
い
て
。

　

こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
違
う
経
験
を
し
て
き
て
い
て
、
そ
の
曲
も
一
回
し
か

聴
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
り
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
り
す
る
ん
だ
け
れ

ど
、
な
ぜ
か
自
分
に
そ
の
話
を
重
ね
合
わ
せ
た
と
き
に
湧
き
起
こ
っ
て
く
る

も
の
が
あ
る
っ
て
い
う
の
は
、
お
も
し
ろ
い
な
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

り
ん
ご
さ
ん
も
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
、前
に
『
S
M
A
P×

S
M

A
P
（
ス
マ
ス
マ
）』
の
話
を
し
て
た
よ
ね
。

　

ち
ょ
っ
と
そ
の
C
M
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
か
（
C
M
が
流
れ
る
）。

C
M　

お
届
け
し
ま
し
た
の
は
、１
９
６
２
年
の
懐
か
し
の
テ
レ
ビ
C
M
、

ロ
ー
ト
製
薬
の
ロ
ー
ト
目
薬
で
し
た
。

り
ん
ご　

こ
の
C
M
は
、こ
の
C
D
で
初
め
て
聴
き
ま
し
た
。私
の
世
代
だ
と
、

ロ
ー
ト
っ
て
言
っ
た
ら
、「
ロ
ー
ト
、
ロ
ー
ト
、
ロ
ー
ト
、
ロ
ー
ト
製
〜
薬
」

な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
22
時
か
ら
は
じ
ま
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組

『
ス
マ
ス
マ
』
の
前
に
流
れ
て
い
て
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
み
ん
な
め
っ
ち
ゃ
う
な
ず
い
て
る
。

り
ん
ご　

そ
れ
で
「
ビ
ス
ト
ロ
S
M
A
P
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
は
じ
ま
る
ん
で

す
よ
ね
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
高
校
３
年
生
で
受
験
期
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

母
親
が
『
ス
マ
ス
マ
』
が
大
好
き
で
こ
れ
だ
け
は
欠
か
さ
ず
に
一
緒
に
見
て

い
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
受
験
勉
強
を
が
ん
ば
っ
て
、
22
時
前
に
こ

の
C
M
を
見
て
か
ら
『
ス
マ
ス
マ
』
を
見
て
た
な
っ
て
、
こ
の
C
D
を
聴
い

て
い
た
ら
急
に
思
い
出
し
て
。

　

私
ち
ょ
う
ど
去
年
の
今
頃
が
す
ご
く
し
ん
ど
い
時
期
で
、
い
ろ
い
ろ
と
仕

事
の
こ
と
な
ん
か
で
わ
た
わ
た
し
な
が
ら
「
あ
あ
、
ま
じ
も
う
や
っ
て
ら
ん

ね
え
な
」
っ
て
思
っ
て
た
と
き
に
車
で
こ
の
C
D
を
聴
い
て
、
受
験
期
の
こ

と
を
思
い
出
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
あ
の
と
き
も
す
ご
く
し
ん
ど
か
っ
た
け
ど
、

自
分
が
ん
ば
っ
て
た
じ
ゃ
ん
！　

っ
て
。
な
ん
か
が
ん
ば
っ
て
た
自
分
が
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
た
ら
、
何
か
ま
た
が
ん
ば
れ
る
気
が
し
て
き
て
。
自
信

が
湧
い
て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

　

人
の
記
憶
と
自
分
の
記
憶
を
勝
手
に
重
ね
て
、
い
ろ
い
ろ
思
う
こ
と
が

あ
っ
た
ん
で
す
。

武
田　

確
か
に
、
企
業
の
名
前
み
た
い
な
と
こ
ろ
か
ら
リ
ン
ク
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
よ
ね
。
実
際
こ
の
C
M
は
聴
い
た
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
、「
ロ
ー

ト
製
薬
」
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
つ
な
が
る
。

ア
サ
ダ　

た
ぶ
ん
い
つ
だ
っ
て
共
通
項
は
何
か
し
ら
あ
っ
て
、
リ
バ
イ
バ
ル

を
聴
い
て
別
の
歌
詞
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
知
っ
て
る
と
か
、
自
分
の
世
代
だ
っ

た
ら
っ
て
想
像
し
た
り
、
な
ぞ
り
方
は
ひ
と
つ
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。

　

僕
の
場
合
は
、
編
集
す
る
と
き
に
何
度
も
聴
き
な
が
ら
い
じ
っ
て
る
か
ら
、

逆
に
ま
っ
た
く
自
分
の
経
験
が
な
い
ほ
う
が
入
り
込
め
る
と
い
う
か
。
特
に

そ
れ
を
感
じ
た
の
は
、
第
４
集
の
ふ
た
り
の
漁
師
の
話
で
す
ね
。

武
田　

あ
れ
ね
。

ア
サ
ダ　

当
然
、
僕
は
航
海
に
出
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
妄
想
し
な
が
ら
つ

く
り
ま
し
た
。
赤
道
を
越
え
る
と
き
赤
道
祭
を
す
る
っ
て
い
う
の
は
、
ど
ん

な
ん
な
の
？　

と
か
っ
て
思
い
な
が
ら
。
加
山
雄
三
を
デ
ッ
キ
で
聴
い
て
た

と
か
、
学
生
が
レ
コ
ー
ド
班
で
レ
コ
ー
ド
か
け
る
ん
だ
と
か
。
海
の
上
で
も

レ
コ
ー
ド
が
鳴
っ
て
る
ん
だ
な
あ
っ
て
。

　

そ
う
い
う
の
を
想
像
し
な
が
ら
聴
い
て
い
る
と
、
編
集
し
終
わ
っ
て
さ
あ

寝
よ
う
っ
て
な
っ
た
と
き
に
、
眠
れ
な
い
ん
で
す
よ
。

武
田　

頭
の
な
か
に
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
。

ア
サ
ダ　

何
で
で
す
か
ね
。
話
を
し
て
く
れ
て
い
る
人
の
な
か
に
入
り
込
ん

で
翻
訳
し
て
る
感
じ
っ
て
い
う
か
。
何
回
も
繰
り
返
し
聴
く
こ
と
で
、
何
か

が
起
き
る
ん
で
す
よ
ね
。

武
田　

初
め
て
聴
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
の

は
、「
身
体
」
を
介
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
た
と
え
ば
、

あ
る
時
代
特
有
の
し
ゃ
べ
り
方
と
か
歌
い
方
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
に
、
も
し
か
し
た
ら
無
意
識
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
祖
母
の
声

の
出
し
方
を
思
い
出
し
た
り
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
六
斎
念
仏
な
ど
、
芸
能
と
い
う
の
は
基
本
的
に
は
身

ぶ
り
の
繰
り
返
し
な
ん
で
す
よ
ね
。
農
作
業
な
り
林
業
な
り
、
そ
の
土
地
で

大
切
に
さ
れ
て
き
た
も
の
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
て
い
て
、

そ
の
行
為
を
繰
り
返
し
な
が
ら
必
要
な
身
体
性
を
養
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う

機
能
が
、
ひ
と
つ
芸
能
に
は
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
て
。

　

い
わ
ゆ
る
振
り
を
覚
え
る
っ
て
い
う
こ
と
は
、
一
応
僕
は
プ
ロ
な
の
で
そ

ん
な
に
難
し
く
な
い
ん
で
す
よ
。
い
ま
は
映
像
も
あ
り
ま
す
し
ね
。
で
も
繰

り
返
し
て
い
く
う
ち
に
、「
あ
っ
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
身
体
を
使
う
の
か
」
っ

て
い
う
、
振
り
を
そ
の
ま
ま
や
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
、「
深
み
」
み
た

い
な
と
こ
ろ
に
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
い
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
い
う
深
み
が
あ

る
っ
て
い
う
こ
と
が
芸
能
の
豊
か
さ
だ
と
思
う
し
、
古
く
か
ら
連
綿
と
続
け

ら
れ
て
き
た
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
は
、
ラ
ジ
オ
と
同

じ
よ
う
に
、
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
し
て
い
く
感
じ
が
す
る
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

身
体
で
ね
。

武
田　
「
聴
く
」
っ
て
い
う
の
も
身
体
で
す
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
。

　

い
ま
の
話
を
聞
い
て
い
て
、
江
尻
さ
ん
と
だ
い
ぶ
共
通
項
が
あ
る
と
思
っ

た
ん
で
す
が
。

江
尻　

１
時
間
ぐ
ら
い
し
ゃ
べ
り
た
い
で
す
ね
（
笑
）。

武
田
　
お
願
い
し
ま
す
。

江
尻　

俺
も
演
劇
を
や
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
後
に
、

海
外
か
ら
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
。
で
、
念
仏
踊
り
に
ジ
ャ
ン
ル
分
け
さ
れ
る
、

い
わ
き
の
「
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
」
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
の

な
か
で
一
目
見
て
惚
れ
込
ん
だ
「
横
川
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
保
存
会
」
と

い
う
と
こ
ろ
に
入
っ
て
４
年
目
な
ん
で
す
。
太
鼓
を
触
ら
し
て
も
ら
っ
て
か

ら
は
、
３
年
目
。

　

じ
ゃ
ん
が
ら
っ
て
、
普
通
は
青
年
団
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
や
る
か
ら
20
代

が
主
力
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
地
域
は
山
の
中
腹
で
若
い
人
が
い
な
く
て
、

60
代
で
若
手
な
ん
で
す
、
や
っ
ぱ
り
。
だ
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
絶
え
て
し

ま
う
っ
て
い
う
こ
と
で
、
僕
の
よ
う
な
よ
そ
者
も
入
ら
せ
て
も
ら
っ
て
。

　

そ
の
人
ら
は
古
い
の
が
大
好
き
で
、
40
年
前
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
一

切
変
え
ず
に
や
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
京
都
や
奈
良
だ
っ
た
ら
何
百
年
も
続
い

て
い
る
こ
と
っ
て
珍
し
く
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
い
わ
き
っ
て
自
分
ら
の

時
代
で
よ
そ
よ
り
か
っ
こ
い
い
も
の
を
目
指
し
て
、
ど
ん
ど
ん
リ
ュ
ー
ア
ル

し
ち
ゃ
う
か
ら
珍
し
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
る
。

　

で
も
、
こ
の
地
域
は
40
年
前
か
ら
ず
っ
と
同
じ
。
そ
う
す
る
と
い
わ
き
で

も
ず
っ
と
遠
く
の
ほ
う
に
暮
ら
す
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
か
が
、「
あ
っ
、
私
の

子
供
の
頃
、
じ
ゃ
ん
が
ら
っ
て
こ
う
だ
っ
た
わ
」
み
た
い
な
話
を
し
出
す
ん

で
す
ね
。
太
鼓
を
つ
け
る
位
置
は
、
普
通
お
腹
の
あ
た
り
な
ん
で
す
け
ど
、

横
川
は
山
間
地
な
ん
で
、
脛
な
ん
で
す
。
低
い
こ
と
が
か
っ
こ
い
い
か
ら
っ

て
、
そ
う
な
っ
て
て
。

武
田　

そ
れ
は
一
緒
だ
わ
。

江
尻　

前
に
ド
ン
と
飛
ん
だ
り
、
下
が
っ
た
り
。
か
と
思
う
と
じ
ゃ
ん
が

ら
っ
て
、
基
本
的
に
田
ん
ぼ
や
っ
て
る
と
、
こ
う
優
雅
に
動
く
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
全
国
的
に
は
。
で
も
横
川
は
急
に
片
足
立
ち
で
伸
び
上
が
っ
た
り
と

か
は
す
る
ん
で
す
が
、
基
本
的
に
は
低
い
の
が
か
っ
こ
よ
く
て
、
こ
の
ま
ん

ま
ず
っ
と
低
い
姿
勢
で
こ
う
や
る
ん
で
す
ね
。

武
田　

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
似
て
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
、
立
ち
上
が
っ
た
。

武
田　

僕
が
や
っ
て
い
る
六
斎
念
仏
は
、
太
鼓
が
あ
っ
て
撥
が
あ
っ
て
、
鉦

と
念
仏
、あ
と
笛
が
あ
る
ん
で
す
。基
本
的
に
は
こ
う
い
う
動
き
な
ん
で
す
ね
。

　

こ
れ
を
叩
き
な
が
ら
回
っ
て
い
く
と
、
太
鼓
も
結
構
重
た
く
っ
て
、
身
体

だ
け
で
振
ろ
う
と
す
る
と
速
攻
で
手
首
と
か
腰
と
か
肩
を
壊
し
ち
ゃ
う
ん
で

す
け
ど
。

　

僕
の
場
合
は
、
い
か
に
こ
の
あ
た
り
で
振
れ
る
か
。
背
骨
の
も
う
ち
ょ
っ

と
下
の
と
こ
ろ
で
、
全
身
で
体
重
を
移
動
さ
せ
な
が
ら
送
っ
て
い
け
る
か
っ

て
い
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
。
お
そ
ら
く
は
全
身
を
使
い
な
が
ら
や
っ
て
い

く
農
作
業
を
現
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
。

ア
サ
ダ　

圧
巻
で
し
た
。

武
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

江
尻　

も
の
す
ご
い
重
い
荷
物
を
背
負
う
と
き
に
、
顔
が
地
面
に
つ
き
そ
う

な
ほ
ど
重
か
っ
た
と
か
っ
て
言
う
ん
で
す
け
ど
、
斜
面
だ
か
ら
顔
が
地
面
に

め
い
っ
ぱ
い
近
づ
く
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の
低
さ
に
は
、
そ
う
い
う
土
地
の
つ

く
り
と
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
ね
。

　

あ
と
普
通
は
拍
が
決
ま
っ
て
い
て
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
で
打
て
る
よ
う
な
拍

な
ん
で
す
け
ど
、
横
川
は
延
び
る
ん
で
す
よ
。「
デ
ン
デ
コ
デ
ン
コ
ン
デ
ー

ン
デ
ン
コ
ン
デ
ン
デ
コ
デ
ン
コ
ン
デ
ー
ン
」
と
か
言
っ
て
。

武
田　

あ
あ
、
な
る
ほ
ど
ね
。

江
尻　

そ
こ
は
息
を
合
わ
せ
な
い
と
で
き
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
芸
能

だ
な
と
思
う
。
っ
て
、
こ
う
い
う
話
は
延
々
と
終
わ
ら
な
い
の
で
こ
の
辺
で

止
め
ま
す
（
笑
）。

武
田　

お
も
し
ろ
い
話
は
、
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）。

　

念
仏
と
か
鉦
を
唱
え
な
い
と
き
に
、
じ
ゃ
あ
言
葉
で
ど
う
い
う
リ
ズ
ム
を

取
る
か
っ
て
い
う
の
も
ま
た
特
殊
性
が
あ
っ
て
、
口
承
で
す
よ
ね
。「
テ
ン

テ
コ
ー
テ
ン
テ
コ
ー
」
と
か
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
振
り
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん

で
す
よ
。

江
尻　

口
で
言
っ
た
通
り
に
、
聞
こ
え
る
よ
う
に
や
れ
と
か
言
わ
れ
ま
す
ね
。

武
田　

そ
れ
を
言
え
な
い
と
叩
け
な
い
っ
て
い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

江
尻　

そ
う
ね
。
音
符
じ
ゃ
は
ま
ら
な
い
リ
ズ
ム
と
か
が
絶
対
に
あ
っ
て
。

武
田　

そ
れ
は
絶
対
に
あ
り
ま
す
ね
。

江
尻　

た
と
え
ば
「
テ
レ
ス
ク
ス
ッ
テ
ン
ス
ッ
テ
ン
テ
ン
」
だ
っ
た
ら
そ
う

叩
け
み
た
い
な
。「
そ
こ
、
ス
ク
っ
て
聴
こ
え
て
ね
え
だ
ろ
、
お
め
え
！
」
っ

て
言
わ
れ
て
、「
え
、
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
い
で
す
か
？　

う
わ
っ
、〝
ス

ク
〞
っ
て
聴
こ
え
る
わ
」
み
た
い
な
。
な
ん
か
そ
う
い
う
こ
と
を
延
々
と
や

る
ん
で
す
よ
ね
。

武
田　

わ
か
り
ま
す
。

江
尻　

さ
っ
き
の
振
り
の
話
で
言
う
と
撥
の
振
り
方
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
、

俺
も
一
応
演
劇
と
か
や
っ
て
た
し
、
も
し
か
し
た
ら
俺
の
ほ
う
が
理
想
に
近

い
ん
じ
ゃ
な
い
の
み
た
い
な
感
じ
で
、
こ
う
打
ち
な
が
ら
や
っ
て
た
ら
、「
お

前
は
全
然
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
」
っ
て
言
わ
れ
て
す
ご
く
悩
ん
だ
こ
と
が
あ

る
ん
で
す
。
で
、
結
局
俺
の
結
論
は
、
撥
の
先
に
ぽ
ん
ぽ
ん
が
付
い
て
ん
で

す
け
ど
、
こ
れ
は
「
人
魂
」
だ
っ
て
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
つ
ま
り
、
人
魂
が

飛
ぶ
よ
う
な
動
き
な
ん
で
す
。

　

俺
は
全
部
が
翼
み
た
い
に
、
こ
う
き
れ
い
に
振
っ
て
れ
ば
い
い
と
思
っ
て

や
っ
て
た
ら
、
ど
う
や
ら
自
分
は
い
な
い
ん
で
す
ね
、
黒
子
な
ん
で
す
。
こ

れ
が
ふ
わ
ふ
わ
飛
ん
で
て
、
実
際
回
っ
て
い
く
と
き
に
成
仏
す
る
ら
し
い
ん

で
す
よ
。「
成
仏
だ
か
ら
そ
こ
は
気
持
ち
込
め
ろ
」
み
た
い
な
こ
と
を
言
わ

れ
た
り
し
て
。

　

そ
う
や
っ
て
、
自
分
で
や
っ
て
み
て
怒
ら
れ
て
、
や
っ
と
わ
か
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
っ
て
、
身
体
性
や
精
神
性
を
共
有
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
ん
で

す
よ
ね
。
こ
れ
は
す
ご
く
お
も
し
ろ
い
な
と
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
身
体
で
繰
り
返
し
て
い
く
と
き
っ
て
、
ニ
ュ
ア
ン
ス

や
意
味
を
越
え
て
い
き
ま
す
よ
ね
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
関
す
る

理
論
や
解
釈
は
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
を
言
わ
ず
と
も
、
身

ぶ
り
に
現
れ
ち
ゃ
っ
て
い
る
。

　

個
人
的
な
経
験
や
記
憶
を
通
じ
て
歴
史
や
民
俗
を
残
そ
う
と
す
る
と
き
に
、

音
楽
や
踊
り
な
ど
、
身
体
や
感
性
に
訴
え
る
何
か
を
あ
い
だ
に
噛
ま
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
物
語
の
受
け
止
め
方
が
変
わ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
っ
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。だ
か
ら
、『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』

が
ま
ち
の
方
と
の
交
流
や
支
援
、
ケ
ア
の
文
脈
だ
け
で
は
な
く
、
別
の
土
地

で
語
ら
れ
る
こ
と
の
意
味
っ
て
い
う
の
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
。

　

し
か
も
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
や
っ
ぱ
り
い
ま
だ
か
ら
こ
そ
な
ん
で
す
よ

ね
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
た
の
は
２
０
１
５
年
12
月
か
ら
で
す
が
、
た

ぶ
ん
す
ぐ
に
は
こ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
く
て
、
み
な
さ
ん
の
生
活
が
落
ち

着
い
て
き
て
、
ぽ
つ
ぽ
つ
語
り
出
し
た
個
人
的
な
こ
と
を
か
た
ち
に
す
る
に

は
、震
災
７
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
。
そ
う
考
え
る
と
、出
自
は
違
う
に
せ
よ
、

や
は
り
「
身
体
」
っ
て
い
う
と
こ
ろ
と
か
か
わ
っ
て
く
る
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

武
田　

個
人
的
な
物
語
を
ラ
ジ
オ
C
D
に
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
が
聴
く
段
階

で
、
あ
る
種
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
と
い
う
か
、
公
共
性
は
持
ち
ま
す
よ
ね
。
つ
ま

り
個
人
か
ら
そ
の
ま
ま
個
人
で
は
な
く
、
編
集
を
し
て
、
あ
る
程
度
多
数
の

人
に
聴
い
て
も
ら
う
。
た
だ
、
ラ
ジ
オ
っ
て
い
う
媒
体
の
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
は
、
そ
れ
を
個
人
で
聴
け
る
っ
て
い
う
と
こ
ろ
だ
と
思
う
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

は
い
。
た
っ
た
ひ
と
り
で
聴
け
る
、
受
け
取
れ
る
。

武
田　

伝
統
芸
能
の
話
を
も
う
ち
ょ
っ
と
さ
せ
て
も
ら
う
と
、
い
ま
お
話
が

あ
っ
た
よ
う
に
、
解
釈
の
仕
方
っ
て
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
僕
が
か

か
わ
っ
て
い
る
芸
能
は
、
い
ま
ま
で
と
同
じ
や
り
方
で
は
継
承
が
で
き
な
く

な
っ
た
っ
て
い
う
事
実
も
あ
る
。
じ
ゃ
あ
、
何
を
変
え
て
、
何
を
変
え
な
い

ま
ま
や
れ
る
の
か
。
も
ち
ろ
ん
身
体
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。
し
か
も
僕

は
、
そ
の
土
地
で
生
ま
れ
て
育
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
で
も
そ
ん
な
僕

で
も
共
有
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
も
「
個
人
」
と
し
て
受

け
取
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

個
人
か
ら
個
人
へ
ど
う
渡
せ
る
の
か
っ
て
い
う
可
能
性
は
、
と
て
も
大
事

だ
な
と
思
い
ま
す
ね
。
あ
ま
り
規
定
し
す
ぎ
ち
ゃ
う
と
、
受
け
取
れ
る
人
が

少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
。

　

特
に
ラ
ジ
オ
は
、
イ
メ
ー
ジ
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
で
す
よ
ね
。
い
つ
で

も
聴
け
て
、
ど
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
や
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
っ
て
い
う
の

も
自
分
で
選
べ
る
。そ
の
場
に
い
な
い
し
ね
、相
手
が
。だ
か
ら
こ
の
C
D
の

話
し
手
も
、
も
し
か
し
た
ら
実
在
し
な
い
人
な
の
か
も
し
れ
な
い
っ
て
い
う

こ
と
も
あ
り
得
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
、
演
劇
的
だ
と
思
う
。
そ
の
な

か
で
ど
う
や
っ
て
聞
き
手
の―

―

こ
っ
ち
も
知
ら
な
い
わ
け
で
す
け
ど―

―

イ
メ
ー
ジ
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

僕
が
や
っ
て
い
る
伝
統
芸
能
も
１
０
０
年
後
ま
で
続
い
て
い
る
と
し
て
、

僕
は
１
０
０
年
後
の
そ
の
人
た
ち
を
知
ら
な
い
し
、
し
か
も
そ
の
土
地
で

や
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
人
た
ち
に
向
け
て
や
っ
て
い

る
し
、
い
ま
ま
で
も
ず
っ
と
そ
う
だ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

力
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
や
っ
ぱ
り
ラ
ジ
オ
は
、
こ
こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
、
時
間
や
距
離
を
超
え
て
感
覚
的
に
共

有
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

団
地
の
集
会
場
で
直
接
会
え
な
く
て
も
、
声
や
音
楽
を
通
じ
て
「
あ
の
人

ど
う
し
て
る
か
な
？
」
と
話
し
合
う
。
ロ
ー
ト
製
薬
の
C
M
か
ら
昔
の
こ
と

を
思
い
出
し
て
、
な
ん
か
ち
ょ
っ
と
元
気
に
な
っ
た
り
す
る
と
か
っ
て
い
う

の
は
、
僕
は
す
ご
く
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
。

　

聞
か
せ
て
い
た
だ
く
話
も
、
初
恋
の
思
い
出
や
若
い
と
き
の
仕
事
の
話
が

ほ
と
ん
ど
で
、
震
災
の
話
は
た
ま
に
し
か
出
て
こ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ

で
も
、
ふ
い
に
震
災
の
出
来
事
と
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、

何
か
話
し
手
と
出
会
っ
た
感
じ
が
す
る
。
実
際
に
会
い
に
行
っ
た
ら
、「
あ
、

あ
の
声
の
人
だ
！
」
み
た
く
な
る
。
そ
う
や
っ
て
、
離
れ
た
土
地
で
も
誰
か

と
出
会
っ
た
り
、
か
か
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

そ
れ
っ
て
、
わ
り
と
い
い
こ
と
だ
な
と
勝
手
に
思
っ
て
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
い
て
、
自
分
の
な
か
で
整
理
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

し
た
ね
。

　

力
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！



下神白団地の2018年
これまでは震災前の居住地で棟がわかれていましたが、退去した部屋に新しい入居者
がやってきて、この年から次第に震災前の居住地が交ざるようになってきました。

※震災時の住民登録人口は、『ふくしま復興ステーション』「平成23年3月11日現在の住民登録人口」を参照。居住者数は、浪江
　町は住民登録の有無を問わない数、富岡町は住民票ありの数。各自治体のウェブサイト等を参照（浪江町・双葉町は2018年
　12月31日現在、大熊町・富岡町は2018年12月1日現在）。
※2018年の出来事については、浪江町の*1は『なみえ復興レポート』（令和2年1月版P.8）を、*2は『福島民友新聞』
　（2018年8月2日）をそれぞれ参照。
　双葉町は『双葉町復興ポータルサイト』「2018年（平成30年）の町の動き」を参照。
　大熊町は、大熊町復興通信「震災後の経緯 平成30年（2018年）」を参照。すべて最終閲覧日は、2020年2月26日。
　そのほかはすべて『ふたばぐるぐるMAP vol.4』（ふたばの明日を考える会、福島大学うつくしまふくしま未来
　支援センター相双地域支援サテライト）を参照。

55 54

浪江町では避難先から戻ってきた子供のための学校が開校。
富岡町でも町立学校が再開され、まちで育っていく子供たちの姿が見られるように。

浪江町では避難先から戻ってきた子供のための学校が開校。
富岡町でも町立学校が再開され、まちで育っていく子供たちの姿が見られるように。

4町（ ）の2018年富岡・大熊
浪江・双葉 

21,434人

休憩施設「双葉町ふれあい広場」が、中野地区から国道6号沿いに移転
町とJR東日本が双葉駅に東西自由通路と橋上駅舎を整備するための施行
協定を締結

JR常磐線双葉駅橋上化及び自由通路新設工事に関する起工式が行われる
「避難指示解除に関する考え方～避難指示解除に向けた諸条件とスケ
ジュール整理～」を策定

2月13日
5月24日

8月6日
12月25日

居住者
避難者　6,898人7,140人

11,505人

15,960人

居住者　
避難者　10,400人

―

―

居住者　
避難者　12,240人

双葉町

大熊町

富岡町

浪江町

826人

避難者　
居住者 873人

20,509人
浪江にじいろこども園開園
なみえ創成小学校・中学校開校
「特定復興再生拠点」整備に向けた除染開始*1

町内で民間の歯医者が診療を再開*2

4月5日
4月6日
5月
8月1日

町役場新庁舎建設工事起工式
大熊町商工会大川原連絡事務所開所式

5月24日
6月26日

富岡町特定復興再生拠点区域復興再生計画が認定される
富岡町立小中学校が町内で再開
8年ぶりに「桜まつり」が開催
ふたば医療センター附属病院が診療開始 
富岡消防署新庁舎が町内で開署
8年ぶりに「麓山の火祭り」が開催（福島県指定重要無形民俗文化財）

3月9日
4月6日
4月14日
4月23日
7月11日
8月15日

震災時の住民登録人口

震災時の住民登録人口

震災時の住民登録人口

震災時の住民登録人口

合計166世帯

居住世帯

入居率
前年比　-21世帯

前年比　-2世帯
22世帯

6号棟

28世帯
前年比　-1世帯

1号棟
80 %

83%

88 %

※「県営住宅下神白団地入居者世帯数・世帯率推移」（下神白団地自治会、2018年4月）

前年比　-11世帯
33世帯

2号棟
73.3 %

前年比　-2世帯
31世帯

3号棟
88.6 %

29世帯
前年比　-3世帯

4号棟
82.9 %

23世帯
前年比　-2世帯

5号棟
92 %



5
変化と連なり さよならのかわりに
横山晴男さん・洋子さん　収録日 2018 年 9月 25日　  会場 南相馬の横山家
原田洋星さん・トヨさん　収録日 2018 年 10月25日　会場 富岡町の原田家
脇坂哲男さん　　　　　 収録日 2018 年 6月 25日　  会場 浪江町の喫茶トレド前ベンチ



　
　

き
ま
し
た
よ
ね
。
最
初
に
晴
男
さ
ん
か
ら
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
カ
ー
ド
を
い
た
だ
い
て
、
そ
の
あ
と
、
晴
男

　
　

さ
ん
と
洋
子
さ
ん
、
ふ
た
り
と
も
リ
ク
エ
ス
ト
を

　
　

い
た
だ
い
た
。
で
、
晴
男
さ
ん
の
ほ
う
が
、
井
沢

　
　

八
郎
『
男
傘
』
っ
て
い
う
曲
で
し
た
よ
ね
。
僕
、

　
　

あ
の
曲
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
　
　

の
ど
自
慢
大
会
か
で
歌
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ

　
　

れ
っ
て
い
つ
頃
？

晴
男　

18
歳
の
と
き
だ
か
ら
、
ま
あ
50
年
は
ま
わ
っ
た

　
　

な
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
、
浪
江
で
や
っ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

浪
江
の
手
前
の
双
葉
町
。
あ
の
頃
の
体
育
館
っ

　
　

て
、
落
成
記
念
っ
て
い
う
と
そ
う
い
う
お
祭
り
を

　
　

や
っ
て
、
N
H
K
さ
ん
の
こ
と
呼
ば
っ
て
、
あ
ち

　
　

こ
ち
で
の
ど
自
慢
多
か
っ
た
の
。
昭
和
43
年
頃
だ
。

ア
サ
ダ　
『
男
傘
』
を
歌
お
う
っ
て
な
っ
た
の
は
、
な
ぜ

　
　

で
す
か
？

晴
男　

ま
あ
い
た
ず
ら
だ
よ
、
ど
う
っ
て
こ
と
な
い
。

　
　

聴
い
た
だ
け
で
、
練
習
な
ん
か
し
て
な
い
よ
。

ア
サ
ダ　

あ
の
曲
っ
て
、
か
な
り
勇
ま
し
い
曲
じ
ゃ
な
い

　
　

で
す
か
。

晴
男　

は
い
。
あ
の
声
で
は
歌
え
ね
え
け
ど
も
、
井
沢

　
　

八
郎
は
高
音
で
い
い
声
出
し
て
ん
だ
、
も
と
は
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
。
高
音
だ
け
れ
ど
も
、
ど
や
す

　
　

よ
う
な
感
じ
っ
て
い
う
か
。

晴
男　

そ
う
そ
う
そ
う
そ
う
。

　
　
　
（
井
沢
八
郎
『
男
傘
』
が
流
れ
る
）

ア
サ
ダ　

ち
な
み
に
結
果
か
ら
聞
き
ま
す
け
ど
、
あ
の
キ

　
　

ン
コ
ン
カ
ン
コ
ン
カ
ー
ン…

…

。

晴
男　

２
点
で
す
、
２
点
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。『
ラ
ジ
オ
下
神
白

　
　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。

　
　

こ
の
C
D
で
は
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん

　
　

の
ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深

　
　

い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　

第
５
集
の
テ
ー
マ
は
「
変
化
と
連
な
り　

さ
よ

　
　

な
ら
の
か
わ
り
に
」
。
下
神
白
団
地
に
住
ま
わ
れ

　
　

た
あ
と
に
、
も
と
の
ま
ち
に
戻
ら
れ
た
り
、
別
の

　
　

ま
ち
へ
と
転
居
さ
れ
た
住
民
さ
ん
の
声
を
収
録
し

　
　

ま
し
た
。
元
４
号
棟
住
民
で
、
現
在
、
南
相
馬
在

　
　

住
の
横
山
晴
男
さ
ん
・
洋
子
さ
ん
ご
夫
妻
。
元
２

　
　

号
棟
住
民
で
、
現
在
富
岡
町
在
住
の
原
田
洋
星
さ

　
　

ん
・
ト
ヨ
さ
ん
ご
夫
妻
。そ
し
て
、お
知
ら
せ
コ
ー

　
　

ナ
ー
で
は
、
４
号
棟
の
渡
部
茂
子
さ
ん
と
親
交
の

　
　

あ
る
、
浪
江
町
の
喫
茶
ト
レ
ド
の
店
長
・
脇
坂
哲

　
　

男
さ
ん
に
も
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
い
ま
の
生
活
の
現
状
と
と
も
に
、

　
　

下
神
白
団
地
で
つ
な
が
っ
た
一
人
ひ
と
り
へ
の
感

　
　

謝
の
思
い
が
声
と
音
楽
で
綴
ら
れ
ま
す
。　
　
　

　
　
　

ま
ず
は
横
山
晴
男
さ
ん
、
洋
子
さ
ん
ご
夫
妻
で

　
　

す
。
横
山
晴
男
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
小
林 

旭

　
　

で
『
昔
の
名
前
で
出
て
い
ま
す
』。そ
し
て
、
洋
子

　
　

さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
ち
あ
き
な
お
み
で
『
喝

　
　

采
』
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

横
山
晴
男
さ
ん
の
の
ど
自
慢
大
会
　

ア
サ
ダ　

リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
入
れ
る
黄
色
い
ポ
ス
ト

　
　

は
、
晴
男
さ
ん
と
平
子
さ
ん
に
つ
く
っ
て
い
た
だ

晴
男　

た
ま
た
ま
。
１
点
っ
て
い
う
時
代
も
あ
っ
た
ん

　
　

だ
、
あ
の
頃
は
。

ア
サ
ダ　

１
点
？　

容
赦
な
い
で
す
ね
。

晴
男　

う
ん
。
こ
ん
な
格
好
で
、
ジ
ー
パ
ン
は
い
て
、

　
　

シ
ャ
ツ
着
て
。

ア
サ
ダ　

ジ
ー
パ
ン
い
い
で
す
ね
。

晴
男　

予
選
も
同
じ
よ
う
な
支
度
で
行
っ
て
、
ま
あ
、

　
　

歌
い
方
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん
だ
ね
。
若
い
し
、

　
　

一
回
テ
レ
ビ
に
出
す
か
っ
て
。
ほ
ん
で
、
出
し
て

　
　

も
ら
っ
た
。

ア
サ
ダ　

お
お
！

晴
男　

だ
か
ら
、
本
番
の
テ
レ
ビ
で
も
映
っ
て
る
の
。

　
　

み
ん
な
テ
レ
ビ
に
く
ぎ
づ
け
だ
っ
た
。
や
っ
と
テ

　
　

レ
ビ
も
一
家
に
１
台
く
ら
い
ず
つ
普
及
し
た
か
ら
。

　
　
（
テ
レ
ビ
）出
た
ら
、俺
も
小
僧
だ
っ
た
か
ら
「
な

　
　

ん
だ
お
前
の
と
こ
ろ
の
息
子
、
よ
く
が
ん
ば
っ
た

　
　

も
ん
だ
」
な
ん
て
や
っ
ち
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
歌
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

晴
男　

で
も
、
駄
目
だ
っ
た
の
。

洋
子　

お
ば
あ
さ
ん
が
好
き
だ
っ
た
の
ね
。
似
て
ん

　
　

じ
ゃ
な
い
の
？

ア
サ
ダ　

え
、
お
母
さ
ん
が
っ
て
こ
と
で
す
か
？

晴
男　

お
ふ
く
ろ
は
う
ま
く
て
。
み
ん
な
か
ら
、
歌
え

　
　

歌
え
な
ん
て
や
っ
ち
、
ど
こ
さ
行
っ
て
も
歌
っ
て

　
　

た
。

洋
子　

お
母
さ
ん
は
、
何
か
の
拍
子
で
集
ま
っ
て
歌
っ

　
　

て
た
ね
。

晴
男　

ほ
ら
、
部
落
の
婦
人
会
で
、
１
泊
で
湯
入
る
な

　
　

ん
て
あ
っ
た
時
代
だ
も
ん
。
そ
れ
に
行
く
と
、
必

　
　

ず
歌
っ
て
た
っ
て
い
う
話
だ
。

洋
子　

や
っ
ぱ
り
一
番
最
初
に
歌
っ
た
み
た
い
で
。

晴
男　

お
ふ
く
ろ
も
な
。

5
　
第
５
集
に
登
場
す
る
の
は
、
こ
ち
ら
の
８

名
で
す
。
迷
い
と
た
め
ら
い
の
さ
な
か
の
さ

さ
や
か
な
伴
奏
と
し
て
、
ど
う
ぞ
ゆ
っ
く
り

ご
覧
く
だ
さ
い
。

59 58

ラ
ジ
オ
下
神
白 

第
５
集

語
り
手

聞
き
手

　
　

た
っ
て
ね
。
一
番
早
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す

　
　

よ
、
こ
の
人
。

晴
男　

結
婚
し
た
の
が
早
か
っ
た
ん
だ
、
俺
は
。

洋
子　

同
級
生
の
な
か
で
。

晴
男　

ち
ょ
う
ど
25
に
な
っ
た
と
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

晴
男　

う
ん
、お
や
じ
、お
ふ
く
ろ
も
そ
ろ
そ
ろ
と
思
っ

　
　

て
、
帰
っ
て
き
た
ら
た
ま
た
ま
な
、
隣
組
の
お
ば

　
　

あ
さ
ん
に
言
わ
っ
ち
な
。
ほ
ん
で
会
っ
た
ら
、
い

　
　

い
っ
て
言
う
か
ら
し
ょ
う
な
い
か
ら
も
ら
っ
た
わ

　
　

い
な
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

も
ら
っ
た
わ
い
な
。

洋
子　

し
ょ
う
な
い
か
ら
だ
っ
て
（
笑
）。
失
礼
だ
よ

　
　

ね
、
ア
サ
ダ
さ
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
言
い
方
し
ま
し
た
ね
、
い
ま
ね
、
晴
男

　
　

さ
ん
ね
。

洋
子　

ね
え
。

晴
男　

俺
は
若
い
う
ち
、す
ご
く
や
っ
た
べ
や
。出
会
っ  

　
　

た
頃
は
ね
。
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
と
か
盛
ん
に
歌
っ
て

　
　

た
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
は
い
は
い
。

洋
子　
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』
か
？

晴
男　
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』
と
か
。　
　
　

ア
サ
ダ　

レ
コ
ー
ド
も
持
っ
て
た
り
と
か
さ
れ
た
ん
で
す

　
　

か
、
晴
男
さ
ん
っ
て
。

洋
子　

レ
コ
ー
ド
は
う
ち
に
あ
り
ま
す
、
浪
江
に
。

晴
男　

う
ん
、
持
っ
て
る
べ
や
。

ア
サ
ダ　

あ
、
浪
江
に
残
っ
て
る
ん
で
す
か
。

晴
男　

ま
だ
こ
こ
さ
持
っ
て
こ
ら
ん
ね
え
か
ら
、
孫
た

　
　

ち
来
っ
か
ら
。

洋
子　

倉
庫
に
あ
り
ま
す
。

晴
男　

そ
ん
な
も
の
、
投
げ
ろ
（
捨
て
ろ
）
っ
て
言
う

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

浪
江
に
ま
だ
倉
庫
は
あ
る
ん
で
す
か
？

晴
男　

あ
り
ま
す
、
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

で
、
そ
こ
に
レ
コ
ー
ド
も
置
い
て
ら
っ
し
ゃ

　
　

る
？

晴
男　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

へ
え
。

晴
男　

あ
れ
の
向
か
い
側
に
倉
庫
あ
る
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。
そ
の
隣
の
お
う
ち
は
壊
さ

　
　

れ
た
け
ど
。

晴
男　

う
ん
、
そ
れ
だ
け
は
置
い
た
の
。

洋
子　

倉
庫
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
両
方

　
　

で
、
昔
の
何
つ
う
の
？

晴
男　

テ
ク
ニ
ク
ス
だ
。

洋
子　

っ
て
言
う
ら
し
い
。
そ
れ
は
残
っ
て
る
よ
。

ア
サ
ダ　

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
ス
ピ
ー
カ
ー
と
ア
ン

　
　

プ
が
あ
っ
て
。

晴
男　

ラ
ジ
オ
も
あ
る
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
す
ご
い
。
見
に
行
き
た
い
な
、
そ
れ
は
。

洋
子　

あ
、
見
に
行
き
た
い
（
笑
）？

　
　
　

　
　
　
（
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』　

　

が
流
れ
る
。
倉
庫
で
レ
コ
ー
ド
を
探
す
一
同
）

晴
男　

配
電
盤
で
す
。

ア
サ
ダ　

配
電
盤
？

晴
男　

角
。
な
か
に
入
っ
て
。
あ
あ
、
そ
こ
そ
こ
。

ア
サ
ダ　

わ
か
り
ま
し
た
、
わ
か
り
ま
し
た
、
ど
こ
か
。

洋
子　

こ
れ
で
す
よ
、
ア
サ
ダ
さ
ん
。

ア
サ
ダ　

お
お
。

晴
男　

こ
れ
、
昭
和
41
年
だ
か
２
年
に
買
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

っ
て
こ
と
は
、『
の
ど
自
慢
』
に
出
る
と
き
が

　
　

昭
和
43
年…

…

。

晴
男　

あ
あ
、
そ
の
頃
、
そ
の
頃
。

ア
サ
ダ　

お
お
。
す
ご
い
。

晴
男　

あ
、
西
川
峰
子
だ
。　
　

洋
子　

西
川
峰
子
ね
。

晴
男　

西
川
峰
子
と…

…

。

ア
サ
ダ　

小
柳
ル
ミ
子
。

洋
子　

ち
あ
き
な
お
み
。

晴
男　

ど
こ
さ
か
い
っ
た
な
、
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
。
ほ
ら
、

　
　

言
っ
て
る
。

ア
サ
ダ　

あ
、
仰
っ
て
ま
し
た
ね
、
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
。
こ

　
　

の
レ
コ
ー
ド
は
洋
子
さ
ん
も
聴
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
ん
で
す
か
？

洋
子　

私
は
震
災
前
は
聴
い
て
た
よ
、
う
ん
。
西
川
峰

　
　

子
の
何
だ
っ
け
な
、
こ
れ
じ
ゃ
な
く
て
。
キ
ン
キ

　
　

ラ
だ
か
ん
ね
、
こ
の
人
ね
。

ア
サ
ダ　

何
そ
れ
、
キ
ン
キ
ラ
っ
て
。

洋
子　

あ
な
ん
か
こ
う
い
う
、こ
の
方
っ
て
、ハ
ス
キ
ー

　
　

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

そ
の
曲
の
名
前
っ
て
わ
か
り
ま
す
？

洋
子　

わ
か
ん
な
い
、
忘
れ
た
。
「
あ
な
た
に
あ
げ
る

　
　

何
と
か
何
と
か
」
っ
て
い
う
歌
だ
け
ど
。
そ
れ

　
　
（
レ
コ
ー
ド
を
）
回
し
ち
ゃ
え
ば
わ
か
る
け
れ
ど

　
　

も
、
壊
れ
て
っ
か
ら
で
き
な
い
。
載
っ
て
な
い
で

　
　

す
か
？

ア
サ
ダ　

歌
詞
は
載
っ
て
ま
す
。

　
　
　
（
西
川
峰
子
『
あ
な
た
に
あ
げ
る
』
が
流
れ

　
　
　

る
）

ア
サ
ダ　

ど
う
い
う
と
き
に
洋
子
さ
ん
っ
て
音
楽
聴
い
て

　
　

た
の
？

洋
子　

ど
う
い
う
と
き
？　

う
ー
ん
、
ご
飯
食
べ
て

　
　

ほ
っ
と
し
た
と
き
。
家
事
の
と
き
は
聴
か
な
い
で

洋
子　

こ
っ
ち
は
上
手
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

そ
の
へ
ん
、
ま
あ
血
だ
ね
。

洋
子　

お
じ
い
さ
ん
は
横
笛
で
、
盆
踊
り
の
と
き
は

　
　

や
っ
ぱ
り
頼
ま
れ
な
く
て
も
自
分
で
笛
持
っ
て
っ

　
　

て（
笑
）。

ア
サ
ダ　

も
う
ね
、
や
る
も
ん
だ
っ
て
い
う
感
じ
。

洋
子　

そ
う
そ
う
そ
う
。

晴
男　

70
過
ぎ
ま
で
吹
い
て
た
か
ん
ね
。
結
構
達
者

　
　

だ
っ
た
ん
だ
わ
、
笛
吹
き
は
。

ア
サ
ダ　

笛
吹
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
、
お
父
さ
ま
は
。

晴
男　

２
代
目
覚
え
ろ
っ
て
や
っ
て
た
ね
。
私
は
駄
目

　
　

だ
な
。

一
同　
（
笑
）。

洋
子　

結
構
難
し
い
も
ん
ね
。

晴
男　

大
工
仕
事
は
で
き
っ
け
ど
、
そ
の
ほ
か
の
こ
と

　
　

は
駄
目
な
ん
だ
。
不
器
用
で
。

江
尻　

い
や
、
ま
だ
遅
く
ね
え
な
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

大
工
仕
事
で
基
礎
は
積
ん
で
ま
す
も
ん
ね
。

洋
子　

い
や
、
難
し
い
。
息
も
続
か
な
い
よ
、
あ
の
笛

　
　

は
、
き
っ
と
。

晴
男　

う
ん
、
確
か
に
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
吹
い
た
ん
だ

　
　

よ
、
俺
は
。
お
ふ
く
ろ
の
教
え
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

お
母
さ
ま
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
も
吹
い
て
、
歌
も

　
　

歌
っ
て
、
お
父
さ
ん
は
横
笛
を
？

晴
男　

う
ん
。
う
ち
の
い
と
こ
も
一
回
、
遠
藤 

実
先
生

　
　

に
つ
い
て
、
で
も
や
っ
ぱ
り
お
金
の
面
で
途
中
で

　
　

諦
め
た
の
。

ア
サ
ダ　

歌
唱
の
指
導
で
す
か
。

晴
男　

う
ん
。
俺
も
本
当
は
２
０
０
万
あ
っ
と
、
あ
の

　
　

当
時
、
プ
ロ
歌
手
に
な
れ
て
た
ん
だ
っ
た
。

洋
子　

初
め
て
聞
い
た
！

晴
男　

小
林 

旭
が
お
じ
の
甥
っ
子
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

え
！　

つ
な
が
り
が
あ
る
ん
で
す
ね
、
小
林 

旭

　
　

さ
ん
と
。

晴
男　

い
ま
で
も
健
在
。
あ
り
ま
す
あ
り
ま
す
、
東
京

　
　

渋
谷
で
ね
。

ア
サ
ダ　

大
ス
タ
ー
で
す
ね
。

晴
男　

う
ん
、
あ
そ
こ
は
多
摩
川
の
上
だ
か
ら
、
荒
川

　
　

で
ね
え
、
何
つ
っ
た
っ
け
な
。
上
野
毛
。
そ
こ
で

　
　

ね
、
お
寺
や
っ
て
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

へ
え
。

晴
男　

そ
こ
の
お
じ
の
奥
さ
ん
が
、
小
林 

旭
の
お
ふ
く

　
　

ろ
の
妹
な
の
。

ア
サ
ダ　

お
お
、
近
い
な
、
そ
れ
（
笑
）。

晴
男　

お
ふ
く
ろ
は
会
っ
て
る
よ
、
た
ぶ
ん
。
俺
は
行

　
　

か
な
か
っ
た
け
ど
な
。
た
だ
、
２
０
０
万
く
ら
い

　
　

あ
れ
ば
大
丈
夫
だ
よ
っ
て
や
つ
、
あ
の
当
時
。
昭

　
　

和
50
年
頃
。

ア
サ
ダ　

当
時
の
２
０
０
万
っ
て
い
う
の
は
、
結
構
な
額

　
　

で
す
よ
ね
。

晴
男　

う
ん
、
い
ま
の
２
０
０
０
万
か
、
そ
ん
く
ら
い

　
　

か
か
っ
た
ん
だ
な
、
プ
ロ
歌
手
に
な
る
に
は
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

い
や
、
も
う
最
初
か
ら
諦
め
て
た
。

一
同　
（
笑
）。

　
　
　
（
小
林 

旭
『
昔
の
名
前
で
出
て
い
ま
す
』
が
流

　
　

れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

横
山
ご
夫
妻
の
出
会
い

　
　
〜
洋
子
さ
ん
が
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
た
夜

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
は
い
つ
ぐ
ら
い
に
、
ど
ん
な
ふ
う
に

　
　

出
会
わ
れ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

私
ど
も
は
昭
和
50
年
に
一
緒
に
な
り
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

晴
男　

私
は
昭
和
46
年
に
東
京
に
出
て
っ
て
、
49
年
に

　
　

帰
っ
て
来
た
ん
で
す
。
修
業
し
な
が
ら
。

ア
サ
ダ　

大
工
の
お
仕
事
の
修
業
で
す
か
？

晴
男　

は
い
。
そ
の
前
に
帰
っ
て
来
た
の
か
？　

だ
い

　
　

た
い
同
じ
ぐ
ら
い
だ
ろ
、
お
前
と
俺
。

洋
子　

私
は
49
年
に
帰
っ
て
き
て
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
同
じ
で
す
よ
ね
。

洋
子　

は
い
。

洋
子　

静
岡
な
ん
で
す
。

晴
男　

浜
松
だ
な
。

洋
子　

や
っ
ぱ
り
、
二
十
歳
の
頃
帰
っ
て
き
た
い
っ
て

　
　

い
う
か
、
そ
れ
で
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

洋
子
さ
ん
も
浪
江
？

洋
子　

私
は
小
高
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

当
時
、
何
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
。

晴
男　

縫
製
業
だ
べ
や
。

洋
子　

仲
人
さ
ん
（
を
や
る
の
が
）
好
き
な
人
が
近
く

　
　

に
い
て
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ん
で
す
け
ど
。

晴
男　

そ
う
だ
な
、
昔
で
い
う
、
お
見
合
い
み
た
い
な

　
　

も
ん
で
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

洋
子　
「
ど
う
だ
い
？
」と
か
っ
て
、そ
れ
で
知
り
合
っ

　
　

た
み
た
い
な
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。
結
構
人
ご
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

一
同　
（
笑
）。

晴
男　

結
構
年
離
っ
ち
ん
だ
、
こ
れ
と
俺
で
。

洋
子　

５
つ
で
す
よ
、
そ
ん
な
ね
、
20
も
30
も
（
離
れ

　
　

て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
）。
私
は
昭
和
30
年（
生
ま

　
　

れ
）
で
す
か
ら
。
こ
っ
ち
は
24
年
（
生
ま
れ
）
な

　
　

ん
だ
け
ど
。
そ
ん
な
に
ね
、
離
れ
て
る
っ
つ
っ

　
　

み
ん
な
お
ら
よ
り
も
30
も
40
も
お
っ
き
な
人
ば
っ

　
　

か
り
だ
か
ら
、
わ
か
ん
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

３
年
間
、
下
神
白
に
暮
ら
さ
れ
て
、
い
ま
も
連

　
　

絡
取
っ
た
り
す
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

洋
子　

は
い
。
あ
っ
ち
に
い
た
と
き
は
楽
し
か
っ
た
け

　
　

ど
、
こ
こ
に
来
て
み
れ
ば
生
活
が
あ
れ
し
て
る

　
　

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
　
　

私
は
病
院
に
行
っ
て
る
と
き
は
、
必
ず
じ
ゃ
な

　
　

い
け
ど
、
火
曜
日
と
木
曜
日
の
カ
フ
ェ
の
日
に
は

　
　

な
る
べ
く
合
わ
す
よ
う
に
し
て
ん
だ
け
ど
、
や
っ

　
　

ぱ
り
半
日
が
病
院
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、

　
　

な
か
な
か
。

晴
男　

わ
り
と
、
お
前
は
楽
し
ん
だ
ど
。

一
同　
（
笑
）。

晴
男　

う
ん
、
下
神
白
で
は
。

洋
子　

だ
っ
て
、
こ
の
人
は
何
に
も
あ
れ
で
（
笑
）。

晴
男　

俺
は
ま
あ…

…

。

洋
子　

男
と
女
の
あ
れ
だ
わ
い
ね
。

晴
男　

あ
れ
な
、
大
工
仕
事
し
て
て
な
、
お
茶
飲
め
ん

　
　

か
っ
た
っ
ち
。
ま
あ
、
た
ま
に
１
杯
ぐ
ら
い
ご
ち

　
　

そ
う
に
な
っ
た
け
ど
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

女
の
人
の
ほ
う
が
そ
う
い
う
の
強
い
も
ん
。
交

　
　

流
す
る
の
は
男
の
人
、
下
手
だ
も
ん
ね
。

洋
子　

う
ん
。

晴
男　

俺
、
お
金
出
し
て
カ
フ
ェ
入
っ
た
こ
と
ね
え
ん

　
　

だ
か
ら
、
ま
だ
。

一
同　
（
笑
）。

洋
子　

こ
こ
に
来
た
ら
、
そ
う
い
う
あ
れ
が
な
い
か
ら
。

晴
男　

い
や
、
い
い
か
ら
来
て
飲
め
っ
て
言
わ
れ
た
ん

　
　

だ
け
ん
ど
。

洋
子　

私
は
楽
し
か
っ
た
よ
。

晴
男　

う
ん
、
楽
し
ん
だ
べ
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

平
子
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
も
下
神
白
で
す
か
？

晴
男　

う
ん
、
そ
こ
で
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

も
と
も
と
知
り
合
い
じ
ゃ
な
く
て
、
下
神
白
で

　
　

出
会
っ
た
？

晴
男　

う
ん
。
ま
あ
昔
の
話
聞
く
と
、
た
ぶ
ん
若
い
頃

　
　

は
行
き
会
っ
て
っ
か
も
わ
か
ん
ね
え
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
、
い
い
話
だ
な
。

晴
男　

私
浪
江
で
、
あ
ち
ら
の
方
は
富
岡
だ
か
ら
。
で
、

　
　

同
じ
建
設
会
社
の
も
た
ま
に
か
じ
っ
た
こ
と
も

　
　

あ
っ
か
ら
。「
ど
こ
ど
こ
さ
行
っ
て
た
」
っ
て
話

　
　

し
た
ら
、「
あ
、
俺
も
行
っ
て
た
ど
」
っ
て
言
っ

　
　

た
か
ら
、
平
子
さ
ん
も
「
俺
も
そ
こ
の
下
請
け
も

　
　

ら
っ
て
や
っ
て
た
よ
」
っ
つ
っ
た
の
。

　
　
　

平
子
さ
ん
が
ラ
ジ
オ
体
操
終
わ
っ
と
、
そ
の
時

　
　

間
に
俺
、行
く
の
。富
岡
で
お
い
っ
ち
に
っ
て
や
っ

　
　

て
っ
か
ら
。
あ
の
頃
ね
、
８
０
０
０
歩
歩
い
て
た

　
　

ん
で
す
、
毎
日
。
も
う
あ
れ
か
ら
、
も
う
丸
１
年

　
　

歩
っ
て
な
い
な
。
去
年
ま
で
は
席
取
り
に
も
行
っ

　
　

た
の
、
花
火
大
会
の
。

洋
子　

小
名
浜
の
ね
。

晴
男　

う
ん
、
席
取
り
に
行
っ
て
た
ん
だ
よ
、
ふ
た
り

　
　

で
。
朝
５
時
起
き
し
て
、
テ
ー
プ
貼
っ
て
。
だ
か

　
　

ら
、
お
ば
あ
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
、
み
ん
な
来
た

　
　

よ
。
打
ち
上
げ
花
火
。

洋
子　

最
高
だ
っ
た
、だ
か
ら
、３
年
間
見
せ
て
も
ら
っ

　
　

た
け
ど
。

晴
男　

ま
あ
平
子
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
で
ね
、
仕
事
な

　
　

り
遊
び
な
り
、
散
歩
に
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
、

　
　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
と
、
佐

　
　

山
さ
ん
ら
に
も
い
ろ
い
ろ
ご
心
配
か
け
た
こ
と
も

　
　

あ
る
し
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

　
　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

洋
子　

下
神
白
の
み
な
さ
ん
、
３
年
間
い
ろ
い
ろ
お
世

　
　

話
に
な
り
ま
し
た
。
や
っ
と
自
分
の
う
ち
に
来
て
、

　
　

安
心
っ
て
い
う
か
、
不
安
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
ま

　
　

あ
そ
こ
そ
こ
慣
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
こ
れ
か

　
　

ら
、
ど
う
す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
も
、
が

　
　

ん
ば
っ
て
、
ま
あ
高
齢
者
の
方
は
身
体
に
気
を
付

　
　

け
て
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

原
田
ご
夫
妻
の
出
会
い

　
　
〜
東
京
・
横
浜
時
代
と
洋
星
さ
ん
の
あ
の
曲

江
尻　

続
い
て
は
、
元
２
号
棟
に
お
住
ま
い
で
、
現
在

　
　

は
富
岡
町
に
戻
ら
れ
た
、
原
田
洋
星
さ
ん
・
ト
ヨ

　
　

さ
ん
の
ご
夫
妻
で
す
。

　
　
　

集
会
場
の
カ
フ
ェ
で
隣
り
合
わ
せ
た
ト
ヨ
さ
ん

　
　

か
ら
、
レ
コ
ー
ド
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
い
う
お
話

　
　

を
伺
っ
た
の
は
、
も
う
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
で
、

　
　

ぜ
ひ
見
せ
て
く
だ
さ
い
と
団
地
の
部
屋
を
訪
ね
た

　
　

の
は
、
２
０
１
７
年
３
月
９
日
の
こ
と
で
し
た
。

　
　

も
う
一
度
、
改
め
て
お
話
を
伺
お
う
と
考
え
て
い

　
　

た
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
お
ふ
た
り
は

　
　

富
岡
町
に
戻
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
い
や
、
残

　
　

念
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ト
ヨ
さ
ん
が
遊
び
に

　
　

来
て
く
だ
さ
い
な
ん
て
言
っ
て
く
だ
さ
る
も
ん
で

　
　

す
か
ら
、
私
た
ち
は
厚
か
ま
し
く
も
雁
首
そ
ろ
え

　
　

て
、
本
当
に
伺
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　

小
春
日
和
の
昼
下
が
り
、
早
速
い
ま
、
目
の
前

　
　

に
お
ふ
た
り
の
思
い
出
の
、
た
く
さ
ん
の
レ
コ
ー

　
　

ド
が
広
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

す
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
落
ち
着
い
た
と
き
に
、
自
分
で
そ
う

　
　

や
っ
て
レ
コ
ー
ド
か
け
て
、
針
落
と
し
て
聴
く
？

洋
子　

は
い
は
い
。

ア
サ
ダ　

っ
て
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間

　
　

に
、
わ
ざ
わ
ざ
音
楽
聴
い
て
た
の
ね
。

洋
子　

そ
う
で
す
ね
。
家
事
の
と
き
は
、
ま
あ
こ
れ

　
　
（
L
P
レ
コ
ー
ド
）
だ
と
結
構
、
（
収
録
）
時
間

　
　

あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
１
曲
じ
ゃ
な
い
か
ら
。

　
　

か
け
と
い
た
ら
。

ア
サ
ダ　

ア
ル
バ
ム
だ
か
ら
ね
、
L
P
で
。
そ
っ
か
そ
っ

　
　

か
。

洋
子　

こ
れ（
シ
ン
グ
ル
レ
コ
ー
ド
）は
す
ぐ
聴
い
ち
ゃ

　
　

う
か
ら
さ
、
終
わ
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
？

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
す
ぐ
終
わ
っ
ち
ゃ
う
も
ん
ね
。

洋
子　

う
ん
う
ん
。
だ
か
ら
、
こ
れ
で
は
ち
ょ
っ
と
。

ア
サ
ダ　

か
け
な
が
ら
何
か
し
て
た
？　

そ
れ
と
も
、
わ

　
　

り
と
ゆ
っ
く
り
が
多
か
っ
た
？

洋
子　

黙
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
飲
む
と
か
そ
れ
ぐ
ら
い
だ
っ

　
　

た
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。そ
れ
っ
て
、お
子
さ
ん
が
ち
っ

　
　

さ
か
っ
た
頃
？

洋
子　

う
ー
ん
、
中
学
か
な
。
ち
っ
ち
ゃ
い
と
き
は
、

　
　

ま
あ
寝
か
し
て
、
そ
ん
と
き
く
ら
い
だ
ね
、
あ
ん

　
　

ま
り
（
音
を
）
高
く
は
で
き
な
い
、
起
き
ち
ゃ
う

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

洋
子　

歌
う
こ
と
は
で
き
な
い
け
ど
、
音
痴
だ
か
ら
。

　
　

聴
く
こ
と
は
ね
、
み
な
さ
ん
の
歌
っ
て
る
の
を
聴

　
　

い
た
り
、
そ
れ
く
ら
い
は
。
自
分
で
歌
う
っ
て
い

　
　

う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
自
信
が
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

こ
こ
の
居
間
で
、
夜
に
？

洋
子　

う
ん
。
で
も
、
舅
さ
ん
い
た
か
ら
、
あ
ん
ま
り

　
　

ボ
リ
ュ
ー
ム
高
く
は
で
き
な
い
ん
だ
。
年
寄
り
っ

　
　

て
意
外
と
早
く
休
む
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
ア
ル
バ
ム
１
枚
ず
っ
と
聴
き
な
が
ら
、

　
　

ち
ょ
っ
と
休
ん
で
た
？

洋
子　

う
ん
、
そ
う
だ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
洋
子
さ
ん
に
と
っ
て
は
ど
ん
な
時
間

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
か
ね
。

洋
子　

ど
ん
な
時
間
？

ア
サ
ダ　

わ
り
と
ゆ
っ
く
り
と
ひ
と
り
で
過
ご
せ
る
時
間

　
　

で
？

洋
子　

そ
う
だ
ね
。
ち
ょ
っ
と
飲
み
な
が
ら
な
ら
い
い

　
　

ん
だ
け
ど
、
お
父
さ
ん
飲
ま
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
、
晴
男
さ
ん
、
飲
ま
な
い
ん
だ
。
ち
ょ
っ
と

　
　

不
満
そ
う
だ
ね
（
笑
）。

洋
子　

私
は
そ
ん
な
に
大
飲
ん
べ
え
じ
ゃ
な
い
け
ど

　
　

―
―

多
少
の
、
毎
晩
は
や
ら
な
い
け
ど―

―

う
ち

　
　

の
人
は
１
杯
飲
ん
だ
ら
顔
真
っ
赤
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　
　

た
も
ん
で
す
か
ら
、
い
ま
ま
で
40
何
年
間
一
緒
に

　
　

い
る
け
ど
、
お
酒
飲
ん
で
っ
て
い
う
の
は
な
い
で

　
　

す
。

　
　
　

日
中
は
聴
け
な
い
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
農
家
な
も

　
　

ん
で
。
今
度
夜
に
な
る
と
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
高
く
し

　
　

て
は
聴
け
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ま
あ
ま
わ
り

　
　

も
ほ
ら
ね
、
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
っ
か
ら
い
い
ん
で

　
　

す
け
ど
、
あ
ん
ま
り
ボ
リ
ュ
ー
ム
出
し
ち
ゃ
う
と

　
　

ね
、
な
ん
だ
か
あ
そ
こ
の
う
ち
あ
れ
だ
な
ん
て
言

　
　

わ
れ
て
も
嫌
だ
か
ら
。
そ
ん
な
感
じ
で
聴
い
て
ま

　
　

し
た
。
も
う
何
十
年
前
だ
よ
な
。
ち
あ
き
な
お
み

　
　

の
は
ほ
ら
、
い
ま
も
C
D
で
聴
い
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

ち
あ
き
な
お
み
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。

洋
子　

う
ん
、
『
喝
采
』
と
か
ね
。

ア
サ
ダ　

ち
あ
き
な
お
み
は
、
結
構
残
っ
て
る
ん
だ
ね
。

洋
子　

う
ん
、
そ
う
だ
ね
、
C
D
で
ね
。
『
四
つ
の
お

　
　

願
い
』
と
か
。
あ
と
は
、
X
Y
と
か
。
あ
、
こ
れ
は

　
　

X
Y
で
ね
え
か
「
X
Y
何
と
か
か
ん
と
か
」
っ
て
。

ア
サ
ダ　

そ
う
そ
う
、
こ
れ
、
『
X
＋
Y
＝
L
O
V
E
』。

　
　
（
ち
あ
き
な
お
み
『
喝
采
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

横
山
ご
夫
妻
の
い
ま

　
　

下
神
白
団
地
で
の
思
い
出
と
み
な
さ
ん
へ

ア
サ
ダ　

20
代
の
頃
か
ら
ず
っ
と
働
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

　
　

や
っ
ぱ
り
家
の
こ
と
と
か
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
じ
ゃ

　
　

な
い
で
す
か
、
姑
さ
ん
と
か
、
舅
さ
ん
と
か
い
た

　
　

ら
。
ご
近
所
付
き
合
い
は
ど
う
で
し
た
？

洋
子　

み
ん
な
お
勤
め
し
て
た
か
ら
、
そ
の
頃
は
。
だ

　
　

か
ら
、
頻
繁
に
お
茶
飲
み
と
か
は
な
か
っ
た
ね
。

　
　

日
曜
ぐ
ら
い
か
な
。
震
災
前
は
そ
う
や
っ
て
た
け

　
　

ど
、
震
災
後
は
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　
　

た
か
ら
。
隣
組
も
友
だ
ち
も
。
だ
か
ら
遠
距
離
っ

　
　

つ
う
か
、
お
茶
飲
み
も
で
き
な
い
。
こ
こ
に
来
て

　
　

も
、
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
下
神
白
団
地
で
定
期
的
に
開
催
し
て
い

　
　

た
「
カ
フ
ェ
下
神
白
」
な
ん
か
に
参
加
す
る
っ
て

　
　

い
う
ん
の
は
、
珍
し
か
っ
た
ん
で
す
か
？

洋
子　

う
ん
。
あ
そ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
来
た
お
陰

　
　

で
い
ろ
い
ろ
な
人
と
も
知
り
合
っ
た
し
、
浪
江
町

　
　

は
２
棟
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
４
、
５
号
棟
ね
。

洋
子　

み
ん
な
高
齢
者
ば
っ
か
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
　

私
ら
の
年
代
だ
っ
た
ら
、
何
と
か
わ
か
っ
け
ど
、

ト
ヨ　

あ
れ
は
も
う
、
40
年
、
50
年
ぐ
ら
い
に
な
る
？

洋
星　

う
ん
。
そ
れ
こ
そ
、
そ
う
だ
な…

…

。

ト
ヨ　

50
年
以
上
に
な
る
よ
ね
、
私
た
ち
。

ア
サ
ダ　

よ
く
残
し
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
、
こ
れ
。

洋
星　

昭
和
30
年
。

ア
サ
ダ　

動
く
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

こ
れ
捨
て
る
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
な
ん

　
　

か
捨
て
な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
、
こ
の
前
。
み
ん
な
、

　
　

も
う
ほ
と
ん
ど
捨
て
た
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
だ
け
は

　
　

ね
、
な
ん
か
捨
て
が
た
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

洋
星　

日
本
で
ね
、
僕
が
好
き
な
の
は
、
こ
れ
。
こ
の

　
　

男
。
な
ん
か
自
殺
未
遂
し
た
け
ど
さ
。

ア
サ
ダ　

フ
ラ
ン
ク
永
井
さ
ん
で
す
か
。

洋
星　

フ
ラ
ン
ク
永
井
。

ア
サ
ダ　

松
尾
和
子
さ
ん
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
と
か
し
て
ま
し

　
　

た
よ
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
そ
う
、
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、
昭
和

　
　

41
年
に
吹
き
込
ま
れ
、
50
年
代
カ
ラ
オ
ケ
時
代
に

　
　

大
ヒ
ッ
ト
い
た
し
ま
し
た
、
作
詞
岩
谷
時
子
、
作

　
　

曲
吉
田 

正
。
魅
惑
の
低
音
、
フ
ラ
ン
ク
永
井
で

　
　
『
お
ま
え
に
』
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

ト
ヨ
さ
ん
の
戦
中
戦
後
と
窓
辺
で
聴
い
た
あ
の
曲

ア
サ
ダ　

フ
ラ
ン
ク
永
井
さ
ん
は
ど
の
へ
ん
が
魅
力
で
す

　
　

か
、
や
っ
ぱ
り
声
で
す
か
？

洋
星　

そ
う
だ
ね
、
声
が
あ
れ
だ
っ
た
。
ま
あ
魅
力
は

　
　

あ
る
わ
な
。

ア
サ
ダ　

こ
の
曲
を
買
っ
て
い
た
頃
は
、
も
う
お
ふ
た
り

　
　

は
ご
結
婚
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

も
う
し
て
た
よ
ね
、
と
っ
く
に
ね
。

洋
星　

で
し
た
。

ト
ヨ　

あ
の
頃
は
ね
、
ま
だ
ね
、
一
番
い
い
と
き
だ
、

　
　

40
年
。
ね
、
30
な
ら
40
年
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
一
番
、

　
　

元
気
で
し
ょ
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。
景
気
も
良
か
っ
た
し
。

ト
ヨ　

そ
う
、
20
何
年
、
ち
ょ
う
ど
う
ち
を
買
っ
た
ん

　
　

だ
か
ら
。
い
く
ら
か
ゆ
と
り
あ
っ
た
の
か
、
わ
か

　
　

ら
な
い
（
笑
）。
あ
の
頃
は
一
番
良
か
っ
た
。

洋
星　

い
や
ね
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
１
枚
１
枚
に
、
そ
れ

　
　

は
確
か
に
自
分
な
り
の
あ
れ
が
、
気
持
ち
っ
て
い

　
　

う
か
、
ひ
と
つ
の
何
て
い
う
ん
だ
ろ
う
な
、
物
語

　
　

が
あ
る
わ
け
だ
よ
。
そ
の
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
て
て
、

　
　

歌
い
手
が
ど
う
だ
っ
た
と
か
ね
、
あ
あ
、
あ
の
と

　
　

き
は
良
か
っ
た
ね
っ
て
。
ち
ょ
う
ど
景
気
が
ど
ん

　
　

ど
ん
ど
ん
ど
ん
上
積
み
に
な
っ
て
く
時
代
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
っ
た
頃
で
す

　
　

よ
ね
。

洋
星　

え
え
。
そ
れ
で
、
ま
ち
が
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん

　
　

ね
、
砂
利
道
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
な
っ
た
り
、
そ

　
　

う
い
う
時
代
だ
っ
た
か
ら
ね
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に

　
　

仕
事
も
し
た
け
ど
ね
。
戸
塚
に
い
る
と
き
は
横
浜

　
　

の
工
場
だ
っ
た
か
ら
、
車
で
行
っ
て
た
け
ど
。
東

　
　

京
勤
務
も
あ
っ
た
か
ら
。
東
京
勤
務
は
電
車
で

　
　

通
っ
て
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
れ
で
や
っ
ぱ
り
ほ
ら
、
友
だ
ち
で
そ
う
い
う

　
　

レ
コ
ー
ド
を
好
き
な
や
つ
が
い
た
か
ら
ね
。
だ
か

　
　

ら
、「
ど
ん
な
や
つ
が
あ
る
」
「
こ
ん
な
の
が
あ

　
　

る
」
っ
て
ね
。
そ
う
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
買
い
に

　
　

行
っ
た
も
ん
だ
け
ど
ね
。

ア
サ
ダ　

会
社
の
お
友
だ
ち
で
す
か
？

洋
星　

う
ん
。
ま
あ
、
ほ
と
ん
ど
は
や
っ
ぱ
会
社
だ
ね
。

　
　

自
分
の
ま
わ
り
で
は
、
同
じ
職
業
を
持
っ
た
人
、

　
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
っ
て
、
そ
う
多
く
な
か
っ
た

　
　

か
ら
ね
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
話
戻
り
ま
す
け
ど
、
も
と
も
と
九
州

　
　

か
ら
出
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
よ
ね
、
東
京
に
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

出
て
こ
ら
れ
て
、
で
、
ト
ヨ
さ
ん
も
東
京
に
出

　
　

て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
ト
ヨ
さ
ん
、
も
と
も
と

　
　

地
元
を
出
る
き
っ
か
け
っ
て
仕
事
で
す
か
？

ト
ヨ　

そ
う
だ
。
そ
の
頃
は
、
こ
こ
っ
て
何
も
な
い
で

　
　

し
ょ
。
そ
れ
こ
そ
働
く
と
こ
ろ
も
。

ア
サ
ダ　

お
勤
め
さ
れ
て
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

私
ら
の
と
き
に
は
ま
だ
ね
、
中
学
っ
て
い
う
の

　
　

は
な
く
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
、

　
　

義
務
教
育
っ
つ
う
の
は
。
あ
と
高
等
１
年
、
高
等

　
　

２
年
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
義
務
教

　
　

育
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
。
そ
れ
と
、
あ
と
青
年
学

　
　

校
っ
て
い
う
の
、
あ
っ
た
よ
ね
。
そ
し
て
、
ち
ょ

　
　

う
ど
戦
争
中
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
で
学
校
に

　
　

募
集
が
来
て
、
で
、
私
小
田
急
線
の
狛
江
に
行
っ

　
　

た
の
。
集
団
就
職
み
た
い
な
の
で
行
っ
た
の
。
そ

　
　

の
頃
、
ト
ラ
ン
ス
の
あ
れ
や
っ
た
り
。

ア
サ
ダ　

ト
ラ
ン
ス
の
あ
れ
っ
て
何
で
す
か
？

ト
ヨ　

線
巻
き
っ
つ
う
の
？

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
工
場
で
、
み
ん
な
で
？

ト
ヨ　

工
場
で
、
寮
に
入
っ
て
。
そ
れ
で
、
終
戦
の
と

　
　

き
は
東
京
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
終
戦
は
東
京
で
迎
え
ら
れ
て

　
　

る
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
。
そ
れ
で
、
い
っ
た
ん
帰
っ
て
き
て
、
そ

り
ん
ご　

全
部
横
浜
に
い
た
と
き
に
買
っ
た
レ
コ
ー
ド
で

　
　

す
か
？

洋
星　

そ
う
で
す
、
は
い
。

ア
サ
ダ　

横
浜
は
、
何
歳
ぐ
ら
い
の
と
き
か
ら
住
ん
で

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

も
う
ず
っ
と
ね
。

洋
星　

あ
あ
、
40
代
だ
ね
、
僕
が
。

ト
ヨ　

違
う
じ
ゃ
ん
。

洋
星　

何
が
？

ト
ヨ　

そ
の
前
に
東
京
に
ち
ょ
っ
と
い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
東
京
に
お
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
と
も
と
お
ふ
た
り
は
、
富
岡
出
身
で
？

ト
ヨ　

私
は
富
岡
。

洋
星　

俺
、
九
州
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
出
会
わ
れ
た
の
は
ど

　
　

こ
で
で
す
か
？

一
同　
（
笑
）。

ト
ヨ　

東
京
で
。

ア
サ
ダ　

東
京
で
。
い
き
な
り
こ
ん
な
話
し
ち
ゃ
う
ん
で

　
　

す
よ
、
す
い
ま
せ
ん
ね
（
笑
）。
だ
い
た
い
そ
ん

　
　

な
話
ば
っ
か
り
聞
く
ん
で
す
よ
。

一
同　
（
笑
）。

り
ん
ご　

お
仕
事
先
が
一
緒
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

う
う
ん
、
私
ら
見
合
い
な
の
。
ね
、
見
合
い
だ
っ

　
　

た
ん
だ
よ
。

ア
サ
ダ　

お
見
合
い
で
。
あ
、
裕
次
郎
、
あ
り
ま
す
ね
。

洋
星　

そ
れ
は
古
い
ね
。

ト
ヨ　

こ
れ
、
古
い
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

ベ
ス
ト
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
。

り
ん
ご　

い
く
つ
ぐ
ら
い
の
と
き
に
買
っ
た
ん
で
す
か
。

ト
ヨ　

40
ぐ
ら
い
？

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

そ
の
頃
だ
よ
ね
、
み
ん
な
ね
。
40
か
。

洋
星　

な
ん
と
い
っ
て
も
ね
、
ま
だ
健
在
の
と
き
だ
か

　
　

ら
な
。

ト
ヨ　

40
代
だ
よ
ね
。

洋
星　

も
う
あ
の
人
が
亡
く
な
っ
て
、
も
う
４
、
50
年

　
　

経
つ
で
し
ょ
う
。

ト
ヨ　

あ
、
そ
ん
な
に
経
っ
た
か
。

ア
サ
ダ　

デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
っ
て
そ
ん
な
前
な
ん
で
す
も

　
　

ん
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

そ
ん
な
経
つ
？

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
も
う
亡
く
な
ら
れ
て
そ
れ
ぐ
ら
い
。

ト
ヨ　

そ
う
だ
よ
な
、
淡
谷
の
り
子
と
か
な
ん
か
の
時

　
　

代
だ
も
ん
ね
。
わ
れ
わ
れ
の
代
は
も
う
マ
ヒ
ナ
ス

　
　

タ
ー
ズ
だ
と
か
ね
。
だ
っ
て
も
う
、
定
年
だ
っ
て

　
　

20
何
年
前
だ
も
ん
ね
。
も
う
23
年
？　

だ
か
ら
、

　
　

23
年
前
に
こ
こ
へ
来
た
の
。

ア
サ
ダ　

60
歳
で
こ
ち
ら
に
横
浜
か
ら
戻
っ
て
こ
ら
れ
て
。

　
　

い
ろ
い
ろ
こ
こ
に
あ
る
レ
コ
ー
ド
は
横
浜
の
と
き

　
　

に
買
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
も
の
が
残
っ
て
る
ん
で

　
　

す
か
ね
。

ト
ヨ　

ほ
と
ん
ど
そ
う
だ
ね
。

り
ん
ご　

あ
ら
、
テ
レ
サ
・
テ
ン
。

ア
サ
ダ　

お
仕
事
の
関
係
で
横
浜
に
お
ら
れ
た
ん
で
す

　
　

か
？

洋
星　

う
ん
、
石
川
島
。

ト
ヨ　

石
川
島
だ
。

洋
星　

造
船
会
社
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
、
石
川
島
の
造
船
会
社

　
　
（
レ
コ
ー
ド
を
か
け
な
が
ら
）。

洋
星　

一
丁
前
に
給
料
が
ね
、
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

　
　

た
頃
か
ら
だ
よ
ね
。
昭
和
32
年
に
も
う
僕
は
新
宿

　
　

い
た
ん
だ
。

ト
ヨ　

最
初
は
ね
。

ア
サ
ダ　

当
時
は
、
ど
う
い
う
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
好
き

　
　

だ
っ
た
か
覚
え
て
ま
す
か
？

洋
星　

や
っ
ぱ
り
そ
の
頃
は
映
画
ブ
ー
ム
だ
っ
た
ん
だ

　
　

ろ
う
ね
。
だ
か
ら
、
そ
の
主
題
歌
な
ん
か
を
ね
、

　
　

よ
く
集
め
て
た
ん
だ
け
ど
ね
。

ト
ヨ　

そ
れ
が
そ
の
美
空
ひ
ば
り
？

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
美
空
ひ
ば
り
と
か
。

ト
ヨ　

３
本
立
て
ぐ
ら
い
？

洋
星　

テ
レ
ビ
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ね
、
や
っ

　
　

ぱ
り
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
い
っ
た
で
し
ょ
。
一
時
期

　
　

も
う
、
レ
コ
ー
ド
っ
て
い
う
の
は
ね
、
あ
ま
り
聴

　
　

く
あ
れ
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
テ
レ
ビ

　
　

で
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
や
っ
て
る
っ
て
こ
と
が
多

　
　

か
っ
た
か
ら
。
徐
々
に
集
め
は
じ
め
た
ん
だ
よ
。

ト
ヨ　

テ
レ
ビ
が
最
初
出
た
の
、
30
何
年
だ
っ
け
。
給

　
　

料
が
ま
だ
１
万
か
そ
こ
い
ら
な
の
に
ね
、
テ
レ
ビ

　
　

が
５
０
０
０
円
ぐ
ら
い
し
た
ん
だ
も
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

ラ
ジ
オ
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

ト
ヨ　

あ
あ
、
ラ
ジ
オ
。

ア
サ
ダ　

曲
を
聴
く
っ
て
い
う
こ
と
も
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ　

ま
あ
映
画
を
見
て
音
楽
知
る
っ
て
い
う
の
も
あ

　
　

る
し
、
あ
と
は
テ
レ
ビ
っ
て
い
う
よ
り
ラ
ジ
オ
で

　
　

す
よ
ね
、
当
時
だ
っ
た
ら
。

ト
ヨ　

だ
か
ら
あ
の
ラ
ジ
オ
が
古
い
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

お
お
、
本
当
だ
。

ト
ヨ　

真
空
管
の
。

ア
サ
ダ　

え
、
あ
の
ラ
ジ
オ
は
当
時
使
っ
て
た
や
つ
？

ア
サ
ダ　

結
構
い
ろ
ん
な
催
し
を
や
っ
た
り
と
か
、
い
ろ

　
　

い
ろ
み
な
さ
ん
、
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る…

…

。

ト
ヨ　

で
も
、
も
う
（
参
加
す
る
人
は
）
決
ま
っ
て
る

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
参
加
す
る
方
々
は
ね
。
や
っ
ぱ
り
新
し

　
　

い
方
が
、
集
会
場
の
取
り
組
み
で
増
え
て
い
く
っ

　
　

て
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

　
　

で
す
ね
。

　
　
　

仲
良
か
っ
た
方
は
、
お
ら
れ
た
ん
で
す
か
？ 

ト
ヨ　

近
所
の
人
で
、
松
本
禮
子
さ
ん
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
。

ト
ヨ　

あ
の
方
は
こ
こ
行
っ
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
。
ま
あ

　
　

隣
だ
か
ら
、
結
構
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
た
し
ね
。

ア
サ
ダ　

何
度
か
C
D
を
お
渡
し
に
行
っ
た
の
で
覚
え
て

　
　

ま
す
。

ト
ヨ　

あ
と
ほ
ら
、
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
や
っ
て
た
か
ら
、

　
　

あ
そ
こ
で
。

ア
サ
ダ　

い
つ
か
戻
る
だ
ろ
う
な
っ
て
い
う
こ
と
も
思
い

　
　

な
が
ら
、
み
な
さ
ん
、
住
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

　
　

す
か
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
だ
ろ
う
ね
。
で
も
、
最
初
は
ね
、
ま
だ
ま

　
　

だ
解
除
に
な
ん
な
い
か
ら
帰
れ
な
い
と
思
っ
て
た

　
　

か
ら
。
だ
か
ら
、
あ
そ
こ
に
ず
っ
と
住
む
気
で
は

　
　

い
ま
し
た
よ
。
ま
さ
か
こ
ん
な
に
早
く
帰
っ
て
く

　
　

る
と
思
わ
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
も
っ
と
帰
っ
て
来
る
ま
で
時
間
か
か
る
と

　
　

思
っ
て
？

ト
ヨ　

思
っ
た
。
10
年
は
駄
目
っ
て
言
っ
て
た
で
し
ょ
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。

ト
ヨ　

ね
え
。
た
ま
た
ま
私
も
、
あ
の
頃
横
山
さ
ん
と

　
　

ね
、
私
も
帰
る
ん
だ
わ
っ
て
話
し
て
て
、
い
ろ
い

　
　

ろ
と
。

り
ん
ご　

カ
フ
ェ
で
で
す
か
？

ト
ヨ　

カ
フ
ェ
で
。
あ
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
、
や
っ
ぱ
り
カ
フ
ェ
で
知
り
合
っ
た
っ
て
方
、

　
　

結
構
多
い
ん
だ
な
。

ト
ヨ　

で
も
、
親
子
み
た
い
だ
ね
っ
て
言
い
な
が
ら
話

　
　

し
て
て
。
そ
れ
で
、
電
話
番
号
を
教
え
て
も
ら
っ

　
　

た
か
ら
。
い
く
ら
も
来
た
の
違
わ
な
い
ん
だ
よ
ね
。

　
　

う
ち
は
３
月
15
日
で
し
ょ
、
あ
の
人
た
ち
も
３
月
。

ア
サ
ダ　

な
ん
か
カ
フ
ェ
行
っ
て
た
ら
、
横
山
洋
子
さ
ん

　
　

か
ら
、
実
は
ね
っ
て
話
を
聞
い
て
、
南
相
馬
に
家

　
　

を
建
て
て
、
ま
た
遊
び
に
お
い
で
み
た
い
な
こ
と

　
　

を
言
っ
て
く
れ
て
た
ん
で
す
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時

　
　

期
。
で
、
落
ち
着
か
れ
た
ら
行
き
た
い
な
と
思
っ

　
　

て
、
先
月
行
っ
て
き
た
ん
で
す
。
こ
う
や
っ
て
、

　
　

音
楽
聴
い
た
り
と
か
し
て
。

ト
ヨ　

そ
こ
の
ほ
ら
、
ポ
ピ
ー
の
花
が
す
ご
く
き
れ

　
　

い
っ
て
テ
レ
ビ
で
も
や
っ
た
の
。
そ
の
と
き
に
横

　
　

山
さ
ん
が
電
話
よ
こ
し
て
く
れ
て
、
見
に
行
き
た

　
　

い
か
ら
っ
て
来
た
の
よ
。
そ
の
と
き
に
ち
ょ
こ
っ

　
　

と
う
ち
へ
寄
っ
て
っ
て
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
の
。
横
山
さ
ん
と
は
下
神
白
で
出

　
　

会
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
さ
っ
き
仰
っ
て
た

　
　

松
本
さ
ん
と
か
北
崎
さ
ん
と
か
は
も
と
も
と
知
り

　
　

合
い
だ
っ
た
ん
で
す
か
？ 

ト
ヨ　

い
や
、
北
崎
さ
ん
は
夜
ノ
森
の
ほ
う
だ
か
ら
、

　
　

全
然
面
識
は
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
下
神
白
で
出
会
っ
て
。

ト
ヨ　

そ
う
で
す
ね
。
下
高
久
で
最
初
知
り
合
っ
て
。

り
ん
ご　

あ
あ
、
仮
設
住
宅
の
と
き
？

ト
ヨ　

仮
設
で
ね
。
そ
れ
で
、
た
ま
た
ま
向
こ
う
へ

　
　

行
っ
て
、
私
も
向
こ
う
行
っ
た
の
。
松
本
禮
子
さ

　
　

ん
は
、
近
く
な
の
よ
。

り
ん
ご　

も
と
か
ら
ご
近
所
さ
ん
？

ト
ヨ　

う
ん
、
こ
の
前
ね
、
集
会
場
で
ね
、
清
水
の
人

　
　

た
ち
、
こ
こ
の
部
落
の
会
合
が
あ
っ
た
の
よ
、
お

　
　

茶
飲
み
会
。
そ
の
と
き
禮
子
さ
ん
が
向
こ
う
か
ら

　
　

来
て
く
れ
た
、
息
子
さ
ん
と
。
だ
か
ら
、
来
れ
ば

　
　

ま
た
ね
、
行
っ
た
り
来
た
り
で
き
る
け
ど
。
あ
と

　
　

は
そ
う
だ
ね…

…

浪
江
の
人
、
大
熊
の
人
、
あ
あ

　
　

い
う
人
た
ち
と
は
結
構
話
は
し
た
わ
ね
。
み
な
さ

　
　

ん
元
気
な
ん
だ
ろ
う
ね
。

ア
サ
ダ　

ね
、
み
な
さ
ん
、
そ
う
で
す
ね
。
今
年
は
ク
リ

　
　

ス
マ
ス
会
も
す
る
み
た
い
で
。

ト
ヨ　

あ
、
そ
う
。

ア
サ
ダ　

佐
山
さ
ん
が
音
頭
取
っ
て
く
れ
て
。

ト
ヨ　

あ
あ
、
佐
山
さ
ん
が
ね
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
佐
山
さ
ん
す
ご
い
が
ん
ば
っ
て
て
、
な

　
　

ん
か
ち
ょ
っ
と
僕
ら
も
か
か
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ

　
　

と
に
な
っ
て
。
明
日
団
地
で
打
ち
合
わ
せ
し
て
こ

　
　

よ
う
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。

ト
ヨ　

あ
の
人
は
本
当
、
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
た
の

　
　

よ
、
旦
那
さ
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
で
す
よ
ね
、
佐
山
さ
ん
、
本
当
ね
。

ト
ヨ　

奥
さ
ん
も
ね
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
お
ふ
た
り
と
も
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と

　
　

を
ね
、
世
話
し
て
。

ト
ヨ　

う
ん
、
本
当
。

ト
ヨ　

小
野
田
さ
ん
も
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
？

ア
サ
ダ　

小
野
田
さ
ん
元
気
で
す
ね
。

ト
ヨ　

ご
主
人
も
？

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
。
ご
主
人
と
は
カ
ラ
オ
ケ
で
お

　
　

会
い
し
ま
す
ね
。
い
ま
、
水
曜
日
と
金
曜
日
に
カ

　
　

ラ
オ
ケ
行
っ
た
ら
必
ず
お
ら
れ
る
の
で
。

ト
ヨ　

あ
の
子
大
き
く
な
っ
た
か
ね
、
何
だ
っ
け
。
あ

　
　

れ
で
ま
た
。
知
り
合
い
も
い
た
し
ね
、
私
の
姉
な

　
　

ん
か
も
い
た
か
ら
、浅
草
の
ほ
う
に
。そ
れ
を
頼
っ

　
　

て
行
っ
た
り
。

　
　
　

よ
く
雨
が
降
っ
た
と
き
な
ん
か
こ
こ
で
ね
、
石

　
　

原
裕
次
郎
の
曲
聴
い
て
た
の
。

ア
サ
ダ　

裕
次
郎
い
い
で
す
ね
。

ト
ヨ　

雨
が
降
っ
て
る
と
外
に
も
出
れ
な
い
し
。

ア
サ
ダ　

裕
次
郎
の
好
き
な
曲
は
あ
り
ま
す
か
、
こ
の
な

　
　

か
で
。

ト
ヨ　

み
ん
な
あ
れ
だ
け
ど
ね
。
こ
れ
が
好
き
な
の
、

　
　
『
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
』。
あ
の
歌
詞
好
き
。

　
ア
サ
ダ　

も
う
１
曲
お
聴
き
い
た
だ
き
ま
す
。
主
演
映
画

　
　

の
主
題
歌
と
し
て
昭
和
42
年
大
ヒ
ッ
ト
い
た
し
ま

　
　

し
た
。
本
人
自
ら
直
接
制
作
を
依
頼
し
た
と
い
う

　
　

こ
の
曲
。
作
詞
・
作
曲
浜
口
庫
之
助
。
石
原
裕
次

　
　

郎
で
『
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
』
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

原
田
ご
夫
妻
の
い
ま

　
　

下
神
白
団
地
で
の
思
い
出
と
み
な
さ
ん
へ

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
い
つ
ま
で
あ
っ
た
ん
で
し
た
っ
け
、
そ

　
　

の
お
っ
き
い
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
。

ト
ヨ　

こ
の
震
災
後
に
捨
て
た
の
。

ア
サ
ダ　

震
災
後
な
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

も
う
ね
、
み
ん
な
駄
目
っ
て
言
わ
れ
て
、
放
射

　
　

能
が
ど
う
と
か
こ
う
と
か
っ
て
言
わ
れ
て
。
東
電

　
　

で
み
ん
な
ほ
ら
。
そ
の
と
き
に
置
こ
う
か
っ
て

　
　

言
っ
た
ん
だ
け
ど
、
も
う
ほ
ら
、
真
空
管
だ
か
ら

　
　

直
せ
な
い
じ
ゃ
ん
。
修
理
も
利
か
な
い
し
、
ね
。

　
　

そ
れ
で
出
し
ち
ゃ
っ
た
の
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
。

ト
ヨ　

で
も
、
一
回
は
直
し
て
も
ら
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
も
う
、
ず
い
ぶ
ん
長
い
こ
と
使
っ
た
ん

　
　

で
す
か
、
そ
の
ス
テ
レ
オ
シ
ス
テ
ム
は
。

ト
ヨ　

使
っ
た
よ
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

だ
っ
て
、
あ
れ
が
出
た
の
が
45
年
頃
で
し
ょ
。

　
　

で
、
こ
こ
へ
持
っ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、
20
年
ぐ
ら

　
　

い
使
っ
た
か
な
。

洋
星　

う
ん
、
そ
う
だ
な
。

ト
ヨ　

あ
、
15
年
だ
ね
。
15
年
し
か
住
ま
な
か
っ
た
ん

　
　

だ
、
こ
こ
。
そ
し
て
、
震
災
に
な
っ
た
ん
だ
な
。

り
ん
ご　

な
ん
で
こ
っ
ち
に
、
ト
ヨ
さ
ん
の
実
家
の
ほ
う

　
　

に
来
よ
う
っ
て
な
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

結
局
何
て
い
う
の
、
子
供
が
い
な
い
じ
ゃ
ん
。

　
　

だ
か
ら
、
私
の
実
家
の
世
話
に
な
る
つ
も
り
で
。

　
　

こ
こ
畑
だ
っ
た
の
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
う
ち
を
建

　
　

て
て
、
甥
っ
子
た
ち
に
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。

ト
ヨ　

そ
う
、
そ
う
い
う
こ
と
。
で
、
う
ち
は
姉
が
跡

　
　

取
り
だ
っ
た
か
ら
。
姉
が
ま
だ
健
在
な
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

甥
っ
子
さ
ん
っ
て
い
う
の
は
、
お
姉
さ
ん
の
息

　
　

子
さ
ん
？

ト
ヨ　

お
姉
さ
ん
。

り
ん
ご　

そ
れ
で
一
緒
に
来
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
。
じ
ゃ
あ
一
緒
に
行
こ
う
、
畑
で
も

　
　

し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
野
菜
つ
く
っ
て
過
ご
そ
う

　
　

と
い
う
こ
と
で
。
た
ま
た
ま
向
こ
う
の
う
ち
が
売

　
　

れ
た
の
よ
ね
、
戸
塚
の
う
ち
が
。
売
り
に
出
し
た

　
　

ら
、
運
よ
く
売
れ
た
の
よ
。
じ
ゃ
あ
そ
れ
で
ね
、

　
　

こ
こ
に
う
ち
建
て
れ
ば
い
い
み
た
い
な
感
じ
に

　
　

な
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

横
浜
と
こ
っ
ち
と
だ
と
、
環
境
が
ら
っ
と
変
わ

　
　

る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

ト
ヨ　

そ
う
で
す
ね
。
だ
け
ど
結
局
ね
、
来
る
な
ら
い

　
　

ま
で
な
い
と
ま
わ
り
の
人
に
も
慣
れ
な
い
。
病
気

　
　

に
な
っ
て
か
ら
行
き
ま
す
っ
て
わ
け
に
い
か
な
い

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

元
気
な
う
ち
に
行
っ
て
お
こ
う
っ
て
い
う
。

ト
ヨ　

元
気
な
う
ち
に
来
て
、
ま
わ
り
の
人
と
も
慣
れ

　
　

て
、
そ
し
て
来
て
か
ら
す
ぐ
老
人
会
な
ん
か
入
っ

　
　

て
、
15
年
、
な
ん
と
な
く
こ
こ
で
過
ご
し
て
、
み

　
　

ん
な
に
慣
れ
た
の
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。
で
、
そ
う
や
っ
て
過
ご
さ
れ

　
　

て
い
た
な
か
で
、
震
災
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

う
ん
。
だ
け
ど
実
家
は
ね
、
や
っ
ぱ
ま
だ
孫
が

　
　

中
学
１
年
だ
か
２
年
で
、
郡
山
の
学
校
行
っ

　
　

ち
ゃ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

子
供
が
そ
っ
ち
に
行
っ
ち
ゃ
う
と
、
な
か
な
か

　
　

帰
っ
て
こ
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

ト
ヨ　

向
こ
う
に
も
う
う
ち
建
て
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
、
逆
に
実
家
の
ほ
う
は
郡
山
の

　
　

ほ
う
に
行
か
れ
て
、
い
ま
、
お
ふ
た
り
が
こ
こ
に

　
　

い
る
っ
て
い
う
か
た
ち
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
。
で
も
ね
、
実
家
も
ね
、
小
さ
な
う

　
　

ち
建
て
た
ん
で
す
よ
。
す
ぐ
そ
ば
だ
、
こ
の
下
の

　
　

通
り
ね
。
年
中
来
て
く
れ
る
か
ら
。
だ
か
ら
や
っ

　
　

ぱ
り
、
私
ら
も
こ
こ
に
帰
っ
て
く
る
し
か
な
い
ん

　
　

だ
よ
な
、
あ
そ
こ
の
団
地
に
い
る
よ
り
は
。

　
　
　

い
ろ
い
ろ
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
わ
ね
（
笑
）
。

　
　

で
も
、
結
構
、
人
に
は
恵
ま
れ
た
わ
ね
、
私
た
ち
。

　
　

下
神
白
の
人
た
ち
は
元
気
だ
も
ん
ね
。

　
　

上
陽
水
。
若
い
頃
聴
い
て
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
井
上
陽
水
と
か
ね
。

哲
男　

で
も
あ
る
日
突
然
、
東
京
い
た
と
き
に
喫
茶
店

　
　

で
初
め
て
聴
い
た
の
が
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ー
タ
ー
ソ

　
　

ン
。
そ
れ
か
ら
ジ
ャ
ズ
に
流
れ
て
い
っ
た
ん
で
す

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

哲
男　

や
っ
ぱ
り
渋
谷
の
ほ
う
で
喫
茶
店
の
勉
強
し
て

　
　

て
。
で
、
大
学
生
が
よ
く
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ー
タ
ー

　
　

ソ
ン
と
か
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
と
か
の
レ
コ
ー

　
　

ド
持
っ
て
き
て
「
か
け
て
く
だ
さ
い
」
つ
っ
て
、

　
　

そ
れ
で
私
も
ジ
ャ
ズ
に
は
ま
っ
て
。

　
　
　

中
学
校
の
頃
に
姉
が
ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン

　
　

の
ね
、
レ
コ
ー
ド
の
ア
ル
バ
ム
、
１
枚
あ
っ
た
ん

　
　

で
す
よ
、
実
家
に
。
そ
れ
を
何
気
な
く
聴
い
て
た

　
　

ん
で
す
よ
。
う
ち
の
お
姉
さ
ん
は
す
ご
い
の
を
聴

　
　

い
て
ん
だ
な
っ
て
ね
言
っ
た
ら
、
「
い
や
、
彼
氏

　
　

か
ら
も
ら
っ
た
レ
コ
ー
ド
な
ん
だ
」
な
ん
て
言
っ

　
　

て
た
か
ら
、
「
あ
、
そ
う
」
な
ん
て
。
そ
れ
か
ら

　
　

で
す
も
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

哲
男　

ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
と
か
を
聴
き
は
じ
め

　
　

た
の
は
ね
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
も
う
、
基
本
的
に
哲
男
さ
ん
が
店
に

　
　

入
ら
れ
る
と
き
は
、
ま
あ
い
ろ
い
ろ
流
し
て
た
け

　
　

ど
も
、
わ
り
と
こ
う
、
ジ
ャ
ズ
、
ス
タ
ン
ダ
ー

　
　

ド
・
ジ
ャ
ズ
と
か
を
流
す
こ
と
が
。

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
客
さ
ん
が
、
か
け
て
る
音
楽
に
「
こ
れ
、
い

　
　

い
ね
」
と
か
、
そ
う
い
う
反
応
さ
れ
る
こ
と
っ
て

　
　

あ
り
ま
し
た
？

哲
男　

あ
り
ま
し
た
ね
。
で
、
ジ
ャ
ズ
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

も
２
回
ほ
ど
や
っ
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
、
へ
え
。

哲
男　

プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
呼
ん
で
。
た
ぶ
ん
２

　
　

０
０
人
ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
け
ど
さ
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
そ
れ
で
も
す
ご
い
で
す
ね
。

哲
男　

え
え
。
サ
ン
プ
ラ
ザ
っ
て
い
う
、
デ
パ
ー
ト
み

　
　

た
い
な
と
こ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
２
階
で
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

哲
男　

や
っ
ぱ
り
、
ほ
ら
、
ジ
ャ
ズ
か
け
て
る
っ
て
い

　
　

う
こ
と
で
、
原
町
の
ほ
う
か
ら
ジ
ャ
ズ
愛
好
家
が

　
　

来
て
、
浪
江
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
や
ん
な
い
か
っ
て

　
　

い
う
こ
と
で
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
赤
字
で
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
ペ
イ
で
き
な

　
　

か
っ
た
っ
て
い
う
（
笑
）。

哲
男　

や
っ
ぱ
５
０
０
人
ぐ
ら
い
入
れ
な
い
と
。

ア
サ
ダ　

僕
は
、
震
災
後
に
浪
江
に
初
め
て
訪
れ
た
ん
で

　
　

す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
30
年
前
の
こ
の
あ
た
り
の

　
　

景
色
っ
て
い
う
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
違
っ
た
ん
じ
ゃ

　
　

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

哲
男　

違
い
ま
す
ね
。
わ
り
か
し
若
者
も
多
く
て
、
こ

　
　

こ
は
商
業
の
ま
ち
な
ん
で
す
ね
。
酒
屋
さ
ん
も
多

　
　

い
し
、
喫
茶
店
も
多
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
レ
ス

　
　

ト
ラ
ン
と
か
ね
。
な
か
な
か
素
晴
ら
し
い
ま
ち
で

　
　

し
た
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
活
気
が
あ
っ
た
と
い
う
か
。

哲
男　

あ
り
ま
し
た
ね
。
ほ
ん
で
、
「
十
日
市
」
な
ん

　
　

て
い
う
お
祭
り
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
れ
と
あ

　
　

と
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム
も
つ
く
っ
て
た
。

　
　

私
は
男
子
の
ほ
う
の
監
督
や
っ
て
、
林
さ
ん
が
女

　
　

子
の
、
県
の
大
会
ま
で
出
た
こ
と
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
す
ご
い
す
ご
い
。

哲
男　

で
、
ま
あ
林
さ
ん
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

　
　

ジ
ャ
ズ
っ
て
い
う
よ
り
は
、
山
口
百
恵
と
か
が
好

　
　

き
で
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
お
ふ
た
り
は
結
構
音
楽
の
趣
味
が

　
　

違
っ
た
ん
で
す
ね
。

哲
男　

ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

い
つ
も
ど
こ
で
買
わ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

哲
男　

近
く
に
、
う
ち
の
バ
レ
ー
部
の
後
輩
が
レ
コ
ー

　
　

ド
屋
さ
ん
や
っ
て
た
ん
で
す
ね
。
い
ま
は
辞
め

　
　

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
佐
藤
完
二
く
ん
を
通
じ

　
　

て
、
全
部
予
約
注
文
し
て
。

ア
サ
ダ　

結
構
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
か
け
て
い
た
曲
は
、

　
　

あ
り
ま
す
か
？

哲
男　

私
の
な
か
で
は
や
っ
ぱ
り
、
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ

　
　

ビ
ス
の
『
カ
イ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ブ
ル
ー
』
。

　
　
　
（
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
『So W

hat

』
が
流

　
　

れ
る
）

ア
サ
ダ　

長
く
お
店
の
ほ
う
を
ね
、
や
ら
れ
て
た
と
思
う

　
　

ん
で
す
け
ど
も
、
東
日
本
大
震
災
後
は
、
常
連
の

　
　

お
客
さ
ん
と
か
と
は
連
絡
と
か
は
取
り
合
っ
た
り

　
　

し
て
い
る
ん
で
す
か
？

哲
男　

い
や
、
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

　
　

ど
こ
に
い
る
か
わ
か
ん
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。

　
　

バ
レ
ー
や
っ
て
た
仲
間
は
ね
、
連
絡
取
り
合
っ
て

　
　

る
ん
で
す
け
ど
。
あ
と
は
、
み
ん
な
ど
こ
に
避
難

　
　

し
て
る
ん
だ
か
ま
だ
わ
か
ん
な
い
で
す
ね
。
地
震

　
　

あ
っ
た
と
き
も
お
店
に
ね
、
４
人
ぐ
ら
い
い
た
の

　
　

か
な
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
あ
の
日
は
お
店
は
開
け
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。

哲
男　

は
い
。
ほ
ん
で
、
い
ま
も
う
な
い
ん
で
す
け
ど
、

　
　

私
は
絨
毯
洗
っ
て
こ
こ
に
干
し
て
お
い
た
ん
で
す
。

　
　

の
子
。

り
ん
ご　

マ
ー
く
ん
。
も
う
、
い
ま
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
４

　
　

歳
、
５
歳
に
な
っ
て
、
下
の
弟
も
生
ま
れ
て
。

ト
ヨ　

お
し
ゃ
べ
り
に
な
っ
た
？

り
ん
ご　

お
利
口
に
な
り
ま
し
た
。

ト
ヨ　

あ
、
本
当
。

り
ん
ご　

走
り
回
っ
て
。

ト
ヨ　

ま
だ
ハ
イ
ハ
イ
し
て
歩
か
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。

り
ん
ご　

そ
う
で
す
よ
ね
、
お
し
ゃ
べ
り
も
で
き
な
か
っ

　
　

た
の
に
。

ト
ヨ　

ね
。

り
ん
ご　

早
い
な
。

ト
ヨ　

ね
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

ゲ
ス
ト
　
脇
坂
哲
男
さ
ん

　
　
　

（
浪
江
町
喫
茶
ト
レ
ド 

マ
ス
タ
ー
）

り
ん
ご　

と
き
は
遡
り
、
２
０
１
７
年
１
月
31
日
。
私
た

　
　

ち
は
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
１
集
に
登
場
い
た
だ

　
　

い
た
４
号
棟
に
お
住
ま
い
の
渡
部
茂
子
さ
ん
と
と

　
　

も
に
、
浪
江
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
案
内
い
た

　
　

だ
い
た
の
は
、
渡
部
ご
夫
妻
が
経
営
さ
れ
て
い
た

　
　

日
進
社
印
刷
所
。
そ
し
て
、
そ
の
お
隣
に
あ
る
ト

　
　

レ
ド
と
い
う
喫
茶
店
で
し
た
。
お
店
に
は
ほ
ん
の

　
　

り
と
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
、
た
く
さ
ん
の
レ
コ
ー

　
　

ド
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

そ
し
て
、
２
０
１
８
年
６
月
。
私
た
ち
は
茂
子

　
　

さ
ん
か
ら
ご
自
宅
、
そ
し
て
、
ト
レ
ド
を
解
体
す

　
　

る
こ
と
に
し
た
と
お
聞
き
し
、
解
体
前
の
姿
を
目

　
　

に
焼
き
つ
け
よ
う
と
、
再
び
浪
江
町
を
訪
れ
、
ト

　
　

レ
ド
の
マ
ス
タ
ー
、
脇
坂
哲
男
さ
ん
に
お
会
い
し

　
　

て
き
ま
し
た
。

　
　
　

ジ
ャ
ズ
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
浪
江
の
ま
ち
を

　
　

見
守
り
続
け
た
脇
坂
哲
男
さ
ん
よ
り
、
マ
イ
ル

　
　

ス
・
デ
イ
ビ
ス
『So W

hat

』
。
そ
し
て
、
脇
坂

　
　

さ
ん
と
と
も
に
ト
レ
ド
を
支
え
て
き
た
林 

広
明
さ

　
　

ん
か
ら
山
口
百
恵
『
さ
よ
な
ら
の
向
こ
う
側
』
。

　
　

思
い
出
の
音
楽
と
と
も
に
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

哲
男　

は
い
、
私
は
脇
坂
哲
男
と
申
し
ま
す
。

ア
サ
ダ　

哲
男
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ち
ょ

　
　

う
ど
い
ま
、
こ
の
ト
レ
ド
の
前
で
、
今
日
は
何
名

　
　

か
の
方
と
打
ち
合
わ
せ
さ
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
、

　
　

こ
こ
の
場
所
自
体
を
取
り
壊
さ
れ
る
？

哲
男　

は
い
、
解
体
で
す
。

ア
サ
ダ　

い
つ
ぐ
ら
い
に
こ
こ
は
解
体
さ
れ
る
予
定
な
ん

　
　

で
す
か
？

哲
男　

い
つ
で
し
ょ
う
ね
、
７
月
に
な
る
か
、
８
月
に

　
　

な
る
か
。

ア
サ
ダ　

去
年
、
渡
部
茂
子
さ
ん
に
日
進
社
印
刷
所
と
こ

　
　

の
ト
レ
ド
、
僕
ら
も
連
れ
て
き
て
い
た
だ
き
ま
し

　
　

た
。
そ
も
そ
も
こ
の
喫
茶
ト
レ
ド
は
、
ど
ん
な
お

　
　

店
か
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
も
い
い
で
す
か
？

哲
男　

も
う
40
年
や
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
昭
和
何
年

　
　

だ
ろ
、
52
年
の
12
月
に…

…

。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
で
は
じ
め
ら
れ
た
っ
て
伺
っ
た
ん
で

　
　

す
け
れ
ど
も
。

哲
男　

そ
う
で
す
。
林 

広
明
く
ん
。
同
級
生
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
浪
江
ご
出
身
で
？

哲
男　

出
身
は
、
私
は
楢
葉
町
で
す
。

ア
サ
ダ　

そ
う
な
ん
で
す
ね
。

哲
男　

林
さ
ん
が
富
岡
で
、
高
校
が
一
緒
だ
っ
た
の
。

　
　

浪
江
高
校
の
商
業
科
で
。
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　

を
や
っ
て
た
縁
で
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
長
い
で
す

　
　

ね
、
だ
い
た
い
18
歳
ぐ
ら
い
か
16
か
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
一
度
東
京
出
ら
れ
て
か
ら
戻
っ
て
こ

　
　

ら
れ
て
？

哲
男　

は
い
。東
京
に
６
年
ぐ
ら
い
。私
は
魚
屋
や
っ
て

　
　

た
ん
で
す
。
そ
の
あ
と
１
年
半
ぐ
ら
い
、
日
本
橋

　
　

の
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん
で
修
行
し
ま
し
て
。
私
ら
が

　
　

こ
こ
、
開
店
し
た
頃
は
い
っ
ぱ
い
喫
茶
店
が
あ
っ

　
　

た
ん
で
す
け
ど
、
ど
ん
ど
ん
辞
め
て
っ
ち
ゃ
っ
て

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

哲
男　

ち
ょ
う
ど
昔
は
近
く
に
役
場
が
あ
っ
た
ん
で
す

　
　

よ
。
い
ま
の
郵
便
局
の
と
こ
が
役
場
で
、
毎
朝
も

　
　

う
。

ア
サ
ダ　

役
場
の
方
は
多
い
で
す
よ
ね
、お
客
さ
ん
、き
っ

　
　

と
。

哲
男　

８
時
前
頃
か
ら
、
７
時
ぐ
ら
い
か
ら
、
い
つ
も

　
　

コ
ー
ヒ
ー
用
意
し
て
待
っ
て
て
。

ア
サ
ダ　

い
ま
ち
ょ
う
ど
ね
、
メ
ニ
ュ
ー
が
確
か
そ
の
へ

　
　

ん
に
。

哲
男　

う
ん
。
メ
ニ
ュ
ー
は
こ
っ
ち
ド
リ
ン
ク
で
、
あ

　
　

と
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
、
セ
ッ
ト

　
　

で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
結
構
音
楽
を
お
店
で
か
け
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？ 

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。
ジ
ャ
ズ
喫
茶
風
に
は
し
な
か
っ

　
　

た
ん
で
す
。
ま
あ
フ
ォ
ー
ク
も
か
け
た
り
、
あ
と

　
　

ジ
ャ
ズ
も
か
け
た
り
、
ま
あ
、
た
ま
に
ロ
ッ
ク
な

　
　

ん
か
も
。

ア
サ
ダ　

哲
男
さ
ん
ご
趣
味
と
い
う
か
、
音
楽
の
ほ
う
は
。

哲
男　

趣
味
は
フ
ォ
ー
ク
世
代
で
す
ね
。
も
う
65
で
す

　
　

か
ら
、
フ
ォ
ー
ク
で
す
ね
。
吉
田
拓
郎
と
か
、
井

ア
サ
ダ　

ま
さ
に
こ
こ
。

哲
男　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

い
ま
、
わ
れ
わ
れ
が
座
っ
て
る
ベ
ン
チ
で
す
、

　
　

ト
レ
ド
の
前
の
。

哲
男　

ほ
ん
で
、
乾
い
た
か
ら
っ
つ
っ
て
運
ぼ
う
と
し

　
　

た
ら
、
道
路
の
真
ん
な
か
へ
ん
で
ぐ
ら
ー
っ
と
来

　
　

た
ん
で
す
よ
ね
。
で
、
ド
ア
、
あ
そ
こ
し
か
な
い

　
　

か
ら
、
出
入
り
口
。
そ
ん
で
、
お
客
さ
ん
に
外
に

　
　

出
て
も
ら
っ
て
。
ま
あ
、
店
そ
の
も
の
は
大
丈
夫

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
な
か
の
赤
レ
ン
ガ
と
か
が

　
　

崩
れ
て
ま
し
て
。
倒
れ
な
く
て
良
か
っ
た
な
と
。

　
　

で
も
、
あ
そ
こ
に
あ
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
は
こ
っ
ち
に

　
　

倒
れ
て
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
。

哲
男　

い
つ
も
あ
そ
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
干
し
と
く
ん
で

　
　

す
よ
。
で
も
、
そ
の
日
は
こ
っ
ち
。

ア
サ
ダ　

本
当
で
す
ね
。
た
ま
た
ま
こ
っ
ち
に
そ
の
日
、

　
　

こ
ち
ら
に
干
さ
れ
て
て
。

哲
男　

だ
か
ら
、
で
な
か
っ
た
ら
私
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
下

　
　

敷
き
に
な
っ
て
た
か
も
し
ん
な
い
。
ち
ょ
う
ど
そ

　
　

の
時
間
だ
か
ら
ね
。
で
、
あ
そ
こ
に
あ
る
奥
の
ほ

　
　

う
の
自
転
車
が
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

　
　

自
転
車
が
助
け
て
く
れ
た
、
私
の
無
事
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
か
。

哲
男　

え
え
。
す
ご
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
、
あ
の
と
き

　
　

の
揺
れ
は
、
う
ん
。

ア
サ
ダ　

み
ん
な
に
と
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
こ
こ
は
ひ
と
つ

　
　

の
そ
う
い
う
た
ま
り
場
と
い
う
か
。

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
若
者
を
中
心
に
、
何

　
　

か
を
ね
、
ま
あ
ジ
ャ
ズ
を
み
ん
な
に
幅
広
く
伝
え

　
　

た
り
、
あ
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
め
い
っ
ぱ
い
体
を

　
　

動
か
し
て
。
ま
あ
、
こ
の
ま
ち
に
来
て
、
や
っ
ぱ

　
　

り
ジ
ャ
ズ
を
広
め
て
、
み
な
さ
ん
に
ジ
ャ
ズ
っ
て

　
　

こ
う
い
う
も
ん
だ
よ
っ
て
い
う
も
の
を
聴
い
て
も

　
　

ら
っ
た
だ
け
で
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
う

　
　

40
年
ち
ょ
っ
と
で
歴
史
は
終
わ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た

　
　

け
ど
ね
。

ア
サ
ダ　

は
い
。
今
日
は
喫
茶
ト
レ
ド
を
経
営
さ
れ
て
い

　
　

た
脇
坂
哲
男
さ
ん
に
ゲ
ス
ト
に
お
越
し
い
た
だ
き

　
　

ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
山
口
百
恵『
さ
よ
な
ら
の
向
こ
う
側
』が
流
れ

　
　

る
）

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
第
５
集
「
変
化
と
連
な
り

　
　

さ
よ
な
ら
の
か
わ
り
に
」、い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

　
　

う
か
？

　
　
　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
で
は
リ
ク
エ
ス
ト
を
募
集

　
　

し
て
お
り
ま
す
。
C
D
と
同
封
さ
れ
て
い
た
リ
ク

　
　

エ
ス
ト
カ
ー
ド
に
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲
名
と

　
　

歌
手
名
、
そ
し
て
、
そ
の
曲
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

　
　

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
、
団
地
の
集
会
場
の
黄

　
　

色
い
専
用
の
ポ
ス
ト
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ま
た
、
C
D
デ
ッ
キ
も
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
　

何
名
か
の
住
民
の
方
か
ら
、
「
聴
き
た
い
け
ど
家

　
　

に
機
械
が
な
い
か
ら
聴
け
な
い
」
と
い
う
ご
意
見

　
　

も
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
い
つ
で
も
C
D
デ
ッ

　
　

キ
を
ご
自
宅
ま
で
お
持
ち
し
ま
す
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
春
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
が
、
ま
だ

　
　

少
し
寒
さ
が
続
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
あ

　
　

た
た
か
く
し
て
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
お
届
け
し

　
　

ま
し
た
の
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
パ
ー
ソ
ナ
リ

　
　

テ
ィ
ー
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
、
榊 

裕
美
、
江
尻
浩
二

　
　

郎
で
し
た
。
そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
、
ご
き
げ
ん
よ

　
　

う
。
さ
よ
う
な
ら
。

 8. 楽曲３／フランク永井 『おまえに』

 9. エピソード5／トヨさんの戦中戦後と窓辺で聴いたあの曲

10. 楽曲4／石原裕次郎 『夜霧よ今夜も有難う』

11. エピソード６／原田ご夫妻のいま 下神白団地での思い出とみなさんへ

12. お知らせコーナー／ゲスト：脇坂哲男さん
                              （浪江町喫茶トレド マスター）

　    楽曲5／マイルス・デイビス 『So What』

          楽曲6／山口百恵 『さよならの向こう側」

13. エンディング

1. オープニング

2. エピソード１／横山晴男さんののど自慢大会

3. 楽曲１／小林 旭 『昔の名前で出ています』

4. エピソード２／横山ご夫妻の出会い～洋子さんがレコードを聴いた夜

5. 楽曲２／ちあきなおみ 『喝采』

6. エピソード３／横山ご夫妻のいま 下神白団地での思い出とみなさんへ

7. エピソード4／原田ご夫妻の出会い～東京・横浜時代と洋星さんのあの曲

変
化
と
連
な
り 

さ
よ
な
ら
の
か
わ
り
に

原田洋星さん

原田トヨさん

横山晴男さん

横山洋子さん

脇坂哲男さん

変化と連なり さよならのかわりに

江尻浩二郎 アサダワタル

収録内容

りんご（榊 裕美）
さかき



　
　

き
ま
し
た
よ
ね
。
最
初
に
晴
男
さ
ん
か
ら
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
カ
ー
ド
を
い
た
だ
い
て
、
そ
の
あ
と
、
晴
男

　
　

さ
ん
と
洋
子
さ
ん
、
ふ
た
り
と
も
リ
ク
エ
ス
ト
を

　
　

い
た
だ
い
た
。
で
、
晴
男
さ
ん
の
ほ
う
が
、
井
沢

　
　

八
郎
『
男
傘
』
っ
て
い
う
曲
で
し
た
よ
ね
。
僕
、

　
　

あ
の
曲
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
　
　

の
ど
自
慢
大
会
か
で
歌
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ

　
　

れ
っ
て
い
つ
頃
？

晴
男　

18
歳
の
と
き
だ
か
ら
、
ま
あ
50
年
は
ま
わ
っ
た

　
　

な
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
、
浪
江
で
や
っ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

浪
江
の
手
前
の
双
葉
町
。
あ
の
頃
の
体
育
館
っ

　
　

て
、
落
成
記
念
っ
て
い
う
と
そ
う
い
う
お
祭
り
を

　
　

や
っ
て
、
N
H
K
さ
ん
の
こ
と
呼
ば
っ
て
、
あ
ち

　
　

こ
ち
で
の
ど
自
慢
多
か
っ
た
の
。
昭
和
43
年
頃
だ
。

ア
サ
ダ　
『
男
傘
』
を
歌
お
う
っ
て
な
っ
た
の
は
、
な
ぜ

　
　

で
す
か
？

晴
男　

ま
あ
い
た
ず
ら
だ
よ
、
ど
う
っ
て
こ
と
な
い
。

　
　

聴
い
た
だ
け
で
、
練
習
な
ん
か
し
て
な
い
よ
。

ア
サ
ダ　

あ
の
曲
っ
て
、
か
な
り
勇
ま
し
い
曲
じ
ゃ
な
い

　
　

で
す
か
。

晴
男　

は
い
。
あ
の
声
で
は
歌
え
ね
え
け
ど
も
、
井
沢

　
　

八
郎
は
高
音
で
い
い
声
出
し
て
ん
だ
、
も
と
は
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
。
高
音
だ
け
れ
ど
も
、
ど
や
す

　
　

よ
う
な
感
じ
っ
て
い
う
か
。

晴
男　

そ
う
そ
う
そ
う
そ
う
。

　
　
　
（
井
沢
八
郎
『
男
傘
』
が
流
れ
る
）

ア
サ
ダ　

ち
な
み
に
結
果
か
ら
聞
き
ま
す
け
ど
、
あ
の
キ

　
　

ン
コ
ン
カ
ン
コ
ン
カ
ー
ン…

…

。

晴
男　

２
点
で
す
、
２
点
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。『
ラ
ジ
オ
下
神
白

　
　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。

　
　

こ
の
C
D
で
は
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん

　
　

の
ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深

　
　

い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　

第
５
集
の
テ
ー
マ
は
「
変
化
と
連
な
り　

さ
よ

　
　

な
ら
の
か
わ
り
に
」
。
下
神
白
団
地
に
住
ま
わ
れ

　
　

た
あ
と
に
、
も
と
の
ま
ち
に
戻
ら
れ
た
り
、
別
の

　
　

ま
ち
へ
と
転
居
さ
れ
た
住
民
さ
ん
の
声
を
収
録
し

　
　

ま
し
た
。
元
４
号
棟
住
民
で
、
現
在
、
南
相
馬
在

　
　

住
の
横
山
晴
男
さ
ん
・
洋
子
さ
ん
ご
夫
妻
。
元
２

　
　

号
棟
住
民
で
、
現
在
富
岡
町
在
住
の
原
田
洋
星
さ

　
　

ん
・
ト
ヨ
さ
ん
ご
夫
妻
。そ
し
て
、お
知
ら
せ
コ
ー

　
　

ナ
ー
で
は
、
４
号
棟
の
渡
部
茂
子
さ
ん
と
親
交
の

　
　

あ
る
、
浪
江
町
の
喫
茶
ト
レ
ド
の
店
長
・
脇
坂
哲

　
　

男
さ
ん
に
も
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
い
ま
の
生
活
の
現
状
と
と
も
に
、

　
　

下
神
白
団
地
で
つ
な
が
っ
た
一
人
ひ
と
り
へ
の
感

　
　

謝
の
思
い
が
声
と
音
楽
で
綴
ら
れ
ま
す
。　
　
　

　
　
　

ま
ず
は
横
山
晴
男
さ
ん
、
洋
子
さ
ん
ご
夫
妻
で

　
　

す
。
横
山
晴
男
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
小
林 

旭

　
　

で
『
昔
の
名
前
で
出
て
い
ま
す
』。そ
し
て
、
洋
子

　
　

さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
ち
あ
き
な
お
み
で
『
喝

　
　

采
』
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

横
山
晴
男
さ
ん
の
の
ど
自
慢
大
会
　

ア
サ
ダ　

リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
入
れ
る
黄
色
い
ポ
ス
ト

　
　

は
、
晴
男
さ
ん
と
平
子
さ
ん
に
つ
く
っ
て
い
た
だ

晴
男　

た
ま
た
ま
。
１
点
っ
て
い
う
時
代
も
あ
っ
た
ん

　
　

だ
、
あ
の
頃
は
。

ア
サ
ダ　

１
点
？　

容
赦
な
い
で
す
ね
。

晴
男　

う
ん
。
こ
ん
な
格
好
で
、
ジ
ー
パ
ン
は
い
て
、

　
　

シ
ャ
ツ
着
て
。

ア
サ
ダ　

ジ
ー
パ
ン
い
い
で
す
ね
。

晴
男　

予
選
も
同
じ
よ
う
な
支
度
で
行
っ
て
、
ま
あ
、

　
　

歌
い
方
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん
だ
ね
。
若
い
し
、

　
　

一
回
テ
レ
ビ
に
出
す
か
っ
て
。
ほ
ん
で
、
出
し
て

　
　

も
ら
っ
た
。

ア
サ
ダ　

お
お
！

晴
男　

だ
か
ら
、
本
番
の
テ
レ
ビ
で
も
映
っ
て
る
の
。

　
　

み
ん
な
テ
レ
ビ
に
く
ぎ
づ
け
だ
っ
た
。
や
っ
と
テ

　
　

レ
ビ
も
一
家
に
１
台
く
ら
い
ず
つ
普
及
し
た
か
ら
。

　
　
（
テ
レ
ビ
）出
た
ら
、俺
も
小
僧
だ
っ
た
か
ら
「
な

　
　

ん
だ
お
前
の
と
こ
ろ
の
息
子
、
よ
く
が
ん
ば
っ
た

　
　

も
ん
だ
」
な
ん
て
や
っ
ち
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
歌
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

晴
男　

で
も
、
駄
目
だ
っ
た
の
。

洋
子　

お
ば
あ
さ
ん
が
好
き
だ
っ
た
の
ね
。
似
て
ん

　
　

じ
ゃ
な
い
の
？

ア
サ
ダ　

え
、
お
母
さ
ん
が
っ
て
こ
と
で
す
か
？

晴
男　

お
ふ
く
ろ
は
う
ま
く
て
。
み
ん
な
か
ら
、
歌
え

　
　

歌
え
な
ん
て
や
っ
ち
、
ど
こ
さ
行
っ
て
も
歌
っ
て

　
　

た
。

洋
子　

お
母
さ
ん
は
、
何
か
の
拍
子
で
集
ま
っ
て
歌
っ

　
　

て
た
ね
。

晴
男　

ほ
ら
、
部
落
の
婦
人
会
で
、
１
泊
で
湯
入
る
な

　
　

ん
て
あ
っ
た
時
代
だ
も
ん
。
そ
れ
に
行
く
と
、
必

　
　

ず
歌
っ
て
た
っ
て
い
う
話
だ
。

洋
子　

や
っ
ぱ
り
一
番
最
初
に
歌
っ
た
み
た
い
で
。

晴
男　

お
ふ
く
ろ
も
な
。

変化と連なり さよならのかわりに

　
　

た
っ
て
ね
。
一
番
早
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す

　
　

よ
、
こ
の
人
。

晴
男　

結
婚
し
た
の
が
早
か
っ
た
ん
だ
、
俺
は
。

洋
子　

同
級
生
の
な
か
で
。

晴
男　

ち
ょ
う
ど
25
に
な
っ
た
と
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

晴
男　

う
ん
、お
や
じ
、お
ふ
く
ろ
も
そ
ろ
そ
ろ
と
思
っ

　
　

て
、
帰
っ
て
き
た
ら
た
ま
た
ま
な
、
隣
組
の
お
ば

　
　

あ
さ
ん
に
言
わ
っ
ち
な
。
ほ
ん
で
会
っ
た
ら
、
い

　
　

い
っ
て
言
う
か
ら
し
ょ
う
な
い
か
ら
も
ら
っ
た
わ

　
　

い
な
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

も
ら
っ
た
わ
い
な
。

洋
子　

し
ょ
う
な
い
か
ら
だ
っ
て
（
笑
）。
失
礼
だ
よ

　
　

ね
、
ア
サ
ダ
さ
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
言
い
方
し
ま
し
た
ね
、
い
ま
ね
、
晴
男

　
　

さ
ん
ね
。

洋
子　

ね
え
。

晴
男　

俺
は
若
い
う
ち
、す
ご
く
や
っ
た
べ
や
。出
会
っ  

　
　

た
頃
は
ね
。
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
と
か
盛
ん
に
歌
っ
て

　
　

た
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
は
い
は
い
。

洋
子　
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』
か
？

晴
男　
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』
と
か
。　
　
　

ア
サ
ダ　

レ
コ
ー
ド
も
持
っ
て
た
り
と
か
さ
れ
た
ん
で
す

　
　

か
、
晴
男
さ
ん
っ
て
。

洋
子　

レ
コ
ー
ド
は
う
ち
に
あ
り
ま
す
、
浪
江
に
。

晴
男　

う
ん
、
持
っ
て
る
べ
や
。

ア
サ
ダ　

あ
、
浪
江
に
残
っ
て
る
ん
で
す
か
。

晴
男　

ま
だ
こ
こ
さ
持
っ
て
こ
ら
ん
ね
え
か
ら
、
孫
た

　
　

ち
来
っ
か
ら
。

洋
子　

倉
庫
に
あ
り
ま
す
。

晴
男　

そ
ん
な
も
の
、
投
げ
ろ
（
捨
て
ろ
）
っ
て
言
う

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

浪
江
に
ま
だ
倉
庫
は
あ
る
ん
で
す
か
？

晴
男　

あ
り
ま
す
、
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

で
、
そ
こ
に
レ
コ
ー
ド
も
置
い
て
ら
っ
し
ゃ

　
　

る
？

晴
男　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

へ
え
。

晴
男　

あ
れ
の
向
か
い
側
に
倉
庫
あ
る
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。
そ
の
隣
の
お
う
ち
は
壊
さ

　
　

れ
た
け
ど
。

晴
男　

う
ん
、
そ
れ
だ
け
は
置
い
た
の
。

洋
子　

倉
庫
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
両
方

　
　

で
、
昔
の
何
つ
う
の
？

晴
男　

テ
ク
ニ
ク
ス
だ
。

洋
子　

っ
て
言
う
ら
し
い
。
そ
れ
は
残
っ
て
る
よ
。

ア
サ
ダ　

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
ス
ピ
ー
カ
ー
と
ア
ン

　
　

プ
が
あ
っ
て
。

晴
男　

ラ
ジ
オ
も
あ
る
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
す
ご
い
。
見
に
行
き
た
い
な
、
そ
れ
は
。

洋
子　

あ
、
見
に
行
き
た
い
（
笑
）？

　
　
　

　
　
　
（
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』　

　

が
流
れ
る
。
倉
庫
で
レ
コ
ー
ド
を
探
す
一
同
）

晴
男　

配
電
盤
で
す
。

ア
サ
ダ　

配
電
盤
？

晴
男　

角
。
な
か
に
入
っ
て
。
あ
あ
、
そ
こ
そ
こ
。

ア
サ
ダ　

わ
か
り
ま
し
た
、
わ
か
り
ま
し
た
、
ど
こ
か
。

洋
子　

こ
れ
で
す
よ
、
ア
サ
ダ
さ
ん
。

ア
サ
ダ　

お
お
。

晴
男　

こ
れ
、
昭
和
41
年
だ
か
２
年
に
買
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

っ
て
こ
と
は
、『
の
ど
自
慢
』
に
出
る
と
き
が

　
　

昭
和
43
年…

…

。

晴
男　

あ
あ
、
そ
の
頃
、
そ
の
頃
。

ア
サ
ダ　

お
お
。
す
ご
い
。

晴
男　

あ
、
西
川
峰
子
だ
。　
　

洋
子　

西
川
峰
子
ね
。

晴
男　

西
川
峰
子
と…

…

。

ア
サ
ダ　

小
柳
ル
ミ
子
。

洋
子　

ち
あ
き
な
お
み
。

晴
男　

ど
こ
さ
か
い
っ
た
な
、
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
。
ほ
ら
、

　
　

言
っ
て
る
。

ア
サ
ダ　

あ
、
仰
っ
て
ま
し
た
ね
、
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
。
こ

　
　

の
レ
コ
ー
ド
は
洋
子
さ
ん
も
聴
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
ん
で
す
か
？

洋
子　

私
は
震
災
前
は
聴
い
て
た
よ
、
う
ん
。
西
川
峰

　
　

子
の
何
だ
っ
け
な
、
こ
れ
じ
ゃ
な
く
て
。
キ
ン
キ

　
　

ラ
だ
か
ん
ね
、
こ
の
人
ね
。

ア
サ
ダ　

何
そ
れ
、
キ
ン
キ
ラ
っ
て
。

洋
子　

あ
な
ん
か
こ
う
い
う
、こ
の
方
っ
て
、ハ
ス
キ
ー

　
　

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

そ
の
曲
の
名
前
っ
て
わ
か
り
ま
す
？

洋
子　

わ
か
ん
な
い
、
忘
れ
た
。
「
あ
な
た
に
あ
げ
る

　
　

何
と
か
何
と
か
」
っ
て
い
う
歌
だ
け
ど
。
そ
れ

　
　
（
レ
コ
ー
ド
を
）
回
し
ち
ゃ
え
ば
わ
か
る
け
れ
ど

　
　

も
、
壊
れ
て
っ
か
ら
で
き
な
い
。
載
っ
て
な
い
で

　
　

す
か
？

ア
サ
ダ　

歌
詞
は
載
っ
て
ま
す
。

　
　
　
（
西
川
峰
子
『
あ
な
た
に
あ
げ
る
』
が
流
れ

　
　
　

る
）

ア
サ
ダ　

ど
う
い
う
と
き
に
洋
子
さ
ん
っ
て
音
楽
聴
い
て

　
　

た
の
？

洋
子　

ど
う
い
う
と
き
？　

う
ー
ん
、
ご
飯
食
べ
て

　
　

ほ
っ
と
し
た
と
き
。
家
事
の
と
き
は
聴
か
な
い
で

洋
子　

こ
っ
ち
は
上
手
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

そ
の
へ
ん
、
ま
あ
血
だ
ね
。

洋
子　

お
じ
い
さ
ん
は
横
笛
で
、
盆
踊
り
の
と
き
は

　
　

や
っ
ぱ
り
頼
ま
れ
な
く
て
も
自
分
で
笛
持
っ
て
っ

　
　

て（
笑
）。

ア
サ
ダ　

も
う
ね
、
や
る
も
ん
だ
っ
て
い
う
感
じ
。

洋
子　

そ
う
そ
う
そ
う
。

晴
男　

70
過
ぎ
ま
で
吹
い
て
た
か
ん
ね
。
結
構
達
者

　
　

だ
っ
た
ん
だ
わ
、
笛
吹
き
は
。

ア
サ
ダ　

笛
吹
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
、
お
父
さ
ま
は
。

晴
男　

２
代
目
覚
え
ろ
っ
て
や
っ
て
た
ね
。
私
は
駄
目

　
　

だ
な
。

一
同　
（
笑
）。

洋
子　

結
構
難
し
い
も
ん
ね
。

晴
男　

大
工
仕
事
は
で
き
っ
け
ど
、
そ
の
ほ
か
の
こ
と

　
　

は
駄
目
な
ん
だ
。
不
器
用
で
。

江
尻　

い
や
、
ま
だ
遅
く
ね
え
な
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

大
工
仕
事
で
基
礎
は
積
ん
で
ま
す
も
ん
ね
。

洋
子　

い
や
、
難
し
い
。
息
も
続
か
な
い
よ
、
あ
の
笛

　
　

は
、
き
っ
と
。

晴
男　

う
ん
、
確
か
に
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
吹
い
た
ん
だ

　
　

よ
、
俺
は
。
お
ふ
く
ろ
の
教
え
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

お
母
さ
ま
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
も
吹
い
て
、
歌
も

　
　

歌
っ
て
、
お
父
さ
ん
は
横
笛
を
？

晴
男　

う
ん
。
う
ち
の
い
と
こ
も
一
回
、
遠
藤 

実
先
生

　
　

に
つ
い
て
、
で
も
や
っ
ぱ
り
お
金
の
面
で
途
中
で

　
　

諦
め
た
の
。

ア
サ
ダ　

歌
唱
の
指
導
で
す
か
。

晴
男　

う
ん
。
俺
も
本
当
は
２
０
０
万
あ
っ
と
、
あ
の

　
　

当
時
、
プ
ロ
歌
手
に
な
れ
て
た
ん
だ
っ
た
。

洋
子　

初
め
て
聞
い
た
！

晴
男　

小
林 

旭
が
お
じ
の
甥
っ
子
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

え
！　

つ
な
が
り
が
あ
る
ん
で
す
ね
、
小
林 

旭

　
　

さ
ん
と
。

晴
男　

い
ま
で
も
健
在
。
あ
り
ま
す
あ
り
ま
す
、
東
京

　
　

渋
谷
で
ね
。

ア
サ
ダ　

大
ス
タ
ー
で
す
ね
。

晴
男　

う
ん
、
あ
そ
こ
は
多
摩
川
の
上
だ
か
ら
、
荒
川

　
　

で
ね
え
、
何
つ
っ
た
っ
け
な
。
上
野
毛
。
そ
こ
で

　
　

ね
、
お
寺
や
っ
て
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

へ
え
。

晴
男　

そ
こ
の
お
じ
の
奥
さ
ん
が
、
小
林 

旭
の
お
ふ
く

　
　

ろ
の
妹
な
の
。

ア
サ
ダ　

お
お
、
近
い
な
、
そ
れ
（
笑
）。

晴
男　

お
ふ
く
ろ
は
会
っ
て
る
よ
、
た
ぶ
ん
。
俺
は
行

　
　

か
な
か
っ
た
け
ど
な
。
た
だ
、
２
０
０
万
く
ら
い

　
　

あ
れ
ば
大
丈
夫
だ
よ
っ
て
や
つ
、
あ
の
当
時
。
昭

　
　

和
50
年
頃
。

ア
サ
ダ　

当
時
の
２
０
０
万
っ
て
い
う
の
は
、
結
構
な
額

　
　

で
す
よ
ね
。

晴
男　

う
ん
、
い
ま
の
２
０
０
０
万
か
、
そ
ん
く
ら
い

　
　

か
か
っ
た
ん
だ
な
、
プ
ロ
歌
手
に
な
る
に
は
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

い
や
、
も
う
最
初
か
ら
諦
め
て
た
。

一
同　
（
笑
）。

　
　
　
（
小
林 

旭
『
昔
の
名
前
で
出
て
い
ま
す
』
が
流

　
　

れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

横
山
ご
夫
妻
の
出
会
い

　
　
〜
洋
子
さ
ん
が
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
た
夜

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
は
い
つ
ぐ
ら
い
に
、
ど
ん
な
ふ
う
に

　
　

出
会
わ
れ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

私
ど
も
は
昭
和
50
年
に
一
緒
に
な
り
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

晴
男　

私
は
昭
和
46
年
に
東
京
に
出
て
っ
て
、
49
年
に

　
　

帰
っ
て
来
た
ん
で
す
。
修
業
し
な
が
ら
。

ア
サ
ダ　

大
工
の
お
仕
事
の
修
業
で
す
か
？

晴
男　

は
い
。
そ
の
前
に
帰
っ
て
来
た
の
か
？　

だ
い

　
　

た
い
同
じ
ぐ
ら
い
だ
ろ
、
お
前
と
俺
。

洋
子　

私
は
49
年
に
帰
っ
て
き
て
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
同
じ
で
す
よ
ね
。

洋
子　

は
い
。

洋
子　

静
岡
な
ん
で
す
。

晴
男　

浜
松
だ
な
。

洋
子　

や
っ
ぱ
り
、
二
十
歳
の
頃
帰
っ
て
き
た
い
っ
て

　
　

い
う
か
、
そ
れ
で
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

洋
子
さ
ん
も
浪
江
？

洋
子　

私
は
小
高
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

当
時
、
何
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
。

晴
男　

縫
製
業
だ
べ
や
。

洋
子　

仲
人
さ
ん
（
を
や
る
の
が
）
好
き
な
人
が
近
く

　
　

に
い
て
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ん
で
す
け
ど
。

晴
男　

そ
う
だ
な
、
昔
で
い
う
、
お
見
合
い
み
た
い
な

　
　

も
ん
で
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

洋
子　
「
ど
う
だ
い
？
」と
か
っ
て
、そ
れ
で
知
り
合
っ

　
　

た
み
た
い
な
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。
結
構
人
ご
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

一
同　
（
笑
）。

晴
男　

結
構
年
離
っ
ち
ん
だ
、
こ
れ
と
俺
で
。

洋
子　

５
つ
で
す
よ
、
そ
ん
な
ね
、
20
も
30
も
（
離
れ

　
　

て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
）。
私
は
昭
和
30
年（
生
ま

　
　

れ
）
で
す
か
ら
。
こ
っ
ち
は
24
年
（
生
ま
れ
）
な

　
　

ん
だ
け
ど
。
そ
ん
な
に
ね
、
離
れ
て
る
っ
つ
っ

61 60

　
　

み
ん
な
お
ら
よ
り
も
30
も
40
も
お
っ
き
な
人
ば
っ

　
　

か
り
だ
か
ら
、
わ
か
ん
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

３
年
間
、
下
神
白
に
暮
ら
さ
れ
て
、
い
ま
も
連

　
　

絡
取
っ
た
り
す
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

洋
子　

は
い
。
あ
っ
ち
に
い
た
と
き
は
楽
し
か
っ
た
け

　
　

ど
、
こ
こ
に
来
て
み
れ
ば
生
活
が
あ
れ
し
て
る

　
　

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
　
　

私
は
病
院
に
行
っ
て
る
と
き
は
、
必
ず
じ
ゃ
な

　
　

い
け
ど
、
火
曜
日
と
木
曜
日
の
カ
フ
ェ
の
日
に
は

　
　

な
る
べ
く
合
わ
す
よ
う
に
し
て
ん
だ
け
ど
、
や
っ

　
　

ぱ
り
半
日
が
病
院
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、

　
　

な
か
な
か
。

晴
男　

わ
り
と
、
お
前
は
楽
し
ん
だ
ど
。

一
同　
（
笑
）。

晴
男　

う
ん
、
下
神
白
で
は
。

洋
子　

だ
っ
て
、
こ
の
人
は
何
に
も
あ
れ
で
（
笑
）。

晴
男　

俺
は
ま
あ…

…

。

洋
子　

男
と
女
の
あ
れ
だ
わ
い
ね
。

晴
男　

あ
れ
な
、
大
工
仕
事
し
て
て
な
、
お
茶
飲
め
ん

　
　

か
っ
た
っ
ち
。
ま
あ
、
た
ま
に
１
杯
ぐ
ら
い
ご
ち

　
　

そ
う
に
な
っ
た
け
ど
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

女
の
人
の
ほ
う
が
そ
う
い
う
の
強
い
も
ん
。
交

　
　

流
す
る
の
は
男
の
人
、
下
手
だ
も
ん
ね
。

洋
子　

う
ん
。

晴
男　

俺
、
お
金
出
し
て
カ
フ
ェ
入
っ
た
こ
と
ね
え
ん

　
　

だ
か
ら
、
ま
だ
。

一
同　
（
笑
）。

洋
子　

こ
こ
に
来
た
ら
、
そ
う
い
う
あ
れ
が
な
い
か
ら
。

晴
男　

い
や
、
い
い
か
ら
来
て
飲
め
っ
て
言
わ
れ
た
ん

　
　

だ
け
ん
ど
。

洋
子　

私
は
楽
し
か
っ
た
よ
。

晴
男　

う
ん
、
楽
し
ん
だ
べ
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

平
子
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
も
下
神
白
で
す
か
？

晴
男　

う
ん
、
そ
こ
で
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

も
と
も
と
知
り
合
い
じ
ゃ
な
く
て
、
下
神
白
で

　
　

出
会
っ
た
？

晴
男　

う
ん
。
ま
あ
昔
の
話
聞
く
と
、
た
ぶ
ん
若
い
頃

　
　

は
行
き
会
っ
て
っ
か
も
わ
か
ん
ね
え
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
、
い
い
話
だ
な
。

晴
男　

私
浪
江
で
、
あ
ち
ら
の
方
は
富
岡
だ
か
ら
。
で
、

　
　

同
じ
建
設
会
社
の
も
た
ま
に
か
じ
っ
た
こ
と
も

　
　

あ
っ
か
ら
。「
ど
こ
ど
こ
さ
行
っ
て
た
」
っ
て
話

　
　

し
た
ら
、「
あ
、
俺
も
行
っ
て
た
ど
」
っ
て
言
っ

　
　

た
か
ら
、
平
子
さ
ん
も
「
俺
も
そ
こ
の
下
請
け
も

　
　

ら
っ
て
や
っ
て
た
よ
」
っ
つ
っ
た
の
。

　
　
　

平
子
さ
ん
が
ラ
ジ
オ
体
操
終
わ
っ
と
、
そ
の
時

　
　

間
に
俺
、行
く
の
。富
岡
で
お
い
っ
ち
に
っ
て
や
っ

　
　

て
っ
か
ら
。
あ
の
頃
ね
、
８
０
０
０
歩
歩
い
て
た

　
　

ん
で
す
、
毎
日
。
も
う
あ
れ
か
ら
、
も
う
丸
１
年

　
　

歩
っ
て
な
い
な
。
去
年
ま
で
は
席
取
り
に
も
行
っ

　
　

た
の
、
花
火
大
会
の
。

洋
子　

小
名
浜
の
ね
。

晴
男　

う
ん
、
席
取
り
に
行
っ
て
た
ん
だ
よ
、
ふ
た
り

　
　

で
。
朝
５
時
起
き
し
て
、
テ
ー
プ
貼
っ
て
。
だ
か

　
　

ら
、
お
ば
あ
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
、
み
ん
な
来
た

　
　

よ
。
打
ち
上
げ
花
火
。

洋
子　

最
高
だ
っ
た
、だ
か
ら
、３
年
間
見
せ
て
も
ら
っ

　
　

た
け
ど
。

晴
男　

ま
あ
平
子
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
で
ね
、
仕
事
な

　
　

り
遊
び
な
り
、
散
歩
に
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
、

　
　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
と
、
佐

　
　

山
さ
ん
ら
に
も
い
ろ
い
ろ
ご
心
配
か
け
た
こ
と
も

　
　

あ
る
し
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

　
　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

洋
子　

下
神
白
の
み
な
さ
ん
、
３
年
間
い
ろ
い
ろ
お
世

　
　

話
に
な
り
ま
し
た
。
や
っ
と
自
分
の
う
ち
に
来
て
、

　
　

安
心
っ
て
い
う
か
、
不
安
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
ま

　
　

あ
そ
こ
そ
こ
慣
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
こ
れ
か

　
　

ら
、
ど
う
す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
も
、
が

　
　

ん
ば
っ
て
、
ま
あ
高
齢
者
の
方
は
身
体
に
気
を
付

　
　

け
て
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

原
田
ご
夫
妻
の
出
会
い

　
　
〜
東
京
・
横
浜
時
代
と
洋
星
さ
ん
の
あ
の
曲

江
尻　

続
い
て
は
、
元
２
号
棟
に
お
住
ま
い
で
、
現
在

　
　

は
富
岡
町
に
戻
ら
れ
た
、
原
田
洋
星
さ
ん
・
ト
ヨ

　
　

さ
ん
の
ご
夫
妻
で
す
。

　
　
　

集
会
場
の
カ
フ
ェ
で
隣
り
合
わ
せ
た
ト
ヨ
さ
ん

　
　

か
ら
、
レ
コ
ー
ド
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
い
う
お
話

　
　

を
伺
っ
た
の
は
、
も
う
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
で
、

　
　

ぜ
ひ
見
せ
て
く
だ
さ
い
と
団
地
の
部
屋
を
訪
ね
た

　
　

の
は
、
２
０
１
７
年
３
月
９
日
の
こ
と
で
し
た
。

　
　

も
う
一
度
、
改
め
て
お
話
を
伺
お
う
と
考
え
て
い

　
　

た
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
お
ふ
た
り
は

　
　

富
岡
町
に
戻
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
い
や
、
残

　
　

念
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ト
ヨ
さ
ん
が
遊
び
に

　
　

来
て
く
だ
さ
い
な
ん
て
言
っ
て
く
だ
さ
る
も
ん
で

　
　

す
か
ら
、
私
た
ち
は
厚
か
ま
し
く
も
雁
首
そ
ろ
え

　
　

て
、
本
当
に
伺
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　

小
春
日
和
の
昼
下
が
り
、
早
速
い
ま
、
目
の
前

　
　

に
お
ふ
た
り
の
思
い
出
の
、
た
く
さ
ん
の
レ
コ
ー

　
　

ド
が
広
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

す
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
落
ち
着
い
た
と
き
に
、
自
分
で
そ
う

　
　

や
っ
て
レ
コ
ー
ド
か
け
て
、
針
落
と
し
て
聴
く
？

洋
子　

は
い
は
い
。

ア
サ
ダ　

っ
て
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間

　
　

に
、
わ
ざ
わ
ざ
音
楽
聴
い
て
た
の
ね
。

洋
子　

そ
う
で
す
ね
。
家
事
の
と
き
は
、
ま
あ
こ
れ

　
　
（
L
P
レ
コ
ー
ド
）
だ
と
結
構
、
（
収
録
）
時
間

　
　

あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
１
曲
じ
ゃ
な
い
か
ら
。

　
　

か
け
と
い
た
ら
。

ア
サ
ダ　

ア
ル
バ
ム
だ
か
ら
ね
、
L
P
で
。
そ
っ
か
そ
っ

　
　

か
。

洋
子　

こ
れ（
シ
ン
グ
ル
レ
コ
ー
ド
）は
す
ぐ
聴
い
ち
ゃ

　
　

う
か
ら
さ
、
終
わ
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
？

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
す
ぐ
終
わ
っ
ち
ゃ
う
も
ん
ね
。

洋
子　

う
ん
う
ん
。
だ
か
ら
、
こ
れ
で
は
ち
ょ
っ
と
。

ア
サ
ダ　

か
け
な
が
ら
何
か
し
て
た
？　

そ
れ
と
も
、
わ

　
　

り
と
ゆ
っ
く
り
が
多
か
っ
た
？

洋
子　

黙
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
飲
む
と
か
そ
れ
ぐ
ら
い
だ
っ

　
　

た
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。そ
れ
っ
て
、お
子
さ
ん
が
ち
っ

　
　

さ
か
っ
た
頃
？

洋
子　

う
ー
ん
、
中
学
か
な
。
ち
っ
ち
ゃ
い
と
き
は
、

　
　

ま
あ
寝
か
し
て
、
そ
ん
と
き
く
ら
い
だ
ね
、
あ
ん

　
　

ま
り
（
音
を
）
高
く
は
で
き
な
い
、
起
き
ち
ゃ
う

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

洋
子　

歌
う
こ
と
は
で
き
な
い
け
ど
、
音
痴
だ
か
ら
。

　
　

聴
く
こ
と
は
ね
、
み
な
さ
ん
の
歌
っ
て
る
の
を
聴

　
　

い
た
り
、
そ
れ
く
ら
い
は
。
自
分
で
歌
う
っ
て
い

　
　

う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
自
信
が
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

こ
こ
の
居
間
で
、
夜
に
？

洋
子　

う
ん
。
で
も
、
舅
さ
ん
い
た
か
ら
、
あ
ん
ま
り

　
　

ボ
リ
ュ
ー
ム
高
く
は
で
き
な
い
ん
だ
。
年
寄
り
っ

　
　

て
意
外
と
早
く
休
む
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
ア
ル
バ
ム
１
枚
ず
っ
と
聴
き
な
が
ら
、

　
　

ち
ょ
っ
と
休
ん
で
た
？

洋
子　

う
ん
、
そ
う
だ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
洋
子
さ
ん
に
と
っ
て
は
ど
ん
な
時
間

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
か
ね
。

洋
子　

ど
ん
な
時
間
？

ア
サ
ダ　

わ
り
と
ゆ
っ
く
り
と
ひ
と
り
で
過
ご
せ
る
時
間

　
　

で
？

洋
子　

そ
う
だ
ね
。
ち
ょ
っ
と
飲
み
な
が
ら
な
ら
い
い

　
　

ん
だ
け
ど
、
お
父
さ
ん
飲
ま
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
、
晴
男
さ
ん
、
飲
ま
な
い
ん
だ
。
ち
ょ
っ
と

　
　

不
満
そ
う
だ
ね
（
笑
）。

洋
子　

私
は
そ
ん
な
に
大
飲
ん
べ
え
じ
ゃ
な
い
け
ど

　
　

―
―

多
少
の
、
毎
晩
は
や
ら
な
い
け
ど―

―

う
ち

　
　

の
人
は
１
杯
飲
ん
だ
ら
顔
真
っ
赤
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　
　

た
も
ん
で
す
か
ら
、
い
ま
ま
で
40
何
年
間
一
緒
に

　
　

い
る
け
ど
、
お
酒
飲
ん
で
っ
て
い
う
の
は
な
い
で

　
　

す
。

　
　
　

日
中
は
聴
け
な
い
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
農
家
な
も

　
　

ん
で
。
今
度
夜
に
な
る
と
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
高
く
し

　
　

て
は
聴
け
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ま
あ
ま
わ
り

　
　

も
ほ
ら
ね
、
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
っ
か
ら
い
い
ん
で

　
　

す
け
ど
、
あ
ん
ま
り
ボ
リ
ュ
ー
ム
出
し
ち
ゃ
う
と

　
　

ね
、
な
ん
だ
か
あ
そ
こ
の
う
ち
あ
れ
だ
な
ん
て
言

　
　

わ
れ
て
も
嫌
だ
か
ら
。
そ
ん
な
感
じ
で
聴
い
て
ま

　
　

し
た
。
も
う
何
十
年
前
だ
よ
な
。
ち
あ
き
な
お
み

　
　

の
は
ほ
ら
、
い
ま
も
C
D
で
聴
い
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

ち
あ
き
な
お
み
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。

洋
子　

う
ん
、
『
喝
采
』
と
か
ね
。

ア
サ
ダ　

ち
あ
き
な
お
み
は
、
結
構
残
っ
て
る
ん
だ
ね
。

洋
子　

う
ん
、
そ
う
だ
ね
、
C
D
で
ね
。
『
四
つ
の
お

　
　

願
い
』
と
か
。
あ
と
は
、
X
Y
と
か
。
あ
、
こ
れ
は

　
　

X
Y
で
ね
え
か
「
X
Y
何
と
か
か
ん
と
か
」
っ
て
。

ア
サ
ダ　

そ
う
そ
う
、
こ
れ
、
『
X
＋
Y
＝
L
O
V
E
』。

　
　
（
ち
あ
き
な
お
み
『
喝
采
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

横
山
ご
夫
妻
の
い
ま

　
　

下
神
白
団
地
で
の
思
い
出
と
み
な
さ
ん
へ

ア
サ
ダ　

20
代
の
頃
か
ら
ず
っ
と
働
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

　
　

や
っ
ぱ
り
家
の
こ
と
と
か
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
じ
ゃ

　
　

な
い
で
す
か
、
姑
さ
ん
と
か
、
舅
さ
ん
と
か
い
た

　
　

ら
。
ご
近
所
付
き
合
い
は
ど
う
で
し
た
？

洋
子　

み
ん
な
お
勤
め
し
て
た
か
ら
、
そ
の
頃
は
。
だ

　
　

か
ら
、
頻
繁
に
お
茶
飲
み
と
か
は
な
か
っ
た
ね
。

　
　

日
曜
ぐ
ら
い
か
な
。
震
災
前
は
そ
う
や
っ
て
た
け

　
　

ど
、
震
災
後
は
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　
　

た
か
ら
。
隣
組
も
友
だ
ち
も
。
だ
か
ら
遠
距
離
っ

　
　

つ
う
か
、
お
茶
飲
み
も
で
き
な
い
。
こ
こ
に
来
て

　
　

も
、
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
下
神
白
団
地
で
定
期
的
に
開
催
し
て
い

　
　

た
「
カ
フ
ェ
下
神
白
」
な
ん
か
に
参
加
す
る
っ
て

　
　

い
う
ん
の
は
、
珍
し
か
っ
た
ん
で
す
か
？

洋
子　

う
ん
。
あ
そ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
来
た
お
陰

　
　

で
い
ろ
い
ろ
な
人
と
も
知
り
合
っ
た
し
、
浪
江
町

　
　

は
２
棟
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
４
、
５
号
棟
ね
。

洋
子　

み
ん
な
高
齢
者
ば
っ
か
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
　

私
ら
の
年
代
だ
っ
た
ら
、
何
と
か
わ
か
っ
け
ど
、

ト
ヨ　

あ
れ
は
も
う
、
40
年
、
50
年
ぐ
ら
い
に
な
る
？

洋
星　

う
ん
。
そ
れ
こ
そ
、
そ
う
だ
な…

…

。

ト
ヨ　

50
年
以
上
に
な
る
よ
ね
、
私
た
ち
。

ア
サ
ダ　

よ
く
残
し
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
、
こ
れ
。

洋
星　

昭
和
30
年
。

ア
サ
ダ　

動
く
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

こ
れ
捨
て
る
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
な
ん

　
　

か
捨
て
な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
、
こ
の
前
。
み
ん
な
、

　
　

も
う
ほ
と
ん
ど
捨
て
た
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
だ
け
は

　
　

ね
、
な
ん
か
捨
て
が
た
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

洋
星　

日
本
で
ね
、
僕
が
好
き
な
の
は
、
こ
れ
。
こ
の

　
　

男
。
な
ん
か
自
殺
未
遂
し
た
け
ど
さ
。

ア
サ
ダ　

フ
ラ
ン
ク
永
井
さ
ん
で
す
か
。

洋
星　

フ
ラ
ン
ク
永
井
。

ア
サ
ダ　

松
尾
和
子
さ
ん
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
と
か
し
て
ま
し

　
　

た
よ
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
そ
う
、
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、
昭
和

　
　

41
年
に
吹
き
込
ま
れ
、
50
年
代
カ
ラ
オ
ケ
時
代
に

　
　

大
ヒ
ッ
ト
い
た
し
ま
し
た
、
作
詞
岩
谷
時
子
、
作

　
　

曲
吉
田 

正
。
魅
惑
の
低
音
、
フ
ラ
ン
ク
永
井
で

　
　
『
お
ま
え
に
』
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

ト
ヨ
さ
ん
の
戦
中
戦
後
と
窓
辺
で
聴
い
た
あ
の
曲

ア
サ
ダ　

フ
ラ
ン
ク
永
井
さ
ん
は
ど
の
へ
ん
が
魅
力
で
す

　
　

か
、
や
っ
ぱ
り
声
で
す
か
？

洋
星　

そ
う
だ
ね
、
声
が
あ
れ
だ
っ
た
。
ま
あ
魅
力
は

　
　

あ
る
わ
な
。

ア
サ
ダ　

こ
の
曲
を
買
っ
て
い
た
頃
は
、
も
う
お
ふ
た
り

　
　

は
ご
結
婚
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

も
う
し
て
た
よ
ね
、
と
っ
く
に
ね
。

洋
星　

で
し
た
。

ト
ヨ　

あ
の
頃
は
ね
、
ま
だ
ね
、
一
番
い
い
と
き
だ
、

　
　

40
年
。
ね
、
30
な
ら
40
年
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
一
番
、

　
　

元
気
で
し
ょ
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。
景
気
も
良
か
っ
た
し
。

ト
ヨ　

そ
う
、
20
何
年
、
ち
ょ
う
ど
う
ち
を
買
っ
た
ん

　
　

だ
か
ら
。
い
く
ら
か
ゆ
と
り
あ
っ
た
の
か
、
わ
か

　
　

ら
な
い
（
笑
）。
あ
の
頃
は
一
番
良
か
っ
た
。

洋
星　

い
や
ね
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
１
枚
１
枚
に
、
そ
れ

　
　

は
確
か
に
自
分
な
り
の
あ
れ
が
、
気
持
ち
っ
て
い

　
　

う
か
、
ひ
と
つ
の
何
て
い
う
ん
だ
ろ
う
な
、
物
語

　
　

が
あ
る
わ
け
だ
よ
。
そ
の
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
て
て
、

　
　

歌
い
手
が
ど
う
だ
っ
た
と
か
ね
、
あ
あ
、
あ
の
と

　
　

き
は
良
か
っ
た
ね
っ
て
。
ち
ょ
う
ど
景
気
が
ど
ん

　
　

ど
ん
ど
ん
ど
ん
上
積
み
に
な
っ
て
く
時
代
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
っ
た
頃
で
す

　
　

よ
ね
。

洋
星　

え
え
。
そ
れ
で
、
ま
ち
が
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん

　
　

ね
、
砂
利
道
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
な
っ
た
り
、
そ

　
　

う
い
う
時
代
だ
っ
た
か
ら
ね
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に

　
　

仕
事
も
し
た
け
ど
ね
。
戸
塚
に
い
る
と
き
は
横
浜

　
　

の
工
場
だ
っ
た
か
ら
、
車
で
行
っ
て
た
け
ど
。
東

　
　

京
勤
務
も
あ
っ
た
か
ら
。
東
京
勤
務
は
電
車
で

　
　

通
っ
て
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
れ
で
や
っ
ぱ
り
ほ
ら
、
友
だ
ち
で
そ
う
い
う

　
　

レ
コ
ー
ド
を
好
き
な
や
つ
が
い
た
か
ら
ね
。
だ
か

　
　

ら
、「
ど
ん
な
や
つ
が
あ
る
」
「
こ
ん
な
の
が
あ

　
　

る
」
っ
て
ね
。
そ
う
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
買
い
に

　
　

行
っ
た
も
ん
だ
け
ど
ね
。

ア
サ
ダ　

会
社
の
お
友
だ
ち
で
す
か
？

洋
星　

う
ん
。
ま
あ
、
ほ
と
ん
ど
は
や
っ
ぱ
会
社
だ
ね
。

　
　

自
分
の
ま
わ
り
で
は
、
同
じ
職
業
を
持
っ
た
人
、

　
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
っ
て
、
そ
う
多
く
な
か
っ
た

　
　

か
ら
ね
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
話
戻
り
ま
す
け
ど
、
も
と
も
と
九
州

　
　

か
ら
出
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
よ
ね
、
東
京
に
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

出
て
こ
ら
れ
て
、
で
、
ト
ヨ
さ
ん
も
東
京
に
出

　
　

て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
ト
ヨ
さ
ん
、
も
と
も
と

　
　

地
元
を
出
る
き
っ
か
け
っ
て
仕
事
で
す
か
？

ト
ヨ　

そ
う
だ
。
そ
の
頃
は
、
こ
こ
っ
て
何
も
な
い
で

　
　

し
ょ
。
そ
れ
こ
そ
働
く
と
こ
ろ
も
。

ア
サ
ダ　

お
勤
め
さ
れ
て
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

私
ら
の
と
き
に
は
ま
だ
ね
、
中
学
っ
て
い
う
の

　
　

は
な
く
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
、

　
　

義
務
教
育
っ
つ
う
の
は
。
あ
と
高
等
１
年
、
高
等

　
　

２
年
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
義
務
教

　
　

育
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
。
そ
れ
と
、
あ
と
青
年
学

　
　

校
っ
て
い
う
の
、
あ
っ
た
よ
ね
。
そ
し
て
、
ち
ょ

　
　

う
ど
戦
争
中
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
で
学
校
に

　
　

募
集
が
来
て
、
で
、
私
小
田
急
線
の
狛
江
に
行
っ

　
　

た
の
。
集
団
就
職
み
た
い
な
の
で
行
っ
た
の
。
そ

　
　

の
頃
、
ト
ラ
ン
ス
の
あ
れ
や
っ
た
り
。

ア
サ
ダ　

ト
ラ
ン
ス
の
あ
れ
っ
て
何
で
す
か
？

ト
ヨ　

線
巻
き
っ
つ
う
の
？

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
工
場
で
、
み
ん
な
で
？

ト
ヨ　

工
場
で
、
寮
に
入
っ
て
。
そ
れ
で
、
終
戦
の
と

　
　

き
は
東
京
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
終
戦
は
東
京
で
迎
え
ら
れ
て

　
　

る
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
。
そ
れ
で
、
い
っ
た
ん
帰
っ
て
き
て
、
そ

り
ん
ご　

全
部
横
浜
に
い
た
と
き
に
買
っ
た
レ
コ
ー
ド
で

　
　

す
か
？

洋
星　

そ
う
で
す
、
は
い
。

ア
サ
ダ　

横
浜
は
、
何
歳
ぐ
ら
い
の
と
き
か
ら
住
ん
で

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

も
う
ず
っ
と
ね
。

洋
星　

あ
あ
、
40
代
だ
ね
、
僕
が
。

ト
ヨ　

違
う
じ
ゃ
ん
。

洋
星　

何
が
？

ト
ヨ　

そ
の
前
に
東
京
に
ち
ょ
っ
と
い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
東
京
に
お
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
と
も
と
お
ふ
た
り
は
、
富
岡
出
身
で
？

ト
ヨ　

私
は
富
岡
。

洋
星　

俺
、
九
州
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
出
会
わ
れ
た
の
は
ど

　
　

こ
で
で
す
か
？

一
同　
（
笑
）。

ト
ヨ　

東
京
で
。

ア
サ
ダ　

東
京
で
。
い
き
な
り
こ
ん
な
話
し
ち
ゃ
う
ん
で

　
　

す
よ
、
す
い
ま
せ
ん
ね
（
笑
）。
だ
い
た
い
そ
ん

　
　

な
話
ば
っ
か
り
聞
く
ん
で
す
よ
。

一
同　
（
笑
）。

り
ん
ご　

お
仕
事
先
が
一
緒
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

う
う
ん
、
私
ら
見
合
い
な
の
。
ね
、
見
合
い
だ
っ

　
　

た
ん
だ
よ
。

ア
サ
ダ　

お
見
合
い
で
。
あ
、
裕
次
郎
、
あ
り
ま
す
ね
。

洋
星　

そ
れ
は
古
い
ね
。

ト
ヨ　

こ
れ
、
古
い
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

ベ
ス
ト
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
。

り
ん
ご　

い
く
つ
ぐ
ら
い
の
と
き
に
買
っ
た
ん
で
す
か
。

ト
ヨ　

40
ぐ
ら
い
？

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

そ
の
頃
だ
よ
ね
、
み
ん
な
ね
。
40
か
。

洋
星　

な
ん
と
い
っ
て
も
ね
、
ま
だ
健
在
の
と
き
だ
か

　
　

ら
な
。

ト
ヨ　

40
代
だ
よ
ね
。

洋
星　

も
う
あ
の
人
が
亡
く
な
っ
て
、
も
う
４
、
50
年

　
　

経
つ
で
し
ょ
う
。

ト
ヨ　

あ
、
そ
ん
な
に
経
っ
た
か
。

ア
サ
ダ　

デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
っ
て
そ
ん
な
前
な
ん
で
す
も

　
　

ん
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

そ
ん
な
経
つ
？

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
も
う
亡
く
な
ら
れ
て
そ
れ
ぐ
ら
い
。

ト
ヨ　

そ
う
だ
よ
な
、
淡
谷
の
り
子
と
か
な
ん
か
の
時

　
　

代
だ
も
ん
ね
。
わ
れ
わ
れ
の
代
は
も
う
マ
ヒ
ナ
ス

　
　

タ
ー
ズ
だ
と
か
ね
。
だ
っ
て
も
う
、
定
年
だ
っ
て

　
　

20
何
年
前
だ
も
ん
ね
。
も
う
23
年
？　

だ
か
ら
、

　
　

23
年
前
に
こ
こ
へ
来
た
の
。

ア
サ
ダ　

60
歳
で
こ
ち
ら
に
横
浜
か
ら
戻
っ
て
こ
ら
れ
て
。

　
　

い
ろ
い
ろ
こ
こ
に
あ
る
レ
コ
ー
ド
は
横
浜
の
と
き

　
　

に
買
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
も
の
が
残
っ
て
る
ん
で

　
　

す
か
ね
。

ト
ヨ　

ほ
と
ん
ど
そ
う
だ
ね
。

り
ん
ご　

あ
ら
、
テ
レ
サ
・
テ
ン
。

ア
サ
ダ　

お
仕
事
の
関
係
で
横
浜
に
お
ら
れ
た
ん
で
す

　
　

か
？

洋
星　

う
ん
、
石
川
島
。

ト
ヨ　

石
川
島
だ
。

洋
星　

造
船
会
社
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
、
石
川
島
の
造
船
会
社

　
　
（
レ
コ
ー
ド
を
か
け
な
が
ら
）。

洋
星　

一
丁
前
に
給
料
が
ね
、
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

　
　

た
頃
か
ら
だ
よ
ね
。
昭
和
32
年
に
も
う
僕
は
新
宿

　
　

い
た
ん
だ
。

ト
ヨ　

最
初
は
ね
。

ア
サ
ダ　

当
時
は
、
ど
う
い
う
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
好
き

　
　

だ
っ
た
か
覚
え
て
ま
す
か
？

洋
星　

や
っ
ぱ
り
そ
の
頃
は
映
画
ブ
ー
ム
だ
っ
た
ん
だ

　
　

ろ
う
ね
。
だ
か
ら
、
そ
の
主
題
歌
な
ん
か
を
ね
、

　
　

よ
く
集
め
て
た
ん
だ
け
ど
ね
。

ト
ヨ　

そ
れ
が
そ
の
美
空
ひ
ば
り
？

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
美
空
ひ
ば
り
と
か
。

ト
ヨ　

３
本
立
て
ぐ
ら
い
？

洋
星　

テ
レ
ビ
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ね
、
や
っ

　
　

ぱ
り
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
い
っ
た
で
し
ょ
。
一
時
期

　
　

も
う
、
レ
コ
ー
ド
っ
て
い
う
の
は
ね
、
あ
ま
り
聴

　
　

く
あ
れ
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
テ
レ
ビ

　
　

で
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
や
っ
て
る
っ
て
こ
と
が
多

　
　

か
っ
た
か
ら
。
徐
々
に
集
め
は
じ
め
た
ん
だ
よ
。

ト
ヨ　

テ
レ
ビ
が
最
初
出
た
の
、
30
何
年
だ
っ
け
。
給

　
　

料
が
ま
だ
１
万
か
そ
こ
い
ら
な
の
に
ね
、
テ
レ
ビ

　
　

が
５
０
０
０
円
ぐ
ら
い
し
た
ん
だ
も
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

ラ
ジ
オ
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

ト
ヨ　

あ
あ
、
ラ
ジ
オ
。

ア
サ
ダ　

曲
を
聴
く
っ
て
い
う
こ
と
も
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ　

ま
あ
映
画
を
見
て
音
楽
知
る
っ
て
い
う
の
も
あ

　
　

る
し
、
あ
と
は
テ
レ
ビ
っ
て
い
う
よ
り
ラ
ジ
オ
で

　
　

す
よ
ね
、
当
時
だ
っ
た
ら
。

ト
ヨ　

だ
か
ら
あ
の
ラ
ジ
オ
が
古
い
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

お
お
、
本
当
だ
。

ト
ヨ　

真
空
管
の
。

ア
サ
ダ　

え
、
あ
の
ラ
ジ
オ
は
当
時
使
っ
て
た
や
つ
？

ア
サ
ダ　

結
構
い
ろ
ん
な
催
し
を
や
っ
た
り
と
か
、
い
ろ

　
　

い
ろ
み
な
さ
ん
、
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る…

…

。

ト
ヨ　

で
も
、
も
う
（
参
加
す
る
人
は
）
決
ま
っ
て
る

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
参
加
す
る
方
々
は
ね
。
や
っ
ぱ
り
新
し

　
　

い
方
が
、
集
会
場
の
取
り
組
み
で
増
え
て
い
く
っ

　
　

て
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

　
　

で
す
ね
。

　
　
　

仲
良
か
っ
た
方
は
、
お
ら
れ
た
ん
で
す
か
？ 

ト
ヨ　

近
所
の
人
で
、
松
本
禮
子
さ
ん
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
。

ト
ヨ　

あ
の
方
は
こ
こ
行
っ
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
。
ま
あ

　
　

隣
だ
か
ら
、
結
構
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
た
し
ね
。

ア
サ
ダ　

何
度
か
C
D
を
お
渡
し
に
行
っ
た
の
で
覚
え
て

　
　

ま
す
。

ト
ヨ　

あ
と
ほ
ら
、
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
や
っ
て
た
か
ら
、

　
　

あ
そ
こ
で
。

ア
サ
ダ　

い
つ
か
戻
る
だ
ろ
う
な
っ
て
い
う
こ
と
も
思
い

　
　

な
が
ら
、
み
な
さ
ん
、
住
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

　
　

す
か
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
だ
ろ
う
ね
。
で
も
、
最
初
は
ね
、
ま
だ
ま

　
　

だ
解
除
に
な
ん
な
い
か
ら
帰
れ
な
い
と
思
っ
て
た

　
　

か
ら
。
だ
か
ら
、
あ
そ
こ
に
ず
っ
と
住
む
気
で
は

　
　

い
ま
し
た
よ
。
ま
さ
か
こ
ん
な
に
早
く
帰
っ
て
く

　
　

る
と
思
わ
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
も
っ
と
帰
っ
て
来
る
ま
で
時
間
か
か
る
と

　
　

思
っ
て
？

ト
ヨ　

思
っ
た
。
10
年
は
駄
目
っ
て
言
っ
て
た
で
し
ょ
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。

ト
ヨ　

ね
え
。
た
ま
た
ま
私
も
、
あ
の
頃
横
山
さ
ん
と

　
　

ね
、
私
も
帰
る
ん
だ
わ
っ
て
話
し
て
て
、
い
ろ
い

　
　

ろ
と
。

り
ん
ご　

カ
フ
ェ
で
で
す
か
？

ト
ヨ　

カ
フ
ェ
で
。
あ
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
、
や
っ
ぱ
り
カ
フ
ェ
で
知
り
合
っ
た
っ
て
方
、

　
　

結
構
多
い
ん
だ
な
。

ト
ヨ　

で
も
、
親
子
み
た
い
だ
ね
っ
て
言
い
な
が
ら
話

　
　

し
て
て
。
そ
れ
で
、
電
話
番
号
を
教
え
て
も
ら
っ

　
　

た
か
ら
。
い
く
ら
も
来
た
の
違
わ
な
い
ん
だ
よ
ね
。

　
　

う
ち
は
３
月
15
日
で
し
ょ
、
あ
の
人
た
ち
も
３
月
。

ア
サ
ダ　

な
ん
か
カ
フ
ェ
行
っ
て
た
ら
、
横
山
洋
子
さ
ん

　
　

か
ら
、
実
は
ね
っ
て
話
を
聞
い
て
、
南
相
馬
に
家

　
　

を
建
て
て
、
ま
た
遊
び
に
お
い
で
み
た
い
な
こ
と

　
　

を
言
っ
て
く
れ
て
た
ん
で
す
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時

　
　

期
。
で
、
落
ち
着
か
れ
た
ら
行
き
た
い
な
と
思
っ

　
　

て
、
先
月
行
っ
て
き
た
ん
で
す
。
こ
う
や
っ
て
、

　
　

音
楽
聴
い
た
り
と
か
し
て
。

ト
ヨ　

そ
こ
の
ほ
ら
、
ポ
ピ
ー
の
花
が
す
ご
く
き
れ

　
　

い
っ
て
テ
レ
ビ
で
も
や
っ
た
の
。
そ
の
と
き
に
横

　
　

山
さ
ん
が
電
話
よ
こ
し
て
く
れ
て
、
見
に
行
き
た

　
　

い
か
ら
っ
て
来
た
の
よ
。
そ
の
と
き
に
ち
ょ
こ
っ

　
　

と
う
ち
へ
寄
っ
て
っ
て
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
の
。
横
山
さ
ん
と
は
下
神
白
で
出

　
　

会
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
さ
っ
き
仰
っ
て
た

　
　

松
本
さ
ん
と
か
北
崎
さ
ん
と
か
は
も
と
も
と
知
り

　
　

合
い
だ
っ
た
ん
で
す
か
？ 

ト
ヨ　

い
や
、
北
崎
さ
ん
は
夜
ノ
森
の
ほ
う
だ
か
ら
、

　
　

全
然
面
識
は
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
下
神
白
で
出
会
っ
て
。

ト
ヨ　

そ
う
で
す
ね
。
下
高
久
で
最
初
知
り
合
っ
て
。

り
ん
ご　

あ
あ
、
仮
設
住
宅
の
と
き
？

ト
ヨ　

仮
設
で
ね
。
そ
れ
で
、
た
ま
た
ま
向
こ
う
へ

　
　

行
っ
て
、
私
も
向
こ
う
行
っ
た
の
。
松
本
禮
子
さ

　
　

ん
は
、
近
く
な
の
よ
。

り
ん
ご　

も
と
か
ら
ご
近
所
さ
ん
？

ト
ヨ　

う
ん
、
こ
の
前
ね
、
集
会
場
で
ね
、
清
水
の
人

　
　

た
ち
、
こ
こ
の
部
落
の
会
合
が
あ
っ
た
の
よ
、
お

　
　

茶
飲
み
会
。
そ
の
と
き
禮
子
さ
ん
が
向
こ
う
か
ら

　
　

来
て
く
れ
た
、
息
子
さ
ん
と
。
だ
か
ら
、
来
れ
ば

　
　

ま
た
ね
、
行
っ
た
り
来
た
り
で
き
る
け
ど
。
あ
と

　
　

は
そ
う
だ
ね…

…

浪
江
の
人
、
大
熊
の
人
、
あ
あ

　
　

い
う
人
た
ち
と
は
結
構
話
は
し
た
わ
ね
。
み
な
さ

　
　

ん
元
気
な
ん
だ
ろ
う
ね
。

ア
サ
ダ　

ね
、
み
な
さ
ん
、
そ
う
で
す
ね
。
今
年
は
ク
リ

　
　

ス
マ
ス
会
も
す
る
み
た
い
で
。

ト
ヨ　

あ
、
そ
う
。

ア
サ
ダ　

佐
山
さ
ん
が
音
頭
取
っ
て
く
れ
て
。

ト
ヨ　

あ
あ
、
佐
山
さ
ん
が
ね
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
佐
山
さ
ん
す
ご
い
が
ん
ば
っ
て
て
、
な

　
　

ん
か
ち
ょ
っ
と
僕
ら
も
か
か
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ

　
　

と
に
な
っ
て
。
明
日
団
地
で
打
ち
合
わ
せ
し
て
こ

　
　

よ
う
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。

ト
ヨ　

あ
の
人
は
本
当
、
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
た
の

　
　

よ
、
旦
那
さ
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
で
す
よ
ね
、
佐
山
さ
ん
、
本
当
ね
。

ト
ヨ　

奥
さ
ん
も
ね
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
お
ふ
た
り
と
も
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と

　
　

を
ね
、
世
話
し
て
。

ト
ヨ　

う
ん
、
本
当
。

ト
ヨ　

小
野
田
さ
ん
も
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
？

ア
サ
ダ　

小
野
田
さ
ん
元
気
で
す
ね
。

ト
ヨ　

ご
主
人
も
？

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
。
ご
主
人
と
は
カ
ラ
オ
ケ
で
お

　
　

会
い
し
ま
す
ね
。
い
ま
、
水
曜
日
と
金
曜
日
に
カ

　
　

ラ
オ
ケ
行
っ
た
ら
必
ず
お
ら
れ
る
の
で
。

ト
ヨ　

あ
の
子
大
き
く
な
っ
た
か
ね
、
何
だ
っ
け
。
あ

　
　

れ
で
ま
た
。
知
り
合
い
も
い
た
し
ね
、
私
の
姉
な

　
　

ん
か
も
い
た
か
ら
、浅
草
の
ほ
う
に
。そ
れ
を
頼
っ

　
　

て
行
っ
た
り
。

　
　
　

よ
く
雨
が
降
っ
た
と
き
な
ん
か
こ
こ
で
ね
、
石

　
　

原
裕
次
郎
の
曲
聴
い
て
た
の
。

ア
サ
ダ　

裕
次
郎
い
い
で
す
ね
。

ト
ヨ　

雨
が
降
っ
て
る
と
外
に
も
出
れ
な
い
し
。

ア
サ
ダ　

裕
次
郎
の
好
き
な
曲
は
あ
り
ま
す
か
、
こ
の
な

　
　

か
で
。

ト
ヨ　

み
ん
な
あ
れ
だ
け
ど
ね
。
こ
れ
が
好
き
な
の
、

　
　
『
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
』。
あ
の
歌
詞
好
き
。

　
ア
サ
ダ　

も
う
１
曲
お
聴
き
い
た
だ
き
ま
す
。
主
演
映
画

　
　

の
主
題
歌
と
し
て
昭
和
42
年
大
ヒ
ッ
ト
い
た
し
ま

　
　

し
た
。
本
人
自
ら
直
接
制
作
を
依
頼
し
た
と
い
う

　
　

こ
の
曲
。
作
詞
・
作
曲
浜
口
庫
之
助
。
石
原
裕
次

　
　

郎
で
『
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
』
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

原
田
ご
夫
妻
の
い
ま

　
　

下
神
白
団
地
で
の
思
い
出
と
み
な
さ
ん
へ

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
い
つ
ま
で
あ
っ
た
ん
で
し
た
っ
け
、
そ

　
　

の
お
っ
き
い
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
。

ト
ヨ　

こ
の
震
災
後
に
捨
て
た
の
。

ア
サ
ダ　

震
災
後
な
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

も
う
ね
、
み
ん
な
駄
目
っ
て
言
わ
れ
て
、
放
射

　
　

能
が
ど
う
と
か
こ
う
と
か
っ
て
言
わ
れ
て
。
東
電

　
　

で
み
ん
な
ほ
ら
。
そ
の
と
き
に
置
こ
う
か
っ
て

　
　

言
っ
た
ん
だ
け
ど
、
も
う
ほ
ら
、
真
空
管
だ
か
ら

　
　

直
せ
な
い
じ
ゃ
ん
。
修
理
も
利
か
な
い
し
、
ね
。

　
　

そ
れ
で
出
し
ち
ゃ
っ
た
の
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
。

ト
ヨ　

で
も
、
一
回
は
直
し
て
も
ら
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
も
う
、
ず
い
ぶ
ん
長
い
こ
と
使
っ
た
ん

　
　

で
す
か
、
そ
の
ス
テ
レ
オ
シ
ス
テ
ム
は
。

ト
ヨ　

使
っ
た
よ
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

だ
っ
て
、
あ
れ
が
出
た
の
が
45
年
頃
で
し
ょ
。

　
　

で
、
こ
こ
へ
持
っ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、
20
年
ぐ
ら

　
　

い
使
っ
た
か
な
。

洋
星　

う
ん
、
そ
う
だ
な
。

ト
ヨ　

あ
、
15
年
だ
ね
。
15
年
し
か
住
ま
な
か
っ
た
ん

　
　

だ
、
こ
こ
。
そ
し
て
、
震
災
に
な
っ
た
ん
だ
な
。

り
ん
ご　

な
ん
で
こ
っ
ち
に
、
ト
ヨ
さ
ん
の
実
家
の
ほ
う

　
　

に
来
よ
う
っ
て
な
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

結
局
何
て
い
う
の
、
子
供
が
い
な
い
じ
ゃ
ん
。

　
　

だ
か
ら
、
私
の
実
家
の
世
話
に
な
る
つ
も
り
で
。

　
　

こ
こ
畑
だ
っ
た
の
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
う
ち
を
建

　
　

て
て
、
甥
っ
子
た
ち
に
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。

ト
ヨ　

そ
う
、
そ
う
い
う
こ
と
。
で
、
う
ち
は
姉
が
跡

　
　

取
り
だ
っ
た
か
ら
。
姉
が
ま
だ
健
在
な
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

甥
っ
子
さ
ん
っ
て
い
う
の
は
、
お
姉
さ
ん
の
息

　
　

子
さ
ん
？

ト
ヨ　

お
姉
さ
ん
。

り
ん
ご　

そ
れ
で
一
緒
に
来
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
。
じ
ゃ
あ
一
緒
に
行
こ
う
、
畑
で
も

　
　

し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
野
菜
つ
く
っ
て
過
ご
そ
う

　
　

と
い
う
こ
と
で
。
た
ま
た
ま
向
こ
う
の
う
ち
が
売

　
　

れ
た
の
よ
ね
、
戸
塚
の
う
ち
が
。
売
り
に
出
し
た

　
　

ら
、
運
よ
く
売
れ
た
の
よ
。
じ
ゃ
あ
そ
れ
で
ね
、

　
　

こ
こ
に
う
ち
建
て
れ
ば
い
い
み
た
い
な
感
じ
に

　
　

な
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

横
浜
と
こ
っ
ち
と
だ
と
、
環
境
が
ら
っ
と
変
わ

　
　

る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

ト
ヨ　

そ
う
で
す
ね
。
だ
け
ど
結
局
ね
、
来
る
な
ら
い

　
　

ま
で
な
い
と
ま
わ
り
の
人
に
も
慣
れ
な
い
。
病
気

　
　

に
な
っ
て
か
ら
行
き
ま
す
っ
て
わ
け
に
い
か
な
い

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

元
気
な
う
ち
に
行
っ
て
お
こ
う
っ
て
い
う
。

ト
ヨ　

元
気
な
う
ち
に
来
て
、
ま
わ
り
の
人
と
も
慣
れ

　
　

て
、
そ
し
て
来
て
か
ら
す
ぐ
老
人
会
な
ん
か
入
っ

　
　

て
、
15
年
、
な
ん
と
な
く
こ
こ
で
過
ご
し
て
、
み

　
　

ん
な
に
慣
れ
た
の
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。
で
、
そ
う
や
っ
て
過
ご
さ
れ

　
　

て
い
た
な
か
で
、
震
災
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

う
ん
。
だ
け
ど
実
家
は
ね
、
や
っ
ぱ
ま
だ
孫
が

　
　

中
学
１
年
だ
か
２
年
で
、
郡
山
の
学
校
行
っ

　
　

ち
ゃ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

子
供
が
そ
っ
ち
に
行
っ
ち
ゃ
う
と
、
な
か
な
か

　
　

帰
っ
て
こ
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

ト
ヨ　

向
こ
う
に
も
う
う
ち
建
て
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
、
逆
に
実
家
の
ほ
う
は
郡
山
の

　
　

ほ
う
に
行
か
れ
て
、
い
ま
、
お
ふ
た
り
が
こ
こ
に

　
　

い
る
っ
て
い
う
か
た
ち
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
。
で
も
ね
、
実
家
も
ね
、
小
さ
な
う

　
　

ち
建
て
た
ん
で
す
よ
。
す
ぐ
そ
ば
だ
、
こ
の
下
の

　
　

通
り
ね
。
年
中
来
て
く
れ
る
か
ら
。
だ
か
ら
や
っ

　
　

ぱ
り
、
私
ら
も
こ
こ
に
帰
っ
て
く
る
し
か
な
い
ん

　
　

だ
よ
な
、
あ
そ
こ
の
団
地
に
い
る
よ
り
は
。

　
　
　

い
ろ
い
ろ
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
わ
ね
（
笑
）
。

　
　

で
も
、
結
構
、
人
に
は
恵
ま
れ
た
わ
ね
、
私
た
ち
。

　
　

下
神
白
の
人
た
ち
は
元
気
だ
も
ん
ね
。

　
　

上
陽
水
。
若
い
頃
聴
い
て
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
井
上
陽
水
と
か
ね
。

哲
男　

で
も
あ
る
日
突
然
、
東
京
い
た
と
き
に
喫
茶
店

　
　

で
初
め
て
聴
い
た
の
が
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ー
タ
ー
ソ

　
　

ン
。
そ
れ
か
ら
ジ
ャ
ズ
に
流
れ
て
い
っ
た
ん
で
す

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

哲
男　

や
っ
ぱ
り
渋
谷
の
ほ
う
で
喫
茶
店
の
勉
強
し
て

　
　

て
。
で
、
大
学
生
が
よ
く
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ー
タ
ー

　
　

ソ
ン
と
か
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
と
か
の
レ
コ
ー

　
　

ド
持
っ
て
き
て
「
か
け
て
く
だ
さ
い
」
つ
っ
て
、

　
　

そ
れ
で
私
も
ジ
ャ
ズ
に
は
ま
っ
て
。

　
　
　

中
学
校
の
頃
に
姉
が
ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン

　
　

の
ね
、
レ
コ
ー
ド
の
ア
ル
バ
ム
、
１
枚
あ
っ
た
ん

　
　

で
す
よ
、
実
家
に
。
そ
れ
を
何
気
な
く
聴
い
て
た

　
　

ん
で
す
よ
。
う
ち
の
お
姉
さ
ん
は
す
ご
い
の
を
聴

　
　

い
て
ん
だ
な
っ
て
ね
言
っ
た
ら
、
「
い
や
、
彼
氏

　
　

か
ら
も
ら
っ
た
レ
コ
ー
ド
な
ん
だ
」
な
ん
て
言
っ

　
　

て
た
か
ら
、
「
あ
、
そ
う
」
な
ん
て
。
そ
れ
か
ら

　
　

で
す
も
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

哲
男　

ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
と
か
を
聴
き
は
じ
め

　
　

た
の
は
ね
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
も
う
、
基
本
的
に
哲
男
さ
ん
が
店
に

　
　

入
ら
れ
る
と
き
は
、
ま
あ
い
ろ
い
ろ
流
し
て
た
け

　
　

ど
も
、
わ
り
と
こ
う
、
ジ
ャ
ズ
、
ス
タ
ン
ダ
ー

　
　

ド
・
ジ
ャ
ズ
と
か
を
流
す
こ
と
が
。

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
客
さ
ん
が
、
か
け
て
る
音
楽
に
「
こ
れ
、
い

　
　

い
ね
」
と
か
、
そ
う
い
う
反
応
さ
れ
る
こ
と
っ
て

　
　

あ
り
ま
し
た
？

哲
男　

あ
り
ま
し
た
ね
。
で
、
ジ
ャ
ズ
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

も
２
回
ほ
ど
や
っ
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
、
へ
え
。

哲
男　

プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
呼
ん
で
。
た
ぶ
ん
２

　
　

０
０
人
ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
け
ど
さ
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
そ
れ
で
も
す
ご
い
で
す
ね
。

哲
男　

え
え
。
サ
ン
プ
ラ
ザ
っ
て
い
う
、
デ
パ
ー
ト
み

　
　

た
い
な
と
こ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
２
階
で
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

哲
男　

や
っ
ぱ
り
、
ほ
ら
、
ジ
ャ
ズ
か
け
て
る
っ
て
い

　
　

う
こ
と
で
、
原
町
の
ほ
う
か
ら
ジ
ャ
ズ
愛
好
家
が

　
　

来
て
、
浪
江
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
や
ん
な
い
か
っ
て

　
　

い
う
こ
と
で
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
赤
字
で
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
ペ
イ
で
き
な

　
　

か
っ
た
っ
て
い
う
（
笑
）。

哲
男　

や
っ
ぱ
５
０
０
人
ぐ
ら
い
入
れ
な
い
と
。

ア
サ
ダ　

僕
は
、
震
災
後
に
浪
江
に
初
め
て
訪
れ
た
ん
で

　
　

す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
30
年
前
の
こ
の
あ
た
り
の

　
　

景
色
っ
て
い
う
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
違
っ
た
ん
じ
ゃ

　
　

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

哲
男　

違
い
ま
す
ね
。
わ
り
か
し
若
者
も
多
く
て
、
こ

　
　

こ
は
商
業
の
ま
ち
な
ん
で
す
ね
。
酒
屋
さ
ん
も
多

　
　

い
し
、
喫
茶
店
も
多
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
レ
ス

　
　

ト
ラ
ン
と
か
ね
。
な
か
な
か
素
晴
ら
し
い
ま
ち
で

　
　

し
た
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
活
気
が
あ
っ
た
と
い
う
か
。

哲
男　

あ
り
ま
し
た
ね
。
ほ
ん
で
、
「
十
日
市
」
な
ん

　
　

て
い
う
お
祭
り
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
れ
と
あ

　
　

と
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム
も
つ
く
っ
て
た
。

　
　

私
は
男
子
の
ほ
う
の
監
督
や
っ
て
、
林
さ
ん
が
女

　
　

子
の
、
県
の
大
会
ま
で
出
た
こ
と
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
す
ご
い
す
ご
い
。

哲
男　

で
、
ま
あ
林
さ
ん
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

　
　

ジ
ャ
ズ
っ
て
い
う
よ
り
は
、
山
口
百
恵
と
か
が
好

　
　

き
で
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
お
ふ
た
り
は
結
構
音
楽
の
趣
味
が

　
　

違
っ
た
ん
で
す
ね
。

哲
男　

ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

い
つ
も
ど
こ
で
買
わ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

哲
男　

近
く
に
、
う
ち
の
バ
レ
ー
部
の
後
輩
が
レ
コ
ー

　
　

ド
屋
さ
ん
や
っ
て
た
ん
で
す
ね
。
い
ま
は
辞
め

　
　

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
佐
藤
完
二
く
ん
を
通
じ

　
　

て
、
全
部
予
約
注
文
し
て
。

ア
サ
ダ　

結
構
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
か
け
て
い
た
曲
は
、

　
　

あ
り
ま
す
か
？

哲
男　

私
の
な
か
で
は
や
っ
ぱ
り
、
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ

　
　

ビ
ス
の
『
カ
イ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ブ
ル
ー
』
。

　
　
　
（
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
『So W

hat

』
が
流

　
　

れ
る
）

ア
サ
ダ　

長
く
お
店
の
ほ
う
を
ね
、
や
ら
れ
て
た
と
思
う

　
　

ん
で
す
け
ど
も
、
東
日
本
大
震
災
後
は
、
常
連
の

　
　

お
客
さ
ん
と
か
と
は
連
絡
と
か
は
取
り
合
っ
た
り

　
　

し
て
い
る
ん
で
す
か
？

哲
男　

い
や
、
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

　
　

ど
こ
に
い
る
か
わ
か
ん
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。

　
　

バ
レ
ー
や
っ
て
た
仲
間
は
ね
、
連
絡
取
り
合
っ
て

　
　

る
ん
で
す
け
ど
。
あ
と
は
、
み
ん
な
ど
こ
に
避
難

　
　

し
て
る
ん
だ
か
ま
だ
わ
か
ん
な
い
で
す
ね
。
地
震

　
　

あ
っ
た
と
き
も
お
店
に
ね
、
４
人
ぐ
ら
い
い
た
の

　
　

か
な
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
あ
の
日
は
お
店
は
開
け
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。

哲
男　

は
い
。
ほ
ん
で
、
い
ま
も
う
な
い
ん
で
す
け
ど
、

　
　

私
は
絨
毯
洗
っ
て
こ
こ
に
干
し
て
お
い
た
ん
で
す
。

　
　

の
子
。

り
ん
ご　

マ
ー
く
ん
。
も
う
、
い
ま
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
４

　
　

歳
、
５
歳
に
な
っ
て
、
下
の
弟
も
生
ま
れ
て
。

ト
ヨ　

お
し
ゃ
べ
り
に
な
っ
た
？

り
ん
ご　

お
利
口
に
な
り
ま
し
た
。

ト
ヨ　

あ
、
本
当
。

り
ん
ご　

走
り
回
っ
て
。

ト
ヨ　

ま
だ
ハ
イ
ハ
イ
し
て
歩
か
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。

り
ん
ご　

そ
う
で
す
よ
ね
、
お
し
ゃ
べ
り
も
で
き
な
か
っ

　
　

た
の
に
。

ト
ヨ　

ね
。

り
ん
ご　

早
い
な
。

ト
ヨ　

ね
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

ゲ
ス
ト
　
脇
坂
哲
男
さ
ん

　
　
　

（
浪
江
町
喫
茶
ト
レ
ド 

マ
ス
タ
ー
）

り
ん
ご　

と
き
は
遡
り
、
２
０
１
７
年
１
月
31
日
。
私
た

　
　

ち
は
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
１
集
に
登
場
い
た
だ

　
　

い
た
４
号
棟
に
お
住
ま
い
の
渡
部
茂
子
さ
ん
と
と

　
　

も
に
、
浪
江
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
案
内
い
た

　
　

だ
い
た
の
は
、
渡
部
ご
夫
妻
が
経
営
さ
れ
て
い
た

　
　

日
進
社
印
刷
所
。
そ
し
て
、
そ
の
お
隣
に
あ
る
ト

　
　

レ
ド
と
い
う
喫
茶
店
で
し
た
。
お
店
に
は
ほ
ん
の

　
　

り
と
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
、
た
く
さ
ん
の
レ
コ
ー

　
　

ド
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

そ
し
て
、
２
０
１
８
年
６
月
。
私
た
ち
は
茂
子

　
　

さ
ん
か
ら
ご
自
宅
、
そ
し
て
、
ト
レ
ド
を
解
体
す

　
　

る
こ
と
に
し
た
と
お
聞
き
し
、
解
体
前
の
姿
を
目

　
　

に
焼
き
つ
け
よ
う
と
、
再
び
浪
江
町
を
訪
れ
、
ト

　
　

レ
ド
の
マ
ス
タ
ー
、
脇
坂
哲
男
さ
ん
に
お
会
い
し

　
　

て
き
ま
し
た
。

　
　
　

ジ
ャ
ズ
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
浪
江
の
ま
ち
を

　
　

見
守
り
続
け
た
脇
坂
哲
男
さ
ん
よ
り
、
マ
イ
ル

　
　

ス
・
デ
イ
ビ
ス
『So W

hat

』
。
そ
し
て
、
脇
坂

　
　

さ
ん
と
と
も
に
ト
レ
ド
を
支
え
て
き
た
林 

広
明
さ

　
　

ん
か
ら
山
口
百
恵
『
さ
よ
な
ら
の
向
こ
う
側
』
。

　
　

思
い
出
の
音
楽
と
と
も
に
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

哲
男　

は
い
、
私
は
脇
坂
哲
男
と
申
し
ま
す
。

ア
サ
ダ　

哲
男
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ち
ょ

　
　

う
ど
い
ま
、
こ
の
ト
レ
ド
の
前
で
、
今
日
は
何
名

　
　

か
の
方
と
打
ち
合
わ
せ
さ
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
、

　
　

こ
こ
の
場
所
自
体
を
取
り
壊
さ
れ
る
？

哲
男　

は
い
、
解
体
で
す
。

ア
サ
ダ　

い
つ
ぐ
ら
い
に
こ
こ
は
解
体
さ
れ
る
予
定
な
ん

　
　

で
す
か
？

哲
男　

い
つ
で
し
ょ
う
ね
、
７
月
に
な
る
か
、
８
月
に

　
　

な
る
か
。

ア
サ
ダ　

去
年
、
渡
部
茂
子
さ
ん
に
日
進
社
印
刷
所
と
こ

　
　

の
ト
レ
ド
、
僕
ら
も
連
れ
て
き
て
い
た
だ
き
ま
し

　
　

た
。
そ
も
そ
も
こ
の
喫
茶
ト
レ
ド
は
、
ど
ん
な
お

　
　

店
か
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
も
い
い
で
す
か
？

哲
男　

も
う
40
年
や
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
昭
和
何
年

　
　

だ
ろ
、
52
年
の
12
月
に…

…

。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
で
は
じ
め
ら
れ
た
っ
て
伺
っ
た
ん
で

　
　

す
け
れ
ど
も
。

哲
男　

そ
う
で
す
。
林 

広
明
く
ん
。
同
級
生
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
浪
江
ご
出
身
で
？

哲
男　

出
身
は
、
私
は
楢
葉
町
で
す
。

ア
サ
ダ　

そ
う
な
ん
で
す
ね
。

哲
男　

林
さ
ん
が
富
岡
で
、
高
校
が
一
緒
だ
っ
た
の
。

　
　

浪
江
高
校
の
商
業
科
で
。
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　

を
や
っ
て
た
縁
で
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
長
い
で
す

　
　

ね
、
だ
い
た
い
18
歳
ぐ
ら
い
か
16
か
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
一
度
東
京
出
ら
れ
て
か
ら
戻
っ
て
こ

　
　

ら
れ
て
？

哲
男　

は
い
。東
京
に
６
年
ぐ
ら
い
。私
は
魚
屋
や
っ
て

　
　

た
ん
で
す
。
そ
の
あ
と
１
年
半
ぐ
ら
い
、
日
本
橋

　
　

の
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん
で
修
行
し
ま
し
て
。
私
ら
が

　
　

こ
こ
、
開
店
し
た
頃
は
い
っ
ぱ
い
喫
茶
店
が
あ
っ

　
　

た
ん
で
す
け
ど
、
ど
ん
ど
ん
辞
め
て
っ
ち
ゃ
っ
て

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

哲
男　

ち
ょ
う
ど
昔
は
近
く
に
役
場
が
あ
っ
た
ん
で
す

　
　

よ
。
い
ま
の
郵
便
局
の
と
こ
が
役
場
で
、
毎
朝
も

　
　

う
。

ア
サ
ダ　

役
場
の
方
は
多
い
で
す
よ
ね
、お
客
さ
ん
、き
っ

　
　

と
。

哲
男　

８
時
前
頃
か
ら
、
７
時
ぐ
ら
い
か
ら
、
い
つ
も

　
　

コ
ー
ヒ
ー
用
意
し
て
待
っ
て
て
。

ア
サ
ダ　

い
ま
ち
ょ
う
ど
ね
、
メ
ニ
ュ
ー
が
確
か
そ
の
へ

　
　

ん
に
。

哲
男　

う
ん
。
メ
ニ
ュ
ー
は
こ
っ
ち
ド
リ
ン
ク
で
、
あ

　
　

と
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
、
セ
ッ
ト

　
　

で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
結
構
音
楽
を
お
店
で
か
け
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？ 

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。
ジ
ャ
ズ
喫
茶
風
に
は
し
な
か
っ

　
　

た
ん
で
す
。
ま
あ
フ
ォ
ー
ク
も
か
け
た
り
、
あ
と

　
　

ジ
ャ
ズ
も
か
け
た
り
、
ま
あ
、
た
ま
に
ロ
ッ
ク
な

　
　

ん
か
も
。

ア
サ
ダ　

哲
男
さ
ん
ご
趣
味
と
い
う
か
、
音
楽
の
ほ
う
は
。

哲
男　

趣
味
は
フ
ォ
ー
ク
世
代
で
す
ね
。
も
う
65
で
す

　
　

か
ら
、
フ
ォ
ー
ク
で
す
ね
。
吉
田
拓
郎
と
か
、
井

お 

だ
か

ア
サ
ダ　

ま
さ
に
こ
こ
。

哲
男　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

い
ま
、
わ
れ
わ
れ
が
座
っ
て
る
ベ
ン
チ
で
す
、

　
　

ト
レ
ド
の
前
の
。

哲
男　

ほ
ん
で
、
乾
い
た
か
ら
っ
つ
っ
て
運
ぼ
う
と
し

　
　

た
ら
、
道
路
の
真
ん
な
か
へ
ん
で
ぐ
ら
ー
っ
と
来

　
　

た
ん
で
す
よ
ね
。
で
、
ド
ア
、
あ
そ
こ
し
か
な
い

　
　

か
ら
、
出
入
り
口
。
そ
ん
で
、
お
客
さ
ん
に
外
に

　
　

出
て
も
ら
っ
て
。
ま
あ
、
店
そ
の
も
の
は
大
丈
夫

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
な
か
の
赤
レ
ン
ガ
と
か
が

　
　

崩
れ
て
ま
し
て
。
倒
れ
な
く
て
良
か
っ
た
な
と
。

　
　

で
も
、
あ
そ
こ
に
あ
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
は
こ
っ
ち
に

　
　

倒
れ
て
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
。

哲
男　

い
つ
も
あ
そ
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
干
し
と
く
ん
で

　
　

す
よ
。
で
も
、
そ
の
日
は
こ
っ
ち
。

ア
サ
ダ　

本
当
で
す
ね
。
た
ま
た
ま
こ
っ
ち
に
そ
の
日
、

　
　

こ
ち
ら
に
干
さ
れ
て
て
。

哲
男　

だ
か
ら
、
で
な
か
っ
た
ら
私
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
下

　
　

敷
き
に
な
っ
て
た
か
も
し
ん
な
い
。
ち
ょ
う
ど
そ

　
　

の
時
間
だ
か
ら
ね
。
で
、
あ
そ
こ
に
あ
る
奥
の
ほ

　
　

う
の
自
転
車
が
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

　
　

自
転
車
が
助
け
て
く
れ
た
、
私
の
無
事
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
か
。

哲
男　

え
え
。
す
ご
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
、
あ
の
と
き

　
　

の
揺
れ
は
、
う
ん
。

ア
サ
ダ　

み
ん
な
に
と
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
こ
こ
は
ひ
と
つ

　
　

の
そ
う
い
う
た
ま
り
場
と
い
う
か
。

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
若
者
を
中
心
に
、
何

　
　

か
を
ね
、
ま
あ
ジ
ャ
ズ
を
み
ん
な
に
幅
広
く
伝
え

　
　

た
り
、
あ
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
め
い
っ
ぱ
い
体
を

　
　

動
か
し
て
。
ま
あ
、
こ
の
ま
ち
に
来
て
、
や
っ
ぱ

　
　

り
ジ
ャ
ズ
を
広
め
て
、
み
な
さ
ん
に
ジ
ャ
ズ
っ
て

　
　

こ
う
い
う
も
ん
だ
よ
っ
て
い
う
も
の
を
聴
い
て
も

　
　

ら
っ
た
だ
け
で
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
う

　
　

40
年
ち
ょ
っ
と
で
歴
史
は
終
わ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た

　
　

け
ど
ね
。

ア
サ
ダ　

は
い
。
今
日
は
喫
茶
ト
レ
ド
を
経
営
さ
れ
て
い

　
　

た
脇
坂
哲
男
さ
ん
に
ゲ
ス
ト
に
お
越
し
い
た
だ
き

　
　

ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
山
口
百
恵『
さ
よ
な
ら
の
向
こ
う
側
』が
流
れ

　
　

る
）

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
第
５
集
「
変
化
と
連
な
り

　
　

さ
よ
な
ら
の
か
わ
り
に
」、い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

　
　

う
か
？

　
　
　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
で
は
リ
ク
エ
ス
ト
を
募
集

　
　

し
て
お
り
ま
す
。
C
D
と
同
封
さ
れ
て
い
た
リ
ク

　
　

エ
ス
ト
カ
ー
ド
に
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲
名
と

　
　

歌
手
名
、
そ
し
て
、
そ
の
曲
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

　
　

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
、
団
地
の
集
会
場
の
黄

　
　

色
い
専
用
の
ポ
ス
ト
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ま
た
、
C
D
デ
ッ
キ
も
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
　

何
名
か
の
住
民
の
方
か
ら
、
「
聴
き
た
い
け
ど
家

　
　

に
機
械
が
な
い
か
ら
聴
け
な
い
」
と
い
う
ご
意
見

　
　

も
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
い
つ
で
も
C
D
デ
ッ

　
　

キ
を
ご
自
宅
ま
で
お
持
ち
し
ま
す
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
春
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
が
、
ま
だ

　
　

少
し
寒
さ
が
続
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
あ

　
　

た
た
か
く
し
て
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
お
届
け
し

　
　

ま
し
た
の
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
パ
ー
ソ
ナ
リ

　
　

テ
ィ
ー
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
、
榊 

裕
美
、
江
尻
浩
二

　
　

郎
で
し
た
。
そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
、
ご
き
げ
ん
よ

　
　

う
。
さ
よ
う
な
ら
。



　
　

き
ま
し
た
よ
ね
。
最
初
に
晴
男
さ
ん
か
ら
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
カ
ー
ド
を
い
た
だ
い
て
、
そ
の
あ
と
、
晴
男

　
　

さ
ん
と
洋
子
さ
ん
、
ふ
た
り
と
も
リ
ク
エ
ス
ト
を

　
　

い
た
だ
い
た
。
で
、
晴
男
さ
ん
の
ほ
う
が
、
井
沢

　
　

八
郎
『
男
傘
』
っ
て
い
う
曲
で
し
た
よ
ね
。
僕
、

　
　

あ
の
曲
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
　
　

の
ど
自
慢
大
会
か
で
歌
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ

　
　

れ
っ
て
い
つ
頃
？

晴
男　

18
歳
の
と
き
だ
か
ら
、
ま
あ
50
年
は
ま
わ
っ
た

　
　

な
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
、
浪
江
で
や
っ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

浪
江
の
手
前
の
双
葉
町
。
あ
の
頃
の
体
育
館
っ

　
　

て
、
落
成
記
念
っ
て
い
う
と
そ
う
い
う
お
祭
り
を

　
　

や
っ
て
、
N
H
K
さ
ん
の
こ
と
呼
ば
っ
て
、
あ
ち

　
　

こ
ち
で
の
ど
自
慢
多
か
っ
た
の
。
昭
和
43
年
頃
だ
。

ア
サ
ダ　
『
男
傘
』
を
歌
お
う
っ
て
な
っ
た
の
は
、
な
ぜ

　
　

で
す
か
？

晴
男　

ま
あ
い
た
ず
ら
だ
よ
、
ど
う
っ
て
こ
と
な
い
。

　
　

聴
い
た
だ
け
で
、
練
習
な
ん
か
し
て
な
い
よ
。

ア
サ
ダ　

あ
の
曲
っ
て
、
か
な
り
勇
ま
し
い
曲
じ
ゃ
な
い

　
　

で
す
か
。

晴
男　

は
い
。
あ
の
声
で
は
歌
え
ね
え
け
ど
も
、
井
沢

　
　

八
郎
は
高
音
で
い
い
声
出
し
て
ん
だ
、
も
と
は
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
。
高
音
だ
け
れ
ど
も
、
ど
や
す

　
　

よ
う
な
感
じ
っ
て
い
う
か
。

晴
男　

そ
う
そ
う
そ
う
そ
う
。

　
　
　
（
井
沢
八
郎
『
男
傘
』
が
流
れ
る
）

ア
サ
ダ　

ち
な
み
に
結
果
か
ら
聞
き
ま
す
け
ど
、
あ
の
キ

　
　

ン
コ
ン
カ
ン
コ
ン
カ
ー
ン…

…

。

晴
男　

２
点
で
す
、
２
点
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。『
ラ
ジ
オ
下
神
白

　
　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。

　
　

こ
の
C
D
で
は
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん

　
　

の
ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深

　
　

い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　

第
５
集
の
テ
ー
マ
は
「
変
化
と
連
な
り　

さ
よ

　
　

な
ら
の
か
わ
り
に
」
。
下
神
白
団
地
に
住
ま
わ
れ

　
　

た
あ
と
に
、
も
と
の
ま
ち
に
戻
ら
れ
た
り
、
別
の

　
　

ま
ち
へ
と
転
居
さ
れ
た
住
民
さ
ん
の
声
を
収
録
し

　
　

ま
し
た
。
元
４
号
棟
住
民
で
、
現
在
、
南
相
馬
在

　
　

住
の
横
山
晴
男
さ
ん
・
洋
子
さ
ん
ご
夫
妻
。
元
２

　
　

号
棟
住
民
で
、
現
在
富
岡
町
在
住
の
原
田
洋
星
さ

　
　

ん
・
ト
ヨ
さ
ん
ご
夫
妻
。そ
し
て
、お
知
ら
せ
コ
ー

　
　

ナ
ー
で
は
、
４
号
棟
の
渡
部
茂
子
さ
ん
と
親
交
の

　
　

あ
る
、
浪
江
町
の
喫
茶
ト
レ
ド
の
店
長
・
脇
坂
哲

　
　

男
さ
ん
に
も
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
い
ま
の
生
活
の
現
状
と
と
も
に
、

　
　

下
神
白
団
地
で
つ
な
が
っ
た
一
人
ひ
と
り
へ
の
感

　
　

謝
の
思
い
が
声
と
音
楽
で
綴
ら
れ
ま
す
。　
　
　

　
　
　

ま
ず
は
横
山
晴
男
さ
ん
、
洋
子
さ
ん
ご
夫
妻
で

　
　

す
。
横
山
晴
男
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
小
林 

旭

　
　

で
『
昔
の
名
前
で
出
て
い
ま
す
』。そ
し
て
、
洋
子

　
　

さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
ち
あ
き
な
お
み
で
『
喝

　
　

采
』
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

横
山
晴
男
さ
ん
の
の
ど
自
慢
大
会
　

ア
サ
ダ　

リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
入
れ
る
黄
色
い
ポ
ス
ト

　
　

は
、
晴
男
さ
ん
と
平
子
さ
ん
に
つ
く
っ
て
い
た
だ

晴
男　

た
ま
た
ま
。
１
点
っ
て
い
う
時
代
も
あ
っ
た
ん

　
　

だ
、
あ
の
頃
は
。

ア
サ
ダ　

１
点
？　

容
赦
な
い
で
す
ね
。

晴
男　

う
ん
。
こ
ん
な
格
好
で
、
ジ
ー
パ
ン
は
い
て
、

　
　

シ
ャ
ツ
着
て
。

ア
サ
ダ　

ジ
ー
パ
ン
い
い
で
す
ね
。

晴
男　

予
選
も
同
じ
よ
う
な
支
度
で
行
っ
て
、
ま
あ
、

　
　

歌
い
方
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん
だ
ね
。
若
い
し
、

　
　

一
回
テ
レ
ビ
に
出
す
か
っ
て
。
ほ
ん
で
、
出
し
て

　
　

も
ら
っ
た
。

ア
サ
ダ　

お
お
！

晴
男　

だ
か
ら
、
本
番
の
テ
レ
ビ
で
も
映
っ
て
る
の
。

　
　

み
ん
な
テ
レ
ビ
に
く
ぎ
づ
け
だ
っ
た
。
や
っ
と
テ

　
　

レ
ビ
も
一
家
に
１
台
く
ら
い
ず
つ
普
及
し
た
か
ら
。

　
　
（
テ
レ
ビ
）出
た
ら
、俺
も
小
僧
だ
っ
た
か
ら
「
な

　
　

ん
だ
お
前
の
と
こ
ろ
の
息
子
、
よ
く
が
ん
ば
っ
た

　
　

も
ん
だ
」
な
ん
て
や
っ
ち
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
歌
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

晴
男　

で
も
、
駄
目
だ
っ
た
の
。

洋
子　

お
ば
あ
さ
ん
が
好
き
だ
っ
た
の
ね
。
似
て
ん

　
　

じ
ゃ
な
い
の
？

ア
サ
ダ　

え
、
お
母
さ
ん
が
っ
て
こ
と
で
す
か
？

晴
男　

お
ふ
く
ろ
は
う
ま
く
て
。
み
ん
な
か
ら
、
歌
え

　
　

歌
え
な
ん
て
や
っ
ち
、
ど
こ
さ
行
っ
て
も
歌
っ
て

　
　

た
。

洋
子　

お
母
さ
ん
は
、
何
か
の
拍
子
で
集
ま
っ
て
歌
っ

　
　

て
た
ね
。

晴
男　

ほ
ら
、
部
落
の
婦
人
会
で
、
１
泊
で
湯
入
る
な

　
　

ん
て
あ
っ
た
時
代
だ
も
ん
。
そ
れ
に
行
く
と
、
必

　
　

ず
歌
っ
て
た
っ
て
い
う
話
だ
。

洋
子　

や
っ
ぱ
り
一
番
最
初
に
歌
っ
た
み
た
い
で
。

晴
男　

お
ふ
く
ろ
も
な
。

　
　

た
っ
て
ね
。
一
番
早
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す

　
　

よ
、
こ
の
人
。

晴
男　

結
婚
し
た
の
が
早
か
っ
た
ん
だ
、
俺
は
。

洋
子　

同
級
生
の
な
か
で
。

晴
男　

ち
ょ
う
ど
25
に
な
っ
た
と
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

晴
男　

う
ん
、お
や
じ
、お
ふ
く
ろ
も
そ
ろ
そ
ろ
と
思
っ

　
　

て
、
帰
っ
て
き
た
ら
た
ま
た
ま
な
、
隣
組
の
お
ば

　
　

あ
さ
ん
に
言
わ
っ
ち
な
。
ほ
ん
で
会
っ
た
ら
、
い

　
　

い
っ
て
言
う
か
ら
し
ょ
う
な
い
か
ら
も
ら
っ
た
わ

　
　

い
な
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

も
ら
っ
た
わ
い
な
。

洋
子　

し
ょ
う
な
い
か
ら
だ
っ
て
（
笑
）。
失
礼
だ
よ

　
　

ね
、
ア
サ
ダ
さ
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
言
い
方
し
ま
し
た
ね
、
い
ま
ね
、
晴
男

　
　

さ
ん
ね
。

洋
子　

ね
え
。

晴
男　

俺
は
若
い
う
ち
、す
ご
く
や
っ
た
べ
や
。出
会
っ  

　
　

た
頃
は
ね
。
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
と
か
盛
ん
に
歌
っ
て

　
　

た
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
は
い
は
い
。

洋
子　
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』
か
？

晴
男　
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』
と
か
。　
　
　

ア
サ
ダ　

レ
コ
ー
ド
も
持
っ
て
た
り
と
か
さ
れ
た
ん
で
す

　
　

か
、
晴
男
さ
ん
っ
て
。

洋
子　

レ
コ
ー
ド
は
う
ち
に
あ
り
ま
す
、
浪
江
に
。

晴
男　

う
ん
、
持
っ
て
る
べ
や
。

ア
サ
ダ　

あ
、
浪
江
に
残
っ
て
る
ん
で
す
か
。

晴
男　

ま
だ
こ
こ
さ
持
っ
て
こ
ら
ん
ね
え
か
ら
、
孫
た

　
　

ち
来
っ
か
ら
。

洋
子　

倉
庫
に
あ
り
ま
す
。

晴
男　

そ
ん
な
も
の
、
投
げ
ろ
（
捨
て
ろ
）
っ
て
言
う

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

浪
江
に
ま
だ
倉
庫
は
あ
る
ん
で
す
か
？

晴
男　

あ
り
ま
す
、
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

で
、
そ
こ
に
レ
コ
ー
ド
も
置
い
て
ら
っ
し
ゃ

　
　

る
？

晴
男　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

へ
え
。

晴
男　

あ
れ
の
向
か
い
側
に
倉
庫
あ
る
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。
そ
の
隣
の
お
う
ち
は
壊
さ

　
　

れ
た
け
ど
。

晴
男　

う
ん
、
そ
れ
だ
け
は
置
い
た
の
。

洋
子　

倉
庫
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
両
方

　
　

で
、
昔
の
何
つ
う
の
？

晴
男　

テ
ク
ニ
ク
ス
だ
。

洋
子　

っ
て
言
う
ら
し
い
。
そ
れ
は
残
っ
て
る
よ
。

ア
サ
ダ　

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
ス
ピ
ー
カ
ー
と
ア
ン

　
　

プ
が
あ
っ
て
。

晴
男　

ラ
ジ
オ
も
あ
る
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
す
ご
い
。
見
に
行
き
た
い
な
、
そ
れ
は
。

洋
子　

あ
、
見
に
行
き
た
い
（
笑
）？

　
　
　

　
　
　
（
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』　

　

が
流
れ
る
。
倉
庫
で
レ
コ
ー
ド
を
探
す
一
同
）

晴
男　

配
電
盤
で
す
。

ア
サ
ダ　

配
電
盤
？

晴
男　

角
。
な
か
に
入
っ
て
。
あ
あ
、
そ
こ
そ
こ
。

ア
サ
ダ　

わ
か
り
ま
し
た
、
わ
か
り
ま
し
た
、
ど
こ
か
。

洋
子　

こ
れ
で
す
よ
、
ア
サ
ダ
さ
ん
。

ア
サ
ダ　

お
お
。

晴
男　

こ
れ
、
昭
和
41
年
だ
か
２
年
に
買
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

っ
て
こ
と
は
、『
の
ど
自
慢
』
に
出
る
と
き
が

　
　

昭
和
43
年…

…

。

晴
男　

あ
あ
、
そ
の
頃
、
そ
の
頃
。

ア
サ
ダ　

お
お
。
す
ご
い
。

晴
男　

あ
、
西
川
峰
子
だ
。　
　

洋
子　

西
川
峰
子
ね
。

晴
男　

西
川
峰
子
と…

…

。

ア
サ
ダ　

小
柳
ル
ミ
子
。

洋
子　

ち
あ
き
な
お
み
。

晴
男　

ど
こ
さ
か
い
っ
た
な
、
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
。
ほ
ら
、

　
　

言
っ
て
る
。

ア
サ
ダ　

あ
、
仰
っ
て
ま
し
た
ね
、
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
。
こ

　
　

の
レ
コ
ー
ド
は
洋
子
さ
ん
も
聴
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
ん
で
す
か
？

洋
子　

私
は
震
災
前
は
聴
い
て
た
よ
、
う
ん
。
西
川
峰

　
　

子
の
何
だ
っ
け
な
、
こ
れ
じ
ゃ
な
く
て
。
キ
ン
キ

　
　

ラ
だ
か
ん
ね
、
こ
の
人
ね
。

ア
サ
ダ　

何
そ
れ
、
キ
ン
キ
ラ
っ
て
。

洋
子　

あ
な
ん
か
こ
う
い
う
、こ
の
方
っ
て
、ハ
ス
キ
ー

　
　

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

そ
の
曲
の
名
前
っ
て
わ
か
り
ま
す
？

洋
子　

わ
か
ん
な
い
、
忘
れ
た
。
「
あ
な
た
に
あ
げ
る

　
　

何
と
か
何
と
か
」
っ
て
い
う
歌
だ
け
ど
。
そ
れ

　
　
（
レ
コ
ー
ド
を
）
回
し
ち
ゃ
え
ば
わ
か
る
け
れ
ど

　
　

も
、
壊
れ
て
っ
か
ら
で
き
な
い
。
載
っ
て
な
い
で

　
　

す
か
？

ア
サ
ダ　

歌
詞
は
載
っ
て
ま
す
。

　
　
　
（
西
川
峰
子
『
あ
な
た
に
あ
げ
る
』
が
流
れ

　
　
　

る
）

ア
サ
ダ　

ど
う
い
う
と
き
に
洋
子
さ
ん
っ
て
音
楽
聴
い
て

　
　

た
の
？

洋
子　

ど
う
い
う
と
き
？　

う
ー
ん
、
ご
飯
食
べ
て

　
　

ほ
っ
と
し
た
と
き
。
家
事
の
と
き
は
聴
か
な
い
で

洋
子　

こ
っ
ち
は
上
手
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

そ
の
へ
ん
、
ま
あ
血
だ
ね
。

洋
子　

お
じ
い
さ
ん
は
横
笛
で
、
盆
踊
り
の
と
き
は

　
　

や
っ
ぱ
り
頼
ま
れ
な
く
て
も
自
分
で
笛
持
っ
て
っ

　
　

て（
笑
）。

ア
サ
ダ　

も
う
ね
、
や
る
も
ん
だ
っ
て
い
う
感
じ
。

洋
子　

そ
う
そ
う
そ
う
。

晴
男　

70
過
ぎ
ま
で
吹
い
て
た
か
ん
ね
。
結
構
達
者

　
　

だ
っ
た
ん
だ
わ
、
笛
吹
き
は
。

ア
サ
ダ　

笛
吹
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
、
お
父
さ
ま
は
。

晴
男　

２
代
目
覚
え
ろ
っ
て
や
っ
て
た
ね
。
私
は
駄
目

　
　

だ
な
。

一
同　
（
笑
）。

洋
子　

結
構
難
し
い
も
ん
ね
。

晴
男　

大
工
仕
事
は
で
き
っ
け
ど
、
そ
の
ほ
か
の
こ
と

　
　

は
駄
目
な
ん
だ
。
不
器
用
で
。

江
尻　

い
や
、
ま
だ
遅
く
ね
え
な
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

大
工
仕
事
で
基
礎
は
積
ん
で
ま
す
も
ん
ね
。

洋
子　

い
や
、
難
し
い
。
息
も
続
か
な
い
よ
、
あ
の
笛

　
　

は
、
き
っ
と
。

晴
男　

う
ん
、
確
か
に
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
吹
い
た
ん
だ

　
　

よ
、
俺
は
。
お
ふ
く
ろ
の
教
え
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

お
母
さ
ま
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
も
吹
い
て
、
歌
も

　
　

歌
っ
て
、
お
父
さ
ん
は
横
笛
を
？

晴
男　

う
ん
。
う
ち
の
い
と
こ
も
一
回
、
遠
藤 

実
先
生

　
　

に
つ
い
て
、
で
も
や
っ
ぱ
り
お
金
の
面
で
途
中
で

　
　

諦
め
た
の
。

ア
サ
ダ　

歌
唱
の
指
導
で
す
か
。

晴
男　

う
ん
。
俺
も
本
当
は
２
０
０
万
あ
っ
と
、
あ
の

　
　

当
時
、
プ
ロ
歌
手
に
な
れ
て
た
ん
だ
っ
た
。

洋
子　

初
め
て
聞
い
た
！

晴
男　

小
林 

旭
が
お
じ
の
甥
っ
子
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

え
！　

つ
な
が
り
が
あ
る
ん
で
す
ね
、
小
林 

旭

　
　

さ
ん
と
。

晴
男　

い
ま
で
も
健
在
。
あ
り
ま
す
あ
り
ま
す
、
東
京

　
　

渋
谷
で
ね
。

ア
サ
ダ　

大
ス
タ
ー
で
す
ね
。

晴
男　

う
ん
、
あ
そ
こ
は
多
摩
川
の
上
だ
か
ら
、
荒
川

　
　

で
ね
え
、
何
つ
っ
た
っ
け
な
。
上
野
毛
。
そ
こ
で

　
　

ね
、
お
寺
や
っ
て
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

へ
え
。

晴
男　

そ
こ
の
お
じ
の
奥
さ
ん
が
、
小
林 

旭
の
お
ふ
く

　
　

ろ
の
妹
な
の
。

ア
サ
ダ　

お
お
、
近
い
な
、
そ
れ
（
笑
）。

晴
男　

お
ふ
く
ろ
は
会
っ
て
る
よ
、
た
ぶ
ん
。
俺
は
行

　
　

か
な
か
っ
た
け
ど
な
。
た
だ
、
２
０
０
万
く
ら
い

　
　

あ
れ
ば
大
丈
夫
だ
よ
っ
て
や
つ
、
あ
の
当
時
。
昭

　
　

和
50
年
頃
。

ア
サ
ダ　

当
時
の
２
０
０
万
っ
て
い
う
の
は
、
結
構
な
額

　
　

で
す
よ
ね
。

晴
男　

う
ん
、
い
ま
の
２
０
０
０
万
か
、
そ
ん
く
ら
い

　
　

か
か
っ
た
ん
だ
な
、
プ
ロ
歌
手
に
な
る
に
は
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

い
や
、
も
う
最
初
か
ら
諦
め
て
た
。

一
同　
（
笑
）。

　
　
　
（
小
林 

旭
『
昔
の
名
前
で
出
て
い
ま
す
』
が
流

　
　

れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

横
山
ご
夫
妻
の
出
会
い

　
　
〜
洋
子
さ
ん
が
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
た
夜

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
は
い
つ
ぐ
ら
い
に
、
ど
ん
な
ふ
う
に

　
　

出
会
わ
れ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

私
ど
も
は
昭
和
50
年
に
一
緒
に
な
り
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

晴
男　

私
は
昭
和
46
年
に
東
京
に
出
て
っ
て
、
49
年
に

　
　

帰
っ
て
来
た
ん
で
す
。
修
業
し
な
が
ら
。

ア
サ
ダ　

大
工
の
お
仕
事
の
修
業
で
す
か
？

晴
男　

は
い
。
そ
の
前
に
帰
っ
て
来
た
の
か
？　

だ
い

　
　

た
い
同
じ
ぐ
ら
い
だ
ろ
、
お
前
と
俺
。

洋
子　

私
は
49
年
に
帰
っ
て
き
て
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
同
じ
で
す
よ
ね
。

洋
子　

は
い
。

洋
子　

静
岡
な
ん
で
す
。

晴
男　

浜
松
だ
な
。

洋
子　

や
っ
ぱ
り
、
二
十
歳
の
頃
帰
っ
て
き
た
い
っ
て

　
　

い
う
か
、
そ
れ
で
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

洋
子
さ
ん
も
浪
江
？

洋
子　

私
は
小
高
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

当
時
、
何
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
。

晴
男　

縫
製
業
だ
べ
や
。

洋
子　

仲
人
さ
ん
（
を
や
る
の
が
）
好
き
な
人
が
近
く

　
　

に
い
て
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ん
で
す
け
ど
。

晴
男　

そ
う
だ
な
、
昔
で
い
う
、
お
見
合
い
み
た
い
な

　
　

も
ん
で
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

洋
子　
「
ど
う
だ
い
？
」と
か
っ
て
、そ
れ
で
知
り
合
っ

　
　

た
み
た
い
な
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。
結
構
人
ご
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

一
同　
（
笑
）。

晴
男　

結
構
年
離
っ
ち
ん
だ
、
こ
れ
と
俺
で
。

洋
子　

５
つ
で
す
よ
、
そ
ん
な
ね
、
20
も
30
も
（
離
れ

　
　

て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
）。
私
は
昭
和
30
年（
生
ま

　
　

れ
）
で
す
か
ら
。
こ
っ
ち
は
24
年
（
生
ま
れ
）
な

　
　

ん
だ
け
ど
。
そ
ん
な
に
ね
、
離
れ
て
る
っ
つ
っ

　
　

み
ん
な
お
ら
よ
り
も
30
も
40
も
お
っ
き
な
人
ば
っ

　
　

か
り
だ
か
ら
、
わ
か
ん
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

３
年
間
、
下
神
白
に
暮
ら
さ
れ
て
、
い
ま
も
連

　
　

絡
取
っ
た
り
す
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

洋
子　

は
い
。
あ
っ
ち
に
い
た
と
き
は
楽
し
か
っ
た
け

　
　

ど
、
こ
こ
に
来
て
み
れ
ば
生
活
が
あ
れ
し
て
る

　
　

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
　
　

私
は
病
院
に
行
っ
て
る
と
き
は
、
必
ず
じ
ゃ
な

　
　

い
け
ど
、
火
曜
日
と
木
曜
日
の
カ
フ
ェ
の
日
に
は

　
　

な
る
べ
く
合
わ
す
よ
う
に
し
て
ん
だ
け
ど
、
や
っ

　
　

ぱ
り
半
日
が
病
院
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、

　
　

な
か
な
か
。

晴
男　

わ
り
と
、
お
前
は
楽
し
ん
だ
ど
。

一
同　
（
笑
）。

晴
男　

う
ん
、
下
神
白
で
は
。

洋
子　

だ
っ
て
、
こ
の
人
は
何
に
も
あ
れ
で
（
笑
）。

晴
男　

俺
は
ま
あ…

…

。

洋
子　

男
と
女
の
あ
れ
だ
わ
い
ね
。

晴
男　

あ
れ
な
、
大
工
仕
事
し
て
て
な
、
お
茶
飲
め
ん

　
　

か
っ
た
っ
ち
。
ま
あ
、
た
ま
に
１
杯
ぐ
ら
い
ご
ち

　
　

そ
う
に
な
っ
た
け
ど
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

女
の
人
の
ほ
う
が
そ
う
い
う
の
強
い
も
ん
。
交

　
　

流
す
る
の
は
男
の
人
、
下
手
だ
も
ん
ね
。

洋
子　

う
ん
。

晴
男　

俺
、
お
金
出
し
て
カ
フ
ェ
入
っ
た
こ
と
ね
え
ん

　
　

だ
か
ら
、
ま
だ
。

一
同　
（
笑
）。

洋
子　

こ
こ
に
来
た
ら
、
そ
う
い
う
あ
れ
が
な
い
か
ら
。

晴
男　

い
や
、
い
い
か
ら
来
て
飲
め
っ
て
言
わ
れ
た
ん

　
　

だ
け
ん
ど
。

洋
子　

私
は
楽
し
か
っ
た
よ
。

晴
男　

う
ん
、
楽
し
ん
だ
べ
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

平
子
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
も
下
神
白
で
す
か
？

晴
男　

う
ん
、
そ
こ
で
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

も
と
も
と
知
り
合
い
じ
ゃ
な
く
て
、
下
神
白
で

　
　

出
会
っ
た
？

晴
男　

う
ん
。
ま
あ
昔
の
話
聞
く
と
、
た
ぶ
ん
若
い
頃

　
　

は
行
き
会
っ
て
っ
か
も
わ
か
ん
ね
え
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
、
い
い
話
だ
な
。

晴
男　

私
浪
江
で
、
あ
ち
ら
の
方
は
富
岡
だ
か
ら
。
で
、

　
　

同
じ
建
設
会
社
の
も
た
ま
に
か
じ
っ
た
こ
と
も

　
　

あ
っ
か
ら
。「
ど
こ
ど
こ
さ
行
っ
て
た
」
っ
て
話

　
　

し
た
ら
、「
あ
、
俺
も
行
っ
て
た
ど
」
っ
て
言
っ

　
　

た
か
ら
、
平
子
さ
ん
も
「
俺
も
そ
こ
の
下
請
け
も

　
　

ら
っ
て
や
っ
て
た
よ
」
っ
つ
っ
た
の
。

　
　
　

平
子
さ
ん
が
ラ
ジ
オ
体
操
終
わ
っ
と
、
そ
の
時

　
　

間
に
俺
、行
く
の
。富
岡
で
お
い
っ
ち
に
っ
て
や
っ

　
　

て
っ
か
ら
。
あ
の
頃
ね
、
８
０
０
０
歩
歩
い
て
た

　
　

ん
で
す
、
毎
日
。
も
う
あ
れ
か
ら
、
も
う
丸
１
年

　
　

歩
っ
て
な
い
な
。
去
年
ま
で
は
席
取
り
に
も
行
っ

　
　

た
の
、
花
火
大
会
の
。

洋
子　

小
名
浜
の
ね
。

晴
男　

う
ん
、
席
取
り
に
行
っ
て
た
ん
だ
よ
、
ふ
た
り

　
　

で
。
朝
５
時
起
き
し
て
、
テ
ー
プ
貼
っ
て
。
だ
か

　
　

ら
、
お
ば
あ
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
、
み
ん
な
来
た

　
　

よ
。
打
ち
上
げ
花
火
。

洋
子　

最
高
だ
っ
た
、だ
か
ら
、３
年
間
見
せ
て
も
ら
っ

　
　

た
け
ど
。

晴
男　

ま
あ
平
子
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
で
ね
、
仕
事
な

　
　

り
遊
び
な
り
、
散
歩
に
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
、

　
　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
と
、
佐

　
　

山
さ
ん
ら
に
も
い
ろ
い
ろ
ご
心
配
か
け
た
こ
と
も

　
　

あ
る
し
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

　
　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

洋
子　

下
神
白
の
み
な
さ
ん
、
３
年
間
い
ろ
い
ろ
お
世

　
　

話
に
な
り
ま
し
た
。
や
っ
と
自
分
の
う
ち
に
来
て
、

　
　

安
心
っ
て
い
う
か
、
不
安
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
ま

　
　

あ
そ
こ
そ
こ
慣
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
こ
れ
か

　
　

ら
、
ど
う
す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
も
、
が

　
　

ん
ば
っ
て
、
ま
あ
高
齢
者
の
方
は
身
体
に
気
を
付

　
　

け
て
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

原
田
ご
夫
妻
の
出
会
い

　
　
〜
東
京
・
横
浜
時
代
と
洋
星
さ
ん
の
あ
の
曲

江
尻　

続
い
て
は
、
元
２
号
棟
に
お
住
ま
い
で
、
現
在

　
　

は
富
岡
町
に
戻
ら
れ
た
、
原
田
洋
星
さ
ん
・
ト
ヨ

　
　

さ
ん
の
ご
夫
妻
で
す
。

　
　
　

集
会
場
の
カ
フ
ェ
で
隣
り
合
わ
せ
た
ト
ヨ
さ
ん

　
　

か
ら
、
レ
コ
ー
ド
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
い
う
お
話

　
　

を
伺
っ
た
の
は
、
も
う
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
で
、

　
　

ぜ
ひ
見
せ
て
く
だ
さ
い
と
団
地
の
部
屋
を
訪
ね
た

　
　

の
は
、
２
０
１
７
年
３
月
９
日
の
こ
と
で
し
た
。

　
　

も
う
一
度
、
改
め
て
お
話
を
伺
お
う
と
考
え
て
い

　
　

た
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
お
ふ
た
り
は

　
　

富
岡
町
に
戻
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
い
や
、
残

　
　

念
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ト
ヨ
さ
ん
が
遊
び
に

　
　

来
て
く
だ
さ
い
な
ん
て
言
っ
て
く
だ
さ
る
も
ん
で

　
　

す
か
ら
、
私
た
ち
は
厚
か
ま
し
く
も
雁
首
そ
ろ
え

　
　

て
、
本
当
に
伺
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　

小
春
日
和
の
昼
下
が
り
、
早
速
い
ま
、
目
の
前

　
　

に
お
ふ
た
り
の
思
い
出
の
、
た
く
さ
ん
の
レ
コ
ー

　
　

ド
が
広
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

す
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
落
ち
着
い
た
と
き
に
、
自
分
で
そ
う

　
　

や
っ
て
レ
コ
ー
ド
か
け
て
、
針
落
と
し
て
聴
く
？

洋
子　

は
い
は
い
。

ア
サ
ダ　

っ
て
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間

　
　

に
、
わ
ざ
わ
ざ
音
楽
聴
い
て
た
の
ね
。

洋
子　

そ
う
で
す
ね
。
家
事
の
と
き
は
、
ま
あ
こ
れ

　
　
（
L
P
レ
コ
ー
ド
）
だ
と
結
構
、
（
収
録
）
時
間

　
　

あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
１
曲
じ
ゃ
な
い
か
ら
。

　
　

か
け
と
い
た
ら
。

ア
サ
ダ　

ア
ル
バ
ム
だ
か
ら
ね
、
L
P
で
。
そ
っ
か
そ
っ

　
　

か
。

洋
子　

こ
れ（
シ
ン
グ
ル
レ
コ
ー
ド
）は
す
ぐ
聴
い
ち
ゃ

　
　

う
か
ら
さ
、
終
わ
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
？

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
す
ぐ
終
わ
っ
ち
ゃ
う
も
ん
ね
。

洋
子　

う
ん
う
ん
。
だ
か
ら
、
こ
れ
で
は
ち
ょ
っ
と
。

ア
サ
ダ　

か
け
な
が
ら
何
か
し
て
た
？　

そ
れ
と
も
、
わ

　
　

り
と
ゆ
っ
く
り
が
多
か
っ
た
？

洋
子　

黙
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
飲
む
と
か
そ
れ
ぐ
ら
い
だ
っ

　
　

た
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。そ
れ
っ
て
、お
子
さ
ん
が
ち
っ

　
　

さ
か
っ
た
頃
？

洋
子　

う
ー
ん
、
中
学
か
な
。
ち
っ
ち
ゃ
い
と
き
は
、

　
　

ま
あ
寝
か
し
て
、
そ
ん
と
き
く
ら
い
だ
ね
、
あ
ん

　
　

ま
り
（
音
を
）
高
く
は
で
き
な
い
、
起
き
ち
ゃ
う

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

洋
子　

歌
う
こ
と
は
で
き
な
い
け
ど
、
音
痴
だ
か
ら
。

　
　

聴
く
こ
と
は
ね
、
み
な
さ
ん
の
歌
っ
て
る
の
を
聴

　
　

い
た
り
、
そ
れ
く
ら
い
は
。
自
分
で
歌
う
っ
て
い

　
　

う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
自
信
が
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

こ
こ
の
居
間
で
、
夜
に
？

洋
子　

う
ん
。
で
も
、
舅
さ
ん
い
た
か
ら
、
あ
ん
ま
り

　
　

ボ
リ
ュ
ー
ム
高
く
は
で
き
な
い
ん
だ
。
年
寄
り
っ

　
　

て
意
外
と
早
く
休
む
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
ア
ル
バ
ム
１
枚
ず
っ
と
聴
き
な
が
ら
、

　
　

ち
ょ
っ
と
休
ん
で
た
？

洋
子　

う
ん
、
そ
う
だ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
洋
子
さ
ん
に
と
っ
て
は
ど
ん
な
時
間

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
か
ね
。

洋
子　

ど
ん
な
時
間
？

ア
サ
ダ　

わ
り
と
ゆ
っ
く
り
と
ひ
と
り
で
過
ご
せ
る
時
間

　
　

で
？

洋
子　

そ
う
だ
ね
。
ち
ょ
っ
と
飲
み
な
が
ら
な
ら
い
い

　
　

ん
だ
け
ど
、
お
父
さ
ん
飲
ま
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
、
晴
男
さ
ん
、
飲
ま
な
い
ん
だ
。
ち
ょ
っ
と

　
　

不
満
そ
う
だ
ね
（
笑
）。

洋
子　

私
は
そ
ん
な
に
大
飲
ん
べ
え
じ
ゃ
な
い
け
ど

　
　

―
―

多
少
の
、
毎
晩
は
や
ら
な
い
け
ど―

―

う
ち

　
　

の
人
は
１
杯
飲
ん
だ
ら
顔
真
っ
赤
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　
　

た
も
ん
で
す
か
ら
、
い
ま
ま
で
40
何
年
間
一
緒
に

　
　

い
る
け
ど
、
お
酒
飲
ん
で
っ
て
い
う
の
は
な
い
で

　
　

す
。

　
　
　

日
中
は
聴
け
な
い
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
農
家
な
も

　
　

ん
で
。
今
度
夜
に
な
る
と
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
高
く
し

　
　

て
は
聴
け
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ま
あ
ま
わ
り

　
　

も
ほ
ら
ね
、
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
っ
か
ら
い
い
ん
で

　
　

す
け
ど
、
あ
ん
ま
り
ボ
リ
ュ
ー
ム
出
し
ち
ゃ
う
と

　
　

ね
、
な
ん
だ
か
あ
そ
こ
の
う
ち
あ
れ
だ
な
ん
て
言

　
　

わ
れ
て
も
嫌
だ
か
ら
。
そ
ん
な
感
じ
で
聴
い
て
ま

　
　

し
た
。
も
う
何
十
年
前
だ
よ
な
。
ち
あ
き
な
お
み

　
　

の
は
ほ
ら
、
い
ま
も
C
D
で
聴
い
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

ち
あ
き
な
お
み
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。

洋
子　

う
ん
、
『
喝
采
』
と
か
ね
。

ア
サ
ダ　

ち
あ
き
な
お
み
は
、
結
構
残
っ
て
る
ん
だ
ね
。

洋
子　

う
ん
、
そ
う
だ
ね
、
C
D
で
ね
。
『
四
つ
の
お

　
　

願
い
』
と
か
。
あ
と
は
、
X
Y
と
か
。
あ
、
こ
れ
は

　
　

X
Y
で
ね
え
か
「
X
Y
何
と
か
か
ん
と
か
」
っ
て
。

ア
サ
ダ　

そ
う
そ
う
、
こ
れ
、
『
X
＋
Y
＝
L
O
V
E
』。

　
　
（
ち
あ
き
な
お
み
『
喝
采
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

横
山
ご
夫
妻
の
い
ま

　
　

下
神
白
団
地
で
の
思
い
出
と
み
な
さ
ん
へ

ア
サ
ダ　

20
代
の
頃
か
ら
ず
っ
と
働
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

　
　

や
っ
ぱ
り
家
の
こ
と
と
か
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
じ
ゃ

　
　

な
い
で
す
か
、
姑
さ
ん
と
か
、
舅
さ
ん
と
か
い
た

　
　

ら
。
ご
近
所
付
き
合
い
は
ど
う
で
し
た
？

洋
子　

み
ん
な
お
勤
め
し
て
た
か
ら
、
そ
の
頃
は
。
だ

　
　

か
ら
、
頻
繁
に
お
茶
飲
み
と
か
は
な
か
っ
た
ね
。

　
　

日
曜
ぐ
ら
い
か
な
。
震
災
前
は
そ
う
や
っ
て
た
け

　
　

ど
、
震
災
後
は
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　
　

た
か
ら
。
隣
組
も
友
だ
ち
も
。
だ
か
ら
遠
距
離
っ

　
　

つ
う
か
、
お
茶
飲
み
も
で
き
な
い
。
こ
こ
に
来
て

　
　

も
、
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
下
神
白
団
地
で
定
期
的
に
開
催
し
て
い

　
　

た
「
カ
フ
ェ
下
神
白
」
な
ん
か
に
参
加
す
る
っ
て

　
　

い
う
ん
の
は
、
珍
し
か
っ
た
ん
で
す
か
？

洋
子　

う
ん
。
あ
そ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
来
た
お
陰

　
　

で
い
ろ
い
ろ
な
人
と
も
知
り
合
っ
た
し
、
浪
江
町

　
　

は
２
棟
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
４
、
５
号
棟
ね
。

洋
子　

み
ん
な
高
齢
者
ば
っ
か
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
　

私
ら
の
年
代
だ
っ
た
ら
、
何
と
か
わ
か
っ
け
ど
、
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ト
ヨ　

あ
れ
は
も
う
、
40
年
、
50
年
ぐ
ら
い
に
な
る
？

洋
星　

う
ん
。
そ
れ
こ
そ
、
そ
う
だ
な…

…

。

ト
ヨ　

50
年
以
上
に
な
る
よ
ね
、
私
た
ち
。

ア
サ
ダ　

よ
く
残
し
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
、
こ
れ
。

洋
星　

昭
和
30
年
。

ア
サ
ダ　

動
く
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

こ
れ
捨
て
る
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
な
ん

　
　

か
捨
て
な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
、
こ
の
前
。
み
ん
な
、

　
　

も
う
ほ
と
ん
ど
捨
て
た
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
だ
け
は

　
　

ね
、
な
ん
か
捨
て
が
た
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

洋
星　

日
本
で
ね
、
僕
が
好
き
な
の
は
、
こ
れ
。
こ
の

　
　

男
。
な
ん
か
自
殺
未
遂
し
た
け
ど
さ
。

ア
サ
ダ　

フ
ラ
ン
ク
永
井
さ
ん
で
す
か
。

洋
星　

フ
ラ
ン
ク
永
井
。

ア
サ
ダ　

松
尾
和
子
さ
ん
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
と
か
し
て
ま
し

　
　

た
よ
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
そ
う
、
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、
昭
和

　
　

41
年
に
吹
き
込
ま
れ
、
50
年
代
カ
ラ
オ
ケ
時
代
に

　
　

大
ヒ
ッ
ト
い
た
し
ま
し
た
、
作
詞
岩
谷
時
子
、
作

　
　

曲
吉
田 

正
。
魅
惑
の
低
音
、
フ
ラ
ン
ク
永
井
で

　
　
『
お
ま
え
に
』
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

ト
ヨ
さ
ん
の
戦
中
戦
後
と
窓
辺
で
聴
い
た
あ
の
曲

ア
サ
ダ　

フ
ラ
ン
ク
永
井
さ
ん
は
ど
の
へ
ん
が
魅
力
で
す

　
　

か
、
や
っ
ぱ
り
声
で
す
か
？

洋
星　

そ
う
だ
ね
、
声
が
あ
れ
だ
っ
た
。
ま
あ
魅
力
は

　
　

あ
る
わ
な
。

ア
サ
ダ　

こ
の
曲
を
買
っ
て
い
た
頃
は
、
も
う
お
ふ
た
り

　
　

は
ご
結
婚
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

も
う
し
て
た
よ
ね
、
と
っ
く
に
ね
。

洋
星　

で
し
た
。

ト
ヨ　

あ
の
頃
は
ね
、
ま
だ
ね
、
一
番
い
い
と
き
だ
、

　
　

40
年
。
ね
、
30
な
ら
40
年
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
一
番
、

　
　

元
気
で
し
ょ
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。
景
気
も
良
か
っ
た
し
。

ト
ヨ　

そ
う
、
20
何
年
、
ち
ょ
う
ど
う
ち
を
買
っ
た
ん

　
　

だ
か
ら
。
い
く
ら
か
ゆ
と
り
あ
っ
た
の
か
、
わ
か

　
　

ら
な
い
（
笑
）。
あ
の
頃
は
一
番
良
か
っ
た
。

洋
星　

い
や
ね
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
１
枚
１
枚
に
、
そ
れ

　
　

は
確
か
に
自
分
な
り
の
あ
れ
が
、
気
持
ち
っ
て
い

　
　

う
か
、
ひ
と
つ
の
何
て
い
う
ん
だ
ろ
う
な
、
物
語

　
　

が
あ
る
わ
け
だ
よ
。
そ
の
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
て
て
、

　
　

歌
い
手
が
ど
う
だ
っ
た
と
か
ね
、
あ
あ
、
あ
の
と

　
　

き
は
良
か
っ
た
ね
っ
て
。
ち
ょ
う
ど
景
気
が
ど
ん

　
　

ど
ん
ど
ん
ど
ん
上
積
み
に
な
っ
て
く
時
代
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
っ
た
頃
で
す

　
　

よ
ね
。

洋
星　

え
え
。
そ
れ
で
、
ま
ち
が
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん

　
　

ね
、
砂
利
道
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
な
っ
た
り
、
そ

　
　

う
い
う
時
代
だ
っ
た
か
ら
ね
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に

　
　

仕
事
も
し
た
け
ど
ね
。
戸
塚
に
い
る
と
き
は
横
浜

　
　

の
工
場
だ
っ
た
か
ら
、
車
で
行
っ
て
た
け
ど
。
東

　
　

京
勤
務
も
あ
っ
た
か
ら
。
東
京
勤
務
は
電
車
で

　
　

通
っ
て
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
れ
で
や
っ
ぱ
り
ほ
ら
、
友
だ
ち
で
そ
う
い
う

　
　

レ
コ
ー
ド
を
好
き
な
や
つ
が
い
た
か
ら
ね
。
だ
か

　
　

ら
、「
ど
ん
な
や
つ
が
あ
る
」
「
こ
ん
な
の
が
あ

　
　

る
」
っ
て
ね
。
そ
う
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
買
い
に

　
　

行
っ
た
も
ん
だ
け
ど
ね
。

ア
サ
ダ　

会
社
の
お
友
だ
ち
で
す
か
？

洋
星　

う
ん
。
ま
あ
、
ほ
と
ん
ど
は
や
っ
ぱ
会
社
だ
ね
。

　
　

自
分
の
ま
わ
り
で
は
、
同
じ
職
業
を
持
っ
た
人
、

　
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
っ
て
、
そ
う
多
く
な
か
っ
た

　
　

か
ら
ね
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
話
戻
り
ま
す
け
ど
、
も
と
も
と
九
州

　
　

か
ら
出
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
よ
ね
、
東
京
に
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

出
て
こ
ら
れ
て
、
で
、
ト
ヨ
さ
ん
も
東
京
に
出

　
　

て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
ト
ヨ
さ
ん
、
も
と
も
と

　
　

地
元
を
出
る
き
っ
か
け
っ
て
仕
事
で
す
か
？

ト
ヨ　

そ
う
だ
。
そ
の
頃
は
、
こ
こ
っ
て
何
も
な
い
で

　
　

し
ょ
。
そ
れ
こ
そ
働
く
と
こ
ろ
も
。

ア
サ
ダ　

お
勤
め
さ
れ
て
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

私
ら
の
と
き
に
は
ま
だ
ね
、
中
学
っ
て
い
う
の

　
　

は
な
く
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
、

　
　

義
務
教
育
っ
つ
う
の
は
。
あ
と
高
等
１
年
、
高
等

　
　

２
年
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
義
務
教

　
　

育
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
。
そ
れ
と
、
あ
と
青
年
学

　
　

校
っ
て
い
う
の
、
あ
っ
た
よ
ね
。
そ
し
て
、
ち
ょ

　
　

う
ど
戦
争
中
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
で
学
校
に

　
　

募
集
が
来
て
、
で
、
私
小
田
急
線
の
狛
江
に
行
っ

　
　

た
の
。
集
団
就
職
み
た
い
な
の
で
行
っ
た
の
。
そ

　
　

の
頃
、
ト
ラ
ン
ス
の
あ
れ
や
っ
た
り
。

ア
サ
ダ　

ト
ラ
ン
ス
の
あ
れ
っ
て
何
で
す
か
？

ト
ヨ　

線
巻
き
っ
つ
う
の
？

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
工
場
で
、
み
ん
な
で
？

ト
ヨ　

工
場
で
、
寮
に
入
っ
て
。
そ
れ
で
、
終
戦
の
と

　
　

き
は
東
京
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
終
戦
は
東
京
で
迎
え
ら
れ
て

　
　

る
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
。
そ
れ
で
、
い
っ
た
ん
帰
っ
て
き
て
、
そ

り
ん
ご　

全
部
横
浜
に
い
た
と
き
に
買
っ
た
レ
コ
ー
ド
で

　
　

す
か
？

洋
星　

そ
う
で
す
、
は
い
。

ア
サ
ダ　

横
浜
は
、
何
歳
ぐ
ら
い
の
と
き
か
ら
住
ん
で

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

も
う
ず
っ
と
ね
。

洋
星　

あ
あ
、
40
代
だ
ね
、
僕
が
。

ト
ヨ　

違
う
じ
ゃ
ん
。

洋
星　

何
が
？

ト
ヨ　

そ
の
前
に
東
京
に
ち
ょ
っ
と
い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
東
京
に
お
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
と
も
と
お
ふ
た
り
は
、
富
岡
出
身
で
？

ト
ヨ　

私
は
富
岡
。

洋
星　

俺
、
九
州
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
出
会
わ
れ
た
の
は
ど

　
　

こ
で
で
す
か
？

一
同　
（
笑
）。

ト
ヨ　

東
京
で
。

ア
サ
ダ　

東
京
で
。
い
き
な
り
こ
ん
な
話
し
ち
ゃ
う
ん
で

　
　

す
よ
、
す
い
ま
せ
ん
ね
（
笑
）。
だ
い
た
い
そ
ん

　
　

な
話
ば
っ
か
り
聞
く
ん
で
す
よ
。

一
同　
（
笑
）。

り
ん
ご　

お
仕
事
先
が
一
緒
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

う
う
ん
、
私
ら
見
合
い
な
の
。
ね
、
見
合
い
だ
っ

　
　

た
ん
だ
よ
。

ア
サ
ダ　

お
見
合
い
で
。
あ
、
裕
次
郎
、
あ
り
ま
す
ね
。

洋
星　

そ
れ
は
古
い
ね
。

ト
ヨ　

こ
れ
、
古
い
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

ベ
ス
ト
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
。

り
ん
ご　

い
く
つ
ぐ
ら
い
の
と
き
に
買
っ
た
ん
で
す
か
。

ト
ヨ　

40
ぐ
ら
い
？

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

そ
の
頃
だ
よ
ね
、
み
ん
な
ね
。
40
か
。

洋
星　

な
ん
と
い
っ
て
も
ね
、
ま
だ
健
在
の
と
き
だ
か

　
　

ら
な
。

ト
ヨ　

40
代
だ
よ
ね
。

洋
星　

も
う
あ
の
人
が
亡
く
な
っ
て
、
も
う
４
、
50
年

　
　

経
つ
で
し
ょ
う
。

ト
ヨ　

あ
、
そ
ん
な
に
経
っ
た
か
。

ア
サ
ダ　

デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
っ
て
そ
ん
な
前
な
ん
で
す
も

　
　

ん
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

そ
ん
な
経
つ
？

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
も
う
亡
く
な
ら
れ
て
そ
れ
ぐ
ら
い
。

ト
ヨ　

そ
う
だ
よ
な
、
淡
谷
の
り
子
と
か
な
ん
か
の
時

　
　

代
だ
も
ん
ね
。
わ
れ
わ
れ
の
代
は
も
う
マ
ヒ
ナ
ス

　
　

タ
ー
ズ
だ
と
か
ね
。
だ
っ
て
も
う
、
定
年
だ
っ
て

　
　

20
何
年
前
だ
も
ん
ね
。
も
う
23
年
？　

だ
か
ら
、

　
　

23
年
前
に
こ
こ
へ
来
た
の
。

ア
サ
ダ　

60
歳
で
こ
ち
ら
に
横
浜
か
ら
戻
っ
て
こ
ら
れ
て
。

　
　

い
ろ
い
ろ
こ
こ
に
あ
る
レ
コ
ー
ド
は
横
浜
の
と
き

　
　

に
買
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
も
の
が
残
っ
て
る
ん
で

　
　

す
か
ね
。

ト
ヨ　

ほ
と
ん
ど
そ
う
だ
ね
。

り
ん
ご　

あ
ら
、
テ
レ
サ
・
テ
ン
。

ア
サ
ダ　

お
仕
事
の
関
係
で
横
浜
に
お
ら
れ
た
ん
で
す

　
　

か
？

洋
星　

う
ん
、
石
川
島
。

ト
ヨ　

石
川
島
だ
。

洋
星　

造
船
会
社
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
、
石
川
島
の
造
船
会
社

　
　
（
レ
コ
ー
ド
を
か
け
な
が
ら
）。

洋
星　

一
丁
前
に
給
料
が
ね
、
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

　
　

た
頃
か
ら
だ
よ
ね
。
昭
和
32
年
に
も
う
僕
は
新
宿

　
　

い
た
ん
だ
。

ト
ヨ　

最
初
は
ね
。

ア
サ
ダ　

当
時
は
、
ど
う
い
う
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
好
き

　
　

だ
っ
た
か
覚
え
て
ま
す
か
？

洋
星　

や
っ
ぱ
り
そ
の
頃
は
映
画
ブ
ー
ム
だ
っ
た
ん
だ

　
　

ろ
う
ね
。
だ
か
ら
、
そ
の
主
題
歌
な
ん
か
を
ね
、

　
　

よ
く
集
め
て
た
ん
だ
け
ど
ね
。

ト
ヨ　

そ
れ
が
そ
の
美
空
ひ
ば
り
？

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
美
空
ひ
ば
り
と
か
。

ト
ヨ　

３
本
立
て
ぐ
ら
い
？

洋
星　

テ
レ
ビ
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ね
、
や
っ

　
　

ぱ
り
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
い
っ
た
で
し
ょ
。
一
時
期

　
　

も
う
、
レ
コ
ー
ド
っ
て
い
う
の
は
ね
、
あ
ま
り
聴

　
　

く
あ
れ
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
テ
レ
ビ

　
　

で
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
や
っ
て
る
っ
て
こ
と
が
多

　
　

か
っ
た
か
ら
。
徐
々
に
集
め
は
じ
め
た
ん
だ
よ
。

ト
ヨ　

テ
レ
ビ
が
最
初
出
た
の
、
30
何
年
だ
っ
け
。
給

　
　

料
が
ま
だ
１
万
か
そ
こ
い
ら
な
の
に
ね
、
テ
レ
ビ

　
　

が
５
０
０
０
円
ぐ
ら
い
し
た
ん
だ
も
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

ラ
ジ
オ
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

ト
ヨ　

あ
あ
、
ラ
ジ
オ
。

ア
サ
ダ　

曲
を
聴
く
っ
て
い
う
こ
と
も
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ　

ま
あ
映
画
を
見
て
音
楽
知
る
っ
て
い
う
の
も
あ

　
　

る
し
、
あ
と
は
テ
レ
ビ
っ
て
い
う
よ
り
ラ
ジ
オ
で

　
　

す
よ
ね
、
当
時
だ
っ
た
ら
。

ト
ヨ　

だ
か
ら
あ
の
ラ
ジ
オ
が
古
い
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

お
お
、
本
当
だ
。

ト
ヨ　

真
空
管
の
。

ア
サ
ダ　

え
、
あ
の
ラ
ジ
オ
は
当
時
使
っ
て
た
や
つ
？

ア
サ
ダ　

結
構
い
ろ
ん
な
催
し
を
や
っ
た
り
と
か
、
い
ろ

　
　

い
ろ
み
な
さ
ん
、
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る…

…

。

ト
ヨ　

で
も
、
も
う
（
参
加
す
る
人
は
）
決
ま
っ
て
る

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
参
加
す
る
方
々
は
ね
。
や
っ
ぱ
り
新
し

　
　

い
方
が
、
集
会
場
の
取
り
組
み
で
増
え
て
い
く
っ

　
　

て
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

　
　

で
す
ね
。

　
　
　

仲
良
か
っ
た
方
は
、
お
ら
れ
た
ん
で
す
か
？ 

ト
ヨ　

近
所
の
人
で
、
松
本
禮
子
さ
ん
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
。

ト
ヨ　

あ
の
方
は
こ
こ
行
っ
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
。
ま
あ

　
　

隣
だ
か
ら
、
結
構
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
た
し
ね
。

ア
サ
ダ　

何
度
か
C
D
を
お
渡
し
に
行
っ
た
の
で
覚
え
て

　
　

ま
す
。

ト
ヨ　

あ
と
ほ
ら
、
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
や
っ
て
た
か
ら
、

　
　

あ
そ
こ
で
。

ア
サ
ダ　

い
つ
か
戻
る
だ
ろ
う
な
っ
て
い
う
こ
と
も
思
い

　
　

な
が
ら
、
み
な
さ
ん
、
住
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

　
　

す
か
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
だ
ろ
う
ね
。
で
も
、
最
初
は
ね
、
ま
だ
ま

　
　

だ
解
除
に
な
ん
な
い
か
ら
帰
れ
な
い
と
思
っ
て
た

　
　

か
ら
。
だ
か
ら
、
あ
そ
こ
に
ず
っ
と
住
む
気
で
は

　
　

い
ま
し
た
よ
。
ま
さ
か
こ
ん
な
に
早
く
帰
っ
て
く

　
　

る
と
思
わ
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
も
っ
と
帰
っ
て
来
る
ま
で
時
間
か
か
る
と

　
　

思
っ
て
？

ト
ヨ　

思
っ
た
。
10
年
は
駄
目
っ
て
言
っ
て
た
で
し
ょ
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。

ト
ヨ　

ね
え
。
た
ま
た
ま
私
も
、
あ
の
頃
横
山
さ
ん
と

　
　

ね
、
私
も
帰
る
ん
だ
わ
っ
て
話
し
て
て
、
い
ろ
い

　
　

ろ
と
。

り
ん
ご　

カ
フ
ェ
で
で
す
か
？

ト
ヨ　

カ
フ
ェ
で
。
あ
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
、
や
っ
ぱ
り
カ
フ
ェ
で
知
り
合
っ
た
っ
て
方
、

　
　

結
構
多
い
ん
だ
な
。

ト
ヨ　

で
も
、
親
子
み
た
い
だ
ね
っ
て
言
い
な
が
ら
話

　
　

し
て
て
。
そ
れ
で
、
電
話
番
号
を
教
え
て
も
ら
っ

　
　

た
か
ら
。
い
く
ら
も
来
た
の
違
わ
な
い
ん
だ
よ
ね
。

　
　

う
ち
は
３
月
15
日
で
し
ょ
、
あ
の
人
た
ち
も
３
月
。

ア
サ
ダ　

な
ん
か
カ
フ
ェ
行
っ
て
た
ら
、
横
山
洋
子
さ
ん

　
　

か
ら
、
実
は
ね
っ
て
話
を
聞
い
て
、
南
相
馬
に
家

　
　

を
建
て
て
、
ま
た
遊
び
に
お
い
で
み
た
い
な
こ
と

　
　

を
言
っ
て
く
れ
て
た
ん
で
す
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時

　
　

期
。
で
、
落
ち
着
か
れ
た
ら
行
き
た
い
な
と
思
っ

　
　

て
、
先
月
行
っ
て
き
た
ん
で
す
。
こ
う
や
っ
て
、

　
　

音
楽
聴
い
た
り
と
か
し
て
。

ト
ヨ　

そ
こ
の
ほ
ら
、
ポ
ピ
ー
の
花
が
す
ご
く
き
れ

　
　

い
っ
て
テ
レ
ビ
で
も
や
っ
た
の
。
そ
の
と
き
に
横

　
　

山
さ
ん
が
電
話
よ
こ
し
て
く
れ
て
、
見
に
行
き
た

　
　

い
か
ら
っ
て
来
た
の
よ
。
そ
の
と
き
に
ち
ょ
こ
っ

　
　

と
う
ち
へ
寄
っ
て
っ
て
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
の
。
横
山
さ
ん
と
は
下
神
白
で
出

　
　

会
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
さ
っ
き
仰
っ
て
た

　
　

松
本
さ
ん
と
か
北
崎
さ
ん
と
か
は
も
と
も
と
知
り

　
　

合
い
だ
っ
た
ん
で
す
か
？ 

ト
ヨ　

い
や
、
北
崎
さ
ん
は
夜
ノ
森
の
ほ
う
だ
か
ら
、

　
　

全
然
面
識
は
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
下
神
白
で
出
会
っ
て
。

ト
ヨ　

そ
う
で
す
ね
。
下
高
久
で
最
初
知
り
合
っ
て
。

り
ん
ご　

あ
あ
、
仮
設
住
宅
の
と
き
？

ト
ヨ　

仮
設
で
ね
。
そ
れ
で
、
た
ま
た
ま
向
こ
う
へ

　
　

行
っ
て
、
私
も
向
こ
う
行
っ
た
の
。
松
本
禮
子
さ

　
　

ん
は
、
近
く
な
の
よ
。

り
ん
ご　

も
と
か
ら
ご
近
所
さ
ん
？

ト
ヨ　

う
ん
、
こ
の
前
ね
、
集
会
場
で
ね
、
清
水
の
人

　
　

た
ち
、
こ
こ
の
部
落
の
会
合
が
あ
っ
た
の
よ
、
お

　
　

茶
飲
み
会
。
そ
の
と
き
禮
子
さ
ん
が
向
こ
う
か
ら

　
　

来
て
く
れ
た
、
息
子
さ
ん
と
。
だ
か
ら
、
来
れ
ば

　
　

ま
た
ね
、
行
っ
た
り
来
た
り
で
き
る
け
ど
。
あ
と

　
　

は
そ
う
だ
ね…

…

浪
江
の
人
、
大
熊
の
人
、
あ
あ

　
　

い
う
人
た
ち
と
は
結
構
話
は
し
た
わ
ね
。
み
な
さ

　
　

ん
元
気
な
ん
だ
ろ
う
ね
。

ア
サ
ダ　

ね
、
み
な
さ
ん
、
そ
う
で
す
ね
。
今
年
は
ク
リ

　
　

ス
マ
ス
会
も
す
る
み
た
い
で
。

ト
ヨ　

あ
、
そ
う
。

ア
サ
ダ　

佐
山
さ
ん
が
音
頭
取
っ
て
く
れ
て
。

ト
ヨ　

あ
あ
、
佐
山
さ
ん
が
ね
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
佐
山
さ
ん
す
ご
い
が
ん
ば
っ
て
て
、
な

　
　

ん
か
ち
ょ
っ
と
僕
ら
も
か
か
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ

　
　

と
に
な
っ
て
。
明
日
団
地
で
打
ち
合
わ
せ
し
て
こ

　
　

よ
う
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。

ト
ヨ　

あ
の
人
は
本
当
、
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
た
の

　
　

よ
、
旦
那
さ
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
で
す
よ
ね
、
佐
山
さ
ん
、
本
当
ね
。

ト
ヨ　

奥
さ
ん
も
ね
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
お
ふ
た
り
と
も
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と

　
　

を
ね
、
世
話
し
て
。

ト
ヨ　

う
ん
、
本
当
。

ト
ヨ　

小
野
田
さ
ん
も
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
？

ア
サ
ダ　

小
野
田
さ
ん
元
気
で
す
ね
。

ト
ヨ　

ご
主
人
も
？

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
。
ご
主
人
と
は
カ
ラ
オ
ケ
で
お

　
　

会
い
し
ま
す
ね
。
い
ま
、
水
曜
日
と
金
曜
日
に
カ

　
　

ラ
オ
ケ
行
っ
た
ら
必
ず
お
ら
れ
る
の
で
。

ト
ヨ　

あ
の
子
大
き
く
な
っ
た
か
ね
、
何
だ
っ
け
。
あ

　
　

れ
で
ま
た
。
知
り
合
い
も
い
た
し
ね
、
私
の
姉
な

　
　

ん
か
も
い
た
か
ら
、浅
草
の
ほ
う
に
。そ
れ
を
頼
っ

　
　

て
行
っ
た
り
。

　
　
　

よ
く
雨
が
降
っ
た
と
き
な
ん
か
こ
こ
で
ね
、
石

　
　

原
裕
次
郎
の
曲
聴
い
て
た
の
。

ア
サ
ダ　

裕
次
郎
い
い
で
す
ね
。

ト
ヨ　

雨
が
降
っ
て
る
と
外
に
も
出
れ
な
い
し
。

ア
サ
ダ　

裕
次
郎
の
好
き
な
曲
は
あ
り
ま
す
か
、
こ
の
な

　
　

か
で
。

ト
ヨ　

み
ん
な
あ
れ
だ
け
ど
ね
。
こ
れ
が
好
き
な
の
、

　
　
『
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
』。
あ
の
歌
詞
好
き
。

　
ア
サ
ダ　

も
う
１
曲
お
聴
き
い
た
だ
き
ま
す
。
主
演
映
画

　
　

の
主
題
歌
と
し
て
昭
和
42
年
大
ヒ
ッ
ト
い
た
し
ま

　
　

し
た
。
本
人
自
ら
直
接
制
作
を
依
頼
し
た
と
い
う

　
　

こ
の
曲
。
作
詞
・
作
曲
浜
口
庫
之
助
。
石
原
裕
次

　
　

郎
で
『
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
』
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

原
田
ご
夫
妻
の
い
ま

　
　

下
神
白
団
地
で
の
思
い
出
と
み
な
さ
ん
へ

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
い
つ
ま
で
あ
っ
た
ん
で
し
た
っ
け
、
そ

　
　

の
お
っ
き
い
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
。

ト
ヨ　

こ
の
震
災
後
に
捨
て
た
の
。

ア
サ
ダ　

震
災
後
な
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

も
う
ね
、
み
ん
な
駄
目
っ
て
言
わ
れ
て
、
放
射

　
　

能
が
ど
う
と
か
こ
う
と
か
っ
て
言
わ
れ
て
。
東
電

　
　

で
み
ん
な
ほ
ら
。
そ
の
と
き
に
置
こ
う
か
っ
て

　
　

言
っ
た
ん
だ
け
ど
、
も
う
ほ
ら
、
真
空
管
だ
か
ら

　
　

直
せ
な
い
じ
ゃ
ん
。
修
理
も
利
か
な
い
し
、
ね
。

　
　

そ
れ
で
出
し
ち
ゃ
っ
た
の
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
。

ト
ヨ　

で
も
、
一
回
は
直
し
て
も
ら
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
も
う
、
ず
い
ぶ
ん
長
い
こ
と
使
っ
た
ん

　
　

で
す
か
、
そ
の
ス
テ
レ
オ
シ
ス
テ
ム
は
。

ト
ヨ　

使
っ
た
よ
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

だ
っ
て
、
あ
れ
が
出
た
の
が
45
年
頃
で
し
ょ
。

　
　

で
、
こ
こ
へ
持
っ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、
20
年
ぐ
ら

　
　

い
使
っ
た
か
な
。

洋
星　

う
ん
、
そ
う
だ
な
。

ト
ヨ　

あ
、
15
年
だ
ね
。
15
年
し
か
住
ま
な
か
っ
た
ん

　
　

だ
、
こ
こ
。
そ
し
て
、
震
災
に
な
っ
た
ん
だ
な
。

り
ん
ご　

な
ん
で
こ
っ
ち
に
、
ト
ヨ
さ
ん
の
実
家
の
ほ
う

　
　

に
来
よ
う
っ
て
な
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

結
局
何
て
い
う
の
、
子
供
が
い
な
い
じ
ゃ
ん
。

　
　

だ
か
ら
、
私
の
実
家
の
世
話
に
な
る
つ
も
り
で
。

　
　

こ
こ
畑
だ
っ
た
の
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
う
ち
を
建

　
　

て
て
、
甥
っ
子
た
ち
に
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。

ト
ヨ　

そ
う
、
そ
う
い
う
こ
と
。
で
、
う
ち
は
姉
が
跡

　
　

取
り
だ
っ
た
か
ら
。
姉
が
ま
だ
健
在
な
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

甥
っ
子
さ
ん
っ
て
い
う
の
は
、
お
姉
さ
ん
の
息

　
　

子
さ
ん
？

ト
ヨ　

お
姉
さ
ん
。

り
ん
ご　

そ
れ
で
一
緒
に
来
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
。
じ
ゃ
あ
一
緒
に
行
こ
う
、
畑
で
も

　
　

し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
野
菜
つ
く
っ
て
過
ご
そ
う

　
　

と
い
う
こ
と
で
。
た
ま
た
ま
向
こ
う
の
う
ち
が
売

　
　

れ
た
の
よ
ね
、
戸
塚
の
う
ち
が
。
売
り
に
出
し
た

　
　

ら
、
運
よ
く
売
れ
た
の
よ
。
じ
ゃ
あ
そ
れ
で
ね
、

　
　

こ
こ
に
う
ち
建
て
れ
ば
い
い
み
た
い
な
感
じ
に

　
　

な
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

横
浜
と
こ
っ
ち
と
だ
と
、
環
境
が
ら
っ
と
変
わ

　
　

る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

ト
ヨ　

そ
う
で
す
ね
。
だ
け
ど
結
局
ね
、
来
る
な
ら
い

　
　

ま
で
な
い
と
ま
わ
り
の
人
に
も
慣
れ
な
い
。
病
気

　
　

に
な
っ
て
か
ら
行
き
ま
す
っ
て
わ
け
に
い
か
な
い

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

元
気
な
う
ち
に
行
っ
て
お
こ
う
っ
て
い
う
。

ト
ヨ　

元
気
な
う
ち
に
来
て
、
ま
わ
り
の
人
と
も
慣
れ

　
　

て
、
そ
し
て
来
て
か
ら
す
ぐ
老
人
会
な
ん
か
入
っ

　
　

て
、
15
年
、
な
ん
と
な
く
こ
こ
で
過
ご
し
て
、
み

　
　

ん
な
に
慣
れ
た
の
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。
で
、
そ
う
や
っ
て
過
ご
さ
れ

　
　

て
い
た
な
か
で
、
震
災
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

う
ん
。
だ
け
ど
実
家
は
ね
、
や
っ
ぱ
ま
だ
孫
が

　
　

中
学
１
年
だ
か
２
年
で
、
郡
山
の
学
校
行
っ

　
　

ち
ゃ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

子
供
が
そ
っ
ち
に
行
っ
ち
ゃ
う
と
、
な
か
な
か

　
　

帰
っ
て
こ
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

ト
ヨ　

向
こ
う
に
も
う
う
ち
建
て
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
、
逆
に
実
家
の
ほ
う
は
郡
山
の

　
　

ほ
う
に
行
か
れ
て
、
い
ま
、
お
ふ
た
り
が
こ
こ
に

　
　

い
る
っ
て
い
う
か
た
ち
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
。
で
も
ね
、
実
家
も
ね
、
小
さ
な
う

　
　

ち
建
て
た
ん
で
す
よ
。
す
ぐ
そ
ば
だ
、
こ
の
下
の

　
　

通
り
ね
。
年
中
来
て
く
れ
る
か
ら
。
だ
か
ら
や
っ

　
　

ぱ
り
、
私
ら
も
こ
こ
に
帰
っ
て
く
る
し
か
な
い
ん

　
　

だ
よ
な
、
あ
そ
こ
の
団
地
に
い
る
よ
り
は
。

　
　
　

い
ろ
い
ろ
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
わ
ね
（
笑
）
。

　
　

で
も
、
結
構
、
人
に
は
恵
ま
れ
た
わ
ね
、
私
た
ち
。

　
　

下
神
白
の
人
た
ち
は
元
気
だ
も
ん
ね
。

　
　

上
陽
水
。
若
い
頃
聴
い
て
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
井
上
陽
水
と
か
ね
。

哲
男　

で
も
あ
る
日
突
然
、
東
京
い
た
と
き
に
喫
茶
店

　
　

で
初
め
て
聴
い
た
の
が
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ー
タ
ー
ソ

　
　

ン
。
そ
れ
か
ら
ジ
ャ
ズ
に
流
れ
て
い
っ
た
ん
で
す

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

哲
男　

や
っ
ぱ
り
渋
谷
の
ほ
う
で
喫
茶
店
の
勉
強
し
て

　
　

て
。
で
、
大
学
生
が
よ
く
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ー
タ
ー

　
　

ソ
ン
と
か
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
と
か
の
レ
コ
ー

　
　

ド
持
っ
て
き
て
「
か
け
て
く
だ
さ
い
」
つ
っ
て
、

　
　

そ
れ
で
私
も
ジ
ャ
ズ
に
は
ま
っ
て
。

　
　
　

中
学
校
の
頃
に
姉
が
ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン

　
　

の
ね
、
レ
コ
ー
ド
の
ア
ル
バ
ム
、
１
枚
あ
っ
た
ん

　
　

で
す
よ
、
実
家
に
。
そ
れ
を
何
気
な
く
聴
い
て
た

　
　

ん
で
す
よ
。
う
ち
の
お
姉
さ
ん
は
す
ご
い
の
を
聴

　
　

い
て
ん
だ
な
っ
て
ね
言
っ
た
ら
、
「
い
や
、
彼
氏

　
　

か
ら
も
ら
っ
た
レ
コ
ー
ド
な
ん
だ
」
な
ん
て
言
っ

　
　

て
た
か
ら
、
「
あ
、
そ
う
」
な
ん
て
。
そ
れ
か
ら

　
　

で
す
も
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

哲
男　

ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
と
か
を
聴
き
は
じ
め

　
　

た
の
は
ね
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
も
う
、
基
本
的
に
哲
男
さ
ん
が
店
に

　
　

入
ら
れ
る
と
き
は
、
ま
あ
い
ろ
い
ろ
流
し
て
た
け

　
　

ど
も
、
わ
り
と
こ
う
、
ジ
ャ
ズ
、
ス
タ
ン
ダ
ー

　
　

ド
・
ジ
ャ
ズ
と
か
を
流
す
こ
と
が
。

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
客
さ
ん
が
、
か
け
て
る
音
楽
に
「
こ
れ
、
い

　
　

い
ね
」
と
か
、
そ
う
い
う
反
応
さ
れ
る
こ
と
っ
て

　
　

あ
り
ま
し
た
？

哲
男　

あ
り
ま
し
た
ね
。
で
、
ジ
ャ
ズ
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

も
２
回
ほ
ど
や
っ
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
、
へ
え
。

哲
男　

プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
呼
ん
で
。
た
ぶ
ん
２

　
　

０
０
人
ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
け
ど
さ
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
そ
れ
で
も
す
ご
い
で
す
ね
。

哲
男　

え
え
。
サ
ン
プ
ラ
ザ
っ
て
い
う
、
デ
パ
ー
ト
み

　
　

た
い
な
と
こ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
２
階
で
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

哲
男　

や
っ
ぱ
り
、
ほ
ら
、
ジ
ャ
ズ
か
け
て
る
っ
て
い

　
　

う
こ
と
で
、
原
町
の
ほ
う
か
ら
ジ
ャ
ズ
愛
好
家
が

　
　

来
て
、
浪
江
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
や
ん
な
い
か
っ
て

　
　

い
う
こ
と
で
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
赤
字
で
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
ペ
イ
で
き
な

　
　

か
っ
た
っ
て
い
う
（
笑
）。

哲
男　

や
っ
ぱ
５
０
０
人
ぐ
ら
い
入
れ
な
い
と
。

ア
サ
ダ　

僕
は
、
震
災
後
に
浪
江
に
初
め
て
訪
れ
た
ん
で

　
　

す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
30
年
前
の
こ
の
あ
た
り
の

　
　

景
色
っ
て
い
う
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
違
っ
た
ん
じ
ゃ

　
　

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

哲
男　

違
い
ま
す
ね
。
わ
り
か
し
若
者
も
多
く
て
、
こ

　
　

こ
は
商
業
の
ま
ち
な
ん
で
す
ね
。
酒
屋
さ
ん
も
多

　
　

い
し
、
喫
茶
店
も
多
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
レ
ス

　
　

ト
ラ
ン
と
か
ね
。
な
か
な
か
素
晴
ら
し
い
ま
ち
で

　
　

し
た
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
活
気
が
あ
っ
た
と
い
う
か
。

哲
男　

あ
り
ま
し
た
ね
。
ほ
ん
で
、
「
十
日
市
」
な
ん

　
　

て
い
う
お
祭
り
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
れ
と
あ

　
　

と
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム
も
つ
く
っ
て
た
。

　
　

私
は
男
子
の
ほ
う
の
監
督
や
っ
て
、
林
さ
ん
が
女

　
　

子
の
、
県
の
大
会
ま
で
出
た
こ
と
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
す
ご
い
す
ご
い
。

哲
男　

で
、
ま
あ
林
さ
ん
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

　
　

ジ
ャ
ズ
っ
て
い
う
よ
り
は
、
山
口
百
恵
と
か
が
好

　
　

き
で
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
お
ふ
た
り
は
結
構
音
楽
の
趣
味
が

　
　

違
っ
た
ん
で
す
ね
。

哲
男　

ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

い
つ
も
ど
こ
で
買
わ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

哲
男　

近
く
に
、
う
ち
の
バ
レ
ー
部
の
後
輩
が
レ
コ
ー

　
　

ド
屋
さ
ん
や
っ
て
た
ん
で
す
ね
。
い
ま
は
辞
め

　
　

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
佐
藤
完
二
く
ん
を
通
じ

　
　

て
、
全
部
予
約
注
文
し
て
。

ア
サ
ダ　

結
構
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
か
け
て
い
た
曲
は
、

　
　

あ
り
ま
す
か
？

哲
男　

私
の
な
か
で
は
や
っ
ぱ
り
、
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ

　
　

ビ
ス
の
『
カ
イ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ブ
ル
ー
』
。

　
　
　
（
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
『So W

hat

』
が
流

　
　

れ
る
）

ア
サ
ダ　

長
く
お
店
の
ほ
う
を
ね
、
や
ら
れ
て
た
と
思
う

　
　

ん
で
す
け
ど
も
、
東
日
本
大
震
災
後
は
、
常
連
の

　
　

お
客
さ
ん
と
か
と
は
連
絡
と
か
は
取
り
合
っ
た
り

　
　

し
て
い
る
ん
で
す
か
？

哲
男　

い
や
、
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

　
　

ど
こ
に
い
る
か
わ
か
ん
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。

　
　

バ
レ
ー
や
っ
て
た
仲
間
は
ね
、
連
絡
取
り
合
っ
て

　
　

る
ん
で
す
け
ど
。
あ
と
は
、
み
ん
な
ど
こ
に
避
難

　
　

し
て
る
ん
だ
か
ま
だ
わ
か
ん
な
い
で
す
ね
。
地
震

　
　

あ
っ
た
と
き
も
お
店
に
ね
、
４
人
ぐ
ら
い
い
た
の

　
　

か
な
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
あ
の
日
は
お
店
は
開
け
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。

哲
男　

は
い
。
ほ
ん
で
、
い
ま
も
う
な
い
ん
で
す
け
ど
、

　
　

私
は
絨
毯
洗
っ
て
こ
こ
に
干
し
て
お
い
た
ん
で
す
。

　
　

の
子
。

り
ん
ご　

マ
ー
く
ん
。
も
う
、
い
ま
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
４

　
　

歳
、
５
歳
に
な
っ
て
、
下
の
弟
も
生
ま
れ
て
。

ト
ヨ　

お
し
ゃ
べ
り
に
な
っ
た
？

り
ん
ご　

お
利
口
に
な
り
ま
し
た
。

ト
ヨ　

あ
、
本
当
。

り
ん
ご　

走
り
回
っ
て
。

ト
ヨ　

ま
だ
ハ
イ
ハ
イ
し
て
歩
か
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。

り
ん
ご　

そ
う
で
す
よ
ね
、
お
し
ゃ
べ
り
も
で
き
な
か
っ

　
　

た
の
に
。

ト
ヨ　

ね
。

り
ん
ご　

早
い
な
。

ト
ヨ　

ね
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

ゲ
ス
ト
　
脇
坂
哲
男
さ
ん

　
　
　

（
浪
江
町
喫
茶
ト
レ
ド 

マ
ス
タ
ー
）

り
ん
ご　

と
き
は
遡
り
、
２
０
１
７
年
１
月
31
日
。
私
た

　
　

ち
は
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
１
集
に
登
場
い
た
だ

　
　

い
た
４
号
棟
に
お
住
ま
い
の
渡
部
茂
子
さ
ん
と
と

　
　

も
に
、
浪
江
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
案
内
い
た

　
　

だ
い
た
の
は
、
渡
部
ご
夫
妻
が
経
営
さ
れ
て
い
た

　
　

日
進
社
印
刷
所
。
そ
し
て
、
そ
の
お
隣
に
あ
る
ト

　
　

レ
ド
と
い
う
喫
茶
店
で
し
た
。
お
店
に
は
ほ
ん
の

　
　

り
と
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
、
た
く
さ
ん
の
レ
コ
ー

　
　

ド
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

そ
し
て
、
２
０
１
８
年
６
月
。
私
た
ち
は
茂
子

　
　

さ
ん
か
ら
ご
自
宅
、
そ
し
て
、
ト
レ
ド
を
解
体
す

　
　

る
こ
と
に
し
た
と
お
聞
き
し
、
解
体
前
の
姿
を
目

　
　

に
焼
き
つ
け
よ
う
と
、
再
び
浪
江
町
を
訪
れ
、
ト

　
　

レ
ド
の
マ
ス
タ
ー
、
脇
坂
哲
男
さ
ん
に
お
会
い
し

　
　

て
き
ま
し
た
。

　
　
　

ジ
ャ
ズ
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
浪
江
の
ま
ち
を

　
　

見
守
り
続
け
た
脇
坂
哲
男
さ
ん
よ
り
、
マ
イ
ル

　
　

ス
・
デ
イ
ビ
ス
『So W

hat

』
。
そ
し
て
、
脇
坂

　
　

さ
ん
と
と
も
に
ト
レ
ド
を
支
え
て
き
た
林 

広
明
さ

　
　

ん
か
ら
山
口
百
恵
『
さ
よ
な
ら
の
向
こ
う
側
』
。

　
　

思
い
出
の
音
楽
と
と
も
に
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

哲
男　

は
い
、
私
は
脇
坂
哲
男
と
申
し
ま
す
。

ア
サ
ダ　

哲
男
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ち
ょ

　
　

う
ど
い
ま
、
こ
の
ト
レ
ド
の
前
で
、
今
日
は
何
名

　
　

か
の
方
と
打
ち
合
わ
せ
さ
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
、

　
　

こ
こ
の
場
所
自
体
を
取
り
壊
さ
れ
る
？

哲
男　

は
い
、
解
体
で
す
。

ア
サ
ダ　

い
つ
ぐ
ら
い
に
こ
こ
は
解
体
さ
れ
る
予
定
な
ん

　
　

で
す
か
？

哲
男　

い
つ
で
し
ょ
う
ね
、
７
月
に
な
る
か
、
８
月
に

　
　

な
る
か
。

ア
サ
ダ　

去
年
、
渡
部
茂
子
さ
ん
に
日
進
社
印
刷
所
と
こ

　
　

の
ト
レ
ド
、
僕
ら
も
連
れ
て
き
て
い
た
だ
き
ま
し

　
　

た
。
そ
も
そ
も
こ
の
喫
茶
ト
レ
ド
は
、
ど
ん
な
お

　
　

店
か
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
も
い
い
で
す
か
？

哲
男　

も
う
40
年
や
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
昭
和
何
年

　
　

だ
ろ
、
52
年
の
12
月
に…

…

。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
で
は
じ
め
ら
れ
た
っ
て
伺
っ
た
ん
で

　
　

す
け
れ
ど
も
。

哲
男　

そ
う
で
す
。
林 

広
明
く
ん
。
同
級
生
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
浪
江
ご
出
身
で
？

哲
男　

出
身
は
、
私
は
楢
葉
町
で
す
。

ア
サ
ダ　

そ
う
な
ん
で
す
ね
。

哲
男　

林
さ
ん
が
富
岡
で
、
高
校
が
一
緒
だ
っ
た
の
。

　
　

浪
江
高
校
の
商
業
科
で
。
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　

を
や
っ
て
た
縁
で
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
長
い
で
す

　
　

ね
、
だ
い
た
い
18
歳
ぐ
ら
い
か
16
か
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
一
度
東
京
出
ら
れ
て
か
ら
戻
っ
て
こ

　
　

ら
れ
て
？

哲
男　

は
い
。東
京
に
６
年
ぐ
ら
い
。私
は
魚
屋
や
っ
て

　
　

た
ん
で
す
。
そ
の
あ
と
１
年
半
ぐ
ら
い
、
日
本
橋

　
　

の
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん
で
修
行
し
ま
し
て
。
私
ら
が

　
　

こ
こ
、
開
店
し
た
頃
は
い
っ
ぱ
い
喫
茶
店
が
あ
っ

　
　

た
ん
で
す
け
ど
、
ど
ん
ど
ん
辞
め
て
っ
ち
ゃ
っ
て

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

哲
男　

ち
ょ
う
ど
昔
は
近
く
に
役
場
が
あ
っ
た
ん
で
す

　
　

よ
。
い
ま
の
郵
便
局
の
と
こ
が
役
場
で
、
毎
朝
も

　
　

う
。

ア
サ
ダ　

役
場
の
方
は
多
い
で
す
よ
ね
、お
客
さ
ん
、き
っ

　
　

と
。

哲
男　

８
時
前
頃
か
ら
、
７
時
ぐ
ら
い
か
ら
、
い
つ
も

　
　

コ
ー
ヒ
ー
用
意
し
て
待
っ
て
て
。

ア
サ
ダ　

い
ま
ち
ょ
う
ど
ね
、
メ
ニ
ュ
ー
が
確
か
そ
の
へ

　
　

ん
に
。

哲
男　

う
ん
。
メ
ニ
ュ
ー
は
こ
っ
ち
ド
リ
ン
ク
で
、
あ

　
　

と
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
、
セ
ッ
ト

　
　

で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
結
構
音
楽
を
お
店
で
か
け
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？ 

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。
ジ
ャ
ズ
喫
茶
風
に
は
し
な
か
っ

　
　

た
ん
で
す
。
ま
あ
フ
ォ
ー
ク
も
か
け
た
り
、
あ
と

　
　

ジ
ャ
ズ
も
か
け
た
り
、
ま
あ
、
た
ま
に
ロ
ッ
ク
な

　
　

ん
か
も
。

ア
サ
ダ　

哲
男
さ
ん
ご
趣
味
と
い
う
か
、
音
楽
の
ほ
う
は
。

哲
男　

趣
味
は
フ
ォ
ー
ク
世
代
で
す
ね
。
も
う
65
で
す

　
　

か
ら
、
フ
ォ
ー
ク
で
す
ね
。
吉
田
拓
郎
と
か
、
井

ア
サ
ダ　

ま
さ
に
こ
こ
。

哲
男　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

い
ま
、
わ
れ
わ
れ
が
座
っ
て
る
ベ
ン
チ
で
す
、

　
　

ト
レ
ド
の
前
の
。

哲
男　

ほ
ん
で
、
乾
い
た
か
ら
っ
つ
っ
て
運
ぼ
う
と
し

　
　

た
ら
、
道
路
の
真
ん
な
か
へ
ん
で
ぐ
ら
ー
っ
と
来

　
　

た
ん
で
す
よ
ね
。
で
、
ド
ア
、
あ
そ
こ
し
か
な
い

　
　

か
ら
、
出
入
り
口
。
そ
ん
で
、
お
客
さ
ん
に
外
に

　
　

出
て
も
ら
っ
て
。
ま
あ
、
店
そ
の
も
の
は
大
丈
夫

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
な
か
の
赤
レ
ン
ガ
と
か
が

　
　

崩
れ
て
ま
し
て
。
倒
れ
な
く
て
良
か
っ
た
な
と
。

　
　

で
も
、
あ
そ
こ
に
あ
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
は
こ
っ
ち
に

　
　

倒
れ
て
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
。

哲
男　

い
つ
も
あ
そ
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
干
し
と
く
ん
で

　
　

す
よ
。
で
も
、
そ
の
日
は
こ
っ
ち
。

ア
サ
ダ　

本
当
で
す
ね
。
た
ま
た
ま
こ
っ
ち
に
そ
の
日
、

　
　

こ
ち
ら
に
干
さ
れ
て
て
。

哲
男　

だ
か
ら
、
で
な
か
っ
た
ら
私
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
下

　
　

敷
き
に
な
っ
て
た
か
も
し
ん
な
い
。
ち
ょ
う
ど
そ

　
　

の
時
間
だ
か
ら
ね
。
で
、
あ
そ
こ
に
あ
る
奥
の
ほ

　
　

う
の
自
転
車
が
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

　
　

自
転
車
が
助
け
て
く
れ
た
、
私
の
無
事
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
か
。

哲
男　

え
え
。
す
ご
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
、
あ
の
と
き

　
　

の
揺
れ
は
、
う
ん
。

ア
サ
ダ　

み
ん
な
に
と
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
こ
こ
は
ひ
と
つ

　
　

の
そ
う
い
う
た
ま
り
場
と
い
う
か
。

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
若
者
を
中
心
に
、
何

　
　

か
を
ね
、
ま
あ
ジ
ャ
ズ
を
み
ん
な
に
幅
広
く
伝
え

　
　

た
り
、
あ
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
め
い
っ
ぱ
い
体
を

　
　

動
か
し
て
。
ま
あ
、
こ
の
ま
ち
に
来
て
、
や
っ
ぱ

　
　

り
ジ
ャ
ズ
を
広
め
て
、
み
な
さ
ん
に
ジ
ャ
ズ
っ
て

　
　

こ
う
い
う
も
ん
だ
よ
っ
て
い
う
も
の
を
聴
い
て
も

　
　

ら
っ
た
だ
け
で
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
う

　
　

40
年
ち
ょ
っ
と
で
歴
史
は
終
わ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た

　
　

け
ど
ね
。

ア
サ
ダ　

は
い
。
今
日
は
喫
茶
ト
レ
ド
を
経
営
さ
れ
て
い

　
　

た
脇
坂
哲
男
さ
ん
に
ゲ
ス
ト
に
お
越
し
い
た
だ
き

　
　

ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
山
口
百
恵『
さ
よ
な
ら
の
向
こ
う
側
』が
流
れ

　
　

る
）

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
第
５
集
「
変
化
と
連
な
り

　
　

さ
よ
な
ら
の
か
わ
り
に
」、い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

　
　

う
か
？

　
　
　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
で
は
リ
ク
エ
ス
ト
を
募
集

　
　

し
て
お
り
ま
す
。
C
D
と
同
封
さ
れ
て
い
た
リ
ク

　
　

エ
ス
ト
カ
ー
ド
に
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲
名
と

　
　

歌
手
名
、
そ
し
て
、
そ
の
曲
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

　
　

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
、
団
地
の
集
会
場
の
黄

　
　

色
い
専
用
の
ポ
ス
ト
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ま
た
、
C
D
デ
ッ
キ
も
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
　

何
名
か
の
住
民
の
方
か
ら
、
「
聴
き
た
い
け
ど
家

　
　

に
機
械
が
な
い
か
ら
聴
け
な
い
」
と
い
う
ご
意
見

　
　

も
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
い
つ
で
も
C
D
デ
ッ

　
　

キ
を
ご
自
宅
ま
で
お
持
ち
し
ま
す
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
春
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
が
、
ま
だ

　
　

少
し
寒
さ
が
続
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
あ

　
　

た
た
か
く
し
て
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
お
届
け
し

　
　

ま
し
た
の
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
パ
ー
ソ
ナ
リ

　
　

テ
ィ
ー
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
、
榊 

裕
美
、
江
尻
浩
二

　
　

郎
で
し
た
。
そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
、
ご
き
げ
ん
よ

　
　

う
。
さ
よ
う
な
ら
。

変化と連なり さよならのかわりに

し
ゅ
う
と

が
ん



　
　

き
ま
し
た
よ
ね
。
最
初
に
晴
男
さ
ん
か
ら
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
カ
ー
ド
を
い
た
だ
い
て
、
そ
の
あ
と
、
晴
男

　
　

さ
ん
と
洋
子
さ
ん
、
ふ
た
り
と
も
リ
ク
エ
ス
ト
を

　
　

い
た
だ
い
た
。
で
、
晴
男
さ
ん
の
ほ
う
が
、
井
沢

　
　

八
郎
『
男
傘
』
っ
て
い
う
曲
で
し
た
よ
ね
。
僕
、

　
　

あ
の
曲
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
　
　

の
ど
自
慢
大
会
か
で
歌
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ

　
　

れ
っ
て
い
つ
頃
？

晴
男　

18
歳
の
と
き
だ
か
ら
、
ま
あ
50
年
は
ま
わ
っ
た

　
　

な
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
、
浪
江
で
や
っ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

浪
江
の
手
前
の
双
葉
町
。
あ
の
頃
の
体
育
館
っ

　
　

て
、
落
成
記
念
っ
て
い
う
と
そ
う
い
う
お
祭
り
を

　
　

や
っ
て
、
N
H
K
さ
ん
の
こ
と
呼
ば
っ
て
、
あ
ち

　
　

こ
ち
で
の
ど
自
慢
多
か
っ
た
の
。
昭
和
43
年
頃
だ
。

ア
サ
ダ　
『
男
傘
』
を
歌
お
う
っ
て
な
っ
た
の
は
、
な
ぜ

　
　

で
す
か
？

晴
男　

ま
あ
い
た
ず
ら
だ
よ
、
ど
う
っ
て
こ
と
な
い
。

　
　

聴
い
た
だ
け
で
、
練
習
な
ん
か
し
て
な
い
よ
。

ア
サ
ダ　

あ
の
曲
っ
て
、
か
な
り
勇
ま
し
い
曲
じ
ゃ
な
い

　
　

で
す
か
。

晴
男　

は
い
。
あ
の
声
で
は
歌
え
ね
え
け
ど
も
、
井
沢

　
　

八
郎
は
高
音
で
い
い
声
出
し
て
ん
だ
、
も
と
は
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
。
高
音
だ
け
れ
ど
も
、
ど
や
す

　
　

よ
う
な
感
じ
っ
て
い
う
か
。

晴
男　

そ
う
そ
う
そ
う
そ
う
。

　
　
　
（
井
沢
八
郎
『
男
傘
』
が
流
れ
る
）

ア
サ
ダ　

ち
な
み
に
結
果
か
ら
聞
き
ま
す
け
ど
、
あ
の
キ

　
　

ン
コ
ン
カ
ン
コ
ン
カ
ー
ン…

…

。

晴
男　

２
点
で
す
、
２
点
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。『
ラ
ジ
オ
下
神
白

　
　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。

　
　

こ
の
C
D
で
は
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん

　
　

の
ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深

　
　

い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　

第
５
集
の
テ
ー
マ
は
「
変
化
と
連
な
り　

さ
よ

　
　

な
ら
の
か
わ
り
に
」
。
下
神
白
団
地
に
住
ま
わ
れ

　
　

た
あ
と
に
、
も
と
の
ま
ち
に
戻
ら
れ
た
り
、
別
の

　
　

ま
ち
へ
と
転
居
さ
れ
た
住
民
さ
ん
の
声
を
収
録
し

　
　

ま
し
た
。
元
４
号
棟
住
民
で
、
現
在
、
南
相
馬
在

　
　

住
の
横
山
晴
男
さ
ん
・
洋
子
さ
ん
ご
夫
妻
。
元
２

　
　

号
棟
住
民
で
、
現
在
富
岡
町
在
住
の
原
田
洋
星
さ

　
　

ん
・
ト
ヨ
さ
ん
ご
夫
妻
。そ
し
て
、お
知
ら
せ
コ
ー

　
　

ナ
ー
で
は
、
４
号
棟
の
渡
部
茂
子
さ
ん
と
親
交
の

　
　

あ
る
、
浪
江
町
の
喫
茶
ト
レ
ド
の
店
長
・
脇
坂
哲

　
　

男
さ
ん
に
も
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
い
ま
の
生
活
の
現
状
と
と
も
に
、

　
　

下
神
白
団
地
で
つ
な
が
っ
た
一
人
ひ
と
り
へ
の
感

　
　

謝
の
思
い
が
声
と
音
楽
で
綴
ら
れ
ま
す
。　
　
　

　
　
　

ま
ず
は
横
山
晴
男
さ
ん
、
洋
子
さ
ん
ご
夫
妻
で

　
　

す
。
横
山
晴
男
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
小
林 

旭

　
　

で
『
昔
の
名
前
で
出
て
い
ま
す
』。そ
し
て
、
洋
子

　
　

さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
ち
あ
き
な
お
み
で
『
喝

　
　

采
』
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

横
山
晴
男
さ
ん
の
の
ど
自
慢
大
会
　

ア
サ
ダ　

リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
入
れ
る
黄
色
い
ポ
ス
ト

　
　

は
、
晴
男
さ
ん
と
平
子
さ
ん
に
つ
く
っ
て
い
た
だ

晴
男　

た
ま
た
ま
。
１
点
っ
て
い
う
時
代
も
あ
っ
た
ん

　
　

だ
、
あ
の
頃
は
。

ア
サ
ダ　

１
点
？　

容
赦
な
い
で
す
ね
。

晴
男　

う
ん
。
こ
ん
な
格
好
で
、
ジ
ー
パ
ン
は
い
て
、

　
　

シ
ャ
ツ
着
て
。

ア
サ
ダ　

ジ
ー
パ
ン
い
い
で
す
ね
。

晴
男　

予
選
も
同
じ
よ
う
な
支
度
で
行
っ
て
、
ま
あ
、

　
　

歌
い
方
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん
だ
ね
。
若
い
し
、

　
　

一
回
テ
レ
ビ
に
出
す
か
っ
て
。
ほ
ん
で
、
出
し
て

　
　

も
ら
っ
た
。

ア
サ
ダ　

お
お
！

晴
男　

だ
か
ら
、
本
番
の
テ
レ
ビ
で
も
映
っ
て
る
の
。

　
　

み
ん
な
テ
レ
ビ
に
く
ぎ
づ
け
だ
っ
た
。
や
っ
と
テ

　
　

レ
ビ
も
一
家
に
１
台
く
ら
い
ず
つ
普
及
し
た
か
ら
。

　
　
（
テ
レ
ビ
）出
た
ら
、俺
も
小
僧
だ
っ
た
か
ら
「
な

　
　

ん
だ
お
前
の
と
こ
ろ
の
息
子
、
よ
く
が
ん
ば
っ
た

　
　

も
ん
だ
」
な
ん
て
や
っ
ち
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
歌
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

晴
男　

で
も
、
駄
目
だ
っ
た
の
。

洋
子　

お
ば
あ
さ
ん
が
好
き
だ
っ
た
の
ね
。
似
て
ん

　
　

じ
ゃ
な
い
の
？

ア
サ
ダ　

え
、
お
母
さ
ん
が
っ
て
こ
と
で
す
か
？

晴
男　

お
ふ
く
ろ
は
う
ま
く
て
。
み
ん
な
か
ら
、
歌
え

　
　

歌
え
な
ん
て
や
っ
ち
、
ど
こ
さ
行
っ
て
も
歌
っ
て

　
　

た
。

洋
子　

お
母
さ
ん
は
、
何
か
の
拍
子
で
集
ま
っ
て
歌
っ

　
　

て
た
ね
。

晴
男　

ほ
ら
、
部
落
の
婦
人
会
で
、
１
泊
で
湯
入
る
な

　
　

ん
て
あ
っ
た
時
代
だ
も
ん
。
そ
れ
に
行
く
と
、
必

　
　

ず
歌
っ
て
た
っ
て
い
う
話
だ
。

洋
子　

や
っ
ぱ
り
一
番
最
初
に
歌
っ
た
み
た
い
で
。

晴
男　

お
ふ
く
ろ
も
な
。

　
　

た
っ
て
ね
。
一
番
早
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す

　
　

よ
、
こ
の
人
。

晴
男　

結
婚
し
た
の
が
早
か
っ
た
ん
だ
、
俺
は
。

洋
子　

同
級
生
の
な
か
で
。

晴
男　

ち
ょ
う
ど
25
に
な
っ
た
と
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

晴
男　

う
ん
、お
や
じ
、お
ふ
く
ろ
も
そ
ろ
そ
ろ
と
思
っ

　
　

て
、
帰
っ
て
き
た
ら
た
ま
た
ま
な
、
隣
組
の
お
ば

　
　

あ
さ
ん
に
言
わ
っ
ち
な
。
ほ
ん
で
会
っ
た
ら
、
い

　
　

い
っ
て
言
う
か
ら
し
ょ
う
な
い
か
ら
も
ら
っ
た
わ

　
　

い
な
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

も
ら
っ
た
わ
い
な
。

洋
子　

し
ょ
う
な
い
か
ら
だ
っ
て
（
笑
）。
失
礼
だ
よ

　
　

ね
、
ア
サ
ダ
さ
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
言
い
方
し
ま
し
た
ね
、
い
ま
ね
、
晴
男

　
　

さ
ん
ね
。

洋
子　

ね
え
。

晴
男　

俺
は
若
い
う
ち
、す
ご
く
や
っ
た
べ
や
。出
会
っ  

　
　

た
頃
は
ね
。
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
と
か
盛
ん
に
歌
っ
て

　
　

た
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
は
い
は
い
。

洋
子　
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』
か
？

晴
男　
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』
と
か
。　
　
　

ア
サ
ダ　

レ
コ
ー
ド
も
持
っ
て
た
り
と
か
さ
れ
た
ん
で
す

　
　

か
、
晴
男
さ
ん
っ
て
。

洋
子　

レ
コ
ー
ド
は
う
ち
に
あ
り
ま
す
、
浪
江
に
。

晴
男　

う
ん
、
持
っ
て
る
べ
や
。

ア
サ
ダ　

あ
、
浪
江
に
残
っ
て
る
ん
で
す
か
。

晴
男　

ま
だ
こ
こ
さ
持
っ
て
こ
ら
ん
ね
え
か
ら
、
孫
た

　
　

ち
来
っ
か
ら
。

洋
子　

倉
庫
に
あ
り
ま
す
。

晴
男　

そ
ん
な
も
の
、
投
げ
ろ
（
捨
て
ろ
）
っ
て
言
う

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

浪
江
に
ま
だ
倉
庫
は
あ
る
ん
で
す
か
？

晴
男　

あ
り
ま
す
、
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

で
、
そ
こ
に
レ
コ
ー
ド
も
置
い
て
ら
っ
し
ゃ

　
　

る
？

晴
男　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

へ
え
。

晴
男　

あ
れ
の
向
か
い
側
に
倉
庫
あ
る
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。
そ
の
隣
の
お
う
ち
は
壊
さ

　
　

れ
た
け
ど
。

晴
男　

う
ん
、
そ
れ
だ
け
は
置
い
た
の
。

洋
子　

倉
庫
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
両
方

　
　

で
、
昔
の
何
つ
う
の
？

晴
男　

テ
ク
ニ
ク
ス
だ
。

洋
子　

っ
て
言
う
ら
し
い
。
そ
れ
は
残
っ
て
る
よ
。

ア
サ
ダ　

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
ス
ピ
ー
カ
ー
と
ア
ン

　
　

プ
が
あ
っ
て
。

晴
男　

ラ
ジ
オ
も
あ
る
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
す
ご
い
。
見
に
行
き
た
い
な
、
そ
れ
は
。

洋
子　

あ
、
見
に
行
き
た
い
（
笑
）？

　
　
　

　
　
　
（
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』　

　

が
流
れ
る
。
倉
庫
で
レ
コ
ー
ド
を
探
す
一
同
）

晴
男　

配
電
盤
で
す
。

ア
サ
ダ　

配
電
盤
？

晴
男　

角
。
な
か
に
入
っ
て
。
あ
あ
、
そ
こ
そ
こ
。

ア
サ
ダ　

わ
か
り
ま
し
た
、
わ
か
り
ま
し
た
、
ど
こ
か
。

洋
子　

こ
れ
で
す
よ
、
ア
サ
ダ
さ
ん
。

ア
サ
ダ　

お
お
。

晴
男　

こ
れ
、
昭
和
41
年
だ
か
２
年
に
買
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

っ
て
こ
と
は
、『
の
ど
自
慢
』
に
出
る
と
き
が

　
　

昭
和
43
年…

…

。

晴
男　

あ
あ
、
そ
の
頃
、
そ
の
頃
。

ア
サ
ダ　

お
お
。
す
ご
い
。

晴
男　

あ
、
西
川
峰
子
だ
。　
　

洋
子　

西
川
峰
子
ね
。

晴
男　

西
川
峰
子
と…

…

。

ア
サ
ダ　

小
柳
ル
ミ
子
。

洋
子　

ち
あ
き
な
お
み
。

晴
男　

ど
こ
さ
か
い
っ
た
な
、
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
。
ほ
ら
、

　
　

言
っ
て
る
。

ア
サ
ダ　

あ
、
仰
っ
て
ま
し
た
ね
、
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
。
こ

　
　

の
レ
コ
ー
ド
は
洋
子
さ
ん
も
聴
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
ん
で
す
か
？

洋
子　

私
は
震
災
前
は
聴
い
て
た
よ
、
う
ん
。
西
川
峰

　
　

子
の
何
だ
っ
け
な
、
こ
れ
じ
ゃ
な
く
て
。
キ
ン
キ

　
　

ラ
だ
か
ん
ね
、
こ
の
人
ね
。

ア
サ
ダ　

何
そ
れ
、
キ
ン
キ
ラ
っ
て
。

洋
子　

あ
な
ん
か
こ
う
い
う
、こ
の
方
っ
て
、ハ
ス
キ
ー

　
　

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

そ
の
曲
の
名
前
っ
て
わ
か
り
ま
す
？

洋
子　

わ
か
ん
な
い
、
忘
れ
た
。
「
あ
な
た
に
あ
げ
る

　
　

何
と
か
何
と
か
」
っ
て
い
う
歌
だ
け
ど
。
そ
れ

　
　
（
レ
コ
ー
ド
を
）
回
し
ち
ゃ
え
ば
わ
か
る
け
れ
ど

　
　

も
、
壊
れ
て
っ
か
ら
で
き
な
い
。
載
っ
て
な
い
で

　
　

す
か
？

ア
サ
ダ　

歌
詞
は
載
っ
て
ま
す
。

　
　
　
（
西
川
峰
子
『
あ
な
た
に
あ
げ
る
』
が
流
れ

　
　
　

る
）

ア
サ
ダ　

ど
う
い
う
と
き
に
洋
子
さ
ん
っ
て
音
楽
聴
い
て

　
　

た
の
？

洋
子　

ど
う
い
う
と
き
？　

う
ー
ん
、
ご
飯
食
べ
て

　
　

ほ
っ
と
し
た
と
き
。
家
事
の
と
き
は
聴
か
な
い
で

洋
子　

こ
っ
ち
は
上
手
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

そ
の
へ
ん
、
ま
あ
血
だ
ね
。

洋
子　

お
じ
い
さ
ん
は
横
笛
で
、
盆
踊
り
の
と
き
は

　
　

や
っ
ぱ
り
頼
ま
れ
な
く
て
も
自
分
で
笛
持
っ
て
っ

　
　

て（
笑
）。

ア
サ
ダ　

も
う
ね
、
や
る
も
ん
だ
っ
て
い
う
感
じ
。

洋
子　

そ
う
そ
う
そ
う
。

晴
男　

70
過
ぎ
ま
で
吹
い
て
た
か
ん
ね
。
結
構
達
者

　
　

だ
っ
た
ん
だ
わ
、
笛
吹
き
は
。

ア
サ
ダ　

笛
吹
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
、
お
父
さ
ま
は
。

晴
男　

２
代
目
覚
え
ろ
っ
て
や
っ
て
た
ね
。
私
は
駄
目

　
　

だ
な
。

一
同　
（
笑
）。

洋
子　

結
構
難
し
い
も
ん
ね
。

晴
男　

大
工
仕
事
は
で
き
っ
け
ど
、
そ
の
ほ
か
の
こ
と

　
　

は
駄
目
な
ん
だ
。
不
器
用
で
。

江
尻　

い
や
、
ま
だ
遅
く
ね
え
な
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

大
工
仕
事
で
基
礎
は
積
ん
で
ま
す
も
ん
ね
。

洋
子　

い
や
、
難
し
い
。
息
も
続
か
な
い
よ
、
あ
の
笛

　
　

は
、
き
っ
と
。

晴
男　

う
ん
、
確
か
に
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
吹
い
た
ん
だ

　
　

よ
、
俺
は
。
お
ふ
く
ろ
の
教
え
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

お
母
さ
ま
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
も
吹
い
て
、
歌
も

　
　

歌
っ
て
、
お
父
さ
ん
は
横
笛
を
？

晴
男　

う
ん
。
う
ち
の
い
と
こ
も
一
回
、
遠
藤 

実
先
生

　
　

に
つ
い
て
、
で
も
や
っ
ぱ
り
お
金
の
面
で
途
中
で

　
　

諦
め
た
の
。

ア
サ
ダ　

歌
唱
の
指
導
で
す
か
。

晴
男　

う
ん
。
俺
も
本
当
は
２
０
０
万
あ
っ
と
、
あ
の

　
　

当
時
、
プ
ロ
歌
手
に
な
れ
て
た
ん
だ
っ
た
。

洋
子　

初
め
て
聞
い
た
！

晴
男　

小
林 

旭
が
お
じ
の
甥
っ
子
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

え
！　

つ
な
が
り
が
あ
る
ん
で
す
ね
、
小
林 

旭

　
　

さ
ん
と
。

晴
男　

い
ま
で
も
健
在
。
あ
り
ま
す
あ
り
ま
す
、
東
京

　
　

渋
谷
で
ね
。

ア
サ
ダ　

大
ス
タ
ー
で
す
ね
。

晴
男　

う
ん
、
あ
そ
こ
は
多
摩
川
の
上
だ
か
ら
、
荒
川

　
　

で
ね
え
、
何
つ
っ
た
っ
け
な
。
上
野
毛
。
そ
こ
で

　
　

ね
、
お
寺
や
っ
て
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

へ
え
。

晴
男　

そ
こ
の
お
じ
の
奥
さ
ん
が
、
小
林 

旭
の
お
ふ
く

　
　

ろ
の
妹
な
の
。

ア
サ
ダ　

お
お
、
近
い
な
、
そ
れ
（
笑
）。

晴
男　

お
ふ
く
ろ
は
会
っ
て
る
よ
、
た
ぶ
ん
。
俺
は
行

　
　

か
な
か
っ
た
け
ど
な
。
た
だ
、
２
０
０
万
く
ら
い

　
　

あ
れ
ば
大
丈
夫
だ
よ
っ
て
や
つ
、
あ
の
当
時
。
昭

　
　

和
50
年
頃
。

ア
サ
ダ　

当
時
の
２
０
０
万
っ
て
い
う
の
は
、
結
構
な
額

　
　

で
す
よ
ね
。

晴
男　

う
ん
、
い
ま
の
２
０
０
０
万
か
、
そ
ん
く
ら
い

　
　

か
か
っ
た
ん
だ
な
、
プ
ロ
歌
手
に
な
る
に
は
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

い
や
、
も
う
最
初
か
ら
諦
め
て
た
。

一
同　
（
笑
）。

　
　
　
（
小
林 

旭
『
昔
の
名
前
で
出
て
い
ま
す
』
が
流

　
　

れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

横
山
ご
夫
妻
の
出
会
い

　
　
〜
洋
子
さ
ん
が
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
た
夜

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
は
い
つ
ぐ
ら
い
に
、
ど
ん
な
ふ
う
に

　
　

出
会
わ
れ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

私
ど
も
は
昭
和
50
年
に
一
緒
に
な
り
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

晴
男　

私
は
昭
和
46
年
に
東
京
に
出
て
っ
て
、
49
年
に

　
　

帰
っ
て
来
た
ん
で
す
。
修
業
し
な
が
ら
。

ア
サ
ダ　

大
工
の
お
仕
事
の
修
業
で
す
か
？

晴
男　

は
い
。
そ
の
前
に
帰
っ
て
来
た
の
か
？　

だ
い

　
　

た
い
同
じ
ぐ
ら
い
だ
ろ
、
お
前
と
俺
。

洋
子　

私
は
49
年
に
帰
っ
て
き
て
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
同
じ
で
す
よ
ね
。

洋
子　

は
い
。

洋
子　

静
岡
な
ん
で
す
。

晴
男　

浜
松
だ
な
。

洋
子　

や
っ
ぱ
り
、
二
十
歳
の
頃
帰
っ
て
き
た
い
っ
て

　
　

い
う
か
、
そ
れ
で
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

洋
子
さ
ん
も
浪
江
？

洋
子　

私
は
小
高
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

当
時
、
何
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
。

晴
男　

縫
製
業
だ
べ
や
。

洋
子　

仲
人
さ
ん
（
を
や
る
の
が
）
好
き
な
人
が
近
く

　
　

に
い
て
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ん
で
す
け
ど
。

晴
男　

そ
う
だ
な
、
昔
で
い
う
、
お
見
合
い
み
た
い
な

　
　

も
ん
で
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

洋
子　
「
ど
う
だ
い
？
」と
か
っ
て
、そ
れ
で
知
り
合
っ

　
　

た
み
た
い
な
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。
結
構
人
ご
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

一
同　
（
笑
）。

晴
男　

結
構
年
離
っ
ち
ん
だ
、
こ
れ
と
俺
で
。

洋
子　

５
つ
で
す
よ
、
そ
ん
な
ね
、
20
も
30
も
（
離
れ

　
　

て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
）。
私
は
昭
和
30
年（
生
ま

　
　

れ
）
で
す
か
ら
。
こ
っ
ち
は
24
年
（
生
ま
れ
）
な

　
　

ん
だ
け
ど
。
そ
ん
な
に
ね
、
離
れ
て
る
っ
つ
っ

　
　

み
ん
な
お
ら
よ
り
も
30
も
40
も
お
っ
き
な
人
ば
っ

　
　

か
り
だ
か
ら
、
わ
か
ん
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

３
年
間
、
下
神
白
に
暮
ら
さ
れ
て
、
い
ま
も
連

　
　

絡
取
っ
た
り
す
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

洋
子　

は
い
。
あ
っ
ち
に
い
た
と
き
は
楽
し
か
っ
た
け

　
　

ど
、
こ
こ
に
来
て
み
れ
ば
生
活
が
あ
れ
し
て
る

　
　

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
　
　

私
は
病
院
に
行
っ
て
る
と
き
は
、
必
ず
じ
ゃ
な

　
　

い
け
ど
、
火
曜
日
と
木
曜
日
の
カ
フ
ェ
の
日
に
は

　
　

な
る
べ
く
合
わ
す
よ
う
に
し
て
ん
だ
け
ど
、
や
っ

　
　

ぱ
り
半
日
が
病
院
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、

　
　

な
か
な
か
。

晴
男　

わ
り
と
、
お
前
は
楽
し
ん
だ
ど
。

一
同　
（
笑
）。

晴
男　

う
ん
、
下
神
白
で
は
。

洋
子　

だ
っ
て
、
こ
の
人
は
何
に
も
あ
れ
で
（
笑
）。

晴
男　

俺
は
ま
あ…

…

。

洋
子　

男
と
女
の
あ
れ
だ
わ
い
ね
。

晴
男　

あ
れ
な
、
大
工
仕
事
し
て
て
な
、
お
茶
飲
め
ん

　
　

か
っ
た
っ
ち
。
ま
あ
、
た
ま
に
１
杯
ぐ
ら
い
ご
ち

　
　

そ
う
に
な
っ
た
け
ど
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

女
の
人
の
ほ
う
が
そ
う
い
う
の
強
い
も
ん
。
交

　
　

流
す
る
の
は
男
の
人
、
下
手
だ
も
ん
ね
。

洋
子　

う
ん
。

晴
男　

俺
、
お
金
出
し
て
カ
フ
ェ
入
っ
た
こ
と
ね
え
ん

　
　

だ
か
ら
、
ま
だ
。

一
同　
（
笑
）。

洋
子　

こ
こ
に
来
た
ら
、
そ
う
い
う
あ
れ
が
な
い
か
ら
。

晴
男　

い
や
、
い
い
か
ら
来
て
飲
め
っ
て
言
わ
れ
た
ん

　
　

だ
け
ん
ど
。

洋
子　

私
は
楽
し
か
っ
た
よ
。

晴
男　

う
ん
、
楽
し
ん
だ
べ
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

平
子
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
も
下
神
白
で
す
か
？

晴
男　

う
ん
、
そ
こ
で
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

も
と
も
と
知
り
合
い
じ
ゃ
な
く
て
、
下
神
白
で

　
　

出
会
っ
た
？

晴
男　

う
ん
。
ま
あ
昔
の
話
聞
く
と
、
た
ぶ
ん
若
い
頃

　
　

は
行
き
会
っ
て
っ
か
も
わ
か
ん
ね
え
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
、
い
い
話
だ
な
。

晴
男　

私
浪
江
で
、
あ
ち
ら
の
方
は
富
岡
だ
か
ら
。
で
、

　
　

同
じ
建
設
会
社
の
も
た
ま
に
か
じ
っ
た
こ
と
も

　
　

あ
っ
か
ら
。「
ど
こ
ど
こ
さ
行
っ
て
た
」
っ
て
話

　
　

し
た
ら
、「
あ
、
俺
も
行
っ
て
た
ど
」
っ
て
言
っ

　
　

た
か
ら
、
平
子
さ
ん
も
「
俺
も
そ
こ
の
下
請
け
も

　
　

ら
っ
て
や
っ
て
た
よ
」
っ
つ
っ
た
の
。

　
　
　

平
子
さ
ん
が
ラ
ジ
オ
体
操
終
わ
っ
と
、
そ
の
時

　
　

間
に
俺
、行
く
の
。富
岡
で
お
い
っ
ち
に
っ
て
や
っ

　
　

て
っ
か
ら
。
あ
の
頃
ね
、
８
０
０
０
歩
歩
い
て
た

　
　

ん
で
す
、
毎
日
。
も
う
あ
れ
か
ら
、
も
う
丸
１
年

　
　

歩
っ
て
な
い
な
。
去
年
ま
で
は
席
取
り
に
も
行
っ

　
　

た
の
、
花
火
大
会
の
。

洋
子　

小
名
浜
の
ね
。

晴
男　

う
ん
、
席
取
り
に
行
っ
て
た
ん
だ
よ
、
ふ
た
り

　
　

で
。
朝
５
時
起
き
し
て
、
テ
ー
プ
貼
っ
て
。
だ
か

　
　

ら
、
お
ば
あ
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
、
み
ん
な
来
た

　
　

よ
。
打
ち
上
げ
花
火
。

洋
子　

最
高
だ
っ
た
、だ
か
ら
、３
年
間
見
せ
て
も
ら
っ

　
　

た
け
ど
。

晴
男　

ま
あ
平
子
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
で
ね
、
仕
事
な

　
　

り
遊
び
な
り
、
散
歩
に
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
、

　
　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
と
、
佐

　
　

山
さ
ん
ら
に
も
い
ろ
い
ろ
ご
心
配
か
け
た
こ
と
も

　
　

あ
る
し
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

　
　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

洋
子　

下
神
白
の
み
な
さ
ん
、
３
年
間
い
ろ
い
ろ
お
世

　
　

話
に
な
り
ま
し
た
。
や
っ
と
自
分
の
う
ち
に
来
て
、

　
　

安
心
っ
て
い
う
か
、
不
安
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
ま

　
　

あ
そ
こ
そ
こ
慣
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
こ
れ
か

　
　

ら
、
ど
う
す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
も
、
が

　
　

ん
ば
っ
て
、
ま
あ
高
齢
者
の
方
は
身
体
に
気
を
付

　
　

け
て
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

原
田
ご
夫
妻
の
出
会
い

　
　
〜
東
京
・
横
浜
時
代
と
洋
星
さ
ん
の
あ
の
曲

江
尻　

続
い
て
は
、
元
２
号
棟
に
お
住
ま
い
で
、
現
在

　
　

は
富
岡
町
に
戻
ら
れ
た
、
原
田
洋
星
さ
ん
・
ト
ヨ

　
　

さ
ん
の
ご
夫
妻
で
す
。

　
　
　

集
会
場
の
カ
フ
ェ
で
隣
り
合
わ
せ
た
ト
ヨ
さ
ん

　
　

か
ら
、
レ
コ
ー
ド
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
い
う
お
話

　
　

を
伺
っ
た
の
は
、
も
う
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
で
、

　
　

ぜ
ひ
見
せ
て
く
だ
さ
い
と
団
地
の
部
屋
を
訪
ね
た

　
　

の
は
、
２
０
１
７
年
３
月
９
日
の
こ
と
で
し
た
。

　
　

も
う
一
度
、
改
め
て
お
話
を
伺
お
う
と
考
え
て
い

　
　

た
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
お
ふ
た
り
は

　
　

富
岡
町
に
戻
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
い
や
、
残

　
　

念
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ト
ヨ
さ
ん
が
遊
び
に

　
　

来
て
く
だ
さ
い
な
ん
て
言
っ
て
く
だ
さ
る
も
ん
で

　
　

す
か
ら
、
私
た
ち
は
厚
か
ま
し
く
も
雁
首
そ
ろ
え

　
　

て
、
本
当
に
伺
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　

小
春
日
和
の
昼
下
が
り
、
早
速
い
ま
、
目
の
前

　
　

に
お
ふ
た
り
の
思
い
出
の
、
た
く
さ
ん
の
レ
コ
ー

　
　

ド
が
広
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

す
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
落
ち
着
い
た
と
き
に
、
自
分
で
そ
う

　
　

や
っ
て
レ
コ
ー
ド
か
け
て
、
針
落
と
し
て
聴
く
？

洋
子　

は
い
は
い
。

ア
サ
ダ　

っ
て
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間

　
　

に
、
わ
ざ
わ
ざ
音
楽
聴
い
て
た
の
ね
。

洋
子　

そ
う
で
す
ね
。
家
事
の
と
き
は
、
ま
あ
こ
れ

　
　
（
L
P
レ
コ
ー
ド
）
だ
と
結
構
、
（
収
録
）
時
間

　
　

あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
１
曲
じ
ゃ
な
い
か
ら
。

　
　

か
け
と
い
た
ら
。

ア
サ
ダ　

ア
ル
バ
ム
だ
か
ら
ね
、
L
P
で
。
そ
っ
か
そ
っ

　
　

か
。

洋
子　

こ
れ（
シ
ン
グ
ル
レ
コ
ー
ド
）は
す
ぐ
聴
い
ち
ゃ

　
　

う
か
ら
さ
、
終
わ
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
？

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
す
ぐ
終
わ
っ
ち
ゃ
う
も
ん
ね
。

洋
子　

う
ん
う
ん
。
だ
か
ら
、
こ
れ
で
は
ち
ょ
っ
と
。

ア
サ
ダ　

か
け
な
が
ら
何
か
し
て
た
？　

そ
れ
と
も
、
わ

　
　

り
と
ゆ
っ
く
り
が
多
か
っ
た
？

洋
子　

黙
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
飲
む
と
か
そ
れ
ぐ
ら
い
だ
っ

　
　

た
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。そ
れ
っ
て
、お
子
さ
ん
が
ち
っ

　
　

さ
か
っ
た
頃
？

洋
子　

う
ー
ん
、
中
学
か
な
。
ち
っ
ち
ゃ
い
と
き
は
、

　
　

ま
あ
寝
か
し
て
、
そ
ん
と
き
く
ら
い
だ
ね
、
あ
ん

　
　

ま
り
（
音
を
）
高
く
は
で
き
な
い
、
起
き
ち
ゃ
う

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

洋
子　

歌
う
こ
と
は
で
き
な
い
け
ど
、
音
痴
だ
か
ら
。

　
　

聴
く
こ
と
は
ね
、
み
な
さ
ん
の
歌
っ
て
る
の
を
聴

　
　

い
た
り
、
そ
れ
く
ら
い
は
。
自
分
で
歌
う
っ
て
い

　
　

う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
自
信
が
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

こ
こ
の
居
間
で
、
夜
に
？

洋
子　

う
ん
。
で
も
、
舅
さ
ん
い
た
か
ら
、
あ
ん
ま
り

　
　

ボ
リ
ュ
ー
ム
高
く
は
で
き
な
い
ん
だ
。
年
寄
り
っ

　
　

て
意
外
と
早
く
休
む
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
ア
ル
バ
ム
１
枚
ず
っ
と
聴
き
な
が
ら
、

　
　

ち
ょ
っ
と
休
ん
で
た
？

洋
子　

う
ん
、
そ
う
だ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
洋
子
さ
ん
に
と
っ
て
は
ど
ん
な
時
間

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
か
ね
。

洋
子　

ど
ん
な
時
間
？

ア
サ
ダ　

わ
り
と
ゆ
っ
く
り
と
ひ
と
り
で
過
ご
せ
る
時
間

　
　

で
？

洋
子　

そ
う
だ
ね
。
ち
ょ
っ
と
飲
み
な
が
ら
な
ら
い
い

　
　

ん
だ
け
ど
、
お
父
さ
ん
飲
ま
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
、
晴
男
さ
ん
、
飲
ま
な
い
ん
だ
。
ち
ょ
っ
と

　
　

不
満
そ
う
だ
ね
（
笑
）。

洋
子　

私
は
そ
ん
な
に
大
飲
ん
べ
え
じ
ゃ
な
い
け
ど

　
　

―
―

多
少
の
、
毎
晩
は
や
ら
な
い
け
ど―

―

う
ち

　
　

の
人
は
１
杯
飲
ん
だ
ら
顔
真
っ
赤
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　
　

た
も
ん
で
す
か
ら
、
い
ま
ま
で
40
何
年
間
一
緒
に

　
　

い
る
け
ど
、
お
酒
飲
ん
で
っ
て
い
う
の
は
な
い
で

　
　

す
。

　
　
　

日
中
は
聴
け
な
い
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
農
家
な
も

　
　

ん
で
。
今
度
夜
に
な
る
と
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
高
く
し

　
　

て
は
聴
け
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ま
あ
ま
わ
り

　
　

も
ほ
ら
ね
、
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
っ
か
ら
い
い
ん
で

　
　

す
け
ど
、
あ
ん
ま
り
ボ
リ
ュ
ー
ム
出
し
ち
ゃ
う
と

　
　

ね
、
な
ん
だ
か
あ
そ
こ
の
う
ち
あ
れ
だ
な
ん
て
言

　
　

わ
れ
て
も
嫌
だ
か
ら
。
そ
ん
な
感
じ
で
聴
い
て
ま

　
　

し
た
。
も
う
何
十
年
前
だ
よ
な
。
ち
あ
き
な
お
み

　
　

の
は
ほ
ら
、
い
ま
も
C
D
で
聴
い
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

ち
あ
き
な
お
み
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。

洋
子　

う
ん
、
『
喝
采
』
と
か
ね
。

ア
サ
ダ　

ち
あ
き
な
お
み
は
、
結
構
残
っ
て
る
ん
だ
ね
。

洋
子　

う
ん
、
そ
う
だ
ね
、
C
D
で
ね
。
『
四
つ
の
お

　
　

願
い
』
と
か
。
あ
と
は
、
X
Y
と
か
。
あ
、
こ
れ
は

　
　

X
Y
で
ね
え
か
「
X
Y
何
と
か
か
ん
と
か
」
っ
て
。

ア
サ
ダ　

そ
う
そ
う
、
こ
れ
、
『
X
＋
Y
＝
L
O
V
E
』。

　
　
（
ち
あ
き
な
お
み
『
喝
采
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

横
山
ご
夫
妻
の
い
ま

　
　

下
神
白
団
地
で
の
思
い
出
と
み
な
さ
ん
へ

ア
サ
ダ　

20
代
の
頃
か
ら
ず
っ
と
働
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

　
　

や
っ
ぱ
り
家
の
こ
と
と
か
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
じ
ゃ

　
　

な
い
で
す
か
、
姑
さ
ん
と
か
、
舅
さ
ん
と
か
い
た

　
　

ら
。
ご
近
所
付
き
合
い
は
ど
う
で
し
た
？

洋
子　

み
ん
な
お
勤
め
し
て
た
か
ら
、
そ
の
頃
は
。
だ

　
　

か
ら
、
頻
繁
に
お
茶
飲
み
と
か
は
な
か
っ
た
ね
。

　
　

日
曜
ぐ
ら
い
か
な
。
震
災
前
は
そ
う
や
っ
て
た
け

　
　

ど
、
震
災
後
は
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　
　

た
か
ら
。
隣
組
も
友
だ
ち
も
。
だ
か
ら
遠
距
離
っ

　
　

つ
う
か
、
お
茶
飲
み
も
で
き
な
い
。
こ
こ
に
来
て

　
　

も
、
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
下
神
白
団
地
で
定
期
的
に
開
催
し
て
い

　
　

た
「
カ
フ
ェ
下
神
白
」
な
ん
か
に
参
加
す
る
っ
て

　
　

い
う
ん
の
は
、
珍
し
か
っ
た
ん
で
す
か
？

洋
子　

う
ん
。
あ
そ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
来
た
お
陰

　
　

で
い
ろ
い
ろ
な
人
と
も
知
り
合
っ
た
し
、
浪
江
町

　
　

は
２
棟
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
４
、
５
号
棟
ね
。

洋
子　

み
ん
な
高
齢
者
ば
っ
か
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
　

私
ら
の
年
代
だ
っ
た
ら
、
何
と
か
わ
か
っ
け
ど
、

変化と連なり さよならのかわりに

ト
ヨ　

あ
れ
は
も
う
、
40
年
、
50
年
ぐ
ら
い
に
な
る
？

洋
星　

う
ん
。
そ
れ
こ
そ
、
そ
う
だ
な…

…

。

ト
ヨ　

50
年
以
上
に
な
る
よ
ね
、
私
た
ち
。

ア
サ
ダ　

よ
く
残
し
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
、
こ
れ
。

洋
星　

昭
和
30
年
。

ア
サ
ダ　

動
く
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

こ
れ
捨
て
る
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
な
ん

　
　

か
捨
て
な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
、
こ
の
前
。
み
ん
な
、

　
　

も
う
ほ
と
ん
ど
捨
て
た
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
だ
け
は

　
　

ね
、
な
ん
か
捨
て
が
た
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

洋
星　

日
本
で
ね
、
僕
が
好
き
な
の
は
、
こ
れ
。
こ
の

　
　

男
。
な
ん
か
自
殺
未
遂
し
た
け
ど
さ
。

ア
サ
ダ　

フ
ラ
ン
ク
永
井
さ
ん
で
す
か
。

洋
星　

フ
ラ
ン
ク
永
井
。

ア
サ
ダ　

松
尾
和
子
さ
ん
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
と
か
し
て
ま
し

　
　

た
よ
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
そ
う
、
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、
昭
和

　
　

41
年
に
吹
き
込
ま
れ
、
50
年
代
カ
ラ
オ
ケ
時
代
に

　
　

大
ヒ
ッ
ト
い
た
し
ま
し
た
、
作
詞
岩
谷
時
子
、
作

　
　

曲
吉
田 

正
。
魅
惑
の
低
音
、
フ
ラ
ン
ク
永
井
で

　
　
『
お
ま
え
に
』
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

ト
ヨ
さ
ん
の
戦
中
戦
後
と
窓
辺
で
聴
い
た
あ
の
曲

ア
サ
ダ　

フ
ラ
ン
ク
永
井
さ
ん
は
ど
の
へ
ん
が
魅
力
で
す

　
　

か
、
や
っ
ぱ
り
声
で
す
か
？

洋
星　

そ
う
だ
ね
、
声
が
あ
れ
だ
っ
た
。
ま
あ
魅
力
は

　
　

あ
る
わ
な
。

ア
サ
ダ　

こ
の
曲
を
買
っ
て
い
た
頃
は
、
も
う
お
ふ
た
り

　
　

は
ご
結
婚
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

も
う
し
て
た
よ
ね
、
と
っ
く
に
ね
。

洋
星　

で
し
た
。

ト
ヨ　

あ
の
頃
は
ね
、
ま
だ
ね
、
一
番
い
い
と
き
だ
、

　
　

40
年
。
ね
、
30
な
ら
40
年
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
一
番
、

　
　

元
気
で
し
ょ
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。
景
気
も
良
か
っ
た
し
。

ト
ヨ　

そ
う
、
20
何
年
、
ち
ょ
う
ど
う
ち
を
買
っ
た
ん

　
　

だ
か
ら
。
い
く
ら
か
ゆ
と
り
あ
っ
た
の
か
、
わ
か

　
　

ら
な
い
（
笑
）。
あ
の
頃
は
一
番
良
か
っ
た
。

洋
星　

い
や
ね
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
１
枚
１
枚
に
、
そ
れ

　
　

は
確
か
に
自
分
な
り
の
あ
れ
が
、
気
持
ち
っ
て
い

　
　

う
か
、
ひ
と
つ
の
何
て
い
う
ん
だ
ろ
う
な
、
物
語

　
　

が
あ
る
わ
け
だ
よ
。
そ
の
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
て
て
、

　
　

歌
い
手
が
ど
う
だ
っ
た
と
か
ね
、
あ
あ
、
あ
の
と

　
　

き
は
良
か
っ
た
ね
っ
て
。
ち
ょ
う
ど
景
気
が
ど
ん

　
　

ど
ん
ど
ん
ど
ん
上
積
み
に
な
っ
て
く
時
代
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
っ
た
頃
で
す

　
　

よ
ね
。

洋
星　

え
え
。
そ
れ
で
、
ま
ち
が
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん

　
　

ね
、
砂
利
道
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
な
っ
た
り
、
そ

　
　

う
い
う
時
代
だ
っ
た
か
ら
ね
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に

　
　

仕
事
も
し
た
け
ど
ね
。
戸
塚
に
い
る
と
き
は
横
浜

　
　

の
工
場
だ
っ
た
か
ら
、
車
で
行
っ
て
た
け
ど
。
東

　
　

京
勤
務
も
あ
っ
た
か
ら
。
東
京
勤
務
は
電
車
で

　
　

通
っ
て
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
れ
で
や
っ
ぱ
り
ほ
ら
、
友
だ
ち
で
そ
う
い
う

　
　

レ
コ
ー
ド
を
好
き
な
や
つ
が
い
た
か
ら
ね
。
だ
か

　
　

ら
、「
ど
ん
な
や
つ
が
あ
る
」
「
こ
ん
な
の
が
あ

　
　

る
」
っ
て
ね
。
そ
う
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
買
い
に

　
　

行
っ
た
も
ん
だ
け
ど
ね
。

ア
サ
ダ　

会
社
の
お
友
だ
ち
で
す
か
？

洋
星　

う
ん
。
ま
あ
、
ほ
と
ん
ど
は
や
っ
ぱ
会
社
だ
ね
。

　
　

自
分
の
ま
わ
り
で
は
、
同
じ
職
業
を
持
っ
た
人
、

　
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
っ
て
、
そ
う
多
く
な
か
っ
た

　
　

か
ら
ね
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
話
戻
り
ま
す
け
ど
、
も
と
も
と
九
州

　
　

か
ら
出
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
よ
ね
、
東
京
に
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

出
て
こ
ら
れ
て
、
で
、
ト
ヨ
さ
ん
も
東
京
に
出

　
　

て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
ト
ヨ
さ
ん
、
も
と
も
と

　
　

地
元
を
出
る
き
っ
か
け
っ
て
仕
事
で
す
か
？

ト
ヨ　

そ
う
だ
。
そ
の
頃
は
、
こ
こ
っ
て
何
も
な
い
で

　
　

し
ょ
。
そ
れ
こ
そ
働
く
と
こ
ろ
も
。

ア
サ
ダ　

お
勤
め
さ
れ
て
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

私
ら
の
と
き
に
は
ま
だ
ね
、
中
学
っ
て
い
う
の

　
　

は
な
く
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
、

　
　

義
務
教
育
っ
つ
う
の
は
。
あ
と
高
等
１
年
、
高
等

　
　

２
年
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
義
務
教

　
　

育
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
。
そ
れ
と
、
あ
と
青
年
学

　
　

校
っ
て
い
う
の
、
あ
っ
た
よ
ね
。
そ
し
て
、
ち
ょ

　
　

う
ど
戦
争
中
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
で
学
校
に

　
　

募
集
が
来
て
、
で
、
私
小
田
急
線
の
狛
江
に
行
っ

　
　

た
の
。
集
団
就
職
み
た
い
な
の
で
行
っ
た
の
。
そ

　
　

の
頃
、
ト
ラ
ン
ス
の
あ
れ
や
っ
た
り
。

ア
サ
ダ　

ト
ラ
ン
ス
の
あ
れ
っ
て
何
で
す
か
？

ト
ヨ　

線
巻
き
っ
つ
う
の
？

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
工
場
で
、
み
ん
な
で
？

ト
ヨ　

工
場
で
、
寮
に
入
っ
て
。
そ
れ
で
、
終
戦
の
と

　
　

き
は
東
京
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
終
戦
は
東
京
で
迎
え
ら
れ
て

　
　

る
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
。
そ
れ
で
、
い
っ
た
ん
帰
っ
て
き
て
、
そ

り
ん
ご　

全
部
横
浜
に
い
た
と
き
に
買
っ
た
レ
コ
ー
ド
で

　
　

す
か
？

洋
星　

そ
う
で
す
、
は
い
。

ア
サ
ダ　

横
浜
は
、
何
歳
ぐ
ら
い
の
と
き
か
ら
住
ん
で

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

も
う
ず
っ
と
ね
。

洋
星　

あ
あ
、
40
代
だ
ね
、
僕
が
。

ト
ヨ　

違
う
じ
ゃ
ん
。

洋
星　

何
が
？

ト
ヨ　

そ
の
前
に
東
京
に
ち
ょ
っ
と
い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
東
京
に
お
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
と
も
と
お
ふ
た
り
は
、
富
岡
出
身
で
？

ト
ヨ　

私
は
富
岡
。

洋
星　

俺
、
九
州
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
出
会
わ
れ
た
の
は
ど

　
　

こ
で
で
す
か
？

一
同　
（
笑
）。

ト
ヨ　

東
京
で
。

ア
サ
ダ　

東
京
で
。
い
き
な
り
こ
ん
な
話
し
ち
ゃ
う
ん
で

　
　

す
よ
、
す
い
ま
せ
ん
ね
（
笑
）。
だ
い
た
い
そ
ん

　
　

な
話
ば
っ
か
り
聞
く
ん
で
す
よ
。

一
同　
（
笑
）。

り
ん
ご　

お
仕
事
先
が
一
緒
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

う
う
ん
、
私
ら
見
合
い
な
の
。
ね
、
見
合
い
だ
っ

　
　

た
ん
だ
よ
。

ア
サ
ダ　

お
見
合
い
で
。
あ
、
裕
次
郎
、
あ
り
ま
す
ね
。

洋
星　

そ
れ
は
古
い
ね
。

ト
ヨ　

こ
れ
、
古
い
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

ベ
ス
ト
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
。

り
ん
ご　

い
く
つ
ぐ
ら
い
の
と
き
に
買
っ
た
ん
で
す
か
。

ト
ヨ　

40
ぐ
ら
い
？

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

そ
の
頃
だ
よ
ね
、
み
ん
な
ね
。
40
か
。

洋
星　

な
ん
と
い
っ
て
も
ね
、
ま
だ
健
在
の
と
き
だ
か

　
　

ら
な
。

ト
ヨ　

40
代
だ
よ
ね
。

洋
星　

も
う
あ
の
人
が
亡
く
な
っ
て
、
も
う
４
、
50
年

　
　

経
つ
で
し
ょ
う
。

ト
ヨ　

あ
、
そ
ん
な
に
経
っ
た
か
。

ア
サ
ダ　

デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
っ
て
そ
ん
な
前
な
ん
で
す
も

　
　

ん
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

そ
ん
な
経
つ
？

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
も
う
亡
く
な
ら
れ
て
そ
れ
ぐ
ら
い
。

ト
ヨ　

そ
う
だ
よ
な
、
淡
谷
の
り
子
と
か
な
ん
か
の
時

　
　

代
だ
も
ん
ね
。
わ
れ
わ
れ
の
代
は
も
う
マ
ヒ
ナ
ス

　
　

タ
ー
ズ
だ
と
か
ね
。
だ
っ
て
も
う
、
定
年
だ
っ
て

　
　

20
何
年
前
だ
も
ん
ね
。
も
う
23
年
？　

だ
か
ら
、

　
　

23
年
前
に
こ
こ
へ
来
た
の
。

ア
サ
ダ　

60
歳
で
こ
ち
ら
に
横
浜
か
ら
戻
っ
て
こ
ら
れ
て
。

　
　

い
ろ
い
ろ
こ
こ
に
あ
る
レ
コ
ー
ド
は
横
浜
の
と
き

　
　

に
買
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
も
の
が
残
っ
て
る
ん
で

　
　

す
か
ね
。

ト
ヨ　

ほ
と
ん
ど
そ
う
だ
ね
。

り
ん
ご　

あ
ら
、
テ
レ
サ
・
テ
ン
。

ア
サ
ダ　

お
仕
事
の
関
係
で
横
浜
に
お
ら
れ
た
ん
で
す

　
　

か
？

洋
星　

う
ん
、
石
川
島
。

ト
ヨ　

石
川
島
だ
。

洋
星　

造
船
会
社
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
、
石
川
島
の
造
船
会
社

　
　
（
レ
コ
ー
ド
を
か
け
な
が
ら
）。

洋
星　

一
丁
前
に
給
料
が
ね
、
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

　
　

た
頃
か
ら
だ
よ
ね
。
昭
和
32
年
に
も
う
僕
は
新
宿

　
　

い
た
ん
だ
。

ト
ヨ　

最
初
は
ね
。

ア
サ
ダ　

当
時
は
、
ど
う
い
う
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
好
き

　
　

だ
っ
た
か
覚
え
て
ま
す
か
？

洋
星　

や
っ
ぱ
り
そ
の
頃
は
映
画
ブ
ー
ム
だ
っ
た
ん
だ

　
　

ろ
う
ね
。
だ
か
ら
、
そ
の
主
題
歌
な
ん
か
を
ね
、

　
　

よ
く
集
め
て
た
ん
だ
け
ど
ね
。

ト
ヨ　

そ
れ
が
そ
の
美
空
ひ
ば
り
？

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
美
空
ひ
ば
り
と
か
。

ト
ヨ　

３
本
立
て
ぐ
ら
い
？

洋
星　

テ
レ
ビ
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ね
、
や
っ

　
　

ぱ
り
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
い
っ
た
で
し
ょ
。
一
時
期

　
　

も
う
、
レ
コ
ー
ド
っ
て
い
う
の
は
ね
、
あ
ま
り
聴

　
　

く
あ
れ
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
テ
レ
ビ

　
　

で
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
や
っ
て
る
っ
て
こ
と
が
多

　
　

か
っ
た
か
ら
。
徐
々
に
集
め
は
じ
め
た
ん
だ
よ
。

ト
ヨ　

テ
レ
ビ
が
最
初
出
た
の
、
30
何
年
だ
っ
け
。
給

　
　

料
が
ま
だ
１
万
か
そ
こ
い
ら
な
の
に
ね
、
テ
レ
ビ

　
　

が
５
０
０
０
円
ぐ
ら
い
し
た
ん
だ
も
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

ラ
ジ
オ
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

ト
ヨ　

あ
あ
、
ラ
ジ
オ
。

ア
サ
ダ　

曲
を
聴
く
っ
て
い
う
こ
と
も
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ　

ま
あ
映
画
を
見
て
音
楽
知
る
っ
て
い
う
の
も
あ

　
　

る
し
、
あ
と
は
テ
レ
ビ
っ
て
い
う
よ
り
ラ
ジ
オ
で

　
　

す
よ
ね
、
当
時
だ
っ
た
ら
。

ト
ヨ　

だ
か
ら
あ
の
ラ
ジ
オ
が
古
い
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

お
お
、
本
当
だ
。

ト
ヨ　

真
空
管
の
。

ア
サ
ダ　

え
、
あ
の
ラ
ジ
オ
は
当
時
使
っ
て
た
や
つ
？

ア
サ
ダ　

結
構
い
ろ
ん
な
催
し
を
や
っ
た
り
と
か
、
い
ろ

　
　

い
ろ
み
な
さ
ん
、
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る…

…

。

ト
ヨ　

で
も
、
も
う
（
参
加
す
る
人
は
）
決
ま
っ
て
る

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
参
加
す
る
方
々
は
ね
。
や
っ
ぱ
り
新
し

　
　

い
方
が
、
集
会
場
の
取
り
組
み
で
増
え
て
い
く
っ

　
　

て
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

　
　

で
す
ね
。

　
　
　

仲
良
か
っ
た
方
は
、
お
ら
れ
た
ん
で
す
か
？ 

ト
ヨ　

近
所
の
人
で
、
松
本
禮
子
さ
ん
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
。

ト
ヨ　

あ
の
方
は
こ
こ
行
っ
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
。
ま
あ

　
　

隣
だ
か
ら
、
結
構
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
た
し
ね
。

ア
サ
ダ　

何
度
か
C
D
を
お
渡
し
に
行
っ
た
の
で
覚
え
て

　
　

ま
す
。

ト
ヨ　

あ
と
ほ
ら
、
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
や
っ
て
た
か
ら
、

　
　

あ
そ
こ
で
。

ア
サ
ダ　

い
つ
か
戻
る
だ
ろ
う
な
っ
て
い
う
こ
と
も
思
い

　
　

な
が
ら
、
み
な
さ
ん
、
住
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

　
　

す
か
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
だ
ろ
う
ね
。
で
も
、
最
初
は
ね
、
ま
だ
ま

　
　

だ
解
除
に
な
ん
な
い
か
ら
帰
れ
な
い
と
思
っ
て
た

　
　

か
ら
。
だ
か
ら
、
あ
そ
こ
に
ず
っ
と
住
む
気
で
は

　
　

い
ま
し
た
よ
。
ま
さ
か
こ
ん
な
に
早
く
帰
っ
て
く

　
　

る
と
思
わ
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
も
っ
と
帰
っ
て
来
る
ま
で
時
間
か
か
る
と

　
　

思
っ
て
？

ト
ヨ　

思
っ
た
。
10
年
は
駄
目
っ
て
言
っ
て
た
で
し
ょ
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。

ト
ヨ　

ね
え
。
た
ま
た
ま
私
も
、
あ
の
頃
横
山
さ
ん
と

　
　

ね
、
私
も
帰
る
ん
だ
わ
っ
て
話
し
て
て
、
い
ろ
い

　
　

ろ
と
。

り
ん
ご　

カ
フ
ェ
で
で
す
か
？

ト
ヨ　

カ
フ
ェ
で
。
あ
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
、
や
っ
ぱ
り
カ
フ
ェ
で
知
り
合
っ
た
っ
て
方
、

　
　

結
構
多
い
ん
だ
な
。

ト
ヨ　

で
も
、
親
子
み
た
い
だ
ね
っ
て
言
い
な
が
ら
話

　
　

し
て
て
。
そ
れ
で
、
電
話
番
号
を
教
え
て
も
ら
っ

　
　

た
か
ら
。
い
く
ら
も
来
た
の
違
わ
な
い
ん
だ
よ
ね
。

　
　

う
ち
は
３
月
15
日
で
し
ょ
、
あ
の
人
た
ち
も
３
月
。

ア
サ
ダ　

な
ん
か
カ
フ
ェ
行
っ
て
た
ら
、
横
山
洋
子
さ
ん

　
　

か
ら
、
実
は
ね
っ
て
話
を
聞
い
て
、
南
相
馬
に
家

　
　

を
建
て
て
、
ま
た
遊
び
に
お
い
で
み
た
い
な
こ
と

　
　

を
言
っ
て
く
れ
て
た
ん
で
す
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時

　
　

期
。
で
、
落
ち
着
か
れ
た
ら
行
き
た
い
な
と
思
っ

　
　

て
、
先
月
行
っ
て
き
た
ん
で
す
。
こ
う
や
っ
て
、

　
　

音
楽
聴
い
た
り
と
か
し
て
。

ト
ヨ　

そ
こ
の
ほ
ら
、
ポ
ピ
ー
の
花
が
す
ご
く
き
れ

　
　

い
っ
て
テ
レ
ビ
で
も
や
っ
た
の
。
そ
の
と
き
に
横

　
　

山
さ
ん
が
電
話
よ
こ
し
て
く
れ
て
、
見
に
行
き
た

　
　

い
か
ら
っ
て
来
た
の
よ
。
そ
の
と
き
に
ち
ょ
こ
っ

　
　

と
う
ち
へ
寄
っ
て
っ
て
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
の
。
横
山
さ
ん
と
は
下
神
白
で
出

　
　

会
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
さ
っ
き
仰
っ
て
た

　
　

松
本
さ
ん
と
か
北
崎
さ
ん
と
か
は
も
と
も
と
知
り

　
　

合
い
だ
っ
た
ん
で
す
か
？ 

ト
ヨ　

い
や
、
北
崎
さ
ん
は
夜
ノ
森
の
ほ
う
だ
か
ら
、

　
　

全
然
面
識
は
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
下
神
白
で
出
会
っ
て
。

ト
ヨ　

そ
う
で
す
ね
。
下
高
久
で
最
初
知
り
合
っ
て
。

り
ん
ご　

あ
あ
、
仮
設
住
宅
の
と
き
？

ト
ヨ　

仮
設
で
ね
。
そ
れ
で
、
た
ま
た
ま
向
こ
う
へ

　
　

行
っ
て
、
私
も
向
こ
う
行
っ
た
の
。
松
本
禮
子
さ

　
　

ん
は
、
近
く
な
の
よ
。

り
ん
ご　

も
と
か
ら
ご
近
所
さ
ん
？

ト
ヨ　

う
ん
、
こ
の
前
ね
、
集
会
場
で
ね
、
清
水
の
人

　
　

た
ち
、
こ
こ
の
部
落
の
会
合
が
あ
っ
た
の
よ
、
お

　
　

茶
飲
み
会
。
そ
の
と
き
禮
子
さ
ん
が
向
こ
う
か
ら

　
　

来
て
く
れ
た
、
息
子
さ
ん
と
。
だ
か
ら
、
来
れ
ば

　
　

ま
た
ね
、
行
っ
た
り
来
た
り
で
き
る
け
ど
。
あ
と

　
　

は
そ
う
だ
ね…

…

浪
江
の
人
、
大
熊
の
人
、
あ
あ

　
　

い
う
人
た
ち
と
は
結
構
話
は
し
た
わ
ね
。
み
な
さ

　
　

ん
元
気
な
ん
だ
ろ
う
ね
。

ア
サ
ダ　

ね
、
み
な
さ
ん
、
そ
う
で
す
ね
。
今
年
は
ク
リ

　
　

ス
マ
ス
会
も
す
る
み
た
い
で
。

ト
ヨ　

あ
、
そ
う
。

ア
サ
ダ　

佐
山
さ
ん
が
音
頭
取
っ
て
く
れ
て
。

ト
ヨ　

あ
あ
、
佐
山
さ
ん
が
ね
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
佐
山
さ
ん
す
ご
い
が
ん
ば
っ
て
て
、
な

　
　

ん
か
ち
ょ
っ
と
僕
ら
も
か
か
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ

　
　

と
に
な
っ
て
。
明
日
団
地
で
打
ち
合
わ
せ
し
て
こ

　
　

よ
う
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。

ト
ヨ　

あ
の
人
は
本
当
、
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
た
の

　
　

よ
、
旦
那
さ
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
で
す
よ
ね
、
佐
山
さ
ん
、
本
当
ね
。

ト
ヨ　

奥
さ
ん
も
ね
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
お
ふ
た
り
と
も
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と

　
　

を
ね
、
世
話
し
て
。

ト
ヨ　

う
ん
、
本
当
。

ト
ヨ　

小
野
田
さ
ん
も
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
？

ア
サ
ダ　

小
野
田
さ
ん
元
気
で
す
ね
。

ト
ヨ　

ご
主
人
も
？

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
。
ご
主
人
と
は
カ
ラ
オ
ケ
で
お

　
　

会
い
し
ま
す
ね
。
い
ま
、
水
曜
日
と
金
曜
日
に
カ

　
　

ラ
オ
ケ
行
っ
た
ら
必
ず
お
ら
れ
る
の
で
。

ト
ヨ　

あ
の
子
大
き
く
な
っ
た
か
ね
、
何
だ
っ
け
。
あ

　
　

れ
で
ま
た
。
知
り
合
い
も
い
た
し
ね
、
私
の
姉
な

　
　

ん
か
も
い
た
か
ら
、浅
草
の
ほ
う
に
。そ
れ
を
頼
っ

　
　

て
行
っ
た
り
。

　
　
　

よ
く
雨
が
降
っ
た
と
き
な
ん
か
こ
こ
で
ね
、
石

　
　

原
裕
次
郎
の
曲
聴
い
て
た
の
。

ア
サ
ダ　

裕
次
郎
い
い
で
す
ね
。

ト
ヨ　

雨
が
降
っ
て
る
と
外
に
も
出
れ
な
い
し
。

ア
サ
ダ　

裕
次
郎
の
好
き
な
曲
は
あ
り
ま
す
か
、
こ
の
な

　
　

か
で
。

ト
ヨ　

み
ん
な
あ
れ
だ
け
ど
ね
。
こ
れ
が
好
き
な
の
、

　
　
『
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
』。
あ
の
歌
詞
好
き
。

　
ア
サ
ダ　

も
う
１
曲
お
聴
き
い
た
だ
き
ま
す
。
主
演
映
画

　
　

の
主
題
歌
と
し
て
昭
和
42
年
大
ヒ
ッ
ト
い
た
し
ま

　
　

し
た
。
本
人
自
ら
直
接
制
作
を
依
頼
し
た
と
い
う

　
　

こ
の
曲
。
作
詞
・
作
曲
浜
口
庫
之
助
。
石
原
裕
次

　
　

郎
で
『
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
』
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

原
田
ご
夫
妻
の
い
ま

　
　

下
神
白
団
地
で
の
思
い
出
と
み
な
さ
ん
へ

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
い
つ
ま
で
あ
っ
た
ん
で
し
た
っ
け
、
そ

　
　

の
お
っ
き
い
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
。

ト
ヨ　

こ
の
震
災
後
に
捨
て
た
の
。

ア
サ
ダ　

震
災
後
な
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

も
う
ね
、
み
ん
な
駄
目
っ
て
言
わ
れ
て
、
放
射

　
　

能
が
ど
う
と
か
こ
う
と
か
っ
て
言
わ
れ
て
。
東
電

　
　

で
み
ん
な
ほ
ら
。
そ
の
と
き
に
置
こ
う
か
っ
て

　
　

言
っ
た
ん
だ
け
ど
、
も
う
ほ
ら
、
真
空
管
だ
か
ら

　
　

直
せ
な
い
じ
ゃ
ん
。
修
理
も
利
か
な
い
し
、
ね
。

　
　

そ
れ
で
出
し
ち
ゃ
っ
た
の
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
。

ト
ヨ　

で
も
、
一
回
は
直
し
て
も
ら
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
も
う
、
ず
い
ぶ
ん
長
い
こ
と
使
っ
た
ん

　
　

で
す
か
、
そ
の
ス
テ
レ
オ
シ
ス
テ
ム
は
。

ト
ヨ　

使
っ
た
よ
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

だ
っ
て
、
あ
れ
が
出
た
の
が
45
年
頃
で
し
ょ
。

　
　

で
、
こ
こ
へ
持
っ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、
20
年
ぐ
ら

　
　

い
使
っ
た
か
な
。

洋
星　

う
ん
、
そ
う
だ
な
。

ト
ヨ　

あ
、
15
年
だ
ね
。
15
年
し
か
住
ま
な
か
っ
た
ん

　
　

だ
、
こ
こ
。
そ
し
て
、
震
災
に
な
っ
た
ん
だ
な
。

り
ん
ご　

な
ん
で
こ
っ
ち
に
、
ト
ヨ
さ
ん
の
実
家
の
ほ
う

　
　

に
来
よ
う
っ
て
な
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

結
局
何
て
い
う
の
、
子
供
が
い
な
い
じ
ゃ
ん
。

　
　

だ
か
ら
、
私
の
実
家
の
世
話
に
な
る
つ
も
り
で
。

　
　

こ
こ
畑
だ
っ
た
の
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
う
ち
を
建

　
　

て
て
、
甥
っ
子
た
ち
に
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。

ト
ヨ　

そ
う
、
そ
う
い
う
こ
と
。
で
、
う
ち
は
姉
が
跡

　
　

取
り
だ
っ
た
か
ら
。
姉
が
ま
だ
健
在
な
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

甥
っ
子
さ
ん
っ
て
い
う
の
は
、
お
姉
さ
ん
の
息

　
　

子
さ
ん
？

ト
ヨ　

お
姉
さ
ん
。

り
ん
ご　

そ
れ
で
一
緒
に
来
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
。
じ
ゃ
あ
一
緒
に
行
こ
う
、
畑
で
も

　
　

し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
野
菜
つ
く
っ
て
過
ご
そ
う

　
　

と
い
う
こ
と
で
。
た
ま
た
ま
向
こ
う
の
う
ち
が
売

　
　

れ
た
の
よ
ね
、
戸
塚
の
う
ち
が
。
売
り
に
出
し
た

　
　

ら
、
運
よ
く
売
れ
た
の
よ
。
じ
ゃ
あ
そ
れ
で
ね
、

　
　

こ
こ
に
う
ち
建
て
れ
ば
い
い
み
た
い
な
感
じ
に

　
　

な
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

横
浜
と
こ
っ
ち
と
だ
と
、
環
境
が
ら
っ
と
変
わ

　
　

る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

ト
ヨ　

そ
う
で
す
ね
。
だ
け
ど
結
局
ね
、
来
る
な
ら
い

　
　

ま
で
な
い
と
ま
わ
り
の
人
に
も
慣
れ
な
い
。
病
気

　
　

に
な
っ
て
か
ら
行
き
ま
す
っ
て
わ
け
に
い
か
な
い

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

元
気
な
う
ち
に
行
っ
て
お
こ
う
っ
て
い
う
。

ト
ヨ　

元
気
な
う
ち
に
来
て
、
ま
わ
り
の
人
と
も
慣
れ

　
　

て
、
そ
し
て
来
て
か
ら
す
ぐ
老
人
会
な
ん
か
入
っ

　
　

て
、
15
年
、
な
ん
と
な
く
こ
こ
で
過
ご
し
て
、
み

　
　

ん
な
に
慣
れ
た
の
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。
で
、
そ
う
や
っ
て
過
ご
さ
れ

　
　

て
い
た
な
か
で
、
震
災
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

う
ん
。
だ
け
ど
実
家
は
ね
、
や
っ
ぱ
ま
だ
孫
が

　
　

中
学
１
年
だ
か
２
年
で
、
郡
山
の
学
校
行
っ

　
　

ち
ゃ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

子
供
が
そ
っ
ち
に
行
っ
ち
ゃ
う
と
、
な
か
な
か

　
　

帰
っ
て
こ
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

ト
ヨ　

向
こ
う
に
も
う
う
ち
建
て
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
、
逆
に
実
家
の
ほ
う
は
郡
山
の

　
　

ほ
う
に
行
か
れ
て
、
い
ま
、
お
ふ
た
り
が
こ
こ
に

　
　

い
る
っ
て
い
う
か
た
ち
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
。
で
も
ね
、
実
家
も
ね
、
小
さ
な
う

　
　

ち
建
て
た
ん
で
す
よ
。
す
ぐ
そ
ば
だ
、
こ
の
下
の

　
　

通
り
ね
。
年
中
来
て
く
れ
る
か
ら
。
だ
か
ら
や
っ

　
　

ぱ
り
、
私
ら
も
こ
こ
に
帰
っ
て
く
る
し
か
な
い
ん

　
　

だ
よ
な
、
あ
そ
こ
の
団
地
に
い
る
よ
り
は
。

　
　
　

い
ろ
い
ろ
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
わ
ね
（
笑
）
。

　
　

で
も
、
結
構
、
人
に
は
恵
ま
れ
た
わ
ね
、
私
た
ち
。

　
　

下
神
白
の
人
た
ち
は
元
気
だ
も
ん
ね
。

　
　

上
陽
水
。
若
い
頃
聴
い
て
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
井
上
陽
水
と
か
ね
。

哲
男　

で
も
あ
る
日
突
然
、
東
京
い
た
と
き
に
喫
茶
店

　
　

で
初
め
て
聴
い
た
の
が
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ー
タ
ー
ソ

　
　

ン
。
そ
れ
か
ら
ジ
ャ
ズ
に
流
れ
て
い
っ
た
ん
で
す

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

哲
男　

や
っ
ぱ
り
渋
谷
の
ほ
う
で
喫
茶
店
の
勉
強
し
て

　
　

て
。
で
、
大
学
生
が
よ
く
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ー
タ
ー

　
　

ソ
ン
と
か
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
と
か
の
レ
コ
ー

　
　

ド
持
っ
て
き
て
「
か
け
て
く
だ
さ
い
」
つ
っ
て
、

　
　

そ
れ
で
私
も
ジ
ャ
ズ
に
は
ま
っ
て
。

　
　
　

中
学
校
の
頃
に
姉
が
ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン

　
　

の
ね
、
レ
コ
ー
ド
の
ア
ル
バ
ム
、
１
枚
あ
っ
た
ん

　
　

で
す
よ
、
実
家
に
。
そ
れ
を
何
気
な
く
聴
い
て
た

　
　

ん
で
す
よ
。
う
ち
の
お
姉
さ
ん
は
す
ご
い
の
を
聴

　
　

い
て
ん
だ
な
っ
て
ね
言
っ
た
ら
、
「
い
や
、
彼
氏

　
　

か
ら
も
ら
っ
た
レ
コ
ー
ド
な
ん
だ
」
な
ん
て
言
っ

　
　

て
た
か
ら
、
「
あ
、
そ
う
」
な
ん
て
。
そ
れ
か
ら

　
　

で
す
も
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

哲
男　

ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
と
か
を
聴
き
は
じ
め

　
　

た
の
は
ね
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
も
う
、
基
本
的
に
哲
男
さ
ん
が
店
に

　
　

入
ら
れ
る
と
き
は
、
ま
あ
い
ろ
い
ろ
流
し
て
た
け

　
　

ど
も
、
わ
り
と
こ
う
、
ジ
ャ
ズ
、
ス
タ
ン
ダ
ー

　
　

ド
・
ジ
ャ
ズ
と
か
を
流
す
こ
と
が
。

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
客
さ
ん
が
、
か
け
て
る
音
楽
に
「
こ
れ
、
い

　
　

い
ね
」
と
か
、
そ
う
い
う
反
応
さ
れ
る
こ
と
っ
て

　
　

あ
り
ま
し
た
？

哲
男　

あ
り
ま
し
た
ね
。
で
、
ジ
ャ
ズ
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

も
２
回
ほ
ど
や
っ
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
、
へ
え
。

哲
男　

プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
呼
ん
で
。
た
ぶ
ん
２

　
　

０
０
人
ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
け
ど
さ
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
そ
れ
で
も
す
ご
い
で
す
ね
。

哲
男　

え
え
。
サ
ン
プ
ラ
ザ
っ
て
い
う
、
デ
パ
ー
ト
み

　
　

た
い
な
と
こ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
２
階
で
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

哲
男　

や
っ
ぱ
り
、
ほ
ら
、
ジ
ャ
ズ
か
け
て
る
っ
て
い

　
　

う
こ
と
で
、
原
町
の
ほ
う
か
ら
ジ
ャ
ズ
愛
好
家
が

　
　

来
て
、
浪
江
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
や
ん
な
い
か
っ
て

　
　

い
う
こ
と
で
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
赤
字
で
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
ペ
イ
で
き
な

　
　

か
っ
た
っ
て
い
う
（
笑
）。

哲
男　

や
っ
ぱ
５
０
０
人
ぐ
ら
い
入
れ
な
い
と
。

ア
サ
ダ　

僕
は
、
震
災
後
に
浪
江
に
初
め
て
訪
れ
た
ん
で

　
　

す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
30
年
前
の
こ
の
あ
た
り
の

　
　

景
色
っ
て
い
う
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
違
っ
た
ん
じ
ゃ

　
　

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

哲
男　

違
い
ま
す
ね
。
わ
り
か
し
若
者
も
多
く
て
、
こ

　
　

こ
は
商
業
の
ま
ち
な
ん
で
す
ね
。
酒
屋
さ
ん
も
多

　
　

い
し
、
喫
茶
店
も
多
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
レ
ス

　
　

ト
ラ
ン
と
か
ね
。
な
か
な
か
素
晴
ら
し
い
ま
ち
で

　
　

し
た
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
活
気
が
あ
っ
た
と
い
う
か
。

哲
男　

あ
り
ま
し
た
ね
。
ほ
ん
で
、
「
十
日
市
」
な
ん

　
　

て
い
う
お
祭
り
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
れ
と
あ

　
　

と
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム
も
つ
く
っ
て
た
。

　
　

私
は
男
子
の
ほ
う
の
監
督
や
っ
て
、
林
さ
ん
が
女

　
　

子
の
、
県
の
大
会
ま
で
出
た
こ
と
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
す
ご
い
す
ご
い
。

哲
男　

で
、
ま
あ
林
さ
ん
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

　
　

ジ
ャ
ズ
っ
て
い
う
よ
り
は
、
山
口
百
恵
と
か
が
好

　
　

き
で
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
お
ふ
た
り
は
結
構
音
楽
の
趣
味
が

　
　

違
っ
た
ん
で
す
ね
。

哲
男　

ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

い
つ
も
ど
こ
で
買
わ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

哲
男　

近
く
に
、
う
ち
の
バ
レ
ー
部
の
後
輩
が
レ
コ
ー

　
　

ド
屋
さ
ん
や
っ
て
た
ん
で
す
ね
。
い
ま
は
辞
め

　
　

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
佐
藤
完
二
く
ん
を
通
じ

　
　

て
、
全
部
予
約
注
文
し
て
。

ア
サ
ダ　

結
構
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
か
け
て
い
た
曲
は
、

　
　

あ
り
ま
す
か
？

哲
男　

私
の
な
か
で
は
や
っ
ぱ
り
、
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ

　
　

ビ
ス
の
『
カ
イ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ブ
ル
ー
』
。

　
　
　
（
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
『So W

hat

』
が
流

　
　

れ
る
）

ア
サ
ダ　

長
く
お
店
の
ほ
う
を
ね
、
や
ら
れ
て
た
と
思
う

　
　

ん
で
す
け
ど
も
、
東
日
本
大
震
災
後
は
、
常
連
の

　
　

お
客
さ
ん
と
か
と
は
連
絡
と
か
は
取
り
合
っ
た
り

　
　

し
て
い
る
ん
で
す
か
？

哲
男　

い
や
、
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

　
　

ど
こ
に
い
る
か
わ
か
ん
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。

　
　

バ
レ
ー
や
っ
て
た
仲
間
は
ね
、
連
絡
取
り
合
っ
て

　
　

る
ん
で
す
け
ど
。
あ
と
は
、
み
ん
な
ど
こ
に
避
難

　
　

し
て
る
ん
だ
か
ま
だ
わ
か
ん
な
い
で
す
ね
。
地
震

　
　

あ
っ
た
と
き
も
お
店
に
ね
、
４
人
ぐ
ら
い
い
た
の

　
　

か
な
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
あ
の
日
は
お
店
は
開
け
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。

哲
男　

は
い
。
ほ
ん
で
、
い
ま
も
う
な
い
ん
で
す
け
ど
、

　
　

私
は
絨
毯
洗
っ
て
こ
こ
に
干
し
て
お
い
た
ん
で
す
。

　
　

の
子
。

り
ん
ご　

マ
ー
く
ん
。
も
う
、
い
ま
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
４

　
　

歳
、
５
歳
に
な
っ
て
、
下
の
弟
も
生
ま
れ
て
。

ト
ヨ　

お
し
ゃ
べ
り
に
な
っ
た
？

り
ん
ご　

お
利
口
に
な
り
ま
し
た
。

ト
ヨ　

あ
、
本
当
。

り
ん
ご　

走
り
回
っ
て
。

ト
ヨ　

ま
だ
ハ
イ
ハ
イ
し
て
歩
か
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。

り
ん
ご　

そ
う
で
す
よ
ね
、
お
し
ゃ
べ
り
も
で
き
な
か
っ

　
　

た
の
に
。

ト
ヨ　

ね
。

り
ん
ご　

早
い
な
。

ト
ヨ　

ね
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

ゲ
ス
ト
　
脇
坂
哲
男
さ
ん

　
　
　

（
浪
江
町
喫
茶
ト
レ
ド 

マ
ス
タ
ー
）

り
ん
ご　

と
き
は
遡
り
、
２
０
１
７
年
１
月
31
日
。
私
た

　
　

ち
は
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
１
集
に
登
場
い
た
だ

　
　

い
た
４
号
棟
に
お
住
ま
い
の
渡
部
茂
子
さ
ん
と
と

　
　

も
に
、
浪
江
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
案
内
い
た

　
　

だ
い
た
の
は
、
渡
部
ご
夫
妻
が
経
営
さ
れ
て
い
た

　
　

日
進
社
印
刷
所
。
そ
し
て
、
そ
の
お
隣
に
あ
る
ト

　
　

レ
ド
と
い
う
喫
茶
店
で
し
た
。
お
店
に
は
ほ
ん
の

　
　

り
と
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
、
た
く
さ
ん
の
レ
コ
ー

　
　

ド
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

そ
し
て
、
２
０
１
８
年
６
月
。
私
た
ち
は
茂
子

　
　

さ
ん
か
ら
ご
自
宅
、
そ
し
て
、
ト
レ
ド
を
解
体
す

　
　

る
こ
と
に
し
た
と
お
聞
き
し
、
解
体
前
の
姿
を
目

　
　

に
焼
き
つ
け
よ
う
と
、
再
び
浪
江
町
を
訪
れ
、
ト

　
　

レ
ド
の
マ
ス
タ
ー
、
脇
坂
哲
男
さ
ん
に
お
会
い
し

　
　

て
き
ま
し
た
。

　
　
　

ジ
ャ
ズ
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
浪
江
の
ま
ち
を

　
　

見
守
り
続
け
た
脇
坂
哲
男
さ
ん
よ
り
、
マ
イ
ル

　
　

ス
・
デ
イ
ビ
ス
『So W

hat

』
。
そ
し
て
、
脇
坂

　
　

さ
ん
と
と
も
に
ト
レ
ド
を
支
え
て
き
た
林 

広
明
さ

　
　

ん
か
ら
山
口
百
恵
『
さ
よ
な
ら
の
向
こ
う
側
』
。

　
　

思
い
出
の
音
楽
と
と
も
に
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

哲
男　

は
い
、
私
は
脇
坂
哲
男
と
申
し
ま
す
。

ア
サ
ダ　

哲
男
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ち
ょ

　
　

う
ど
い
ま
、
こ
の
ト
レ
ド
の
前
で
、
今
日
は
何
名

　
　

か
の
方
と
打
ち
合
わ
せ
さ
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
、

　
　

こ
こ
の
場
所
自
体
を
取
り
壊
さ
れ
る
？

哲
男　

は
い
、
解
体
で
す
。

ア
サ
ダ　

い
つ
ぐ
ら
い
に
こ
こ
は
解
体
さ
れ
る
予
定
な
ん

　
　

で
す
か
？

哲
男　

い
つ
で
し
ょ
う
ね
、
７
月
に
な
る
か
、
８
月
に

　
　

な
る
か
。

ア
サ
ダ　

去
年
、
渡
部
茂
子
さ
ん
に
日
進
社
印
刷
所
と
こ

　
　

の
ト
レ
ド
、
僕
ら
も
連
れ
て
き
て
い
た
だ
き
ま
し

　
　

た
。
そ
も
そ
も
こ
の
喫
茶
ト
レ
ド
は
、
ど
ん
な
お

　
　

店
か
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
も
い
い
で
す
か
？

哲
男　

も
う
40
年
や
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
昭
和
何
年

　
　

だ
ろ
、
52
年
の
12
月
に…

…

。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
で
は
じ
め
ら
れ
た
っ
て
伺
っ
た
ん
で

　
　

す
け
れ
ど
も
。

哲
男　

そ
う
で
す
。
林 

広
明
く
ん
。
同
級
生
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
浪
江
ご
出
身
で
？

哲
男　

出
身
は
、
私
は
楢
葉
町
で
す
。

ア
サ
ダ　

そ
う
な
ん
で
す
ね
。

哲
男　

林
さ
ん
が
富
岡
で
、
高
校
が
一
緒
だ
っ
た
の
。

　
　

浪
江
高
校
の
商
業
科
で
。
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　

を
や
っ
て
た
縁
で
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
長
い
で
す

　
　

ね
、
だ
い
た
い
18
歳
ぐ
ら
い
か
16
か
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
一
度
東
京
出
ら
れ
て
か
ら
戻
っ
て
こ

　
　

ら
れ
て
？

哲
男　

は
い
。東
京
に
６
年
ぐ
ら
い
。私
は
魚
屋
や
っ
て

　
　

た
ん
で
す
。
そ
の
あ
と
１
年
半
ぐ
ら
い
、
日
本
橋

　
　

の
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん
で
修
行
し
ま
し
て
。
私
ら
が

　
　

こ
こ
、
開
店
し
た
頃
は
い
っ
ぱ
い
喫
茶
店
が
あ
っ

　
　

た
ん
で
す
け
ど
、
ど
ん
ど
ん
辞
め
て
っ
ち
ゃ
っ
て

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

哲
男　

ち
ょ
う
ど
昔
は
近
く
に
役
場
が
あ
っ
た
ん
で
す

　
　

よ
。
い
ま
の
郵
便
局
の
と
こ
が
役
場
で
、
毎
朝
も

　
　

う
。

ア
サ
ダ　

役
場
の
方
は
多
い
で
す
よ
ね
、お
客
さ
ん
、き
っ

　
　

と
。

哲
男　

８
時
前
頃
か
ら
、
７
時
ぐ
ら
い
か
ら
、
い
つ
も

　
　

コ
ー
ヒ
ー
用
意
し
て
待
っ
て
て
。

ア
サ
ダ　

い
ま
ち
ょ
う
ど
ね
、
メ
ニ
ュ
ー
が
確
か
そ
の
へ

　
　

ん
に
。

哲
男　

う
ん
。
メ
ニ
ュ
ー
は
こ
っ
ち
ド
リ
ン
ク
で
、
あ

　
　

と
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
、
セ
ッ
ト

　
　

で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
結
構
音
楽
を
お
店
で
か
け
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？ 

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。
ジ
ャ
ズ
喫
茶
風
に
は
し
な
か
っ

　
　

た
ん
で
す
。
ま
あ
フ
ォ
ー
ク
も
か
け
た
り
、
あ
と

　
　

ジ
ャ
ズ
も
か
け
た
り
、
ま
あ
、
た
ま
に
ロ
ッ
ク
な

　
　

ん
か
も
。

ア
サ
ダ　

哲
男
さ
ん
ご
趣
味
と
い
う
か
、
音
楽
の
ほ
う
は
。

哲
男　

趣
味
は
フ
ォ
ー
ク
世
代
で
す
ね
。
も
う
65
で
す

　
　

か
ら
、
フ
ォ
ー
ク
で
す
ね
。
吉
田
拓
郎
と
か
、
井

ア
サ
ダ　

ま
さ
に
こ
こ
。

哲
男　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

い
ま
、
わ
れ
わ
れ
が
座
っ
て
る
ベ
ン
チ
で
す
、

　
　

ト
レ
ド
の
前
の
。

哲
男　

ほ
ん
で
、
乾
い
た
か
ら
っ
つ
っ
て
運
ぼ
う
と
し

　
　

た
ら
、
道
路
の
真
ん
な
か
へ
ん
で
ぐ
ら
ー
っ
と
来

　
　

た
ん
で
す
よ
ね
。
で
、
ド
ア
、
あ
そ
こ
し
か
な
い

　
　

か
ら
、
出
入
り
口
。
そ
ん
で
、
お
客
さ
ん
に
外
に

　
　

出
て
も
ら
っ
て
。
ま
あ
、
店
そ
の
も
の
は
大
丈
夫

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
な
か
の
赤
レ
ン
ガ
と
か
が

　
　

崩
れ
て
ま
し
て
。
倒
れ
な
く
て
良
か
っ
た
な
と
。

　
　

で
も
、
あ
そ
こ
に
あ
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
は
こ
っ
ち
に

　
　

倒
れ
て
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
。

哲
男　

い
つ
も
あ
そ
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
干
し
と
く
ん
で

　
　

す
よ
。
で
も
、
そ
の
日
は
こ
っ
ち
。

ア
サ
ダ　

本
当
で
す
ね
。
た
ま
た
ま
こ
っ
ち
に
そ
の
日
、

　
　

こ
ち
ら
に
干
さ
れ
て
て
。

哲
男　

だ
か
ら
、
で
な
か
っ
た
ら
私
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
下

　
　

敷
き
に
な
っ
て
た
か
も
し
ん
な
い
。
ち
ょ
う
ど
そ

　
　

の
時
間
だ
か
ら
ね
。
で
、
あ
そ
こ
に
あ
る
奥
の
ほ

　
　

う
の
自
転
車
が
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

　
　

自
転
車
が
助
け
て
く
れ
た
、
私
の
無
事
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
か
。

哲
男　

え
え
。
す
ご
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
、
あ
の
と
き

　
　

の
揺
れ
は
、
う
ん
。

ア
サ
ダ　

み
ん
な
に
と
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
こ
こ
は
ひ
と
つ

　
　

の
そ
う
い
う
た
ま
り
場
と
い
う
か
。

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
若
者
を
中
心
に
、
何

　
　

か
を
ね
、
ま
あ
ジ
ャ
ズ
を
み
ん
な
に
幅
広
く
伝
え

　
　

た
り
、
あ
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
め
い
っ
ぱ
い
体
を

　
　

動
か
し
て
。
ま
あ
、
こ
の
ま
ち
に
来
て
、
や
っ
ぱ

　
　

り
ジ
ャ
ズ
を
広
め
て
、
み
な
さ
ん
に
ジ
ャ
ズ
っ
て

　
　

こ
う
い
う
も
ん
だ
よ
っ
て
い
う
も
の
を
聴
い
て
も

　
　

ら
っ
た
だ
け
で
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
う

　
　

40
年
ち
ょ
っ
と
で
歴
史
は
終
わ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た

　
　

け
ど
ね
。

ア
サ
ダ　

は
い
。
今
日
は
喫
茶
ト
レ
ド
を
経
営
さ
れ
て
い

　
　

た
脇
坂
哲
男
さ
ん
に
ゲ
ス
ト
に
お
越
し
い
た
だ
き

　
　

ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
山
口
百
恵『
さ
よ
な
ら
の
向
こ
う
側
』が
流
れ

　
　

る
）

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
第
５
集
「
変
化
と
連
な
り

　
　

さ
よ
な
ら
の
か
わ
り
に
」、い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

　
　

う
か
？

　
　
　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
で
は
リ
ク
エ
ス
ト
を
募
集

　
　

し
て
お
り
ま
す
。
C
D
と
同
封
さ
れ
て
い
た
リ
ク

　
　

エ
ス
ト
カ
ー
ド
に
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲
名
と

　
　

歌
手
名
、
そ
し
て
、
そ
の
曲
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

　
　

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
、
団
地
の
集
会
場
の
黄

　
　

色
い
専
用
の
ポ
ス
ト
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ま
た
、
C
D
デ
ッ
キ
も
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
　

何
名
か
の
住
民
の
方
か
ら
、
「
聴
き
た
い
け
ど
家

　
　

に
機
械
が
な
い
か
ら
聴
け
な
い
」
と
い
う
ご
意
見

　
　

も
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
い
つ
で
も
C
D
デ
ッ

　
　

キ
を
ご
自
宅
ま
で
お
持
ち
し
ま
す
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
春
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
が
、
ま
だ

　
　

少
し
寒
さ
が
続
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
あ

　
　

た
た
か
く
し
て
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
お
届
け
し

　
　

ま
し
た
の
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
パ
ー
ソ
ナ
リ

　
　

テ
ィ
ー
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
、
榊 

裕
美
、
江
尻
浩
二

　
　

郎
で
し
た
。
そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
、
ご
き
げ
ん
よ

　
　

う
。
さ
よ
う
な
ら
。

6465

こ
ま 

え



　
　

き
ま
し
た
よ
ね
。
最
初
に
晴
男
さ
ん
か
ら
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
カ
ー
ド
を
い
た
だ
い
て
、
そ
の
あ
と
、
晴
男

　
　

さ
ん
と
洋
子
さ
ん
、
ふ
た
り
と
も
リ
ク
エ
ス
ト
を

　
　

い
た
だ
い
た
。
で
、
晴
男
さ
ん
の
ほ
う
が
、
井
沢

　
　

八
郎
『
男
傘
』
っ
て
い
う
曲
で
し
た
よ
ね
。
僕
、

　
　

あ
の
曲
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
　
　

の
ど
自
慢
大
会
か
で
歌
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ

　
　

れ
っ
て
い
つ
頃
？

晴
男　

18
歳
の
と
き
だ
か
ら
、
ま
あ
50
年
は
ま
わ
っ
た

　
　

な
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
、
浪
江
で
や
っ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

浪
江
の
手
前
の
双
葉
町
。
あ
の
頃
の
体
育
館
っ

　
　

て
、
落
成
記
念
っ
て
い
う
と
そ
う
い
う
お
祭
り
を

　
　

や
っ
て
、
N
H
K
さ
ん
の
こ
と
呼
ば
っ
て
、
あ
ち

　
　

こ
ち
で
の
ど
自
慢
多
か
っ
た
の
。
昭
和
43
年
頃
だ
。

ア
サ
ダ　
『
男
傘
』
を
歌
お
う
っ
て
な
っ
た
の
は
、
な
ぜ

　
　

で
す
か
？

晴
男　

ま
あ
い
た
ず
ら
だ
よ
、
ど
う
っ
て
こ
と
な
い
。

　
　

聴
い
た
だ
け
で
、
練
習
な
ん
か
し
て
な
い
よ
。

ア
サ
ダ　

あ
の
曲
っ
て
、
か
な
り
勇
ま
し
い
曲
じ
ゃ
な
い

　
　

で
す
か
。

晴
男　

は
い
。
あ
の
声
で
は
歌
え
ね
え
け
ど
も
、
井
沢

　
　

八
郎
は
高
音
で
い
い
声
出
し
て
ん
だ
、
も
と
は
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
。
高
音
だ
け
れ
ど
も
、
ど
や
す

　
　

よ
う
な
感
じ
っ
て
い
う
か
。

晴
男　

そ
う
そ
う
そ
う
そ
う
。

　
　
　
（
井
沢
八
郎
『
男
傘
』
が
流
れ
る
）

ア
サ
ダ　

ち
な
み
に
結
果
か
ら
聞
き
ま
す
け
ど
、
あ
の
キ

　
　

ン
コ
ン
カ
ン
コ
ン
カ
ー
ン…

…

。

晴
男　

２
点
で
す
、
２
点
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。『
ラ
ジ
オ
下
神
白

　
　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。

　
　

こ
の
C
D
で
は
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん

　
　

の
ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深

　
　

い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　

第
５
集
の
テ
ー
マ
は
「
変
化
と
連
な
り　

さ
よ

　
　

な
ら
の
か
わ
り
に
」
。
下
神
白
団
地
に
住
ま
わ
れ

　
　

た
あ
と
に
、
も
と
の
ま
ち
に
戻
ら
れ
た
り
、
別
の

　
　

ま
ち
へ
と
転
居
さ
れ
た
住
民
さ
ん
の
声
を
収
録
し

　
　

ま
し
た
。
元
４
号
棟
住
民
で
、
現
在
、
南
相
馬
在

　
　

住
の
横
山
晴
男
さ
ん
・
洋
子
さ
ん
ご
夫
妻
。
元
２

　
　

号
棟
住
民
で
、
現
在
富
岡
町
在
住
の
原
田
洋
星
さ

　
　

ん
・
ト
ヨ
さ
ん
ご
夫
妻
。そ
し
て
、お
知
ら
せ
コ
ー

　
　

ナ
ー
で
は
、
４
号
棟
の
渡
部
茂
子
さ
ん
と
親
交
の

　
　

あ
る
、
浪
江
町
の
喫
茶
ト
レ
ド
の
店
長
・
脇
坂
哲

　
　

男
さ
ん
に
も
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
い
ま
の
生
活
の
現
状
と
と
も
に
、

　
　

下
神
白
団
地
で
つ
な
が
っ
た
一
人
ひ
と
り
へ
の
感

　
　

謝
の
思
い
が
声
と
音
楽
で
綴
ら
れ
ま
す
。　
　
　

　
　
　

ま
ず
は
横
山
晴
男
さ
ん
、
洋
子
さ
ん
ご
夫
妻
で

　
　

す
。
横
山
晴
男
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
小
林 

旭

　
　

で
『
昔
の
名
前
で
出
て
い
ま
す
』。そ
し
て
、
洋
子

　
　

さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
ち
あ
き
な
お
み
で
『
喝

　
　

采
』
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

横
山
晴
男
さ
ん
の
の
ど
自
慢
大
会
　

ア
サ
ダ　

リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
入
れ
る
黄
色
い
ポ
ス
ト

　
　

は
、
晴
男
さ
ん
と
平
子
さ
ん
に
つ
く
っ
て
い
た
だ

晴
男　

た
ま
た
ま
。
１
点
っ
て
い
う
時
代
も
あ
っ
た
ん

　
　

だ
、
あ
の
頃
は
。

ア
サ
ダ　

１
点
？　

容
赦
な
い
で
す
ね
。

晴
男　

う
ん
。
こ
ん
な
格
好
で
、
ジ
ー
パ
ン
は
い
て
、

　
　

シ
ャ
ツ
着
て
。

ア
サ
ダ　

ジ
ー
パ
ン
い
い
で
す
ね
。

晴
男　

予
選
も
同
じ
よ
う
な
支
度
で
行
っ
て
、
ま
あ
、

　
　

歌
い
方
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん
だ
ね
。
若
い
し
、

　
　

一
回
テ
レ
ビ
に
出
す
か
っ
て
。
ほ
ん
で
、
出
し
て

　
　

も
ら
っ
た
。

ア
サ
ダ　

お
お
！

晴
男　

だ
か
ら
、
本
番
の
テ
レ
ビ
で
も
映
っ
て
る
の
。

　
　

み
ん
な
テ
レ
ビ
に
く
ぎ
づ
け
だ
っ
た
。
や
っ
と
テ

　
　

レ
ビ
も
一
家
に
１
台
く
ら
い
ず
つ
普
及
し
た
か
ら
。

　
　
（
テ
レ
ビ
）出
た
ら
、俺
も
小
僧
だ
っ
た
か
ら
「
な

　
　

ん
だ
お
前
の
と
こ
ろ
の
息
子
、
よ
く
が
ん
ば
っ
た

　
　

も
ん
だ
」
な
ん
て
や
っ
ち
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
歌
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

晴
男　

で
も
、
駄
目
だ
っ
た
の
。

洋
子　

お
ば
あ
さ
ん
が
好
き
だ
っ
た
の
ね
。
似
て
ん

　
　

じ
ゃ
な
い
の
？

ア
サ
ダ　

え
、
お
母
さ
ん
が
っ
て
こ
と
で
す
か
？

晴
男　

お
ふ
く
ろ
は
う
ま
く
て
。
み
ん
な
か
ら
、
歌
え

　
　

歌
え
な
ん
て
や
っ
ち
、
ど
こ
さ
行
っ
て
も
歌
っ
て

　
　

た
。

洋
子　

お
母
さ
ん
は
、
何
か
の
拍
子
で
集
ま
っ
て
歌
っ

　
　

て
た
ね
。

晴
男　

ほ
ら
、
部
落
の
婦
人
会
で
、
１
泊
で
湯
入
る
な

　
　

ん
て
あ
っ
た
時
代
だ
も
ん
。
そ
れ
に
行
く
と
、
必

　
　

ず
歌
っ
て
た
っ
て
い
う
話
だ
。

洋
子　

や
っ
ぱ
り
一
番
最
初
に
歌
っ
た
み
た
い
で
。

晴
男　

お
ふ
く
ろ
も
な
。

　
　

た
っ
て
ね
。
一
番
早
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す

　
　

よ
、
こ
の
人
。

晴
男　

結
婚
し
た
の
が
早
か
っ
た
ん
だ
、
俺
は
。

洋
子　

同
級
生
の
な
か
で
。

晴
男　

ち
ょ
う
ど
25
に
な
っ
た
と
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

晴
男　

う
ん
、お
や
じ
、お
ふ
く
ろ
も
そ
ろ
そ
ろ
と
思
っ

　
　

て
、
帰
っ
て
き
た
ら
た
ま
た
ま
な
、
隣
組
の
お
ば

　
　

あ
さ
ん
に
言
わ
っ
ち
な
。
ほ
ん
で
会
っ
た
ら
、
い

　
　

い
っ
て
言
う
か
ら
し
ょ
う
な
い
か
ら
も
ら
っ
た
わ

　
　

い
な
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

も
ら
っ
た
わ
い
な
。

洋
子　

し
ょ
う
な
い
か
ら
だ
っ
て
（
笑
）。
失
礼
だ
よ

　
　

ね
、
ア
サ
ダ
さ
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
言
い
方
し
ま
し
た
ね
、
い
ま
ね
、
晴
男

　
　

さ
ん
ね
。

洋
子　

ね
え
。

晴
男　

俺
は
若
い
う
ち
、す
ご
く
や
っ
た
べ
や
。出
会
っ  

　
　

た
頃
は
ね
。
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
と
か
盛
ん
に
歌
っ
て

　
　

た
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
は
い
は
い
。

洋
子　
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』
か
？

晴
男　
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』
と
か
。　
　
　

ア
サ
ダ　

レ
コ
ー
ド
も
持
っ
て
た
り
と
か
さ
れ
た
ん
で
す

　
　

か
、
晴
男
さ
ん
っ
て
。

洋
子　

レ
コ
ー
ド
は
う
ち
に
あ
り
ま
す
、
浪
江
に
。

晴
男　

う
ん
、
持
っ
て
る
べ
や
。

ア
サ
ダ　

あ
、
浪
江
に
残
っ
て
る
ん
で
す
か
。

晴
男　

ま
だ
こ
こ
さ
持
っ
て
こ
ら
ん
ね
え
か
ら
、
孫
た

　
　

ち
来
っ
か
ら
。

洋
子　

倉
庫
に
あ
り
ま
す
。

晴
男　

そ
ん
な
も
の
、
投
げ
ろ
（
捨
て
ろ
）
っ
て
言
う

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

浪
江
に
ま
だ
倉
庫
は
あ
る
ん
で
す
か
？

晴
男　

あ
り
ま
す
、
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

で
、
そ
こ
に
レ
コ
ー
ド
も
置
い
て
ら
っ
し
ゃ

　
　

る
？

晴
男　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

へ
え
。

晴
男　

あ
れ
の
向
か
い
側
に
倉
庫
あ
る
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。
そ
の
隣
の
お
う
ち
は
壊
さ

　
　

れ
た
け
ど
。

晴
男　

う
ん
、
そ
れ
だ
け
は
置
い
た
の
。

洋
子　

倉
庫
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
両
方

　
　

で
、
昔
の
何
つ
う
の
？

晴
男　

テ
ク
ニ
ク
ス
だ
。

洋
子　

っ
て
言
う
ら
し
い
。
そ
れ
は
残
っ
て
る
よ
。

ア
サ
ダ　

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
ス
ピ
ー
カ
ー
と
ア
ン

　
　

プ
が
あ
っ
て
。

晴
男　

ラ
ジ
オ
も
あ
る
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
す
ご
い
。
見
に
行
き
た
い
な
、
そ
れ
は
。

洋
子　

あ
、
見
に
行
き
た
い
（
笑
）？

　
　
　

　
　
　
（
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』　

　

が
流
れ
る
。
倉
庫
で
レ
コ
ー
ド
を
探
す
一
同
）

晴
男　

配
電
盤
で
す
。

ア
サ
ダ　

配
電
盤
？

晴
男　

角
。
な
か
に
入
っ
て
。
あ
あ
、
そ
こ
そ
こ
。

ア
サ
ダ　

わ
か
り
ま
し
た
、
わ
か
り
ま
し
た
、
ど
こ
か
。

洋
子　

こ
れ
で
す
よ
、
ア
サ
ダ
さ
ん
。

ア
サ
ダ　

お
お
。

晴
男　

こ
れ
、
昭
和
41
年
だ
か
２
年
に
買
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

っ
て
こ
と
は
、『
の
ど
自
慢
』
に
出
る
と
き
が

　
　

昭
和
43
年…

…

。

晴
男　

あ
あ
、
そ
の
頃
、
そ
の
頃
。

ア
サ
ダ　

お
お
。
す
ご
い
。

晴
男　

あ
、
西
川
峰
子
だ
。　
　

洋
子　

西
川
峰
子
ね
。

晴
男　

西
川
峰
子
と…

…

。

ア
サ
ダ　

小
柳
ル
ミ
子
。

洋
子　

ち
あ
き
な
お
み
。

晴
男　

ど
こ
さ
か
い
っ
た
な
、
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
。
ほ
ら
、

　
　

言
っ
て
る
。

ア
サ
ダ　

あ
、
仰
っ
て
ま
し
た
ね
、
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
。
こ

　
　

の
レ
コ
ー
ド
は
洋
子
さ
ん
も
聴
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
ん
で
す
か
？

洋
子　

私
は
震
災
前
は
聴
い
て
た
よ
、
う
ん
。
西
川
峰

　
　

子
の
何
だ
っ
け
な
、
こ
れ
じ
ゃ
な
く
て
。
キ
ン
キ

　
　

ラ
だ
か
ん
ね
、
こ
の
人
ね
。

ア
サ
ダ　

何
そ
れ
、
キ
ン
キ
ラ
っ
て
。

洋
子　

あ
な
ん
か
こ
う
い
う
、こ
の
方
っ
て
、ハ
ス
キ
ー

　
　

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

そ
の
曲
の
名
前
っ
て
わ
か
り
ま
す
？

洋
子　

わ
か
ん
な
い
、
忘
れ
た
。
「
あ
な
た
に
あ
げ
る

　
　

何
と
か
何
と
か
」
っ
て
い
う
歌
だ
け
ど
。
そ
れ

　
　
（
レ
コ
ー
ド
を
）
回
し
ち
ゃ
え
ば
わ
か
る
け
れ
ど

　
　

も
、
壊
れ
て
っ
か
ら
で
き
な
い
。
載
っ
て
な
い
で

　
　

す
か
？

ア
サ
ダ　

歌
詞
は
載
っ
て
ま
す
。

　
　
　
（
西
川
峰
子
『
あ
な
た
に
あ
げ
る
』
が
流
れ

　
　
　

る
）

ア
サ
ダ　

ど
う
い
う
と
き
に
洋
子
さ
ん
っ
て
音
楽
聴
い
て

　
　

た
の
？

洋
子　

ど
う
い
う
と
き
？　

う
ー
ん
、
ご
飯
食
べ
て

　
　

ほ
っ
と
し
た
と
き
。
家
事
の
と
き
は
聴
か
な
い
で

洋
子　

こ
っ
ち
は
上
手
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

そ
の
へ
ん
、
ま
あ
血
だ
ね
。

洋
子　

お
じ
い
さ
ん
は
横
笛
で
、
盆
踊
り
の
と
き
は

　
　

や
っ
ぱ
り
頼
ま
れ
な
く
て
も
自
分
で
笛
持
っ
て
っ

　
　

て（
笑
）。

ア
サ
ダ　

も
う
ね
、
や
る
も
ん
だ
っ
て
い
う
感
じ
。

洋
子　

そ
う
そ
う
そ
う
。

晴
男　

70
過
ぎ
ま
で
吹
い
て
た
か
ん
ね
。
結
構
達
者

　
　

だ
っ
た
ん
だ
わ
、
笛
吹
き
は
。

ア
サ
ダ　

笛
吹
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
、
お
父
さ
ま
は
。

晴
男　

２
代
目
覚
え
ろ
っ
て
や
っ
て
た
ね
。
私
は
駄
目

　
　

だ
な
。

一
同　
（
笑
）。

洋
子　

結
構
難
し
い
も
ん
ね
。

晴
男　

大
工
仕
事
は
で
き
っ
け
ど
、
そ
の
ほ
か
の
こ
と

　
　

は
駄
目
な
ん
だ
。
不
器
用
で
。

江
尻　

い
や
、
ま
だ
遅
く
ね
え
な
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

大
工
仕
事
で
基
礎
は
積
ん
で
ま
す
も
ん
ね
。

洋
子　

い
や
、
難
し
い
。
息
も
続
か
な
い
よ
、
あ
の
笛

　
　

は
、
き
っ
と
。

晴
男　

う
ん
、
確
か
に
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
吹
い
た
ん
だ

　
　

よ
、
俺
は
。
お
ふ
く
ろ
の
教
え
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

お
母
さ
ま
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
も
吹
い
て
、
歌
も

　
　

歌
っ
て
、
お
父
さ
ん
は
横
笛
を
？

晴
男　

う
ん
。
う
ち
の
い
と
こ
も
一
回
、
遠
藤 

実
先
生

　
　

に
つ
い
て
、
で
も
や
っ
ぱ
り
お
金
の
面
で
途
中
で

　
　

諦
め
た
の
。

ア
サ
ダ　

歌
唱
の
指
導
で
す
か
。

晴
男　

う
ん
。
俺
も
本
当
は
２
０
０
万
あ
っ
と
、
あ
の

　
　

当
時
、
プ
ロ
歌
手
に
な
れ
て
た
ん
だ
っ
た
。

洋
子　

初
め
て
聞
い
た
！

晴
男　

小
林 

旭
が
お
じ
の
甥
っ
子
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

え
！　

つ
な
が
り
が
あ
る
ん
で
す
ね
、
小
林 

旭

　
　

さ
ん
と
。

晴
男　

い
ま
で
も
健
在
。
あ
り
ま
す
あ
り
ま
す
、
東
京

　
　

渋
谷
で
ね
。

ア
サ
ダ　

大
ス
タ
ー
で
す
ね
。

晴
男　

う
ん
、
あ
そ
こ
は
多
摩
川
の
上
だ
か
ら
、
荒
川

　
　

で
ね
え
、
何
つ
っ
た
っ
け
な
。
上
野
毛
。
そ
こ
で

　
　

ね
、
お
寺
や
っ
て
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

へ
え
。

晴
男　

そ
こ
の
お
じ
の
奥
さ
ん
が
、
小
林 

旭
の
お
ふ
く

　
　

ろ
の
妹
な
の
。

ア
サ
ダ　

お
お
、
近
い
な
、
そ
れ
（
笑
）。

晴
男　

お
ふ
く
ろ
は
会
っ
て
る
よ
、
た
ぶ
ん
。
俺
は
行

　
　

か
な
か
っ
た
け
ど
な
。
た
だ
、
２
０
０
万
く
ら
い

　
　

あ
れ
ば
大
丈
夫
だ
よ
っ
て
や
つ
、
あ
の
当
時
。
昭

　
　

和
50
年
頃
。

ア
サ
ダ　

当
時
の
２
０
０
万
っ
て
い
う
の
は
、
結
構
な
額

　
　

で
す
よ
ね
。

晴
男　

う
ん
、
い
ま
の
２
０
０
０
万
か
、
そ
ん
く
ら
い

　
　

か
か
っ
た
ん
だ
な
、
プ
ロ
歌
手
に
な
る
に
は
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

い
や
、
も
う
最
初
か
ら
諦
め
て
た
。

一
同　
（
笑
）。

　
　
　
（
小
林 

旭
『
昔
の
名
前
で
出
て
い
ま
す
』
が
流

　
　

れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

横
山
ご
夫
妻
の
出
会
い

　
　
〜
洋
子
さ
ん
が
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
た
夜

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
は
い
つ
ぐ
ら
い
に
、
ど
ん
な
ふ
う
に

　
　

出
会
わ
れ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

私
ど
も
は
昭
和
50
年
に
一
緒
に
な
り
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

晴
男　

私
は
昭
和
46
年
に
東
京
に
出
て
っ
て
、
49
年
に

　
　

帰
っ
て
来
た
ん
で
す
。
修
業
し
な
が
ら
。

ア
サ
ダ　

大
工
の
お
仕
事
の
修
業
で
す
か
？

晴
男　

は
い
。
そ
の
前
に
帰
っ
て
来
た
の
か
？　

だ
い

　
　

た
い
同
じ
ぐ
ら
い
だ
ろ
、
お
前
と
俺
。

洋
子　

私
は
49
年
に
帰
っ
て
き
て
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
同
じ
で
す
よ
ね
。

洋
子　

は
い
。

洋
子　

静
岡
な
ん
で
す
。

晴
男　

浜
松
だ
な
。

洋
子　

や
っ
ぱ
り
、
二
十
歳
の
頃
帰
っ
て
き
た
い
っ
て

　
　

い
う
か
、
そ
れ
で
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

洋
子
さ
ん
も
浪
江
？

洋
子　

私
は
小
高
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

当
時
、
何
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
。

晴
男　

縫
製
業
だ
べ
や
。

洋
子　

仲
人
さ
ん
（
を
や
る
の
が
）
好
き
な
人
が
近
く

　
　

に
い
て
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ん
で
す
け
ど
。

晴
男　

そ
う
だ
な
、
昔
で
い
う
、
お
見
合
い
み
た
い
な

　
　

も
ん
で
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

洋
子　
「
ど
う
だ
い
？
」と
か
っ
て
、そ
れ
で
知
り
合
っ

　
　

た
み
た
い
な
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。
結
構
人
ご
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

一
同　
（
笑
）。

晴
男　

結
構
年
離
っ
ち
ん
だ
、
こ
れ
と
俺
で
。

洋
子　

５
つ
で
す
よ
、
そ
ん
な
ね
、
20
も
30
も
（
離
れ

　
　

て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
）。
私
は
昭
和
30
年（
生
ま

　
　

れ
）
で
す
か
ら
。
こ
っ
ち
は
24
年
（
生
ま
れ
）
な

　
　

ん
だ
け
ど
。
そ
ん
な
に
ね
、
離
れ
て
る
っ
つ
っ

　
　

み
ん
な
お
ら
よ
り
も
30
も
40
も
お
っ
き
な
人
ば
っ

　
　

か
り
だ
か
ら
、
わ
か
ん
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

３
年
間
、
下
神
白
に
暮
ら
さ
れ
て
、
い
ま
も
連

　
　

絡
取
っ
た
り
す
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

洋
子　

は
い
。
あ
っ
ち
に
い
た
と
き
は
楽
し
か
っ
た
け

　
　

ど
、
こ
こ
に
来
て
み
れ
ば
生
活
が
あ
れ
し
て
る

　
　

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
　
　

私
は
病
院
に
行
っ
て
る
と
き
は
、
必
ず
じ
ゃ
な

　
　

い
け
ど
、
火
曜
日
と
木
曜
日
の
カ
フ
ェ
の
日
に
は

　
　

な
る
べ
く
合
わ
す
よ
う
に
し
て
ん
だ
け
ど
、
や
っ

　
　

ぱ
り
半
日
が
病
院
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、

　
　

な
か
な
か
。

晴
男　

わ
り
と
、
お
前
は
楽
し
ん
だ
ど
。

一
同　
（
笑
）。

晴
男　

う
ん
、
下
神
白
で
は
。

洋
子　

だ
っ
て
、
こ
の
人
は
何
に
も
あ
れ
で
（
笑
）。

晴
男　

俺
は
ま
あ…

…

。

洋
子　

男
と
女
の
あ
れ
だ
わ
い
ね
。

晴
男　

あ
れ
な
、
大
工
仕
事
し
て
て
な
、
お
茶
飲
め
ん

　
　

か
っ
た
っ
ち
。
ま
あ
、
た
ま
に
１
杯
ぐ
ら
い
ご
ち

　
　

そ
う
に
な
っ
た
け
ど
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

女
の
人
の
ほ
う
が
そ
う
い
う
の
強
い
も
ん
。
交

　
　

流
す
る
の
は
男
の
人
、
下
手
だ
も
ん
ね
。

洋
子　

う
ん
。

晴
男　

俺
、
お
金
出
し
て
カ
フ
ェ
入
っ
た
こ
と
ね
え
ん

　
　

だ
か
ら
、
ま
だ
。

一
同　
（
笑
）。

洋
子　

こ
こ
に
来
た
ら
、
そ
う
い
う
あ
れ
が
な
い
か
ら
。

晴
男　

い
や
、
い
い
か
ら
来
て
飲
め
っ
て
言
わ
れ
た
ん

　
　

だ
け
ん
ど
。

洋
子　

私
は
楽
し
か
っ
た
よ
。

晴
男　

う
ん
、
楽
し
ん
だ
べ
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

平
子
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
も
下
神
白
で
す
か
？

晴
男　

う
ん
、
そ
こ
で
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

も
と
も
と
知
り
合
い
じ
ゃ
な
く
て
、
下
神
白
で

　
　

出
会
っ
た
？

晴
男　

う
ん
。
ま
あ
昔
の
話
聞
く
と
、
た
ぶ
ん
若
い
頃

　
　

は
行
き
会
っ
て
っ
か
も
わ
か
ん
ね
え
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
、
い
い
話
だ
な
。

晴
男　

私
浪
江
で
、
あ
ち
ら
の
方
は
富
岡
だ
か
ら
。
で
、

　
　

同
じ
建
設
会
社
の
も
た
ま
に
か
じ
っ
た
こ
と
も

　
　

あ
っ
か
ら
。「
ど
こ
ど
こ
さ
行
っ
て
た
」
っ
て
話

　
　

し
た
ら
、「
あ
、
俺
も
行
っ
て
た
ど
」
っ
て
言
っ

　
　

た
か
ら
、
平
子
さ
ん
も
「
俺
も
そ
こ
の
下
請
け
も

　
　

ら
っ
て
や
っ
て
た
よ
」
っ
つ
っ
た
の
。

　
　
　

平
子
さ
ん
が
ラ
ジ
オ
体
操
終
わ
っ
と
、
そ
の
時

　
　

間
に
俺
、行
く
の
。富
岡
で
お
い
っ
ち
に
っ
て
や
っ

　
　

て
っ
か
ら
。
あ
の
頃
ね
、
８
０
０
０
歩
歩
い
て
た

　
　

ん
で
す
、
毎
日
。
も
う
あ
れ
か
ら
、
も
う
丸
１
年

　
　

歩
っ
て
な
い
な
。
去
年
ま
で
は
席
取
り
に
も
行
っ

　
　

た
の
、
花
火
大
会
の
。

洋
子　

小
名
浜
の
ね
。

晴
男　

う
ん
、
席
取
り
に
行
っ
て
た
ん
だ
よ
、
ふ
た
り

　
　

で
。
朝
５
時
起
き
し
て
、
テ
ー
プ
貼
っ
て
。
だ
か

　
　

ら
、
お
ば
あ
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
、
み
ん
な
来
た

　
　

よ
。
打
ち
上
げ
花
火
。

洋
子　

最
高
だ
っ
た
、だ
か
ら
、３
年
間
見
せ
て
も
ら
っ

　
　

た
け
ど
。

晴
男　

ま
あ
平
子
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
で
ね
、
仕
事
な

　
　

り
遊
び
な
り
、
散
歩
に
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
、

　
　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
と
、
佐

　
　

山
さ
ん
ら
に
も
い
ろ
い
ろ
ご
心
配
か
け
た
こ
と
も

　
　

あ
る
し
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

　
　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

洋
子　

下
神
白
の
み
な
さ
ん
、
３
年
間
い
ろ
い
ろ
お
世

　
　

話
に
な
り
ま
し
た
。
や
っ
と
自
分
の
う
ち
に
来
て
、

　
　

安
心
っ
て
い
う
か
、
不
安
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
ま

　
　

あ
そ
こ
そ
こ
慣
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
こ
れ
か

　
　

ら
、
ど
う
す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
も
、
が

　
　

ん
ば
っ
て
、
ま
あ
高
齢
者
の
方
は
身
体
に
気
を
付

　
　

け
て
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

原
田
ご
夫
妻
の
出
会
い

　
　
〜
東
京
・
横
浜
時
代
と
洋
星
さ
ん
の
あ
の
曲

江
尻　

続
い
て
は
、
元
２
号
棟
に
お
住
ま
い
で
、
現
在

　
　

は
富
岡
町
に
戻
ら
れ
た
、
原
田
洋
星
さ
ん
・
ト
ヨ

　
　

さ
ん
の
ご
夫
妻
で
す
。

　
　
　

集
会
場
の
カ
フ
ェ
で
隣
り
合
わ
せ
た
ト
ヨ
さ
ん

　
　

か
ら
、
レ
コ
ー
ド
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
い
う
お
話

　
　

を
伺
っ
た
の
は
、
も
う
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
で
、

　
　

ぜ
ひ
見
せ
て
く
だ
さ
い
と
団
地
の
部
屋
を
訪
ね
た

　
　

の
は
、
２
０
１
７
年
３
月
９
日
の
こ
と
で
し
た
。

　
　

も
う
一
度
、
改
め
て
お
話
を
伺
お
う
と
考
え
て
い

　
　

た
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
お
ふ
た
り
は

　
　

富
岡
町
に
戻
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
い
や
、
残

　
　

念
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ト
ヨ
さ
ん
が
遊
び
に

　
　

来
て
く
だ
さ
い
な
ん
て
言
っ
て
く
だ
さ
る
も
ん
で

　
　

す
か
ら
、
私
た
ち
は
厚
か
ま
し
く
も
雁
首
そ
ろ
え

　
　

て
、
本
当
に
伺
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　

小
春
日
和
の
昼
下
が
り
、
早
速
い
ま
、
目
の
前

　
　

に
お
ふ
た
り
の
思
い
出
の
、
た
く
さ
ん
の
レ
コ
ー

　
　

ド
が
広
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

す
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
落
ち
着
い
た
と
き
に
、
自
分
で
そ
う

　
　

や
っ
て
レ
コ
ー
ド
か
け
て
、
針
落
と
し
て
聴
く
？

洋
子　

は
い
は
い
。

ア
サ
ダ　

っ
て
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間

　
　

に
、
わ
ざ
わ
ざ
音
楽
聴
い
て
た
の
ね
。

洋
子　

そ
う
で
す
ね
。
家
事
の
と
き
は
、
ま
あ
こ
れ

　
　
（
L
P
レ
コ
ー
ド
）
だ
と
結
構
、
（
収
録
）
時
間

　
　

あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
１
曲
じ
ゃ
な
い
か
ら
。

　
　

か
け
と
い
た
ら
。

ア
サ
ダ　

ア
ル
バ
ム
だ
か
ら
ね
、
L
P
で
。
そ
っ
か
そ
っ

　
　

か
。

洋
子　

こ
れ（
シ
ン
グ
ル
レ
コ
ー
ド
）は
す
ぐ
聴
い
ち
ゃ

　
　

う
か
ら
さ
、
終
わ
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
？

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
す
ぐ
終
わ
っ
ち
ゃ
う
も
ん
ね
。

洋
子　

う
ん
う
ん
。
だ
か
ら
、
こ
れ
で
は
ち
ょ
っ
と
。

ア
サ
ダ　

か
け
な
が
ら
何
か
し
て
た
？　

そ
れ
と
も
、
わ

　
　

り
と
ゆ
っ
く
り
が
多
か
っ
た
？

洋
子　

黙
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
飲
む
と
か
そ
れ
ぐ
ら
い
だ
っ

　
　

た
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。そ
れ
っ
て
、お
子
さ
ん
が
ち
っ

　
　

さ
か
っ
た
頃
？

洋
子　

う
ー
ん
、
中
学
か
な
。
ち
っ
ち
ゃ
い
と
き
は
、

　
　

ま
あ
寝
か
し
て
、
そ
ん
と
き
く
ら
い
だ
ね
、
あ
ん

　
　

ま
り
（
音
を
）
高
く
は
で
き
な
い
、
起
き
ち
ゃ
う

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

洋
子　

歌
う
こ
と
は
で
き
な
い
け
ど
、
音
痴
だ
か
ら
。

　
　

聴
く
こ
と
は
ね
、
み
な
さ
ん
の
歌
っ
て
る
の
を
聴

　
　

い
た
り
、
そ
れ
く
ら
い
は
。
自
分
で
歌
う
っ
て
い

　
　

う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
自
信
が
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

こ
こ
の
居
間
で
、
夜
に
？

洋
子　

う
ん
。
で
も
、
舅
さ
ん
い
た
か
ら
、
あ
ん
ま
り

　
　

ボ
リ
ュ
ー
ム
高
く
は
で
き
な
い
ん
だ
。
年
寄
り
っ

　
　

て
意
外
と
早
く
休
む
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
ア
ル
バ
ム
１
枚
ず
っ
と
聴
き
な
が
ら
、

　
　

ち
ょ
っ
と
休
ん
で
た
？

洋
子　

う
ん
、
そ
う
だ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
洋
子
さ
ん
に
と
っ
て
は
ど
ん
な
時
間

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
か
ね
。

洋
子　

ど
ん
な
時
間
？

ア
サ
ダ　

わ
り
と
ゆ
っ
く
り
と
ひ
と
り
で
過
ご
せ
る
時
間

　
　

で
？

洋
子　

そ
う
だ
ね
。
ち
ょ
っ
と
飲
み
な
が
ら
な
ら
い
い

　
　

ん
だ
け
ど
、
お
父
さ
ん
飲
ま
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
、
晴
男
さ
ん
、
飲
ま
な
い
ん
だ
。
ち
ょ
っ
と

　
　

不
満
そ
う
だ
ね
（
笑
）。

洋
子　

私
は
そ
ん
な
に
大
飲
ん
べ
え
じ
ゃ
な
い
け
ど

　
　

―
―

多
少
の
、
毎
晩
は
や
ら
な
い
け
ど―

―

う
ち

　
　

の
人
は
１
杯
飲
ん
だ
ら
顔
真
っ
赤
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　
　

た
も
ん
で
す
か
ら
、
い
ま
ま
で
40
何
年
間
一
緒
に

　
　

い
る
け
ど
、
お
酒
飲
ん
で
っ
て
い
う
の
は
な
い
で

　
　

す
。

　
　
　

日
中
は
聴
け
な
い
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
農
家
な
も

　
　

ん
で
。
今
度
夜
に
な
る
と
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
高
く
し

　
　

て
は
聴
け
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ま
あ
ま
わ
り

　
　

も
ほ
ら
ね
、
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
っ
か
ら
い
い
ん
で

　
　

す
け
ど
、
あ
ん
ま
り
ボ
リ
ュ
ー
ム
出
し
ち
ゃ
う
と

　
　

ね
、
な
ん
だ
か
あ
そ
こ
の
う
ち
あ
れ
だ
な
ん
て
言

　
　

わ
れ
て
も
嫌
だ
か
ら
。
そ
ん
な
感
じ
で
聴
い
て
ま

　
　

し
た
。
も
う
何
十
年
前
だ
よ
な
。
ち
あ
き
な
お
み

　
　

の
は
ほ
ら
、
い
ま
も
C
D
で
聴
い
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

ち
あ
き
な
お
み
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。

洋
子　

う
ん
、
『
喝
采
』
と
か
ね
。

ア
サ
ダ　

ち
あ
き
な
お
み
は
、
結
構
残
っ
て
る
ん
だ
ね
。

洋
子　

う
ん
、
そ
う
だ
ね
、
C
D
で
ね
。
『
四
つ
の
お

　
　

願
い
』
と
か
。
あ
と
は
、
X
Y
と
か
。
あ
、
こ
れ
は

　
　

X
Y
で
ね
え
か
「
X
Y
何
と
か
か
ん
と
か
」
っ
て
。

ア
サ
ダ　

そ
う
そ
う
、
こ
れ
、
『
X
＋
Y
＝
L
O
V
E
』。

　
　
（
ち
あ
き
な
お
み
『
喝
采
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

横
山
ご
夫
妻
の
い
ま

　
　

下
神
白
団
地
で
の
思
い
出
と
み
な
さ
ん
へ

ア
サ
ダ　

20
代
の
頃
か
ら
ず
っ
と
働
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

　
　

や
っ
ぱ
り
家
の
こ
と
と
か
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
じ
ゃ

　
　

な
い
で
す
か
、
姑
さ
ん
と
か
、
舅
さ
ん
と
か
い
た

　
　

ら
。
ご
近
所
付
き
合
い
は
ど
う
で
し
た
？

洋
子　

み
ん
な
お
勤
め
し
て
た
か
ら
、
そ
の
頃
は
。
だ

　
　

か
ら
、
頻
繁
に
お
茶
飲
み
と
か
は
な
か
っ
た
ね
。

　
　

日
曜
ぐ
ら
い
か
な
。
震
災
前
は
そ
う
や
っ
て
た
け

　
　

ど
、
震
災
後
は
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　
　

た
か
ら
。
隣
組
も
友
だ
ち
も
。
だ
か
ら
遠
距
離
っ

　
　

つ
う
か
、
お
茶
飲
み
も
で
き
な
い
。
こ
こ
に
来
て

　
　

も
、
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
下
神
白
団
地
で
定
期
的
に
開
催
し
て
い

　
　

た
「
カ
フ
ェ
下
神
白
」
な
ん
か
に
参
加
す
る
っ
て

　
　

い
う
ん
の
は
、
珍
し
か
っ
た
ん
で
す
か
？

洋
子　

う
ん
。
あ
そ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
来
た
お
陰

　
　

で
い
ろ
い
ろ
な
人
と
も
知
り
合
っ
た
し
、
浪
江
町

　
　

は
２
棟
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
４
、
５
号
棟
ね
。

洋
子　

み
ん
な
高
齢
者
ば
っ
か
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
　

私
ら
の
年
代
だ
っ
た
ら
、
何
と
か
わ
か
っ
け
ど
、

ト
ヨ　

あ
れ
は
も
う
、
40
年
、
50
年
ぐ
ら
い
に
な
る
？

洋
星　

う
ん
。
そ
れ
こ
そ
、
そ
う
だ
な…

…

。

ト
ヨ　

50
年
以
上
に
な
る
よ
ね
、
私
た
ち
。

ア
サ
ダ　

よ
く
残
し
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
、
こ
れ
。

洋
星　

昭
和
30
年
。

ア
サ
ダ　

動
く
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

こ
れ
捨
て
る
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
な
ん

　
　

か
捨
て
な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
、
こ
の
前
。
み
ん
な
、

　
　

も
う
ほ
と
ん
ど
捨
て
た
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
だ
け
は

　
　

ね
、
な
ん
か
捨
て
が
た
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

洋
星　

日
本
で
ね
、
僕
が
好
き
な
の
は
、
こ
れ
。
こ
の

　
　

男
。
な
ん
か
自
殺
未
遂
し
た
け
ど
さ
。

ア
サ
ダ　

フ
ラ
ン
ク
永
井
さ
ん
で
す
か
。

洋
星　

フ
ラ
ン
ク
永
井
。

ア
サ
ダ　

松
尾
和
子
さ
ん
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
と
か
し
て
ま
し

　
　

た
よ
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
そ
う
、
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、
昭
和

　
　

41
年
に
吹
き
込
ま
れ
、
50
年
代
カ
ラ
オ
ケ
時
代
に

　
　

大
ヒ
ッ
ト
い
た
し
ま
し
た
、
作
詞
岩
谷
時
子
、
作

　
　

曲
吉
田 

正
。
魅
惑
の
低
音
、
フ
ラ
ン
ク
永
井
で

　
　
『
お
ま
え
に
』
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

ト
ヨ
さ
ん
の
戦
中
戦
後
と
窓
辺
で
聴
い
た
あ
の
曲

ア
サ
ダ　

フ
ラ
ン
ク
永
井
さ
ん
は
ど
の
へ
ん
が
魅
力
で
す

　
　

か
、
や
っ
ぱ
り
声
で
す
か
？

洋
星　

そ
う
だ
ね
、
声
が
あ
れ
だ
っ
た
。
ま
あ
魅
力
は

　
　

あ
る
わ
な
。

ア
サ
ダ　

こ
の
曲
を
買
っ
て
い
た
頃
は
、
も
う
お
ふ
た
り

　
　

は
ご
結
婚
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

も
う
し
て
た
よ
ね
、
と
っ
く
に
ね
。

洋
星　

で
し
た
。

ト
ヨ　

あ
の
頃
は
ね
、
ま
だ
ね
、
一
番
い
い
と
き
だ
、

　
　

40
年
。
ね
、
30
な
ら
40
年
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
一
番
、

　
　

元
気
で
し
ょ
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。
景
気
も
良
か
っ
た
し
。

ト
ヨ　

そ
う
、
20
何
年
、
ち
ょ
う
ど
う
ち
を
買
っ
た
ん

　
　

だ
か
ら
。
い
く
ら
か
ゆ
と
り
あ
っ
た
の
か
、
わ
か

　
　

ら
な
い
（
笑
）。
あ
の
頃
は
一
番
良
か
っ
た
。

洋
星　

い
や
ね
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
１
枚
１
枚
に
、
そ
れ

　
　

は
確
か
に
自
分
な
り
の
あ
れ
が
、
気
持
ち
っ
て
い

　
　

う
か
、
ひ
と
つ
の
何
て
い
う
ん
だ
ろ
う
な
、
物
語

　
　

が
あ
る
わ
け
だ
よ
。
そ
の
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
て
て
、

　
　

歌
い
手
が
ど
う
だ
っ
た
と
か
ね
、
あ
あ
、
あ
の
と

　
　

き
は
良
か
っ
た
ね
っ
て
。
ち
ょ
う
ど
景
気
が
ど
ん

　
　

ど
ん
ど
ん
ど
ん
上
積
み
に
な
っ
て
く
時
代
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
っ
た
頃
で
す

　
　

よ
ね
。

洋
星　

え
え
。
そ
れ
で
、
ま
ち
が
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん

　
　

ね
、
砂
利
道
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
な
っ
た
り
、
そ

　
　

う
い
う
時
代
だ
っ
た
か
ら
ね
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に

　
　

仕
事
も
し
た
け
ど
ね
。
戸
塚
に
い
る
と
き
は
横
浜

　
　

の
工
場
だ
っ
た
か
ら
、
車
で
行
っ
て
た
け
ど
。
東

　
　

京
勤
務
も
あ
っ
た
か
ら
。
東
京
勤
務
は
電
車
で

　
　

通
っ
て
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
れ
で
や
っ
ぱ
り
ほ
ら
、
友
だ
ち
で
そ
う
い
う

　
　

レ
コ
ー
ド
を
好
き
な
や
つ
が
い
た
か
ら
ね
。
だ
か

　
　

ら
、「
ど
ん
な
や
つ
が
あ
る
」
「
こ
ん
な
の
が
あ

　
　

る
」
っ
て
ね
。
そ
う
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
買
い
に

　
　

行
っ
た
も
ん
だ
け
ど
ね
。

ア
サ
ダ　

会
社
の
お
友
だ
ち
で
す
か
？

洋
星　

う
ん
。
ま
あ
、
ほ
と
ん
ど
は
や
っ
ぱ
会
社
だ
ね
。

　
　

自
分
の
ま
わ
り
で
は
、
同
じ
職
業
を
持
っ
た
人
、

　
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
っ
て
、
そ
う
多
く
な
か
っ
た

　
　

か
ら
ね
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
話
戻
り
ま
す
け
ど
、
も
と
も
と
九
州

　
　

か
ら
出
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
よ
ね
、
東
京
に
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

出
て
こ
ら
れ
て
、
で
、
ト
ヨ
さ
ん
も
東
京
に
出

　
　

て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
ト
ヨ
さ
ん
、
も
と
も
と

　
　

地
元
を
出
る
き
っ
か
け
っ
て
仕
事
で
す
か
？

ト
ヨ　

そ
う
だ
。
そ
の
頃
は
、
こ
こ
っ
て
何
も
な
い
で

　
　

し
ょ
。
そ
れ
こ
そ
働
く
と
こ
ろ
も
。

ア
サ
ダ　

お
勤
め
さ
れ
て
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

私
ら
の
と
き
に
は
ま
だ
ね
、
中
学
っ
て
い
う
の

　
　

は
な
く
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
、

　
　

義
務
教
育
っ
つ
う
の
は
。
あ
と
高
等
１
年
、
高
等

　
　

２
年
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
義
務
教

　
　

育
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
。
そ
れ
と
、
あ
と
青
年
学

　
　

校
っ
て
い
う
の
、
あ
っ
た
よ
ね
。
そ
し
て
、
ち
ょ

　
　

う
ど
戦
争
中
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
で
学
校
に

　
　

募
集
が
来
て
、
で
、
私
小
田
急
線
の
狛
江
に
行
っ

　
　

た
の
。
集
団
就
職
み
た
い
な
の
で
行
っ
た
の
。
そ

　
　

の
頃
、
ト
ラ
ン
ス
の
あ
れ
や
っ
た
り
。

ア
サ
ダ　

ト
ラ
ン
ス
の
あ
れ
っ
て
何
で
す
か
？

ト
ヨ　

線
巻
き
っ
つ
う
の
？

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
工
場
で
、
み
ん
な
で
？

ト
ヨ　

工
場
で
、
寮
に
入
っ
て
。
そ
れ
で
、
終
戦
の
と

　
　

き
は
東
京
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
終
戦
は
東
京
で
迎
え
ら
れ
て

　
　

る
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
。
そ
れ
で
、
い
っ
た
ん
帰
っ
て
き
て
、
そ

り
ん
ご　

全
部
横
浜
に
い
た
と
き
に
買
っ
た
レ
コ
ー
ド
で

　
　

す
か
？

洋
星　

そ
う
で
す
、
は
い
。

ア
サ
ダ　

横
浜
は
、
何
歳
ぐ
ら
い
の
と
き
か
ら
住
ん
で

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

も
う
ず
っ
と
ね
。

洋
星　

あ
あ
、
40
代
だ
ね
、
僕
が
。

ト
ヨ　

違
う
じ
ゃ
ん
。

洋
星　

何
が
？

ト
ヨ　

そ
の
前
に
東
京
に
ち
ょ
っ
と
い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
東
京
に
お
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
と
も
と
お
ふ
た
り
は
、
富
岡
出
身
で
？

ト
ヨ　

私
は
富
岡
。

洋
星　

俺
、
九
州
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
出
会
わ
れ
た
の
は
ど

　
　

こ
で
で
す
か
？

一
同　
（
笑
）。

ト
ヨ　

東
京
で
。

ア
サ
ダ　

東
京
で
。
い
き
な
り
こ
ん
な
話
し
ち
ゃ
う
ん
で

　
　

す
よ
、
す
い
ま
せ
ん
ね
（
笑
）。
だ
い
た
い
そ
ん

　
　

な
話
ば
っ
か
り
聞
く
ん
で
す
よ
。

一
同　
（
笑
）。

り
ん
ご　

お
仕
事
先
が
一
緒
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

う
う
ん
、
私
ら
見
合
い
な
の
。
ね
、
見
合
い
だ
っ

　
　

た
ん
だ
よ
。

ア
サ
ダ　

お
見
合
い
で
。
あ
、
裕
次
郎
、
あ
り
ま
す
ね
。

洋
星　

そ
れ
は
古
い
ね
。

ト
ヨ　

こ
れ
、
古
い
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

ベ
ス
ト
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
。

り
ん
ご　

い
く
つ
ぐ
ら
い
の
と
き
に
買
っ
た
ん
で
す
か
。

ト
ヨ　

40
ぐ
ら
い
？

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

そ
の
頃
だ
よ
ね
、
み
ん
な
ね
。
40
か
。

洋
星　

な
ん
と
い
っ
て
も
ね
、
ま
だ
健
在
の
と
き
だ
か

　
　

ら
な
。

ト
ヨ　

40
代
だ
よ
ね
。

洋
星　

も
う
あ
の
人
が
亡
く
な
っ
て
、
も
う
４
、
50
年

　
　

経
つ
で
し
ょ
う
。

ト
ヨ　

あ
、
そ
ん
な
に
経
っ
た
か
。

ア
サ
ダ　

デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
っ
て
そ
ん
な
前
な
ん
で
す
も

　
　

ん
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

そ
ん
な
経
つ
？

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
も
う
亡
く
な
ら
れ
て
そ
れ
ぐ
ら
い
。

ト
ヨ　

そ
う
だ
よ
な
、
淡
谷
の
り
子
と
か
な
ん
か
の
時

　
　

代
だ
も
ん
ね
。
わ
れ
わ
れ
の
代
は
も
う
マ
ヒ
ナ
ス

　
　

タ
ー
ズ
だ
と
か
ね
。
だ
っ
て
も
う
、
定
年
だ
っ
て

　
　

20
何
年
前
だ
も
ん
ね
。
も
う
23
年
？　

だ
か
ら
、

　
　

23
年
前
に
こ
こ
へ
来
た
の
。

ア
サ
ダ　

60
歳
で
こ
ち
ら
に
横
浜
か
ら
戻
っ
て
こ
ら
れ
て
。

　
　

い
ろ
い
ろ
こ
こ
に
あ
る
レ
コ
ー
ド
は
横
浜
の
と
き

　
　

に
買
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
も
の
が
残
っ
て
る
ん
で

　
　

す
か
ね
。

ト
ヨ　

ほ
と
ん
ど
そ
う
だ
ね
。

り
ん
ご　

あ
ら
、
テ
レ
サ
・
テ
ン
。

ア
サ
ダ　

お
仕
事
の
関
係
で
横
浜
に
お
ら
れ
た
ん
で
す

　
　

か
？

洋
星　

う
ん
、
石
川
島
。

ト
ヨ　

石
川
島
だ
。

洋
星　

造
船
会
社
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
、
石
川
島
の
造
船
会
社

　
　
（
レ
コ
ー
ド
を
か
け
な
が
ら
）。

洋
星　

一
丁
前
に
給
料
が
ね
、
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

　
　

た
頃
か
ら
だ
よ
ね
。
昭
和
32
年
に
も
う
僕
は
新
宿

　
　

い
た
ん
だ
。

ト
ヨ　

最
初
は
ね
。

ア
サ
ダ　

当
時
は
、
ど
う
い
う
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
好
き

　
　

だ
っ
た
か
覚
え
て
ま
す
か
？

洋
星　

や
っ
ぱ
り
そ
の
頃
は
映
画
ブ
ー
ム
だ
っ
た
ん
だ

　
　

ろ
う
ね
。
だ
か
ら
、
そ
の
主
題
歌
な
ん
か
を
ね
、

　
　

よ
く
集
め
て
た
ん
だ
け
ど
ね
。

ト
ヨ　

そ
れ
が
そ
の
美
空
ひ
ば
り
？

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
美
空
ひ
ば
り
と
か
。

ト
ヨ　

３
本
立
て
ぐ
ら
い
？

洋
星　

テ
レ
ビ
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ね
、
や
っ

　
　

ぱ
り
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
い
っ
た
で
し
ょ
。
一
時
期

　
　

も
う
、
レ
コ
ー
ド
っ
て
い
う
の
は
ね
、
あ
ま
り
聴

　
　

く
あ
れ
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
テ
レ
ビ

　
　

で
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
や
っ
て
る
っ
て
こ
と
が
多

　
　

か
っ
た
か
ら
。
徐
々
に
集
め
は
じ
め
た
ん
だ
よ
。

ト
ヨ　

テ
レ
ビ
が
最
初
出
た
の
、
30
何
年
だ
っ
け
。
給

　
　

料
が
ま
だ
１
万
か
そ
こ
い
ら
な
の
に
ね
、
テ
レ
ビ

　
　

が
５
０
０
０
円
ぐ
ら
い
し
た
ん
だ
も
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

ラ
ジ
オ
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

ト
ヨ　

あ
あ
、
ラ
ジ
オ
。

ア
サ
ダ　

曲
を
聴
く
っ
て
い
う
こ
と
も
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ　

ま
あ
映
画
を
見
て
音
楽
知
る
っ
て
い
う
の
も
あ

　
　

る
し
、
あ
と
は
テ
レ
ビ
っ
て
い
う
よ
り
ラ
ジ
オ
で

　
　

す
よ
ね
、
当
時
だ
っ
た
ら
。

ト
ヨ　

だ
か
ら
あ
の
ラ
ジ
オ
が
古
い
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

お
お
、
本
当
だ
。

ト
ヨ　

真
空
管
の
。

ア
サ
ダ　

え
、
あ
の
ラ
ジ
オ
は
当
時
使
っ
て
た
や
つ
？

ア
サ
ダ　

結
構
い
ろ
ん
な
催
し
を
や
っ
た
り
と
か
、
い
ろ

　
　

い
ろ
み
な
さ
ん
、
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る…

…

。

ト
ヨ　

で
も
、
も
う
（
参
加
す
る
人
は
）
決
ま
っ
て
る

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
参
加
す
る
方
々
は
ね
。
や
っ
ぱ
り
新
し

　
　

い
方
が
、
集
会
場
の
取
り
組
み
で
増
え
て
い
く
っ

　
　

て
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

　
　

で
す
ね
。

　
　
　

仲
良
か
っ
た
方
は
、
お
ら
れ
た
ん
で
す
か
？ 

ト
ヨ　

近
所
の
人
で
、
松
本
禮
子
さ
ん
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
。

ト
ヨ　

あ
の
方
は
こ
こ
行
っ
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
。
ま
あ

　
　

隣
だ
か
ら
、
結
構
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
た
し
ね
。

ア
サ
ダ　

何
度
か
C
D
を
お
渡
し
に
行
っ
た
の
で
覚
え
て

　
　

ま
す
。

ト
ヨ　

あ
と
ほ
ら
、
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
や
っ
て
た
か
ら
、

　
　

あ
そ
こ
で
。

ア
サ
ダ　

い
つ
か
戻
る
だ
ろ
う
な
っ
て
い
う
こ
と
も
思
い

　
　

な
が
ら
、
み
な
さ
ん
、
住
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

　
　

す
か
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
だ
ろ
う
ね
。
で
も
、
最
初
は
ね
、
ま
だ
ま

　
　

だ
解
除
に
な
ん
な
い
か
ら
帰
れ
な
い
と
思
っ
て
た

　
　

か
ら
。
だ
か
ら
、
あ
そ
こ
に
ず
っ
と
住
む
気
で
は

　
　

い
ま
し
た
よ
。
ま
さ
か
こ
ん
な
に
早
く
帰
っ
て
く

　
　

る
と
思
わ
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
も
っ
と
帰
っ
て
来
る
ま
で
時
間
か
か
る
と

　
　

思
っ
て
？

ト
ヨ　

思
っ
た
。
10
年
は
駄
目
っ
て
言
っ
て
た
で
し
ょ
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。

ト
ヨ　

ね
え
。
た
ま
た
ま
私
も
、
あ
の
頃
横
山
さ
ん
と

　
　

ね
、
私
も
帰
る
ん
だ
わ
っ
て
話
し
て
て
、
い
ろ
い

　
　

ろ
と
。

り
ん
ご　

カ
フ
ェ
で
で
す
か
？

ト
ヨ　

カ
フ
ェ
で
。
あ
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
、
や
っ
ぱ
り
カ
フ
ェ
で
知
り
合
っ
た
っ
て
方
、

　
　

結
構
多
い
ん
だ
な
。

ト
ヨ　

で
も
、
親
子
み
た
い
だ
ね
っ
て
言
い
な
が
ら
話

　
　

し
て
て
。
そ
れ
で
、
電
話
番
号
を
教
え
て
も
ら
っ

　
　

た
か
ら
。
い
く
ら
も
来
た
の
違
わ
な
い
ん
だ
よ
ね
。

　
　

う
ち
は
３
月
15
日
で
し
ょ
、
あ
の
人
た
ち
も
３
月
。

ア
サ
ダ　

な
ん
か
カ
フ
ェ
行
っ
て
た
ら
、
横
山
洋
子
さ
ん

　
　

か
ら
、
実
は
ね
っ
て
話
を
聞
い
て
、
南
相
馬
に
家

　
　

を
建
て
て
、
ま
た
遊
び
に
お
い
で
み
た
い
な
こ
と

　
　

を
言
っ
て
く
れ
て
た
ん
で
す
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時

　
　

期
。
で
、
落
ち
着
か
れ
た
ら
行
き
た
い
な
と
思
っ

　
　

て
、
先
月
行
っ
て
き
た
ん
で
す
。
こ
う
や
っ
て
、

　
　

音
楽
聴
い
た
り
と
か
し
て
。

ト
ヨ　

そ
こ
の
ほ
ら
、
ポ
ピ
ー
の
花
が
す
ご
く
き
れ

　
　

い
っ
て
テ
レ
ビ
で
も
や
っ
た
の
。
そ
の
と
き
に
横

　
　

山
さ
ん
が
電
話
よ
こ
し
て
く
れ
て
、
見
に
行
き
た

　
　

い
か
ら
っ
て
来
た
の
よ
。
そ
の
と
き
に
ち
ょ
こ
っ

　
　

と
う
ち
へ
寄
っ
て
っ
て
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
の
。
横
山
さ
ん
と
は
下
神
白
で
出

　
　

会
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
さ
っ
き
仰
っ
て
た

　
　

松
本
さ
ん
と
か
北
崎
さ
ん
と
か
は
も
と
も
と
知
り

　
　

合
い
だ
っ
た
ん
で
す
か
？ 

ト
ヨ　

い
や
、
北
崎
さ
ん
は
夜
ノ
森
の
ほ
う
だ
か
ら
、

　
　

全
然
面
識
は
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
下
神
白
で
出
会
っ
て
。

ト
ヨ　

そ
う
で
す
ね
。
下
高
久
で
最
初
知
り
合
っ
て
。

り
ん
ご　

あ
あ
、
仮
設
住
宅
の
と
き
？

ト
ヨ　

仮
設
で
ね
。
そ
れ
で
、
た
ま
た
ま
向
こ
う
へ

　
　

行
っ
て
、
私
も
向
こ
う
行
っ
た
の
。
松
本
禮
子
さ

　
　

ん
は
、
近
く
な
の
よ
。

り
ん
ご　

も
と
か
ら
ご
近
所
さ
ん
？

ト
ヨ　

う
ん
、
こ
の
前
ね
、
集
会
場
で
ね
、
清
水
の
人

　
　

た
ち
、
こ
こ
の
部
落
の
会
合
が
あ
っ
た
の
よ
、
お

　
　

茶
飲
み
会
。
そ
の
と
き
禮
子
さ
ん
が
向
こ
う
か
ら

　
　

来
て
く
れ
た
、
息
子
さ
ん
と
。
だ
か
ら
、
来
れ
ば

　
　

ま
た
ね
、
行
っ
た
り
来
た
り
で
き
る
け
ど
。
あ
と

　
　

は
そ
う
だ
ね…

…

浪
江
の
人
、
大
熊
の
人
、
あ
あ

　
　

い
う
人
た
ち
と
は
結
構
話
は
し
た
わ
ね
。
み
な
さ

　
　

ん
元
気
な
ん
だ
ろ
う
ね
。

ア
サ
ダ　

ね
、
み
な
さ
ん
、
そ
う
で
す
ね
。
今
年
は
ク
リ

　
　

ス
マ
ス
会
も
す
る
み
た
い
で
。

ト
ヨ　

あ
、
そ
う
。

ア
サ
ダ　

佐
山
さ
ん
が
音
頭
取
っ
て
く
れ
て
。

ト
ヨ　

あ
あ
、
佐
山
さ
ん
が
ね
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
佐
山
さ
ん
す
ご
い
が
ん
ば
っ
て
て
、
な

　
　

ん
か
ち
ょ
っ
と
僕
ら
も
か
か
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ

　
　

と
に
な
っ
て
。
明
日
団
地
で
打
ち
合
わ
せ
し
て
こ

　
　

よ
う
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。

ト
ヨ　

あ
の
人
は
本
当
、
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
た
の

　
　

よ
、
旦
那
さ
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
で
す
よ
ね
、
佐
山
さ
ん
、
本
当
ね
。

ト
ヨ　

奥
さ
ん
も
ね
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
お
ふ
た
り
と
も
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と

　
　

を
ね
、
世
話
し
て
。

ト
ヨ　

う
ん
、
本
当
。

ト
ヨ　

小
野
田
さ
ん
も
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
？

ア
サ
ダ　

小
野
田
さ
ん
元
気
で
す
ね
。

ト
ヨ　

ご
主
人
も
？

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
。
ご
主
人
と
は
カ
ラ
オ
ケ
で
お

　
　

会
い
し
ま
す
ね
。
い
ま
、
水
曜
日
と
金
曜
日
に
カ

　
　

ラ
オ
ケ
行
っ
た
ら
必
ず
お
ら
れ
る
の
で
。

ト
ヨ　

あ
の
子
大
き
く
な
っ
た
か
ね
、
何
だ
っ
け
。
あ

6667

　
　

れ
で
ま
た
。
知
り
合
い
も
い
た
し
ね
、
私
の
姉
な

　
　

ん
か
も
い
た
か
ら
、浅
草
の
ほ
う
に
。そ
れ
を
頼
っ

　
　

て
行
っ
た
り
。

　
　
　

よ
く
雨
が
降
っ
た
と
き
な
ん
か
こ
こ
で
ね
、
石

　
　

原
裕
次
郎
の
曲
聴
い
て
た
の
。

ア
サ
ダ　

裕
次
郎
い
い
で
す
ね
。

ト
ヨ　

雨
が
降
っ
て
る
と
外
に
も
出
れ
な
い
し
。

ア
サ
ダ　

裕
次
郎
の
好
き
な
曲
は
あ
り
ま
す
か
、
こ
の
な

　
　

か
で
。

ト
ヨ　

み
ん
な
あ
れ
だ
け
ど
ね
。
こ
れ
が
好
き
な
の
、

　
　
『
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
』。
あ
の
歌
詞
好
き
。

　
ア
サ
ダ　

も
う
１
曲
お
聴
き
い
た
だ
き
ま
す
。
主
演
映
画

　
　

の
主
題
歌
と
し
て
昭
和
42
年
大
ヒ
ッ
ト
い
た
し
ま

　
　

し
た
。
本
人
自
ら
直
接
制
作
を
依
頼
し
た
と
い
う

　
　

こ
の
曲
。
作
詞
・
作
曲
浜
口
庫
之
助
。
石
原
裕
次

　
　

郎
で
『
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
』
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

原
田
ご
夫
妻
の
い
ま

　
　

下
神
白
団
地
で
の
思
い
出
と
み
な
さ
ん
へ

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
い
つ
ま
で
あ
っ
た
ん
で
し
た
っ
け
、
そ

　
　

の
お
っ
き
い
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
。

ト
ヨ　

こ
の
震
災
後
に
捨
て
た
の
。

ア
サ
ダ　

震
災
後
な
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

も
う
ね
、
み
ん
な
駄
目
っ
て
言
わ
れ
て
、
放
射

　
　

能
が
ど
う
と
か
こ
う
と
か
っ
て
言
わ
れ
て
。
東
電

　
　

で
み
ん
な
ほ
ら
。
そ
の
と
き
に
置
こ
う
か
っ
て

　
　

言
っ
た
ん
だ
け
ど
、
も
う
ほ
ら
、
真
空
管
だ
か
ら

　
　

直
せ
な
い
じ
ゃ
ん
。
修
理
も
利
か
な
い
し
、
ね
。

　
　

そ
れ
で
出
し
ち
ゃ
っ
た
の
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
。

ト
ヨ　

で
も
、
一
回
は
直
し
て
も
ら
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
も
う
、
ず
い
ぶ
ん
長
い
こ
と
使
っ
た
ん

　
　

で
す
か
、
そ
の
ス
テ
レ
オ
シ
ス
テ
ム
は
。

ト
ヨ　

使
っ
た
よ
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

だ
っ
て
、
あ
れ
が
出
た
の
が
45
年
頃
で
し
ょ
。

　
　

で
、
こ
こ
へ
持
っ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、
20
年
ぐ
ら

　
　

い
使
っ
た
か
な
。

洋
星　

う
ん
、
そ
う
だ
な
。

ト
ヨ　

あ
、
15
年
だ
ね
。
15
年
し
か
住
ま
な
か
っ
た
ん

　
　

だ
、
こ
こ
。
そ
し
て
、
震
災
に
な
っ
た
ん
だ
な
。

り
ん
ご　

な
ん
で
こ
っ
ち
に
、
ト
ヨ
さ
ん
の
実
家
の
ほ
う

　
　

に
来
よ
う
っ
て
な
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

結
局
何
て
い
う
の
、
子
供
が
い
な
い
じ
ゃ
ん
。

　
　

だ
か
ら
、
私
の
実
家
の
世
話
に
な
る
つ
も
り
で
。

　
　

こ
こ
畑
だ
っ
た
の
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
う
ち
を
建

　
　

て
て
、
甥
っ
子
た
ち
に
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。

ト
ヨ　

そ
う
、
そ
う
い
う
こ
と
。
で
、
う
ち
は
姉
が
跡

　
　

取
り
だ
っ
た
か
ら
。
姉
が
ま
だ
健
在
な
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

甥
っ
子
さ
ん
っ
て
い
う
の
は
、
お
姉
さ
ん
の
息

　
　

子
さ
ん
？

ト
ヨ　

お
姉
さ
ん
。

り
ん
ご　

そ
れ
で
一
緒
に
来
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
。
じ
ゃ
あ
一
緒
に
行
こ
う
、
畑
で
も

　
　

し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
野
菜
つ
く
っ
て
過
ご
そ
う

　
　

と
い
う
こ
と
で
。
た
ま
た
ま
向
こ
う
の
う
ち
が
売

　
　

れ
た
の
よ
ね
、
戸
塚
の
う
ち
が
。
売
り
に
出
し
た

　
　

ら
、
運
よ
く
売
れ
た
の
よ
。
じ
ゃ
あ
そ
れ
で
ね
、

　
　

こ
こ
に
う
ち
建
て
れ
ば
い
い
み
た
い
な
感
じ
に

　
　

な
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

横
浜
と
こ
っ
ち
と
だ
と
、
環
境
が
ら
っ
と
変
わ

　
　

る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

ト
ヨ　

そ
う
で
す
ね
。
だ
け
ど
結
局
ね
、
来
る
な
ら
い

　
　

ま
で
な
い
と
ま
わ
り
の
人
に
も
慣
れ
な
い
。
病
気

　
　

に
な
っ
て
か
ら
行
き
ま
す
っ
て
わ
け
に
い
か
な
い

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

元
気
な
う
ち
に
行
っ
て
お
こ
う
っ
て
い
う
。

ト
ヨ　

元
気
な
う
ち
に
来
て
、
ま
わ
り
の
人
と
も
慣
れ

　
　

て
、
そ
し
て
来
て
か
ら
す
ぐ
老
人
会
な
ん
か
入
っ

　
　

て
、
15
年
、
な
ん
と
な
く
こ
こ
で
過
ご
し
て
、
み

　
　

ん
な
に
慣
れ
た
の
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。
で
、
そ
う
や
っ
て
過
ご
さ
れ

　
　

て
い
た
な
か
で
、
震
災
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

う
ん
。
だ
け
ど
実
家
は
ね
、
や
っ
ぱ
ま
だ
孫
が

　
　

中
学
１
年
だ
か
２
年
で
、
郡
山
の
学
校
行
っ

　
　

ち
ゃ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

子
供
が
そ
っ
ち
に
行
っ
ち
ゃ
う
と
、
な
か
な
か

　
　

帰
っ
て
こ
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

ト
ヨ　

向
こ
う
に
も
う
う
ち
建
て
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
、
逆
に
実
家
の
ほ
う
は
郡
山
の

　
　

ほ
う
に
行
か
れ
て
、
い
ま
、
お
ふ
た
り
が
こ
こ
に

　
　

い
る
っ
て
い
う
か
た
ち
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
。
で
も
ね
、
実
家
も
ね
、
小
さ
な
う

　
　

ち
建
て
た
ん
で
す
よ
。
す
ぐ
そ
ば
だ
、
こ
の
下
の

　
　

通
り
ね
。
年
中
来
て
く
れ
る
か
ら
。
だ
か
ら
や
っ

　
　

ぱ
り
、
私
ら
も
こ
こ
に
帰
っ
て
く
る
し
か
な
い
ん

　
　

だ
よ
な
、
あ
そ
こ
の
団
地
に
い
る
よ
り
は
。

　
　
　

い
ろ
い
ろ
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
わ
ね
（
笑
）
。

　
　

で
も
、
結
構
、
人
に
は
恵
ま
れ
た
わ
ね
、
私
た
ち
。

　
　

下
神
白
の
人
た
ち
は
元
気
だ
も
ん
ね
。

　
　

上
陽
水
。
若
い
頃
聴
い
て
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
井
上
陽
水
と
か
ね
。

哲
男　

で
も
あ
る
日
突
然
、
東
京
い
た
と
き
に
喫
茶
店

　
　

で
初
め
て
聴
い
た
の
が
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ー
タ
ー
ソ

　
　

ン
。
そ
れ
か
ら
ジ
ャ
ズ
に
流
れ
て
い
っ
た
ん
で
す

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

哲
男　

や
っ
ぱ
り
渋
谷
の
ほ
う
で
喫
茶
店
の
勉
強
し
て

　
　

て
。
で
、
大
学
生
が
よ
く
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ー
タ
ー

　
　

ソ
ン
と
か
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
と
か
の
レ
コ
ー

　
　

ド
持
っ
て
き
て
「
か
け
て
く
だ
さ
い
」
つ
っ
て
、

　
　

そ
れ
で
私
も
ジ
ャ
ズ
に
は
ま
っ
て
。

　
　
　

中
学
校
の
頃
に
姉
が
ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン

　
　

の
ね
、
レ
コ
ー
ド
の
ア
ル
バ
ム
、
１
枚
あ
っ
た
ん

　
　

で
す
よ
、
実
家
に
。
そ
れ
を
何
気
な
く
聴
い
て
た

　
　

ん
で
す
よ
。
う
ち
の
お
姉
さ
ん
は
す
ご
い
の
を
聴

　
　

い
て
ん
だ
な
っ
て
ね
言
っ
た
ら
、
「
い
や
、
彼
氏

　
　

か
ら
も
ら
っ
た
レ
コ
ー
ド
な
ん
だ
」
な
ん
て
言
っ

　
　

て
た
か
ら
、
「
あ
、
そ
う
」
な
ん
て
。
そ
れ
か
ら

　
　

で
す
も
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

哲
男　

ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
と
か
を
聴
き
は
じ
め

　
　

た
の
は
ね
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
も
う
、
基
本
的
に
哲
男
さ
ん
が
店
に

　
　

入
ら
れ
る
と
き
は
、
ま
あ
い
ろ
い
ろ
流
し
て
た
け

　
　

ど
も
、
わ
り
と
こ
う
、
ジ
ャ
ズ
、
ス
タ
ン
ダ
ー

　
　

ド
・
ジ
ャ
ズ
と
か
を
流
す
こ
と
が
。

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
客
さ
ん
が
、
か
け
て
る
音
楽
に
「
こ
れ
、
い

　
　

い
ね
」
と
か
、
そ
う
い
う
反
応
さ
れ
る
こ
と
っ
て

　
　

あ
り
ま
し
た
？

哲
男　

あ
り
ま
し
た
ね
。
で
、
ジ
ャ
ズ
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

も
２
回
ほ
ど
や
っ
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
、
へ
え
。

哲
男　

プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
呼
ん
で
。
た
ぶ
ん
２

　
　

０
０
人
ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
け
ど
さ
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
そ
れ
で
も
す
ご
い
で
す
ね
。

哲
男　

え
え
。
サ
ン
プ
ラ
ザ
っ
て
い
う
、
デ
パ
ー
ト
み

　
　

た
い
な
と
こ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
２
階
で
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

哲
男　

や
っ
ぱ
り
、
ほ
ら
、
ジ
ャ
ズ
か
け
て
る
っ
て
い

　
　

う
こ
と
で
、
原
町
の
ほ
う
か
ら
ジ
ャ
ズ
愛
好
家
が

　
　

来
て
、
浪
江
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
や
ん
な
い
か
っ
て

　
　

い
う
こ
と
で
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
赤
字
で
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
ペ
イ
で
き
な

　
　

か
っ
た
っ
て
い
う
（
笑
）。

哲
男　

や
っ
ぱ
５
０
０
人
ぐ
ら
い
入
れ
な
い
と
。

ア
サ
ダ　

僕
は
、
震
災
後
に
浪
江
に
初
め
て
訪
れ
た
ん
で

　
　

す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
30
年
前
の
こ
の
あ
た
り
の

　
　

景
色
っ
て
い
う
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
違
っ
た
ん
じ
ゃ

　
　

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

哲
男　

違
い
ま
す
ね
。
わ
り
か
し
若
者
も
多
く
て
、
こ

　
　

こ
は
商
業
の
ま
ち
な
ん
で
す
ね
。
酒
屋
さ
ん
も
多

　
　

い
し
、
喫
茶
店
も
多
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
レ
ス

　
　

ト
ラ
ン
と
か
ね
。
な
か
な
か
素
晴
ら
し
い
ま
ち
で

　
　

し
た
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
活
気
が
あ
っ
た
と
い
う
か
。

哲
男　

あ
り
ま
し
た
ね
。
ほ
ん
で
、
「
十
日
市
」
な
ん

　
　

て
い
う
お
祭
り
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
れ
と
あ

　
　

と
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム
も
つ
く
っ
て
た
。

　
　

私
は
男
子
の
ほ
う
の
監
督
や
っ
て
、
林
さ
ん
が
女

　
　

子
の
、
県
の
大
会
ま
で
出
た
こ
と
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
す
ご
い
す
ご
い
。

哲
男　

で
、
ま
あ
林
さ
ん
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

　
　

ジ
ャ
ズ
っ
て
い
う
よ
り
は
、
山
口
百
恵
と
か
が
好

　
　

き
で
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
お
ふ
た
り
は
結
構
音
楽
の
趣
味
が

　
　

違
っ
た
ん
で
す
ね
。

哲
男　

ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

い
つ
も
ど
こ
で
買
わ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

哲
男　

近
く
に
、
う
ち
の
バ
レ
ー
部
の
後
輩
が
レ
コ
ー

　
　

ド
屋
さ
ん
や
っ
て
た
ん
で
す
ね
。
い
ま
は
辞
め

　
　

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
佐
藤
完
二
く
ん
を
通
じ

　
　

て
、
全
部
予
約
注
文
し
て
。

ア
サ
ダ　

結
構
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
か
け
て
い
た
曲
は
、

　
　

あ
り
ま
す
か
？

哲
男　

私
の
な
か
で
は
や
っ
ぱ
り
、
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ

　
　

ビ
ス
の
『
カ
イ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ブ
ル
ー
』
。

　
　
　
（
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
『So W

hat

』
が
流

　
　

れ
る
）

ア
サ
ダ　

長
く
お
店
の
ほ
う
を
ね
、
や
ら
れ
て
た
と
思
う

　
　

ん
で
す
け
ど
も
、
東
日
本
大
震
災
後
は
、
常
連
の

　
　

お
客
さ
ん
と
か
と
は
連
絡
と
か
は
取
り
合
っ
た
り

　
　

し
て
い
る
ん
で
す
か
？

哲
男　

い
や
、
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

　
　

ど
こ
に
い
る
か
わ
か
ん
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。

　
　

バ
レ
ー
や
っ
て
た
仲
間
は
ね
、
連
絡
取
り
合
っ
て

　
　

る
ん
で
す
け
ど
。
あ
と
は
、
み
ん
な
ど
こ
に
避
難

　
　

し
て
る
ん
だ
か
ま
だ
わ
か
ん
な
い
で
す
ね
。
地
震

　
　

あ
っ
た
と
き
も
お
店
に
ね
、
４
人
ぐ
ら
い
い
た
の

　
　

か
な
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
あ
の
日
は
お
店
は
開
け
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。

哲
男　

は
い
。
ほ
ん
で
、
い
ま
も
う
な
い
ん
で
す
け
ど
、

　
　

私
は
絨
毯
洗
っ
て
こ
こ
に
干
し
て
お
い
た
ん
で
す
。

　
　

の
子
。

り
ん
ご　

マ
ー
く
ん
。
も
う
、
い
ま
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
４

　
　

歳
、
５
歳
に
な
っ
て
、
下
の
弟
も
生
ま
れ
て
。

ト
ヨ　

お
し
ゃ
べ
り
に
な
っ
た
？

り
ん
ご　

お
利
口
に
な
り
ま
し
た
。

ト
ヨ　

あ
、
本
当
。

り
ん
ご　

走
り
回
っ
て
。

ト
ヨ　

ま
だ
ハ
イ
ハ
イ
し
て
歩
か
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。

り
ん
ご　

そ
う
で
す
よ
ね
、
お
し
ゃ
べ
り
も
で
き
な
か
っ

　
　

た
の
に
。

ト
ヨ　

ね
。

り
ん
ご　

早
い
な
。

ト
ヨ　

ね
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

ゲ
ス
ト
　
脇
坂
哲
男
さ
ん

　
　
　

（
浪
江
町
喫
茶
ト
レ
ド 

マ
ス
タ
ー
）

り
ん
ご　

と
き
は
遡
り
、
２
０
１
７
年
１
月
31
日
。
私
た

　
　

ち
は
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
１
集
に
登
場
い
た
だ

　
　

い
た
４
号
棟
に
お
住
ま
い
の
渡
部
茂
子
さ
ん
と
と

　
　

も
に
、
浪
江
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
案
内
い
た

　
　

だ
い
た
の
は
、
渡
部
ご
夫
妻
が
経
営
さ
れ
て
い
た

　
　

日
進
社
印
刷
所
。
そ
し
て
、
そ
の
お
隣
に
あ
る
ト

　
　

レ
ド
と
い
う
喫
茶
店
で
し
た
。
お
店
に
は
ほ
ん
の

　
　

り
と
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
、
た
く
さ
ん
の
レ
コ
ー

　
　

ド
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

そ
し
て
、
２
０
１
８
年
６
月
。
私
た
ち
は
茂
子

　
　

さ
ん
か
ら
ご
自
宅
、
そ
し
て
、
ト
レ
ド
を
解
体
す

　
　

る
こ
と
に
し
た
と
お
聞
き
し
、
解
体
前
の
姿
を
目

　
　

に
焼
き
つ
け
よ
う
と
、
再
び
浪
江
町
を
訪
れ
、
ト

　
　

レ
ド
の
マ
ス
タ
ー
、
脇
坂
哲
男
さ
ん
に
お
会
い
し

　
　

て
き
ま
し
た
。

　
　
　

ジ
ャ
ズ
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
浪
江
の
ま
ち
を

　
　

見
守
り
続
け
た
脇
坂
哲
男
さ
ん
よ
り
、
マ
イ
ル

　
　

ス
・
デ
イ
ビ
ス
『So W

hat

』
。
そ
し
て
、
脇
坂

　
　

さ
ん
と
と
も
に
ト
レ
ド
を
支
え
て
き
た
林 

広
明
さ

　
　

ん
か
ら
山
口
百
恵
『
さ
よ
な
ら
の
向
こ
う
側
』
。

　
　

思
い
出
の
音
楽
と
と
も
に
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

哲
男　

は
い
、
私
は
脇
坂
哲
男
と
申
し
ま
す
。

ア
サ
ダ　

哲
男
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ち
ょ

　
　

う
ど
い
ま
、
こ
の
ト
レ
ド
の
前
で
、
今
日
は
何
名

　
　

か
の
方
と
打
ち
合
わ
せ
さ
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
、

　
　

こ
こ
の
場
所
自
体
を
取
り
壊
さ
れ
る
？

哲
男　

は
い
、
解
体
で
す
。

ア
サ
ダ　

い
つ
ぐ
ら
い
に
こ
こ
は
解
体
さ
れ
る
予
定
な
ん

　
　

で
す
か
？

哲
男　

い
つ
で
し
ょ
う
ね
、
７
月
に
な
る
か
、
８
月
に

　
　

な
る
か
。

ア
サ
ダ　

去
年
、
渡
部
茂
子
さ
ん
に
日
進
社
印
刷
所
と
こ

　
　

の
ト
レ
ド
、
僕
ら
も
連
れ
て
き
て
い
た
だ
き
ま
し

　
　

た
。
そ
も
そ
も
こ
の
喫
茶
ト
レ
ド
は
、
ど
ん
な
お

　
　

店
か
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
も
い
い
で
す
か
？

哲
男　

も
う
40
年
や
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
昭
和
何
年

　
　

だ
ろ
、
52
年
の
12
月
に…

…

。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
で
は
じ
め
ら
れ
た
っ
て
伺
っ
た
ん
で

　
　

す
け
れ
ど
も
。

哲
男　

そ
う
で
す
。
林 

広
明
く
ん
。
同
級
生
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
浪
江
ご
出
身
で
？

哲
男　

出
身
は
、
私
は
楢
葉
町
で
す
。

ア
サ
ダ　

そ
う
な
ん
で
す
ね
。

哲
男　

林
さ
ん
が
富
岡
で
、
高
校
が
一
緒
だ
っ
た
の
。

　
　

浪
江
高
校
の
商
業
科
で
。
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　

を
や
っ
て
た
縁
で
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
長
い
で
す

　
　

ね
、
だ
い
た
い
18
歳
ぐ
ら
い
か
16
か
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
一
度
東
京
出
ら
れ
て
か
ら
戻
っ
て
こ

　
　

ら
れ
て
？

哲
男　

は
い
。東
京
に
６
年
ぐ
ら
い
。私
は
魚
屋
や
っ
て

　
　

た
ん
で
す
。
そ
の
あ
と
１
年
半
ぐ
ら
い
、
日
本
橋

　
　

の
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん
で
修
行
し
ま
し
て
。
私
ら
が

　
　

こ
こ
、
開
店
し
た
頃
は
い
っ
ぱ
い
喫
茶
店
が
あ
っ

　
　

た
ん
で
す
け
ど
、
ど
ん
ど
ん
辞
め
て
っ
ち
ゃ
っ
て

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

哲
男　

ち
ょ
う
ど
昔
は
近
く
に
役
場
が
あ
っ
た
ん
で
す

　
　

よ
。
い
ま
の
郵
便
局
の
と
こ
が
役
場
で
、
毎
朝
も

　
　

う
。

ア
サ
ダ　

役
場
の
方
は
多
い
で
す
よ
ね
、お
客
さ
ん
、き
っ

　
　

と
。

哲
男　

８
時
前
頃
か
ら
、
７
時
ぐ
ら
い
か
ら
、
い
つ
も

　
　

コ
ー
ヒ
ー
用
意
し
て
待
っ
て
て
。

ア
サ
ダ　

い
ま
ち
ょ
う
ど
ね
、
メ
ニ
ュ
ー
が
確
か
そ
の
へ

　
　

ん
に
。

哲
男　

う
ん
。
メ
ニ
ュ
ー
は
こ
っ
ち
ド
リ
ン
ク
で
、
あ

　
　

と
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
、
セ
ッ
ト

　
　

で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
結
構
音
楽
を
お
店
で
か
け
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？ 

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。
ジ
ャ
ズ
喫
茶
風
に
は
し
な
か
っ

　
　

た
ん
で
す
。
ま
あ
フ
ォ
ー
ク
も
か
け
た
り
、
あ
と

　
　

ジ
ャ
ズ
も
か
け
た
り
、
ま
あ
、
た
ま
に
ロ
ッ
ク
な

　
　

ん
か
も
。

ア
サ
ダ　

哲
男
さ
ん
ご
趣
味
と
い
う
か
、
音
楽
の
ほ
う
は
。

哲
男　

趣
味
は
フ
ォ
ー
ク
世
代
で
す
ね
。
も
う
65
で
す

　
　

か
ら
、
フ
ォ
ー
ク
で
す
ね
。
吉
田
拓
郎
と
か
、
井

変化と連なり さよならのかわりに

ア
サ
ダ　

ま
さ
に
こ
こ
。

哲
男　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

い
ま
、
わ
れ
わ
れ
が
座
っ
て
る
ベ
ン
チ
で
す
、

　
　

ト
レ
ド
の
前
の
。

哲
男　

ほ
ん
で
、
乾
い
た
か
ら
っ
つ
っ
て
運
ぼ
う
と
し

　
　

た
ら
、
道
路
の
真
ん
な
か
へ
ん
で
ぐ
ら
ー
っ
と
来

　
　

た
ん
で
す
よ
ね
。
で
、
ド
ア
、
あ
そ
こ
し
か
な
い

　
　

か
ら
、
出
入
り
口
。
そ
ん
で
、
お
客
さ
ん
に
外
に

　
　

出
て
も
ら
っ
て
。
ま
あ
、
店
そ
の
も
の
は
大
丈
夫

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
な
か
の
赤
レ
ン
ガ
と
か
が

　
　

崩
れ
て
ま
し
て
。
倒
れ
な
く
て
良
か
っ
た
な
と
。

　
　

で
も
、
あ
そ
こ
に
あ
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
は
こ
っ
ち
に

　
　

倒
れ
て
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
。

哲
男　

い
つ
も
あ
そ
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
干
し
と
く
ん
で

　
　

す
よ
。
で
も
、
そ
の
日
は
こ
っ
ち
。

ア
サ
ダ　

本
当
で
す
ね
。
た
ま
た
ま
こ
っ
ち
に
そ
の
日
、

　
　

こ
ち
ら
に
干
さ
れ
て
て
。

哲
男　

だ
か
ら
、
で
な
か
っ
た
ら
私
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
下

　
　

敷
き
に
な
っ
て
た
か
も
し
ん
な
い
。
ち
ょ
う
ど
そ

　
　

の
時
間
だ
か
ら
ね
。
で
、
あ
そ
こ
に
あ
る
奥
の
ほ

　
　

う
の
自
転
車
が
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

　
　

自
転
車
が
助
け
て
く
れ
た
、
私
の
無
事
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
か
。

哲
男　

え
え
。
す
ご
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
、
あ
の
と
き

　
　

の
揺
れ
は
、
う
ん
。

ア
サ
ダ　

み
ん
な
に
と
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
こ
こ
は
ひ
と
つ

　
　

の
そ
う
い
う
た
ま
り
場
と
い
う
か
。

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
若
者
を
中
心
に
、
何

　
　

か
を
ね
、
ま
あ
ジ
ャ
ズ
を
み
ん
な
に
幅
広
く
伝
え

　
　

た
り
、
あ
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
め
い
っ
ぱ
い
体
を

　
　

動
か
し
て
。
ま
あ
、
こ
の
ま
ち
に
来
て
、
や
っ
ぱ

　
　

り
ジ
ャ
ズ
を
広
め
て
、
み
な
さ
ん
に
ジ
ャ
ズ
っ
て

　
　

こ
う
い
う
も
ん
だ
よ
っ
て
い
う
も
の
を
聴
い
て
も

　
　

ら
っ
た
だ
け
で
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
う

　
　

40
年
ち
ょ
っ
と
で
歴
史
は
終
わ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た

　
　

け
ど
ね
。

ア
サ
ダ　

は
い
。
今
日
は
喫
茶
ト
レ
ド
を
経
営
さ
れ
て
い

　
　

た
脇
坂
哲
男
さ
ん
に
ゲ
ス
ト
に
お
越
し
い
た
だ
き

　
　

ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
山
口
百
恵『
さ
よ
な
ら
の
向
こ
う
側
』が
流
れ

　
　

る
）

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
第
５
集
「
変
化
と
連
な
り

　
　

さ
よ
な
ら
の
か
わ
り
に
」、い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

　
　

う
か
？

　
　
　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
で
は
リ
ク
エ
ス
ト
を
募
集

　
　

し
て
お
り
ま
す
。
C
D
と
同
封
さ
れ
て
い
た
リ
ク

　
　

エ
ス
ト
カ
ー
ド
に
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲
名
と

　
　

歌
手
名
、
そ
し
て
、
そ
の
曲
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

　
　

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
、
団
地
の
集
会
場
の
黄

　
　

色
い
専
用
の
ポ
ス
ト
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ま
た
、
C
D
デ
ッ
キ
も
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
　

何
名
か
の
住
民
の
方
か
ら
、
「
聴
き
た
い
け
ど
家

　
　

に
機
械
が
な
い
か
ら
聴
け
な
い
」
と
い
う
ご
意
見

　
　

も
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
い
つ
で
も
C
D
デ
ッ

　
　

キ
を
ご
自
宅
ま
で
お
持
ち
し
ま
す
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
春
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
が
、
ま
だ

　
　

少
し
寒
さ
が
続
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
あ

　
　

た
た
か
く
し
て
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
お
届
け
し

　
　

ま
し
た
の
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
パ
ー
ソ
ナ
リ

　
　

テ
ィ
ー
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
、
榊 

裕
美
、
江
尻
浩
二

　
　

郎
で
し
た
。
そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
、
ご
き
げ
ん
よ

　
　

う
。
さ
よ
う
な
ら
。

こ
お
り
や
ま

れ
い

し
も
た
か  

く よ　

の  

も
り



　
　

き
ま
し
た
よ
ね
。
最
初
に
晴
男
さ
ん
か
ら
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
カ
ー
ド
を
い
た
だ
い
て
、
そ
の
あ
と
、
晴
男

　
　

さ
ん
と
洋
子
さ
ん
、
ふ
た
り
と
も
リ
ク
エ
ス
ト
を

　
　

い
た
だ
い
た
。
で
、
晴
男
さ
ん
の
ほ
う
が
、
井
沢

　
　

八
郎
『
男
傘
』
っ
て
い
う
曲
で
し
た
よ
ね
。
僕
、

　
　

あ
の
曲
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
　
　

の
ど
自
慢
大
会
か
で
歌
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ

　
　

れ
っ
て
い
つ
頃
？

晴
男　

18
歳
の
と
き
だ
か
ら
、
ま
あ
50
年
は
ま
わ
っ
た

　
　

な
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
、
浪
江
で
や
っ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

浪
江
の
手
前
の
双
葉
町
。
あ
の
頃
の
体
育
館
っ

　
　

て
、
落
成
記
念
っ
て
い
う
と
そ
う
い
う
お
祭
り
を

　
　

や
っ
て
、
N
H
K
さ
ん
の
こ
と
呼
ば
っ
て
、
あ
ち

　
　

こ
ち
で
の
ど
自
慢
多
か
っ
た
の
。
昭
和
43
年
頃
だ
。

ア
サ
ダ　
『
男
傘
』
を
歌
お
う
っ
て
な
っ
た
の
は
、
な
ぜ

　
　

で
す
か
？

晴
男　

ま
あ
い
た
ず
ら
だ
よ
、
ど
う
っ
て
こ
と
な
い
。

　
　

聴
い
た
だ
け
で
、
練
習
な
ん
か
し
て
な
い
よ
。

ア
サ
ダ　

あ
の
曲
っ
て
、
か
な
り
勇
ま
し
い
曲
じ
ゃ
な
い

　
　

で
す
か
。

晴
男　

は
い
。
あ
の
声
で
は
歌
え
ね
え
け
ど
も
、
井
沢

　
　

八
郎
は
高
音
で
い
い
声
出
し
て
ん
だ
、
も
と
は
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
。
高
音
だ
け
れ
ど
も
、
ど
や
す

　
　

よ
う
な
感
じ
っ
て
い
う
か
。

晴
男　

そ
う
そ
う
そ
う
そ
う
。

　
　
　
（
井
沢
八
郎
『
男
傘
』
が
流
れ
る
）

ア
サ
ダ　

ち
な
み
に
結
果
か
ら
聞
き
ま
す
け
ど
、
あ
の
キ

　
　

ン
コ
ン
カ
ン
コ
ン
カ
ー
ン…

…

。

晴
男　

２
点
で
す
、
２
点
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。『
ラ
ジ
オ
下
神
白

　
　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。

　
　

こ
の
C
D
で
は
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん

　
　

の
ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深

　
　

い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　

第
５
集
の
テ
ー
マ
は
「
変
化
と
連
な
り　

さ
よ

　
　

な
ら
の
か
わ
り
に
」
。
下
神
白
団
地
に
住
ま
わ
れ

　
　

た
あ
と
に
、
も
と
の
ま
ち
に
戻
ら
れ
た
り
、
別
の

　
　

ま
ち
へ
と
転
居
さ
れ
た
住
民
さ
ん
の
声
を
収
録
し

　
　

ま
し
た
。
元
４
号
棟
住
民
で
、
現
在
、
南
相
馬
在

　
　

住
の
横
山
晴
男
さ
ん
・
洋
子
さ
ん
ご
夫
妻
。
元
２

　
　

号
棟
住
民
で
、
現
在
富
岡
町
在
住
の
原
田
洋
星
さ

　
　

ん
・
ト
ヨ
さ
ん
ご
夫
妻
。そ
し
て
、お
知
ら
せ
コ
ー

　
　

ナ
ー
で
は
、
４
号
棟
の
渡
部
茂
子
さ
ん
と
親
交
の

　
　

あ
る
、
浪
江
町
の
喫
茶
ト
レ
ド
の
店
長
・
脇
坂
哲

　
　

男
さ
ん
に
も
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
い
ま
の
生
活
の
現
状
と
と
も
に
、

　
　

下
神
白
団
地
で
つ
な
が
っ
た
一
人
ひ
と
り
へ
の
感

　
　

謝
の
思
い
が
声
と
音
楽
で
綴
ら
れ
ま
す
。　
　
　

　
　
　

ま
ず
は
横
山
晴
男
さ
ん
、
洋
子
さ
ん
ご
夫
妻
で

　
　

す
。
横
山
晴
男
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
小
林 

旭

　
　

で
『
昔
の
名
前
で
出
て
い
ま
す
』。そ
し
て
、
洋
子

　
　

さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
ち
あ
き
な
お
み
で
『
喝

　
　

采
』
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

横
山
晴
男
さ
ん
の
の
ど
自
慢
大
会
　

ア
サ
ダ　

リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
入
れ
る
黄
色
い
ポ
ス
ト

　
　

は
、
晴
男
さ
ん
と
平
子
さ
ん
に
つ
く
っ
て
い
た
だ

晴
男　

た
ま
た
ま
。
１
点
っ
て
い
う
時
代
も
あ
っ
た
ん

　
　

だ
、
あ
の
頃
は
。

ア
サ
ダ　

１
点
？　

容
赦
な
い
で
す
ね
。

晴
男　

う
ん
。
こ
ん
な
格
好
で
、
ジ
ー
パ
ン
は
い
て
、

　
　

シ
ャ
ツ
着
て
。

ア
サ
ダ　

ジ
ー
パ
ン
い
い
で
す
ね
。

晴
男　

予
選
も
同
じ
よ
う
な
支
度
で
行
っ
て
、
ま
あ
、

　
　

歌
い
方
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん
だ
ね
。
若
い
し
、

　
　

一
回
テ
レ
ビ
に
出
す
か
っ
て
。
ほ
ん
で
、
出
し
て

　
　

も
ら
っ
た
。

ア
サ
ダ　

お
お
！

晴
男　

だ
か
ら
、
本
番
の
テ
レ
ビ
で
も
映
っ
て
る
の
。

　
　

み
ん
な
テ
レ
ビ
に
く
ぎ
づ
け
だ
っ
た
。
や
っ
と
テ

　
　

レ
ビ
も
一
家
に
１
台
く
ら
い
ず
つ
普
及
し
た
か
ら
。

　
　
（
テ
レ
ビ
）出
た
ら
、俺
も
小
僧
だ
っ
た
か
ら
「
な

　
　

ん
だ
お
前
の
と
こ
ろ
の
息
子
、
よ
く
が
ん
ば
っ
た

　
　

も
ん
だ
」
な
ん
て
や
っ
ち
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
歌
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

晴
男　

で
も
、
駄
目
だ
っ
た
の
。

洋
子　

お
ば
あ
さ
ん
が
好
き
だ
っ
た
の
ね
。
似
て
ん

　
　

じ
ゃ
な
い
の
？

ア
サ
ダ　

え
、
お
母
さ
ん
が
っ
て
こ
と
で
す
か
？

晴
男　

お
ふ
く
ろ
は
う
ま
く
て
。
み
ん
な
か
ら
、
歌
え

　
　

歌
え
な
ん
て
や
っ
ち
、
ど
こ
さ
行
っ
て
も
歌
っ
て

　
　

た
。

洋
子　

お
母
さ
ん
は
、
何
か
の
拍
子
で
集
ま
っ
て
歌
っ

　
　

て
た
ね
。

晴
男　

ほ
ら
、
部
落
の
婦
人
会
で
、
１
泊
で
湯
入
る
な

　
　

ん
て
あ
っ
た
時
代
だ
も
ん
。
そ
れ
に
行
く
と
、
必

　
　

ず
歌
っ
て
た
っ
て
い
う
話
だ
。

洋
子　

や
っ
ぱ
り
一
番
最
初
に
歌
っ
た
み
た
い
で
。

晴
男　

お
ふ
く
ろ
も
な
。

　
　

た
っ
て
ね
。
一
番
早
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す

　
　

よ
、
こ
の
人
。

晴
男　

結
婚
し
た
の
が
早
か
っ
た
ん
だ
、
俺
は
。

洋
子　

同
級
生
の
な
か
で
。

晴
男　

ち
ょ
う
ど
25
に
な
っ
た
と
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

晴
男　

う
ん
、お
や
じ
、お
ふ
く
ろ
も
そ
ろ
そ
ろ
と
思
っ

　
　

て
、
帰
っ
て
き
た
ら
た
ま
た
ま
な
、
隣
組
の
お
ば

　
　

あ
さ
ん
に
言
わ
っ
ち
な
。
ほ
ん
で
会
っ
た
ら
、
い

　
　

い
っ
て
言
う
か
ら
し
ょ
う
な
い
か
ら
も
ら
っ
た
わ

　
　

い
な
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

も
ら
っ
た
わ
い
な
。

洋
子　

し
ょ
う
な
い
か
ら
だ
っ
て
（
笑
）。
失
礼
だ
よ

　
　

ね
、
ア
サ
ダ
さ
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
言
い
方
し
ま
し
た
ね
、
い
ま
ね
、
晴
男

　
　

さ
ん
ね
。

洋
子　

ね
え
。

晴
男　

俺
は
若
い
う
ち
、す
ご
く
や
っ
た
べ
や
。出
会
っ  

　
　

た
頃
は
ね
。
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
と
か
盛
ん
に
歌
っ
て

　
　

た
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
は
い
は
い
。

洋
子　
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』
か
？

晴
男　
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』
と
か
。　
　
　

ア
サ
ダ　

レ
コ
ー
ド
も
持
っ
て
た
り
と
か
さ
れ
た
ん
で
す

　
　

か
、
晴
男
さ
ん
っ
て
。

洋
子　

レ
コ
ー
ド
は
う
ち
に
あ
り
ま
す
、
浪
江
に
。

晴
男　

う
ん
、
持
っ
て
る
べ
や
。

ア
サ
ダ　

あ
、
浪
江
に
残
っ
て
る
ん
で
す
か
。

晴
男　

ま
だ
こ
こ
さ
持
っ
て
こ
ら
ん
ね
え
か
ら
、
孫
た

　
　

ち
来
っ
か
ら
。

洋
子　

倉
庫
に
あ
り
ま
す
。

晴
男　

そ
ん
な
も
の
、
投
げ
ろ
（
捨
て
ろ
）
っ
て
言
う

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

浪
江
に
ま
だ
倉
庫
は
あ
る
ん
で
す
か
？

晴
男　

あ
り
ま
す
、
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

で
、
そ
こ
に
レ
コ
ー
ド
も
置
い
て
ら
っ
し
ゃ

　
　

る
？

晴
男　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

へ
え
。

晴
男　

あ
れ
の
向
か
い
側
に
倉
庫
あ
る
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。
そ
の
隣
の
お
う
ち
は
壊
さ

　
　

れ
た
け
ど
。

晴
男　

う
ん
、
そ
れ
だ
け
は
置
い
た
の
。

洋
子　

倉
庫
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
両
方

　
　

で
、
昔
の
何
つ
う
の
？

晴
男　

テ
ク
ニ
ク
ス
だ
。

洋
子　

っ
て
言
う
ら
し
い
。
そ
れ
は
残
っ
て
る
よ
。

ア
サ
ダ　

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
ス
ピ
ー
カ
ー
と
ア
ン

　
　

プ
が
あ
っ
て
。

晴
男　

ラ
ジ
オ
も
あ
る
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
す
ご
い
。
見
に
行
き
た
い
な
、
そ
れ
は
。

洋
子　

あ
、
見
に
行
き
た
い
（
笑
）？

　
　
　

　
　
　
（
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』　

　

が
流
れ
る
。
倉
庫
で
レ
コ
ー
ド
を
探
す
一
同
）

晴
男　

配
電
盤
で
す
。

ア
サ
ダ　

配
電
盤
？

晴
男　

角
。
な
か
に
入
っ
て
。
あ
あ
、
そ
こ
そ
こ
。

ア
サ
ダ　

わ
か
り
ま
し
た
、
わ
か
り
ま
し
た
、
ど
こ
か
。

洋
子　

こ
れ
で
す
よ
、
ア
サ
ダ
さ
ん
。

ア
サ
ダ　

お
お
。

晴
男　

こ
れ
、
昭
和
41
年
だ
か
２
年
に
買
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

っ
て
こ
と
は
、『
の
ど
自
慢
』
に
出
る
と
き
が

　
　

昭
和
43
年…

…

。

晴
男　

あ
あ
、
そ
の
頃
、
そ
の
頃
。

ア
サ
ダ　

お
お
。
す
ご
い
。

晴
男　

あ
、
西
川
峰
子
だ
。　
　

洋
子　

西
川
峰
子
ね
。

晴
男　

西
川
峰
子
と…

…

。

ア
サ
ダ　

小
柳
ル
ミ
子
。

洋
子　

ち
あ
き
な
お
み
。

晴
男　

ど
こ
さ
か
い
っ
た
な
、
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
。
ほ
ら
、

　
　

言
っ
て
る
。

ア
サ
ダ　

あ
、
仰
っ
て
ま
し
た
ね
、
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
。
こ

　
　

の
レ
コ
ー
ド
は
洋
子
さ
ん
も
聴
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
ん
で
す
か
？

洋
子　

私
は
震
災
前
は
聴
い
て
た
よ
、
う
ん
。
西
川
峰

　
　

子
の
何
だ
っ
け
な
、
こ
れ
じ
ゃ
な
く
て
。
キ
ン
キ

　
　

ラ
だ
か
ん
ね
、
こ
の
人
ね
。

ア
サ
ダ　

何
そ
れ
、
キ
ン
キ
ラ
っ
て
。

洋
子　

あ
な
ん
か
こ
う
い
う
、こ
の
方
っ
て
、ハ
ス
キ
ー

　
　

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

そ
の
曲
の
名
前
っ
て
わ
か
り
ま
す
？

洋
子　

わ
か
ん
な
い
、
忘
れ
た
。
「
あ
な
た
に
あ
げ
る

　
　

何
と
か
何
と
か
」
っ
て
い
う
歌
だ
け
ど
。
そ
れ

　
　
（
レ
コ
ー
ド
を
）
回
し
ち
ゃ
え
ば
わ
か
る
け
れ
ど

　
　

も
、
壊
れ
て
っ
か
ら
で
き
な
い
。
載
っ
て
な
い
で

　
　

す
か
？

ア
サ
ダ　

歌
詞
は
載
っ
て
ま
す
。

　
　
　
（
西
川
峰
子
『
あ
な
た
に
あ
げ
る
』
が
流
れ

　
　
　

る
）

ア
サ
ダ　

ど
う
い
う
と
き
に
洋
子
さ
ん
っ
て
音
楽
聴
い
て

　
　

た
の
？

洋
子　

ど
う
い
う
と
き
？　

う
ー
ん
、
ご
飯
食
べ
て

　
　

ほ
っ
と
し
た
と
き
。
家
事
の
と
き
は
聴
か
な
い
で

洋
子　

こ
っ
ち
は
上
手
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

そ
の
へ
ん
、
ま
あ
血
だ
ね
。

洋
子　

お
じ
い
さ
ん
は
横
笛
で
、
盆
踊
り
の
と
き
は

　
　

や
っ
ぱ
り
頼
ま
れ
な
く
て
も
自
分
で
笛
持
っ
て
っ

　
　

て（
笑
）。

ア
サ
ダ　

も
う
ね
、
や
る
も
ん
だ
っ
て
い
う
感
じ
。

洋
子　

そ
う
そ
う
そ
う
。

晴
男　

70
過
ぎ
ま
で
吹
い
て
た
か
ん
ね
。
結
構
達
者

　
　

だ
っ
た
ん
だ
わ
、
笛
吹
き
は
。

ア
サ
ダ　

笛
吹
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
、
お
父
さ
ま
は
。

晴
男　

２
代
目
覚
え
ろ
っ
て
や
っ
て
た
ね
。
私
は
駄
目

　
　

だ
な
。

一
同　
（
笑
）。

洋
子　

結
構
難
し
い
も
ん
ね
。

晴
男　

大
工
仕
事
は
で
き
っ
け
ど
、
そ
の
ほ
か
の
こ
と

　
　

は
駄
目
な
ん
だ
。
不
器
用
で
。

江
尻　

い
や
、
ま
だ
遅
く
ね
え
な
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

大
工
仕
事
で
基
礎
は
積
ん
で
ま
す
も
ん
ね
。

洋
子　

い
や
、
難
し
い
。
息
も
続
か
な
い
よ
、
あ
の
笛

　
　

は
、
き
っ
と
。

晴
男　

う
ん
、
確
か
に
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
吹
い
た
ん
だ

　
　

よ
、
俺
は
。
お
ふ
く
ろ
の
教
え
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

お
母
さ
ま
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
も
吹
い
て
、
歌
も

　
　

歌
っ
て
、
お
父
さ
ん
は
横
笛
を
？

晴
男　

う
ん
。
う
ち
の
い
と
こ
も
一
回
、
遠
藤 

実
先
生

　
　

に
つ
い
て
、
で
も
や
っ
ぱ
り
お
金
の
面
で
途
中
で

　
　

諦
め
た
の
。

ア
サ
ダ　

歌
唱
の
指
導
で
す
か
。

晴
男　

う
ん
。
俺
も
本
当
は
２
０
０
万
あ
っ
と
、
あ
の

　
　

当
時
、
プ
ロ
歌
手
に
な
れ
て
た
ん
だ
っ
た
。

洋
子　

初
め
て
聞
い
た
！

晴
男　

小
林 

旭
が
お
じ
の
甥
っ
子
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

え
！　

つ
な
が
り
が
あ
る
ん
で
す
ね
、
小
林 

旭

　
　

さ
ん
と
。

晴
男　

い
ま
で
も
健
在
。
あ
り
ま
す
あ
り
ま
す
、
東
京

　
　

渋
谷
で
ね
。

ア
サ
ダ　

大
ス
タ
ー
で
す
ね
。

晴
男　

う
ん
、
あ
そ
こ
は
多
摩
川
の
上
だ
か
ら
、
荒
川

　
　

で
ね
え
、
何
つ
っ
た
っ
け
な
。
上
野
毛
。
そ
こ
で

　
　

ね
、
お
寺
や
っ
て
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

へ
え
。

晴
男　

そ
こ
の
お
じ
の
奥
さ
ん
が
、
小
林 

旭
の
お
ふ
く

　
　

ろ
の
妹
な
の
。

ア
サ
ダ　

お
お
、
近
い
な
、
そ
れ
（
笑
）。

晴
男　

お
ふ
く
ろ
は
会
っ
て
る
よ
、
た
ぶ
ん
。
俺
は
行

　
　

か
な
か
っ
た
け
ど
な
。
た
だ
、
２
０
０
万
く
ら
い

　
　

あ
れ
ば
大
丈
夫
だ
よ
っ
て
や
つ
、
あ
の
当
時
。
昭

　
　

和
50
年
頃
。

ア
サ
ダ　

当
時
の
２
０
０
万
っ
て
い
う
の
は
、
結
構
な
額

　
　

で
す
よ
ね
。

晴
男　

う
ん
、
い
ま
の
２
０
０
０
万
か
、
そ
ん
く
ら
い

　
　

か
か
っ
た
ん
だ
な
、
プ
ロ
歌
手
に
な
る
に
は
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

い
や
、
も
う
最
初
か
ら
諦
め
て
た
。

一
同　
（
笑
）。

　
　
　
（
小
林 

旭
『
昔
の
名
前
で
出
て
い
ま
す
』
が
流

　
　

れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

横
山
ご
夫
妻
の
出
会
い

　
　
〜
洋
子
さ
ん
が
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
た
夜

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
は
い
つ
ぐ
ら
い
に
、
ど
ん
な
ふ
う
に

　
　

出
会
わ
れ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

私
ど
も
は
昭
和
50
年
に
一
緒
に
な
り
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

晴
男　

私
は
昭
和
46
年
に
東
京
に
出
て
っ
て
、
49
年
に

　
　

帰
っ
て
来
た
ん
で
す
。
修
業
し
な
が
ら
。

ア
サ
ダ　

大
工
の
お
仕
事
の
修
業
で
す
か
？

晴
男　

は
い
。
そ
の
前
に
帰
っ
て
来
た
の
か
？　

だ
い

　
　

た
い
同
じ
ぐ
ら
い
だ
ろ
、
お
前
と
俺
。

洋
子　

私
は
49
年
に
帰
っ
て
き
て
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
同
じ
で
す
よ
ね
。

洋
子　

は
い
。

洋
子　

静
岡
な
ん
で
す
。

晴
男　

浜
松
だ
な
。

洋
子　

や
っ
ぱ
り
、
二
十
歳
の
頃
帰
っ
て
き
た
い
っ
て

　
　

い
う
か
、
そ
れ
で
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

洋
子
さ
ん
も
浪
江
？

洋
子　

私
は
小
高
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

当
時
、
何
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
。

晴
男　

縫
製
業
だ
べ
や
。

洋
子　

仲
人
さ
ん
（
を
や
る
の
が
）
好
き
な
人
が
近
く

　
　

に
い
て
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ん
で
す
け
ど
。

晴
男　

そ
う
だ
な
、
昔
で
い
う
、
お
見
合
い
み
た
い
な

　
　

も
ん
で
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

洋
子　
「
ど
う
だ
い
？
」と
か
っ
て
、そ
れ
で
知
り
合
っ

　
　

た
み
た
い
な
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。
結
構
人
ご
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

一
同　
（
笑
）。

晴
男　

結
構
年
離
っ
ち
ん
だ
、
こ
れ
と
俺
で
。

洋
子　

５
つ
で
す
よ
、
そ
ん
な
ね
、
20
も
30
も
（
離
れ

　
　

て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
）。
私
は
昭
和
30
年（
生
ま

　
　

れ
）
で
す
か
ら
。
こ
っ
ち
は
24
年
（
生
ま
れ
）
な

　
　

ん
だ
け
ど
。
そ
ん
な
に
ね
、
離
れ
て
る
っ
つ
っ

　
　

み
ん
な
お
ら
よ
り
も
30
も
40
も
お
っ
き
な
人
ば
っ

　
　

か
り
だ
か
ら
、
わ
か
ん
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

３
年
間
、
下
神
白
に
暮
ら
さ
れ
て
、
い
ま
も
連

　
　

絡
取
っ
た
り
す
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

洋
子　

は
い
。
あ
っ
ち
に
い
た
と
き
は
楽
し
か
っ
た
け

　
　

ど
、
こ
こ
に
来
て
み
れ
ば
生
活
が
あ
れ
し
て
る

　
　

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
　
　

私
は
病
院
に
行
っ
て
る
と
き
は
、
必
ず
じ
ゃ
な

　
　

い
け
ど
、
火
曜
日
と
木
曜
日
の
カ
フ
ェ
の
日
に
は

　
　

な
る
べ
く
合
わ
す
よ
う
に
し
て
ん
だ
け
ど
、
や
っ

　
　

ぱ
り
半
日
が
病
院
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、

　
　

な
か
な
か
。

晴
男　

わ
り
と
、
お
前
は
楽
し
ん
だ
ど
。

一
同　
（
笑
）。

晴
男　

う
ん
、
下
神
白
で
は
。

洋
子　

だ
っ
て
、
こ
の
人
は
何
に
も
あ
れ
で
（
笑
）。

晴
男　

俺
は
ま
あ…

…

。

洋
子　

男
と
女
の
あ
れ
だ
わ
い
ね
。

晴
男　

あ
れ
な
、
大
工
仕
事
し
て
て
な
、
お
茶
飲
め
ん

　
　

か
っ
た
っ
ち
。
ま
あ
、
た
ま
に
１
杯
ぐ
ら
い
ご
ち

　
　

そ
う
に
な
っ
た
け
ど
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

女
の
人
の
ほ
う
が
そ
う
い
う
の
強
い
も
ん
。
交

　
　

流
す
る
の
は
男
の
人
、
下
手
だ
も
ん
ね
。

洋
子　

う
ん
。

晴
男　

俺
、
お
金
出
し
て
カ
フ
ェ
入
っ
た
こ
と
ね
え
ん

　
　

だ
か
ら
、
ま
だ
。

一
同　
（
笑
）。

洋
子　

こ
こ
に
来
た
ら
、
そ
う
い
う
あ
れ
が
な
い
か
ら
。

晴
男　

い
や
、
い
い
か
ら
来
て
飲
め
っ
て
言
わ
れ
た
ん

　
　

だ
け
ん
ど
。

洋
子　

私
は
楽
し
か
っ
た
よ
。

晴
男　

う
ん
、
楽
し
ん
だ
べ
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

平
子
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
も
下
神
白
で
す
か
？

晴
男　

う
ん
、
そ
こ
で
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

も
と
も
と
知
り
合
い
じ
ゃ
な
く
て
、
下
神
白
で

　
　

出
会
っ
た
？

晴
男　

う
ん
。
ま
あ
昔
の
話
聞
く
と
、
た
ぶ
ん
若
い
頃

　
　

は
行
き
会
っ
て
っ
か
も
わ
か
ん
ね
え
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
、
い
い
話
だ
な
。

晴
男　

私
浪
江
で
、
あ
ち
ら
の
方
は
富
岡
だ
か
ら
。
で
、

　
　

同
じ
建
設
会
社
の
も
た
ま
に
か
じ
っ
た
こ
と
も

　
　

あ
っ
か
ら
。「
ど
こ
ど
こ
さ
行
っ
て
た
」
っ
て
話

　
　

し
た
ら
、「
あ
、
俺
も
行
っ
て
た
ど
」
っ
て
言
っ

　
　

た
か
ら
、
平
子
さ
ん
も
「
俺
も
そ
こ
の
下
請
け
も

　
　

ら
っ
て
や
っ
て
た
よ
」
っ
つ
っ
た
の
。

　
　
　

平
子
さ
ん
が
ラ
ジ
オ
体
操
終
わ
っ
と
、
そ
の
時

　
　

間
に
俺
、行
く
の
。富
岡
で
お
い
っ
ち
に
っ
て
や
っ

　
　

て
っ
か
ら
。
あ
の
頃
ね
、
８
０
０
０
歩
歩
い
て
た

　
　

ん
で
す
、
毎
日
。
も
う
あ
れ
か
ら
、
も
う
丸
１
年

　
　

歩
っ
て
な
い
な
。
去
年
ま
で
は
席
取
り
に
も
行
っ

　
　

た
の
、
花
火
大
会
の
。

洋
子　

小
名
浜
の
ね
。

晴
男　

う
ん
、
席
取
り
に
行
っ
て
た
ん
だ
よ
、
ふ
た
り

　
　

で
。
朝
５
時
起
き
し
て
、
テ
ー
プ
貼
っ
て
。
だ
か

　
　

ら
、
お
ば
あ
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
、
み
ん
な
来
た

　
　

よ
。
打
ち
上
げ
花
火
。

洋
子　

最
高
だ
っ
た
、だ
か
ら
、３
年
間
見
せ
て
も
ら
っ

　
　

た
け
ど
。

晴
男　

ま
あ
平
子
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
で
ね
、
仕
事
な

　
　

り
遊
び
な
り
、
散
歩
に
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
、

　
　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
と
、
佐

　
　

山
さ
ん
ら
に
も
い
ろ
い
ろ
ご
心
配
か
け
た
こ
と
も

　
　

あ
る
し
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

　
　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

洋
子　

下
神
白
の
み
な
さ
ん
、
３
年
間
い
ろ
い
ろ
お
世

　
　

話
に
な
り
ま
し
た
。
や
っ
と
自
分
の
う
ち
に
来
て
、

　
　

安
心
っ
て
い
う
か
、
不
安
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
ま

　
　

あ
そ
こ
そ
こ
慣
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
こ
れ
か

　
　

ら
、
ど
う
す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
も
、
が

　
　

ん
ば
っ
て
、
ま
あ
高
齢
者
の
方
は
身
体
に
気
を
付

　
　

け
て
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

原
田
ご
夫
妻
の
出
会
い

　
　
〜
東
京
・
横
浜
時
代
と
洋
星
さ
ん
の
あ
の
曲

江
尻　

続
い
て
は
、
元
２
号
棟
に
お
住
ま
い
で
、
現
在

　
　

は
富
岡
町
に
戻
ら
れ
た
、
原
田
洋
星
さ
ん
・
ト
ヨ

　
　

さ
ん
の
ご
夫
妻
で
す
。

　
　
　

集
会
場
の
カ
フ
ェ
で
隣
り
合
わ
せ
た
ト
ヨ
さ
ん

　
　

か
ら
、
レ
コ
ー
ド
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
い
う
お
話

　
　

を
伺
っ
た
の
は
、
も
う
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
で
、

　
　

ぜ
ひ
見
せ
て
く
だ
さ
い
と
団
地
の
部
屋
を
訪
ね
た

　
　

の
は
、
２
０
１
７
年
３
月
９
日
の
こ
と
で
し
た
。

　
　

も
う
一
度
、
改
め
て
お
話
を
伺
お
う
と
考
え
て
い

　
　

た
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
お
ふ
た
り
は

　
　

富
岡
町
に
戻
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
い
や
、
残

　
　

念
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ト
ヨ
さ
ん
が
遊
び
に

　
　

来
て
く
だ
さ
い
な
ん
て
言
っ
て
く
だ
さ
る
も
ん
で

　
　

す
か
ら
、
私
た
ち
は
厚
か
ま
し
く
も
雁
首
そ
ろ
え

　
　

て
、
本
当
に
伺
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　

小
春
日
和
の
昼
下
が
り
、
早
速
い
ま
、
目
の
前

　
　

に
お
ふ
た
り
の
思
い
出
の
、
た
く
さ
ん
の
レ
コ
ー

　
　

ド
が
広
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

す
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
落
ち
着
い
た
と
き
に
、
自
分
で
そ
う

　
　

や
っ
て
レ
コ
ー
ド
か
け
て
、
針
落
と
し
て
聴
く
？

洋
子　

は
い
は
い
。

ア
サ
ダ　

っ
て
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間

　
　

に
、
わ
ざ
わ
ざ
音
楽
聴
い
て
た
の
ね
。

洋
子　

そ
う
で
す
ね
。
家
事
の
と
き
は
、
ま
あ
こ
れ

　
　
（
L
P
レ
コ
ー
ド
）
だ
と
結
構
、
（
収
録
）
時
間

　
　

あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
１
曲
じ
ゃ
な
い
か
ら
。

　
　

か
け
と
い
た
ら
。

ア
サ
ダ　

ア
ル
バ
ム
だ
か
ら
ね
、
L
P
で
。
そ
っ
か
そ
っ

　
　

か
。

洋
子　

こ
れ（
シ
ン
グ
ル
レ
コ
ー
ド
）は
す
ぐ
聴
い
ち
ゃ

　
　

う
か
ら
さ
、
終
わ
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
？

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
す
ぐ
終
わ
っ
ち
ゃ
う
も
ん
ね
。

洋
子　

う
ん
う
ん
。
だ
か
ら
、
こ
れ
で
は
ち
ょ
っ
と
。

ア
サ
ダ　

か
け
な
が
ら
何
か
し
て
た
？　

そ
れ
と
も
、
わ

　
　

り
と
ゆ
っ
く
り
が
多
か
っ
た
？

洋
子　

黙
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
飲
む
と
か
そ
れ
ぐ
ら
い
だ
っ

　
　

た
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。そ
れ
っ
て
、お
子
さ
ん
が
ち
っ

　
　

さ
か
っ
た
頃
？

洋
子　

う
ー
ん
、
中
学
か
な
。
ち
っ
ち
ゃ
い
と
き
は
、

　
　

ま
あ
寝
か
し
て
、
そ
ん
と
き
く
ら
い
だ
ね
、
あ
ん

　
　

ま
り
（
音
を
）
高
く
は
で
き
な
い
、
起
き
ち
ゃ
う

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

洋
子　

歌
う
こ
と
は
で
き
な
い
け
ど
、
音
痴
だ
か
ら
。

　
　

聴
く
こ
と
は
ね
、
み
な
さ
ん
の
歌
っ
て
る
の
を
聴

　
　

い
た
り
、
そ
れ
く
ら
い
は
。
自
分
で
歌
う
っ
て
い

　
　

う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
自
信
が
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

こ
こ
の
居
間
で
、
夜
に
？

洋
子　

う
ん
。
で
も
、
舅
さ
ん
い
た
か
ら
、
あ
ん
ま
り

　
　

ボ
リ
ュ
ー
ム
高
く
は
で
き
な
い
ん
だ
。
年
寄
り
っ

　
　

て
意
外
と
早
く
休
む
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
ア
ル
バ
ム
１
枚
ず
っ
と
聴
き
な
が
ら
、

　
　

ち
ょ
っ
と
休
ん
で
た
？

洋
子　

う
ん
、
そ
う
だ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
洋
子
さ
ん
に
と
っ
て
は
ど
ん
な
時
間

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
か
ね
。

洋
子　

ど
ん
な
時
間
？

ア
サ
ダ　

わ
り
と
ゆ
っ
く
り
と
ひ
と
り
で
過
ご
せ
る
時
間

　
　

で
？

洋
子　

そ
う
だ
ね
。
ち
ょ
っ
と
飲
み
な
が
ら
な
ら
い
い

　
　

ん
だ
け
ど
、
お
父
さ
ん
飲
ま
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
、
晴
男
さ
ん
、
飲
ま
な
い
ん
だ
。
ち
ょ
っ
と

　
　

不
満
そ
う
だ
ね
（
笑
）。

洋
子　

私
は
そ
ん
な
に
大
飲
ん
べ
え
じ
ゃ
な
い
け
ど

　
　

―
―

多
少
の
、
毎
晩
は
や
ら
な
い
け
ど―

―

う
ち

　
　

の
人
は
１
杯
飲
ん
だ
ら
顔
真
っ
赤
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　
　

た
も
ん
で
す
か
ら
、
い
ま
ま
で
40
何
年
間
一
緒
に

　
　

い
る
け
ど
、
お
酒
飲
ん
で
っ
て
い
う
の
は
な
い
で

　
　

す
。

　
　
　

日
中
は
聴
け
な
い
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
農
家
な
も

　
　

ん
で
。
今
度
夜
に
な
る
と
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
高
く
し

　
　

て
は
聴
け
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ま
あ
ま
わ
り

　
　

も
ほ
ら
ね
、
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
っ
か
ら
い
い
ん
で

　
　

す
け
ど
、
あ
ん
ま
り
ボ
リ
ュ
ー
ム
出
し
ち
ゃ
う
と

　
　

ね
、
な
ん
だ
か
あ
そ
こ
の
う
ち
あ
れ
だ
な
ん
て
言

　
　

わ
れ
て
も
嫌
だ
か
ら
。
そ
ん
な
感
じ
で
聴
い
て
ま

　
　

し
た
。
も
う
何
十
年
前
だ
よ
な
。
ち
あ
き
な
お
み

　
　

の
は
ほ
ら
、
い
ま
も
C
D
で
聴
い
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

ち
あ
き
な
お
み
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。

洋
子　

う
ん
、
『
喝
采
』
と
か
ね
。

ア
サ
ダ　

ち
あ
き
な
お
み
は
、
結
構
残
っ
て
る
ん
だ
ね
。

洋
子　

う
ん
、
そ
う
だ
ね
、
C
D
で
ね
。
『
四
つ
の
お

　
　

願
い
』
と
か
。
あ
と
は
、
X
Y
と
か
。
あ
、
こ
れ
は

　
　

X
Y
で
ね
え
か
「
X
Y
何
と
か
か
ん
と
か
」
っ
て
。

ア
サ
ダ　

そ
う
そ
う
、
こ
れ
、
『
X
＋
Y
＝
L
O
V
E
』。

　
　
（
ち
あ
き
な
お
み
『
喝
采
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

横
山
ご
夫
妻
の
い
ま

　
　

下
神
白
団
地
で
の
思
い
出
と
み
な
さ
ん
へ

ア
サ
ダ　

20
代
の
頃
か
ら
ず
っ
と
働
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

　
　

や
っ
ぱ
り
家
の
こ
と
と
か
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
じ
ゃ

　
　

な
い
で
す
か
、
姑
さ
ん
と
か
、
舅
さ
ん
と
か
い
た

　
　

ら
。
ご
近
所
付
き
合
い
は
ど
う
で
し
た
？

洋
子　

み
ん
な
お
勤
め
し
て
た
か
ら
、
そ
の
頃
は
。
だ

　
　

か
ら
、
頻
繁
に
お
茶
飲
み
と
か
は
な
か
っ
た
ね
。

　
　

日
曜
ぐ
ら
い
か
な
。
震
災
前
は
そ
う
や
っ
て
た
け

　
　

ど
、
震
災
後
は
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　
　

た
か
ら
。
隣
組
も
友
だ
ち
も
。
だ
か
ら
遠
距
離
っ

　
　

つ
う
か
、
お
茶
飲
み
も
で
き
な
い
。
こ
こ
に
来
て

　
　

も
、
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
下
神
白
団
地
で
定
期
的
に
開
催
し
て
い

　
　

た
「
カ
フ
ェ
下
神
白
」
な
ん
か
に
参
加
す
る
っ
て

　
　

い
う
ん
の
は
、
珍
し
か
っ
た
ん
で
す
か
？

洋
子　

う
ん
。
あ
そ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
来
た
お
陰

　
　

で
い
ろ
い
ろ
な
人
と
も
知
り
合
っ
た
し
、
浪
江
町

　
　

は
２
棟
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
４
、
５
号
棟
ね
。

洋
子　

み
ん
な
高
齢
者
ば
っ
か
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
　

私
ら
の
年
代
だ
っ
た
ら
、
何
と
か
わ
か
っ
け
ど
、

ト
ヨ　

あ
れ
は
も
う
、
40
年
、
50
年
ぐ
ら
い
に
な
る
？

洋
星　

う
ん
。
そ
れ
こ
そ
、
そ
う
だ
な…

…

。

ト
ヨ　

50
年
以
上
に
な
る
よ
ね
、
私
た
ち
。

ア
サ
ダ　

よ
く
残
し
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
、
こ
れ
。

洋
星　

昭
和
30
年
。

ア
サ
ダ　

動
く
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

こ
れ
捨
て
る
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
な
ん

　
　

か
捨
て
な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
、
こ
の
前
。
み
ん
な
、

　
　

も
う
ほ
と
ん
ど
捨
て
た
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
だ
け
は

　
　

ね
、
な
ん
か
捨
て
が
た
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

洋
星　

日
本
で
ね
、
僕
が
好
き
な
の
は
、
こ
れ
。
こ
の

　
　

男
。
な
ん
か
自
殺
未
遂
し
た
け
ど
さ
。

ア
サ
ダ　

フ
ラ
ン
ク
永
井
さ
ん
で
す
か
。

洋
星　

フ
ラ
ン
ク
永
井
。

ア
サ
ダ　

松
尾
和
子
さ
ん
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
と
か
し
て
ま
し

　
　

た
よ
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
そ
う
、
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、
昭
和

　
　

41
年
に
吹
き
込
ま
れ
、
50
年
代
カ
ラ
オ
ケ
時
代
に

　
　

大
ヒ
ッ
ト
い
た
し
ま
し
た
、
作
詞
岩
谷
時
子
、
作

　
　

曲
吉
田 

正
。
魅
惑
の
低
音
、
フ
ラ
ン
ク
永
井
で

　
　
『
お
ま
え
に
』
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

ト
ヨ
さ
ん
の
戦
中
戦
後
と
窓
辺
で
聴
い
た
あ
の
曲

ア
サ
ダ　

フ
ラ
ン
ク
永
井
さ
ん
は
ど
の
へ
ん
が
魅
力
で
す

　
　

か
、
や
っ
ぱ
り
声
で
す
か
？

洋
星　

そ
う
だ
ね
、
声
が
あ
れ
だ
っ
た
。
ま
あ
魅
力
は

　
　

あ
る
わ
な
。

ア
サ
ダ　

こ
の
曲
を
買
っ
て
い
た
頃
は
、
も
う
お
ふ
た
り

　
　

は
ご
結
婚
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

も
う
し
て
た
よ
ね
、
と
っ
く
に
ね
。

洋
星　

で
し
た
。

ト
ヨ　

あ
の
頃
は
ね
、
ま
だ
ね
、
一
番
い
い
と
き
だ
、

　
　

40
年
。
ね
、
30
な
ら
40
年
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
一
番
、

　
　

元
気
で
し
ょ
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。
景
気
も
良
か
っ
た
し
。

ト
ヨ　

そ
う
、
20
何
年
、
ち
ょ
う
ど
う
ち
を
買
っ
た
ん

　
　

だ
か
ら
。
い
く
ら
か
ゆ
と
り
あ
っ
た
の
か
、
わ
か

　
　

ら
な
い
（
笑
）。
あ
の
頃
は
一
番
良
か
っ
た
。

洋
星　

い
や
ね
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
１
枚
１
枚
に
、
そ
れ

　
　

は
確
か
に
自
分
な
り
の
あ
れ
が
、
気
持
ち
っ
て
い

　
　

う
か
、
ひ
と
つ
の
何
て
い
う
ん
だ
ろ
う
な
、
物
語

　
　

が
あ
る
わ
け
だ
よ
。
そ
の
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
て
て
、

　
　

歌
い
手
が
ど
う
だ
っ
た
と
か
ね
、
あ
あ
、
あ
の
と

　
　

き
は
良
か
っ
た
ね
っ
て
。
ち
ょ
う
ど
景
気
が
ど
ん

　
　

ど
ん
ど
ん
ど
ん
上
積
み
に
な
っ
て
く
時
代
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
っ
た
頃
で
す

　
　

よ
ね
。

洋
星　

え
え
。
そ
れ
で
、
ま
ち
が
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん

　
　

ね
、
砂
利
道
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
な
っ
た
り
、
そ

　
　

う
い
う
時
代
だ
っ
た
か
ら
ね
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に

　
　

仕
事
も
し
た
け
ど
ね
。
戸
塚
に
い
る
と
き
は
横
浜

　
　

の
工
場
だ
っ
た
か
ら
、
車
で
行
っ
て
た
け
ど
。
東

　
　

京
勤
務
も
あ
っ
た
か
ら
。
東
京
勤
務
は
電
車
で

　
　

通
っ
て
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
れ
で
や
っ
ぱ
り
ほ
ら
、
友
だ
ち
で
そ
う
い
う

　
　

レ
コ
ー
ド
を
好
き
な
や
つ
が
い
た
か
ら
ね
。
だ
か

　
　

ら
、「
ど
ん
な
や
つ
が
あ
る
」
「
こ
ん
な
の
が
あ

　
　

る
」
っ
て
ね
。
そ
う
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
買
い
に

　
　

行
っ
た
も
ん
だ
け
ど
ね
。

ア
サ
ダ　

会
社
の
お
友
だ
ち
で
す
か
？

洋
星　

う
ん
。
ま
あ
、
ほ
と
ん
ど
は
や
っ
ぱ
会
社
だ
ね
。

　
　

自
分
の
ま
わ
り
で
は
、
同
じ
職
業
を
持
っ
た
人
、

　
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
っ
て
、
そ
う
多
く
な
か
っ
た

　
　

か
ら
ね
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
話
戻
り
ま
す
け
ど
、
も
と
も
と
九
州

　
　

か
ら
出
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
よ
ね
、
東
京
に
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

出
て
こ
ら
れ
て
、
で
、
ト
ヨ
さ
ん
も
東
京
に
出

　
　

て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
ト
ヨ
さ
ん
、
も
と
も
と

　
　

地
元
を
出
る
き
っ
か
け
っ
て
仕
事
で
す
か
？

ト
ヨ　

そ
う
だ
。
そ
の
頃
は
、
こ
こ
っ
て
何
も
な
い
で

　
　

し
ょ
。
そ
れ
こ
そ
働
く
と
こ
ろ
も
。

ア
サ
ダ　

お
勤
め
さ
れ
て
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

私
ら
の
と
き
に
は
ま
だ
ね
、
中
学
っ
て
い
う
の

　
　

は
な
く
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
、

　
　

義
務
教
育
っ
つ
う
の
は
。
あ
と
高
等
１
年
、
高
等

　
　

２
年
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
義
務
教

　
　

育
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
。
そ
れ
と
、
あ
と
青
年
学

　
　

校
っ
て
い
う
の
、
あ
っ
た
よ
ね
。
そ
し
て
、
ち
ょ

　
　

う
ど
戦
争
中
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
で
学
校
に

　
　

募
集
が
来
て
、
で
、
私
小
田
急
線
の
狛
江
に
行
っ

　
　

た
の
。
集
団
就
職
み
た
い
な
の
で
行
っ
た
の
。
そ

　
　

の
頃
、
ト
ラ
ン
ス
の
あ
れ
や
っ
た
り
。

ア
サ
ダ　

ト
ラ
ン
ス
の
あ
れ
っ
て
何
で
す
か
？

ト
ヨ　

線
巻
き
っ
つ
う
の
？

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
工
場
で
、
み
ん
な
で
？

ト
ヨ　

工
場
で
、
寮
に
入
っ
て
。
そ
れ
で
、
終
戦
の
と

　
　

き
は
東
京
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
終
戦
は
東
京
で
迎
え
ら
れ
て

　
　

る
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
。
そ
れ
で
、
い
っ
た
ん
帰
っ
て
き
て
、
そ

り
ん
ご　

全
部
横
浜
に
い
た
と
き
に
買
っ
た
レ
コ
ー
ド
で

　
　

す
か
？

洋
星　

そ
う
で
す
、
は
い
。

ア
サ
ダ　

横
浜
は
、
何
歳
ぐ
ら
い
の
と
き
か
ら
住
ん
で

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

も
う
ず
っ
と
ね
。

洋
星　

あ
あ
、
40
代
だ
ね
、
僕
が
。

ト
ヨ　

違
う
じ
ゃ
ん
。

洋
星　

何
が
？

ト
ヨ　

そ
の
前
に
東
京
に
ち
ょ
っ
と
い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
東
京
に
お
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
と
も
と
お
ふ
た
り
は
、
富
岡
出
身
で
？

ト
ヨ　

私
は
富
岡
。

洋
星　

俺
、
九
州
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
出
会
わ
れ
た
の
は
ど

　
　

こ
で
で
す
か
？

一
同　
（
笑
）。

ト
ヨ　

東
京
で
。

ア
サ
ダ　

東
京
で
。
い
き
な
り
こ
ん
な
話
し
ち
ゃ
う
ん
で

　
　

す
よ
、
す
い
ま
せ
ん
ね
（
笑
）。
だ
い
た
い
そ
ん

　
　

な
話
ば
っ
か
り
聞
く
ん
で
す
よ
。

一
同　
（
笑
）。

り
ん
ご　

お
仕
事
先
が
一
緒
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

う
う
ん
、
私
ら
見
合
い
な
の
。
ね
、
見
合
い
だ
っ

　
　

た
ん
だ
よ
。

ア
サ
ダ　

お
見
合
い
で
。
あ
、
裕
次
郎
、
あ
り
ま
す
ね
。

洋
星　

そ
れ
は
古
い
ね
。

ト
ヨ　

こ
れ
、
古
い
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

ベ
ス
ト
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
。

り
ん
ご　

い
く
つ
ぐ
ら
い
の
と
き
に
買
っ
た
ん
で
す
か
。

ト
ヨ　

40
ぐ
ら
い
？

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

そ
の
頃
だ
よ
ね
、
み
ん
な
ね
。
40
か
。

洋
星　

な
ん
と
い
っ
て
も
ね
、
ま
だ
健
在
の
と
き
だ
か

　
　

ら
な
。

ト
ヨ　

40
代
だ
よ
ね
。

洋
星　

も
う
あ
の
人
が
亡
く
な
っ
て
、
も
う
４
、
50
年

　
　

経
つ
で
し
ょ
う
。

ト
ヨ　

あ
、
そ
ん
な
に
経
っ
た
か
。

ア
サ
ダ　

デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
っ
て
そ
ん
な
前
な
ん
で
す
も

　
　

ん
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

そ
ん
な
経
つ
？

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
も
う
亡
く
な
ら
れ
て
そ
れ
ぐ
ら
い
。

ト
ヨ　

そ
う
だ
よ
な
、
淡
谷
の
り
子
と
か
な
ん
か
の
時

　
　

代
だ
も
ん
ね
。
わ
れ
わ
れ
の
代
は
も
う
マ
ヒ
ナ
ス

　
　

タ
ー
ズ
だ
と
か
ね
。
だ
っ
て
も
う
、
定
年
だ
っ
て

　
　

20
何
年
前
だ
も
ん
ね
。
も
う
23
年
？　

だ
か
ら
、

　
　

23
年
前
に
こ
こ
へ
来
た
の
。

ア
サ
ダ　

60
歳
で
こ
ち
ら
に
横
浜
か
ら
戻
っ
て
こ
ら
れ
て
。

　
　

い
ろ
い
ろ
こ
こ
に
あ
る
レ
コ
ー
ド
は
横
浜
の
と
き

　
　

に
買
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
も
の
が
残
っ
て
る
ん
で

　
　

す
か
ね
。

ト
ヨ　

ほ
と
ん
ど
そ
う
だ
ね
。

り
ん
ご　

あ
ら
、
テ
レ
サ
・
テ
ン
。

ア
サ
ダ　

お
仕
事
の
関
係
で
横
浜
に
お
ら
れ
た
ん
で
す

　
　

か
？

洋
星　

う
ん
、
石
川
島
。

ト
ヨ　

石
川
島
だ
。

洋
星　

造
船
会
社
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
、
石
川
島
の
造
船
会
社

　
　
（
レ
コ
ー
ド
を
か
け
な
が
ら
）。

洋
星　

一
丁
前
に
給
料
が
ね
、
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

　
　

た
頃
か
ら
だ
よ
ね
。
昭
和
32
年
に
も
う
僕
は
新
宿

　
　

い
た
ん
だ
。

ト
ヨ　

最
初
は
ね
。

ア
サ
ダ　

当
時
は
、
ど
う
い
う
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
好
き

　
　

だ
っ
た
か
覚
え
て
ま
す
か
？

洋
星　

や
っ
ぱ
り
そ
の
頃
は
映
画
ブ
ー
ム
だ
っ
た
ん
だ

　
　

ろ
う
ね
。
だ
か
ら
、
そ
の
主
題
歌
な
ん
か
を
ね
、

　
　

よ
く
集
め
て
た
ん
だ
け
ど
ね
。

ト
ヨ　

そ
れ
が
そ
の
美
空
ひ
ば
り
？

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
美
空
ひ
ば
り
と
か
。

ト
ヨ　

３
本
立
て
ぐ
ら
い
？

洋
星　

テ
レ
ビ
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ね
、
や
っ

　
　

ぱ
り
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
い
っ
た
で
し
ょ
。
一
時
期

　
　

も
う
、
レ
コ
ー
ド
っ
て
い
う
の
は
ね
、
あ
ま
り
聴

　
　

く
あ
れ
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
テ
レ
ビ

　
　

で
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
や
っ
て
る
っ
て
こ
と
が
多

　
　

か
っ
た
か
ら
。
徐
々
に
集
め
は
じ
め
た
ん
だ
よ
。

ト
ヨ　

テ
レ
ビ
が
最
初
出
た
の
、
30
何
年
だ
っ
け
。
給

　
　

料
が
ま
だ
１
万
か
そ
こ
い
ら
な
の
に
ね
、
テ
レ
ビ

　
　

が
５
０
０
０
円
ぐ
ら
い
し
た
ん
だ
も
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

ラ
ジ
オ
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

ト
ヨ　

あ
あ
、
ラ
ジ
オ
。

ア
サ
ダ　

曲
を
聴
く
っ
て
い
う
こ
と
も
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ　

ま
あ
映
画
を
見
て
音
楽
知
る
っ
て
い
う
の
も
あ

　
　

る
し
、
あ
と
は
テ
レ
ビ
っ
て
い
う
よ
り
ラ
ジ
オ
で

　
　

す
よ
ね
、
当
時
だ
っ
た
ら
。

ト
ヨ　

だ
か
ら
あ
の
ラ
ジ
オ
が
古
い
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

お
お
、
本
当
だ
。

ト
ヨ　

真
空
管
の
。

ア
サ
ダ　

え
、
あ
の
ラ
ジ
オ
は
当
時
使
っ
て
た
や
つ
？

ア
サ
ダ　

結
構
い
ろ
ん
な
催
し
を
や
っ
た
り
と
か
、
い
ろ

　
　

い
ろ
み
な
さ
ん
、
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る…

…

。

ト
ヨ　

で
も
、
も
う
（
参
加
す
る
人
は
）
決
ま
っ
て
る

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
参
加
す
る
方
々
は
ね
。
や
っ
ぱ
り
新
し

　
　

い
方
が
、
集
会
場
の
取
り
組
み
で
増
え
て
い
く
っ

　
　

て
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

　
　

で
す
ね
。

　
　
　

仲
良
か
っ
た
方
は
、
お
ら
れ
た
ん
で
す
か
？ 

ト
ヨ　

近
所
の
人
で
、
松
本
禮
子
さ
ん
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
。

ト
ヨ　

あ
の
方
は
こ
こ
行
っ
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
。
ま
あ

　
　

隣
だ
か
ら
、
結
構
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
た
し
ね
。

ア
サ
ダ　

何
度
か
C
D
を
お
渡
し
に
行
っ
た
の
で
覚
え
て

　
　

ま
す
。

ト
ヨ　

あ
と
ほ
ら
、
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
や
っ
て
た
か
ら
、

　
　

あ
そ
こ
で
。

ア
サ
ダ　

い
つ
か
戻
る
だ
ろ
う
な
っ
て
い
う
こ
と
も
思
い

　
　

な
が
ら
、
み
な
さ
ん
、
住
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

　
　

す
か
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
だ
ろ
う
ね
。
で
も
、
最
初
は
ね
、
ま
だ
ま

　
　

だ
解
除
に
な
ん
な
い
か
ら
帰
れ
な
い
と
思
っ
て
た

　
　

か
ら
。
だ
か
ら
、
あ
そ
こ
に
ず
っ
と
住
む
気
で
は

　
　

い
ま
し
た
よ
。
ま
さ
か
こ
ん
な
に
早
く
帰
っ
て
く

　
　

る
と
思
わ
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
も
っ
と
帰
っ
て
来
る
ま
で
時
間
か
か
る
と

　
　

思
っ
て
？

ト
ヨ　

思
っ
た
。
10
年
は
駄
目
っ
て
言
っ
て
た
で
し
ょ
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。

ト
ヨ　

ね
え
。
た
ま
た
ま
私
も
、
あ
の
頃
横
山
さ
ん
と

　
　

ね
、
私
も
帰
る
ん
だ
わ
っ
て
話
し
て
て
、
い
ろ
い

　
　

ろ
と
。

り
ん
ご　

カ
フ
ェ
で
で
す
か
？

ト
ヨ　

カ
フ
ェ
で
。
あ
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
、
や
っ
ぱ
り
カ
フ
ェ
で
知
り
合
っ
た
っ
て
方
、

　
　

結
構
多
い
ん
だ
な
。

ト
ヨ　

で
も
、
親
子
み
た
い
だ
ね
っ
て
言
い
な
が
ら
話

　
　

し
て
て
。
そ
れ
で
、
電
話
番
号
を
教
え
て
も
ら
っ

　
　

た
か
ら
。
い
く
ら
も
来
た
の
違
わ
な
い
ん
だ
よ
ね
。

　
　

う
ち
は
３
月
15
日
で
し
ょ
、
あ
の
人
た
ち
も
３
月
。

ア
サ
ダ　

な
ん
か
カ
フ
ェ
行
っ
て
た
ら
、
横
山
洋
子
さ
ん

　
　

か
ら
、
実
は
ね
っ
て
話
を
聞
い
て
、
南
相
馬
に
家

　
　

を
建
て
て
、
ま
た
遊
び
に
お
い
で
み
た
い
な
こ
と

　
　

を
言
っ
て
く
れ
て
た
ん
で
す
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時

　
　

期
。
で
、
落
ち
着
か
れ
た
ら
行
き
た
い
な
と
思
っ

　
　

て
、
先
月
行
っ
て
き
た
ん
で
す
。
こ
う
や
っ
て
、

　
　

音
楽
聴
い
た
り
と
か
し
て
。

ト
ヨ　

そ
こ
の
ほ
ら
、
ポ
ピ
ー
の
花
が
す
ご
く
き
れ

　
　

い
っ
て
テ
レ
ビ
で
も
や
っ
た
の
。
そ
の
と
き
に
横

　
　

山
さ
ん
が
電
話
よ
こ
し
て
く
れ
て
、
見
に
行
き
た

　
　

い
か
ら
っ
て
来
た
の
よ
。
そ
の
と
き
に
ち
ょ
こ
っ

　
　

と
う
ち
へ
寄
っ
て
っ
て
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
の
。
横
山
さ
ん
と
は
下
神
白
で
出

　
　

会
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
さ
っ
き
仰
っ
て
た

　
　

松
本
さ
ん
と
か
北
崎
さ
ん
と
か
は
も
と
も
と
知
り

　
　

合
い
だ
っ
た
ん
で
す
か
？ 

ト
ヨ　

い
や
、
北
崎
さ
ん
は
夜
ノ
森
の
ほ
う
だ
か
ら
、

　
　

全
然
面
識
は
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
下
神
白
で
出
会
っ
て
。

ト
ヨ　

そ
う
で
す
ね
。
下
高
久
で
最
初
知
り
合
っ
て
。

り
ん
ご　

あ
あ
、
仮
設
住
宅
の
と
き
？

ト
ヨ　

仮
設
で
ね
。
そ
れ
で
、
た
ま
た
ま
向
こ
う
へ

　
　

行
っ
て
、
私
も
向
こ
う
行
っ
た
の
。
松
本
禮
子
さ

　
　

ん
は
、
近
く
な
の
よ
。

り
ん
ご　

も
と
か
ら
ご
近
所
さ
ん
？

ト
ヨ　

う
ん
、
こ
の
前
ね
、
集
会
場
で
ね
、
清
水
の
人

　
　

た
ち
、
こ
こ
の
部
落
の
会
合
が
あ
っ
た
の
よ
、
お

　
　

茶
飲
み
会
。
そ
の
と
き
禮
子
さ
ん
が
向
こ
う
か
ら

　
　

来
て
く
れ
た
、
息
子
さ
ん
と
。
だ
か
ら
、
来
れ
ば

　
　

ま
た
ね
、
行
っ
た
り
来
た
り
で
き
る
け
ど
。
あ
と

　
　

は
そ
う
だ
ね…

…

浪
江
の
人
、
大
熊
の
人
、
あ
あ

　
　

い
う
人
た
ち
と
は
結
構
話
は
し
た
わ
ね
。
み
な
さ

　
　

ん
元
気
な
ん
だ
ろ
う
ね
。

ア
サ
ダ　

ね
、
み
な
さ
ん
、
そ
う
で
す
ね
。
今
年
は
ク
リ

　
　

ス
マ
ス
会
も
す
る
み
た
い
で
。

ト
ヨ　

あ
、
そ
う
。

ア
サ
ダ　

佐
山
さ
ん
が
音
頭
取
っ
て
く
れ
て
。

ト
ヨ　

あ
あ
、
佐
山
さ
ん
が
ね
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
佐
山
さ
ん
す
ご
い
が
ん
ば
っ
て
て
、
な

　
　

ん
か
ち
ょ
っ
と
僕
ら
も
か
か
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ

　
　

と
に
な
っ
て
。
明
日
団
地
で
打
ち
合
わ
せ
し
て
こ

　
　

よ
う
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。

ト
ヨ　

あ
の
人
は
本
当
、
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
た
の

　
　

よ
、
旦
那
さ
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
で
す
よ
ね
、
佐
山
さ
ん
、
本
当
ね
。

ト
ヨ　

奥
さ
ん
も
ね
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
お
ふ
た
り
と
も
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と

　
　

を
ね
、
世
話
し
て
。

ト
ヨ　

う
ん
、
本
当
。

ト
ヨ　

小
野
田
さ
ん
も
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
？

ア
サ
ダ　

小
野
田
さ
ん
元
気
で
す
ね
。

ト
ヨ　

ご
主
人
も
？

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
。
ご
主
人
と
は
カ
ラ
オ
ケ
で
お

　
　

会
い
し
ま
す
ね
。
い
ま
、
水
曜
日
と
金
曜
日
に
カ

　
　

ラ
オ
ケ
行
っ
た
ら
必
ず
お
ら
れ
る
の
で
。

ト
ヨ　

あ
の
子
大
き
く
な
っ
た
か
ね
、
何
だ
っ
け
。
あ

　
　

れ
で
ま
た
。
知
り
合
い
も
い
た
し
ね
、
私
の
姉
な

　
　

ん
か
も
い
た
か
ら
、浅
草
の
ほ
う
に
。そ
れ
を
頼
っ

　
　

て
行
っ
た
り
。

　
　
　

よ
く
雨
が
降
っ
た
と
き
な
ん
か
こ
こ
で
ね
、
石

　
　

原
裕
次
郎
の
曲
聴
い
て
た
の
。

ア
サ
ダ　

裕
次
郎
い
い
で
す
ね
。

ト
ヨ　

雨
が
降
っ
て
る
と
外
に
も
出
れ
な
い
し
。

ア
サ
ダ　

裕
次
郎
の
好
き
な
曲
は
あ
り
ま
す
か
、
こ
の
な

　
　

か
で
。

ト
ヨ　

み
ん
な
あ
れ
だ
け
ど
ね
。
こ
れ
が
好
き
な
の
、

　
　
『
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
』。
あ
の
歌
詞
好
き
。

　
ア
サ
ダ　

も
う
１
曲
お
聴
き
い
た
だ
き
ま
す
。
主
演
映
画

　
　

の
主
題
歌
と
し
て
昭
和
42
年
大
ヒ
ッ
ト
い
た
し
ま

　
　

し
た
。
本
人
自
ら
直
接
制
作
を
依
頼
し
た
と
い
う

　
　

こ
の
曲
。
作
詞
・
作
曲
浜
口
庫
之
助
。
石
原
裕
次

　
　

郎
で
『
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
』
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

原
田
ご
夫
妻
の
い
ま

　
　

下
神
白
団
地
で
の
思
い
出
と
み
な
さ
ん
へ

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
い
つ
ま
で
あ
っ
た
ん
で
し
た
っ
け
、
そ

　
　

の
お
っ
き
い
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
。

ト
ヨ　

こ
の
震
災
後
に
捨
て
た
の
。

ア
サ
ダ　

震
災
後
な
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

も
う
ね
、
み
ん
な
駄
目
っ
て
言
わ
れ
て
、
放
射

　
　

能
が
ど
う
と
か
こ
う
と
か
っ
て
言
わ
れ
て
。
東
電

　
　

で
み
ん
な
ほ
ら
。
そ
の
と
き
に
置
こ
う
か
っ
て

　
　

言
っ
た
ん
だ
け
ど
、
も
う
ほ
ら
、
真
空
管
だ
か
ら

　
　

直
せ
な
い
じ
ゃ
ん
。
修
理
も
利
か
な
い
し
、
ね
。

　
　

そ
れ
で
出
し
ち
ゃ
っ
た
の
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
。

ト
ヨ　

で
も
、
一
回
は
直
し
て
も
ら
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
も
う
、
ず
い
ぶ
ん
長
い
こ
と
使
っ
た
ん

　
　

で
す
か
、
そ
の
ス
テ
レ
オ
シ
ス
テ
ム
は
。

ト
ヨ　

使
っ
た
よ
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

だ
っ
て
、
あ
れ
が
出
た
の
が
45
年
頃
で
し
ょ
。

　
　

で
、
こ
こ
へ
持
っ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、
20
年
ぐ
ら

　
　

い
使
っ
た
か
な
。

洋
星　

う
ん
、
そ
う
だ
な
。

ト
ヨ　

あ
、
15
年
だ
ね
。
15
年
し
か
住
ま
な
か
っ
た
ん

　
　

だ
、
こ
こ
。
そ
し
て
、
震
災
に
な
っ
た
ん
だ
な
。

り
ん
ご　

な
ん
で
こ
っ
ち
に
、
ト
ヨ
さ
ん
の
実
家
の
ほ
う

　
　

に
来
よ
う
っ
て
な
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

結
局
何
て
い
う
の
、
子
供
が
い
な
い
じ
ゃ
ん
。

　
　

だ
か
ら
、
私
の
実
家
の
世
話
に
な
る
つ
も
り
で
。

　
　

こ
こ
畑
だ
っ
た
の
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
う
ち
を
建

　
　

て
て
、
甥
っ
子
た
ち
に
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。

ト
ヨ　

そ
う
、
そ
う
い
う
こ
と
。
で
、
う
ち
は
姉
が
跡

　
　

取
り
だ
っ
た
か
ら
。
姉
が
ま
だ
健
在
な
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

甥
っ
子
さ
ん
っ
て
い
う
の
は
、
お
姉
さ
ん
の
息

　
　

子
さ
ん
？

ト
ヨ　

お
姉
さ
ん
。

り
ん
ご　

そ
れ
で
一
緒
に
来
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
。
じ
ゃ
あ
一
緒
に
行
こ
う
、
畑
で
も

　
　

し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
野
菜
つ
く
っ
て
過
ご
そ
う

　
　

と
い
う
こ
と
で
。
た
ま
た
ま
向
こ
う
の
う
ち
が
売

　
　

れ
た
の
よ
ね
、
戸
塚
の
う
ち
が
。
売
り
に
出
し
た

　
　

ら
、
運
よ
く
売
れ
た
の
よ
。
じ
ゃ
あ
そ
れ
で
ね
、

　
　

こ
こ
に
う
ち
建
て
れ
ば
い
い
み
た
い
な
感
じ
に

　
　

な
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

横
浜
と
こ
っ
ち
と
だ
と
、
環
境
が
ら
っ
と
変
わ

　
　

る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

ト
ヨ　

そ
う
で
す
ね
。
だ
け
ど
結
局
ね
、
来
る
な
ら
い

　
　

ま
で
な
い
と
ま
わ
り
の
人
に
も
慣
れ
な
い
。
病
気

　
　

に
な
っ
て
か
ら
行
き
ま
す
っ
て
わ
け
に
い
か
な
い

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

元
気
な
う
ち
に
行
っ
て
お
こ
う
っ
て
い
う
。

ト
ヨ　

元
気
な
う
ち
に
来
て
、
ま
わ
り
の
人
と
も
慣
れ

　
　

て
、
そ
し
て
来
て
か
ら
す
ぐ
老
人
会
な
ん
か
入
っ

　
　

て
、
15
年
、
な
ん
と
な
く
こ
こ
で
過
ご
し
て
、
み

　
　

ん
な
に
慣
れ
た
の
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。
で
、
そ
う
や
っ
て
過
ご
さ
れ

　
　

て
い
た
な
か
で
、
震
災
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

う
ん
。
だ
け
ど
実
家
は
ね
、
や
っ
ぱ
ま
だ
孫
が

　
　

中
学
１
年
だ
か
２
年
で
、
郡
山
の
学
校
行
っ

　
　

ち
ゃ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

子
供
が
そ
っ
ち
に
行
っ
ち
ゃ
う
と
、
な
か
な
か

　
　

帰
っ
て
こ
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

ト
ヨ　

向
こ
う
に
も
う
う
ち
建
て
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
、
逆
に
実
家
の
ほ
う
は
郡
山
の

　
　

ほ
う
に
行
か
れ
て
、
い
ま
、
お
ふ
た
り
が
こ
こ
に

　
　

い
る
っ
て
い
う
か
た
ち
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
。
で
も
ね
、
実
家
も
ね
、
小
さ
な
う

　
　

ち
建
て
た
ん
で
す
よ
。
す
ぐ
そ
ば
だ
、
こ
の
下
の

　
　

通
り
ね
。
年
中
来
て
く
れ
る
か
ら
。
だ
か
ら
や
っ

　
　

ぱ
り
、
私
ら
も
こ
こ
に
帰
っ
て
く
る
し
か
な
い
ん

　
　

だ
よ
な
、
あ
そ
こ
の
団
地
に
い
る
よ
り
は
。

　
　
　

い
ろ
い
ろ
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
わ
ね
（
笑
）
。

　
　

で
も
、
結
構
、
人
に
は
恵
ま
れ
た
わ
ね
、
私
た
ち
。

　
　

下
神
白
の
人
た
ち
は
元
気
だ
も
ん
ね
。

　
　

上
陽
水
。
若
い
頃
聴
い
て
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
井
上
陽
水
と
か
ね
。

哲
男　

で
も
あ
る
日
突
然
、
東
京
い
た
と
き
に
喫
茶
店

　
　

で
初
め
て
聴
い
た
の
が
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ー
タ
ー
ソ

　
　

ン
。
そ
れ
か
ら
ジ
ャ
ズ
に
流
れ
て
い
っ
た
ん
で
す

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

哲
男　

や
っ
ぱ
り
渋
谷
の
ほ
う
で
喫
茶
店
の
勉
強
し
て

　
　

て
。
で
、
大
学
生
が
よ
く
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ー
タ
ー

　
　

ソ
ン
と
か
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
と
か
の
レ
コ
ー

　
　

ド
持
っ
て
き
て
「
か
け
て
く
だ
さ
い
」
つ
っ
て
、

　
　

そ
れ
で
私
も
ジ
ャ
ズ
に
は
ま
っ
て
。

　
　
　

中
学
校
の
頃
に
姉
が
ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン

　
　

の
ね
、
レ
コ
ー
ド
の
ア
ル
バ
ム
、
１
枚
あ
っ
た
ん

　
　

で
す
よ
、
実
家
に
。
そ
れ
を
何
気
な
く
聴
い
て
た

　
　

ん
で
す
よ
。
う
ち
の
お
姉
さ
ん
は
す
ご
い
の
を
聴

　
　

い
て
ん
だ
な
っ
て
ね
言
っ
た
ら
、
「
い
や
、
彼
氏

　
　

か
ら
も
ら
っ
た
レ
コ
ー
ド
な
ん
だ
」
な
ん
て
言
っ

　
　

て
た
か
ら
、
「
あ
、
そ
う
」
な
ん
て
。
そ
れ
か
ら

　
　

で
す
も
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

哲
男　

ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
と
か
を
聴
き
は
じ
め

　
　

た
の
は
ね
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
も
う
、
基
本
的
に
哲
男
さ
ん
が
店
に

　
　

入
ら
れ
る
と
き
は
、
ま
あ
い
ろ
い
ろ
流
し
て
た
け

　
　

ど
も
、
わ
り
と
こ
う
、
ジ
ャ
ズ
、
ス
タ
ン
ダ
ー

　
　

ド
・
ジ
ャ
ズ
と
か
を
流
す
こ
と
が
。

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
客
さ
ん
が
、
か
け
て
る
音
楽
に
「
こ
れ
、
い

　
　

い
ね
」
と
か
、
そ
う
い
う
反
応
さ
れ
る
こ
と
っ
て

　
　

あ
り
ま
し
た
？

哲
男　

あ
り
ま
し
た
ね
。
で
、
ジ
ャ
ズ
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

も
２
回
ほ
ど
や
っ
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
、
へ
え
。

哲
男　

プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
呼
ん
で
。
た
ぶ
ん
２

　
　

０
０
人
ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
け
ど
さ
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
そ
れ
で
も
す
ご
い
で
す
ね
。

哲
男　

え
え
。
サ
ン
プ
ラ
ザ
っ
て
い
う
、
デ
パ
ー
ト
み

　
　

た
い
な
と
こ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
２
階
で
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

哲
男　

や
っ
ぱ
り
、
ほ
ら
、
ジ
ャ
ズ
か
け
て
る
っ
て
い

　
　

う
こ
と
で
、
原
町
の
ほ
う
か
ら
ジ
ャ
ズ
愛
好
家
が

　
　

来
て
、
浪
江
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
や
ん
な
い
か
っ
て

　
　

い
う
こ
と
で
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
赤
字
で
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
ペ
イ
で
き
な

　
　

か
っ
た
っ
て
い
う
（
笑
）。

哲
男　

や
っ
ぱ
５
０
０
人
ぐ
ら
い
入
れ
な
い
と
。

ア
サ
ダ　

僕
は
、
震
災
後
に
浪
江
に
初
め
て
訪
れ
た
ん
で

　
　

す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
30
年
前
の
こ
の
あ
た
り
の

　
　

景
色
っ
て
い
う
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
違
っ
た
ん
じ
ゃ

　
　

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

哲
男　

違
い
ま
す
ね
。
わ
り
か
し
若
者
も
多
く
て
、
こ

　
　

こ
は
商
業
の
ま
ち
な
ん
で
す
ね
。
酒
屋
さ
ん
も
多

　
　

い
し
、
喫
茶
店
も
多
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
レ
ス

　
　

ト
ラ
ン
と
か
ね
。
な
か
な
か
素
晴
ら
し
い
ま
ち
で

　
　

し
た
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
活
気
が
あ
っ
た
と
い
う
か
。

哲
男　

あ
り
ま
し
た
ね
。
ほ
ん
で
、
「
十
日
市
」
な
ん

　
　

て
い
う
お
祭
り
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
れ
と
あ

　
　

と
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム
も
つ
く
っ
て
た
。

　
　

私
は
男
子
の
ほ
う
の
監
督
や
っ
て
、
林
さ
ん
が
女

　
　

子
の
、
県
の
大
会
ま
で
出
た
こ
と
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
す
ご
い
す
ご
い
。

哲
男　

で
、
ま
あ
林
さ
ん
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

　
　

ジ
ャ
ズ
っ
て
い
う
よ
り
は
、
山
口
百
恵
と
か
が
好

　
　

き
で
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
お
ふ
た
り
は
結
構
音
楽
の
趣
味
が

　
　

違
っ
た
ん
で
す
ね
。

哲
男　

ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

い
つ
も
ど
こ
で
買
わ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

哲
男　

近
く
に
、
う
ち
の
バ
レ
ー
部
の
後
輩
が
レ
コ
ー

　
　

ド
屋
さ
ん
や
っ
て
た
ん
で
す
ね
。
い
ま
は
辞
め

　
　

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
佐
藤
完
二
く
ん
を
通
じ

　
　

て
、
全
部
予
約
注
文
し
て
。

ア
サ
ダ　

結
構
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
か
け
て
い
た
曲
は
、

　
　

あ
り
ま
す
か
？

哲
男　

私
の
な
か
で
は
や
っ
ぱ
り
、
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ

　
　

ビ
ス
の
『
カ
イ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ブ
ル
ー
』
。

　
　
　
（
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
『So W

hat

』
が
流

　
　

れ
る
）

ア
サ
ダ　

長
く
お
店
の
ほ
う
を
ね
、
や
ら
れ
て
た
と
思
う

　
　

ん
で
す
け
ど
も
、
東
日
本
大
震
災
後
は
、
常
連
の

　
　

お
客
さ
ん
と
か
と
は
連
絡
と
か
は
取
り
合
っ
た
り

　
　

し
て
い
る
ん
で
す
か
？

哲
男　

い
や
、
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

　
　

ど
こ
に
い
る
か
わ
か
ん
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。

　
　

バ
レ
ー
や
っ
て
た
仲
間
は
ね
、
連
絡
取
り
合
っ
て

　
　

る
ん
で
す
け
ど
。
あ
と
は
、
み
ん
な
ど
こ
に
避
難

　
　

し
て
る
ん
だ
か
ま
だ
わ
か
ん
な
い
で
す
ね
。
地
震

　
　

あ
っ
た
と
き
も
お
店
に
ね
、
４
人
ぐ
ら
い
い
た
の

　
　

か
な
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
あ
の
日
は
お
店
は
開
け
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。

哲
男　

は
い
。
ほ
ん
で
、
い
ま
も
う
な
い
ん
で
す
け
ど
、

　
　

私
は
絨
毯
洗
っ
て
こ
こ
に
干
し
て
お
い
た
ん
で
す
。

　
　

の
子
。

り
ん
ご　

マ
ー
く
ん
。
も
う
、
い
ま
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
４

　
　

歳
、
５
歳
に
な
っ
て
、
下
の
弟
も
生
ま
れ
て
。

ト
ヨ　

お
し
ゃ
べ
り
に
な
っ
た
？

り
ん
ご　

お
利
口
に
な
り
ま
し
た
。

ト
ヨ　

あ
、
本
当
。

り
ん
ご　

走
り
回
っ
て
。

ト
ヨ　

ま
だ
ハ
イ
ハ
イ
し
て
歩
か
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。

り
ん
ご　

そ
う
で
す
よ
ね
、
お
し
ゃ
べ
り
も
で
き
な
か
っ

　
　

た
の
に
。

ト
ヨ　

ね
。

り
ん
ご　

早
い
な
。

ト
ヨ　

ね
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

ゲ
ス
ト
　
脇
坂
哲
男
さ
ん

　
　
　

（
浪
江
町
喫
茶
ト
レ
ド 

マ
ス
タ
ー
）

り
ん
ご　

と
き
は
遡
り
、
２
０
１
７
年
１
月
31
日
。
私
た

　
　

ち
は
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
１
集
に
登
場
い
た
だ

　
　

い
た
４
号
棟
に
お
住
ま
い
の
渡
部
茂
子
さ
ん
と
と

　
　

も
に
、
浪
江
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
案
内
い
た

　
　

だ
い
た
の
は
、
渡
部
ご
夫
妻
が
経
営
さ
れ
て
い
た

　
　

日
進
社
印
刷
所
。
そ
し
て
、
そ
の
お
隣
に
あ
る
ト

　
　

レ
ド
と
い
う
喫
茶
店
で
し
た
。
お
店
に
は
ほ
ん
の

　
　

り
と
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
、
た
く
さ
ん
の
レ
コ
ー

　
　

ド
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

そ
し
て
、
２
０
１
８
年
６
月
。
私
た
ち
は
茂
子

　
　

さ
ん
か
ら
ご
自
宅
、
そ
し
て
、
ト
レ
ド
を
解
体
す

　
　

る
こ
と
に
し
た
と
お
聞
き
し
、
解
体
前
の
姿
を
目

　
　

に
焼
き
つ
け
よ
う
と
、
再
び
浪
江
町
を
訪
れ
、
ト

　
　

レ
ド
の
マ
ス
タ
ー
、
脇
坂
哲
男
さ
ん
に
お
会
い
し

　
　

て
き
ま
し
た
。

　
　
　

ジ
ャ
ズ
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
浪
江
の
ま
ち
を

　
　

見
守
り
続
け
た
脇
坂
哲
男
さ
ん
よ
り
、
マ
イ
ル

　
　

ス
・
デ
イ
ビ
ス
『So W

hat

』
。
そ
し
て
、
脇
坂

　
　

さ
ん
と
と
も
に
ト
レ
ド
を
支
え
て
き
た
林 

広
明
さ

　
　

ん
か
ら
山
口
百
恵
『
さ
よ
な
ら
の
向
こ
う
側
』
。

　
　

思
い
出
の
音
楽
と
と
も
に
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

哲
男　

は
い
、
私
は
脇
坂
哲
男
と
申
し
ま
す
。

ア
サ
ダ　

哲
男
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ち
ょ

　
　

う
ど
い
ま
、
こ
の
ト
レ
ド
の
前
で
、
今
日
は
何
名

　
　

か
の
方
と
打
ち
合
わ
せ
さ
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
、

　
　

こ
こ
の
場
所
自
体
を
取
り
壊
さ
れ
る
？

哲
男　

は
い
、
解
体
で
す
。

ア
サ
ダ　

い
つ
ぐ
ら
い
に
こ
こ
は
解
体
さ
れ
る
予
定
な
ん

　
　

で
す
か
？

哲
男　

い
つ
で
し
ょ
う
ね
、
７
月
に
な
る
か
、
８
月
に

　
　

な
る
か
。

ア
サ
ダ　

去
年
、
渡
部
茂
子
さ
ん
に
日
進
社
印
刷
所
と
こ

　
　

の
ト
レ
ド
、
僕
ら
も
連
れ
て
き
て
い
た
だ
き
ま
し

　
　

た
。
そ
も
そ
も
こ
の
喫
茶
ト
レ
ド
は
、
ど
ん
な
お

　
　

店
か
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
も
い
い
で
す
か
？

哲
男　

も
う
40
年
や
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
昭
和
何
年

　
　

だ
ろ
、
52
年
の
12
月
に…

…

。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
で
は
じ
め
ら
れ
た
っ
て
伺
っ
た
ん
で

　
　

す
け
れ
ど
も
。

哲
男　

そ
う
で
す
。
林 

広
明
く
ん
。
同
級
生
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
浪
江
ご
出
身
で
？

哲
男　

出
身
は
、
私
は
楢
葉
町
で
す
。

ア
サ
ダ　

そ
う
な
ん
で
す
ね
。

哲
男　

林
さ
ん
が
富
岡
で
、
高
校
が
一
緒
だ
っ
た
の
。

　
　

浪
江
高
校
の
商
業
科
で
。
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　

を
や
っ
て
た
縁
で
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
長
い
で
す

　
　

ね
、
だ
い
た
い
18
歳
ぐ
ら
い
か
16
か
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
一
度
東
京
出
ら
れ
て
か
ら
戻
っ
て
こ

　
　

ら
れ
て
？

哲
男　

は
い
。東
京
に
６
年
ぐ
ら
い
。私
は
魚
屋
や
っ
て

　
　

た
ん
で
す
。
そ
の
あ
と
１
年
半
ぐ
ら
い
、
日
本
橋

　
　

の
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん
で
修
行
し
ま
し
て
。
私
ら
が

　
　

こ
こ
、
開
店
し
た
頃
は
い
っ
ぱ
い
喫
茶
店
が
あ
っ

　
　

た
ん
で
す
け
ど
、
ど
ん
ど
ん
辞
め
て
っ
ち
ゃ
っ
て

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

哲
男　

ち
ょ
う
ど
昔
は
近
く
に
役
場
が
あ
っ
た
ん
で
す

　
　

よ
。
い
ま
の
郵
便
局
の
と
こ
が
役
場
で
、
毎
朝
も

　
　

う
。

ア
サ
ダ　

役
場
の
方
は
多
い
で
す
よ
ね
、お
客
さ
ん
、き
っ

　
　

と
。

哲
男　

８
時
前
頃
か
ら
、
７
時
ぐ
ら
い
か
ら
、
い
つ
も

　
　

コ
ー
ヒ
ー
用
意
し
て
待
っ
て
て
。

ア
サ
ダ　

い
ま
ち
ょ
う
ど
ね
、
メ
ニ
ュ
ー
が
確
か
そ
の
へ

　
　

ん
に
。

哲
男　

う
ん
。
メ
ニ
ュ
ー
は
こ
っ
ち
ド
リ
ン
ク
で
、
あ

　
　

と
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
、
セ
ッ
ト

　
　

で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
結
構
音
楽
を
お
店
で
か
け
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？ 

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。
ジ
ャ
ズ
喫
茶
風
に
は
し
な
か
っ

　
　

た
ん
で
す
。
ま
あ
フ
ォ
ー
ク
も
か
け
た
り
、
あ
と

　
　

ジ
ャ
ズ
も
か
け
た
り
、
ま
あ
、
た
ま
に
ロ
ッ
ク
な

　
　

ん
か
も
。

ア
サ
ダ　

哲
男
さ
ん
ご
趣
味
と
い
う
か
、
音
楽
の
ほ
う
は
。

哲
男　

趣
味
は
フ
ォ
ー
ク
世
代
で
す
ね
。
も
う
65
で
す

　
　

か
ら
、
フ
ォ
ー
ク
で
す
ね
。
吉
田
拓
郎
と
か
、
井

6869

変化と連なり さよならのかわりに

ア
サ
ダ　

ま
さ
に
こ
こ
。

哲
男　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

い
ま
、
わ
れ
わ
れ
が
座
っ
て
る
ベ
ン
チ
で
す
、

　
　

ト
レ
ド
の
前
の
。

哲
男　

ほ
ん
で
、
乾
い
た
か
ら
っ
つ
っ
て
運
ぼ
う
と
し

　
　

た
ら
、
道
路
の
真
ん
な
か
へ
ん
で
ぐ
ら
ー
っ
と
来

　
　

た
ん
で
す
よ
ね
。
で
、
ド
ア
、
あ
そ
こ
し
か
な
い

　
　

か
ら
、
出
入
り
口
。
そ
ん
で
、
お
客
さ
ん
に
外
に

　
　

出
て
も
ら
っ
て
。
ま
あ
、
店
そ
の
も
の
は
大
丈
夫

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
な
か
の
赤
レ
ン
ガ
と
か
が

　
　

崩
れ
て
ま
し
て
。
倒
れ
な
く
て
良
か
っ
た
な
と
。

　
　

で
も
、
あ
そ
こ
に
あ
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
は
こ
っ
ち
に

　
　

倒
れ
て
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
。

哲
男　

い
つ
も
あ
そ
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
干
し
と
く
ん
で

　
　

す
よ
。
で
も
、
そ
の
日
は
こ
っ
ち
。

ア
サ
ダ　

本
当
で
す
ね
。
た
ま
た
ま
こ
っ
ち
に
そ
の
日
、

　
　

こ
ち
ら
に
干
さ
れ
て
て
。

哲
男　

だ
か
ら
、
で
な
か
っ
た
ら
私
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
下

　
　

敷
き
に
な
っ
て
た
か
も
し
ん
な
い
。
ち
ょ
う
ど
そ

　
　

の
時
間
だ
か
ら
ね
。
で
、
あ
そ
こ
に
あ
る
奥
の
ほ

　
　

う
の
自
転
車
が
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

　
　

自
転
車
が
助
け
て
く
れ
た
、
私
の
無
事
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
か
。

哲
男　

え
え
。
す
ご
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
、
あ
の
と
き

　
　

の
揺
れ
は
、
う
ん
。

ア
サ
ダ　

み
ん
な
に
と
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
こ
こ
は
ひ
と
つ

　
　

の
そ
う
い
う
た
ま
り
場
と
い
う
か
。

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
若
者
を
中
心
に
、
何

　
　

か
を
ね
、
ま
あ
ジ
ャ
ズ
を
み
ん
な
に
幅
広
く
伝
え

　
　

た
り
、
あ
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
め
い
っ
ぱ
い
体
を

　
　

動
か
し
て
。
ま
あ
、
こ
の
ま
ち
に
来
て
、
や
っ
ぱ

　
　

り
ジ
ャ
ズ
を
広
め
て
、
み
な
さ
ん
に
ジ
ャ
ズ
っ
て

　
　

こ
う
い
う
も
ん
だ
よ
っ
て
い
う
も
の
を
聴
い
て
も

　
　

ら
っ
た
だ
け
で
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
う

　
　

40
年
ち
ょ
っ
と
で
歴
史
は
終
わ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た

　
　

け
ど
ね
。

ア
サ
ダ　

は
い
。
今
日
は
喫
茶
ト
レ
ド
を
経
営
さ
れ
て
い

　
　

た
脇
坂
哲
男
さ
ん
に
ゲ
ス
ト
に
お
越
し
い
た
だ
き

　
　

ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
山
口
百
恵『
さ
よ
な
ら
の
向
こ
う
側
』が
流
れ

　
　

る
）

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
第
５
集
「
変
化
と
連
な
り

　
　

さ
よ
な
ら
の
か
わ
り
に
」、い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

　
　

う
か
？

　
　
　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
で
は
リ
ク
エ
ス
ト
を
募
集

　
　

し
て
お
り
ま
す
。
C
D
と
同
封
さ
れ
て
い
た
リ
ク

　
　

エ
ス
ト
カ
ー
ド
に
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲
名
と

　
　

歌
手
名
、
そ
し
て
、
そ
の
曲
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

　
　

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
、
団
地
の
集
会
場
の
黄

　
　

色
い
専
用
の
ポ
ス
ト
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ま
た
、
C
D
デ
ッ
キ
も
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
　

何
名
か
の
住
民
の
方
か
ら
、
「
聴
き
た
い
け
ど
家

　
　

に
機
械
が
な
い
か
ら
聴
け
な
い
」
と
い
う
ご
意
見

　
　

も
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
い
つ
で
も
C
D
デ
ッ

　
　

キ
を
ご
自
宅
ま
で
お
持
ち
し
ま
す
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
春
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
が
、
ま
だ

　
　

少
し
寒
さ
が
続
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
あ

　
　

た
た
か
く
し
て
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
お
届
け
し

　
　

ま
し
た
の
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
パ
ー
ソ
ナ
リ

　
　

テ
ィ
ー
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
、
榊 

裕
美
、
江
尻
浩
二

　
　

郎
で
し
た
。
そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
、
ご
き
げ
ん
よ

　
　

う
。
さ
よ
う
な
ら
。



　
　

き
ま
し
た
よ
ね
。
最
初
に
晴
男
さ
ん
か
ら
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
カ
ー
ド
を
い
た
だ
い
て
、
そ
の
あ
と
、
晴
男

　
　

さ
ん
と
洋
子
さ
ん
、
ふ
た
り
と
も
リ
ク
エ
ス
ト
を

　
　

い
た
だ
い
た
。
で
、
晴
男
さ
ん
の
ほ
う
が
、
井
沢

　
　

八
郎
『
男
傘
』
っ
て
い
う
曲
で
し
た
よ
ね
。
僕
、

　
　

あ
の
曲
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
　
　

の
ど
自
慢
大
会
か
で
歌
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ

　
　

れ
っ
て
い
つ
頃
？

晴
男　

18
歳
の
と
き
だ
か
ら
、
ま
あ
50
年
は
ま
わ
っ
た

　
　

な
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
、
浪
江
で
や
っ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

浪
江
の
手
前
の
双
葉
町
。
あ
の
頃
の
体
育
館
っ

　
　

て
、
落
成
記
念
っ
て
い
う
と
そ
う
い
う
お
祭
り
を

　
　

や
っ
て
、
N
H
K
さ
ん
の
こ
と
呼
ば
っ
て
、
あ
ち

　
　

こ
ち
で
の
ど
自
慢
多
か
っ
た
の
。
昭
和
43
年
頃
だ
。

ア
サ
ダ　
『
男
傘
』
を
歌
お
う
っ
て
な
っ
た
の
は
、
な
ぜ

　
　

で
す
か
？

晴
男　

ま
あ
い
た
ず
ら
だ
よ
、
ど
う
っ
て
こ
と
な
い
。

　
　

聴
い
た
だ
け
で
、
練
習
な
ん
か
し
て
な
い
よ
。

ア
サ
ダ　

あ
の
曲
っ
て
、
か
な
り
勇
ま
し
い
曲
じ
ゃ
な
い

　
　

で
す
か
。

晴
男　

は
い
。
あ
の
声
で
は
歌
え
ね
え
け
ど
も
、
井
沢

　
　

八
郎
は
高
音
で
い
い
声
出
し
て
ん
だ
、
も
と
は
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
。
高
音
だ
け
れ
ど
も
、
ど
や
す

　
　

よ
う
な
感
じ
っ
て
い
う
か
。

晴
男　

そ
う
そ
う
そ
う
そ
う
。

　
　
　
（
井
沢
八
郎
『
男
傘
』
が
流
れ
る
）

ア
サ
ダ　

ち
な
み
に
結
果
か
ら
聞
き
ま
す
け
ど
、
あ
の
キ

　
　

ン
コ
ン
カ
ン
コ
ン
カ
ー
ン…

…

。

晴
男　

２
点
で
す
、
２
点
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。『
ラ
ジ
オ
下
神
白

　
　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
。

　
　

こ
の
C
D
で
は
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん

　
　

の
ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深

　
　

い
音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　

第
５
集
の
テ
ー
マ
は
「
変
化
と
連
な
り　

さ
よ

　
　

な
ら
の
か
わ
り
に
」
。
下
神
白
団
地
に
住
ま
わ
れ

　
　

た
あ
と
に
、
も
と
の
ま
ち
に
戻
ら
れ
た
り
、
別
の

　
　

ま
ち
へ
と
転
居
さ
れ
た
住
民
さ
ん
の
声
を
収
録
し

　
　

ま
し
た
。
元
４
号
棟
住
民
で
、
現
在
、
南
相
馬
在

　
　

住
の
横
山
晴
男
さ
ん
・
洋
子
さ
ん
ご
夫
妻
。
元
２

　
　

号
棟
住
民
で
、
現
在
富
岡
町
在
住
の
原
田
洋
星
さ

　
　

ん
・
ト
ヨ
さ
ん
ご
夫
妻
。そ
し
て
、お
知
ら
せ
コ
ー

　
　

ナ
ー
で
は
、
４
号
棟
の
渡
部
茂
子
さ
ん
と
親
交
の

　
　

あ
る
、
浪
江
町
の
喫
茶
ト
レ
ド
の
店
長
・
脇
坂
哲

　
　

男
さ
ん
に
も
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
い
ま
の
生
活
の
現
状
と
と
も
に
、

　
　

下
神
白
団
地
で
つ
な
が
っ
た
一
人
ひ
と
り
へ
の
感

　
　

謝
の
思
い
が
声
と
音
楽
で
綴
ら
れ
ま
す
。　
　
　

　
　
　

ま
ず
は
横
山
晴
男
さ
ん
、
洋
子
さ
ん
ご
夫
妻
で

　
　

す
。
横
山
晴
男
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
小
林 

旭

　
　

で
『
昔
の
名
前
で
出
て
い
ま
す
』。そ
し
て
、
洋
子

　
　

さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
ち
あ
き
な
お
み
で
『
喝

　
　

采
』
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

横
山
晴
男
さ
ん
の
の
ど
自
慢
大
会
　

ア
サ
ダ　

リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
入
れ
る
黄
色
い
ポ
ス
ト

　
　

は
、
晴
男
さ
ん
と
平
子
さ
ん
に
つ
く
っ
て
い
た
だ

晴
男　

た
ま
た
ま
。
１
点
っ
て
い
う
時
代
も
あ
っ
た
ん

　
　

だ
、
あ
の
頃
は
。

ア
サ
ダ　

１
点
？　

容
赦
な
い
で
す
ね
。

晴
男　

う
ん
。
こ
ん
な
格
好
で
、
ジ
ー
パ
ン
は
い
て
、

　
　

シ
ャ
ツ
着
て
。

ア
サ
ダ　

ジ
ー
パ
ン
い
い
で
す
ね
。

晴
男　

予
選
も
同
じ
よ
う
な
支
度
で
行
っ
て
、
ま
あ
、

　
　

歌
い
方
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん
だ
ね
。
若
い
し
、

　
　

一
回
テ
レ
ビ
に
出
す
か
っ
て
。
ほ
ん
で
、
出
し
て

　
　

も
ら
っ
た
。

ア
サ
ダ　

お
お
！

晴
男　

だ
か
ら
、
本
番
の
テ
レ
ビ
で
も
映
っ
て
る
の
。

　
　

み
ん
な
テ
レ
ビ
に
く
ぎ
づ
け
だ
っ
た
。
や
っ
と
テ

　
　

レ
ビ
も
一
家
に
１
台
く
ら
い
ず
つ
普
及
し
た
か
ら
。

　
　
（
テ
レ
ビ
）出
た
ら
、俺
も
小
僧
だ
っ
た
か
ら
「
な

　
　

ん
だ
お
前
の
と
こ
ろ
の
息
子
、
よ
く
が
ん
ば
っ
た

　
　

も
ん
だ
」
な
ん
て
や
っ
ち
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
歌
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

晴
男　

で
も
、
駄
目
だ
っ
た
の
。

洋
子　

お
ば
あ
さ
ん
が
好
き
だ
っ
た
の
ね
。
似
て
ん

　
　

じ
ゃ
な
い
の
？

ア
サ
ダ　

え
、
お
母
さ
ん
が
っ
て
こ
と
で
す
か
？

晴
男　

お
ふ
く
ろ
は
う
ま
く
て
。
み
ん
な
か
ら
、
歌
え

　
　

歌
え
な
ん
て
や
っ
ち
、
ど
こ
さ
行
っ
て
も
歌
っ
て

　
　

た
。

洋
子　

お
母
さ
ん
は
、
何
か
の
拍
子
で
集
ま
っ
て
歌
っ

　
　

て
た
ね
。

晴
男　

ほ
ら
、
部
落
の
婦
人
会
で
、
１
泊
で
湯
入
る
な

　
　

ん
て
あ
っ
た
時
代
だ
も
ん
。
そ
れ
に
行
く
と
、
必

　
　

ず
歌
っ
て
た
っ
て
い
う
話
だ
。

洋
子　

や
っ
ぱ
り
一
番
最
初
に
歌
っ
た
み
た
い
で
。

晴
男　

お
ふ
く
ろ
も
な
。

　
　

た
っ
て
ね
。
一
番
早
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す

　
　

よ
、
こ
の
人
。

晴
男　

結
婚
し
た
の
が
早
か
っ
た
ん
だ
、
俺
は
。

洋
子　

同
級
生
の
な
か
で
。

晴
男　

ち
ょ
う
ど
25
に
な
っ
た
と
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

晴
男　

う
ん
、お
や
じ
、お
ふ
く
ろ
も
そ
ろ
そ
ろ
と
思
っ

　
　

て
、
帰
っ
て
き
た
ら
た
ま
た
ま
な
、
隣
組
の
お
ば

　
　

あ
さ
ん
に
言
わ
っ
ち
な
。
ほ
ん
で
会
っ
た
ら
、
い

　
　

い
っ
て
言
う
か
ら
し
ょ
う
な
い
か
ら
も
ら
っ
た
わ

　
　

い
な
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

も
ら
っ
た
わ
い
な
。

洋
子　

し
ょ
う
な
い
か
ら
だ
っ
て
（
笑
）。
失
礼
だ
よ

　
　

ね
、
ア
サ
ダ
さ
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
言
い
方
し
ま
し
た
ね
、
い
ま
ね
、
晴
男

　
　

さ
ん
ね
。

洋
子　

ね
え
。

晴
男　

俺
は
若
い
う
ち
、す
ご
く
や
っ
た
べ
や
。出
会
っ  

　
　

た
頃
は
ね
。
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
と
か
盛
ん
に
歌
っ
て

　
　

た
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
は
い
は
い
。

洋
子　
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』
か
？

晴
男　
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』
と
か
。　
　
　

ア
サ
ダ　

レ
コ
ー
ド
も
持
っ
て
た
り
と
か
さ
れ
た
ん
で
す

　
　

か
、
晴
男
さ
ん
っ
て
。

洋
子　

レ
コ
ー
ド
は
う
ち
に
あ
り
ま
す
、
浪
江
に
。

晴
男　

う
ん
、
持
っ
て
る
べ
や
。

ア
サ
ダ　

あ
、
浪
江
に
残
っ
て
る
ん
で
す
か
。

晴
男　

ま
だ
こ
こ
さ
持
っ
て
こ
ら
ん
ね
え
か
ら
、
孫
た

　
　

ち
来
っ
か
ら
。

洋
子　

倉
庫
に
あ
り
ま
す
。

晴
男　

そ
ん
な
も
の
、
投
げ
ろ
（
捨
て
ろ
）
っ
て
言
う

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

浪
江
に
ま
だ
倉
庫
は
あ
る
ん
で
す
か
？

晴
男　

あ
り
ま
す
、
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

で
、
そ
こ
に
レ
コ
ー
ド
も
置
い
て
ら
っ
し
ゃ

　
　

る
？

晴
男　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

へ
え
。

晴
男　

あ
れ
の
向
か
い
側
に
倉
庫
あ
る
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。
そ
の
隣
の
お
う
ち
は
壊
さ

　
　

れ
た
け
ど
。

晴
男　

う
ん
、
そ
れ
だ
け
は
置
い
た
の
。

洋
子　

倉
庫
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
両
方

　
　

で
、
昔
の
何
つ
う
の
？

晴
男　

テ
ク
ニ
ク
ス
だ
。

洋
子　

っ
て
言
う
ら
し
い
。
そ
れ
は
残
っ
て
る
よ
。

ア
サ
ダ　

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
ス
ピ
ー
カ
ー
と
ア
ン

　
　

プ
が
あ
っ
て
。

晴
男　

ラ
ジ
オ
も
あ
る
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
す
ご
い
。
見
に
行
き
た
い
な
、
そ
れ
は
。

洋
子　

あ
、
見
に
行
き
た
い
（
笑
）？

　
　
　

　
　
　
（
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
『
て
ん
と
う
虫
の
サ
ン
バ
』　

　

が
流
れ
る
。
倉
庫
で
レ
コ
ー
ド
を
探
す
一
同
）

晴
男　

配
電
盤
で
す
。

ア
サ
ダ　

配
電
盤
？

晴
男　

角
。
な
か
に
入
っ
て
。
あ
あ
、
そ
こ
そ
こ
。

ア
サ
ダ　

わ
か
り
ま
し
た
、
わ
か
り
ま
し
た
、
ど
こ
か
。

洋
子　

こ
れ
で
す
よ
、
ア
サ
ダ
さ
ん
。

ア
サ
ダ　

お
お
。

晴
男　

こ
れ
、
昭
和
41
年
だ
か
２
年
に
買
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

っ
て
こ
と
は
、『
の
ど
自
慢
』
に
出
る
と
き
が

　
　

昭
和
43
年…

…

。

晴
男　

あ
あ
、
そ
の
頃
、
そ
の
頃
。

ア
サ
ダ　

お
お
。
す
ご
い
。

晴
男　

あ
、
西
川
峰
子
だ
。　
　

洋
子　

西
川
峰
子
ね
。

晴
男　

西
川
峰
子
と…

…

。

ア
サ
ダ　

小
柳
ル
ミ
子
。

洋
子　

ち
あ
き
な
お
み
。

晴
男　

ど
こ
さ
か
い
っ
た
な
、
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
。
ほ
ら
、

　
　

言
っ
て
る
。

ア
サ
ダ　

あ
、
仰
っ
て
ま
し
た
ね
、
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ
。
こ

　
　

の
レ
コ
ー
ド
は
洋
子
さ
ん
も
聴
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
ん
で
す
か
？

洋
子　

私
は
震
災
前
は
聴
い
て
た
よ
、
う
ん
。
西
川
峰

　
　

子
の
何
だ
っ
け
な
、
こ
れ
じ
ゃ
な
く
て
。
キ
ン
キ

　
　

ラ
だ
か
ん
ね
、
こ
の
人
ね
。

ア
サ
ダ　

何
そ
れ
、
キ
ン
キ
ラ
っ
て
。

洋
子　

あ
な
ん
か
こ
う
い
う
、こ
の
方
っ
て
、ハ
ス
キ
ー

　
　

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

そ
の
曲
の
名
前
っ
て
わ
か
り
ま
す
？

洋
子　

わ
か
ん
な
い
、
忘
れ
た
。
「
あ
な
た
に
あ
げ
る

　
　

何
と
か
何
と
か
」
っ
て
い
う
歌
だ
け
ど
。
そ
れ

　
　
（
レ
コ
ー
ド
を
）
回
し
ち
ゃ
え
ば
わ
か
る
け
れ
ど

　
　

も
、
壊
れ
て
っ
か
ら
で
き
な
い
。
載
っ
て
な
い
で

　
　

す
か
？

ア
サ
ダ　

歌
詞
は
載
っ
て
ま
す
。

　
　
　
（
西
川
峰
子
『
あ
な
た
に
あ
げ
る
』
が
流
れ

　
　
　

る
）

ア
サ
ダ　

ど
う
い
う
と
き
に
洋
子
さ
ん
っ
て
音
楽
聴
い
て

　
　

た
の
？

洋
子　

ど
う
い
う
と
き
？　

う
ー
ん
、
ご
飯
食
べ
て

　
　

ほ
っ
と
し
た
と
き
。
家
事
の
と
き
は
聴
か
な
い
で

洋
子　

こ
っ
ち
は
上
手
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

そ
の
へ
ん
、
ま
あ
血
だ
ね
。

洋
子　

お
じ
い
さ
ん
は
横
笛
で
、
盆
踊
り
の
と
き
は

　
　

や
っ
ぱ
り
頼
ま
れ
な
く
て
も
自
分
で
笛
持
っ
て
っ

　
　

て（
笑
）。

ア
サ
ダ　

も
う
ね
、
や
る
も
ん
だ
っ
て
い
う
感
じ
。

洋
子　

そ
う
そ
う
そ
う
。

晴
男　

70
過
ぎ
ま
で
吹
い
て
た
か
ん
ね
。
結
構
達
者

　
　

だ
っ
た
ん
だ
わ
、
笛
吹
き
は
。

ア
サ
ダ　

笛
吹
き
だ
っ
た
ん
で
す
ね
、
お
父
さ
ま
は
。

晴
男　

２
代
目
覚
え
ろ
っ
て
や
っ
て
た
ね
。
私
は
駄
目

　
　

だ
な
。

一
同　
（
笑
）。

洋
子　

結
構
難
し
い
も
ん
ね
。

晴
男　

大
工
仕
事
は
で
き
っ
け
ど
、
そ
の
ほ
か
の
こ
と

　
　

は
駄
目
な
ん
だ
。
不
器
用
で
。

江
尻　

い
や
、
ま
だ
遅
く
ね
え
な
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

大
工
仕
事
で
基
礎
は
積
ん
で
ま
す
も
ん
ね
。

洋
子　

い
や
、
難
し
い
。
息
も
続
か
な
い
よ
、
あ
の
笛

　
　

は
、
き
っ
と
。

晴
男　

う
ん
、
確
か
に
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
吹
い
た
ん
だ

　
　

よ
、
俺
は
。
お
ふ
く
ろ
の
教
え
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

お
母
さ
ま
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
も
吹
い
て
、
歌
も

　
　

歌
っ
て
、
お
父
さ
ん
は
横
笛
を
？

晴
男　

う
ん
。
う
ち
の
い
と
こ
も
一
回
、
遠
藤 

実
先
生

　
　

に
つ
い
て
、
で
も
や
っ
ぱ
り
お
金
の
面
で
途
中
で

　
　

諦
め
た
の
。

ア
サ
ダ　

歌
唱
の
指
導
で
す
か
。

晴
男　

う
ん
。
俺
も
本
当
は
２
０
０
万
あ
っ
と
、
あ
の

　
　

当
時
、
プ
ロ
歌
手
に
な
れ
て
た
ん
だ
っ
た
。

洋
子　

初
め
て
聞
い
た
！

晴
男　

小
林 

旭
が
お
じ
の
甥
っ
子
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

え
！　

つ
な
が
り
が
あ
る
ん
で
す
ね
、
小
林 

旭

　
　

さ
ん
と
。

晴
男　

い
ま
で
も
健
在
。
あ
り
ま
す
あ
り
ま
す
、
東
京

　
　

渋
谷
で
ね
。

ア
サ
ダ　

大
ス
タ
ー
で
す
ね
。

晴
男　

う
ん
、
あ
そ
こ
は
多
摩
川
の
上
だ
か
ら
、
荒
川

　
　

で
ね
え
、
何
つ
っ
た
っ
け
な
。
上
野
毛
。
そ
こ
で

　
　

ね
、
お
寺
や
っ
て
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

へ
え
。

晴
男　

そ
こ
の
お
じ
の
奥
さ
ん
が
、
小
林 

旭
の
お
ふ
く

　
　

ろ
の
妹
な
の
。

ア
サ
ダ　

お
お
、
近
い
な
、
そ
れ
（
笑
）。

晴
男　

お
ふ
く
ろ
は
会
っ
て
る
よ
、
た
ぶ
ん
。
俺
は
行

　
　

か
な
か
っ
た
け
ど
な
。
た
だ
、
２
０
０
万
く
ら
い

　
　

あ
れ
ば
大
丈
夫
だ
よ
っ
て
や
つ
、
あ
の
当
時
。
昭

　
　

和
50
年
頃
。

ア
サ
ダ　

当
時
の
２
０
０
万
っ
て
い
う
の
は
、
結
構
な
額

　
　

で
す
よ
ね
。

晴
男　

う
ん
、
い
ま
の
２
０
０
０
万
か
、
そ
ん
く
ら
い

　
　

か
か
っ
た
ん
だ
な
、
プ
ロ
歌
手
に
な
る
に
は
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

い
や
、
も
う
最
初
か
ら
諦
め
て
た
。

一
同　
（
笑
）。

　
　
　
（
小
林 

旭
『
昔
の
名
前
で
出
て
い
ま
す
』
が
流

　
　

れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
２

横
山
ご
夫
妻
の
出
会
い

　
　
〜
洋
子
さ
ん
が
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
た
夜

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
は
い
つ
ぐ
ら
い
に
、
ど
ん
な
ふ
う
に

　
　

出
会
わ
れ
た
ん
で
す
か
？

晴
男　

私
ど
も
は
昭
和
50
年
に
一
緒
に
な
り
ま
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

晴
男　

私
は
昭
和
46
年
に
東
京
に
出
て
っ
て
、
49
年
に

　
　

帰
っ
て
来
た
ん
で
す
。
修
業
し
な
が
ら
。

ア
サ
ダ　

大
工
の
お
仕
事
の
修
業
で
す
か
？

晴
男　

は
い
。
そ
の
前
に
帰
っ
て
来
た
の
か
？　

だ
い

　
　

た
い
同
じ
ぐ
ら
い
だ
ろ
、
お
前
と
俺
。

洋
子　

私
は
49
年
に
帰
っ
て
き
て
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
同
じ
で
す
よ
ね
。

洋
子　

は
い
。

洋
子　

静
岡
な
ん
で
す
。

晴
男　

浜
松
だ
な
。

洋
子　

や
っ
ぱ
り
、
二
十
歳
の
頃
帰
っ
て
き
た
い
っ
て

　
　

い
う
か
、
そ
れ
で
戻
っ
て
き
た
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

洋
子
さ
ん
も
浪
江
？

洋
子　

私
は
小
高
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

当
時
、
何
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
。

晴
男　

縫
製
業
だ
べ
や
。

洋
子　

仲
人
さ
ん
（
を
や
る
の
が
）
好
き
な
人
が
近
く

　
　

に
い
て
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ん
で
す
け
ど
。

晴
男　

そ
う
だ
な
、
昔
で
い
う
、
お
見
合
い
み
た
い
な

　
　

も
ん
で
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

洋
子　
「
ど
う
だ
い
？
」と
か
っ
て
、そ
れ
で
知
り
合
っ

　
　

た
み
た
い
な
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。
結
構
人
ご
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

一
同　
（
笑
）。

晴
男　

結
構
年
離
っ
ち
ん
だ
、
こ
れ
と
俺
で
。

洋
子　

５
つ
で
す
よ
、
そ
ん
な
ね
、
20
も
30
も
（
離
れ

　
　

て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
）。
私
は
昭
和
30
年（
生
ま

　
　

れ
）
で
す
か
ら
。
こ
っ
ち
は
24
年
（
生
ま
れ
）
な

　
　

ん
だ
け
ど
。
そ
ん
な
に
ね
、
離
れ
て
る
っ
つ
っ

　
　

み
ん
な
お
ら
よ
り
も
30
も
40
も
お
っ
き
な
人
ば
っ

　
　

か
り
だ
か
ら
、
わ
か
ん
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

ア
サ
ダ　

３
年
間
、
下
神
白
に
暮
ら
さ
れ
て
、
い
ま
も
連

　
　

絡
取
っ
た
り
す
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

洋
子　

は
い
。
あ
っ
ち
に
い
た
と
き
は
楽
し
か
っ
た
け

　
　

ど
、
こ
こ
に
来
て
み
れ
ば
生
活
が
あ
れ
し
て
る

　
　

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
　
　

私
は
病
院
に
行
っ
て
る
と
き
は
、
必
ず
じ
ゃ
な

　
　

い
け
ど
、
火
曜
日
と
木
曜
日
の
カ
フ
ェ
の
日
に
は

　
　

な
る
べ
く
合
わ
す
よ
う
に
し
て
ん
だ
け
ど
、
や
っ

　
　

ぱ
り
半
日
が
病
院
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、

　
　

な
か
な
か
。

晴
男　

わ
り
と
、
お
前
は
楽
し
ん
だ
ど
。

一
同　
（
笑
）。

晴
男　

う
ん
、
下
神
白
で
は
。

洋
子　

だ
っ
て
、
こ
の
人
は
何
に
も
あ
れ
で
（
笑
）。

晴
男　

俺
は
ま
あ…

…

。

洋
子　

男
と
女
の
あ
れ
だ
わ
い
ね
。

晴
男　

あ
れ
な
、
大
工
仕
事
し
て
て
な
、
お
茶
飲
め
ん

　
　

か
っ
た
っ
ち
。
ま
あ
、
た
ま
に
１
杯
ぐ
ら
い
ご
ち

　
　

そ
う
に
な
っ
た
け
ど
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

女
の
人
の
ほ
う
が
そ
う
い
う
の
強
い
も
ん
。
交

　
　

流
す
る
の
は
男
の
人
、
下
手
だ
も
ん
ね
。

洋
子　

う
ん
。

晴
男　

俺
、
お
金
出
し
て
カ
フ
ェ
入
っ
た
こ
と
ね
え
ん

　
　

だ
か
ら
、
ま
だ
。

一
同　
（
笑
）。

洋
子　

こ
こ
に
来
た
ら
、
そ
う
い
う
あ
れ
が
な
い
か
ら
。

晴
男　

い
や
、
い
い
か
ら
来
て
飲
め
っ
て
言
わ
れ
た
ん

　
　

だ
け
ん
ど
。

洋
子　

私
は
楽
し
か
っ
た
よ
。

晴
男　

う
ん
、
楽
し
ん
だ
べ
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

平
子
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
も
下
神
白
で
す
か
？

晴
男　

う
ん
、
そ
こ
で
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

も
と
も
と
知
り
合
い
じ
ゃ
な
く
て
、
下
神
白
で

　
　

出
会
っ
た
？

晴
男　

う
ん
。
ま
あ
昔
の
話
聞
く
と
、
た
ぶ
ん
若
い
頃

　
　

は
行
き
会
っ
て
っ
か
も
わ
か
ん
ね
え
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
、
い
い
話
だ
な
。

晴
男　

私
浪
江
で
、
あ
ち
ら
の
方
は
富
岡
だ
か
ら
。
で
、

　
　

同
じ
建
設
会
社
の
も
た
ま
に
か
じ
っ
た
こ
と
も

　
　

あ
っ
か
ら
。「
ど
こ
ど
こ
さ
行
っ
て
た
」
っ
て
話

　
　

し
た
ら
、「
あ
、
俺
も
行
っ
て
た
ど
」
っ
て
言
っ

　
　

た
か
ら
、
平
子
さ
ん
も
「
俺
も
そ
こ
の
下
請
け
も

　
　

ら
っ
て
や
っ
て
た
よ
」
っ
つ
っ
た
の
。

　
　
　

平
子
さ
ん
が
ラ
ジ
オ
体
操
終
わ
っ
と
、
そ
の
時

　
　

間
に
俺
、行
く
の
。富
岡
で
お
い
っ
ち
に
っ
て
や
っ

　
　

て
っ
か
ら
。
あ
の
頃
ね
、
８
０
０
０
歩
歩
い
て
た

　
　

ん
で
す
、
毎
日
。
も
う
あ
れ
か
ら
、
も
う
丸
１
年

　
　

歩
っ
て
な
い
な
。
去
年
ま
で
は
席
取
り
に
も
行
っ

　
　

た
の
、
花
火
大
会
の
。

洋
子　

小
名
浜
の
ね
。

晴
男　

う
ん
、
席
取
り
に
行
っ
て
た
ん
だ
よ
、
ふ
た
り

　
　

で
。
朝
５
時
起
き
し
て
、
テ
ー
プ
貼
っ
て
。
だ
か

　
　

ら
、
お
ば
あ
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
、
み
ん
な
来
た

　
　

よ
。
打
ち
上
げ
花
火
。

洋
子　

最
高
だ
っ
た
、だ
か
ら
、３
年
間
見
せ
て
も
ら
っ

　
　

た
け
ど
。

晴
男　

ま
あ
平
子
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
で
ね
、
仕
事
な

　
　

り
遊
び
な
り
、
散
歩
に
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
、

　
　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
と
、
佐

　
　

山
さ
ん
ら
に
も
い
ろ
い
ろ
ご
心
配
か
け
た
こ
と
も

　
　

あ
る
し
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

　
　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

洋
子　

下
神
白
の
み
な
さ
ん
、
３
年
間
い
ろ
い
ろ
お
世

　
　

話
に
な
り
ま
し
た
。
や
っ
と
自
分
の
う
ち
に
来
て
、

　
　

安
心
っ
て
い
う
か
、
不
安
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
ま

　
　

あ
そ
こ
そ
こ
慣
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
こ
れ
か

　
　

ら
、
ど
う
す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
も
、
が

　
　

ん
ば
っ
て
、
ま
あ
高
齢
者
の
方
は
身
体
に
気
を
付

　
　

け
て
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

原
田
ご
夫
妻
の
出
会
い

　
　
〜
東
京
・
横
浜
時
代
と
洋
星
さ
ん
の
あ
の
曲

江
尻　

続
い
て
は
、
元
２
号
棟
に
お
住
ま
い
で
、
現
在

　
　

は
富
岡
町
に
戻
ら
れ
た
、
原
田
洋
星
さ
ん
・
ト
ヨ

　
　

さ
ん
の
ご
夫
妻
で
す
。

　
　
　

集
会
場
の
カ
フ
ェ
で
隣
り
合
わ
せ
た
ト
ヨ
さ
ん

　
　

か
ら
、
レ
コ
ー
ド
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
い
う
お
話

　
　

を
伺
っ
た
の
は
、
も
う
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
で
、

　
　

ぜ
ひ
見
せ
て
く
だ
さ
い
と
団
地
の
部
屋
を
訪
ね
た

　
　

の
は
、
２
０
１
７
年
３
月
９
日
の
こ
と
で
し
た
。

　
　

も
う
一
度
、
改
め
て
お
話
を
伺
お
う
と
考
え
て
い

　
　

た
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
お
ふ
た
り
は

　
　

富
岡
町
に
戻
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
い
や
、
残

　
　

念
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ト
ヨ
さ
ん
が
遊
び
に

　
　

来
て
く
だ
さ
い
な
ん
て
言
っ
て
く
だ
さ
る
も
ん
で

　
　

す
か
ら
、
私
た
ち
は
厚
か
ま
し
く
も
雁
首
そ
ろ
え

　
　

て
、
本
当
に
伺
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　

小
春
日
和
の
昼
下
が
り
、
早
速
い
ま
、
目
の
前

　
　

に
お
ふ
た
り
の
思
い
出
の
、
た
く
さ
ん
の
レ
コ
ー

　
　

ド
が
広
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

す
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
落
ち
着
い
た
と
き
に
、
自
分
で
そ
う

　
　

や
っ
て
レ
コ
ー
ド
か
け
て
、
針
落
と
し
て
聴
く
？

洋
子　

は
い
は
い
。

ア
サ
ダ　

っ
て
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間

　
　

に
、
わ
ざ
わ
ざ
音
楽
聴
い
て
た
の
ね
。

洋
子　

そ
う
で
す
ね
。
家
事
の
と
き
は
、
ま
あ
こ
れ

　
　
（
L
P
レ
コ
ー
ド
）
だ
と
結
構
、
（
収
録
）
時
間

　
　

あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
１
曲
じ
ゃ
な
い
か
ら
。

　
　

か
け
と
い
た
ら
。

ア
サ
ダ　

ア
ル
バ
ム
だ
か
ら
ね
、
L
P
で
。
そ
っ
か
そ
っ

　
　

か
。

洋
子　

こ
れ（
シ
ン
グ
ル
レ
コ
ー
ド
）は
す
ぐ
聴
い
ち
ゃ

　
　

う
か
ら
さ
、
終
わ
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
？

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
す
ぐ
終
わ
っ
ち
ゃ
う
も
ん
ね
。

洋
子　

う
ん
う
ん
。
だ
か
ら
、
こ
れ
で
は
ち
ょ
っ
と
。

ア
サ
ダ　

か
け
な
が
ら
何
か
し
て
た
？　

そ
れ
と
も
、
わ

　
　

り
と
ゆ
っ
く
り
が
多
か
っ
た
？

洋
子　

黙
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
飲
む
と
か
そ
れ
ぐ
ら
い
だ
っ

　
　

た
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。そ
れ
っ
て
、お
子
さ
ん
が
ち
っ

　
　

さ
か
っ
た
頃
？

洋
子　

う
ー
ん
、
中
学
か
な
。
ち
っ
ち
ゃ
い
と
き
は
、

　
　

ま
あ
寝
か
し
て
、
そ
ん
と
き
く
ら
い
だ
ね
、
あ
ん

　
　

ま
り
（
音
を
）
高
く
は
で
き
な
い
、
起
き
ち
ゃ
う

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

洋
子　

歌
う
こ
と
は
で
き
な
い
け
ど
、
音
痴
だ
か
ら
。

　
　

聴
く
こ
と
は
ね
、
み
な
さ
ん
の
歌
っ
て
る
の
を
聴

　
　

い
た
り
、
そ
れ
く
ら
い
は
。
自
分
で
歌
う
っ
て
い

　
　

う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
自
信
が
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

こ
こ
の
居
間
で
、
夜
に
？

洋
子　

う
ん
。
で
も
、
舅
さ
ん
い
た
か
ら
、
あ
ん
ま
り

　
　

ボ
リ
ュ
ー
ム
高
く
は
で
き
な
い
ん
だ
。
年
寄
り
っ

　
　

て
意
外
と
早
く
休
む
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
ア
ル
バ
ム
１
枚
ず
っ
と
聴
き
な
が
ら
、

　
　

ち
ょ
っ
と
休
ん
で
た
？

洋
子　

う
ん
、
そ
う
だ
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
洋
子
さ
ん
に
と
っ
て
は
ど
ん
な
時
間

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
か
ね
。

洋
子　

ど
ん
な
時
間
？

ア
サ
ダ　

わ
り
と
ゆ
っ
く
り
と
ひ
と
り
で
過
ご
せ
る
時
間

　
　

で
？

洋
子　

そ
う
だ
ね
。
ち
ょ
っ
と
飲
み
な
が
ら
な
ら
い
い

　
　

ん
だ
け
ど
、
お
父
さ
ん
飲
ま
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
、
晴
男
さ
ん
、
飲
ま
な
い
ん
だ
。
ち
ょ
っ
と

　
　

不
満
そ
う
だ
ね
（
笑
）。

洋
子　

私
は
そ
ん
な
に
大
飲
ん
べ
え
じ
ゃ
な
い
け
ど

　
　

―
―

多
少
の
、
毎
晩
は
や
ら
な
い
け
ど―

―

う
ち

　
　

の
人
は
１
杯
飲
ん
だ
ら
顔
真
っ
赤
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　
　

た
も
ん
で
す
か
ら
、
い
ま
ま
で
40
何
年
間
一
緒
に

　
　

い
る
け
ど
、
お
酒
飲
ん
で
っ
て
い
う
の
は
な
い
で

　
　

す
。

　
　
　

日
中
は
聴
け
な
い
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
農
家
な
も

　
　

ん
で
。
今
度
夜
に
な
る
と
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
高
く
し

　
　

て
は
聴
け
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ま
あ
ま
わ
り

　
　

も
ほ
ら
ね
、
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
っ
か
ら
い
い
ん
で

　
　

す
け
ど
、
あ
ん
ま
り
ボ
リ
ュ
ー
ム
出
し
ち
ゃ
う
と

　
　

ね
、
な
ん
だ
か
あ
そ
こ
の
う
ち
あ
れ
だ
な
ん
て
言

　
　

わ
れ
て
も
嫌
だ
か
ら
。
そ
ん
な
感
じ
で
聴
い
て
ま

　
　

し
た
。
も
う
何
十
年
前
だ
よ
な
。
ち
あ
き
な
お
み

　
　

の
は
ほ
ら
、
い
ま
も
C
D
で
聴
い
て
る
か
ら
。

ア
サ
ダ　

ち
あ
き
な
お
み
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。

洋
子　

う
ん
、
『
喝
采
』
と
か
ね
。

ア
サ
ダ　

ち
あ
き
な
お
み
は
、
結
構
残
っ
て
る
ん
だ
ね
。

洋
子　

う
ん
、
そ
う
だ
ね
、
C
D
で
ね
。
『
四
つ
の
お

　
　

願
い
』
と
か
。
あ
と
は
、
X
Y
と
か
。
あ
、
こ
れ
は

　
　

X
Y
で
ね
え
か
「
X
Y
何
と
か
か
ん
と
か
」
っ
て
。

ア
サ
ダ　

そ
う
そ
う
、
こ
れ
、
『
X
＋
Y
＝
L
O
V
E
』。

　
　
（
ち
あ
き
な
お
み
『
喝
采
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

横
山
ご
夫
妻
の
い
ま

　
　

下
神
白
団
地
で
の
思
い
出
と
み
な
さ
ん
へ

ア
サ
ダ　

20
代
の
頃
か
ら
ず
っ
と
働
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

　
　

や
っ
ぱ
り
家
の
こ
と
と
か
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
じ
ゃ

　
　

な
い
で
す
か
、
姑
さ
ん
と
か
、
舅
さ
ん
と
か
い
た

　
　

ら
。
ご
近
所
付
き
合
い
は
ど
う
で
し
た
？

洋
子　

み
ん
な
お
勤
め
し
て
た
か
ら
、
そ
の
頃
は
。
だ

　
　

か
ら
、
頻
繁
に
お
茶
飲
み
と
か
は
な
か
っ
た
ね
。

　
　

日
曜
ぐ
ら
い
か
な
。
震
災
前
は
そ
う
や
っ
て
た
け

　
　

ど
、
震
災
後
は
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　
　

た
か
ら
。
隣
組
も
友
だ
ち
も
。
だ
か
ら
遠
距
離
っ

　
　

つ
う
か
、
お
茶
飲
み
も
で
き
な
い
。
こ
こ
に
来
て

　
　

も
、
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
下
神
白
団
地
で
定
期
的
に
開
催
し
て
い

　
　

た
「
カ
フ
ェ
下
神
白
」
な
ん
か
に
参
加
す
る
っ
て

　
　

い
う
ん
の
は
、
珍
し
か
っ
た
ん
で
す
か
？

洋
子　

う
ん
。
あ
そ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
来
た
お
陰

　
　

で
い
ろ
い
ろ
な
人
と
も
知
り
合
っ
た
し
、
浪
江
町

　
　

は
２
棟
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
４
、
５
号
棟
ね
。

洋
子　

み
ん
な
高
齢
者
ば
っ
か
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　
　

私
ら
の
年
代
だ
っ
た
ら
、
何
と
か
わ
か
っ
け
ど
、

ト
ヨ　

あ
れ
は
も
う
、
40
年
、
50
年
ぐ
ら
い
に
な
る
？

洋
星　

う
ん
。
そ
れ
こ
そ
、
そ
う
だ
な…

…

。

ト
ヨ　

50
年
以
上
に
な
る
よ
ね
、
私
た
ち
。

ア
サ
ダ　

よ
く
残
し
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
、
こ
れ
。

洋
星　

昭
和
30
年
。

ア
サ
ダ　

動
く
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

こ
れ
捨
て
る
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
な
ん

　
　

か
捨
て
な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
、
こ
の
前
。
み
ん
な
、

　
　

も
う
ほ
と
ん
ど
捨
て
た
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
だ
け
は

　
　

ね
、
な
ん
か
捨
て
が
た
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

洋
星　

日
本
で
ね
、
僕
が
好
き
な
の
は
、
こ
れ
。
こ
の

　
　

男
。
な
ん
か
自
殺
未
遂
し
た
け
ど
さ
。

ア
サ
ダ　

フ
ラ
ン
ク
永
井
さ
ん
で
す
か
。

洋
星　

フ
ラ
ン
ク
永
井
。

ア
サ
ダ　

松
尾
和
子
さ
ん
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
と
か
し
て
ま
し

　
　

た
よ
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
そ
う
、
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
で
は
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
、
昭
和

　
　

41
年
に
吹
き
込
ま
れ
、
50
年
代
カ
ラ
オ
ケ
時
代
に

　
　

大
ヒ
ッ
ト
い
た
し
ま
し
た
、
作
詞
岩
谷
時
子
、
作

　
　

曲
吉
田 

正
。
魅
惑
の
低
音
、
フ
ラ
ン
ク
永
井
で

　
　
『
お
ま
え
に
』
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

ト
ヨ
さ
ん
の
戦
中
戦
後
と
窓
辺
で
聴
い
た
あ
の
曲

ア
サ
ダ　

フ
ラ
ン
ク
永
井
さ
ん
は
ど
の
へ
ん
が
魅
力
で
す

　
　

か
、
や
っ
ぱ
り
声
で
す
か
？

洋
星　

そ
う
だ
ね
、
声
が
あ
れ
だ
っ
た
。
ま
あ
魅
力
は

　
　

あ
る
わ
な
。

ア
サ
ダ　

こ
の
曲
を
買
っ
て
い
た
頃
は
、
も
う
お
ふ
た
り

　
　

は
ご
結
婚
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

も
う
し
て
た
よ
ね
、
と
っ
く
に
ね
。

洋
星　

で
し
た
。

ト
ヨ　

あ
の
頃
は
ね
、
ま
だ
ね
、
一
番
い
い
と
き
だ
、

　
　

40
年
。
ね
、
30
な
ら
40
年
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
一
番
、

　
　

元
気
で
し
ょ
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。
景
気
も
良
か
っ
た
し
。

ト
ヨ　

そ
う
、
20
何
年
、
ち
ょ
う
ど
う
ち
を
買
っ
た
ん

　
　

だ
か
ら
。
い
く
ら
か
ゆ
と
り
あ
っ
た
の
か
、
わ
か

　
　

ら
な
い
（
笑
）。
あ
の
頃
は
一
番
良
か
っ
た
。

洋
星　

い
や
ね
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
１
枚
１
枚
に
、
そ
れ

　
　

は
確
か
に
自
分
な
り
の
あ
れ
が
、
気
持
ち
っ
て
い

　
　

う
か
、
ひ
と
つ
の
何
て
い
う
ん
だ
ろ
う
な
、
物
語

　
　

が
あ
る
わ
け
だ
よ
。
そ
の
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
て
て
、

　
　

歌
い
手
が
ど
う
だ
っ
た
と
か
ね
、
あ
あ
、
あ
の
と

　
　

き
は
良
か
っ
た
ね
っ
て
。
ち
ょ
う
ど
景
気
が
ど
ん

　
　

ど
ん
ど
ん
ど
ん
上
積
み
に
な
っ
て
く
時
代
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
っ
た
頃
で
す

　
　

よ
ね
。

洋
星　

え
え
。
そ
れ
で
、
ま
ち
が
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん

　
　

ね
、
砂
利
道
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
な
っ
た
り
、
そ

　
　

う
い
う
時
代
だ
っ
た
か
ら
ね
。
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に

　
　

仕
事
も
し
た
け
ど
ね
。
戸
塚
に
い
る
と
き
は
横
浜

　
　

の
工
場
だ
っ
た
か
ら
、
車
で
行
っ
て
た
け
ど
。
東

　
　

京
勤
務
も
あ
っ
た
か
ら
。
東
京
勤
務
は
電
車
で

　
　

通
っ
て
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
れ
で
や
っ
ぱ
り
ほ
ら
、
友
だ
ち
で
そ
う
い
う

　
　

レ
コ
ー
ド
を
好
き
な
や
つ
が
い
た
か
ら
ね
。
だ
か

　
　

ら
、「
ど
ん
な
や
つ
が
あ
る
」
「
こ
ん
な
の
が
あ

　
　

る
」
っ
て
ね
。
そ
う
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
買
い
に

　
　

行
っ
た
も
ん
だ
け
ど
ね
。

ア
サ
ダ　

会
社
の
お
友
だ
ち
で
す
か
？

洋
星　

う
ん
。
ま
あ
、
ほ
と
ん
ど
は
や
っ
ぱ
会
社
だ
ね
。

　
　

自
分
の
ま
わ
り
で
は
、
同
じ
職
業
を
持
っ
た
人
、

　
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
っ
て
、
そ
う
多
く
な
か
っ
た

　
　

か
ら
ね
。

ア
サ
ダ　

ち
ょ
っ
と
話
戻
り
ま
す
け
ど
、
も
と
も
と
九
州

　
　

か
ら
出
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
よ
ね
、
東
京
に
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

出
て
こ
ら
れ
て
、
で
、
ト
ヨ
さ
ん
も
東
京
に
出

　
　

て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
ト
ヨ
さ
ん
、
も
と
も
と

　
　

地
元
を
出
る
き
っ
か
け
っ
て
仕
事
で
す
か
？

ト
ヨ　

そ
う
だ
。
そ
の
頃
は
、
こ
こ
っ
て
何
も
な
い
で

　
　

し
ょ
。
そ
れ
こ
そ
働
く
と
こ
ろ
も
。

ア
サ
ダ　

お
勤
め
さ
れ
て
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

私
ら
の
と
き
に
は
ま
だ
ね
、
中
学
っ
て
い
う
の

　
　

は
な
く
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
、

　
　

義
務
教
育
っ
つ
う
の
は
。
あ
と
高
等
１
年
、
高
等

　
　

２
年
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
義
務
教

　
　

育
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
。
そ
れ
と
、
あ
と
青
年
学

　
　

校
っ
て
い
う
の
、
あ
っ
た
よ
ね
。
そ
し
て
、
ち
ょ

　
　

う
ど
戦
争
中
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
で
学
校
に

　
　

募
集
が
来
て
、
で
、
私
小
田
急
線
の
狛
江
に
行
っ

　
　

た
の
。
集
団
就
職
み
た
い
な
の
で
行
っ
た
の
。
そ

　
　

の
頃
、
ト
ラ
ン
ス
の
あ
れ
や
っ
た
り
。

ア
サ
ダ　

ト
ラ
ン
ス
の
あ
れ
っ
て
何
で
す
か
？

ト
ヨ　

線
巻
き
っ
つ
う
の
？

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
工
場
で
、
み
ん
な
で
？

ト
ヨ　

工
場
で
、
寮
に
入
っ
て
。
そ
れ
で
、
終
戦
の
と

　
　

き
は
東
京
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
終
戦
は
東
京
で
迎
え
ら
れ
て

　
　

る
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
。
そ
れ
で
、
い
っ
た
ん
帰
っ
て
き
て
、
そ

り
ん
ご　

全
部
横
浜
に
い
た
と
き
に
買
っ
た
レ
コ
ー
ド
で

　
　

す
か
？

洋
星　

そ
う
で
す
、
は
い
。

ア
サ
ダ　

横
浜
は
、
何
歳
ぐ
ら
い
の
と
き
か
ら
住
ん
で

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

も
う
ず
っ
と
ね
。

洋
星　

あ
あ
、
40
代
だ
ね
、
僕
が
。

ト
ヨ　

違
う
じ
ゃ
ん
。

洋
星　

何
が
？

ト
ヨ　

そ
の
前
に
東
京
に
ち
ょ
っ
と
い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
東
京
に
お
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

も
と
も
と
お
ふ
た
り
は
、
富
岡
出
身
で
？

ト
ヨ　

私
は
富
岡
。

洋
星　

俺
、
九
州
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
出
会
わ
れ
た
の
は
ど

　
　

こ
で
で
す
か
？

一
同　
（
笑
）。

ト
ヨ　

東
京
で
。

ア
サ
ダ　

東
京
で
。
い
き
な
り
こ
ん
な
話
し
ち
ゃ
う
ん
で

　
　

す
よ
、
す
い
ま
せ
ん
ね
（
笑
）。
だ
い
た
い
そ
ん

　
　

な
話
ば
っ
か
り
聞
く
ん
で
す
よ
。

一
同　
（
笑
）。

り
ん
ご　

お
仕
事
先
が
一
緒
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

う
う
ん
、
私
ら
見
合
い
な
の
。
ね
、
見
合
い
だ
っ

　
　

た
ん
だ
よ
。

ア
サ
ダ　

お
見
合
い
で
。
あ
、
裕
次
郎
、
あ
り
ま
す
ね
。

洋
星　

そ
れ
は
古
い
ね
。

ト
ヨ　

こ
れ
、
古
い
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

ベ
ス
ト
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
。

り
ん
ご　

い
く
つ
ぐ
ら
い
の
と
き
に
買
っ
た
ん
で
す
か
。

ト
ヨ　

40
ぐ
ら
い
？

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

そ
の
頃
だ
よ
ね
、
み
ん
な
ね
。
40
か
。

洋
星　

な
ん
と
い
っ
て
も
ね
、
ま
だ
健
在
の
と
き
だ
か

　
　

ら
な
。

ト
ヨ　

40
代
だ
よ
ね
。

洋
星　

も
う
あ
の
人
が
亡
く
な
っ
て
、
も
う
４
、
50
年

　
　

経
つ
で
し
ょ
う
。

ト
ヨ　

あ
、
そ
ん
な
に
経
っ
た
か
。

ア
サ
ダ　

デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
っ
て
そ
ん
な
前
な
ん
で
す
も

　
　

ん
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

そ
ん
な
経
つ
？

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
も
う
亡
く
な
ら
れ
て
そ
れ
ぐ
ら
い
。

ト
ヨ　

そ
う
だ
よ
な
、
淡
谷
の
り
子
と
か
な
ん
か
の
時

　
　

代
だ
も
ん
ね
。
わ
れ
わ
れ
の
代
は
も
う
マ
ヒ
ナ
ス

　
　

タ
ー
ズ
だ
と
か
ね
。
だ
っ
て
も
う
、
定
年
だ
っ
て

　
　

20
何
年
前
だ
も
ん
ね
。
も
う
23
年
？　

だ
か
ら
、

　
　

23
年
前
に
こ
こ
へ
来
た
の
。

ア
サ
ダ　

60
歳
で
こ
ち
ら
に
横
浜
か
ら
戻
っ
て
こ
ら
れ
て
。

　
　

い
ろ
い
ろ
こ
こ
に
あ
る
レ
コ
ー
ド
は
横
浜
の
と
き

　
　

に
買
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
た
も
の
が
残
っ
て
る
ん
で

　
　

す
か
ね
。

ト
ヨ　

ほ
と
ん
ど
そ
う
だ
ね
。

り
ん
ご　

あ
ら
、
テ
レ
サ
・
テ
ン
。

ア
サ
ダ　

お
仕
事
の
関
係
で
横
浜
に
お
ら
れ
た
ん
で
す

　
　

か
？

洋
星　

う
ん
、
石
川
島
。

ト
ヨ　

石
川
島
だ
。

洋
星　

造
船
会
社
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
、
石
川
島
の
造
船
会
社

　
　
（
レ
コ
ー
ド
を
か
け
な
が
ら
）。

洋
星　

一
丁
前
に
給
料
が
ね
、
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

　
　

た
頃
か
ら
だ
よ
ね
。
昭
和
32
年
に
も
う
僕
は
新
宿

　
　

い
た
ん
だ
。

ト
ヨ　

最
初
は
ね
。

ア
サ
ダ　

当
時
は
、
ど
う
い
う
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
好
き

　
　

だ
っ
た
か
覚
え
て
ま
す
か
？

洋
星　

や
っ
ぱ
り
そ
の
頃
は
映
画
ブ
ー
ム
だ
っ
た
ん
だ

　
　

ろ
う
ね
。
だ
か
ら
、
そ
の
主
題
歌
な
ん
か
を
ね
、

　
　

よ
く
集
め
て
た
ん
だ
け
ど
ね
。

ト
ヨ　

そ
れ
が
そ
の
美
空
ひ
ば
り
？

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
美
空
ひ
ば
り
と
か
。

ト
ヨ　

３
本
立
て
ぐ
ら
い
？

洋
星　

テ
レ
ビ
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ね
、
や
っ

　
　

ぱ
り
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
い
っ
た
で
し
ょ
。
一
時
期

　
　

も
う
、
レ
コ
ー
ド
っ
て
い
う
の
は
ね
、
あ
ま
り
聴

　
　

く
あ
れ
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
テ
レ
ビ

　
　

で
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
ガ
ン
や
っ
て
る
っ
て
こ
と
が
多

　
　

か
っ
た
か
ら
。
徐
々
に
集
め
は
じ
め
た
ん
だ
よ
。

ト
ヨ　

テ
レ
ビ
が
最
初
出
た
の
、
30
何
年
だ
っ
け
。
給

　
　

料
が
ま
だ
１
万
か
そ
こ
い
ら
な
の
に
ね
、
テ
レ
ビ

　
　

が
５
０
０
０
円
ぐ
ら
い
し
た
ん
だ
も
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

ラ
ジ
オ
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

ト
ヨ　

あ
あ
、
ラ
ジ
オ
。

ア
サ
ダ　

曲
を
聴
く
っ
て
い
う
こ
と
も
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ　

ま
あ
映
画
を
見
て
音
楽
知
る
っ
て
い
う
の
も
あ

　
　

る
し
、
あ
と
は
テ
レ
ビ
っ
て
い
う
よ
り
ラ
ジ
オ
で

　
　

す
よ
ね
、
当
時
だ
っ
た
ら
。

ト
ヨ　

だ
か
ら
あ
の
ラ
ジ
オ
が
古
い
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

お
お
、
本
当
だ
。

ト
ヨ　

真
空
管
の
。

ア
サ
ダ　

え
、
あ
の
ラ
ジ
オ
は
当
時
使
っ
て
た
や
つ
？

ア
サ
ダ　

結
構
い
ろ
ん
な
催
し
を
や
っ
た
り
と
か
、
い
ろ

　
　

い
ろ
み
な
さ
ん
、
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る…

…

。

ト
ヨ　

で
も
、
も
う
（
参
加
す
る
人
は
）
決
ま
っ
て
る

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
参
加
す
る
方
々
は
ね
。
や
っ
ぱ
り
新
し

　
　

い
方
が
、
集
会
場
の
取
り
組
み
で
増
え
て
い
く
っ

　
　

て
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

　
　

で
す
ね
。

　
　
　

仲
良
か
っ
た
方
は
、
お
ら
れ
た
ん
で
す
か
？ 

ト
ヨ　

近
所
の
人
で
、
松
本
禮
子
さ
ん
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
。

ト
ヨ　

あ
の
方
は
こ
こ
行
っ
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
。
ま
あ

　
　

隣
だ
か
ら
、
結
構
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
た
し
ね
。

ア
サ
ダ　

何
度
か
C
D
を
お
渡
し
に
行
っ
た
の
で
覚
え
て

　
　

ま
す
。

ト
ヨ　

あ
と
ほ
ら
、
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
や
っ
て
た
か
ら
、

　
　

あ
そ
こ
で
。

ア
サ
ダ　

い
つ
か
戻
る
だ
ろ
う
な
っ
て
い
う
こ
と
も
思
い

　
　

な
が
ら
、
み
な
さ
ん
、
住
ん
で
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

　
　

す
か
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
だ
ろ
う
ね
。
で
も
、
最
初
は
ね
、
ま
だ
ま

　
　

だ
解
除
に
な
ん
な
い
か
ら
帰
れ
な
い
と
思
っ
て
た

　
　

か
ら
。
だ
か
ら
、
あ
そ
こ
に
ず
っ
と
住
む
気
で
は

　
　

い
ま
し
た
よ
。
ま
さ
か
こ
ん
な
に
早
く
帰
っ
て
く

　
　

る
と
思
わ
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
も
っ
と
帰
っ
て
来
る
ま
で
時
間
か
か
る
と

　
　

思
っ
て
？

ト
ヨ　

思
っ
た
。
10
年
は
駄
目
っ
て
言
っ
て
た
で
し
ょ
。

ア
サ
ダ　

う
ん
。

ト
ヨ　

ね
え
。
た
ま
た
ま
私
も
、
あ
の
頃
横
山
さ
ん
と

　
　

ね
、
私
も
帰
る
ん
だ
わ
っ
て
話
し
て
て
、
い
ろ
い

　
　

ろ
と
。

り
ん
ご　

カ
フ
ェ
で
で
す
か
？

ト
ヨ　

カ
フ
ェ
で
。
あ
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

あ
、
や
っ
ぱ
り
カ
フ
ェ
で
知
り
合
っ
た
っ
て
方
、

　
　

結
構
多
い
ん
だ
な
。

ト
ヨ　

で
も
、
親
子
み
た
い
だ
ね
っ
て
言
い
な
が
ら
話

　
　

し
て
て
。
そ
れ
で
、
電
話
番
号
を
教
え
て
も
ら
っ

　
　

た
か
ら
。
い
く
ら
も
来
た
の
違
わ
な
い
ん
だ
よ
ね
。

　
　

う
ち
は
３
月
15
日
で
し
ょ
、
あ
の
人
た
ち
も
３
月
。

ア
サ
ダ　

な
ん
か
カ
フ
ェ
行
っ
て
た
ら
、
横
山
洋
子
さ
ん

　
　

か
ら
、
実
は
ね
っ
て
話
を
聞
い
て
、
南
相
馬
に
家

　
　

を
建
て
て
、
ま
た
遊
び
に
お
い
で
み
た
い
な
こ
と

　
　

を
言
っ
て
く
れ
て
た
ん
で
す
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時

　
　

期
。
で
、
落
ち
着
か
れ
た
ら
行
き
た
い
な
と
思
っ

　
　

て
、
先
月
行
っ
て
き
た
ん
で
す
。
こ
う
や
っ
て
、

　
　

音
楽
聴
い
た
り
と
か
し
て
。

ト
ヨ　

そ
こ
の
ほ
ら
、
ポ
ピ
ー
の
花
が
す
ご
く
き
れ

　
　

い
っ
て
テ
レ
ビ
で
も
や
っ
た
の
。
そ
の
と
き
に
横

　
　

山
さ
ん
が
電
話
よ
こ
し
て
く
れ
て
、
見
に
行
き
た

　
　

い
か
ら
っ
て
来
た
の
よ
。
そ
の
と
き
に
ち
ょ
こ
っ

　
　

と
う
ち
へ
寄
っ
て
っ
て
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
な
の
。
横
山
さ
ん
と
は
下
神
白
で
出

　
　

会
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
さ
っ
き
仰
っ
て
た

　
　

松
本
さ
ん
と
か
北
崎
さ
ん
と
か
は
も
と
も
と
知
り

　
　

合
い
だ
っ
た
ん
で
す
か
？ 

ト
ヨ　

い
や
、
北
崎
さ
ん
は
夜
ノ
森
の
ほ
う
だ
か
ら
、

　
　

全
然
面
識
は
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
下
神
白
で
出
会
っ
て
。

ト
ヨ　

そ
う
で
す
ね
。
下
高
久
で
最
初
知
り
合
っ
て
。

り
ん
ご　

あ
あ
、
仮
設
住
宅
の
と
き
？

ト
ヨ　

仮
設
で
ね
。
そ
れ
で
、
た
ま
た
ま
向
こ
う
へ

　
　

行
っ
て
、
私
も
向
こ
う
行
っ
た
の
。
松
本
禮
子
さ

　
　

ん
は
、
近
く
な
の
よ
。

り
ん
ご　

も
と
か
ら
ご
近
所
さ
ん
？

ト
ヨ　

う
ん
、
こ
の
前
ね
、
集
会
場
で
ね
、
清
水
の
人

　
　

た
ち
、
こ
こ
の
部
落
の
会
合
が
あ
っ
た
の
よ
、
お

　
　

茶
飲
み
会
。
そ
の
と
き
禮
子
さ
ん
が
向
こ
う
か
ら

　
　

来
て
く
れ
た
、
息
子
さ
ん
と
。
だ
か
ら
、
来
れ
ば

　
　

ま
た
ね
、
行
っ
た
り
来
た
り
で
き
る
け
ど
。
あ
と

　
　

は
そ
う
だ
ね…

…

浪
江
の
人
、
大
熊
の
人
、
あ
あ

　
　

い
う
人
た
ち
と
は
結
構
話
は
し
た
わ
ね
。
み
な
さ

　
　

ん
元
気
な
ん
だ
ろ
う
ね
。

ア
サ
ダ　

ね
、
み
な
さ
ん
、
そ
う
で
す
ね
。
今
年
は
ク
リ

　
　

ス
マ
ス
会
も
す
る
み
た
い
で
。

ト
ヨ　

あ
、
そ
う
。

ア
サ
ダ　

佐
山
さ
ん
が
音
頭
取
っ
て
く
れ
て
。

ト
ヨ　

あ
あ
、
佐
山
さ
ん
が
ね
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
佐
山
さ
ん
す
ご
い
が
ん
ば
っ
て
て
、
な

　
　

ん
か
ち
ょ
っ
と
僕
ら
も
か
か
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ

　
　

と
に
な
っ
て
。
明
日
団
地
で
打
ち
合
わ
せ
し
て
こ

　
　

よ
う
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。

ト
ヨ　

あ
の
人
は
本
当
、
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
た
の

　
　

よ
、
旦
那
さ
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
で
す
よ
ね
、
佐
山
さ
ん
、
本
当
ね
。

ト
ヨ　

奥
さ
ん
も
ね
。

ア
サ
ダ　

う
ん
、
お
ふ
た
り
と
も
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と

　
　

を
ね
、
世
話
し
て
。

ト
ヨ　

う
ん
、
本
当
。

ト
ヨ　

小
野
田
さ
ん
も
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
？

ア
サ
ダ　

小
野
田
さ
ん
元
気
で
す
ね
。

ト
ヨ　

ご
主
人
も
？

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
。
ご
主
人
と
は
カ
ラ
オ
ケ
で
お

　
　

会
い
し
ま
す
ね
。
い
ま
、
水
曜
日
と
金
曜
日
に
カ

　
　

ラ
オ
ケ
行
っ
た
ら
必
ず
お
ら
れ
る
の
で
。

ト
ヨ　

あ
の
子
大
き
く
な
っ
た
か
ね
、
何
だ
っ
け
。
あ

　
　

れ
で
ま
た
。
知
り
合
い
も
い
た
し
ね
、
私
の
姉
な

　
　

ん
か
も
い
た
か
ら
、浅
草
の
ほ
う
に
。そ
れ
を
頼
っ

　
　

て
行
っ
た
り
。

　
　
　

よ
く
雨
が
降
っ
た
と
き
な
ん
か
こ
こ
で
ね
、
石

　
　

原
裕
次
郎
の
曲
聴
い
て
た
の
。

ア
サ
ダ　

裕
次
郎
い
い
で
す
ね
。

ト
ヨ　

雨
が
降
っ
て
る
と
外
に
も
出
れ
な
い
し
。

ア
サ
ダ　

裕
次
郎
の
好
き
な
曲
は
あ
り
ま
す
か
、
こ
の
な

　
　

か
で
。

ト
ヨ　

み
ん
な
あ
れ
だ
け
ど
ね
。
こ
れ
が
好
き
な
の
、

　
　
『
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
』。
あ
の
歌
詞
好
き
。

　
ア
サ
ダ　

も
う
１
曲
お
聴
き
い
た
だ
き
ま
す
。
主
演
映
画

　
　

の
主
題
歌
と
し
て
昭
和
42
年
大
ヒ
ッ
ト
い
た
し
ま

　
　

し
た
。
本
人
自
ら
直
接
制
作
を
依
頼
し
た
と
い
う

　
　

こ
の
曲
。
作
詞
・
作
曲
浜
口
庫
之
助
。
石
原
裕
次

　
　

郎
で
『
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
』
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

原
田
ご
夫
妻
の
い
ま

　
　

下
神
白
団
地
で
の
思
い
出
と
み
な
さ
ん
へ

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
い
つ
ま
で
あ
っ
た
ん
で
し
た
っ
け
、
そ

　
　

の
お
っ
き
い
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
。

ト
ヨ　

こ
の
震
災
後
に
捨
て
た
の
。

ア
サ
ダ　

震
災
後
な
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

も
う
ね
、
み
ん
な
駄
目
っ
て
言
わ
れ
て
、
放
射

　
　

能
が
ど
う
と
か
こ
う
と
か
っ
て
言
わ
れ
て
。
東
電

　
　

で
み
ん
な
ほ
ら
。
そ
の
と
き
に
置
こ
う
か
っ
て

　
　

言
っ
た
ん
だ
け
ど
、
も
う
ほ
ら
、
真
空
管
だ
か
ら

　
　

直
せ
な
い
じ
ゃ
ん
。
修
理
も
利
か
な
い
し
、
ね
。

　
　

そ
れ
で
出
し
ち
ゃ
っ
た
の
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
。

ト
ヨ　

で
も
、
一
回
は
直
し
て
も
ら
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
も
う
、
ず
い
ぶ
ん
長
い
こ
と
使
っ
た
ん

　
　

で
す
か
、
そ
の
ス
テ
レ
オ
シ
ス
テ
ム
は
。

ト
ヨ　

使
っ
た
よ
ね
。

洋
星　

う
ん
。

ト
ヨ　

だ
っ
て
、
あ
れ
が
出
た
の
が
45
年
頃
で
し
ょ
。

　
　

で
、
こ
こ
へ
持
っ
て
き
た
ん
だ
か
ら
、
20
年
ぐ
ら

　
　

い
使
っ
た
か
な
。

洋
星　

う
ん
、
そ
う
だ
な
。

ト
ヨ　

あ
、
15
年
だ
ね
。
15
年
し
か
住
ま
な
か
っ
た
ん

　
　

だ
、
こ
こ
。
そ
し
て
、
震
災
に
な
っ
た
ん
だ
な
。

り
ん
ご　

な
ん
で
こ
っ
ち
に
、
ト
ヨ
さ
ん
の
実
家
の
ほ
う

　
　

に
来
よ
う
っ
て
な
っ
た
ん
で
す
か
？

ト
ヨ　

結
局
何
て
い
う
の
、
子
供
が
い
な
い
じ
ゃ
ん
。

　
　

だ
か
ら
、
私
の
実
家
の
世
話
に
な
る
つ
も
り
で
。

　
　

こ
こ
畑
だ
っ
た
の
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
う
ち
を
建

　
　

て
て
、
甥
っ
子
た
ち
に
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。

ト
ヨ　

そ
う
、
そ
う
い
う
こ
と
。
で
、
う
ち
は
姉
が
跡

　
　

取
り
だ
っ
た
か
ら
。
姉
が
ま
だ
健
在
な
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

甥
っ
子
さ
ん
っ
て
い
う
の
は
、
お
姉
さ
ん
の
息

　
　

子
さ
ん
？

ト
ヨ　

お
姉
さ
ん
。

り
ん
ご　

そ
れ
で
一
緒
に
来
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
。
じ
ゃ
あ
一
緒
に
行
こ
う
、
畑
で
も

　
　

し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
野
菜
つ
く
っ
て
過
ご
そ
う

　
　

と
い
う
こ
と
で
。
た
ま
た
ま
向
こ
う
の
う
ち
が
売

　
　

れ
た
の
よ
ね
、
戸
塚
の
う
ち
が
。
売
り
に
出
し
た

　
　

ら
、
運
よ
く
売
れ
た
の
よ
。
じ
ゃ
あ
そ
れ
で
ね
、

　
　

こ
こ
に
う
ち
建
て
れ
ば
い
い
み
た
い
な
感
じ
に

　
　

な
っ
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

横
浜
と
こ
っ
ち
と
だ
と
、
環
境
が
ら
っ
と
変
わ

　
　

る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

ト
ヨ　

そ
う
で
す
ね
。
だ
け
ど
結
局
ね
、
来
る
な
ら
い

　
　

ま
で
な
い
と
ま
わ
り
の
人
に
も
慣
れ
な
い
。
病
気

　
　

に
な
っ
て
か
ら
行
き
ま
す
っ
て
わ
け
に
い
か
な
い

　
　

か
ら
。

ア
サ
ダ　

元
気
な
う
ち
に
行
っ
て
お
こ
う
っ
て
い
う
。

ト
ヨ　

元
気
な
う
ち
に
来
て
、
ま
わ
り
の
人
と
も
慣
れ

　
　

て
、
そ
し
て
来
て
か
ら
す
ぐ
老
人
会
な
ん
か
入
っ

　
　

て
、
15
年
、
な
ん
と
な
く
こ
こ
で
過
ご
し
て
、
み

　
　

ん
な
に
慣
れ
た
の
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
。
で
、
そ
う
や
っ
て
過
ご
さ
れ

　
　

て
い
た
な
か
で
、
震
災
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

う
ん
。
だ
け
ど
実
家
は
ね
、
や
っ
ぱ
ま
だ
孫
が

　
　

中
学
１
年
だ
か
２
年
で
、
郡
山
の
学
校
行
っ

　
　

ち
ゃ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

子
供
が
そ
っ
ち
に
行
っ
ち
ゃ
う
と
、
な
か
な
か

　
　

帰
っ
て
こ
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

ト
ヨ　

向
こ
う
に
も
う
う
ち
建
て
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
そ
う
か
、
逆
に
実
家
の
ほ
う
は
郡
山
の

　
　

ほ
う
に
行
か
れ
て
、
い
ま
、
お
ふ
た
り
が
こ
こ
に

　
　

い
る
っ
て
い
う
か
た
ち
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

ト
ヨ　

そ
う
そ
う
。
で
も
ね
、
実
家
も
ね
、
小
さ
な
う

　
　

ち
建
て
た
ん
で
す
よ
。
す
ぐ
そ
ば
だ
、
こ
の
下
の

　
　

通
り
ね
。
年
中
来
て
く
れ
る
か
ら
。
だ
か
ら
や
っ

　
　

ぱ
り
、
私
ら
も
こ
こ
に
帰
っ
て
く
る
し
か
な
い
ん

　
　

だ
よ
な
、
あ
そ
こ
の
団
地
に
い
る
よ
り
は
。

　
　
　

い
ろ
い
ろ
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
わ
ね
（
笑
）
。

　
　

で
も
、
結
構
、
人
に
は
恵
ま
れ
た
わ
ね
、
私
た
ち
。

　
　

下
神
白
の
人
た
ち
は
元
気
だ
も
ん
ね
。

　
　

上
陽
水
。
若
い
頃
聴
い
て
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
井
上
陽
水
と
か
ね
。

哲
男　

で
も
あ
る
日
突
然
、
東
京
い
た
と
き
に
喫
茶
店

　
　

で
初
め
て
聴
い
た
の
が
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ー
タ
ー
ソ

　
　

ン
。
そ
れ
か
ら
ジ
ャ
ズ
に
流
れ
て
い
っ
た
ん
で
す

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
は
い
は
い
。

哲
男　

や
っ
ぱ
り
渋
谷
の
ほ
う
で
喫
茶
店
の
勉
強
し
て

　
　

て
。
で
、
大
学
生
が
よ
く
オ
ス
カ
ー
・
ピ
ー
タ
ー

　
　

ソ
ン
と
か
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
と
か
の
レ
コ
ー

　
　

ド
持
っ
て
き
て
「
か
け
て
く
だ
さ
い
」
つ
っ
て
、

　
　

そ
れ
で
私
も
ジ
ャ
ズ
に
は
ま
っ
て
。

　
　
　

中
学
校
の
頃
に
姉
が
ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン

　
　

の
ね
、
レ
コ
ー
ド
の
ア
ル
バ
ム
、
１
枚
あ
っ
た
ん

　
　

で
す
よ
、
実
家
に
。
そ
れ
を
何
気
な
く
聴
い
て
た

　
　

ん
で
す
よ
。
う
ち
の
お
姉
さ
ん
は
す
ご
い
の
を
聴

　
　

い
て
ん
だ
な
っ
て
ね
言
っ
た
ら
、
「
い
や
、
彼
氏

　
　

か
ら
も
ら
っ
た
レ
コ
ー
ド
な
ん
だ
」
な
ん
て
言
っ

　
　

て
た
か
ら
、
「
あ
、
そ
う
」
な
ん
て
。
そ
れ
か
ら

　
　

で
す
も
ん
ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。

哲
男　

ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
と
か
を
聴
き
は
じ
め

　
　

た
の
は
ね
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
も
う
、
基
本
的
に
哲
男
さ
ん
が
店
に

　
　

入
ら
れ
る
と
き
は
、
ま
あ
い
ろ
い
ろ
流
し
て
た
け

　
　

ど
も
、
わ
り
と
こ
う
、
ジ
ャ
ズ
、
ス
タ
ン
ダ
ー

　
　

ド
・
ジ
ャ
ズ
と
か
を
流
す
こ
と
が
。

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
客
さ
ん
が
、
か
け
て
る
音
楽
に
「
こ
れ
、
い

　
　

い
ね
」
と
か
、
そ
う
い
う
反
応
さ
れ
る
こ
と
っ
て

　
　

あ
り
ま
し
た
？

哲
男　

あ
り
ま
し
た
ね
。
で
、
ジ
ャ
ズ
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

も
２
回
ほ
ど
や
っ
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
よ
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
、
へ
え
。

哲
男　

プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
呼
ん
で
。
た
ぶ
ん
２

　
　

０
０
人
ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
け
ど
さ
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
そ
れ
で
も
す
ご
い
で
す
ね
。

哲
男　

え
え
。
サ
ン
プ
ラ
ザ
っ
て
い
う
、
デ
パ
ー
ト
み

　
　

た
い
な
と
こ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
２
階
で
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

哲
男　

や
っ
ぱ
り
、
ほ
ら
、
ジ
ャ
ズ
か
け
て
る
っ
て
い

　
　

う
こ
と
で
、
原
町
の
ほ
う
か
ら
ジ
ャ
ズ
愛
好
家
が

　
　

来
て
、
浪
江
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
や
ん
な
い
か
っ
て

　
　

い
う
こ
と
で
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
赤
字
で
し
た
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
ペ
イ
で
き
な

　
　

か
っ
た
っ
て
い
う
（
笑
）。

哲
男　

や
っ
ぱ
５
０
０
人
ぐ
ら
い
入
れ
な
い
と
。

ア
サ
ダ　

僕
は
、
震
災
後
に
浪
江
に
初
め
て
訪
れ
た
ん
で

　
　

す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
30
年
前
の
こ
の
あ
た
り
の

　
　

景
色
っ
て
い
う
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
違
っ
た
ん
じ
ゃ

　
　

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

哲
男　

違
い
ま
す
ね
。
わ
り
か
し
若
者
も
多
く
て
、
こ

　
　

こ
は
商
業
の
ま
ち
な
ん
で
す
ね
。
酒
屋
さ
ん
も
多

　
　

い
し
、
喫
茶
店
も
多
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
レ
ス

　
　

ト
ラ
ン
と
か
ね
。
な
か
な
か
素
晴
ら
し
い
ま
ち
で

　
　

し
た
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
活
気
が
あ
っ
た
と
い
う
か
。

哲
男　

あ
り
ま
し
た
ね
。
ほ
ん
で
、
「
十
日
市
」
な
ん

　
　

て
い
う
お
祭
り
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
れ
と
あ

　
　

と
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム
も
つ
く
っ
て
た
。

　
　

私
は
男
子
の
ほ
う
の
監
督
や
っ
て
、
林
さ
ん
が
女

　
　

子
の
、
県
の
大
会
ま
で
出
た
こ
と
あ
り
ま
す
。

ア
サ
ダ　

あ
、
す
ご
い
す
ご
い
。

哲
男　

で
、
ま
あ
林
さ
ん
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

　
　

ジ
ャ
ズ
っ
て
い
う
よ
り
は
、
山
口
百
恵
と
か
が
好

　
　

き
で
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
お
ふ
た
り
は
結
構
音
楽
の
趣
味
が

　
　

違
っ
た
ん
で
す
ね
。

哲
男　

ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
よ
。

ア
サ
ダ　

い
つ
も
ど
こ
で
買
わ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

哲
男　

近
く
に
、
う
ち
の
バ
レ
ー
部
の
後
輩
が
レ
コ
ー

　
　

ド
屋
さ
ん
や
っ
て
た
ん
で
す
ね
。
い
ま
は
辞
め

　
　

ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
佐
藤
完
二
く
ん
を
通
じ

　
　

て
、
全
部
予
約
注
文
し
て
。

ア
サ
ダ　

結
構
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
か
け
て
い
た
曲
は
、

　
　

あ
り
ま
す
か
？

哲
男　

私
の
な
か
で
は
や
っ
ぱ
り
、
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ

　
　

ビ
ス
の
『
カ
イ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ブ
ル
ー
』
。

　
　
　
（
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
『So W

hat

』
が
流

　
　

れ
る
）

ア
サ
ダ　

長
く
お
店
の
ほ
う
を
ね
、
や
ら
れ
て
た
と
思
う

　
　

ん
で
す
け
ど
も
、
東
日
本
大
震
災
後
は
、
常
連
の

　
　

お
客
さ
ん
と
か
と
は
連
絡
と
か
は
取
り
合
っ
た
り

　
　

し
て
い
る
ん
で
す
か
？

哲
男　

い
や
、
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

　
　

ど
こ
に
い
る
か
わ
か
ん
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。

　
　

バ
レ
ー
や
っ
て
た
仲
間
は
ね
、
連
絡
取
り
合
っ
て

　
　

る
ん
で
す
け
ど
。
あ
と
は
、
み
ん
な
ど
こ
に
避
難

　
　

し
て
る
ん
だ
か
ま
だ
わ
か
ん
な
い
で
す
ね
。
地
震

　
　

あ
っ
た
と
き
も
お
店
に
ね
、
４
人
ぐ
ら
い
い
た
の

　
　

か
な
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
そ
っ
か
、
あ
の
日
は
お
店
は
開
け
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね
。

哲
男　

は
い
。
ほ
ん
で
、
い
ま
も
う
な
い
ん
で
す
け
ど
、

　
　

私
は
絨
毯
洗
っ
て
こ
こ
に
干
し
て
お
い
た
ん
で
す
。

　
　

の
子
。

り
ん
ご　

マ
ー
く
ん
。
も
う
、
い
ま
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
４

　
　

歳
、
５
歳
に
な
っ
て
、
下
の
弟
も
生
ま
れ
て
。

ト
ヨ　

お
し
ゃ
べ
り
に
な
っ
た
？

り
ん
ご　

お
利
口
に
な
り
ま
し
た
。

ト
ヨ　

あ
、
本
当
。

り
ん
ご　

走
り
回
っ
て
。

ト
ヨ　

ま
だ
ハ
イ
ハ
イ
し
て
歩
か
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。

り
ん
ご　

そ
う
で
す
よ
ね
、
お
し
ゃ
べ
り
も
で
き
な
か
っ

　
　

た
の
に
。

ト
ヨ　

ね
。

り
ん
ご　

早
い
な
。

ト
ヨ　

ね
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

ゲ
ス
ト
　
脇
坂
哲
男
さ
ん

　
　
　

（
浪
江
町
喫
茶
ト
レ
ド 

マ
ス
タ
ー
）

り
ん
ご　

と
き
は
遡
り
、
２
０
１
７
年
１
月
31
日
。
私
た

　
　

ち
は
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
１
集
に
登
場
い
た
だ

　
　

い
た
４
号
棟
に
お
住
ま
い
の
渡
部
茂
子
さ
ん
と
と

　
　

も
に
、
浪
江
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
案
内
い
た

　
　

だ
い
た
の
は
、
渡
部
ご
夫
妻
が
経
営
さ
れ
て
い
た

　
　

日
進
社
印
刷
所
。
そ
し
て
、
そ
の
お
隣
に
あ
る
ト

　
　

レ
ド
と
い
う
喫
茶
店
で
し
た
。
お
店
に
は
ほ
ん
の

　
　

り
と
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
と
、
た
く
さ
ん
の
レ
コ
ー

　
　

ド
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

そ
し
て
、
２
０
１
８
年
６
月
。
私
た
ち
は
茂
子

　
　

さ
ん
か
ら
ご
自
宅
、
そ
し
て
、
ト
レ
ド
を
解
体
す

　
　

る
こ
と
に
し
た
と
お
聞
き
し
、
解
体
前
の
姿
を
目

　
　

に
焼
き
つ
け
よ
う
と
、
再
び
浪
江
町
を
訪
れ
、
ト

　
　

レ
ド
の
マ
ス
タ
ー
、
脇
坂
哲
男
さ
ん
に
お
会
い
し

　
　

て
き
ま
し
た
。

　
　
　

ジ
ャ
ズ
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
浪
江
の
ま
ち
を

　
　

見
守
り
続
け
た
脇
坂
哲
男
さ
ん
よ
り
、
マ
イ
ル

　
　

ス
・
デ
イ
ビ
ス
『So W

hat

』
。
そ
し
て
、
脇
坂

　
　

さ
ん
と
と
も
に
ト
レ
ド
を
支
え
て
き
た
林 

広
明
さ

　
　

ん
か
ら
山
口
百
恵
『
さ
よ
な
ら
の
向
こ
う
側
』
。

　
　

思
い
出
の
音
楽
と
と
も
に
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

哲
男　

は
い
、
私
は
脇
坂
哲
男
と
申
し
ま
す
。

ア
サ
ダ　

哲
男
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ち
ょ

　
　

う
ど
い
ま
、
こ
の
ト
レ
ド
の
前
で
、
今
日
は
何
名

　
　

か
の
方
と
打
ち
合
わ
せ
さ
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
、

　
　

こ
こ
の
場
所
自
体
を
取
り
壊
さ
れ
る
？

哲
男　

は
い
、
解
体
で
す
。

ア
サ
ダ　

い
つ
ぐ
ら
い
に
こ
こ
は
解
体
さ
れ
る
予
定
な
ん

　
　

で
す
か
？

哲
男　

い
つ
で
し
ょ
う
ね
、
７
月
に
な
る
か
、
８
月
に

　
　

な
る
か
。

ア
サ
ダ　

去
年
、
渡
部
茂
子
さ
ん
に
日
進
社
印
刷
所
と
こ

　
　

の
ト
レ
ド
、
僕
ら
も
連
れ
て
き
て
い
た
だ
き
ま
し

　
　

た
。
そ
も
そ
も
こ
の
喫
茶
ト
レ
ド
は
、
ど
ん
な
お

　
　

店
か
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
も
い
い
で
す
か
？

哲
男　

も
う
40
年
や
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
昭
和
何
年

　
　

だ
ろ
、
52
年
の
12
月
に…

…

。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
で
は
じ
め
ら
れ
た
っ
て
伺
っ
た
ん
で

　
　

す
け
れ
ど
も
。

哲
男　

そ
う
で
す
。
林 

広
明
く
ん
。
同
級
生
な
ん
で
す
。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
浪
江
ご
出
身
で
？

哲
男　

出
身
は
、
私
は
楢
葉
町
で
す
。

ア
サ
ダ　

そ
う
な
ん
で
す
ね
。

哲
男　

林
さ
ん
が
富
岡
で
、
高
校
が
一
緒
だ
っ
た
の
。

　
　

浪
江
高
校
の
商
業
科
で
。
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　

を
や
っ
て
た
縁
で
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
長
い
で
す

　
　

ね
、
だ
い
た
い
18
歳
ぐ
ら
い
か
16
か
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
一
度
東
京
出
ら
れ
て
か
ら
戻
っ
て
こ

　
　

ら
れ
て
？

哲
男　

は
い
。東
京
に
６
年
ぐ
ら
い
。私
は
魚
屋
や
っ
て

　
　

た
ん
で
す
。
そ
の
あ
と
１
年
半
ぐ
ら
い
、
日
本
橋

　
　

の
コ
ー
ヒ
ー
屋
さ
ん
で
修
行
し
ま
し
て
。
私
ら
が

　
　

こ
こ
、
開
店
し
た
頃
は
い
っ
ぱ
い
喫
茶
店
が
あ
っ

　
　

た
ん
で
す
け
ど
、
ど
ん
ど
ん
辞
め
て
っ
ち
ゃ
っ
て

　
　

ね
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
。

哲
男　

ち
ょ
う
ど
昔
は
近
く
に
役
場
が
あ
っ
た
ん
で
す

　
　

よ
。
い
ま
の
郵
便
局
の
と
こ
が
役
場
で
、
毎
朝
も

　
　

う
。

ア
サ
ダ　

役
場
の
方
は
多
い
で
す
よ
ね
、お
客
さ
ん
、き
っ

　
　

と
。

哲
男　

８
時
前
頃
か
ら
、
７
時
ぐ
ら
い
か
ら
、
い
つ
も

　
　

コ
ー
ヒ
ー
用
意
し
て
待
っ
て
て
。

ア
サ
ダ　

い
ま
ち
ょ
う
ど
ね
、
メ
ニ
ュ
ー
が
確
か
そ
の
へ

　
　

ん
に
。

哲
男　

う
ん
。
メ
ニ
ュ
ー
は
こ
っ
ち
ド
リ
ン
ク
で
、
あ

　
　

と
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
、
セ
ッ
ト

　
　

で
す
ね
。

ア
サ
ダ　

お
ふ
た
り
と
も
結
構
音
楽
を
お
店
で
か
け
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？ 

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。
ジ
ャ
ズ
喫
茶
風
に
は
し
な
か
っ

　
　

た
ん
で
す
。
ま
あ
フ
ォ
ー
ク
も
か
け
た
り
、
あ
と

　
　

ジ
ャ
ズ
も
か
け
た
り
、
ま
あ
、
た
ま
に
ロ
ッ
ク
な

　
　

ん
か
も
。

ア
サ
ダ　

哲
男
さ
ん
ご
趣
味
と
い
う
か
、
音
楽
の
ほ
う
は
。

哲
男　

趣
味
は
フ
ォ
ー
ク
世
代
で
す
ね
。
も
う
65
で
す

　
　

か
ら
、
フ
ォ
ー
ク
で
す
ね
。
吉
田
拓
郎
と
か
、
井

ア
サ
ダ　

ま
さ
に
こ
こ
。

哲
男　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

い
ま
、
わ
れ
わ
れ
が
座
っ
て
る
ベ
ン
チ
で
す
、

　
　

ト
レ
ド
の
前
の
。

哲
男　

ほ
ん
で
、
乾
い
た
か
ら
っ
つ
っ
て
運
ぼ
う
と
し

　
　

た
ら
、
道
路
の
真
ん
な
か
へ
ん
で
ぐ
ら
ー
っ
と
来

　
　

た
ん
で
す
よ
ね
。
で
、
ド
ア
、
あ
そ
こ
し
か
な
い

　
　

か
ら
、
出
入
り
口
。
そ
ん
で
、
お
客
さ
ん
に
外
に

　
　

出
て
も
ら
っ
て
。
ま
あ
、
店
そ
の
も
の
は
大
丈
夫

　
　

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
な
か
の
赤
レ
ン
ガ
と
か
が

　
　

崩
れ
て
ま
し
て
。
倒
れ
な
く
て
良
か
っ
た
な
と
。

　
　

で
も
、
あ
そ
こ
に
あ
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
は
こ
っ
ち
に

　
　

倒
れ
て
。

ア
サ
ダ　

や
っ
ぱ
り
。

哲
男　

い
つ
も
あ
そ
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
干
し
と
く
ん
で

　
　

す
よ
。
で
も
、
そ
の
日
は
こ
っ
ち
。

ア
サ
ダ　

本
当
で
す
ね
。
た
ま
た
ま
こ
っ
ち
に
そ
の
日
、

　
　

こ
ち
ら
に
干
さ
れ
て
て
。

哲
男　

だ
か
ら
、
で
な
か
っ
た
ら
私
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
下

　
　

敷
き
に
な
っ
て
た
か
も
し
ん
な
い
。
ち
ょ
う
ど
そ

　
　

の
時
間
だ
か
ら
ね
。
で
、
あ
そ
こ
に
あ
る
奥
の
ほ

　
　

う
の
自
転
車
が
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、

　
　

自
転
車
が
助
け
て
く
れ
た
、
私
の
無
事
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
か
。

哲
男　

え
え
。
す
ご
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
、
あ
の
と
き

　
　

の
揺
れ
は
、
う
ん
。

ア
サ
ダ　

み
ん
な
に
と
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
こ
こ
は
ひ
と
つ

　
　

の
そ
う
い
う
た
ま
り
場
と
い
う
か
。

哲
男　

そ
う
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
若
者
を
中
心
に
、
何

　
　

か
を
ね
、
ま
あ
ジ
ャ
ズ
を
み
ん
な
に
幅
広
く
伝
え

　
　

た
り
、
あ
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
め
い
っ
ぱ
い
体
を

　
　

動
か
し
て
。
ま
あ
、
こ
の
ま
ち
に
来
て
、
や
っ
ぱ

　
　

り
ジ
ャ
ズ
を
広
め
て
、
み
な
さ
ん
に
ジ
ャ
ズ
っ
て

　
　

こ
う
い
う
も
ん
だ
よ
っ
て
い
う
も
の
を
聴
い
て
も

　
　

ら
っ
た
だ
け
で
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
う

　
　

40
年
ち
ょ
っ
と
で
歴
史
は
終
わ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た

　
　

け
ど
ね
。

ア
サ
ダ　

は
い
。
今
日
は
喫
茶
ト
レ
ド
を
経
営
さ
れ
て
い

　
　

た
脇
坂
哲
男
さ
ん
に
ゲ
ス
ト
に
お
越
し
い
た
だ
き

　
　

ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
山
口
百
恵『
さ
よ
な
ら
の
向
こ
う
側
』が
流
れ

　
　

る
）

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
第
５
集
「
変
化
と
連
な
り

　
　

さ
よ
な
ら
の
か
わ
り
に
」、い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

　
　

う
か
？

　
　
　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
で
は
リ
ク
エ
ス
ト
を
募
集

　
　

し
て
お
り
ま
す
。
C
D
と
同
封
さ
れ
て
い
た
リ
ク

　
　

エ
ス
ト
カ
ー
ド
に
番
組
で
か
け
て
ほ
し
い
曲
名
と

　
　

歌
手
名
、
そ
し
て
、
そ
の
曲
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

　
　

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
添
え
て
、
団
地
の
集
会
場
の
黄

　
　

色
い
専
用
の
ポ
ス
ト
に
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ま
た
、
C
D
デ
ッ
キ
も
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
　

何
名
か
の
住
民
の
方
か
ら
、
「
聴
き
た
い
け
ど
家

　
　

に
機
械
が
な
い
か
ら
聴
け
な
い
」
と
い
う
ご
意
見

　
　

も
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
い
つ
で
も
C
D
デ
ッ

　
　

キ
を
ご
自
宅
ま
で
お
持
ち
し
ま
す
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
春
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
が
、
ま
だ

　
　

少
し
寒
さ
が
続
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
あ

　
　

た
た
か
く
し
て
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
お
届
け
し

　
　

ま
し
た
の
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
パ
ー
ソ
ナ
リ

　
　

テ
ィ
ー
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
、
榊 

裕
美
、
江
尻
浩
二

　
　

郎
で
し
た
。
そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
、
ご
き
げ
ん
よ

　
　

う
。
さ
よ
う
な
ら
。

7071
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歌とともにある人生6
高田國男さん
小泉いみ子さん 収録日 2019 年 8月2日　   会場 下神白団地個人宅

収録日 2019 年 7月18日　会場 下神白団地個人宅
収録日 2019 年 6月25日   会場 下神白団地個人宅青木二美子さん



歌とともにある人生

　
　

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
助
け
合
い
や
つ
な
が
り
、
こ
れ

　
　

ら
の
い
み
子
さ
ん
の
語
り
を
２
曲
の
歌
と
と
も
に

　
　

お
送
り
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

小
泉
い
み
子
さ
ん
の
初
舞
台

り
ん
ご　

い
み
子
さ
ん
は
い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
に

　
　

行
き
は
じ
め
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

こ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
移
っ
て
か
ら
。
「
カ

　
　

ラ
オ
ケ
や
っ
て
る
か
ら
出
て
き
な
」
っ
て
言
わ
れ

　
　

て
、
迎
え
に
来
て
も
ら
っ
て
。

り
ん
ご　

誰
か
に
誘
わ
れ
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

は
い
。
メ
ン
バ
ー
っ
て
い
う
か
親
方
だ
ね
、
早

　
　

く
言
う
と
ね
。

詩
織　

石
原
さ
ん
で
は
な
く
て
？

い
み
子　

そ
う
、
石
原
さ
ん
。

詩
織　

あ
あ
、石
原
さ
ん
。す
ご
い
ね
え
、
石
原
さ
ん
は
。

い
み
子　

で
、
た
ま
に
旅
行
に
も
誘
っ
て
く
れ
る
か
ら
。

　
　

そ
こ
で
ま
た
、
舞
台
に
出
て
歌
え
っ
て
言
わ
れ
た

　
　

こ
と
が
（
笑
）。

り
ん
ご　

本
当
に
歌
、
好
き
な
ん
で
す
ね
。

い
み
子　

も
う
迎
え
に
来
る
ん
だ
か
ら
。
だ
か
ら
、
出
た

　
　

も
の
を
ほ
と
ん
ど
食
っ
て
る
暇
ね
え
だ
。

り
ん
ご　

ず
っ
と
歌
っ
て
る
ん
だ
？

い
み
子　

私
、
今
日
カ
ラ
オ
ケ
だ
っ
て
い
う
と
き
は
こ
ん

　
　

に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
し
か
食
っ
て
い
か
な
い
か
ら
。

詩
織　

そ
う
な
の
？

り
ん
ご　

万
全
の
体
調
で
お
腹
を
整
え
て
。

い
み
子　

は
い
。

詩
織　

大
熊
に
い
る
と
き
は
、
歌
の
集
ま
り
と
か
に
参

　
　

加
し
た
こ
と
は
あ
る
の
？　

こ
う
い
う
サ
ー
ク
ル

　
　

み
た
い
な…

…

。

い
み
子　

歩
行
者
天
国
の
と
き
、
川
井
魚
屋
の
隣
の
舞
台

　
　

み
た
い
な
と
こ
ろ
で
一
回
歌
っ
た
こ
と
あ
る
。
参

　
　

加
賞
だ
っ
た
け
ど
（
笑
）。

り
ん
ご　

ち
な
み
に
何
を
歌
っ
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

都 

は
る
み
。

詩
織　

い
く
つ
の
と
き
？

い
み
子　

24
で
嫁
い
で
、
子
供
ら
も
大
き
く
な
っ
て
た
か

　
　

ら
、
も
う
還
暦
近
か
っ
た
か
な
。
初
め
て
舞
台
に

　
　

上
が
っ
て
（
笑
）。

詩
織　

ど
う
で
し
た
？

り
ん
ご　

誘
わ
れ
た
ん
で
す
か
？　

「
舞
台
に
出
て
み
な

　
　

い
？
」
っ
て
。

い
み
子　

川
井
さ
ん
の
選
挙
の
と
き
に
、
選
挙
の
車
に
い

　
　

て
い
い
声
し
て
た
か
ら
。
声
が
バ
ー
ッ
と
出
る
っ

　
　

て
い
う
あ
れ
で
。

詩
織　

い
み
子
さ
ん
、
通
る
声
し
て
ま
す
も
ん
ね
。

い
み
子　

声
が
で
か
く
て
困
る
。

詩
織　

い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

い
み
子　

あ
だ
名
つ
け
ら
れ
て
ね
。

詩
織　

何
て
？

い
み
子　

北
島
サ
ブ
子
っ
て
。

一
同　
（
笑
）。

詩
織　

じ
ゃ
あ
、
初
め
て
人
前
で
歌
っ
た
の
が
、
そ
の

　
　

…
…

。

り
ん
ご　

都 

は
る
み
の
、
何
て
曲
で
す
か
？

い
み
子　

あ
れ
は
な
ん
だ
っ
た
ろ
う
ね
。
『
ア
ン
コ
椿
は

　
　

恋
の
花
』
だ
っ
た
の
か
な
。
全
然
歌
に
な
っ
て
な

　
　

か
っ
た
。
そ
れ
で
悔
し
く
て
さ
、
次
の
水
曜
日
に

　
　

カ
ラ
オ
ケ
あ
る
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
だ
ね
。

り
ん
ご　

い
ま
は
い
っ
ぱ
い
歌
え
る
ね
。

い
み
子　

私
、
歌
ね
か
っ
た
ら
死
ん
で
る
の
、
い
つ
も
は
。
75 74

6
　
第
６
集
に
登
場
す
る
の
は
、こ
ち
ら
の
６
名

で
す
。こ
の
ラ
ジ
オ
を
一
人
ひ
と
り
の
み
な
さ

ん
へ
。ど
う
ぞ
ゆ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

歌
と
と
も
に
あ
る
人
生

ラ
ジ
オ
下
神
白 

第
６
集

収録内容

5. 楽曲２／平和勝次とダークホース 『宗右衛門町ブルース』

8. 楽曲３／美空ひばり 『裏町酒場』

1. オープニング

3. 楽曲１／都 はるみ 『アンコ椿は恋の花』

4.  エピソード２／小泉いみ子さんの嫁入り

6.  エピソード３／小泉いみ子さんの別れと青春
7.  エピソード4／高田國男さんが語る歌詞の大切さ

2. エピソード１／小泉いみ子さんの初舞台

9.  エピソード5／高田國男さんが聞き覚えた民謡

15. エンディング

13. 楽曲5／美空びばり 『愛燦燦』

11.

12. エピソード７／青木二美子さんの歌とともにある人生

14. エピソード8／青木二美子さんの声が蘇るとき

10. 楽曲４／原田直之 『相馬流れ山』

 エピソード６／高田國男さんの戦後と人とのつながり

語
り
手

聞
き
手

　
　

方
不
明
だ
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、
消
防
署
の
い
と

　
　

こ
が
そ
の
父
親
見
つ
け
て
、
天
栄
村
の
介
護
施
設

　
　

に
入
れ
た
か
ら
っ
て
連
絡
が
来
て
、
ふ
た
り
で
泊

　
　

ま
り
が
か
り
で
看
病
し
に
行
っ
て
た
の
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

大
変
だ
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

私
、
も
う
、
看
病
に
生
ま
れ
て
き
た
み
た
い
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

小
泉　

も
う
、
旦
那
亡
く
な
っ
た
と
き
は
歌
ど
こ
ろ
で

　
　

は
ね
か
っ
た
か
ら
。
一
番
や
っ
て
く
れ
た
の
が
、

　
　

小
野
田
さ
ん
だ
ね
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
？　

５
階
の
？

い
み
子　

う
ん
。
た
ま
に
迎
え
に
来
ら
れ
て
、
「
う
ち
に

　
　

来
て
」
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
し
て
、
「
カ
ラ
オ
ケ

　
　

出
す
か
ら
、
マ
イ
ク
で
歌
っ
て
」
な
ん
て
言
わ
れ

　
　

て
、
マ
イ
ク
の
持
ち
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も

　
　

ら
っ
た
。

詩
織　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。
小
野
田
の
父
ち
ゃ
ん
？

い
み
子　

そ
う
だ
よ
。
旦
那
が
倒
れ
た
と
き
、
救
急
車
を

　
　

呼
ん
で
く
れ
た
の
、
小
野
田
さ
ん
だ
か
ら
。

り
ん
ご　

あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

旦
那
が
い
る
と
き
に
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
き
て

　
　

い
い
か
な
と
言
っ
た
ら
、「
行
く
ん
な
ら
、
一
番

　
　

に
な
っ
て
こ
い
」
っ
て
。

詩
織　

あ
、
お
父
ち
ゃ
ん
に
そ
う
言
わ
れ
た
ん
だ
。

り
ん
ご　

す
ご
い
、
旦
那
さ
ん
も
。

い
み
子　

自
分
は
森 

進
一
の
歌
し
か
知
ら
ね
え
く
せ
に
、

　
　

歌
い
も
し
ね
え
で
よ
く
言
う
わ
っ
て
こ
こ
ろ
の
な

　
　

か
で
思
っ
て
た
け
ど
ね
。

　
　
　

あ
の
ね
、
『
夫
婦
春
秋
』
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
る

　
　

ん
だ
け
ど
、
私
、
『
だ
ん
な
様
』
っ
て
い
う
歌
は
、

　
　

旦
那
い
な
い
か
ら
歌
え
な
い
か
ら
勘
弁
し
て
く

　
　

れ
っ
て
。

詩
織　

あ
あ
、
そ
う
な
の
。

り
ん
ご　

カ
ラ
オ
ケ
で
も
。

い
み
子　

で
も
「
構
わ
ね
か
ら
ね
、
歌
っ
た
ほ
う
が
い
い

　
　

ん
だ
よ
」っ
て
言
う
か
ら
、『
宗
右
衛
門
町
』
だ
け

　
　

歌
っ
て
。「
さ
よ
う
な
ら
」
っ
て
い
う
と
こ
、
や
っ

　
　

ぱ
り
涙
が
出
て
、
顔
を
向
け
ら
ん
ね
な
か
っ
た
。

　
　
　
「
い
み
ち
ゃ
ん
は
い
ま
か
ら
青
春
な
ん
だ
か

　
　

ら
」
っ
て
会
津
の
人
も
来
て
言
っ
て
く
れ
て
。

　
　
「
い
み
ち
ゃ
ん
は
青
春
っ
て
い
つ
だ
っ
た
の
？
」
っ

　
　

て
言
う
か
ら
、
「
私
、
青
春
な
ん
て
わ
か
り
ま
せ

　
　

ん
」
っ
て
言
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、
「
熊
と
青
春

　
　

し
た
ん
だ
ね
」っ
て（
笑
）。
畑
い
も
を
起
こ
し
た

　
　

り
、
何
か
し
て
た
か
ら
。
牛
の
お
産
ま
で
や
っ

　
　

ち
ゃ
っ
て
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

本
当
に
何
で
も
や
っ
た
ん
だ
。

詩
織　

じ
ゃ
あ
ね
、
若
い
と
き
ね
、
た
く
さ
ん
苦
労
し

　
　

た
か
ら
、
い
ま
が
本
当
に
青
春
だ
ね
。

い
み
子　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
う
だ
、
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
私
た
ち
で
、

　
　

ア
サ
ダ
さ
ん
と
か
と
一
緒
に
東
京
で
音
楽
チ
ー
ム

　
　

を
つ
く
っ
て
る
ん
で
す
。

い
み
子　

な
ん
だ
か
ア
サ
ダ
さ
ん
、
来
ね
え
と
思
っ
た
よ
。

り
ん
ご　

い
ま
、
一
生
懸
命
バ
ン
ド
の
練
習
し
て
る
。

小
泉　

東
京
に
行
っ
て
る
っ
て
聞
い
た
か
ら
。

詩
織　

そ
う
な
の
。
い
み
子
さ
ん
に
会
い
た
が
っ
て
た
。

り
ん
ご　

今
度
、
い
ろ
ん
な
音
楽
の
練
習
を
し
て
ク
リ
ス

　
　

マ
ス
会
で
一
緒
に
歌
っ
て
も
ら
い
た
い
ん
だ
っ
て

　
　

言
っ
て
た
か
ら
。

詩
織　

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
と
き
に
ね
、
一
緒
に
歌
い
ま

　
　

し
ょ
う
。

い
み
子　

は
い
。

詩
織　

ア
サ
ダ
さ
ん
も
楽
し
み
に
し
て
ま
し
た
よ
。

い
み
子　

一
回
、
カ
ラ
オ
ケ
の
と
き
に
面
会
に
来
て
く
れ

　
　

て
。「
い
ま
、カ
ラ
オ
ケ
の
最
中
だ
か
ら
早
く
行
っ

　
　

て
歌
え
」
な
ん
て
言
わ
れ
て
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

小
泉
い
み
子
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
ア
サ
ダ
ワ

　
　

タ
ル
で
す
。
い
つ
も
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
お
世
話
に

　
　

な
っ
て
ま
す
。
そ
う
な
ん
で
す
、
ご
め
ん
な
さ
い

　
　

ね
。
取
材
を
り
ん
ご
さ
ん
と
詩
織
さ
ん
に
任
せ
て

　
　

し
ま
っ
て
。
僕
は
何
を
や
っ
て
た
か
と
言
う
と
で

　
　

す
ね
、
い
ま
、
こ
れ
、
後
ろ
に
流
れ
て
い
る
の
、

　
　

僕
ら
の
バ
ン
ド
の
生
演
奏
な
ん
で
す
ね
。

　
　
　
（『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
の
演
奏
が
流
れ
る
）

　
　
　

な
ん
と
、
東
京
で
、
下
神
白
団
地
の
み
な
さ
ん

　
　

の
思
い
出
の
曲
を
バ
ッ
ク
演
奏
す
る
バ
ン
ド
を
結

　
　

成
し
ま
し
た
！　

い
み
子
さ
ん
の
『
宗
右
衛
門
町

　
　

ブ
ル
ー
ス
』
も
こ
う
や
っ
て
ば
っ
ち
り
演
奏
し
て

　
　

ま
す
ん
で
ね
。
ま
だ
ま
だ
練
習
が
足
り
な
い
で
す

　
　

け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
ん
で
、

　
　

ぜ
ひ
、
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
歌
っ
て
く
だ
さ

　
　

い
ね
。
と
い
う
こ
と
で
、
い
み
子
さ
ん
、
ま
た
団

　
　

地
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　
　

ま
す
。

　
　
　

続
い
て
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
新
メ
ン
バ
ー

　
　

の
鈴
木
詩
織
さ
ん
に
つ
な
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

詩
織
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

歌
い
た
く
て
も
う
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ん

　
　

な
く
な
っ
て
ん
の
。
ご
飯
食
べ
る
よ
か
歌
っ
て
た

　
　

ほ
う
が
楽
な
の
。

り
ん
ご　

そ
ん
な
に
好
き
な
ん
だ
？

詩
織　

家
で
も
口
ず
さ
ん
だ
り
し
て
る
の
？

い
み
子　

う
ん
、
う
ん
。

り
ん
ご　

だ
い
ぶ
音
楽
が
あ
る
生
活
で
変
わ
っ
た
ん
で
す

　
　

ね
。

　
　
　
（
都 

は
る
み
『
ア
ン
コ
椿
は
恋
の
花
』
が
流
れ

　
　

る
）

　
エ
ピ
ソ
ー
ド
２

小
泉
い
み
子
さ
ん
の
嫁
入
り

詩
織　

い
み
子
さ
ん
は
、
生
ま
れ
は
ど
こ
な
の
？

い
み
子　

原
町
。

詩
織　

あ
、
原
町
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

そ
こ
か
ら
お
嫁
に
来
て
、
大
熊
に
来
て
。

い
み
子　

う
ん
。
つ
ら
い
思
い
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
い

　
　

ま
一
番
青
春
だ
よ
っ
て
言
わ
れ
て
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

大
熊
に
い
た
と
き
は
だ
い
ぶ
苦
労
し
た
ん
で
す

　
　

ね
、
そ
し
た
ら
。

い
み
子　

は
い
。
も
う
、
子
供
お
ぶ
っ
て
、
田
ん
ぼ
の
田

　
　

車
押
し
た
り
。

詩
織　

農
家
さ
ん
だ
っ
た
の
？　

嫁
ぎ
先
は
。

い
み
子　

う
ん
。
24
歳
で
来
て
、
地
獄
に
落
と
さ
れ
て
、

　
　

そ
れ
か
ら
這
い
上
が
っ
て
き
た
、
ひ
と
り
で
。

り
ん
ご　

本
当
に
働
き
詰
め
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

い
み
子　

昔
は
ほ
ら
、
味
噌
豆
つ
く
っ
て
い
た
か
ら
。

詩
織　

あ
、
味
噌
豆
つ
く
っ
て
た
ん
だ
。

い
み
子　

う
ん
、
そ
れ
を
引
っ
こ
抜
い
て
、
束
ね
て
、
そ

　
　

れ
で
足
踏
み
で
運
ん
で
き
て
ギ
ー
コ
ギ
ー
コ
踏
ん

　
　

だ
り
。
昔
は
電
気
釜
と
か
そ
ん
な
の
ね
か
っ
た
か

　
　

ら
失
敗
し
て
な
、
怒
ら
れ
て
。

り
ん
ご　

お
姑
さ
ん
に
？　

厳
し
か
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

そ
ん
な
や
っ
た
こ
と
な
い
の
を
、
全
部
覚
え
な

　
　

く
ち
ゃ
な
ん
だ
も
ん
ね
。
そ
れ
で
わ
か
ん
な
い
か

　
　

ら
、
「
ど
う
や
っ
て
や
る
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞

　
　

く
と
、「
人
の
や
っ
て
る
こ
と
を
見
て
覚
え
ろ
」っ

　
　

て
怒
ら
れ
て
。
だ
か
ら
農
家
に
な
る
の
が
嫌
で
、

　
　

長
男
の
嫁
に
来
れ
ば
必
ず
苦
労
す
っ
か
ら
。
そ
れ

　
　

が
わ
か
っ
て
っ
か
ら
来
た
く
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、

　
　

す
で
に
父
親
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
。

詩
織　

早
か
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

51
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

詩
織　

早
い
ね
。
旦
那
さ
ん
と
は
お
見
合
い
結
婚
だ
っ

　
　

た
の
？

い
み
子　

お
見
合
い
の
お
見
合
い
だ
よ
。

詩
織　

お
見
合
い
の
お
見
合
い
だ
っ
た
の
。

い
み
子　

恋
愛
と
か
で
ね
え
よ
。

詩
織　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

い
み
子　

相
手
の
気
持
ち
も
わ
か
ん
な
い
で
、
私
、
大
熊

　
　

な
ん
て
名
前
聞
い
た
だ
け
で
熊
出
る
と
思
っ
て
。

一
同　
（
笑
）。　

い
み
子　

高
校
の
試
験
は
受
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ

　
　

り
実
家
は
金
ね
か
っ
た
か
ら
、
私
が
犠
牲
に
な
っ

　
　

て
働
い
て
、
金
貯
め
て
。
私
、
花
嫁
修
業
と
し
て

　
　

編
み
物
と
生
花
と
習
っ
て
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、

　
　

免
許
明
日
来
る
か
ら
っ
て
言
わ
れ
た
日
に
、
も
う

　
　

結
婚
決
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
。

り
ん
ご　

決
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
、
困
っ
た
。

い
み
子　

そ
し
た
ら
、
そ
の
実
家
の
働
い
て
る
人
が

　
　

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
見
に
来
た
ん
で
す
よ
、
私
の
こ
と
。

　
　

わ
か
っ
て
た
ん
で
す
。
私
も
先
生
に
「
10
人
ぐ
ら

　
　

い
生
徒
く
れ
っ
か
ら
、
一
か
ら
十
ま
で
教
え
て

　
　

や
っ
て
く
れ
な
い
か
」
っ
て
言
わ
れ
て
教
え
て
た

　
　

か
ら
。
そ
し
た
ら
、
も
う
結
婚
決
ま
っ
た
と
思
っ

　
　

て
、
編
み
物
の
機
械
も
持
っ
て
行
か
れ
っ
か
と

　
　

思
っ
た
ら
、
亡
く
な
っ
た
お
や
じ
が
み
ん
な
燃
や

　
　

し
ち
ゃ
っ
た
の
。

詩
織　

燃
や
し
ち
ゃ
っ
た
の
？

り
ん
ご　

厳
し
い…

…

。
青
春
時
代
は
本
当
に
つ
ら
か
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
け
ど
、
い
ま
は
だ
い
ぶ
楽
し
い
こ
と

　
　

が
た
く
さ
ん
。

い
み
子　

だ
い
ぶ
。
楽
し
い
こ
と
も
あ
る
し
、
つ
ら
い
こ

　
　

と
も
あ
る
し
。
で
も
ほ
ら
、
集
会
場
に
行
け
ば
お

　
　

茶
会
で
も
な
ん
で
も
あ
る
か
ら
ね
。

詩
織　

い
ま
の
十
八
番
は
な
ん
で
す
か
？

い
み
子　
『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
。

　
　
　
（
小
泉
い
み
子
さ
ん
の
歌
う
『
宗
右
衛
門
町
ブ

　
　

ル
ー
ス
』
が
流
れ
、
続
い
て
平
和
勝
次
と
ダ
ー
ク

　
　

ホ
ー
ス
『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

小
泉
い
み
子
さ
ん
の
別
れ
と
青
春

詩
織　

い
み
子
さ
ん
は
、
こ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
来

　
　

る
前
は
ど
こ
に
い
た
の
？　

避
難
し
て
る
と
き
。

い
み
子　

三
春
の
体
育
館
に
い
た
の
。
三
春
か
ら
バ
ス
で

　
　

裏
磐
梯
に
２
年
間
い
て
。

詩
織　

あ
あ
、
２
年
も
い
た
ん
だ
。

い
み
子　

そ
し
て
今
度
は
東
山
温
泉
の
ボ
ロ
い
宿
に
入
れ

　
　

ら
れ
て
。で
、こ
こ
が
で
き
る
っ
て
い
う
ん
で
移
っ

　
　

て
き
た
。

　
　
　

う
ち
の
実
家
っ
て
ね
、
お
父
さ
ん
の
父
親
、
行

　
　

と
か
し
た
と
き
に
？

高
田　

あ
と
は
、
家
を
建
て
て
る
『
土
搗
唄
』
っ
て
い

　
　

う
や
つ
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
歌
が
あ
っ
た
ね
。

高
田　

そ
れ
で
『
土
搗
唄
』
は
あ
ち
こ
ち
し
か
わ
か
ん

　
　

な
く
て
や
め
た
。
俺
の
家
内
は
よ
く
歌
っ
て
や
る
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ん
が
よ
く
歌
わ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

高
田　

か
か
さ
ま
は
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
歌
っ
た
。
そ

　
　

い
つ
に
引
っ
張
ら
れ
て
俺
も
覚
え
て
た
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

み
ん
な
、
作
業
を
し
な
が
ら
歌
う
？

高
田　

う
ん
。
だ
か
ら
、
原
田
直
之
さ
ん
の
歌
い
方
と

　
　

俺
と
は
違
う
よ
。
『
相
馬
流
れ
山
』
で
も
何
で
も
。

　
　
（
『
相
馬
流
れ
山
』
を
歌
う
）
こ
う
い
う
や
つ
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
す
ご
い
。
な
ん
か
感
動
し
て
し
ま
い
ま

　
　

し
た
。
い
や
、
す
ご
い
で
す
ね
、
本
当
。

高
田　

い
や
、
や
っ
ぱ
り
、
歌
う
ぐ
ら
い
。

ア
サ
ダ　

ね
え
。
手
も
こ
う
や
っ
て
マ
イ
ム
を
ね
。

高
田　

そ
う
。
ほ
ん
で
も
、
歌
、
つ
ぶ
れ
て
た
ん
だ
よ
、

　
　

踊
り
で
つ
ぶ
れ
ち
ゃ
う
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す

　
　

ね
。
そ
う
い
う
の
っ
て
。

高
田　

そ
う
。
み
ん
な
、
お
や
じ
の
聞
き
覚
え
。
誰
に

　
　

教
わ
っ
た
わ
け
で
な
い
か
ら
。
楽
譜
に
あ
ら
わ
せ

　
　

ね
え
ん
だ
も
の
。

ア
サ
ダ　

楽
譜
に
出
な
い
、
う
ん
。

高
田　

だ
か
ら
、
と
に
か
く
歌
、
聴
い
た
よ
う
に
歌
っ

　
　

て
や
ん
な
い
か
ね
ん
だ
、
歌
う
と
き
は
。

ア
サ
ダ　

耳
で
覚
え
な
い
と
い
け
な
い
よ
ね
。

高
田　

譜
面
通
り
に
や
っ
た
ら
ギ
ク
ギ
ク
に
な
っ
ち
ゃ

　
　

う
ん
だ
。
聴
き
づ
ら
い
の
、
お
も
し
ろ
く
な
い
。

ア
サ
ダ　

確
か
に
。

高
田　

だ
か
ら
、
民
謡
は
な
か
な
か
難
し
い
ん
だ
。
そ

　
　

の
人
そ
の
人
の
特
徴
が
入
る
か
ら
。
誰
に
教
わ
っ

　
　

た
わ
け
で
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
や
っ
て
親
子
か
ら
通
じ
て
覚
え
て
い
く
ん

　
　

で
す
ね
。

高
田　

だ
か
ら
、
民
謡
は
お
も
し
ろ
い
な
。

ア
サ
ダ　

ね
、
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

高
田　

福
島
に
い
る
と
き
に
は
民
謡
ク
ラ
ブ
っ
て
い
う

　
　

の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
や
っ
て
た
ん
だ
。
こ
っ
ち

　
　

に
来
て
か
ら
は
そ
ん
な
の
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

確
か
に
下
神
白
で
は
、
民
謡
は
ね
。
で
も
、
だ

　
　

ん
だ
ん
そ
う
や
っ
て
聞
き
覚
え
す
る
文
化
っ
て
な

　
　

く
な
っ
て
き
て
ま
す
か
ね
？

高
田　

あ
あ
、
な
く
な
っ
て
き
た
な
。
い
や
、
こ
れ
が

　
　

当
た
り
前
だ
け
ど
な
。
生
き
る
限
り
に
は
み
ん
な
、

　
　

な
く
な
る
の
当
た
り
前
だ
か
ら
。

　
　
（
原
田
直
之
『
相
馬
流
れ
山
』
が
流
れ
る
）

 

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

高
田
國
男
さ
ん
の
戦
後
と
人
と
の
つ
な
が
り

高
田　

二
十
歳
頃
に
な
っ
て
、
終
戦
後
、
ア
コ
ー
デ
ィ

　
　

オ
ン
が
流
行
っ
た
か
ら
、
安
い
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

　
　

を
買
っ
て
歌
っ
た
り
し
て
た
。
ギ
タ
ー
は
駄
目

　
　

だ
っ
た
ん
だ
よ
。
ど
う
も
ギ
タ
ー
は
向
か
な
か
っ

　
　

た
な
あ
。
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
）
押
せ
ば
そ
の

　
　

音
程
が
出
る
か
ら
よ
。
ギ
タ
ー
は
そ
う
は
い
か
な

　
　

い
、
難
し
い
。

ア
サ
ダ　

お
仕
事
は
ず
っ
と
船
を
つ
く
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
？

高
田　

そ
う
。
戦
時
中
だ
か
ら
ね
。
俺
、
16
の
年
か
ら

　
　

だ
か
ら
。
戦
争
に
な
っ
て
食
糧
不
足
の
頃
だ
か
ら
、

　
　

や
っ
ぱ
り
北
洋
用
、
何
用
っ
て
、
船
が
要
っ
た
か

　
　

ら
。
そ
し
て
、
年
季
が
明
け
て
、
そ
れ
か
ら
終
戦

　
　

に
な
っ
て
東
京
に
出
て
行
っ
て
。

ア
サ
ダ　

東
京
に
出
ら
れ
て
た
ん
で
す
ね
。

高
田　

日
暮
里
の
あ
た
り
で
、
い
ま
は
な
、
せ
く
せ
く

　
　

し
て
ア
パ
ー
ト
に
入
る
け
れ
ど
も
、
当
時
は
ア

　
　

パ
ー
ト
な
ん
か
な
い
か
ら
、
も
う
そ
の
辺
の
木
っ

　
　

端
を
集
め
て
、
も
の
ご
い
の
小
屋
み
た
い
な
の
を

　
　

こ
し
ら
え
て
、
そ
の
な
か
で
米
を
持
っ
て
行
っ
て
、

　
　

米
炊
き
し
て
や
っ
て
た
な
。

　
　
　

い
ろ
ん
な
方
に
お
世
話
に
な
っ
て
現
在
が
あ
る

　
　

ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
の
当
時
の
方
た
ち
は
み
ん
な
、

　
　

こ
の
世
さ
、
い
な
い
は
ず
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
の
小
屋
っ
て
い
う
か
、
バ
ラ
ッ
ク
み
た
い
な

　
　

も
の
を
建
て
た
と
き
っ
て
い
う
の
は
、
東
京
は
、

　
　

ま
だ
焼
け
野
原
だ
っ
た
頃
？

高
田　

そ
う
そ
う
。
東
京
は
焼
け
野
原
な
ん
で
、
初
め

　
　

て
行
っ
て
、
秋
葉
原
に
行
っ
て
、
乗
り
換
え
し
て
、

　
　

そ
し
て
京
王
線
で
成
田
の
あ
た
り
に
行
っ
て
、
京

　
　

王
線
は
土
手
の
上
を
走
っ
て
い
る
か
ら
、
も
う
見

　
　

渡
す
限
り
焼
け
野
原
。
そ
し
て
、
き
れ
い
な
お
姉

　
　

ち
ゃ
ん
た
ち
が
掘
っ
建
て
小
屋
か
ら
出
て
く
る
ん

　
　

だ
か
ら
。
ま
だ
ア
パ
ー
ト
な
ん
か
な
か
っ
た
ん
だ

　
　

か
ら
。
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
、
見
合
い
で
結
婚
さ
れ
た
？

高
田　

い
や
、
恋
愛
だ
よ
。
昭
和
25
年
に
恋
愛
を
や
っ

　
　

た
ん
だ
。
３
年
付
き
合
っ
て
、
だ
け
ど
亡
く
な
っ

　
　

た
母
さ
ん
と
は
な
ん
ぼ
喧
嘩
し
た
か
。
そ
れ
で
、

　
　

い
ま
は
こ
ん
な
だ
け
ど
、
昔
は
気
早
か
っ
た
か
ら

　
　

バ
ー
ン
な
ん
て
、
お
前
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
激
し
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

高
田　
（
母
さ
ん
は
）
い
つ
の
間
に
か
見
え
な
く
な
っ

　
　

ち
ゃ
っ
た
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

高
田
國
男
さ
ん
が
語
る
歌
詞
の
大
切
さ

詩
織　

次
は
、
下
神
白
団
地
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
の
最

　
　

高
齢
者
で
あ
ろ
う
こ
の
方
、
６
号
棟
に
お
住
ま
い

　
　

の
高
田
國
男
さ
ん
で
す
。
「
口
は
顔
の
ほ
こ
ろ
び

　
　

で
ね
え
」
と
は
、
高
田
さ
ん
が
仰
ら
れ
た
言
葉
で

　
　

す
。
「
話
は
聞
く
べ
し
。
話
は
す
る
べ
し
。
黙
っ

　
　

て
い
て
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
ま
ず
は
話
を
す
る

　
　

べ
き
だ
」
と
。

　
　
　

自
分
の
感
情
を
言
葉
で
発
信
す
る
の
っ
て
な
か

　
　

な
か
難
し
い
で
す
が
、
人
に
思
い
を
伝
え
ら
れ
る

　
　

一
番
の
手
段
は
言
葉
で
す
よ
ね
。
し
ゃ
べ
っ
て
み

　
　

た
ら
案
外
、「
あ
ら
、
あ
の
人
も
同
じ
こ
と
を
思
っ

　
　

て
た
ん
だ
」
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ

　
　

ん
な
素
敵
な
名
言
を
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
高
田
さ

　
　

ん
。
歌
の
歌
詞
を
と
て
も
大
切
に
し
て
お
り
、
歌

　
　

詞
を
解
釈
し
て
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
そ
う
で
す
。

　
　
　

こ
の
あ
と
、
高
田
さ
ん
は
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の

　
　
『
裏
町
酒
場
』
の
歌
詞
の
解
釈
を
し
て
く
だ
さ
っ

　
　

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
解
釈
を

　
　

し
ま
す
か
？　

ま
ず
は
高
田
さ
ん
の
歌
へ
対
す
る

　
　

思
い
や
、
歌
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
人
生
を
聞
い

　
　

て
み
ま
し
ょ
う
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
、
昨
日
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
ら
っ

　
　

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？

高
田　

う
ん
、
行
っ
て
み
た
。

ア
サ
ダ　

さ
っ
き
カ
フ
ェ
に
行
っ
た
と
き
に
、
「
高
田
さ

　
　

ん
、
昨
日
カ
ラ
オ
ケ
来
て
た
よ
」
っ
て
言
っ
て
る

　
　

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

高
田　

駄
目
だ
、
喉
悪
く
て
駄
目
だ
わ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
で
す
か
。
声
が
出
な
い
？

高
田　

昨
日
や
っ
て
み
た
け
っ
ど
も
、
自
信
が
な
く

　
　

な
っ
た
。
ガ
ラ
ガ
ラ
で
駄
目
だ
。
病
院
で
は
バ
ン

　
　

バ
ン
と
歌
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
。
な
ん
だ
か
こ
っ

　
　

ち
来
た
ら
駄
目
だ
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
声
が
出
な
く
な
っ
て
く
る
？

高
田　

だ
か
ら
、
喉
が
悪
く
な
っ
た
な
。
年
の
せ
い
か
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
歌
謡
曲
っ
て
い
う
か
、
演
歌
も
民

　
　

謡
も
聴
き
ま
す
よ
ね
、
い
ろ
い
ろ
。

高
田　

ま
あ
、
聞
き
覚
え
だ
か
ら
。
別
に
教
わ
っ
た
わ

　
　

け
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
昨
日
は
、
ひ
ば
り
の
酒

　
　

場
の
歌…

…

。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
の
？

高
田　

う
ん
。
あ
れ
を
歌
っ
て
や
ろ
う
か
と
思
っ
た
ら
、

　
　

駄
目
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

カ
ラ
オ
ケ
に
入
っ
て
な
か
っ
た
？

高
田　

い
や
、
歌
う
順
番
が
来
な
か
っ
た
。

詩
織　

あ
〜
残
念
。

ア
サ
ダ　

人
が
結
構
多
い
で
す
も
ん
ね
。

高
田　

時
間
切
れ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
だ
か
ら
あ
あ
い

　
　

う
歌
の
席
で
な
、
美
空
ひ
ば
り
を
歌
っ
た
の
は

　
　

ず
っ
と
前
の
や
つ
で
、
や
っ
ぱ
り
酒
場
だ
け
ん
と

　
　

も
、
あ
れ
、
何
て
言
っ
た
っ
け
な
。

詩
織　

『
裏
町
酒
場
』
で
す
か
ね
？

高
田　

あ
あ
、
『
裏
町
酒
場
』
。
「
あ
〜
め
に
濡
れ
て

　
　

る
ー　

赤
い
灯
が
ー
」
っ
て
。

　
　
　
（
高
田
國
男
さ
ん
の
歌
う
『
裏
町
酒
場
』
が
流

　
　

れ
る
）

高
田　

歌
詞
は
、
は
っ
き
り
と
歌
い
な
さ
い
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
も
、
確
か
に
。

高
田　

そ
れ
が
歌
謡
曲
の
い
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
。
そ
れ

　
　

に
メ
ロ
デ
ィ
ー
。
と
こ
ろ
が
、
西
洋
の
歌
の
場
合

　
　

は
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
先
行
し
て
、
歌
詞
が
は
っ
き
り

　
　

し
な
い
か
ら
、
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
「
歌
謡
曲
」
っ
て
い
う
名
前
だ
か
ら
、
メ
ロ

　
　

デ
ィ
ー
だ
け
で
は
な
い
ん
だ
よ
な
。
そ
う
す
る
と
、

　
　

聴
く
人
聴
く
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
も
う
思
い
出
す
こ

　
　

と
が
あ
る
わ
け
だ
。

　
　
　

い
ま
歌
っ
た
、
ひ
ば
り
さ
ん
が
歌
っ
た
『
裏
町

　
　

酒
場
』
。
こ
れ
は
歌
詞
通
り
、
小
暗
く
な
っ
て
雨

　
　

に
濡
れ
た
あ
ん
ど
ん
が
見
え
る
な
っ
て
い
う
よ
う

　
　

な
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
聴
く
人
は

　
　

そ
れ
ぞ
れ
に
解
釈
す
る
わ
け
。
だ
か
ら
、
い
い
と

　
　

こ
ろ
が
あ
る
。
自
分
の
人
生
と
重
ね
合
わ
せ
て
聴

　
　

い
た
り
な
ん
か
す
る
わ
け
だ
。

　
　
　
（
美
空
ひ
ば
り
『
裏
町
酒
場
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

高
田
國
男
さ
ん
が
聞
き
覚
え
た
民
謡 

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
ご
家
族
も
歌
、
好
き
だ
っ
た
ん
で

　
　

す
か
？　

た
と
え
ば
お
父
さ
ま
と
お
母
さ
ま
や
奥

　
　

さ
ま
と
か
。

高
田　

い
や
、
俺
の
お
や
じ
は
明
治
の
人
だ
か
ら
、
い

　
　

ま
の
よ
う
な
歌
謡
曲
な
ん
て
な
か
っ
た
か
ら
ね
、

　
　

歌
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
民
謡
を
よ
く
。
『
相
馬
二

　
　

遍
返
し
』
で
も
『
流
れ
山
』
で
も
、
み
ん
な
お
や

　
　

じ
の
聞
き
覚
え
だ
。

　
　
　
『
田
植
え
唄
』
っ
て
い
う
の
が
あ
ん
だ
な
。
歌

　
　

詞
覚
え
て
ら
れ
な
く
て
、
歌
え
な
い
け
ど
ね
。
い

　
　

ま
、
こ
の
踊
り
を
や
ら
な
い
か
ら
、
津
波
で
流
れ

　
　

ち
ゃ
っ
て
。
部
落
の
若
い
連
中
が
よ
く
田
植
え
の

　
　

と
き
に
や
っ
た
も
ん
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　
『
田
植
え
唄
』
と
か
田
植
え
踊
り
と
か
。
収
穫

　
　

た
っ
ち
ゅ
う
感
じ
み
た
い
な
。
う
ち
の
兄
貴
は
兵

　
　

隊
に
行
っ
て
、
今
度
、
終
戦
に
な
っ
た
か
ら
な
ん

　
　

て
馬
を
一
台
も
ら
っ
て
、
そ
い
つ
に
乗
っ
て
き
た

　
　

ん
だ
、
自
分
の
う
ち
ま
で
。

　
　
　

そ
ん
な
感
じ
で
、
あ
と
兄
貴
ら
は
家
に
い
る
か

　
　

ら
、
今
度
私
は
い
て
も
い
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
。

　
　

で
、
今
度
お
じ
さ
ん
、
母
親
の
き
ょ
う
だ
い
が
船

　
　

引
の
ま
ち
の
川
端
で
橋
本
屋
旅
館
っ
て
い
う
旅
館

　
　

を
や
っ
て
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
れ
で
た
だ
も
い
ら
れ
ね
え
か
ら
、
旅
館
手

　
　

伝
っ
て
こ
い
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
の
旅
館
に
行
っ

　
　

て
手
伝
っ
て
た
ん
だ
。
そ
れ
で
手
伝
っ
て
る
う
ち

　
　

に
、
今
度
、
そ
の
お
じ
さ
ん
だ
っ
て
そ
ん
な
に
お

　
　

金
ね
え
べ
、
給
料
も
く
ん
な
ね
べ
し
な
。
そ
れ
で
、

　
　

浪
江
に
。
浪
江
は
わ
か
り
ま
す
？

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
。

青
木　

浪
江
に
昔
、
東
邦
レ
ー
ヨ
ン
っ
て
い
う
会
社
が

　
　

あ
っ
た
ん
だ
、
糸
引
き
会
社
な
。
製
糸
場
か
。
そ

　
　

こ
で
働
い
た
ん
だ
。
そ
れ
で
、
う
ち
の
お
じ
さ
ん

　
　

の
す
ぐ
前
さ
お
茶
屋
さ
ん
が
あ
っ
た
の
。
そ
の
お

　
　

茶
屋
さ
ん
は
私
が
生
ま
れ
た
う
ち
の
、
す
ぐ
下
の

　
　

う
ち
の
息
子
さ
ん
だ
っ
た
の
よ
。
そ
の
息
子
さ
ん

　
　

は
製
糸
場
の
セ
ー
ル
ス
を
や
っ
て
た
わ
け
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
営
業
屋
さ
ん
か
。

青
木　

う
ん
う
ん
。
「
こ
う
い
う
人
に
世
話
に
な
っ
て

　
　

て
も
し
ょ
う
も
ね
え
べ
、
自
分
で
独
立
し
た
ら
い

　
　

い
ん
で
な
い
の
」
っ
て
言
っ
て
、
５
、
６
人
で
来

　
　

た
っ
た
か
、
み
ん
な
で
浪
江
に
来
て
、
製
糸
場
で

　
　

働
い
て
た
の
。
そ
の
う
ち
に
製
糸
場
で
働
い
て
る

　
　

う
ち
に
結
婚
し
た
の
。
で
、
浪
江
の
人
に
な
っ
た

　
　

の
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
社
内
結
婚
？

青
木　

違
う
、
違
う
。
そ
こ
さ
、
浪
江
の
部
落
の
女
の

　
　

子
が
そ
の
製
糸
場
に
来
て
た
か
ら
、
そ
の
女
の
子

　
　

の
う
ち
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
遊
び
に
行
っ
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
し
た
ら
、
そ
の
子
の
母
親
が
、
う
ん
と
世
話

　
　

好
き
で
、
旦
那
の
兄
貴
は
兵
隊
に
行
っ
て
、
ソ
連

　
　

の
ほ
う
さ
連
れ
て
行
か
れ
た
と
か
な
ん
つ
っ
て
、

　
　

長
男
い
な
く
な
っ
た
か
ら
嫁
さ
ま
に
来
な
い
か
っ

　
　

て
、
そ
れ
で
、
結
婚
し
た
わ
け
な
の
ね
。
結
婚
し

　
　

た
ん
だ
か
わ
か
ん
な
い
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
、

　
　

籍
を
持
っ
て
き
て
、
あ
れ
し
て
、
わ
か
ん
な
い
ん

　
　

だ
よ
。

ア
サ
ダ　

わ
か
ん
な
い
ん
だ
。
も
う
結
婚
し
た
こ
と
に

　
　

な
っ
た
み
た
い
な
？

青
木　

う
ん
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
、
仲
人
は
昔
、
商
売

　
　

や
っ
て
売
っ
て
歩
い
て
た
ん
か
な
。
で
、
よ
く
私

　
　

の
う
ち
わ
か
っ
た
べ
な
ん
て
思
う
ぐ
ら
い
に
、
い

　
　

つ
の
間
に
か
籍
持
っ
て
て
き
た
ん
だ
べ
な
。
私
も

　
　

よ
う
そ
う
い
う
の
、
わ
か
ん
ね
え
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
で
す
ね
。
本
当
、
昔
の
そ
う
い
う
話
は
。

青
木　

う
ん
。
そ
う
い
う
の
す
ご
い
よ
、
昔
は
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
仕
込
ま
れ
て
る
ね
。

青
木　

で
き
る
ん
だ
か
ら
、
そ
ん
な
の
持
っ
て
歩
っ
て
。

　
　

私
も
驚
い
て
る
。
い
つ
こ
う
な
っ
て
、
い
つ
こ
う

　
　

な
っ
た
ん
だ
か
い
う
て
。
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き

　
　

の
儀
式
あ
っ
ぺ
よ
？　

成
人
式
は
、
嫁
に
な
っ
て

　
　

か
ら
成
人
式
の
通
知
が
来
た
の
、
浪
江
の
ね
。

ア
サ
ダ　

先
に
嫁
入
り
し
た
ん
だ
ね
。

青
木　

来
た
来
た
。
そ
れ
で
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
う

　
　

ち
に
子
供
で
き
た
べ
。
で
、
子
供
で
き
た
け
れ
ど

　
　

も
、
長
男
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
す
ぐ
そ
ば
に
親
が

　
　

い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

親
っ
て
い
う
の
は
姑
さ
ん
？

青
木　

姑
さ
ん
。
姑
さ
ん
い
た
け
ど
、
ど
っ
ち
み
ち
長

　
　

男
で
は
ね
え
わ
け
だ
か
ら
、
な
ん
ぼ
亡
く
な
っ

　
　

た
っ
て
言
っ
て
も
な
。
だ
か
ら
、
そ
の
脇
さ
、
私

　
　

が
も
う
早
く
う
ち
つ
く
っ
た
ん
だ
。
う
ち
の
旦
那

　
　

は
製
材
所
に
勤
め
て
た
か
ら
、
前
借
り
で
も
な
ん

　
　

で
も
で
き
た
わ
け
よ
、
材
料
を
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
ね
、
確
か
に
家
を
建
て
る
に
は
も
う

　
　

抜
群
の
会
社
だ
な
、
製
材
所
だ
っ
た
ら
（
笑
）。

青
木　

で
、
ち
っ
ち
ゃ
い
、
本
当
１
間
で
10
畳
間
ぐ
ら

　
　

い
の
う
ち
を
つ
く
っ
て
、
私
ら
は
私
ら
で
生
活
し

　
　

て
た
の
。
製
糸
場
が
、
今
度
だ
ん
だ
ん
終
わ
っ
て
、

　
　

仕
事
が
変
わ
っ
て
き
て
、
浪
江
に
あ
れ
が
で
き
た

　
　

の
わ
か
る
か
な
、
バ
ッ
ジ
工
場
。
浪
江
製
作
所
っ

　
　

て
い
う
と
、
み
ん
な
浪
江
の
人
わ
か
る
ん
じ
ゃ
ね

　
　

え
か
な
、
あ
そ
こ
ら
辺
は
ね
。
帽
子
の
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
帽
子
の
ね
。

青
木　

そ
れ
か
ら
、あ
と
は
学
生
の
ボ
タ
ン
、洋
服
の
ボ

　
　

タ
ン
と
か
ね
。
そ
う
い
う
の
を
つ
く
っ
て
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
、
学
章
み
た
い
な
や
つ
ね
。

青
木　

や
っ
て
る
う
ち
に
、
私
も
シ
ン
ナ
ー
を
使
う
か

　
　

ら
手
が
荒
れ
て
き
た
の
ね
。
手
、
あ
ん
ま
り
荒
れ

　
　

て
き
て
困
っ
た
な
と
思
っ
て
た
ら
、
う
ち
の
旦
那

　
　

の
妹
は
、
昔
は
県
立
病
院
っ
て
あ
っ
た
ん
だ
、
大

　
　

熊
さ
。
大
熊
の
脳
病
院
っ
て
い
う
の
。

ア
サ
ダ　

昔
は
脳
病
院
っ
て
言
っ
た
ん
だ
。
い
ま
の
精
神

　
　

科
病
棟
だ
ね
。

青
木　

精
神
病
院
だ
な
。

ア
サ
ダ　

看
護
師
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
た
の
？

青
木　

看
護
婦
で
な
い
け
ど
、
雑
主
婦
っ
て
い
う
ね
、

　
　

い
ろ
い
ろ
用
を
足
し
て
、
看
護
婦
さ
ん
の
お
手
伝

　
　

い
。
何
年
働
い
た
か
っ
て
い
う
と
、
本
当
に
忘
れ

　
　

ち
ゃ
っ
た
わ
、
も
う
。

　
　
「
さ
あ
、
ど
こ
い
っ
た
？
」
と
思
っ
た
ら
横
須
賀

　
　

の
ほ
う
ま
で
行
っ
ち
ゃ
っ
た
。
姉
さ
ま
の
と
こ
。

　
　

で
、
迎
え
に
行
っ
て
。
仲
良
い
か
ら
喧
嘩
す
る
ん

　
　

だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ま
と
は
同
じ
ふ
る
さ
と
？

高
田　

そ
う
、
俺
の
家
内
は
い
ま
の
楢
葉
だ
か
ら
。
あ

　
　

る
一
定
の
時
点
で
や
っ
ぱ
り
妥
協
す
る
。
そ
う
い

　
　

う
、
い
ろ
い
ろ
で
も
っ
て
か
な
い
と
。
子
供
が
見

　
　

て
る
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
。

高
田　

子
供
は
口
を
利
か
な
い
だ
け
で
見
て
ん
だ
か
ら

　
　

な
。
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
ど
っ
ち

　
　

が
悪
い
か
。
だ
か
ら
、
あ
ん
ま
り
下
手
な
こ
と
は

　
　

で
き
な
い
ん
だ
よ
。
経
験
し
て
言
っ
て
る
ん
だ
か

　
　

ら
。
経
験
し
な
い
で
言
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん

　
　

だ
ぞ
。
み
ん
な
経
験
し
て
る
ん
だ
。
だ
か
ら
、
こ

　
　

う
い
う
大
勢
の
と
こ
ろ
に
入
っ
た
っ
て
、
ど
こ

　
　

行
っ
た
っ
て
、
み
ん
な
も
う
、
ど
こ
の
人
で
も
合

　
　

わ
せ
て
い
く
。

　
　
　

世
の
な
か
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
今
日
、
み
ん
な

　
　

が
来
て
、
こ
う
し
て
来
て
く
れ
る
だ
け
で
も
あ
り

　
　

が
て
え
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、

　
　

本
当
に
、
僕
ら
の
ほ
う
こ
そ
。

高
田　
「
あ
そ
こ
は
駄
目
だ
、
寄
ん
ね
え
べ
」
な
ん
て

　
　

言
わ
れ
た
っ
て
、
う
ま
く
ね
え
。
こ
ん
な
ん
長
く

　
　

い
る
つ
も
り
で
ね
え
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ

　
　

り
寿
命
で
。
ま
あ
、
そ
の
う
ち
近
々
お
呼
び
に
な

　
　

る
ん
だ
べ
け
ん
ど
も
、
そ
れ
ま
で
は
罪
滅
ぼ
し
、

　
　

御
奉
公
と
思
っ
て
や
っ
て
な
い
と
な
。

　
　
　

み
ん
な
の
た
め
に
生
き
て
る
ん
だ
か
ら
。
自
分

　
　

ひ
と
り
じ
ゃ
生
き
て
い
か
ん
ね
え
ん
だ
か
ら
ね
、

　
　

人
間
っ
て
い
う
動
物
は
。
よ
そ
の
動
物
は
一
匹
で

　
　

も
生
き
て
い
け
る
け
ど
、
人
間
だ
け
は
駄
目
だ
。

　
　

ひ
と
り
じ
ゃ
生
き
て
い
け
ね
え
。
だ
か
ら
、
横
の

　
　

つ
な
が
り
は
、
や
っ
ぱ
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
な
ん

　
　

な
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
７

青
木
二
美
子
さ
ん
の
歌
と
と
も
に
あ
る
人
生 

り
ん
ご
　
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
は
１
９
８

　
　

９
年
。
ま
だ
私
が
生
ま
れ
る
前
の
出
来
事
で
し
た
。

　
　
「
人
は
哀
し
い　

哀
し
い
も
の
で
す
ね
／
そ
れ
で

　
　

も
過
去
た
ち
は
優
し
く
睫
毛
に
憩
う
／
人
生
っ
て

　
　

不
思
議
な
も
の
で
す
ね
」
。
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
を

　
　

代
表
す
る
一
曲
、
『
愛
燦
燦
』
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ

　
　

で
す
。
目
を
閉
じ
れ
ば
人
生
の
一
コ
マ
が
睫
毛
に

　
　

と
ど
ま
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
様
子
が
思
い
浮
か
ば

　
　

れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
人
生
を
歩
み
は
じ
め
た
ば
か

　
　

り
の
私
に
は
、
過
去
が
思
い
出
に
な
り
切
れ
て
お

　
　

ら
ず
、
こ
の
歌
詞
の
意
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

　
　

る
の
は
、
も
う
し
ば
ら
く
先
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
　
　

さ
て
、
最
後
に
出
演
い
た
だ
く
の
は
４
号
棟
に

　
　

お
住
ま
い
の
青
木
二
美
子
さ
ん
。
浪
江
町
か
ら
下

　
　

神
白
団
地
に
移
り
住
み
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

　
　

つ
ら
い
経
験
な
ど
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

　
　

そ
れ
で
も
こ
う
し
て
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

　
　

き
っ
と
そ
の
経
験
も
意
味
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
ん

　
　

だ
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。
人
生
っ
て
不
思
議
な
も
の

　
　

で
す
ね
。

　
　
　

リ
ク
エ
ス
ト
曲
は
、
美
空
ひ
ば
り
『
愛
燦
燦
』
。

　
　

目
を
閉
じ
、
睫
毛
に
憩
う
過
去
の
思
い
出
と
と
も

　
　

に
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

ア
サ
ダ　

青
木
さ
ん
っ
て
、
い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
よ
く
歌
を

　
　

聴
い
て
た
ん
で
す
か
？

青
木　

私
、
歌
大
好
き
だ
か
ら
も
う
。

ア
サ
ダ　

昔
か
ら
？

青
木　

う
ん
、
昔
か
ら
、
若
い
と
き
か
ら
。
三
橋
美
智

　
　

也
だ
と
か
、
あ
の
人
ら
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
歌
っ

　
　

て
る
よ
。
三
波
春
夫
だ
と
か
。
あ
あ
い
う
の
な
ん

　
　

か
み
ん
な
歌
っ
て
っ
け
ど
、
私
ら
、
み
ん
な
わ
か

　
　

る
。
こ
う
い
う
テ
レ
ビ
が
な
か
っ
た
か
ら
。
ラ
ジ

　
　

オ
あ
っ
て
、
書
く
べ
、
歌
は
じ
ま
っ
た
よ
っ
て
自

　
　

分
の
好
き
な
歌
。
帳
面
置
い
て
、
鉛
筆
置
い
て
。

　
　

そ
し
て
、
今
度
は
明
日
。
明
日
、
そ
の
続
き
を
書

　
　

く
の
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
覚
え
る
ん
だ
、
昔

　
　

は
。

　
　
　

三
波
春
夫
だ
と
か
な
ん
と
か
そ
う
い
う
の
は
、

　
　

田
の
草
取
り
だ
と
か
田
植
え
だ
と
か
そ
う
い
う
と

　
　

き
に
、
歌
好
き
な
人
が
い
て
歌
っ
て
ん
の
よ
、
そ

　
　

う
い
う
も
ん
よ
。

ア
サ
ダ　

田
植
え
と
か
し
な
が
ら
？

青
木　

う
ん
、
仕
事
し
な
が
ら
歌
っ
て
ん
の
よ
、
昔
は
。

　
　

そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
覚
え
た
ん
だ
よ
、
私
ら
は

　
　

ね
。

　
　
　

親
は
ね
、
母
親
は
い
た
け
ど
父
親
は
早
く
死
ん

　
　

で
い
な
か
っ
た
か
ら
。
だ
か
ら
、
兄
貴
の
お
世
話

　
　

に
な
っ
て
た
ん
だ
、
も
う
。

ア
サ
ダ　

お
兄
さ
ん
は
、
結
構
年
は
離
れ
て
た
の
？

青
木　

一
番
上
か
ら
下
ま
で
20
ぐ
ら
い
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

う
わ
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
離
れ
て
る
。
そ
れ
は
も

　
　

う
親
子
ぐ
ら
い
や
わ
な
。

青
木　

７
人
い
る
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

高
等
学
校
卒
業
し
て
。

青
木　

卒
業
し
た
っ
て
感
じ
じ
ゃ
ね
え
な
。
た
だ
辞
め

　
　

う
ど
ん
食
べ
て
た
っ
て
、
店
屋
さ
入
っ
た
っ
て
、

　
　
「
あ
そ
こ
の
嫁
は
店
屋
で
う
ど
ん
食
っ
て
た
」
っ

　
　

て
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
の
世
の
な
か
。

ア
サ
ダ　

狭
い
、
密
告
さ
れ
る
じ
ゃ
な
い
け
ど
。

青
木　

そ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
。
そ
れ
で
田
ん
ぼ
の
な

　
　

か
だ
の
ね
、
道
を
歩
き
な
が
ら
だ
ね
。
そ
う
い
う

　
　

歌
を
歌
う
と
こ
ろ
な
ん
て
な
い
ね
。
部
落
で
や
ぐ

　
　

ら
建
て
た
と
き
は
盆
踊
り
だ
か
ら
、
世
の
歌
は
歌

　
　

わ
な
い
か
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ん
か
や
ん
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
美
空
ひ
ば
り
と
か
そ
の
都
は
る
み
と

　
　

か
、
自
分
が
好
き
な
人
の
歌
を
覚
え
て
歌
う
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
人
前
で
っ
て
い
う
よ
り
は
、
自
分
の

　
　

家
で
ち
ょ
っ
と
練
習
し
て
み
た
り
っ
て
い
う
感
じ

　
　

だ
っ
た
の
？　

歌
詞
見
な
が
ら
。

青
木　

う
ん
、
見
な
が
ら
な
。
ん
だ
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

青
木　

歌
が
好
き
だ
か
ら
。

　
　
　
（
青
木
さ
ん
の
歌
う
『
愛
燦
燦
』
が
流
れ
、
続

　
　

い
て
美
空
ひ
ば
り
『
愛
燦
燦
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
８

青
木
二
美
子
さ
ん
の
声
が
蘇
る
と
き 

ア
サ
ダ　

下
神
白
団
地
に
は
、
最
初
か
ら
入
ら
れ
て
る
ん

　
　

で
す
か
？

青
木　

一
番
最
初
の
抽
選
が
当
た
っ
た
の
。
あ
あ
、
こ

　
　

こ
さ
入
っ
て
か
ら
は
歩
く
こ
と
な
い
な
と
思
っ
て
。

　
　

こ
こ
は
田
園
と
違
っ
て
、
眺
め
っ
て
コ
ン
ク
リ
で

　
　

し
ょ
。
こ
っ
ち
見
た
っ
て
コ
ン
ク
リ
だ
。
ど
こ
見

　
　

た
っ
て
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

見
る
と
こ
ろ
な
い
か
ら
ね
。

青
木　

コ
ン
ク
リ
だ
か
ら
、
こ
う
や
っ
て
。

ア
サ
ダ　

人
工
物
ば
っ
か
り
だ
っ
て
、
周
り
が
ね
。

詩
織　

あ
あ
、
そ
う
だ
ね
。

青
木　

朝
起
き
て
な
、
こ
う
や
っ
て
戸
開
け
て
み
た
っ

　
　

て
、こ
こ
コ
ン
ク
リ
じ
ゃ
、こ
っ
ち
に
出
て
み
た
っ

　
　

て
コ
ン
ク
リ
で
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

集
合
住
宅
だ
も
ん
ね
。

青
木　

う
ん
、
遠
く
見
れ
ば
山
は
あ
っ
け
ど
も
。
そ
ん

　
　

な
感
じ
だ
っ
た
ね
。

ア
サ
ダ　

初
め
て
で
す
も
ん
ね
、
そ
う
い
う
環
境
で
っ
て

　
　

い
う
の
。

青
木　

そ
う
や
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
落
ち
着
か

　
　

せ
て
き
た
ん
だ
べ
、
み
ん
な
。

ア
サ
ダ　

慣
れ
さ
せ
て
き
た
っ
て
こ
と
ね
。

青
木　

慣
れ
さ
せ
て
き
た
。
で
も
、
い
ら
ん
ね
え
ん
だ

　
　

か
ら
、
し
ょ
う
が
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

歌
も
歌
わ
な
く
な
っ
た
っ
て
い
う
話
を
し
て
い

　
　

ま
し
た
よ
ね
。

青
木　

今
日
は
出
た
の
、
声
。
び
っ
く
り
し
た
。

詩
織　

ね
、
声
出
て
ま
し
た
ね
。

ア
サ
ダ　

出
て
た
、
出
て
た
。　

青
木　

ね
、
び
っ
く
り
し
た
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
出
て
た
、
高
い
声
も
出
て
た
し
。

青
木　

い
ま
ま
で
声
な
ん
か
出
な
か
っ
た
の
に
、
み
ん

　
　

な
に
聴
か
せ
た
く
て
、
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
嬉
し
い
わ
（
笑
）。
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ

　
　

た
。

青
木　

全
然
出
な
か
っ
た
の
。
こ
こ
さ
来
て
習
っ
て
、

　
　

知
っ
て
る
歌
出
て
き
た
か
ら
一
緒
に
歌
う
べ
っ
て

　
　

思
っ
た
ら
、
歌
え
な
か
っ
た
の
。

ア
サ
ダ　

人
が
い
る
っ
て
い
う
の
は
結
構
大
き
い
の
か
も

　
　

し
れ
な
い
な
っ
て
気
が
ち
ょ
っ
と
し
た
ん
だ
け
ど

　
　

ね
。

青
木　

え
？

ア
サ
ダ　

ま
わ
り
に
人
が
い
る
っ
て
い
う
こ
と
っ
て
い
う

　
　

の
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
で
か
い…

…

。
誰
か
が

　
　

い
る
と
、
こ
う
や
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
た
り
も
す
る

　
　

し
、
声
っ
て
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
つ
ら
れ
て
出
る

　
　

の
か
な
み
た
い
な
。

　
　
　

ひ
と
り
で
歌
っ
て
て
も
ね
、
こ
う
い
う
ラ
ジ
カ

　
　

セ
相
手
で
は
、
出
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

　
　

あ
ん
ま
り
バ
ー
ッ
と
出
て
く
る
感
じ
じ
ゃ
な
い
の

　
　

か
な
っ
て
。

青
木　

今
日
み
た
い
に
声
な
ん
か
出
な
い
の
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
、
す
ご
い
嬉
し
い
。
よ
か
っ
た
。

青
木　

出
な
い
ん
だ
か
ら
、
全
然
出
な
か
っ
た
の
。
本

　
　

当
に
。
テ
レ
ビ
に
、
あ
あ
、
知
っ
て
る
歌
出
て
き

　
　

た
か
ら
一
緒
に
歌
う
か
な
っ
て
思
っ
た
っ
て
、
高

　
　

い
と
こ
ろ
な
ん
て
全
然
出
な
い
。
び
っ
く
り
し
た
。

　
　

美
空
ひ
ば
り
の
高
い
と
こ
ろ
ま
で
出
て
。

ア
サ
ダ　

よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
。
本
当
に
よ
か
っ
た
。

青
木　

び
っ
く
り
し
た
。
具
合
悪
く
な
っ
て
た
け
ど
、

　
　

具
合
悪
い
の
治
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

そ
れ
だ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　

『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
、
第
６
集
「
歌
と
と
も
に

　
　

あ
る
人
生
」
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
い
か
が
だ
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
か
？　

　
　
　

今
回
は
、
歌
に
よ
っ
て
人
生
を
救
わ
れ
た
、
変

　
　

わ
っ
た
、
そ
う
い
う
象
徴
的
な
体
験
を
し
て
こ
ら

　
　

れ
た
方
々
に
、
お
話
を
伺
い
た
い
な
と
い
う
思
い

ア
サ
ダ　

結
構
、
長
か
っ
た
？

青
木　

長
い
、
長
い
。
働
い
て
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
子
育
て
し
な
が
ら
働
い
た
の
？

青
木　

う
ん
、そ
う
、ば
あ
ち
ゃ
ん
い
た
、ば
あ
ち
ゃ
ん
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
、
家
に
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
て
。

青
木　

う
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
た
か
ら
。
８
人
ぐ
ら
い

　
　

は
い
た
と
思
う
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
本
当
。
そ
れ
っ
て
青
木
さ
ん
が
何
歳
ぐ

　
　

ら
い
の
話
？

青
木　

何
歳
だ
べ
、
勘
定
し
な
き
ゃ
わ
か
ん
ね
え
ん
だ
、

　
　

若
い
と
き
か
ら
働
い
た
も
ん
だ
か
ら
。
子
供
を
二

　
　

十
歳
で
産
ん
だ
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
。
子
供
を
二
十
歳
で
産
ん
だ
ん
だ
っ

　
　

た
ら…

…

。

青
木　

う
ち
の
息
子
、
長
男
が
（
昭
和
）
26
年
に
生
ま

　
　

れ
た
ん
だ
か
ら
。
で
、
孫
が
生
ま
れ
て
会
社
を
辞

　
　

め
た
ん
だ
。

　
　
　
（

み
ん
な
で
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
探
し
な
が
ら
）

青
木　

い
ま
、
何
で
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
サ
ダ　

こ
っ
ち
に
あ
る
の
は
美
空
ひ
ば
り
だ
ね
。

青
木　

美
空
ひ
ば
り
の
歌
は
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
も
、
昔
か
ら
ず
っ
と
聴
い
て
た
？

青
木　

う
ん
、
美
空
ひ
ば
り
、
大
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
、
聴
い
て
み
る
か
。

青
木　

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
も
腰
痛
く
て
入
院
し
て
た

　
　

人
い
た
の
よ
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
頼
ま
れ
て
、
県
立

　
　

病
院
さ
な
、
「
腰
を
手
術
す
る
か
ら
来
て
も
ら
ん

　
　

ね
え
か
、
年
取
っ
て
俺
も
駄
目
だ
し
」
な
ん
て
言

　
　

わ
れ
て
。
で
、
手
伝
い
に
行
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、

　
　

そ
の
お
じ
い
さ
ん
が
朝
、
何
言
う
か
と
思
っ
た
ら
、

　
　
「
み
い
ち
ゃ
ん
、
美
空
ひ
ば
り
亡
く
な
っ
た
ぞ
」

　
　

な
ん
て
言
っ
た
の
。
６
月
頃
だ
っ
け
か
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。
美
空
ひ
ば
り
が
亡
く
な
っ

　
　

た
年
ね
。

青
木　

う
ん
、
そ
の
と
き
も
病
院
で
手
伝
い
し
て
た
の
、

　
　

腰
痛
え
っ
つ
っ
て
、
手
術
す
っ
か
ら
手
伝
っ
て
く

　
　

ん
ね
え
か
っ
て
言
わ
っ
ち
。
も
う
、
そ
の
頃
か
ら

　
　

も
う
ず
っ
と
や
っ
て
た
ね
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
っ
て
何
年
ぐ
ら
い
に
亡
く
な
っ
た

　
　

ん
だ
ろ
う…

…

。

青
木　

何
で
も
、
本
当
懐
か
し
い
ね
。

　
　
　
（
テ
ー
プ
が
流
れ
は
じ
め
る
）

青
木　

私
避
難
し
て
話
な
ん
か
全
然
し
な
か
っ
た
べ
さ
、

　
　

こ
う
い
う
部
屋
さ
入
っ
た
ら
ひ
と
り
だ
も
の
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
そ
う
だ
ね
。

青
木　

そ
れ
か
ら
５
年
だ
べ
。
５
年
も
６
年
も
、
毎
日

　
　

毎
日
、
１
か
月
も
話
し
な
い
と
き
も
あ
っ
べ
し
よ
。

　
　

こ
こ
に
み
ん
な
で
来
て
、
こ
ん
な
に
あ
ち
こ
ち

　
　

し
ゃ
べ
っ
て
、
わ
け
わ
か
ん
ね
え
べ
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

い
や
い
や
い
や
、
な
ん
と
か
頭
の
な
か
を
整
理

　
　

し
な
が
ら
聞
い
て
る
感
じ
だ
け
ど
。

　
　
　

青
木
さ
ん
っ
て
下
神
白
団
地
の
集
会
場
に
は
、

　
　

最
初
は
よ
く
出
入
り
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

青
木　

あ
ん
ま
行
か
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

青
木　

コ
ー
ヒ
ー
飲
み
行
っ
た
り
。

ア
サ
ダ　

カ
ラ
オ
ケ
と
か
も
や
っ
て
る
も
ん
ね
。

青
木　

い
ま
は
や
っ
て
る
ね
、
前
は
や
っ
て
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
っ
か
。

り
ん
ご　

こ
の
曲
、
コ
ン
サ
ー
ト
み
た
い
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
録
音
だ
よ
ね
。

り
ん
ご　

ど
こ
か
聴
き
に
行
っ
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
か
？

青
木　

一
回
行
っ
た
こ
と
あ
る
。
美
空
ひ
ば
り
で
し
ょ
。

　
　

一
回
、
平
ま
で
見
に
行
っ
た
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
そ
の
と
き
の
録
音
な
の
か
な
？

青
木　

あ
の
頃
、
美
空
ひ
ば
り
が
来
る
だ
な
ん
て
い
う

　
　

と
大
変
な
あ
れ
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
り
ゃ
そ
う
だ
よ
ね
、
美
空
ひ
ば
り
が
来
る
な

　
　

ん
て
。

青
木　

そ
れ
で
、
テ
レ
ビ
で
歌
映
る
か
ら
っ
て
、
（
チ

　
　

ケ
ッ
ト
）
買
っ
て
、
そ
し
て
行
っ
た
ん
だ
も
ん
。

　
　

私
は
美
空
ひ
ば
り
と
あ
れ
だ
け
は
見
に
行
き
た
い

　
　

な
と
思
っ
て
た
ん
だ
よ
、
あ
っ
ち
さ
。

ア
サ
ダ　

誰
だ
、
美
空
ひ
ば
り
と
ほ
か
。

青
木　

何
だ
っ
け
、
名
前
、
辞
め
た
人
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

辞
め
た
人
？　

女
の
人
？

青
木　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

都 

は
る
み
と
か
？

青
木　

都 

は
る
み
。
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ　

当
た
っ
た
。
都 

は
る
み
は
確
か
に
、
い
ま
や
っ

　
　

て
な
い
ね
。

青
木　

都 

は
る
み
と
美
空
ひ
ば
り
の
歌
だ
け
は
ほ
し
い

　
　

と
思
っ
て
た
。
好
き
だ
か
ら
、
ほ
ら
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
も
美
空
ひ
ば
り
の
テ
ー
プ
だ
な
。

り
ん
ご　

1
9
8
9
年
に
亡
く
な
っ
て
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
30
年
前
だ
。

青
木　

私
、
声
が
い
い
と
き
に
は
、
も
う
本
当
、
大
好

　
　

き
で
歌
う
の
に
、
も
う
も
う
、
話
し
な
く
て
い
る

　
　

う
ち
に
声
出
な
く
な
っ
ち
ゃ
た
よ
。

ア
サ
ダ　

震
災
前
ま
で
は
よ
く
歌
っ
て
た
？

青
木　

う
ん
、
大
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
の
歌
っ
て
た
と
き
は
、
歌
の
サ
ー
ク
ル
み
た

　
　

い
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
た
の
？

青
木　

行
か
ね
行
か
ね
。
そ
う
い
う
の
な
ん
て
、
昔
は

　
　

な
い
よ
、
集
ま
っ
て
歌
を
歌
う
だ
の
。
そ
れ
こ
そ
、

　
　

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
小
泉
い
み
子
さ
ん
と

　
　

高
田
國
男
さ
ん
と
青
木
二
美
子
さ
ん
の
３
名
だ
っ

　
　

た
ん
で
す
。

　
　
　

ほ
か
の
住
民
さ
ん
も
「
私
も
こ
う
い
う
ふ
う
に

　
　

音
楽
を
聴
い
て
救
わ
れ
た
な
」
と
か
「
あ
の
と
き

　
　

助
け
ら
れ
た
な
」
っ
て
思
い
出
を
た
く
さ
ん
持
た

　
　

れ
て
い
る
方
が
、
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

　
　

す
。
な
の
で
、
み
な
さ
ん
の
話
を
引
き
続
き
聞
け

　
　

た
ら
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

音
楽
っ
て
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
不
思
議
で
、
ひ
と

　
　

り
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
歌
が
で
す
ね
、
誰
か

　
　

別
の
人
に
と
っ
て
も
と
て
も
大
事
な
歌
だ
っ
た
り

　
　

し
て
。
で
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
人
生

　
　

を
歩
ん
で
き
て
る
の
で
、
違
う
思
い
出
を
持
っ
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
よ
ね
。

　
　
　

た
と
え
ば
、
今
回
青
木
二
美
子
さ
ん
が
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た『
愛
燦
燦
』は
、実
は
以
前
、

　
　

６
号
棟
で
浪
江
町
ご
出
身
の
高
田
マ
ツ
イ
さ
ん
の

　
　

ご
自
宅
に
伺
っ
て
お
話
を
聞
い
た
際
も
、
『
愛
燦

　
　

燦
』
の
思
い
出
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

幾
十
に
も
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
積
み
重
な
っ
て
、

　
　

一
曲
の
歌
っ
て
存
在
し
て
る
ん
だ
な
と
、
改
め
て

　
　

感
じ
る
わ
け
で
す
。

　
　
　

下
神
白
団
地
に
は
た
く
さ
ん
の
方
々
が
住
ま
わ

　
　

れ
て
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
一
人
ひ
と
り
、
み
な

　
　

さ
ん
別
々
の
人
生
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
こ
ん
な
当

　
　

た
り
前
の
こ
と
を
、
僕
自
身
、
い
つ
も
一
人
ひ
と

　
　

り
の
お
声
を
聞
く
度
に
、
と
て
も
強
く
実
感
し
ま

　
　

す
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
に
な
っ
て
い
き
ま
す
ね
。

　
　

く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
ご
自
愛
い
た
だ
き
、
元
気
な

　
　

姿
で
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
け

　
　

た
ら
幸
い
で
す
。い
つ
も
通
り
、リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー

　
　

ド
を
挟
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
集
会
場
の
前
の
黄

　
　

色
い
ポ
ス
ト
、
あ
る
い
は
僕
ら
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

　
　

思
い
出
の
曲
を
書
い
て
、
直
接
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

そ
れ
で
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
６
集
、
こ

　
　

れ
に
て
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
届
け
し
た

　
　

の
は
、
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
と
榊 

裕
美
と
鈴
木
詩
織
で       

　
　

し
た
。
そ
れ
で
は
、
ま
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　
　

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白

　
　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
、

　
　

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ

　
　

の
C
D
で
は
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の

　
　

ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深
い

　
　

音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　

第
６
集
の
テ
ー
マ
は
「
歌
と
と
も
に
あ
る
人

　
　

生
」
。
下
神
白
団
地
に
住
ま
わ
れ
る
以
前
か
ら
歌

　
　

う
こ
と
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
方
も
、
こ
の
団
地

　
　

に
来
ら
れ
て
改
め
て
歌
う
こ
と
に
目
覚
め
た
方
も
、

　
　

言
葉
が
声
に
な
っ
て
、
そ
の
声
が
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

　
　

乗
っ
た
と
き
に
こ
そ
伝
わ
る
、
生
き
て
い
る
実
感
、

　
　

こ
れ
は
き
っ
と
歌
っ
て
い
る
ご
自
身
だ
け
で
な
く
、

　
　

ほ
か
の
誰
か
の
人
生
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る
の
で

　
　

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

今
回
は
３
号
棟
住
民
の
小
泉
い
み
子
さ
ん
、
そ

　
　

し
て
、
４
号
棟
住
民
の
青
木
二
美
子
さ
ん
、
６
号

　
　

棟
住
民
の
高
田
國
男
さ
ん
の
語
り
を
収
録
し
ま
し

　
　

た
。演
歌
か
ら
民
謡
、定
番
の
美
空
ひ
ば
り
や
都 

は

　
　

る
み
ま
で
、
ぜ
ひ
口
ず
さ
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
小
泉
い
み
子
さ
ん
で
す
。

　
　

い
み
子
さ
ん
と
い
え
ば
、
集
会
場
で
毎
週
水
曜
日

　
　

と
金
曜
日
の
午
前
に
開
か
れ
て
い
る
カ
ラ
オ
ケ
の

　
　

常
連
さ
ん
と
し
て
も
ご
活
躍
で
す
。
「
〝
歌
う
こ

　
　

と
〞
と
出
会
っ
て
人
生
が
変
わ
っ
た
、
い
ま
が
ま

　
　

さ
に
青
春
だ
よ
」
と
仰
る
い
み
子
さ
ん
。
初
め
て

　
　

人
前
で
歌
を
歌
っ
た
大
熊
町
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

　
　

つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
過
去
、
そ
し
て
数
々
の
避

　
　

難
所
や
仮
設
住
宅
を
回
ら
れ
て
た
ど
り
着
い
た
こ

　
　

の
下
神
白
団
地
で
の
旦
那
さ
ま
と
の
お
別
れ
、
そ

小泉いみ子さん青木二美子さん 高田國男さん

鈴木詩織 アサダワタル

ふ み こ

りんご（榊 裕美）
さかき

ふ    

み    

こ



　
　

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
助
け
合
い
や
つ
な
が
り
、
こ
れ

　
　

ら
の
い
み
子
さ
ん
の
語
り
を
２
曲
の
歌
と
と
も
に

　
　

お
送
り
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

小
泉
い
み
子
さ
ん
の
初
舞
台

り
ん
ご　

い
み
子
さ
ん
は
い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
に

　
　

行
き
は
じ
め
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

こ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
移
っ
て
か
ら
。
「
カ

　
　

ラ
オ
ケ
や
っ
て
る
か
ら
出
て
き
な
」
っ
て
言
わ
れ

　
　

て
、
迎
え
に
来
て
も
ら
っ
て
。

り
ん
ご　

誰
か
に
誘
わ
れ
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

は
い
。
メ
ン
バ
ー
っ
て
い
う
か
親
方
だ
ね
、
早

　
　

く
言
う
と
ね
。

詩
織　

石
原
さ
ん
で
は
な
く
て
？

い
み
子　

そ
う
、
石
原
さ
ん
。

詩
織　

あ
あ
、石
原
さ
ん
。す
ご
い
ね
え
、
石
原
さ
ん
は
。

い
み
子　

で
、
た
ま
に
旅
行
に
も
誘
っ
て
く
れ
る
か
ら
。

　
　

そ
こ
で
ま
た
、
舞
台
に
出
て
歌
え
っ
て
言
わ
れ
た

　
　

こ
と
が
（
笑
）。

り
ん
ご　

本
当
に
歌
、
好
き
な
ん
で
す
ね
。

い
み
子　

も
う
迎
え
に
来
る
ん
だ
か
ら
。
だ
か
ら
、
出
た

　
　

も
の
を
ほ
と
ん
ど
食
っ
て
る
暇
ね
え
だ
。

り
ん
ご　

ず
っ
と
歌
っ
て
る
ん
だ
？

い
み
子　

私
、
今
日
カ
ラ
オ
ケ
だ
っ
て
い
う
と
き
は
こ
ん

　
　

に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
し
か
食
っ
て
い
か
な
い
か
ら
。

詩
織　

そ
う
な
の
？

り
ん
ご　

万
全
の
体
調
で
お
腹
を
整
え
て
。

い
み
子　

は
い
。

詩
織　

大
熊
に
い
る
と
き
は
、
歌
の
集
ま
り
と
か
に
参

　
　

加
し
た
こ
と
は
あ
る
の
？　

こ
う
い
う
サ
ー
ク
ル

　
　

み
た
い
な…

…

。

い
み
子　

歩
行
者
天
国
の
と
き
、
川
井
魚
屋
の
隣
の
舞
台

　
　

み
た
い
な
と
こ
ろ
で
一
回
歌
っ
た
こ
と
あ
る
。
参

　
　

加
賞
だ
っ
た
け
ど
（
笑
）。

り
ん
ご　

ち
な
み
に
何
を
歌
っ
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

都 

は
る
み
。

詩
織　

い
く
つ
の
と
き
？

い
み
子　

24
で
嫁
い
で
、
子
供
ら
も
大
き
く
な
っ
て
た
か

　
　

ら
、
も
う
還
暦
近
か
っ
た
か
な
。
初
め
て
舞
台
に

　
　

上
が
っ
て
（
笑
）。

詩
織　

ど
う
で
し
た
？

り
ん
ご　

誘
わ
れ
た
ん
で
す
か
？　

「
舞
台
に
出
て
み
な

　
　

い
？
」
っ
て
。

い
み
子　

川
井
さ
ん
の
選
挙
の
と
き
に
、
選
挙
の
車
に
い

　
　

て
い
い
声
し
て
た
か
ら
。
声
が
バ
ー
ッ
と
出
る
っ

　
　

て
い
う
あ
れ
で
。

詩
織　

い
み
子
さ
ん
、
通
る
声
し
て
ま
す
も
ん
ね
。

い
み
子　

声
が
で
か
く
て
困
る
。

詩
織　

い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

い
み
子　

あ
だ
名
つ
け
ら
れ
て
ね
。

詩
織　

何
て
？

い
み
子　

北
島
サ
ブ
子
っ
て
。

一
同　
（
笑
）。

詩
織　

じ
ゃ
あ
、
初
め
て
人
前
で
歌
っ
た
の
が
、
そ
の

　
　

…
…

。

り
ん
ご　

都 

は
る
み
の
、
何
て
曲
で
す
か
？

い
み
子　

あ
れ
は
な
ん
だ
っ
た
ろ
う
ね
。
『
ア
ン
コ
椿
は

　
　

恋
の
花
』
だ
っ
た
の
か
な
。
全
然
歌
に
な
っ
て
な

　
　

か
っ
た
。
そ
れ
で
悔
し
く
て
さ
、
次
の
水
曜
日
に

　
　

カ
ラ
オ
ケ
あ
る
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
だ
ね
。

り
ん
ご　

い
ま
は
い
っ
ぱ
い
歌
え
る
ね
。

い
み
子　

私
、
歌
ね
か
っ
た
ら
死
ん
で
る
の
、
い
つ
も
は
。

　
　

方
不
明
だ
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、
消
防
署
の
い
と

　
　

こ
が
そ
の
父
親
見
つ
け
て
、
天
栄
村
の
介
護
施
設

　
　

に
入
れ
た
か
ら
っ
て
連
絡
が
来
て
、
ふ
た
り
で
泊

　
　

ま
り
が
か
り
で
看
病
し
に
行
っ
て
た
の
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

大
変
だ
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

私
、
も
う
、
看
病
に
生
ま
れ
て
き
た
み
た
い
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

小
泉　

も
う
、
旦
那
亡
く
な
っ
た
と
き
は
歌
ど
こ
ろ
で

　
　

は
ね
か
っ
た
か
ら
。
一
番
や
っ
て
く
れ
た
の
が
、

　
　

小
野
田
さ
ん
だ
ね
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
？　

５
階
の
？

い
み
子　

う
ん
。
た
ま
に
迎
え
に
来
ら
れ
て
、
「
う
ち
に

　
　

来
て
」
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
し
て
、
「
カ
ラ
オ
ケ

　
　

出
す
か
ら
、
マ
イ
ク
で
歌
っ
て
」
な
ん
て
言
わ
れ

　
　

て
、
マ
イ
ク
の
持
ち
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も

　
　

ら
っ
た
。

詩
織　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。
小
野
田
の
父
ち
ゃ
ん
？

い
み
子　

そ
う
だ
よ
。
旦
那
が
倒
れ
た
と
き
、
救
急
車
を

　
　

呼
ん
で
く
れ
た
の
、
小
野
田
さ
ん
だ
か
ら
。

り
ん
ご　

あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

旦
那
が
い
る
と
き
に
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
き
て

　
　

い
い
か
な
と
言
っ
た
ら
、「
行
く
ん
な
ら
、
一
番

　
　

に
な
っ
て
こ
い
」
っ
て
。

詩
織　

あ
、
お
父
ち
ゃ
ん
に
そ
う
言
わ
れ
た
ん
だ
。

り
ん
ご　

す
ご
い
、
旦
那
さ
ん
も
。

い
み
子　

自
分
は
森 

進
一
の
歌
し
か
知
ら
ね
え
く
せ
に
、

　
　

歌
い
も
し
ね
え
で
よ
く
言
う
わ
っ
て
こ
こ
ろ
の
な

　
　

か
で
思
っ
て
た
け
ど
ね
。

　
　
　

あ
の
ね
、
『
夫
婦
春
秋
』
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
る

　
　

ん
だ
け
ど
、
私
、
『
だ
ん
な
様
』
っ
て
い
う
歌
は
、

　
　

旦
那
い
な
い
か
ら
歌
え
な
い
か
ら
勘
弁
し
て
く

　
　

れ
っ
て
。

詩
織　

あ
あ
、
そ
う
な
の
。

り
ん
ご　

カ
ラ
オ
ケ
で
も
。

い
み
子　

で
も
「
構
わ
ね
か
ら
ね
、
歌
っ
た
ほ
う
が
い
い

　
　

ん
だ
よ
」っ
て
言
う
か
ら
、『
宗
右
衛
門
町
』
だ
け

　
　

歌
っ
て
。「
さ
よ
う
な
ら
」
っ
て
い
う
と
こ
、
や
っ

　
　

ぱ
り
涙
が
出
て
、
顔
を
向
け
ら
ん
ね
な
か
っ
た
。

　
　
　
「
い
み
ち
ゃ
ん
は
い
ま
か
ら
青
春
な
ん
だ
か

　
　

ら
」
っ
て
会
津
の
人
も
来
て
言
っ
て
く
れ
て
。

　
　
「
い
み
ち
ゃ
ん
は
青
春
っ
て
い
つ
だ
っ
た
の
？
」
っ

　
　

て
言
う
か
ら
、
「
私
、
青
春
な
ん
て
わ
か
り
ま
せ

　
　

ん
」
っ
て
言
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、
「
熊
と
青
春

　
　

し
た
ん
だ
ね
」っ
て（
笑
）。
畑
い
も
を
起
こ
し
た

　
　

り
、
何
か
し
て
た
か
ら
。
牛
の
お
産
ま
で
や
っ

　
　

ち
ゃ
っ
て
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

本
当
に
何
で
も
や
っ
た
ん
だ
。

詩
織　

じ
ゃ
あ
ね
、
若
い
と
き
ね
、
た
く
さ
ん
苦
労
し

　
　

た
か
ら
、
い
ま
が
本
当
に
青
春
だ
ね
。

い
み
子　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
う
だ
、
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
私
た
ち
で
、

　
　

ア
サ
ダ
さ
ん
と
か
と
一
緒
に
東
京
で
音
楽
チ
ー
ム

　
　

を
つ
く
っ
て
る
ん
で
す
。

い
み
子　

な
ん
だ
か
ア
サ
ダ
さ
ん
、
来
ね
え
と
思
っ
た
よ
。

り
ん
ご　

い
ま
、
一
生
懸
命
バ
ン
ド
の
練
習
し
て
る
。

小
泉　

東
京
に
行
っ
て
る
っ
て
聞
い
た
か
ら
。

詩
織　

そ
う
な
の
。
い
み
子
さ
ん
に
会
い
た
が
っ
て
た
。

り
ん
ご　

今
度
、
い
ろ
ん
な
音
楽
の
練
習
を
し
て
ク
リ
ス

　
　

マ
ス
会
で
一
緒
に
歌
っ
て
も
ら
い
た
い
ん
だ
っ
て

　
　

言
っ
て
た
か
ら
。

詩
織　

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
と
き
に
ね
、
一
緒
に
歌
い
ま

　
　

し
ょ
う
。

い
み
子　

は
い
。

詩
織　

ア
サ
ダ
さ
ん
も
楽
し
み
に
し
て
ま
し
た
よ
。

い
み
子　

一
回
、
カ
ラ
オ
ケ
の
と
き
に
面
会
に
来
て
く
れ

　
　

て
。「
い
ま
、カ
ラ
オ
ケ
の
最
中
だ
か
ら
早
く
行
っ

　
　

て
歌
え
」
な
ん
て
言
わ
れ
て
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

小
泉
い
み
子
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
ア
サ
ダ
ワ

　
　

タ
ル
で
す
。
い
つ
も
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
お
世
話
に

　
　

な
っ
て
ま
す
。
そ
う
な
ん
で
す
、
ご
め
ん
な
さ
い

　
　

ね
。
取
材
を
り
ん
ご
さ
ん
と
詩
織
さ
ん
に
任
せ
て

　
　

し
ま
っ
て
。
僕
は
何
を
や
っ
て
た
か
と
言
う
と
で

　
　

す
ね
、
い
ま
、
こ
れ
、
後
ろ
に
流
れ
て
い
る
の
、

　
　

僕
ら
の
バ
ン
ド
の
生
演
奏
な
ん
で
す
ね
。

　
　
　
（『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
の
演
奏
が
流
れ
る
）

　
　
　

な
ん
と
、
東
京
で
、
下
神
白
団
地
の
み
な
さ
ん

　
　

の
思
い
出
の
曲
を
バ
ッ
ク
演
奏
す
る
バ
ン
ド
を
結

　
　

成
し
ま
し
た
！　

い
み
子
さ
ん
の
『
宗
右
衛
門
町

　
　

ブ
ル
ー
ス
』
も
こ
う
や
っ
て
ば
っ
ち
り
演
奏
し
て

　
　

ま
す
ん
で
ね
。
ま
だ
ま
だ
練
習
が
足
り
な
い
で
す

　
　

け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
ん
で
、

　
　

ぜ
ひ
、
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
歌
っ
て
く
だ
さ

　
　

い
ね
。
と
い
う
こ
と
で
、
い
み
子
さ
ん
、
ま
た
団

　
　

地
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　
　

ま
す
。

　
　
　

続
い
て
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
新
メ
ン
バ
ー

　
　

の
鈴
木
詩
織
さ
ん
に
つ
な
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

詩
織
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

77 76

　
　

歌
い
た
く
て
も
う
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ん

　
　

な
く
な
っ
て
ん
の
。
ご
飯
食
べ
る
よ
か
歌
っ
て
た

　
　

ほ
う
が
楽
な
の
。

り
ん
ご　

そ
ん
な
に
好
き
な
ん
だ
？

詩
織　

家
で
も
口
ず
さ
ん
だ
り
し
て
る
の
？

い
み
子　

う
ん
、
う
ん
。

り
ん
ご　

だ
い
ぶ
音
楽
が
あ
る
生
活
で
変
わ
っ
た
ん
で
す

　
　

ね
。

　
　
　
（
都 

は
る
み
『
ア
ン
コ
椿
は
恋
の
花
』
が
流
れ

　
　

る
）

　
エ
ピ
ソ
ー
ド
２

小
泉
い
み
子
さ
ん
の
嫁
入
り

詩
織　

い
み
子
さ
ん
は
、
生
ま
れ
は
ど
こ
な
の
？

い
み
子　

原
町
。

詩
織　

あ
、
原
町
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

そ
こ
か
ら
お
嫁
に
来
て
、
大
熊
に
来
て
。

い
み
子　

う
ん
。
つ
ら
い
思
い
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
い

　
　

ま
一
番
青
春
だ
よ
っ
て
言
わ
れ
て
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

大
熊
に
い
た
と
き
は
だ
い
ぶ
苦
労
し
た
ん
で
す

　
　

ね
、
そ
し
た
ら
。

い
み
子　

は
い
。
も
う
、
子
供
お
ぶ
っ
て
、
田
ん
ぼ
の
田

　
　

車
押
し
た
り
。

詩
織　

農
家
さ
ん
だ
っ
た
の
？　

嫁
ぎ
先
は
。

い
み
子　

う
ん
。
24
歳
で
来
て
、
地
獄
に
落
と
さ
れ
て
、

　
　

そ
れ
か
ら
這
い
上
が
っ
て
き
た
、
ひ
と
り
で
。

り
ん
ご　

本
当
に
働
き
詰
め
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

い
み
子　

昔
は
ほ
ら
、
味
噌
豆
つ
く
っ
て
い
た
か
ら
。

詩
織　

あ
、
味
噌
豆
つ
く
っ
て
た
ん
だ
。

い
み
子　

う
ん
、
そ
れ
を
引
っ
こ
抜
い
て
、
束
ね
て
、
そ

　
　

れ
で
足
踏
み
で
運
ん
で
き
て
ギ
ー
コ
ギ
ー
コ
踏
ん

　
　

だ
り
。
昔
は
電
気
釜
と
か
そ
ん
な
の
ね
か
っ
た
か

　
　

ら
失
敗
し
て
な
、
怒
ら
れ
て
。

り
ん
ご　

お
姑
さ
ん
に
？　

厳
し
か
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

そ
ん
な
や
っ
た
こ
と
な
い
の
を
、
全
部
覚
え
な

　
　

く
ち
ゃ
な
ん
だ
も
ん
ね
。
そ
れ
で
わ
か
ん
な
い
か

　
　

ら
、
「
ど
う
や
っ
て
や
る
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞

　
　

く
と
、「
人
の
や
っ
て
る
こ
と
を
見
て
覚
え
ろ
」っ

　
　

て
怒
ら
れ
て
。
だ
か
ら
農
家
に
な
る
の
が
嫌
で
、

　
　

長
男
の
嫁
に
来
れ
ば
必
ず
苦
労
す
っ
か
ら
。
そ
れ

　
　

が
わ
か
っ
て
っ
か
ら
来
た
く
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、

　
　

す
で
に
父
親
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
。

詩
織　

早
か
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

51
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

詩
織　

早
い
ね
。
旦
那
さ
ん
と
は
お
見
合
い
結
婚
だ
っ

　
　

た
の
？

い
み
子　

お
見
合
い
の
お
見
合
い
だ
よ
。

詩
織　

お
見
合
い
の
お
見
合
い
だ
っ
た
の
。

い
み
子　

恋
愛
と
か
で
ね
え
よ
。

詩
織　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

い
み
子　

相
手
の
気
持
ち
も
わ
か
ん
な
い
で
、
私
、
大
熊

　
　

な
ん
て
名
前
聞
い
た
だ
け
で
熊
出
る
と
思
っ
て
。

一
同　
（
笑
）。　

い
み
子　

高
校
の
試
験
は
受
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ

　
　

り
実
家
は
金
ね
か
っ
た
か
ら
、
私
が
犠
牲
に
な
っ

　
　

て
働
い
て
、
金
貯
め
て
。
私
、
花
嫁
修
業
と
し
て

　
　

編
み
物
と
生
花
と
習
っ
て
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、

　
　

免
許
明
日
来
る
か
ら
っ
て
言
わ
れ
た
日
に
、
も
う

　
　

結
婚
決
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
。

り
ん
ご　

決
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
、
困
っ
た
。

い
み
子　

そ
し
た
ら
、
そ
の
実
家
の
働
い
て
る
人
が

　
　

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
見
に
来
た
ん
で
す
よ
、
私
の
こ
と
。

　
　

わ
か
っ
て
た
ん
で
す
。
私
も
先
生
に
「
10
人
ぐ
ら

　
　

い
生
徒
く
れ
っ
か
ら
、
一
か
ら
十
ま
で
教
え
て

　
　

や
っ
て
く
れ
な
い
か
」
っ
て
言
わ
れ
て
教
え
て
た

　
　

か
ら
。
そ
し
た
ら
、
も
う
結
婚
決
ま
っ
た
と
思
っ

　
　

て
、
編
み
物
の
機
械
も
持
っ
て
行
か
れ
っ
か
と

　
　

思
っ
た
ら
、
亡
く
な
っ
た
お
や
じ
が
み
ん
な
燃
や

　
　

し
ち
ゃ
っ
た
の
。

詩
織　

燃
や
し
ち
ゃ
っ
た
の
？

り
ん
ご　

厳
し
い…

…

。
青
春
時
代
は
本
当
に
つ
ら
か
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
け
ど
、
い
ま
は
だ
い
ぶ
楽
し
い
こ
と

　
　

が
た
く
さ
ん
。

い
み
子　

だ
い
ぶ
。
楽
し
い
こ
と
も
あ
る
し
、
つ
ら
い
こ

　
　

と
も
あ
る
し
。
で
も
ほ
ら
、
集
会
場
に
行
け
ば
お

　
　

茶
会
で
も
な
ん
で
も
あ
る
か
ら
ね
。

詩
織　

い
ま
の
十
八
番
は
な
ん
で
す
か
？

い
み
子　
『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
。

　
　
　
（
小
泉
い
み
子
さ
ん
の
歌
う
『
宗
右
衛
門
町
ブ

　
　

ル
ー
ス
』
が
流
れ
、
続
い
て
平
和
勝
次
と
ダ
ー
ク

　
　

ホ
ー
ス
『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

小
泉
い
み
子
さ
ん
の
別
れ
と
青
春

詩
織　

い
み
子
さ
ん
は
、
こ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
来

　
　

る
前
は
ど
こ
に
い
た
の
？　

避
難
し
て
る
と
き
。

い
み
子　

三
春
の
体
育
館
に
い
た
の
。
三
春
か
ら
バ
ス
で

　
　

裏
磐
梯
に
２
年
間
い
て
。

詩
織　

あ
あ
、
２
年
も
い
た
ん
だ
。

い
み
子　

そ
し
て
今
度
は
東
山
温
泉
の
ボ
ロ
い
宿
に
入
れ

　
　

ら
れ
て
。で
、こ
こ
が
で
き
る
っ
て
い
う
ん
で
移
っ

　
　

て
き
た
。

　
　
　

う
ち
の
実
家
っ
て
ね
、
お
父
さ
ん
の
父
親
、
行

　
　

と
か
し
た
と
き
に
？

高
田　

あ
と
は
、
家
を
建
て
て
る
『
土
搗
唄
』
っ
て
い

　
　

う
や
つ
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
歌
が
あ
っ
た
ね
。

高
田　

そ
れ
で
『
土
搗
唄
』
は
あ
ち
こ
ち
し
か
わ
か
ん

　
　

な
く
て
や
め
た
。
俺
の
家
内
は
よ
く
歌
っ
て
や
る
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ん
が
よ
く
歌
わ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

高
田　

か
か
さ
ま
は
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
歌
っ
た
。
そ

　
　

い
つ
に
引
っ
張
ら
れ
て
俺
も
覚
え
て
た
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

み
ん
な
、
作
業
を
し
な
が
ら
歌
う
？

高
田　

う
ん
。
だ
か
ら
、
原
田
直
之
さ
ん
の
歌
い
方
と

　
　

俺
と
は
違
う
よ
。
『
相
馬
流
れ
山
』
で
も
何
で
も
。

　
　
（
『
相
馬
流
れ
山
』
を
歌
う
）
こ
う
い
う
や
つ
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
す
ご
い
。
な
ん
か
感
動
し
て
し
ま
い
ま

　
　

し
た
。
い
や
、
す
ご
い
で
す
ね
、
本
当
。

高
田　

い
や
、
や
っ
ぱ
り
、
歌
う
ぐ
ら
い
。

ア
サ
ダ　

ね
え
。
手
も
こ
う
や
っ
て
マ
イ
ム
を
ね
。

高
田　

そ
う
。
ほ
ん
で
も
、
歌
、
つ
ぶ
れ
て
た
ん
だ
よ
、

　
　

踊
り
で
つ
ぶ
れ
ち
ゃ
う
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す

　
　

ね
。
そ
う
い
う
の
っ
て
。

高
田　

そ
う
。
み
ん
な
、
お
や
じ
の
聞
き
覚
え
。
誰
に

　
　

教
わ
っ
た
わ
け
で
な
い
か
ら
。
楽
譜
に
あ
ら
わ
せ

　
　

ね
え
ん
だ
も
の
。

ア
サ
ダ　

楽
譜
に
出
な
い
、
う
ん
。

高
田　

だ
か
ら
、
と
に
か
く
歌
、
聴
い
た
よ
う
に
歌
っ

　
　

て
や
ん
な
い
か
ね
ん
だ
、
歌
う
と
き
は
。

ア
サ
ダ　

耳
で
覚
え
な
い
と
い
け
な
い
よ
ね
。

高
田　

譜
面
通
り
に
や
っ
た
ら
ギ
ク
ギ
ク
に
な
っ
ち
ゃ

　
　

う
ん
だ
。
聴
き
づ
ら
い
の
、
お
も
し
ろ
く
な
い
。

ア
サ
ダ　

確
か
に
。

高
田　

だ
か
ら
、
民
謡
は
な
か
な
か
難
し
い
ん
だ
。
そ

　
　

の
人
そ
の
人
の
特
徴
が
入
る
か
ら
。
誰
に
教
わ
っ

　
　

た
わ
け
で
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
や
っ
て
親
子
か
ら
通
じ
て
覚
え
て
い
く
ん

　
　

で
す
ね
。

高
田　

だ
か
ら
、
民
謡
は
お
も
し
ろ
い
な
。

ア
サ
ダ　

ね
、
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

高
田　

福
島
に
い
る
と
き
に
は
民
謡
ク
ラ
ブ
っ
て
い
う

　
　

の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
や
っ
て
た
ん
だ
。
こ
っ
ち

　
　

に
来
て
か
ら
は
そ
ん
な
の
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

確
か
に
下
神
白
で
は
、
民
謡
は
ね
。
で
も
、
だ

　
　

ん
だ
ん
そ
う
や
っ
て
聞
き
覚
え
す
る
文
化
っ
て
な

　
　

く
な
っ
て
き
て
ま
す
か
ね
？

高
田　

あ
あ
、
な
く
な
っ
て
き
た
な
。
い
や
、
こ
れ
が

　
　

当
た
り
前
だ
け
ど
な
。
生
き
る
限
り
に
は
み
ん
な
、

　
　

な
く
な
る
の
当
た
り
前
だ
か
ら
。

　
　
（
原
田
直
之
『
相
馬
流
れ
山
』
が
流
れ
る
）

 

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

高
田
國
男
さ
ん
の
戦
後
と
人
と
の
つ
な
が
り

高
田　

二
十
歳
頃
に
な
っ
て
、
終
戦
後
、
ア
コ
ー
デ
ィ

　
　

オ
ン
が
流
行
っ
た
か
ら
、
安
い
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

　
　

を
買
っ
て
歌
っ
た
り
し
て
た
。
ギ
タ
ー
は
駄
目

　
　

だ
っ
た
ん
だ
よ
。
ど
う
も
ギ
タ
ー
は
向
か
な
か
っ

　
　

た
な
あ
。
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
）
押
せ
ば
そ
の

　
　

音
程
が
出
る
か
ら
よ
。
ギ
タ
ー
は
そ
う
は
い
か
な

　
　

い
、
難
し
い
。

ア
サ
ダ　

お
仕
事
は
ず
っ
と
船
を
つ
く
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
？

高
田　

そ
う
。
戦
時
中
だ
か
ら
ね
。
俺
、
16
の
年
か
ら

　
　

だ
か
ら
。
戦
争
に
な
っ
て
食
糧
不
足
の
頃
だ
か
ら
、

　
　

や
っ
ぱ
り
北
洋
用
、
何
用
っ
て
、
船
が
要
っ
た
か

　
　

ら
。
そ
し
て
、
年
季
が
明
け
て
、
そ
れ
か
ら
終
戦

　
　

に
な
っ
て
東
京
に
出
て
行
っ
て
。

ア
サ
ダ　

東
京
に
出
ら
れ
て
た
ん
で
す
ね
。

高
田　

日
暮
里
の
あ
た
り
で
、
い
ま
は
な
、
せ
く
せ
く

　
　

し
て
ア
パ
ー
ト
に
入
る
け
れ
ど
も
、
当
時
は
ア

　
　

パ
ー
ト
な
ん
か
な
い
か
ら
、
も
う
そ
の
辺
の
木
っ

　
　

端
を
集
め
て
、
も
の
ご
い
の
小
屋
み
た
い
な
の
を

　
　

こ
し
ら
え
て
、
そ
の
な
か
で
米
を
持
っ
て
行
っ
て
、

　
　

米
炊
き
し
て
や
っ
て
た
な
。

　
　
　

い
ろ
ん
な
方
に
お
世
話
に
な
っ
て
現
在
が
あ
る

　
　

ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
の
当
時
の
方
た
ち
は
み
ん
な
、

　
　

こ
の
世
さ
、
い
な
い
は
ず
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
の
小
屋
っ
て
い
う
か
、
バ
ラ
ッ
ク
み
た
い
な

　
　

も
の
を
建
て
た
と
き
っ
て
い
う
の
は
、
東
京
は
、

　
　

ま
だ
焼
け
野
原
だ
っ
た
頃
？

高
田　

そ
う
そ
う
。
東
京
は
焼
け
野
原
な
ん
で
、
初
め

　
　

て
行
っ
て
、
秋
葉
原
に
行
っ
て
、
乗
り
換
え
し
て
、

　
　

そ
し
て
京
王
線
で
成
田
の
あ
た
り
に
行
っ
て
、
京

　
　

王
線
は
土
手
の
上
を
走
っ
て
い
る
か
ら
、
も
う
見

　
　

渡
す
限
り
焼
け
野
原
。
そ
し
て
、
き
れ
い
な
お
姉

　
　

ち
ゃ
ん
た
ち
が
掘
っ
建
て
小
屋
か
ら
出
て
く
る
ん

　
　

だ
か
ら
。
ま
だ
ア
パ
ー
ト
な
ん
か
な
か
っ
た
ん
だ

　
　

か
ら
。
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
、
見
合
い
で
結
婚
さ
れ
た
？

高
田　

い
や
、
恋
愛
だ
よ
。
昭
和
25
年
に
恋
愛
を
や
っ

　
　

た
ん
だ
。
３
年
付
き
合
っ
て
、
だ
け
ど
亡
く
な
っ

　
　

た
母
さ
ん
と
は
な
ん
ぼ
喧
嘩
し
た
か
。
そ
れ
で
、

　
　

い
ま
は
こ
ん
な
だ
け
ど
、
昔
は
気
早
か
っ
た
か
ら

　
　

バ
ー
ン
な
ん
て
、
お
前
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
激
し
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

高
田　
（
母
さ
ん
は
）
い
つ
の
間
に
か
見
え
な
く
な
っ

　
　

ち
ゃ
っ
た
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

高
田
國
男
さ
ん
が
語
る
歌
詞
の
大
切
さ

詩
織　

次
は
、
下
神
白
団
地
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
の
最

　
　

高
齢
者
で
あ
ろ
う
こ
の
方
、
６
号
棟
に
お
住
ま
い

　
　

の
高
田
國
男
さ
ん
で
す
。
「
口
は
顔
の
ほ
こ
ろ
び

　
　

で
ね
え
」
と
は
、
高
田
さ
ん
が
仰
ら
れ
た
言
葉
で

　
　

す
。
「
話
は
聞
く
べ
し
。
話
は
す
る
べ
し
。
黙
っ

　
　

て
い
て
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
ま
ず
は
話
を
す
る

　
　

べ
き
だ
」
と
。

　
　
　

自
分
の
感
情
を
言
葉
で
発
信
す
る
の
っ
て
な
か

　
　

な
か
難
し
い
で
す
が
、
人
に
思
い
を
伝
え
ら
れ
る

　
　

一
番
の
手
段
は
言
葉
で
す
よ
ね
。
し
ゃ
べ
っ
て
み

　
　

た
ら
案
外
、「
あ
ら
、
あ
の
人
も
同
じ
こ
と
を
思
っ

　
　

て
た
ん
だ
」
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ

　
　

ん
な
素
敵
な
名
言
を
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
高
田
さ

　
　

ん
。
歌
の
歌
詞
を
と
て
も
大
切
に
し
て
お
り
、
歌

　
　

詞
を
解
釈
し
て
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
そ
う
で
す
。

　
　
　

こ
の
あ
と
、
高
田
さ
ん
は
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の

　
　
『
裏
町
酒
場
』
の
歌
詞
の
解
釈
を
し
て
く
だ
さ
っ

　
　

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
解
釈
を

　
　

し
ま
す
か
？　

ま
ず
は
高
田
さ
ん
の
歌
へ
対
す
る

　
　

思
い
や
、
歌
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
人
生
を
聞
い

　
　

て
み
ま
し
ょ
う
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
、
昨
日
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
ら
っ

　
　

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？

高
田　

う
ん
、
行
っ
て
み
た
。

ア
サ
ダ　

さ
っ
き
カ
フ
ェ
に
行
っ
た
と
き
に
、
「
高
田
さ

　
　

ん
、
昨
日
カ
ラ
オ
ケ
来
て
た
よ
」
っ
て
言
っ
て
る

　
　

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

高
田　

駄
目
だ
、
喉
悪
く
て
駄
目
だ
わ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
で
す
か
。
声
が
出
な
い
？

高
田　

昨
日
や
っ
て
み
た
け
っ
ど
も
、
自
信
が
な
く

　
　

な
っ
た
。
ガ
ラ
ガ
ラ
で
駄
目
だ
。
病
院
で
は
バ
ン

　
　

バ
ン
と
歌
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
。
な
ん
だ
か
こ
っ

　
　

ち
来
た
ら
駄
目
だ
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
声
が
出
な
く
な
っ
て
く
る
？

高
田　

だ
か
ら
、
喉
が
悪
く
な
っ
た
な
。
年
の
せ
い
か
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
歌
謡
曲
っ
て
い
う
か
、
演
歌
も
民

　
　

謡
も
聴
き
ま
す
よ
ね
、
い
ろ
い
ろ
。

高
田　

ま
あ
、
聞
き
覚
え
だ
か
ら
。
別
に
教
わ
っ
た
わ

　
　

け
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
昨
日
は
、
ひ
ば
り
の
酒

　
　

場
の
歌…

…

。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
の
？

高
田　

う
ん
。
あ
れ
を
歌
っ
て
や
ろ
う
か
と
思
っ
た
ら
、

　
　

駄
目
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

カ
ラ
オ
ケ
に
入
っ
て
な
か
っ
た
？

高
田　

い
や
、
歌
う
順
番
が
来
な
か
っ
た
。

詩
織　

あ
〜
残
念
。

ア
サ
ダ　

人
が
結
構
多
い
で
す
も
ん
ね
。

高
田　

時
間
切
れ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
だ
か
ら
あ
あ
い

　
　

う
歌
の
席
で
な
、
美
空
ひ
ば
り
を
歌
っ
た
の
は

　
　

ず
っ
と
前
の
や
つ
で
、
や
っ
ぱ
り
酒
場
だ
け
ん
と

　
　

も
、
あ
れ
、
何
て
言
っ
た
っ
け
な
。

詩
織　

『
裏
町
酒
場
』
で
す
か
ね
？

高
田　

あ
あ
、
『
裏
町
酒
場
』
。
「
あ
〜
め
に
濡
れ
て

　
　

る
ー　

赤
い
灯
が
ー
」
っ
て
。

　
　
　
（
高
田
國
男
さ
ん
の
歌
う
『
裏
町
酒
場
』
が
流

　
　

れ
る
）

高
田　

歌
詞
は
、
は
っ
き
り
と
歌
い
な
さ
い
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
も
、
確
か
に
。

高
田　

そ
れ
が
歌
謡
曲
の
い
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
。
そ
れ

　
　

に
メ
ロ
デ
ィ
ー
。
と
こ
ろ
が
、
西
洋
の
歌
の
場
合

　
　

は
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
先
行
し
て
、
歌
詞
が
は
っ
き
り

　
　

し
な
い
か
ら
、
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
「
歌
謡
曲
」
っ
て
い
う
名
前
だ
か
ら
、
メ
ロ

　
　

デ
ィ
ー
だ
け
で
は
な
い
ん
だ
よ
な
。
そ
う
す
る
と
、

　
　

聴
く
人
聴
く
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
も
う
思
い
出
す
こ

　
　

と
が
あ
る
わ
け
だ
。

　
　
　

い
ま
歌
っ
た
、
ひ
ば
り
さ
ん
が
歌
っ
た
『
裏
町

　
　

酒
場
』
。
こ
れ
は
歌
詞
通
り
、
小
暗
く
な
っ
て
雨

　
　

に
濡
れ
た
あ
ん
ど
ん
が
見
え
る
な
っ
て
い
う
よ
う

　
　

な
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
聴
く
人
は

　
　

そ
れ
ぞ
れ
に
解
釈
す
る
わ
け
。
だ
か
ら
、
い
い
と

　
　

こ
ろ
が
あ
る
。
自
分
の
人
生
と
重
ね
合
わ
せ
て
聴

　
　

い
た
り
な
ん
か
す
る
わ
け
だ
。

　
　
　
（
美
空
ひ
ば
り
『
裏
町
酒
場
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

高
田
國
男
さ
ん
が
聞
き
覚
え
た
民
謡 

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
ご
家
族
も
歌
、
好
き
だ
っ
た
ん
で

　
　

す
か
？　

た
と
え
ば
お
父
さ
ま
と
お
母
さ
ま
や
奥

　
　

さ
ま
と
か
。

高
田　

い
や
、
俺
の
お
や
じ
は
明
治
の
人
だ
か
ら
、
い

　
　

ま
の
よ
う
な
歌
謡
曲
な
ん
て
な
か
っ
た
か
ら
ね
、

　
　

歌
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
民
謡
を
よ
く
。
『
相
馬
二

　
　

遍
返
し
』
で
も
『
流
れ
山
』
で
も
、
み
ん
な
お
や

　
　

じ
の
聞
き
覚
え
だ
。

　
　
　
『
田
植
え
唄
』
っ
て
い
う
の
が
あ
ん
だ
な
。
歌

　
　

詞
覚
え
て
ら
れ
な
く
て
、
歌
え
な
い
け
ど
ね
。
い

　
　

ま
、
こ
の
踊
り
を
や
ら
な
い
か
ら
、
津
波
で
流
れ

　
　

ち
ゃ
っ
て
。
部
落
の
若
い
連
中
が
よ
く
田
植
え
の

　
　

と
き
に
や
っ
た
も
ん
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　
『
田
植
え
唄
』
と
か
田
植
え
踊
り
と
か
。
収
穫

　
　

た
っ
ち
ゅ
う
感
じ
み
た
い
な
。
う
ち
の
兄
貴
は
兵

　
　

隊
に
行
っ
て
、
今
度
、
終
戦
に
な
っ
た
か
ら
な
ん

　
　

て
馬
を
一
台
も
ら
っ
て
、
そ
い
つ
に
乗
っ
て
き
た

　
　

ん
だ
、
自
分
の
う
ち
ま
で
。

　
　
　

そ
ん
な
感
じ
で
、
あ
と
兄
貴
ら
は
家
に
い
る
か

　
　

ら
、
今
度
私
は
い
て
も
い
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
。

　
　

で
、
今
度
お
じ
さ
ん
、
母
親
の
き
ょ
う
だ
い
が
船

　
　

引
の
ま
ち
の
川
端
で
橋
本
屋
旅
館
っ
て
い
う
旅
館

　
　

を
や
っ
て
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
れ
で
た
だ
も
い
ら
れ
ね
え
か
ら
、
旅
館
手

　
　

伝
っ
て
こ
い
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
の
旅
館
に
行
っ

　
　

て
手
伝
っ
て
た
ん
だ
。
そ
れ
で
手
伝
っ
て
る
う
ち

　
　

に
、
今
度
、
そ
の
お
じ
さ
ん
だ
っ
て
そ
ん
な
に
お

　
　

金
ね
え
べ
、
給
料
も
く
ん
な
ね
べ
し
な
。
そ
れ
で
、

　
　

浪
江
に
。
浪
江
は
わ
か
り
ま
す
？

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
。

青
木　

浪
江
に
昔
、
東
邦
レ
ー
ヨ
ン
っ
て
い
う
会
社
が

　
　

あ
っ
た
ん
だ
、
糸
引
き
会
社
な
。
製
糸
場
か
。
そ

　
　

こ
で
働
い
た
ん
だ
。
そ
れ
で
、
う
ち
の
お
じ
さ
ん

　
　

の
す
ぐ
前
さ
お
茶
屋
さ
ん
が
あ
っ
た
の
。
そ
の
お

　
　

茶
屋
さ
ん
は
私
が
生
ま
れ
た
う
ち
の
、
す
ぐ
下
の

　
　

う
ち
の
息
子
さ
ん
だ
っ
た
の
よ
。
そ
の
息
子
さ
ん

　
　

は
製
糸
場
の
セ
ー
ル
ス
を
や
っ
て
た
わ
け
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
営
業
屋
さ
ん
か
。

青
木　

う
ん
う
ん
。
「
こ
う
い
う
人
に
世
話
に
な
っ
て

　
　

て
も
し
ょ
う
も
ね
え
べ
、
自
分
で
独
立
し
た
ら
い

　
　

い
ん
で
な
い
の
」
っ
て
言
っ
て
、
５
、
６
人
で
来

　
　

た
っ
た
か
、
み
ん
な
で
浪
江
に
来
て
、
製
糸
場
で

　
　

働
い
て
た
の
。
そ
の
う
ち
に
製
糸
場
で
働
い
て
る

　
　

う
ち
に
結
婚
し
た
の
。
で
、
浪
江
の
人
に
な
っ
た

　
　

の
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
社
内
結
婚
？

青
木　

違
う
、
違
う
。
そ
こ
さ
、
浪
江
の
部
落
の
女
の

　
　

子
が
そ
の
製
糸
場
に
来
て
た
か
ら
、
そ
の
女
の
子

　
　

の
う
ち
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
遊
び
に
行
っ
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
し
た
ら
、
そ
の
子
の
母
親
が
、
う
ん
と
世
話

　
　

好
き
で
、
旦
那
の
兄
貴
は
兵
隊
に
行
っ
て
、
ソ
連

　
　

の
ほ
う
さ
連
れ
て
行
か
れ
た
と
か
な
ん
つ
っ
て
、

　
　

長
男
い
な
く
な
っ
た
か
ら
嫁
さ
ま
に
来
な
い
か
っ

　
　

て
、
そ
れ
で
、
結
婚
し
た
わ
け
な
の
ね
。
結
婚
し

　
　

た
ん
だ
か
わ
か
ん
な
い
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
、

　
　

籍
を
持
っ
て
き
て
、
あ
れ
し
て
、
わ
か
ん
な
い
ん

　
　

だ
よ
。

ア
サ
ダ　

わ
か
ん
な
い
ん
だ
。
も
う
結
婚
し
た
こ
と
に

　
　

な
っ
た
み
た
い
な
？

青
木　

う
ん
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
、
仲
人
は
昔
、
商
売

　
　

や
っ
て
売
っ
て
歩
い
て
た
ん
か
な
。
で
、
よ
く
私

　
　

の
う
ち
わ
か
っ
た
べ
な
ん
て
思
う
ぐ
ら
い
に
、
い

　
　

つ
の
間
に
か
籍
持
っ
て
て
き
た
ん
だ
べ
な
。
私
も

　
　

よ
う
そ
う
い
う
の
、
わ
か
ん
ね
え
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
で
す
ね
。
本
当
、
昔
の
そ
う
い
う
話
は
。

青
木　

う
ん
。
そ
う
い
う
の
す
ご
い
よ
、
昔
は
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
仕
込
ま
れ
て
る
ね
。

青
木　

で
き
る
ん
だ
か
ら
、
そ
ん
な
の
持
っ
て
歩
っ
て
。

　
　

私
も
驚
い
て
る
。
い
つ
こ
う
な
っ
て
、
い
つ
こ
う

　
　

な
っ
た
ん
だ
か
い
う
て
。
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き

　
　

の
儀
式
あ
っ
ぺ
よ
？　

成
人
式
は
、
嫁
に
な
っ
て

　
　

か
ら
成
人
式
の
通
知
が
来
た
の
、
浪
江
の
ね
。

ア
サ
ダ　

先
に
嫁
入
り
し
た
ん
だ
ね
。

青
木　

来
た
来
た
。
そ
れ
で
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
う

　
　

ち
に
子
供
で
き
た
べ
。
で
、
子
供
で
き
た
け
れ
ど

　
　

も
、
長
男
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
す
ぐ
そ
ば
に
親
が

　
　

い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

親
っ
て
い
う
の
は
姑
さ
ん
？

青
木　

姑
さ
ん
。
姑
さ
ん
い
た
け
ど
、
ど
っ
ち
み
ち
長

　
　

男
で
は
ね
え
わ
け
だ
か
ら
、
な
ん
ぼ
亡
く
な
っ

　
　

た
っ
て
言
っ
て
も
な
。
だ
か
ら
、
そ
の
脇
さ
、
私

　
　

が
も
う
早
く
う
ち
つ
く
っ
た
ん
だ
。
う
ち
の
旦
那

　
　

は
製
材
所
に
勤
め
て
た
か
ら
、
前
借
り
で
も
な
ん

　
　

で
も
で
き
た
わ
け
よ
、
材
料
を
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
ね
、
確
か
に
家
を
建
て
る
に
は
も
う

　
　

抜
群
の
会
社
だ
な
、
製
材
所
だ
っ
た
ら
（
笑
）。

青
木　

で
、
ち
っ
ち
ゃ
い
、
本
当
１
間
で
10
畳
間
ぐ
ら

　
　

い
の
う
ち
を
つ
く
っ
て
、
私
ら
は
私
ら
で
生
活
し

　
　

て
た
の
。
製
糸
場
が
、
今
度
だ
ん
だ
ん
終
わ
っ
て
、

　
　

仕
事
が
変
わ
っ
て
き
て
、
浪
江
に
あ
れ
が
で
き
た

　
　

の
わ
か
る
か
な
、
バ
ッ
ジ
工
場
。
浪
江
製
作
所
っ

　
　

て
い
う
と
、
み
ん
な
浪
江
の
人
わ
か
る
ん
じ
ゃ
ね

　
　

え
か
な
、
あ
そ
こ
ら
辺
は
ね
。
帽
子
の
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
帽
子
の
ね
。

青
木　

そ
れ
か
ら
、あ
と
は
学
生
の
ボ
タ
ン
、洋
服
の
ボ

　
　

タ
ン
と
か
ね
。
そ
う
い
う
の
を
つ
く
っ
て
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
、
学
章
み
た
い
な
や
つ
ね
。

青
木　

や
っ
て
る
う
ち
に
、
私
も
シ
ン
ナ
ー
を
使
う
か

　
　

ら
手
が
荒
れ
て
き
た
の
ね
。
手
、
あ
ん
ま
り
荒
れ

　
　

て
き
て
困
っ
た
な
と
思
っ
て
た
ら
、
う
ち
の
旦
那

　
　

の
妹
は
、
昔
は
県
立
病
院
っ
て
あ
っ
た
ん
だ
、
大

　
　

熊
さ
。
大
熊
の
脳
病
院
っ
て
い
う
の
。

ア
サ
ダ　

昔
は
脳
病
院
っ
て
言
っ
た
ん
だ
。
い
ま
の
精
神

　
　

科
病
棟
だ
ね
。

青
木　

精
神
病
院
だ
な
。

ア
サ
ダ　

看
護
師
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
た
の
？

青
木　

看
護
婦
で
な
い
け
ど
、
雑
主
婦
っ
て
い
う
ね
、

　
　

い
ろ
い
ろ
用
を
足
し
て
、
看
護
婦
さ
ん
の
お
手
伝

　
　

い
。
何
年
働
い
た
か
っ
て
い
う
と
、
本
当
に
忘
れ

　
　

ち
ゃ
っ
た
わ
、
も
う
。

　
　
「
さ
あ
、
ど
こ
い
っ
た
？
」
と
思
っ
た
ら
横
須
賀

　
　

の
ほ
う
ま
で
行
っ
ち
ゃ
っ
た
。
姉
さ
ま
の
と
こ
。

　
　

で
、
迎
え
に
行
っ
て
。
仲
良
い
か
ら
喧
嘩
す
る
ん

　
　

だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ま
と
は
同
じ
ふ
る
さ
と
？

高
田　

そ
う
、
俺
の
家
内
は
い
ま
の
楢
葉
だ
か
ら
。
あ

　
　

る
一
定
の
時
点
で
や
っ
ぱ
り
妥
協
す
る
。
そ
う
い

　
　

う
、
い
ろ
い
ろ
で
も
っ
て
か
な
い
と
。
子
供
が
見

　
　

て
る
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
。

高
田　

子
供
は
口
を
利
か
な
い
だ
け
で
見
て
ん
だ
か
ら

　
　

な
。
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
ど
っ
ち

　
　

が
悪
い
か
。
だ
か
ら
、
あ
ん
ま
り
下
手
な
こ
と
は

　
　

で
き
な
い
ん
だ
よ
。
経
験
し
て
言
っ
て
る
ん
だ
か

　
　

ら
。
経
験
し
な
い
で
言
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん

　
　

だ
ぞ
。
み
ん
な
経
験
し
て
る
ん
だ
。
だ
か
ら
、
こ

　
　

う
い
う
大
勢
の
と
こ
ろ
に
入
っ
た
っ
て
、
ど
こ

　
　

行
っ
た
っ
て
、
み
ん
な
も
う
、
ど
こ
の
人
で
も
合

　
　

わ
せ
て
い
く
。

　
　
　

世
の
な
か
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
今
日
、
み
ん
な

　
　

が
来
て
、
こ
う
し
て
来
て
く
れ
る
だ
け
で
も
あ
り

　
　

が
て
え
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、

　
　

本
当
に
、
僕
ら
の
ほ
う
こ
そ
。

高
田　
「
あ
そ
こ
は
駄
目
だ
、
寄
ん
ね
え
べ
」
な
ん
て

　
　

言
わ
れ
た
っ
て
、
う
ま
く
ね
え
。
こ
ん
な
ん
長
く

　
　

い
る
つ
も
り
で
ね
え
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ

　
　

り
寿
命
で
。
ま
あ
、
そ
の
う
ち
近
々
お
呼
び
に
な

　
　

る
ん
だ
べ
け
ん
ど
も
、
そ
れ
ま
で
は
罪
滅
ぼ
し
、

　
　

御
奉
公
と
思
っ
て
や
っ
て
な
い
と
な
。

　
　
　

み
ん
な
の
た
め
に
生
き
て
る
ん
だ
か
ら
。
自
分

　
　

ひ
と
り
じ
ゃ
生
き
て
い
か
ん
ね
え
ん
だ
か
ら
ね
、

　
　

人
間
っ
て
い
う
動
物
は
。
よ
そ
の
動
物
は
一
匹
で

　
　

も
生
き
て
い
け
る
け
ど
、
人
間
だ
け
は
駄
目
だ
。

　
　

ひ
と
り
じ
ゃ
生
き
て
い
け
ね
え
。
だ
か
ら
、
横
の

　
　

つ
な
が
り
は
、
や
っ
ぱ
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
な
ん

　
　

な
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
７

青
木
二
美
子
さ
ん
の
歌
と
と
も
に
あ
る
人
生 

り
ん
ご
　
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
は
１
９
８

　
　

９
年
。
ま
だ
私
が
生
ま
れ
る
前
の
出
来
事
で
し
た
。

　
　
「
人
は
哀
し
い　

哀
し
い
も
の
で
す
ね
／
そ
れ
で

　
　

も
過
去
た
ち
は
優
し
く
睫
毛
に
憩
う
／
人
生
っ
て

　
　

不
思
議
な
も
の
で
す
ね
」
。
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
を

　
　

代
表
す
る
一
曲
、
『
愛
燦
燦
』
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ

　
　

で
す
。
目
を
閉
じ
れ
ば
人
生
の
一
コ
マ
が
睫
毛
に

　
　

と
ど
ま
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
様
子
が
思
い
浮
か
ば

　
　

れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
人
生
を
歩
み
は
じ
め
た
ば
か

　
　

り
の
私
に
は
、
過
去
が
思
い
出
に
な
り
切
れ
て
お

　
　

ら
ず
、
こ
の
歌
詞
の
意
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

　
　

る
の
は
、
も
う
し
ば
ら
く
先
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
　
　

さ
て
、
最
後
に
出
演
い
た
だ
く
の
は
４
号
棟
に

　
　

お
住
ま
い
の
青
木
二
美
子
さ
ん
。
浪
江
町
か
ら
下

　
　

神
白
団
地
に
移
り
住
み
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

　
　

つ
ら
い
経
験
な
ど
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

　
　

そ
れ
で
も
こ
う
し
て
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

　
　

き
っ
と
そ
の
経
験
も
意
味
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
ん

　
　

だ
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。
人
生
っ
て
不
思
議
な
も
の

　
　

で
す
ね
。

　
　
　

リ
ク
エ
ス
ト
曲
は
、
美
空
ひ
ば
り
『
愛
燦
燦
』
。

　
　

目
を
閉
じ
、
睫
毛
に
憩
う
過
去
の
思
い
出
と
と
も

　
　

に
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

ア
サ
ダ　

青
木
さ
ん
っ
て
、
い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
よ
く
歌
を

　
　

聴
い
て
た
ん
で
す
か
？

青
木　

私
、
歌
大
好
き
だ
か
ら
も
う
。

ア
サ
ダ　

昔
か
ら
？

青
木　

う
ん
、
昔
か
ら
、
若
い
と
き
か
ら
。
三
橋
美
智

　
　

也
だ
と
か
、
あ
の
人
ら
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
歌
っ

　
　

て
る
よ
。
三
波
春
夫
だ
と
か
。
あ
あ
い
う
の
な
ん

　
　

か
み
ん
な
歌
っ
て
っ
け
ど
、
私
ら
、
み
ん
な
わ
か

　
　

る
。
こ
う
い
う
テ
レ
ビ
が
な
か
っ
た
か
ら
。
ラ
ジ

　
　

オ
あ
っ
て
、
書
く
べ
、
歌
は
じ
ま
っ
た
よ
っ
て
自

　
　

分
の
好
き
な
歌
。
帳
面
置
い
て
、
鉛
筆
置
い
て
。

　
　

そ
し
て
、
今
度
は
明
日
。
明
日
、
そ
の
続
き
を
書

　
　

く
の
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
覚
え
る
ん
だ
、
昔

　
　

は
。

　
　
　

三
波
春
夫
だ
と
か
な
ん
と
か
そ
う
い
う
の
は
、

　
　

田
の
草
取
り
だ
と
か
田
植
え
だ
と
か
そ
う
い
う
と

　
　

き
に
、
歌
好
き
な
人
が
い
て
歌
っ
て
ん
の
よ
、
そ

　
　

う
い
う
も
ん
よ
。

ア
サ
ダ　

田
植
え
と
か
し
な
が
ら
？

青
木　

う
ん
、
仕
事
し
な
が
ら
歌
っ
て
ん
の
よ
、
昔
は
。

　
　

そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
覚
え
た
ん
だ
よ
、
私
ら
は

　
　

ね
。

　
　
　

親
は
ね
、
母
親
は
い
た
け
ど
父
親
は
早
く
死
ん

　
　

で
い
な
か
っ
た
か
ら
。
だ
か
ら
、
兄
貴
の
お
世
話

　
　

に
な
っ
て
た
ん
だ
、
も
う
。

ア
サ
ダ　

お
兄
さ
ん
は
、
結
構
年
は
離
れ
て
た
の
？

青
木　

一
番
上
か
ら
下
ま
で
20
ぐ
ら
い
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

う
わ
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
離
れ
て
る
。
そ
れ
は
も

　
　

う
親
子
ぐ
ら
い
や
わ
な
。

青
木　

７
人
い
る
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

高
等
学
校
卒
業
し
て
。

青
木　

卒
業
し
た
っ
て
感
じ
じ
ゃ
ね
え
な
。
た
だ
辞
め

　
　

う
ど
ん
食
べ
て
た
っ
て
、
店
屋
さ
入
っ
た
っ
て
、

　
　
「
あ
そ
こ
の
嫁
は
店
屋
で
う
ど
ん
食
っ
て
た
」
っ

　
　

て
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
の
世
の
な
か
。

ア
サ
ダ　

狭
い
、
密
告
さ
れ
る
じ
ゃ
な
い
け
ど
。

青
木　

そ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
。
そ
れ
で
田
ん
ぼ
の
な

　
　

か
だ
の
ね
、
道
を
歩
き
な
が
ら
だ
ね
。
そ
う
い
う

　
　

歌
を
歌
う
と
こ
ろ
な
ん
て
な
い
ね
。
部
落
で
や
ぐ

　
　

ら
建
て
た
と
き
は
盆
踊
り
だ
か
ら
、
世
の
歌
は
歌

　
　

わ
な
い
か
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ん
か
や
ん
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
美
空
ひ
ば
り
と
か
そ
の
都
は
る
み
と

　
　

か
、
自
分
が
好
き
な
人
の
歌
を
覚
え
て
歌
う
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
人
前
で
っ
て
い
う
よ
り
は
、
自
分
の

　
　

家
で
ち
ょ
っ
と
練
習
し
て
み
た
り
っ
て
い
う
感
じ

　
　

だ
っ
た
の
？　

歌
詞
見
な
が
ら
。

青
木　

う
ん
、
見
な
が
ら
な
。
ん
だ
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

青
木　

歌
が
好
き
だ
か
ら
。

　
　
　
（
青
木
さ
ん
の
歌
う
『
愛
燦
燦
』
が
流
れ
、
続

　
　

い
て
美
空
ひ
ば
り
『
愛
燦
燦
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
８

青
木
二
美
子
さ
ん
の
声
が
蘇
る
と
き 

ア
サ
ダ　

下
神
白
団
地
に
は
、
最
初
か
ら
入
ら
れ
て
る
ん

　
　

で
す
か
？

青
木　

一
番
最
初
の
抽
選
が
当
た
っ
た
の
。
あ
あ
、
こ

　
　

こ
さ
入
っ
て
か
ら
は
歩
く
こ
と
な
い
な
と
思
っ
て
。

　
　

こ
こ
は
田
園
と
違
っ
て
、
眺
め
っ
て
コ
ン
ク
リ
で

　
　

し
ょ
。
こ
っ
ち
見
た
っ
て
コ
ン
ク
リ
だ
。
ど
こ
見

　
　

た
っ
て
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

見
る
と
こ
ろ
な
い
か
ら
ね
。

青
木　

コ
ン
ク
リ
だ
か
ら
、
こ
う
や
っ
て
。

ア
サ
ダ　

人
工
物
ば
っ
か
り
だ
っ
て
、
周
り
が
ね
。

詩
織　

あ
あ
、
そ
う
だ
ね
。

青
木　

朝
起
き
て
な
、
こ
う
や
っ
て
戸
開
け
て
み
た
っ

　
　

て
、こ
こ
コ
ン
ク
リ
じ
ゃ
、こ
っ
ち
に
出
て
み
た
っ

　
　

て
コ
ン
ク
リ
で
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

集
合
住
宅
だ
も
ん
ね
。

青
木　

う
ん
、
遠
く
見
れ
ば
山
は
あ
っ
け
ど
も
。
そ
ん

　
　

な
感
じ
だ
っ
た
ね
。

ア
サ
ダ　

初
め
て
で
す
も
ん
ね
、
そ
う
い
う
環
境
で
っ
て

　
　

い
う
の
。

青
木　

そ
う
や
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
落
ち
着
か

　
　

せ
て
き
た
ん
だ
べ
、
み
ん
な
。

ア
サ
ダ　

慣
れ
さ
せ
て
き
た
っ
て
こ
と
ね
。

青
木　

慣
れ
さ
せ
て
き
た
。
で
も
、
い
ら
ん
ね
え
ん
だ

　
　

か
ら
、
し
ょ
う
が
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

歌
も
歌
わ
な
く
な
っ
た
っ
て
い
う
話
を
し
て
い

　
　

ま
し
た
よ
ね
。

青
木　

今
日
は
出
た
の
、
声
。
び
っ
く
り
し
た
。

詩
織　

ね
、
声
出
て
ま
し
た
ね
。

ア
サ
ダ　

出
て
た
、
出
て
た
。　

青
木　

ね
、
び
っ
く
り
し
た
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
出
て
た
、
高
い
声
も
出
て
た
し
。

青
木　

い
ま
ま
で
声
な
ん
か
出
な
か
っ
た
の
に
、
み
ん

　
　

な
に
聴
か
せ
た
く
て
、
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
嬉
し
い
わ
（
笑
）。
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ

　
　

た
。

青
木　

全
然
出
な
か
っ
た
の
。
こ
こ
さ
来
て
習
っ
て
、

　
　

知
っ
て
る
歌
出
て
き
た
か
ら
一
緒
に
歌
う
べ
っ
て

　
　

思
っ
た
ら
、
歌
え
な
か
っ
た
の
。

ア
サ
ダ　

人
が
い
る
っ
て
い
う
の
は
結
構
大
き
い
の
か
も

　
　

し
れ
な
い
な
っ
て
気
が
ち
ょ
っ
と
し
た
ん
だ
け
ど

　
　

ね
。

青
木　

え
？

ア
サ
ダ　

ま
わ
り
に
人
が
い
る
っ
て
い
う
こ
と
っ
て
い
う

　
　

の
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
で
か
い…

…

。
誰
か
が

　
　

い
る
と
、
こ
う
や
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
た
り
も
す
る

　
　

し
、
声
っ
て
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
つ
ら
れ
て
出
る

　
　

の
か
な
み
た
い
な
。

　
　
　

ひ
と
り
で
歌
っ
て
て
も
ね
、
こ
う
い
う
ラ
ジ
カ

　
　

セ
相
手
で
は
、
出
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

　
　

あ
ん
ま
り
バ
ー
ッ
と
出
て
く
る
感
じ
じ
ゃ
な
い
の

　
　

か
な
っ
て
。

青
木　

今
日
み
た
い
に
声
な
ん
か
出
な
い
の
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
、
す
ご
い
嬉
し
い
。
よ
か
っ
た
。

青
木　

出
な
い
ん
だ
か
ら
、
全
然
出
な
か
っ
た
の
。
本

　
　

当
に
。
テ
レ
ビ
に
、
あ
あ
、
知
っ
て
る
歌
出
て
き

　
　

た
か
ら
一
緒
に
歌
う
か
な
っ
て
思
っ
た
っ
て
、
高

　
　

い
と
こ
ろ
な
ん
て
全
然
出
な
い
。
び
っ
く
り
し
た
。

　
　

美
空
ひ
ば
り
の
高
い
と
こ
ろ
ま
で
出
て
。

ア
サ
ダ　

よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
。
本
当
に
よ
か
っ
た
。

青
木　

び
っ
く
り
し
た
。
具
合
悪
く
な
っ
て
た
け
ど
、

　
　

具
合
悪
い
の
治
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

そ
れ
だ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　

『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
、
第
６
集
「
歌
と
と
も
に

　
　

あ
る
人
生
」
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
い
か
が
だ
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
か
？　

　
　
　

今
回
は
、
歌
に
よ
っ
て
人
生
を
救
わ
れ
た
、
変

　
　

わ
っ
た
、
そ
う
い
う
象
徴
的
な
体
験
を
し
て
こ
ら

　
　

れ
た
方
々
に
、
お
話
を
伺
い
た
い
な
と
い
う
思
い

ア
サ
ダ　

結
構
、
長
か
っ
た
？

青
木　

長
い
、
長
い
。
働
い
て
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
子
育
て
し
な
が
ら
働
い
た
の
？

青
木　

う
ん
、そ
う
、ば
あ
ち
ゃ
ん
い
た
、ば
あ
ち
ゃ
ん
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
、
家
に
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
て
。

青
木　

う
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
た
か
ら
。
８
人
ぐ
ら
い

　
　

は
い
た
と
思
う
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
本
当
。
そ
れ
っ
て
青
木
さ
ん
が
何
歳
ぐ

　
　

ら
い
の
話
？

青
木　

何
歳
だ
べ
、
勘
定
し
な
き
ゃ
わ
か
ん
ね
え
ん
だ
、

　
　

若
い
と
き
か
ら
働
い
た
も
ん
だ
か
ら
。
子
供
を
二

　
　

十
歳
で
産
ん
だ
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
。
子
供
を
二
十
歳
で
産
ん
だ
ん
だ
っ

　
　

た
ら…

…

。

青
木　

う
ち
の
息
子
、
長
男
が
（
昭
和
）
26
年
に
生
ま

　
　

れ
た
ん
だ
か
ら
。
で
、
孫
が
生
ま
れ
て
会
社
を
辞

　
　

め
た
ん
だ
。

　
　
　
（

み
ん
な
で
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
探
し
な
が
ら
）

青
木　

い
ま
、
何
で
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
サ
ダ　

こ
っ
ち
に
あ
る
の
は
美
空
ひ
ば
り
だ
ね
。

青
木　

美
空
ひ
ば
り
の
歌
は
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
も
、
昔
か
ら
ず
っ
と
聴
い
て
た
？

青
木　

う
ん
、
美
空
ひ
ば
り
、
大
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
、
聴
い
て
み
る
か
。

青
木　

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
も
腰
痛
く
て
入
院
し
て
た

　
　

人
い
た
の
よ
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
頼
ま
れ
て
、
県
立

　
　

病
院
さ
な
、
「
腰
を
手
術
す
る
か
ら
来
て
も
ら
ん

　
　

ね
え
か
、
年
取
っ
て
俺
も
駄
目
だ
し
」
な
ん
て
言

　
　

わ
れ
て
。
で
、
手
伝
い
に
行
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、

　
　

そ
の
お
じ
い
さ
ん
が
朝
、
何
言
う
か
と
思
っ
た
ら
、

　
　
「
み
い
ち
ゃ
ん
、
美
空
ひ
ば
り
亡
く
な
っ
た
ぞ
」

　
　

な
ん
て
言
っ
た
の
。
６
月
頃
だ
っ
け
か
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。
美
空
ひ
ば
り
が
亡
く
な
っ

　
　

た
年
ね
。

青
木　

う
ん
、
そ
の
と
き
も
病
院
で
手
伝
い
し
て
た
の
、

　
　

腰
痛
え
っ
つ
っ
て
、
手
術
す
っ
か
ら
手
伝
っ
て
く

　
　

ん
ね
え
か
っ
て
言
わ
っ
ち
。
も
う
、
そ
の
頃
か
ら

　
　

も
う
ず
っ
と
や
っ
て
た
ね
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
っ
て
何
年
ぐ
ら
い
に
亡
く
な
っ
た

　
　

ん
だ
ろ
う…

…

。

青
木　

何
で
も
、
本
当
懐
か
し
い
ね
。

　
　
　
（
テ
ー
プ
が
流
れ
は
じ
め
る
）

青
木　

私
避
難
し
て
話
な
ん
か
全
然
し
な
か
っ
た
べ
さ
、

　
　

こ
う
い
う
部
屋
さ
入
っ
た
ら
ひ
と
り
だ
も
の
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
そ
う
だ
ね
。

青
木　

そ
れ
か
ら
５
年
だ
べ
。
５
年
も
６
年
も
、
毎
日

　
　

毎
日
、
１
か
月
も
話
し
な
い
と
き
も
あ
っ
べ
し
よ
。

　
　

こ
こ
に
み
ん
な
で
来
て
、
こ
ん
な
に
あ
ち
こ
ち

　
　

し
ゃ
べ
っ
て
、
わ
け
わ
か
ん
ね
え
べ
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

い
や
い
や
い
や
、
な
ん
と
か
頭
の
な
か
を
整
理

　
　

し
な
が
ら
聞
い
て
る
感
じ
だ
け
ど
。

　
　
　

青
木
さ
ん
っ
て
下
神
白
団
地
の
集
会
場
に
は
、

　
　

最
初
は
よ
く
出
入
り
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

青
木　

あ
ん
ま
行
か
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

青
木　

コ
ー
ヒ
ー
飲
み
行
っ
た
り
。

ア
サ
ダ　

カ
ラ
オ
ケ
と
か
も
や
っ
て
る
も
ん
ね
。

青
木　

い
ま
は
や
っ
て
る
ね
、
前
は
や
っ
て
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
っ
か
。

り
ん
ご　

こ
の
曲
、
コ
ン
サ
ー
ト
み
た
い
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
録
音
だ
よ
ね
。

り
ん
ご　

ど
こ
か
聴
き
に
行
っ
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
か
？

青
木　

一
回
行
っ
た
こ
と
あ
る
。
美
空
ひ
ば
り
で
し
ょ
。

　
　

一
回
、
平
ま
で
見
に
行
っ
た
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
そ
の
と
き
の
録
音
な
の
か
な
？

青
木　

あ
の
頃
、
美
空
ひ
ば
り
が
来
る
だ
な
ん
て
い
う

　
　

と
大
変
な
あ
れ
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
り
ゃ
そ
う
だ
よ
ね
、
美
空
ひ
ば
り
が
来
る
な

　
　

ん
て
。

青
木　

そ
れ
で
、
テ
レ
ビ
で
歌
映
る
か
ら
っ
て
、
（
チ

　
　

ケ
ッ
ト
）
買
っ
て
、
そ
し
て
行
っ
た
ん
だ
も
ん
。

　
　

私
は
美
空
ひ
ば
り
と
あ
れ
だ
け
は
見
に
行
き
た
い

　
　

な
と
思
っ
て
た
ん
だ
よ
、
あ
っ
ち
さ
。

ア
サ
ダ　

誰
だ
、
美
空
ひ
ば
り
と
ほ
か
。

青
木　

何
だ
っ
け
、
名
前
、
辞
め
た
人
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

辞
め
た
人
？　

女
の
人
？

青
木　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

都 

は
る
み
と
か
？

青
木　

都 

は
る
み
。
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ　

当
た
っ
た
。
都 

は
る
み
は
確
か
に
、
い
ま
や
っ

　
　

て
な
い
ね
。

青
木　

都 

は
る
み
と
美
空
ひ
ば
り
の
歌
だ
け
は
ほ
し
い

　
　

と
思
っ
て
た
。
好
き
だ
か
ら
、
ほ
ら
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
も
美
空
ひ
ば
り
の
テ
ー
プ
だ
な
。

り
ん
ご　

1
9
8
9
年
に
亡
く
な
っ
て
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
30
年
前
だ
。

青
木　

私
、
声
が
い
い
と
き
に
は
、
も
う
本
当
、
大
好

　
　

き
で
歌
う
の
に
、
も
う
も
う
、
話
し
な
く
て
い
る

　
　

う
ち
に
声
出
な
く
な
っ
ち
ゃ
た
よ
。

ア
サ
ダ　

震
災
前
ま
で
は
よ
く
歌
っ
て
た
？

青
木　

う
ん
、
大
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
の
歌
っ
て
た
と
き
は
、
歌
の
サ
ー
ク
ル
み
た

　
　

い
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
た
の
？

青
木　

行
か
ね
行
か
ね
。
そ
う
い
う
の
な
ん
て
、
昔
は

　
　

な
い
よ
、
集
ま
っ
て
歌
を
歌
う
だ
の
。
そ
れ
こ
そ
、

　
　

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
小
泉
い
み
子
さ
ん
と

　
　

高
田
國
男
さ
ん
と
青
木
二
美
子
さ
ん
の
３
名
だ
っ

　
　

た
ん
で
す
。

　
　
　

ほ
か
の
住
民
さ
ん
も
「
私
も
こ
う
い
う
ふ
う
に

　
　

音
楽
を
聴
い
て
救
わ
れ
た
な
」
と
か
「
あ
の
と
き

　
　

助
け
ら
れ
た
な
」
っ
て
思
い
出
を
た
く
さ
ん
持
た

　
　

れ
て
い
る
方
が
、
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

　
　

す
。
な
の
で
、
み
な
さ
ん
の
話
を
引
き
続
き
聞
け

　
　

た
ら
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

音
楽
っ
て
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
不
思
議
で
、
ひ
と

　
　

り
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
歌
が
で
す
ね
、
誰
か

　
　

別
の
人
に
と
っ
て
も
と
て
も
大
事
な
歌
だ
っ
た
り

　
　

し
て
。
で
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
人
生

　
　

を
歩
ん
で
き
て
る
の
で
、
違
う
思
い
出
を
持
っ
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
よ
ね
。

　
　
　

た
と
え
ば
、
今
回
青
木
二
美
子
さ
ん
が
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た『
愛
燦
燦
』は
、実
は
以
前
、

　
　

６
号
棟
で
浪
江
町
ご
出
身
の
高
田
マ
ツ
イ
さ
ん
の

　
　

ご
自
宅
に
伺
っ
て
お
話
を
聞
い
た
際
も
、
『
愛
燦

　
　

燦
』
の
思
い
出
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

幾
十
に
も
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
積
み
重
な
っ
て
、

　
　

一
曲
の
歌
っ
て
存
在
し
て
る
ん
だ
な
と
、
改
め
て

　
　

感
じ
る
わ
け
で
す
。

　
　
　

下
神
白
団
地
に
は
た
く
さ
ん
の
方
々
が
住
ま
わ

　
　

れ
て
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
一
人
ひ
と
り
、
み
な

　
　

さ
ん
別
々
の
人
生
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
こ
ん
な
当

　
　

た
り
前
の
こ
と
を
、
僕
自
身
、
い
つ
も
一
人
ひ
と

　
　

り
の
お
声
を
聞
く
度
に
、
と
て
も
強
く
実
感
し
ま

　
　

す
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
に
な
っ
て
い
き
ま
す
ね
。

　
　

く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
ご
自
愛
い
た
だ
き
、
元
気
な

　
　

姿
で
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
け

　
　

た
ら
幸
い
で
す
。い
つ
も
通
り
、リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー

　
　

ド
を
挟
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
集
会
場
の
前
の
黄

　
　

色
い
ポ
ス
ト
、
あ
る
い
は
僕
ら
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

　
　

思
い
出
の
曲
を
書
い
て
、
直
接
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

そ
れ
で
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
６
集
、
こ

　
　

れ
に
て
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
届
け
し
た

　
　

の
は
、
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
と
榊 

裕
美
と
鈴
木
詩
織
で       

　
　

し
た
。
そ
れ
で
は
、
ま
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　
　

ま
し
た
。

歌とともにある人生

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白

　
　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
、

　
　

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ

　
　

の
C
D
で
は
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の

　
　

ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深
い

　
　

音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　

第
６
集
の
テ
ー
マ
は
「
歌
と
と
も
に
あ
る
人

　
　

生
」
。
下
神
白
団
地
に
住
ま
わ
れ
る
以
前
か
ら
歌

　
　

う
こ
と
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
方
も
、
こ
の
団
地

　
　

に
来
ら
れ
て
改
め
て
歌
う
こ
と
に
目
覚
め
た
方
も
、

　
　

言
葉
が
声
に
な
っ
て
、
そ
の
声
が
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

　
　

乗
っ
た
と
き
に
こ
そ
伝
わ
る
、
生
き
て
い
る
実
感
、

　
　

こ
れ
は
き
っ
と
歌
っ
て
い
る
ご
自
身
だ
け
で
な
く
、

　
　

ほ
か
の
誰
か
の
人
生
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る
の
で

　
　

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

今
回
は
３
号
棟
住
民
の
小
泉
い
み
子
さ
ん
、
そ

　
　

し
て
、
４
号
棟
住
民
の
青
木
二
美
子
さ
ん
、
６
号

　
　

棟
住
民
の
高
田
國
男
さ
ん
の
語
り
を
収
録
し
ま
し

　
　

た
。演
歌
か
ら
民
謡
、定
番
の
美
空
ひ
ば
り
や
都 

は

　
　

る
み
ま
で
、
ぜ
ひ
口
ず
さ
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
小
泉
い
み
子
さ
ん
で
す
。

　
　

い
み
子
さ
ん
と
い
え
ば
、
集
会
場
で
毎
週
水
曜
日

　
　

と
金
曜
日
の
午
前
に
開
か
れ
て
い
る
カ
ラ
オ
ケ
の

　
　

常
連
さ
ん
と
し
て
も
ご
活
躍
で
す
。
「
〝
歌
う
こ

　
　

と
〞
と
出
会
っ
て
人
生
が
変
わ
っ
た
、
い
ま
が
ま

　
　

さ
に
青
春
だ
よ
」
と
仰
る
い
み
子
さ
ん
。
初
め
て

　
　

人
前
で
歌
を
歌
っ
た
大
熊
町
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

　
　

つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
過
去
、
そ
し
て
数
々
の
避

　
　

難
所
や
仮
設
住
宅
を
回
ら
れ
て
た
ど
り
着
い
た
こ

　
　

の
下
神
白
団
地
で
の
旦
那
さ
ま
と
の
お
別
れ
、
そ

う
ら
ば
ん
だ
い



　
　

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
助
け
合
い
や
つ
な
が
り
、
こ
れ

　
　

ら
の
い
み
子
さ
ん
の
語
り
を
２
曲
の
歌
と
と
も
に

　
　

お
送
り
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

小
泉
い
み
子
さ
ん
の
初
舞
台

り
ん
ご　

い
み
子
さ
ん
は
い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
に

　
　

行
き
は
じ
め
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

こ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
移
っ
て
か
ら
。
「
カ

　
　

ラ
オ
ケ
や
っ
て
る
か
ら
出
て
き
な
」
っ
て
言
わ
れ

　
　

て
、
迎
え
に
来
て
も
ら
っ
て
。

り
ん
ご　

誰
か
に
誘
わ
れ
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

は
い
。
メ
ン
バ
ー
っ
て
い
う
か
親
方
だ
ね
、
早

　
　

く
言
う
と
ね
。

詩
織　

石
原
さ
ん
で
は
な
く
て
？

い
み
子　

そ
う
、
石
原
さ
ん
。

詩
織　

あ
あ
、石
原
さ
ん
。す
ご
い
ね
え
、
石
原
さ
ん
は
。

い
み
子　

で
、
た
ま
に
旅
行
に
も
誘
っ
て
く
れ
る
か
ら
。

　
　

そ
こ
で
ま
た
、
舞
台
に
出
て
歌
え
っ
て
言
わ
れ
た

　
　

こ
と
が
（
笑
）。

り
ん
ご　

本
当
に
歌
、
好
き
な
ん
で
す
ね
。

い
み
子　

も
う
迎
え
に
来
る
ん
だ
か
ら
。
だ
か
ら
、
出
た

　
　

も
の
を
ほ
と
ん
ど
食
っ
て
る
暇
ね
え
だ
。

り
ん
ご　

ず
っ
と
歌
っ
て
る
ん
だ
？

い
み
子　

私
、
今
日
カ
ラ
オ
ケ
だ
っ
て
い
う
と
き
は
こ
ん

　
　

に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
し
か
食
っ
て
い
か
な
い
か
ら
。

詩
織　

そ
う
な
の
？

り
ん
ご　

万
全
の
体
調
で
お
腹
を
整
え
て
。

い
み
子　

は
い
。

詩
織　

大
熊
に
い
る
と
き
は
、
歌
の
集
ま
り
と
か
に
参

　
　

加
し
た
こ
と
は
あ
る
の
？　

こ
う
い
う
サ
ー
ク
ル

　
　

み
た
い
な…

…

。

い
み
子　

歩
行
者
天
国
の
と
き
、
川
井
魚
屋
の
隣
の
舞
台

　
　

み
た
い
な
と
こ
ろ
で
一
回
歌
っ
た
こ
と
あ
る
。
参

　
　

加
賞
だ
っ
た
け
ど
（
笑
）。

り
ん
ご　

ち
な
み
に
何
を
歌
っ
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

都 

は
る
み
。

詩
織　

い
く
つ
の
と
き
？

い
み
子　

24
で
嫁
い
で
、
子
供
ら
も
大
き
く
な
っ
て
た
か

　
　

ら
、
も
う
還
暦
近
か
っ
た
か
な
。
初
め
て
舞
台
に

　
　

上
が
っ
て
（
笑
）。

詩
織　

ど
う
で
し
た
？

り
ん
ご　

誘
わ
れ
た
ん
で
す
か
？　

「
舞
台
に
出
て
み
な

　
　

い
？
」
っ
て
。

い
み
子　

川
井
さ
ん
の
選
挙
の
と
き
に
、
選
挙
の
車
に
い

　
　

て
い
い
声
し
て
た
か
ら
。
声
が
バ
ー
ッ
と
出
る
っ

　
　

て
い
う
あ
れ
で
。

詩
織　

い
み
子
さ
ん
、
通
る
声
し
て
ま
す
も
ん
ね
。

い
み
子　

声
が
で
か
く
て
困
る
。

詩
織　

い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

い
み
子　

あ
だ
名
つ
け
ら
れ
て
ね
。

詩
織　

何
て
？

い
み
子　

北
島
サ
ブ
子
っ
て
。

一
同　
（
笑
）。

詩
織　

じ
ゃ
あ
、
初
め
て
人
前
で
歌
っ
た
の
が
、
そ
の

　
　

…
…

。

り
ん
ご　

都 

は
る
み
の
、
何
て
曲
で
す
か
？

い
み
子　

あ
れ
は
な
ん
だ
っ
た
ろ
う
ね
。
『
ア
ン
コ
椿
は

　
　

恋
の
花
』
だ
っ
た
の
か
な
。
全
然
歌
に
な
っ
て
な

　
　

か
っ
た
。
そ
れ
で
悔
し
く
て
さ
、
次
の
水
曜
日
に

　
　

カ
ラ
オ
ケ
あ
る
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
だ
ね
。

り
ん
ご　

い
ま
は
い
っ
ぱ
い
歌
え
る
ね
。

い
み
子　

私
、
歌
ね
か
っ
た
ら
死
ん
で
る
の
、
い
つ
も
は
。

　
　

方
不
明
だ
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、
消
防
署
の
い
と

　
　

こ
が
そ
の
父
親
見
つ
け
て
、
天
栄
村
の
介
護
施
設

　
　

に
入
れ
た
か
ら
っ
て
連
絡
が
来
て
、
ふ
た
り
で
泊

　
　

ま
り
が
か
り
で
看
病
し
に
行
っ
て
た
の
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

大
変
だ
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

私
、
も
う
、
看
病
に
生
ま
れ
て
き
た
み
た
い
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

小
泉　

も
う
、
旦
那
亡
く
な
っ
た
と
き
は
歌
ど
こ
ろ
で

　
　

は
ね
か
っ
た
か
ら
。
一
番
や
っ
て
く
れ
た
の
が
、

　
　

小
野
田
さ
ん
だ
ね
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
？　

５
階
の
？

い
み
子　

う
ん
。
た
ま
に
迎
え
に
来
ら
れ
て
、
「
う
ち
に

　
　

来
て
」
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
し
て
、
「
カ
ラ
オ
ケ

　
　

出
す
か
ら
、
マ
イ
ク
で
歌
っ
て
」
な
ん
て
言
わ
れ

　
　

て
、
マ
イ
ク
の
持
ち
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も

　
　

ら
っ
た
。

詩
織　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。
小
野
田
の
父
ち
ゃ
ん
？

い
み
子　

そ
う
だ
よ
。
旦
那
が
倒
れ
た
と
き
、
救
急
車
を

　
　

呼
ん
で
く
れ
た
の
、
小
野
田
さ
ん
だ
か
ら
。

り
ん
ご　

あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

旦
那
が
い
る
と
き
に
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
き
て

　
　

い
い
か
な
と
言
っ
た
ら
、「
行
く
ん
な
ら
、
一
番

　
　

に
な
っ
て
こ
い
」
っ
て
。

詩
織　

あ
、
お
父
ち
ゃ
ん
に
そ
う
言
わ
れ
た
ん
だ
。

り
ん
ご　

す
ご
い
、
旦
那
さ
ん
も
。

い
み
子　

自
分
は
森 

進
一
の
歌
し
か
知
ら
ね
え
く
せ
に
、

　
　

歌
い
も
し
ね
え
で
よ
く
言
う
わ
っ
て
こ
こ
ろ
の
な

　
　

か
で
思
っ
て
た
け
ど
ね
。

　
　
　

あ
の
ね
、
『
夫
婦
春
秋
』
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
る

　
　

ん
だ
け
ど
、
私
、
『
だ
ん
な
様
』
っ
て
い
う
歌
は
、

　
　

旦
那
い
な
い
か
ら
歌
え
な
い
か
ら
勘
弁
し
て
く

　
　

れ
っ
て
。

詩
織　

あ
あ
、
そ
う
な
の
。

り
ん
ご　

カ
ラ
オ
ケ
で
も
。

い
み
子　

で
も
「
構
わ
ね
か
ら
ね
、
歌
っ
た
ほ
う
が
い
い

　
　

ん
だ
よ
」っ
て
言
う
か
ら
、『
宗
右
衛
門
町
』
だ
け

　
　

歌
っ
て
。「
さ
よ
う
な
ら
」
っ
て
い
う
と
こ
、
や
っ

　
　

ぱ
り
涙
が
出
て
、
顔
を
向
け
ら
ん
ね
な
か
っ
た
。

　
　
　
「
い
み
ち
ゃ
ん
は
い
ま
か
ら
青
春
な
ん
だ
か

　
　

ら
」
っ
て
会
津
の
人
も
来
て
言
っ
て
く
れ
て
。

　
　
「
い
み
ち
ゃ
ん
は
青
春
っ
て
い
つ
だ
っ
た
の
？
」
っ

　
　

て
言
う
か
ら
、
「
私
、
青
春
な
ん
て
わ
か
り
ま
せ

　
　

ん
」
っ
て
言
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、
「
熊
と
青
春

　
　

し
た
ん
だ
ね
」っ
て（
笑
）。
畑
い
も
を
起
こ
し
た

　
　

り
、
何
か
し
て
た
か
ら
。
牛
の
お
産
ま
で
や
っ

　
　

ち
ゃ
っ
て
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

本
当
に
何
で
も
や
っ
た
ん
だ
。

詩
織　

じ
ゃ
あ
ね
、
若
い
と
き
ね
、
た
く
さ
ん
苦
労
し

　
　

た
か
ら
、
い
ま
が
本
当
に
青
春
だ
ね
。

い
み
子　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
う
だ
、
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
私
た
ち
で
、

　
　

ア
サ
ダ
さ
ん
と
か
と
一
緒
に
東
京
で
音
楽
チ
ー
ム

　
　

を
つ
く
っ
て
る
ん
で
す
。

い
み
子　

な
ん
だ
か
ア
サ
ダ
さ
ん
、
来
ね
え
と
思
っ
た
よ
。

り
ん
ご　

い
ま
、
一
生
懸
命
バ
ン
ド
の
練
習
し
て
る
。

小
泉　

東
京
に
行
っ
て
る
っ
て
聞
い
た
か
ら
。

詩
織　

そ
う
な
の
。
い
み
子
さ
ん
に
会
い
た
が
っ
て
た
。

り
ん
ご　

今
度
、
い
ろ
ん
な
音
楽
の
練
習
を
し
て
ク
リ
ス

　
　

マ
ス
会
で
一
緒
に
歌
っ
て
も
ら
い
た
い
ん
だ
っ
て

　
　

言
っ
て
た
か
ら
。

詩
織　

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
と
き
に
ね
、
一
緒
に
歌
い
ま

　
　

し
ょ
う
。

い
み
子　

は
い
。

詩
織　

ア
サ
ダ
さ
ん
も
楽
し
み
に
し
て
ま
し
た
よ
。

い
み
子　

一
回
、
カ
ラ
オ
ケ
の
と
き
に
面
会
に
来
て
く
れ

　
　

て
。「
い
ま
、カ
ラ
オ
ケ
の
最
中
だ
か
ら
早
く
行
っ

　
　

て
歌
え
」
な
ん
て
言
わ
れ
て
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

小
泉
い
み
子
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
ア
サ
ダ
ワ

　
　

タ
ル
で
す
。
い
つ
も
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
お
世
話
に

　
　

な
っ
て
ま
す
。
そ
う
な
ん
で
す
、
ご
め
ん
な
さ
い

　
　

ね
。
取
材
を
り
ん
ご
さ
ん
と
詩
織
さ
ん
に
任
せ
て

　
　

し
ま
っ
て
。
僕
は
何
を
や
っ
て
た
か
と
言
う
と
で

　
　

す
ね
、
い
ま
、
こ
れ
、
後
ろ
に
流
れ
て
い
る
の
、

　
　

僕
ら
の
バ
ン
ド
の
生
演
奏
な
ん
で
す
ね
。

　
　
　
（『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
の
演
奏
が
流
れ
る
）

　
　
　

な
ん
と
、
東
京
で
、
下
神
白
団
地
の
み
な
さ
ん

　
　

の
思
い
出
の
曲
を
バ
ッ
ク
演
奏
す
る
バ
ン
ド
を
結

　
　

成
し
ま
し
た
！　

い
み
子
さ
ん
の
『
宗
右
衛
門
町

　
　

ブ
ル
ー
ス
』
も
こ
う
や
っ
て
ば
っ
ち
り
演
奏
し
て

　
　

ま
す
ん
で
ね
。
ま
だ
ま
だ
練
習
が
足
り
な
い
で
す

　
　

け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
ん
で
、

　
　

ぜ
ひ
、
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
歌
っ
て
く
だ
さ

　
　

い
ね
。
と
い
う
こ
と
で
、
い
み
子
さ
ん
、
ま
た
団

　
　

地
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　
　

ま
す
。

　
　
　

続
い
て
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
新
メ
ン
バ
ー

　
　

の
鈴
木
詩
織
さ
ん
に
つ
な
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

詩
織
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

歌
い
た
く
て
も
う
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ん

　
　

な
く
な
っ
て
ん
の
。
ご
飯
食
べ
る
よ
か
歌
っ
て
た

　
　

ほ
う
が
楽
な
の
。

り
ん
ご　

そ
ん
な
に
好
き
な
ん
だ
？

詩
織　

家
で
も
口
ず
さ
ん
だ
り
し
て
る
の
？

い
み
子　

う
ん
、
う
ん
。

り
ん
ご　

だ
い
ぶ
音
楽
が
あ
る
生
活
で
変
わ
っ
た
ん
で
す

　
　

ね
。

　
　
　
（
都 

は
る
み
『
ア
ン
コ
椿
は
恋
の
花
』
が
流
れ

　
　

る
）

　
エ
ピ
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小
泉
い
み
子
さ
ん
の
嫁
入
り

詩
織　

い
み
子
さ
ん
は
、
生
ま
れ
は
ど
こ
な
の
？

い
み
子　

原
町
。

詩
織　

あ
、
原
町
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

そ
こ
か
ら
お
嫁
に
来
て
、
大
熊
に
来
て
。

い
み
子　

う
ん
。
つ
ら
い
思
い
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
い

　
　

ま
一
番
青
春
だ
よ
っ
て
言
わ
れ
て
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

大
熊
に
い
た
と
き
は
だ
い
ぶ
苦
労
し
た
ん
で
す

　
　

ね
、
そ
し
た
ら
。

い
み
子　

は
い
。
も
う
、
子
供
お
ぶ
っ
て
、
田
ん
ぼ
の
田

　
　

車
押
し
た
り
。

詩
織　

農
家
さ
ん
だ
っ
た
の
？　

嫁
ぎ
先
は
。

い
み
子　

う
ん
。
24
歳
で
来
て
、
地
獄
に
落
と
さ
れ
て
、

　
　

そ
れ
か
ら
這
い
上
が
っ
て
き
た
、
ひ
と
り
で
。

り
ん
ご　

本
当
に
働
き
詰
め
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

い
み
子　

昔
は
ほ
ら
、
味
噌
豆
つ
く
っ
て
い
た
か
ら
。

詩
織　

あ
、
味
噌
豆
つ
く
っ
て
た
ん
だ
。

い
み
子　

う
ん
、
そ
れ
を
引
っ
こ
抜
い
て
、
束
ね
て
、
そ

　
　

れ
で
足
踏
み
で
運
ん
で
き
て
ギ
ー
コ
ギ
ー
コ
踏
ん

　
　

だ
り
。
昔
は
電
気
釜
と
か
そ
ん
な
の
ね
か
っ
た
か

　
　

ら
失
敗
し
て
な
、
怒
ら
れ
て
。

り
ん
ご　

お
姑
さ
ん
に
？　

厳
し
か
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

そ
ん
な
や
っ
た
こ
と
な
い
の
を
、
全
部
覚
え
な

　
　

く
ち
ゃ
な
ん
だ
も
ん
ね
。
そ
れ
で
わ
か
ん
な
い
か

　
　

ら
、
「
ど
う
や
っ
て
や
る
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞

　
　

く
と
、「
人
の
や
っ
て
る
こ
と
を
見
て
覚
え
ろ
」っ

　
　

て
怒
ら
れ
て
。
だ
か
ら
農
家
に
な
る
の
が
嫌
で
、

　
　

長
男
の
嫁
に
来
れ
ば
必
ず
苦
労
す
っ
か
ら
。
そ
れ

　
　

が
わ
か
っ
て
っ
か
ら
来
た
く
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、

　
　

す
で
に
父
親
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
。

詩
織　

早
か
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

51
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

詩
織　

早
い
ね
。
旦
那
さ
ん
と
は
お
見
合
い
結
婚
だ
っ

　
　

た
の
？

い
み
子　

お
見
合
い
の
お
見
合
い
だ
よ
。

詩
織　

お
見
合
い
の
お
見
合
い
だ
っ
た
の
。

い
み
子　

恋
愛
と
か
で
ね
え
よ
。

詩
織　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

い
み
子　

相
手
の
気
持
ち
も
わ
か
ん
な
い
で
、
私
、
大
熊

　
　

な
ん
て
名
前
聞
い
た
だ
け
で
熊
出
る
と
思
っ
て
。

一
同　
（
笑
）。　

い
み
子　

高
校
の
試
験
は
受
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ

　
　

り
実
家
は
金
ね
か
っ
た
か
ら
、
私
が
犠
牲
に
な
っ

　
　

て
働
い
て
、
金
貯
め
て
。
私
、
花
嫁
修
業
と
し
て

　
　

編
み
物
と
生
花
と
習
っ
て
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、

　
　

免
許
明
日
来
る
か
ら
っ
て
言
わ
れ
た
日
に
、
も
う

　
　

結
婚
決
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
。

り
ん
ご　

決
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
、
困
っ
た
。

い
み
子　

そ
し
た
ら
、
そ
の
実
家
の
働
い
て
る
人
が

　
　

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
見
に
来
た
ん
で
す
よ
、
私
の
こ
と
。

　
　

わ
か
っ
て
た
ん
で
す
。
私
も
先
生
に
「
10
人
ぐ
ら

　
　

い
生
徒
く
れ
っ
か
ら
、
一
か
ら
十
ま
で
教
え
て

　
　

や
っ
て
く
れ
な
い
か
」
っ
て
言
わ
れ
て
教
え
て
た

　
　

か
ら
。
そ
し
た
ら
、
も
う
結
婚
決
ま
っ
た
と
思
っ

　
　

て
、
編
み
物
の
機
械
も
持
っ
て
行
か
れ
っ
か
と

　
　

思
っ
た
ら
、
亡
く
な
っ
た
お
や
じ
が
み
ん
な
燃
や

　
　

し
ち
ゃ
っ
た
の
。

詩
織　

燃
や
し
ち
ゃ
っ
た
の
？

り
ん
ご　

厳
し
い…

…

。
青
春
時
代
は
本
当
に
つ
ら
か
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
け
ど
、
い
ま
は
だ
い
ぶ
楽
し
い
こ
と

　
　

が
た
く
さ
ん
。

い
み
子　

だ
い
ぶ
。
楽
し
い
こ
と
も
あ
る
し
、
つ
ら
い
こ

　
　

と
も
あ
る
し
。
で
も
ほ
ら
、
集
会
場
に
行
け
ば
お

　
　

茶
会
で
も
な
ん
で
も
あ
る
か
ら
ね
。

詩
織　

い
ま
の
十
八
番
は
な
ん
で
す
か
？

い
み
子　
『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
。

　
　
　
（
小
泉
い
み
子
さ
ん
の
歌
う
『
宗
右
衛
門
町
ブ

　
　

ル
ー
ス
』
が
流
れ
、
続
い
て
平
和
勝
次
と
ダ
ー
ク

　
　

ホ
ー
ス
『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
が
流
れ
る
）

エ
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小
泉
い
み
子
さ
ん
の
別
れ
と
青
春

詩
織　

い
み
子
さ
ん
は
、
こ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
来

　
　

る
前
は
ど
こ
に
い
た
の
？　

避
難
し
て
る
と
き
。

い
み
子　

三
春
の
体
育
館
に
い
た
の
。
三
春
か
ら
バ
ス
で

　
　

裏
磐
梯
に
２
年
間
い
て
。

詩
織　

あ
あ
、
２
年
も
い
た
ん
だ
。

い
み
子　

そ
し
て
今
度
は
東
山
温
泉
の
ボ
ロ
い
宿
に
入
れ

　
　

ら
れ
て
。で
、こ
こ
が
で
き
る
っ
て
い
う
ん
で
移
っ

　
　

て
き
た
。

　
　
　

う
ち
の
実
家
っ
て
ね
、
お
父
さ
ん
の
父
親
、
行

　
　

と
か
し
た
と
き
に
？

高
田　

あ
と
は
、
家
を
建
て
て
る
『
土
搗
唄
』
っ
て
い

　
　

う
や
つ
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
歌
が
あ
っ
た
ね
。

高
田　

そ
れ
で
『
土
搗
唄
』
は
あ
ち
こ
ち
し
か
わ
か
ん

　
　

な
く
て
や
め
た
。
俺
の
家
内
は
よ
く
歌
っ
て
や
る
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ん
が
よ
く
歌
わ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

高
田　

か
か
さ
ま
は
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
歌
っ
た
。
そ

　
　

い
つ
に
引
っ
張
ら
れ
て
俺
も
覚
え
て
た
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

み
ん
な
、
作
業
を
し
な
が
ら
歌
う
？

高
田　

う
ん
。
だ
か
ら
、
原
田
直
之
さ
ん
の
歌
い
方
と

　
　

俺
と
は
違
う
よ
。
『
相
馬
流
れ
山
』
で
も
何
で
も
。

　
　
（
『
相
馬
流
れ
山
』
を
歌
う
）
こ
う
い
う
や
つ
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
す
ご
い
。
な
ん
か
感
動
し
て
し
ま
い
ま

　
　

し
た
。
い
や
、
す
ご
い
で
す
ね
、
本
当
。

高
田　

い
や
、
や
っ
ぱ
り
、
歌
う
ぐ
ら
い
。

ア
サ
ダ　

ね
え
。
手
も
こ
う
や
っ
て
マ
イ
ム
を
ね
。

高
田　

そ
う
。
ほ
ん
で
も
、
歌
、
つ
ぶ
れ
て
た
ん
だ
よ
、

　
　

踊
り
で
つ
ぶ
れ
ち
ゃ
う
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す

　
　

ね
。
そ
う
い
う
の
っ
て
。

高
田　

そ
う
。
み
ん
な
、
お
や
じ
の
聞
き
覚
え
。
誰
に

　
　

教
わ
っ
た
わ
け
で
な
い
か
ら
。
楽
譜
に
あ
ら
わ
せ

　
　

ね
え
ん
だ
も
の
。

ア
サ
ダ　

楽
譜
に
出
な
い
、
う
ん
。

高
田　

だ
か
ら
、
と
に
か
く
歌
、
聴
い
た
よ
う
に
歌
っ

　
　

て
や
ん
な
い
か
ね
ん
だ
、
歌
う
と
き
は
。

ア
サ
ダ　

耳
で
覚
え
な
い
と
い
け
な
い
よ
ね
。

高
田　

譜
面
通
り
に
や
っ
た
ら
ギ
ク
ギ
ク
に
な
っ
ち
ゃ

　
　

う
ん
だ
。
聴
き
づ
ら
い
の
、
お
も
し
ろ
く
な
い
。

ア
サ
ダ　

確
か
に
。

高
田　

だ
か
ら
、
民
謡
は
な
か
な
か
難
し
い
ん
だ
。
そ

　
　

の
人
そ
の
人
の
特
徴
が
入
る
か
ら
。
誰
に
教
わ
っ

　
　

た
わ
け
で
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
や
っ
て
親
子
か
ら
通
じ
て
覚
え
て
い
く
ん

　
　

で
す
ね
。

高
田　

だ
か
ら
、
民
謡
は
お
も
し
ろ
い
な
。

ア
サ
ダ　

ね
、
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

高
田　

福
島
に
い
る
と
き
に
は
民
謡
ク
ラ
ブ
っ
て
い
う

　
　

の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
や
っ
て
た
ん
だ
。
こ
っ
ち

　
　

に
来
て
か
ら
は
そ
ん
な
の
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

確
か
に
下
神
白
で
は
、
民
謡
は
ね
。
で
も
、
だ

　
　

ん
だ
ん
そ
う
や
っ
て
聞
き
覚
え
す
る
文
化
っ
て
な

　
　

く
な
っ
て
き
て
ま
す
か
ね
？

高
田　

あ
あ
、
な
く
な
っ
て
き
た
な
。
い
や
、
こ
れ
が

　
　

当
た
り
前
だ
け
ど
な
。
生
き
る
限
り
に
は
み
ん
な
、

　
　

な
く
な
る
の
当
た
り
前
だ
か
ら
。

　
　
（
原
田
直
之
『
相
馬
流
れ
山
』
が
流
れ
る
）
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高
田
國
男
さ
ん
の
戦
後
と
人
と
の
つ
な
が
り

高
田　

二
十
歳
頃
に
な
っ
て
、
終
戦
後
、
ア
コ
ー
デ
ィ

　
　

オ
ン
が
流
行
っ
た
か
ら
、
安
い
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

　
　

を
買
っ
て
歌
っ
た
り
し
て
た
。
ギ
タ
ー
は
駄
目

　
　

だ
っ
た
ん
だ
よ
。
ど
う
も
ギ
タ
ー
は
向
か
な
か
っ

　
　

た
な
あ
。
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
）
押
せ
ば
そ
の

　
　

音
程
が
出
る
か
ら
よ
。
ギ
タ
ー
は
そ
う
は
い
か
な

　
　

い
、
難
し
い
。

ア
サ
ダ　

お
仕
事
は
ず
っ
と
船
を
つ
く
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
？

高
田　

そ
う
。
戦
時
中
だ
か
ら
ね
。
俺
、
16
の
年
か
ら

　
　

だ
か
ら
。
戦
争
に
な
っ
て
食
糧
不
足
の
頃
だ
か
ら
、

　
　

や
っ
ぱ
り
北
洋
用
、
何
用
っ
て
、
船
が
要
っ
た
か

　
　

ら
。
そ
し
て
、
年
季
が
明
け
て
、
そ
れ
か
ら
終
戦

　
　

に
な
っ
て
東
京
に
出
て
行
っ
て
。

ア
サ
ダ　

東
京
に
出
ら
れ
て
た
ん
で
す
ね
。

高
田　

日
暮
里
の
あ
た
り
で
、
い
ま
は
な
、
せ
く
せ
く

　
　

し
て
ア
パ
ー
ト
に
入
る
け
れ
ど
も
、
当
時
は
ア

　
　

パ
ー
ト
な
ん
か
な
い
か
ら
、
も
う
そ
の
辺
の
木
っ

　
　

端
を
集
め
て
、
も
の
ご
い
の
小
屋
み
た
い
な
の
を

　
　

こ
し
ら
え
て
、
そ
の
な
か
で
米
を
持
っ
て
行
っ
て
、

　
　

米
炊
き
し
て
や
っ
て
た
な
。

　
　
　

い
ろ
ん
な
方
に
お
世
話
に
な
っ
て
現
在
が
あ
る

　
　

ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
の
当
時
の
方
た
ち
は
み
ん
な
、

　
　

こ
の
世
さ
、
い
な
い
は
ず
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
の
小
屋
っ
て
い
う
か
、
バ
ラ
ッ
ク
み
た
い
な

　
　

も
の
を
建
て
た
と
き
っ
て
い
う
の
は
、
東
京
は
、

　
　

ま
だ
焼
け
野
原
だ
っ
た
頃
？

高
田　

そ
う
そ
う
。
東
京
は
焼
け
野
原
な
ん
で
、
初
め

　
　

て
行
っ
て
、
秋
葉
原
に
行
っ
て
、
乗
り
換
え
し
て
、

　
　

そ
し
て
京
王
線
で
成
田
の
あ
た
り
に
行
っ
て
、
京

　
　

王
線
は
土
手
の
上
を
走
っ
て
い
る
か
ら
、
も
う
見

　
　

渡
す
限
り
焼
け
野
原
。
そ
し
て
、
き
れ
い
な
お
姉

　
　

ち
ゃ
ん
た
ち
が
掘
っ
建
て
小
屋
か
ら
出
て
く
る
ん

　
　

だ
か
ら
。
ま
だ
ア
パ
ー
ト
な
ん
か
な
か
っ
た
ん
だ

　
　

か
ら
。
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
、
見
合
い
で
結
婚
さ
れ
た
？

高
田　

い
や
、
恋
愛
だ
よ
。
昭
和
25
年
に
恋
愛
を
や
っ

　
　

た
ん
だ
。
３
年
付
き
合
っ
て
、
だ
け
ど
亡
く
な
っ

　
　

た
母
さ
ん
と
は
な
ん
ぼ
喧
嘩
し
た
か
。
そ
れ
で
、

　
　

い
ま
は
こ
ん
な
だ
け
ど
、
昔
は
気
早
か
っ
た
か
ら

　
　

バ
ー
ン
な
ん
て
、
お
前
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
激
し
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

高
田　
（
母
さ
ん
は
）
い
つ
の
間
に
か
見
え
な
く
な
っ

　
　

ち
ゃ
っ
た
。
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高
田
國
男
さ
ん
が
語
る
歌
詞
の
大
切
さ

詩
織　

次
は
、
下
神
白
団
地
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
の
最

　
　

高
齢
者
で
あ
ろ
う
こ
の
方
、
６
号
棟
に
お
住
ま
い

　
　

の
高
田
國
男
さ
ん
で
す
。
「
口
は
顔
の
ほ
こ
ろ
び

　
　

で
ね
え
」
と
は
、
高
田
さ
ん
が
仰
ら
れ
た
言
葉
で

　
　

す
。
「
話
は
聞
く
べ
し
。
話
は
す
る
べ
し
。
黙
っ

　
　

て
い
て
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
ま
ず
は
話
を
す
る

　
　

べ
き
だ
」
と
。

　
　
　

自
分
の
感
情
を
言
葉
で
発
信
す
る
の
っ
て
な
か

　
　

な
か
難
し
い
で
す
が
、
人
に
思
い
を
伝
え
ら
れ
る

　
　

一
番
の
手
段
は
言
葉
で
す
よ
ね
。
し
ゃ
べ
っ
て
み

　
　

た
ら
案
外
、「
あ
ら
、
あ
の
人
も
同
じ
こ
と
を
思
っ

　
　

て
た
ん
だ
」
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ

　
　

ん
な
素
敵
な
名
言
を
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
高
田
さ

　
　

ん
。
歌
の
歌
詞
を
と
て
も
大
切
に
し
て
お
り
、
歌

　
　

詞
を
解
釈
し
て
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
そ
う
で
す
。

　
　
　

こ
の
あ
と
、
高
田
さ
ん
は
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の

　
　
『
裏
町
酒
場
』
の
歌
詞
の
解
釈
を
し
て
く
だ
さ
っ

　
　

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
解
釈
を

　
　

し
ま
す
か
？　

ま
ず
は
高
田
さ
ん
の
歌
へ
対
す
る

　
　

思
い
や
、
歌
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
人
生
を
聞
い

　
　

て
み
ま
し
ょ
う
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
、
昨
日
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
ら
っ

　
　

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？

高
田　

う
ん
、
行
っ
て
み
た
。

ア
サ
ダ　

さ
っ
き
カ
フ
ェ
に
行
っ
た
と
き
に
、
「
高
田
さ

　
　

ん
、
昨
日
カ
ラ
オ
ケ
来
て
た
よ
」
っ
て
言
っ
て
る

　
　

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

高
田　

駄
目
だ
、
喉
悪
く
て
駄
目
だ
わ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
で
す
か
。
声
が
出
な
い
？

高
田　

昨
日
や
っ
て
み
た
け
っ
ど
も
、
自
信
が
な
く

　
　

な
っ
た
。
ガ
ラ
ガ
ラ
で
駄
目
だ
。
病
院
で
は
バ
ン

　
　

バ
ン
と
歌
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
。
な
ん
だ
か
こ
っ

　
　

ち
来
た
ら
駄
目
だ
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
声
が
出
な
く
な
っ
て
く
る
？

高
田　

だ
か
ら
、
喉
が
悪
く
な
っ
た
な
。
年
の
せ
い
か
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
歌
謡
曲
っ
て
い
う
か
、
演
歌
も
民

　
　

謡
も
聴
き
ま
す
よ
ね
、
い
ろ
い
ろ
。

高
田　

ま
あ
、
聞
き
覚
え
だ
か
ら
。
別
に
教
わ
っ
た
わ

　
　

け
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
昨
日
は
、
ひ
ば
り
の
酒

　
　

場
の
歌…

…

。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
の
？

高
田　

う
ん
。
あ
れ
を
歌
っ
て
や
ろ
う
か
と
思
っ
た
ら
、

　
　

駄
目
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

カ
ラ
オ
ケ
に
入
っ
て
な
か
っ
た
？

高
田　

い
や
、
歌
う
順
番
が
来
な
か
っ
た
。

詩
織　

あ
〜
残
念
。

ア
サ
ダ　

人
が
結
構
多
い
で
す
も
ん
ね
。

高
田　

時
間
切
れ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
だ
か
ら
あ
あ
い

　
　

う
歌
の
席
で
な
、
美
空
ひ
ば
り
を
歌
っ
た
の
は

　
　

ず
っ
と
前
の
や
つ
で
、
や
っ
ぱ
り
酒
場
だ
け
ん
と

　
　

も
、
あ
れ
、
何
て
言
っ
た
っ
け
な
。

詩
織　

『
裏
町
酒
場
』
で
す
か
ね
？

高
田　

あ
あ
、
『
裏
町
酒
場
』
。
「
あ
〜
め
に
濡
れ
て

　
　

る
ー　

赤
い
灯
が
ー
」
っ
て
。

　
　
　
（
高
田
國
男
さ
ん
の
歌
う
『
裏
町
酒
場
』
が
流

　
　

れ
る
）

高
田　

歌
詞
は
、
は
っ
き
り
と
歌
い
な
さ
い
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
も
、
確
か
に
。

高
田　

そ
れ
が
歌
謡
曲
の
い
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
。
そ
れ

　
　

に
メ
ロ
デ
ィ
ー
。
と
こ
ろ
が
、
西
洋
の
歌
の
場
合

　
　

は
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
先
行
し
て
、
歌
詞
が
は
っ
き
り

　
　

し
な
い
か
ら
、
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
「
歌
謡
曲
」
っ
て
い
う
名
前
だ
か
ら
、
メ
ロ

　
　

デ
ィ
ー
だ
け
で
は
な
い
ん
だ
よ
な
。
そ
う
す
る
と
、

　
　

聴
く
人
聴
く
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
も
う
思
い
出
す
こ

　
　

と
が
あ
る
わ
け
だ
。

　
　
　

い
ま
歌
っ
た
、
ひ
ば
り
さ
ん
が
歌
っ
た
『
裏
町

　
　

酒
場
』
。
こ
れ
は
歌
詞
通
り
、
小
暗
く
な
っ
て
雨

　
　

に
濡
れ
た
あ
ん
ど
ん
が
見
え
る
な
っ
て
い
う
よ
う

　
　

な
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
聴
く
人
は

　
　

そ
れ
ぞ
れ
に
解
釈
す
る
わ
け
。
だ
か
ら
、
い
い
と

　
　

こ
ろ
が
あ
る
。
自
分
の
人
生
と
重
ね
合
わ
せ
て
聴

　
　

い
た
り
な
ん
か
す
る
わ
け
だ
。

　
　
　
（
美
空
ひ
ば
り
『
裏
町
酒
場
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

高
田
國
男
さ
ん
が
聞
き
覚
え
た
民
謡 

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
ご
家
族
も
歌
、
好
き
だ
っ
た
ん
で

　
　

す
か
？　

た
と
え
ば
お
父
さ
ま
と
お
母
さ
ま
や
奥

　
　

さ
ま
と
か
。

高
田　

い
や
、
俺
の
お
や
じ
は
明
治
の
人
だ
か
ら
、
い

　
　

ま
の
よ
う
な
歌
謡
曲
な
ん
て
な
か
っ
た
か
ら
ね
、

　
　

歌
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
民
謡
を
よ
く
。
『
相
馬
二

　
　

遍
返
し
』
で
も
『
流
れ
山
』
で
も
、
み
ん
な
お
や

　
　

じ
の
聞
き
覚
え
だ
。

　
　
　
『
田
植
え
唄
』
っ
て
い
う
の
が
あ
ん
だ
な
。
歌

　
　

詞
覚
え
て
ら
れ
な
く
て
、
歌
え
な
い
け
ど
ね
。
い

　
　

ま
、
こ
の
踊
り
を
や
ら
な
い
か
ら
、
津
波
で
流
れ

　
　

ち
ゃ
っ
て
。
部
落
の
若
い
連
中
が
よ
く
田
植
え
の

　
　

と
き
に
や
っ
た
も
ん
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　
『
田
植
え
唄
』
と
か
田
植
え
踊
り
と
か
。
収
穫

　
　

た
っ
ち
ゅ
う
感
じ
み
た
い
な
。
う
ち
の
兄
貴
は
兵

　
　

隊
に
行
っ
て
、
今
度
、
終
戦
に
な
っ
た
か
ら
な
ん

　
　

て
馬
を
一
台
も
ら
っ
て
、
そ
い
つ
に
乗
っ
て
き
た

　
　

ん
だ
、
自
分
の
う
ち
ま
で
。

　
　
　

そ
ん
な
感
じ
で
、
あ
と
兄
貴
ら
は
家
に
い
る
か

　
　

ら
、
今
度
私
は
い
て
も
い
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
。

　
　

で
、
今
度
お
じ
さ
ん
、
母
親
の
き
ょ
う
だ
い
が
船

　
　

引
の
ま
ち
の
川
端
で
橋
本
屋
旅
館
っ
て
い
う
旅
館

　
　

を
や
っ
て
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
れ
で
た
だ
も
い
ら
れ
ね
え
か
ら
、
旅
館
手

　
　

伝
っ
て
こ
い
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
の
旅
館
に
行
っ

　
　

て
手
伝
っ
て
た
ん
だ
。
そ
れ
で
手
伝
っ
て
る
う
ち

　
　

に
、
今
度
、
そ
の
お
じ
さ
ん
だ
っ
て
そ
ん
な
に
お

　
　

金
ね
え
べ
、
給
料
も
く
ん
な
ね
べ
し
な
。
そ
れ
で
、

　
　

浪
江
に
。
浪
江
は
わ
か
り
ま
す
？

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
。

青
木　

浪
江
に
昔
、
東
邦
レ
ー
ヨ
ン
っ
て
い
う
会
社
が

　
　

あ
っ
た
ん
だ
、
糸
引
き
会
社
な
。
製
糸
場
か
。
そ

　
　

こ
で
働
い
た
ん
だ
。
そ
れ
で
、
う
ち
の
お
じ
さ
ん

　
　

の
す
ぐ
前
さ
お
茶
屋
さ
ん
が
あ
っ
た
の
。
そ
の
お

　
　

茶
屋
さ
ん
は
私
が
生
ま
れ
た
う
ち
の
、
す
ぐ
下
の

　
　

う
ち
の
息
子
さ
ん
だ
っ
た
の
よ
。
そ
の
息
子
さ
ん

　
　

は
製
糸
場
の
セ
ー
ル
ス
を
や
っ
て
た
わ
け
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
営
業
屋
さ
ん
か
。

青
木　

う
ん
う
ん
。
「
こ
う
い
う
人
に
世
話
に
な
っ
て

　
　

て
も
し
ょ
う
も
ね
え
べ
、
自
分
で
独
立
し
た
ら
い

　
　

い
ん
で
な
い
の
」
っ
て
言
っ
て
、
５
、
６
人
で
来

　
　

た
っ
た
か
、
み
ん
な
で
浪
江
に
来
て
、
製
糸
場
で

　
　

働
い
て
た
の
。
そ
の
う
ち
に
製
糸
場
で
働
い
て
る

　
　

う
ち
に
結
婚
し
た
の
。
で
、
浪
江
の
人
に
な
っ
た

　
　

の
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
社
内
結
婚
？

青
木　

違
う
、
違
う
。
そ
こ
さ
、
浪
江
の
部
落
の
女
の

　
　

子
が
そ
の
製
糸
場
に
来
て
た
か
ら
、
そ
の
女
の
子

　
　

の
う
ち
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
遊
び
に
行
っ
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
し
た
ら
、
そ
の
子
の
母
親
が
、
う
ん
と
世
話

　
　

好
き
で
、
旦
那
の
兄
貴
は
兵
隊
に
行
っ
て
、
ソ
連

　
　

の
ほ
う
さ
連
れ
て
行
か
れ
た
と
か
な
ん
つ
っ
て
、

　
　

長
男
い
な
く
な
っ
た
か
ら
嫁
さ
ま
に
来
な
い
か
っ

　
　

て
、
そ
れ
で
、
結
婚
し
た
わ
け
な
の
ね
。
結
婚
し

　
　

た
ん
だ
か
わ
か
ん
な
い
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
、

　
　

籍
を
持
っ
て
き
て
、
あ
れ
し
て
、
わ
か
ん
な
い
ん

　
　

だ
よ
。

ア
サ
ダ　

わ
か
ん
な
い
ん
だ
。
も
う
結
婚
し
た
こ
と
に

　
　

な
っ
た
み
た
い
な
？

青
木　

う
ん
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
、
仲
人
は
昔
、
商
売

　
　

や
っ
て
売
っ
て
歩
い
て
た
ん
か
な
。
で
、
よ
く
私

　
　

の
う
ち
わ
か
っ
た
べ
な
ん
て
思
う
ぐ
ら
い
に
、
い

　
　

つ
の
間
に
か
籍
持
っ
て
て
き
た
ん
だ
べ
な
。
私
も

　
　

よ
う
そ
う
い
う
の
、
わ
か
ん
ね
え
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
で
す
ね
。
本
当
、
昔
の
そ
う
い
う
話
は
。

青
木　

う
ん
。
そ
う
い
う
の
す
ご
い
よ
、
昔
は
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
仕
込
ま
れ
て
る
ね
。

青
木　

で
き
る
ん
だ
か
ら
、
そ
ん
な
の
持
っ
て
歩
っ
て
。

　
　

私
も
驚
い
て
る
。
い
つ
こ
う
な
っ
て
、
い
つ
こ
う

　
　

な
っ
た
ん
だ
か
い
う
て
。
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き

　
　

の
儀
式
あ
っ
ぺ
よ
？　

成
人
式
は
、
嫁
に
な
っ
て

　
　

か
ら
成
人
式
の
通
知
が
来
た
の
、
浪
江
の
ね
。

ア
サ
ダ　

先
に
嫁
入
り
し
た
ん
だ
ね
。

青
木　

来
た
来
た
。
そ
れ
で
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
う

　
　

ち
に
子
供
で
き
た
べ
。
で
、
子
供
で
き
た
け
れ
ど

　
　

も
、
長
男
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
す
ぐ
そ
ば
に
親
が

　
　

い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

親
っ
て
い
う
の
は
姑
さ
ん
？

青
木　

姑
さ
ん
。
姑
さ
ん
い
た
け
ど
、
ど
っ
ち
み
ち
長

　
　

男
で
は
ね
え
わ
け
だ
か
ら
、
な
ん
ぼ
亡
く
な
っ

　
　

た
っ
て
言
っ
て
も
な
。
だ
か
ら
、
そ
の
脇
さ
、
私

　
　

が
も
う
早
く
う
ち
つ
く
っ
た
ん
だ
。
う
ち
の
旦
那

　
　

は
製
材
所
に
勤
め
て
た
か
ら
、
前
借
り
で
も
な
ん

　
　

で
も
で
き
た
わ
け
よ
、
材
料
を
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
ね
、
確
か
に
家
を
建
て
る
に
は
も
う

　
　

抜
群
の
会
社
だ
な
、
製
材
所
だ
っ
た
ら
（
笑
）。

青
木　

で
、
ち
っ
ち
ゃ
い
、
本
当
１
間
で
10
畳
間
ぐ
ら

　
　

い
の
う
ち
を
つ
く
っ
て
、
私
ら
は
私
ら
で
生
活
し

　
　

て
た
の
。
製
糸
場
が
、
今
度
だ
ん
だ
ん
終
わ
っ
て
、

　
　

仕
事
が
変
わ
っ
て
き
て
、
浪
江
に
あ
れ
が
で
き
た

　
　

の
わ
か
る
か
な
、
バ
ッ
ジ
工
場
。
浪
江
製
作
所
っ

　
　

て
い
う
と
、
み
ん
な
浪
江
の
人
わ
か
る
ん
じ
ゃ
ね

　
　

え
か
な
、
あ
そ
こ
ら
辺
は
ね
。
帽
子
の
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
帽
子
の
ね
。

青
木　

そ
れ
か
ら
、あ
と
は
学
生
の
ボ
タ
ン
、洋
服
の
ボ

　
　

タ
ン
と
か
ね
。
そ
う
い
う
の
を
つ
く
っ
て
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
、
学
章
み
た
い
な
や
つ
ね
。

青
木　

や
っ
て
る
う
ち
に
、
私
も
シ
ン
ナ
ー
を
使
う
か

　
　

ら
手
が
荒
れ
て
き
た
の
ね
。
手
、
あ
ん
ま
り
荒
れ

　
　

て
き
て
困
っ
た
な
と
思
っ
て
た
ら
、
う
ち
の
旦
那

　
　

の
妹
は
、
昔
は
県
立
病
院
っ
て
あ
っ
た
ん
だ
、
大

　
　

熊
さ
。
大
熊
の
脳
病
院
っ
て
い
う
の
。

ア
サ
ダ　

昔
は
脳
病
院
っ
て
言
っ
た
ん
だ
。
い
ま
の
精
神

　
　

科
病
棟
だ
ね
。

青
木　

精
神
病
院
だ
な
。

ア
サ
ダ　

看
護
師
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
た
の
？

青
木　

看
護
婦
で
な
い
け
ど
、
雑
主
婦
っ
て
い
う
ね
、

　
　

い
ろ
い
ろ
用
を
足
し
て
、
看
護
婦
さ
ん
の
お
手
伝

　
　

い
。
何
年
働
い
た
か
っ
て
い
う
と
、
本
当
に
忘
れ

　
　

ち
ゃ
っ
た
わ
、
も
う
。

　
　
「
さ
あ
、
ど
こ
い
っ
た
？
」
と
思
っ
た
ら
横
須
賀

　
　

の
ほ
う
ま
で
行
っ
ち
ゃ
っ
た
。
姉
さ
ま
の
と
こ
。

　
　

で
、
迎
え
に
行
っ
て
。
仲
良
い
か
ら
喧
嘩
す
る
ん

　
　

だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ま
と
は
同
じ
ふ
る
さ
と
？

高
田　

そ
う
、
俺
の
家
内
は
い
ま
の
楢
葉
だ
か
ら
。
あ

　
　

る
一
定
の
時
点
で
や
っ
ぱ
り
妥
協
す
る
。
そ
う
い

　
　

う
、
い
ろ
い
ろ
で
も
っ
て
か
な
い
と
。
子
供
が
見

　
　

て
る
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
。

高
田　

子
供
は
口
を
利
か
な
い
だ
け
で
見
て
ん
だ
か
ら

　
　

な
。
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
ど
っ
ち

　
　

が
悪
い
か
。
だ
か
ら
、
あ
ん
ま
り
下
手
な
こ
と
は

　
　

で
き
な
い
ん
だ
よ
。
経
験
し
て
言
っ
て
る
ん
だ
か

　
　

ら
。
経
験
し
な
い
で
言
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん

　
　

だ
ぞ
。
み
ん
な
経
験
し
て
る
ん
だ
。
だ
か
ら
、
こ

　
　

う
い
う
大
勢
の
と
こ
ろ
に
入
っ
た
っ
て
、
ど
こ

　
　

行
っ
た
っ
て
、
み
ん
な
も
う
、
ど
こ
の
人
で
も
合

　
　

わ
せ
て
い
く
。

　
　
　

世
の
な
か
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
今
日
、
み
ん
な

　
　

が
来
て
、
こ
う
し
て
来
て
く
れ
る
だ
け
で
も
あ
り

　
　

が
て
え
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、

　
　

本
当
に
、
僕
ら
の
ほ
う
こ
そ
。

高
田　
「
あ
そ
こ
は
駄
目
だ
、
寄
ん
ね
え
べ
」
な
ん
て

　
　

言
わ
れ
た
っ
て
、
う
ま
く
ね
え
。
こ
ん
な
ん
長
く

　
　

い
る
つ
も
り
で
ね
え
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ

　
　

り
寿
命
で
。
ま
あ
、
そ
の
う
ち
近
々
お
呼
び
に
な

　
　

る
ん
だ
べ
け
ん
ど
も
、
そ
れ
ま
で
は
罪
滅
ぼ
し
、

　
　

御
奉
公
と
思
っ
て
や
っ
て
な
い
と
な
。

　
　
　

み
ん
な
の
た
め
に
生
き
て
る
ん
だ
か
ら
。
自
分

　
　

ひ
と
り
じ
ゃ
生
き
て
い
か
ん
ね
え
ん
だ
か
ら
ね
、

　
　

人
間
っ
て
い
う
動
物
は
。
よ
そ
の
動
物
は
一
匹
で

　
　

も
生
き
て
い
け
る
け
ど
、
人
間
だ
け
は
駄
目
だ
。

　
　

ひ
と
り
じ
ゃ
生
き
て
い
け
ね
え
。
だ
か
ら
、
横
の

　
　

つ
な
が
り
は
、
や
っ
ぱ
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
な
ん

　
　

な
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
７

青
木
二
美
子
さ
ん
の
歌
と
と
も
に
あ
る
人
生 

り
ん
ご
　
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
は
１
９
８

　
　

９
年
。
ま
だ
私
が
生
ま
れ
る
前
の
出
来
事
で
し
た
。

　
　
「
人
は
哀
し
い　

哀
し
い
も
の
で
す
ね
／
そ
れ
で

　
　

も
過
去
た
ち
は
優
し
く
睫
毛
に
憩
う
／
人
生
っ
て

　
　

不
思
議
な
も
の
で
す
ね
」
。
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
を

　
　

代
表
す
る
一
曲
、
『
愛
燦
燦
』
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ

　
　

で
す
。
目
を
閉
じ
れ
ば
人
生
の
一
コ
マ
が
睫
毛
に

　
　

と
ど
ま
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
様
子
が
思
い
浮
か
ば

　
　

れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
人
生
を
歩
み
は
じ
め
た
ば
か

　
　

り
の
私
に
は
、
過
去
が
思
い
出
に
な
り
切
れ
て
お

　
　

ら
ず
、
こ
の
歌
詞
の
意
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

　
　

る
の
は
、
も
う
し
ば
ら
く
先
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
　
　

さ
て
、
最
後
に
出
演
い
た
だ
く
の
は
４
号
棟
に

　
　

お
住
ま
い
の
青
木
二
美
子
さ
ん
。
浪
江
町
か
ら
下

　
　

神
白
団
地
に
移
り
住
み
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

　
　

つ
ら
い
経
験
な
ど
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

　
　

そ
れ
で
も
こ
う
し
て
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

　
　

き
っ
と
そ
の
経
験
も
意
味
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
ん

　
　

だ
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。
人
生
っ
て
不
思
議
な
も
の

　
　

で
す
ね
。

　
　
　

リ
ク
エ
ス
ト
曲
は
、
美
空
ひ
ば
り
『
愛
燦
燦
』
。

　
　

目
を
閉
じ
、
睫
毛
に
憩
う
過
去
の
思
い
出
と
と
も

　
　

に
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

ア
サ
ダ　

青
木
さ
ん
っ
て
、
い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
よ
く
歌
を

　
　

聴
い
て
た
ん
で
す
か
？

青
木　

私
、
歌
大
好
き
だ
か
ら
も
う
。

ア
サ
ダ　

昔
か
ら
？

青
木　

う
ん
、
昔
か
ら
、
若
い
と
き
か
ら
。
三
橋
美
智

　
　

也
だ
と
か
、
あ
の
人
ら
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
歌
っ

　
　

て
る
よ
。
三
波
春
夫
だ
と
か
。
あ
あ
い
う
の
な
ん

　
　

か
み
ん
な
歌
っ
て
っ
け
ど
、
私
ら
、
み
ん
な
わ
か

　
　

る
。
こ
う
い
う
テ
レ
ビ
が
な
か
っ
た
か
ら
。
ラ
ジ

　
　

オ
あ
っ
て
、
書
く
べ
、
歌
は
じ
ま
っ
た
よ
っ
て
自

　
　

分
の
好
き
な
歌
。
帳
面
置
い
て
、
鉛
筆
置
い
て
。

　
　

そ
し
て
、
今
度
は
明
日
。
明
日
、
そ
の
続
き
を
書

　
　

く
の
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
覚
え
る
ん
だ
、
昔

　
　

は
。

　
　
　

三
波
春
夫
だ
と
か
な
ん
と
か
そ
う
い
う
の
は
、

　
　

田
の
草
取
り
だ
と
か
田
植
え
だ
と
か
そ
う
い
う
と

　
　

き
に
、
歌
好
き
な
人
が
い
て
歌
っ
て
ん
の
よ
、
そ

　
　

う
い
う
も
ん
よ
。

ア
サ
ダ　

田
植
え
と
か
し
な
が
ら
？

青
木　

う
ん
、
仕
事
し
な
が
ら
歌
っ
て
ん
の
よ
、
昔
は
。

　
　

そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
覚
え
た
ん
だ
よ
、
私
ら
は

　
　

ね
。

　
　
　

親
は
ね
、
母
親
は
い
た
け
ど
父
親
は
早
く
死
ん

　
　

で
い
な
か
っ
た
か
ら
。
だ
か
ら
、
兄
貴
の
お
世
話

　
　

に
な
っ
て
た
ん
だ
、
も
う
。

ア
サ
ダ　

お
兄
さ
ん
は
、
結
構
年
は
離
れ
て
た
の
？

青
木　

一
番
上
か
ら
下
ま
で
20
ぐ
ら
い
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

う
わ
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
離
れ
て
る
。
そ
れ
は
も

　
　

う
親
子
ぐ
ら
い
や
わ
な
。

青
木　

７
人
い
る
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

高
等
学
校
卒
業
し
て
。

青
木　

卒
業
し
た
っ
て
感
じ
じ
ゃ
ね
え
な
。
た
だ
辞
め

　
　

う
ど
ん
食
べ
て
た
っ
て
、
店
屋
さ
入
っ
た
っ
て
、

　
　
「
あ
そ
こ
の
嫁
は
店
屋
で
う
ど
ん
食
っ
て
た
」
っ

　
　

て
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
の
世
の
な
か
。

ア
サ
ダ　

狭
い
、
密
告
さ
れ
る
じ
ゃ
な
い
け
ど
。

青
木　

そ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
。
そ
れ
で
田
ん
ぼ
の
な

　
　

か
だ
の
ね
、
道
を
歩
き
な
が
ら
だ
ね
。
そ
う
い
う

　
　

歌
を
歌
う
と
こ
ろ
な
ん
て
な
い
ね
。
部
落
で
や
ぐ

　
　

ら
建
て
た
と
き
は
盆
踊
り
だ
か
ら
、
世
の
歌
は
歌

　
　

わ
な
い
か
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ん
か
や
ん
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
美
空
ひ
ば
り
と
か
そ
の
都
は
る
み
と

　
　

か
、
自
分
が
好
き
な
人
の
歌
を
覚
え
て
歌
う
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
人
前
で
っ
て
い
う
よ
り
は
、
自
分
の

　
　

家
で
ち
ょ
っ
と
練
習
し
て
み
た
り
っ
て
い
う
感
じ

　
　

だ
っ
た
の
？　

歌
詞
見
な
が
ら
。

青
木　

う
ん
、
見
な
が
ら
な
。
ん
だ
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

青
木　

歌
が
好
き
だ
か
ら
。

　
　
　
（
青
木
さ
ん
の
歌
う
『
愛
燦
燦
』
が
流
れ
、
続

　
　

い
て
美
空
ひ
ば
り
『
愛
燦
燦
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
８

青
木
二
美
子
さ
ん
の
声
が
蘇
る
と
き 

ア
サ
ダ　

下
神
白
団
地
に
は
、
最
初
か
ら
入
ら
れ
て
る
ん

　
　

で
す
か
？

青
木　

一
番
最
初
の
抽
選
が
当
た
っ
た
の
。
あ
あ
、
こ

　
　

こ
さ
入
っ
て
か
ら
は
歩
く
こ
と
な
い
な
と
思
っ
て
。

　
　

こ
こ
は
田
園
と
違
っ
て
、
眺
め
っ
て
コ
ン
ク
リ
で

　
　

し
ょ
。
こ
っ
ち
見
た
っ
て
コ
ン
ク
リ
だ
。
ど
こ
見

　
　

た
っ
て
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

見
る
と
こ
ろ
な
い
か
ら
ね
。

青
木　

コ
ン
ク
リ
だ
か
ら
、
こ
う
や
っ
て
。

ア
サ
ダ　

人
工
物
ば
っ
か
り
だ
っ
て
、
周
り
が
ね
。

詩
織　

あ
あ
、
そ
う
だ
ね
。

青
木　

朝
起
き
て
な
、
こ
う
や
っ
て
戸
開
け
て
み
た
っ

　
　

て
、こ
こ
コ
ン
ク
リ
じ
ゃ
、こ
っ
ち
に
出
て
み
た
っ

　
　

て
コ
ン
ク
リ
で
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

集
合
住
宅
だ
も
ん
ね
。

青
木　

う
ん
、
遠
く
見
れ
ば
山
は
あ
っ
け
ど
も
。
そ
ん

　
　

な
感
じ
だ
っ
た
ね
。

ア
サ
ダ　

初
め
て
で
す
も
ん
ね
、
そ
う
い
う
環
境
で
っ
て

　
　

い
う
の
。

青
木　

そ
う
や
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
落
ち
着
か

　
　

せ
て
き
た
ん
だ
べ
、
み
ん
な
。

ア
サ
ダ　

慣
れ
さ
せ
て
き
た
っ
て
こ
と
ね
。

青
木　

慣
れ
さ
せ
て
き
た
。
で
も
、
い
ら
ん
ね
え
ん
だ

　
　

か
ら
、
し
ょ
う
が
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

歌
も
歌
わ
な
く
な
っ
た
っ
て
い
う
話
を
し
て
い

　
　

ま
し
た
よ
ね
。

青
木　

今
日
は
出
た
の
、
声
。
び
っ
く
り
し
た
。

詩
織　

ね
、
声
出
て
ま
し
た
ね
。

ア
サ
ダ　

出
て
た
、
出
て
た
。　

青
木　

ね
、
び
っ
く
り
し
た
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
出
て
た
、
高
い
声
も
出
て
た
し
。

青
木　

い
ま
ま
で
声
な
ん
か
出
な
か
っ
た
の
に
、
み
ん

　
　

な
に
聴
か
せ
た
く
て
、
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
嬉
し
い
わ
（
笑
）。
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ

　
　

た
。

青
木　

全
然
出
な
か
っ
た
の
。
こ
こ
さ
来
て
習
っ
て
、

　
　

知
っ
て
る
歌
出
て
き
た
か
ら
一
緒
に
歌
う
べ
っ
て

　
　

思
っ
た
ら
、
歌
え
な
か
っ
た
の
。

ア
サ
ダ　

人
が
い
る
っ
て
い
う
の
は
結
構
大
き
い
の
か
も

　
　

し
れ
な
い
な
っ
て
気
が
ち
ょ
っ
と
し
た
ん
だ
け
ど

　
　

ね
。

青
木　

え
？

ア
サ
ダ　

ま
わ
り
に
人
が
い
る
っ
て
い
う
こ
と
っ
て
い
う

　
　

の
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
で
か
い…

…

。
誰
か
が

　
　

い
る
と
、
こ
う
や
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
た
り
も
す
る

　
　

し
、
声
っ
て
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
つ
ら
れ
て
出
る

　
　

の
か
な
み
た
い
な
。

　
　
　

ひ
と
り
で
歌
っ
て
て
も
ね
、
こ
う
い
う
ラ
ジ
カ

　
　

セ
相
手
で
は
、
出
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

　
　

あ
ん
ま
り
バ
ー
ッ
と
出
て
く
る
感
じ
じ
ゃ
な
い
の

　
　

か
な
っ
て
。

青
木　

今
日
み
た
い
に
声
な
ん
か
出
な
い
の
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
、
す
ご
い
嬉
し
い
。
よ
か
っ
た
。

青
木　

出
な
い
ん
だ
か
ら
、
全
然
出
な
か
っ
た
の
。
本

　
　

当
に
。
テ
レ
ビ
に
、
あ
あ
、
知
っ
て
る
歌
出
て
き

　
　

た
か
ら
一
緒
に
歌
う
か
な
っ
て
思
っ
た
っ
て
、
高

　
　

い
と
こ
ろ
な
ん
て
全
然
出
な
い
。
び
っ
く
り
し
た
。

　
　

美
空
ひ
ば
り
の
高
い
と
こ
ろ
ま
で
出
て
。

ア
サ
ダ　

よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
。
本
当
に
よ
か
っ
た
。

青
木　

び
っ
く
り
し
た
。
具
合
悪
く
な
っ
て
た
け
ど
、

　
　

具
合
悪
い
の
治
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

そ
れ
だ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　

『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
、
第
６
集
「
歌
と
と
も
に

　
　

あ
る
人
生
」
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
い
か
が
だ
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
か
？　

　
　
　

今
回
は
、
歌
に
よ
っ
て
人
生
を
救
わ
れ
た
、
変

　
　

わ
っ
た
、
そ
う
い
う
象
徴
的
な
体
験
を
し
て
こ
ら

　
　

れ
た
方
々
に
、
お
話
を
伺
い
た
い
な
と
い
う
思
い

ア
サ
ダ　

結
構
、
長
か
っ
た
？

青
木　

長
い
、
長
い
。
働
い
て
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
子
育
て
し
な
が
ら
働
い
た
の
？

青
木　

う
ん
、そ
う
、ば
あ
ち
ゃ
ん
い
た
、ば
あ
ち
ゃ
ん
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
、
家
に
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
て
。

青
木　

う
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
た
か
ら
。
８
人
ぐ
ら
い

　
　

は
い
た
と
思
う
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
本
当
。
そ
れ
っ
て
青
木
さ
ん
が
何
歳
ぐ

　
　

ら
い
の
話
？

青
木　

何
歳
だ
べ
、
勘
定
し
な
き
ゃ
わ
か
ん
ね
え
ん
だ
、

　
　

若
い
と
き
か
ら
働
い
た
も
ん
だ
か
ら
。
子
供
を
二

　
　

十
歳
で
産
ん
だ
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
。
子
供
を
二
十
歳
で
産
ん
だ
ん
だ
っ

　
　

た
ら…

…

。

青
木　

う
ち
の
息
子
、
長
男
が
（
昭
和
）
26
年
に
生
ま

　
　

れ
た
ん
だ
か
ら
。
で
、
孫
が
生
ま
れ
て
会
社
を
辞

　
　

め
た
ん
だ
。

　
　
　
（

み
ん
な
で
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
探
し
な
が
ら
）

青
木　

い
ま
、
何
で
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
サ
ダ　

こ
っ
ち
に
あ
る
の
は
美
空
ひ
ば
り
だ
ね
。

青
木　

美
空
ひ
ば
り
の
歌
は
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
も
、
昔
か
ら
ず
っ
と
聴
い
て
た
？

青
木　

う
ん
、
美
空
ひ
ば
り
、
大
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
、
聴
い
て
み
る
か
。

青
木　

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
も
腰
痛
く
て
入
院
し
て
た

　
　

人
い
た
の
よ
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
頼
ま
れ
て
、
県
立

　
　

病
院
さ
な
、
「
腰
を
手
術
す
る
か
ら
来
て
も
ら
ん

　
　

ね
え
か
、
年
取
っ
て
俺
も
駄
目
だ
し
」
な
ん
て
言

　
　

わ
れ
て
。
で
、
手
伝
い
に
行
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、

　
　

そ
の
お
じ
い
さ
ん
が
朝
、
何
言
う
か
と
思
っ
た
ら
、

　
　
「
み
い
ち
ゃ
ん
、
美
空
ひ
ば
り
亡
く
な
っ
た
ぞ
」

　
　

な
ん
て
言
っ
た
の
。
６
月
頃
だ
っ
け
か
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。
美
空
ひ
ば
り
が
亡
く
な
っ

　
　

た
年
ね
。

青
木　

う
ん
、
そ
の
と
き
も
病
院
で
手
伝
い
し
て
た
の
、

　
　

腰
痛
え
っ
つ
っ
て
、
手
術
す
っ
か
ら
手
伝
っ
て
く

　
　

ん
ね
え
か
っ
て
言
わ
っ
ち
。
も
う
、
そ
の
頃
か
ら

　
　

も
う
ず
っ
と
や
っ
て
た
ね
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
っ
て
何
年
ぐ
ら
い
に
亡
く
な
っ
た

　
　

ん
だ
ろ
う…

…

。

青
木　

何
で
も
、
本
当
懐
か
し
い
ね
。

　
　
　
（
テ
ー
プ
が
流
れ
は
じ
め
る
）

青
木　

私
避
難
し
て
話
な
ん
か
全
然
し
な
か
っ
た
べ
さ
、

　
　

こ
う
い
う
部
屋
さ
入
っ
た
ら
ひ
と
り
だ
も
の
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
そ
う
だ
ね
。

青
木　

そ
れ
か
ら
５
年
だ
べ
。
５
年
も
６
年
も
、
毎
日

　
　

毎
日
、
１
か
月
も
話
し
な
い
と
き
も
あ
っ
べ
し
よ
。

　
　

こ
こ
に
み
ん
な
で
来
て
、
こ
ん
な
に
あ
ち
こ
ち

　
　

し
ゃ
べ
っ
て
、
わ
け
わ
か
ん
ね
え
べ
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

い
や
い
や
い
や
、
な
ん
と
か
頭
の
な
か
を
整
理

　
　

し
な
が
ら
聞
い
て
る
感
じ
だ
け
ど
。

　
　
　

青
木
さ
ん
っ
て
下
神
白
団
地
の
集
会
場
に
は
、

　
　

最
初
は
よ
く
出
入
り
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

青
木　

あ
ん
ま
行
か
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

青
木　

コ
ー
ヒ
ー
飲
み
行
っ
た
り
。

ア
サ
ダ　

カ
ラ
オ
ケ
と
か
も
や
っ
て
る
も
ん
ね
。

青
木　

い
ま
は
や
っ
て
る
ね
、
前
は
や
っ
て
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
っ
か
。

り
ん
ご　

こ
の
曲
、
コ
ン
サ
ー
ト
み
た
い
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
録
音
だ
よ
ね
。

り
ん
ご　

ど
こ
か
聴
き
に
行
っ
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
か
？

青
木　

一
回
行
っ
た
こ
と
あ
る
。
美
空
ひ
ば
り
で
し
ょ
。

　
　

一
回
、
平
ま
で
見
に
行
っ
た
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
そ
の
と
き
の
録
音
な
の
か
な
？

青
木　

あ
の
頃
、
美
空
ひ
ば
り
が
来
る
だ
な
ん
て
い
う

　
　

と
大
変
な
あ
れ
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
り
ゃ
そ
う
だ
よ
ね
、
美
空
ひ
ば
り
が
来
る
な

　
　

ん
て
。

青
木　

そ
れ
で
、
テ
レ
ビ
で
歌
映
る
か
ら
っ
て
、
（
チ

　
　

ケ
ッ
ト
）
買
っ
て
、
そ
し
て
行
っ
た
ん
だ
も
ん
。

　
　

私
は
美
空
ひ
ば
り
と
あ
れ
だ
け
は
見
に
行
き
た
い

　
　

な
と
思
っ
て
た
ん
だ
よ
、
あ
っ
ち
さ
。

ア
サ
ダ　

誰
だ
、
美
空
ひ
ば
り
と
ほ
か
。

青
木　

何
だ
っ
け
、
名
前
、
辞
め
た
人
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

辞
め
た
人
？　

女
の
人
？

青
木　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

都 

は
る
み
と
か
？

青
木　

都 

は
る
み
。
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ　

当
た
っ
た
。
都 

は
る
み
は
確
か
に
、
い
ま
や
っ

　
　

て
な
い
ね
。

青
木　

都 

は
る
み
と
美
空
ひ
ば
り
の
歌
だ
け
は
ほ
し
い

　
　

と
思
っ
て
た
。
好
き
だ
か
ら
、
ほ
ら
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
も
美
空
ひ
ば
り
の
テ
ー
プ
だ
な
。

り
ん
ご　

1
9
8
9
年
に
亡
く
な
っ
て
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
30
年
前
だ
。

青
木　

私
、
声
が
い
い
と
き
に
は
、
も
う
本
当
、
大
好

　
　

き
で
歌
う
の
に
、
も
う
も
う
、
話
し
な
く
て
い
る

　
　

う
ち
に
声
出
な
く
な
っ
ち
ゃ
た
よ
。

ア
サ
ダ　

震
災
前
ま
で
は
よ
く
歌
っ
て
た
？

青
木　

う
ん
、
大
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
の
歌
っ
て
た
と
き
は
、
歌
の
サ
ー
ク
ル
み
た

　
　

い
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
た
の
？

青
木　

行
か
ね
行
か
ね
。
そ
う
い
う
の
な
ん
て
、
昔
は

　
　

な
い
よ
、
集
ま
っ
て
歌
を
歌
う
だ
の
。
そ
れ
こ
そ
、

　
　

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
小
泉
い
み
子
さ
ん
と

　
　

高
田
國
男
さ
ん
と
青
木
二
美
子
さ
ん
の
３
名
だ
っ

　
　

た
ん
で
す
。

　
　
　

ほ
か
の
住
民
さ
ん
も
「
私
も
こ
う
い
う
ふ
う
に

　
　

音
楽
を
聴
い
て
救
わ
れ
た
な
」
と
か
「
あ
の
と
き

　
　

助
け
ら
れ
た
な
」
っ
て
思
い
出
を
た
く
さ
ん
持
た

　
　

れ
て
い
る
方
が
、
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

　
　

す
。
な
の
で
、
み
な
さ
ん
の
話
を
引
き
続
き
聞
け

　
　

た
ら
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

音
楽
っ
て
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
不
思
議
で
、
ひ
と

　
　

り
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
歌
が
で
す
ね
、
誰
か

　
　

別
の
人
に
と
っ
て
も
と
て
も
大
事
な
歌
だ
っ
た
り

　
　

し
て
。
で
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
人
生

　
　

を
歩
ん
で
き
て
る
の
で
、
違
う
思
い
出
を
持
っ
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
よ
ね
。

　
　
　

た
と
え
ば
、
今
回
青
木
二
美
子
さ
ん
が
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た『
愛
燦
燦
』は
、実
は
以
前
、

　
　

６
号
棟
で
浪
江
町
ご
出
身
の
高
田
マ
ツ
イ
さ
ん
の

　
　

ご
自
宅
に
伺
っ
て
お
話
を
聞
い
た
際
も
、
『
愛
燦

　
　

燦
』
の
思
い
出
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

幾
十
に
も
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
積
み
重
な
っ
て
、

　
　

一
曲
の
歌
っ
て
存
在
し
て
る
ん
だ
な
と
、
改
め
て

　
　

感
じ
る
わ
け
で
す
。

　
　
　

下
神
白
団
地
に
は
た
く
さ
ん
の
方
々
が
住
ま
わ

　
　

れ
て
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
一
人
ひ
と
り
、
み
な

　
　

さ
ん
別
々
の
人
生
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
こ
ん
な
当

　
　

た
り
前
の
こ
と
を
、
僕
自
身
、
い
つ
も
一
人
ひ
と

　
　

り
の
お
声
を
聞
く
度
に
、
と
て
も
強
く
実
感
し
ま

　
　

す
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
に
な
っ
て
い
き
ま
す
ね
。

　
　

く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
ご
自
愛
い
た
だ
き
、
元
気
な

　
　

姿
で
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
け

　
　

た
ら
幸
い
で
す
。い
つ
も
通
り
、リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー

　
　

ド
を
挟
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
集
会
場
の
前
の
黄

　
　

色
い
ポ
ス
ト
、
あ
る
い
は
僕
ら
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

　
　

思
い
出
の
曲
を
書
い
て
、
直
接
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

そ
れ
で
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
６
集
、
こ

　
　

れ
に
て
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
届
け
し
た

　
　

の
は
、
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
と
榊 

裕
美
と
鈴
木
詩
織
で       

　
　

し
た
。
そ
れ
で
は
、
ま
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　
　

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白

　
　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
、

　
　

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ

　
　

の
C
D
で
は
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の

　
　

ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深
い

　
　

音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　

第
６
集
の
テ
ー
マ
は
「
歌
と
と
も
に
あ
る
人

　
　

生
」
。
下
神
白
団
地
に
住
ま
わ
れ
る
以
前
か
ら
歌

　
　

う
こ
と
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
方
も
、
こ
の
団
地

　
　

に
来
ら
れ
て
改
め
て
歌
う
こ
と
に
目
覚
め
た
方
も
、

　
　

言
葉
が
声
に
な
っ
て
、
そ
の
声
が
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

　
　

乗
っ
た
と
き
に
こ
そ
伝
わ
る
、
生
き
て
い
る
実
感
、

　
　

こ
れ
は
き
っ
と
歌
っ
て
い
る
ご
自
身
だ
け
で
な
く
、

　
　

ほ
か
の
誰
か
の
人
生
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る
の
で

　
　

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

今
回
は
３
号
棟
住
民
の
小
泉
い
み
子
さ
ん
、
そ

　
　

し
て
、
４
号
棟
住
民
の
青
木
二
美
子
さ
ん
、
６
号

　
　

棟
住
民
の
高
田
國
男
さ
ん
の
語
り
を
収
録
し
ま
し

　
　

た
。演
歌
か
ら
民
謡
、定
番
の
美
空
ひ
ば
り
や
都 

は

　
　

る
み
ま
で
、
ぜ
ひ
口
ず
さ
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
小
泉
い
み
子
さ
ん
で
す
。

　
　

い
み
子
さ
ん
と
い
え
ば
、
集
会
場
で
毎
週
水
曜
日

　
　

と
金
曜
日
の
午
前
に
開
か
れ
て
い
る
カ
ラ
オ
ケ
の

　
　

常
連
さ
ん
と
し
て
も
ご
活
躍
で
す
。
「
〝
歌
う
こ

　
　

と
〞
と
出
会
っ
て
人
生
が
変
わ
っ
た
、
い
ま
が
ま

　
　

さ
に
青
春
だ
よ
」
と
仰
る
い
み
子
さ
ん
。
初
め
て

　
　

人
前
で
歌
を
歌
っ
た
大
熊
町
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

　
　

つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
過
去
、
そ
し
て
数
々
の
避

　
　

難
所
や
仮
設
住
宅
を
回
ら
れ
て
た
ど
り
着
い
た
こ

　
　

の
下
神
白
団
地
で
の
旦
那
さ
ま
と
の
お
別
れ
、
そ

ど 

つ
き

歌とともにある人生



　
　

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
助
け
合
い
や
つ
な
が
り
、
こ
れ

　
　

ら
の
い
み
子
さ
ん
の
語
り
を
２
曲
の
歌
と
と
も
に

　
　

お
送
り
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

小
泉
い
み
子
さ
ん
の
初
舞
台

り
ん
ご　

い
み
子
さ
ん
は
い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
に

　
　

行
き
は
じ
め
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

こ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
移
っ
て
か
ら
。
「
カ

　
　

ラ
オ
ケ
や
っ
て
る
か
ら
出
て
き
な
」
っ
て
言
わ
れ

　
　

て
、
迎
え
に
来
て
も
ら
っ
て
。

り
ん
ご　

誰
か
に
誘
わ
れ
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

は
い
。
メ
ン
バ
ー
っ
て
い
う
か
親
方
だ
ね
、
早

　
　

く
言
う
と
ね
。

詩
織　

石
原
さ
ん
で
は
な
く
て
？

い
み
子　

そ
う
、
石
原
さ
ん
。

詩
織　

あ
あ
、石
原
さ
ん
。す
ご
い
ね
え
、
石
原
さ
ん
は
。

い
み
子　

で
、
た
ま
に
旅
行
に
も
誘
っ
て
く
れ
る
か
ら
。

　
　

そ
こ
で
ま
た
、
舞
台
に
出
て
歌
え
っ
て
言
わ
れ
た

　
　

こ
と
が
（
笑
）。

り
ん
ご　

本
当
に
歌
、
好
き
な
ん
で
す
ね
。

い
み
子　

も
う
迎
え
に
来
る
ん
だ
か
ら
。
だ
か
ら
、
出
た

　
　

も
の
を
ほ
と
ん
ど
食
っ
て
る
暇
ね
え
だ
。

り
ん
ご　

ず
っ
と
歌
っ
て
る
ん
だ
？

い
み
子　

私
、
今
日
カ
ラ
オ
ケ
だ
っ
て
い
う
と
き
は
こ
ん

　
　

に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
し
か
食
っ
て
い
か
な
い
か
ら
。

詩
織　

そ
う
な
の
？

り
ん
ご　

万
全
の
体
調
で
お
腹
を
整
え
て
。

い
み
子　

は
い
。

詩
織　

大
熊
に
い
る
と
き
は
、
歌
の
集
ま
り
と
か
に
参

　
　

加
し
た
こ
と
は
あ
る
の
？　

こ
う
い
う
サ
ー
ク
ル

　
　

み
た
い
な…

…

。

い
み
子　

歩
行
者
天
国
の
と
き
、
川
井
魚
屋
の
隣
の
舞
台

　
　

み
た
い
な
と
こ
ろ
で
一
回
歌
っ
た
こ
と
あ
る
。
参

　
　

加
賞
だ
っ
た
け
ど
（
笑
）。

り
ん
ご　

ち
な
み
に
何
を
歌
っ
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

都 

は
る
み
。

詩
織　

い
く
つ
の
と
き
？

い
み
子　

24
で
嫁
い
で
、
子
供
ら
も
大
き
く
な
っ
て
た
か

　
　

ら
、
も
う
還
暦
近
か
っ
た
か
な
。
初
め
て
舞
台
に

　
　

上
が
っ
て
（
笑
）。

詩
織　

ど
う
で
し
た
？

り
ん
ご　

誘
わ
れ
た
ん
で
す
か
？　

「
舞
台
に
出
て
み
な

　
　

い
？
」
っ
て
。

い
み
子　

川
井
さ
ん
の
選
挙
の
と
き
に
、
選
挙
の
車
に
い

　
　

て
い
い
声
し
て
た
か
ら
。
声
が
バ
ー
ッ
と
出
る
っ

　
　

て
い
う
あ
れ
で
。

詩
織　

い
み
子
さ
ん
、
通
る
声
し
て
ま
す
も
ん
ね
。

い
み
子　

声
が
で
か
く
て
困
る
。

詩
織　

い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

い
み
子　

あ
だ
名
つ
け
ら
れ
て
ね
。

詩
織　

何
て
？

い
み
子　

北
島
サ
ブ
子
っ
て
。

一
同　
（
笑
）。

詩
織　

じ
ゃ
あ
、
初
め
て
人
前
で
歌
っ
た
の
が
、
そ
の

　
　

…
…

。

り
ん
ご　

都 

は
る
み
の
、
何
て
曲
で
す
か
？

い
み
子　

あ
れ
は
な
ん
だ
っ
た
ろ
う
ね
。
『
ア
ン
コ
椿
は

　
　

恋
の
花
』
だ
っ
た
の
か
な
。
全
然
歌
に
な
っ
て
な

　
　

か
っ
た
。
そ
れ
で
悔
し
く
て
さ
、
次
の
水
曜
日
に

　
　

カ
ラ
オ
ケ
あ
る
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
だ
ね
。

り
ん
ご　

い
ま
は
い
っ
ぱ
い
歌
え
る
ね
。

い
み
子　

私
、
歌
ね
か
っ
た
ら
死
ん
で
る
の
、
い
つ
も
は
。

　
　

方
不
明
だ
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、
消
防
署
の
い
と

　
　

こ
が
そ
の
父
親
見
つ
け
て
、
天
栄
村
の
介
護
施
設

　
　

に
入
れ
た
か
ら
っ
て
連
絡
が
来
て
、
ふ
た
り
で
泊

　
　

ま
り
が
か
り
で
看
病
し
に
行
っ
て
た
の
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

大
変
だ
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

私
、
も
う
、
看
病
に
生
ま
れ
て
き
た
み
た
い
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

小
泉　

も
う
、
旦
那
亡
く
な
っ
た
と
き
は
歌
ど
こ
ろ
で

　
　

は
ね
か
っ
た
か
ら
。
一
番
や
っ
て
く
れ
た
の
が
、

　
　

小
野
田
さ
ん
だ
ね
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
？　

５
階
の
？

い
み
子　

う
ん
。
た
ま
に
迎
え
に
来
ら
れ
て
、
「
う
ち
に

　
　

来
て
」
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
し
て
、
「
カ
ラ
オ
ケ

　
　

出
す
か
ら
、
マ
イ
ク
で
歌
っ
て
」
な
ん
て
言
わ
れ

　
　

て
、
マ
イ
ク
の
持
ち
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も

　
　

ら
っ
た
。

詩
織　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。
小
野
田
の
父
ち
ゃ
ん
？

い
み
子　

そ
う
だ
よ
。
旦
那
が
倒
れ
た
と
き
、
救
急
車
を

　
　

呼
ん
で
く
れ
た
の
、
小
野
田
さ
ん
だ
か
ら
。

り
ん
ご　

あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

旦
那
が
い
る
と
き
に
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
き
て

　
　

い
い
か
な
と
言
っ
た
ら
、「
行
く
ん
な
ら
、
一
番

　
　

に
な
っ
て
こ
い
」
っ
て
。

詩
織　

あ
、
お
父
ち
ゃ
ん
に
そ
う
言
わ
れ
た
ん
だ
。

り
ん
ご　

す
ご
い
、
旦
那
さ
ん
も
。

い
み
子　

自
分
は
森 

進
一
の
歌
し
か
知
ら
ね
え
く
せ
に
、

　
　

歌
い
も
し
ね
え
で
よ
く
言
う
わ
っ
て
こ
こ
ろ
の
な

　
　

か
で
思
っ
て
た
け
ど
ね
。

　
　
　

あ
の
ね
、
『
夫
婦
春
秋
』
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
る

　
　

ん
だ
け
ど
、
私
、
『
だ
ん
な
様
』
っ
て
い
う
歌
は
、

　
　

旦
那
い
な
い
か
ら
歌
え
な
い
か
ら
勘
弁
し
て
く

　
　

れ
っ
て
。

詩
織　

あ
あ
、
そ
う
な
の
。

り
ん
ご　

カ
ラ
オ
ケ
で
も
。

い
み
子　

で
も
「
構
わ
ね
か
ら
ね
、
歌
っ
た
ほ
う
が
い
い

　
　

ん
だ
よ
」っ
て
言
う
か
ら
、『
宗
右
衛
門
町
』
だ
け

　
　

歌
っ
て
。「
さ
よ
う
な
ら
」
っ
て
い
う
と
こ
、
や
っ

　
　

ぱ
り
涙
が
出
て
、
顔
を
向
け
ら
ん
ね
な
か
っ
た
。

　
　
　
「
い
み
ち
ゃ
ん
は
い
ま
か
ら
青
春
な
ん
だ
か

　
　

ら
」
っ
て
会
津
の
人
も
来
て
言
っ
て
く
れ
て
。

　
　
「
い
み
ち
ゃ
ん
は
青
春
っ
て
い
つ
だ
っ
た
の
？
」
っ

　
　

て
言
う
か
ら
、
「
私
、
青
春
な
ん
て
わ
か
り
ま
せ

　
　

ん
」
っ
て
言
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、
「
熊
と
青
春

　
　

し
た
ん
だ
ね
」っ
て（
笑
）。
畑
い
も
を
起
こ
し
た

　
　

り
、
何
か
し
て
た
か
ら
。
牛
の
お
産
ま
で
や
っ

　
　

ち
ゃ
っ
て
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

本
当
に
何
で
も
や
っ
た
ん
だ
。

詩
織　

じ
ゃ
あ
ね
、
若
い
と
き
ね
、
た
く
さ
ん
苦
労
し

　
　

た
か
ら
、
い
ま
が
本
当
に
青
春
だ
ね
。

い
み
子　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
う
だ
、
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
私
た
ち
で
、

　
　

ア
サ
ダ
さ
ん
と
か
と
一
緒
に
東
京
で
音
楽
チ
ー
ム

　
　

を
つ
く
っ
て
る
ん
で
す
。

い
み
子　

な
ん
だ
か
ア
サ
ダ
さ
ん
、
来
ね
え
と
思
っ
た
よ
。

り
ん
ご　

い
ま
、
一
生
懸
命
バ
ン
ド
の
練
習
し
て
る
。

小
泉　

東
京
に
行
っ
て
る
っ
て
聞
い
た
か
ら
。

詩
織　

そ
う
な
の
。
い
み
子
さ
ん
に
会
い
た
が
っ
て
た
。

り
ん
ご　

今
度
、
い
ろ
ん
な
音
楽
の
練
習
を
し
て
ク
リ
ス

　
　

マ
ス
会
で
一
緒
に
歌
っ
て
も
ら
い
た
い
ん
だ
っ
て

　
　

言
っ
て
た
か
ら
。

詩
織　

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
と
き
に
ね
、
一
緒
に
歌
い
ま

　
　

し
ょ
う
。

い
み
子　

は
い
。

詩
織　

ア
サ
ダ
さ
ん
も
楽
し
み
に
し
て
ま
し
た
よ
。

い
み
子　

一
回
、
カ
ラ
オ
ケ
の
と
き
に
面
会
に
来
て
く
れ

　
　

て
。「
い
ま
、カ
ラ
オ
ケ
の
最
中
だ
か
ら
早
く
行
っ

　
　

て
歌
え
」
な
ん
て
言
わ
れ
て
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

小
泉
い
み
子
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
ア
サ
ダ
ワ

　
　

タ
ル
で
す
。
い
つ
も
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
お
世
話
に

　
　

な
っ
て
ま
す
。
そ
う
な
ん
で
す
、
ご
め
ん
な
さ
い

　
　

ね
。
取
材
を
り
ん
ご
さ
ん
と
詩
織
さ
ん
に
任
せ
て

　
　

し
ま
っ
て
。
僕
は
何
を
や
っ
て
た
か
と
言
う
と
で

　
　

す
ね
、
い
ま
、
こ
れ
、
後
ろ
に
流
れ
て
い
る
の
、

　
　

僕
ら
の
バ
ン
ド
の
生
演
奏
な
ん
で
す
ね
。

　
　
　
（『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
の
演
奏
が
流
れ
る
）

　
　
　

な
ん
と
、
東
京
で
、
下
神
白
団
地
の
み
な
さ
ん

　
　

の
思
い
出
の
曲
を
バ
ッ
ク
演
奏
す
る
バ
ン
ド
を
結

　
　

成
し
ま
し
た
！　

い
み
子
さ
ん
の
『
宗
右
衛
門
町

　
　

ブ
ル
ー
ス
』
も
こ
う
や
っ
て
ば
っ
ち
り
演
奏
し
て

　
　

ま
す
ん
で
ね
。
ま
だ
ま
だ
練
習
が
足
り
な
い
で
す

　
　

け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
ん
で
、

　
　

ぜ
ひ
、
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
歌
っ
て
く
だ
さ

　
　

い
ね
。
と
い
う
こ
と
で
、
い
み
子
さ
ん
、
ま
た
団

　
　

地
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　
　

ま
す
。

　
　
　

続
い
て
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
新
メ
ン
バ
ー

　
　

の
鈴
木
詩
織
さ
ん
に
つ
な
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

詩
織
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

歌
い
た
く
て
も
う
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ん

　
　

な
く
な
っ
て
ん
の
。
ご
飯
食
べ
る
よ
か
歌
っ
て
た

　
　

ほ
う
が
楽
な
の
。

り
ん
ご　

そ
ん
な
に
好
き
な
ん
だ
？

詩
織　

家
で
も
口
ず
さ
ん
だ
り
し
て
る
の
？

い
み
子　

う
ん
、
う
ん
。

り
ん
ご　

だ
い
ぶ
音
楽
が
あ
る
生
活
で
変
わ
っ
た
ん
で
す

　
　

ね
。

　
　
　
（
都 

は
る
み
『
ア
ン
コ
椿
は
恋
の
花
』
が
流
れ

　
　

る
）

　
エ
ピ
ソ
ー
ド
２

小
泉
い
み
子
さ
ん
の
嫁
入
り

詩
織　

い
み
子
さ
ん
は
、
生
ま
れ
は
ど
こ
な
の
？

い
み
子　

原
町
。

詩
織　

あ
、
原
町
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

そ
こ
か
ら
お
嫁
に
来
て
、
大
熊
に
来
て
。

い
み
子　

う
ん
。
つ
ら
い
思
い
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
い

　
　

ま
一
番
青
春
だ
よ
っ
て
言
わ
れ
て
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

大
熊
に
い
た
と
き
は
だ
い
ぶ
苦
労
し
た
ん
で
す

　
　

ね
、
そ
し
た
ら
。

い
み
子　

は
い
。
も
う
、
子
供
お
ぶ
っ
て
、
田
ん
ぼ
の
田

　
　

車
押
し
た
り
。

詩
織　

農
家
さ
ん
だ
っ
た
の
？　

嫁
ぎ
先
は
。

い
み
子　

う
ん
。
24
歳
で
来
て
、
地
獄
に
落
と
さ
れ
て
、

　
　

そ
れ
か
ら
這
い
上
が
っ
て
き
た
、
ひ
と
り
で
。

り
ん
ご　

本
当
に
働
き
詰
め
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

い
み
子　

昔
は
ほ
ら
、
味
噌
豆
つ
く
っ
て
い
た
か
ら
。

詩
織　

あ
、
味
噌
豆
つ
く
っ
て
た
ん
だ
。

い
み
子　

う
ん
、
そ
れ
を
引
っ
こ
抜
い
て
、
束
ね
て
、
そ

　
　

れ
で
足
踏
み
で
運
ん
で
き
て
ギ
ー
コ
ギ
ー
コ
踏
ん

　
　

だ
り
。
昔
は
電
気
釜
と
か
そ
ん
な
の
ね
か
っ
た
か

　
　

ら
失
敗
し
て
な
、
怒
ら
れ
て
。

り
ん
ご　

お
姑
さ
ん
に
？　

厳
し
か
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

そ
ん
な
や
っ
た
こ
と
な
い
の
を
、
全
部
覚
え
な

　
　

く
ち
ゃ
な
ん
だ
も
ん
ね
。
そ
れ
で
わ
か
ん
な
い
か

　
　

ら
、
「
ど
う
や
っ
て
や
る
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞

　
　

く
と
、「
人
の
や
っ
て
る
こ
と
を
見
て
覚
え
ろ
」っ

　
　

て
怒
ら
れ
て
。
だ
か
ら
農
家
に
な
る
の
が
嫌
で
、

　
　

長
男
の
嫁
に
来
れ
ば
必
ず
苦
労
す
っ
か
ら
。
そ
れ

　
　

が
わ
か
っ
て
っ
か
ら
来
た
く
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、

　
　

す
で
に
父
親
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
。

詩
織　

早
か
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

51
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

詩
織　

早
い
ね
。
旦
那
さ
ん
と
は
お
見
合
い
結
婚
だ
っ

　
　

た
の
？

い
み
子　

お
見
合
い
の
お
見
合
い
だ
よ
。

詩
織　

お
見
合
い
の
お
見
合
い
だ
っ
た
の
。

い
み
子　

恋
愛
と
か
で
ね
え
よ
。

詩
織　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

い
み
子　

相
手
の
気
持
ち
も
わ
か
ん
な
い
で
、
私
、
大
熊

　
　

な
ん
て
名
前
聞
い
た
だ
け
で
熊
出
る
と
思
っ
て
。

一
同　
（
笑
）。　

い
み
子　

高
校
の
試
験
は
受
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ

　
　

り
実
家
は
金
ね
か
っ
た
か
ら
、
私
が
犠
牲
に
な
っ

　
　

て
働
い
て
、
金
貯
め
て
。
私
、
花
嫁
修
業
と
し
て

　
　

編
み
物
と
生
花
と
習
っ
て
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、

　
　

免
許
明
日
来
る
か
ら
っ
て
言
わ
れ
た
日
に
、
も
う

　
　

結
婚
決
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
。

り
ん
ご　

決
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
、
困
っ
た
。

い
み
子　

そ
し
た
ら
、
そ
の
実
家
の
働
い
て
る
人
が

　
　

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
見
に
来
た
ん
で
す
よ
、
私
の
こ
と
。

　
　

わ
か
っ
て
た
ん
で
す
。
私
も
先
生
に
「
10
人
ぐ
ら

　
　

い
生
徒
く
れ
っ
か
ら
、
一
か
ら
十
ま
で
教
え
て

　
　

や
っ
て
く
れ
な
い
か
」
っ
て
言
わ
れ
て
教
え
て
た

　
　

か
ら
。
そ
し
た
ら
、
も
う
結
婚
決
ま
っ
た
と
思
っ

　
　

て
、
編
み
物
の
機
械
も
持
っ
て
行
か
れ
っ
か
と

　
　

思
っ
た
ら
、
亡
く
な
っ
た
お
や
じ
が
み
ん
な
燃
や

　
　

し
ち
ゃ
っ
た
の
。

詩
織　

燃
や
し
ち
ゃ
っ
た
の
？

り
ん
ご　

厳
し
い…

…

。
青
春
時
代
は
本
当
に
つ
ら
か
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
け
ど
、
い
ま
は
だ
い
ぶ
楽
し
い
こ
と

　
　

が
た
く
さ
ん
。

い
み
子　

だ
い
ぶ
。
楽
し
い
こ
と
も
あ
る
し
、
つ
ら
い
こ

　
　

と
も
あ
る
し
。
で
も
ほ
ら
、
集
会
場
に
行
け
ば
お

　
　

茶
会
で
も
な
ん
で
も
あ
る
か
ら
ね
。

詩
織　

い
ま
の
十
八
番
は
な
ん
で
す
か
？

い
み
子　
『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
。

　
　
　
（
小
泉
い
み
子
さ
ん
の
歌
う
『
宗
右
衛
門
町
ブ

　
　

ル
ー
ス
』
が
流
れ
、
続
い
て
平
和
勝
次
と
ダ
ー
ク

　
　

ホ
ー
ス
『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

小
泉
い
み
子
さ
ん
の
別
れ
と
青
春

詩
織　

い
み
子
さ
ん
は
、
こ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
来

　
　

る
前
は
ど
こ
に
い
た
の
？　

避
難
し
て
る
と
き
。

い
み
子　

三
春
の
体
育
館
に
い
た
の
。
三
春
か
ら
バ
ス
で

　
　

裏
磐
梯
に
２
年
間
い
て
。

詩
織　

あ
あ
、
２
年
も
い
た
ん
だ
。

い
み
子　

そ
し
て
今
度
は
東
山
温
泉
の
ボ
ロ
い
宿
に
入
れ

　
　

ら
れ
て
。で
、こ
こ
が
で
き
る
っ
て
い
う
ん
で
移
っ

　
　

て
き
た
。

　
　
　

う
ち
の
実
家
っ
て
ね
、
お
父
さ
ん
の
父
親
、
行

　
　

と
か
し
た
と
き
に
？

高
田　

あ
と
は
、
家
を
建
て
て
る
『
土
搗
唄
』
っ
て
い

　
　

う
や
つ
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
歌
が
あ
っ
た
ね
。

高
田　

そ
れ
で
『
土
搗
唄
』
は
あ
ち
こ
ち
し
か
わ
か
ん

　
　

な
く
て
や
め
た
。
俺
の
家
内
は
よ
く
歌
っ
て
や
る
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ん
が
よ
く
歌
わ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

高
田　

か
か
さ
ま
は
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
歌
っ
た
。
そ

　
　

い
つ
に
引
っ
張
ら
れ
て
俺
も
覚
え
て
た
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

み
ん
な
、
作
業
を
し
な
が
ら
歌
う
？

高
田　

う
ん
。
だ
か
ら
、
原
田
直
之
さ
ん
の
歌
い
方
と

　
　

俺
と
は
違
う
よ
。
『
相
馬
流
れ
山
』
で
も
何
で
も
。

　
　
（
『
相
馬
流
れ
山
』
を
歌
う
）
こ
う
い
う
や
つ
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
す
ご
い
。
な
ん
か
感
動
し
て
し
ま
い
ま

　
　

し
た
。
い
や
、
す
ご
い
で
す
ね
、
本
当
。

高
田　

い
や
、
や
っ
ぱ
り
、
歌
う
ぐ
ら
い
。

ア
サ
ダ　

ね
え
。
手
も
こ
う
や
っ
て
マ
イ
ム
を
ね
。

高
田　

そ
う
。
ほ
ん
で
も
、
歌
、
つ
ぶ
れ
て
た
ん
だ
よ
、

　
　

踊
り
で
つ
ぶ
れ
ち
ゃ
う
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す

　
　

ね
。
そ
う
い
う
の
っ
て
。

高
田　

そ
う
。
み
ん
な
、
お
や
じ
の
聞
き
覚
え
。
誰
に

　
　

教
わ
っ
た
わ
け
で
な
い
か
ら
。
楽
譜
に
あ
ら
わ
せ

　
　

ね
え
ん
だ
も
の
。

ア
サ
ダ　

楽
譜
に
出
な
い
、
う
ん
。

高
田　

だ
か
ら
、
と
に
か
く
歌
、
聴
い
た
よ
う
に
歌
っ

　
　

て
や
ん
な
い
か
ね
ん
だ
、
歌
う
と
き
は
。

ア
サ
ダ　

耳
で
覚
え
な
い
と
い
け
な
い
よ
ね
。

高
田　

譜
面
通
り
に
や
っ
た
ら
ギ
ク
ギ
ク
に
な
っ
ち
ゃ

　
　

う
ん
だ
。
聴
き
づ
ら
い
の
、
お
も
し
ろ
く
な
い
。

ア
サ
ダ　

確
か
に
。

高
田　

だ
か
ら
、
民
謡
は
な
か
な
か
難
し
い
ん
だ
。
そ

　
　

の
人
そ
の
人
の
特
徴
が
入
る
か
ら
。
誰
に
教
わ
っ

　
　

た
わ
け
で
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
や
っ
て
親
子
か
ら
通
じ
て
覚
え
て
い
く
ん

　
　

で
す
ね
。

高
田　

だ
か
ら
、
民
謡
は
お
も
し
ろ
い
な
。

ア
サ
ダ　

ね
、
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

高
田　

福
島
に
い
る
と
き
に
は
民
謡
ク
ラ
ブ
っ
て
い
う

　
　

の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
や
っ
て
た
ん
だ
。
こ
っ
ち

　
　

に
来
て
か
ら
は
そ
ん
な
の
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

確
か
に
下
神
白
で
は
、
民
謡
は
ね
。
で
も
、
だ

　
　

ん
だ
ん
そ
う
や
っ
て
聞
き
覚
え
す
る
文
化
っ
て
な

　
　

く
な
っ
て
き
て
ま
す
か
ね
？

高
田　

あ
あ
、
な
く
な
っ
て
き
た
な
。
い
や
、
こ
れ
が

　
　

当
た
り
前
だ
け
ど
な
。
生
き
る
限
り
に
は
み
ん
な
、

　
　

な
く
な
る
の
当
た
り
前
だ
か
ら
。

　
　
（
原
田
直
之
『
相
馬
流
れ
山
』
が
流
れ
る
）

 

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

高
田
國
男
さ
ん
の
戦
後
と
人
と
の
つ
な
が
り

高
田　

二
十
歳
頃
に
な
っ
て
、
終
戦
後
、
ア
コ
ー
デ
ィ

　
　

オ
ン
が
流
行
っ
た
か
ら
、
安
い
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

　
　

を
買
っ
て
歌
っ
た
り
し
て
た
。
ギ
タ
ー
は
駄
目

　
　

だ
っ
た
ん
だ
よ
。
ど
う
も
ギ
タ
ー
は
向
か
な
か
っ

　
　

た
な
あ
。
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
）
押
せ
ば
そ
の

　
　

音
程
が
出
る
か
ら
よ
。
ギ
タ
ー
は
そ
う
は
い
か
な

　
　

い
、
難
し
い
。

ア
サ
ダ　

お
仕
事
は
ず
っ
と
船
を
つ
く
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
？

高
田　

そ
う
。
戦
時
中
だ
か
ら
ね
。
俺
、
16
の
年
か
ら

　
　

だ
か
ら
。
戦
争
に
な
っ
て
食
糧
不
足
の
頃
だ
か
ら
、

　
　

や
っ
ぱ
り
北
洋
用
、
何
用
っ
て
、
船
が
要
っ
た
か

　
　

ら
。
そ
し
て
、
年
季
が
明
け
て
、
そ
れ
か
ら
終
戦

　
　

に
な
っ
て
東
京
に
出
て
行
っ
て
。

ア
サ
ダ　

東
京
に
出
ら
れ
て
た
ん
で
す
ね
。

高
田　

日
暮
里
の
あ
た
り
で
、
い
ま
は
な
、
せ
く
せ
く

　
　

し
て
ア
パ
ー
ト
に
入
る
け
れ
ど
も
、
当
時
は
ア

　
　

パ
ー
ト
な
ん
か
な
い
か
ら
、
も
う
そ
の
辺
の
木
っ

　
　

端
を
集
め
て
、
も
の
ご
い
の
小
屋
み
た
い
な
の
を

　
　

こ
し
ら
え
て
、
そ
の
な
か
で
米
を
持
っ
て
行
っ
て
、

　
　

米
炊
き
し
て
や
っ
て
た
な
。

　
　
　

い
ろ
ん
な
方
に
お
世
話
に
な
っ
て
現
在
が
あ
る

　
　

ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
の
当
時
の
方
た
ち
は
み
ん
な
、

　
　

こ
の
世
さ
、
い
な
い
は
ず
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
の
小
屋
っ
て
い
う
か
、
バ
ラ
ッ
ク
み
た
い
な

　
　

も
の
を
建
て
た
と
き
っ
て
い
う
の
は
、
東
京
は
、

　
　

ま
だ
焼
け
野
原
だ
っ
た
頃
？

高
田　

そ
う
そ
う
。
東
京
は
焼
け
野
原
な
ん
で
、
初
め

　
　

て
行
っ
て
、
秋
葉
原
に
行
っ
て
、
乗
り
換
え
し
て
、

　
　

そ
し
て
京
王
線
で
成
田
の
あ
た
り
に
行
っ
て
、
京

　
　

王
線
は
土
手
の
上
を
走
っ
て
い
る
か
ら
、
も
う
見

　
　

渡
す
限
り
焼
け
野
原
。
そ
し
て
、
き
れ
い
な
お
姉

　
　

ち
ゃ
ん
た
ち
が
掘
っ
建
て
小
屋
か
ら
出
て
く
る
ん

　
　

だ
か
ら
。
ま
だ
ア
パ
ー
ト
な
ん
か
な
か
っ
た
ん
だ

　
　

か
ら
。
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
、
見
合
い
で
結
婚
さ
れ
た
？

高
田　

い
や
、
恋
愛
だ
よ
。
昭
和
25
年
に
恋
愛
を
や
っ

　
　

た
ん
だ
。
３
年
付
き
合
っ
て
、
だ
け
ど
亡
く
な
っ

　
　

た
母
さ
ん
と
は
な
ん
ぼ
喧
嘩
し
た
か
。
そ
れ
で
、

　
　

い
ま
は
こ
ん
な
だ
け
ど
、
昔
は
気
早
か
っ
た
か
ら

　
　

バ
ー
ン
な
ん
て
、
お
前
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
激
し
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

高
田　
（
母
さ
ん
は
）
い
つ
の
間
に
か
見
え
な
く
な
っ

　
　

ち
ゃ
っ
た
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

高
田
國
男
さ
ん
が
語
る
歌
詞
の
大
切
さ

詩
織　

次
は
、
下
神
白
団
地
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
の
最

　
　

高
齢
者
で
あ
ろ
う
こ
の
方
、
６
号
棟
に
お
住
ま
い

　
　

の
高
田
國
男
さ
ん
で
す
。
「
口
は
顔
の
ほ
こ
ろ
び

　
　

で
ね
え
」
と
は
、
高
田
さ
ん
が
仰
ら
れ
た
言
葉
で

　
　

す
。
「
話
は
聞
く
べ
し
。
話
は
す
る
べ
し
。
黙
っ

　
　

て
い
て
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
ま
ず
は
話
を
す
る

　
　

べ
き
だ
」
と
。

　
　
　

自
分
の
感
情
を
言
葉
で
発
信
す
る
の
っ
て
な
か

　
　

な
か
難
し
い
で
す
が
、
人
に
思
い
を
伝
え
ら
れ
る

　
　

一
番
の
手
段
は
言
葉
で
す
よ
ね
。
し
ゃ
べ
っ
て
み

　
　

た
ら
案
外
、「
あ
ら
、
あ
の
人
も
同
じ
こ
と
を
思
っ

　
　

て
た
ん
だ
」
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ

　
　

ん
な
素
敵
な
名
言
を
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
高
田
さ

　
　

ん
。
歌
の
歌
詞
を
と
て
も
大
切
に
し
て
お
り
、
歌

　
　

詞
を
解
釈
し
て
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
そ
う
で
す
。

　
　
　

こ
の
あ
と
、
高
田
さ
ん
は
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の

　
　
『
裏
町
酒
場
』
の
歌
詞
の
解
釈
を
し
て
く
だ
さ
っ

　
　

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
解
釈
を

　
　

し
ま
す
か
？　

ま
ず
は
高
田
さ
ん
の
歌
へ
対
す
る

　
　

思
い
や
、
歌
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
人
生
を
聞
い

　
　

て
み
ま
し
ょ
う
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
、
昨
日
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
ら
っ

　
　

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？

高
田　

う
ん
、
行
っ
て
み
た
。

ア
サ
ダ　

さ
っ
き
カ
フ
ェ
に
行
っ
た
と
き
に
、
「
高
田
さ

　
　

ん
、
昨
日
カ
ラ
オ
ケ
来
て
た
よ
」
っ
て
言
っ
て
る

　
　

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

高
田　

駄
目
だ
、
喉
悪
く
て
駄
目
だ
わ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
で
す
か
。
声
が
出
な
い
？

高
田　

昨
日
や
っ
て
み
た
け
っ
ど
も
、
自
信
が
な
く

　
　

な
っ
た
。
ガ
ラ
ガ
ラ
で
駄
目
だ
。
病
院
で
は
バ
ン

　
　

バ
ン
と
歌
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
。
な
ん
だ
か
こ
っ

　
　

ち
来
た
ら
駄
目
だ
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
声
が
出
な
く
な
っ
て
く
る
？

高
田　

だ
か
ら
、
喉
が
悪
く
な
っ
た
な
。
年
の
せ
い
か
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
歌
謡
曲
っ
て
い
う
か
、
演
歌
も
民

　
　

謡
も
聴
き
ま
す
よ
ね
、
い
ろ
い
ろ
。

高
田　

ま
あ
、
聞
き
覚
え
だ
か
ら
。
別
に
教
わ
っ
た
わ

　
　

け
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
昨
日
は
、
ひ
ば
り
の
酒

　
　

場
の
歌…

…

。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
の
？

高
田　

う
ん
。
あ
れ
を
歌
っ
て
や
ろ
う
か
と
思
っ
た
ら
、

　
　

駄
目
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

カ
ラ
オ
ケ
に
入
っ
て
な
か
っ
た
？

高
田　

い
や
、
歌
う
順
番
が
来
な
か
っ
た
。

詩
織　

あ
〜
残
念
。

ア
サ
ダ　

人
が
結
構
多
い
で
す
も
ん
ね
。

高
田　

時
間
切
れ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
だ
か
ら
あ
あ
い

　
　

う
歌
の
席
で
な
、
美
空
ひ
ば
り
を
歌
っ
た
の
は

　
　

ず
っ
と
前
の
や
つ
で
、
や
っ
ぱ
り
酒
場
だ
け
ん
と

　
　

も
、
あ
れ
、
何
て
言
っ
た
っ
け
な
。

詩
織　

『
裏
町
酒
場
』
で
す
か
ね
？

高
田　

あ
あ
、
『
裏
町
酒
場
』
。
「
あ
〜
め
に
濡
れ
て

　
　

る
ー　

赤
い
灯
が
ー
」
っ
て
。

　
　
　
（
高
田
國
男
さ
ん
の
歌
う
『
裏
町
酒
場
』
が
流

　
　

れ
る
）

高
田　

歌
詞
は
、
は
っ
き
り
と
歌
い
な
さ
い
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
も
、
確
か
に
。

高
田　

そ
れ
が
歌
謡
曲
の
い
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
。
そ
れ

　
　

に
メ
ロ
デ
ィ
ー
。
と
こ
ろ
が
、
西
洋
の
歌
の
場
合

　
　

は
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
先
行
し
て
、
歌
詞
が
は
っ
き
り

　
　

し
な
い
か
ら
、
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
「
歌
謡
曲
」
っ
て
い
う
名
前
だ
か
ら
、
メ
ロ

　
　

デ
ィ
ー
だ
け
で
は
な
い
ん
だ
よ
な
。
そ
う
す
る
と
、

　
　

聴
く
人
聴
く
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
も
う
思
い
出
す
こ

　
　

と
が
あ
る
わ
け
だ
。

　
　
　

い
ま
歌
っ
た
、
ひ
ば
り
さ
ん
が
歌
っ
た
『
裏
町

　
　

酒
場
』
。
こ
れ
は
歌
詞
通
り
、
小
暗
く
な
っ
て
雨

　
　

に
濡
れ
た
あ
ん
ど
ん
が
見
え
る
な
っ
て
い
う
よ
う

　
　

な
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
聴
く
人
は

　
　

そ
れ
ぞ
れ
に
解
釈
す
る
わ
け
。
だ
か
ら
、
い
い
と

　
　

こ
ろ
が
あ
る
。
自
分
の
人
生
と
重
ね
合
わ
せ
て
聴

　
　

い
た
り
な
ん
か
す
る
わ
け
だ
。

　
　
　
（
美
空
ひ
ば
り
『
裏
町
酒
場
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

高
田
國
男
さ
ん
が
聞
き
覚
え
た
民
謡 

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
ご
家
族
も
歌
、
好
き
だ
っ
た
ん
で

　
　

す
か
？　

た
と
え
ば
お
父
さ
ま
と
お
母
さ
ま
や
奥

　
　

さ
ま
と
か
。

高
田　

い
や
、
俺
の
お
や
じ
は
明
治
の
人
だ
か
ら
、
い

　
　

ま
の
よ
う
な
歌
謡
曲
な
ん
て
な
か
っ
た
か
ら
ね
、

　
　

歌
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
民
謡
を
よ
く
。
『
相
馬
二

　
　

遍
返
し
』
で
も
『
流
れ
山
』
で
も
、
み
ん
な
お
や

　
　

じ
の
聞
き
覚
え
だ
。

　
　
　
『
田
植
え
唄
』
っ
て
い
う
の
が
あ
ん
だ
な
。
歌

　
　

詞
覚
え
て
ら
れ
な
く
て
、
歌
え
な
い
け
ど
ね
。
い

　
　

ま
、
こ
の
踊
り
を
や
ら
な
い
か
ら
、
津
波
で
流
れ

　
　

ち
ゃ
っ
て
。
部
落
の
若
い
連
中
が
よ
く
田
植
え
の

　
　

と
き
に
や
っ
た
も
ん
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　
『
田
植
え
唄
』
と
か
田
植
え
踊
り
と
か
。
収
穫

　
　

た
っ
ち
ゅ
う
感
じ
み
た
い
な
。
う
ち
の
兄
貴
は
兵

　
　

隊
に
行
っ
て
、
今
度
、
終
戦
に
な
っ
た
か
ら
な
ん

　
　

て
馬
を
一
台
も
ら
っ
て
、
そ
い
つ
に
乗
っ
て
き
た

　
　

ん
だ
、
自
分
の
う
ち
ま
で
。

　
　
　

そ
ん
な
感
じ
で
、
あ
と
兄
貴
ら
は
家
に
い
る
か

　
　

ら
、
今
度
私
は
い
て
も
い
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
。

　
　

で
、
今
度
お
じ
さ
ん
、
母
親
の
き
ょ
う
だ
い
が
船

　
　

引
の
ま
ち
の
川
端
で
橋
本
屋
旅
館
っ
て
い
う
旅
館

　
　

を
や
っ
て
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
れ
で
た
だ
も
い
ら
れ
ね
え
か
ら
、
旅
館
手

　
　

伝
っ
て
こ
い
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
の
旅
館
に
行
っ

　
　

て
手
伝
っ
て
た
ん
だ
。
そ
れ
で
手
伝
っ
て
る
う
ち

　
　

に
、
今
度
、
そ
の
お
じ
さ
ん
だ
っ
て
そ
ん
な
に
お

　
　

金
ね
え
べ
、
給
料
も
く
ん
な
ね
べ
し
な
。
そ
れ
で
、

　
　

浪
江
に
。
浪
江
は
わ
か
り
ま
す
？

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
。

青
木　

浪
江
に
昔
、
東
邦
レ
ー
ヨ
ン
っ
て
い
う
会
社
が

　
　

あ
っ
た
ん
だ
、
糸
引
き
会
社
な
。
製
糸
場
か
。
そ

　
　

こ
で
働
い
た
ん
だ
。
そ
れ
で
、
う
ち
の
お
じ
さ
ん

　
　

の
す
ぐ
前
さ
お
茶
屋
さ
ん
が
あ
っ
た
の
。
そ
の
お

　
　

茶
屋
さ
ん
は
私
が
生
ま
れ
た
う
ち
の
、
す
ぐ
下
の

　
　

う
ち
の
息
子
さ
ん
だ
っ
た
の
よ
。
そ
の
息
子
さ
ん

　
　

は
製
糸
場
の
セ
ー
ル
ス
を
や
っ
て
た
わ
け
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
営
業
屋
さ
ん
か
。

青
木　

う
ん
う
ん
。
「
こ
う
い
う
人
に
世
話
に
な
っ
て

　
　

て
も
し
ょ
う
も
ね
え
べ
、
自
分
で
独
立
し
た
ら
い

　
　

い
ん
で
な
い
の
」
っ
て
言
っ
て
、
５
、
６
人
で
来

　
　

た
っ
た
か
、
み
ん
な
で
浪
江
に
来
て
、
製
糸
場
で

　
　

働
い
て
た
の
。
そ
の
う
ち
に
製
糸
場
で
働
い
て
る

　
　

う
ち
に
結
婚
し
た
の
。
で
、
浪
江
の
人
に
な
っ
た

　
　

の
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
社
内
結
婚
？

青
木　

違
う
、
違
う
。
そ
こ
さ
、
浪
江
の
部
落
の
女
の

　
　

子
が
そ
の
製
糸
場
に
来
て
た
か
ら
、
そ
の
女
の
子

　
　

の
う
ち
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
遊
び
に
行
っ
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
し
た
ら
、
そ
の
子
の
母
親
が
、
う
ん
と
世
話

　
　

好
き
で
、
旦
那
の
兄
貴
は
兵
隊
に
行
っ
て
、
ソ
連

　
　

の
ほ
う
さ
連
れ
て
行
か
れ
た
と
か
な
ん
つ
っ
て
、

　
　

長
男
い
な
く
な
っ
た
か
ら
嫁
さ
ま
に
来
な
い
か
っ

　
　

て
、
そ
れ
で
、
結
婚
し
た
わ
け
な
の
ね
。
結
婚
し

　
　

た
ん
だ
か
わ
か
ん
な
い
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
、

　
　

籍
を
持
っ
て
き
て
、
あ
れ
し
て
、
わ
か
ん
な
い
ん

　
　

だ
よ
。

ア
サ
ダ　

わ
か
ん
な
い
ん
だ
。
も
う
結
婚
し
た
こ
と
に

　
　

な
っ
た
み
た
い
な
？

青
木　

う
ん
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
、
仲
人
は
昔
、
商
売

　
　

や
っ
て
売
っ
て
歩
い
て
た
ん
か
な
。
で
、
よ
く
私

　
　

の
う
ち
わ
か
っ
た
べ
な
ん
て
思
う
ぐ
ら
い
に
、
い

　
　

つ
の
間
に
か
籍
持
っ
て
て
き
た
ん
だ
べ
な
。
私
も

　
　

よ
う
そ
う
い
う
の
、
わ
か
ん
ね
え
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
で
す
ね
。
本
当
、
昔
の
そ
う
い
う
話
は
。

青
木　

う
ん
。
そ
う
い
う
の
す
ご
い
よ
、
昔
は
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
仕
込
ま
れ
て
る
ね
。

青
木　

で
き
る
ん
だ
か
ら
、
そ
ん
な
の
持
っ
て
歩
っ
て
。

　
　

私
も
驚
い
て
る
。
い
つ
こ
う
な
っ
て
、
い
つ
こ
う

　
　

な
っ
た
ん
だ
か
い
う
て
。
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き

　
　

の
儀
式
あ
っ
ぺ
よ
？　

成
人
式
は
、
嫁
に
な
っ
て

　
　

か
ら
成
人
式
の
通
知
が
来
た
の
、
浪
江
の
ね
。

ア
サ
ダ　

先
に
嫁
入
り
し
た
ん
だ
ね
。

青
木　

来
た
来
た
。
そ
れ
で
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
う

　
　

ち
に
子
供
で
き
た
べ
。
で
、
子
供
で
き
た
け
れ
ど

　
　

も
、
長
男
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
す
ぐ
そ
ば
に
親
が

　
　

い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

親
っ
て
い
う
の
は
姑
さ
ん
？

青
木　

姑
さ
ん
。
姑
さ
ん
い
た
け
ど
、
ど
っ
ち
み
ち
長

　
　

男
で
は
ね
え
わ
け
だ
か
ら
、
な
ん
ぼ
亡
く
な
っ

　
　

た
っ
て
言
っ
て
も
な
。
だ
か
ら
、
そ
の
脇
さ
、
私

　
　

が
も
う
早
く
う
ち
つ
く
っ
た
ん
だ
。
う
ち
の
旦
那

　
　

は
製
材
所
に
勤
め
て
た
か
ら
、
前
借
り
で
も
な
ん

　
　

で
も
で
き
た
わ
け
よ
、
材
料
を
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
ね
、
確
か
に
家
を
建
て
る
に
は
も
う

　
　

抜
群
の
会
社
だ
な
、
製
材
所
だ
っ
た
ら
（
笑
）。

青
木　

で
、
ち
っ
ち
ゃ
い
、
本
当
１
間
で
10
畳
間
ぐ
ら

　
　

い
の
う
ち
を
つ
く
っ
て
、
私
ら
は
私
ら
で
生
活
し

　
　

て
た
の
。
製
糸
場
が
、
今
度
だ
ん
だ
ん
終
わ
っ
て
、

　
　

仕
事
が
変
わ
っ
て
き
て
、
浪
江
に
あ
れ
が
で
き
た

　
　

の
わ
か
る
か
な
、
バ
ッ
ジ
工
場
。
浪
江
製
作
所
っ

　
　

て
い
う
と
、
み
ん
な
浪
江
の
人
わ
か
る
ん
じ
ゃ
ね

　
　

え
か
な
、
あ
そ
こ
ら
辺
は
ね
。
帽
子
の
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
帽
子
の
ね
。

青
木　

そ
れ
か
ら
、あ
と
は
学
生
の
ボ
タ
ン
、洋
服
の
ボ

　
　

タ
ン
と
か
ね
。
そ
う
い
う
の
を
つ
く
っ
て
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
、
学
章
み
た
い
な
や
つ
ね
。

青
木　

や
っ
て
る
う
ち
に
、
私
も
シ
ン
ナ
ー
を
使
う
か

　
　

ら
手
が
荒
れ
て
き
た
の
ね
。
手
、
あ
ん
ま
り
荒
れ

　
　

て
き
て
困
っ
た
な
と
思
っ
て
た
ら
、
う
ち
の
旦
那

　
　

の
妹
は
、
昔
は
県
立
病
院
っ
て
あ
っ
た
ん
だ
、
大

　
　

熊
さ
。
大
熊
の
脳
病
院
っ
て
い
う
の
。

ア
サ
ダ　

昔
は
脳
病
院
っ
て
言
っ
た
ん
だ
。
い
ま
の
精
神

　
　

科
病
棟
だ
ね
。

青
木　

精
神
病
院
だ
な
。

ア
サ
ダ　

看
護
師
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
た
の
？

青
木　

看
護
婦
で
な
い
け
ど
、
雑
主
婦
っ
て
い
う
ね
、

　
　

い
ろ
い
ろ
用
を
足
し
て
、
看
護
婦
さ
ん
の
お
手
伝

　
　

い
。
何
年
働
い
た
か
っ
て
い
う
と
、
本
当
に
忘
れ

　
　

ち
ゃ
っ
た
わ
、
も
う
。

81 80

　
　
「
さ
あ
、
ど
こ
い
っ
た
？
」
と
思
っ
た
ら
横
須
賀

　
　

の
ほ
う
ま
で
行
っ
ち
ゃ
っ
た
。
姉
さ
ま
の
と
こ
。

　
　

で
、
迎
え
に
行
っ
て
。
仲
良
い
か
ら
喧
嘩
す
る
ん

　
　

だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ま
と
は
同
じ
ふ
る
さ
と
？

高
田　

そ
う
、
俺
の
家
内
は
い
ま
の
楢
葉
だ
か
ら
。
あ

　
　

る
一
定
の
時
点
で
や
っ
ぱ
り
妥
協
す
る
。
そ
う
い

　
　

う
、
い
ろ
い
ろ
で
も
っ
て
か
な
い
と
。
子
供
が
見

　
　

て
る
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
。

高
田　

子
供
は
口
を
利
か
な
い
だ
け
で
見
て
ん
だ
か
ら

　
　

な
。
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
ど
っ
ち

　
　

が
悪
い
か
。
だ
か
ら
、
あ
ん
ま
り
下
手
な
こ
と
は

　
　

で
き
な
い
ん
だ
よ
。
経
験
し
て
言
っ
て
る
ん
だ
か

　
　

ら
。
経
験
し
な
い
で
言
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん

　
　

だ
ぞ
。
み
ん
な
経
験
し
て
る
ん
だ
。
だ
か
ら
、
こ

　
　

う
い
う
大
勢
の
と
こ
ろ
に
入
っ
た
っ
て
、
ど
こ

　
　

行
っ
た
っ
て
、
み
ん
な
も
う
、
ど
こ
の
人
で
も
合

　
　

わ
せ
て
い
く
。

　
　
　

世
の
な
か
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
今
日
、
み
ん
な

　
　

が
来
て
、
こ
う
し
て
来
て
く
れ
る
だ
け
で
も
あ
り

　
　

が
て
え
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、

　
　

本
当
に
、
僕
ら
の
ほ
う
こ
そ
。

高
田　
「
あ
そ
こ
は
駄
目
だ
、
寄
ん
ね
え
べ
」
な
ん
て

　
　

言
わ
れ
た
っ
て
、
う
ま
く
ね
え
。
こ
ん
な
ん
長
く

　
　

い
る
つ
も
り
で
ね
え
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ

　
　

り
寿
命
で
。
ま
あ
、
そ
の
う
ち
近
々
お
呼
び
に
な

　
　

る
ん
だ
べ
け
ん
ど
も
、
そ
れ
ま
で
は
罪
滅
ぼ
し
、

　
　

御
奉
公
と
思
っ
て
や
っ
て
な
い
と
な
。

　
　
　

み
ん
な
の
た
め
に
生
き
て
る
ん
だ
か
ら
。
自
分

　
　

ひ
と
り
じ
ゃ
生
き
て
い
か
ん
ね
え
ん
だ
か
ら
ね
、

　
　

人
間
っ
て
い
う
動
物
は
。
よ
そ
の
動
物
は
一
匹
で

　
　

も
生
き
て
い
け
る
け
ど
、
人
間
だ
け
は
駄
目
だ
。

　
　

ひ
と
り
じ
ゃ
生
き
て
い
け
ね
え
。
だ
か
ら
、
横
の

　
　

つ
な
が
り
は
、
や
っ
ぱ
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
な
ん

　
　

な
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
７

青
木
二
美
子
さ
ん
の
歌
と
と
も
に
あ
る
人
生 

り
ん
ご
　
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
は
１
９
８

　
　

９
年
。
ま
だ
私
が
生
ま
れ
る
前
の
出
来
事
で
し
た
。

　
　
「
人
は
哀
し
い　

哀
し
い
も
の
で
す
ね
／
そ
れ
で

　
　

も
過
去
た
ち
は
優
し
く
睫
毛
に
憩
う
／
人
生
っ
て

　
　

不
思
議
な
も
の
で
す
ね
」
。
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
を

　
　

代
表
す
る
一
曲
、
『
愛
燦
燦
』
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ

　
　

で
す
。
目
を
閉
じ
れ
ば
人
生
の
一
コ
マ
が
睫
毛
に

　
　

と
ど
ま
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
様
子
が
思
い
浮
か
ば

　
　

れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
人
生
を
歩
み
は
じ
め
た
ば
か

　
　

り
の
私
に
は
、
過
去
が
思
い
出
に
な
り
切
れ
て
お

　
　

ら
ず
、
こ
の
歌
詞
の
意
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

　
　

る
の
は
、
も
う
し
ば
ら
く
先
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
　
　

さ
て
、
最
後
に
出
演
い
た
だ
く
の
は
４
号
棟
に

　
　

お
住
ま
い
の
青
木
二
美
子
さ
ん
。
浪
江
町
か
ら
下

　
　

神
白
団
地
に
移
り
住
み
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

　
　

つ
ら
い
経
験
な
ど
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

　
　

そ
れ
で
も
こ
う
し
て
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

　
　

き
っ
と
そ
の
経
験
も
意
味
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
ん

　
　

だ
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。
人
生
っ
て
不
思
議
な
も
の

　
　

で
す
ね
。

　
　
　

リ
ク
エ
ス
ト
曲
は
、
美
空
ひ
ば
り
『
愛
燦
燦
』
。

　
　

目
を
閉
じ
、
睫
毛
に
憩
う
過
去
の
思
い
出
と
と
も

　
　

に
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

ア
サ
ダ　

青
木
さ
ん
っ
て
、
い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
よ
く
歌
を

　
　

聴
い
て
た
ん
で
す
か
？

青
木　

私
、
歌
大
好
き
だ
か
ら
も
う
。

ア
サ
ダ　

昔
か
ら
？

青
木　

う
ん
、
昔
か
ら
、
若
い
と
き
か
ら
。
三
橋
美
智

　
　

也
だ
と
か
、
あ
の
人
ら
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
歌
っ

　
　

て
る
よ
。
三
波
春
夫
だ
と
か
。
あ
あ
い
う
の
な
ん

　
　

か
み
ん
な
歌
っ
て
っ
け
ど
、
私
ら
、
み
ん
な
わ
か

　
　

る
。
こ
う
い
う
テ
レ
ビ
が
な
か
っ
た
か
ら
。
ラ
ジ

　
　

オ
あ
っ
て
、
書
く
べ
、
歌
は
じ
ま
っ
た
よ
っ
て
自

　
　

分
の
好
き
な
歌
。
帳
面
置
い
て
、
鉛
筆
置
い
て
。

　
　

そ
し
て
、
今
度
は
明
日
。
明
日
、
そ
の
続
き
を
書

　
　

く
の
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
覚
え
る
ん
だ
、
昔

　
　

は
。

　
　
　

三
波
春
夫
だ
と
か
な
ん
と
か
そ
う
い
う
の
は
、

　
　

田
の
草
取
り
だ
と
か
田
植
え
だ
と
か
そ
う
い
う
と

　
　

き
に
、
歌
好
き
な
人
が
い
て
歌
っ
て
ん
の
よ
、
そ

　
　

う
い
う
も
ん
よ
。

ア
サ
ダ　

田
植
え
と
か
し
な
が
ら
？

青
木　

う
ん
、
仕
事
し
な
が
ら
歌
っ
て
ん
の
よ
、
昔
は
。

　
　

そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
覚
え
た
ん
だ
よ
、
私
ら
は

　
　

ね
。

　
　
　

親
は
ね
、
母
親
は
い
た
け
ど
父
親
は
早
く
死
ん

　
　

で
い
な
か
っ
た
か
ら
。
だ
か
ら
、
兄
貴
の
お
世
話

　
　

に
な
っ
て
た
ん
だ
、
も
う
。

ア
サ
ダ　

お
兄
さ
ん
は
、
結
構
年
は
離
れ
て
た
の
？

青
木　

一
番
上
か
ら
下
ま
で
20
ぐ
ら
い
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

う
わ
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
離
れ
て
る
。
そ
れ
は
も

　
　

う
親
子
ぐ
ら
い
や
わ
な
。

青
木　

７
人
い
る
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

高
等
学
校
卒
業
し
て
。

青
木　

卒
業
し
た
っ
て
感
じ
じ
ゃ
ね
え
な
。
た
だ
辞
め

　
　

う
ど
ん
食
べ
て
た
っ
て
、
店
屋
さ
入
っ
た
っ
て
、

　
　
「
あ
そ
こ
の
嫁
は
店
屋
で
う
ど
ん
食
っ
て
た
」
っ

　
　

て
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
の
世
の
な
か
。

ア
サ
ダ　

狭
い
、
密
告
さ
れ
る
じ
ゃ
な
い
け
ど
。

青
木　

そ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
。
そ
れ
で
田
ん
ぼ
の
な

　
　

か
だ
の
ね
、
道
を
歩
き
な
が
ら
だ
ね
。
そ
う
い
う

　
　

歌
を
歌
う
と
こ
ろ
な
ん
て
な
い
ね
。
部
落
で
や
ぐ

　
　

ら
建
て
た
と
き
は
盆
踊
り
だ
か
ら
、
世
の
歌
は
歌

　
　

わ
な
い
か
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ん
か
や
ん
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
美
空
ひ
ば
り
と
か
そ
の
都
は
る
み
と

　
　

か
、
自
分
が
好
き
な
人
の
歌
を
覚
え
て
歌
う
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
人
前
で
っ
て
い
う
よ
り
は
、
自
分
の

　
　

家
で
ち
ょ
っ
と
練
習
し
て
み
た
り
っ
て
い
う
感
じ

　
　

だ
っ
た
の
？　

歌
詞
見
な
が
ら
。

青
木　

う
ん
、
見
な
が
ら
な
。
ん
だ
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

青
木　

歌
が
好
き
だ
か
ら
。

　
　
　
（
青
木
さ
ん
の
歌
う
『
愛
燦
燦
』
が
流
れ
、
続

　
　

い
て
美
空
ひ
ば
り
『
愛
燦
燦
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
８

青
木
二
美
子
さ
ん
の
声
が
蘇
る
と
き 

ア
サ
ダ　

下
神
白
団
地
に
は
、
最
初
か
ら
入
ら
れ
て
る
ん

　
　

で
す
か
？

青
木　

一
番
最
初
の
抽
選
が
当
た
っ
た
の
。
あ
あ
、
こ

　
　

こ
さ
入
っ
て
か
ら
は
歩
く
こ
と
な
い
な
と
思
っ
て
。

　
　

こ
こ
は
田
園
と
違
っ
て
、
眺
め
っ
て
コ
ン
ク
リ
で

　
　

し
ょ
。
こ
っ
ち
見
た
っ
て
コ
ン
ク
リ
だ
。
ど
こ
見

　
　

た
っ
て
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

見
る
と
こ
ろ
な
い
か
ら
ね
。

青
木　

コ
ン
ク
リ
だ
か
ら
、
こ
う
や
っ
て
。

ア
サ
ダ　

人
工
物
ば
っ
か
り
だ
っ
て
、
周
り
が
ね
。

詩
織　

あ
あ
、
そ
う
だ
ね
。

青
木　

朝
起
き
て
な
、
こ
う
や
っ
て
戸
開
け
て
み
た
っ

　
　

て
、こ
こ
コ
ン
ク
リ
じ
ゃ
、こ
っ
ち
に
出
て
み
た
っ

　
　

て
コ
ン
ク
リ
で
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

集
合
住
宅
だ
も
ん
ね
。

青
木　

う
ん
、
遠
く
見
れ
ば
山
は
あ
っ
け
ど
も
。
そ
ん

　
　

な
感
じ
だ
っ
た
ね
。

ア
サ
ダ　

初
め
て
で
す
も
ん
ね
、
そ
う
い
う
環
境
で
っ
て

　
　

い
う
の
。

青
木　

そ
う
や
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
落
ち
着
か

　
　

せ
て
き
た
ん
だ
べ
、
み
ん
な
。

ア
サ
ダ　

慣
れ
さ
せ
て
き
た
っ
て
こ
と
ね
。

青
木　

慣
れ
さ
せ
て
き
た
。
で
も
、
い
ら
ん
ね
え
ん
だ

　
　

か
ら
、
し
ょ
う
が
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

歌
も
歌
わ
な
く
な
っ
た
っ
て
い
う
話
を
し
て
い

　
　

ま
し
た
よ
ね
。

青
木　

今
日
は
出
た
の
、
声
。
び
っ
く
り
し
た
。

詩
織　

ね
、
声
出
て
ま
し
た
ね
。

ア
サ
ダ　

出
て
た
、
出
て
た
。　

青
木　

ね
、
び
っ
く
り
し
た
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
出
て
た
、
高
い
声
も
出
て
た
し
。

青
木　

い
ま
ま
で
声
な
ん
か
出
な
か
っ
た
の
に
、
み
ん

　
　

な
に
聴
か
せ
た
く
て
、
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
嬉
し
い
わ
（
笑
）。
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ

　
　

た
。

青
木　

全
然
出
な
か
っ
た
の
。
こ
こ
さ
来
て
習
っ
て
、

　
　

知
っ
て
る
歌
出
て
き
た
か
ら
一
緒
に
歌
う
べ
っ
て

　
　

思
っ
た
ら
、
歌
え
な
か
っ
た
の
。

ア
サ
ダ　

人
が
い
る
っ
て
い
う
の
は
結
構
大
き
い
の
か
も

　
　

し
れ
な
い
な
っ
て
気
が
ち
ょ
っ
と
し
た
ん
だ
け
ど

　
　

ね
。

青
木　

え
？

ア
サ
ダ　

ま
わ
り
に
人
が
い
る
っ
て
い
う
こ
と
っ
て
い
う

　
　

の
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
で
か
い…

…

。
誰
か
が

　
　

い
る
と
、
こ
う
や
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
た
り
も
す
る

　
　

し
、
声
っ
て
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
つ
ら
れ
て
出
る

　
　

の
か
な
み
た
い
な
。

　
　
　

ひ
と
り
で
歌
っ
て
て
も
ね
、
こ
う
い
う
ラ
ジ
カ

　
　

セ
相
手
で
は
、
出
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

　
　

あ
ん
ま
り
バ
ー
ッ
と
出
て
く
る
感
じ
じ
ゃ
な
い
の

　
　

か
な
っ
て
。

青
木　

今
日
み
た
い
に
声
な
ん
か
出
な
い
の
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
、
す
ご
い
嬉
し
い
。
よ
か
っ
た
。

青
木　

出
な
い
ん
だ
か
ら
、
全
然
出
な
か
っ
た
の
。
本

　
　

当
に
。
テ
レ
ビ
に
、
あ
あ
、
知
っ
て
る
歌
出
て
き

　
　

た
か
ら
一
緒
に
歌
う
か
な
っ
て
思
っ
た
っ
て
、
高

　
　

い
と
こ
ろ
な
ん
て
全
然
出
な
い
。
び
っ
く
り
し
た
。

　
　

美
空
ひ
ば
り
の
高
い
と
こ
ろ
ま
で
出
て
。

ア
サ
ダ　

よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
。
本
当
に
よ
か
っ
た
。

青
木　

び
っ
く
り
し
た
。
具
合
悪
く
な
っ
て
た
け
ど
、

　
　

具
合
悪
い
の
治
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

そ
れ
だ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　

『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
、
第
６
集
「
歌
と
と
も
に

　
　

あ
る
人
生
」
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
い
か
が
だ
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
か
？　

　
　
　

今
回
は
、
歌
に
よ
っ
て
人
生
を
救
わ
れ
た
、
変

　
　

わ
っ
た
、
そ
う
い
う
象
徴
的
な
体
験
を
し
て
こ
ら

　
　

れ
た
方
々
に
、
お
話
を
伺
い
た
い
な
と
い
う
思
い

ア
サ
ダ　

結
構
、
長
か
っ
た
？

青
木　

長
い
、
長
い
。
働
い
て
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
子
育
て
し
な
が
ら
働
い
た
の
？

青
木　

う
ん
、そ
う
、ば
あ
ち
ゃ
ん
い
た
、ば
あ
ち
ゃ
ん
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
、
家
に
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
て
。

青
木　

う
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
た
か
ら
。
８
人
ぐ
ら
い

　
　

は
い
た
と
思
う
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
本
当
。
そ
れ
っ
て
青
木
さ
ん
が
何
歳
ぐ

　
　

ら
い
の
話
？

青
木　

何
歳
だ
べ
、
勘
定
し
な
き
ゃ
わ
か
ん
ね
え
ん
だ
、

　
　

若
い
と
き
か
ら
働
い
た
も
ん
だ
か
ら
。
子
供
を
二

　
　

十
歳
で
産
ん
だ
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
。
子
供
を
二
十
歳
で
産
ん
だ
ん
だ
っ

　
　

た
ら…

…

。

青
木　

う
ち
の
息
子
、
長
男
が
（
昭
和
）
26
年
に
生
ま

　
　

れ
た
ん
だ
か
ら
。
で
、
孫
が
生
ま
れ
て
会
社
を
辞

　
　

め
た
ん
だ
。

　
　
　
（

み
ん
な
で
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
探
し
な
が
ら
）

青
木　

い
ま
、
何
で
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
サ
ダ　

こ
っ
ち
に
あ
る
の
は
美
空
ひ
ば
り
だ
ね
。

青
木　

美
空
ひ
ば
り
の
歌
は
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
も
、
昔
か
ら
ず
っ
と
聴
い
て
た
？

青
木　

う
ん
、
美
空
ひ
ば
り
、
大
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
、
聴
い
て
み
る
か
。

青
木　

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
も
腰
痛
く
て
入
院
し
て
た

　
　

人
い
た
の
よ
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
頼
ま
れ
て
、
県
立

　
　

病
院
さ
な
、
「
腰
を
手
術
す
る
か
ら
来
て
も
ら
ん

　
　

ね
え
か
、
年
取
っ
て
俺
も
駄
目
だ
し
」
な
ん
て
言

　
　

わ
れ
て
。
で
、
手
伝
い
に
行
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、

　
　

そ
の
お
じ
い
さ
ん
が
朝
、
何
言
う
か
と
思
っ
た
ら
、

　
　
「
み
い
ち
ゃ
ん
、
美
空
ひ
ば
り
亡
く
な
っ
た
ぞ
」

　
　

な
ん
て
言
っ
た
の
。
６
月
頃
だ
っ
け
か
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。
美
空
ひ
ば
り
が
亡
く
な
っ

　
　

た
年
ね
。

青
木　

う
ん
、
そ
の
と
き
も
病
院
で
手
伝
い
し
て
た
の
、

　
　

腰
痛
え
っ
つ
っ
て
、
手
術
す
っ
か
ら
手
伝
っ
て
く

　
　

ん
ね
え
か
っ
て
言
わ
っ
ち
。
も
う
、
そ
の
頃
か
ら

　
　

も
う
ず
っ
と
や
っ
て
た
ね
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
っ
て
何
年
ぐ
ら
い
に
亡
く
な
っ
た

　
　

ん
だ
ろ
う…

…

。

青
木　

何
で
も
、
本
当
懐
か
し
い
ね
。

　
　
　
（
テ
ー
プ
が
流
れ
は
じ
め
る
）

青
木　

私
避
難
し
て
話
な
ん
か
全
然
し
な
か
っ
た
べ
さ
、

　
　

こ
う
い
う
部
屋
さ
入
っ
た
ら
ひ
と
り
だ
も
の
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
そ
う
だ
ね
。

青
木　

そ
れ
か
ら
５
年
だ
べ
。
５
年
も
６
年
も
、
毎
日

　
　

毎
日
、
１
か
月
も
話
し
な
い
と
き
も
あ
っ
べ
し
よ
。

　
　

こ
こ
に
み
ん
な
で
来
て
、
こ
ん
な
に
あ
ち
こ
ち

　
　

し
ゃ
べ
っ
て
、
わ
け
わ
か
ん
ね
え
べ
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

い
や
い
や
い
や
、
な
ん
と
か
頭
の
な
か
を
整
理

　
　

し
な
が
ら
聞
い
て
る
感
じ
だ
け
ど
。

　
　
　

青
木
さ
ん
っ
て
下
神
白
団
地
の
集
会
場
に
は
、

　
　

最
初
は
よ
く
出
入
り
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

青
木　

あ
ん
ま
行
か
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

青
木　

コ
ー
ヒ
ー
飲
み
行
っ
た
り
。

ア
サ
ダ　

カ
ラ
オ
ケ
と
か
も
や
っ
て
る
も
ん
ね
。

青
木　

い
ま
は
や
っ
て
る
ね
、
前
は
や
っ
て
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
っ
か
。

り
ん
ご　

こ
の
曲
、
コ
ン
サ
ー
ト
み
た
い
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
録
音
だ
よ
ね
。

り
ん
ご　

ど
こ
か
聴
き
に
行
っ
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
か
？

青
木　

一
回
行
っ
た
こ
と
あ
る
。
美
空
ひ
ば
り
で
し
ょ
。

　
　

一
回
、
平
ま
で
見
に
行
っ
た
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
そ
の
と
き
の
録
音
な
の
か
な
？

青
木　

あ
の
頃
、
美
空
ひ
ば
り
が
来
る
だ
な
ん
て
い
う

　
　

と
大
変
な
あ
れ
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
り
ゃ
そ
う
だ
よ
ね
、
美
空
ひ
ば
り
が
来
る
な

　
　

ん
て
。

青
木　

そ
れ
で
、
テ
レ
ビ
で
歌
映
る
か
ら
っ
て
、
（
チ

　
　

ケ
ッ
ト
）
買
っ
て
、
そ
し
て
行
っ
た
ん
だ
も
ん
。

　
　

私
は
美
空
ひ
ば
り
と
あ
れ
だ
け
は
見
に
行
き
た
い

　
　

な
と
思
っ
て
た
ん
だ
よ
、
あ
っ
ち
さ
。

ア
サ
ダ　

誰
だ
、
美
空
ひ
ば
り
と
ほ
か
。

青
木　

何
だ
っ
け
、
名
前
、
辞
め
た
人
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

辞
め
た
人
？　

女
の
人
？

青
木　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

都 

は
る
み
と
か
？

青
木　

都 

は
る
み
。
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ　

当
た
っ
た
。
都 

は
る
み
は
確
か
に
、
い
ま
や
っ

　
　

て
な
い
ね
。

青
木　

都 

は
る
み
と
美
空
ひ
ば
り
の
歌
だ
け
は
ほ
し
い

　
　

と
思
っ
て
た
。
好
き
だ
か
ら
、
ほ
ら
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
も
美
空
ひ
ば
り
の
テ
ー
プ
だ
な
。

り
ん
ご　

1
9
8
9
年
に
亡
く
な
っ
て
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
30
年
前
だ
。

青
木　

私
、
声
が
い
い
と
き
に
は
、
も
う
本
当
、
大
好

　
　

き
で
歌
う
の
に
、
も
う
も
う
、
話
し
な
く
て
い
る

　
　

う
ち
に
声
出
な
く
な
っ
ち
ゃ
た
よ
。

ア
サ
ダ　

震
災
前
ま
で
は
よ
く
歌
っ
て
た
？

青
木　

う
ん
、
大
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
の
歌
っ
て
た
と
き
は
、
歌
の
サ
ー
ク
ル
み
た

　
　

い
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
た
の
？

青
木　

行
か
ね
行
か
ね
。
そ
う
い
う
の
な
ん
て
、
昔
は

　
　

な
い
よ
、
集
ま
っ
て
歌
を
歌
う
だ
の
。
そ
れ
こ
そ
、

　
　

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
小
泉
い
み
子
さ
ん
と

　
　

高
田
國
男
さ
ん
と
青
木
二
美
子
さ
ん
の
３
名
だ
っ

　
　

た
ん
で
す
。

　
　
　

ほ
か
の
住
民
さ
ん
も
「
私
も
こ
う
い
う
ふ
う
に

　
　

音
楽
を
聴
い
て
救
わ
れ
た
な
」
と
か
「
あ
の
と
き

　
　

助
け
ら
れ
た
な
」
っ
て
思
い
出
を
た
く
さ
ん
持
た

　
　

れ
て
い
る
方
が
、
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

　
　

す
。
な
の
で
、
み
な
さ
ん
の
話
を
引
き
続
き
聞
け

　
　

た
ら
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

音
楽
っ
て
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
不
思
議
で
、
ひ
と

　
　

り
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
歌
が
で
す
ね
、
誰
か

　
　

別
の
人
に
と
っ
て
も
と
て
も
大
事
な
歌
だ
っ
た
り

　
　

し
て
。
で
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
人
生

　
　

を
歩
ん
で
き
て
る
の
で
、
違
う
思
い
出
を
持
っ
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
よ
ね
。

　
　
　

た
と
え
ば
、
今
回
青
木
二
美
子
さ
ん
が
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た『
愛
燦
燦
』は
、実
は
以
前
、

　
　

６
号
棟
で
浪
江
町
ご
出
身
の
高
田
マ
ツ
イ
さ
ん
の

　
　

ご
自
宅
に
伺
っ
て
お
話
を
聞
い
た
際
も
、
『
愛
燦

　
　

燦
』
の
思
い
出
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

幾
十
に
も
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
積
み
重
な
っ
て
、

　
　

一
曲
の
歌
っ
て
存
在
し
て
る
ん
だ
な
と
、
改
め
て

　
　

感
じ
る
わ
け
で
す
。

　
　
　

下
神
白
団
地
に
は
た
く
さ
ん
の
方
々
が
住
ま
わ

　
　

れ
て
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
一
人
ひ
と
り
、
み
な

　
　

さ
ん
別
々
の
人
生
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
こ
ん
な
当

　
　

た
り
前
の
こ
と
を
、
僕
自
身
、
い
つ
も
一
人
ひ
と

　
　

り
の
お
声
を
聞
く
度
に
、
と
て
も
強
く
実
感
し
ま

　
　

す
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
に
な
っ
て
い
き
ま
す
ね
。

　
　

く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
ご
自
愛
い
た
だ
き
、
元
気
な

　
　

姿
で
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
け

　
　

た
ら
幸
い
で
す
。い
つ
も
通
り
、リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー

　
　

ド
を
挟
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
集
会
場
の
前
の
黄

　
　

色
い
ポ
ス
ト
、
あ
る
い
は
僕
ら
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

　
　

思
い
出
の
曲
を
書
い
て
、
直
接
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

そ
れ
で
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
６
集
、
こ

　
　

れ
に
て
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
届
け
し
た

　
　

の
は
、
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
と
榊 

裕
美
と
鈴
木
詩
織
で       

　
　

し
た
。
そ
れ
で
は
、
ま
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　
　

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白

　
　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
、

　
　

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ

　
　

の
C
D
で
は
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の

　
　

ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深
い

　
　

音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　

第
６
集
の
テ
ー
マ
は
「
歌
と
と
も
に
あ
る
人

　
　

生
」
。
下
神
白
団
地
に
住
ま
わ
れ
る
以
前
か
ら
歌

　
　

う
こ
と
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
方
も
、
こ
の
団
地

　
　

に
来
ら
れ
て
改
め
て
歌
う
こ
と
に
目
覚
め
た
方
も
、

　
　

言
葉
が
声
に
な
っ
て
、
そ
の
声
が
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

　
　

乗
っ
た
と
き
に
こ
そ
伝
わ
る
、
生
き
て
い
る
実
感
、

　
　

こ
れ
は
き
っ
と
歌
っ
て
い
る
ご
自
身
だ
け
で
な
く
、

　
　

ほ
か
の
誰
か
の
人
生
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る
の
で

　
　

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

今
回
は
３
号
棟
住
民
の
小
泉
い
み
子
さ
ん
、
そ

　
　

し
て
、
４
号
棟
住
民
の
青
木
二
美
子
さ
ん
、
６
号

　
　

棟
住
民
の
高
田
國
男
さ
ん
の
語
り
を
収
録
し
ま
し

　
　

た
。演
歌
か
ら
民
謡
、定
番
の
美
空
ひ
ば
り
や
都 

は

　
　

る
み
ま
で
、
ぜ
ひ
口
ず
さ
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
小
泉
い
み
子
さ
ん
で
す
。

　
　

い
み
子
さ
ん
と
い
え
ば
、
集
会
場
で
毎
週
水
曜
日

　
　

と
金
曜
日
の
午
前
に
開
か
れ
て
い
る
カ
ラ
オ
ケ
の

　
　

常
連
さ
ん
と
し
て
も
ご
活
躍
で
す
。
「
〝
歌
う
こ

　
　

と
〞
と
出
会
っ
て
人
生
が
変
わ
っ
た
、
い
ま
が
ま

　
　

さ
に
青
春
だ
よ
」
と
仰
る
い
み
子
さ
ん
。
初
め
て

　
　

人
前
で
歌
を
歌
っ
た
大
熊
町
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

　
　

つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
過
去
、
そ
し
て
数
々
の
避

　
　

難
所
や
仮
設
住
宅
を
回
ら
れ
て
た
ど
り
着
い
た
こ

　
　

の
下
神
白
団
地
で
の
旦
那
さ
ま
と
の
お
別
れ
、
そ

こ
う  

ば

あ
ね

さ
ん
さ
ん

歌とともにある人生



　
　

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
助
け
合
い
や
つ
な
が
り
、
こ
れ

　
　

ら
の
い
み
子
さ
ん
の
語
り
を
２
曲
の
歌
と
と
も
に

　
　

お
送
り
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

小
泉
い
み
子
さ
ん
の
初
舞
台

り
ん
ご　

い
み
子
さ
ん
は
い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
に

　
　

行
き
は
じ
め
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

こ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
移
っ
て
か
ら
。
「
カ

　
　

ラ
オ
ケ
や
っ
て
る
か
ら
出
て
き
な
」
っ
て
言
わ
れ

　
　

て
、
迎
え
に
来
て
も
ら
っ
て
。

り
ん
ご　

誰
か
に
誘
わ
れ
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

は
い
。
メ
ン
バ
ー
っ
て
い
う
か
親
方
だ
ね
、
早

　
　

く
言
う
と
ね
。

詩
織　

石
原
さ
ん
で
は
な
く
て
？

い
み
子　

そ
う
、
石
原
さ
ん
。

詩
織　

あ
あ
、石
原
さ
ん
。す
ご
い
ね
え
、
石
原
さ
ん
は
。

い
み
子　

で
、
た
ま
に
旅
行
に
も
誘
っ
て
く
れ
る
か
ら
。

　
　

そ
こ
で
ま
た
、
舞
台
に
出
て
歌
え
っ
て
言
わ
れ
た

　
　

こ
と
が
（
笑
）。

り
ん
ご　

本
当
に
歌
、
好
き
な
ん
で
す
ね
。

い
み
子　

も
う
迎
え
に
来
る
ん
だ
か
ら
。
だ
か
ら
、
出
た

　
　

も
の
を
ほ
と
ん
ど
食
っ
て
る
暇
ね
え
だ
。

り
ん
ご　

ず
っ
と
歌
っ
て
る
ん
だ
？

い
み
子　

私
、
今
日
カ
ラ
オ
ケ
だ
っ
て
い
う
と
き
は
こ
ん

　
　

に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
し
か
食
っ
て
い
か
な
い
か
ら
。

詩
織　

そ
う
な
の
？

り
ん
ご　

万
全
の
体
調
で
お
腹
を
整
え
て
。

い
み
子　

は
い
。

詩
織　

大
熊
に
い
る
と
き
は
、
歌
の
集
ま
り
と
か
に
参

　
　

加
し
た
こ
と
は
あ
る
の
？　

こ
う
い
う
サ
ー
ク
ル

　
　

み
た
い
な…

…

。

い
み
子　

歩
行
者
天
国
の
と
き
、
川
井
魚
屋
の
隣
の
舞
台

　
　

み
た
い
な
と
こ
ろ
で
一
回
歌
っ
た
こ
と
あ
る
。
参

　
　

加
賞
だ
っ
た
け
ど
（
笑
）。

り
ん
ご　

ち
な
み
に
何
を
歌
っ
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

都 

は
る
み
。

詩
織　

い
く
つ
の
と
き
？

い
み
子　

24
で
嫁
い
で
、
子
供
ら
も
大
き
く
な
っ
て
た
か

　
　

ら
、
も
う
還
暦
近
か
っ
た
か
な
。
初
め
て
舞
台
に

　
　

上
が
っ
て
（
笑
）。

詩
織　

ど
う
で
し
た
？

り
ん
ご　

誘
わ
れ
た
ん
で
す
か
？　

「
舞
台
に
出
て
み
な

　
　

い
？
」
っ
て
。

い
み
子　

川
井
さ
ん
の
選
挙
の
と
き
に
、
選
挙
の
車
に
い

　
　

て
い
い
声
し
て
た
か
ら
。
声
が
バ
ー
ッ
と
出
る
っ

　
　

て
い
う
あ
れ
で
。

詩
織　

い
み
子
さ
ん
、
通
る
声
し
て
ま
す
も
ん
ね
。

い
み
子　

声
が
で
か
く
て
困
る
。

詩
織　

い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

い
み
子　

あ
だ
名
つ
け
ら
れ
て
ね
。

詩
織　

何
て
？

い
み
子　

北
島
サ
ブ
子
っ
て
。

一
同　
（
笑
）。

詩
織　

じ
ゃ
あ
、
初
め
て
人
前
で
歌
っ
た
の
が
、
そ
の

　
　

…
…

。

り
ん
ご　

都 

は
る
み
の
、
何
て
曲
で
す
か
？

い
み
子　

あ
れ
は
な
ん
だ
っ
た
ろ
う
ね
。
『
ア
ン
コ
椿
は

　
　

恋
の
花
』
だ
っ
た
の
か
な
。
全
然
歌
に
な
っ
て
な

　
　

か
っ
た
。
そ
れ
で
悔
し
く
て
さ
、
次
の
水
曜
日
に

　
　

カ
ラ
オ
ケ
あ
る
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
だ
ね
。

り
ん
ご　

い
ま
は
い
っ
ぱ
い
歌
え
る
ね
。

い
み
子　

私
、
歌
ね
か
っ
た
ら
死
ん
で
る
の
、
い
つ
も
は
。

　
　

方
不
明
だ
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、
消
防
署
の
い
と

　
　

こ
が
そ
の
父
親
見
つ
け
て
、
天
栄
村
の
介
護
施
設

　
　

に
入
れ
た
か
ら
っ
て
連
絡
が
来
て
、
ふ
た
り
で
泊

　
　

ま
り
が
か
り
で
看
病
し
に
行
っ
て
た
の
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

大
変
だ
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

私
、
も
う
、
看
病
に
生
ま
れ
て
き
た
み
た
い
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

小
泉　

も
う
、
旦
那
亡
く
な
っ
た
と
き
は
歌
ど
こ
ろ
で

　
　

は
ね
か
っ
た
か
ら
。
一
番
や
っ
て
く
れ
た
の
が
、

　
　

小
野
田
さ
ん
だ
ね
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
？　

５
階
の
？

い
み
子　

う
ん
。
た
ま
に
迎
え
に
来
ら
れ
て
、
「
う
ち
に

　
　

来
て
」
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
し
て
、
「
カ
ラ
オ
ケ

　
　

出
す
か
ら
、
マ
イ
ク
で
歌
っ
て
」
な
ん
て
言
わ
れ

　
　

て
、
マ
イ
ク
の
持
ち
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も

　
　

ら
っ
た
。

詩
織　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。
小
野
田
の
父
ち
ゃ
ん
？

い
み
子　

そ
う
だ
よ
。
旦
那
が
倒
れ
た
と
き
、
救
急
車
を

　
　

呼
ん
で
く
れ
た
の
、
小
野
田
さ
ん
だ
か
ら
。

り
ん
ご　

あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

旦
那
が
い
る
と
き
に
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
き
て

　
　

い
い
か
な
と
言
っ
た
ら
、「
行
く
ん
な
ら
、
一
番

　
　

に
な
っ
て
こ
い
」
っ
て
。

詩
織　

あ
、
お
父
ち
ゃ
ん
に
そ
う
言
わ
れ
た
ん
だ
。

り
ん
ご　

す
ご
い
、
旦
那
さ
ん
も
。

い
み
子　

自
分
は
森 

進
一
の
歌
し
か
知
ら
ね
え
く
せ
に
、

　
　

歌
い
も
し
ね
え
で
よ
く
言
う
わ
っ
て
こ
こ
ろ
の
な

　
　

か
で
思
っ
て
た
け
ど
ね
。

　
　
　

あ
の
ね
、
『
夫
婦
春
秋
』
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
る

　
　

ん
だ
け
ど
、
私
、
『
だ
ん
な
様
』
っ
て
い
う
歌
は
、

　
　

旦
那
い
な
い
か
ら
歌
え
な
い
か
ら
勘
弁
し
て
く

　
　

れ
っ
て
。

詩
織　

あ
あ
、
そ
う
な
の
。

り
ん
ご　

カ
ラ
オ
ケ
で
も
。

い
み
子　

で
も
「
構
わ
ね
か
ら
ね
、
歌
っ
た
ほ
う
が
い
い

　
　

ん
だ
よ
」っ
て
言
う
か
ら
、『
宗
右
衛
門
町
』
だ
け

　
　

歌
っ
て
。「
さ
よ
う
な
ら
」
っ
て
い
う
と
こ
、
や
っ

　
　

ぱ
り
涙
が
出
て
、
顔
を
向
け
ら
ん
ね
な
か
っ
た
。

　
　
　
「
い
み
ち
ゃ
ん
は
い
ま
か
ら
青
春
な
ん
だ
か

　
　

ら
」
っ
て
会
津
の
人
も
来
て
言
っ
て
く
れ
て
。

　
　
「
い
み
ち
ゃ
ん
は
青
春
っ
て
い
つ
だ
っ
た
の
？
」
っ

　
　

て
言
う
か
ら
、
「
私
、
青
春
な
ん
て
わ
か
り
ま
せ

　
　

ん
」
っ
て
言
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、
「
熊
と
青
春

　
　

し
た
ん
だ
ね
」っ
て（
笑
）。
畑
い
も
を
起
こ
し
た

　
　

り
、
何
か
し
て
た
か
ら
。
牛
の
お
産
ま
で
や
っ

　
　

ち
ゃ
っ
て
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

本
当
に
何
で
も
や
っ
た
ん
だ
。

詩
織　

じ
ゃ
あ
ね
、
若
い
と
き
ね
、
た
く
さ
ん
苦
労
し

　
　

た
か
ら
、
い
ま
が
本
当
に
青
春
だ
ね
。

い
み
子　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
う
だ
、
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
私
た
ち
で
、

　
　

ア
サ
ダ
さ
ん
と
か
と
一
緒
に
東
京
で
音
楽
チ
ー
ム

　
　

を
つ
く
っ
て
る
ん
で
す
。

い
み
子　

な
ん
だ
か
ア
サ
ダ
さ
ん
、
来
ね
え
と
思
っ
た
よ
。

り
ん
ご　

い
ま
、
一
生
懸
命
バ
ン
ド
の
練
習
し
て
る
。

小
泉　

東
京
に
行
っ
て
る
っ
て
聞
い
た
か
ら
。

詩
織　

そ
う
な
の
。
い
み
子
さ
ん
に
会
い
た
が
っ
て
た
。

り
ん
ご　

今
度
、
い
ろ
ん
な
音
楽
の
練
習
を
し
て
ク
リ
ス

　
　

マ
ス
会
で
一
緒
に
歌
っ
て
も
ら
い
た
い
ん
だ
っ
て

　
　

言
っ
て
た
か
ら
。

詩
織　

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
と
き
に
ね
、
一
緒
に
歌
い
ま

　
　

し
ょ
う
。

い
み
子　

は
い
。

詩
織　

ア
サ
ダ
さ
ん
も
楽
し
み
に
し
て
ま
し
た
よ
。

い
み
子　

一
回
、
カ
ラ
オ
ケ
の
と
き
に
面
会
に
来
て
く
れ

　
　

て
。「
い
ま
、カ
ラ
オ
ケ
の
最
中
だ
か
ら
早
く
行
っ

　
　

て
歌
え
」
な
ん
て
言
わ
れ
て
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

小
泉
い
み
子
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
ア
サ
ダ
ワ

　
　

タ
ル
で
す
。
い
つ
も
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
お
世
話
に

　
　

な
っ
て
ま
す
。
そ
う
な
ん
で
す
、
ご
め
ん
な
さ
い

　
　

ね
。
取
材
を
り
ん
ご
さ
ん
と
詩
織
さ
ん
に
任
せ
て

　
　

し
ま
っ
て
。
僕
は
何
を
や
っ
て
た
か
と
言
う
と
で

　
　

す
ね
、
い
ま
、
こ
れ
、
後
ろ
に
流
れ
て
い
る
の
、

　
　

僕
ら
の
バ
ン
ド
の
生
演
奏
な
ん
で
す
ね
。

　
　
　
（『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
の
演
奏
が
流
れ
る
）

　
　
　

な
ん
と
、
東
京
で
、
下
神
白
団
地
の
み
な
さ
ん

　
　

の
思
い
出
の
曲
を
バ
ッ
ク
演
奏
す
る
バ
ン
ド
を
結

　
　

成
し
ま
し
た
！　

い
み
子
さ
ん
の
『
宗
右
衛
門
町

　
　

ブ
ル
ー
ス
』
も
こ
う
や
っ
て
ば
っ
ち
り
演
奏
し
て

　
　

ま
す
ん
で
ね
。
ま
だ
ま
だ
練
習
が
足
り
な
い
で
す

　
　

け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
ん
で
、

　
　

ぜ
ひ
、
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
歌
っ
て
く
だ
さ

　
　

い
ね
。
と
い
う
こ
と
で
、
い
み
子
さ
ん
、
ま
た
団

　
　

地
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　
　

ま
す
。

　
　
　

続
い
て
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
新
メ
ン
バ
ー

　
　

の
鈴
木
詩
織
さ
ん
に
つ
な
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

詩
織
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

歌
い
た
く
て
も
う
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ん

　
　

な
く
な
っ
て
ん
の
。
ご
飯
食
べ
る
よ
か
歌
っ
て
た

　
　

ほ
う
が
楽
な
の
。

り
ん
ご　

そ
ん
な
に
好
き
な
ん
だ
？

詩
織　

家
で
も
口
ず
さ
ん
だ
り
し
て
る
の
？

い
み
子　

う
ん
、
う
ん
。

り
ん
ご　

だ
い
ぶ
音
楽
が
あ
る
生
活
で
変
わ
っ
た
ん
で
す

　
　

ね
。

　
　
　
（
都 

は
る
み
『
ア
ン
コ
椿
は
恋
の
花
』
が
流
れ

　
　

る
）

　
エ
ピ
ソ
ー
ド
２

小
泉
い
み
子
さ
ん
の
嫁
入
り

詩
織　

い
み
子
さ
ん
は
、
生
ま
れ
は
ど
こ
な
の
？

い
み
子　

原
町
。

詩
織　

あ
、
原
町
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

そ
こ
か
ら
お
嫁
に
来
て
、
大
熊
に
来
て
。

い
み
子　

う
ん
。
つ
ら
い
思
い
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
い

　
　

ま
一
番
青
春
だ
よ
っ
て
言
わ
れ
て
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

大
熊
に
い
た
と
き
は
だ
い
ぶ
苦
労
し
た
ん
で
す

　
　

ね
、
そ
し
た
ら
。

い
み
子　

は
い
。
も
う
、
子
供
お
ぶ
っ
て
、
田
ん
ぼ
の
田

　
　

車
押
し
た
り
。

詩
織　

農
家
さ
ん
だ
っ
た
の
？　

嫁
ぎ
先
は
。

い
み
子　

う
ん
。
24
歳
で
来
て
、
地
獄
に
落
と
さ
れ
て
、

　
　

そ
れ
か
ら
這
い
上
が
っ
て
き
た
、
ひ
と
り
で
。

り
ん
ご　

本
当
に
働
き
詰
め
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

い
み
子　

昔
は
ほ
ら
、
味
噌
豆
つ
く
っ
て
い
た
か
ら
。

詩
織　

あ
、
味
噌
豆
つ
く
っ
て
た
ん
だ
。

い
み
子　

う
ん
、
そ
れ
を
引
っ
こ
抜
い
て
、
束
ね
て
、
そ

　
　

れ
で
足
踏
み
で
運
ん
で
き
て
ギ
ー
コ
ギ
ー
コ
踏
ん

　
　

だ
り
。
昔
は
電
気
釜
と
か
そ
ん
な
の
ね
か
っ
た
か

　
　

ら
失
敗
し
て
な
、
怒
ら
れ
て
。

り
ん
ご　

お
姑
さ
ん
に
？　

厳
し
か
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

そ
ん
な
や
っ
た
こ
と
な
い
の
を
、
全
部
覚
え
な

　
　

く
ち
ゃ
な
ん
だ
も
ん
ね
。
そ
れ
で
わ
か
ん
な
い
か

　
　

ら
、
「
ど
う
や
っ
て
や
る
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞

　
　

く
と
、「
人
の
や
っ
て
る
こ
と
を
見
て
覚
え
ろ
」っ

　
　

て
怒
ら
れ
て
。
だ
か
ら
農
家
に
な
る
の
が
嫌
で
、

　
　

長
男
の
嫁
に
来
れ
ば
必
ず
苦
労
す
っ
か
ら
。
そ
れ

　
　

が
わ
か
っ
て
っ
か
ら
来
た
く
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、

　
　

す
で
に
父
親
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
。

詩
織　

早
か
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

51
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

詩
織　

早
い
ね
。
旦
那
さ
ん
と
は
お
見
合
い
結
婚
だ
っ

　
　

た
の
？

い
み
子　

お
見
合
い
の
お
見
合
い
だ
よ
。

詩
織　

お
見
合
い
の
お
見
合
い
だ
っ
た
の
。

い
み
子　

恋
愛
と
か
で
ね
え
よ
。

詩
織　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

い
み
子　

相
手
の
気
持
ち
も
わ
か
ん
な
い
で
、
私
、
大
熊

　
　

な
ん
て
名
前
聞
い
た
だ
け
で
熊
出
る
と
思
っ
て
。

一
同　
（
笑
）。　

い
み
子　

高
校
の
試
験
は
受
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ

　
　

り
実
家
は
金
ね
か
っ
た
か
ら
、
私
が
犠
牲
に
な
っ

　
　

て
働
い
て
、
金
貯
め
て
。
私
、
花
嫁
修
業
と
し
て

　
　

編
み
物
と
生
花
と
習
っ
て
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、

　
　

免
許
明
日
来
る
か
ら
っ
て
言
わ
れ
た
日
に
、
も
う

　
　

結
婚
決
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
。

り
ん
ご　

決
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
、
困
っ
た
。

い
み
子　

そ
し
た
ら
、
そ
の
実
家
の
働
い
て
る
人
が

　
　

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
見
に
来
た
ん
で
す
よ
、
私
の
こ
と
。

　
　

わ
か
っ
て
た
ん
で
す
。
私
も
先
生
に
「
10
人
ぐ
ら

　
　

い
生
徒
く
れ
っ
か
ら
、
一
か
ら
十
ま
で
教
え
て

　
　

や
っ
て
く
れ
な
い
か
」
っ
て
言
わ
れ
て
教
え
て
た

　
　

か
ら
。
そ
し
た
ら
、
も
う
結
婚
決
ま
っ
た
と
思
っ

　
　

て
、
編
み
物
の
機
械
も
持
っ
て
行
か
れ
っ
か
と

　
　

思
っ
た
ら
、
亡
く
な
っ
た
お
や
じ
が
み
ん
な
燃
や

　
　

し
ち
ゃ
っ
た
の
。

詩
織　

燃
や
し
ち
ゃ
っ
た
の
？

り
ん
ご　

厳
し
い…

…

。
青
春
時
代
は
本
当
に
つ
ら
か
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
け
ど
、
い
ま
は
だ
い
ぶ
楽
し
い
こ
と

　
　

が
た
く
さ
ん
。

い
み
子　

だ
い
ぶ
。
楽
し
い
こ
と
も
あ
る
し
、
つ
ら
い
こ

　
　

と
も
あ
る
し
。
で
も
ほ
ら
、
集
会
場
に
行
け
ば
お

　
　

茶
会
で
も
な
ん
で
も
あ
る
か
ら
ね
。

詩
織　

い
ま
の
十
八
番
は
な
ん
で
す
か
？

い
み
子　
『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
。

　
　
　
（
小
泉
い
み
子
さ
ん
の
歌
う
『
宗
右
衛
門
町
ブ

　
　

ル
ー
ス
』
が
流
れ
、
続
い
て
平
和
勝
次
と
ダ
ー
ク

　
　

ホ
ー
ス
『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

小
泉
い
み
子
さ
ん
の
別
れ
と
青
春

詩
織　

い
み
子
さ
ん
は
、
こ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
来

　
　

る
前
は
ど
こ
に
い
た
の
？　

避
難
し
て
る
と
き
。

い
み
子　

三
春
の
体
育
館
に
い
た
の
。
三
春
か
ら
バ
ス
で

　
　

裏
磐
梯
に
２
年
間
い
て
。

詩
織　

あ
あ
、
２
年
も
い
た
ん
だ
。

い
み
子　

そ
し
て
今
度
は
東
山
温
泉
の
ボ
ロ
い
宿
に
入
れ

　
　

ら
れ
て
。で
、こ
こ
が
で
き
る
っ
て
い
う
ん
で
移
っ

　
　

て
き
た
。

　
　
　

う
ち
の
実
家
っ
て
ね
、
お
父
さ
ん
の
父
親
、
行

　
　

と
か
し
た
と
き
に
？

高
田　

あ
と
は
、
家
を
建
て
て
る
『
土
搗
唄
』
っ
て
い

　
　

う
や
つ
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
歌
が
あ
っ
た
ね
。

高
田　

そ
れ
で
『
土
搗
唄
』
は
あ
ち
こ
ち
し
か
わ
か
ん

　
　

な
く
て
や
め
た
。
俺
の
家
内
は
よ
く
歌
っ
て
や
る
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ん
が
よ
く
歌
わ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

高
田　

か
か
さ
ま
は
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
歌
っ
た
。
そ

　
　

い
つ
に
引
っ
張
ら
れ
て
俺
も
覚
え
て
た
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

み
ん
な
、
作
業
を
し
な
が
ら
歌
う
？

高
田　

う
ん
。
だ
か
ら
、
原
田
直
之
さ
ん
の
歌
い
方
と

　
　

俺
と
は
違
う
よ
。
『
相
馬
流
れ
山
』
で
も
何
で
も
。

　
　
（
『
相
馬
流
れ
山
』
を
歌
う
）
こ
う
い
う
や
つ
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
す
ご
い
。
な
ん
か
感
動
し
て
し
ま
い
ま

　
　

し
た
。
い
や
、
す
ご
い
で
す
ね
、
本
当
。

高
田　

い
や
、
や
っ
ぱ
り
、
歌
う
ぐ
ら
い
。

ア
サ
ダ　

ね
え
。
手
も
こ
う
や
っ
て
マ
イ
ム
を
ね
。

高
田　

そ
う
。
ほ
ん
で
も
、
歌
、
つ
ぶ
れ
て
た
ん
だ
よ
、

　
　

踊
り
で
つ
ぶ
れ
ち
ゃ
う
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す

　
　

ね
。
そ
う
い
う
の
っ
て
。

高
田　

そ
う
。
み
ん
な
、
お
や
じ
の
聞
き
覚
え
。
誰
に

　
　

教
わ
っ
た
わ
け
で
な
い
か
ら
。
楽
譜
に
あ
ら
わ
せ

　
　

ね
え
ん
だ
も
の
。

ア
サ
ダ　

楽
譜
に
出
な
い
、
う
ん
。

高
田　

だ
か
ら
、
と
に
か
く
歌
、
聴
い
た
よ
う
に
歌
っ

　
　

て
や
ん
な
い
か
ね
ん
だ
、
歌
う
と
き
は
。

ア
サ
ダ　

耳
で
覚
え
な
い
と
い
け
な
い
よ
ね
。

高
田　

譜
面
通
り
に
や
っ
た
ら
ギ
ク
ギ
ク
に
な
っ
ち
ゃ

　
　

う
ん
だ
。
聴
き
づ
ら
い
の
、
お
も
し
ろ
く
な
い
。

ア
サ
ダ　

確
か
に
。

高
田　

だ
か
ら
、
民
謡
は
な
か
な
か
難
し
い
ん
だ
。
そ

　
　

の
人
そ
の
人
の
特
徴
が
入
る
か
ら
。
誰
に
教
わ
っ

　
　

た
わ
け
で
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
や
っ
て
親
子
か
ら
通
じ
て
覚
え
て
い
く
ん

　
　

で
す
ね
。

高
田　

だ
か
ら
、
民
謡
は
お
も
し
ろ
い
な
。

ア
サ
ダ　

ね
、
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

高
田　

福
島
に
い
る
と
き
に
は
民
謡
ク
ラ
ブ
っ
て
い
う

　
　

の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
や
っ
て
た
ん
だ
。
こ
っ
ち

　
　

に
来
て
か
ら
は
そ
ん
な
の
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

確
か
に
下
神
白
で
は
、
民
謡
は
ね
。
で
も
、
だ

　
　

ん
だ
ん
そ
う
や
っ
て
聞
き
覚
え
す
る
文
化
っ
て
な

　
　

く
な
っ
て
き
て
ま
す
か
ね
？

高
田　

あ
あ
、
な
く
な
っ
て
き
た
な
。
い
や
、
こ
れ
が

　
　

当
た
り
前
だ
け
ど
な
。
生
き
る
限
り
に
は
み
ん
な
、

　
　

な
く
な
る
の
当
た
り
前
だ
か
ら
。

　
　
（
原
田
直
之
『
相
馬
流
れ
山
』
が
流
れ
る
）

 

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

高
田
國
男
さ
ん
の
戦
後
と
人
と
の
つ
な
が
り

高
田　

二
十
歳
頃
に
な
っ
て
、
終
戦
後
、
ア
コ
ー
デ
ィ

　
　

オ
ン
が
流
行
っ
た
か
ら
、
安
い
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

　
　

を
買
っ
て
歌
っ
た
り
し
て
た
。
ギ
タ
ー
は
駄
目

　
　

だ
っ
た
ん
だ
よ
。
ど
う
も
ギ
タ
ー
は
向
か
な
か
っ

　
　

た
な
あ
。
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
）
押
せ
ば
そ
の

　
　

音
程
が
出
る
か
ら
よ
。
ギ
タ
ー
は
そ
う
は
い
か
な

　
　

い
、
難
し
い
。

ア
サ
ダ　

お
仕
事
は
ず
っ
と
船
を
つ
く
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
？

高
田　

そ
う
。
戦
時
中
だ
か
ら
ね
。
俺
、
16
の
年
か
ら

　
　

だ
か
ら
。
戦
争
に
な
っ
て
食
糧
不
足
の
頃
だ
か
ら
、

　
　

や
っ
ぱ
り
北
洋
用
、
何
用
っ
て
、
船
が
要
っ
た
か

　
　

ら
。
そ
し
て
、
年
季
が
明
け
て
、
そ
れ
か
ら
終
戦

　
　

に
な
っ
て
東
京
に
出
て
行
っ
て
。

ア
サ
ダ　

東
京
に
出
ら
れ
て
た
ん
で
す
ね
。

高
田　

日
暮
里
の
あ
た
り
で
、
い
ま
は
な
、
せ
く
せ
く

　
　

し
て
ア
パ
ー
ト
に
入
る
け
れ
ど
も
、
当
時
は
ア

　
　

パ
ー
ト
な
ん
か
な
い
か
ら
、
も
う
そ
の
辺
の
木
っ

　
　

端
を
集
め
て
、
も
の
ご
い
の
小
屋
み
た
い
な
の
を

　
　

こ
し
ら
え
て
、
そ
の
な
か
で
米
を
持
っ
て
行
っ
て
、

　
　

米
炊
き
し
て
や
っ
て
た
な
。

　
　
　

い
ろ
ん
な
方
に
お
世
話
に
な
っ
て
現
在
が
あ
る

　
　

ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
の
当
時
の
方
た
ち
は
み
ん
な
、

　
　

こ
の
世
さ
、
い
な
い
は
ず
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
の
小
屋
っ
て
い
う
か
、
バ
ラ
ッ
ク
み
た
い
な

　
　

も
の
を
建
て
た
と
き
っ
て
い
う
の
は
、
東
京
は
、

　
　

ま
だ
焼
け
野
原
だ
っ
た
頃
？

高
田　

そ
う
そ
う
。
東
京
は
焼
け
野
原
な
ん
で
、
初
め

　
　

て
行
っ
て
、
秋
葉
原
に
行
っ
て
、
乗
り
換
え
し
て
、

　
　

そ
し
て
京
王
線
で
成
田
の
あ
た
り
に
行
っ
て
、
京

　
　

王
線
は
土
手
の
上
を
走
っ
て
い
る
か
ら
、
も
う
見

　
　

渡
す
限
り
焼
け
野
原
。
そ
し
て
、
き
れ
い
な
お
姉

　
　

ち
ゃ
ん
た
ち
が
掘
っ
建
て
小
屋
か
ら
出
て
く
る
ん

　
　

だ
か
ら
。
ま
だ
ア
パ
ー
ト
な
ん
か
な
か
っ
た
ん
だ

　
　

か
ら
。
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
、
見
合
い
で
結
婚
さ
れ
た
？

高
田　

い
や
、
恋
愛
だ
よ
。
昭
和
25
年
に
恋
愛
を
や
っ

　
　

た
ん
だ
。
３
年
付
き
合
っ
て
、
だ
け
ど
亡
く
な
っ

　
　

た
母
さ
ん
と
は
な
ん
ぼ
喧
嘩
し
た
か
。
そ
れ
で
、

　
　

い
ま
は
こ
ん
な
だ
け
ど
、
昔
は
気
早
か
っ
た
か
ら

　
　

バ
ー
ン
な
ん
て
、
お
前
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
激
し
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

高
田　
（
母
さ
ん
は
）
い
つ
の
間
に
か
見
え
な
く
な
っ

　
　

ち
ゃ
っ
た
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

高
田
國
男
さ
ん
が
語
る
歌
詞
の
大
切
さ

詩
織　

次
は
、
下
神
白
団
地
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
の
最

　
　

高
齢
者
で
あ
ろ
う
こ
の
方
、
６
号
棟
に
お
住
ま
い

　
　

の
高
田
國
男
さ
ん
で
す
。
「
口
は
顔
の
ほ
こ
ろ
び

　
　

で
ね
え
」
と
は
、
高
田
さ
ん
が
仰
ら
れ
た
言
葉
で

　
　

す
。
「
話
は
聞
く
べ
し
。
話
は
す
る
べ
し
。
黙
っ

　
　

て
い
て
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
ま
ず
は
話
を
す
る

　
　

べ
き
だ
」
と
。

　
　
　

自
分
の
感
情
を
言
葉
で
発
信
す
る
の
っ
て
な
か

　
　

な
か
難
し
い
で
す
が
、
人
に
思
い
を
伝
え
ら
れ
る

　
　

一
番
の
手
段
は
言
葉
で
す
よ
ね
。
し
ゃ
べ
っ
て
み

　
　

た
ら
案
外
、「
あ
ら
、
あ
の
人
も
同
じ
こ
と
を
思
っ

　
　

て
た
ん
だ
」
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ

　
　

ん
な
素
敵
な
名
言
を
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
高
田
さ

　
　

ん
。
歌
の
歌
詞
を
と
て
も
大
切
に
し
て
お
り
、
歌

　
　

詞
を
解
釈
し
て
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
そ
う
で
す
。

　
　
　

こ
の
あ
と
、
高
田
さ
ん
は
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の

　
　
『
裏
町
酒
場
』
の
歌
詞
の
解
釈
を
し
て
く
だ
さ
っ

　
　

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
解
釈
を

　
　

し
ま
す
か
？　

ま
ず
は
高
田
さ
ん
の
歌
へ
対
す
る

　
　

思
い
や
、
歌
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
人
生
を
聞
い

　
　

て
み
ま
し
ょ
う
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
、
昨
日
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
ら
っ

　
　

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？

高
田　

う
ん
、
行
っ
て
み
た
。

ア
サ
ダ　

さ
っ
き
カ
フ
ェ
に
行
っ
た
と
き
に
、
「
高
田
さ

　
　

ん
、
昨
日
カ
ラ
オ
ケ
来
て
た
よ
」
っ
て
言
っ
て
る

　
　

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

高
田　

駄
目
だ
、
喉
悪
く
て
駄
目
だ
わ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
で
す
か
。
声
が
出
な
い
？

高
田　

昨
日
や
っ
て
み
た
け
っ
ど
も
、
自
信
が
な
く

　
　

な
っ
た
。
ガ
ラ
ガ
ラ
で
駄
目
だ
。
病
院
で
は
バ
ン

　
　

バ
ン
と
歌
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
。
な
ん
だ
か
こ
っ

　
　

ち
来
た
ら
駄
目
だ
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
声
が
出
な
く
な
っ
て
く
る
？

高
田　

だ
か
ら
、
喉
が
悪
く
な
っ
た
な
。
年
の
せ
い
か
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
歌
謡
曲
っ
て
い
う
か
、
演
歌
も
民

　
　

謡
も
聴
き
ま
す
よ
ね
、
い
ろ
い
ろ
。

高
田　

ま
あ
、
聞
き
覚
え
だ
か
ら
。
別
に
教
わ
っ
た
わ

　
　

け
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
昨
日
は
、
ひ
ば
り
の
酒

　
　

場
の
歌…

…

。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
の
？

高
田　

う
ん
。
あ
れ
を
歌
っ
て
や
ろ
う
か
と
思
っ
た
ら
、

　
　

駄
目
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

カ
ラ
オ
ケ
に
入
っ
て
な
か
っ
た
？

高
田　

い
や
、
歌
う
順
番
が
来
な
か
っ
た
。

詩
織　

あ
〜
残
念
。

ア
サ
ダ　

人
が
結
構
多
い
で
す
も
ん
ね
。

高
田　

時
間
切
れ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
だ
か
ら
あ
あ
い

　
　

う
歌
の
席
で
な
、
美
空
ひ
ば
り
を
歌
っ
た
の
は

　
　

ず
っ
と
前
の
や
つ
で
、
や
っ
ぱ
り
酒
場
だ
け
ん
と

　
　

も
、
あ
れ
、
何
て
言
っ
た
っ
け
な
。

詩
織　

『
裏
町
酒
場
』
で
す
か
ね
？

高
田　

あ
あ
、
『
裏
町
酒
場
』
。
「
あ
〜
め
に
濡
れ
て

　
　

る
ー　

赤
い
灯
が
ー
」
っ
て
。

　
　
　
（
高
田
國
男
さ
ん
の
歌
う
『
裏
町
酒
場
』
が
流

　
　

れ
る
）

高
田　

歌
詞
は
、
は
っ
き
り
と
歌
い
な
さ
い
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
も
、
確
か
に
。

高
田　

そ
れ
が
歌
謡
曲
の
い
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
。
そ
れ

　
　

に
メ
ロ
デ
ィ
ー
。
と
こ
ろ
が
、
西
洋
の
歌
の
場
合

　
　

は
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
先
行
し
て
、
歌
詞
が
は
っ
き
り

　
　

し
な
い
か
ら
、
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
「
歌
謡
曲
」
っ
て
い
う
名
前
だ
か
ら
、
メ
ロ

　
　

デ
ィ
ー
だ
け
で
は
な
い
ん
だ
よ
な
。
そ
う
す
る
と
、

　
　

聴
く
人
聴
く
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
も
う
思
い
出
す
こ

　
　

と
が
あ
る
わ
け
だ
。

　
　
　

い
ま
歌
っ
た
、
ひ
ば
り
さ
ん
が
歌
っ
た
『
裏
町

　
　

酒
場
』
。
こ
れ
は
歌
詞
通
り
、
小
暗
く
な
っ
て
雨

　
　

に
濡
れ
た
あ
ん
ど
ん
が
見
え
る
な
っ
て
い
う
よ
う

　
　

な
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
聴
く
人
は

　
　

そ
れ
ぞ
れ
に
解
釈
す
る
わ
け
。
だ
か
ら
、
い
い
と

　
　

こ
ろ
が
あ
る
。
自
分
の
人
生
と
重
ね
合
わ
せ
て
聴

　
　

い
た
り
な
ん
か
す
る
わ
け
だ
。

　
　
　
（
美
空
ひ
ば
り
『
裏
町
酒
場
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

高
田
國
男
さ
ん
が
聞
き
覚
え
た
民
謡 

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
ご
家
族
も
歌
、
好
き
だ
っ
た
ん
で

　
　

す
か
？　

た
と
え
ば
お
父
さ
ま
と
お
母
さ
ま
や
奥

　
　

さ
ま
と
か
。

高
田　

い
や
、
俺
の
お
や
じ
は
明
治
の
人
だ
か
ら
、
い

　
　

ま
の
よ
う
な
歌
謡
曲
な
ん
て
な
か
っ
た
か
ら
ね
、

　
　

歌
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
民
謡
を
よ
く
。
『
相
馬
二

　
　

遍
返
し
』
で
も
『
流
れ
山
』
で
も
、
み
ん
な
お
や

　
　

じ
の
聞
き
覚
え
だ
。

　
　
　
『
田
植
え
唄
』
っ
て
い
う
の
が
あ
ん
だ
な
。
歌

　
　

詞
覚
え
て
ら
れ
な
く
て
、
歌
え
な
い
け
ど
ね
。
い

　
　

ま
、
こ
の
踊
り
を
や
ら
な
い
か
ら
、
津
波
で
流
れ

　
　

ち
ゃ
っ
て
。
部
落
の
若
い
連
中
が
よ
く
田
植
え
の

　
　

と
き
に
や
っ
た
も
ん
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　
『
田
植
え
唄
』
と
か
田
植
え
踊
り
と
か
。
収
穫

　
　

た
っ
ち
ゅ
う
感
じ
み
た
い
な
。
う
ち
の
兄
貴
は
兵

　
　

隊
に
行
っ
て
、
今
度
、
終
戦
に
な
っ
た
か
ら
な
ん

　
　

て
馬
を
一
台
も
ら
っ
て
、
そ
い
つ
に
乗
っ
て
き
た

　
　

ん
だ
、
自
分
の
う
ち
ま
で
。

　
　
　

そ
ん
な
感
じ
で
、
あ
と
兄
貴
ら
は
家
に
い
る
か

　
　

ら
、
今
度
私
は
い
て
も
い
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
。

　
　

で
、
今
度
お
じ
さ
ん
、
母
親
の
き
ょ
う
だ
い
が
船

　
　

引
の
ま
ち
の
川
端
で
橋
本
屋
旅
館
っ
て
い
う
旅
館

　
　

を
や
っ
て
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
れ
で
た
だ
も
い
ら
れ
ね
え
か
ら
、
旅
館
手

　
　

伝
っ
て
こ
い
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
の
旅
館
に
行
っ

　
　

て
手
伝
っ
て
た
ん
だ
。
そ
れ
で
手
伝
っ
て
る
う
ち

　
　

に
、
今
度
、
そ
の
お
じ
さ
ん
だ
っ
て
そ
ん
な
に
お

　
　

金
ね
え
べ
、
給
料
も
く
ん
な
ね
べ
し
な
。
そ
れ
で
、

　
　

浪
江
に
。
浪
江
は
わ
か
り
ま
す
？

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
。

青
木　

浪
江
に
昔
、
東
邦
レ
ー
ヨ
ン
っ
て
い
う
会
社
が

　
　

あ
っ
た
ん
だ
、
糸
引
き
会
社
な
。
製
糸
場
か
。
そ

　
　

こ
で
働
い
た
ん
だ
。
そ
れ
で
、
う
ち
の
お
じ
さ
ん

　
　

の
す
ぐ
前
さ
お
茶
屋
さ
ん
が
あ
っ
た
の
。
そ
の
お

　
　

茶
屋
さ
ん
は
私
が
生
ま
れ
た
う
ち
の
、
す
ぐ
下
の

　
　

う
ち
の
息
子
さ
ん
だ
っ
た
の
よ
。
そ
の
息
子
さ
ん

　
　

は
製
糸
場
の
セ
ー
ル
ス
を
や
っ
て
た
わ
け
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
営
業
屋
さ
ん
か
。

青
木　

う
ん
う
ん
。
「
こ
う
い
う
人
に
世
話
に
な
っ
て

　
　

て
も
し
ょ
う
も
ね
え
べ
、
自
分
で
独
立
し
た
ら
い

　
　

い
ん
で
な
い
の
」
っ
て
言
っ
て
、
５
、
６
人
で
来

　
　

た
っ
た
か
、
み
ん
な
で
浪
江
に
来
て
、
製
糸
場
で

　
　

働
い
て
た
の
。
そ
の
う
ち
に
製
糸
場
で
働
い
て
る

　
　

う
ち
に
結
婚
し
た
の
。
で
、
浪
江
の
人
に
な
っ
た

　
　

の
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
社
内
結
婚
？

青
木　

違
う
、
違
う
。
そ
こ
さ
、
浪
江
の
部
落
の
女
の

　
　

子
が
そ
の
製
糸
場
に
来
て
た
か
ら
、
そ
の
女
の
子

　
　

の
う
ち
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
遊
び
に
行
っ
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
し
た
ら
、
そ
の
子
の
母
親
が
、
う
ん
と
世
話

　
　

好
き
で
、
旦
那
の
兄
貴
は
兵
隊
に
行
っ
て
、
ソ
連

　
　

の
ほ
う
さ
連
れ
て
行
か
れ
た
と
か
な
ん
つ
っ
て
、

　
　

長
男
い
な
く
な
っ
た
か
ら
嫁
さ
ま
に
来
な
い
か
っ

　
　

て
、
そ
れ
で
、
結
婚
し
た
わ
け
な
の
ね
。
結
婚
し

　
　

た
ん
だ
か
わ
か
ん
な
い
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
、

　
　

籍
を
持
っ
て
き
て
、
あ
れ
し
て
、
わ
か
ん
な
い
ん

　
　

だ
よ
。

ア
サ
ダ　

わ
か
ん
な
い
ん
だ
。
も
う
結
婚
し
た
こ
と
に

　
　

な
っ
た
み
た
い
な
？

青
木　

う
ん
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
、
仲
人
は
昔
、
商
売

　
　

や
っ
て
売
っ
て
歩
い
て
た
ん
か
な
。
で
、
よ
く
私

　
　

の
う
ち
わ
か
っ
た
べ
な
ん
て
思
う
ぐ
ら
い
に
、
い

　
　

つ
の
間
に
か
籍
持
っ
て
て
き
た
ん
だ
べ
な
。
私
も

　
　

よ
う
そ
う
い
う
の
、
わ
か
ん
ね
え
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
で
す
ね
。
本
当
、
昔
の
そ
う
い
う
話
は
。

青
木　

う
ん
。
そ
う
い
う
の
す
ご
い
よ
、
昔
は
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
仕
込
ま
れ
て
る
ね
。

青
木　

で
き
る
ん
だ
か
ら
、
そ
ん
な
の
持
っ
て
歩
っ
て
。

　
　

私
も
驚
い
て
る
。
い
つ
こ
う
な
っ
て
、
い
つ
こ
う

　
　

な
っ
た
ん
だ
か
い
う
て
。
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き

　
　

の
儀
式
あ
っ
ぺ
よ
？　

成
人
式
は
、
嫁
に
な
っ
て

　
　

か
ら
成
人
式
の
通
知
が
来
た
の
、
浪
江
の
ね
。

ア
サ
ダ　

先
に
嫁
入
り
し
た
ん
だ
ね
。

青
木　

来
た
来
た
。
そ
れ
で
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
う

　
　

ち
に
子
供
で
き
た
べ
。
で
、
子
供
で
き
た
け
れ
ど

　
　

も
、
長
男
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
す
ぐ
そ
ば
に
親
が

　
　

い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

親
っ
て
い
う
の
は
姑
さ
ん
？

青
木　

姑
さ
ん
。
姑
さ
ん
い
た
け
ど
、
ど
っ
ち
み
ち
長

　
　

男
で
は
ね
え
わ
け
だ
か
ら
、
な
ん
ぼ
亡
く
な
っ

　
　

た
っ
て
言
っ
て
も
な
。
だ
か
ら
、
そ
の
脇
さ
、
私

　
　

が
も
う
早
く
う
ち
つ
く
っ
た
ん
だ
。
う
ち
の
旦
那

　
　

は
製
材
所
に
勤
め
て
た
か
ら
、
前
借
り
で
も
な
ん

　
　

で
も
で
き
た
わ
け
よ
、
材
料
を
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
ね
、
確
か
に
家
を
建
て
る
に
は
も
う

　
　

抜
群
の
会
社
だ
な
、
製
材
所
だ
っ
た
ら
（
笑
）。

青
木　

で
、
ち
っ
ち
ゃ
い
、
本
当
１
間
で
10
畳
間
ぐ
ら

　
　

い
の
う
ち
を
つ
く
っ
て
、
私
ら
は
私
ら
で
生
活
し

　
　

て
た
の
。
製
糸
場
が
、
今
度
だ
ん
だ
ん
終
わ
っ
て
、

　
　

仕
事
が
変
わ
っ
て
き
て
、
浪
江
に
あ
れ
が
で
き
た

　
　

の
わ
か
る
か
な
、
バ
ッ
ジ
工
場
。
浪
江
製
作
所
っ

　
　

て
い
う
と
、
み
ん
な
浪
江
の
人
わ
か
る
ん
じ
ゃ
ね

　
　

え
か
な
、
あ
そ
こ
ら
辺
は
ね
。
帽
子
の
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
帽
子
の
ね
。

青
木　

そ
れ
か
ら
、あ
と
は
学
生
の
ボ
タ
ン
、洋
服
の
ボ

　
　

タ
ン
と
か
ね
。
そ
う
い
う
の
を
つ
く
っ
て
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
、
学
章
み
た
い
な
や
つ
ね
。

青
木　

や
っ
て
る
う
ち
に
、
私
も
シ
ン
ナ
ー
を
使
う
か

　
　

ら
手
が
荒
れ
て
き
た
の
ね
。
手
、
あ
ん
ま
り
荒
れ

　
　

て
き
て
困
っ
た
な
と
思
っ
て
た
ら
、
う
ち
の
旦
那

　
　

の
妹
は
、
昔
は
県
立
病
院
っ
て
あ
っ
た
ん
だ
、
大

　
　

熊
さ
。
大
熊
の
脳
病
院
っ
て
い
う
の
。

ア
サ
ダ　

昔
は
脳
病
院
っ
て
言
っ
た
ん
だ
。
い
ま
の
精
神

　
　

科
病
棟
だ
ね
。

青
木　

精
神
病
院
だ
な
。

ア
サ
ダ　

看
護
師
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
た
の
？

青
木　

看
護
婦
で
な
い
け
ど
、
雑
主
婦
っ
て
い
う
ね
、

　
　

い
ろ
い
ろ
用
を
足
し
て
、
看
護
婦
さ
ん
の
お
手
伝

　
　

い
。
何
年
働
い
た
か
っ
て
い
う
と
、
本
当
に
忘
れ

　
　

ち
ゃ
っ
た
わ
、
も
う
。

　
　
「
さ
あ
、
ど
こ
い
っ
た
？
」
と
思
っ
た
ら
横
須
賀

　
　

の
ほ
う
ま
で
行
っ
ち
ゃ
っ
た
。
姉
さ
ま
の
と
こ
。

　
　

で
、
迎
え
に
行
っ
て
。
仲
良
い
か
ら
喧
嘩
す
る
ん

　
　

だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ま
と
は
同
じ
ふ
る
さ
と
？

高
田　

そ
う
、
俺
の
家
内
は
い
ま
の
楢
葉
だ
か
ら
。
あ

　
　

る
一
定
の
時
点
で
や
っ
ぱ
り
妥
協
す
る
。
そ
う
い

　
　

う
、
い
ろ
い
ろ
で
も
っ
て
か
な
い
と
。
子
供
が
見

　
　

て
る
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
。

高
田　

子
供
は
口
を
利
か
な
い
だ
け
で
見
て
ん
だ
か
ら

　
　

な
。
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
ど
っ
ち

　
　

が
悪
い
か
。
だ
か
ら
、
あ
ん
ま
り
下
手
な
こ
と
は

　
　

で
き
な
い
ん
だ
よ
。
経
験
し
て
言
っ
て
る
ん
だ
か

　
　

ら
。
経
験
し
な
い
で
言
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん

　
　

だ
ぞ
。
み
ん
な
経
験
し
て
る
ん
だ
。
だ
か
ら
、
こ

　
　

う
い
う
大
勢
の
と
こ
ろ
に
入
っ
た
っ
て
、
ど
こ

　
　

行
っ
た
っ
て
、
み
ん
な
も
う
、
ど
こ
の
人
で
も
合

　
　

わ
せ
て
い
く
。

　
　
　

世
の
な
か
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
今
日
、
み
ん
な

　
　

が
来
て
、
こ
う
し
て
来
て
く
れ
る
だ
け
で
も
あ
り

　
　

が
て
え
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、

　
　

本
当
に
、
僕
ら
の
ほ
う
こ
そ
。

高
田　
「
あ
そ
こ
は
駄
目
だ
、
寄
ん
ね
え
べ
」
な
ん
て

　
　

言
わ
れ
た
っ
て
、
う
ま
く
ね
え
。
こ
ん
な
ん
長
く

　
　

い
る
つ
も
り
で
ね
え
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ

　
　

り
寿
命
で
。
ま
あ
、
そ
の
う
ち
近
々
お
呼
び
に
な

　
　

る
ん
だ
べ
け
ん
ど
も
、
そ
れ
ま
で
は
罪
滅
ぼ
し
、

　
　

御
奉
公
と
思
っ
て
や
っ
て
な
い
と
な
。

　
　
　

み
ん
な
の
た
め
に
生
き
て
る
ん
だ
か
ら
。
自
分

　
　

ひ
と
り
じ
ゃ
生
き
て
い
か
ん
ね
え
ん
だ
か
ら
ね
、

　
　

人
間
っ
て
い
う
動
物
は
。
よ
そ
の
動
物
は
一
匹
で

　
　

も
生
き
て
い
け
る
け
ど
、
人
間
だ
け
は
駄
目
だ
。

　
　

ひ
と
り
じ
ゃ
生
き
て
い
け
ね
え
。
だ
か
ら
、
横
の

　
　

つ
な
が
り
は
、
や
っ
ぱ
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
な
ん

　
　

な
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
７

青
木
二
美
子
さ
ん
の
歌
と
と
も
に
あ
る
人
生 

り
ん
ご
　
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
は
１
９
８

　
　

９
年
。
ま
だ
私
が
生
ま
れ
る
前
の
出
来
事
で
し
た
。

　
　
「
人
は
哀
し
い　

哀
し
い
も
の
で
す
ね
／
そ
れ
で

　
　

も
過
去
た
ち
は
優
し
く
睫
毛
に
憩
う
／
人
生
っ
て

　
　

不
思
議
な
も
の
で
す
ね
」
。
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
を

　
　

代
表
す
る
一
曲
、
『
愛
燦
燦
』
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ

　
　

で
す
。
目
を
閉
じ
れ
ば
人
生
の
一
コ
マ
が
睫
毛
に

　
　

と
ど
ま
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
様
子
が
思
い
浮
か
ば

　
　

れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
人
生
を
歩
み
は
じ
め
た
ば
か

　
　

り
の
私
に
は
、
過
去
が
思
い
出
に
な
り
切
れ
て
お

　
　

ら
ず
、
こ
の
歌
詞
の
意
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

　
　

る
の
は
、
も
う
し
ば
ら
く
先
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
　
　

さ
て
、
最
後
に
出
演
い
た
だ
く
の
は
４
号
棟
に

　
　

お
住
ま
い
の
青
木
二
美
子
さ
ん
。
浪
江
町
か
ら
下

　
　

神
白
団
地
に
移
り
住
み
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

　
　

つ
ら
い
経
験
な
ど
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

　
　

そ
れ
で
も
こ
う
し
て
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

　
　

き
っ
と
そ
の
経
験
も
意
味
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
ん

　
　

だ
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。
人
生
っ
て
不
思
議
な
も
の

　
　

で
す
ね
。

　
　
　

リ
ク
エ
ス
ト
曲
は
、
美
空
ひ
ば
り
『
愛
燦
燦
』
。

　
　

目
を
閉
じ
、
睫
毛
に
憩
う
過
去
の
思
い
出
と
と
も

　
　

に
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

ア
サ
ダ　

青
木
さ
ん
っ
て
、
い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
よ
く
歌
を

　
　

聴
い
て
た
ん
で
す
か
？

青
木　

私
、
歌
大
好
き
だ
か
ら
も
う
。

ア
サ
ダ　

昔
か
ら
？

青
木　

う
ん
、
昔
か
ら
、
若
い
と
き
か
ら
。
三
橋
美
智

　
　

也
だ
と
か
、
あ
の
人
ら
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
歌
っ

　
　

て
る
よ
。
三
波
春
夫
だ
と
か
。
あ
あ
い
う
の
な
ん

　
　

か
み
ん
な
歌
っ
て
っ
け
ど
、
私
ら
、
み
ん
な
わ
か

　
　

る
。
こ
う
い
う
テ
レ
ビ
が
な
か
っ
た
か
ら
。
ラ
ジ

　
　

オ
あ
っ
て
、
書
く
べ
、
歌
は
じ
ま
っ
た
よ
っ
て
自

　
　

分
の
好
き
な
歌
。
帳
面
置
い
て
、
鉛
筆
置
い
て
。

　
　

そ
し
て
、
今
度
は
明
日
。
明
日
、
そ
の
続
き
を
書

　
　

く
の
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
覚
え
る
ん
だ
、
昔

　
　

は
。

　
　
　

三
波
春
夫
だ
と
か
な
ん
と
か
そ
う
い
う
の
は
、

　
　

田
の
草
取
り
だ
と
か
田
植
え
だ
と
か
そ
う
い
う
と

　
　

き
に
、
歌
好
き
な
人
が
い
て
歌
っ
て
ん
の
よ
、
そ

　
　

う
い
う
も
ん
よ
。

ア
サ
ダ　

田
植
え
と
か
し
な
が
ら
？

青
木　

う
ん
、
仕
事
し
な
が
ら
歌
っ
て
ん
の
よ
、
昔
は
。

　
　

そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
覚
え
た
ん
だ
よ
、
私
ら
は

　
　

ね
。

　
　
　

親
は
ね
、
母
親
は
い
た
け
ど
父
親
は
早
く
死
ん

　
　

で
い
な
か
っ
た
か
ら
。
だ
か
ら
、
兄
貴
の
お
世
話

　
　

に
な
っ
て
た
ん
だ
、
も
う
。

ア
サ
ダ　

お
兄
さ
ん
は
、
結
構
年
は
離
れ
て
た
の
？

青
木　

一
番
上
か
ら
下
ま
で
20
ぐ
ら
い
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

う
わ
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
離
れ
て
る
。
そ
れ
は
も

　
　

う
親
子
ぐ
ら
い
や
わ
な
。

青
木　

７
人
い
る
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

高
等
学
校
卒
業
し
て
。

青
木　

卒
業
し
た
っ
て
感
じ
じ
ゃ
ね
え
な
。
た
だ
辞
め

　
　

う
ど
ん
食
べ
て
た
っ
て
、
店
屋
さ
入
っ
た
っ
て
、

　
　
「
あ
そ
こ
の
嫁
は
店
屋
で
う
ど
ん
食
っ
て
た
」
っ

　
　

て
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
の
世
の
な
か
。

ア
サ
ダ　

狭
い
、
密
告
さ
れ
る
じ
ゃ
な
い
け
ど
。

青
木　

そ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
。
そ
れ
で
田
ん
ぼ
の
な

　
　

か
だ
の
ね
、
道
を
歩
き
な
が
ら
だ
ね
。
そ
う
い
う

　
　

歌
を
歌
う
と
こ
ろ
な
ん
て
な
い
ね
。
部
落
で
や
ぐ

　
　

ら
建
て
た
と
き
は
盆
踊
り
だ
か
ら
、
世
の
歌
は
歌

　
　

わ
な
い
か
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ん
か
や
ん
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
美
空
ひ
ば
り
と
か
そ
の
都
は
る
み
と

　
　

か
、
自
分
が
好
き
な
人
の
歌
を
覚
え
て
歌
う
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
人
前
で
っ
て
い
う
よ
り
は
、
自
分
の

　
　

家
で
ち
ょ
っ
と
練
習
し
て
み
た
り
っ
て
い
う
感
じ

　
　

だ
っ
た
の
？　

歌
詞
見
な
が
ら
。

青
木　

う
ん
、
見
な
が
ら
な
。
ん
だ
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

青
木　

歌
が
好
き
だ
か
ら
。

　
　
　
（
青
木
さ
ん
の
歌
う
『
愛
燦
燦
』
が
流
れ
、
続

　
　

い
て
美
空
ひ
ば
り
『
愛
燦
燦
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
８

青
木
二
美
子
さ
ん
の
声
が
蘇
る
と
き 

ア
サ
ダ　

下
神
白
団
地
に
は
、
最
初
か
ら
入
ら
れ
て
る
ん

　
　

で
す
か
？

青
木　

一
番
最
初
の
抽
選
が
当
た
っ
た
の
。
あ
あ
、
こ

　
　

こ
さ
入
っ
て
か
ら
は
歩
く
こ
と
な
い
な
と
思
っ
て
。

　
　

こ
こ
は
田
園
と
違
っ
て
、
眺
め
っ
て
コ
ン
ク
リ
で

　
　

し
ょ
。
こ
っ
ち
見
た
っ
て
コ
ン
ク
リ
だ
。
ど
こ
見

　
　

た
っ
て
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

見
る
と
こ
ろ
な
い
か
ら
ね
。

青
木　

コ
ン
ク
リ
だ
か
ら
、
こ
う
や
っ
て
。

ア
サ
ダ　

人
工
物
ば
っ
か
り
だ
っ
て
、
周
り
が
ね
。

詩
織　

あ
あ
、
そ
う
だ
ね
。

青
木　

朝
起
き
て
な
、
こ
う
や
っ
て
戸
開
け
て
み
た
っ

　
　

て
、こ
こ
コ
ン
ク
リ
じ
ゃ
、こ
っ
ち
に
出
て
み
た
っ

　
　

て
コ
ン
ク
リ
で
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

集
合
住
宅
だ
も
ん
ね
。

青
木　

う
ん
、
遠
く
見
れ
ば
山
は
あ
っ
け
ど
も
。
そ
ん

　
　

な
感
じ
だ
っ
た
ね
。

ア
サ
ダ　

初
め
て
で
す
も
ん
ね
、
そ
う
い
う
環
境
で
っ
て

　
　

い
う
の
。

青
木　

そ
う
や
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
落
ち
着
か

　
　

せ
て
き
た
ん
だ
べ
、
み
ん
な
。

ア
サ
ダ　

慣
れ
さ
せ
て
き
た
っ
て
こ
と
ね
。

青
木　

慣
れ
さ
せ
て
き
た
。
で
も
、
い
ら
ん
ね
え
ん
だ

　
　

か
ら
、
し
ょ
う
が
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

歌
も
歌
わ
な
く
な
っ
た
っ
て
い
う
話
を
し
て
い

　
　

ま
し
た
よ
ね
。

青
木　

今
日
は
出
た
の
、
声
。
び
っ
く
り
し
た
。

詩
織　

ね
、
声
出
て
ま
し
た
ね
。

ア
サ
ダ　

出
て
た
、
出
て
た
。　

青
木　

ね
、
び
っ
く
り
し
た
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
出
て
た
、
高
い
声
も
出
て
た
し
。

青
木　

い
ま
ま
で
声
な
ん
か
出
な
か
っ
た
の
に
、
み
ん

　
　

な
に
聴
か
せ
た
く
て
、
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
嬉
し
い
わ
（
笑
）。
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ

　
　

た
。

青
木　

全
然
出
な
か
っ
た
の
。
こ
こ
さ
来
て
習
っ
て
、

　
　

知
っ
て
る
歌
出
て
き
た
か
ら
一
緒
に
歌
う
べ
っ
て

　
　

思
っ
た
ら
、
歌
え
な
か
っ
た
の
。

ア
サ
ダ　

人
が
い
る
っ
て
い
う
の
は
結
構
大
き
い
の
か
も

　
　

し
れ
な
い
な
っ
て
気
が
ち
ょ
っ
と
し
た
ん
だ
け
ど

　
　

ね
。

青
木　

え
？

ア
サ
ダ　

ま
わ
り
に
人
が
い
る
っ
て
い
う
こ
と
っ
て
い
う

　
　

の
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
で
か
い…

…
。
誰
か
が

　
　

い
る
と
、
こ
う
や
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
た
り
も
す
る

　
　

し
、
声
っ
て
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
つ
ら
れ
て
出
る

　
　

の
か
な
み
た
い
な
。

　
　
　

ひ
と
り
で
歌
っ
て
て
も
ね
、
こ
う
い
う
ラ
ジ
カ

　
　

セ
相
手
で
は
、
出
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

　
　

あ
ん
ま
り
バ
ー
ッ
と
出
て
く
る
感
じ
じ
ゃ
な
い
の

　
　

か
な
っ
て
。

青
木　

今
日
み
た
い
に
声
な
ん
か
出
な
い
の
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
、
す
ご
い
嬉
し
い
。
よ
か
っ
た
。

青
木　

出
な
い
ん
だ
か
ら
、
全
然
出
な
か
っ
た
の
。
本

　
　

当
に
。
テ
レ
ビ
に
、
あ
あ
、
知
っ
て
る
歌
出
て
き

　
　

た
か
ら
一
緒
に
歌
う
か
な
っ
て
思
っ
た
っ
て
、
高

　
　

い
と
こ
ろ
な
ん
て
全
然
出
な
い
。
び
っ
く
り
し
た
。

　
　

美
空
ひ
ば
り
の
高
い
と
こ
ろ
ま
で
出
て
。

ア
サ
ダ　

よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
。
本
当
に
よ
か
っ
た
。

青
木　

び
っ
く
り
し
た
。
具
合
悪
く
な
っ
て
た
け
ど
、

　
　

具
合
悪
い
の
治
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

そ
れ
だ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　

『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
、
第
６
集
「
歌
と
と
も
に

　
　

あ
る
人
生
」
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
い
か
が
だ
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
か
？　

　
　
　

今
回
は
、
歌
に
よ
っ
て
人
生
を
救
わ
れ
た
、
変

　
　

わ
っ
た
、
そ
う
い
う
象
徴
的
な
体
験
を
し
て
こ
ら

　
　

れ
た
方
々
に
、
お
話
を
伺
い
た
い
な
と
い
う
思
い

83 82

ア
サ
ダ　

結
構
、
長
か
っ
た
？

青
木　

長
い
、
長
い
。
働
い
て
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
子
育
て
し
な
が
ら
働
い
た
の
？

青
木　

う
ん
、そ
う
、ば
あ
ち
ゃ
ん
い
た
、ば
あ
ち
ゃ
ん
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
、
家
に
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
て
。

青
木　

う
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
た
か
ら
。
８
人
ぐ
ら
い

　
　

は
い
た
と
思
う
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
本
当
。
そ
れ
っ
て
青
木
さ
ん
が
何
歳
ぐ

　
　

ら
い
の
話
？

青
木　

何
歳
だ
べ
、
勘
定
し
な
き
ゃ
わ
か
ん
ね
え
ん
だ
、

　
　

若
い
と
き
か
ら
働
い
た
も
ん
だ
か
ら
。
子
供
を
二

　
　

十
歳
で
産
ん
だ
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
。
子
供
を
二
十
歳
で
産
ん
だ
ん
だ
っ

　
　

た
ら…

…

。

青
木　

う
ち
の
息
子
、
長
男
が
（
昭
和
）
26
年
に
生
ま

　
　

れ
た
ん
だ
か
ら
。
で
、
孫
が
生
ま
れ
て
会
社
を
辞

　
　

め
た
ん
だ
。

　
　
　
（

み
ん
な
で
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
探
し
な
が
ら
）

青
木　

い
ま
、
何
で
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
サ
ダ　

こ
っ
ち
に
あ
る
の
は
美
空
ひ
ば
り
だ
ね
。

青
木　

美
空
ひ
ば
り
の
歌
は
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
も
、
昔
か
ら
ず
っ
と
聴
い
て
た
？

青
木　

う
ん
、
美
空
ひ
ば
り
、
大
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
、
聴
い
て
み
る
か
。

青
木　

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
も
腰
痛
く
て
入
院
し
て
た

　
　

人
い
た
の
よ
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
頼
ま
れ
て
、
県
立

　
　

病
院
さ
な
、
「
腰
を
手
術
す
る
か
ら
来
て
も
ら
ん

　
　

ね
え
か
、
年
取
っ
て
俺
も
駄
目
だ
し
」
な
ん
て
言

　
　

わ
れ
て
。
で
、
手
伝
い
に
行
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、

　
　

そ
の
お
じ
い
さ
ん
が
朝
、
何
言
う
か
と
思
っ
た
ら
、

　
　
「
み
い
ち
ゃ
ん
、
美
空
ひ
ば
り
亡
く
な
っ
た
ぞ
」

　
　

な
ん
て
言
っ
た
の
。
６
月
頃
だ
っ
け
か
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。
美
空
ひ
ば
り
が
亡
く
な
っ

　
　

た
年
ね
。

青
木　

う
ん
、
そ
の
と
き
も
病
院
で
手
伝
い
し
て
た
の
、

　
　

腰
痛
え
っ
つ
っ
て
、
手
術
す
っ
か
ら
手
伝
っ
て
く

　
　

ん
ね
え
か
っ
て
言
わ
っ
ち
。
も
う
、
そ
の
頃
か
ら

　
　

も
う
ず
っ
と
や
っ
て
た
ね
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
っ
て
何
年
ぐ
ら
い
に
亡
く
な
っ
た

　
　

ん
だ
ろ
う…

…

。

青
木　

何
で
も
、
本
当
懐
か
し
い
ね
。

　
　
　
（
テ
ー
プ
が
流
れ
は
じ
め
る
）

青
木　

私
避
難
し
て
話
な
ん
か
全
然
し
な
か
っ
た
べ
さ
、

　
　

こ
う
い
う
部
屋
さ
入
っ
た
ら
ひ
と
り
だ
も
の
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
そ
う
だ
ね
。

青
木　

そ
れ
か
ら
５
年
だ
べ
。
５
年
も
６
年
も
、
毎
日

　
　

毎
日
、
１
か
月
も
話
し
な
い
と
き
も
あ
っ
べ
し
よ
。

　
　

こ
こ
に
み
ん
な
で
来
て
、
こ
ん
な
に
あ
ち
こ
ち

　
　

し
ゃ
べ
っ
て
、
わ
け
わ
か
ん
ね
え
べ
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

い
や
い
や
い
や
、
な
ん
と
か
頭
の
な
か
を
整
理

　
　

し
な
が
ら
聞
い
て
る
感
じ
だ
け
ど
。

　
　
　

青
木
さ
ん
っ
て
下
神
白
団
地
の
集
会
場
に
は
、

　
　

最
初
は
よ
く
出
入
り
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

青
木　

あ
ん
ま
行
か
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

青
木　

コ
ー
ヒ
ー
飲
み
行
っ
た
り
。

ア
サ
ダ　

カ
ラ
オ
ケ
と
か
も
や
っ
て
る
も
ん
ね
。

青
木　

い
ま
は
や
っ
て
る
ね
、
前
は
や
っ
て
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
っ
か
。

り
ん
ご　

こ
の
曲
、
コ
ン
サ
ー
ト
み
た
い
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
録
音
だ
よ
ね
。

り
ん
ご　

ど
こ
か
聴
き
に
行
っ
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
か
？

青
木　

一
回
行
っ
た
こ
と
あ
る
。
美
空
ひ
ば
り
で
し
ょ
。

　
　

一
回
、
平
ま
で
見
に
行
っ
た
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
そ
の
と
き
の
録
音
な
の
か
な
？

青
木　

あ
の
頃
、
美
空
ひ
ば
り
が
来
る
だ
な
ん
て
い
う

　
　

と
大
変
な
あ
れ
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
り
ゃ
そ
う
だ
よ
ね
、
美
空
ひ
ば
り
が
来
る
な

　
　

ん
て
。

青
木　

そ
れ
で
、
テ
レ
ビ
で
歌
映
る
か
ら
っ
て
、
（
チ

　
　

ケ
ッ
ト
）
買
っ
て
、
そ
し
て
行
っ
た
ん
だ
も
ん
。

　
　

私
は
美
空
ひ
ば
り
と
あ
れ
だ
け
は
見
に
行
き
た
い

　
　

な
と
思
っ
て
た
ん
だ
よ
、
あ
っ
ち
さ
。

ア
サ
ダ　

誰
だ
、
美
空
ひ
ば
り
と
ほ
か
。

青
木　

何
だ
っ
け
、
名
前
、
辞
め
た
人
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

辞
め
た
人
？　

女
の
人
？

青
木　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

都 

は
る
み
と
か
？

青
木　

都 

は
る
み
。
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ　

当
た
っ
た
。
都 

は
る
み
は
確
か
に
、
い
ま
や
っ

　
　

て
な
い
ね
。

青
木　

都 

は
る
み
と
美
空
ひ
ば
り
の
歌
だ
け
は
ほ
し
い

　
　

と
思
っ
て
た
。
好
き
だ
か
ら
、
ほ
ら
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
も
美
空
ひ
ば
り
の
テ
ー
プ
だ
な
。

り
ん
ご　

1
9
8
9
年
に
亡
く
な
っ
て
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
30
年
前
だ
。

青
木　

私
、
声
が
い
い
と
き
に
は
、
も
う
本
当
、
大
好

　
　

き
で
歌
う
の
に
、
も
う
も
う
、
話
し
な
く
て
い
る

　
　

う
ち
に
声
出
な
く
な
っ
ち
ゃ
た
よ
。

ア
サ
ダ　

震
災
前
ま
で
は
よ
く
歌
っ
て
た
？

青
木　

う
ん
、
大
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
の
歌
っ
て
た
と
き
は
、
歌
の
サ
ー
ク
ル
み
た

　
　

い
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
た
の
？

青
木　

行
か
ね
行
か
ね
。
そ
う
い
う
の
な
ん
て
、
昔
は

　
　

な
い
よ
、
集
ま
っ
て
歌
を
歌
う
だ
の
。
そ
れ
こ
そ
、

　
　

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
小
泉
い
み
子
さ
ん
と

　
　

高
田
國
男
さ
ん
と
青
木
二
美
子
さ
ん
の
３
名
だ
っ

　
　

た
ん
で
す
。

　
　
　

ほ
か
の
住
民
さ
ん
も
「
私
も
こ
う
い
う
ふ
う
に

　
　

音
楽
を
聴
い
て
救
わ
れ
た
な
」
と
か
「
あ
の
と
き

　
　

助
け
ら
れ
た
な
」
っ
て
思
い
出
を
た
く
さ
ん
持
た

　
　

れ
て
い
る
方
が
、
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

　
　

す
。
な
の
で
、
み
な
さ
ん
の
話
を
引
き
続
き
聞
け

　
　

た
ら
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

音
楽
っ
て
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
不
思
議
で
、
ひ
と

　
　

り
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
歌
が
で
す
ね
、
誰
か

　
　

別
の
人
に
と
っ
て
も
と
て
も
大
事
な
歌
だ
っ
た
り

　
　

し
て
。
で
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
人
生

　
　

を
歩
ん
で
き
て
る
の
で
、
違
う
思
い
出
を
持
っ
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
よ
ね
。

　
　
　

た
と
え
ば
、
今
回
青
木
二
美
子
さ
ん
が
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た『
愛
燦
燦
』は
、実
は
以
前
、

　
　

６
号
棟
で
浪
江
町
ご
出
身
の
高
田
マ
ツ
イ
さ
ん
の

　
　

ご
自
宅
に
伺
っ
て
お
話
を
聞
い
た
際
も
、
『
愛
燦

　
　

燦
』
の
思
い
出
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

幾
十
に
も
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
積
み
重
な
っ
て
、

　
　

一
曲
の
歌
っ
て
存
在
し
て
る
ん
だ
な
と
、
改
め
て

　
　

感
じ
る
わ
け
で
す
。

　
　
　

下
神
白
団
地
に
は
た
く
さ
ん
の
方
々
が
住
ま
わ

　
　

れ
て
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
一
人
ひ
と
り
、
み
な

　
　

さ
ん
別
々
の
人
生
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
こ
ん
な
当

　
　

た
り
前
の
こ
と
を
、
僕
自
身
、
い
つ
も
一
人
ひ
と

　
　

り
の
お
声
を
聞
く
度
に
、
と
て
も
強
く
実
感
し
ま

　
　

す
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
に
な
っ
て
い
き
ま
す
ね
。

　
　

く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
ご
自
愛
い
た
だ
き
、
元
気
な

　
　

姿
で
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
け

　
　

た
ら
幸
い
で
す
。い
つ
も
通
り
、リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー

　
　

ド
を
挟
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
集
会
場
の
前
の
黄

　
　

色
い
ポ
ス
ト
、
あ
る
い
は
僕
ら
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

　
　

思
い
出
の
曲
を
書
い
て
、
直
接
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

そ
れ
で
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
６
集
、
こ

　
　

れ
に
て
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
届
け
し
た

　
　

の
は
、
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
と
榊 

裕
美
と
鈴
木
詩
織
で       

　
　

し
た
。
そ
れ
で
は
、
ま
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　
　

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白

　
　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
、

　
　

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ

　
　

の
C
D
で
は
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の

　
　

ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深
い

　
　

音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　

第
６
集
の
テ
ー
マ
は
「
歌
と
と
も
に
あ
る
人

　
　

生
」
。
下
神
白
団
地
に
住
ま
わ
れ
る
以
前
か
ら
歌

　
　

う
こ
と
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
方
も
、
こ
の
団
地

　
　

に
来
ら
れ
て
改
め
て
歌
う
こ
と
に
目
覚
め
た
方
も
、

　
　

言
葉
が
声
に
な
っ
て
、
そ
の
声
が
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

　
　

乗
っ
た
と
き
に
こ
そ
伝
わ
る
、
生
き
て
い
る
実
感
、

　
　

こ
れ
は
き
っ
と
歌
っ
て
い
る
ご
自
身
だ
け
で
な
く
、

　
　

ほ
か
の
誰
か
の
人
生
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る
の
で

　
　

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

今
回
は
３
号
棟
住
民
の
小
泉
い
み
子
さ
ん
、
そ

　
　

し
て
、
４
号
棟
住
民
の
青
木
二
美
子
さ
ん
、
６
号

　
　

棟
住
民
の
高
田
國
男
さ
ん
の
語
り
を
収
録
し
ま
し

　
　

た
。演
歌
か
ら
民
謡
、定
番
の
美
空
ひ
ば
り
や
都 

は

　
　

る
み
ま
で
、
ぜ
ひ
口
ず
さ
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
小
泉
い
み
子
さ
ん
で
す
。

　
　

い
み
子
さ
ん
と
い
え
ば
、
集
会
場
で
毎
週
水
曜
日

　
　

と
金
曜
日
の
午
前
に
開
か
れ
て
い
る
カ
ラ
オ
ケ
の

　
　

常
連
さ
ん
と
し
て
も
ご
活
躍
で
す
。
「
〝
歌
う
こ

　
　

と
〞
と
出
会
っ
て
人
生
が
変
わ
っ
た
、
い
ま
が
ま

　
　

さ
に
青
春
だ
よ
」
と
仰
る
い
み
子
さ
ん
。
初
め
て

　
　

人
前
で
歌
を
歌
っ
た
大
熊
町
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

　
　

つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
過
去
、
そ
し
て
数
々
の
避

　
　

難
所
や
仮
設
住
宅
を
回
ら
れ
て
た
ど
り
着
い
た
こ

　
　

の
下
神
白
団
地
で
の
旦
那
さ
ま
と
の
お
別
れ
、
そ

み
せ  

や

歌とともにある人生



　
　

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
助
け
合
い
や
つ
な
が
り
、
こ
れ

　
　

ら
の
い
み
子
さ
ん
の
語
り
を
２
曲
の
歌
と
と
も
に

　
　

お
送
り
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

小
泉
い
み
子
さ
ん
の
初
舞
台

り
ん
ご　

い
み
子
さ
ん
は
い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
に

　
　

行
き
は
じ
め
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

こ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
移
っ
て
か
ら
。
「
カ

　
　

ラ
オ
ケ
や
っ
て
る
か
ら
出
て
き
な
」
っ
て
言
わ
れ

　
　

て
、
迎
え
に
来
て
も
ら
っ
て
。

り
ん
ご　

誰
か
に
誘
わ
れ
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

は
い
。
メ
ン
バ
ー
っ
て
い
う
か
親
方
だ
ね
、
早

　
　

く
言
う
と
ね
。

詩
織　

石
原
さ
ん
で
は
な
く
て
？

い
み
子　

そ
う
、
石
原
さ
ん
。

詩
織　

あ
あ
、石
原
さ
ん
。す
ご
い
ね
え
、
石
原
さ
ん
は
。

い
み
子　

で
、
た
ま
に
旅
行
に
も
誘
っ
て
く
れ
る
か
ら
。

　
　

そ
こ
で
ま
た
、
舞
台
に
出
て
歌
え
っ
て
言
わ
れ
た

　
　

こ
と
が
（
笑
）。

り
ん
ご　

本
当
に
歌
、
好
き
な
ん
で
す
ね
。

い
み
子　

も
う
迎
え
に
来
る
ん
だ
か
ら
。
だ
か
ら
、
出
た

　
　

も
の
を
ほ
と
ん
ど
食
っ
て
る
暇
ね
え
だ
。

り
ん
ご　

ず
っ
と
歌
っ
て
る
ん
だ
？

い
み
子　

私
、
今
日
カ
ラ
オ
ケ
だ
っ
て
い
う
と
き
は
こ
ん

　
　

に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
し
か
食
っ
て
い
か
な
い
か
ら
。

詩
織　

そ
う
な
の
？

り
ん
ご　

万
全
の
体
調
で
お
腹
を
整
え
て
。

い
み
子　

は
い
。

詩
織　

大
熊
に
い
る
と
き
は
、
歌
の
集
ま
り
と
か
に
参

　
　

加
し
た
こ
と
は
あ
る
の
？　

こ
う
い
う
サ
ー
ク
ル

　
　

み
た
い
な…

…

。

い
み
子　

歩
行
者
天
国
の
と
き
、
川
井
魚
屋
の
隣
の
舞
台

　
　

み
た
い
な
と
こ
ろ
で
一
回
歌
っ
た
こ
と
あ
る
。
参

　
　

加
賞
だ
っ
た
け
ど
（
笑
）。

り
ん
ご　

ち
な
み
に
何
を
歌
っ
た
ん
で
す
か
？

い
み
子　

都 

は
る
み
。

詩
織　

い
く
つ
の
と
き
？

い
み
子　

24
で
嫁
い
で
、
子
供
ら
も
大
き
く
な
っ
て
た
か

　
　

ら
、
も
う
還
暦
近
か
っ
た
か
な
。
初
め
て
舞
台
に

　
　

上
が
っ
て
（
笑
）。

詩
織　

ど
う
で
し
た
？

り
ん
ご　

誘
わ
れ
た
ん
で
す
か
？　

「
舞
台
に
出
て
み
な

　
　

い
？
」
っ
て
。

い
み
子　

川
井
さ
ん
の
選
挙
の
と
き
に
、
選
挙
の
車
に
い

　
　

て
い
い
声
し
て
た
か
ら
。
声
が
バ
ー
ッ
と
出
る
っ

　
　

て
い
う
あ
れ
で
。

詩
織　

い
み
子
さ
ん
、
通
る
声
し
て
ま
す
も
ん
ね
。

い
み
子　

声
が
で
か
く
て
困
る
。

詩
織　

い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

い
み
子　

あ
だ
名
つ
け
ら
れ
て
ね
。

詩
織　

何
て
？

い
み
子　

北
島
サ
ブ
子
っ
て
。

一
同　
（
笑
）。

詩
織　

じ
ゃ
あ
、
初
め
て
人
前
で
歌
っ
た
の
が
、
そ
の

　
　

…
…

。

り
ん
ご　

都 

は
る
み
の
、
何
て
曲
で
す
か
？

い
み
子　

あ
れ
は
な
ん
だ
っ
た
ろ
う
ね
。
『
ア
ン
コ
椿
は

　
　

恋
の
花
』
だ
っ
た
の
か
な
。
全
然
歌
に
な
っ
て
な

　
　

か
っ
た
。
そ
れ
で
悔
し
く
て
さ
、
次
の
水
曜
日
に

　
　

カ
ラ
オ
ケ
あ
る
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
だ
ね
。

り
ん
ご　

い
ま
は
い
っ
ぱ
い
歌
え
る
ね
。

い
み
子　

私
、
歌
ね
か
っ
た
ら
死
ん
で
る
の
、
い
つ
も
は
。

　
　

方
不
明
だ
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、
消
防
署
の
い
と

　
　

こ
が
そ
の
父
親
見
つ
け
て
、
天
栄
村
の
介
護
施
設

　
　

に
入
れ
た
か
ら
っ
て
連
絡
が
来
て
、
ふ
た
り
で
泊

　
　

ま
り
が
か
り
で
看
病
し
に
行
っ
て
た
の
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

大
変
だ
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

私
、
も
う
、
看
病
に
生
ま
れ
て
き
た
み
た
い
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

小
泉　

も
う
、
旦
那
亡
く
な
っ
た
と
き
は
歌
ど
こ
ろ
で

　
　

は
ね
か
っ
た
か
ら
。
一
番
や
っ
て
く
れ
た
の
が
、

　
　

小
野
田
さ
ん
だ
ね
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
？　

５
階
の
？

い
み
子　

う
ん
。
た
ま
に
迎
え
に
来
ら
れ
て
、
「
う
ち
に

　
　

来
て
」
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
し
て
、
「
カ
ラ
オ
ケ

　
　

出
す
か
ら
、
マ
イ
ク
で
歌
っ
て
」
な
ん
て
言
わ
れ

　
　

て
、
マ
イ
ク
の
持
ち
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も

　
　

ら
っ
た
。

詩
織　

あ
、
そ
う
な
ん
だ
。
小
野
田
の
父
ち
ゃ
ん
？

い
み
子　

そ
う
だ
よ
。
旦
那
が
倒
れ
た
と
き
、
救
急
車
を

　
　

呼
ん
で
く
れ
た
の
、
小
野
田
さ
ん
だ
か
ら
。

り
ん
ご　

あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

旦
那
が
い
る
と
き
に
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
き
て

　
　

い
い
か
な
と
言
っ
た
ら
、「
行
く
ん
な
ら
、
一
番

　
　

に
な
っ
て
こ
い
」
っ
て
。

詩
織　

あ
、
お
父
ち
ゃ
ん
に
そ
う
言
わ
れ
た
ん
だ
。

り
ん
ご　

す
ご
い
、
旦
那
さ
ん
も
。

い
み
子　

自
分
は
森 

進
一
の
歌
し
か
知
ら
ね
え
く
せ
に
、

　
　

歌
い
も
し
ね
え
で
よ
く
言
う
わ
っ
て
こ
こ
ろ
の
な

　
　

か
で
思
っ
て
た
け
ど
ね
。

　
　
　

あ
の
ね
、
『
夫
婦
春
秋
』
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
る

　
　

ん
だ
け
ど
、
私
、
『
だ
ん
な
様
』
っ
て
い
う
歌
は
、

　
　

旦
那
い
な
い
か
ら
歌
え
な
い
か
ら
勘
弁
し
て
く

　
　

れ
っ
て
。

詩
織　

あ
あ
、
そ
う
な
の
。

り
ん
ご　

カ
ラ
オ
ケ
で
も
。

い
み
子　

で
も
「
構
わ
ね
か
ら
ね
、
歌
っ
た
ほ
う
が
い
い

　
　

ん
だ
よ
」っ
て
言
う
か
ら
、『
宗
右
衛
門
町
』
だ
け

　
　

歌
っ
て
。「
さ
よ
う
な
ら
」
っ
て
い
う
と
こ
、
や
っ

　
　

ぱ
り
涙
が
出
て
、
顔
を
向
け
ら
ん
ね
な
か
っ
た
。

　
　
　
「
い
み
ち
ゃ
ん
は
い
ま
か
ら
青
春
な
ん
だ
か

　
　

ら
」
っ
て
会
津
の
人
も
来
て
言
っ
て
く
れ
て
。

　
　
「
い
み
ち
ゃ
ん
は
青
春
っ
て
い
つ
だ
っ
た
の
？
」
っ

　
　

て
言
う
か
ら
、
「
私
、
青
春
な
ん
て
わ
か
り
ま
せ

　
　

ん
」
っ
て
言
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、
「
熊
と
青
春

　
　

し
た
ん
だ
ね
」っ
て（
笑
）。
畑
い
も
を
起
こ
し
た

　
　

り
、
何
か
し
て
た
か
ら
。
牛
の
お
産
ま
で
や
っ

　
　

ち
ゃ
っ
て
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

本
当
に
何
で
も
や
っ
た
ん
だ
。

詩
織　

じ
ゃ
あ
ね
、
若
い
と
き
ね
、
た
く
さ
ん
苦
労
し

　
　

た
か
ら
、
い
ま
が
本
当
に
青
春
だ
ね
。

い
み
子　

う
ん
。

り
ん
ご　

そ
う
だ
、
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
私
た
ち
で
、

　
　

ア
サ
ダ
さ
ん
と
か
と
一
緒
に
東
京
で
音
楽
チ
ー
ム

　
　

を
つ
く
っ
て
る
ん
で
す
。

い
み
子　

な
ん
だ
か
ア
サ
ダ
さ
ん
、
来
ね
え
と
思
っ
た
よ
。

り
ん
ご　

い
ま
、
一
生
懸
命
バ
ン
ド
の
練
習
し
て
る
。

小
泉　

東
京
に
行
っ
て
る
っ
て
聞
い
た
か
ら
。

詩
織　

そ
う
な
の
。
い
み
子
さ
ん
に
会
い
た
が
っ
て
た
。

り
ん
ご　

今
度
、
い
ろ
ん
な
音
楽
の
練
習
を
し
て
ク
リ
ス

　
　

マ
ス
会
で
一
緒
に
歌
っ
て
も
ら
い
た
い
ん
だ
っ
て

　
　

言
っ
て
た
か
ら
。

詩
織　

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
と
き
に
ね
、
一
緒
に
歌
い
ま

　
　

し
ょ
う
。

い
み
子　

は
い
。

詩
織　

ア
サ
ダ
さ
ん
も
楽
し
み
に
し
て
ま
し
た
よ
。

い
み
子　

一
回
、
カ
ラ
オ
ケ
の
と
き
に
面
会
に
来
て
く
れ

　
　

て
。「
い
ま
、カ
ラ
オ
ケ
の
最
中
だ
か
ら
早
く
行
っ

　
　

て
歌
え
」
な
ん
て
言
わ
れ
て
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

小
泉
い
み
子
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
ア
サ
ダ
ワ

　
　

タ
ル
で
す
。
い
つ
も
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
お
世
話
に

　
　

な
っ
て
ま
す
。
そ
う
な
ん
で
す
、
ご
め
ん
な
さ
い

　
　

ね
。
取
材
を
り
ん
ご
さ
ん
と
詩
織
さ
ん
に
任
せ
て

　
　

し
ま
っ
て
。
僕
は
何
を
や
っ
て
た
か
と
言
う
と
で

　
　

す
ね
、
い
ま
、
こ
れ
、
後
ろ
に
流
れ
て
い
る
の
、

　
　

僕
ら
の
バ
ン
ド
の
生
演
奏
な
ん
で
す
ね
。

　
　
　
（『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
の
演
奏
が
流
れ
る
）

　
　
　

な
ん
と
、
東
京
で
、
下
神
白
団
地
の
み
な
さ
ん

　
　

の
思
い
出
の
曲
を
バ
ッ
ク
演
奏
す
る
バ
ン
ド
を
結

　
　

成
し
ま
し
た
！　

い
み
子
さ
ん
の
『
宗
右
衛
門
町

　
　

ブ
ル
ー
ス
』
も
こ
う
や
っ
て
ば
っ
ち
り
演
奏
し
て

　
　

ま
す
ん
で
ね
。
ま
だ
ま
だ
練
習
が
足
り
な
い
で
す

　
　

け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
ん
で
、

　
　

ぜ
ひ
、
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
歌
っ
て
く
だ
さ

　
　

い
ね
。
と
い
う
こ
と
で
、
い
み
子
さ
ん
、
ま
た
団

　
　

地
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　
　

ま
す
。

　
　
　

続
い
て
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
新
メ
ン
バ
ー

　
　

の
鈴
木
詩
織
さ
ん
に
つ
な
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

詩
織
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

歌
い
た
く
て
も
う
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ん

　
　

な
く
な
っ
て
ん
の
。
ご
飯
食
べ
る
よ
か
歌
っ
て
た

　
　

ほ
う
が
楽
な
の
。

り
ん
ご　

そ
ん
な
に
好
き
な
ん
だ
？

詩
織　

家
で
も
口
ず
さ
ん
だ
り
し
て
る
の
？

い
み
子　

う
ん
、
う
ん
。

り
ん
ご　

だ
い
ぶ
音
楽
が
あ
る
生
活
で
変
わ
っ
た
ん
で
す

　
　

ね
。

　
　
　
（
都 

は
る
み
『
ア
ン
コ
椿
は
恋
の
花
』
が
流
れ

　
　

る
）

　
エ
ピ
ソ
ー
ド
２

小
泉
い
み
子
さ
ん
の
嫁
入
り

詩
織　

い
み
子
さ
ん
は
、
生
ま
れ
は
ど
こ
な
の
？

い
み
子　

原
町
。

詩
織　

あ
、
原
町
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

そ
こ
か
ら
お
嫁
に
来
て
、
大
熊
に
来
て
。

い
み
子　

う
ん
。
つ
ら
い
思
い
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
い

　
　

ま
一
番
青
春
だ
よ
っ
て
言
わ
れ
て
。

詩
織　

そ
う
な
ん
だ
。

り
ん
ご　

大
熊
に
い
た
と
き
は
だ
い
ぶ
苦
労
し
た
ん
で
す

　
　

ね
、
そ
し
た
ら
。

い
み
子　

は
い
。
も
う
、
子
供
お
ぶ
っ
て
、
田
ん
ぼ
の
田

　
　

車
押
し
た
り
。

詩
織　

農
家
さ
ん
だ
っ
た
の
？　

嫁
ぎ
先
は
。

い
み
子　

う
ん
。
24
歳
で
来
て
、
地
獄
に
落
と
さ
れ
て
、

　
　

そ
れ
か
ら
這
い
上
が
っ
て
き
た
、
ひ
と
り
で
。

り
ん
ご　

本
当
に
働
き
詰
め
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

い
み
子　

昔
は
ほ
ら
、
味
噌
豆
つ
く
っ
て
い
た
か
ら
。

詩
織　

あ
、
味
噌
豆
つ
く
っ
て
た
ん
だ
。

い
み
子　

う
ん
、
そ
れ
を
引
っ
こ
抜
い
て
、
束
ね
て
、
そ

　
　

れ
で
足
踏
み
で
運
ん
で
き
て
ギ
ー
コ
ギ
ー
コ
踏
ん

　
　

だ
り
。
昔
は
電
気
釜
と
か
そ
ん
な
の
ね
か
っ
た
か

　
　

ら
失
敗
し
て
な
、
怒
ら
れ
て
。

り
ん
ご　

お
姑
さ
ん
に
？　

厳
し
か
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

そ
ん
な
や
っ
た
こ
と
な
い
の
を
、
全
部
覚
え
な

　
　

く
ち
ゃ
な
ん
だ
も
ん
ね
。
そ
れ
で
わ
か
ん
な
い
か

　
　

ら
、
「
ど
う
や
っ
て
や
る
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞

　
　

く
と
、「
人
の
や
っ
て
る
こ
と
を
見
て
覚
え
ろ
」っ

　
　

て
怒
ら
れ
て
。
だ
か
ら
農
家
に
な
る
の
が
嫌
で
、

　
　

長
男
の
嫁
に
来
れ
ば
必
ず
苦
労
す
っ
か
ら
。
そ
れ

　
　

が
わ
か
っ
て
っ
か
ら
来
た
く
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、

　
　

す
で
に
父
親
亡
く
な
っ
て
い
た
か
ら
。

詩
織　

早
か
っ
た
ん
だ
。

い
み
子　

51
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

詩
織　

早
い
ね
。
旦
那
さ
ん
と
は
お
見
合
い
結
婚
だ
っ

　
　

た
の
？

い
み
子　

お
見
合
い
の
お
見
合
い
だ
よ
。

詩
織　

お
見
合
い
の
お
見
合
い
だ
っ
た
の
。

い
み
子　

恋
愛
と
か
で
ね
え
よ
。

詩
織　

そ
っ
か
そ
っ
か
。

い
み
子　

相
手
の
気
持
ち
も
わ
か
ん
な
い
で
、
私
、
大
熊

　
　

な
ん
て
名
前
聞
い
た
だ
け
で
熊
出
る
と
思
っ
て
。

一
同　
（
笑
）。　

い
み
子　

高
校
の
試
験
は
受
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ

　
　

り
実
家
は
金
ね
か
っ
た
か
ら
、
私
が
犠
牲
に
な
っ

　
　

て
働
い
て
、
金
貯
め
て
。
私
、
花
嫁
修
業
と
し
て

　
　

編
み
物
と
生
花
と
習
っ
て
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、

　
　

免
許
明
日
来
る
か
ら
っ
て
言
わ
れ
た
日
に
、
も
う

　
　

結
婚
決
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
。

り
ん
ご　

決
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
、
困
っ
た
。

い
み
子　

そ
し
た
ら
、
そ
の
実
家
の
働
い
て
る
人
が

　
　

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
見
に
来
た
ん
で
す
よ
、
私
の
こ
と
。

　
　

わ
か
っ
て
た
ん
で
す
。
私
も
先
生
に
「
10
人
ぐ
ら

　
　

い
生
徒
く
れ
っ
か
ら
、
一
か
ら
十
ま
で
教
え
て

　
　

や
っ
て
く
れ
な
い
か
」
っ
て
言
わ
れ
て
教
え
て
た

　
　

か
ら
。
そ
し
た
ら
、
も
う
結
婚
決
ま
っ
た
と
思
っ

　
　

て
、
編
み
物
の
機
械
も
持
っ
て
行
か
れ
っ
か
と

　
　

思
っ
た
ら
、
亡
く
な
っ
た
お
や
じ
が
み
ん
な
燃
や

　
　

し
ち
ゃ
っ
た
の
。

詩
織　

燃
や
し
ち
ゃ
っ
た
の
？

り
ん
ご　

厳
し
い…

…

。
青
春
時
代
は
本
当
に
つ
ら
か
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
け
ど
、
い
ま
は
だ
い
ぶ
楽
し
い
こ
と

　
　

が
た
く
さ
ん
。

い
み
子　

だ
い
ぶ
。
楽
し
い
こ
と
も
あ
る
し
、
つ
ら
い
こ

　
　

と
も
あ
る
し
。
で
も
ほ
ら
、
集
会
場
に
行
け
ば
お

　
　

茶
会
で
も
な
ん
で
も
あ
る
か
ら
ね
。

詩
織　

い
ま
の
十
八
番
は
な
ん
で
す
か
？

い
み
子　
『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
。

　
　
　
（
小
泉
い
み
子
さ
ん
の
歌
う
『
宗
右
衛
門
町
ブ

　
　

ル
ー
ス
』
が
流
れ
、
続
い
て
平
和
勝
次
と
ダ
ー
ク

　
　

ホ
ー
ス
『
宗
右
衛
門
町
ブ
ル
ー
ス
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

小
泉
い
み
子
さ
ん
の
別
れ
と
青
春

詩
織　

い
み
子
さ
ん
は
、
こ
こ
（
下
神
白
団
地
）
に
来

　
　

る
前
は
ど
こ
に
い
た
の
？　

避
難
し
て
る
と
き
。

い
み
子　

三
春
の
体
育
館
に
い
た
の
。
三
春
か
ら
バ
ス
で

　
　

裏
磐
梯
に
２
年
間
い
て
。

詩
織　

あ
あ
、
２
年
も
い
た
ん
だ
。

い
み
子　

そ
し
て
今
度
は
東
山
温
泉
の
ボ
ロ
い
宿
に
入
れ

　
　

ら
れ
て
。で
、こ
こ
が
で
き
る
っ
て
い
う
ん
で
移
っ

　
　

て
き
た
。

　
　
　

う
ち
の
実
家
っ
て
ね
、
お
父
さ
ん
の
父
親
、
行

　
　

と
か
し
た
と
き
に
？

高
田　

あ
と
は
、
家
を
建
て
て
る
『
土
搗
唄
』
っ
て
い

　
　

う
や
つ
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
い
う
歌
が
あ
っ
た
ね
。

高
田　

そ
れ
で
『
土
搗
唄
』
は
あ
ち
こ
ち
し
か
わ
か
ん

　
　

な
く
て
や
め
た
。
俺
の
家
内
は
よ
く
歌
っ
て
や
る
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ん
が
よ
く
歌
わ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

高
田　

か
か
さ
ま
は
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
歌
っ
た
。
そ

　
　

い
つ
に
引
っ
張
ら
れ
て
俺
も
覚
え
て
た
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

み
ん
な
、
作
業
を
し
な
が
ら
歌
う
？

高
田　

う
ん
。
だ
か
ら
、
原
田
直
之
さ
ん
の
歌
い
方
と

　
　

俺
と
は
違
う
よ
。
『
相
馬
流
れ
山
』
で
も
何
で
も
。

　
　
（
『
相
馬
流
れ
山
』
を
歌
う
）
こ
う
い
う
や
つ
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
す
ご
い
。
な
ん
か
感
動
し
て
し
ま
い
ま

　
　

し
た
。
い
や
、
す
ご
い
で
す
ね
、
本
当
。

高
田　

い
や
、
や
っ
ぱ
り
、
歌
う
ぐ
ら
い
。

ア
サ
ダ　

ね
え
。
手
も
こ
う
や
っ
て
マ
イ
ム
を
ね
。

高
田　

そ
う
。
ほ
ん
で
も
、
歌
、
つ
ぶ
れ
て
た
ん
だ
よ
、

　
　

踊
り
で
つ
ぶ
れ
ち
ゃ
う
。

ア
サ
ダ　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
覚
え
て
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す

　
　

ね
。
そ
う
い
う
の
っ
て
。

高
田　

そ
う
。
み
ん
な
、
お
や
じ
の
聞
き
覚
え
。
誰
に

　
　

教
わ
っ
た
わ
け
で
な
い
か
ら
。
楽
譜
に
あ
ら
わ
せ

　
　

ね
え
ん
だ
も
の
。

ア
サ
ダ　

楽
譜
に
出
な
い
、
う
ん
。

高
田　

だ
か
ら
、
と
に
か
く
歌
、
聴
い
た
よ
う
に
歌
っ

　
　

て
や
ん
な
い
か
ね
ん
だ
、
歌
う
と
き
は
。

ア
サ
ダ　

耳
で
覚
え
な
い
と
い
け
な
い
よ
ね
。

高
田　

譜
面
通
り
に
や
っ
た
ら
ギ
ク
ギ
ク
に
な
っ
ち
ゃ

　
　

う
ん
だ
。
聴
き
づ
ら
い
の
、
お
も
し
ろ
く
な
い
。

ア
サ
ダ　

確
か
に
。

高
田　

だ
か
ら
、
民
謡
は
な
か
な
か
難
し
い
ん
だ
。
そ

　
　

の
人
そ
の
人
の
特
徴
が
入
る
か
ら
。
誰
に
教
わ
っ

　
　

た
わ
け
で
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
や
っ
て
親
子
か
ら
通
じ
て
覚
え
て
い
く
ん

　
　

で
す
ね
。

高
田　

だ
か
ら
、
民
謡
は
お
も
し
ろ
い
な
。

ア
サ
ダ　

ね
、
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

高
田　

福
島
に
い
る
と
き
に
は
民
謡
ク
ラ
ブ
っ
て
い
う

　
　

の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
や
っ
て
た
ん
だ
。
こ
っ
ち

　
　

に
来
て
か
ら
は
そ
ん
な
の
ね
え
か
ら
。

ア
サ
ダ　

確
か
に
下
神
白
で
は
、
民
謡
は
ね
。
で
も
、
だ

　
　

ん
だ
ん
そ
う
や
っ
て
聞
き
覚
え
す
る
文
化
っ
て
な

　
　

く
な
っ
て
き
て
ま
す
か
ね
？

高
田　

あ
あ
、
な
く
な
っ
て
き
た
な
。
い
や
、
こ
れ
が

　
　

当
た
り
前
だ
け
ど
な
。
生
き
る
限
り
に
は
み
ん
な
、

　
　

な
く
な
る
の
当
た
り
前
だ
か
ら
。

　
　
（
原
田
直
之
『
相
馬
流
れ
山
』
が
流
れ
る
）

 

エ
ピ
ソ
ー
ド
６

高
田
國
男
さ
ん
の
戦
後
と
人
と
の
つ
な
が
り

高
田　

二
十
歳
頃
に
な
っ
て
、
終
戦
後
、
ア
コ
ー
デ
ィ

　
　

オ
ン
が
流
行
っ
た
か
ら
、
安
い
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

　
　

を
買
っ
て
歌
っ
た
り
し
て
た
。
ギ
タ
ー
は
駄
目

　
　

だ
っ
た
ん
だ
よ
。
ど
う
も
ギ
タ
ー
は
向
か
な
か
っ

　
　

た
な
あ
。
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
）
押
せ
ば
そ
の

　
　

音
程
が
出
る
か
ら
よ
。
ギ
タ
ー
は
そ
う
は
い
か
な

　
　

い
、
難
し
い
。

ア
サ
ダ　

お
仕
事
は
ず
っ
と
船
を
つ
く
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ

　
　

た
？

高
田　

そ
う
。
戦
時
中
だ
か
ら
ね
。
俺
、
16
の
年
か
ら

　
　

だ
か
ら
。
戦
争
に
な
っ
て
食
糧
不
足
の
頃
だ
か
ら
、

　
　

や
っ
ぱ
り
北
洋
用
、
何
用
っ
て
、
船
が
要
っ
た
か

　
　

ら
。
そ
し
て
、
年
季
が
明
け
て
、
そ
れ
か
ら
終
戦

　
　

に
な
っ
て
東
京
に
出
て
行
っ
て
。

ア
サ
ダ　

東
京
に
出
ら
れ
て
た
ん
で
す
ね
。

高
田　

日
暮
里
の
あ
た
り
で
、
い
ま
は
な
、
せ
く
せ
く

　
　

し
て
ア
パ
ー
ト
に
入
る
け
れ
ど
も
、
当
時
は
ア

　
　

パ
ー
ト
な
ん
か
な
い
か
ら
、
も
う
そ
の
辺
の
木
っ

　
　

端
を
集
め
て
、
も
の
ご
い
の
小
屋
み
た
い
な
の
を

　
　

こ
し
ら
え
て
、
そ
の
な
か
で
米
を
持
っ
て
行
っ
て
、

　
　

米
炊
き
し
て
や
っ
て
た
な
。

　
　
　

い
ろ
ん
な
方
に
お
世
話
に
な
っ
て
現
在
が
あ
る

　
　

ん
だ
け
れ
ど
も
、
あ
の
当
時
の
方
た
ち
は
み
ん
な
、

　
　

こ
の
世
さ
、
い
な
い
は
ず
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
の
小
屋
っ
て
い
う
か
、
バ
ラ
ッ
ク
み
た
い
な

　
　

も
の
を
建
て
た
と
き
っ
て
い
う
の
は
、
東
京
は
、

　
　

ま
だ
焼
け
野
原
だ
っ
た
頃
？

高
田　

そ
う
そ
う
。
東
京
は
焼
け
野
原
な
ん
で
、
初
め

　
　

て
行
っ
て
、
秋
葉
原
に
行
っ
て
、
乗
り
換
え
し
て
、

　
　

そ
し
て
京
王
線
で
成
田
の
あ
た
り
に
行
っ
て
、
京

　
　

王
線
は
土
手
の
上
を
走
っ
て
い
る
か
ら
、
も
う
見

　
　

渡
す
限
り
焼
け
野
原
。
そ
し
て
、
き
れ
い
な
お
姉

　
　

ち
ゃ
ん
た
ち
が
掘
っ
建
て
小
屋
か
ら
出
て
く
る
ん

　
　

だ
か
ら
。
ま
だ
ア
パ
ー
ト
な
ん
か
な
か
っ
た
ん
だ

　
　

か
ら
。
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
、
見
合
い
で
結
婚
さ
れ
た
？

高
田　

い
や
、
恋
愛
だ
よ
。
昭
和
25
年
に
恋
愛
を
や
っ

　
　

た
ん
だ
。
３
年
付
き
合
っ
て
、
だ
け
ど
亡
く
な
っ

　
　

た
母
さ
ん
と
は
な
ん
ぼ
喧
嘩
し
た
か
。
そ
れ
で
、

　
　

い
ま
は
こ
ん
な
だ
け
ど
、
昔
は
気
早
か
っ
た
か
ら

　
　

バ
ー
ン
な
ん
て
、
お
前
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
、
激
し
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

高
田　
（
母
さ
ん
は
）
い
つ
の
間
に
か
見
え
な
く
な
っ

　
　

ち
ゃ
っ
た
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
４

高
田
國
男
さ
ん
が
語
る
歌
詞
の
大
切
さ

詩
織　

次
は
、
下
神
白
団
地
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
の
最

　
　

高
齢
者
で
あ
ろ
う
こ
の
方
、
６
号
棟
に
お
住
ま
い

　
　

の
高
田
國
男
さ
ん
で
す
。
「
口
は
顔
の
ほ
こ
ろ
び

　
　

で
ね
え
」
と
は
、
高
田
さ
ん
が
仰
ら
れ
た
言
葉
で

　
　

す
。
「
話
は
聞
く
べ
し
。
話
は
す
る
べ
し
。
黙
っ

　
　

て
い
て
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
ま
ず
は
話
を
す
る

　
　

べ
き
だ
」
と
。

　
　
　

自
分
の
感
情
を
言
葉
で
発
信
す
る
の
っ
て
な
か

　
　

な
か
難
し
い
で
す
が
、
人
に
思
い
を
伝
え
ら
れ
る

　
　

一
番
の
手
段
は
言
葉
で
す
よ
ね
。
し
ゃ
べ
っ
て
み

　
　

た
ら
案
外
、「
あ
ら
、
あ
の
人
も
同
じ
こ
と
を
思
っ

　
　

て
た
ん
だ
」
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ

　
　

ん
な
素
敵
な
名
言
を
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
高
田
さ

　
　

ん
。
歌
の
歌
詞
を
と
て
も
大
切
に
し
て
お
り
、
歌

　
　

詞
を
解
釈
し
て
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
そ
う
で
す
。

　
　
　

こ
の
あ
と
、
高
田
さ
ん
は
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の

　
　
『
裏
町
酒
場
』
の
歌
詞
の
解
釈
を
し
て
く
だ
さ
っ

　
　

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
解
釈
を

　
　

し
ま
す
か
？　

ま
ず
は
高
田
さ
ん
の
歌
へ
対
す
る

　
　

思
い
や
、
歌
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
人
生
を
聞
い

　
　

て
み
ま
し
ょ
う
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
、
昨
日
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
ら
っ

　
　

し
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
？

高
田　

う
ん
、
行
っ
て
み
た
。

ア
サ
ダ　

さ
っ
き
カ
フ
ェ
に
行
っ
た
と
き
に
、
「
高
田
さ

　
　

ん
、
昨
日
カ
ラ
オ
ケ
来
て
た
よ
」
っ
て
言
っ
て
る

　
　

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

高
田　

駄
目
だ
、
喉
悪
く
て
駄
目
だ
わ
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
う
で
す
か
。
声
が
出
な
い
？

高
田　

昨
日
や
っ
て
み
た
け
っ
ど
も
、
自
信
が
な
く

　
　

な
っ
た
。
ガ
ラ
ガ
ラ
で
駄
目
だ
。
病
院
で
は
バ
ン

　
　

バ
ン
と
歌
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
。
な
ん
だ
か
こ
っ

　
　

ち
来
た
ら
駄
目
だ
。

ア
サ
ダ　

だ
ん
だ
ん
声
が
出
な
く
な
っ
て
く
る
？

高
田　

だ
か
ら
、
喉
が
悪
く
な
っ
た
な
。
年
の
せ
い
か
。

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
歌
謡
曲
っ
て
い
う
か
、
演
歌
も
民

　
　

謡
も
聴
き
ま
す
よ
ね
、
い
ろ
い
ろ
。

高
田　

ま
あ
、
聞
き
覚
え
だ
か
ら
。
別
に
教
わ
っ
た
わ

　
　

け
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
昨
日
は
、
ひ
ば
り
の
酒

　
　

場
の
歌…

…

。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
の
？

高
田　

う
ん
。
あ
れ
を
歌
っ
て
や
ろ
う
か
と
思
っ
た
ら
、

　
　

駄
目
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　

カ
ラ
オ
ケ
に
入
っ
て
な
か
っ
た
？

高
田　

い
や
、
歌
う
順
番
が
来
な
か
っ
た
。

詩
織　

あ
〜
残
念
。

ア
サ
ダ　

人
が
結
構
多
い
で
す
も
ん
ね
。

高
田　

時
間
切
れ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
だ
か
ら
あ
あ
い

　
　

う
歌
の
席
で
な
、
美
空
ひ
ば
り
を
歌
っ
た
の
は

　
　

ず
っ
と
前
の
や
つ
で
、
や
っ
ぱ
り
酒
場
だ
け
ん
と

　
　

も
、
あ
れ
、
何
て
言
っ
た
っ
け
な
。

詩
織　

『
裏
町
酒
場
』
で
す
か
ね
？

高
田　

あ
あ
、
『
裏
町
酒
場
』
。
「
あ
〜
め
に
濡
れ
て

　
　

る
ー　

赤
い
灯
が
ー
」
っ
て
。

　
　
　
（
高
田
國
男
さ
ん
の
歌
う
『
裏
町
酒
場
』
が
流

　
　

れ
る
）

高
田　

歌
詞
は
、
は
っ
き
り
と
歌
い
な
さ
い
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
も
、
確
か
に
。

高
田　

そ
れ
が
歌
謡
曲
の
い
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
。
そ
れ

　
　

に
メ
ロ
デ
ィ
ー
。
と
こ
ろ
が
、
西
洋
の
歌
の
場
合

　
　

は
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
先
行
し
て
、
歌
詞
が
は
っ
き
り

　
　

し
な
い
か
ら
、
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
「
歌
謡
曲
」
っ
て
い
う
名
前
だ
か
ら
、
メ
ロ

　
　

デ
ィ
ー
だ
け
で
は
な
い
ん
だ
よ
な
。
そ
う
す
る
と
、

　
　

聴
く
人
聴
く
人
、
そ
れ
ぞ
れ
に
も
う
思
い
出
す
こ

　
　

と
が
あ
る
わ
け
だ
。

　
　
　

い
ま
歌
っ
た
、
ひ
ば
り
さ
ん
が
歌
っ
た
『
裏
町

　
　

酒
場
』
。
こ
れ
は
歌
詞
通
り
、
小
暗
く
な
っ
て
雨

　
　

に
濡
れ
た
あ
ん
ど
ん
が
見
え
る
な
っ
て
い
う
よ
う

　
　

な
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
聴
く
人
は

　
　

そ
れ
ぞ
れ
に
解
釈
す
る
わ
け
。
だ
か
ら
、
い
い
と

　
　

こ
ろ
が
あ
る
。
自
分
の
人
生
と
重
ね
合
わ
せ
て
聴

　
　

い
た
り
な
ん
か
す
る
わ
け
だ
。

　
　
　
（
美
空
ひ
ば
り
『
裏
町
酒
場
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
５

高
田
國
男
さ
ん
が
聞
き
覚
え
た
民
謡 

ア
サ
ダ　

高
田
さ
ん
は
ご
家
族
も
歌
、
好
き
だ
っ
た
ん
で

　
　

す
か
？　

た
と
え
ば
お
父
さ
ま
と
お
母
さ
ま
や
奥

　
　

さ
ま
と
か
。

高
田　

い
や
、
俺
の
お
や
じ
は
明
治
の
人
だ
か
ら
、
い

　
　

ま
の
よ
う
な
歌
謡
曲
な
ん
て
な
か
っ
た
か
ら
ね
、

　
　

歌
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
民
謡
を
よ
く
。
『
相
馬
二

　
　

遍
返
し
』
で
も
『
流
れ
山
』
で
も
、
み
ん
な
お
や

　
　

じ
の
聞
き
覚
え
だ
。

　
　
　
『
田
植
え
唄
』
っ
て
い
う
の
が
あ
ん
だ
な
。
歌

　
　

詞
覚
え
て
ら
れ
な
く
て
、
歌
え
な
い
け
ど
ね
。
い

　
　

ま
、
こ
の
踊
り
を
や
ら
な
い
か
ら
、
津
波
で
流
れ

　
　

ち
ゃ
っ
て
。
部
落
の
若
い
連
中
が
よ
く
田
植
え
の

　
　

と
き
に
や
っ
た
も
ん
だ
っ
た
。

ア
サ
ダ　
『
田
植
え
唄
』
と
か
田
植
え
踊
り
と
か
。
収
穫

　
　

た
っ
ち
ゅ
う
感
じ
み
た
い
な
。
う
ち
の
兄
貴
は
兵

　
　

隊
に
行
っ
て
、
今
度
、
終
戦
に
な
っ
た
か
ら
な
ん

　
　

て
馬
を
一
台
も
ら
っ
て
、
そ
い
つ
に
乗
っ
て
き
た

　
　

ん
だ
、
自
分
の
う
ち
ま
で
。

　
　
　

そ
ん
な
感
じ
で
、
あ
と
兄
貴
ら
は
家
に
い
る
か

　
　

ら
、
今
度
私
は
い
て
も
い
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
。

　
　

で
、
今
度
お
じ
さ
ん
、
母
親
の
き
ょ
う
だ
い
が
船

　
　

引
の
ま
ち
の
川
端
で
橋
本
屋
旅
館
っ
て
い
う
旅
館

　
　

を
や
っ
て
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
れ
で
た
だ
も
い
ら
れ
ね
え
か
ら
、
旅
館
手

　
　

伝
っ
て
こ
い
っ
て
言
わ
れ
て
、
そ
の
旅
館
に
行
っ

　
　

て
手
伝
っ
て
た
ん
だ
。
そ
れ
で
手
伝
っ
て
る
う
ち

　
　

に
、
今
度
、
そ
の
お
じ
さ
ん
だ
っ
て
そ
ん
な
に
お

　
　

金
ね
え
べ
、
給
料
も
く
ん
な
ね
べ
し
な
。
そ
れ
で
、

　
　

浪
江
に
。
浪
江
は
わ
か
り
ま
す
？

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
。

青
木　

浪
江
に
昔
、
東
邦
レ
ー
ヨ
ン
っ
て
い
う
会
社
が

　
　

あ
っ
た
ん
だ
、
糸
引
き
会
社
な
。
製
糸
場
か
。
そ

　
　

こ
で
働
い
た
ん
だ
。
そ
れ
で
、
う
ち
の
お
じ
さ
ん

　
　

の
す
ぐ
前
さ
お
茶
屋
さ
ん
が
あ
っ
た
の
。
そ
の
お

　
　

茶
屋
さ
ん
は
私
が
生
ま
れ
た
う
ち
の
、
す
ぐ
下
の

　
　

う
ち
の
息
子
さ
ん
だ
っ
た
の
よ
。
そ
の
息
子
さ
ん

　
　

は
製
糸
場
の
セ
ー
ル
ス
を
や
っ
て
た
わ
け
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
営
業
屋
さ
ん
か
。

青
木　

う
ん
う
ん
。
「
こ
う
い
う
人
に
世
話
に
な
っ
て

　
　

て
も
し
ょ
う
も
ね
え
べ
、
自
分
で
独
立
し
た
ら
い

　
　

い
ん
で
な
い
の
」
っ
て
言
っ
て
、
５
、
６
人
で
来

　
　

た
っ
た
か
、
み
ん
な
で
浪
江
に
来
て
、
製
糸
場
で

　
　

働
い
て
た
の
。
そ
の
う
ち
に
製
糸
場
で
働
い
て
る

　
　

う
ち
に
結
婚
し
た
の
。
で
、
浪
江
の
人
に
な
っ
た

　
　

の
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
社
内
結
婚
？

青
木　

違
う
、
違
う
。
そ
こ
さ
、
浪
江
の
部
落
の
女
の

　
　

子
が
そ
の
製
糸
場
に
来
て
た
か
ら
、
そ
の
女
の
子

　
　

の
う
ち
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
遊
び
に
行
っ
た
ん
だ
。

　
　
　

そ
し
た
ら
、
そ
の
子
の
母
親
が
、
う
ん
と
世
話

　
　

好
き
で
、
旦
那
の
兄
貴
は
兵
隊
に
行
っ
て
、
ソ
連

　
　

の
ほ
う
さ
連
れ
て
行
か
れ
た
と
か
な
ん
つ
っ
て
、

　
　

長
男
い
な
く
な
っ
た
か
ら
嫁
さ
ま
に
来
な
い
か
っ

　
　

て
、
そ
れ
で
、
結
婚
し
た
わ
け
な
の
ね
。
結
婚
し

　
　

た
ん
だ
か
わ
か
ん
な
い
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
、

　
　

籍
を
持
っ
て
き
て
、
あ
れ
し
て
、
わ
か
ん
な
い
ん

　
　

だ
よ
。

ア
サ
ダ　

わ
か
ん
な
い
ん
だ
。
も
う
結
婚
し
た
こ
と
に

　
　

な
っ
た
み
た
い
な
？

青
木　

う
ん
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
、
仲
人
は
昔
、
商
売

　
　

や
っ
て
売
っ
て
歩
い
て
た
ん
か
な
。
で
、
よ
く
私

　
　

の
う
ち
わ
か
っ
た
べ
な
ん
て
思
う
ぐ
ら
い
に
、
い

　
　

つ
の
間
に
か
籍
持
っ
て
て
き
た
ん
だ
べ
な
。
私
も

　
　

よ
う
そ
う
い
う
の
、
わ
か
ん
ね
え
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
で
す
ね
。
本
当
、
昔
の
そ
う
い
う
話
は
。

青
木　

う
ん
。
そ
う
い
う
の
す
ご
い
よ
、
昔
は
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
仕
込
ま
れ
て
る
ね
。

青
木　

で
き
る
ん
だ
か
ら
、
そ
ん
な
の
持
っ
て
歩
っ
て
。

　
　

私
も
驚
い
て
る
。
い
つ
こ
う
な
っ
て
、
い
つ
こ
う

　
　

な
っ
た
ん
だ
か
い
う
て
。
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き

　
　

の
儀
式
あ
っ
ぺ
よ
？　

成
人
式
は
、
嫁
に
な
っ
て

　
　

か
ら
成
人
式
の
通
知
が
来
た
の
、
浪
江
の
ね
。

ア
サ
ダ　

先
に
嫁
入
り
し
た
ん
だ
ね
。

青
木　

来
た
来
た
。
そ
れ
で
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
う

　
　

ち
に
子
供
で
き
た
べ
。
で
、
子
供
で
き
た
け
れ
ど

　
　

も
、
長
男
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
す
ぐ
そ
ば
に
親
が

　
　

い
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

親
っ
て
い
う
の
は
姑
さ
ん
？

青
木　

姑
さ
ん
。
姑
さ
ん
い
た
け
ど
、
ど
っ
ち
み
ち
長

　
　

男
で
は
ね
え
わ
け
だ
か
ら
、
な
ん
ぼ
亡
く
な
っ

　
　

た
っ
て
言
っ
て
も
な
。
だ
か
ら
、
そ
の
脇
さ
、
私

　
　

が
も
う
早
く
う
ち
つ
く
っ
た
ん
だ
。
う
ち
の
旦
那

　
　

は
製
材
所
に
勤
め
て
た
か
ら
、
前
借
り
で
も
な
ん

　
　

で
も
で
き
た
わ
け
よ
、
材
料
を
な
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
ね
、
確
か
に
家
を
建
て
る
に
は
も
う

　
　

抜
群
の
会
社
だ
な
、
製
材
所
だ
っ
た
ら
（
笑
）。

青
木　

で
、
ち
っ
ち
ゃ
い
、
本
当
１
間
で
10
畳
間
ぐ
ら

　
　

い
の
う
ち
を
つ
く
っ
て
、
私
ら
は
私
ら
で
生
活
し

　
　

て
た
の
。
製
糸
場
が
、
今
度
だ
ん
だ
ん
終
わ
っ
て
、

　
　

仕
事
が
変
わ
っ
て
き
て
、
浪
江
に
あ
れ
が
で
き
た

　
　

の
わ
か
る
か
な
、
バ
ッ
ジ
工
場
。
浪
江
製
作
所
っ

　
　

て
い
う
と
、
み
ん
な
浪
江
の
人
わ
か
る
ん
じ
ゃ
ね

　
　

え
か
な
、
あ
そ
こ
ら
辺
は
ね
。
帽
子
の
。

ア
サ
ダ　

は
い
は
い
、
帽
子
の
ね
。

青
木　

そ
れ
か
ら
、あ
と
は
学
生
の
ボ
タ
ン
、洋
服
の
ボ

　
　

タ
ン
と
か
ね
。
そ
う
い
う
の
を
つ
く
っ
て
た
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
、
学
章
み
た
い
な
や
つ
ね
。

青
木　

や
っ
て
る
う
ち
に
、
私
も
シ
ン
ナ
ー
を
使
う
か

　
　

ら
手
が
荒
れ
て
き
た
の
ね
。
手
、
あ
ん
ま
り
荒
れ

　
　

て
き
て
困
っ
た
な
と
思
っ
て
た
ら
、
う
ち
の
旦
那

　
　

の
妹
は
、
昔
は
県
立
病
院
っ
て
あ
っ
た
ん
だ
、
大

　
　

熊
さ
。
大
熊
の
脳
病
院
っ
て
い
う
の
。

ア
サ
ダ　

昔
は
脳
病
院
っ
て
言
っ
た
ん
だ
。
い
ま
の
精
神

　
　

科
病
棟
だ
ね
。

青
木　

精
神
病
院
だ
な
。

ア
サ
ダ　

看
護
師
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
た
の
？

青
木　

看
護
婦
で
な
い
け
ど
、
雑
主
婦
っ
て
い
う
ね
、

　
　

い
ろ
い
ろ
用
を
足
し
て
、
看
護
婦
さ
ん
の
お
手
伝

　
　

い
。
何
年
働
い
た
か
っ
て
い
う
と
、
本
当
に
忘
れ

　
　

ち
ゃ
っ
た
わ
、
も
う
。

　
　
「
さ
あ
、
ど
こ
い
っ
た
？
」
と
思
っ
た
ら
横
須
賀

　
　

の
ほ
う
ま
で
行
っ
ち
ゃ
っ
た
。
姉
さ
ま
の
と
こ
。

　
　

で
、
迎
え
に
行
っ
て
。
仲
良
い
か
ら
喧
嘩
す
る
ん

　
　

だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

奥
さ
ま
と
は
同
じ
ふ
る
さ
と
？

高
田　

そ
う
、
俺
の
家
内
は
い
ま
の
楢
葉
だ
か
ら
。
あ

　
　

る
一
定
の
時
点
で
や
っ
ぱ
り
妥
協
す
る
。
そ
う
い

　
　

う
、
い
ろ
い
ろ
で
も
っ
て
か
な
い
と
。
子
供
が
見

　
　

て
る
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
で
す
よ
ね
。

高
田　

子
供
は
口
を
利
か
な
い
だ
け
で
見
て
ん
だ
か
ら

　
　

な
。
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
ど
っ
ち

　
　

が
悪
い
か
。
だ
か
ら
、
あ
ん
ま
り
下
手
な
こ
と
は

　
　

で
き
な
い
ん
だ
よ
。
経
験
し
て
言
っ
て
る
ん
だ
か

　
　

ら
。
経
験
し
な
い
で
言
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん

　
　

だ
ぞ
。
み
ん
な
経
験
し
て
る
ん
だ
。
だ
か
ら
、
こ

　
　

う
い
う
大
勢
の
と
こ
ろ
に
入
っ
た
っ
て
、
ど
こ

　
　

行
っ
た
っ
て
、
み
ん
な
も
う
、
ど
こ
の
人
で
も
合

　
　

わ
せ
て
い
く
。

　
　
　

世
の
な
か
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
今
日
、
み
ん
な

　
　

が
来
て
、
こ
う
し
て
来
て
く
れ
る
だ
け
で
も
あ
り

　
　

が
て
え
。

ア
サ
ダ　

い
や
、
こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、

　
　

本
当
に
、
僕
ら
の
ほ
う
こ
そ
。

高
田　
「
あ
そ
こ
は
駄
目
だ
、
寄
ん
ね
え
べ
」
な
ん
て

　
　

言
わ
れ
た
っ
て
、
う
ま
く
ね
え
。
こ
ん
な
ん
長
く

　
　

い
る
つ
も
り
で
ね
え
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ

　
　

り
寿
命
で
。
ま
あ
、
そ
の
う
ち
近
々
お
呼
び
に
な

　
　

る
ん
だ
べ
け
ん
ど
も
、
そ
れ
ま
で
は
罪
滅
ぼ
し
、

　
　

御
奉
公
と
思
っ
て
や
っ
て
な
い
と
な
。

　
　
　

み
ん
な
の
た
め
に
生
き
て
る
ん
だ
か
ら
。
自
分

　
　

ひ
と
り
じ
ゃ
生
き
て
い
か
ん
ね
え
ん
だ
か
ら
ね
、

　
　

人
間
っ
て
い
う
動
物
は
。
よ
そ
の
動
物
は
一
匹
で

　
　

も
生
き
て
い
け
る
け
ど
、
人
間
だ
け
は
駄
目
だ
。

　
　

ひ
と
り
じ
ゃ
生
き
て
い
け
ね
え
。
だ
か
ら
、
横
の

　
　

つ
な
が
り
は
、
や
っ
ぱ
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
な
ん

　
　

な
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
７

青
木
二
美
子
さ
ん
の
歌
と
と
も
に
あ
る
人
生 

り
ん
ご
　
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
は
１
９
８

　
　

９
年
。
ま
だ
私
が
生
ま
れ
る
前
の
出
来
事
で
し
た
。

　
　
「
人
は
哀
し
い　

哀
し
い
も
の
で
す
ね
／
そ
れ
で

　
　

も
過
去
た
ち
は
優
し
く
睫
毛
に
憩
う
／
人
生
っ
て

　
　

不
思
議
な
も
の
で
す
ね
」
。
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
を

　
　

代
表
す
る
一
曲
、
『
愛
燦
燦
』
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ

　
　

で
す
。
目
を
閉
じ
れ
ば
人
生
の
一
コ
マ
が
睫
毛
に

　
　

と
ど
ま
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
様
子
が
思
い
浮
か
ば

　
　

れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
人
生
を
歩
み
は
じ
め
た
ば
か

　
　

り
の
私
に
は
、
過
去
が
思
い
出
に
な
り
切
れ
て
お

　
　

ら
ず
、
こ
の
歌
詞
の
意
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

　
　

る
の
は
、
も
う
し
ば
ら
く
先
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
　
　

さ
て
、
最
後
に
出
演
い
た
だ
く
の
は
４
号
棟
に

　
　

お
住
ま
い
の
青
木
二
美
子
さ
ん
。
浪
江
町
か
ら
下

　
　

神
白
団
地
に
移
り
住
み
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

　
　

つ
ら
い
経
験
な
ど
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

　
　

そ
れ
で
も
こ
う
し
て
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

　
　

き
っ
と
そ
の
経
験
も
意
味
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
ん

　
　

だ
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。
人
生
っ
て
不
思
議
な
も
の

　
　

で
す
ね
。

　
　
　

リ
ク
エ
ス
ト
曲
は
、
美
空
ひ
ば
り
『
愛
燦
燦
』
。

　
　

目
を
閉
じ
、
睫
毛
に
憩
う
過
去
の
思
い
出
と
と
も

　
　

に
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

ア
サ
ダ　

青
木
さ
ん
っ
て
、
い
つ
ぐ
ら
い
か
ら
よ
く
歌
を

　
　

聴
い
て
た
ん
で
す
か
？

青
木　

私
、
歌
大
好
き
だ
か
ら
も
う
。

ア
サ
ダ　

昔
か
ら
？

青
木　

う
ん
、
昔
か
ら
、
若
い
と
き
か
ら
。
三
橋
美
智

　
　

也
だ
と
か
、
あ
の
人
ら
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
歌
っ

　
　

て
る
よ
。
三
波
春
夫
だ
と
か
。
あ
あ
い
う
の
な
ん

　
　

か
み
ん
な
歌
っ
て
っ
け
ど
、
私
ら
、
み
ん
な
わ
か

　
　

る
。
こ
う
い
う
テ
レ
ビ
が
な
か
っ
た
か
ら
。
ラ
ジ

　
　

オ
あ
っ
て
、
書
く
べ
、
歌
は
じ
ま
っ
た
よ
っ
て
自

　
　

分
の
好
き
な
歌
。
帳
面
置
い
て
、
鉛
筆
置
い
て
。

　
　

そ
し
て
、
今
度
は
明
日
。
明
日
、
そ
の
続
き
を
書

　
　

く
の
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
覚
え
る
ん
だ
、
昔

　
　

は
。

　
　
　

三
波
春
夫
だ
と
か
な
ん
と
か
そ
う
い
う
の
は
、

　
　

田
の
草
取
り
だ
と
か
田
植
え
だ
と
か
そ
う
い
う
と

　
　

き
に
、
歌
好
き
な
人
が
い
て
歌
っ
て
ん
の
よ
、
そ

　
　

う
い
う
も
ん
よ
。

ア
サ
ダ　

田
植
え
と
か
し
な
が
ら
？

青
木　

う
ん
、
仕
事
し
な
が
ら
歌
っ
て
ん
の
よ
、
昔
は
。

　
　

そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
覚
え
た
ん
だ
よ
、
私
ら
は

　
　

ね
。

　
　
　

親
は
ね
、
母
親
は
い
た
け
ど
父
親
は
早
く
死
ん

　
　

で
い
な
か
っ
た
か
ら
。
だ
か
ら
、
兄
貴
の
お
世
話

　
　

に
な
っ
て
た
ん
だ
、
も
う
。

ア
サ
ダ　

お
兄
さ
ん
は
、
結
構
年
は
離
れ
て
た
の
？

青
木　

一
番
上
か
ら
下
ま
で
20
ぐ
ら
い
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

う
わ
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
離
れ
て
る
。
そ
れ
は
も

　
　

う
親
子
ぐ
ら
い
や
わ
な
。

青
木　

７
人
い
る
ん
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

高
等
学
校
卒
業
し
て
。

青
木　

卒
業
し
た
っ
て
感
じ
じ
ゃ
ね
え
な
。
た
だ
辞
め

　
　

う
ど
ん
食
べ
て
た
っ
て
、
店
屋
さ
入
っ
た
っ
て
、

　
　
「
あ
そ
こ
の
嫁
は
店
屋
で
う
ど
ん
食
っ
て
た
」
っ

　
　

て
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
の
世
の
な
か
。

ア
サ
ダ　

狭
い
、
密
告
さ
れ
る
じ
ゃ
な
い
け
ど
。

青
木　

そ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
。
そ
れ
で
田
ん
ぼ
の
な

　
　

か
だ
の
ね
、
道
を
歩
き
な
が
ら
だ
ね
。
そ
う
い
う

　
　

歌
を
歌
う
と
こ
ろ
な
ん
て
な
い
ね
。
部
落
で
や
ぐ

　
　

ら
建
て
た
と
き
は
盆
踊
り
だ
か
ら
、
世
の
歌
は
歌

　
　

わ
な
い
か
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ん
か
や
ん
な
い
か
ら
。

ア
サ
ダ　

じ
ゃ
あ
、
美
空
ひ
ば
り
と
か
そ
の
都
は
る
み
と

　
　

か
、
自
分
が
好
き
な
人
の
歌
を
覚
え
て
歌
う
っ
て

　
　

い
う
の
は
、
人
前
で
っ
て
い
う
よ
り
は
、
自
分
の

　
　

家
で
ち
ょ
っ
と
練
習
し
て
み
た
り
っ
て
い
う
感
じ

　
　

だ
っ
た
の
？　

歌
詞
見
な
が
ら
。

青
木　

う
ん
、
見
な
が
ら
な
。
ん
だ
ん
だ
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

青
木　

歌
が
好
き
だ
か
ら
。

　
　
　
（
青
木
さ
ん
の
歌
う
『
愛
燦
燦
』
が
流
れ
、
続

　
　

い
て
美
空
ひ
ば
り
『
愛
燦
燦
』
が
流
れ
る
）

エ
ピ
ソ
ー
ド
８

青
木
二
美
子
さ
ん
の
声
が
蘇
る
と
き 

ア
サ
ダ　

下
神
白
団
地
に
は
、
最
初
か
ら
入
ら
れ
て
る
ん

　
　

で
す
か
？

青
木　

一
番
最
初
の
抽
選
が
当
た
っ
た
の
。
あ
あ
、
こ

　
　

こ
さ
入
っ
て
か
ら
は
歩
く
こ
と
な
い
な
と
思
っ
て
。

　
　

こ
こ
は
田
園
と
違
っ
て
、
眺
め
っ
て
コ
ン
ク
リ
で

　
　

し
ょ
。
こ
っ
ち
見
た
っ
て
コ
ン
ク
リ
だ
。
ど
こ
見

　
　

た
っ
て
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

見
る
と
こ
ろ
な
い
か
ら
ね
。

青
木　

コ
ン
ク
リ
だ
か
ら
、
こ
う
や
っ
て
。

ア
サ
ダ　

人
工
物
ば
っ
か
り
だ
っ
て
、
周
り
が
ね
。

詩
織　

あ
あ
、
そ
う
だ
ね
。

青
木　

朝
起
き
て
な
、
こ
う
や
っ
て
戸
開
け
て
み
た
っ

　
　

て
、こ
こ
コ
ン
ク
リ
じ
ゃ
、こ
っ
ち
に
出
て
み
た
っ

　
　

て
コ
ン
ク
リ
で
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

集
合
住
宅
だ
も
ん
ね
。

青
木　

う
ん
、
遠
く
見
れ
ば
山
は
あ
っ
け
ど
も
。
そ
ん

　
　

な
感
じ
だ
っ
た
ね
。

ア
サ
ダ　

初
め
て
で
す
も
ん
ね
、
そ
う
い
う
環
境
で
っ
て

　
　

い
う
の
。

青
木　

そ
う
や
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
落
ち
着
か

　
　

せ
て
き
た
ん
だ
べ
、
み
ん
な
。

ア
サ
ダ　

慣
れ
さ
せ
て
き
た
っ
て
こ
と
ね
。

青
木　

慣
れ
さ
せ
て
き
た
。
で
も
、
い
ら
ん
ね
え
ん
だ

　
　

か
ら
、
し
ょ
う
が
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

歌
も
歌
わ
な
く
な
っ
た
っ
て
い
う
話
を
し
て
い

　
　

ま
し
た
よ
ね
。

青
木　

今
日
は
出
た
の
、
声
。
び
っ
く
り
し
た
。

詩
織　

ね
、
声
出
て
ま
し
た
ね
。

ア
サ
ダ　

出
て
た
、
出
て
た
。　

青
木　

ね
、
び
っ
く
り
し
た
。

ア
サ
ダ　

す
ご
い
出
て
た
、
高
い
声
も
出
て
た
し
。

青
木　

い
ま
ま
で
声
な
ん
か
出
な
か
っ
た
の
に
、
み
ん

　
　

な
に
聴
か
せ
た
く
て
、
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
嬉
し
い
わ
（
笑
）。
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ

　
　

た
。

青
木　

全
然
出
な
か
っ
た
の
。
こ
こ
さ
来
て
習
っ
て
、

　
　

知
っ
て
る
歌
出
て
き
た
か
ら
一
緒
に
歌
う
べ
っ
て

　
　

思
っ
た
ら
、
歌
え
な
か
っ
た
の
。

ア
サ
ダ　

人
が
い
る
っ
て
い
う
の
は
結
構
大
き
い
の
か
も

　
　

し
れ
な
い
な
っ
て
気
が
ち
ょ
っ
と
し
た
ん
だ
け
ど

　
　

ね
。

青
木　

え
？

ア
サ
ダ　

ま
わ
り
に
人
が
い
る
っ
て
い
う
こ
と
っ
て
い
う

　
　

の
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
で
か
い…

…

。
誰
か
が

　
　

い
る
と
、
こ
う
や
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
た
り
も
す
る

　
　

し
、
声
っ
て
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
つ
ら
れ
て
出
る

　
　

の
か
な
み
た
い
な
。

　
　
　

ひ
と
り
で
歌
っ
て
て
も
ね
、
こ
う
い
う
ラ
ジ
カ

　
　

セ
相
手
で
は
、
出
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

　
　

あ
ん
ま
り
バ
ー
ッ
と
出
て
く
る
感
じ
じ
ゃ
な
い
の

　
　

か
な
っ
て
。

青
木　

今
日
み
た
い
に
声
な
ん
か
出
な
い
の
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
、
す
ご
い
嬉
し
い
。
よ
か
っ
た
。

青
木　

出
な
い
ん
だ
か
ら
、
全
然
出
な
か
っ
た
の
。
本

　
　

当
に
。
テ
レ
ビ
に
、
あ
あ
、
知
っ
て
る
歌
出
て
き

　
　

た
か
ら
一
緒
に
歌
う
か
な
っ
て
思
っ
た
っ
て
、
高

　
　

い
と
こ
ろ
な
ん
て
全
然
出
な
い
。
び
っ
く
り
し
た
。

　
　

美
空
ひ
ば
り
の
高
い
と
こ
ろ
ま
で
出
て
。

ア
サ
ダ　

よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
。
本
当
に
よ
か
っ
た
。

青
木　

び
っ
く
り
し
た
。
具
合
悪
く
な
っ
て
た
け
ど
、

　
　

具
合
悪
い
の
治
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
。

一
同　
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

そ
れ
だ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
サ
ダ　

『
ラ
ジ
オ
下
神
白　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音

　
　

楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
、
第
６
集
「
歌
と
と
も
に

　
　

あ
る
人
生
」
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
い
か
が
だ
っ

　
　

た
で
し
ょ
う
か
？　

　
　
　

今
回
は
、
歌
に
よ
っ
て
人
生
を
救
わ
れ
た
、
変

　
　

わ
っ
た
、
そ
う
い
う
象
徴
的
な
体
験
を
し
て
こ
ら

　
　

れ
た
方
々
に
、
お
話
を
伺
い
た
い
な
と
い
う
思
い

ア
サ
ダ　

結
構
、
長
か
っ
た
？

青
木　

長
い
、
長
い
。
働
い
て
ね
。

ア
サ
ダ　

そ
れ
は
子
育
て
し
な
が
ら
働
い
た
の
？

青
木　

う
ん
、そ
う
、ば
あ
ち
ゃ
ん
い
た
、ば
あ
ち
ゃ
ん
。

ア
サ
ダ　

な
る
ほ
ど
ね
、
家
に
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
て
。

青
木　

う
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
た
か
ら
。
８
人
ぐ
ら
い

　
　

は
い
た
と
思
う
な
。

ア
サ
ダ　

あ
あ
、
本
当
。
そ
れ
っ
て
青
木
さ
ん
が
何
歳
ぐ

　
　

ら
い
の
話
？

青
木　

何
歳
だ
べ
、
勘
定
し
な
き
ゃ
わ
か
ん
ね
え
ん
だ
、

　
　

若
い
と
き
か
ら
働
い
た
も
ん
だ
か
ら
。
子
供
を
二

　
　

十
歳
で
産
ん
だ
ん
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
う
だ
ね
。
子
供
を
二
十
歳
で
産
ん
だ
ん
だ
っ

　
　

た
ら…

…

。

青
木　

う
ち
の
息
子
、
長
男
が
（
昭
和
）
26
年
に
生
ま

　
　

れ
た
ん
だ
か
ら
。
で
、
孫
が
生
ま
れ
て
会
社
を
辞

　
　

め
た
ん
だ
。

　
　
　
（

み
ん
な
で
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
探
し
な
が
ら
）

青
木　

い
ま
、
何
で
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
サ
ダ　

こ
っ
ち
に
あ
る
の
は
美
空
ひ
ば
り
だ
ね
。

青
木　

美
空
ひ
ば
り
の
歌
は
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
も
、
昔
か
ら
ず
っ
と
聴
い
て
た
？

青
木　

う
ん
、
美
空
ひ
ば
り
、
大
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
、
聴
い
て
み
る
か
。

青
木　

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
も
腰
痛
く
て
入
院
し
て
た

　
　

人
い
た
の
よ
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
頼
ま
れ
て
、
県
立

　
　

病
院
さ
な
、
「
腰
を
手
術
す
る
か
ら
来
て
も
ら
ん

　
　

ね
え
か
、
年
取
っ
て
俺
も
駄
目
だ
し
」
な
ん
て
言

　
　

わ
れ
て
。
で
、
手
伝
い
に
行
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、

　
　

そ
の
お
じ
い
さ
ん
が
朝
、
何
言
う
か
と
思
っ
た
ら
、

　
　
「
み
い
ち
ゃ
ん
、
美
空
ひ
ば
り
亡
く
な
っ
た
ぞ
」

　
　

な
ん
て
言
っ
た
の
。
６
月
頃
だ
っ
け
か
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。
美
空
ひ
ば
り
が
亡
く
な
っ

　
　

た
年
ね
。

青
木　

う
ん
、
そ
の
と
き
も
病
院
で
手
伝
い
し
て
た
の
、

　
　

腰
痛
え
っ
つ
っ
て
、
手
術
す
っ
か
ら
手
伝
っ
て
く

　
　

ん
ね
え
か
っ
て
言
わ
っ
ち
。
も
う
、
そ
の
頃
か
ら

　
　

も
う
ず
っ
と
や
っ
て
た
ね
。

ア
サ
ダ　

美
空
ひ
ば
り
っ
て
何
年
ぐ
ら
い
に
亡
く
な
っ
た

　
　

ん
だ
ろ
う…

…

。

青
木　

何
で
も
、
本
当
懐
か
し
い
ね
。

　
　
　
（
テ
ー
プ
が
流
れ
は
じ
め
る
）

青
木　

私
避
難
し
て
話
な
ん
か
全
然
し
な
か
っ
た
べ
さ
、

　
　

こ
う
い
う
部
屋
さ
入
っ
た
ら
ひ
と
り
だ
も
の
。

ア
サ
ダ　

そ
う
か
、
そ
う
だ
ね
。

青
木　

そ
れ
か
ら
５
年
だ
べ
。
５
年
も
６
年
も
、
毎
日

　
　

毎
日
、
１
か
月
も
話
し
な
い
と
き
も
あ
っ
べ
し
よ
。

　
　

こ
こ
に
み
ん
な
で
来
て
、
こ
ん
な
に
あ
ち
こ
ち

　
　

し
ゃ
べ
っ
て
、
わ
け
わ
か
ん
ね
え
べ
（
笑
）。

ア
サ
ダ　

い
や
い
や
い
や
、
な
ん
と
か
頭
の
な
か
を
整
理

　
　

し
な
が
ら
聞
い
て
る
感
じ
だ
け
ど
。

　
　
　

青
木
さ
ん
っ
て
下
神
白
団
地
の
集
会
場
に
は
、

　
　

最
初
は
よ
く
出
入
り
さ
れ
て
た
ん
で
す
か
？

青
木　

あ
ん
ま
行
か
ね
え
な
。

ア
サ
ダ　

そ
っ
か
、
そ
っ
か
。

青
木　

コ
ー
ヒ
ー
飲
み
行
っ
た
り
。

ア
サ
ダ　

カ
ラ
オ
ケ
と
か
も
や
っ
て
る
も
ん
ね
。

青
木　

い
ま
は
や
っ
て
る
ね
、
前
は
や
っ
て
な
か
っ
た
。

ア
サ
ダ　

あ
、
そ
っ
か
。

り
ん
ご　

こ
の
曲
、
コ
ン
サ
ー
ト
み
た
い
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
録
音
だ
よ
ね
。

り
ん
ご　

ど
こ
か
聴
き
に
行
っ
た
こ
と
あ
る
ん
で
す
か
？

青
木　

一
回
行
っ
た
こ
と
あ
る
。
美
空
ひ
ば
り
で
し
ょ
。

　
　

一
回
、
平
ま
で
見
に
行
っ
た
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
、
そ
の
と
き
の
録
音
な
の
か
な
？

青
木　

あ
の
頃
、
美
空
ひ
ば
り
が
来
る
だ
な
ん
て
い
う

　
　

と
大
変
な
あ
れ
だ
っ
た
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
り
ゃ
そ
う
だ
よ
ね
、
美
空
ひ
ば
り
が
来
る
な

　
　

ん
て
。

青
木　

そ
れ
で
、
テ
レ
ビ
で
歌
映
る
か
ら
っ
て
、
（
チ

　
　

ケ
ッ
ト
）
買
っ
て
、
そ
し
て
行
っ
た
ん
だ
も
ん
。

　
　

私
は
美
空
ひ
ば
り
と
あ
れ
だ
け
は
見
に
行
き
た
い

　
　

な
と
思
っ
て
た
ん
だ
よ
、
あ
っ
ち
さ
。

ア
サ
ダ　

誰
だ
、
美
空
ひ
ば
り
と
ほ
か
。

青
木　

何
だ
っ
け
、
名
前
、
辞
め
た
人
だ
け
ど
。

ア
サ
ダ　

辞
め
た
人
？　

女
の
人
？

青
木　

う
ん
。

ア
サ
ダ　

都 

は
る
み
と
か
？

青
木　

都 

は
る
み
。
そ
う
そ
う
。

ア
サ
ダ　

当
た
っ
た
。
都 

は
る
み
は
確
か
に
、
い
ま
や
っ

　
　

て
な
い
ね
。

青
木　

都 

は
る
み
と
美
空
ひ
ば
り
の
歌
だ
け
は
ほ
し
い

　
　

と
思
っ
て
た
。
好
き
だ
か
ら
、
ほ
ら
。

ア
サ
ダ　

こ
れ
も
美
空
ひ
ば
り
の
テ
ー
プ
だ
な
。

り
ん
ご　

1
9
8
9
年
に
亡
く
な
っ
て
ま
す
ね
。

ア
サ
ダ　

も
う
、
30
年
前
だ
。

青
木　

私
、
声
が
い
い
と
き
に
は
、
も
う
本
当
、
大
好

　
　

き
で
歌
う
の
に
、
も
う
も
う
、
話
し
な
く
て
い
る

　
　

う
ち
に
声
出
な
く
な
っ
ち
ゃ
た
よ
。

ア
サ
ダ　

震
災
前
ま
で
は
よ
く
歌
っ
て
た
？

青
木　

う
ん
、
大
好
き
だ
か
ら
。

ア
サ
ダ　

そ
の
歌
っ
て
た
と
き
は
、
歌
の
サ
ー
ク
ル
み
た

　
　

い
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
た
の
？

青
木　

行
か
ね
行
か
ね
。
そ
う
い
う
の
な
ん
て
、
昔
は

　
　

な
い
よ
、
集
ま
っ
て
歌
を
歌
う
だ
の
。
そ
れ
こ
そ
、
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が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
小
泉
い
み
子
さ
ん
と

　
　

高
田
國
男
さ
ん
と
青
木
二
美
子
さ
ん
の
３
名
だ
っ

　
　

た
ん
で
す
。

　
　
　

ほ
か
の
住
民
さ
ん
も
「
私
も
こ
う
い
う
ふ
う
に

　
　

音
楽
を
聴
い
て
救
わ
れ
た
な
」
と
か
「
あ
の
と
き

　
　

助
け
ら
れ
た
な
」
っ
て
思
い
出
を
た
く
さ
ん
持
た

　
　

れ
て
い
る
方
が
、
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

　
　

す
。
な
の
で
、
み
な
さ
ん
の
話
を
引
き
続
き
聞
け

　
　

た
ら
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

音
楽
っ
て
や
っ
ぱ
り
す
ご
く
不
思
議
で
、
ひ
と

　
　

り
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
歌
が
で
す
ね
、
誰
か

　
　

別
の
人
に
と
っ
て
も
と
て
も
大
事
な
歌
だ
っ
た
り

　
　

し
て
。
で
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
人
生

　
　

を
歩
ん
で
き
て
る
の
で
、
違
う
思
い
出
を
持
っ
て

　
　

ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
よ
ね
。

　
　
　

た
と
え
ば
、
今
回
青
木
二
美
子
さ
ん
が
リ
ク
エ

　
　

ス
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た『
愛
燦
燦
』は
、実
は
以
前
、

　
　

６
号
棟
で
浪
江
町
ご
出
身
の
高
田
マ
ツ
イ
さ
ん
の

　
　

ご
自
宅
に
伺
っ
て
お
話
を
聞
い
た
際
も
、
『
愛
燦

　
　

燦
』
の
思
い
出
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

幾
十
に
も
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
積
み
重
な
っ
て
、

　
　

一
曲
の
歌
っ
て
存
在
し
て
る
ん
だ
な
と
、
改
め
て

　
　

感
じ
る
わ
け
で
す
。

　
　
　

下
神
白
団
地
に
は
た
く
さ
ん
の
方
々
が
住
ま
わ

　
　

れ
て
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
一
人
ひ
と
り
、
み
な

　
　

さ
ん
別
々
の
人
生
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
こ
ん
な
当

　
　

た
り
前
の
こ
と
を
、
僕
自
身
、
い
つ
も
一
人
ひ
と

　
　

り
の
お
声
を
聞
く
度
に
、
と
て
も
強
く
実
感
し
ま

　
　

す
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
に
な
っ
て
い
き
ま
す
ね
。

　
　

く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
ご
自
愛
い
た
だ
き
、
元
気
な

　
　

姿
で
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
け

　
　

た
ら
幸
い
で
す
。い
つ
も
通
り
、リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー

　
　

ド
を
挟
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
集
会
場
の
前
の
黄

　
　

色
い
ポ
ス
ト
、
あ
る
い
は
僕
ら
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

　
　

思
い
出
の
曲
を
書
い
て
、
直
接
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

そ
れ
で
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
６
集
、
こ

　
　

れ
に
て
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
届
け
し
た

　
　

の
は
、
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
と
榊 

裕
美
と
鈴
木
詩
織
で       

　
　

し
た
。
そ
れ
で
は
、
ま
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　
　

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　

ア
サ
ダ　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白

　
　

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音
楽
か
ら
い
ま
こ
こ
へ
』
、

　
　

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル
で
す
。
こ

　
　

の
C
D
で
は
下
神
白
団
地
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の

　
　

ま
ち
の
思
い
出
と
と
も
に
、
当
時
の
馴
染
み
深
い

　
　

音
楽
を
ラ
ジ
オ
風
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　

第
６
集
の
テ
ー
マ
は
「
歌
と
と
も
に
あ
る
人

　
　

生
」
。
下
神
白
団
地
に
住
ま
わ
れ
る
以
前
か
ら
歌

　
　

う
こ
と
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
方
も
、
こ
の
団
地

　
　

に
来
ら
れ
て
改
め
て
歌
う
こ
と
に
目
覚
め
た
方
も
、

　
　

言
葉
が
声
に
な
っ
て
、
そ
の
声
が
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

　
　

乗
っ
た
と
き
に
こ
そ
伝
わ
る
、
生
き
て
い
る
実
感
、

　
　

こ
れ
は
き
っ
と
歌
っ
て
い
る
ご
自
身
だ
け
で
な
く
、

　
　

ほ
か
の
誰
か
の
人
生
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る
の
で

　
　

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　

今
回
は
３
号
棟
住
民
の
小
泉
い
み
子
さ
ん
、
そ

　
　

し
て
、
４
号
棟
住
民
の
青
木
二
美
子
さ
ん
、
６
号

　
　

棟
住
民
の
高
田
國
男
さ
ん
の
語
り
を
収
録
し
ま
し

　
　

た
。演
歌
か
ら
民
謡
、定
番
の
美
空
ひ
ば
り
や
都 

は

　
　

る
み
ま
で
、
ぜ
ひ
口
ず
さ
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
小
泉
い
み
子
さ
ん
で
す
。

　
　

い
み
子
さ
ん
と
い
え
ば
、
集
会
場
で
毎
週
水
曜
日

　
　

と
金
曜
日
の
午
前
に
開
か
れ
て
い
る
カ
ラ
オ
ケ
の

　
　

常
連
さ
ん
と
し
て
も
ご
活
躍
で
す
。
「
〝
歌
う
こ

　
　

と
〞
と
出
会
っ
て
人
生
が
変
わ
っ
た
、
い
ま
が
ま

　
　

さ
に
青
春
だ
よ
」
と
仰
る
い
み
子
さ
ん
。
初
め
て

　
　

人
前
で
歌
を
歌
っ
た
大
熊
町
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

　
　

つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
過
去
、
そ
し
て
数
々
の
避

　
　

難
所
や
仮
設
住
宅
を
回
ら
れ
て
た
ど
り
着
い
た
こ

　
　

の
下
神
白
団
地
で
の
旦
那
さ
ま
と
の
お
別
れ
、
そ

歌とともにある人生



下神白団地の2019年
昨年から引き続き、どの棟も居住世帯数は減少。台風19号で被害を受けた方々が

一時的に入居する措置が取られたことで、子供のいる家族連れの姿も見られるようになりました。
昨年から引き続き、どの棟も居住世帯数は減少。台風19号で被害を受けた方々が

一時的に入居する措置が取られたことで、子供のいる家族連れの姿も見られるようになりました。

※震災時の住民登録人口は、『ふくしま復興ステーション』「平成23年3月11日現在の住民登録人口」を参照。居住者数は、浪江
　町は住民登録の有無を問わない数、大熊町・富岡町は住民票ありの数。各自治体のウェブサイト等を参照（浪江町・双葉町は
　2019年12月31日現在、大熊町・富岡町は2019年12月1日現在）。
※2019年の出来事については、浪江町は自治体のウェブサイト（2019年5月29日、同年11月7日、同年11月29日の記事）を、
　大熊町は自治体のウェブサイト（2019年3月20日、同年4月5日）をそれぞれ参照。
　双葉町は『双葉町復興ポータルサイト』「2019年の町の動き」を参照。
　富岡町の*1は『河北新報』（2019年4月4日）、*2は『福島民友新聞』（2019年5月26日）、*3は『広報とみおか』（2019年9月号
　P.2-3）をそれぞれ参照。すべて最終閲覧日は、2020年2月26日。
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双葉町、大熊町でも避難指示解除準備区域の解除が部分的、段階的に進みました。
それぞれのまちの姿は、徐々に変わりつつあります。

双葉町、大熊町でも避難指示解除準備区域の解除が部分的、段階的に進みました。
それぞれのまちの姿は、徐々に変わりつつあります。

4町（ ）の2019年富岡・大熊
浪江・双葉 

居住者
避難者　20,298人21,434人

交流･情報発信拠点施設の安全祈願祭及び、起工式が行われた
浪江町水産業共同利用施設の落成式が開催
震災後、町内での開催が3回目となる「復興なみえ町十日市祭」が開催

5月26日
10月25日
11月23日
　 ・24日

中野地区にて東日本大震災･原子力アーカイブ拠点施設の安全祈願祭及び、
起工式が開催

復興まちづくりを具体的に推進するため一般社団法人ふたばプロジェクトが設立
中野地区にて産業交流センターが起工
令和2年3月4日午前0時に避難指示解除準備区域（中野･中浜･両竹地区）等の
解除及び、特定復興再生拠点区域の立入規制緩和に合意

2月9日

3月28日
4月16日
12月26日

認定こども園「にこにここども園」が開園 *1

町立小中学校合同運動会開催、町内での運動会は9年ぶり *2

富岡漁港の漁船帰港式と漁港施設の使用開始式が開催 *3

4月3日
5月25日
7月26日

大熊町第二次復興計画を改訂
居住制限区域の大川原地区、避難指示解除準備区域の中屋敷地区の避難指示
が解除

3月20日
4月10日

居住者
避難者　6,853人7,140人

11,505人

15,960人

居住者　
避難者　10,184人

―

居住者　
避難者　11,565人

双葉町

大熊町

富岡町

浪江町 1,189人

1,177人

129人

合計153世帯

居住世帯

入居率
前年比　-13世帯

76.5%

前年と同数
22世帯

6号棟

27世帯
前年比　-1世帯

1号棟

88 %

77.1 %

※「県営住宅下神白団地入居者世帯数・世帯率推移」（下神白団地自治会、2019年4月）

震災時の住民登録人口

震災時の住民登録人口

震災時の住民登録人口

震災時の住民登録人口

前年比　-4世帯
29世帯

2号棟
64.4 %

26世帯
前年比　-3世帯

4号棟
74.3 %

20世帯
前年比　-3世帯

5号棟
80 %

前年比　-2世帯
29世帯

3号棟
82.9 %
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下神白団地に通うようになって、3年が経ちました。

ラジオを通してだけでなく、集会所で行われているカフェやカラオケ、

住民のみなさんの生活や思い出の場所にも

お邪魔させていただいています。

『ラジオ下神白』の歩み

89 88

2017

7月 渡部茂子さんの浪江町ツアー

年2018 年
6月 第1集 「常磐ハワイアンセンターの思い出など」 リリース　P4

11月 第2集 「あの頃の仕事 家族の風景」 リリース　P12

茂子さんのお誘いで、浪江町のご自宅と
そのお隣にある喫茶トレド、請戸漁港な
どを案内していただきました。商店街に
あったという映画館は、解体後。思い出
をきっかけに、初めて団地の外へ。

リクエストポストが完成！
元大工の平子力也さんと横山晴男さん
が、『ラジオ下神白』 のリクエストポスト
をつくってくださいました！ 集会所の入り
口に設置させていただくことに。

10月 横山けい子さん宅にて
ホームパーティ
料理好きなけい子さん宅にお呼ばれし
て、特製のミートソースパスタなどをいた
だきました。みんなでけい子さんの大好
きな赤ワインを飲んで、乾杯！

復興団地対抗カラオケ大会

市内の県営復興公営住宅・10団地対抗
のカラオケ大会が、いわき芸術文化交流
館アリオスで開催され、アサダワタルが
審査員として参加（主催：NPO法人みん
ぷく）。下神白団地の代表・門馬文雄さん
の歌声は圧巻でした。

永崎団地の小学生との出会い

3月 第3集 「2017年 リクエスト総集編」 リリース　P24

8月 第4集 「海の上で捕まえたあの風景」 リリース  P26

12月 「REC⇄PLAY  ある復興団地の「声（風景）」をなぞる
ラジオ下神白  あのときあのまちの音楽からいまここへの報奏会」　P40

お隣の永崎団地に小名浜高校のフラダン
スを見に行ったところ、小学生の軍団と
出会い、そのうちのひとりがCDの封筒づ
くりや封入作業、配布を手伝ってくれる
ように。「次はいつ来るの？」と、リクエス
トポストを使った手紙のやりとりがはじま
りました。

6月 喫茶トレドの解体、
髙原タケ子さんの家のお墓探し
喫茶トレドが解体されるという話を聞き、
その姿を目に焼きつけに浪江町へ。その
帰りに、「お墓参りをしたいけれど、場所
を忘れてしまった」と語るタケ子さんの家
のお墓を探しました。

下神白団地クリスマス会
佐山弘明さんに声をかけていただき、朝
からみんなでつくった豚汁やケーキを食
べながら、リクエスト曲を流す「公開ラジ
オ」を開催。何度か自然と歌声が。下絵を
手伝わせていただいたイルミネーション
装飾の点灯式も。
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2019

2月 横山けい子さん
＆髙原タケ子さん会

年

1月 第5集 「変化と連なり さよならのかわりに」 リリース　P56

11月 第6集 「歌とともにある人生」 リリース　P72

『青い山脈』 が大好きなおふたりが、ひょ
んなことから出会って、お宅を訪問しあっ
たという話を聞き、お茶会を開催。おしゃ
べりをして、最後にアサダワタルがギター
で『青い山脈』 の弾き語りを。別れ際に
は、四苦八苦しながら電話番号の交換を
しました。

8月 伴奏型支援バンド（BSB）結成！
遠く離れた土地で、音楽を通じて一人ひ
とりの「私」と出会い、かかわっていくこと
は可能なのだろうかーー。住民さんのメ
モリーソングのバック演奏を行うバンド
が結成！  面接を行い、実際に下神白団
地に足を運び、都内のスタジオで練習。
住民さんの合唱を支えるBSBを目指しま
す。

12月 下神白団地クリスマス会
佐山さんに再び声をかけていただき、「ク
リスマス歌声喫茶」を永崎団地集会所で
開催し、住民さんの思い出の曲をBSBの
生演奏でお届け。これまでCDに登場して
いただいた住民さんにステージで話や歌
声を披露していただいたり、みんなで『青
い山脈』を大合唱したり。踊り出す方もい
らっしゃって、賑やかな1時間半でした。

『ラジオ下神白』の歩み

エンディング

声をなぞるから声を奏でるへ



榊 裕美　一般社団法人 Teco 地域復興コーディネーター

9293

「ただそれだけ」のことから広がる関係性

1992年、青森県八戸市出身。埼玉大学教育学部卒、埼
玉大学大学院教育学研究科学校教育専攻修士課程退
学。大学在学中に東日本大震災のボランティアとしてい
わき市へ。下神白団地で行われた『イトナミニティ』プログ
ラムに参加したことをきっかけに、いわき市に移住。2017
年から特定非営利活動法人Wunder groundのスタッフ
として、『ラジオ下神白』の事務局を務める。
2019年4月に、仲間と一緒に『一般社団法人Teco』を
設立。また、いわき市内の漁業者と協働して漁業再生の
プロジェクトに取り組み、2020年2月には市内久之浜町
に魚屋『おさかなひろばはま水』をオープンした。

榊 裕美 （りんご）

　
「
あ
あ
、ラ
ジ
オ
の
あ
れ
ね
」 「
ア
サ
ダ
さ
ん
が
や
っ
て
る
や
つ
ね
」。

　
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
の
C
D
制
作
に
あ
た
っ
て
何
ら
か
の
お
願
い

を
す
る
と
き
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
私
た
ち
の
活
動
を
理
解
し
よ
う

と
し
て
出
て
く
る
の
は
、
だ
い
た
い
そ
ん
な
言
葉
だ
。
『
ラ
ジ
オ
下

神
白
』
と
い
う
名
前
を
正
し
く
口
に
す
る
方
は
と
て
も
少
な
い
。
も

し
か
し
た
ら
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
は

た
い
し
て
重
要
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
思
う
。

　

そ
も
そ
も
私
た
ち
は
、
炊
き
出
し
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
わ
か
り
や

す
く
必
要
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
普
段
や
っ
て
い

る
こ
と
と
言
え
ば
、
住
民
さ
ん
の
お
宅
に
伺
い
、
お
茶
を
す
す
り
、

出
さ
れ
た
漬
物
や
ク
ッ
キ
ー
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
、
最
近
の
よ
も
や

ま
話
や
思
い
出
に
耳
を
傾
け
る
。
そ
し
て
時
折
、
そ
の
当
時
に
流
れ

て
い
た
流
行
歌
や
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
音
楽
に
ま
つ
わ
る
お
話
を

伺
う
。
そ
ん
な
こ
と
の
繰
り
返
し
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
。

　

け
れ
ど
も
「
た
だ
そ
れ
だ
け
」
の
こ
と
が
、
時
間
を
重
ね
る
う
ち

に
そ
れ
以
上
の
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
る
こ
と
が
、

最
近
に
な
っ
て
増
え
て
き
た
。

　

何
が
変
わ
っ
た
の
か
と
聞
か
れ
て
も
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は
２
０

１
７
年
か
ら
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

お
話
を
伺
っ
て
、
そ
れ
を
ラ
ジ
オ
風
に
編
集
し
て
、
一
人
ひ
と
り

に
そ
の
番
組
が
収
録
さ
れ
た
C
D
を
手
渡
し
て
い
く
。
そ
の
行
為
は

相
変
わ
ら
ず
だ
が
、
C
D
を
受
け
取
る
住
民
さ
ん
の
反
応
や
日
頃
の

や
り
と
り
が
、
３
年
前
と
は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
に
感
じ
る
の
は
気

の
せ
い
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ピ
ン
ポ
ン
を
押
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
越
し
に
「
こ
ん
に
ち
は
！

ラ
ジ
オ
下
神
白
で
す
。
住
民
さ
ん
の
お
話
を
ラ
ジ
オ
風
に
ま
と
め
た

C
D
を
み
な
さ
ん
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
」
と
声
を
か
け
る
と
、

「
結
構
で
す
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
い
ま
で
は
「
あ
ぁ
、

あ
れ
ね
」
と
い
う
反
応
が
返
っ
て
く
る
。
玄
関
を
あ
け
て
「
ご
苦
労

さ
ん
」
と
い
う
労
い
の
言
葉
を
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
も
な
っ
て

き
た
。
そ
し
て
、
次
第
に
親
し
く
な
っ
て
い
く
と
「
ま
ぁ
、
と
り
あ

え
ず
」
と
言
っ
て
家
の
な
か
に
招
き
入
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
ま
で
な

る
。
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
に
招
待
さ
れ
た
り
、
解
体
が
予
定
さ
れ
て
い

る
ご
自
宅
に
案
内
い
た
だ
い
た
り
と
、
予
期
せ
ぬ
場
面
に
立
ち
会
う

こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
出
来
事
が
ラ
ジ
オ
収
録
時
に

は
聞
け
な
か
っ
た
思
い
も
よ
ら
ぬ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
き
出
し
、
住
民

さ
ん
の
ま
た
別
の
一
面
と
出
会
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

２
０
１
９
年
秋
に
下
神
白
団
地
か
ら
退
去
し
た
渡
部
茂
子
さ
ん
が
、

『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
第
１
集
に
登
場
い
た
だ
い
た
理
由
は
、「
自
治

会
の
役
員
だ
か
ら
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
だ
ん
だ
ん
と

親
し
く
な
り
、
「
浪
江
町
に
あ
る
自
宅
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
？
」

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
番
組
の
な
か
に
登
場
し
た
ご
自
宅
や
喫

茶
ト
レ
ド
、
請
戸
漁
港
な
ど
を
案
内
い
た
だ
い
た
。

　

そ
ん
な
ご
縁
も
あ
っ
て
、
C
D
配
布
の
際
に
ご
自
宅
を
訪
ね
る
と

家
の
な
か
に
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
茂
子
さ
ん
が
番
組
の
な
か
で
話
さ

れ
て
い
た
旦
那
さ
ん
や
お
義
母
さ
ん
と
「
は
じ
め
ま
し
て
」
の
挨
拶

を
し
た
。
そ
し
て
、
お
手
製
の
漬
物
や
、
隣
の
住
民
さ
ん
か
ら
も

ら
っ
た
梅
で
つ
く
っ
た
梅
ジ
ュ
ー
ス
を
い
た
だ
い
た
。

　

私
が
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
に
参
加
し
た
の
は
第
１
集
が
リ
リ
ー
ス

さ
れ
た
後
な
の
で
、
収
録
に
は
立
ち
会
え
ず
、
茂
子
さ
ん
の
お
話
は

C
D
デ
ッ
キ
を
通
し
て
聴
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ

の
後
、
お
話
し
さ
れ
て
い
た
人
物
に
出
会
っ
た
り
、
思
い
出
の
場
所

を
実
際
に
訪
れ
た
り
す
る
こ
と
で
耳
か
ら
聴
い
た
話
が
少
し
ず
つ
立

体
的
に
な
っ
て
い
く
。
そ
う
や
っ
て
「
母
と
し
て
」
「
妻
と
し
て
」

「
嫁
と
し
て
」
生
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
一
面
に
触
れ
る
な
か
で
、「
住
民

さ
ん
」
と
し
て
接
し
て
い
た
関
係
が
、
「
茂
子
さ
ん
」
へ
と
変
わ
っ

て
い
っ
た
。

　

彼
ら
彼
女
ら
と
は
、
繰
り
返
し
の
な
か
で
生
じ
た
予
期
せ
ぬ
出
来

事
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
生
ま
れ
た
関
係
か
ら
ま
た
一
歩
隣

に
ズ
レ
て
、
関
係
性
が
広
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
経
験
し
て
い

る
。

　

私
は
最
近
、
下
神
白
団
地
が
あ
る
小
名
浜
か
ら
車
で
25
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
北
に
走
っ
た
港
町
、
久
之
浜
で
魚
屋
を
は
じ
め
た
。
そ
の
た
め

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
市
内
各
所
で
宣
伝
さ
れ
、
た
ま
た
ま
ニ
ュ
ー
ス

を
目
に
し
た
住
民
さ
ん
か
ら
、
「
り
ん
ご
ち
ゃ
ん
、
お
魚
屋
さ
ん
は

じ
め
た
ん
だ
っ
て
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。

団
地
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
住
民
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
既
に
団
地

を
離
れ
て
別
の
場
所
で
生
活
を
し
て
い
る
方
ま
で
も
お
店
に
足
を
運

ん
で
く
れ
て
い
る
。

　

団
地
の
外
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
文
脈

で
住
民
さ
ん
と
出
会
う
こ
と
は
、
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
。
魚
屋
で
出

会
う
の
は
ひ
と
り
の
お
客
さ
ん
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
「
住
民
さ
ん
」

と
し
て
交
流
し
て
い
た
彼
ら
と
は
、
ま
た
別
の
存
在
の
よ
う
に
感
じ

た
。

　

ま
し
て
や
既
に
団
地
を
離
れ
た
「
元
住
民
さ
ん
」
に
至
っ
て
は
、

お
店
の
仲
間
に
紹
介
す
る
と
き
に
、
「
下
神
白
団
地
に
住
ん
で
い
た

元
住
民
の
〇
〇
さ
ん
」
と
呼
ぶ
ほ
か
な
く
、
「
下
神
白
団
地
」
「
住

民
」
と
い
う
言
葉
は
単
な
る
肩
書
で
し
か
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
し

て
そ
の
と
き
改
め
て
、
こ
れ
ま
で
私
は
「
住
民
」
と
い
う
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
じ
て
彼
ら
と
接
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
で
は
、
「
被
災
者
」
と
し
て
の
枠
を
超
え
て
、

立
場
の
異
な
る
個
人
と
の
出
会
い
直
し
を
こ
こ
ろ
が
け
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
。

　

下
神
白
団
地
に
住
ん
で
い
る
方
々
は
、
確
か
に
震
災
が
き
っ
か
け

で
こ
こ
に
や
っ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以

前
に
彼
ら
に
は
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
人
生
が
あ
り
、
い
ま
こ
こ
に

い
る
現
在
も
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
人
生
」
が
あ
る
。

　

彼
ら
は
団
地
に
住
ん
で
い
る
「
住
民
さ
ん
」
で
も
あ
り
、
魚
屋
に

魚
を
買
い
に
行
く
「
お
客
さ
ん
」
で
も
あ
り
、
行
く
先
々
に
よ
っ
て

呼
ば
れ
方
が
異
な
る
。
そ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
だ
が
、
な
ぜ

だ
か
そ
の
こ
と
に
団
地
の
な
か
で
は
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

呼
び
名
を
固
定
し
た
り
、
変
え
た
り
し
て
い
る
の
は
私
た
ち
で
、

彼
ら
は
何
ら
変
わ
ら
ず
普
段
通
り
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
だ
け
だ
。

私
に
も
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
の
事
務
局
や
魚
屋
と
し
て
の
顔
が
あ
る

よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
の
な
か
に
さ
ま
ざ
ま
な
顔
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
が
歩
ん
で
き
た
背
景
は
異
な
る
が
、
い
ま
、
私
た
ち
は
い
わ
き
と

い
う
同
じ
場
所
に
暮
ら
す
、
同
じ
生
活
者
な
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
住
民
さ
ん
と
の
「
出
会
い
直
し
」
が
、
団
地
の
外
へ
と

ゆ
る
や
か
に
広
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
味
を
も

変
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

榊 裕美　「ただそれだけ」のことから広がる関係性

住
民
さ
ん
と
の
「
出
会
い
直
し
」

一
歩
隣
に
ズ
レ
て
見
え
て
く
る
こ
と

わ
た
な
べ

う
け  

ど
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鈴木詩織　「震災」と距離を置くこと

「震災」と距離を置くこと

1991年、福島県いわき市生まれ。動物看護士、動物介
在福祉士、ホームヘルパー2級。動物病院、福祉施設で
の勤務を得て、2015～2019年『NPO法人みんぷく』の
コミュニティ交流員として、復興公営住宅・下神白団地の
設立時より、コミュニティ支援に従事。
2019年4月、同じ志を持つ仲間4名とともに、『一般社団
法人Teco』を設立。復興公営団地と地域とのコミュニテ
ィづくりや、台風19号等の被災者のコミュニティ支援を行
うとともに、地域の課題解決に向けた活動を行っている。

鈴木詩織 （しおちゃん）

94

　

私
が
県
営
の
復
興
公
営
住
宅
・
下
神
白
団
地
に
初
め
て
訪
れ
た
の

は
約
５
年
前
、
団
地
が
で
き
、
入
居
が
は
じ
ま
っ
た
頃
で
あ
る
。

　

当
時
私
は
、
前
職
の
『
N
P
O
法
人
み
ん
ぷ
く
』
の
職
員
と
し
て
、

団
地
内
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
従
事
し
て
い
た
。
こ
の
団
地

に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
当
初
は
、
住
民
の
方
々
の
表
情
は
暗
く
、

悲
観
的
な
話
を
聞
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
警
戒
心
も
強
く
、
訪
問
し

た
際
も
な
か
な
か
玄
関
の
ド
ア
を
開
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
震
災

の
傷
が
癒
え
ず
、
団
地
全
体
が
深
い
悲
し
み
に
包
ま
れ
て
い
て
、
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
大
き
く
て
黒
い
も
の
に
吸
い
込
ま
れ
そ
う

に
な
っ
た
感
覚
を
い
ま
で
も
覚
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
集
え
る
居
場
所
が
で
き
、
自
分
の
存
在
意
義
を
感
じ
た

と
き
に
、
少
し
ず
つ
明
る
く
、
そ
の
人
ら
し
く
な
っ
て
い
く
過
程
を

側
で
見
守
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
、
貴
重
な
時
間
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
復
興
公
営
住
宅
が
増
え
て
い
く
の
に
伴
っ
て
、
私
は
新

し
く
で
き
た
ほ
か
の
団
地
の
担
当
に
な
り
、
下
神
白
団
地
と
の
か
か

わ
り
は
だ
ん
だ
ん
と
薄
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

再
び
下
神
白
団
地
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
９

年
４
月
。
私
は
、
『
一
般
社
団
法
人
T
e
c
o
』
を
立
ち
上
げ
て
、

『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
の
事
務
局
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。

　

活
動
を
通
し
て
ま
ず
驚
い
た
の
が
、
住
民
さ
ん
と
ア
サ
ダ
ワ
タ
ル

さ
ん
、
事
務
局
メ
ン
バ
ー
の
り
ん
ご
ち
ゃ
ん
と
の
距
離
感
だ
。
取
材

の
た
め
に
住
民
さ
ん
の
お
宅
に
お
邪
魔
す
る
と
、
お
手
製
の
ご
飯
や

お
菓
子
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
食
べ
な
が
ら
話
に
耳
を

傾
け
る
。
と
き
に
は
住
民
さ
ん
の
お
誕
生
日
会
を
開
き
、
一
緒
に
お

酒
を
飲
み
な
が
ら
互
い
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
を
す
る
の
で
あ
る
。

　

前
職
で
は
団
地
全
体
を
対
象
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

行
っ
て
い
た
た
め
、
一
人
ひ
と
り
と
深
く
か
か
わ
る
こ
と
は
難
し

か
っ
た
。
ま
し
て
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
員
と
い
う
立
場
上
、
一

線
を
引
い
て
平
等
な
付
き
合
い
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
夜
に
住
民
さ

ん
の
お
宅
を
訪
れ
、
お
酒
や
ご
飯
を
一
緒
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
衝
撃
を
感
じ
な
が
ら
も
、
以
前
か
ら
憧

れ
て
い
た
関
係
に
混
ざ
る
こ
と
が
で
き
た
嬉
し
さ
を
感
じ
た
。

　

住
民
さ
ん
は
、
私
た
ち
が
訪
ね
て
く
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

て
、
み
な
さ
ん
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
、
玄
関
の
ド
ア
を
開
け
て
、
家

に
上
げ
て
く
だ
さ
る
。
そ
し
て
、
話
が
止
ま
ら
な
く
な
る
く
ら
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ
は
嬉
し
い
記
憶
だ

け
で
は
な
く
、
哀
し
い
記
憶
も
含
め
て
。
自
分
の
過
去
や
震
災
の
記

憶
を
掘
り
起
こ
し
、
他
者
へ
話
す
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
時
間
を
か
け
て
近
い
関
係
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
本
音
や
過
去

の
出
来
事
、
こ
こ
ろ
の
奥
底
に
あ
る
思
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
と
強
く
感
じ
た
。

　　

活
動
に
参
加
を
し
て
い
る
と
、
住
民
さ
ん
が
い
か
に
こ
こ
ろ
を
ひ

ら
い
て
い
る
の
か
が
、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
信
頼
関
係
を

築
く
難
し
さ
は
前
職
で
痛
感
し
て
お
り
、
こ
こ
ま
で
の
関
係
に
な
る

ま
で
に
、
ど
れ
だ
け
一
人
ひ
と
り
と
の
時
間
を
と
も
に
し
て
き
た
の

だ
ろ
う
。

　

一
枚
の
C
D
を
つ
く
る
に
は
、
住
民
さ
ん
の
も
と
を
何
度
も
訪
ね

て
、
話
を
伺
う
。
顔
を
合
わ
せ
る
時
間
が
増
え
て
い
く
と
、
表
情
も

明
る
く
な
り
、
話
の
内
容
も
広
が
っ
て
い
く
。
話
は
幼
少
期
ま
で
遡

り
、
昔
を
懐
か
し
み
な
が
ら
、
故
郷
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
生
き
生

き
と
話
す
様
子
を
見
て
い
る
と
、
「
被
災
者
」
と
い
う
名
前
か
ら
少

し
距
離
を
置
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
瞬
間
な
の
だ
と
感
じ
た
。

　

住
民
さ
ん
に
は
全
員
、
震
災
前
の
生
活
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
当
た

り
前
な
の
だ
が
、
ど
う
し
て
も
彼
ら
は
「
被
災
者
」
「
避
難
者
」
と

い
う
名
前
で
括
ら
れ
て
し
ま
う
。
震
災
と
は
一
度
距
離
を
置
き
、
自

分
の
人
生
に
こ
こ
ろ
を
傾
け
る
行
為
は
、
震
災
に
よ
っ
て
し
ま
い
込

ん
で
い
た
本
来
の
自
分
に
出
会
う
機
会
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
ラ
ジ
オ
C
D
と
い
う
か
た
ち
で
誰
か

に
伝
え
る
こ
と
は
、
震
災
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
孤
独
感
や
喪
失
感
が

和
ら
ぎ
、
心
身
の
ケ
ア
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
そ
の
話
を
受
け
取
る
側
で
あ
る
私
は
、
自
分
と
の
共
通

点
や
相
手
の
意
外
な
面
を
知
り
、
「
話
に
出
て
き
た
人
に
会
っ
て
み

た
い
」
「
も
っ
と
○
○
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

を
駆
り
立
て
ら
れ
る
の
だ
。

　

同
じ
よ
う
に
C
D
を
聴
い
た
住
民
さ
ん
は
、
「
○
○
さ
ん
っ
て
こ

ん
な
方
だ
っ
た
の
ね
」
「
同
じ
棟
に
こ
ん
な
人
が
い
る
ん
だ
！　

集

会
所
に
も
出
て
き
て
い
る
の
か
な
」
と
仰
っ
て
い
た
。
話
を
聞
か
せ

て
く
れ
た
人
と
つ
な
が
る
点
が
バ
ラ
ま
か
れ
、
そ
れ
が
誰
か
と
結
ば

れ
て
い
く
。
そ
う
や
っ
て
、
そ
の
人
を
取
り
巻
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

深
ま
っ
た
り
、
広
が
っ
た
り
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　　

現
在
、
下
神
白
団
地
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
と
も
に
、
退
去

者
が
あ
と
を
絶
た
な
い
。
こ
れ
は
下
神
白
団
地
だ
け
で
は
な
く
、
ほ

と
ん
ど
の
復
興
公
営
住
宅
が
抱
え
て
い
る
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

ご
高
齢
の
方
や
独
居
の
方
が
住
ま
う
な
か
で
、
必
ず
必
要
と
な
っ

て
く
る
の
は
、
そ
の
人
を
見
守
る
「
目
と
耳
」
だ
。
各
自
治
体
で
実

施
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
る
。
同
じ
団
地
や
同
じ
棟
で
日
頃
か
ら
生
活
を
と
も

に
す
る
人
同
士
が
、
互
い
に
支
え
合
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
と
聞
く
と
「
福
祉
」
が
連
想
さ
れ
が
ち
だ
が
、
そ

も
そ
も
「
福
祉
」
と
い
う
言
葉
に
は
す
べ
て
の
人
の
「
幸
福
」
と
い

う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
幸
福
の
考
え
方
や
感
じ
方
は
人
そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
、
幸
福
か
そ
う
で
な
い
か
は
他
人
が
判
断
す
る
こ
と
で
は

な
い
。
し
か
し
私
は
、
下
神
白
団
地
で
出
会
っ
た
方
が
、
「
そ
の
人

が
考
え
る
幸
福
感
」
に
満
ち
溢
れ
、
こ
の
地
に
住
ま
う
喜
び
を
感
じ

て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
な
と
思
う
。
こ
の
ラ
ジ
オ
下
神
白
を
通
じ
て
、

何
か
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
幸
い
だ
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
目
を
迎
え
、
も
う
す
ぐ
あ
た
た
か
い
春

が
訪
れ
る
。
春
風
を
感
じ
、
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
ま
た
新
し
く
つ
な
が

る
だ
ろ
う
出
会
い
に
思
い
を
馳
せ
る
。
こ
の
団
地
に
か
か
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
。

近
い
関
係
に
な
る

そ
の
人
を
見
守
る
「
目
と
耳
」

本
来
の
自
分
に
出
会
う
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髙原タケ子さんという存在、私たちのこれから

アサダワタル　髙原タケ子さんという存在、私たちのこれから

　

下
神
白
団
地
に
通
っ
て
３
年
数
か
月
が
経
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
現

在
制
作
中
の
第
７
集
の
主
人
公
で
あ
り
、
本
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
は
そ

の
語
り
を
収
録
で
き
な
か
っ
た
、
髙
原
タ
ケ
子
さ
ん
の
存
在
に
触
れ

た
い
。
そ
し
て
、
最
後
に
団
地
の
外
へ
と
飛
び
出
し
、
再
び
団
地
へ

と
還
っ
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
新
た
な
展
開
に
つ
い
て
も
綴
る
。

　
　

４
号
棟
在
住
で
浪
江
町
出
身
、
御
年
95
歳
の
髙
原
タ
ケ
子
さ
ん
。

出
会
い
は
、
第
１
集
「
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
思
い
出
な

ど
」
を
配
布
し
た
２
０
１
７
年
６
月
だ
っ
た
。
廊
下
に
出
て
お
隣
さ

ん
と
立
ち
話
を
し
て
い
た
タ
ケ
子
さ
ん
に
「
ラ
ジ
オ
C
D
、
受
け

取
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」
と
お
声
が
け
し
た
と
こ
ろ
、
「
い
や

い
や
、
機
械
も
な
い
か
ら
い
い
よ
」
と
断
ら
れ
た
。
「
せ
め
て
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
だ
け
で
も
」
と
お
渡
し
し
た
ら
、
そ
の
数
日
後
に
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
に
挟
ん
で
あ
っ
た
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
投
函
し
て
く
れ
た
の
だ
。

そ
こ
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
た
。

曲
名　

別
れ
の
ブ
ル
ー
ス

歌
手
・
グ
ル
ー
プ
名　

淡
谷
の
り
子

エ
ピ
ソ
ー
ド　

Ａ
さ
ん
が
中
学
生　
私
は
女
学
生　
通
学
路
で
出
会

　
こ
の
歌
が
大
好
き
と
云
ひ　
何
度
も
唄
つ
て
居
ま
し
た

77
年
前
の
思
い
出
の
歌
で
す

Ａ
さ
ん
は
79
才
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

私
の
夫
も
去
年
他
界 

私
は
一
人
暮
し
て
94
才
で
す

　

早
速
タ
ケ
子
さ
ん
限
定
の
ラ
ジ
オ
C
D
を
制
作
し
、
お
手
紙
を
添

え
て
郵
便
受
け
に
投
函
し
た
ら
、
今
度
は
「
団
地
に
は
い
つ
お
い
で

に
な
っ
て
い
ま
す
か
？　

ぜ
ひ
お
逢
い
し
た
く
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
」
と
い
う
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
。
こ
う
し
て
、
ラ
ジ
カ
セ
を
か

つ
い
で
タ
ケ
子
さ
ん
宅
通
い
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

そ
の
都
度
い
た
だ
く
の
が
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
お
菓
子
や
飲
み

物
と
、
手
編
み
の
日
用
品
だ
。
会
話
の
合
間
合
間
に
「
ほ
ら
、
遠
慮

し
な
い
で
食
べ
ろ
」
と
言
わ
れ
、
残
し
た
ら
「
こ
の
袋
に
入
れ
て

持
っ
て
帰
り
な
」
と
説
得
さ
れ
る
。
編
み
物
の
技
術
は
す
ご
く
、

キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形
と
セ
ッ
ト
で
渡
さ
れ
る
小
さ
な
セ
ー
タ
ー
や
帽
子

や
マ
フ
ラ
ー
、
魚
の
か
た
ち
を
し
た
手
に
は
め
る
タ
イ
プ
の
毛
糸
の

タ
ワ
シ
。
座
布
団
や
小
物
入
れ
な
ど
を
次
々
と
い
た
だ
い
て
し
ま
い
、

い
ま
我
が
家
に
は
そ
れ
ら
の
も
の
が
い
っ
ぱ
い
だ
。

　

そ
し
て
、
必
ず
一
枚
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
を
見
せ
て
く
れ
る
。
先
ほ

ど
の
『
別
れ
の
ブ
ル
ー
ス
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
出
て
き
た
A
さ
ん
含

む
女
学
生
時
代
の
仲
良
し
３
人
グ
ル
ー
プ
の
写
真
だ
。
18
歳
の
と
き

に
袴
を
着
て
撮
影
さ
れ
た
こ
の
記
念
写
真
。
先
生
か
ら
は
「
お
い
！

三
羽
ガ
ラ
ス
！
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
る
。

喧
嘩
も
、
互
い
の
家
族
付
き
合
い
も
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
行

く
末
も
、
「
ぜ
ぇ
ー
ん
ぶ
思
い
出
す
ん
だ
」
「
み
ん
な
死
ん
で
し

ま
っ
た
。
私
だ
け
し
わ
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
」
と
、
ラ
ジ
カ
セ
か
ら
流

れ
る
曲
と
同
期
し
な
が
ら
、
泣
き
顔
と
も
笑
顔
と
も
と
れ
る
表
情
で

語
ら
れ
る
。

　

続
い
て
、
『
旅
の
夜
風
』
（
霧
島 

昇
）
、
『
母
子
船
頭
唄
』
（
塩

ま
さ
る
）
、
『
踊
子
』
（
三
浦
洸
一
）
と
い
う
３
曲
の
リ
ク
エ
ス
ト

も
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。
私
た
ち
は
タ
ケ
子
さ
ん
を
訪
ね
る
度
に
、

新
し
い
ラ
ジ
オ
C
D
を
携
え
て
行
っ
た
。
そ
し
て
『
踊
子
』
を
持
っ

て
行
っ
た
と
き
に
、
タ
ケ
子
さ
ん
は
写
真
に
向
か
っ
て
こ
う
言
っ
た

の
だ
。
「
こ
れ
で
全
部
そ
ろ
っ
た
よ
」
と
。
僕
は
、
こ
れ
ま
で
音
楽

と
記
憶
に
ま
つ
わ
る
活
動
を
各
地
で
や
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
「
個
人
が
音
楽
を
頼
り
に
、
埋
も
れ
て
い
た
記
憶
に
切
実
に
向

き
合
う
姿
」
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

タ
ケ
子
さ
ん
は
私
た
ち
が
来
な
い
日
も
、
毎
日
こ
う
し
て
写
真
を

見
な
が
ら
ラ
ジ
オ
C
D
を
繰
り
返
し
聴
い
て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
こ
う
し
て
、
ま
っ
た
く
想
定
外
だ
っ
た
ヘ
ビ
ー
リ
ス
ナ
ー
・
髙

原
タ
ケ
子
さ
ん
の
登
場
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
に
対
す
る
確
信
を

よ
り
強
め
て
く
れ
た
。

　

タ
ケ
子
さ
ん
は
基
本
的
に
毎
回
同
じ
話
を
す
る
。
で
も
、
い
つ
も

微
妙
に
違
う
。
同
じ
「
三
羽
ガ
ラ
ス
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
よ
う
に
聞

こ
え
て
「
そ
の
話
は
今
回
初
め
て
聞
い
た
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ト
ピ
ッ

ク
が
必
ず
あ
る
の
だ
。
そ
し
て
と
き
お
り
こ
ち
ら
も
驚
く
ほ
ど
に
感

情
が
あ
ら
わ
に
な
る
瞬
間
が
あ
る
。
戦
後
に
嫁
入
り
を
し
て
夫
、
姑

や
小
姑
と
の
関
係
性
の
な
か
で
自
分
が
い
か
に
大
変
な
思
い
を
し
た

か
と
い
う
話
に
向
か
う
際
は
、
当
時
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に
険
し
い

顔
に
な
り
感
情
が
吐
き
出
さ
れ
る
。
で
も
、
い
つ
だ
っ
て
実
家
の
お

兄
さ
ん
が
「
（
嫁
が
せ
て
）
大
変
な
思
い
を
さ
せ
て
悪
か
っ
た
な
」

と
労
っ
て
く
れ
た
こ
と
、
兄
や
姉
た
ち
が
吹
く
ハ
ー
モ
ニ
カ
が
上
手

で
い
つ
も
音
楽
が
身
近
に
あ
る
生
活
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
語
り
、
聞

け
ば
聞
く
ほ
ど
話
は
仔
細
に
わ
た
っ
て
い
っ
た
。

　

タ
ケ
子
さ
ん
と
の
対
話
は
、
と
き
に
そ
ん
な
感
情
の
揺
れ
に
出
会

う
こ
と
も
あ
る
の
だ
が
、
実
は
あ
ま
り
「
震
災
」
の
話
は
登
場
し
な

い
。
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
が
、
気
づ
け
ば
女
学
校
時
代
の
楽
し
い

思
い
出
や
、
嫁
入
り
後
の
厳
し
い
生
活
の
話
題
に
戻
っ
て
い
く
。
そ

れ
は
ど
う
も
震
災
の
話
を
意
図
的
に
避
け
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、

自
然
と
そ
う
い
う
会
話
の
流
れ
に
な
っ
て
い
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
冷
静
に
考
え
れ
ば
そ
れ
も
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
何
せ

95
年
も
生
き
て
こ
ら
れ
た
な
か
で
、
80
代
後
半
に
震
災
を
体
験
し
て

い
る
状
況
だ
と
、
そ
の
80
歳
半
ば
ま
で
の
人
生
の
厚
み
の
方
に
焦
点

が
当
た
っ
て
い
く
方
が
む
し
ろ
自
然
な
の
で
は
な
い
か
。

　

私
た
ち
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
と
団
地
住
民
）
は
、
か
の
震

災
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
ふ
う
に
し
て
出
会
っ
て
お
り
、
そ

も
そ
も
住
民
た
ち
は
震
災
が
あ
っ
た
ゆ
え
に
こ
の
下
神
白
団
地
で
暮

ら
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
そ
も
そ
も
」
は
、
個
人
と
個
人
の

関
係
に
な
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
自
明
で
は
な
く
な
っ
て

い
く
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
対
話
に
音
楽
を
は
じ
め
と
し
た
「
表

現
的
な
手
立
て
」
が
挟
ま
っ
て
い
る
ゆ
え
に
一
層
、
そ
の
「
自
明

さ
」
を
越
え
て
ゆ
け
る
の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
て
い
る
。

　

『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
は
、
震
災
を
き
っ
か
け
に
し
た
取
り
組
み
だ

が
、
そ
の
人
が
そ
も
そ
も
長
ら
く
歩
ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の
人
生
の

延
長
線
上
で
「
あ
の
日
」
を
ど
う
迎
え
た
の
か
と
い
う
、
そ
の
「
極

私
的
か
つ
そ
れ
ゆ
え
に
多
様
な
人
生
像
」
に
近
づ
い
て
い
く
た
め
に
、

「
音
楽
」
を
そ
っ
と
置
く
試
み
な
の
で
は
な
い
か
。
「
あ
の
日
、
何

が
あ
り
ま
し
た
か
？
」
と
取
材
す
る
よ
り
は
、
音
楽
の
よ
う
な
一
人

ひ
と
り
の
「
私
」
の
「
感
性
（
的
体
験
）
」
か
ら
入
る
こ
と
が
で
き

る
手
立
て
を
通
じ
て
、
思
い
も
寄
ら
な
い
話
に
分
岐
し
発
展
し
て
い

く
こ
と
に
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

「
被
災
者
」
と
い
う
括
り
は
、
相
手
を
一
人
ひ
と
り
の
「
個
人
」
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
生
を
生
き
て
き
た
「
私
」
で
あ
る
と
い
う
大
前
提
を

ど
こ
か
で
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
（
忘
れ
る
よ
う
に
仕
向
け
る
）
レ
ッ

テ
ル
だ
。
そ
の
レ
ッ
テ
ル
は
、
ど
う
い
う
人
生
を
歩
ん
で
き
た
人
が

そ
の
状
況
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
想
像
す
る
「
余

白
」
を
奪
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
相
手
に
対
す
る
想
像
の
「
余

白
」
を
担
保
す
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

て
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
、
タ
ケ
子
さ
ん
と
い
う
存
在
か
ら
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

タ
ケ
子
さ
ん
と
交
流
を
進
め
る
な
か
、
も
う
一
曲
重
要
な
曲
が
浮

か
び
上
が
っ
た
。
そ
れ
は
藤
山
一
郎
の
『
青
い
山
脈
』
だ
。
こ
の
曲

は
富
岡
町
出
身
で
２
号
棟
に
住
む
横
山
け
い
子
さ
ん
が
リ
ク
エ
ス
ト

し
て
く
れ
た
曲
だ
（
P　
17̶

18
）
。
こ
の
曲
を
聴
き
な
が
ら
タ
ケ
子

さ
ん
は
、
ま
た
例
の
「
三
羽
ガ
ラ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
女
学
生
時
代
の

ご
友
人
と
の
思
い
出
話
を
展
開
し
た
。

　

と
っ
て
も
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、あ
る
と
き
、「
横
山
さ
ん
〝
の
〞

『
青
い
山
脈
』
、
あ
れ
い
い
な
ぁ
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

歌
手
の
名
前
で
な
く
、
そ
の
曲
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
リ
ク
エ
ス

ト
し
た
け
い
子
さ
ん
〝
の
〞
『
青
い
山
脈
』
と
い
う
言
い
方
に
、
い

つ
し
か
な
っ
て
い
た
の
だ
。
非
常
に
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
あ
る

が
、
僕
は
そ
の
変
化
を
聞
き
逃
さ
な
か
っ
た
。
誰
か
が
別
の
誰
か
に

と
っ
て
「
私
〝
の
〞
」
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
、
極
私
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
満
ち
溢
れ
た
曲
を
受
け
取
る
際
に
、
そ
れ
を
受
け
取
っ
て

し
ま
っ
た
「
私
」
に
と
っ
て
の
記
憶
も
な
ぜ
だ
か
支
え
て
も
ら
え
る
、

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
さ
れ
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
こ
こ
に
は
あ
る
。

　

ラ
ジ
オ
か
ら
生
ま
れ
た
つ
な
が
り
は
ほ
か
に
も
あ
っ
た
。
タ
ケ
子

さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
ソ
ン
グ
を
集
会
場
で
か
け
て
い
た
際
、
あ
る
浪

江
町
出
身
の
住
民
さ
ん
が
「
タ
ケ
子
さ
ん
は
お
そ
ら
く
遠
縁
に
あ
た

る
人
だ
」
と
い
う
こ
と
で
個
別
に
連
絡
を
取
っ
た
と
い
う
。
タ
ケ
子

さ
ん
曰
く
、
親
戚
だ
な
ん
て
最
初
は
全
然
わ
か
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ

が
。

　

ま
た
、
２
０
１
７
年
11
月
に
発
行
し
た
第
２
集
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

手
作
業
を
す
る
際
に
、
第
１
集
の
出
演
者
で
タ
ケ
子
さ
ん
と
同
じ
棟

に
住
ん
で
い
る
渡
部
茂
子
さ
ん
が
集
会
場
に
タ
ケ
子
さ
ん
を
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
普
段
、
集
会
場
に
現
れ
る
こ
と

が
ま
っ
た
く
な
い
タ
ケ
子
さ
ん
の
姿
に
、
別
の
住
民
た
ち
も
声
を
か

け
る
姿
が
見
ら
れ
て
、
僕
は
そ
の
風
景
に
心
底
感
動
し
た
。

　

な
ん
て
こ
と
は
な
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
誰
か
の
大
切
な
曲
が
、
別
の
誰
か
の
記
憶
に
も
響
い
て
そ
の

人
を
勇
気
づ
け
、
そ
の
こ
と
が
小
さ
な
き
っ
か
け
と
な
っ
て
人
と
人

と
が
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
一
見
と
て
も
地
味
な
こ
と
だ
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
肥
や
し
と
し
て
も
、
確
か
に
何
か
大
切
な
も
の
を

育
ん
で
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
だ
。

　

２
０
１
９
年
２
月
15
日
、
「
青
い
山
脈
が
つ
な
ぐ
、
タ
ケ
子
け
い

子
会
」
を
タ
ケ
子
さ
ん
の
自
宅
で
行
っ
た
。
95
歳
と
90
歳
の
お
ふ
た

り
が
、
お
互
い
の
住
ん
で
い
た
ま
ち
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、
現
在

の
状
況
（
ふ
た
り
と
も
独
居
で
あ
る
）
を
90
分
に
わ
た
り
語
り
合
い
、

そ
し
て
、
最
後
に
僕
が
カ
バ
ー
し
て
き
た
『
青
い
山
脈
』
を
ギ
タ
ー

一
本
で
弾
き
語
り
し
た
。
一
緒
に
歌
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
し
て
、
泣

い
て
く
だ
さ
っ
た
。
別
に
き
れ
い
な
話
に
ま
と
め
た
い
わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
、
僕
は
こ
こ
に
来
て
「
生
演
奏
」
の
出
番
が
や
っ
て
き
た

と
感
じ
て
い
た
の
だ
。

　

20
代
、
い
わ
ゆ
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
ド
ラ
ム
を
叩
き
、
ギ

タ
ー
や
機
材
を
使
っ
て
ラ
イ
ブ
を
し
て
き
た
僕
は
、
あ
る
と
き
か
ら

自
分
の
表
現
が
「
場
づ
く
り
」
へ
と
向
か
っ
て
い
く
な
か
で
、
自
分

が
直
接
演
奏
す
る
行
為
に
対
し
て
、
意
図
的
に
距
離
を
と
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
『
青
い
山
脈
』
は
、
い
ま
だ
か
ら
こ
そ
生
演
奏
で
や

る
意
味
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
曲
を
ラ
ジ
カ
セ
で
幾
度
と
な

く
記
憶
を
反
芻
し
な
が
ら
聴
い
て
く
れ
た
タ
ケ
子
さ
ん
に
と
っ
て
、

ま
た
ご
自
身
の
東
京
時
代
の
記
憶
を
重
ね
合
わ
せ
て
く
れ
た
け
い
子

さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
の
出
会
い
の
も
と
で
『
青
い
山
脈
』
が
発
酵
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
か
ら
だ
。
そ
の
分
厚
い
記
憶
に
支
え
ら
れ
て
、

よ
う
や
く
「
生
演
奏
」
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　

こ
の
生
演
奏
に
は
前
段
が
あ
る
。
２
０
１
８
年
12
月
に
都
内
で
開

催
し
た
『REC

⇅PLA
Y 

あ
る
復
興
団
地
の
「
声
（
風
景
）
」
を
な

ぞ
る　

ラ
ジ
オ
下
神
白  

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音
楽
か
ら
い
ま
こ

こ
へ
の
報
奏
会
』
で
あ
る
（
P　
40̶

53
）
。

　

こ
の
企
画
に
集
ま
っ
た
30
名
ほ
ど
の
参
加
者
は
、
東
北
の
復
興
に

興
味
は
あ
る
が
な
か
な
か
現
地
に
通
う
こ
と
が
で
き
ず
か
か
わ
る
方

法
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
り
、
ア
ー
ト
活
動
を
や
っ
て
き
た
が

復
興
現
場
で
や
れ
る
こ
と
は
な
い
か
探
っ
て
い
る
関
東
近
郊
の
方
々

だ
。
そ
ん
な
彼
ら
彼
女
ら
に
向
け
て
、
や
っ
て
き
た
取
り
組
み
や
団

地
の
状
況
を
「
報
告
」
す
る
（
勉
強
し
て
も
ら
う
）
の
で
は
な
く
、

住
民
さ
ん
た
ち
の
声
を
「
演
奏
」
（
そ
の
場
で
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
入

れ
、
D
J
を
し
、
ギ
タ
ー
を
弾
く
）
す
る
「
感
性
的
な
体
験
」
を
通

じ
て
、
こ
の
下
神
白
団
地
、
ひ
い
て
は
「
被
災
者
（
と
言
わ
れ
る

方
々
）
の
日
常
」
に
思
い
を
馳
せ
る
場
を
し
つ
ら
え
た
。

　

参
加
者
は
ラ
ジ
オ
C
D
の
断
片
を
何
度
も
聴
き
な
が
ら
、
実
際
に

私
た
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
も
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
の
楽
曲
に

つ
い
て
語
り
合
う
こ
の
場
限
り
の
ラ
ジ
オ
に
出
演
し
、
取
材
す
る
側

に
も
ま
わ
っ
て
み
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
遠
く
離
れ
た
福
島
の
地

の
「
声
」
を
「
な
ぞ
っ
て
み
る
」
。
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
は
、
タ
ケ
子

さ
ん
と
け
い
子
さ
ん
の
「
声
」
を
聴
い
た
の
ち
、
全
員
で
『
青
い
山

脈
』
を
合
唱
し
た
の
だ
っ
た
。

　

見
知
ら
ぬ
土
地
で
誰
か
が
経
験
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
遠
く
離

れ
た
土
地
に
い
る
「
私
」
は
、
一
体
ど
の
よ
う
に
受
け
取
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
て
き
た
な
か
で
浮

か
び
上
が
っ
た
新
た
な
問
い
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
そ
ん
な
の
受
け

取
れ
っ
こ
な
い
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
し
、
「
現
地
に
行
か
な
い
と

駄
目
だ
」
と
い
う
意
見
も
根
強
く
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
否
定
で
き

な
い
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
表
現
」
と
い
う
も
の
は
、
ど
こ
ま
で
も
相

手
の
感
性
に
訴
え
る
方
法
を
愚
直
に
突
き
詰
め
な
が
ら
編
ま
れ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
先
に
期
待
さ
れ
る
の
は
圧
倒
的
な
「
想
像
力
の
獲

得
」
だ
。
「
想
像
す
る
こ
と
」
。
こ
れ
は
ど
こ
の
土
地
に
い
て
も
、

ど
ん
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、
で
き
る
こ
と
だ
。
で
き
る
と
い
う
よ
り

は
、
強
い
言
い
方
に
な
る
が
、
必
ず
「
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ

と
」
だ
と
思
う
。
他
者
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
な
ん
て
わ
か
り
合
え

な
い
と
い
う
前
提
に
立
ち
な
が
ら
も
、
力
を
尽
く
し
て
相
手
を
想
像

し
続
け
る
こ
と
は
、
と
て
も
困
難
だ
。
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
見
れ
ば
、
「
あ
あ
、
あ
の
人
た
ち
は
い
ま
こ
ん
な
感
じ
で
生
活
し

て
い
る
の
か
」
と
わ
か
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

「
わ
か
っ
た
こ
と
と
す
る
こ
と
」
と
「
わ
か
ろ
う
と
し
続
け
る
こ

と
」
の
あ
い
だ
に
は
、
雲
泥
の
差
が
あ
る
。
「
表
現
」
が
立
ち
上
げ

て
く
れ
る
「
想
像
力
」
を
養
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
「
わ
か
ろ
う
と

し
続
け
る
こ
と
」
を
諦
め
な
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
は
、
現
地
で
の
訪
問
と
ラ
ジ
オ
制
作
、
そ
れ

に
都
内
で
の
報
奏
会
を
経
て
、
関
東
圏
で
活
動
す
る
「
音
楽
と
社
会

活
動
の
接
点
を
深
く
探
り
た
い
」
と
願
う
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
伴
奏
型
支
援
バ
ン
ド
」
の
結
成
へ
と
向
か
っ

て
い
る
。
住
民
一
人
ひ
と
り
の
思
い
出
の
楽
曲
の
バ
ッ
ク
バ
ン
ド
を

務
め
、
住
民
に
生
の
「
声
」
で
歌
っ
て
い
た
だ
く
、
と
い
う
取
り
組

み
だ
。

　

こ
の
バ
ン
ド
の
存
在
は
、
今
後
、
「
現
地
」
と
ま
だ
出
会
い
を
果

た
せ
て
い
な
い
「
他
者
」
と
の
あ
い
だ
を
つ
な
ぐ
生
々
し
い
「
メ

デ
ィ
ア
」
と
な
る
だ
ろ
う
。
バ
ン
ド
の
詳
細
は
、
映
像
の
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
や
、
い
わ
き
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
メ
デ
ィ
ア
『igoku

』
で
の

連
載
で
触
れ
た
い
。

髙
原
タ
ケ
子
さ
ん
と
の
出
会
い

「
被
災
者
」
で
は
括
り
き
れ
な
い

「
私
」
と
い
う
存
在

誰
か
の
リ
ク
エ
ス
ト
ソ
ン
グ
が
、

別
の
誰
か
を
支
え
る
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下
神
白
団
地
に
通
っ
て
３
年
数
か
月
が
経
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
現

在
制
作
中
の
第
７
集
の
主
人
公
で
あ
り
、
本
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
は
そ

の
語
り
を
収
録
で
き
な
か
っ
た
、
髙
原
タ
ケ
子
さ
ん
の
存
在
に
触
れ

た
い
。
そ
し
て
、
最
後
に
団
地
の
外
へ
と
飛
び
出
し
、
再
び
団
地
へ

と
還
っ
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
新
た
な
展
開
に
つ
い
て
も
綴
る
。

　
　

４
号
棟
在
住
で
浪
江
町
出
身
、
御
年
95
歳
の
髙
原
タ
ケ
子
さ
ん
。

出
会
い
は
、
第
１
集
「
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
の
思
い
出
な

ど
」
を
配
布
し
た
２
０
１
７
年
６
月
だ
っ
た
。
廊
下
に
出
て
お
隣
さ

ん
と
立
ち
話
を
し
て
い
た
タ
ケ
子
さ
ん
に
「
ラ
ジ
オ
C
D
、
受
け

取
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
」
と
お
声
が
け
し
た
と
こ
ろ
、
「
い
や

い
や
、
機
械
も
な
い
か
ら
い
い
よ
」
と
断
ら
れ
た
。
「
せ
め
て
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
だ
け
で
も
」
と
お
渡
し
し
た
ら
、
そ
の
数
日
後
に
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
に
挟
ん
で
あ
っ
た
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
投
函
し
て
く
れ
た
の
だ
。

そ
こ
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
た
。

曲
名　

別
れ
の
ブ
ル
ー
ス

歌
手
・
グ
ル
ー
プ
名　

淡
谷
の
り
子

エ
ピ
ソ
ー
ド　

Ａ
さ
ん
が
中
学
生　
私
は
女
学
生　
通
学
路
で
出
会

　
こ
の
歌
が
大
好
き
と
云
ひ　
何
度
も
唄
つ
て
居
ま
し
た

77
年
前
の
思
い
出
の
歌
で
す

Ａ
さ
ん
は
79
才
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

私
の
夫
も
去
年
他
界 

私
は
一
人
暮
し
て
94
才
で
す

　

早
速
タ
ケ
子
さ
ん
限
定
の
ラ
ジ
オ
C
D
を
制
作
し
、
お
手
紙
を
添

え
て
郵
便
受
け
に
投
函
し
た
ら
、
今
度
は
「
団
地
に
は
い
つ
お
い
で

に
な
っ
て
い
ま
す
か
？　

ぜ
ひ
お
逢
い
し
た
く
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
」
と
い
う
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
。
こ
う
し
て
、
ラ
ジ
カ
セ
を
か

つ
い
で
タ
ケ
子
さ
ん
宅
通
い
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

そ
の
都
度
い
た
だ
く
の
が
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
お
菓
子
や
飲
み

物
と
、
手
編
み
の
日
用
品
だ
。
会
話
の
合
間
合
間
に
「
ほ
ら
、
遠
慮

し
な
い
で
食
べ
ろ
」
と
言
わ
れ
、
残
し
た
ら
「
こ
の
袋
に
入
れ
て

持
っ
て
帰
り
な
」
と
説
得
さ
れ
る
。
編
み
物
の
技
術
は
す
ご
く
、

キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形
と
セ
ッ
ト
で
渡
さ
れ
る
小
さ
な
セ
ー
タ
ー
や
帽
子

や
マ
フ
ラ
ー
、
魚
の
か
た
ち
を
し
た
手
に
は
め
る
タ
イ
プ
の
毛
糸
の

タ
ワ
シ
。
座
布
団
や
小
物
入
れ
な
ど
を
次
々
と
い
た
だ
い
て
し
ま
い
、

い
ま
我
が
家
に
は
そ
れ
ら
の
も
の
が
い
っ
ぱ
い
だ
。

　

そ
し
て
、
必
ず
一
枚
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
を
見
せ
て
く
れ
る
。
先
ほ

ど
の
『
別
れ
の
ブ
ル
ー
ス
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
出
て
き
た
A
さ
ん
含

む
女
学
生
時
代
の
仲
良
し
３
人
グ
ル
ー
プ
の
写
真
だ
。
18
歳
の
と
き

に
袴
を
着
て
撮
影
さ
れ
た
こ
の
記
念
写
真
。
先
生
か
ら
は
「
お
い
！

三
羽
ガ
ラ
ス
！
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
る
。

喧
嘩
も
、
互
い
の
家
族
付
き
合
い
も
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
行

く
末
も
、
「
ぜ
ぇ
ー
ん
ぶ
思
い
出
す
ん
だ
」
「
み
ん
な
死
ん
で
し

ま
っ
た
。
私
だ
け
し
わ
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
」
と
、
ラ
ジ
カ
セ
か
ら
流

れ
る
曲
と
同
期
し
な
が
ら
、
泣
き
顔
と
も
笑
顔
と
も
と
れ
る
表
情
で

語
ら
れ
る
。

　

続
い
て
、
『
旅
の
夜
風
』
（
霧
島 

昇
）
、
『
母
子
船
頭
唄
』
（
塩

ま
さ
る
）
、
『
踊
子
』
（
三
浦
洸
一
）
と
い
う
３
曲
の
リ
ク
エ
ス
ト

も
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。
私
た
ち
は
タ
ケ
子
さ
ん
を
訪
ね
る
度
に
、

新
し
い
ラ
ジ
オ
C
D
を
携
え
て
行
っ
た
。
そ
し
て
『
踊
子
』
を
持
っ

て
行
っ
た
と
き
に
、
タ
ケ
子
さ
ん
は
写
真
に
向
か
っ
て
こ
う
言
っ
た

の
だ
。
「
こ
れ
で
全
部
そ
ろ
っ
た
よ
」
と
。
僕
は
、
こ
れ
ま
で
音
楽

と
記
憶
に
ま
つ
わ
る
活
動
を
各
地
で
や
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
「
個
人
が
音
楽
を
頼
り
に
、
埋
も
れ
て
い
た
記
憶
に
切
実
に
向

き
合
う
姿
」
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

タ
ケ
子
さ
ん
は
私
た
ち
が
来
な
い
日
も
、
毎
日
こ
う
し
て
写
真
を

見
な
が
ら
ラ
ジ
オ
C
D
を
繰
り
返
し
聴
い
て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
こ
う
し
て
、
ま
っ
た
く
想
定
外
だ
っ
た
ヘ
ビ
ー
リ
ス
ナ
ー
・
髙

原
タ
ケ
子
さ
ん
の
登
場
は
、
『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
に
対
す
る
確
信
を

よ
り
強
め
て
く
れ
た
。

　

タ
ケ
子
さ
ん
は
基
本
的
に
毎
回
同
じ
話
を
す
る
。
で
も
、
い
つ
も

微
妙
に
違
う
。
同
じ
「
三
羽
ガ
ラ
ス
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
よ
う
に
聞

こ
え
て
「
そ
の
話
は
今
回
初
め
て
聞
い
た
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ト
ピ
ッ

ク
が
必
ず
あ
る
の
だ
。
そ
し
て
と
き
お
り
こ
ち
ら
も
驚
く
ほ
ど
に
感

情
が
あ
ら
わ
に
な
る
瞬
間
が
あ
る
。
戦
後
に
嫁
入
り
を
し
て
夫
、
姑

や
小
姑
と
の
関
係
性
の
な
か
で
自
分
が
い
か
に
大
変
な
思
い
を
し
た

か
と
い
う
話
に
向
か
う
際
は
、
当
時
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に
険
し
い

顔
に
な
り
感
情
が
吐
き
出
さ
れ
る
。
で
も
、
い
つ
だ
っ
て
実
家
の
お

兄
さ
ん
が
「
（
嫁
が
せ
て
）
大
変
な
思
い
を
さ
せ
て
悪
か
っ
た
な
」

と
労
っ
て
く
れ
た
こ
と
、
兄
や
姉
た
ち
が
吹
く
ハ
ー
モ
ニ
カ
が
上
手

で
い
つ
も
音
楽
が
身
近
に
あ
る
生
活
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
語
り
、
聞

け
ば
聞
く
ほ
ど
話
は
仔
細
に
わ
た
っ
て
い
っ
た
。

　

タ
ケ
子
さ
ん
と
の
対
話
は
、
と
き
に
そ
ん
な
感
情
の
揺
れ
に
出
会

う
こ
と
も
あ
る
の
だ
が
、
実
は
あ
ま
り
「
震
災
」
の
話
は
登
場
し
な

い
。
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
が
、
気
づ
け
ば
女
学
校
時
代
の
楽
し
い

思
い
出
や
、
嫁
入
り
後
の
厳
し
い
生
活
の
話
題
に
戻
っ
て
い
く
。
そ

れ
は
ど
う
も
震
災
の
話
を
意
図
的
に
避
け
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、

自
然
と
そ
う
い
う
会
話
の
流
れ
に
な
っ
て
い
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
冷
静
に
考
え
れ
ば
そ
れ
も
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
何
せ

95
年
も
生
き
て
こ
ら
れ
た
な
か
で
、
80
代
後
半
に
震
災
を
体
験
し
て

い
る
状
況
だ
と
、
そ
の
80
歳
半
ば
ま
で
の
人
生
の
厚
み
の
方
に
焦
点

が
当
た
っ
て
い
く
方
が
む
し
ろ
自
然
な
の
で
は
な
い
か
。

　

私
た
ち
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
と
団
地
住
民
）
は
、
か
の
震

災
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
ふ
う
に
し
て
出
会
っ
て
お
り
、
そ

も
そ
も
住
民
た
ち
は
震
災
が
あ
っ
た
ゆ
え
に
こ
の
下
神
白
団
地
で
暮

ら
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
そ
も
そ
も
」
は
、
個
人
と
個
人
の

関
係
に
な
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
自
明
で
は
な
く
な
っ
て

い
く
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
対
話
に
音
楽
を
は
じ
め
と
し
た
「
表

現
的
な
手
立
て
」
が
挟
ま
っ
て
い
る
ゆ
え
に
一
層
、
そ
の
「
自
明

さ
」
を
越
え
て
ゆ
け
る
の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
て
い
る
。

　

『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
は
、
震
災
を
き
っ
か
け
に
し
た
取
り
組
み
だ

が
、
そ
の
人
が
そ
も
そ
も
長
ら
く
歩
ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の
人
生
の

延
長
線
上
で
「
あ
の
日
」
を
ど
う
迎
え
た
の
か
と
い
う
、
そ
の
「
極

私
的
か
つ
そ
れ
ゆ
え
に
多
様
な
人
生
像
」
に
近
づ
い
て
い
く
た
め
に
、

「
音
楽
」
を
そ
っ
と
置
く
試
み
な
の
で
は
な
い
か
。
「
あ
の
日
、
何

が
あ
り
ま
し
た
か
？
」
と
取
材
す
る
よ
り
は
、
音
楽
の
よ
う
な
一
人

ひ
と
り
の
「
私
」
の
「
感
性
（
的
体
験
）
」
か
ら
入
る
こ
と
が
で
き

る
手
立
て
を
通
じ
て
、
思
い
も
寄
ら
な
い
話
に
分
岐
し
発
展
し
て
い

く
こ
と
に
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

「
被
災
者
」
と
い
う
括
り
は
、
相
手
を
一
人
ひ
と
り
の
「
個
人
」
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
生
を
生
き
て
き
た
「
私
」
で
あ
る
と
い
う
大
前
提
を

ど
こ
か
で
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
（
忘
れ
る
よ
う
に
仕
向
け
る
）
レ
ッ

テ
ル
だ
。
そ
の
レ
ッ
テ
ル
は
、
ど
う
い
う
人
生
を
歩
ん
で
き
た
人
が

そ
の
状
況
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
想
像
す
る
「
余

白
」
を
奪
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
相
手
に
対
す
る
想
像
の
「
余

白
」
を
担
保
す
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

て
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
、
タ
ケ
子
さ
ん
と
い
う
存
在
か
ら
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

タ
ケ
子
さ
ん
と
交
流
を
進
め
る
な
か
、
も
う
一
曲
重
要
な
曲
が
浮

か
び
上
が
っ
た
。
そ
れ
は
藤
山
一
郎
の
『
青
い
山
脈
』
だ
。
こ
の
曲

は
富
岡
町
出
身
で
２
号
棟
に
住
む
横
山
け
い
子
さ
ん
が
リ
ク
エ
ス
ト

し
て
く
れ
た
曲
だ
（
P　
17̶

18
）
。
こ
の
曲
を
聴
き
な
が
ら
タ
ケ
子

さ
ん
は
、
ま
た
例
の
「
三
羽
ガ
ラ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
女
学
生
時
代
の

ご
友
人
と
の
思
い
出
話
を
展
開
し
た
。

　

と
っ
て
も
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、あ
る
と
き
、「
横
山
さ
ん
〝
の
〞

『
青
い
山
脈
』
、
あ
れ
い
い
な
ぁ
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

歌
手
の
名
前
で
な
く
、
そ
の
曲
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
リ
ク
エ
ス

ト
し
た
け
い
子
さ
ん
〝
の
〞
『
青
い
山
脈
』
と
い
う
言
い
方
に
、
い

つ
し
か
な
っ
て
い
た
の
だ
。
非
常
に
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
あ
る

が
、
僕
は
そ
の
変
化
を
聞
き
逃
さ
な
か
っ
た
。
誰
か
が
別
の
誰
か
に

と
っ
て
「
私
〝
の
〞
」
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
、
極
私
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
満
ち
溢
れ
た
曲
を
受
け
取
る
際
に
、
そ
れ
を
受
け
取
っ
て

し
ま
っ
た
「
私
」
に
と
っ
て
の
記
憶
も
な
ぜ
だ
か
支
え
て
も
ら
え
る
、

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
さ
れ
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
こ
こ
に
は
あ
る
。

　

ラ
ジ
オ
か
ら
生
ま
れ
た
つ
な
が
り
は
ほ
か
に
も
あ
っ
た
。
タ
ケ
子

さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
ソ
ン
グ
を
集
会
場
で
か
け
て
い
た
際
、
あ
る
浪

江
町
出
身
の
住
民
さ
ん
が
「
タ
ケ
子
さ
ん
は
お
そ
ら
く
遠
縁
に
あ
た

る
人
だ
」
と
い
う
こ
と
で
個
別
に
連
絡
を
取
っ
た
と
い
う
。
タ
ケ
子

さ
ん
曰
く
、
親
戚
だ
な
ん
て
最
初
は
全
然
わ
か
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ

が
。

　

ま
た
、
２
０
１
７
年
11
月
に
発
行
し
た
第
２
集
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

手
作
業
を
す
る
際
に
、
第
１
集
の
出
演
者
で
タ
ケ
子
さ
ん
と
同
じ
棟

に
住
ん
で
い
る
渡
部
茂
子
さ
ん
が
集
会
場
に
タ
ケ
子
さ
ん
を
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
普
段
、
集
会
場
に
現
れ
る
こ
と

が
ま
っ
た
く
な
い
タ
ケ
子
さ
ん
の
姿
に
、
別
の
住
民
た
ち
も
声
を
か

け
る
姿
が
見
ら
れ
て
、
僕
は
そ
の
風
景
に
心
底
感
動
し
た
。

　

な
ん
て
こ
と
は
な
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
誰
か
の
大
切
な
曲
が
、
別
の
誰
か
の
記
憶
に
も
響
い
て
そ
の

人
を
勇
気
づ
け
、
そ
の
こ
と
が
小
さ
な
き
っ
か
け
と
な
っ
て
人
と
人

と
が
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
一
見
と
て
も
地
味
な
こ
と
だ
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
肥
や
し
と
し
て
も
、
確
か
に
何
か
大
切
な
も
の
を

育
ん
で
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
だ
。

　

２
０
１
９
年
２
月
15
日
、
「
青
い
山
脈
が
つ
な
ぐ
、
タ
ケ
子
け
い

子
会
」
を
タ
ケ
子
さ
ん
の
自
宅
で
行
っ
た
。
95
歳
と
90
歳
の
お
ふ
た

り
が
、
お
互
い
の
住
ん
で
い
た
ま
ち
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、
現
在

の
状
況
（
ふ
た
り
と
も
独
居
で
あ
る
）
を
90
分
に
わ
た
り
語
り
合
い
、

そ
し
て
、
最
後
に
僕
が
カ
バ
ー
し
て
き
た
『
青
い
山
脈
』
を
ギ
タ
ー

一
本
で
弾
き
語
り
し
た
。
一
緒
に
歌
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
し
て
、
泣

い
て
く
だ
さ
っ
た
。
別
に
き
れ
い
な
話
に
ま
と
め
た
い
わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
、
僕
は
こ
こ
に
来
て
「
生
演
奏
」
の
出
番
が
や
っ
て
き
た

と
感
じ
て
い
た
の
だ
。

　

20
代
、
い
わ
ゆ
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
ド
ラ
ム
を
叩
き
、
ギ

タ
ー
や
機
材
を
使
っ
て
ラ
イ
ブ
を
し
て
き
た
僕
は
、
あ
る
と
き
か
ら

自
分
の
表
現
が
「
場
づ
く
り
」
へ
と
向
か
っ
て
い
く
な
か
で
、
自
分

が
直
接
演
奏
す
る
行
為
に
対
し
て
、
意
図
的
に
距
離
を
と
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
『
青
い
山
脈
』
は
、
い
ま
だ
か
ら
こ
そ
生
演
奏
で
や

る
意
味
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
曲
を
ラ
ジ
カ
セ
で
幾
度
と
な

く
記
憶
を
反
芻
し
な
が
ら
聴
い
て
く
れ
た
タ
ケ
子
さ
ん
に
と
っ
て
、

ま
た
ご
自
身
の
東
京
時
代
の
記
憶
を
重
ね
合
わ
せ
て
く
れ
た
け
い
子

さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
の
出
会
い
の
も
と
で
『
青
い
山
脈
』
が
発
酵
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
か
ら
だ
。
そ
の
分
厚
い
記
憶
に
支
え
ら
れ
て
、

よ
う
や
く
「
生
演
奏
」
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　

こ
の
生
演
奏
に
は
前
段
が
あ
る
。
２
０
１
８
年
12
月
に
都
内
で
開

催
し
た
『REC

⇅PLA
Y 

あ
る
復
興
団
地
の
「
声
（
風
景
）
」
を
な

ぞ
る　

ラ
ジ
オ
下
神
白  

あ
の
と
き
あ
の
ま
ち
の
音
楽
か
ら
い
ま
こ

こ
へ
の
報
奏
会
』
で
あ
る
（
P　
40̶

53
）
。

　

こ
の
企
画
に
集
ま
っ
た
30
名
ほ
ど
の
参
加
者
は
、
東
北
の
復
興
に

興
味
は
あ
る
が
な
か
な
か
現
地
に
通
う
こ
と
が
で
き
ず
か
か
わ
る
方

法
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
り
、
ア
ー
ト
活
動
を
や
っ
て
き
た
が

復
興
現
場
で
や
れ
る
こ
と
は
な
い
か
探
っ
て
い
る
関
東
近
郊
の
方
々

だ
。
そ
ん
な
彼
ら
彼
女
ら
に
向
け
て
、
や
っ
て
き
た
取
り
組
み
や
団

地
の
状
況
を
「
報
告
」
す
る
（
勉
強
し
て
も
ら
う
）
の
で
は
な
く
、

住
民
さ
ん
た
ち
の
声
を
「
演
奏
」
（
そ
の
場
で
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
入

れ
、
D
J
を
し
、
ギ
タ
ー
を
弾
く
）
す
る
「
感
性
的
な
体
験
」
を
通

じ
て
、
こ
の
下
神
白
団
地
、
ひ
い
て
は
「
被
災
者
（
と
言
わ
れ
る

方
々
）
の
日
常
」
に
思
い
を
馳
せ
る
場
を
し
つ
ら
え
た
。

　

参
加
者
は
ラ
ジ
オ
C
D
の
断
片
を
何
度
も
聴
き
な
が
ら
、
実
際
に

私
た
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
も
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
の
楽
曲
に

つ
い
て
語
り
合
う
こ
の
場
限
り
の
ラ
ジ
オ
に
出
演
し
、
取
材
す
る
側

に
も
ま
わ
っ
て
み
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
遠
く
離
れ
た
福
島
の
地

の
「
声
」
を
「
な
ぞ
っ
て
み
る
」
。
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
は
、
タ
ケ
子

さ
ん
と
け
い
子
さ
ん
の
「
声
」
を
聴
い
た
の
ち
、
全
員
で
『
青
い
山

脈
』
を
合
唱
し
た
の
だ
っ
た
。

　

見
知
ら
ぬ
土
地
で
誰
か
が
経
験
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
遠
く
離

れ
た
土
地
に
い
る
「
私
」
は
、
一
体
ど
の
よ
う
に
受
け
取
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
て
き
た
な
か
で
浮

か
び
上
が
っ
た
新
た
な
問
い
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
そ
ん
な
の
受
け

取
れ
っ
こ
な
い
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
し
、
「
現
地
に
行
か
な
い
と

駄
目
だ
」
と
い
う
意
見
も
根
強
く
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
否
定
で
き

な
い
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
表
現
」
と
い
う
も
の
は
、
ど
こ
ま
で
も
相

手
の
感
性
に
訴
え
る
方
法
を
愚
直
に
突
き
詰
め
な
が
ら
編
ま
れ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
先
に
期
待
さ
れ
る
の
は
圧
倒
的
な
「
想
像
力
の
獲

得
」
だ
。
「
想
像
す
る
こ
と
」
。
こ
れ
は
ど
こ
の
土
地
に
い
て
も
、

ど
ん
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、
で
き
る
こ
と
だ
。
で
き
る
と
い
う
よ
り

は
、
強
い
言
い
方
に
な
る
が
、
必
ず
「
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ

と
」
だ
と
思
う
。
他
者
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
な
ん
て
わ
か
り
合
え

な
い
と
い
う
前
提
に
立
ち
な
が
ら
も
、
力
を
尽
く
し
て
相
手
を
想
像

し
続
け
る
こ
と
は
、
と
て
も
困
難
だ
。
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
見
れ
ば
、
「
あ
あ
、
あ
の
人
た
ち
は
い
ま
こ
ん
な
感
じ
で
生
活
し

て
い
る
の
か
」
と
わ
か
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

「
わ
か
っ
た
こ
と
と
す
る
こ
と
」
と
「
わ
か
ろ
う
と
し
続
け
る
こ

と
」
の
あ
い
だ
に
は
、
雲
泥
の
差
が
あ
る
。
「
表
現
」
が
立
ち
上
げ

て
く
れ
る
「
想
像
力
」
を
養
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
「
わ
か
ろ
う
と

し
続
け
る
こ
と
」
を
諦
め
な
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

『
ラ
ジ
オ
下
神
白
』
は
、
現
地
で
の
訪
問
と
ラ
ジ
オ
制
作
、
そ
れ

に
都
内
で
の
報
奏
会
を
経
て
、
関
東
圏
で
活
動
す
る
「
音
楽
と
社
会

活
動
の
接
点
を
深
く
探
り
た
い
」
と
願
う
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
伴
奏
型
支
援
バ
ン
ド
」
の
結
成
へ
と
向
か
っ

て
い
る
。
住
民
一
人
ひ
と
り
の
思
い
出
の
楽
曲
の
バ
ッ
ク
バ
ン
ド
を

務
め
、
住
民
に
生
の
「
声
」
で
歌
っ
て
い
た
だ
く
、
と
い
う
取
り
組

み
だ
。

　

こ
の
バ
ン
ド
の
存
在
は
、
今
後
、
「
現
地
」
と
ま
だ
出
会
い
を
果

た
せ
て
い
な
い
「
他
者
」
と
の
あ
い
だ
を
つ
な
ぐ
生
々
し
い
「
メ

デ
ィ
ア
」
と
な
る
だ
ろ
う
。
バ
ン
ド
の
詳
細
は
、
映
像
の
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
や
、
い
わ
き
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
メ
デ
ィ
ア
『igoku

』
で
の

連
載
で
触
れ
た
い
。

「
声
」を
奏
で
る
た
め
の「
ラ
イ
ブ
」へ
。

私
た
ち
の
こ
れ
か
ら

う
ん
で
い
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